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ま
え
が
き

『
政
治
思
想
研
究
』
第
一
九
号
を
お
届
け
す
る
。
特
集
の
テ
ー
マ
は
「
政
治
思
想
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
年
の
二

〇
一
八
年
五
月
二
六
日
か
ら
二
七
日
に
か
け
て
甲
南
大
学
岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
研
究
大
会
の
統
一
テ
ー
マ
で
あ
る
。
研
究
大
会

で
は
、
こ
の
統
一
テ
ー
マ
に
関
連
し
て
「
初
期
近
代
に
お
け
る
秩
序
・
支
配
・
差
異
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
覇
権
と
「
文
明
」」「
近
代
の
統
治

権
力
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
他
者
」
の
三
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
報
告
は
、
い
ず
れ

も
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
を
め
ぐ
る
問
題
の
広
が
り
と
、
そ
う
し
た
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
の
問
題
が
孕
む
政
治
的
な
意
義
や
重

要
性
を
指
し
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
「
二
〇
一
八
年
度
学
会
研
究
会
報
告
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う

が
、
本
号
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
を
基
に
し
た
三
本
の
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
究
大
会
で
は
ま
た
、
第
一
日
目
に
Ｌ
Ｓ
Ｅ
（London School of Econom

ics and Political Science

）
の
ア
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
教
授
に

よ
る
「
差
異
を
承
認
す
る
─
─
理
由
と
リ
ス
ク
」
と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。
差
異
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
な
ど
に
つ
い
て
の
代
表
的

な
政
治
理
論
研
究
者
で
あ
る
教
授
の
講
演
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
を
め
ぐ
る
議
論
の
、
ま
さ
し
く
「
基
調
」
と
な
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
号
で
は
、
特
集
企
画
の
一
環
と
し
て
、
教
授
の
講
演
原
稿
を
原
文
の
ま
ま
巻
末
に
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
平
易
な
英

語
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
企
画
者
代
表
の
辻
康
夫
会
員
に
よ
る
前
書
き
と
、
討
論
者
を
務
め
た
田
村
哲
樹
会
員
に
よ
る
解
説
と
と
も
に
、

ぜ
ひ
ご
一
読
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
原
稿
の
掲
載
を
承
諾
し
て
い
た
だ
い
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
教
授
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

公
募
論
文
に
は
、
前
号
を
大
き
く
上
回
る
、
二
〇
点
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
。
厳
正
な
審
査
を
し
た
う
え
で
、
九
本
の
論
文
が
掲
載
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
七
本
が
政
治
思
想
学
会
研
究
奨
励
賞
受
賞
作
で
あ
る
。
現
代
政
治
理
論
の
分
野
の
投
稿
が
多
い
と
い
う

傾
向
は
今
回
も
見
ら
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
学
会
誌
に
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
厳
選
さ
れ
た
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
、

本
学
会
の
活
力
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
今
回
は
投
稿
数
の
増
加
に
比
例
し
て
、
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
、
時
に
は
複
数
の
査
読
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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依
頼
先
の
あ
ま
り
の
多
さ
と
、
学
会
全
体
の
負
担
の
大
き
さ
に
不
安
を
覚
え
た
が
、
幸
い
に
も
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
責
任
の
重
い
査
読
の

作
業
を
快
諾
さ
れ
、
公
正
か
つ
適
切
な
報
告
を
し
て
い
た
だ
い
た
。『
政
治
思
想
研
究
』
の
水
準
を
影
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
加
え
て
、
こ
の
よ
う
な
査
読
の
適
正
さ
を
保
つ
た
め
に
、
も
う
一
段
階
、
編
集
委
員
会
に
よ
る
最
終
審
査
が
行

わ
れ
た
。
と
く
に
査
読
の
評
価
が
分
か
れ
た
場
合
に
は
、
慎
重
な
審
議
を
何
度
も
重
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
多
く
の
時
間
と
労
力
を
割
い
て

い
た
だ
い
た
委
員
の
皆
様
に
は
、
編
集
主
任
と
し
て
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

も
っ
と
も
、
今
回
は
、
公
募
論
文
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
期
間
内
に
行
わ
な
か
っ
た
投
稿
が
複
数
あ
っ
た
。「
論
文
公
募
の
お
知
ら
せ
」
に
も

あ
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た
場
合
の
原
稿
の
受
理
に
は
「
や
む
を
得
な
い
事
情
」
が
必
要
と
な
る
の
で
注
意
し
て
ほ
し
い
。
同
様
に
、
今
回
は

ま
た
、
規
定
の
分
量
を
超
過
し
た
原
稿
も
複
数
見
ら
れ
た
。W
ord

な
ど
の
カ
ウ
ン
タ
ー
だ
と
設
定
や
見
方
に
よ
っ
て
文
字
数
が
変
わ
る
の

で
、
本
誌
で
は
、
分
量
を
一
行
四
〇
字
×
一
頁
三
〇
行
の
様
式
で
二
七
頁
以
内
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
に
「
論

文
公
募
の
お
知
ら
せ
」
の
文
言
を
書
き
直
し
、
原
稿
の
分
量
が
「
四
〇
字
×
三
〇
行
で
二
七
頁
以
内
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
次
号
へ

の
投
稿
を
考
え
て
い
る
方
は
、「
論
文
公
募
の
お
知
ら
せ
」
を
熟
読
し
、
エ
ン
ト
リ
ー
手
続
き
や
原
稿
の
様
式
な
ど
で
不
備
が
生
じ
な
い
よ

う
に
留
意
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
言
う
ま
で
も
な
く
応
募
論
文
は
未
刊
行
の
も
の
に
限
ら
れ
る
が
、
た
と
え
ば
外
国
語
で
発
表
し
た
内
容
と
一

部
重
複
す
る
と
い
っ
た
場
合
な
ど
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
が
可
能
か
ど
う
か
事
前
に
編
集
委
員
会
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

書
評
の
対
象
は
、
会
員
に
よ
る
学
術
的
な
単
著
で
過
去
二
年
以
内
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
「
西
洋
政
治
思
想
史
」「
現

代
政
治
理
論
」「
東
洋
日
本
政
治
思
想
」
の
ど
の
分
野
も
豊
作
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
取
り
上
げ
た
冊
数
も
例
年
よ
り
も
多
く
一
三
冊
に

の
ぼ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
作
品
も
あ
っ
た
。
書
評
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

本
号
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
な
か
で
も
、
風
行
社
の
犬
塚
満
氏
に
は
今
回
も
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
。
ま
た
、
一
般
財
団
法
人
櫻
田
會
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
出
版
助
成
を
い
た
だ
い
た
。
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。

編
集
主
任　

木
村
俊
道
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久
保
健
晴　

390

『
歴
史
と
永
遠
─
─
江
戸
後
期
の
思
想
水
脈
』（
島
田
英
明
）

戦
後
の
丸
山
眞
男
に
お
け
る
変
化
と
持
続
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
辺
春
彦　

392

『
丸
山
眞
男
、
そ
の
人　

歴
史
認
識
と
政
治
思
想
』（
都
築
勉
）

「
長
い
革
命
」
と
し
て
「
維
新
革
命
」
を
捉
え
直
す
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
望
月
詩
史　

394

『「
維
新
革
命
」
へ
の
道
─
─
「
文
明
」
を
求
め
た
十
九
世
紀
日
本
』（
苅
部
直
）

【
二
〇
一
八
年
度
学
会
研
究
会
報
告
】

二
〇
一
八
年
度
研
究
会
企
画
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
企
画
委
員
長　

辻　

康
夫　

396

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
】
初
期
近
代
に
お
け
る
秩
序
・
支
配
・
差
異
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

司
会　

川
出
良
枝　

398

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
】
グ
ロ
ー
バ
ル
な
覇
権
と
「
文
明
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

司
会　

大
久
保
健
晴　

400

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅲ
】
近
代
の
統
治
権
力
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
他
者
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
司
会　

岡
野
八
代　

402

〔
自
由
論
題　

分
科
会
Ａ
〕……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

司
会　

長
妻
三
佐
雄　

404

〔
自
由
論
題　

分
科
会
Ｂ
〕……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

司
会　

梅
田
百
合
香　

405

〔
自
由
論
題　

分
科
会
Ｃ
〕……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

司
会　

小
田
川
大
典　

406

【
海
外
研
究
者
招
聘
講
演
】

ア
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
教
授
「
差
異
を
承
認
す
る
─
─
理
由
と
リ
ス
ク
」
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フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
教
授
政
治
思
想
学
会
基
調
講
演
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
企
画
者
代
表　

辻　

康
夫　

428（
ⅰ
）

Recognising D
ifference: Reasons and Risks

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…A

nne Phillips　

426（
ⅲ
）

解
説
：
ア
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
「
差
異
を
承
認
す
る
─
─
理
由
と
リ
ス
ク
」
に
つ
い
て
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
田
村
哲
樹　

412（
xⅶ
）

執
筆
者
紹
介
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

429

政
治
思
想
学
会
規
約
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

433

論
文
公
募
の
お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

434

政
治
思
想
学
会
研
究
奨
励
賞
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

435

執
筆
要
領
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

436

二
〇
一
八
─
二
〇
一
九
年
度
理
事
お
よ
び
監
事
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

437
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一　

は
じ
め
に
─
─
「
振
気
」
論
に
つ
い
て

江
戸
期
と
明
治
期
の
思
想
を
一
望
の
下
に
扱
い
、
両
者
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
日
本
政
治
思
想
史
研
究
に
お
い
て
定
石
的
な
手
法

で
あ
る
。
新
時
代
の
始
ま
り
と
と
も
に
従
来
の
思
想
が
一
掃
さ
れ
る
わ
け
は
な
く
、
西
洋
思
想
の
多
大
な
影
響
下
に
あ
る
明
治
期
の
思
想
も

江
戸
期
の
学
問
の
展
開
を
受
け
継
い
で
い
る
─
─
こ
の
よ
う
な
見
方
は
学
界
の
共
通
認
識
と
い
っ
て
も
良
い
で
あ
ろ
う（

（
（

。

そ
の
一
方
で
、
か
つ
て
と
は
異
な
り
、
荻
生
徂
徠
と
福
澤
諭
吉
の
間
に
あ
る
種
の
継
承
関
係
を
見
出
す
型
の
研
究
は
後
退
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
明
治
初
期
の
思
想
家
が
仁
齋
学
や
徂
徠
学
と
い
っ
た
江
戸
中
期
の
思
想
を
深
く
理
解
し
て
い
る
の
か
は
、
し
ば
し
ば
疑
わ
し

い
。
も
っ
と
も
仁
齋
学
・
徂
徠
学
の
流
行
し
た
時
代
か
ら
明
治
ま
で
の
間
に
は
、
百
年
以
上
の
歳
月
が
流
れ
て
お
り
、
江
戸
中
期
の
思
想
と

明
治
初
期
の
思
想
に
直
接
的
な
継
承
関
係
を
跡
付
け
ら
れ
な
い
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
当
然
と
い
え
る
。
江
戸
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の

思
想
の
流
れ
を
単
純
な
発
展
図
式
で
は
捉
え
ず
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
が
、
現
在
に
お
い
て
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
は
、
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
に
当
た
り
、
明
治
期
に
頻
出
す
る
、「
気
」
を
奮
い
立
た
せ
る
こ
と
を
め
ぐ
る
議
論
に
注
目
し
た
い
。

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
よ
う
。
順
に
、
副
島
種
臣
等
「
民
撰
議
院
設
立
建
白
書
」、「
戦
争
ハ
国
家
ニ
大
益
ア
ル
ノ
説
」（『
評
論
新
聞
』
社
説
）、

成
島
柳
北
「
祭
新
聞
紙
文
」
の
一
節
で
あ
る
（
傍
点
は
引
用
者
）。

「
振
気
」
論
へ

─
─
水
戸
学
派
と
古
賀
侗
庵
を
手
が
か
り
に

● 

─
─
高
山
大
毅
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今
我
国
既
ニ
草
昧
ニ
非
ラ
ス
。
而
シ
テ
我
人
民
ノ
従
馴
ナ
ル
者
既
ニ
過
甚
ト
ス
。
然
ラ
ハ
則
今
日
我
政
府
ノ
宜
シ
ク
以
テ
其
目
的
ト
ナ

ス
可
キ
者
、
則
民
撰
議
院
ヲ
立
テ
、
我
人
民
ヲ
シ
テ
其
敢
為
ノ
気
ヲ
起
シ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
天
下
ヲ
分
任
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
弁
知
シ
、
天
下
ノ
事
ニ
参
与

シ
得
セ
シ
ム
ル
ニ
在
リ
。
則
闔
国
ノ
人
皆
同
心
ナ
リ（

（
（

。

今
此
ノ
元
気
衰
弱
シ
テ
国
勢
頽
廃
ス
ル
カ
如
キ
ノ
患
ヲ
免
カ
レ
、
常
ニ
活
潑
旺
盛
ノ
気
力
ヲ
失
ハ
ス
、
威
武
ヲ
宇
内
ニ
振
張
ス
ル
ユ
ヘ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ン
ヲ
求
メ
ハ

0

0

0

0

0

、
特
ニ
長
ク
閑
暇
無
事
ニ
安
心
シ
テ
一
日
ノ
姑
息
ヲ
努
ム
ル
事
ヲ
止
メ
、
一
タ
ヒ
機
会
ヲ
得
ル
ア
レ
ハ
一
刀
両
断
シ
テ
迅

速
ニ
其
勢
ニ
乗
シ
、
戦
争
攻
伐
ヲ
事
ト
シ
以
テ
此
ノ
大
患
ヲ
掃
蕩
ス
ル
ア
ル
ノ
ミ（

（
（

。

シ
カ
ル
ニ
汝
（
新
聞
の
こ
と
─
引
用
者
注
）
ガ
西
ノ
方
万
里
ノ
大
洋
ヲ
航
シ
テ
我
ガ
帝
国
ニ
来
リ
シ
ヨ
リ
、
我
ガ
国
人
ハ
始
メ
テ
頑
陋
ノ

旧
夢
ヲ
覚
マ
シ
、
口
ヲ
張
リ
筆
ヲ
揮
ヒ
、
正
論
讜
議
以
テ
全
国
ノ
元
気
ヲ
振
起
セ
リ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
（
（

「
気
」
は
「
元
気
」
の
他
に
「
正
気
」「
士
気
」「
気
力
」「
気
風
」
と
い
っ
た
熟
語
の
場
合
も
あ
り
、
奮
い
立
た
せ
る
こ
と
を
表
す
言
葉
に

は
、「
振
起
」「
振
作
」「
鼓
舞
」
と
い
っ
た
語
彙
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。「
気
」
が
奮
い
立
っ
て
い
な
い
「
萎
靡
」
し
た
状
態
は
惰
弱

や
眠
り
と
結
び
付
け
ら
れ
る
。
何
ら
か
の
刺
戟
を
加
え
る
こ
と
で
、
人
々
の
「
気
」
を
活
発
化
さ
せ
る
─
─
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
議
論

を
総
称
し
て
「
振
気
」
論
と
呼
ぶ
こ
と
す
る
。

従
来
の
研
究
で
も
、「
国
家
の
元
気
」
や
「
気
力
」
と
い
っ
た
「
気
」
に
関
す
る
言
辞
が
明
治
期
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
さ

れ
て
き
た
。
坂
本
多
加
雄
や
梶
田
明
宏
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
民
権
派
は
と
り
わ
け
こ
の
よ
う
な
言
辞
を
好
み
、
彼
ら
は
「
元

気
」
の
振
作
と
い
う
形
象
で
、
国
内
で
の
自
由
の
獲
得
と
対
外
的
な
国
力
の
拡
張
を
連
続
的
に
論
じ
た（

（
（

。
圧
政
に
抵
抗
し
得
る
活
発
な
「
気
」

を
有
す
る
国
民
な
ら
ば
、
外
国
と
の
抗
争
に
も
勝
利
す
る
─
─
と
い
っ
た
発
想
で
あ
る
。
国
民
の
「
気
」
を
奮
い
立
た
せ
る
方
法
に
関
し
て

は
、
教
育
や
議
会
の
設
立
の
他
に
、
右
の
例
の
よ
う
に
戦
争
を
挙
げ
る
人
々
も
お
り
、
彼
ら
は
軍
事
的
な
冒
険
こ
そ
が
、「
気
」
を
活
性
化

す
る
強
力
な
刺
戟
た
り
得
る
と
説
い
た
。　
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文
学
研
究
に
お
い
て
も
、
谷
川
恵
一
・
ロ
バ
ー
ト
キ
ャ
ン
ベ
ル
・
青
山
英
正
が
、
志
士
の
詩
歌
文
章
を
読
む
こ
と
で
自
己
の
「
気
」
を
振

る
わ
せ
る
と
い
う
明
治
初
期
の
読
書
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る（

（
（

。「
気
」
を
振
起
す
る
た
め
の
素
材
と
し
て
志
士
の
詩
歌
集
が
次
々

と
出
版
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
『
振
気
篇
』
と
題
す
る
本
さ
え
あ
る（

（
（

。「
振
気
」
論
は
、
政
治
に
限
ら
ず
文
学
の
領
域
ま
で
広
く
見
ら
れ
る
思

考
の
型
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
振
気
」
論
の
来
歴
を
考
え
る
際
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
「
気
」
概
念
の
伝
統
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
。『
孟
子
』
の
「
浩

然
之
気
」
な
ど
の
儒
学
の
「
気
」
概
念
は
明
治
期
の
議
論
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
梶
田
の
論
考
に
「「
気
」
は
思
想
史
を
語
る

上
で
重
要
な
概
念
で
あ
る
が
、
そ
の
研
究
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
い
え
よ
う（

（
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、「
気
」
概
念
の
系
譜
論
は
余
り
成
功
し

て
い
な
い
。
儒
学
で
は
「
気
」
は
自
明
の
概
念
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
そ
の
定
義
が
議
論
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
稀
で
あ

り
、
明
治
期
の
「
気
」
概
念
も
厳
密
な
定
義
抜
き
に
曖
昧
に
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
両
者
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

「
気
」
単
体
で
は
な
く
、「
気
」
と
動
詞
の
連
語
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
困
難
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日

本
語
辞
典
の
「
振
気
」
の
項
目
に
は
、「
元
気
を
ふ
る
い
お
こ
す
こ
と（

（
（

」、「
気
を
奮
い
立
た
せ
る
こ
と（

（1
（

」
と
い
っ
た
語
義
が
載
っ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
中
国
で
編
纂
さ
れ
た
最
大
規
模
の
熟
語
辞
典
で
あ
る
『
漢
語
大
詞
典
』
は
「
振
気
」
を
そ
も
そ
も
立
項
し
て
い
な
い
。「
振
気
」

の
中
国
の
典
籍
で
の
用
例
は
稀
で
あ
り
、「
振
」
と
「
気
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
類
語
を
組
み
合
わ
せ
て
捜
索
の
幅
を
広
げ
て
も
、
そ
の
用
例
数

は
や
は
り
多
く
な
い
。
一
方
、「
養
気
」
な
ど
「
養
」
及
び
そ
れ
に
類
す
る
語
彙
と
結
び
つ
い
た
「
気
」
の
用
例
は
、
中
国
の
文
献
に
膨
大

な
量
が
見
つ
か
る（

（1
（

。「
気
」
の
養
い
方
は
修
養
論
に
お
い
て
重
要
な
論
点
だ
か
ら
で
あ
る（

（1
（

。
中
国
思
想
の
世
界
で
は
、
自
己
の
「
気
」
を
如

何
に
養
う
か
と
い
う
問
題
は
繰
り
返
し
議
論
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
外
か
ら
刺
戟
を
与
え
て
「
気
」
を
如
何
に
奮
い
立
た
せ
る
か
と
い
う

問
題
は
議
論
の
蓄
積
が
乏
し
い（

（1
（

。

近
世
日
本
に
お
い
て
も
、「
振
気
」
論
は
後
期
の
著
作
に
偏
っ
て
出
現
し
、
仁
齋
学
や
徂
徠
学
に
「
振
気
」
論
的
な
発
想
は
見
ら
れ
な
い
。

管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
は
「
振
気
」
に
関
わ
る
語
彙
は
、
十
八
世
紀
の
儒
者
の
著
作
に
は
少
数
例
し
か
存
在
し
な
い（

（1
（

。
坂
本
多
加
雄
は
、
明
治

期
の
「
気
」
の
議
論
を
仁
齋
の
「
気
」
一
元
論
及
び
「
活
物
」
論
と
に
関
連
づ
け
る（

（1
（

。
確
か
に
仁
齋
は
、「
天
地
之
間
、
一
元
気
而
已
（
天
地

の
間
は
一
元
気
の
み（

（1
（

）」
と
い
っ
た
議
論
を
展
開
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
抽
象
的
な
「
理
」
を
「
気
」
に
先
立
つ
存
在
と
し
て
尊
崇
す
る
朱
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子
学
者
の
批
判
を
主
眼
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
仁
齋
の
「
活
物
」
論
は
、「
天
地
」
や
「
人
」
を
空
虚
で
固
定
的
な
「
理
」
へ
と
還
元
し
よ

う
と
す
る
朱
子
学
を
否
定
し
て
、「
天
地
」
や
「
人
」
を
活
動
す
る
も
の
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
を
説
く
議
論
で
あ
る（

（1
（

。
徂
徠
も
「
活
物
」

と
い
う
概
念
を
用
い
る
が
、
そ
れ
も
「
天
地
」
や
「
人
」
の
相
互
の
活
動
に
は
無
限
の
変
化
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
仁
齋
学

に
し
て
も
、
徂
徠
学
に
し
て
も
、
何
ら
か
の
刺
戟
を
与
え
る
こ
と
で
人
々
の
「
気
」
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
っ
た
主
張
は
見
ら
れ
な
い
。

二　

水
戸
学
派
の
「
振
気
」
論

坂
本
・
梶
田
と
も
に
、
明
治
の
「
気
」
の
言
説
の
前
史
に
會
澤
正
志
齋
の
所
説
を
挙
げ
て
い
る（

（1
（

。「
元
気
」
や
「
正
気
」
と
い
っ
た
表
現

の
流
行
に
水
戸
学
派
の
学
者
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
く
、「
振
気
」
論
の
淵
源
を
考
え
る
上
で
、
正
志
齋
の
議
論
は
検
討
に
価
す
る
。

坂
本
・
梶
田
の
論
考
は
と
も
に
『
新
論
』
の
冒
頭
の
「
神
州
者
太
陽
之
所
出
、
元
気
之
所
始
（
神
州
は
太
陽
の
出
づ
る
所
に
し
て
、
元
気
の
始

ま
る
所（

（2
（

）」
を
引
く
。
し
か
し
、
梶
田
も
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
日
本
に
壮
ん
な
「
気
」
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
主
張
は
、
西
川
如

見
『
日
本
水
土
考
』
に
も
見
え
る（

（2
（

。
さ
ら
に
つ
け
加
え
れ
ば
藤
原
惺
窩
も
同
様
の
説
を
述
べ
て
い
る（

（2
（

。「
気
」
概
念
に
よ
っ
て
日
本
の
優
越

性
を
語
る
正
志
齋
の
議
論
は
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。

正
志
齋
は
、
江
戸
儒
学
の
先
行
学
説
に
通
じ
た
学
者
で
あ
り
、
彼
の
議
論
の
大
抵
の
部
分
は
先
儒
の
説
の
巧
み
な
取
り
合
わ
せ
で
あ
る（

（2
（

。

中
で
も
主
要
な
材
源
と
な
っ
て
い
る
の
は
仁
齋
学
と
徂
徠
学
で
あ
る
。
仁
齋
学
・
徂
徠
学
と
も
に
、
こ
の
時
代
は
既
に
流
行
遅
れ
で
あ
り
、

こ
の
点
で
正
志
齋
の
思
想
は
古
い
。
た
だ
し
、
彼
の
議
論
に
は
仁
齋
学
・
徂
徠
学
な
ど
の
江
戸
中
期
の
議
論
に
由
来
し
な
い
要
素
も
含
ま
れ

て
お
り
、「
振
気
」
論
の
来
歴
を
考
え
る
上
で
は
、
こ
ち
ら
の
方
が
重
要
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
正
志
齋
の
「
旅
宿
ノ
境
界
」
に
対
す
る
評
価
は
徂
徠
と
正
反
対
で
あ
る
。
徂
徠
は
『
政
談
』
で
、
武
士
が
所
領
か
ら
離
れ
て

都
市
に
集
住
し
て
い
る
状
態
を
「
旅
宿
ノ
境
界
」（
旅
暮
ら
し
の
状
態
の
意
）
で
あ
る
と
呼
び
、
武
士
は
所
領
に
居
住
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う（

（2
（

。

一
方
で
正
志
齋
は
、
徂
徠
の
議
論
を
否
定
し
、
世
の
中
に
「
生
気
」
を
も
た
ら
し
て
「
腐
敗
」
を
防
ぐ
た
め
に
、
参
勤
交
代
を
行
軍
演
習
の

要
領
で
行
わ
せ
、
武
士
を
「
旅
宿
ノ
境
界
」
に
置
く
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
説
く
。
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扨
又
諸
大
名
・
御
旗
本
衆
江
戸
ニ
居
住
シ
テ
、
旅
宿
ノ
境
界
ユ
ヘ
、
費
多
キ
コ
ト
ヲ
物
徂
徠
ノ
論
ゼ
シ
ハ
卓
見
ニ
テ
、
実
ニ
其
弊
モ
ア

ル
事
ナ
レ
ド
モ
是
亦
其
一
ヲ
知
テ
、
未
ダ
其
二
ヲ
不
知
ニ
似
タ
リ
。
前
ニ
モ
論
ゼ
シ
如
ク
、
万
物
共
ニ
不
用
シ
テ
寝
セ
モ
ノ
ニ
ナ
リ
テ

ハ
、
腐
敗
ス
ル
道
理
ナ
ル
故
、
聖
人
ハ
天
下
ノ
諸
侯
・
大
夫
・
士
ヲ
常
ニ
用
テ
死
物
ニ
ナ
ラ
ズ
、
世
ノ
中
ニ
生
気
ア
ル
様
ニ
シ
テ
治
メ

ラ
レ
タ
リ
。《
中
略
》
是
等
ニ
テ
モ
古
ヘ
天
下
ヲ
旅
宿
ノ
境
界
ニ
ナ
シ
置
、
宴
安
ノ
酖
毒
ニ
耽
リ
、
腐
敗
ニ
至
シ
メ
ザ
リ
シ
深
意
ア
ル

事
ヲ
知
ベ
シ（

（2
（

。

正
志
齋
は
「
死
物
」
と
い
う
仁
齋
学
を
思
わ
せ
る
語
彙
を
用
い
て
い
る
（
仁
齋
は
「
死
物
」
を
「
活
物
」
の
対
義
語
に
用
い
る
）。
し
か
し
、
こ
こ

で
の
「
死
物
」
は
、
仁
齋
と
は
異
な
り
、
仏
老
及
び
宋
学
に
対
す
る
批
判
と
は
関
係
し
て
い
な
い
。
正
志
齋
が
「
死
物
」
や
「
寝
セ
モ
ノ
」

と
い
っ
た
言
葉
で
語
っ
て
い
る
の
は
、
活
動
性
の
低
下
に
対
す
る
強
い
危
惧
で
あ
る
。

正
志
齋
と
対
照
的
に
徂
徠
は
、
人
々
が
動
き
回
る
こ
と
を
肯
定
的
に
評
価
し
な
い
傾
向
が
あ
る
。
徂
徠
は
、「
主
人
目
前
ヲ
カ
ケ
マ
ワ
リ

タ
ガ
ル
モ
ノ
ハ
、
皆
追
従
者
ナ
リ
」
と
い
い
、「
ネ
ル
モ
奉
公
」
と
い
う
諺
に
賛
同
す
る（

（2
（

。
ま
た
徂
徠
は
、
田
舎
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

の
流
れ
の
中
で
の
生
活
を
理
想
視
し
て
お
り
、
都
市
の
「
せ
は
し
な
き
風
俗
」
を
嫌
っ
た（

（2
（

。
こ
の
よ
う
な
徂
徠
と
は
違
い
、
正
志
齋
は
人
々

が
絶
え
ず
動
く
こ
と
を
「
生
気
」
が
あ
る
状
態
と
し
て
肯
定
的
に
捉
え
る
の
で
あ
る
。

正
志
齋
の
考
え
る
「
生
気
」
を
世
の
中
に
も
た
ら
す
手
段
は
、
参
勤
交
代
の
行
軍
演
習
化
の
ほ
か
に
、
人
の
意
表
に
出
る
よ
う
な
果
断
な

賞
罰
が
あ
る
。
正
志
齋
は
『
尚
書
』
洪
範
を
引
い
て
、
寛
保
延
享
以
降
の
世
は
、「
沈
潜
剛
克
ノ
時
」、
す
な
わ
ち
風
俗
が
「
懦
弱
」
に
な
っ

て
お
り
、
賞
罰
に
お
い
て
も
「
剛
断
」
の
処
置
が
必
要
な
時
代
で
あ
る
と
い
う（

（2
（

。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
政
策
を
、
正
志
齋
は
、
人
々
を
眠
り

か
ら
起
こ
し
、「
士
気
ヲ
振
」
る
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
説
く
。

今
ハ
休
息
過
ギ
テ
、
悉
ク
寐
入
リ
タ
ル
世
ト
ハ
ナ
リ
シ
ナ
リ
。
寐
入
リ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
寐
過
ル
ト
テ
ユ
リ
起
セ
バ
、
眠
キ
ト
テ
怒
ル
ガ
如

ク
、
天
下
ノ
眠
ヲ
覚
マ
シ
、
士
気
ヲ
振
ン
ト
ス
レ
バ
、
庸
人
・
懦
夫
ハ
誹
謗
・
妖
言
ヲ
云
フ
事
定
リ
タ
ル
勢
也
。
昇
平
懦
弱
ノ
風
ニ
染
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ミ
込
ミ
タ
ル
モ
ノ
ハ
、
処
詮
相
談
相
手
ニ
ハ
ナ
ラ
ヌ
事
ナ
レ
ド
モ
、
東
照
宮
今
ノ
世
ニ
生
レ
マ
シ
マ
サ
バ
、
必
ズ
英
断
ア
リ
テ
変
通
更

張
シ
、
天
下
ノ
耳
目
ヲ
一
新
サ
セ
賜
ハ
ン
事
勿
論
也（

（2
（

。

安
逸
に
溺
れ
る
惰
弱
な
人
々
に
衝
撃
を
与
え
て
、「
気
」
を
奮
い
立
た
せ
る
と
い
う
「
振
気
」
論
の
思
考
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
正
志
齋
の
議
論
は
師
の
藤
田
幽
谷
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
政
九
年
、
当
時
二
十
四
歳
で
あ
っ
た
幽
谷
は
主
君
の
徳

川
治
保
に
意
見
書
を
上
呈
し
た
。「
丁
巳
封
事
」
と
称
さ
れ
る
こ
の
意
見
書
に
つ
い
て
正
志
齋
は
、「
幽
谷
先
生
次
郎
左
衛
門
藤
田
君
墓
表
」

で
言
及
し
て
い
る（

（3
（

。「
丁
巳
封
事
」
の
中
で
幽
谷
は
、
正
志
齋
と
同
じ
『
尚
書
』
の
言
葉
を
用
い
て
、
治
保
に
は
「
沈
潜
之
失
（
沈
潜
の
失
）」

が
あ
る
の
で
、「
剛
克
」
に
心
掛
け
る
べ
き
で
あ
る
と
説
く
。
さ
ら
に
、
対
露
問
題
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る（

（3
（

。
今
、
人
々
は
、

「
宴
安
」
に
溺
れ
て
お
り
、「
兵
事
」
を
談
じ
る
人
が
い
れ
ば
狂
人
扱
い
し
て
、
当
面
の
事
を
や
り
過
ご
す
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
。
ゆ
え

に
「
英
主
」
が
「
鼓
舞
作
興
」
し
て
も
「
其
愉
惰
不
振
（
其
の
愉
惰 

振
る
は
ず
）」
と
い
う
事
態
が
心
配
さ
れ
る
の
に
、
要
路
の
人
々
は
人
心

の
動
揺
を
抑
え
込
む
だ
け
の
「
鎮
静
之
術
（
鎮
静
の
術
）」
を
用
い
て
い
る
。
現
今
、
必
要
な
の
は
、「
激
発
一
国
士
大
夫
之
術
（
一
国
の
士
大

夫
を
激
発
す
る
の
術
）」
で
あ
る
。
幽
谷
は
「
激
発
」
の
「
術
」
の
一
例
と
し
て
、
北
条
氏
が
蒙
古
の
使
者
を
斬
首
し
、
必
戦
の
覚
悟
を
示
し

た
事
跡
を
挙
げ
て
い
る
。
彼
は
人
々
を
静
め
る
の
で
は
な
く
、
活
発
化
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

「
丁
巳
封
事
」
の
直
言
に
そ
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
幽
谷
の
強
烈
な
個
性
は
、
正
志
齋
を
始
め
と
す
る
後
続
の
世
代
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。
正
志
齋
は
、
幽
谷
の
教
育
は
「
以
砥
励
名
節
、
振
起
士
気
為
務
（
名
節
を
砥
励
し
、
士
気
を
振
起
す
る
を
以
て
務
め
と
為
す
）」

も
の
で
あ
っ
た
と
い
い
、
ま
た
次
の
よ
う
に
説
く
。

生
也
為
英
、
死
亦
為
霊
。
先
生
所
扶
正
気
、
分
布
在
人
。
若
能
継
遺
志
広
遺
緒
、
斯
道
之
未
墜
於
地
。
豈
遂
無
裨
益
於
天
下
国
家
者

耶（
（3
（

。
生
く
る
や
英
為
り
、
死
す
る
も
亦
た
霊
為
り
。
先
生
の
扶
す
る
所
の
正
気
は
、
分
布
し
て
人
に
在
り
。
若
し
能
く
遺
志
を
継
ぎ
遺
緒
を
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広
め
、
斯
の
道
の
未
だ
地
に
墜
ち
ざ
れ
ば
、
豈
に
遂
に
天
下
国
家
に
裨
益
す
る
者
無
か
ら
ん
や
。

幽
谷
の
育
ん
だ
「
正
気
」
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
拡
げ
る
こ
と
が
後
学
の
務
め
で
あ
る
と
正
志
齋
は
説
く
の
で
あ
る
。

幽
谷
の
子
東
湖
は
、
同
様
の
使
命
感
か
ら
、「
至
発
明
神
聖
之
大
道
、
鼓
舞
天
地
之
正
気
、
則
彪
宿
昔
之
志
願
（
神
聖
の
大
道
を
発
明
し
て
、

天
地
の
正
気
を
鼓
舞
す
る
に
至
り
て
は
、
則
ち
彪
（
東
湖
の
名
─
引
用
者
注
）
の
宿
昔
の
志
願
な
り（

（3
（

）」
と
語
っ
て
い
る
。
主
君
齊
昭
に
改
革
を
促
す
封

事
に
お
い
て
も
、
東
湖
は
「
正
気
次
第
々
々
に
め
り
こ（

（3
（

」
む
こ
と
へ
の
危
惧
を
説
い
て
い
る
。

公
儀
の
命
に
よ
っ
て
齊
昭
が
隠
居
謹
慎
と
な
り
、
改
革
が
頓
挫
す
る
と
、
蟄
居
に
処
せ
ら
れ
た
東
湖
は
著
述
に
力
を
注
い
だ
。
こ
の
時
、

執
筆
さ
れ
た
『
回
天
詩
史
』
に
お
い
て
東
湖
は
、
十
九
歳
の
時
、
大
津
浜
に
英
人
が
上
陸
し
た
際
に
父
か
ら
受
け
た
激
烈
な
命
令
を
記
し
て

い
る
。汝

速
赴
大
津
、
窃
伺
動
静
、
若
審
其
放
還
之
議
決
、
則
直
入
夷
人
之
舎
、
掉
膂
力
、
鏖
夷
虜
。
然
後
従
容
就
官
請
裁
。
雖
出
於
一
時
権

宜
、
庶
乎
足
以
少
伸
神
州
之
正
気
矣（

（3
（

。

汝 

速
や
か
に
大
津
に
赴
き
、
窃
か
に
動
静
を
伺
ひ
、
若
し
其
の
放
還
の
議
決
を
審
ら
か
に
す
れ
ば
、
則
ち
直
ち
に
夷
人
の
舎
に
入
り
、

膂
力
を
掉
ひ
、
夷
虜
を
鏖

み
な
ご
ろ
しに

せ
よ
。
然
る
後
従
容
と
し
て
官
に
就
き
裁
を
請
へ
。
一
時
の
権
宜
の
出
づ
と
雖
も
、
以
て
少
し
く
神
州

の
正
気
を
伸
ぶ
る
に
足
る
に
庶ち

か

か
ら
ん
。

英
人
暗
殺
は
未
遂
に
終
わ
っ
た
が
、
こ
の
「
振
気
」
の
た
め
の
暗
殺
と
い
う
考
え
は
後
の
時
代
に
も
繰
り
返
し
現
れ
る
。
た
と
え
ば
大
久

保
利
通
暗
殺
の
際
の
斬
姦
状
に
は
、「
今
計
を
な
す
者
、
速
に
奸
吏
を
斬
滅
し
、
上
は
国
害
を
除
き
、
下
は
民
苦
を
救
ひ
、
以
て
四
方
の
義

気
を
振
起
し
、
天
下
の
衰
運
を
挽
回
す
る
に
あ
り（

（3
（

」
と
あ
る
。
東
湖
の
著
作
は
志
士
た
ち
に
盛
ん
に
読
ま
れ
た
。『
回
天
詩
史
』
に
描
か
れ

た
彼
の
生
涯
や
「
和
文
天
祥
正
気
歌
」（
い
わ
ゆ
る
「
正
気
歌
」）
は
、
志
士
た
ち
の
「
気
」
を
「
鼓
舞
」
し
、
彼
ら
を
過
激
な
政
治
行
動
へ
と
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誘
っ
た
の
で
あ
ろ
う（

（3
（

。

水
戸
の
人
士
の
「
振
気
」
論
は
開
鎖
を
め
ぐ
る
議
論
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
ペ
リ
ー
が
来
航
し
た
嘉
永
六
年
、
徳
川
齊
昭
が
公
儀

に
献
じ
た
意
見
書
（「
海
防
愚
存
」）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

和
戦
の
利
害
、
戦
を
主
と
致
候
得
は
、
天
下
の
士
気
引
立
、
仮
令
一
旦
敗
を
取
候
て
も
、
遂
に
は
夷
賊
を
逐
退
け
、
和
を
主
と
致
候
得

は
、
当
座
は
平
穏
の
様
に
て
も
、
天
下
の
人
気
大
に
緩
み
、
後
に
は
滅
亡
に
も
至
り
候
儀
、
漢
土
の
歴
史
の
上
に
も
明
証
有
之（

（3
（

。

こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
当
時
の
議
論
を
規
定
し
て
お
り
、
横
井
小
楠
の
「
夷
慮
応
接
大
意
」
も
、「
廟
堂
仮
初
に
も
彼
と
和
す
る
心
あ
る
時

は
、
天
下
の
人
心
弥
益
惰
弛
に
趣
、
士
気
何
れ
の
日
に
か
振
起
す
べ
き（

（3
（

」
と
い
っ
た
よ
う
に
、「
振
気
」
論
の
語
法
を
用
い
て
い
る
。

三　

古
賀
侗
庵
の
「
振
気
」
論

「
振
気
」
論
が
水
戸
学
派
の
専
売
特
許
な
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
頼
山
陽
や
古
賀
侗
庵
と
い
っ
た
、
そ
の
父
（
頼
春
水
と
古
賀

精
里
）
が
寛
政
正
学
派
で
あ
る
学
者
も
、
水
戸
の
学
問
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
独
自
に
「
振
気
」
論
を
展
開
し
て
い
る
。

頼
山
陽
は
『
通
議
』
に
お
い
て
、「
国
家
」
が
憂
患
と
す
べ
き
こ
と
は
、「
士
気
」
の
「
不
振
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、「
士
有

気
而
後
有
以
自
立
。
挙
国
之
士
、
有
以
自
立
、
則
国
立
（
士 

気
有
り
て
後
以
て
自
ら
立
つ
こ
と
有
り
。
挙
国
の
士
、
以
て
自
ら
立
つ
こ
と
有
れ
ば
、
則

ち
国 

立
つ

（
（4
（

）」
と
い
う
。
こ
こ
で
の
「
自
立
」
は
「
独
立
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
福
澤
諭
吉
の
「
国
中
の
人
民
に
独
立
の
気
力
な
き

と
き
は
一
国
独
立
の
権
義
を
伸
る
こ
と
能
は
ず（

（4
（

」
と
い
っ
た
説
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、「
気
」
と
国
家
の
「
独
立
」
を
結
び
付
け
る
議
論

の
一
つ
の
原
型
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
山
陽
が
「
振
気
」
論
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
多
く
な
い
。
侗
庵
の
議
論
は
、
山
陽
以
上
に
「
振
気
」
論
的
な
思
考
法
が
顕
著
で

あ
り
、
ま
た
先
駆
的
な
主
張
が
見
ら
れ
る
点
で
も
興
味
深
い（

（4
（

。
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文
化
六
年
、
二
十
二
歳
の
侗
庵
は
、
将
軍
へ
の
意
見
書
と
い
う
体
裁
に
仮
託
し
て
時
局
に
つ
い
て
論
じ
た
「
擬
極
論
時
政
（
事
）
封
事
」

を
著
し
て
い
る
（
正
志
齋
の
『
新
論
』
成
立
は
文
政
八
年
で
あ
り
、
そ
れ
に
先
立
つ
こ
と
十
六
年
で
あ
る
）。
そ
の
第
二
条
は
「
講
武
事
振
士
気
（
武

事
を
講
じ
士
気
を
振
る
ふ
）」
と
題
す
る（

（4
（

。
侗
庵
に
よ
れ
ば
、
日
本
は
、「
其
俗
尚
威
武
、
其
人
猛
鷙
虓
勇
（
其
俗 

威
武
を
尚
び
、
其
の
人 

猛
鷙
虓

勇
）」
で
あ
り
、
古
代
以
来
、
武
力
の
強
い
国
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
北
狄
」（
ロ
シ
ア
）
の
侵
入
に
対
し
て
は
、
慌
て
ふ
た
め
く
ば
か
り
で

対
処
で
き
ず
に
い
る
。
そ
れ
は
、「
太
平
」
が
続
き
、
人
々
が
「
頽
靡
萎
薾
」
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
弊
害
を
克
服
す
る
た

め
侗
庵
は
、
将
軍
自
ら
武
事
に
励
み
、
模
範
を
示
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
毎
月
武
術
上
覧
に
よ
っ
て
武
士
を
賞
罰
し
、
隔
月
で
自
ら

兵
を
指
揮
し
て
軍
事
演
習
を
行
う
。
こ
の
よ
う
に
将
軍
が
率
先
し
て
行
動
す
る
こ
と
で
、「
士
気
」
を
振
起
で
き
る
と
侗
庵
は
い
う
。

然
則
当
今
之
計
、
孰
先
於
振
起
士
気
。
士
気
苟
不
振
、
雖
有
奇
策
石
画
、
将
何
所
施
、
然
欲
振
起
士
気
而
不
本
於
躬
行
、
勢
有
所
不

行
。
惟
殿
下
嘗
膽
席
蓼
、
痛
自
激
励
以
率
先
天
下
、
則
夫
勇
鷙
之
気
得
於
天
性
者
、
自
当
存
感
奮
発
強
之
心
、
其
転
而
復
古
之
俗
無
難

矣（
（4
（

。
然
れ
ば
則
ち
当
今
の
計
、
孰い

づ

れ
か
士
気
を
振
起
す
る
よ
り
先
な
ら
ん
。
士
気 

苟
し
く
も
振
る
は
ざ
れ
ば
、
奇
策
石
画
有
り
と
雖
も
、
将は

た
何
の
施
す
所
ぞ
。
然
る
に
士
気
を
振
起
せ
ん
と
欲
し
て
躬
行
に
本
づ
か
ざ
れ
ば
、
勢
ひ
行
は
れ
ざ
る
所
有
り
。
惟
だ
殿
下 

膽
を
嘗
め

蓼
に
席
し
、
痛
く
自
ら
激
励
し
て
以
て
天
下
に
率
先
す
れ
ば
、
則
ち
夫
れ
勇
鷙
の
気 

天
性
に
得
る
者
、
自
か
ら
当
に
感
奮
発
強
の
心
を

存
す
べ
く
し
て
、
其
の
転
じ
て
古
の
俗
に
復
す
る
こ
と
難
き
こ
と
無
し
。

本
来
、
日
本
は
勇
猛
な
気
風
な
国
で
あ
り
、
何
ら
か
の
方
策
で
「
士
気
」
を
振
起
す
れ
ば
、
外
患
に
対
応
可
能
で
あ
る
─
─
こ
の
よ
う
な
思

考
は
侗
庵
の
議
論
の
基
本
型
と
な
っ
て
い
る
。

後
年
の
侗
庵
は
「
気
」
を
振
起
す
る
た
め
に
、
儒
学
に
「
武
道
」（
武
士
道
）
を
合
成
し
た
教
え
を
立
て
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。



16政治思想とダイバーシティ【政治思想研究 第19号／2019年５月】

但
宣
聖
之
道
、
藹
然
慈
仁
長
厚
、
以
謙
己
推
人
為
主
、
尚
武
之
訓
、
自
蘊
乎
其
中
、
而
有
較
不
易
窺
測
者
。
本
邦
中
古
、
有
武
道
者
、

盛
行
乎
世
。
可
以
振
士
気
強
民
俗
。
異
日
有
聡
哲
出
類
之
士
出
、
必
主
孔
聖
之
道
、
而
参
以
本
邦
武
道
、
斯
為
尽
善
之
教
、
以
施
於
修

内
攘
外
、
斯
為
大
裨（

（4
（

。

但
だ
宣
聖
の
道
は
、
藹
然
と
し
て
慈
仁
長
厚
、
己
を
謙
し
人
を
推
す
を
以
て
主
と
為
し
、
尚
武
の
訓
、
自
ら
其
の
中
に
蘊
し
て
、
較や

や々

窺
測
し
易
か
ら
ざ
る
者
有
り
。
本
邦
中
古
、
武
道
な
る
者
有
り
、
盛
ん
に
世
に
行
は
る
。
以
て
士
気
を
振
る
ひ
民
俗
を
強
く
す
可
し
。

異
日
聡
哲 

類
を
出
づ
る
の
士 

出
づ
る
こ
と
有
れ
ば
、
必
ず
孔
聖
の
道
を
主
と
し
て
、
参
ず
る
に
本
邦
の
武
道
を
以
て
し
て
、
斯
を
善

を
尽
く
す
の
教
へ
と
為
し
、
以
て
内
を
修
め
外
に
攘
ふ
に
施
し
て
、
斯
を
大
裨
と
為
さ
ん
。

侗
庵
が
儒
学
に
対
し
て
微
妙
な
評
価
を
下
し
て
い
る
背
景
に
は
、
彼
の
中
国
認
識
が
あ
る
。
侗
庵
は
、
漢
人
の
文
弱
を
侮
蔑
し
、
満
洲
人
な

ど
の
勇
猛
さ
に
共
感
を
示
す
。
日
本
は
中
国
と
異
な
り
、
本
来
勇
武
の
気
風
の
国
で
あ
り
、
往
昔
に
立
ち
返
り
、「
士
気
」
を
振
る
う
た
め

に
は
儒
学
と
武
士
道
の
結
合
が
最
善
の
策
で
あ
る
と
侗
庵
は
見
る
の
で
あ
る
。

侗
庵
は
『
葉
隠
』
に
つ
い
て
も
、「
方
今
靡
々
之
俗
（
方
今
靡
々
の
俗
）」
へ
の
「
対
病
良
剤
（
対
病
の
良
剤
）」
に
な
る
と
い
う（

（4
（

。
実
は
父
の

精
里
も
同
様
に
説
を
述
べ
て
い
る
。『
葉
隠
』
に
示
さ
れ
て
い
る
「
剛
強
自
守
」
の
「
士
風
」
は
、「
軟
媚
奔
競
」
で
恥
知
ら
ず
の
現
今
の
風

俗
に
勝
っ
て
お
り
、「
世
道
」
に
裨
益
す
る
章
段
を
選
ん
で
一
書
を
編
纂
し
た
い
─
─
と
精
里
は
い
う（

（4
（

。
ま
た
精
里
の
門
人
の
齋
藤
拙
堂
は
、

『
士
道
要
論
』
に
お
い
て
武
士
道
と
儒
学
の
聖
人
の
道
を
融
合
さ
せ
て
い
る
。
古
賀
門
流
に
よ
る
武
士
道
の
再
発
見
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
現
象

が
こ
こ
に
は
見
ら
れ
る
。

侗
庵
は
武
士
道
の
復
興
の
た
め
に
、『
良
将
達
徳
鈔
』
と
『
横
槊
餘
韻
』
を
編
纂
し
た
。

『
良
将
達
徳
鈔
』
は
、
戦
国
期
か
ら
江
戸
初
期
の
武
辺
咄
の
選
集
で
あ
る
。
本
書
は
「
知
」「
仁
」「
勇
」
の
三
部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

と
り
わ
け
「
勇
」
の
部
に
は
、
儒
学
の
道
徳
的
な
尺
度
か
ら
す
れ
ば
矯
激
な
事
跡
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
中
正
か
ら
は
逸
脱
し
て
い
て
も

「
勇
往
不
撓
之
気
（
勇
往
不
撓
の
気
）」、「
虓
勇
不
屈
之
気
（
虓
勇
不
屈
の
気（

（4
（

）」
と
い
っ
た
勇
猛
な
「
気
」
が
示
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。



17 高山大毅【「振気」論へ】

ち
な
み
に
、
こ
の
『
良
将
達
徳
鈔
』
は
、
大
槻
磐
溪
の
『
近
古
史
談
』
の
種
本
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。『
近
古
史
談
』
は
武
辺
咄
を
漢

文
に
翻
訳
し
た
も
の
で
、
明
治
期
に
『
日
本
外
史
』
と
と
も
に
、
初
学
者
向
け
の
漢
文
読
み
物
と
し
て
広
く
受
容
さ
れ
た
。
昌
谷
精
溪
が
本

書
に
寄
せ
た
題
辞
に
は
、「
叙
事
瀟
灑
、
議
論
明
快
、
有
足
以
震
起
日
本
膽
、
而
奮
発
丈
夫
洲
気
者
。
可
謂
偉
矣
（「
叙
事 

瀟
灑
に
し
て
、
議
論 

明
快
、
以
て
日
本
膽
を
震
起
し
て
、
丈
夫
洲
〔
日
本
を
指
す
─
引
用
者
注
〕
の
気
を
奮
発
す
る
に
足
る
者
有
り
。
偉
と
謂
ふ
可
し（

（4
（

）」
と
あ
り
、『
近
古
史

談
』
は
『
良
将
達
徳
鈔
』
の
系
譜
を
継
ぐ
「
振
気
」
の
武
辺
咄
集
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
横
槊
餘
韻
』
は
、
室
町
か
ら
慶
長
元
和
に
か
け
て
の
武
士
の
漢
詩
集
で
あ
る
。
侗
庵
の
序
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る（

（5
（

。
現
在
、
江
戸
時
代

初
め
の
「
驍
摯
戇
直
之
気
（
驍
摯
戇
直
の
気
）」
は
失
わ
れ
、
人
々
は
軟
弱
で
軽
薄
に
な
っ
て
い
る
。
室
町
か
ら
慶
長
元
和
に
か
け
て
の
詩
は
、

率
直
で
勇
壮
な
感
情
が
行
間
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、
ま
た
技
巧
は
拙
劣
で
あ
っ
て
も
、
勇
壮
な
志
や
優
れ
た
見
識
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
詩

を
吟
詠
し
て
、
当
時
の
人
々
を
想
像
す
る
こ
と
は
、「
士
風
」
を
復
古
す
る
上
で
有
効
で
あ
る
。
中
国
で
張
巡
・
曹
翰
・
岳
飛
と
い
っ
た
武

人
の
詩
は
嘆
賞
さ
れ
て
い
る
。
中
国
の
武
人
の
詩
に
は
、
文
人
墨
客
の
詩
と
は
異
な
る
「
一
種
果
毅
英
爽
之
気
（
一
種
果
毅
英
爽
の
気
）」
が

あ
り
、「
足
振
軟
俗
鼓
作
暮
気
（
軟
俗
を
振
る
ひ
暮
気
を
鼓
作
す
る
に
足
る
）」
と
い
う
点
で
は
日
本
の
武
士
の
詩
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
巧
拙
を
問
わ
ず
、「
振
気
」
の
材
料
と
し
て
詩
を
集
め
る
侗
庵
の
発
想
は
、
明
治
初
期
に
多
く
編
纂
さ
れ
た
国
事
殉
難
者

の
詩
歌
集
を
思
わ
せ
る
。
た
と
え
ば
『
近
世
殉
国
一
人
一
首
伝
』
の
序
文
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

此
編
ハ
洋
警
ア
リ
シ
以
来
、
国
事
ニ
周
旋
シ
、
或
ハ
貶
謫
憂
憤
シ
テ
死
シ
、
或
ハ
鼎
鑊
ニ
就
ク
人
々
ノ
詩
歌
ヲ
得
ル
ニ
随
ヒ
録
ス
。
固

ヨ
リ
其
工
拙
ヲ
論
ズ
ル
ニ
非
ズ
。
但
其
赤
心
報
国
ノ
誠
忠
ヲ
主
ト
シ
、
以
テ
懦
夫
ヲ
興
起
セ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
ル
也（

（5
（

。

『
横
槊
餘
韻
』
と
国
事
殉
難
者
の
詩
歌
集
の
間
に
直
接
的
な
影
響
関
係
は
恐
ら
く
な
い
が
、
そ
の
発
想
は
同
型
と
い
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

正
志
齋
な
ど
と
異
な
る
侗
庵
の
「
振
気
」
論
の
特
徴
は
、
彼
が
「
善
悪
」
に
構
わ
ず
、
強
烈
な
「
気
」
を
賛
美
す
る
傾
向
を
有
す
る
こ
と

で
あ
る
。
侗
庵
は
「
書
海
陵
庶
人
紀
後
」
で
、
淫
虐
の
君
主
と
し
て
著
名
な
金
王
朝
の
完
顔
亮
に
対
し
て
独
特
の
評
価
を
下
す（

（5
（

。
侗
庵
に
よ

れ
ば
、「
魏
晋
」
以
降
、
中
国
が
軟
弱
に
な
っ
た
の
と
異
な
り
、
西
北
の
異
民
族
の
地
に
は
、「
天
地
間
剛
強
之
気
（
天
地
間
の
剛
強
の
気
）」
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が
集
ま
り
、「
英
偉
非
常
之
人
（
英
偉
非
常
の
人
）」
が
生
ま
れ
た
。「
剛
強
之
気
」
を
「
善
」
の
方
向
に
発
揮
し
た
の
が
、「
小
堯
舜
」
と
称
さ

れ
た
金
の
世
宗
で
あ
り
、「
悪
」
の
方
面
に
発
揮
し
た
の
が
完
顔
亮
で
あ
る
。

剛
強
之
気
、
善
用
之
、
則
為
果
断
、
為
英
武
、
為
慎
密
、
為
弘
大
、
有
非
常
人
之
所
及
者
。
不
善
用
之
、
則
為
奢
麗
、
為
淫
蕩
、
為
驕

傲
、
為
酷
暴
、
亦
能
為
常
人
之
所
不
敢
為
。
逆
亮
蓋
為
常
人
之
所
不
敢
為
而
尤
其
甚
者
也（

（5
（

。

剛
強
の
気
、
善
も
て
之
を
用
ふ
れ
ば
、
則
ち
果
断
為
り
、
英
武
為
り
、
慎
密
為
り
、
弘
大
為
り
、
常
人
の
及
ぶ
所
に
非
ざ
る
者
有
り
。

不
善
も
て
之
を
用
ふ
れ
ば
、
則
ち
奢
麗
為
り
、
淫
蕩
為
り
、
驕
傲
為
り
、
酷
暴
為
り
、
亦
た
能
く
常
人
の
敢
へ
て
為
さ
ざ
る
所
を
為

す
。
逆
亮
（
完
顔
亮
─
引
用
者
注
）
は
蓋
し
常
人
の
敢
へ
て
為
さ
ざ
る
所
を
為
し
て
尤
も
其
の
甚
し
き
者
な
り
。

こ
こ
か
ら
侗
庵
は
、
旗
本
と
「
強
藩
」
の
家
中
の
比
較
に
議
論
を
転
じ
る
。「
浮
薄
」
な
旗
本
は
善
事
を
な
す
に
も
悪
事
を
な
す
に
も
力
を

欠
く
の
に
対
し
、
放
蕩
無
頼
の
「
強
藩
」
の
武
士
は
、
そ
の
「
剛
強
」
を
「
善
」
へ
と
導
け
ば
、「
士
風
」
の
「
復
古
」
が
容
易
で
あ
る
と

侗
庵
は
説
く
。

こ
の
よ
う
な
侗
庵
の
論
法
は
、
弟
子
の
阪
谷
素
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
阪
谷
は
『
明
六
雑
誌
』
第
四
十
一
号
の
「
養
精
神
一
説
」
二
に

お
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
る（

（5
（

。
日
本
の
「
風
習
」
は
、
太
古
か
ら
「
武
ヲ
重
ン
ジ
名
ヲ
惜
ム
」
も
の
で
、
と
り
わ
け
戦
国
時
代
は
「
精
神
胆

力
」
が
壮
ん
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
人
々
は
太
平
の
世
に
甘
ん
じ
、「
戦
国
猛
暴
ノ
気
」
を
斥
け
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、

外
国
船
の
来
航
は
古
来
の
気
風
を
激
発
さ
せ
、
そ
れ
は
「
天
誅
暗
殺
」
と
し
て
噴
出
し
た
。
明
治
以
降
は
、
西
洋
の
「
文
明
ノ
治
法
風
習
ヲ

表
明
シ
テ
、
猛
暴
殺
伐
ノ
悪
風
ヲ
変
」
じ
よ
う
と
し
、
そ
れ
が
行
き
過
ぎ
た
結
果
、「
上
下
滔
々
軽
薄
浮
靡
ノ
中
ニ
陥
」
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、「
武
術
」
や
軍
事
教
練
を
教
育
に
取
り
入
れ
、「
本
邦
固
有
ノ
勇
気
」
を
失
わ
な
い
よ
う
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
─
─
と
。
こ
の
文
章
の

中
で
阪
谷
は
、
ド
イ
ツ
や
ロ
シ
ア
が
、「
開
化
」
の
た
め
に
勇
猛
な
習
俗
を
意
識
的
に
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
引
き
、「
勇
気
」
の
重
要
性
を

説
く
。
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勇
気
ナ
キ
ノ
順
良
ハ
敗
物
ノ
ミ
。
何
ゾ
以
テ
文
明
ヲ
開
ク
ニ
足
ン
。
小
子
嘗
テ
以
為
ク
色
ヲ
愛
シ
金
ヲ
愛
シ
国
ヲ
愛
シ
親
ヲ
愛
ス
。
愛

ハ
一
也
。
愛
ノ
用
ユ
ル
所
異
ナ
ル
ノ
ミ
。
辛
苦
賊
ヲ
為
シ
猛
暴
虐
ヲ
為
ス
。
皆
胆
力
ニ
発
ス
。
胆
力
ニ
二
ナ
シ
。
之
ヲ
善
ニ
用
ユ
レ
バ

則
正
大
勇
偉
国
勢
ヲ
ハ
ル
精
神
タ
リ（

（5
（

。

阪
谷
の
説
く
「
勇
気
」「
胆
力
」
は
、
侗
庵
の
説
く
「
剛
強
之
気
」
に
対
応
し
よ
う
。

で
は
、
侗
庵
の
「
振
気
」
論
の
淵
源
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
「
振
気
」
論
を
考
え
る
上
で
、
寛
政
正
学
派
が
将
軍
家
・
大

名
家
の
士
風
刷
新
の
気
運
に
応
じ
て
登
用
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
公
儀
の
寛
政
改
革
を
主
導
し
た
松
平
定
信
は
、
武
士
の
「
義
気
」

の
衰
退
を
危
惧
し
て
い
た（

（5
（

。
寛
政
三
年
、
盗
賊
が
町
家
だ
け
で
な
く
、
公
儀
の
直
臣
の
家
に
も
押
し
入
っ
た
と
い
う
風
説
が
流
れ
、
江
戸
城

下
は
物
情
騒
然
と
な
っ
た
。
定
信
は
、
事
実
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
盗
賊
が
武
家
の
屋
敷
に
押
し
入
る
事
態
が
あ
り
得
る
と
人
々
に
認
識

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
問
題
視
し
た
。
本
来
な
ら
ば
、
さ
し
も
の
盗
賊
も
御
旗
本
・
御
家
人
の
武
威
の
前
に
は
手
も
足
も
で
な
い
─
─
と
信
じ

ら
れ
て
い
る
べ
き
だ
と
定
信
は
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
定
信
は
、
原
因
は
「
必
竟
義
気
相
衰
へ
人
々
柔
弱
に
成
り
、
下
々
之
勢
ひ
増
長
い
た

し
候
故
」
で
あ
る
と
い
う
。
定
信
は
、「
義
気
」
を
「
引
立
」
て
る
た
め
に
、
武
術
上
覧
を
毎
年
行
い
、「
聖
堂
」
の
教
育
施
設
を
拡
充
す
る

案
を
提
言
し
た
。
こ
の
提
言
に
沿
っ
て
「
聖
堂
」
改
革
の
た
め
の
正
学
派
の
儒
者
が
登
用
さ
れ
た
。
寛
政
正
学
派
の
学
問
は
、
武
士
の
「
義

気
」
の
「
引
立
」
の
要
請
に
応
じ
る
性
格
を
多
分
に
有
し
て
お
り
、
彼
ら
の
学
問
か
ら
「
士
気
」
の
振
起
と
い
っ
た
議
論
が
現
れ
る
の
は
自

然
な
流
れ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

四	

「
振
気
」
論
の
登
場

水
戸
学
派
に
せ
よ
、
寛
政
正
学
派
に
せ
よ
、「
振
気
」
論
は
寛
政
期
に
萌
芽
的
に
発
想
が
現
れ
、
化
政
期
に
明
確
な
議
論
と
し
て
打
ち
出

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。



20政治思想とダイバーシティ【政治思想研究 第19号／2019年５月】

寛
政
期
に
「
振
気
」
論
の
原
型
が
出
現
す
る
一
つ
の
背
景
は
、
対
露
関
係
の
緊
張
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
外
患
に
対
す
る
危
機

感
が
高
ま
れ
ば
、「
士
気
」
の
振
起
が
説
か
れ
る
よ
う
に
な
る
─
─
と
い
っ
た
説
明
は
短
絡
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
対
外
的
な
危
機
意
識
が

高
ま
っ
て
も
、「
振
気
」
論
を
展
開
し
な
い
事
例
は
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
熊
澤
蕃
山
の
『
大
学
或
問
』
が
そ
う
で
あ
る
。「
北

狄
」（
満
洲
人
）
の
侵
入
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
蕃
山
が
「
急
務
」
と
考
え
る
の
は
兵
糧
の
確
保
で
あ
り
、「
士
気
」
の
問
題
を
彼
は
議
論
の
俎
上

に
載
せ
な
い（

（5
（

。「
振
気
」
論
の
出
現
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
別
の
背
景
を
探
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

「
義
気
」
の
「
引
立
」
て
を
説
い
た
定
信
は
、「
人
々
柔
弱
に
成
り
」
と
い
う
現
状
認
識
を
抱
い
て
い
た
。
こ
の
「
柔
弱
」
と
い
う
語
は
単

な
る
貶
辞
で
は
な
く
、
特
殊
な
歴
史
的
背
景
を
有
し
て
い
る
。
神
澤
杜
口
『
翁
草
』
は
、
田
沼
時
代
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

今
の
権
家
は
、
田
沼
氏
に
不
限
、
名
に
遇
ふ
人
々
も
、
至
つ
て
柔
和
に
し
て
、
夫
々
へ
の
挨
拶
も
丁
寧
に
下
主
近
く
、
人
の
思
ひ
付
く

様
の
仕
懸
な
り（

（5
（

。

田
沼
時
代
の
権
官
は
「
柔
和
」
で
下
々
に
も
や
さ
し
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
角
を
立
て
ず
、「
柔
和
」
や
「
や
は
ら
か
」
で
あ

る
こ
と
を
賛
美
す
る
当
時
の
思
潮
と
関
係
し
て
い
よ
う
。
こ
の
時
代
は
「
通
人
」
が
も
て
は
や
さ
れ
、
安
永
年
間
に
は
「
大
通
」
論
が
流
行

し
た
。「
大
通
」
は
次
の
よ
う
に
「
や
は
ら
か
」
で
あ
る
こ
と
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
。

抑
我
大
通
の
道
は
遊
興
奢
の
座
席
は
も
ち
ろ
ん
義
理
順
義
の
出
会
あ
る
ひ
は
参
る
ぞ
か
ゝ
る
ぞ
の
場
所
に
お
よ
ん
で
も
も
の
ご
と
や
わ

ら
か
に
か
た
か
ら
ず
、
悪い

や
み
か
ら
み

振
邪
工
の
無こ

じ
つ
け理

を
止
め
我
心
を
察
し
て
他
の
心
を
察
す
る
の
義
、
則
我
を
つ
め
り
て
他
の
い
た
さ
を
し
れ
と

い
ふ
ゆ
ゑ
ん
也（

（5
（

。

こ
の
よ
う
な
「
柔
和
」
礼
賛
は
、
田
沼
時
代
の
政
治
腐
敗
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
。
事
を
荒
立
た
せ
ず
、
相
手
の
心
情
を
忖
度
し
、「
や
は

ら
か
」
に
対
応
す
る
態
度
は
、
阿
諛
追
従
に
し
ば
し
ば
堕
す
る
か
ら
で
あ
る（

（6
（

。
杉
田
玄
白
は
、
宝
暦
か
ら
天
明
に
か
け
て
の
風
俗
に
つ
い
て
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次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

世
の
風
俗
は
次
第
に
変
じ
、
や
ん
ご
と
な
き
方
々
も
、
文
の
往
復
、
言
葉
の
あ
や
、
位
に
似
ぬ
事
の
み
多
く
、
唯
巧
言
令
色
を
以
て
人

の
心
に
さ
か
ら
は
ぬ
輩
あ
れ
ば
、
是
な
ん
今
の
世
の
大
通
人
と
云
者
也
、
と
誉
称
し
侍
り
し
程
に
、
讒
諂
面
諛
を
能
事
と
お
も
ひ
、
尊

卑
の
分
を
別
ち
知
者
な
し（

（6
（

。

賄
賂
は
物
事
を
丸
く
収
め
る
手
段
で
あ
り
、「
通
人
」
的
な
処
世
術
で
あ
る
と
す
る
見
方
も
当
時
あ
っ
た（

（6
（

。
ち
な
み
に
こ
の
時
代
、
堅
苦
し

い
野
暮
な
国
で
あ
る
中
国
を
嘲
笑
し
、「
や
は
ら
か
」
な
色
好
み
の
国
で
あ
る
日
本
を
賛
美
す
る
と
い
っ
た
議
論
も
盛
ん
で
あ
っ
た（

（6
（

。
定
信

の
「
人
々
柔
弱
に
成
り
」
と
い
う
観
察
は
、
こ
の
よ
う
な
十
八
世
紀
後
半
の
「
柔
和
」
を
善
し
と
す
る
風
潮
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
な
の
で

あ
る
。

別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
江
戸
中
期
は
、
様
々
な
立
場
の
人
々
の
感
情
（「
人
情
」）
を
理
解
す
る
こ
と
で
人
柄
が
丸
く
な
る
─
─
と
い
う

発
想
が
広
く
み
ら
れ
る（

（6
（

。
荻
生
徂
徠
や
伊
藤
東
涯
、
堀
景
山
な
ど
は
、
こ
の
よ
う
な
発
想
に
基
づ
い
て
、『
詩
経
』
を
学
ぶ
意
義
を
論
じ
る
。

ま
た
、
当
時
の
流
行
語
で
あ
る
「
粋
」
や
「
通
」
に
関
す
る
議
論
で
も
、「
粋
人
」
や
「
通
人
」
は
廓
遊
び
を
通
じ
て
「
人
情
」
の
酸
い
も

甘
い
も
嚙
み
分
け
、
角
が
取
れ
た
人
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
本
居
宣
長
の
「
物
の
あ
は
れ
を
知
る
」
説
も
、
こ
の
よ
う
な
思
潮
に
連
な
っ
て
い
る
）。「
人

情
」
に
通
じ
た
人
柄
は
し
ば
し
ば
、「
や
は
ら
か
」「
柔
和
」
と
い
っ
た
語
で
表
さ
れ
る
。

「
人
情
」
に
練
熟
し
、「
圭
角
」
の
な
い
「
通
人
」
が
も
て
は
や
さ
れ
る
こ
と
と
「
士
気
」
の
「
不
振
」
と
は
一
つ
な
が
り
の
現
象
と
し
て

語
ら
れ
る
。

俗
称
善
熟
人
情
世
態
、
渾
然
無
圭
角
者
、
曰
通
人
。
少
年
才
子
欽
之
、
与
世
浮
沈
、
士
気
不
振
、
多
為
蘇
摸
稜
之
徒（

（6
（

。

俗 

善
く
人
情
世
態
に
熟
し
て
、
渾
然
と
し
て
圭
角
無
き
者
を
称
し
て
、
通
人
と
曰
ふ
。
少
年
才
子 

之
を
欽つ

つ

し
み
、
世
と
浮
沈
し
、
士



22政治思想とダイバーシティ【政治思想研究 第19号／2019年５月】

気 

振
る
は
ず
、
多
く
蘇
摸
稜
の
徒
と
為
る
。

「
蘇
摸
稜
之
徒
」
と
は
、
高
位
に
あ
り
な
が
ら
決
断
を
避
け
、
曖
昧
な
態
度
を
取
っ
た
唐
代
の
蘇
味
道
に
ち
な
み
、
優
柔
不
断
で
明
確
な
意

志
を
表
明
し
な
い
人
々
を
い
う
。「
人
情
」
の
機
微
に
通
じ
た
「
柔
和
」
な
人
物
は
、
柔
弱
で
活
力
に
乏
し
く
、
決
断
力
が
な
い
と
さ
れ
る

の
で
あ
る
。「
振
気
」
論
は
「
柔
和
」
に
偏
す
る
世
の
風
潮
へ
の
反
発
を
一
つ
の
源
と
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
理
解
に
対
し
て
、
武
士
の
思
想
の
中
に
、「
振
気
」
論
的
な
発
想
は
存
在
し
て
お
り
、「
振
気
」
論
の
盛
行
は
江
戸
後
期
特

有
の
現
象
で
は
な
い
─
─
と
い
っ
た
反
駁
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
橋
本
左
内
は
、
武
士
道
的
な
語
彙
で
「
振
気
」
を
説
明
し
て
い

る
。

気
ト
ハ
人
ニ
負
ヌ
心
立
ア
リ
テ
、
恥
辱
ノ
コ
ト
ヲ
無
念
ニ
思
フ
処
ヨ
リ
起
ル
意
気
張
ノ
事
也
。
振
ト
ハ
折
角
自
分
ノ
心
ヲ
ト
ヽ
メ
テ
振

立
振
起
シ
、
心
ノ
ナ
マ
リ
油
断
セ
ヌ
様
ニ
致
ス
義
ナ
リ（

（6
（

。

こ
の
よ
う
に
「
振
気
」
論
を
従
来
の
武
士
道
の
思
考
に
引
き
つ
け
て
理
解
し
、
主
張
す
る
こ
と
も
多
く
あ
っ
た
ろ
う
。

し
か
し
、
元
来
、
江
戸
期
の
武
士
に
と
っ
て
の
あ
る
べ
き
秩
序
像
は
、
活
発
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
厳
粛
な
静
け
さ
を
志
向
す
る
も
の
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
清
朝
の
皇
帝
の
行
幸
が
民
衆
の
歓
呼
の
声
に
迎
え
ら
れ
た
の
に
対
し
て（

（6
（

、
将
軍
の
御
成
り
は
水
を
打
っ
た
よ
う

な
静
け
さ
の
中
を
進
ん
だ
。
将
軍
の
輝
か
し
い
「
御
威
光
」
に
対
し
て
人
々
は
静
か
に
畏
服
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（6
（

。
江
戸
期

に
お
い
て
望
ま
し
い
社
会
状
態
を
表
現
す
る
の
に
「
静
謐
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
の
も
こ
れ
と
関
係
し
て
い
よ
う
。
織
豊
政
権
は
天
下
の

「
静
謐
」
を
掲
げ
、
そ
れ
を
乱
す
（
と
彼
ら
が
見
な
す
）
各
地
の
戦
国
大
名
の
紛
争
を
武
力
に
よ
っ
て
封
殺
す
る
こ
と
で
全
国
を
統
一
し
て
い
っ

た（
（6
（

。
徳
川
政
権
の
支
配
も
そ
の
延
長
に
存
在
す
る
。
徳
川
公
儀
の
「
御
武
威
」「
御
威
光
」
の
下
に
人
々
が
騒
擾
を
停
止
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
天
下
の
泰
平
は
実
現
し
て
い
る
と
い
う
感
覚
が
「
静
謐
」
の
語
の
多
用
の
背
景
に
は
あ
ろ
う
（「
静
謐
」
を
破
る
強
訴
や
打
ち
こ
わ
し
は
「
騒

立
」
と
い
っ
た
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
）。
意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、『
葉
隠
』
も
、
望
ま
し
い
の
政
治
の
仕
方
に
つ
い
て
、「
日
峯
院
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泰
盛
院
様
（
鍋
島
直
茂
・
勝
茂
の
こ
と
─
引
用
者
注
）
之
御
仕
置
、
御
指
南
を
上
に
下
に
も
守
り
候
時
は
、
諸
人
落
着
、
手
強
、
物
静
に
治
ま
り

申
事
に
候（

（7
（

」
と
説
く
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
藤
田
東
湖
の
「
人
気
を
動
か
す
」
こ
と
を
め
ぐ
る
議
論
は
示
唆
に
富
む（

（7
（

。
東
湖
は
、「
俗
論
」
派
は
と
か
く
「
人

気
」（
人
々
の
気
）
を
動
か
す
こ
と
を
忌
避
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

戦
国
新
に
治
ま
り
候
砌
に
も
候
は
ゞ
、
幾
重
に
も
人
気
取
り
し
づ
め
候
儀
肝
要
と
存
候
へ
共
、
太
平
久
し
く
打
続
き
一
統
衰
弱
の
風
に

流
候
砌
に
は
幾
重
に
も
士
風
引
起
不
申
候
て
は
不
相
成
儀
、
古
人
も
申
置
候
御
儀
に
御
座
候（

（7
（

。

東
湖
は
、
江
戸
初
期
は
戦
乱
の
鎮
静
化
が
課
題
で
あ
っ
た
の
で
「
人
気
」
を
動
か
さ
ず
、「
取
り
し
づ
め
」
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
っ
た
が
、

今
は
「
人
気
」
を
「
振
起
」
す
べ
き
時
節
で
あ
る
と
い
う
。
彼
の
い
う
よ
う
に
、「
静
謐
」
の
維
持
に
努
め
る
こ
と
か
ら
、
人
心
の
動
揺
を

忌
避
す
る
事
な
か
れ
主
義
は
発
生
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、「
振
気
」
論
の
登
場
は
相
当
に
新
し
い
。
寛
政
期
以
前
の
大
名
家
の
改
革
で
、
他
の
大
名
家
へ
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
の
は
、
熊
本
の
細
川
家
の
宝
暦
改
革
と
米
沢
の
上
杉
家
の
明
和
安
永
改
革
で
あ
ろ
う（

（7
（

。
管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
は
、
ど
ち
ら
の
改
革
を

め
ぐ
る
著
作
に
も
、「
振
気
」
論
的
な
発
想
は
見
ら
れ
な
い（

（7
（

。
職
制
改
革
や
質
素
倹
約
、
文
武
奨
励
、
徳
性
の
涵
養
は
、「
気
」
の
振
起
に
言

及
す
る
こ
と
な
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
は
そ
も
そ
も
、「
気
」
概
念
に
限
ら
ず
、
人
々
の
活
力
を
論
点
と
し
て
取
り
上
げ
る

こ
と
が
な
い
。
と
り
わ
け
、
上
杉
鷹
山
の
賓
師
で
あ
っ
た
細
井
平
洲
が
「
政
の
大
体
」
に
つ
い
て
説
い
た
次
の
一
節
は
、「
振
気
」
論
と
対

照
的
で
興
味
深
い
。

人
が
人
に
つ
れ
な
く
な
り
候
こ
と
は 

政
の
か
ら
き
よ
り
起
り
申
候
風
儀
に
て
御
座
候
へ
ば
、 

こ
の
風
儀
を
う
つ
し
か
へ
候
て
、
人
が
人

に
や
さ
し
う
相
成
候
や
う
に
と
申
こ
と
、
大
体
に
て
御
座
候（

（7
（

。 
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「
人
が
人
に
や
さ
し
」
く
な
る
政
治
─
─
野
性
的
な
活
力
の
横
溢
を
礼
賛
す
る
「
振
気
」
論
の
秩
序
像
と
は
か
け
離
れ
た
温
柔
な
秩
序
像
で

あ
る
。

五	
「
振
気
」
論
の
諸
相

江
戸
中
期
、
仁
齋
や
徂
徠
は
、
道
徳
や
政
治
を
「
接
人
」
─
─
人
づ
き
あ
い
─
─
の
問
題
と
し
て
思
索
し
た（

（7
（

。
朱
子
学
を
代
表
と
す
る
宋

明
性
理
学
の
議
論
は
、
人
間
に
生
得
的
に
賦
与
さ
れ
て
い
る
道
徳
性
の
発
揮
を
軸
と
し
て
お
り
、
人
間
関
係
の
問
題
は
「
心
」
の
修
養
の
問

題
に
還
元
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
朱
子
学
の
用
語
を
借
り
て
、
人
間
に
本
来
具
わ
っ
た
道
徳
性
に
立
ち
返
る
と
い
う
宋
明
理
学
の
発

想
法
を
「
復
初
」
の
思
想
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、「
復
初
」
の
思
想
に
対
し
て
違
和
感
を
抱
き
、「
接
人
」
の
問
題
に
関
心
を
向
け
た
の
が
江
戸
中

期
の
思
想
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
前
章
で
見
た
、「
人
情
」
に
通
じ
る
こ
と
で
「
柔
和
」
な
人
柄
に
な
る
と
い
っ
た
説
も
、
他
者
へ

の
共
感
を
重
視
す
る
「
接
人
」
の
思
想
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
江
戸
後
期
は
、「
接
人
」
に
対
す
る
関
心
が
後
退
し
、「
振
気
」
の
問
題
が
浮

上
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
振
気
」
論
に
お
い
て
、「
気
」
を
振
る
わ
せ
る
刺
戟
と
さ
れ
る
も
の
は
様
々
で
あ
る
。
江
戸
末
期
を
中
心
に
「
振
気
」
論
の
諸
相
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

先
ず
果
敢
な
「
決
断
」
は
「
振
気
」
の
契
機
と
な
る
と
さ
れ
る
。
水
戸
の
豊
田
香
窓
の
手
に
な
る
意
見
書
（
齊
昭
の
内
奏
と
し
て
流
布
し
た
）

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

廟
堂
の
議
論
さ
へ
一
決
い
た
し
候
へ
ば
、
是
迄
游
嬉
に
溺
れ
屈
候
人
気
も
立
ど
こ
ろ
に
勇
猛
の
気
に
立
帰
、
身
命
を
抛
ち
御
国
恩
を
報

じ
候
事
無
疑
儀
《
以
下
略（

（7
（

》

「
因
循
姑
息
」
に
陥
ら
な
い
、
決
め
ら
れ
る
政
治
が
称
揚
さ
れ
る（

（7
（

。
君
主
自
身
に
よ
る
「
決
断
」
は
効
果
抜
群
で
あ
る
。
真
木
和
泉
は
、
攘
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夷
の
た
め
の
行
幸
を
主
張
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

朝
廷
に
も
尋
常
の
事
を
な
さ
れ
て
は
、
と
て
も
其
懦
気
を
引
き
お
こ
し
、
天
下
一
般
攘
夷
の
心
を
振
起
し
た
ま
は
ん
事
は
、
い
と
難
か

る
べ
し
。
さ
れ
ば
御
み
づ
か
ら
一
大
決
断
を
以
て
九
重
を
出
で
た
ま
ひ
、
蹕
を
郊
外
に
移
し
た
ま
ひ
、
し
ば
し
の
御
自
由
を
こ
ら
へ
さ

せ
ら
れ
て
《
以
下
略（

（7
（

》

真
木
が
「
一
大
決
断
」
の
先
例
の
一
つ
と
し
て
引
く
の
は
、
乙
巳
の
変
に
お
け
る
蘇
我
入
鹿
の
暗
殺
で
あ
る（

（8
（

。
既
に
『
回
天
詩
史
』
の
例

で
見
た
よ
う
に
、
暗
殺
は
「
振
気
」
の
手
段
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。「
振
気
」
論
は
、
士
風
引
き
締
め
と
い
っ
た
体
制
側
の
改
革
の
論
理
と

し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
体
制
を
揺
る
が
す
過
激
な
政
治
行
動
の
推
進
力
に
も
な
っ
た
。

言
論
も
「
振
気
」
の
契
機
と
な
り
得
る
。
藤
森
弘
庵
は
、「
有
国
者
、
莫
要
於
奨
材
桀
作
士
気
焉
（
国
を
有た

も

つ
者
は
、
材
桀
を
奨
め
士
気
を
作お

こ

す
よ
り
要
な
る
は
莫
し
）」
と
説
い
た
上
で
、「
敵
之
不
義
（
敵
の
不
義
）」
を
暴
く
こ
と
に
よ
っ
て
「
士
気
」
は
奮
い
立
つ
も
の
で
あ
り
、
ア
メ

リ
カ
は
「
英
人
之
罪
（
英
人
の
罪
）」
を
列
挙
し
、
各
国
に
「
檄
告
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
士
気
」
を
鼓
舞
し
、「
独
立
国
」
と
な
っ
た
と
い

う（
（8
（

。
ま
た
、「
書
生
」
の
議
論
が
「
士
気
」
を
振
起
す
る
と
い
っ
た
主
張
も
見
ら
れ
る
。

夫
士
気
之
萎
爾
不
振
、
未
有
甚
於
此
時
者
也
。
復
之
之
方
、
不
必
在
位
者
独
任
之
也
。
書
生
建
言
、
多
唱
節
義
、
挽
淳
推
漓
、
嘵
嘵
不

已
、
則
遠
近
響
応
、
人
々
自
能
振
起
。
然
後
士
気
可
奮
也（

（8
（

。

夫
れ
士
気
の
萎
爾
振
る
は
ざ
る
は
、
未
だ
此
の
時
よ
り
甚
だ
し
き
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
之
を
復
す
る
の
方
、
必
ず
し
も
位
に
在
る
者
の

み
独
り
之
に
任
ず
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
書
生
の
建
言
、
多
く
節
義
を
唱
へ
、
淳
を
挽
き
漓
を
推
し
、
嘵
嘵
と
し
て
已
ま
ざ
れ
ば
、

則
ち
遠
近
響
応
し
て
、
人
々 

自
ら
能
く
振
起
せ
ん
。
然
る
後
士
気 

奮
ふ
可
き
な
り
。
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こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
い
え
ば
、
江
戸
末
期
の
処
士
横
議
は
「
振
気
」
の
「
響
応
」
の
連
鎖
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
、
活
力
に
富
ん
だ
人
の
生
き
ざ
ま
を
記
し
た
文
章
は
、「
振
気
」
の
材
料
と
な
る
。
森
田
節
齋
は
、
桜
田
門
外
の
変
及
び
坂
下
門
外

の
変
を
起
こ
し
た
志
士
た
ち
の
伝
記
の
執
筆
を
計
画
し
、
次
の
よ
う
に
説
く
。

夫
方
今
之
務
、
在
作
士
気
。
作
士
気
、
無
如
監
古
気
節
之
士
。
監
古
気
節
之
士
、
無
如
監
今
気
節
之
士
、
而
今
気
節
之
士
、
莫
如
桜
田

十
七
士
及
阪
下
六
士（

（8
（

。

夫
れ
方
今
の
務
、
士
気
を
作
す
に
在
り
。
士
気
を
作
す
は
、
古
の
気
節
の
士
を
監み

る
に
如
く
無
し
。
古
の
気
節
の
士
を
監
る
は
、
今
の

気
節
の
士
を
監
る
に
如
く
無
し
。
而
し
て
今
の
気
節
の
士
は
、
桜
田
十
七
士
及
び
阪
下
六
士
に
如
く
莫
し
。

時
代
は
下
る
が
、
中
村
正
直
『
西
国
立
志
編
』
に
つ
い
て
大
槻
磐
溪
は
、「
立
志
成
編
張
士
気
。
自
由
説
理
奪
天
工
（
立
志 

編
を
成
し
士
気
を

張
り
、
自
由 

理
を
説
き
て
天
工
を
奪
ふ（

（8
（

）」
と
詠
じ
て
い
る
。
該
書
の
偉
人
の
事
績
に
触
発
さ
れ
て
「
気
」
を
奮
い
立
た
せ
る
人
々
も
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
江
戸
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
「
英
雄
豪
傑
」
型
の
人
間
像
の
流
行
と
関
連
し
て
い
よ
う（

（8
（

。

古
賀
侗
庵
の
議
論
の
よ
う
に
、
野
蛮
さ
は
強
い
「
気
」
の
現
れ
と
し
ば
し
ば
認
識
さ
れ
る
。
よ
っ
て
儒
学
の
「
礼
」
か
ら
も
武
家
の
礼
儀

作
法
か
ら
も
、
逸
脱
し
た
野
卑
な
行
動
も
「
気
」
を
奮
い
立
た
せ
る
も
の
と
し
て
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
る
。
吉
田
松
陰
は
、「
温
淳
」
な
熊

本
の
人
士
を
奮
起
さ
せ
る
た
め
に
、
大
酒
を
食
ら
っ
て
剣
舞
し
、
高
歌
放
吟
し
た
と
詩
に
詠
ん
で
い
る
。

鯨
呑
剣
舞
発
浩
歌
、
掲
臂
叱
咜
気
始
振
。
苟
使
此
気
塞
天
地
、
古
道
何
曽
憂
荊
榛（

（8
（

。

鯨
呑
剣
舞 

浩
歌
を
発
し
、
臂
を
掲
げ
叱
咜
し
て
気 

始
め
て
振
る
ふ
。
苟
し
く
も
此
気
を
し
て
天
地
に
塞
が
ら
し
め
ば
、
古
道 

何
ぞ
曽

て
荊
榛
を
憂
へ
ん
。
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こ
の
よ
う
な
行
動
様
式
は
民
権
運
動
の
壮
士
に
受
け
継
が
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

刺
戟
が
波
及
す
る
段
階
に
関
し
て
い
え
ば
、
一
度
、
強
力
な
刺
戟
が
加
わ
り
、「
気
」
が
奮
い
立
つ
と
、
周
囲
の
「
気
」
も
自
然
と
そ
れ

に
共
鳴
す
る
と
さ
れ
、
影
響
の
拡
大
に
つ
い
て
原
理
的
な
考
察
は
な
さ
れ
な
い（

（8
（

。「
接
人
」
の
思
想
に
お
い
て
は
、
自
己
と
は
隔
た
っ
て
い

る
他
者
の
感
情
を
「
推
量
」
す
る
こ
と
が
、
共
感
の
前
提
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
が（

（8
（

、「
振
気
」
論
で
は
自
己
と
他
者
の
感
性
に
相
違
が

あ
る
こ
と
は
先
ず
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。「
気
」
が
奮
い
立
て
ば
、
そ
れ
に
接
し
た
人
々
は
自
ず
と
感
動
す
る
と
見
る
の
で
あ
る
。

「
振
気
」
を
唱
え
る
人
々
は
し
ば
し
ば
、
繰
り
返
し
刺
戟
を
与
え
な
い
と
「
気
」
が
衰
退
す
る
と
い
う
焦
燥
感
を
語
る
。
現
在
の
目
か
ら

見
れ
ば
激
動
の
真
っ
只
中
で
あ
っ
た
文
久
元
年
に
お
い
て
も
、
一
度
「
奮
激
」
し
た
「
気
」
の
「
退
縮
」
の
危
惧
が
説
か
れ
て
い
る
。
前
年

の
プ
ロ
イ
セ
ン
と
の
条
約
締
結
を
受
け
て
長
州
の
毛
利
慶
親
の
上
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

先
年
外
国
へ
和
交
御
差
許
条
約
御
取
替
し
に
相
成
候
儀
は
素
よ
り
無
御
拠
御
場
合
有
之
候
て
の
儀
に
候
得
共
、
癸
丑
・
甲
寅
以
来
、
大

に
奮
激
の
人
気
一
旦
屈
摧
仕
り
、
偸
安
の
人
情
一
日
の
無
事
を
貪
り
、
終
に
一
統
退
縮
の
世
風
に
相
成
、
御
国
体
更
張
の
期
無
之
様
相

成
可
申
哉（

（8
（

。

「
振
気
」
論
は
、
と
も
か
く
も
活
力
を
盛
大
に
す
れ
ば
、
様
々
な
困
難
を
克
服
で
き
る
と
考
え
る
傾
向
が
あ
り
、
最
終
的
な
目
標
地
点
や

そ
れ
へ
到
る
具
体
的
な
経
路
が
不
明
確
な
ま
ま
、
強
い
刺
戟
を
与
え
て
「
気
」
を
振
起
す
る
こ
と
が
自
己
目
的
化
し
や
す
い
。
さ
ら
に
、
こ

の
よ
う
な
発
想
か
ら
は
、
安
定
は
腐
敗
の
原
因
で
あ
り
、
絶
え
ず
自
ら
を
死
地
に
追
い
込
み
、
変
革
を
遂
げ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
が

ち
で
あ
る
。
不
断
の
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
強
迫
観
念
は
、
や
が
て
体
制
の
土
台
を
掘
り
崩
し
て
い
く
。「
振
気
」
論
的
な
思
考
は
、

江
戸
末
期
の
政
治
秩
序
の
流
動
化
を
促
進
し
た
。
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六　

お
わ
り
に

「
振
気
」
論
は
、
活
力
の
刺
戟
を
主
軸
と
す
る
思
想
で
あ
る
。
活
力
の
刺
戟
が
政
治
改
革
の
要
諦
で
あ
る
と
い
っ
た
考
え
方
は
普
遍
的
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
近
世
日
本
に
お
い
て
は
十
九
世
紀
に
な
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
発
想
の
型
は
一
般
化

す
る
。
寛
政
期
よ
り
前
に
お
い
て
は
、
政
治
改
革
論
に
お
い
て
人
々
の
活
力
の
問
題
が
議
論
の
中
心
と
な
る
例
は
管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
は
見

当
た
ら
な
い
。
よ
っ
て
「
振
気
」
論
の
登
場
を
指
標
に
し
て
寛
政
期
以
降
を
日
本
思
想
史
上
の
長
い
近
代
と
区
分
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ

う
。「

振
気
」
論
は
長
く
命
脈
を
保
っ
た
。
た
と
え
ば
、「
国
民
精
神
作
興
ニ
関
ス
ル
詔
書
」
の
「
国
家
興
隆
ノ
本
ハ
国
民
精
神
ノ
剛
健
ニ
在

リ
。
之
ヲ
涵
養
シ
之
ヲ
振
作
シ
テ
以
テ
国
本
ヲ
固
ク
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス（

（9
（

」
と
い
っ
た
一
節
に
は
、「
振
気
」
論
の
残
響
を
聴
き
取
る
こ
と
で

き
よ
う
。
ま
た
、
坂
本
多
加
雄
が
注
目
し
た
京
都
学
派
の
高
山
岩
男
の
「
道
義
的
生
命
力
」
論
─
─
高
山
は
「
道
義
的
生
命
力
」
と
東
湖

の
「
正
気
歌
」
の
「
天
地
正
大
気
」
と
を
同
一
と
す
る
─
─
は
、「
振
気
」
論
と
西
洋
哲
学
の
融
合
物
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う（

（9
（

。

こ
の
他
に
、
一
九
四
七
年
の
第
九
十
二
回
帝
国
議
会
の
衆
議
院
議
事
速
記
録
に
も
、「
振
気
」
論
そ
の
も
の
と
い
っ
て
良
い
議
論
が
見
え
る
。

日
本
自
由
党
の
大
久
保
留
次
郎
は
次
の
よ
う
に
い
う（

（9
（

。「
今
日
の
日
本
人
は
、
日
向
ぼ
つ
こ
を
し
て
、
半
眠
り
の
状
態
に
」
に
あ
り
、「
殊
に

日
本
の
将
来
を
負
う
べ
き
青
年
男
女
が
、
ま
た
青
年
学
徒
が
、
や
や
も
す
れ
ば
遊
惰
に
流
れ
、
希
望
を
失
い
、
悶
々
た
る
有
様
に
あ
る
こ
と

は
、
ま
こ
と
に
同
情
に
た
え
な
い
」、
ゆ
え
に
「
国
家
再
建
五
箇
年
計
画
」
の
策
定
は
、「
希
望
が
生
れ
、
大
い
に
士
気
を
振
作
す
る
」
も
の

で
あ
る
─
─
と
。
政
府
の
「
英
断
」
に
よ
っ
て
「
気
」
を
振
る
わ
せ
る
と
い
っ
た
江
戸
末
期
の
議
論
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

今
日
、
こ
れ
ほ
ど
分
か
り
や
す
い
「
振
気
」
論
の
末
裔
は
見
ら
れ
な
い
が
、
右
派
・
左
派
と
も
に
用
い
る
「
活
力
あ
る
社
会
」
と
い
っ
た

標
語
は
「
振
気
」
論
以
後
の
思
考
で
政
治
を
語
る
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か（

（9
（

。
こ
こ
で
考
え
る
べ
き
は
、
活
力
に
ま
つ
わ
る
語
彙

が
人
々
の
思
考
を
制
約
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
─
─
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

社
会
の
「
元
気
」
や
「
活
力
」「
活
気
」
を
測
る
客
観
的
な
基
準
は
果
た
し
て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。「
活
力
」
が
あ
れ
ば
幸
福
な
の
で
あ
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ろ
う
か
（
焦
燥
感
に
駆
ら
れ
て
活
動
的
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
事
態
で
あ
る
）。
も
し
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
期
の
変
革
に
な
ら
い
、「
活
力
」
や

「
元
気
」
を
刺
激
す
る
と
し
て
も
、
暗
殺
と
い
っ
た
過
激
な
政
治
行
動
に
走
る
人
間
の
出
現
を
抑
制
し
な
が
ら
、
現
今
の
秩
序
に
と
っ
て
利

益
と
な
る
「
活
力
」
あ
る
人
間
を
養
成
す
る
─
─
と
い
っ
た
こ
と
は
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
（
江
戸
末
期
と
は
異
な
り
、
最
近
で
は
「
活
力
」
を
海

外
か
ら
呼
び
込
む
議
論
も
盛
ん
で
あ
る
が（

（9
（

、
自
国
に
都
合
の
良
い
「
活
力
」
ば
か
り
が
や
っ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
）。

「
活
力
」
が
あ
れ
ば
何
で
も
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
議
論
は
い
か
に
し
て
「
活
力
」
を
刺
戟
す
る
か
に
集
中
す
る
。
し
か
し
、

「
活
力
」
概
念
自
体
曖
昧
で
、
し
か
も
そ
の
「
活
力
」
で
何
を
成
し
遂
げ
た
い
の
か
は
、
し
ば
し
ば
不
明
確
で
あ
る
（
職
場
や
学
会
の
「
活
気
」

を
取
り
戻
す
こ
と
を
め
ぐ
る
議
論
な
ど
も
想
起
さ
れ
た
い
）。
文
明
の
進
歩
や
社
会
の
発
展
を
願
う
と
し
て
も
、「
活
力
」
や
「
活
気
」
と
い
っ
た

語
彙
を
用
い
ず
、「
振
気
」
論
的
な
思
考
の
枠
外
に
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
え
て
く
る
問
題
と
解
決
策
は
多
く
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
1
）
松
田
宏
一
郎
は
近
年
の
近
世
・
近
代
日
本
思
想
史
研
究
の
成
果
を
紹
介
す
る
に
当
た
っ
て
、
こ
の
点
を
強
調
し
て
い
る
（
松
田
宏
一
郎
「
思
想
史 

（
特

集
日
本
研
究
の
道
し
る
べ
─
─ 

必
読
の
一
〇
〇
冊
）」、『
日
本
研
究
』
第
五
十
七
号
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
八
年
）。

（
2
）
副
島
種
臣
等
「
民
撰
議
員
設
立
建
白
書
」、
国
立
公
文
書
館
蔵
、
一
八
七
四
年
。

（
3
）「
戦
争
ハ
国
家
ニ
大
益
ア
ル
ノ
説
」、『
評
論
新
聞
』
第
九
十
一
号
、
一
ウ
、
一
八
七
六
年
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

（
4
）
成
島
柳
北
「
祭
新
聞
紙
文
」、
同
『
柳
北
遺
稿
』
第
一
巻
、
成
島
復
三
郎
、
一
八
九
〇
年
、
四
一
頁
。

（
5
）
坂
本
多
加
雄
「
幸
徳
秋
水
に
お
け
る
伝
統
と
革
命
」、
同
『
市
場
・
道
徳
・
秩
序
』、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
梶
田
明
宏
「
西
南
戦
争
以
前
の
言

説
状
況
─
─
士
族
民
権
論
を
め
ぐ
る
「
気
」
の
問
題
に
つ
い
て
」、『
書
陵
部
紀
要
』
第
四
十
三
号
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
一
九
九
一
年
。
明
治
期
の
「
気
」

に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
次
の
研
究
も
参
照
。
松
田
宏
一
郎
「
福
澤
諭
吉
に
お
け
る
「
知
」
の
分
権
」、
同
『
江
戸
の
知
識
か
ら
明
治
の
政
治
へ
』、

ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
八
年
、
中
村
春
作
「「
国
民
の
元
気
」
と
い
う
言
説
─
─
明
治
期
、
徳
富
蘇
峰
に
お
け
る
」、
井
上
克
人
（
編
著
）『
豊
穣
な
る

明
治
』
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
研
究
叢
刊
四
十
一
、
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
、
河
野
有
理
「
郡
県
の
政
治
経
済
学
」、
同
『
田
口
卯
吉
の

夢
』、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
。

（
6
）
谷
川
恵
一
「
歌
の
あ
り
か
」、
同
『
歴
史
の
文
体　

小
説
の
す
が
た
─
─
明
治
期
に
お
け
る
言
説
の
再
編
成
』、
平
凡
社
、
二
〇
〇
八
年
、
ロ
バ
ー
ト

キ
ャ
ン
ベ
ル
「
獄
舎
の
教
化
と
「
文
学
」」、『
国
語
と
国
文
学
』
第
八
十
巻
十
一
号
、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
〇
三
年
、
青
山
英
正
「
振
気
か
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ら
教
化
へ
─
─
勤
王
志
士
詩
歌
集
の
ゆ
く
え
」、『
国
語
国
文
』
第
七
十
五
巻
十
号
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
、
二
〇
〇
六
年
。

（
7
）
帝
尨
山
人
（
編
）・
春
荘
冗
史
（
補
）『
振
気
篇
』、
一
八
六
九
年
。

（
8
）
前
掲
「
西
南
戦
争
以
前
の
言
説
状
況
」、
三
四
頁
。

（
9
）
新
村
出
（
編
）『
広
辞
苑
』
第
七
版
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
、
一
四
九
九
頁
。

（
10
）
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
、
小
学
館
、https://kotobank.jp/dictionary/daijisen/

（
二
〇
一
八
年
十
二
月
十
五
日
閲
覧
）。
ち
な
み
に
『
日
本
国
語
大
辞

典
』
第
二
版
（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
～
二
〇
〇
二
年
）
は
「
振
気
」
を
立
項
し
て
お
り
、「
気
を
ふ
る
い
た
た
せ
る
こ
と
」
と
語
義
を
説
明
し
、
用
例

に
宋
玉
「
風
賦
」
の
「
邸
華
葉
而
振
気
（
華
葉
に
邸ふ

れ
て
気
を
振
る
ふ
）」
を
挙
げ
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
節
は
「
風
が
か
ぐ
わ
し
い
植
物
に
触
れ
て
、

そ
の
香
気
を
放
た
せ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
用
例
と
し
て
不
適
当
で
あ
る
。

（
11
）『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
電
子
版
（
迪
志
文
化
出
版
）
を
検
索
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
。「
振
気
」
二
七
件
、「
養
気
」
二
七
四
一
件
、

「
振
元
気
」
二
件
、「
養
元
気
」
一
六
四
件
、「
振
正
気
」
〇
件
、「
養
正
気
」
二
四
件
、「
振
士
気
」
五
六
件
、「
養
士
気
」
七
二
件
、「
振
起
元
気
」
〇

件
、「
振
起
正
気
」
〇
件
、「
振
起
士
気
」
八
件
、「
鼓
舞
元
気
」
〇
件
、「
鼓
舞
正
気
」
一
件
、「
鼓
舞
士
気
」
一
〇
件
。
文
章
の
区
切
り
や
意
味
を
顧
慮

せ
ず
、
単
純
に
検
索
結
果
を
並
べ
た
だ
け
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
精
査
が
必
要
で
あ
る
が
、「
振
気
」
系
統
の
語
彙
の
用
例
が
「
養
気
」
に
比
べ
て
少
な
い

こ
と
は
見
て
取
れ
よ
う
。「
作
士
気
」
は
三
三
一
件
と
比
較
的
に
多
い
が
、
士
人
の
気
風
で
は
な
く
、
軍
隊
の
士
気
に
つ
い
て
い
う
も
の
が
多
く
含
ま
れ

る
。

（
12
）「
気
」
を
養
う
こ
と
を
め
ぐ
る
議
論
の
諸
相
に
つ
い
て
は
、
三
浦
國
男
『
朱
子
と
気
と
身
体
』、
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
参
照
。

（
13
）「
気
」
に
関
す
る
文
学
作
品
と
し
て
著
名
な
文
天
祥
「
正
気
歌
」
は
、
歴
史
上
の
「
正
気
」
の
現
れ
を
述
べ
、
幽
囚
の
身
に
あ
る
自
己
を
詠
っ
た
も
の

で
、「
気
」
の
刺
戟
を
説
い
た
も
の
で
は
な
い
。

（
14
）
筆
者
の
見
つ
け
た
少
数
例
を
挙
げ
る
（
い
ず
れ
も
「
振
気
」
は
議
論
の
柱
と
な
っ
て
い
な
い
）。「
李
公
所
以
斬
女
子
鼓
士
気
也
（
李
公
の
女
子
を
斬

り
士
気
を
鼓
す
る
所
以
な
り
）」（
木
下
順
庵
『
錦
里
文
集
』
巻
十
七
、
十
四
オ
、
寛
政
元
年
刊
、
国
立
公
文
書
館
蔵
）、「
豈
唯
先
人
之
開
顔
于
九
京
哉
。

亦
足
以
激
励
世
風
振
起
士
気
（
豈
に
唯
だ
先
人
の
顔
を
九
京
に
開
く
の
み
な
ら
ん
や
。
亦
た
以
て
世
風
を
激
励
し
士
気
を
振
起
す
る
に
足
る
）」（
伊
藤
東

涯
「
奉
荅
光
禄
藤
公
書
」、『
紹
述
先
生
文
集
』
巻
十
一
、
宝
暦
九
年
、
三
宅
正
彦
〔
編
集
・
解
説
〕『
紹
述
先
生
文
集
』
近
世
儒
家
文
集
集
成
第
四
巻
、

ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
八
年
）、「
人
君
不
聞
将
士
之
談
、
則
無
以
作
士
気
（
人
君 

将
士
の
談
を
聞
か
ざ
れ
ば
、
則
ち
以
て
士
気
を
作
す
こ
と
無
し
）」（
松

崎
観
海
「
常
山
紀
談
序
」、
明
和
四
年
、
湯
浅
常
山
・
森
銑
三
（
編
）『
常
山
紀
談
』
上
巻
、
一
九
三
八
年
、
一
八
頁
）。 

（
15
）
坂
本
多
加
雄
「「
企
業
者
」
観
念
の
発
見
と
日
本
の
伝
統
」、
同
『
近
代
日
本
精
神
史
論
』、
講
談
社
、
一
九
九
六
年
、
一
〇
三
頁
。



31 高山大毅【「振気」論へ】

（
16
）
伊
藤
仁
齋
『
語
孟
字
義
』
上
、
天
道
、
仁
齋
生
前
最
終
稿
本
、
元
禄
十
二
年
～
宝
永
二
年
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
。

（
17
）
伊
藤
仁
齋
『
童
子
問
』
巻
中
、
第
六
十
六
～
六
十
八
章
、
仁
齋
生
前
最
終
稿
本
、
宝
永
元
年
～
宝
永
二
年
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
。

（
18
）
荻
生
徂
徠
『
徂
来
先
生
答
問
書
』
巻
下
、
二
オ
～
二
ウ
、
島
田
虔
次
（
編
）『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
一
巻
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
三
年
。

（
19
）
前
掲
「
西
南
戦
争
以
前
の
言
説
状
況
」、
一
六
頁
、「
幸
徳
秋
水
に
お
け
る
伝
統
と
革
命
」、
二
四
二
頁
。

（
20
）
會
澤
正
志
齋
『
新
論
』、
安
政
四
年
刊
、
今
井
宇
三
郎
・
瀬
谷
義
彦
・
尾
藤
正
英
（
校
注
）『
水
戸
学
』
日
本
思
想
大
系
第
五
十
三
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
三
年
、
三
八
一
頁
。

（
21
）
西
川
如
見
『
日
本
水
土
考
』、
五
オ
、
享
保
五
年
刊
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
。

（
22
）
藤
原
惺
窩
「
答
林
秀
才
」、
同
『
惺
窩
先
生
文
集
』
巻
十
、
慶
安
四
年
序
、
国
民
精
神
文
化
研
究
所
（
編
）『
藤
原
惺
窩
集
』
上
巻
、
思
文
閣
出
版
、

一
九
四
一
年
、
一
三
八
頁
。

（
23
）
高
山
大
毅
「
遅
れ
て
き
た
「
古
学
」
者
─
─
會
澤
正
志
齋
の
国
制
論
」、
同
『
近
世
日
本
の
「
礼
楽
」
と
「
修
辞
」
─
─
荻
生
徂
徠
以
後
の
「
接
人
」

の
制
度
構
想
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
。

（
24
）
荻
生
徂
徠
『
政
談
』、
享
保
十
一
年
頃
成
立
、
平
石
直
昭
（
校
注
）『
政
談
─
─
服
部
本
』、
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
、
九
一
～
九
九
頁
。

（
25
）
會
澤
正
志
齋
『
江
湖
負
暄
』、
嘉
永
元
年
成
立
、
福
田
耕
二
郎
（
校
注
）『
神
道
大
系
』
論
説
編
十
五
、
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
六
年
、
四
七
二

～
四
七
三
頁
。

（
26
）
荻
生
徂
徠
『
太
平
策
』、
享
保
十
五
年
成
立
、
吉
川
幸
次
郎
・
丸
山
眞
男
・
西
田
太
一
郎
・
辻
達
也
（
校
注
）『
荻
生
徂
徠
』
日
本
思
想
大
系
第
三
十

六
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
四
八
一
頁
。
徂
徠
は
「
人
の
心
ね
入
り
た
る
」
と
い
う
言
葉
を
否
定
的
な
意
味
で
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場

合
の
「
ね
入
る
」
は
、
活
発
に
動
き
回
る
こ
と
の
対
義
語
で
は
な
く
、
出
世
の
見
込
み
が
な
い
た
め
職
務
に
打
ち
込
む
意
欲
を
失
っ
て
い
る
状
態
を
指
す

（
前
掲
『
政
談
』
一
九
七
頁
）。
職
務
に
打
ち
込
ん
で
い
る
が
ゆ
え
に
、
妄
動
せ
ず
、
し
っ
か
り
と
休
息
を
取
る
こ
と
は
「
ネ
ル
モ
奉
公
」
と
い
え
よ
う
。

（
27
）
前
掲
『
政
談
』、
九
四
～
九
九
頁
。

（
28
）
前
掲
『
江
湖
負
暄
』、
四
五
二
～
四
五
四
頁
。

（
29
）
前
掲
『
江
湖
負
暄
』、
四
五
一
頁
。

（
30
）
會
澤
正
志
齋
「
幽
谷
先
生
次
郎
左
衛
門
藤
田
君
墓
表
」、『
正
志
齋
文
稿
』、
一
八
九
一
年
序
、
無
窮
会
図
書
館
蔵
。

（
31
）
藤
田
幽
谷
「
丁
巳
封
事
」、
寛
政
九
年
、
前
掲
『
水
戸
学
』、
三
七
五
～
三
八
〇
頁
。

（
32
）
前
掲
「
幽
谷
先
生
次
郎
左
衛
門
藤
田
君
墓
表
」。
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（
33
）
藤
田
東
湖
「
答
鈴
木
子
明
」、
同
『
東
湖
遺
稿
』、
一
八
七
七
年
刊
、
菊
池
謙
二
郎
（
編
）『
東
湖
全
集
』、
一
九
四
〇
年
、
二
三
四
頁
。
同
様
の
こ
と

は
「
大
祓
執
中
抄
序
」（
前
掲
『
東
湖
遺
稿
』、
二
五
四
頁
）
に
も
見
え
る
。
東
湖
の
「
正
気
」
を
め
ぐ
る
思
想
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
暎
一
「
藤
田
東
湖
の

思
想
─
─
『
弘
道
館
述
義
』
を
中
心
と
し
て
」、
鈴
木
暎
一
『
水
戸
藩
学
問
・
教
育
史
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
参
照
。

（
34
）
藤
田
東
湖
等
辛
卯
十
一
月
二
十
四
日
封
事
・
辛
卯
十
一
月
二
十
九
日
封
事
、『
東
湖
封
事
』、
成
立
年
未
詳
、
前
掲
『
新
定
東
湖
全
集
』、
八
三
〇
、
八

三
一
頁
。

（
35
）
藤
田
東
湖
『
回
天
詩
史
』、
弘
化
元
年
成
立
、
前
掲
『
新
定
東
湖
全
集
』、
四
頁
。
海
江
田
俊
義
に
よ
れ
ば
、
ペ
リ
ー
来
航
に
際
し
て
東
湖
は
、「
対
談

の
席
上
」
で
ペ
リ
ー
の
首
を
斬
れ
ば
、
即
日
自
分
が
死
ん
だ
と
し
て
も
、「
一
方
の
正
気
」
が
「
全
国
に
充
満
」
す
る
と
語
っ
た
と
い
う
（
前
掲
「
藤
田

東
湖
の
思
想
」、
一
三
三
～
一
三
四
頁
）。

（
36
）
島
田
一
郎
等
「
斬
奸
状
」、
一
八
七
八
年
、
宇
田
友
猪
・
和
田
三
郎
（
編
）『
自
由
党
史
』
上
巻
、
五
車
楼
、
一
九
一
〇
年
、
二
七
八
頁
。

（
37
）「
正
気
歌
」
の
受
容
に
つ
い
て
は
次
の
論
考
を
参
照
。
佐
藤
温
「
幕
末
の
志
士
に
お
け
る
「
正
気
歌
」
の
受
容
」、
鈴
木
健
一
・
杉
田
昌
彦
・
田
中
康

二
・
西
田
正
宏
・
山
下
久
夫
（
編
）『
江
戸
の
学
問
と
文
藝
世
界
』
森
話
社
、
二
〇
一
八
年
。

（
38
）
徳
川
齊
昭
「
海
防
愚
存
」、
嘉
永
六
年
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
編
）『
大
日
本
古
文
書　

幕
末
外
国
関
係
文
書
』
巻
一
、
一
九
一
〇
年
、
五
〇
九

頁
。

（
39
）
横
井
小
楠
「
夷
慮
応
接
大
意
」、
嘉
永
六
年
頃
、
山
崎
正
董
『
横
井
小
楠
遺
稿
』、
日
新
書
院
、
一
九
四
二
年
、
一
三
頁
。

（
40
）
頼
山
陽
『
通
議
』、
天
保
三
年
成
立
、
木
崎
愛
吉
・
頼
成
一
（
共
編
）『
頼
山
陽
全
書
』
全
集
中
巻
、
頼
山
陽
先
生
遺
跡
顕
彰
会
、
一
九
三
二
年
、
二

二
頁
。

（
41
）
福
澤
諭
吉
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
三
編
、
一
八
七
四
年
、
慶
應
義
塾
（
編
）『
福
澤
諭
吉
全
集
』
第
三
巻
、
一
九
五
九
年
、
岩
波
書
店
、
四
三
頁
。

（
42
）
古
賀
侗
庵
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
高
山
大
毅
「『
良
将
達
徳
鈔
』
を
め
ぐ
っ
て
─
─
尚
武
の
思
想
家
と
し
て
の
古
賀
侗
庵
」、『
駒
澤
国
文
』
第
五
十

四
号
、
駒
澤
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
、
二
〇
一
七
年
、
同
「
暴
君
と
「
士
風
」
─
─
古
賀
侗
庵
再
論
」、『
駒
澤
大
學
文
學
部
研
究
紀
要
』
第
七
十
六

号
、
駒
澤
大
学
、
二
〇
一
八
年
参
照
。

（
43
）
以
下
、
古
賀
侗
庵
「
擬
極
論
時
政
（
事
）
封
事
」、
文
化
六
年
、
同
『
侗
庵
秘
集
』、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

（
44
）
前
掲
「
擬
極
論
時
政
（
事
）
封
事
」。

（
45
）
古
賀
侗
庵
「
詹
詹
言
」
十
六
、
天
保
十
年
、『
侗
庵
文
集
』
五
集
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
。

（
46
）
同
「
書
葉
隠
後
」、
文
政
十
三
年
、『
侗
庵
文
集
』
四
集
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
。
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（
47
）
古
賀
精
里
「
葉
隠
後
」、
同
『
精
里
全
書
』、
文
政
四
年
頃
成
立
、
梅
澤
秀
夫
（
編
集
・
解
説
）『
精
里
全
書
』、
近
世
儒
家
文
集
集
成
第
十
五
巻
、
ぺ

り
か
ん
社
、
一
九
九
六
年
、
三
二
九
頁
。

（
48
）
古
賀
侗
庵
『
良
将
達
徳
鈔
』
巻
九
、
四
ウ
、
十
六
ウ
、
一
八
八
二
年
。

（
49
）
大
槻
磐
溪
『
近
古
史
談
』（
外
題
『
近
古
史
譚
』）、
安
政
二
年
序
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
。

（
50
）
古
賀
侗
庵
「
横
槊
餘
韻
序
」、
弘
化
二
年
、『
侗
庵
文
集
』
六
集
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
。

（
51
）
城
兼
文
『
近
世
殉
国
一
人
一
首
伝
』、
一
オ
、
一
八
六
九
年
。 

（
52
）
以
下
、
古
賀
侗
庵
「
書
海
陵
庶
人
紀
後
」、
文
政
三
年
、『
侗
庵
文
集
』
二
集
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
。

（
53
）
同
右
。

（
54
）
以
下
、
阪
谷
素
「
養
精
神
一
説
」
二
、『
明
六
雑
誌
』
第
四
十
一
号
、
六
ウ
～
八
ウ
、
一
八
七
五
年
、
大
久
保
利
謙
（
監
修
）『
明
六
雑
誌
』、
立
体

社
、
一
九
七
六
年
。

（
55
）
同
右
、
七
ウ
。

（
56
）
以
下
、
松
平
定
信
「
御
相
談
」「
養
元
論
」、
寛
政
三
年
、『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
第
三
十
六
、
東
京
都
、
一
九
九
二
年
、
一
九
四
～
一
九
五
頁
、
二

〇
五
～
二
〇
八
頁
。

（
57
）
熊
澤
蕃
山
『
大
学
或
問
』、
天
明
八
年
刊
、
後
藤
陽
一
・
友
枝
龍
太
郎
（
校
注
）『
熊
沢
蕃
山
』
日
本
思
想
大
系
第
三
十
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一

年
、
四
二
五
頁
。

（
58
）
神
澤
杜
口
『
翁
草
』
巻
百
十
、
寛
政
三
年
成
立
、
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
（
編
）『
日
本
随
筆
大
成
』
第
三
期
第
二
十
二
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七

八
年
、
一
二
一
頁
。

（
59
）
蘭
爾
『
大
通
禅
師
法
語
』、
安
永
八
年
序
、
水
野
稔
（
編
）『
洒
落
本
大
成
』
第
八
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
、
三
〇
八
～
三
〇
九
頁
。

（
60
）
小
林
勇
「
武
士
と
通
人
」、『
国
語
国
文
』
第
五
十
九
巻
八
号
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
、
一
九
九
〇
年
。

（
61
）
杉
田
玄
白
『
後
見
草
』、
天
明
七
年
成
立
、
達
磨
屋
五
一
・
達
磨
屋
活
東
子
（
編
）・
森
銑
三
・
野
間
光
辰
・
朝
倉
治
彦
（
監
修
）『
燕
石
十
種
』
第
二

巻
、
中
央
公
論
社
、
一
四
〇
～
一
四
一
頁
。

（
62
）
前
掲
「
武
士
と
通
人
」。

（
63
）
小
林
ふ
み
子
「
や
わ
ら
か
な
好
色
の
国
・
日
本
、
と
い
う
自
己
像
」、
田
中
優
子
（
編
）『
日
本
人
は
日
本
を
ど
う
み
て
き
た
か
─
─
江
戸
か
ら
見
る

自
意
識
の
変
遷
』、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年
。
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（
64
）
高
山
大
毅
「「
物
の
あ
は
れ
を
知
る
」
説
と
「
通
」
談
義
─
─
初
期
宣
長
の
位
置
」、『
国
語
国
文
』
第
八
十
四
巻
十
一
号
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学

国
文
学
研
究
室
、
二
〇
一
五
年
。

（
65
）
東
夢
里
『
鉏
雨
亭
随
筆
』
巻
一
、
三
十
ウ
、
嘉
永
五
年
刊
、
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
。
本
資
料
に
つ
い
て
は
島
田
英
明
氏
の
教
示
を
得
た
。

（
66
）
橋
本
左
内
「
啓
発
録
」
嘉
永
元
年
、
滋
賀
貞
（
編
）『
橋
本
景
岳
全
集
』
下
巻
、
景
岳
会
、
一
九
三
九
年
、
三
頁
。

（
67
）
岸
本
美
緒
「
清
朝
皇
帝
の
江
南
巡
幸
」、
同
『
地
域
社
会
論
再
考
─
─
明
清
史
論
集
２
』、
研
文
出
版
、
二
〇
一
二
年
。
朝
鮮
朝
で
は
、
行
幸
の
際
に

庶
民
の
陳
情
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
原
武
史
『
直
訴
と
王
権
─
─
朝
鮮
・
日
本
の
「
一
君
万
民
」
思
想
史
』、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
）。

（
68
）
渡
辺
浩
「「
御
威
光
」
と
象
徴
─
─
徳
川
政
治
体
制
の
一
側
面
」、
同
『
東
ア
ジ
ア
の
王
権
と
思
想
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
。

（
69
）
黒
嶋
敏
『
秀
吉
の
武
威
、
信
長
の
武
威
─
─
天
下
人
は
い
か
に
服
属
を
迫
る
の
か
』、
平
凡
社
、
二
〇
一
八
年
。

（
70
）
山
本
常
朝
（
談
）・
田
代
陣
基
（
筆
録
）『
葉
隠
』、
宝
永
七
年
～
享
保
年
間
、
菅
野
覚
明
・
栗
原
剛
・
木
澤
景
・
菅
原
令
子
（
訳
・
注
・
校
訂
）『
新

校
訂 

全
訳
注 

葉
隠
』、
講
談
社
、
二
〇
一
七
年
、
二
六
頁
。

（
71
）
以
下
、 

藤
田
東
湖
等
辛
卯
四
月
十
四
日
封
事
、『
東
湖
封
事
』、
前
掲
『
新
定
東
湖
全
集
』、
八
〇
六
頁
。「
古
人
」
は
幽
谷
を
指
し
、「
乙
巳
封
事
」
の

議
論
を
「
人
気
」
の
語
を
用
い
て
言
い
直
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
72
）
同
右
。

（
73
）
磯
田
道
史
「
近
世
中
後
期
藩
政
改
革
と
「
プ
ロ
ト
近
代
行
政
」
─
─
熊
本
藩
宝
暦
改
革
の
伝
播
を
め
ぐ
っ
て
」、『
史
學
』
第
八
十
巻
一
号
、
三
田
史

学
会
、
二
〇
一
一
年
。

（
74
）
細
川
家
の
宝
暦
改
革
に
つ
い
て
は
高
本
紫
溟
『
銀
臺
遺
事
』、
成
立
年
不
明
（
古
城
貞
吉
〔
編
〕『
肥
後
文
献
叢
書
』
第
一
巻
、
隆
文
館
、
一
九
〇
九

年
）、
亀
井
南
冥
『
肥
後
物
語
』、
天
明
元
年
序
（
亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集
刊
行
会
〔
編
〕『
亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集
』
第
一
巻
、
一
九
七
八
年
）、
上
杉

家
の
明
和
安
永
改
革
に
つ
い
て
は
、『
国
政
談
』、
天
明
年
間
（
山
形
県
史
編
さ
ん
委
員
〔
編
〕『
山
形
県
史
』
資
料
篇
第
四
、
巌
南
堂
書
店
、
一
九
六
一

年
）、
莅
戸
太
華
『
翹
楚
篇
』、
寛
政
元
年
（
新
貝
卓
次
〔
編
〕『
羽
陽
叢
書
』
第
五
集
、
一
八
九
八
年
）、
細
井
平
洲
『
嚶
鳴
館
遺
草
』、
天
保
六
年
刊
、

市
立
米
沢
図
書
館
蔵
、
池
田
成
章
（
編
）『
鷹
山
公
世
紀
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
〇
六
年
を
確
認
し
た
。『
嚶
鳴
館
遺
草
』
は
、
上
杉
家
以
外
の
大
名
家

に
宛
て
ら
れ
た
文
書
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
明
和
安
永
改
革
を
導
い
た
平
洲
の
思
想
を
知
り
得
る
著
作
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

公
儀
の
享
保
改
革
に
関
し
て
は
、
別
途
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、『
徳
川
実
紀
』
の
「
有
徳
院
御
実
紀
附
録
」
に
は
「
振
気
」
論
的
な
言
辞

は
な
く
、
唯
一
そ
れ
に
近
い
記
事
と
し
て
、
吉
宗
の
人
材
登
用
は
「
つ
ね
に
天
下
の
政
務
に
御
心
を
つ
く
さ
れ
、
士
風
を
励
ま
さ
む
と
の
盛
慮
に
て
」
と

あ
る
に
止
ま
る
（『
徳
川
実
紀
』
第
九
篇
〔
黒
板
勝
美
・
国
史
大
系
編
修
会
（
編
）『
新
訂
増
補　

国
史
大
系
』
第
四
十
六
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
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年
〕、
二
二
九
頁
）。
鷹
狩
の
復
活
や
武
芸
の
奨
励
と
い
っ
た
「
振
気
」
論
的
な
言
辞
が
用
い
ら
れ
そ
う
な
記
事
に
お
い
て
も
、
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
の
が

興
味
深
い
。

（
75
）
前
掲
『
嚶
鳴
館
遺
草
』
巻
二
、
十
八
ウ
。

（
76
）
前
掲
『
近
世
日
本
の
「
礼
楽
」
と
「
修
辞
」』。

（
77
）『
水
戸
藩
史
料
』
上
編
坤
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
一
五
年
、
三
三
頁
。

（
78
）
江
戸
後
期
の
「
決
断
」
重
視
の
思
潮
に
つ
い
て
は
、
濱
野
靖
一
郎
『
頼
山
陽
の
思
想
─
─
日
本
に
お
け
る
政
治
学
の
誕
生
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二

〇
一
四
年
）、
後
藤
敦
史
『
開
国
期
徳
川
幕
府
の
政
治
と
外
交
』（
有
志
舎
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

（
79
）
真
木
和
泉
「
勢
、
断
、
労
三
条
」、
真
木
保
臣
先
生
顕
彰
会
（
編
）『
真
木
和
泉
守
遺
文
』、
伯
爵
有
馬
家
修
史
所
、
一
九
一
三
年
、
二
〇
頁
。

（
80
）
同
右
、
一
七
～
一
八
頁
。

（
81
）
藤
森
弘
庵
「
重
訳
美
利
哥
総
記
序
」、
魏
源
（
輯
録
）・
広
瀬
達
（
訳
）『
亜
米
利
加
総
記
』
序
一
オ
～
二
オ
、
嘉
永
七
年
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
。

（
82
）
林
鶴
梁
「
答
藤
田
斌
卿
書
」、
同
『
鶴
梁
文
鈔
』
巻
二
、
二
ウ
、
一
八
七
七
年
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

（
83
）
森
田
節
齋
「
上
中
川
親
王
書
」、
同
『
節
齋
遺
稿
』、
奈
良
県
宇
智
郡
教
育
会
、
一
九
一
〇
年
、
三
頁
。

（
84
）
大
槻
磐
溪
「
和
敬
宇
君
見
示
之
作
却
呈
」、『
愛
敬
餘
唱
』、
一
ウ
、
一
八
七
六
年
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

（
85
）
島
田
英
明
『
歴
史
と
永
遠
─
─
江
戸
後
期
の
思
想
水
脈
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
は
、「
永
遠
性
獲
得
願
望
」
と
い
う
観
点
か
ら
江
戸
末
期
の

志
士
的
人
物
像
の
来
歴
を
辿
っ
た
著
作
と
し
て
本
稿
も
多
く
の
示
唆
を
受
け
た
。
古
典
世
界
へ
の
参
入
で
は
な
い
形
で
の
「
永
遠
性
獲
得
願
望
」
の
充
足

の
仕
方
を
考
え
る
上
で
、「
振
気
」
論
の
登
場
は
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
86
）
吉
田
松
陰
「
示
熊
本
諸
友
」、
同
『
西
征
残
稿
』、
安
政
四
年
序
、
山
口
県
教
育
会
（
編
）『
吉
田
松
陰
全
集
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
、

四
〇
九
～
四
一
〇
頁
。

（
87
）
吉
田
松
陰
「
七
生
説
」（『
丙
辰
幽
室
文
稿
』、
安
政
三
年
、
前
掲
『
吉
田
松
陰
全
集
』
第
三
巻
、
二
四
～
二
五
頁
）
は
、「
気
」
の
振
起
で
は
な
く
、

時
代
や
「
気
」
の
連
続
性
を
越
え
て
「
理
」
に
よ
っ
て
人
々
が
「
興
起
」
す
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
で
あ
り
、
感
動
の
連
鎖
を
「
理
気
」
論
の
語

彙
で
説
明
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。

（
88
）
高
山
大
毅
「「
人
情
」
理
解
と
「
断
章
取
義
」」、
前
掲
『
近
世
日
本
の
「
礼
楽
」
と
「
修
辞
」』。

（
89
）
末
松
謙
澄
『
防
長
回
天
史
』
第
三
編
上
、
末
松
春
彦
、
一
九
二
一
年
、
六
一
頁
。

（
90
）「
国
民
精
神
作
興
ニ
関
ス
ル
詔
書
」、『
官
報
』
号
外
、
一
九
二
三
年
十
一
月
十
日
。
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（
91
）
高
山
岩
男
『
日
本
の
課
題
と
世
界
史
』、
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
三
年
、
二
六
六
頁
、
坂
本
多
加
雄
「
近
代
日
本
の
時
間
体
験
」、
前
掲
『
近
代
日
本

精
神
史
論
』、
六
四
頁
。

（
92
）
以
下
、『
官
報
』
号
外
、
一
九
四
七
年
二
月
十
六
日
。

（
93
）「
地
方
創
生
で
、
活
力
あ
る
元
気
な
地
方
を
つ
く
り
ま
す
」（『
自
民
党
政
権
公
約
２
０
１
７
』
第
四
十
八
回
衆
議
院
議
員
選
挙
自
由
民
主
党
届
出
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
一
号
、
二
〇
一
七
年
、
一
三
頁
）、「
二
．
未
来
へ
の
責
任
を
ま
っ
と
う
し
、
活
力
あ
る
共
生
社
会
を
つ
く
り
ま
す
」（「
立
憲
民
主
党
綱
領
」、

二
〇
一
七
年
）。

（
94
）
経
団
連
の
二
〇
一
五
年
の
「
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
「
豊
か
で
活
力
あ
る
日
本
」
の
再
生
」
と
題
し
て
、「「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
日
本
の

強
み
や
魅
力
な
ど
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
つ
つ
、
海
外
の
活
力
・
成
長
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
る
」
と
説
く
（
一
般
財
団
法
人
日
本

経
済
団
体
連
合
会
「「
豊
か
で
活
力
あ
る
日
本
」
の
再
生
─
─Innovation &

 Globalization

」（
二
〇
一
五
年
、
一
九
頁
）。
ち
な
み
に
二
〇
〇
三
年
の

「
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
題
も
「
活
力
と
魅
力
溢
れ
る
日
本
を
め
ざ
し
て
」
と
「
活
力
」
の
語
が
入
っ
て
い
る
。

＊
引
用
の
際
に
読
み
や
す
さ
を
配
慮
し
、
適
宜
句
読
点
を
施
し
た
。

＊
本
稿
は
政
治
思
想
学
会
第
二
十
五
回
（
二
〇
一
八
年
度
）
研
究
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
「
初
期
近
代
に
お
け
る
秩
序
・
支
配
・
差
異
」
で
の
報
告
「「
復

初
」・「
接
人
」・「
振
気
」
─
─
曾
澤
正
志
齋
と
古
賀
侗
庵
を
中
心
に
」
に
修
訂
を
加
え
て
論
文
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
司
会
の
川
出
良
枝
氏
・
討
論
者
の

中
田
喜
万
氏
、
も
う
一
人
の
報
告
者
で
あ
っ
た
中
村
敏
子
氏
、
そ
し
て
会
場
の
質
問
者
か
ら
貴
重
な
意
見
を
得
た
。
ま
た
、
修
訂
に
際
し
、
河
野
有
理
氏

が
幹
事
を
務
め
た
研
究
会
（
首
都
大
学
東
京
、
二
〇
一
八
年
六
月
八
日
）
で
発
表
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
討
論
者
の
島
田
英
明
氏
を
は
じ
め
参
加
者
か
ら

論
文
化
に
当
た
っ
て
有
益
な
知
見
が
得
ら
れ
た
。
各
位
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
「
中
国
化
」

─
─
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
危
機
か
ら
考
え
る

● 

─
─
平
野　

聡

あ
る
一
定
の
秩
序
の
中
で
利
益
を
得
る
人
々
や
主
体
は
、
そ
の
安
定
と
永
続
の
た
め
に
総
じ
て
貢
献
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
前
提
は
果
た
し
て
真
な
の
か
。
秩
序
か
ら
利
益
を
受
け
つ
つ
も
、
そ
の
再
生
産
の
た
め
に
貢
献
せ
ず
、
逆
に
秩
序
を
揺
る
が
そ
う

と
す
る
非
道
徳
的
存
在
も
い
る
。

古
今
を
問
わ
ず
、
か
か
る
悪
用
者
に
対
し
て
は
秩
序
の
内
側
で
何
ら
か
の
制
裁
や
処
罰
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
行
為
の
蔓
延

を
防
ぐ
た
め
に
道
徳
規
範
が
形
成
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
近
代
国
際
関
係
の
場
合
、
国
家
は
究
極
の
と
こ
ろ
排
他
的
な
主
権
を
有
し
、
内
政
不

干
渉
の
原
則
を
掲
げ
る
た
め
に
、
秩
序
を
不
適
切
に
利
用
し
て
弱
め
る
行
為
も
相
対
的
に
容
易
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
国
家
に
よ
る
悪
や
不
道

徳
を
譴
責
し
排
除
す
る
た
め
に
、
国
際
社
会
は
同
時
に
国
際
法
や
国
際
組
織
を
発
達
さ
せ
、
主
権
国
家
と
い
え
ど
も
、
国
際
関
係
の
蓄
積
に

照
ら
し
て
普
遍
的
な
も
の
と
確
認
さ
れ
て
き
た
規
範
に
反
す
る
よ
う
な
政
策
・
行
為
に
訴
え
る
の
を
抑
止
し
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
家
に
よ
る
非
道
徳
的
行
為
を
止
め
る
手
立
て
は
な
い
。
か
つ
て
福
澤
諭
吉
が
『
文
明
論
之
概
略
』
第
二
章

「
西
洋
の
文
明
を
目
的
と
す
る
事
」
の
中
で
、
人
類
の
歴
史
が
始
ま
っ
て
以
来
未
だ
完
璧
な
秩
序
は
存
在
せ
ず
、
一
見
「
文
明
」
を
自
称
す

る
西
洋
と
い
え
ど
も
実
際
に
は
内
輪
で
の
争
い
が
絶
え
ず
、
外
国
交
際
に
至
っ
て
は
権
謀
術
数
の
限
り
を
尽
く
し
て
い
る
と
主
張
す
る
通
り

で
あ
る（

（
（

。

そ
し
て
今
、
自
ら
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
積
極
的
に
参
入
し
た
国
家
の
行
動
と
し
て
は
、
極
め
て
理
解
に
苦
し
む
人
道
上
の
危
機
が
中
国
で
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起
こ
っ
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
以
後
の
中
国
西
部
・
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
お
け
る
、
巨
大
な
強
制
収
容
所
体
制
の
出
現
が
そ
れ
で
あ
る
。

一　

中
国
の
経
済
開
放
と
少
数
民
族
・
発
展
の
中
の
矛
盾

約
四
〇
年
前
、
一
九
七
八
年
末
に
開
催
さ
れ
た
「
三
中
全
会
」（
中
国
共
産
党
第
十
一
期
中
央
委
員
会
第
三
回
全
体
会
議
）
の
前
後
ま
で
、
中
国

は
自
力
更
生
を
旨
と
し
た
閉
鎖
的
な
国
家
で
あ
り
、
毛
沢
東
の
指
導
の
誤
り
に
よ
る
計
画
経
済
・
集
団
化
の
失
敗
や
混
乱
の
た
め
世
界
最
貧

国
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
れ
を
打
開
す
る
た
め
、
中
国
共
産
党
は
毛
沢
東
時
代
を
批
判
的
に
総
括
し
つ
つ
も
、
国
家
・
社
会
全
体
に
対
す
る
共

産
党
の
指
導
を
存
置
さ
せ
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
活
力
を
取
り
込
む
た
め
に
改
革
・
開
放
を
開
始
し
た
。
も
っ
と
も
一
九
八
〇
年
代
に

は
、
依
然
低
開
発
な
中
で
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
歪
み
が
、
許
認
可
権
を
握
る
党
官
僚
の
利
権
を
肥
大
化
さ
せ
（「
官
倒
」
＝
官
僚
ブ
ロ
ー
カ
ー

化
）、
そ
れ
へ
の
反
発
が
つ
い
に
官
僚
・
エ
リ
ー
ト
中
心
主
義
的
な
中
国
文
明
全
体
へ
の
批
判
を
惹
起
し（

（
（

、
つ
い
に
民
主
化
運
動
・
六
四
天

安
門
事
件
と
い
う
結
果
を
招
来
し
た
。
そ
こ
で
正
当
性
の
危
機
に
陥
っ
た
中
国
共
産
党
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
経
済
発
展
に
よ
っ
て
人
々
の
生

活
を
改
善
し
（
あ
ら
ゆ
る
格
差
に
よ
る
「
事
実
上
の
不
平
等
」
が
政
治
・
社
会
的
不
安
定
の
根
源
に
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
）、
中
国
近
現
代
史
の
課
題

で
あ
る
「
富
強
」
を
真
に
実
現
さ
せ
る
た
め
に
も
、
中
国
の
経
済
的
な
対
外
開
放
と
市
場
経
済
導
入
を
大
胆
に
進
め
れ
ば
良
い
と
割
り
切
っ

た
。
一
九
九
二
年
初
の
鄧
小
平
「
南
巡
講
話
」
で
こ
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
せ
ら
れ
る
と
、
中
国
の
内
外
の
誰
も
が
中
国
経
済
の
無
限

の
可
能
性
に
着
目
し
、
空
前
の
高
度
成
長
が
実
現
し
た
。

し
か
し
中
国
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
の
規
範
を
さ
ら
に
遵
守
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
中
国
の
独
自

な
「
発
展
」
観
に
基
づ
く
別
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
秩
序
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。
中
国
は
、
中
国
を
含
む
発
展
途
上
国
に
お
け
る
最
大
の
人
権

は
「
発
展
の
権
利
」
で
あ
っ
て
自
由
権
で
は
な
い
と
い
う
大
前
提
の
も
と
、
既
に
「
発
展
」
を
実
現
さ
せ
豊
富
な
経
験
を
有
す
る
中
国
が
、

イ
ン
フ
ラ
・
資
金
・
技
術
を
欠
く
途
上
国
の
願
望
を
代
表
し
、
体
制
の
如
何
を
問
わ
ず
援
助
を
行
う
こ
と
で
、
つ
い
に
は
中
国
の
暖
か
さ
・

恩
恵
・
経
験
・
智
慧
に
基
づ
く
イ
ン
フ
ラ
が
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
欧
州
を
幅
広
く
覆
い
、
か
つ
て
の
帝
国
主
義
・「
西
側
」
や
ソ
連
が
成

し
遂
げ
得
な
か
っ
た
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
統
合
・
共
存
「
人
類
運
命
共
同
体
」
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
（
し
か
も
米
国
や
英
国
な
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ど
従
来
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
担
い
手
は
、
そ
の
立
場
か
ら
退
こ
う
と
し
て
い
る
）。
そ
こ
で
掲
げ
ら
れ
た
の
が
「
一
帯
一
路
」
の
「
新
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
」
構
想
で
あ
り
、
そ
の
金
融
面
の
裏
付
け
が
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
に
発
足
し
た
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
（
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行
）
で
あ
る
。

中
国
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
、
欧
州
へ
と
イ
ン
フ
ラ
を
拡
大
し
、
よ
り
多
く
の
国
々
を
包
摂
し
よ
う
と
す
る
際
、
中
国
側
に

お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
が
、
中
国
領
の
内
陸
ア
ジ
ア
諸
地
域
、
す
な
わ
ち
新
疆
・
チ
ベ
ッ
ト
・
内
モ
ン
ゴ
ル
で
あ
る
。

こ
の
地
域
は
も
と
も
と
漢
語
圏
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
漢
字
と
儒
学
を
軸
と
す
る
中
国
文
明
の
影
響
力
は
限
り
な
く
薄
か
っ
た
代
わ
り

に
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
・
イ
ス
ラ
ー
ム
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
七
〜
一
八
世
紀
に
清
の
権
力
が
及
ん
で
以
来
、
次
第
に
中
国
文
明
の

影
響
力
に
従
属
す
る
運
命
に
直
面
し
た
。
と
り
わ
け
一
九
世
紀
半
ば
以
後
、
清
が
近
代
的
国
家
主
権
を
受
容
す
る
中
で
、
朝
貢
国
と
比
べ
れ

ば
明
ら
か
に
清
の
軍
事
面
を
中
心
と
し
た
影
響
力
が
及
ん
で
い
た
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
列
強
諸
国
も
ま
た
清
の
影
響
力
が
及
ん
で
い
る
と
認

め
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
近
代
国
家
中
国
の
一
部
分
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（
（

。
以
来
、
中
国
の
国
民
国
家
形
成
、
そ
し
て
社
会
主

義
国
家
の
運
営
が
漢
人
主
導
で
な
さ
れ
る
中
、
内
陸
ア
ジ
ア
の
少
数
民
族
が
有
す
る
文
明
・
文
化
的
価
値
は
後
景
に
退
き
、
と
り
わ
け
毛
沢

東
時
代
に
は
階
級
闘
争
の
論
理
に
よ
っ
て
伝
統
的
な
価
値
が
全
面
的
に
抑
圧
さ
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

そ
こ
で
改
革
・
開
放
が
始
ま
っ
た
当
初
の
中
国
共
産
党
は
、
中
国
の
国
家
統
合
に
お
い
て
容
易
に
は
縫
合
さ
れ
得
な
い
断
裂
を
修
復
さ
せ

る
べ
く
、
一
九
八
一
年
の
「
チ
ベ
ッ
ト
工
作
会
議
」
に
お
い
て
少
数
民
族
へ
の
配
慮
を
強
調
し
、
独
自
の
生
産
・
社
会
・
文
化
・
言
語
を
尊

重
し
た
。
一
九
八
四
年
に
制
定
さ
れ
た
民
族
区
域
自
治
法
は
、
共
産
党
が
指
導
す
る
中
央
集
権
国
家
に
お
い
て
決
し
て
少
数
民
族
の
自
治
権

を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
少
数
民
族
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
発
展
を
強
く
謳
い
、
そ
れ
に
合
わ
な
い
政
策
・
施
策
の
変
更
を
認

め
て
い
る
。
ま
た
そ
も
そ
も
、
一
九
五
〇
年
代
以
来
の
「
民
族
識
別
」
に
よ
っ
て
国
家
が
少
数
民
族
を
公
定
し
た
の
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
民

族
理
論
に
従
っ
て
多
様
な
人
々
を
発
展
段
階
の
枠
に
整
理
し
て
位
置
づ
け
、
そ
れ
に
応
じ
て
社
会
主
義
化
を
推
進
す
る
た
め
で
あ
っ
た
も
の

の
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
の
少
数
民
族
政
策
に
お
い
て
は
、
個
別
民
族
の
社
会
・
文
化
的
再
生
に
力
点
を
置
い
た
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
の
実
施
と
深
く
結
び
つ
き
、
具
体
的
に
は
産
児
制
限
の
緩
和
、
独
自
民
族
言
語
に
よ
る
学
校
教
育
（
と
り
わ
け
中
等
教
育
と
師
範
学

校
）
の
拡
充
、
ハ
ラ
ー
ル
へ
の
配
慮
な
ど
が
な
さ
れ
た
。

以
上
の
措
置
の
結
果
、
少
数
民
族
と
し
て
の
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
安
定
し
、
一
九
八
〇
・
九
〇
年
代
を
中
心
と
し
て
文
化
的
な
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復
興
現
象
が
花
開
い
た
（
当
時
も
勿
論
、
中
国
共
産
党
と
少
数
民
族
の
間
に
緊
張
は
あ
っ
た
も
の
の
、
今
日
と
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
寛
容
な
政
策
が
な
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
）。
す
る
と
、
一
部
の
文
化
的
エ
リ
ー
ト
は
、
毛
沢
東
時
代
に
停
滞
・
断
絶
さ
せ
ら
れ
た
文
明
・
文
化

的
価
値
を
積
極
的
に
回
復
す
る
べ
く
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
で
あ
れ
ば
イ
ン
ド
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
た
し
、
ム
ス
リ
ム
で
あ
れ
ば
中
央
ア
ジ

ア
、
さ
ら
に
は
中
東
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
た
（
と
り
わ
け
ウ
イ
グ
ル
・
カ
ザ
フ
族
は
、
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
と
同
じ
く
伝
統
的
に
は
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ト

ル
コ
語
を
文
語
と
し
て
用
い
て
き
た
人
々
で
あ
り
、
ス
ン
ナ
派
イ
ス
ラ
ー
ム
と
ペ
ル
シ
ャ
文
化
圏
の
影
響
が
強
い
）。

一
方
、
中
国
の
経
済
発
展
、
と
り
わ
け
「
西
部
大
開
発
」
に
よ
る
「
内
地
」
資
本
進
出
の
結
果
、
非
漢
語
民
族
が
多
数
を
占
め
る
地
域
で

も
漢
語
使
用
の
度
合
い
が
否
応
な
く
高
ま
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
後
、
非
漢
語
中
心
の
学
校
教
育
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
地
域
で
も
、
漢

語
中
心
の
「
双
語
教
育
」
へ
と
切
り
替
え
ら
れ
、
非
漢
語
少
数
民
族
の
不
満
の
原
因
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
中
国
領
内
陸
ア
ジ
ア
の
少
数
民
族
地
域
に
お
い
て
は
、
一
方
で
政
治
・
経
済
を
中
心
に
漢
人
中
心
の
力
学
が
働
く
一
方
、
文

化
・
言
語
を
中
心
に
非
漢
語
民
族
独
自
の
力
学
が
働
き
、
良
く
言
え
ば
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
重
層
性
、
悪
く
言
え
ば
分
裂
が
生
じ
て
い
た
。

と
は
い
え
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
多
文
化
的
な
社
会
で
あ
れ
ば
ど
こ
に
で
も
あ
る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
文
明
・
文
化
の
広
が
り
は
、
近

代
的
な
国
境
線
と
重
な
る
も
の
で
は
な
い
し
、
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
経
済
・
文
化
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
外
へ
向
か
っ
て
行
く
こ
と
も
あ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
重
層
性
・
分
裂
は
、
そ
れ
自
体
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。

経
済
的
に
大
き
な
成
功
を
収
め
た
中
国
が
、
さ
ら
に
国
際
的
な
影
響
力
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
際
、
単
に
経
済
力
や
技
術
力
だ
け
で
は
補

い
き
れ
な
い
社
会
・
文
化
的
な
魅
力
が
必
要
に
な
る
と
こ
ろ
、
中
国
と
外
界
双
方
の
論
理
・
発
想
に
通
じ
た
少
数
民
族
の
外
向
性
を
活
用
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
あ
か
つ
き
に
は
、
中
国
と
外
界
の
結
び
つ
き
が
一
層
増
し
、
国
際
社
会
に
お
け
る
中
国
の
魅
力
を
増
す
こ
と

に
つ
な
が
り
得
る
し
、
寛
容
な
政
策
が
中
国
社
会
全
体
に
積
極
的
な
作
用
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

二　

外
界
へ
の
疑
念
と
「
中
国
化
」

し
か
し
、
中
国
共
産
党
が
と
っ
た
や
り
方
は
全
く
逆
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
非
漢
語
民
族
が
外
界
と
つ
な
が
り
を
持
ち
、
少
数
民
族
地
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域
が
中
国
文
明
と
仏
教
・
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
、
漢
字
文
化
と
少
数
民
族
文
化
の
重
層
的
な
地
域
と
し
て
独
自
の
活
力
を
生
み
出
す
と
い
う
方

向
を
根
本
か
ら
否
定
し
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
現
下
の
習
近
平
政
権
に
お
け
る
「
中
国
化
」
概
念
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
。
中
国
共
産
党
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー

ニ
ン
主
義
を
掲
げ
る
と
い
う
点
で
は
明
ら
か
に
外
来
の
思
想
に
よ
っ
て
い
る
も
の
の
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
機
械
的
に
中
国
社
会
に
適
用
す
る

の
で
は
な
く
、
中
国
の
現
実
に
合
わ
せ
て
活
用
す
る
と
い
う
手
法
に
よ
っ
て
今
日
の
「
発
展
」
を
実
現
し
、
し
か
も
そ
れ
は
外
来
の
圧
力
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
中
国
自
身
の
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
近
年
「
習
近
平
新
時
代
の
」
と
い
う
修
飾
句
も
付
い
た
「
中
国
の

特
色
あ
る
社
会
主
義
」
と
は
、
そ
の
最
も
簡
潔
な
表
現
で
あ
り
、
共
産
党
の
実
践
に
照
ら
し
て
外
来
の
如
何
な
る
事
物
も
中
国
自
身
の
手
に

よ
っ
て
「
中
国
化
」
さ
れ
る
と
き
、
は
じ
め
て
大
き
な
成
果
を
得
ら
れ
る
と
い
う（

（
（

。

す
る
と
逆
に
、
単
に
外
界
の
影
響
を
受
け
、
外
界
に
関
心
が
向
か
う
状
況
は
、
中
国
と
し
て
の
主
体
性
を
損
ね
失
敗
を
繰
り
返
す
根
本
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
超
大
国
へ
の
道
を
今
こ
そ
確
か
に
し
よ
う
と
考
え
た
習
近
平
政
権
は
、
文
明
・
文
化
的
ル
ー
ツ
が
外

界
に
あ
る
少
数
民
族
や
宗
教
信
徒
を
対
象
に
、
実
力
を
以
て
「
中
国
化
」
を
進
め
る
こ
と
で
、「
恐
怖
主
義
（
テ
ロ
リ
ズ
ム
）」「
分
裂
主
義
」

「
宗
教
極
端
主
義
」
を
除
去
し
よ
う
と
考
え
た
。

「
中
国
化
」
が
外
界
と
の
つ
な
が
り
を
断
絶
す
る
具
体
的
な
手
法
は
、
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
社
会
管
理
の
時
代
が
如
何
な
る
も
の
に
な
る
か
を
示

し
て
お
り
、「
極
端
」
に
対
し
て
極
端
を
以
て
す
る
も
の
で
あ
る
。
宗
教
・
文
化
面
に
お
け
る
「
中
国
化
」
を
め
ぐ
る
言
説
を
要
約
す
る
と
、

概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る（

（
（

。

＊
そ
も
そ
も
人
類
の
あ
ら
ゆ
る
文
明
・
文
化
は
、
人
類
社
会
の
発
展
や
往
来
の
拡
大
に
よ
っ
て
他
の
文
明
・
文
化
世
界
に
入
っ
て
ゆ
く
も

の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
自
体
は
否
定
・
拒
否
で
き
な
い
。

＊
し
か
し
同
時
に
、
あ
ら
ゆ
る
外
来
の
文
明
・
文
化
は
、
別
の
社
会
に
入
っ
た
後
、
土
着
の
文
明
・
文
化
の
本
質
を
取
り
込
ん
で
変
容

し
、
社
会
と
平
和
的
に
調
和
す
る
。
と
り
わ
け
、
土
着
の
政
治
・
社
会
が
大
き
く
変
容
す
る
際
に
は
、
外
来
の
文
明
・
文
化
も
積
極
的

に
適
応
・
協
力
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
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＊
こ
の
よ
う
な
一
般
論
を
歴
史
的
経
験
に
即
し
て
い
え
ば
、
か
つ
て
外
来
の
仏
教
は
中
国
仏
教
と
な
り
、
儒
学
・
道
教
と
と
も
に
中
国
の

文
化
・
社
会
を
構
成
す
る
要
素
と
な
っ
た
。
商
業
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
て
中
国
社
会
に
流
入
し
た
ム
ス
リ
ム
の
末
裔
で
あ
る
回
族
も
、
漢

語
を
話
し
中
国
風
の
モ
ス
ク
を
建
て
、
さ
ら
に
は
多
数
派
の
儒
学
者
・
士
大
夫
に
対
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
立
場
を
説
く
た
め
、
儒
学
の

論
理
を
も
取
り
込
む
「
回
儒
」
を
輩
出
す
る
に
至
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
仏
教
も
イ
ス
ラ
ー
ム
も
、「
中
国
化
」
こ
そ
本
来
あ
る
べ
き

趨
勢
で
あ
る
。

＊
帝
国
主
義
列
強
の
圧
迫
の
中
で
は
、
仏
教
や
イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
仰
す
る
少
数
民
族
も
抵
抗
に
加
わ
っ
た
。
そ
の
後
の
社
会
主
義
建
設
に

お
い
て
も
、
彼
ら
は
漢
族
や
他
の
民
族
と
協
力
し
、「
貴
方
の
中
に
私
が
い
て
、
私
の
中
に
貴
方
が
い
る
」
と
い
う
「
中
華
民
族
多
元

一
体（

（
（

」
の
不
可
分
の
関
係
の
中
に
強
く
組
み
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
今
や
、
共
産
党
の
指
導
の
も
と
で
中
国
が
大
い
に
発
展
す
る
と
い
う

趨
勢
の
下
で
は
、
党
の
指
導
や
「
中
華
民
族
の
大
団
結
」
を
最
優
先
さ
せ
る
こ
と
が
「
中
国
化
」
の
主
な
内
容
で
あ
る
。

＊
と
こ
ろ
が
改
革
・
開
放
以
来
、
中
国
が
対
外
的
に
大
き
く
門
戸
を
開
く
と
、
非
漢
語
民
族
・
外
来
宗
教
の
信
徒
は
、
外
界
と
の
接
触
拡

大
に
よ
っ
て
「
中
国
化
」
に
反
す
る
傾
向
を
見
せ
、
個
別
の
宗
教
・
文
化
的
規
範
を
前
面
に
出
す
こ
と
で
、「
中
華
民
族
」
の
内
側
に

線
を
引
き
動
揺
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
、
宗
教
・
民
族
の
名
に
お
い
て
テ
ロ
や
暴
動
を
行
う
「
恐
怖
主
義
分
子
」

や
、
外
国
の
影
響
下
で
独
立
を
論
じ
「
中
華
民
族
」
の
多
民
族
的
関
係
を
壊
そ
う
と
す
る
「
分
裂
主
義
分
子
」
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的

な
あ
ら
わ
れ
こ
そ
、
二
〇
〇
八
年
の
チ
ベ
ッ
ト
・
二
〇
〇
九
年
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
お
け
る
混
乱
で
あ
り
、
そ
の
後
も
各
地
で

起
こ
る
衝
突
で
あ
る
。

＊
直
接
こ
れ
ら
に
参
加
し
て
い
な
く
と
も
、
個
別
の
宗
教
の
規
範
・
枠
組
み
を
前
面
に
出
し
て
「
中
国
化
」
に
逆
行
し
、
外
来
の
表
象
を

強
め
る
こ
と
も
ま
た
、「
宗
教
極
端
主
義
」
の
温
床
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
少
数
民
族
の
社
会
・
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
僅
か
で
も

「
宗
教
極
端
主
義
」
の
可
能
性
を
帯
び
る
思
想
・
立
場
・
行
動
・
表
象
を
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
「
中
国
化
」
言
説
を
み
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
も
「
中
国
化
」
し
、「
中
国
の
道
」
に
自
信
を
持
つ
よ
う
説

く
中
国
共
産
党
の
立
場
そ
の
も
の
が
、
実
は
決
し
て
共
産
党
の
指
導
に
服
し
き
ら
な
い
中
国
社
会
内
部
の
多
様
性
・
重
層
性
に
対
す
る
危
機
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感
の
発
露
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
危
機
感
が
圧
倒
的
な
警
察
力
や
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
社
会
管
理
と
結
び
つ
き
、
社
会
の
中
に
潜

む
お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
「
中
国
化
」
に
馴
染
ま
な
い
と
見
な
し
た
存
在
を
「
極
端
化
」
の
萌
芽
と
レ
ッ
テ
ル
貼
り
し
、
徹
底
的
に
除
去
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
発
想
が
現
実
の
政
策
へ
と
転
化
し
た
瞬
間
か
ら
、「
中
国
化
」
は
「
恐
怖
」
に
対
し
て
恐
怖
政
治
を
以
て
応
え
る
も

の
に
転
化
し
た
。
具
体
的
に
は
、
僅
か
で
も
外
界
と
つ
な
が
る
人
々
や
、「
中
国
化
」
の
趨
勢
に
外
れ
る
と
思
わ
れ
る
人
々
を
点
数
化
し
、

一
定
の
基
準
を
超
え
た
場
合
に
は
一
律
に
強
制
収
容
所
に
送
り
、
無
期
限
で
再
教
育
を
施
す
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
こ
そ
が
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
お
い
て
急
速
に
出
現
し
た
収
容
所
体
制
の
本
質
で
あ
る
。

三	

「
中
国
化
」
と
い
う
名
の
極
端
な
支
配
と
「
一
帯
一
路
」

新
疆
に
お
け
る
収
容
所
体
制
は
、
二
〇
一
六
年
末
に
陳
全
国
・
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
党
委
員
会
書
記
が
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
党
委
員
会
書

記
に
転
任
し
て
以
来
、
急
速
に
顕
在
化
し
た
。

陳
全
国
は
チ
ベ
ッ
ト
在
任
中
、
二
〇
〇
八
年
の
独
立
運
動
で
改
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
十
四
世
の
影
響
を
排
除
す
る
た

め
、
単
に
愛
国
主
義
教
育
に
反
対
す
る
人
々
を
拘
束
し
た
の
み
な
ら
ず
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
が
イ
ン
ド
で
主
宰
す
る
法
会
に
参
加
し
よ
う
と
し

た
人
々
に
も
弾
圧
を
加
え
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
没
収
、
あ
る
い
は
公
安
局
預
け
と
す
る
措
置
を
積
み
重
ね
た
（
パ
ス
ポ
ー
ト
の
使
用
を
個
人
の
自
由

に
さ
せ
ず
、
所
属
機
関
の
党
委
員
会
の
承
認
を
必
要
と
さ
せ
る
措
置
は
、
大
学
を
皮
切
り
に
中
国
の
教
育
機
関
で
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
手
法
を
一
般

の
公
民
に
ま
で
拡
大
し
た
）。

い
っ
ぽ
う
、
既
に
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
を
め
ぐ
っ
て
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
来
の
急
速
な
市
場
化
・
Ｉ
Ｔ
社
会
化
に
よ
っ
て
、
漢
語
を

十
全
に
は
運
用
で
き
な
い
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
が
社
会
の
周
辺
に
追
い
や
ら
れ
た
。
加
え
て
、
新
疆
生
産
建
設
兵
団
と
い
う
巨
大
な
屯
田
兵

組
織
（
軍
事
組
織
で
あ
る
た
め
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
党
の
軍
隊
＝
共
産
党
の
一
部
分
で
あ
り
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
管
轄
に
は
属
さ
な
い
）
が
新
疆

経
済
で
大
き
な
比
重
を
占
め
る
中
、
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
現
状
批
判
は
困
難
を
極
め
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
敢
え
て
漢
語
に
よ

る
ネ
ッ
ト
上
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
設
し
、
中
国
の
主
流
社
会
と
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
の
架
橋
を
図
ろ
う
と
し
た
の
が
、
中
央
民
族
大
学
副
教
授
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の
イ
リ
ハ
ム
・
ト
フ
テ
ィ
氏
で
あ
っ
た
。
し
か
し
二
〇
〇
九
年
夏
、
広
東
省
に
お
け
る
出
稼
ぎ
ウ
イ
グ
ル
族
の
処
遇
を
め
ぐ
る
反
発
が
飛
び

火
し
て
騒
乱
状
態
と
な
っ
た
ウ
ル
ム
チ
事
件
の
結
果
、
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
独
自
の
立
場
を
表
出
す
る
こ
と
自
体
が
国
家
安
全
危
害
罪
の
対

象
と
さ
れ
、
イ
リ
ハ
ム
・
ト
フ
テ
ィ
氏
は
終
身
刑
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
自
体
、
既
に
中
国
は
新
疆
に
お
け
る
問
題
を
、
対
話
と
協
力
で
の
解
決
を
旨
と
す
る
「
人
民
内
部
の
矛
盾
」
と
し
て
扱

わ
ず
、
徹
底
的
打
撃
を
旨
と
す
る
「
敵
対
矛
盾
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
そ
の
苦
衷
は
ト
フ
テ
ィ
氏
と
親
交
の
あ
っ
た

黄
章
晋
氏
の
「
さ
よ
な
ら
、
イ
リ
ハ
ム
」
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
語
っ
て
い
る
。「
ウ
イ
グ
ル
族
が
川
に
落
ち
て
も
誰
も
助
け
な
い
が
、
水
中

で
独
立
な
ど
の
『
反
動
的
』
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
叫
ん
だ
瞬
間
に
公
安
が
飛
ん
で
来
る
」「
万
里
の
長
城
は
漢
人
か
ら
見
れ
ば
民
族
の
誇
り
か
も

知
れ
な
い
が
、
少
数
民
族
か
ら
見
れ
ば
疎
外
の
象
徴
」
と
い
っ
た
表
現
は（

（
（

、
二
〇
〇
〇
年
代
の
時
点
で
中
国
の
国
民
統
合
が
破
綻
し
て
い
た

こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
で
少
数
民
族
問
題
に
つ
い
て
発
言
し
得
て
い
る
稀
有
な
作
家
・
王
力
雄
氏
の
『
你
的
西
域
、
我

的
東
土
（
貴
方
の
西
域
は
私
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
）』
は
、
二
〇
〇
九
年
の
ウ
ル
ム
チ
事
件
に
先
立
っ
て
、
親
交
の
あ
る
ウ
イ
グ
ル
知
識
人
の
間

に
蔓
延
す
る
行
き
場
の
な
い
不
満
を
詳
細
に
扱
っ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
、
新
疆
問
題
は
い
ず
れ
世
界
に
暴
露
さ
れ
、
世
界
と
中
国
の
対
立

の
原
因
に
な
る
も
の
の
、
そ
の
時
に
お
い
て
も
最
も
損
を
し
続
け
る
の
は
ウ
イ
グ
ル
人
で
あ
る
、
と
い
う
記
述
も（

（
（

、
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
か

ら
社
会
的
な
主
体
と
し
て
の
立
場
が
奪
わ
れ
て
い
る
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
チ
ベ
ッ
ト
独
立
運
動
や
ウ
ル
ム
チ
事
件
を
表
向
き
封
じ
込
め
、「
中
国
夢
」
を
掲
げ
て
真
の
超
大
国
と
し
て
台
頭
し
よ
う
と
す

る
習
近
平
政
権
が
、
そ
の
よ
う
な
苦
衷
に
配
慮
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
習
近
平
政
権
は
二
〇
一
四
年
頃
か
ら
、
少
数
民
族
政
策
の

主
軸
に
「
三
毒
分
子
＝
分
裂
主
義
分
子
・
恐
怖
主
義
分
子
・
宗
教
極
端
主
義
分
子
」
に
対
す
る
徹
底
的
な
打
撃
と
、
そ
れ
を
生
ま
な
い
た
め

の
厳
格
な
社
会
管
理
を
掲
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
来
新
疆
で
は
、
モ
ス
ク
に
お
け
る
国
旗
及
び
「
愛
国
・
愛
党
」
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
掲
揚
や

（
そ
の
代
わ
り
に
「
ア
ッ
ラ
ー
の
他
に
神
は
な
し
」
と
い
う
文
言
を
抹
消
さ
せ
る
）、
服
装
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
的
表
象
を
「
非
文
明
的
」
と
宣
伝

し
排
除
す
る
動
き
が
進
ん
で
い
た（

（
（

。

「
極
端
化
を
取
り
去
る
培
訓
学
校
（
セ
ン
タ
ー
）」
と
称
す
る
強
制
収
容
所
に
は
、
新
疆
の
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
の
一
割
以
上
が
収
容
さ
れ
て

い
る
と
い
う
も
の
の（

（1
（

、「
極
端
化
」
の
み
な
ら
ず
そ
の
萌
芽
と
見
な
し
た
人
々
ま
で
一
律
に
対
象
と
す
る
た
め
、
本
来
で
あ
れ
ば
十
分
に
現



45 平野聡【グローバリズムと「中国化」】

状
の
体
制
に
順
応
し
、
む
し
ろ
重
層
的
な
社
会
や
外
国
と
の
関
係
に
お
い
て
最
も
橋
渡
し
的
役
割
を
期
待
し
う
る
人
々
が
、
集
中
的
に
被
害

者
と
な
っ
て
い
る
。
当
初
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
義
に
忠
実
な
人
や
、
近
年
衝
突
が
多
発
し
た
新
疆
南
西
部
な
ど
で
「
恐
怖
主
義
分
子
」
に

対
し
強
い
態
度
を
と
ら
な
か
っ
た
地
方
政
府
の
関
係
者
（
両
面
人
＝
表
裏
が
あ
る
人
間
と
称
さ
れ
る
）、
あ
る
い
は
カ
イ
ロ
の
ア
ズ
ハ
ル
大
学
を

は
じ
め
国
外
の
イ
ス
ラ
ー
ム
学
府
で
研
鑽
を
積
む
研
究
者
な
ど
が
帰
国
命
令
を
受
け
て
収
容
さ
れ
た
が
、
や
が
て
そ
の
対
象
は
、
僅
か
で
も

外
界
と
関
係
を
持
っ
た
こ
と
が
あ
る
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
へ
と
際
限
な
く
拡
大
し
、
例
え
ば
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
最
高
学
府
・
新
疆
大

学
の
学
長
や
、
自
治
区
共
産
党
委
員
会
の
機
関
紙
『
新
疆
日
報
』
の
ウ
イ
グ
ル
語
版
編
集
長
を
は
じ
め
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
目
的
で
は
な
い
外

国
へ
の
留
学
生
、
外
国
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
人
、
外
国
で
の
試
合
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
パ
キ
ス
タ
ン
や
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
等
隣
国
の
人
と
結
婚
し
た
配
偶
者
、
外
国
旅
行
経
験
者
、
さ
ら
に
は
中
央
ア
ジ
ア
各
国
で
出
版
さ
れ
た
書
籍
・
映
像
作
品
を
所
持
し
て
い

る
人
々
も
一
律
に
収
容
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

外
界
と
の
つ
な
が
り
そ
の
も
の
を
「
極
端
化
」
と
捉
え
る
極
端
な
思
考
は
、
つ
い
に
既
存
の
少
数
民
族
政
策
の
主
軸
を
占
め
て
い
た
ア

フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
も
及
び
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
以
外
の
中
国
各
地
へ
と
拡
散
し
て
ゆ
く
兆
候
も
あ
る
。
新
疆
で
は
イ

ス
ラ
ー
ム
的
な
合
法
性
を
意
味
す
る
ハ
ラ
ー
ル
基
準
そ
の
も
の
を
、
中
国
の
主
流
文
化
と
中
国
の
イ
ス
ラ
ー
ム
・
少
数
民
族
の
間
に
垣
根
を

つ
く
る
「
宗
教
極
端
主
義
・
分
裂
主
義
」
と
位
置
づ
け
、「
汎
ハ
ラ
ー
リ
ズ
ム
一
掃
」
の
た
め
ム
ス
リ
ム
に
豚
肉
・
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
を

強
要
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り（

（1
（

、
そ
れ
は
漢
人
社
会
に
既
に
存
在
し
た
反
イ
ス
ラ
ー
ム
感
情
の
発
露
と
考
え
ら
れ
る
。
か
ね
て
か
ら
、
漢
語

中
心
の
所
謂
「
内
地
」
の
う
ち
、
漢
語
を
話
す
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
回
族
が
多
い
地
域
に
お
い
て
は
、
ハ
ラ
ー
ル
基
準
へ
の
配
慮
か
ら
、
学
校

や
事
業
所
の
食
堂
が
ム
ス
リ
ム
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
こ
と
が
豚
肉
を
摂
る
漢
人
か
ら
み
て
逆
差
別
と
映
っ
て
い
た
。

ま
た
改
革
・
開
放
以
来
、
回
族
も
他
の
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
と
の
関
係
を
強
め
る
中
で
、
中
国
共
産
党
に
と
っ
て
望
ま
し
い
イ
ス
ラ
ー
ム
の

「
中
国
化
」
と
は
逆
行
す
る
事
例
（
例
え
ば
中
国
風
で
は
な
く
中
東
風
の
モ
ス
ク
建
設
、
回
族
が
多
い
地
域
の
街
路
表
示
に
お
け
る
ア
ラ
ビ
ア
語
の
挿
入
な

ど
）
が
、
共
産
党
か
ら
み
て
不
可
解
に
映
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
例
え
ば
中
国
中
西
部
に
位
置
す
る
寧
夏
回
族
自
治
区
で
は
、
二
〇
一
八

年
以
後
中
東
風
モ
ス
ク
を
「
建
築
基
準
違
反
」
と
称
し
て
解
体
す
る
動
き
が
起
き
て
い
る
ほ
か
、「
極
端
化
」
を
防
ぐ
手
法
を
め
ぐ
っ
て
新

疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
と
協
定
を
結
ん
だ
旨
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
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こ
の
よ
う
な
「
中
国
化
」「
反
・
極
端
化
」
の
動
き
は
、
漢
人
を
も
巻
き
込
み
つ
つ
あ
る
。
新
疆
で
は
漢
人
の
全
住
民
に
つ
い
て
も
パ
ス

ポ
ー
ト
を
公
安
に
預
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
弾
圧
も
激
化
し
て
い
る（

（1
（

。
か
ね
て
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
、
と
り

わ
け
カ
ト
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
バ
チ
カ
ン
と
中
国
の
間
に
ロ
ー
マ
法
王
に
よ
る
司
祭
の
任
免
権
を
認
め
る
か
否
か
を
め
ぐ
る
鋭
い
対
立
が

あ
っ
た
。
中
国
は
、
外
国
勢
力
が
国
内
の
宗
教
指
導
者
を
任
命
す
る
こ
と
自
体
、
帝
国
主
義
の
時
代
か
ら
続
く
中
国
へ
の
圧
迫
を
象
徴
す
る

も
の
と
捉
え
て
お
り
、
国
内
の
キ
リ
ス
ト
教
は
外
国
と
の
一
切
の
関
係
を
断
絶
し
た
「
愛
国
教
会
」
と
し
て
の
存
続
が
許
さ
れ
て
き
た
。
そ

こ
で
、
ロ
ー
マ
法
王
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
る
人
々
は
長
年
に
わ
た
り
「
地
下
教
会
」
を
組
織
し
、
し
ば
し
ば
弾
圧
に
直
面
し
て
き
た
も
の

の
、
改
革
・
開
放
以
来
、
明
確
な
反
政
府
の
態
度
を
と
ら
な
け
れ
ば
黙
認
と
い
う
状
況
が
続
い
た
。
こ
う
し
た
中
、
バ
チ
カ
ン
は
中
国
と
の

関
係
改
善
の
た
め
、
二
〇
一
八
年
に
は
つ
い
に
、
中
国
が
推
薦
す
る
人
物
を
ロ
ー
マ
が
司
祭
と
し
て
任
免
す
る
こ
と
で
問
題
解
決
の
見
通
し

が
立
っ
た
と
伝
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
動
き
と
並
行
し
て
キ
リ
ス
ト
教
全
般
へ
の
弾
圧
が
激
化
し
て
い
る
の
は
、
国
力
を
十
分

に
伸
長
さ
せ
て
バ
チ
カ
ン
す
ら
妥
協
さ
せ
る
に
至
っ
た
中
国
が
、
今
こ
そ
「
中
国
化
」
に
そ
ぐ
わ
な
い
キ
リ
ス
ト
教
諸
派
の
勢
い
を
削
ぐ
こ

と
が
出
来
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
み
た
よ
う
に
、
中
国
が
い
う
「
中
国
化
」
と
は
、
単
に
「
あ
ら
ゆ
る
文
明
・
文
化
・
思
想
が
別
の
国
に
流
入
す
る
と
、
実
践
を
通

じ
て
現
地
社
会
に
適
応
し
た
も
の
に
な
る
」
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。「
発
展
」「
富
強
」
の
前
提
で
あ
る
社
会
の
安
定
を
欲
す
る
こ
と
が
中

国
の
国
情
で
あ
り
、
国
情
を
最
優
先
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
今
こ
そ
、
外
来
の
文
明
・
文
化
は
中
国
社
会
の
現
実
に
適
応
し
た
も
の
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
権
力
が
外
部
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
断
ち
切
り
、
徹
底
的
に
中
国
だ
け
で
完
結
す
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
と
改

変
さ
せ
る
こ
と
は
当
然
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
中
国
憲
法
上
に
い
う
（
共
産
党
の
指
導
の
範
囲
内
と
い

う
前
提
は
あ
る
も
の
の
、
改
革
・
開
放
の
中
で
曲
が
り
な
り
に
も
守
ら
れ
て
き
た
）
宗
教
信
仰
の
自
由
そ
の
も
の
が
、「
中
国
化
」
の
名
に
お
い
て
終

焉
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
問
題
は
、「
一
帯
一
路
」
政
策
の
性
格
を
ど
う
見
る
の
か
に
も
関
わ
っ
て
こ
よ
う
。
中
国
は
、
中
国
と
外
国
の
経
済
・
物
質
的
紐
帯

の
み
な
ら
ず
、
文
化
の
紐
帯
を
謳
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
に
伴
っ
て
中
国
と
外
国
と
の
間
に
自
由
で
多
様
な
文
明
・
文
化
的
相
互
影
響
が

実
現
す
る
と
は
全
く
想
定
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
む
し
ろ
、
中
国
の
経
済
力
と
、
漢
族
を
中
心
と
し
た
主
流
文
化
の
影
響
力
が
、
中
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国
の
イ
ン
フ
ラ
に
乗
っ
て
一
方
的
に
拡
散
す
る
た
め
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

四　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
「
経
験
」
と
反
・
西
洋
近
代

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
国
際
的
な
関
心
を
強
く
惹
き
つ
つ
あ
る
。

昨
今
の
米
国
と
中
国
の
鋭
い
対
立
は
、
単
な
る
貿
易
不
均
衡
の
問
題
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
超
大
国
が
如
何
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
秩
序

を
提
供
し
牽
引
す
る
の
か
と
い
う
問
題
、
す
な
わ
ち
体
制
や
文
明
観
そ
の
も
の
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
の
米

国
ペ
ン
ス
副
大
統
領
演
説
が
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
や
チ
ベ
ッ
ト
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
人
権
弾
圧
と
、
そ

の
背
後
に
あ
る
中
国
の
異
文
明
・
異
文
化
に
対
す
る
態
度
や
、
社
会
管
理
の
手
法
に
対
す
る
極
め
て
強
い
拒
否
感
が
言
及
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い（

（1
（

。

米
国
の
対
中
不
信
は
一
朝
一
夕
に
し
て
現
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
オ
バ
マ
政
権
後
期
以
来
の
米
国
で
与
野
党
を
問
わ
ず
共
有
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
認
識
で
あ
る
こ
と
は
、
長
年
来
米
国
に
お
い
て
親
中
的
な
政
策
形
成
に
関
与
し
て
き
た
ピ
ル
ズ
ベ
リ
ー
氏
の
『C

hina 2049

』
が

詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

（1
（

。
米
国
は
、
か
つ
て
一
九
七
〇
〜
八
〇
年
代
を
中
心
と
し
て
進
ん
だ
世
界
各
地
域
に
お
け
る
リ
ベ
ラ

ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
移
行
が
、
経
済
発
展
に
よ
る
中
間
層
の
台
頭
や
知
的
水
準
の
向
上
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
踏
ま
え
、
改
革
・

開
放
に
踏
み
出
し
た
中
国
に
つ
い
て
も
、
米
国
や
西
側
を
中
心
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
中
で
利
益
を
得
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
必
ず
や
自

立
し
た
中
間
層
を
中
心
と
し
て
平
和
的
な
体
制
転
換
が
進
み
、
西
側
と
価
値
観
を
共
有
す
る
よ
う
に
な
る
の
み
な
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

の
さ
ら
な
る
発
展
に
も
貢
献
す
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
た
。

し
か
し
結
局
そ
の
通
り
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
中
国
が
経
済
的
な
改
革
・
開
放
を
進
め
る
た
め
に
も
共
産
党
の
指
導
を
強
化
し
、
そ

の
た
め
の
有
力
な
人
的
資
源
と
し
て
、
高
度
な
教
育
を
受
け
た
中
間
層
を
共
産
党
員
と
し
て
積
極
的
に
取
り
込
ん
だ
た
め
で
あ
る
。
と
り
わ

け
一
九
九
九
年
、
中
国
共
産
党
が
党
規
約
を
改
正
し
て
「
三
つ
の
代
表
」
論
を
盛
り
込
み
、
民
営
セ
ク
タ
ー
の
経
営
者
・
幹
部
を
も
党
員
と

し
て
積
極
的
に
迎
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
象
徴
的
な
転
換
で
あ
っ
た
。
中
国
が
高
度
成
長
を
続
け
、
技
術
的
優
位
を
追
求
し
て
労
働
集
約
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的
産
業
中
心
の
経
済
か
ら
脱
す
る
た
め
に
は
、
政
治
運
動
に
明
け
暮
れ
た
時
代
に
中
等
教
育
す
ら
満
足
に
受
け
ず
「
革
命
性
」
だ
け
で
入
党

し
た
労
働
者
や
農
民
で
は
対
応
出
来
な
い
た
め
で
あ
る
。

勿
論
、
中
国
国
内
に
は
、
共
産
党
体
制
に
必
然
的
に
伴
う
独
善
や
腐
敗
を
抑
え
る
た
め
に
も
、「
党
内
民
主
」
か
ら
完
全
民
主
化
ま
で
程

度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
政
治
改
革
を
求
め
る
意
見
や
言
論
の
自
由
を
求
め
る
動
き
は
根
強
く
存
在
す
る
。
最
も
代
表
的
な
動
き
と
し
て
は
、
二

〇
〇
八
年
に
劉
暁
波
氏
を
中
心
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
「
零
八
憲
章
」
や
、『
南
方
都
市
報
』
に
代
表
さ
れ
る
批
判
精
神
に
富
ん
だ
新
興
メ
デ
ィ

ア
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
逮
捕
・
拘
束
や
検
閲
の
強
化
に
よ
っ
て
低
迷
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

事
こ
こ
に
至
っ
た
原
因
と
し
て
、
経
済
発
展
の
結
果
と
し
て
公
安
関
係
予
算
も
潤
沢
と
な
り
、「
金
盾
工
程
」
と
呼
ば
れ
る
ネ
ッ
ト
上
の

言
論
統
制
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
反
党
・
反
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
言
説
を
弾
圧
す
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
と
、
現
時
点
ま
で
曲
が
り
な

り
に
も
共
産
党
の
主
張
通
り
に
「
温
飽
（
衣
食
住
に
事
欠
く
貧
困
が
解
決
さ
れ
た
状
態
）」「
小
康
（
ほ
ど
ほ
ど
に
豊
か
な
生
活
を
享
受
で
き
る
状
態
）」

が
実
現
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
少
な
く
と
も
毛
沢
東
時
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
貧
困
を
記
憶
す
る
世
代
が
社
会
の
主
流

を
占
め
る
限
り
、
自
由
権
よ
り
も
「
発
展
の
権
利
」
を
最
も
重
要
な
人
権
と
し
て
優
先
す
る
と
い
う
共
産
党
の
言
説
は
、
そ
れ
な
り
に
説
得

力
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
面
も
あ
る
。
総
じ
て
、
共
産
党
が
示
し
た
中
国
の
発
展
・
貧
富
の
格
差
解
消
・
社
会
の
安
定
と
い
う
大
方
針
に
異

議
の
な
い
多
く
の
エ
リ
ー
ト
と
し
て
は
、
現
状
の
共
産
党
体
制
に
不
満
は
あ
る
も
の
の
、
敢
え
て
異
議
を
申
し
立
て
る
に
は
及
ば
な
い
と
考

え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
中
国
の
「
発
展
」
は
単
に
誰
も
が
豊
か
な
生
活
を
享
受
し
う
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
国
自
身
の
歴
史
認
識
と
一
体
で
あ

り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
共
感
の
余
地
が
大
き
い
た
め
、
な
お
さ
ら
「
発
展
」
を
掲
げ
る
共
産
党
に
は
対
抗
し
が
た
く
、
異
議
申
し
立
て
は

難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
発
展
」
は
そ
れ
自
体
が
目
的
な
の
で
は
な
く
、
中
国
近
現
代
（
さ
ら
に
は
前
近
代
）
に
お
け
る
暗
い
歴
史
の
克

服
と
い
う
課
題
と
一
体
で
あ
る
。
し
か
も
近
代
以
降
の
様
々
な
指
導
者
が
み
る
と
こ
ろ
、
中
国
は
困
難
の
中
で
決
し
て
外
来
の
思
想
に
の
み

依
拠
す
る
の
で
は
な
く
、
最
終
的
に
は
中
国
自
身
の
経
験
や
知
識
に
依
拠
し
て
帝
国
主
義
や
旧
い
社
会
か
ら
の
「
革
命
」「
解
放
」
を
獲
得

し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
今
や
、「
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
」
の
名
の
下
で
、
諸
外
国
の
経
験
を
鑑
と
し
つ
つ
も
、
究
極
的
に
は
中

国
自
身
の
選
択
と
思
考
、
あ
る
い
は
内
発
的
な
活
力
に
依
拠
し
て
、「
西
側
」
を
凌
駕
し
う
る
ほ
ど
の
「
発
展
」
が
実
現
し
つ
つ
あ
る
。
す
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る
と
究
極
の
と
こ
ろ
、
中
国
と
い
う
文
明
・
文
化
の
自
発
的
・
内
発
的
な
力
の
発
露
に
よ
っ
て
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
力
（
具
体
的
に
は
政
権
）

が
生
ま
れ
、
そ
の
下
で
団
結
が
生
ま
れ
抵
抗
・
革
命
・「
発
展
」「
富
強
」
が
実
現
し
て
い
る
事
実
そ
の
も
の
に
対
す
る
疑
義
が
、
最
大
級
の

反
感
と
と
も
に
批
判
・
断
罪
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
常
に
念
頭
に
置
か
れ
る
の
は
、
帝
国
主
義
と
し
て
中
国
を
圧
迫
し
な
が
ら
、
同

時
に
常
に
「
先
進
」
で
も
あ
っ
た
西
洋
や
日
本
と
い
っ
た
「
西
側
」
の
存
在
で
あ
る
。

例
え
ば
孫
文
は
「
中
国
革
命
の
父
」
と
し
て
、「
誰
も
が
皇
帝
と
な
り
」
公
共
的
な
事
柄
に
関
与
す
る
よ
う
な
民
主
的
で
自
由
な
社
会
を

目
指
し
て
西
洋
の
政
治
思
想
を
採
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
西
洋
近
代
の
技
術
的
進
歩
を
完
全
に
肯
定
す
る
も
の
の
、
西
洋
の
政
治
思
想
の

「
進
歩
」
の
度
合
い
に
つ
い
て
は
懐
疑
的
で
あ
る
。

民
権
政
治
は
外
国
で
も
十
分
に
は
実
行
で
き
ず
、
民
権
を
す
す
め
て
い
く
途
中
で
数
多
く
の
障
碍
に
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
い
ま
中
国
は
民
権
の
実
行
を
主
張
し
て
、
外
国
を
模
倣
し
、
外
国
人
の
や
り
か
た
に
な
ら
お
う
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
民
権

の
問
題
は
外
国
の
政
治
に
お
い
て
も
、
こ
ん
に
ち
な
お
根
本
的
な
方
法
が
な
く
…
…
よ
い
解
決
方
法
も
手
に
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
外
国
の
民
権
の
や
り
か
た
は
、
わ
れ
わ
れ
の
基
準
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
わ
れ
わ
れ
の
模
範
と
す
る
に
も
足
り
な

い（
（1
（

。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
の
物
質
文
明
に
、
わ
れ
わ
れ
が
完
全
に
見
な
ら
い
、
盲
従
し
て
も
い
っ
こ
う
さ
し
つ
か
え
な
い
。
そ
れ
を

中
国
に
持
ち
込
ん
で
も
、
ち
ゃ
ん
と
通
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
の
道
理
と
な
る
と
、
い
ま
な
お
考
え
抜
か
れ

て
お
ら
ず
、
い
っ
さ
い
の
や
り
か
た
は
根
本
的
に
は
解
決
さ
れ
て
い
な
い
…
…
わ
れ
わ
れ
が
自
分
た
ち
の
社
会
の
実
情
に
そ
く
し
、
世

界
の
潮
流
に
あ
わ
せ
て
こ
そ
、
社
会
は
改
良
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
国
家
は
進
歩
す
る
の
だ（

（1
（

。

孫
文
の
正
統
な
後
継
者
を
任
ず
る
蒋
介
石
も
、
外
部
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
力
や
思
想
に
よ
っ
て
中
国
の
問
題
が
速
や
か
に
解
決
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
く
、
し
か
も
そ
の
た
め
に
中
国
の
内
発
的
な
力
が
往
々
に
し
て
阻
害
さ
れ
る
も
の
の
、
必
ず
い
つ
か
は
中
国
自
身
の
自
律
的
な
回
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復
が
実
現
す
る
と
信
じ
る
。
蒋
介
石
の
見
る
と
こ
ろ
、
中
国
文
明
の
世
界
で
は
し
ば
し
ば
思
想
的
な
硬
直
が
王
朝
と
社
会
の
命
運
を
傾
け
、

と
り
わ
け
明
末
に
は
朱
子
学
と
陽
明
学
の
激
し
い
党
争
が
致
命
傷
と
な
っ
た
ば
か
り
か
、
満
洲
人
が
主
導
す
る
清
の
支
配
の
も
と
で
は
文
字

の
獄
に
よ
っ
て
思
想
的
窒
息
が
起
こ
り
、
漢
人
社
会
の
活
力
そ
の
も
の
が
奪
わ
れ
た
。
と
は
い
え
、
そ
の
中
か
ら
や
が
て
考
証
学
・
経
世
儒

学
と
い
う
流
れ
が
生
じ
、
清
末
以
後
の
革
命
・
改
革
を
求
め
る
活
力
が
生
じ
た
。
と
り
わ
け
、
不
平
等
条
約
以
後
の
帝
国
主
義
列
強
の
圧
迫

に
よ
っ
て
国
民
革
命
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
喚
起
さ
れ
た
結
果
、
中
国
は
危
機
の
中
で
復
活
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
と
み
た（

（1
（

。

「
中
国
革
命
の
父
」
の
後
継
者
の
座
を
蒋
介
石
と
争
っ
た
毛
沢
東
に
し
て
も
、
た
と
え
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
い
う
外
来
思
想
を

正
統
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
教
条
主
義
的
に
中
国
の
現
実
に
適
用
し
て
も
何
の
意
味
も
な
く
、
徹
底
的
に
中
国
の
現
実
と
経
験
に
即
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
考
え
る
。
第
一
次
国
共
合
作
崩
壊
後
の
中
国
共
産
党
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
導
と
李
立
三
な
ど
モ
ス
ク
ワ
帰

り
の
指
導
部
の
下
、
現
実
性
の
な
い
都
市
労
働
者
の
武
装
蜂
起
を
繰
り
返
し
、
そ
の
こ
と
が
蒋
介
石
に
よ
る
包
囲
と
悲
惨
な
逃
避
行
（
長
征
）

に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
毛
沢
東
は
、
中
国
社
会
に
お
け
る
ま
と
ま
っ
た
数
の
労
働
者
の
不
在
の
一
方
で
、
反
帝
・
反
封
建
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
渦
巻
く
現
実
を
踏
ま
え
、
農
民
こ
そ
中
国
革
命
の
主
力
で
あ
る
と
見
な
し
、
農
村
根
拠
地
方
式
に
よ
っ
て
共
産
党
の
党
勢
再
建
・

拡
大
を
進
め
た（

（2
（

。

そ
の
よ
う
な
毛
沢
東
に
し
て
も
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
の
指
導
は
、
低
開
発
な
現
実
と
急
速
な
工
業
化
目
標
の
落
差
を
埋
め
ら
れ

ず
、
社
会
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
中
国
の
社
会
・
文
化
の
調
和
に
失
敗
す
る
と
い
う
誤
り
を
犯
し
た
。
改
革
・
開
放
の
主
導
者
と
な
っ
た
鄧

小
平
の
脳
裏
を
占
め
て
い
た
の
は
、
今
度
こ
そ
中
国
の
現
実
に
即
し
、
中
国
自
身
の
実
践
に
よ
っ
て
、
真
の
「
発
展
」「
富
強
」
と
自
存
を

実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
危
機
感
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
鄧
小
平
は
、
改
革
・
開
放
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
一
九
八
二
年
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

我
々
の
現
代
化
建
設
は
、
必
ず
や
中
国
の
実
際
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
革
命
に
せ
よ
建
設
に
せ
よ
、
外
国
の
経
験
に
学

び
鑑
と
す
る
よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
他
国
の
経
験
や
モ
デ
ル
を
そ
の
ま
ま
再
現
す
る
の
み
で
は
成
功
な
ど
あ
り

得
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
我
々
に
は
少
な
く
な
い
経
験
が
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
普
遍
的
真
理
と
我
が
国
の
具
体
・
実
際
を
結
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合
さ
せ
、
自
ら
の
道
を
歩
み
、
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
を
建
設
す
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
我
々
が
長
い
歴
史
的
経
験
か
ら
得
た
基
本

的
結
論
で
あ
る（

（2
（

。

以
上
、
二
十
世
紀
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
代
表
的
指
導
者
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
西
洋
近
代
は
科
学
技
術
と
一
定
程
度
の
社
会
科

学
的
知
見
を
中
国
に
も
た
ら
し
、
そ
れ
は
中
国
の
近
代
化
と
発
展
に
お
い
て
有
用
な
側
面
は
あ
っ
た
も
の
の
、
結
局
の
と
こ
ろ
西
洋
近
代
の

社
会
科
学
的
知
見
は
万
能
で
は
な
い
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
中
国
の
歴
史
的
歩
み
も
困
難
に
満
ち
て
い
た
も
の
の
、
西
洋
近
代
は
自
身
を
も

救
っ
て
い
な
い
以
上
、
そ
れ
を
中
国
の
現
実
に
適
用
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
困
難
の
中
で
自
ら
の
道
を
見
出
す
方
が
良
い
、
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
し
か
も
今
や
、
超
大
国
と
し
て
米
国
と
対
抗
し
た
ソ
連
す
ら
崩
壊
し
た
。
た
と
え
西
洋
や
日
本
を
鑑
と
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

最
終
的
に
恃
む
べ
き
は
、
自
己
の
伝
統
を
踏
ま
え
、
外
来
の
事
物
に
対
し
て
も
盲
従
せ
ず
批
判
的
に
学
ん
で
「
中
国
化
」
す
る
よ
う
な
「
中

国
の
道
」
そ
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
中
国
の
近
現
代
史
、
と
り
わ
け
現
状
に
お
い
て
は
、「
中
国
化
」
を
通
じ
た
「
発
展
」
を
正
当
化
す
る
共
産
党
（
あ
る
い
は
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
）
の
言
説
が
絶
対
的
な
地
位
を
占
め
、
そ
れ
を
相
対
化
す
る
よ
う
な
如
何
な
る
言
説
や
動
き
も
「
発
展
」
と
そ
の
前
提
で
あ
る
社

会
の
安
定
を
乱
す
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
一
層
、
米
国
の
対
中
関
与
政
策
が
所
期
の
目
的
を
達
成
で
き
ず
、
む
し
ろ
中
国
へ
の
建
設
的
関
与
こ
そ
が
、
米

中
摩
擦
や
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
担
い
手
を
巡
る
争
奪
戦
へ
と
転
化
す
る
原
因
と
な
っ
た
こ
と
を
理
解
出
来
よ
う
。

五　

社
会
主
義
圏
崩
壊
の
傷
痕
か
ら
生
ま
れ
た
「
中
国
夢
」

そ
し
て
筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
米
国
（
あ
る
い
は
広
く
「
西
側
」）
は
、
一
九
八
九
年
の
民
主
化
運
動
・
六
四
天
安
門
事
件
と
、
そ
の
直
後
の

東
欧
・
ソ
連
で
の
事
態
が
中
国
に
与
え
た
影
響
を
低
く
見
積
も
り
す
ぎ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

中
国
は
六
四
事
件
に
伴
う
国
際
的
な
制
裁
や
印
象
の
悪
化
に
苦
し
む
一
方
、
改
革
・
開
放
と
経
済
発
展
の
持
続
の
た
め
に
は
平
和
的
な
国
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際
環
境
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
冷
戦
の
遺
物
と
し
て
の
負
の
国
際
関
係
を
積
極
的
に
整
理
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
九
八

九
年
の
民
主
化
運
動
の
最
中
に
は
、
ソ
連
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
が
訪
中
し
て
中
ソ
冷
戦
を
完
全
に
終
焉
さ
せ
た
ほ
か
、
ソ
連
崩
壊
後
も

旧
ソ
連
諸
国
と
の
関
係
強
化
を
進
め
、
一
九
九
六
年
に
は
上
海
協
力
機
構
を
発
足
さ
せ
た
。
中
央
ア
ジ
ア
と
接
す
る
新
疆
の
戦
略
的
価
値
向

上
・
経
済
発
展
も
中
国
の
念
頭
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
い
っ
ぽ
う
韓
国
と
は
一
九
九
二
年
、
朝
鮮
戦
争
以
来
の
「
血
盟
」
で
あ

る
は
ず
の
北
朝
鮮
の
強
い
不
満
を
押
し
切
っ
て
国
交
を
樹
立
し
、「
二
つ
の
朝
鮮
」
を
認
め
る
挙
に
出
た
。
ま
た
こ
の
年
、
台
湾
と
も
「
九

二
共
識
（
コ
ン
セ
ン
サ
ス
）」
に
よ
っ
て
、「
一
つ
の
中
国
」
を
確
認
し
一
定
の
関
係
改
善
を
実
現
し
た
（
も
っ
と
も
そ
の
後
、「
一
つ
の
中
国
」
と

は
中
華
人
民
共
和
国
な
の
か
、
そ
れ
と
も
文
化
的
共
同
体
・
連
続
性
な
の
か
と
い
う
、
具
体
的
解
釈
を
め
ぐ
る
対
立
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
）。
ベ
ト
ナ
ム

と
の
関
係
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
に
よ
っ
て
改
善
し
、
日
本
に
つ
い
て
は
一
九
九
二
年
に
天
皇
訪
中
が
実
現
し
た
。

と
は
い
え
、
諸
外
国
と
の
経
済
関
係
の
強
化
が
政
治
・
社
会
・
文
化
的
な
交
流
強
化
に
直
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
中
国
は
「
和
平
演
変

（
平
和
的
体
制
転
換
）」
と
呼
ん
で
む
し
ろ
極
め
て
強
く
警
戒
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
国
の
み
る
と
こ
ろ
、
東
欧
や
ソ
連
の
社
会
主
義
政
権
は

西
側
か
ら
の
文
化
的
影
響
力
の
浸
透
と
、
そ
の
背
後
に
あ
る
体
制
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
宣
伝
に
対
し
て
余
り
に
も
脆
弱
で
あ
り
、
加
え
て

党
内
の
腐
敗
や
民
衆
と
の
乖
離
が
深
刻
で
あ
っ
た
結
果
、
い
つ
し
か
国
民
は
社
会
主
義
か
ら
離
れ
、
支
持
基
盤
を
失
っ
た
社
会
主
義
政
権
の

瓦
解
に
至
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
経
済
体
制
転
換
の
失
敗
・
混
乱
で
発
展
の
機
会
を
著
し
く
逸
失
し
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
や
カ
フ
カ
ー
ス
を

中
心
と
し
て
深
刻
な
民
族
問
題
を
も
惹
起
し
た
。
中
国
に
と
っ
て
こ
の
問
題
は
、
経
済
体
制
転
換
の
さ
な
か
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
重
層
的

な
多
民
族
・
多
文
化
的
状
況
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
く
他
人
事
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
中
国
は
先
手
を
打
っ
て
、
経
済
の
さ
ら
な
る
発
展

と
、
幹
部
の
腐
敗
一
掃
、「
分
裂
主
義
」
と
の
闘
争
、
そ
し
て
中
国
の
国
情
・
民
情
に
即
し
た
（
＝
中
国
の
特
色
あ
る
）
国
家
建
設
を
強
調
す
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
場
面
で
中
国
な
り
に
解
釈
し
た
唯
物
論
の
有
効
性
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
発
展
こ
そ
硬
い
道
理
」
で
あ
り
、

格
差
＝
事
実
上
の
不
平
等
を
解
消
し
て
こ
そ
、
あ
ら
ゆ
る
国
内
問
題
の
緩
和
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、「
西
側
」
の
民
主
化
圧
力
の
裏
に

隠
さ
れ
た
中
国
弱
体
化
の
狙
い
も
完
全
に
排
除
し
、
む
し
ろ
中
国
の
「
発
展
」
の
経
験
を
世
界
化
す
る
こ
と
で
真
の
人
類
の
共
存
が
成
り
立

つ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
市
場
経
済
を
共
産
党
が
主
導
し
て
こ
そ
「
発
展
」「
富
強
」
が
具
現
す
る
と
考
え
た
中
国
共
産
党
は
、
一
九
九
五
年
以
後
「
中
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国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
」
の
名
の
下
で
愛
国
主
義
教
育
を
周
到
に
行
い
、
経
済
発
展
が
軌
道
に
乗
り
高
度
成
長
が
実
現
し
た
二
〇
〇
〇
年

代
以
後
に
な
る
と
、「
中
国
の
道
」「
党
・
国
家
へ
の
自
信
」
を
強
調
す
る
動
き
が
増
え
た
。
ま
た
、
中
国
が
「
西
側
」
に
謙
虚
に
学
ん
で

「
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
」
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
接
合
し
高
度
成
長
へ
と
移
行
し
た
結
果
、
中
国
に
進
出
し
た
外
資
企
業
に
も
低
廉

か
つ
優
秀
な
労
働
力
を
提
供
し
、
多
大
な
利
益
を
も
た
ら
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
西
側
」
が
依
然
と
し
て
中
国
を
悪
意
と
偏
見
の
目
で

見
る
こ
と
へ
の
不
満
が
高
ま
り
、『
Ｎ
ｏ
と
言
え
る
中
国
（
中
国
可
以
説
不

（
（2
（

）』
を
皮
切
り
と
し
て
、
中
国
中
心
主
義
的
な
言
説
が
一
般
化
し
て

い
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
の
チ
ベ
ッ
ト
独
立
運
動
が
、
世
界
各
地
を
巡
る
北
京
五
輪
の
聖
火
に
対
す
る
批
判
に
転
化
す
る
と
、
中
国
国
内
で
は
ネ
ッ
ト

も
巻
き
込
ん
だ
「
西
側
」
非
難
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
、
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
が
チ
ベ
ッ
ト
問
題
に
関
連
し
て
中
国
を
批
判

す
る
と
、
中
国
国
内
の
大
型
小
売
店
カ
ル
フ
ー
ル
（
家
楽
福
）
が
不
買
運
動
に
晒
さ
れ
た
。
ま
た
日
本
国
内
で
は
、
長
野
で
行
わ
れ
た
聖
火

リ
レ
ー
が
、
２
ち
ゃ
ん
ね
る
閲
覧
者
を
中
心
に
忽
然
と
出
現
し
た
フ
リ
ー
・
チ
ベ
ッ
ト
勢
力
と
、
中
国
大
使
館
が
動
員
し
た
留
学
生
と
の
一

触
即
発
の
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
事
件
は
、
外
部
世
界
、
と
り
わ
け
「
西
側
」
が
、
中
国
の
「
発
展
」
の
裏
で
山
積
す
る
諸
問
題
を
徐
々
に

知
る
い
っ
ぽ
う
、
共
産
党
に
よ
る
統
制
で
不
都
合
な
問
題
は
基
本
的
に
報
じ
ら
れ
な
い
中
国
の
主
流
社
会
に
お
い
て
は
、「
発
展
」
の
事
実

そ
の
も
の
に
よ
っ
て
「
中
国
の
特
色
」「
中
国
の
道
」
に
対
す
る
信
念
が
定
着
し
、
外
部
世
界
か
ら
の
批
判
は
全
て
短
絡
的
に
中
国
の
尊
厳

そ
の
も
の
へ
の
攻
撃
、
あ
る
い
は
「
発
展
」
を
享
受
す
る
人
々
の
実
感
に
反
す
る
「
空
論
」
へ
と
転
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
の
直
後
に
北
京
五
輪
が
成
功
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
「
西
側
」
が
挫
折
す
る
代
わ
り
に
中
国
が
「
世
界
経
済

の
救
世
主
」
と
し
て
広
く
注
目
さ
れ
た
結
果
現
れ
た
の
が
「
中
国
夢
」
言
説
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
近
代
以
来
の
国
際
社
会
に
お
い
て
中

国
が
常
に
従
属
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
へ
の
根
本
的
な
不
満
が
解
消
さ
れ
て
「
富
強
」
に
近
づ
い
た
こ
と
に
よ
る
「
解
放
感
」
が
満
ち
て
い

る
。
そ
し
て
、
実
践
を
通
じ
て
確
認
し
た
「
中
国
の
道
」
を
活
か
し
て
さ
ら
な
る
「
発
展
」
を
実
現
し
、
世
界
レ
ベ
ル
で
の
「
中
華
民
族
の

偉
大
な
復
興
」
を
確
実
な
も
の
と
す
る
べ
く
一
層
の
奮
起
を
促
す
。

中
国
夢
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
や
中
国
精
神
を
発
揚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
愛
国
主
義
を
核
心
と
す
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る
民
族
精
神
で
あ
り
、
改
革
と
新
た
な
創
造
を
核
と
す
る
時
代
精
神
で
あ
り
…
…
「
興
国
の
魂
」「
強
国
の
魂
」
な
の
で
あ
る（

（2
（

。

こ
の
よ
う
に
習
近
平
が
説
く
「
精
神
」
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
単
純
極
ま
り
な
い
、
近
代
以
来
の
西
洋
中
心
の
世
界
そ
の
も

の
に
対
す
る
中
国
文
明
の
側
の
反
旗
で
あ
る
。

中
国
は
か
つ
て
、
自
我
に
お
い
て
主
体
的
な
夢
想
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
夢
想
と
は
…
…
中
央
の
王
国
が
四
方
の
周
辺
を
礼
楽
で
取
り

込
む
「
天
下
」
の
光
景
で
あ
っ
た
。
し
か
し
近
代
に
入
り
、
文
化
と
制
度
の
落
後
の
た
め
、
我
々
自
身
の
未
来
の
理
想
と
い
う
夢
は
、

現
代
の
欧
米
の
夢
と
は
対
抗
で
き
な
く
な
っ
た
。
我
々
は
自
己
陶
酔
の
夢
か
ら
驚
き
醒
ま
さ
れ
、
他
者
の
理
想
を
自
ら
の
将
来
像
と
し

始
め
た
の
で
あ
る
。
…
…
今
や
我
々
の
中
国
夢
は
明
ら
か
に
、
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。
…
…
美
し
い
未
来
は

我
々
に
手
招
き
し
て
お
り
、
中
国
人
民
の
創
造
と
創
新
、
そ
し
て
世
界
の
発
展
を
牽
引
す
る
の
だ
と
い
う
「
万
丈
の
豪
情
」
を
激
発
し

て
い
る
の
で
あ
る（

（2
（

！

世
界
文
明
史
か
ら
み
れ
ば
、
中
国
夢
は
、
華
夏
文
明
が
世
界
文
明
の
中
心
か
ら
転
落
し
、
西
洋
現
代
文
明
が
世
界
を
導
く
と
い
う

潮
流
の
中
か
ら
興
っ
た
。
そ
し
て
今
や
、
西
洋
現
代
文
明
の
光
芒
に
暗
い
陰
り
が
あ
ら
わ
れ
、
中
華
文
明
の
世
界
的
価
値
が
再
び
大
い

に
花
開
こ
う
と
し
て
い
る
現
実
を
反
映
し
…
…
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
が
破
綻
を
見
せ
始
め
た
と
い
う
現
実
の
上
に
打
ち
立
て
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
よ
り
も
前
、
国
際
社
会
、
と
り
わ
け
西
側
社
会
は
、
中
国
に
対
し
て
偏
見
や
差
別
に
満
ち
た
見
方
を
し

て
お
り
、
さ
ら
に
は
極
め
て
根
の
深
い
道
徳
的
優
越
感
を
抱
い
て
い
た
。
…
…
し
か
し
二
〇
〇
八
年
八
月
以
後
、
僅
か
数
ヶ
月
の
う
ち

に
、
こ
れ
ら
の
覆
い
は
一
つ
一
つ
撃
破
さ
れ
た
の
で
あ
る
！

中
国
の
発
展
の
道
と
は
、
世
界
人
口
の
五
分
の
一
を
占
め
る
古
い
文
明
が
、
僅
か
数
十
年
の
う
ち
に
、
対
外
的
な
搾
取
や
侵
略
を
す

る
こ
と
な
く
、
他
の
種
族
に
対
す
る
奴
隷
的
使
役
や
圧
迫
を
強
い
る
こ
と
な
く
、
完
全
に
自
ら
の
民
族
の
勤
勉
・
忍
耐
・
智
慧
に
よ
っ

て
、
他
者
か
ら
信
用
さ
れ
、
後
に
続
く
国
家
に
と
っ
て
見
習
う
に
値
す
る
よ
う
な
も
の
を
造
り
あ
げ
た
と
い
う
復
興
の
道
で
あ
る
。
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…
…
世
界
は
、
中
華
の
智
慧
が
充
満
し
、
中
華
の
暖
か
さ
を
帯
び
、
世
界
の
発
展
を
推
進
す
る
よ
う
な
中
国
夢
を
渇
望
し
て
い
る（

（2
（

。

こ
の
よ
う
な
「
中
国
夢
」
を
踏
ま
え
て
言
え
ば
、
最
早
今
後
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
運
営
す
る
文
明
論
的
な
レ
ベ
ル
で
「
西
側
」
と
中
国

の
亀
裂
は
決
定
的
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
米
国
の
対
中
批
判
は
強
ま
ら
ざ
る
を
得
ず
、
中
国
側
と
し
て
も
、
米
国
や
「
西
側
」
の
干
渉
や
批

判
を
完
全
に
封
じ
込
め
る
だ
け
の
覇
権
を
打
ち
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
国
内
を
全
て

「
中
国
の
道
」
で
統
御
し
、
あ
ら
ゆ
る
外
来
の
事
物
を
「
中
国
化
」
す
る
段
階
に
入
っ
た
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

六　

社
会
・
文
化
的
な
重
層
性
を
活
か
す
た
め
に
は

と
こ
ろ
で
「
中
国
夢
」
と
い
う
と
き
、
前
近
代
ま
で
の
「
天
朝
」
が
理
想
化
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
伝
統
的
な
「
天
下
」
の
シ
ス
テ
ム
自

体
、
実
は
文
明
や
文
化
の
重
層
性
に
基
づ
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

皇
帝
と
各
国
国
王
と
の
上
下
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
の
支
配
・
被
支
配
を
超
え
た
「
天
下
」
を
実
現
さ
せ
る
朝
貢
関

係
に
し
て
も
、
あ
る
い
は
内
陸
ア
ジ
ア
の
諸
文
明
・
文
化
が
近
現
代
中
国
の
領
域
に
組
み
込
ま
れ
る
契
機
に
な
っ
た
清
朝
に
し
て
も
、
そ
の

背
後
に
あ
る
歴
史
的
経
緯
は
決
し
て
、
中
国
文
明
の
完
全
さ
や
中
心
性
な
る
も
の
に
回
収
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
朝
貢
関
係
に

応
じ
つ
つ
、
同
時
に
中
国
文
明
の
優
越
を
認
め
て
導
入
し
た
の
は
朝
鮮
・
琉
球
・
ベ
ト
ナ
ム
の
み
で
あ
る
し
、
し
か
も
朝
鮮
や
ベ
ト
ナ
ム
は

文
明
の
摂
取
に
よ
っ
て
清
へ
の
対
抗
心
を
強
め
た
ほ
か
、
北
京
と
琉
球
の
関
係
も
一
方
的
に
「
天
朝
」
が
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
呼
ぶ

の
は
疑
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
（
琉
球
側
の
水
先
案
内
が
な
け
れ
ば
明
清
の
冊
封
使
は
那
覇
に
至
る
こ
と
が
出
来
ず

（
（2
（

、
さ
ら
に
北
京
は
琉
球
と
薩
摩
・
日

本
と
の
関
係
を
裏
切
り
と
疑
い
な
が
ら
も
、
目
先
の
安
定
に
加
え
、
琉
球
を
薩
摩
の
侵
攻
か
ら
救
え
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
忠
義
を
拒
む
の
で
あ
れ

ば
天
朝
の
義
務
を
放
棄
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
理
由
で
結
局
放
置
し
、
だ
か
ら
こ
そ
琉
球
は
な
お
さ
ら
北
京
か
ら
の
経
済
的
利
益
を
享
受
で
き
た（

（2
（

）。
チ

ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
・
新
疆
の
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
と
北
京
と
の
関
係
は
、
先
述
の
通
り
満
洲
人
皇
帝
が
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
や
イ
ス
ラ
ー
ム
を

尊
重
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
実
現
し
た
間
接
支
配
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
近
代
に
至
る
ま
で
の
漢
字
・
儒
学
の
不
在
に
つ
な
が
っ
て
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い
た
。

し
た
が
っ
て
、
い
ま
「
中
国
の
経
験
」「
中
国
の
道
」
な
る
も
の
に
依
拠
す
る
と
い
っ
て
も
、
現
実
の
「
中
国
史
」
や
外
国
と
の
歴
史
的

関
係
に
お
い
て
中
国
文
明
が
果
た
し
た
役
割
は
限
定
的
で
あ
り
、
文
明
・
文
化
の
重
層
性
こ
そ
、
中
国
文
明
を
含
む
ア
ジ
ア
史
の
基
調
で

あ
っ
た
と
い
う
見
地
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
西
洋
近
代
と
い
う
「
他
者
の
夢
」
を
自
ら
の
夢
と
し
て

採
り
入
れ
て
失
敗
し
、
中
国
文
明
・
漢
人
中
心
に
過
ぎ
た
「
中
華
民
族
」
論
の
も
と
、
少
数
民
族
不
在
の
社
会
主
義
化
・
経
済
発
展
の
弊
害

を
も
た
ら
し
た
近
現
代
中
国
史
を
克
服
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

し
か
し
、「
中
国
化
」「
中
国
の
道
」
を
強
調
す
る
中
国
は
、
又
し
て
も
歴
史
的
な
問
題
を
繰
り
返
そ
う
と
し
て
い
る
。
現
代
中
国
を
代
表

す
る
思
想
家
の
一
人
で
あ
る
汪
暉
氏
は（

（2
（

、
二
〇
〇
八
年
の
チ
ベ
ッ
ト
問
題
が
中
国
と
世
界
に
与
え
た
意
味
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
際
、
市
場

化
の
時
代
に
少
数
民
族
を
取
り
巻
く
変
化
と
苦
衷
を
的
確
に
汲
み
取
り
、
中
国
の
内
部
に
お
け
る
漢
人
社
会
と
少
数
民
族
の
関
係
の
再
構
築

を
図
ろ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
決
し
て
中
華
文
明
の
論
理
で
は
説
明
で
き
な
い
重
層
性
の
意
義
を
強
調
し
、
今
日
の
領
域
を
つ
く
っ
た
原
動

力
は
「
シ
ス
テ
ム
を
跨
い
だ
社
会
」
を
構
築
し
た
清
朝
に
あ
る
と
み
る
。
い
っ
ぽ
う
、
儒
学
思
想
が
文
化
的
な
境
界
と
政
治
的
な
境
界
を
す

べ
て
単
一
の
総
合
体
＝
「
儒
教
文
化
圏
」「
漢
字
文
化
圏
」
に
融
合
さ
せ
た
と
み
る
言
説
に
対
し
て
は
、
他
で
も
な
い
「
漢
字
文
化
圏
」
が

複
数
の
国
家
に
分
か
れ
て
対
抗
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
成
立
さ
せ
て
い
る
が
故
に
、
否
定
的
な
見
方
を
示
し
て
い
る
。
以
上
の
趣
旨
に
つ

い
て
、
筆
者
も
完
全
に
賛
同
す
る
。

問
題
は
、
汪
暉
氏
が
「
シ
ス
テ
ム
を
跨
い
だ
社
会
」
を
実
現
さ
せ
た
原
動
力
と
し
て
、
浜
下
武
志
氏
な
ど
日
本
の
中
国
研
究
が
示
し
た
朝

貢
シ
ス
テ
ム
論
を
持
ち
出
し
、
朝
貢
関
係
を
主
宰
す
る
権
力
が
依
拠
し
た
儒
学
思
想
の
優
越
性
を
一
面
的
に
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
儒
家
思
想
」
が
清
朝
の
時
代
に
主
導
的
地
位
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
ち
ょ
う
ど
、「
儒
家
思
想
」
に
は
さ
ら
に
深
い

政
治
的
特
質
が
備
わ
っ
て
お
り
、
全
体
の
中
間
に
立
つ
こ
と
に
優
れ
、
そ
の
他
の
シ
ス
テ
ム
を
弾
性
に
富
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
精

巧
に
編
み
込
ん
で
い
き
、
そ
れ
で
い
て
こ
れ
ら
の
「
シ
ス
テ
ム
」
自
身
の
独
特
性
を
全
く
否
認
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
儒
教
社
会
は
チ

ベ
ッ
ト
あ
る
い
は
蒙
古
、
そ
の
他
の
地
区
に
対
し
て
、
儒
家
の
倫
理-

政
治
原
則
や
礼
儀
の
シ
ス
テ
ム
に
従
っ
て
自
己
の
社
会
関
係
を
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規
範
づ
け
る
こ
と
を
要
求
し
な
か
っ
た
。
辺
境
の
属
地
、
と
り
わ
け
少
数
民
族
地
区
で
は
、
王
朝
は
自
ら
の
政
治-

宗
教
関
係
と
法
律

の
シ
ス
テ
ム
を
地
方
の
関
係
の
中
に
押
し
つ
け
る
こ
と
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
臨
機
応
変
に
対
応
し
、
具
体
的
状
況
や
社
会
変
遷
に
基
づ

い
て
、
統
一
王
朝
と
地
方
の
秩
序
と
の
間
の
関
係
を
協
調
さ
せ
て
き
た（

（2
（

。

汪
氏
の
説
明
の
前
提
に
あ
る
の
は
、
北
京
に
君
臨
す
る
清
朝
が
基
本
的
に
は
、
儒
学
に
基
づ
き
朝
貢
関
係
を
展
開
し
た
中
華
文
明
の
王
朝

で
あ
っ
た
と
い
う
、
あ
る
意
味
で
言
い
古
さ
れ
て
き
た
見
方
で
あ
る
。
し
か
し
そ
も
そ
も
、
清
は
非
漢
語
文
明
・
文
化
圏
に
対
し
て
は
中
華

文
明
を
持
ち
出
さ
な
い
。
む
し
ろ
清
は
、
中
華
文
明
を
も
統
御
す
る
（
明
の
支
配
と
朝
貢
関
係
に
つ
い
て
は
中
華
文
明
の
手
法
を
継
承
し
た
）
多
文

明
帝
国
で
あ
り
、
よ
り
簡
潔
に
言
え
ば
単
純
に
実
力
本
位
で
権
力
と
権
威
・
正
当
性
を
使
い
分
け
た
国
家
で
あ
る
と
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
れ
こ
そ
が
、「
シ
ス
テ
ム
を
跨
い
だ
社
会
」
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
。

汪
氏
は
、
そ
の
よ
う
な
清
が
西
洋
近
代
の
流
入
と
と
も
に
主
権
国
家
へ
と
転
換
し
、
以
来
漢
人
と
少
数
民
族
が
協
力
し
て
「
中
華
民
族
」

の
多
民
族
的
な
団
結
が
つ
い
に
実
体
化
し
た
の
み
な
ら
ず
、
中
華
人
民
共
和
国
の
民
族
区
域
自
治
が
清
朝
以
来
の
「
シ
ス
テ
ム
を
跨
い
だ
社

会
」
を
再
現
・
活
用
し
た
も
の
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
、「
帝
国
の
遺
産
で
あ
り
、
国
民
国
家
と
社
会
主
義
の
価
値
の
総
合（

（3
（

」
と
論
じ
る
。

し
か
し
、
共
産
党
の
指
導
に
よ
る
中
央
集
権
が
貫
徹
す
る
現
代
中
国
に
お
い
て
、
民
族
区
域
自
治
は
自
治
権
た
り
え
な
い
。
歴
史
的
に
文

化
・
言
語
等
を
異
に
す
る
少
数
民
族
が
多
い
地
域
に
お
い
て
、
一
定
程
度
政
策
の
実
施
を
留
保
し
、
現
地
の
事
情
に
合
わ
せ
る
こ
と
を
旨
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
も
そ
も
自
由
な
言
論
を
許
さ
な
い
共
産
党
体
制
の
一
存
で
少
数
民
族
の
文
化
・
社
会
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
打

撃
を
受
け
て
き
た
か
は
、
毛
沢
東
時
代
の
歴
史
が
物
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
今
改
め
て
、
少
数
民
族
の
諸
文
化
や
宗
教
信
仰
を
「
中

国
化
」
の
名
に
お
い
て
、
漢
人
の
価
値
観
を
中
心
と
し
た
政
治
・
社
会
・
文
化
的
態
様
に
合
致
さ
せ
、
独
自
の
解
釈
を
許
さ
ず
、
外
界
と
の

関
係
を
断
ち
切
ろ
う
と
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
共
産
党
の
指
導
を
中
心
と
し
た
民
主
集
中
制
の
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
民
族
区
域
自
治

は
「
シ
ス
テ
ム
を
跨
い
だ
社
会
」
と
は
一
切
無
縁
で
あ
る
。
加
え
て
、
汪
氏
が
「
中
国
史
に
お
け
る
文
化
的
融
合
と
政
治
的
統
一
が
、
現
代

の
中
華
民
族
形
成
に
深
い
基
礎
を
与
え
た
わ
け
で
あ
っ
て
、
我
々
は
近
代
中
国
革
命
か
ら
離
れ
て
現
代
中
国
の
確
立
を
議
論
す
る
こ
と
も
ま

た
で
き
な
い（

（3
（

」
と
い
う
近
現
代
史
理
解
を
表
明
す
る
こ
と
自
体
、
結
局
の
と
こ
ろ
清
代
に
お
け
る
文
明
・
文
化
的
重
層
性
か
ら
離
れ
て
、
現
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下
の
「
中
国
化
」
に
寄
り
添
っ
た
発
想
で
し
か
な
い
。

文
明
・
文
化
的
に
重
層
し
た
社
会
に
お
い
て
、
優
越
を
主
張
す
る
側
に
よ
っ
て
歴
史
的
な
弊
害
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
を
避
け
る
た
め
に

は
、
西
洋
近
代
も
「
中
国
の
道
」
な
る
も
の
も
一
旦
相
対
化
し
、
ま
さ
に
重
層
性
そ
れ
自
体
か
ら
思
考
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
中
か
ら
し
か
、
社
会
や
文
化
の
違
い
を
超
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
共
存
の
た
め
の
構
想
、
あ
る
い
は
文
明
像
は
見
え
て
こ
な
い
だ
ろ

う
し
、
国
境
に
関
係
な
く
多
く
の
人
々
が
ま
だ
見
え
な
い
究
極
の
文
明
像
に
接
近
す
る
た
め
の
諸
文
明
の
対
話
の
契
機
に
も
な
ろ
う
。

最
近
で
は
例
え
ば
大
沼
保
昭
氏
が
「
文
際
的
視
点
」
を
掲
げ（

（3
（

、
非
西
洋
の
諸
地
域
に
お
い
て
も
圧
倒
的
に
主
権
・
国
民
国
家
体
系
や
近
代

的
な
知
の
シ
ス
テ
ム
・
普
遍
的
価
値
観
が
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
伝
統
的
・
地
域

的
な
政
治
・
社
会
関
係
の
文
法
を
丁
寧
に
抽
出
し
、
こ
れ
ら
の
重
層
性
や
相
互
の
緊
張
関
係
に
広
く
着
目
す
る
中
で
、
主
権
・
国
民
国
家
体

系
や
西
洋
近
代
的
な
知
へ
の
多
様
な
問
い
か
け
を
行
お
う
と
し
て
き
た
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
西
洋
近
代
の
相
対
化
で
あ
る
が
、
伝
統
的

な
知
に
お
け
る
諸
問
題
へ
の
解
決
可
能
性
が
ど
う
し
て
も
不
足
す
る
場
合
、
よ
り
中
立
的
・
中
性
的
な
認
識
・
方
法
と
し
て
西
洋
近
代
由
来

の
方
法
も
採
用
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
有
り
得
る
（
西
洋
近
代
が
先
ん
じ
て
方
法
を
見
つ
け
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
）。

筆
者
が
み
る
と
こ
ろ
、
今
日
地
球
上
の
如
何
な
る
地
域
・
社
会
に
つ
い
て
も
、
西
洋
近
代
的
な
知
の
あ
り
よ
う
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
難

し
い
。
非
西
洋
ら
し
さ
や
、
西
洋
近
代
で
は
解
決
さ
れ
な
い
問
題
へ
の
処
方
箋
を
論
じ
る
際
に
も
、
そ
の
思
考
の
裏
に
あ
る
の
は
往
々
に
し

て
、
西
洋
近
代
が
も
た
ら
し
た
知
へ
の
反
応
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
非
西
洋
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
の
も
ま
た
西
洋
的
な
知
で
あ
る
と
言
え

る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
こ
で
も
し
実
際
に
「
非
西
洋
的
な
自
生
的
・
内
発
的
文
脈
」
に
よ
る
視
点
が
提
供
さ
れ
、
有
効
性
が
論
じ
ら
れ
る
と

し
て
も
、
そ
の
中
に
は
往
々
に
し
て
、
西
洋
近
代
に
直
面
し
て
以
来
の
国
家
・
社
会
的
利
益
を
ど
の
よ
う
に
守
る
の
か
と
い
う
意
識
が
流
入

し
て
い
る
。
す
る
と
最
早
、
様
々
な
地
域
や
文
明
に
由
来
す
る
概
念
を
掲
げ
て
「
西
洋
近
代
的
か
」「
非
西
洋
か
」「
地
域
固
有
か
」
と
い
う

問
い
か
け
を
な
す
こ
と
に
は
余
り
意
味
が
な
い
。
西
洋
近
代
を
一
大
立
役
者
と
し
た
世
界
史
が
地
球
全
体
を
包
含
し
、
そ
の
中
で
様
々
な
文

明
・
文
化
・
秩
序
の
現
れ
方
に
濃
淡
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
適
用
可
能
な
概
念
を
探
り
、
あ
る
い
は
創

出
す
る
方
が
良
い
。
羽
田
正
氏
が
以
下
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
、
筆
者
も
完
全
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
。
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現
在
必
要
な
世
界
観
は
「
世
界
は
ひ
と
つ
」
で
あ
る
。
歴
史
認
識
は
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
。
私
た
ち
は
、
従
来
の

よ
う
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
「
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を
区
分
し
て
世
界
史
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
改
め
、
一
体
と
し
て
の
世
界
史

の
把
握
方
法
と
叙
述
の
仕
方
を
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
し
い
世
界
史
の
成
否
は
、
ど
れ
だ
け
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
そ
の
歴
史

を
特
別
視
し
な
い
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
良
い
。

新
し
い
世
界
史
は
、
む
ろ
ん
単
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
「
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
区
別
を
な
く
す
た
め
だ
け
に
構
想
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
現
代
世
界
に
お
い
て
重
要
と
さ
れ
る
価
値
が
ど
の
よ
う
に
生
み
出
さ
れ
て
き
た
か
を
語
り
、
人
間
社
会
の
未
来
に
向
け
て
の
展

望
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
べ
き
だ（

（3
（

。

こ
こ
で
「
世
界
」
を
「
中
国
」
に
置
き
換
え
て
、
決
し
て
中
国
文
明
中
心
主
義
的
で
は
な
い
、「
シ
ス
テ
ム
を
跨
い
だ
社
会
」
と
し
て
の

清
朝
の
継
承
国
家
と
し
て
自
ら
を
定
位
し
得
た
と
き
、
中
国
は
「
中
国
化
」
に
よ
っ
て
内
外
の
他
者
と
自
ら
を
隔
絶
さ
せ
る
思
考
を
乗
り
越

え
て
柔
軟
性
を
増
し
、
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
性
を
増
す
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
。
し
か
し
現
状
は
、
そ
の
境
地
か
ら
は
る
か
に
遠
く
、
中
国
は

む
し
ろ
今
後
の
中
国
経
済
の
行
き
詰
ま
り
や
高
齢
化
等
に
よ
る
全
般
的
な
歪
み
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
と
の
距
離
を
測

り
か
ね
、「
中
国
化
」
が
も
た
ら
す
問
題
に
自
ら
苦
し
む
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
が
今
後
も
既
存
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
寄

与
し
な
い
の
は
勿
論
の
こ
と
、「
中
国
化
」
の
悪
影
響
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
与
え
る
問
題
を
一
層
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
1
）
福
澤
諭
吉
『
文
明
論
之
概
略
』
岩
波
文
庫
、
一
九
三
一
年
、
二
六
頁
。

（
2
）
中
国
中
央
テ
レ
ビ
（
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
）
で
放
送
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
河
殤
』
は
、
黄
河
文
明
誕
生
以
来
の
中
国
文
明
が
結
局
の
と
こ
ろ
皇
帝
権

力
と
官
僚
に
よ
る
集
権
主
義
的
な
支
配
を
克
服
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
結
果
、
度
重
な
る
王
朝
交
替
を
繰
り
返
し
、
今
改
め
て
毛
沢
東
・
共
産
党

に
よ
る
悲
劇
が
繰
り
返
さ
れ
た
と
説
き
、
黄
河
が
海
に
至
る
の
と
同
じ
く
、
中
国
文
明
も
自
由
・
開
放
性
に
基
づ
く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
普
遍
的
文
明
に
融
け

入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
、
多
大
な
反
響
を
呼
ん
で
民
主
化
運
動
の
伏
線
と
な
っ
た
。
な
お
、「
殤
」
と
は
夭
逝
を
意
味
し
、
河
殤
と
は
黄
河

文
明
が
未
成
熟
な
ま
ま
衰
退
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
蘇
暁
康
・
王
魯
湘
、
辻
康
吾
・
橋
本
南
都
子
訳
『
河
殤　

中
華
文
明
の
悲
壮
な
衰
退
と
困
難
な
再
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建
』
弘
文
堂
、
一
九
八
九
年
。

（
3
）
清
の
支
配
の
下
に
お
い
て
、
実
力
主
義
的
権
力
と
「
文
」
と
の
関
係
、
多
文
化
主
義
的
な
文
化
政
策
、
内
外
の
緊
張
に
由
来
す
る
版
図
・
領
域
認
識

の
変
遷
を
軸
と
し
て
、
満
洲
人
皇
帝
と
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
・
新
疆
・
漢
人
社
会
の
関
係
が
変
化
し
た
結
果
、
と
り
わ
け
一
九
世
紀
半
ば
以
後
に
な
る

と
、
従
来
は
漢
字
・
儒
学
の
広
が
り
を
超
え
な
か
っ
た
「
中
国
」
概
念
が
変
質
し
、
非
漢
字
の
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
・
新
疆
も
「
中
国
の
一
部
分
」
と

み
る
発
想
が
形
成
さ
れ
、
領
域
主
権
国
家
シ
ス
テ
ム
の
流
入
が
そ
の
動
き
を
確
実
な
も
の
に
し
た
。
詳
し
く
は
拙
著
『
清
帝
国
と
チ
ベ
ッ
ト
問
題　

多
民

族
統
合
の
成
立
と
瓦
解
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
を
参
照
の
こ
と
。

（
4
）
習
近
平
政
権
下
で
の
政
治
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
、
こ
の
手
の
言
説
が
氾
濫
し
て
い
る
が
、
共
産
党
員
の
学
習
に
も
供
さ
れ
る
最
も
正
統
な
メ
デ
ィ

ア
に
掲
載
さ
れ
、
か
つ
平
易
な
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
辛
鳴
「
改
革
開
放
与
馬
克
思
主
義
中
国
化
」『
中
国
共
産
党
新
聞
網
』
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
九

日
を
参
照
。

（
5
）
例
え
ば
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
潘
世
傑
「
中
国
伊
斯
蘭
教
本
土
化
範
式
」『
中
国
回
族
学
網
』
二
〇
一
八
年
九
月
四
日
、
高
占
福
「
我
国
伊
斯
蘭

教
堅
持
中
国
化
方
向
的
基
礎
与
実
践
」『
中
国
回
族
学
網
』
二
〇
一
八
年
九
月
一
九
日
。

（
6
）
費
孝
通
『
中
華
民
族
多
元
一
体
格
局
』
中
華
書
局
、
一
九
八
八
年
。
費
孝
通
氏
は
民
国
期
か
ら
の
社
会
人
類
学
者
で
あ
り
、
中
国
共
産
党
中
心
の
政

治
を
翼
賛
す
る
「
民
主
諸
党
派
」
の
一
つ
・
中
国
民
主
同
盟
主
席
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
。「
中
華
」
の
名
に
お
け
る
近
代
国
民
国
家
を
創
出
し
よ
う
と

す
る
清
末
か
ら
の
「
中
華
民
族
」
論
が
、
中
国
文
明
の
主
な
担
い
手
で
あ
る
漢
人
の
価
値
観
を
中
心
と
し
、
民
族
融
合
・
単
一
民
族
志
向
で
あ
る
こ
と
は

否
め
ず
、
少
数
民
族
を
排
除
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
と
こ
ろ
、
費
孝
通
は
自
ら
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
雲
南
省
や
、
漢
・
回
・
チ
ベ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
し

た
様
々
な
民
族
が
混
住
し
歴
史
と
文
化
が
交
錯
し
な
が
ら
も
相
互
補
完
的
な
社
会
・
経
済
が
成
り
立
っ
て
い
る
甘
粛
南
部
・
青
海
東
部
を
モ
デ
ル
と
し
、

古
代
の
黄
河
文
明
を
ひ
と
つ
の
凝
集
力
と
し
て
緩
や
か
に
文
化
が
入
れ
混
ざ
る
中
で
互
い
に
分
離
し
得
な
い
相
互
扶
助
的
な
民
族
関
係
を
構
築
し
た
人
々

が
、
最
終
的
に
は
抗
日
を
は
じ
め
帝
国
主
義
と
の
闘
い
の
中
で
「
中
華
」
と
い
う
共
通
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
獲
得
し
た
と
論
じ
た
。
費
孝
通
の
議
論

は
概
ね
、
今
日
の
中
国
の
多
民
族
国
家
観
の
「
正
統
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
7
）
黄
章
晋
、
鈴
木
将
久
訳
「
さ
よ
な
ら
、
イ
リ
ハ
ム　

あ
る
ウ
イ
グ
ル
知
識
人
の
希
望
」『
世
界
』
二
〇
〇
九
年
一
二
月
号
、
岩
波
書
店
。

（
8
）
王
力
雄
『
你
的
西
域
、
我
的
東
土
』
大
有
文
化
、
二
〇
〇
七
年
、
二
八
五
〜
二
八
六
頁
。

（
9
）
以
下
、
こ
こ
二
〜
三
年
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
や
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
中
国
共
産
党
政
権
の
激
し
い
弾
圧
の
状
況
に
つ
い
て
、
中
国
メ
デ
ィ
ア

は
一
切
触
れ
な
い
た
め
、
主
に
米
国
Ｒ
Ｆ
Ａ
（Radio Free A

sia

）
及
び
英
国
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
報
道
を
中
心
に
、
筆
者
が
中
国
研
究
所
編
『
中
国
年
鑑
』
二

〇
一
八
年
・
二
〇
一
九
年
版
（
明
石
書
店
刊
）
の
「
動
向
・
民
族
問
題
」
に
て
ま
と
め
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
的
表
象
の
排
除
や
礼
拝
・
宗
教
行
事
に
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対
す
る
禁
止
・
干
渉
と
、
そ
れ
に
代
わ
る
「
愛
党
・
愛
国
」
表
象
・
行
為
の
徹
底
に
つ
い
て
、
例
え
ば ‘X

injiang A
uthorities Convert U

yghur 
M

osques Into Propaganda Centers ’, RFA
, 2017.8.3

を
参
照
。

（
11
）‘X

injiang U
niversity President Purged U

nder ‘T
w

o-Faced ’ O
ffi

cials Cam
paign ’, RFA

, 2018.2.20, ‘Players Group D
em

ands Release 
of U

yghur Pro Footballer D
etained For ‘V

isiting Foreign Countries ’’, RFA
, 2018.6.13, ‘A

uthorities D
etain U

yghur Editor-in-Chief, 
D

irectors of X
injiang D

aily N
ew

spaper ’, RFA
, 2018.8.6, ‘Interview

: ‘W
e A

re Left W
andering in Fear in a Foreign Land ’’, RFA

, 
2018.9.27. 

（
12
）‘X

injiang ’s K
ashgar U

niversity Students, T
eachers Forced to Give up M

uslim
 D

ietary Restrictions ’, RFA
, 2018.11.6.

（
13
）‘China ’s N

ingxia to ‘Learn From
’ X

injiang ’s A
nti-T

error Cam
paign ’ , RFA

, 2018.12.3.

（
14
）
中
国
と
バ
チ
カ
ン
の
関
係
が
、
中
国
の
圧
倒
的
な
危
機
感
と
バ
チ
カ
ン
側
の
見
通
し
の
甘
さ
の
下
、
表
面
的
な
「
妥
協
」
と
現
実
の
弾
圧
を
中
心
に

推
移
し
て
い
る
こ
と
を
詳
細
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
「
接
近
す
る
バ
チ
カ
ン
と
中
国　

そ
の
思
惑
は
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
国
際
報
道
』
二
〇
一
八
年
四

月
一
七
日
、
福
島
香
織
「
中
国
・
キ
リ
ス
ト
教
団
弾
圧
に
バ
チ
カ
ン
の
妥
協
ど
こ
ま
で
？
」『
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
』
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
九
日
が
あ
る
。

（
15
）‘V

ice President M
ike Pence ’s Rem

arks on the A
dm

inistration ’s Policy T
ow

ards China O
ctober 4 E

vent ’, H
udson Institute, 

2018.10.4.

（
16
）
マ
イ
ケ
ル
・
ピ
ル
ズ
ベ
リ
ー
、
野
中
香
方
子
訳
『China 2049　

秘
密
裏
に
遂
行
さ
れ
る
「
世
界
覇
権100

年
戦
略
」』
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
一
五

年
、
一
〇
〜
一
三
頁
。

（
17
）
孫
文
、
安
藤
彦
太
郎
訳
『
三
民
主
義
』
岩
波
文
庫
、
一
九
五
七
年
、
一
二
頁
。

（
18
）
前
掲
書
、
一
七
〜
一
八
頁
。

（
19
）
蒋
中
正
『
中
国
之
命
運
』
第
二
章
「
国
恥
的
由
来
与
革
命
的
起
源
」
正
中
書
局
、
一
九
四
三
年
。

（
20
）
毛
沢
東
「
中
国
革
命
与
中
国
共
産
党
」『
毛
沢
東
著
作
選
読
』
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
。

（
21
）
鄧
小
平
「
中
国
共
産
党
第
十
二
次
全
国
代
表
大
会
開
幕
詞
」『
鄧
小
平
文
選
』
第
三
巻
、
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

（
22
）
宋
強
・
張
蔵
蔵
『
中
国
可
以
説
不
』
中
国
工
商
聯
合
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。
な
お
、
こ
の
「
Ｎ
ｏ
と
言
え
る
中
国
」
と
い
う
表
題
は
、
盛
田
昭
夫
・

石
原
慎
太
郎
『
Ｎ
ｏ
と
言
え
る
日
本
』
か
ら
刺
戟
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
23
）「
習
近
平
在
十
二
届
全
国
人
大
一
次
会
議
閉
幕
会
上
発
表
重
要
講
話
」『
新
華
網
』
二
〇
一
三
年
三
月
一
三
日
。

（
24
）
韓
震
「
中
国
夢
的
国
家
認
同
与
文
化
認
同
」『
中
国
共
産
党
新
聞
網
』
二
〇
一
三
年
七
月
八
日
。
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（
25
）
公
茂
虹
「
中
国
夢
：
中
国
在
当
今
世
界
的
斬
新
形
象
」『
中
国
共
産
党
新
聞
網
』
二
〇
一
三
年
七
月
二
日
。

（
26
）
当
時
の
冊
封
使
が
記
録
し
た
航
海
の
状
況
を
踏
ま
え
た
、
尖
閣
諸
島
近
海
の
利
用
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
拙
著
「
尖
閣
は
前
近
代
中
国
に

と
っ
て
「
航
路
標
識
」
に
す
ぎ
な
い　

尖
閣
関
連
史
料
か
ら
見
る
中
国
の
矛
盾
（
前
編
）」『W

edge Infinity

』
二
〇
一
五
年
四
月
二
四
日
を
参
照
の
こ

と
。

（
27
）
渡
辺
美
季
『
近
世
琉
球
と
中
日
関
係
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
八
二
頁
。

（
28
）
汪
暉
、
石
井
剛
・
羽
根
次
郎
訳
『
世
界
史
の
な
か
の
中
国　

文
革
・
琉
球
・
チ
ベ
ッ
ト
』
青
土
社
、
二
〇
一
一
年
の
う
ち
、「
序
」、
第
三
章
「
東
西

間
の
チ
ベ
ッ
ト
問
題　

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
、
民
族
区
域
自
治
、
そ
し
て
尊
厳
あ
る
政
治
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
29
）
汪
暉
、
前
掲
書
、
二
三
頁
。

（
30
）
汪
暉
、
前
掲
書
、
二
六
九
頁
。

（
31
）
汪
暉
、
前
掲
書
、
二
六
七
頁
。

（
32
）
大
沼
保
昭
『
人
権
・
国
家
・
文
明　

普
遍
主
義
的
人
権
観
か
ら
文
際
的
人
権
観
へ
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
年
を
参
照
の
こ
と
。
大
沼
氏
は
本
書
の

問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
世
界
の
主
要
な
文
明
・
文
化
・
宗
教
間
の
異
同
や
交
錯
を
踏
ま
え
、
諸
文
明
に
共
通
す
る
発
想
の
抽
出
を
目
指
し
つ
つ
、

一
方
で
容
易
に
は
重
な
り
得
な
い
発
想
に
も
目
配
り
を
す
る
よ
う
な
共
同
研
究
に
注
力
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
平
成
二
四
年
度
か
ら
平
成
二
六
年
度
に
か
け

て
は
、
筆
者
と
と
も
に
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
近
代
国
際
関
係
と
地
域
シ
ス
テ
ム
変
容
の
研
究
・
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
」
を
立
ち

上
げ
た
ほ
か
（
代
表
は
筆
者
）、
平
成
二
六
年
度
か
ら
平
成
二
八
年
度
に
か
け
て
は
大
沼
氏
を
代
表
と
す
る
同
・
基
盤
研
究
（
Ａ
）「
多
極
化
す
る
世
界

へ
の
文
際
的
歴
史
像
の
探
求
」（
比
較
地
域
体
系
研
究
会
）
を
立
ち
上
げ
、
極
め
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
た
だ
、
大
沼
氏
自
身
の
体
調
悪
化
と
、

テ
ー
マ
の
巨
大
さ
ゆ
え
に
、
参
加
者
の
多
大
な
関
心
を
喚
起
し
つ
つ
も
最
終
的
な
ま
と
め
に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

（
33
）
羽
田
正
『
新
し
い
世
界
史
へ　

地
球
市
民
の
た
め
の
構
想
』
岩
波
新
書
、
二
〇
一
一
年
、
一
六
四
頁
。
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暴
力
批
判
論
の
再
構
成
の
た
め
に

─
─
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
／
ア
ー
レ
ン
ト
を
手
が
か
り
に
し
て

● 

─
─
上
野
成
利

は
じ
め
に
─
─
道
具
的
暴
力
へ
の
問
い

「
レ
ー
ニ
ン
の
予
言
し
た
と
お
り
二
〇
世
紀
は
戦
争
と
革
命
の
世
紀
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
い
ま
で
は
そ
れ
ら
の
公
分
母
と
考
え
ら
れ
る

暴
力
の
世
紀
と
な
っ
た（

（
（

」（
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
「
暴
力
に
つ
い
て
」
一
九
六
九
年
）。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
暴
力
と
は
さ
し
あ
た
り
「
戦
争
と

革
命
」
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
主
権
国
家
と
い
う
枠
組
み
を
前
提
と
し
た
暴
力
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
も
と
よ
り
、「
あ
る
一
定
の
領
域
内
で
正

統
な
物
理
的
暴
力
行
使
の
独
占
を
（
実
効
的
に
）
要
求
す
る
人
間
の
共
同
体（

（
（

」
と
し
て
の
国
家
（
Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
）
を
前
提
と
す
る
の
が
近
代

の
政
治
の
文
法
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
戦
争
と
い
う
国
家
暴
力
は
近
代
の
主
権
国
家
体
系
の
内
部
に
あ
ら
か
じ
め
組
み
込
ま
れ
て

い
た
と
も
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
し
も
二
〇
世
紀
に
大
規
模
な
戦
争
が
続
発
し
た
と
い
う
現
象
面
だ
け
を
捉
え
て
「
暴
力
の
世
紀
」
と
名

指
す
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
こ
に
さ
し
た
る
積
極
的
な
意
味
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
ア
ー
レ
ン
ト
が
提
示
し
て
い
る
の
は
む
し
ろ
、
政
治
が
暴
力
を
統
御
す
る
と
い
う
近
代
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
も
は
や
失
効
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。「
戦
争
と
は
別
の
手
段
に
よ
る
政
治
の
継
続
で
あ
る
」
と
い
う
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
定
式
は
、

主
権
国
家
体
系
に
お
け
る
限
定
戦
争
の
役
割
を
端
的
に
語
っ
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
暴
力
を
政
治
的
な

目
的
に
奉
仕
す
る
手
段
と
み
な
す
思
想
で
あ
り
、
道
具
的
暴
力
観
と
も
い
う
べ
き
思
考
の
枠
組
み
で
あ
っ
た
。
先
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
見
解
に



64政治思想とダイバーシティ【政治思想研究 第19号／2019年５月】

典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
こ
そ
が
近
代
の
政
治
の
文
法
を
根
底
で
支
え
て
き
た
思
考
の
枠
組
み
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

二
〇
世
紀
の
世
界
戦
争
や
相
次
ぐ
内
戦
な
ど
で
振
る
わ
れ
た
暴
力
を
み
る
か
ぎ
り
、
暴
力
は
も
は
や
人
間
主
体
に
制
御
可
能
な
も
の
と
は
想

定
し
が
た
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
近
代
の
政
治
の
文
法
は
い
ま
や
失
効
し
、
政
治
が
別
の
手
段
に
よ
る
戦
争
の
継
続
で
あ
る
か
の
よ

う
な
逆
転
現
象
が
生
じ
て
い
る
─
─
こ
れ
が
ア
ー
レ
ン
ト
の
捉
え
た
二
〇
世
紀
と
い
う
時
代
の
相
貌
で
あ
っ
た（

（
（

。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
手

段
・
道
具
が
自
走
化
し
て
人
間
が
そ
れ
に
従
属
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
構
図
で
あ
り
、
Ｍ
・
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
／
Th
・
Ｗ
・
ア
ド
ル
ノ
の

道
具
的
理
性
批
判
と
も
通
じ
る
よ
う
な
視
座
だ
と
い
っ
て
も
よ
い
。

他
方
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
標
榜
す
る
暴
力
革
命
は
国
家
の
廃
絶
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
一
見
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
暴
力
と
国
家
と
を
結

び
つ
け
る
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
対
極
に
位
置
す
る
よ
う
に
も
み
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
暴
力
を
政
治
的
な
目
的
（
国
家
の
廃
絶
）
に
奉
仕
す

る
手
段
と
み
な
す
点
で
、
両
者
は
や
は
り
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
実
際
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
並
べ

て
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
名
も
挙
げ
て
い
る
よ
う
に（

（
（

、
暴
力
を
政
治
的
な
目
的
に
奉
仕
す
る
手
段
と
み
な
す
思
考
は
戦
争
の
み
な
ら
ず
革
命
を
も
支

え
て
お
り
、
近
代
の
政
治
的
思
考
に
深
く
根
を
下
ろ
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
ア
ー
レ
ン
ト
は
手
段-

目
的
の
連
関
の
な
か
で
暴
力
を
手
段
と

し
て
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
手
段
と
し
て
の
暴
力
に
政
治
が
従
属
し
て
い
る
か
に
み
え
る
二
〇
世
紀
の
状
況
を
批
判
的
に
見
据
え
よ
う
と
す

る
。
そ
し
て
手
段
と
し
て
の
暴
力
か
ら
政
治
を
引
き
離
し
、
純
粋
目
的
と
し
て
の
政
治
の
可
能
性
を
救
出
し
よ
う
と
考
え
た
の
だ
っ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
ア
ー
レ
ン
ト
が
批
判
の
俎
上
に
載
せ
て
い
る
の
は
道
具
的
暴
力
観
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
近
代
の
統
治
権
力
の
あ

り
よ
う
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
う
し
た
企
図
そ
れ
自
体
は
必
ず
し
も
ア
ー
レ
ン
ト
の
専
売
特
許
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
Ｗ
・
ベ

ン
ヤ
ミ
ン
の
論
考
「
暴
力
批
判
論
」（
一
九
二
一
年
）
は
近
代
の
統
治
権
力
の
手
段
・
道
具
と
し
て
暴
力
が
機
能
し
て
い
る
状
況
へ
の
批
判
を

目
論
む
も
の
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
ア
ー
レ
ン
ト
の
問
題
設
定
と
も
け
っ
し
て
無
縁
で
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
と
は
い

え
ア
ー
レ
ン
ト
が
編
纂
し
た
英
語
版
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
選
集
（Illum

inations, 1968
）
に
論
考
「
暴
力
批
判
論
」
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
こ

の
論
考
が
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
っ
て
明
示
的
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
Ｇ
・
ソ
レ
ル
『
暴

力
論
』（
一
九
〇
八
年
）
に
痛
烈
な
批
判
を
浴
び
せ
て
い
る（

（
（

と
こ
ろ
か
ら
察
す
る
に
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
あ
る
い
は
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
議
論
に
ソ
レ

ル
と
同
列
の
危
う
さ
を
嗅
ぎ
取
り
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
議
論
を
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
で
畏
友
の
名
に
傷
を
付
け
る
の
を
恐
れ
た
の
か
も
し
れ
な
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い
。
ア
ド
ル
ノ
が
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
著
作
集
を
編
纂
す
る
さ
い
、『
ド
イ
ツ
悲
劇
の
根
源
』（
一
九
二
八
年
）
に
記
さ
れ
た
Ｃ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
痕

跡
を
削
除
し
た
の
と
同
じ
よ
う
な
配
慮
が
、
そ
こ
で
働
い
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

ア
ー
レ
ン
ト
が
な
ぜ
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
議
論
と
対
峙
す
る
の
を
避
け
た
の
か
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
は
、
し
か
し
こ
こ
で
は
措
い
て
お
こ

う
。
こ
こ
で
さ
し
あ
た
り
注
目
し
た
い
の
は
む
し
ろ
ア
ー
レ
ン
ト
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
の
近
さ
と
遠
さ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ア
ー
レ

ン
ト
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
議
論
は
互
い
に
限
り
な
く
接
近
し
な
が
ら
も
、
微
妙
に
す
れ
違
う
よ
う
な
論
点
を
も
孕
ん
で
お
り
、
両
者
の
あ
い
だ

に
は
一
種
の
緊
張
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
両
者
は
と
も
に
手
段-

目
的
連
関
へ
の
批
判
を
志
向
し
て
お
り
、

ま
た
新
た
な
秩
序
を
創
設
す
る
革
命
と
い
う
主
題
に
各
々
の
し
か
た
で
接
近
し
た
と
い
っ
て
よ
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
論
は
も
と
よ
り
軌
を

一
に
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
逆
に
い
え
ば
、
ア
ー
レ
ン
ト
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
が
接
近
す
る
論
点
と
そ
こ
に
内
在
す
る
問
題
を
多
少
な

り
と
も
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
暴
力
批
判
論
と
い
う
主
題
に
と
っ
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
可
能
性

も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
見
通
し
を
携
え
な
が
ら
、
以
下
で
は
、「
暴
力
の
世
紀
」
に
対
峙
し
た
同
世
代
の
二
人
の
思

想
家
の
議
論
を
振
り
返
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　

神
話
的
暴
力
批
判
と
純
粋
手
段
の
政
治
─
─
手
段-

目
的
連
関
を
め
ぐ
っ
て

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
論
考
「
暴
力
批
判
論
」
と
い
え
ば
、
法
措
定
的
暴
力
／
法
維
持
的
暴
力
、
神
話
的
暴
力
／
神
的
暴
力
と
い
っ
た
独
自
の
対

概
念
と
と
も
に
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
よ
う
。
と
り
わ
け
神
的
暴
力
の
観
念
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
自
身
が

委
曲
を
尽
く
し
て
説
明
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
じ
つ
に
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
〈
純
粋
手
段
の
政
治
〉
と
い
う
概
念
を
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
議
論
の
要
所
に
据
え
、
こ
の
観
点
を
梃
子
に
手
段

-

目
的
連
関
か
ら
の
脱
却
の
目
論
見
が
い
か
な
る
理
路
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
神
的
暴
力
と
い
う
論
争

的
な
観
念
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
迂
回
路
を
経
た
あ
と
で
改
め
て
検
討
の
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
に
し
た
い
。



66政治思想とダイバーシティ【政治思想研究 第19号／2019年５月】

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
ア
ー
レ
ン
ト
と
同
じ
く
、
暴
力
（G

ew
alt

）
を
目
的
で
は
な
く
手
段
と
み
な
す
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る
。
と
は
い
え
ベ
ン

ヤ
ミ
ン
に
よ
れ
ば
、「
暴
力
が
手
段
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
暴
力
批
判
の
た
め
の
一
つ
の
基
準
が
何
の
問
題
も
な
く
与
え
ら
れ
た
こ
と
に

な
る
」
わ
け
で
は
な
い（

（
（

。
手
段
と
し
て
の
暴
力
は
と
も
す
る
と
目
的
の
正
し
さ
に
照
ら
し
て
価
値
評
価
さ
れ
、
た
と
え
ば
正
し
い
目
的
の
た

め
に
行
使
さ
れ
る
暴
力
な
ら
ば
正
当
化
さ
れ
た
り
も
す
る
（
だ
か
ら
こ
そ
ア
ー
レ
ン
ト
も
「
暴
力
は
正
当
化
を
必
要
と
す
る
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
）。

し
か
し
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
い
わ
せ
れ
ば
、
こ
れ
で
は
「
暴
力
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
が
「
目
的
が
正
し
い
か
ど
う
か
」
と
い
う
問
い
に
還
元

さ
れ
て
し
ま
い
、
暴
力
そ
の
も
の
を
解
明
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
手
段-

目
的
連
関
か
ら
暴
力
を
解
き
放
ち
、
暴
力
を
ま
さ
に

手
段
性
に
即
し
て
問
い
た
だ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
い
う
。
ア
ー
レ
ン
ト
が
い
わ
ば
暴
力
を
手
段
・
道
具
に
す
ぎ
な
い
と
一

刀
両
断
に
切
っ
て
捨
て
て
し
ま
う
の
だ
と
す
れ
ば
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
手
段
性
と
い
う
暴
力
の
本
質
に
つ
い
て
徹
底
的
に
考
え
抜
こ
う
と
す
る

わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
手
段
と
し
て
の
暴
力
の
本
質
を
最
も
は
っ
き
り
と
示
す
特
徴
と
は
何
か
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
何
よ
り
も
新
た
な

法
秩
序
（
支
配
関
係
）
を
正
統
な
「
法
」
と
し
て
「
措
定
」
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
（
＝
法
措
定
的
暴
力
）。
さ
ら
に
、
新
た
な
支
配
関
係
が
い
っ

た
ん
「
法
」
と
し
て
措
定
さ
れ
る
と
、
こ
れ
を
無
視
し
て
法
秩
序
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
者
は
不
法
な
輩
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
。
つ
ま
り
今

度
は
「
法
」
を
「
維
持
」
す
る
た
め
に
暴
力
が
行
使
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
＝
法
維
持
的
暴
力
）。
か
く
し
て
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
よ
れ
ば
、「
す

べ
て
の
暴
力
は
手
段
と
し
て
は
法
措
定
的
で
あ
る
か
法
維
持
的
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る（

（
（

」。
し
か
し
、
こ
こ
で
二
つ
の
暴
力
は
い
か

な
る
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
右
の
説
明
か
ら
も
す
で
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
二
つ
の
暴
力
は
じ
つ
の
と
こ
ろ
相
互
に
分
か
ち
が

た
く
絡
み
合
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
そ
う
し
た
絡
み
合
い
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
の
が
近
代
国
家
に
お
け
る
警
察
の
暴
力
（
権
力
）

で
あ
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
み
る
と
こ
ろ
、
こ
の
二
種
類
の
暴
力
は
「
い
わ
ば
亡
霊
め
い
た
混
合
物（

（
（

」
と
な
っ
て
警
察
の
な
か
に
現
前
し
て
い

る
。
警
察
は
た
ん
に
「
処
分
権
を
も
つ
暴
力
」（
＝
法
維
持
的
暴
力
）
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、「
法
を
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
自
ら
措
定
す
る
権
限

（
命
令
権
）」
を
も
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

（
（

。
こ
う
し
て
「
無
数
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
『
安
全
の
た
め
に
』
介
入
す
る（

（1
（

」
警
察
は
、
臨
機
応

変
あ
る
い
は
融
通
無
碍
に
自
ら
法
を
措
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
法
措
定
的
暴
力
と
区
別
さ
れ
る
純
粋
な
法
維
持
的
暴
力
な
る
も
の
は
実
際
に
は
存
在
し
え
な
い
、
と
い
う
こ
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と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
法
維
持
的
暴
力
は
「
己
れ
の
た
め
に
新
し
い
目
的
を
措
定
し
た
り
は
し
な
い
と
い
う
制
約
」
を
受
け
る
は
ず
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
こ
の
制
約
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
法
措
定
的
な
機
能
を
も
担
っ
て
し
ま
う（

（1
（

。
逆
に
い
え
ば
、
法
措
定
的
暴
力
は
法
維

持
的
暴
力
に
よ
っ
て
「
代
理
さ
れ
る（

（1
（

」
か
た
ち
で
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
「
代
理
」
の
作
用
に
つ
い
て
は
Ｊ
・
デ

リ
ダ
『
法
の
力
』（
一
九
九
四
年
）
の
解
釈
が
や
は
り
説
得
的
で
あ
ろ
う
。「〔
法
措
定
的
暴
力
と
法
維
持
的
暴
力
と
い
う
〕
二
種
類
の
暴
力
の
あ
い

だ
の
区
別
の
厳
密
さ
を
脅
か
す
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
を
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
語
ら
な
い
。
つ
ま
り
そ
れ
を
考
慮
の
外
に
置
い
て
い
る
か
、
あ
る
い

は
見
く
び
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
は
結
局
の
と
こ
ろ
何
か
と
い
う
と
、
反
復
可
能
性
の
パ
ラ
ド
ク
ス
で
あ
る
。
反
復
可
能
性
は
次
の
よ
う
に

要
求
す
る
。
す
な
わ
ち
根
源
は
、
根
源
に
由
来
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
自
分
を
繰
り
返
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
自
分
を
変
質
さ
せ
て
、

根
源
と
し
て
の
価
値
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
根
源
は
自
分
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
警
察
の
よ
う
な
も
の
が
た

だ
ち
に
存
在
し
、
そ
し
て
警
察
た
る
も
の
は
立
法
す
る
こ
と
に
な
る
。
警
察
は
、
自
分
よ
り
以
前
の
段
階
で
は
無
力
で
あ
る
は
ず
の
掟
（
法

律
）
を
適
用
す
る
だ
け
で
事
足
り
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
さ
に
あ
の
反
復
可
能
性
に
よ
っ
て
、
基
礎
づ
け
作
用
の
本
質
を
な
す
構
造
の
な
か

に
、
維
持
の
作
用
が
書
き
込
ま
れ
る
の
で
あ
る（

（1
（

」。

デ
リ
ダ
に
よ
れ
ば
、「
権
威
の
起
源
、
掟
を
基
礎
づ
け
る
作
用
ま
た
は
掟
の
基
礎
と
な
る
も
の
、
掟
を
措
定
す
る
作
用
、
こ
れ
ら
の
最
後

の
拠
り
所
に
な
る
の
は
定
義
上
自
分
自
身
で
あ
る
し
か
な
い（

（1
（

」
の
で
、
法
措
定
的
暴
力
は
自
ら
の
正
統
性
を
充
填
す
る
た
め
に
自
分
自
身
を

反
復
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
法
措
定
的
暴
力
に
よ
っ
て
措
定
さ
れ
た
法
が
実
際
に
正
義
に
か
な
っ
て
い
る
と
い
う
保
証
は
い
っ
さ
い
な
く
、
に

も
か
か
わ
ら
ず
─
─
あ
る
い
は
だ
か
ら
こ
そ
─
─
措
定
さ
れ
た
法
は
自
ら
の
正
し
さ
を
根
拠
な
く
宣
言
し
、
こ
の
よ
う
に
宣
言
す
る
と
い
う

行
為
を
遂
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
正
し
さ
を
基
礎
づ
け
る
ほ
か
な
い
。
か
く
し
て
法
措
定
的
暴
力
は
い
や
お
う
な
く
法
維
持
的
暴
力

と
し
て
顕
現
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
も
と
よ
り
、
こ
こ
で
措
定
さ
れ
た
法
の
正
統
性
は
け
っ
し
て
合
理
的
な
根
拠
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
そ

の
正
統
性
は
神
秘
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
ま
と
う
こ
と
に
な
る
。
デ
リ
ダ
は
こ
れ
を
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ-

パ
ス
カ
ル
に
倣
っ
て
「
権
威
の
神
秘
的
基

礎（
（1
（

」
と
呼
ぶ
。
人
が
法
に
従
う
の
は
、
そ
れ
が
実
質
的
な
合
理
性
や
正
義
に
か
な
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
法
の
背
後
に
揺
る
ぎ
な
き
権

威
が
あ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
た
だ
信
奉
し
て
い
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
近
代
国
家
の
合
法
的
支
配
に
し
て
も
、
じ
つ

の
と
こ
ろ
行
為
遂
行
的
な
法
措
定
的
暴
力
が
作
り
出
す
「
権
威
の
神
秘
的
基
礎
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
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と
も
あ
れ
法
措
定
的
暴
力
は
こ
う
し
て
法
維
持
的
暴
力
に
よ
っ
て
「
代
理
さ
れ
る
」。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
法
措
定
的
／
法
維
持

的
暴
力
を
つ
う
じ
て
人
が
神
秘
的
な
眩
惑
に
搦
め
取
ら
れ
て
ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
法
措
定
的
／
法
維
持
的
暴
力
に

よ
る
眩
惑
作
用
の
こ
と
を
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
〈
神
話
的
暴
力
〉
と
呼
ぶ
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
人
を
眩
惑
に
搦
め
取
る
暴
力
は
、

な
ぜ
神
話
的
と
形
容
さ
れ
る
の
か
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、「
境
界
措
定
」
こ
そ
が
「
法
措
定
的
な
暴
力
一
般
の
原
現
象
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と

指
摘
し
た
う
え
で（

（1
（

、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
措
定
さ
れ
て
画
定
さ
れ
た
境
界
は
、
少
な
く
と
も
古
い
時
代
に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で
不
文

律
〔
書
か
れ
て
い
な
い
法
規
〕
で
あ
り
つ
づ
け
る
。
人
間
は
こ
の
境
界
〔
不
文
律
〕
を
何
も
知
ら
ぬ
ま
ま
に
踏
み
越
え
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
に

し
て
贖
罪
を
負
わ
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
う
る（

（1
（

」。
つ
ま
り
、「
法
措
定
」
と
は
人
が
踏
み
越
え
て
は
な
ら
な
い
一
線
を
画
定
す
る

行
為
で
あ
り
、
た
と
え
何
も
知
ら
ず
に
こ
の
境
界
線
を
踏
み
越
え
た
と
し
て
も
、
人
は
そ
の
罪
過
を
贖
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味

で
、
法
と
い
う
の
は
逃
れ
が
た
い
強
制
力
と
し
て
人
間
に
降
り
か
か
る
「
運
命
」
の
よ
う
な
も
の
で
も
あ
る
。
知
ら
ぬ
間
に
掟
を
破
っ
た
人

間
に
た
い
し
て
神
々
が
理
不
尽
と
も
み
え
る
暴
力
を
振
る
い
、
人
間
は
そ
れ
を
「
運
命
」
と
し
て
甘
受
し
罪
過
を
血
で
贖
う
ほ
か
な
い
と
い

う
、「
神
話
」
に
み
ら
れ
る
の
と
同
型
的
な
構
図
が
こ
こ
に
は
あ
る
。「
法
規
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
罰
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
い
う
近
代
的
な
原
則
も
、
法
の
精
神
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る（

（1
（

」。
こ
う
し
て
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
法
措
定
的
／

法
維
持
的
暴
力
に
〈
神
話
的
暴
力
〉
と
い
う
別
名
を
与
え
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
神
話
的
暴
力
の
呪
力
か
ら
逃
れ
る
術
は
、
は
た
し
て
あ
る
の
か
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
自
身
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
方
途
が
あ
り
う
る
と
考

え
る
わ
け
だ
が
、
と
は
い
え
そ
れ
は
容
易
に
果
た
せ
る
課
題
で
は
な
い
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
い
わ
せ
れ
ば
、
近
視
眼
的
な
思
考
に
囚
わ
れ
て
い

る
か
ぎ
り
、「
法
措
定
的
お
よ
び
法
維
持
的
と
い
う
暴
力
の
二
つ
の
形
態
の
な
か
に
、
弁
証
法
的
な
揺
れ
動
き
を
見
て
取
る
こ
と
し
か
で
き

な
い（

（1
（

」
か
ら
だ
。
こ
こ
で
い
う
「
弁
証
法
的
な
揺
れ
動
き（

（2
（

」（ein dialektisches A
uf und A

b

）
─
─
二
つ
の
極
の
あ
い
だ
を
行
っ
た
り
来
た

り
し
て
い
る
状
態
─
─
を
支
え
て
い
る
の
は
、「
い
か
な
る
法
維
持
的
暴
力
も
そ
れ
が
存
続
し
て
ゆ
く
な
か
で
、
自
身
の
う
ち
に
〔
こ
の
法
維

持
的
暴
力
に
よ
っ
て
〕
代
理
さ
れ
る
か
た
ち
で
存
し
て
い
る
法
措
定
的
暴
力
を
、
敵
対
す
る
対
抗
暴
力
を
抑
圧
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
間
接
的

に
自
ら
衰
弱
さ
せ
て
し
ま
う（

（2
（

」、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
一
例
と
し
て
言
及
し
て
い
る
の
は
、
今

日
の
─
─
と
い
う
こ
と
は
当
時
の
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
ド
イ
ツ
の
─
─
議
会
の
あ
り
よ
う
で
あ
る
。「
法
的
制
度
の
な
か
に
は
暴
力
が
潜
在
し
て
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い
る
と
い
う
意
識
が
消
滅
す
る
と
、
そ
の
法
的
制
度
は
凋
落
す
る
。
今
日
に
お
い
て
は
議
会
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
今
日
の
議
会
は
、
自
ら

の
存
在
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
革
命
的
な
力
を
意
識
し
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
た
め
に
、
周
知
の
惨
め
な
見
世
物
と
な
っ
て
い
る
。
実
際

の
と
こ
ろ
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
暴
力
の
最
後
の
顕
現
も
議
会
に
と
っ
て
何
の
成
果
も
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。
今
日
の
議
会
に
は
、
そ
こ
に
表
象
さ
れ
て
い
る
法
措
定
的
暴
力
に
た
い
す
る
感
覚
が
欠
け
て
い
る（

（2
（

」。

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
み
る
と
こ
ろ
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
ド
イ
ツ
の
議
会
制
民
主
主
義
は
そ
も
そ
も
革
命
と
い
う
法
措
定
的
暴
力
の
所
産
で
あ
っ

た
は
ず
な
の
に
、
そ
の
意
識
が
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
凋
落
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
法
措
定
的
暴
力
が
法
維
持
的
暴
力
に
「
代

理
」
さ
れ
る
と
と
も
に
革
命
の
精
神
が
次
第
に
失
わ
れ
、
議
会
は
そ
う
し
た
堕
落
を
批
判
す
る
対
抗
暴
力
を
た
だ
抑
圧
す
る
だ
け
の
機
構
と

成
り
下
が
り
、
こ
う
し
て
革
命
の
力
を
「
間
接
的
に
自
ら
衰
弱
さ
せ
て
し
ま
う
」
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
。「
新

た
な
暴
力
が
、
あ
る
い
は
以
前
に
は
抑
圧
さ
れ
て
い
た
暴
力
が
、
こ
れ
ま
で
の
法
措
定
的
暴
力
に
打
ち
勝
ち
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
た
な
法
を

新
た
な
凋
落
の
た
め
に
据
え
る
ま
で
、
こ
の
衰
弱
過
程
は
続
い
て
ゆ
く（

（2
（

」。
つ
ま
り
、
い
か
な
る
法
措
定
的
暴
力
も
い
ず
れ
凋
落
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
別
の
法
措
定
的
暴
力
が
新
た
な
法
秩
序
を
措
定
す
る
こ
と
に
な
る
に
せ
よ
、
し
か
し
「
新
た
な
法
」
も
衰
弱
し
て
結
局
は
「
新
た

な
凋
落
」
に
行
き
着
か
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
措
定
、
維
持
、
凋
落
、
措
定
、
維
持
、
凋
落
…
…
と
い
う
「
神
話
的
な
法

形
態
に
呪
縛
さ
れ
た
こ
の
循
環（

（2
（

」
こ
そ
、
法
措
定
的
暴
力
と
法
維
持
的
暴
力
と
い
う
両
極
の
あ
い
だ
の
「
弁
証
法
的
な
揺
れ
動
き
」
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
法
措
定
的
暴
力
と
は
、
根
拠
も
な
い
の
に
正
統
性
が
あ
る
と
人
に
信
じ
込
ま
せ
る
と
い
う
意
味
で
「
神
話
的
」
で
あ
る
と
同
時

に
、
永
遠
に
回
帰
す
る
運
命
的
な
循
環
構
造
の
な
か
に
人
を
封
じ
込
め
る
と
い
う
意
味
で
も
「
神
話
的
」
な
の
だ
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
神
話
的
暴
力
の
呪
縛
は
き
わ
め
て
強
固
で
あ
り
、
近
視
眼
的
思
考
に
囚
わ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
法
措
定
的
暴
力
と
法
維
持
的

暴
力
と
の
「
弁
証
法
的
な
揺
れ
動
き
」
か
ら
脱
却
す
る
の
は
難
し
い
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
近
視
眼
的
思
考
の
根
底
に
横

た
わ
っ
て
い
る
の
は
、
手
段-

目
的
連
関
を
自
明
視
す
る
思
考
、
す
な
わ
ち
「
正
し
い
目
的
は
正
当
な
手
段
に
よ
っ
て
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
、
正
当
な
手
段
は
正
し
い
目
的
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る（

（2
（

」
と
す
る
ド
グ
マ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
私
た
ち
は
と
も
す
る
と
〈
正
当
な
手

段-

正
し
い
目
的
〉
が
齟
齬
な
く
対
応
し
て
い
る
と
考
え
が
ち
だ
が
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
こ
こ
で
提
起
し
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
対
応
関
係

は
じ
つ
は
成
立
し
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
法
維
持
的
暴
力
が
〈
正
当
な
手
段
〉
を
用
い
な
が
ら
も
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〈
正
し
い
目
的
〉
に
反
し
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、
お
お
い
に
あ
り
え
よ
う
。
一
見
き
わ
め
て
合
理
的
に
み
え
る
合
法
的
支
配
（
＝
法
維
持

的
暴
力
）
に
し
て
も
、
そ
の
合
法
性
は
た
ん
に
手
続
き
が
法
に
か
な
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
の
形
式
的
合
理
性
に
す
ぎ
な
い
以
上
、
当
の
法

秩
序
が
〈
正
し
い
目
的
〉
に
か
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
保
証
の
限
り
で
は
な
い
。
他
方
、
現
行
の
法
秩
序
と
は
別
種
の
法
措
定
的
暴
力
が

作
動
す
る
場
合
、
そ
こ
で
行
使
さ
れ
る
手
段
が
現
行
の
法
に
か
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
（
合
法
性
）
は
不
問
に
付
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
し
か

し
そ
れ
が
本
当
に
〈
正
し
い
目
的
〉
の
た
め
に
行
使
さ
れ
る
〈
正
当
な
手
段
〉
で
あ
る
か
ど
う
も
ま
た
保
証
の
限
り
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、

「
あ
ら
ゆ
る
法
的
問
題
は
結
局
の
と
こ
ろ
決
定
不
可
能
な
の
だ（

（2
（

」、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
手
段-

目
的
連
関
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ぎ
り
、

こ
の
決
定
不
可
能
性
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
法
措
定
的
暴
力
と
法
維
持
的
暴
力
と
の
「
弁
証
法
的
な
揺
れ
動
き
」
か
ら
脱
却
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

か
く
し
て
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
と
っ
て
、
手
段-

目
的
連
関
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
必
須
の
課
題
と
な
る
。
つ
ま
り
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
手
段
と

は
特
定
の
目
的
に
奉
仕
す
る
道
具
で
あ
り
、
目
的
は
そ
れ
に
応
じ
た
手
段
を
つ
ね
に
と
も
な
う
と
い
う
、
手
段-

目
的
の
相
互
参
照
的
な
循

環
を
断
ち
切
り
、
い
か
な
る
目
的
と
も
結
び
つ
か
な
い
〈
純
粋
手
段
〉
を
想
定
し
た
う
え
で
、
そ
れ
を
足
が
か
り
に
神
話
的
暴
力
に
抗
う
方

途
を
望
見
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
し
た
〈
純
粋
手
段
〉
と
し
て
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
さ
し
あ
た
り
例
示
す
る
の
は
、
私
人
ど
う
し
の
「
合
意
」

（Ü
bereinkunft

）
の
技
術
と
し
て
の
「
話
し
合
い
」（U

nterredung

）
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
紛
争
の
ま
っ
た
く
非
暴
力
的
な
調
停
」

が
可
能
に
な
る
の
だ
と
い
う（

（2
（

。
そ
の
う
え
で
、
こ
う
し
た
私
人
関
係
の
純
粋
手
段
に
類
似
し
た
「
政
治
そ
の
も
の
の
純
粋
手
段
」
と
し
て
、

二
つ
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
は
外
交
官
の
交
渉
で
あ
る
。「
外
交
官
は
本
質
的
に
、
私
人
ど
う
し
の
合
意
と
き
わ
め
て
類
似
し
た
や

り
か
た
で
、
自
分
た
ち
の
国
家
の
名
に
お
い
て
、
平
和
裡
か
つ
契
約
に
頼
る
こ
と
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
、
国
家
間
の
紛

争
を
調
停
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
あ
ら
ゆ
る
法
秩
序
の
彼
岸
、
そ
れ
ゆ
え
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
彼
岸
に
あ
る
」
と
い

う（
（2
（

。他
方
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
「
政
治
そ
の
も
の
の
純
粋
手
段
」
の
も
う
一
つ
の
事
例
と
し
て
、
ソ
レ
ル
『
暴
力
論
』
を
引
き
合
い
に
出
し
つ

つ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
ゼ
ネ
ス
ト
を
挙
げ
、
こ
れ
も
や
は
り
「
純
粋
手
段
と
し
て
非
暴
力
的
で
あ
る
」
と
い
う（

（2
（

。
こ
こ
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
ゼ

ネ
ス
ト
が
い
さ
さ
か
過
大
評
価
さ
れ
て
い
る
観
は
否
め
な
い
が
、
そ
れ
が
「
国
家
暴
力
の
根
絶
を
唯
一
の
課
題
と
し
て
立
て
る（

（3
（

」
も
の
で
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あ
り
、
現
行
の
法
秩
序
の
純
粋
な
廃
絶
の
み

0

0

0

0

0

0

0

を
目
指
し
て
い
る
点
で
、
手
段-

目
的
連
関
を
免
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
よ
う
な
ソ
レ
ル
評
価
の
是
非
は
ひ
と
ま
ず
措
く
に
せ
よ
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
手
段-

目
的
連
関
か
ら
の
脱
却
を
必
須
の
課
題
と
位
置

づ
け
る
以
上
、〈
純
粋
手
段
〉
と
い
う
観
念
は
そ
こ
か
ら
必
然
的
に
導
か
れ
る
要
請
で
あ
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
〈
純
粋
手
段
〉
が
非
暴
力
的

な
技
術
（T

echnik
）
で
あ
る
の
に
応
じ
て
、「
純
粋
手
段
の
政
治（

（3
（

」（eine Politik der reinen M
ittel

）
も
ま
た
「
紛
争
の
ま
っ
た
く
非
暴
力
的

な
調
停
」
を
も
た
ら
す
政
治
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

二　

純
粋
手
段
の
政
治
と
純
粋
目
的
の
政
治
─
─
暴
力
／
権
力
／
法
を
め
ぐ
っ
て

す
で
に
み
た
よ
う
に
、「
す
べ
て
の
暴
力
は
手
段
と
し
て
は
法
措
定
的
で
あ
る
か
法
維
持
的
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
」
と
さ
れ
、

暴
力
と
は
何
よ
り
も
手
段
で
あ
る
と
い
う
点
を
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
強
調
し
て
い
た
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
手
段
の
ほ
う
が
つ
ね
に
暴

力
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
非
暴
力
的
な
手
段
も
ま
た
あ
り
う
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
て
非
暴
力
的
な
技
術
と
し
て
の
〈
純

粋
手
段
〉
と
い
う
観
念
が
措
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
手
段-

目
的
連
関
か
ら
の
脱
却
の
可
能
性
を
、
こ
の
〈
純
粋
手
段
〉

の
う
ち
に
見
て
取
ろ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
。
一
方
、
ア
ー
レ
ン
ト
に
つ
い
て
い
え
ば
、
暴
力
は
や
は
り
手
段
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ

て
お
り
、
一
見
す
る
か
ぎ
り
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
議
論
と
さ
し
て
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
同
時
に
暴
力
の
本
性
を
「
道
具
的（

（3
（

」

（instrum
ental

）
な
性
格
に
み
よ
う
と
す
る
点
で
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
行
論
は
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
は
異
な
る
方
向
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
ア
ー

レ
ン
ト
の
み
る
と
こ
ろ
、
暴
力
は
さ
し
あ
た
り
手
段-

目
的
連
関
の
な
か
で
機
能
す
る
と
は
い
え
、「
つ
ね
に
手
段
が
目
的
を
圧
倒
し
て
し
ま

う（
（3
（

」
が
ゆ
え
に
、
暴
力
は
設
定
さ
れ
た
目
的
を
押
し
潰
し
て
暴
走
し
、
無
限
に
昂
進
し
て
ゆ
く
危
険
を
秘
め
て
い
る
。
つ
ま
り
ア
ー
レ
ン
ト

が
問
題
視
し
て
い
る
の
は
、
暴
力
が
「
道
具
」
と
い
う
〈
純
粋
手
段
〉
と
し
て
自
走
化
し
、
目
的
を
破
壊
し
て
し
ま
う
事
態
な
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
手
段-

目
的
連
関
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
手
段
が
危
険
極
ま
り
な
い
と
み
な
さ
れ
る
以
上
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
流
の
〈
純
粋
手
段
〉
と
い

う
観
念
も
、
ア
ー
レ
ン
ト
に
と
っ
て
は
手
放
し
で
肯
定
し
う
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
（
こ
こ
に
は
広
い
意
味
で
の
〈
技
術
〉
に
た
い
す
る
両
者

の
温
度
差
が
反
映
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
）。
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さ
ら
に
い
え
ば
、
こ
の
論
点
は
〈
暴
力
〉
と
〈
権
力
〉
と
の
関
係
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
問
い
と
も
直
結
し
て
い
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
の

語
法
に
よ
れ
ば
、
暴
力
（violence

）
と
権
力
（pow

er

）
と
は
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
。
暴
力
が
あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、

「
権
力
は
い
う
な
れ
ば
『
そ
れ
自
体
で
目
的
』
で
あ
る（

（3
（

」
か
ら
だ
。
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
権
力
と
は
「
た
だ
た
ん
に
活
動
す
る
（act

）

だ
け
で
な
く
〔
他
者
と
〕
一
致
し
て
活
動
す
る
人
間
の
能
力（

（3
（

」
に
対
応
す
る
。
複
数
の
人
間
が
言
葉
を
つ
う
じ
て
共
同
で
自
分
た
ち
を
統
治

す
る
こ
と
、
端
的
に
い
え
ば
ア
ー
レ
ン
ト
の
考
え
る
〈
政
治
〉
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
対
応
す
る
人
間
の
営
為
が
、〈
権
力
〉
と
い
う
概
念
な
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
の
権
力
は
「
お
よ
そ
何
ら
か
の
目
的
に
奉
仕
す
る
手
段
で
は
な
い（

（3
（

」
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
権
力
が
目
的
と
し

て
措
定
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
暴
力
が
行
使
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
暴
力
は
た
ち
ま
ち
目
的
を
押
し
潰
し
て
自
走
化
し
、
権
力
を
破

壊
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
暴
力
に
依
拠
し
た
民
衆
蜂
起
を
讃
美
す
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
ソ
レ
ル
の
思
想
が
、
ア
ー
レ
ン
ト
に
と
っ
て
お
よ

そ
容
認
し
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
ア
ー
レ
ン
ト
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
な
の
は
む
し
ろ
、
手
段-

目
的
連
関
か

ら
〈
純
粋
目
的
〉
と
し
て
の
権
力
（
政
治
）
を
救
出
す
る
こ
と
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
に
は
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
ア
ー
レ
ン
ト
と
の
近
さ
と
遠
さ
の
一
端
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
手
段-

目
的
連
関
の
う
ち
に
政
治
の
逼

塞
の
原
因
を
求
め
る
点
で
両
者
は
軌
を
一
に
す
る
と
い
っ
て
よ
い
が
、
し
か
し
手
段-

目
的
連
関
か
ら
〈
純
粋
手
段
〉
を
抽
出
し
よ
う
と
す

る
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
〈
純
粋
目
的
〉
を
抽
出
し
よ
う
と
す
る
ア
ー
レ
ン
ト
と
で
は
、
そ
の
目
指
す
方
向
が
正
反
対
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
そ

れ
に
応
じ
て
目
指
す
べ
き
政
治
像
に
つ
い
て
も
、〈
純
粋
手
段
の
政
治
〉（
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
）
と
〈
純
粋
目
的
の
政
治
〉（
ア
ー
レ
ン
ト
）
と
い
う
よ

う
に
好
対
照
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
両
者
の
遠
さ
を
結
論
づ
け
る
の
は
容
易
か
も
し
れ
な
い
が
、
両
者
の
思
考
が
何
ら
接
点
を
含
む
も

の
で
は
な
い
と
断
言
す
る
の
は
性
急
に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
。
互
い
に
異
な
る
語
法
・
文
法
を
用
い
な
が
ら
も
同
じ
問
題
圏
を
視
野
に
入
れ
て
い

た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
か
ら
だ
。
た
と
え
ば
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
暴
力
／
権
力
／
法
の
絡
み
合
い
を
検
討
の
俎
上
に
載
せ
た
の
だ
と
す
れ

ば
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
思
考
の
う
ち
に
こ
れ
と
重
な
る
問
題
圏
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
、
か
り
に
含
ま
れ
て
い
る
と
し
た
ら
両
者
の
思
考
が
重

な
り
合
う
地
点
は
ど
こ
な
の
か
、
ま
た
両
者
の
思
考
が
重
な
り
合
い
な
が
ら
も
結
局
す
れ
違
う
こ
と
に
な
る
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
背
後
に

は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
か
─
─
こ
う
し
た
一
連
の
疑
念
は
、
暴
力
批
判
論
と
い
う
主
題
に
と
っ
て
必
ず
し
も
無
益
な
問

い
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
以
下
で
は
ま
ず
暴
力
／
権
力
／
法
を
め
ぐ
る
両
者
の
語
法
・
文
法
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
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（
１
）　

暴
力
／
権
力
に
つ
い
て

改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
暴
力
と
い
う
概
念
の
外
延
が
ア
ー
レ
ン
ト
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
の
あ
い
だ
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
は
暴
力
と
権
力
と
を
峻
別
し
、
手
段-

目
的
連
関
を
逸
脱
し
て
自
走
化
す
る
暴
力
が
権
力
を
破
壊
し
か

ね
な
い
と
み
る
わ
け
だ
が
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
い
う
暴
力
は
む
し
ろ
権
力
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
こ
こ
に
は
英
仏
語
と
独
語
と
の
違

い
も
関
係
し
て
い
よ
う
。
英
仏
語
のviolence

は
ラ
テ
ン
語
で
「
強
い
力
」
を
意
味
す
るvis

に
由
来
す
る
言
葉
で
あ
り
、
何
ら
か
の
強
烈

な
力
が
人
間
主
体
の
制
御
を
超
え
て
ほ
と
ば
し
る
と
い
う
含
意
を
も
つ
。
そ
れ
に
た
い
し
て
独
語
のG

ew
alt

は
、
も
と
も
と
権
限
・
権
能
・

資
格
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
り
、
し
か
も
管
理
・
統
括
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
動
詞w

alten

を
語
成
分
と
し
て
含
ん
で
も
い
る
。
つ
ま
り
、

何
ら
か
の
権
限
を
も
っ
た
主
体
が
別
の
主
体
を
支
配
・
統
御
す
る
と
い
う
の
が
ゲ
ヴ
ァ
ル
ト
の
原
義
な
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
正
統
な
強
制

力
と
い
う
意
味
で
は
む
し
ろ
「
権
力
」
に
近
い
語
義
を
も
つ
言
葉
な
の
で
あ
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
ゲ
ヴ
ァ
ル

ト
を
検
討
の
俎
上
に
載
せ
る
以
上
、
暴
力
／
権
力
／
法
の
絡
み
合
い
を
問
い
質
そ
う
と
す
る
の
は
理
の
必
然
で
も
あ
っ
た
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は

暴
力
／
権
力
／
法
の
絡
み
合
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
法
措
定
に
お
け
る
暴
力
の
機
能
は
、
次
に
述
べ
る
意
味
で
二
重
で
あ
る
。
法
措
定
は
た
し
か
に
、
法
と
し
て
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
も
の
を
自
ら
の
目
的
と
し
、
こ
れ
を
暴
力
と
い
う
手
段
を
用
い
て
追
求
す
る
。
と
は
い
え
法
措
定
は
、
目
的
と
し
て
い
た
も
の
が
法

と
し
て
制
定
さ
れ
た
瞬
間
に
、
暴
力
を
解
任
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
法
措
定
は
む
し
ろ
こ
の
と
き
こ
そ
初
め
て
暴
力
を
、
厳
密
な
意
味

で
か
つ
直
接
的
に
法
措
定
的
暴
力
へ
と
化
せ
し
め
る
。
つ
ま
り
こ
の
と
き
法
措
定
は
、
暴
力
か
ら
自
由
で
暴
力
に
依
存
し
な
い
目
的
を

制
定
す
る
の
で
は
な
く
、
暴
力
と
必
然
的
か
つ
緊
密
に
結
び
つ
い
た
目
的
を
こ
そ
制
定
す
る
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
こ
の
目
的
を
権
力

（M
acht

）
の
名
の
も
と
に
法
と
し
て
制
定
す
る
の
で
あ
る
。
法
措
定
と
は
権
力
措
定
な
の
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
そ
れ
は
暴

力
の
直
接
的
な
顕
現
（M

anifestation

）
の
行
為
な
の
で
あ
る（

（3
（

。」
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法
措
定
は
い
う
ま
で
も
な
く
法
の
措
定
を
目
的
と
し
、
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
暴
力
を
行
使
す
る
。
ご
く
一
般
的
な
手
段-

目
的
連
関

の
場
合
で
あ
れ
ば
、
所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
瞬
間
、
そ
の
た
め
に
行
使
さ
れ
た
手
段
は
用
済
み
と
な
り
、
捨
て
去
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
み
る
と
こ
ろ
、
法
措
定
の
場
面
に
つ
い
て
は
事
情
が
異
な
る
。
法
は
そ
も
そ
も
法
措
定
的
暴
力
に
よ
っ
て

措
定
さ
れ
る
以
上
、
目
的
と
し
て
措
定
さ
れ
る
法
そ
の
も
の
が
「〔
法
措
定
的
〕
暴
力
と
必
然
的
か
つ
緊
密
に
結
び
つ
い
た
目
的
」
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
暴
力
は
手
段
で
あ
る
と
同
時
に
目
的
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
措
定
的
暴
力
は
自
分
自
身
を
措
定
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
手
段
を

つ
う
じ
て
自
分
自
身
を
措
定
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
目
的
を
追
求
す
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
法
措
定
と
い
う
目
的
が
達
成
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
は
「〔
法
措
定
的
〕
暴
力
の
直
接
的
な
顕
現
」
で
も
あ
る
。
そ
し
て
法
が
法
と
し
て
定
立
さ
れ
た
瞬
間
、
こ
の
暴
力
は
ま
さ
し
く
〈
権
力
〉

（M
acht

）
と
い
う
名
の
も
と
で
顕
現
す
る
、
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
い
う
。
つ
ま
り
、
法
が
端
的
に
そ
こ
に
立
ち
現
れ
る
と
き
、
こ
の
法
措
定
的

暴
力
は
た
だ
ち
に
〈
権
力
〉
と
名
指
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。〈
権
力
〉
と
は
要
す
る
に
〈
暴
力
〉
の
別
名
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

と
も
あ
れ
ア
ー
レ
ン
ト
の
場
合
、
暴
力
は
さ
し
あ
た
り
手
段-

目
的
連
関
の
な
か
で
手
段
と
し
て
機
能
す
る
と
さ
れ
た
う
え
で
、
最
終
的

に
は
手
段
が
こ
の
連
関
自
体
を
逸
脱
し
て
目
的
を
破
壊
し
て
し
ま
う
と
み
な
さ
れ
て
い
た
が
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
あ
っ
て
は
、
や
は
り
暴
力
は

手
段
性
を
そ
の
本
質
と
す
る
と
さ
れ
な
が
ら
、
じ
つ
の
と
こ
ろ
手
段-

目
的
連
関
の
な
か
に
収
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
暴
力
は
手
段

と
し
て
顕
現
す
る
こ
と
で
同
時
に
目
的
と
し
て
自
己
を
成
就
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
違
い
は
明
白
だ
が
、
暴
力
と
は
第
一
に
何
よ
り

も
手
段
性
を
本
質
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
と
は
い
え
第
二
に
手
段-

目
的
連
関
に
す
ん
な
り
収
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

両
者
に
共
有
さ
れ
る
論
点
で
は
あ
る
だ
ろ
う
。
手
段-

目
的
連
関
を
自
明
視
し
て
い
る
か
ぎ
り
暴
力
の
本
質
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
る
点
で
、
両
者
の
視
座
は
重
な
り
合
う
と
い
っ
て
よ
い
。

（
２
）
法
に
つ
い
て

一
方
、
暴
力
／
権
力
の
絡
み
合
い
と
い
う
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
視
座
が
ア
ー
レ
ン
ト
の
暴
力
／
権
力
の
二
分
法
と
大
き
く
異
な
る
の
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
こ
こ
に
は
同
時
に
〈
法
〉
の
位
置
づ
け
の
違
い
も
横
た
わ
っ
て
い
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
よ
れ
ば
、
法
措
定
的
暴
力
と
は
境
界

措
定
の
暴
力
で
あ
り
、
し
か
も
神
々
に
よ
る
境
界
措
定
と
類
比
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
「
神
話
的
」
な
暴
力
で
も
あ
る
。
神
話
的
暴
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力
と
は
何
よ
り
も
「
境
界
を
措
定
し
、
罪
を
負
わ
せ
る
と
同
時
に
贖
罪
を
負
わ
せ
る
も
の（

（3
（

」
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
法
は
〈
そ
の
法
規
の

内
実
を
た
と
え
知
ら
な
く
と
も
踏
み
越
え
た
ら
贖
罪
を
負
わ
さ
れ
る
神
々
の
掟
の
よ
う
な
も
の
〉
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
デ
リ
ダ

の
い
う
「
権
威
の
神
秘
的
基
礎
」
を
ま
と
い
つ
つ
、
な
ぜ
そ
の
境
界
を
踏
み
越
え
て
は
な
ら
な
い
の
か
を
知
ら
ぬ
ま
ま
従
わ
ざ
る
を
え
な
い

掟
、
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
法
は
位
置
づ
け
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
論
理
の
組
み
立
て
の
う
ち
に
は
、
主
権
を

め
ぐ
る
Ｃ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
議
論
に
通
じ
る
よ
う
な
側
面
が
伏
在
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
例
外
状
態
に
お
い
て
友
／
敵
（
あ
る
い

は
内
／
外
）
の
あ
い
だ
に
境
界
を
引
く
主
権
の
効
果
と
し
て
法
を
位
置
づ
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
あ
っ
て
は
、
当
該
の
法
に
含
ま
れ
る
規
範
の

実
質
的
な
妥
当
性
よ
り
も
、
境
界
措
定
と
い
う
行
為
遂
行
そ
れ
自
体

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
そ
が
〈
法
〉
に
と
っ
て
決
定
的
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
法
が

実
質
的
に
正
義
に
か
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
決
定
不
可
能
な
問
い
で
あ
る
と
捉
え
、
法
の
指
標
を
何
よ
り
も
境
界
措
定
そ
れ
自
体
に
み
よ

う
と
す
る
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
論
理
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
流
の
主
権
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
き
わ
め
て
親
和
的
な
性
格
を
も
つ
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
れ
に
た
い
し
て
ア
ー
レ
ン
ト
は
主
権
パ
ラ
ダ
イ
ム
か
ら
は
距
離
を
と
ろ
う
と
す
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
た
し
か
に
政
治
思
想
の

伝
統
に
は
ボ
ダ
ン-

ホ
ッ
ブ
ズ
に
由
来
す
る
絶
対
的
権
力
（
主
権
）
の
観
念
の
系
譜
が
あ
る
。
し
か
も
ヘ
ブ
ラ
イ-

キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
の

「
法
に
つ
い
て
の
命
令
的
概
念
」
が
そ
こ
に
付
加
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
系
譜
は
「
は
る
か
大
昔
の
神
の
『
戒
律
』
を
ほ
と
ん
ど
自
動
的
に

一
般
化
し
た
」
よ
う
な
法
の
観
念
と
し
て
広
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う（

（3
（

。
し
か
し
他
方
で
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
ギ
リ
シ
ア-

ロ
ー
マ
由
来
の

法
の
観
念
の
系
譜
も
存
在
し
て
き
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
そ
の
本
質
が
命
令-

服
従
の
関
係
に
依
拠
せ
ず
、
ま
た
権
力
と
支

配
、
あ
る
い
は
法
と
命
令
と
を
同
一
視
し
な
い
権
力
と
法
の
観
念
」
の
系
譜
、
つ
ま
り
「
法
の
支
配
は
人
民
の
権
力
に
依
拠
す
る
」
と
捉
え

る
共
和
政
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
そ
れ
で
あ
る（

（4
（

。
こ
こ
で
は
法
は
あ
く
ま
で
も
複
数
の
人
々
の
あ
い
だ
の
「
同
意（

（4
（

」（consent

）
に
も
と
づ
く
も
の
と

さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
な
ぜ
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
知
ら
ぬ
ま
ま
従
わ
ざ
る
を
え
な
い
戒
律
と
い
う
含
意
は
こ
こ
に
は
な
い
。
こ
う

し
た
意
味
で
の
法
を
支
え
て
い
る
の
は
「
権
威
の
神
秘
的
基
礎
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
権
威
の
人
為
的
基
礎
」
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で

あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ア
ー
レ
ン
ト
は
こ
れ
ら
二
つ
の
法
の
観
念
の
系
譜
の
う
ち
後
者
の
ほ
う
を
積
極
的
に
評
価
す
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
が

ア
メ
リ
カ
革
命
を
高
く
評
価
す
る
の
も
、
そ
こ
で
は
法
と
権
力
が
こ
の
よ
う
な
共
和
政
モ
デ
ル
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
法
を

主
権
モ
デ
ル
で
捉
え
る
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
共
和
政
モ
デ
ル
で
捉
え
る
ア
ー
レ
ン
ト
の
あ
い
だ
に
大
き
な
懸
隔
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
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（
３
）
法
措
定
の
ア
ポ
リ
ア
に
つ
い
て

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
み
る
と
こ
ろ
、
法
秩
序
を
措
定
し
て
そ
の
正
統
性
を
基
礎
づ
け
る
作
用
と
い
う
の
は
、
暴
力
的
な
境
界
措
定
─
─
デ
リ
ダ

的
に
い
え
ば
「
行
為
遂
行
的
暴
力
」
と
い
う
「
力
の
一
撃
」
─
─
で
あ
る
ほ
か
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
法
措
定
の
手
段
の
正
当
性
も
目
的
の
正
し

さ
も
、
決
定
不
可
能
な
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
─
─
あ
る
い
は
だ
か
ら
こ
そ
─
─
法
は
逃
れ
が
た
い
運
命
の
よ
う

な
も
の
と
し
て
人
を
呪
縛
し
、
法
措
定
的
／
法
維
持
的
暴
力
の
悪
循
環
の
な
か
に
封
じ
込
め
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

は
神
話
的
暴
力
の
問
題
を
見
て
取
っ
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
共
和
政
モ
デ
ル
で
法
と
権
力
を
考
え
よ
う
と
す
る
ア
ー
レ
ン
ト
の
議
論
の

構
え
に
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
存
在
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
神
話
的
暴
力
の
ア
ポ
リ
ア
と
い
う
の
は
主
権
モ
デ
ル
に
固

有
の
問
題
で
あ
り
、
共
和
政
モ
デ
ル
で
考
え
れ
ば
回
避
で
き
る
問
題
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
つ
い
て
は
の
ち
ほ
ど
改
め
て
立
ち
戻
る

こ
と
に
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、『
革
命
に
つ
い
て
』（
一
九
六
三
年
）
の
な
か
で
ア
ー
レ
ン
ト
が
政
治
体
の
創
設
を
め
ぐ
る
ア
ポ
リ
ア

を
論
じ
た
件
り
を
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
政
治
体
を
新
た
に
創
設
す
る
場
面
に
は
二
つ
の
悪
循
環
が
つ
き
ま
と
う
。
第
一
の
悪
循
環
は
、「
人
間
の
つ
く

る
あ
ら
ゆ
る
実
定
法
は
、
こ
の
法
に
合
法
性
（legality

）
を
与
え
『
高
次
の
法
』
と
し
て
立
法
行
為
そ
の
も
の
を
超
越
す
る
よ
う
な
、
外
部

の
源
泉
を
必
要
と
す
る（

（4
（

」、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
新
た
に
措
定
さ
れ
た
法
が
維
持
さ
れ
つ
づ
け
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
合
法
性
を
獲
得

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
か
り
に
措
定
さ
れ
た
法
が
自
ら
の
合
法
性
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
自
己
言
及
的
な
循
環
構
造
に

入
り
込
む
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
と
は
い
え
自
分
で
自
分
自
身
を
基
礎
づ
け
る
と
い
う
構
図
は
端
的
に
悪
循
環
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ

の
悪
循
環
か
ら
抜
け
出
る
に
は
、
法
の
外
部
で
法
措
定
そ
の
も
の
を
基
礎
づ
け
る
何
ら
か
の
─
─
た
と
え
ば
神
や
自
然
法
の
よ
う
な
─
─

超
越
的
な
審
級
が
必
要
と
な
る
。
法
の
合
法
性
は
法
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
は
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
第
二
に
、
措
定
さ
れ
た
法
の
基
礎
づ
け
を
法
の
外
部
の
超
越
的
な
審
級
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
法
に
先
行
す
る
権
力
の
正
統
性

（legitim
acy

）
に
求
め
る
と
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
に
は
、
こ
の
権
力
の
正
統
性
そ
れ
自
体
は
何
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
か

が
た
だ
ち
に
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
権
力
に
先
行
す
る
審
級
は
論
理
上
存
在
し
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
こ
の
権
力
の
正
統
性
を
前
提
と
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
論
証
さ
れ
て
い
な
い
前
提
条
件（

（4
（

」
を
導
入
す
る
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
権
力
の
正
統
性
を
論
証
抜



77 上野成利【暴力批判論の再構成のために】

き
で
措
定
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
か
く
し
て
ア
ー
レ
ン
ト
の
み
る
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
革
命
に
は
こ
の
よ
う
な
悪
循
環
が

つ
ね
に
つ
き
ま
と
い
、
そ
れ
と
と
も
に
「
絶
対
者
」（absolute

）
の
審
級
が
必
ず
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（

（4
（

。

こ
の
よ
う
な
創
設
の
ア
ポ
リ
ア
を
め
ぐ
る
ア
ー
レ
ン
ト
の
議
論
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
提
起
し
た
問
題
圏
と
大
き
く
重
な
り
合
う
。
措
定
さ

れ
る
法
の
合
法
性
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
も
、
そ
の
法
を
措
定
す
る
権
力
自
体
の
正
統
性
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
も
、
い
ず
れ
も
原
理
上
の
困
難

を
抱
え
て
お
り
、
新
た
な
政
治
体
の
創
設
は
い
わ
ば
「
権
威
の
神
秘
的
基
礎
」
に
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
─
─
ア
ー
レ
ン
ト
の
提
示
し

て
い
る
問
題
が
こ
の
よ
う
に
整
理
し
う
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
神
話
的
暴
力
批
判
と
同
じ
よ
う
な
問
題
圏
が
視
野
に

捉
え
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
と
は
い
え
他
方
、
主
権
モ
デ
ル
に
親
和
的
な
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
議
論
と
共
和
政
モ
デ
ル
に
依
拠
し
よ
う
と

す
る
ア
ー
レ
ン
ト
と
で
は
、
こ
の
先
の
議
論
の
展
開
に
も
お
の
ず
と
懸
隔
が
生
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
法
措
定
の
ア
ポ
リ
ア
か
ら
の
脱
出
の
道

筋
に
つ
い
て
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
ア
ー
レ
ン
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
考
え
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
こ
こ
ま
で
の
整
理
を
ふ

ま
え
つ
つ
、
こ
の
問
い
を
改
め
て
検
討
の
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
に
し
た
い
。

三　

純
粋
暴
力
の
革
命
と
純
粋
権
力
の
革
命
─
─
絶
対
者
へ
の
問
い
を
め
ぐ
っ
て

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
神
話
的
暴
力
の
ア
ポ
リ
ア
を
剔
抉
し
た
う
え
で
、〈
純
粋
手
段
の
政
治
〉
を
そ
れ
に
対
置
す
る
。

「
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
合
法
手
段
と
違
法
手
段
は
こ
と
ご
と
く
暴
力
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
手
段
に
た
い
し
て
は
、
純
粋
手
段
と
し
て

非
暴
力
的
な
手
段
が
対
置
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
な
の
だ（

（4
（

」。
と
は
い
え
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
〈
純
粋
手
段
〉
が
暴
力
に
対
置
さ

れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
暴
力
が
一
掃
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い（

（4
（

。〈
純
粋
手
段
〉
は
、
暴
力
の
絶
え
な
い
世
界
の
た
だ
な
か
で
不
断

に
生
起
す
る
紛
争
の
「
間
接
的
（m

ittelbar

）
な
解
決
（Lösung

）
の
手
段
（M

ittel
）」
で
は
あ
っ
て
も
、「
直
接
的
（unm

ittelbar

）
な
解
決

の
手
段
」
で
は
な
い
か
ら
だ（

（4
（

。〈
純
粋
手
段
の
政
治
〉
と
は
、
あ
く
ま
で
も
暴
力
を
不
可
避
の
前
提
と
し
た
う
え
で
─
─
い
わ
ば
手
段
＝
媒

介
（M

ittel

）
を
暴
力
の
も
と
に
（bei

）
置
く
こ
と
（Legung

）
に
よ
っ
て
─
─
何
と
か
調
停
（B

eilegung

）
を
図
ろ
う
と
す
る
試
み
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
逆
に
い
え
ば
、
暴
力
は
こ
の
世
界
に
不
可
避
的
に
顕
現
す
る
の
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
以
上
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
完
全
か
つ
原
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理
的
に
排
除
す
る
こ
と
な
ど
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
次
の
よ
う
に
い
う
。「
い
か
な
る
暴
力
も
完
全
か
つ
原
理

的
に
排
除
し
て
し
ま
っ
て
は
、
人
間
的
課
題
に
か
ん
し
て
考
え
つ
く
か
ぎ
り
の
何
ら
か
の
解
決
（Lösung

）
を
思
い
描
く
こ
と
な
ど
で
き
な

い
し
、
ま
し
て
や
こ
れ
ま
で
の
世
界
史
上
の
す
べ
て
の
存
在
状
況
が
呪
縛
さ
れ
て
き
た
圏
域
か
ら
の
救
済
（Erlösung

）
な
ど
、
お
よ
そ
思
い

描
く
こ
と
も
で
き
な
い（

（4
（

」。

い
ま
引
い
た
一
節
の
前
半
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
は
、
暴
力
を
不
可
避
の
前
提
と
し
た
う
え
で
間
接
的
な
解
決

0

0

を
探
る
方
途
を
考
え
る

ほ
か
な
い
と
い
う
こ
と
、
要
す
る
に
〈
純
粋
手
段
の
政
治
〉
の
可
能
性
で
あ
る
。
し
か
し
後
半
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
は
、
神
話
的
暴
力
の

呪
縛
圏
か
ら
の
救
済

0

0

の
可
能
性
で
あ
り
、
こ
う
し
て
「
あ
ら
ゆ
る
法
理
論
が
注
視
す
る
の
と
は
別
種
の
暴
力
へ
の
問
い（

（4
（

」
に
い
や
お
う
な
く

直
面
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
、
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
い
う
。
つ
ま
り
、
法
と
の
絡
み
合
い
を
免
れ
た
〈
純
粋
暴
力
〉
と
い
う
観
念
を
考

え
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
理
路
を
整
理
す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
だ

ろ
う
。
第
一
に
、
手
段-

目
的
連
関
か
ら
の
脱
却
と
い
う
観
点
か
ら
み
た
場
合
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
が
つ
ね
に
暴
力
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
以

上
、
非
暴
力
的
な
〈
純
粋
手
段
〉
と
い
う
観
念
を
想
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
必
要
で
も
あ
る
。
第
二
に
、
暴
力
そ
の
も
の
に
即
し
て
考

え
て
み
た
場
合
、
暴
力
は
こ
の
世
界
に
不
可
避
的
に
顕
現
す
る
に
し
て
も
、
暴
力
が
つ
ね
に
法
と
絡
み
合
う
か
た
ち
で
顕
現
せ
ざ
る
を
え
な

い
と
は
限
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
法
と
の
絡
み
合
い
を
免
れ
た
純
粋
な
暴
力
へ
の
問
い
も
─
─
少
な
く
と
も
暴
力
の

可
能
性
の
条
件
へ
の
問
い
と
し
て
─
─
思
考
す
る
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
か
く
し
て
〈
純
粋
手
段
〉
の
み
な
ら
ず
〈
純
粋

暴
力
〉
の
可
能
性
へ
の
問
い
も
ま
た
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
と
っ
て
ど
う
し
て
も
向
き
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
問
い
と
し
て
据
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は

と
り
も
な
お
さ
ず
、
神
話
的
暴
力
の
呪
縛
に
た
い
す
る
間
接
的
な
解
決

0

0

を
考
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
呪
縛
か
ら
の
直
接
的
な
救
済

0

0

の
可

能
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
、
と
い
う
問
い
で
も
あ
る
。

こ
の
純
粋
暴
力
は
「
法
の
彼
岸（

（5
（

」
の
観
念
と
し
て
想
定
さ
れ
、〈
神
的
暴
力
〉
と
い
う
名
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
こ

の
暴
力
が
端
的
に
〈
正
義
〉
の
暴
力
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
神
話
的
暴
力
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、
法
が
実
質
的
に
正
義
に
か
な
っ

て
い
る
か
ど
う
か
は
決
定
不
可
能
な
問
い
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
し
か
し
「
目
的
の
正
し
さ
を
決
定
す
る
の
は
神
で
あ
る（

（5
（

」
以
上
、
神

的
暴
力
は
〈
正
し
い
目
的
と
し
て
の
正
義
〉
を
決
定
す
る
審
級
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
義
（
正
し
さ
）
こ
そ
が
「
あ
ら
ゆ
る
神
的
な
目
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的
措
定
の
原
理
」
な
の
で
あ
る（

（5
（

。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
神
的
暴
力
に
は
、
法
と
暴
力
と
の
絡
み
合
い
を
廃
絶
し
、
腐
敗
的
・
破
滅
的
に
機
能

し
て
き
た
法
的
暴
力
を
阻
止
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る（

（5
（

。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
み
る
と
こ
ろ
、
一
つ
の
法
措
定
的
暴
力
を
別
の
法
措
定
的
暴
力
に

よ
っ
て
斥
け
た
と
こ
ろ
で
暴
力
の
悪
循
環
を
断
ち
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
神
話
的
暴
力
の
悪
循
環
に
終
止
符
を
打

つ
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
正
し
い
目
的
と
し
て
の
正
義
を
決
定
す
る
審
級
、
神
的
暴
力
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
歴
史
哲
学
的
な
観
点
に
即
し

て
言
い
直
せ
ば
、「
暴
力
の
歴
史
の
終
わ
り
（A

usgan

（
（5
（g

）」
を
望
見
す
る
ま
な
ざ
し
に
よ
っ
て
初
め
て
神
話
的
暴
力
の
呪
縛
圏
か
ら
の
脱
却

の
可
能
性
が
見
え
て
く
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
見
て
取
れ
る
の
は
、
神
と
い
う
絶
対
的
な
真
理
の
圧
倒
的
な
力
に
よ
っ

て
救
済
の
瞬
間
が
到
来
す
る
こ
と
へ
の
希
求
で
あ
る
。
あ
る
い
は
既
存
秩
序
の
破
壊
と
い
う
破
局
の
う
ち
に
救
済
を
望
見
し
よ
う
と
す
る
点

で
、
こ
こ
に
は
一
種
の
終
末
論
的
な
関
心
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
神
的
暴
力
と
い
う
観
念
の
う
ち
に

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
的
志
向
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

こ
の
こ
と
は
し
か
し
神
的
暴
力
と
い
う
観
念
の
危
う
さ
を
物
語
っ
て
も
い
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
よ
れ
ば
、
神
的
暴
力
と
は
神
の
裁
き
と
同

じ
よ
う
に
、「〔
有
無
を
言
わ
せ
ず
〕
一
撃
を
放
つ
も
の
」（schlagend

）
で
あ
り
、「
血
を
流
さ
ず
に
死
に
至
ら
し
め
る
も
の
」
で
あ
り
、「
罪

を
浄
め
る
も
の
」
で
も
あ
る
が（

（5
（

、
デ
リ
ダ
は
こ
こ
に
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
〈
最
終
解
決
〉
と
同
型
的
な
思
考
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る（

（5
（

。
こ
う
し

た
指
摘
は
少
な
く
と
も
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
的
思
考
に
孕
ま
れ
る
問
題
の
一
端
を
剔
抉
し
て
い
よ
う
。
暴
力
／
権
力
／
法
が
絡
み
合
っ
た
神
話
的

暴
力
が
、
い
か
に
「
脅
か
す
も
の
」
で
あ
り
、「
血
に
ま
み
れ
た
も
の
」
だ
と
し
て
も（

（5
（

、
暴
力
／
権
力
／
正
義
の
三
位
一
体
と
し
て
の
神
的

暴
力
は
、
そ
れ
以
上
に
恐
ろ
し
く
危
険
な
暴
力
と
も
な
り
か
ね
な
い
。
も
と
よ
り
神
的
暴
力
と
い
う
純
粋
暴
力
が
、
現
実
世
界
で
は
経
験
不

可
能
な
観
念
、
文
字
通
り
純
粋
な
観
念
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
あ
る
い
は
無
用
な
懸
念
と
い
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
自
身
は
、
こ
の
純
粋
暴
力
と
い
う
観
念
を
梃
子
に
し
て
〈
革
命
〉
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
た
。「
法
の
彼
岸
に
も
暴

力
が
純
粋
な
直
接
的
暴
力
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
確
証
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
革
命
的
暴
力
（die revolutionäre 

Gew
alt

）
も
ま
た
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
革
命
的
暴
力
が
ど
の
よ
う
に
可
能
と
な
る
か
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（

（5
（

」。

こ
こ
で
い
う
〈
革
命
的
暴
力
〉
と
は
何
か
。
先
に
〈
純
粋
手
段
の
政
治
〉
の
一
例
と
し
て
国
家
暴
力
の
廃
絶
を
目
指
す
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

的
ゼ
ネ
ス
ト
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
い
う
革
命
的
暴
力
の
一
つ
の
現
わ
れ
な
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
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の
テ
ク
ス
ト
は
明
示
的
に
は
語
ら
な
い
。
し
か
し
確
実
に
い
え
る
こ
と
は
、
革
命
的
暴
力
が
遂
行
さ
れ
る
場
合
に
は
神
的
な
純
粋
暴
力
─
─

ア
ー
レ
ン
ト
の
い
う
〈
絶
対
者
〉
の
審
級
─
─
が
や
は
り
法
の
外
部
（
法
の
彼
岸
）
に
想
定
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
と
よ
り

こ
の
〈
絶
対
者
〉
は
、
そ
れ
以
上
の
基
礎
づ
け
を
必
要
と
し
な
い
と
い
う
意
味
で
、
至
高
の
暴
力
（
権
力
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
思
考
枠
組
み
は
依
然
と
し
て
主
権
モ
デ
ル
に
親
和
的
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
暴
力
批
判
論
は
、
ボ
ダ
ン-

ホ
ッ

ブ
ズ
以
来
の
主
権
国
家
論
を
批
判
の
俎
上
に
載
せ
、
主
権
の
謎
を
神
話
的
暴
力
と
い
う
観
点
か
ら
説
き
明
か
し
、
主
権
モ
デ
ル
の
暗
黙
の

コ
ー
ド
を
暴
き
出
そ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
が
、
そ
の
試
み
は
同
時
に
主
権
モ
デ
ル
を
行
為
遂
行
的
に
跡
づ
け
る
と
い
う
側

面
を
も
含
む
だ
ろ
う
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
神
的
暴
力
に
よ
る
神
話
的
暴
力
の
阻
止
を
構
想
す
る
と
き
、
現
に
存
在
す
る
の
と
は
別
の
主
権
（
至

高
の
権
力
）
を
打
ち
立
て
る
と
い
う
筋
立
て
に
ど
う
し
て
も
近
づ
き
、〈
最
終
解
決
〉
の
思
考
に
近
づ
い
て
し
ま
う
よ
う
に
み
え
る

0

0

0

の
も
、
こ

の
主
権
モ
デ
ル
の
枠
組
み
に
関
わ
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

一
方
、
主
権
モ
デ
ル
か
ら
距
離
を
と
ろ
う
と
す
る
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
こ
う
し
た
〈
革
命
〉
と
〈
絶
対
者
〉
を
め
ぐ
る
問
題
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
ア
ー
レ
ン
ト
の
み
る
と
こ
ろ
、
政
治
体
を
新
た
に
創
設
す
る
革
命
の
場
面
で
は
ど
う
し
て
も
基
礎
づ
け
の
悪
循
環
が

生
じ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
れ
ゆ
え
絶
対
者
の
審
級
が
必
ず
要
請
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
場
合
、
法
の
合
法
性
の
基

礎
づ
け
と
権
力
の
正
統
性
の
基
礎
づ
け
の
悪
循
環
を
一
挙
に
解
消
す
る
た
め
に
国
民
主
権
・
一
般
意
志
と
い
う
概
念
が
導
入
さ
れ
、
主
権
者

た
る
人
民
（
国
民
）
の
意
志
に
法
と
権
力
の
権
威
の
源
泉
が
求
め
ら
れ
た
が
、
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
そ
の
実
態
は
生
命
の
必
然
性
に
衝

き
動
か
さ
れ
た
人
間
た
ち
の
恣
意
的
で
浮
動
的
な
「
集
団
的
利
害（

（5
（

」
に
す
ぎ
ず
、
創
設
を
揺
る
ぎ
な
く
基
礎
づ
け
る
絶
対
者
と
し
て
適
切
で

あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
「
不
滅
の
立
法
者
」
と
い
う
「
恒
常
的
で
超
越
的
な
権
威
の
源
泉
」
を
必
要
と

し
、〈
最
高
存
在
〉
と
い
う
絶
対
者
を
崇
拝
す
る
革
命
祭
典
を
導
入
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た（

（6
（

。
し
か
し
そ
う
し
た
努
力
も
虚
し
く
フ
ラ
ン

ス
革
命
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
人
民
の
自
然
的
な
力
（
暴
力
）
の
奔
流
─
─
「
群
衆
の
前
政
治
的
な
自
然
的
強
制
力
」
─
─
に
よ
っ
て
押
し
流

さ
れ
て
失
敗
に
終
わ
る（

（6
（

。
絶
対
者
は
革
命
で
必
ず
要
請
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
に
せ
よ
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
こ
の
問
題
に
適
切
に
対
応
で
き
な

か
っ
た
─
─
こ
れ
が
ア
ー
レ
ン
ト
の
見
立
て
で
あ
っ
た
。
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こ
こ
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る
の
は
絶
対
者
そ
れ
自
体
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
命
令-

服
従
の
関
係
で
法
を
捉
え
る
ヘ
ブ
ラ
イ-

キ
リ
ス

ト
教
的
な
伝
統
、
そ
し
て
法
と
権
力
と
を
同
時
に
基
礎
づ
け
る
絶
対
的
な
審
級
と
し
て
の
主
権
の
概
念
で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、

法
の
本
質
を
命
令
の
う
ち
に
み
る
ヘ
ブ
ラ
イ-

キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、
そ
の
命
令
の
妥
当
性
（
法
の
合
法
性
）
を
正
当

化
す
る
神
的
な
審
級
が
ど
う
し
て
も
必
要
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
国
民
主
権
・
一
般
意
志
と
い
う
概
念
は
、（
現
世
の
）
人
民
の
自
然
的
な
存
在

を
「
神
格
化（

（6
（

」
し
た
虚
構
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
措
定
さ
れ
た
法
の
合
法
性
も
法
を
措
定
す
る
権
力
の
正
統
性
も
十
分
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
絶
対
者
を
め
ぐ
る
悪
循
環
に
適
切
に
対
処
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
一
方
、
そ
れ
と

は
対
照
的
に
ギ
リ
シ
ア-
ロ
ー
マ
の
法
観
念
は
「
神
の
支
え
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
」
と
い
う（

（6
（

。
ア
メ
リ
カ
革
命
が
モ
デ
ル
と
し
た
の
は
こ

の
（
と
り
わ
け
ロ
ー
マ
の
）
法
観
念
で
あ
る
と
さ
れ
、
か
く
し
て
主
権
モ
デ
ル
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
共
和
政
モ
デ
ル
の
ア
メ
リ
カ
革
命
と
が
対

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

も
と
よ
り
ア
ー
レ
ン
ト
が
成
功
し
た
革
命
と
み
な
す
ア
メ
リ
カ
革
命
の
場
合
で
も
、
絶
対
者
が
必
要
と
さ
れ
た
点
で
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
と

変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
も
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
が
「
宇
宙
の
偉
大
な
立
法
者
」
に
よ
っ
て
法
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
し
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー

ソ
ン
が
独
立
宣
言
の
前
文
で
「
自
然
の
法
、
自
然
の
神
」
や
「
自
明
の
真
理
」
を
持
ち
出
す
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
神
性
を
帯
び
た
絶
対
者
が

法
の
基
礎
づ
け
の
た
め
に
要
請
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。「
世
俗
的
な
法
の
本
質
が
命
令
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
命
令
に
妥
当
性
を
与
え
る
の
に
必

要
と
な
る
の
は
神
性
で
あ
り
、
自
然
で
は
な
く
自
然
の
神
で
あ
り
、
理
性
で
は
な
く
神
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
理
性
〔
が
認
識
す
る
「
自
明
の
真

理
」〕
で
あ
っ
た（

（6
（

」。
ア
メ
リ
カ
革
命
に
お
い
て
も
、
法
の
本
質
を
命
令
と
捉
え
る
ヘ
ブ
ラ
イ-

キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
が
払
拭
さ
れ
て
い
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
し
か
し
ア
ー
レ
ン
ト
の
み
る
と
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
革
命
は
創
設
の
悪
循
環
を
う
ま
く
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
唯
一
の
理
由
は
、「
ア
メ
リ
カ
革
命
の
人
々
が
、
権
力
の
根
源
は
下
か
ら
、
人
民
の
『
草
の
根
』
か
ら
生
じ
る
の
に
た
い
し
て
、
法
の

源
泉
は
『
上
』
の
何
か
高
次
の
超
越
的
な
領
域
に
あ
る
と
み
な
し
て
、
権
力
と
法
と
を
曖
昧
さ
を
残
す
こ
と
な
く
は
っ
き
り
と
区
別
し
た
こ

と
に
あ
っ
た（

（6
（

」。
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
革
命
の
人
々
は
、
法
の
合
法
性

0

0

0

0

0

の
基
礎
づ
け
と
権
力
の
正
統
性

0

0

0

0

0

0

の
基
礎
づ
け
の
問
題
と
を
峻
別
し
て
お

り
、
だ
か
ら
こ
そ
─
─
法
の
基
礎
づ
け
の
悪
循
環
に
つ
い
て
は
十
分
に
回
避
し
き
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
─
─
権
力
の
正
統
性
を
揺
る
ぎ
な

く
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
こ
の
革
命
の
成
功
の
要
因
が
あ
っ
た
と
ア
ー
レ
ン
ト
は
み
る
。
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権
力
の
根
源
は
下
か
ら
、
人
民
の
「
草
の
根
」
か
ら
生
じ
る
─
─
こ
れ
だ
け
見
る
と
国
民
主
権
論
と
さ
し
て
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
も
み
え

る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
人
民
の
自
然
的
な
存
在
そ
れ
自
体
が
絶
対
者
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。「
ア
メ
リ
カ
革
命
の
人
々
が
自
分

た
ち
を
『
創
設
者
』
と
考
え
て
い
た
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
が
、
新
た
な
政
治
体
の
権
威
の
源
泉
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
不
滅
の
立
法
者
や
自

明
の
真
理
や
そ
の
他
の
超
越
的
で
現
世
を
超
え
た
源
泉
な
ど
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
創
設
行
為
（the act of foundation

）
そ
の
も
の

の
う
ち
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
彼
ら
が
い
か
に
よ
く
知
っ
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
始
ま
り
（beginning

）
が

不
可
避
的
に
巻
き
込
ま
れ
る
悪
循
環
を
断
ち
切
る
た
め
の
絶
対
者
を
捜
し
求
め
る
の
は
無
駄
な
こ
と
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
『
絶

対
者
』
は
始
ま
り
の
行
為
そ
の
も
の
の
う
ち
に
あ
る
か
ら
だ（

（6
（

」。「
創
設
行
為
」
と
は
端
的
に
い
え
ば
「
約
束
（prom

ise

）
に
よ
っ
て
権
力
が

構
成
さ
れ
る
相
互
契
約（

（6
（

」
の
こ
と
を
指
す
。
つ
ま
り
、
平
等
で
互
恵
関
係
に
あ
る
複
数
の
人
々
が
互
い
に
約
束
す
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
自
分

た
ち
の
力
を
「
新
し
い
権
力
構
造
」
へ
と
集
結
さ
せ
る
こ
と（

（6
（

、
こ
れ
が
「
創
設
行
為
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ア
ー
レ
ン
ト
か
ら
す
れ
ば
、
こ

の
「
創
設
行
為
」
そ
の
も
の
を
〈
絶
対
者
〉
に
据
え
れ
ば
、
措
定
さ
れ
た
法
の
合
法
性
を
基
礎
づ
け
る
た
め
に
神
の
よ
う
な
超
越
的
な
審
級

を
導
入
す
る
必
要
も
な
く
、
権
力
の
正
統
性
も
「
約
束
に
よ
っ
て
権
力
が
構
成
さ
れ
る
相
互
契
約
」
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
の
で（

（7
（

、
こ
う
し

て
創
設
の
基
礎
づ
け
を
め
ぐ
る
悪
循
環
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
議
論
は
も
ち
ろ
ん
ア
ー
レ
ン
ト
固
有
の
〈
権
力
〉
概
念
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
の
語
法
に
よ
れ
ば
、
複
数
の
人
々

が
活
動
の
た
め
に
互
い
に
結
び
つ
く
場
合
に
の
み
、
権
力
は
存
在
す
る
。
逆
に
い
え
ば
、
人
々
が
互
い
に
結
び
つ
く
の
を
や
め
て
互
い
を
見

棄
て
る
場
合
に
は
、
権
力
は
消
滅
す
る（

（7
（

。
つ
ま
り
、
権
力
は
行
為
遂
行
そ
れ
自
体

0

0

0

0

0

0

0

0

を
不
可
欠
の
条
件
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
約

束
が
権
力
を
存
続
さ
せ
る
手
段
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
政
治
体
の
創
設
を
基
礎
づ
け
る
の
は
、
何
よ
り
も
約
束
と
い
う

行
為
の
遂
行
そ
れ
自
体
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
約
束
を
遂
行
す
る
こ
と
の
み
が
権
力
を
実
質
的
に
支
え
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
ア
ー

レ
ン
ト
は
〈
純
粋
権
力
〉
の
行
為
遂
行
こ
そ
創
設
を
支
え
る
審
級
と
み
な
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
創
設
は
〈
純
粋
権
力
〉
の
行
為
遂

行
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
、
行
為
遂
行
そ
れ
自
体
の
ほ
か
に
基
礎
づ
け
の
根
拠
を
必
要
と
し
な
い
─
─
権
力
が
自
分
で
自
分
自
身
を
基
礎

づ
け
る
と
い
う
こ
の
構
図
は
し
か
し
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
い
う
法
措
定
的
暴
力
、
デ
リ
ダ
の
い
う
行
為
遂
行
的
暴
力
の
構
造
に
限
り
な
く
近
づ

い
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
「
権
威
の
神
秘
的
基
礎
」
が
こ
こ
に
潜
ん
で
い
る
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
ア
ダ
ム
ズ
や
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
が
神
性
を
帯
び
た
絶
対
者
を
要
請
し
た
と
い
う
事
実
に
改
め
て
目

を
向
け
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
こ
れ
は
〈
純
粋
権
力
〉
が
「
権
威
の
神
秘
的
基
礎
」
を
呼
び
込
ま
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い

る
よ
う
に
み
え
る
か
ら
だ
。
も
と
よ
り
ア
ー
レ
ン
ト
自
身
も
こ
の
問
題
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
革
命
の
場
合
は
創
設

行
為
そ
の
も
の
に
権
威
を
賦
与
す
る
こ
と
で
こ
の
陥
穽
を
何
と
か
回
避
で
き
た
の
だ
と
説
明
し
て
い
た
。
だ
が
、
は
た
し
て
そ
う
な
の
か
。

主
権
モ
デ
ル
に
依
拠
し
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
「
不
滅
の
立
法
者
」
に
縋
ろ
う
と
し
た
こ
と
と
、
は
た
し
て
ど
れ
だ
け
違

い
が
あ
る
の
か
。
共
和
政
モ
デ
ル
は
「
権
威
の
神
秘
的
基
礎
」
を
「
権
威
の
人
為
的
基
礎
」
に
置
き
換
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が

〈
純
粋
権
力
〉
の
行
為
遂
行

0

0

0

0

を
賭
け
金
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
主
権
モ
デ
ル
と
同
じ
く
（
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
）
行
為
遂
行
的
暴
力
の

構
図
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か（

（7
（

。
ア
ー
レ
ン
ト
の
議
論
を
少
し
突
き
放
し
た
か
た
ち
で
み
れ
ば
、
少
な
く
と
も
こ
う
し

た
問
い
が
生
じ
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。

お
わ
り
に
─
─
暴
力
批
判
論
の
た
め
に

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
ア
ー
レ
ン
ト
─
─
二
人
の
思
想
家
は
と
も
に
道
具
的
暴
力
観
に
も
と
づ
く
近
代
の
統
治
権
力
の
あ
り
よ
う
を
批
判
の
俎
上

に
載
せ
、
政
治
的
な
も
の
の
概
念
を
手
段-

目
的
連
関
の
呪
縛
か
ら
解
き
放
つ
こ
と
を
目
論
ん
だ
。
ま
た
、
近
代
の
政
治
の
文
法
を
支
え
て

い
る
の
が
暴
力
／
権
力
／
法
の
絡
み
合
い
だ
と
捉
え
て
い
る
点
で
、
両
者
の
視
座
は
重
な
り
合
う
。
他
方
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
純
粋
暴
力
の
観

念
を
手
が
か
り
に
暴
力
の
歴
史
に
終
わ
り

0

0

0

を
も
た
ら
す
革
命
の
可
能
性
に
つ
い
て
語
り
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
純
粋
権
力
の
徹
底
的
な
行
為
遂
行

に
よ
っ
て
新
た
な
政
治
体
の
始
ま
り

0

0

0

を
も
た
ら
す
革
命
の
道
筋
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
。
二
人
の
思
想
家
の
目
指
す
方
向
は
あ
る
意
味
で
見

事
な
ま
で
に
好
対
照
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
両
者
が
こ
こ
で
同
じ
よ
う
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。〈
革
命
〉

と
〈
絶
対
者
〉
を
め
ぐ
る
問
題
が
そ
れ
で
あ
る
。
革
命
を
遂
行
す
る
力
の
こ
と
を
暴
力
と
呼
ぶ
の
か
権
力
と
呼
ぶ
の
か
と
い
う
問
題
を
ひ
と

ま
ず
措
け
ば
、
革
命
の
場
面
で
何
ら
か
の
絶
対
者
の
審
級
が
呼
び
出
さ
れ
る
と
い
う
構
図
は
両
者
に
共
有
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

な
る
ほ
ど
、
主
権
モ
デ
ル
を
斥
け
よ
う
と
す
る
ア
ー
レ
ン
ト
の
思
考
が
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
神
的
暴
力
の
観
念
と
折
り
合
い
が
悪
い
の
は
否
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め
な
い
だ
ろ
う
。
神
的
な
審
級
を
絶
対
者
に
据
え
る
思
考
─
─
ヘ
ブ
ラ
イ-

キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
─
─
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
に
あ
っ
て
は
主
権

モ
デ
ル
と
密
接
不
可
分
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、「
神
的
な
絶
対
者
（divine absolute

）
の
地
上
に
お
け
る
顕

現
（incarnation

）」
は
、
ま
ず
は
司
教
と
教
皇
、
次
に
国
王
（
絶
対
君
主
）、
最
後
に
国
民
主
権
の
か
た
ち
を
と
っ
た
と
い
う（

（7
（

。
つ
ま
り
、
西

欧
思
想
の
伝
統
に
は
神
的
な
絶
対
者
を
想
定
す
る
思
考
の
系
譜
が
連
綿
と
し
て
あ
り
、
そ
の
な
か
で
登
場
し
た
主
権
と
い
う
概
念
も
「
神
的

な
絶
対
者
の
地
上
に
お
け
る
顕
現
」
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
の
眼
か
ら
み
れ
ば
、
神
的
暴
力

も
ま
た
こ
う
し
た
神
学
的
な
思
考
の
系
譜
に
連
な
る
観
念
に
映
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

と
は
い
え
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
い
う
神
的
な
純
粋
暴
力
は
、
現
実
の
革
命
的
暴
力
を
可
能
に
す
る
観
念
で
は
あ
っ
て
も
、
現
実
世
界
で
遂
行
さ

れ
る
革
命
的
暴
力
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
純
粋
暴
力
と
い
う
観
念
、
神
的
暴
力
と
い
う
観
念
は
、
経
験
的
に
認
識
し
う
る

も
の
で
は
な
い
。「
純
粋
暴
力
が
い
つ
特
定
の
事
例
に
お
い
て
現
実
に
存
在
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
人
間
に
と
っ
て
た
だ
ち
に
決
定
で
き

る
こ
と
で
は
な
い
し
、
た
だ
ち
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
も
な
い
。
と
い
う
の
も
、
暴
力
の
浄
罪
的
な
力
は
人
間
に
見
え
る
も

の
で
は
な
い
の
で
、
超
絶
的
に
作
用
し
つ
つ
現
わ
れ
る
〔
奇
跡
の
よ
う
な
〕
場
合
を
除
け
ば
、
神
的
暴
力
は
そ
れ
と
し
て
は
っ
き
り
認
識
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
認
識
で
き
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
神
話
的
暴
力
だ
け
だ
か
ら
だ（

（7
（

」。
か
り
に
国
家
暴
力
の
廃
絶
を
目
指
し
て
革
命
的
暴
力

が
遂
行
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
本
当
に
純
粋
暴
力
に
相
当
す
る
の
か
ど
う
か
─
─
純
粋
暴
力
が
い
つ
特
定
の
事
例
に
お
い
て
現
実
に
存

在
し
た
の
か
─
─
に
つ
い
て
は
、
事
後
的
に
す
ら
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
逆
に
い
え
ば
、
当
の
革
命
的
暴
力
が
正
し
い
目
的
と
し
て

の
正
義
を
決
定
す
る
審
級
を
自
任
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
こ
そ
最
終
解
決
の
よ
う
な
野
蛮
な
暴
力
に
転
じ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
に
も
な

る
。
そ
の
意
味
で
は
、
神
的
暴
力
と
い
う
純
粋
暴
力
を
人
間
的
世
界
の
此
岸
に
そ
の
ま
ま
持
ち
込
む
こ
と
の
危
う
さ
は
、
誰
よ
り
も
ベ
ン
ヤ

ミ
ン
自
身
が
自
覚
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う（

（7
（

。

こ
う
し
て
み
る
と
、
ア
ー
レ
ン
ト
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
距
離
は
ふ
た
た
び
近
づ
い
て
く
る
と
も
い
え
る
。
両
者
は
と
も
に
神
性
を
帯
び
た
超

越
的
な
審
級
を
現
実
世
界
に
そ
の
ま
ま
持
ち
込
む
こ
と
を
警
戒
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
ア
ー
レ
ン
ト
は
神
的
な
絶
対
者
を
地
上
に
顕
現
さ
せ
て

し
ま
う
主
権
の
概
念
を
問
題
視
し
た
の
で
あ
り
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
神
的
暴
力
と
い
う
純
粋
暴
力
を
人
間
的
世
界
の
彼
岸
の
領
域
に
据
え
た
の

だ
っ
た
。
こ
う
し
て
人
間
的
世
界
の
此
岸
で
語
り
う
る
政
治
の
あ
り
よ
う
と
し
て
、〈
純
粋
目
的
の
政
治
〉（
ア
ー
レ
ン
ト
）
と
〈
純
粋
手
段
の
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政
治
〉（
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
）
と
が
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
ア
ー
レ
ン
ト
が
神
的
な
絶
対
者
を
斥
け
る
の
に
た
い
し
て
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

は
神
的
な
純
粋
暴
力
の
観
念
を
け
っ
し
て
手
放
さ
な
い
し
、
こ
の
観
念
を
梃
子
に
し
た
革
命
的
暴
力
へ
の
期
待
も
隠
そ
う
と
も
し
な
い
。
そ

れ
で
は
革
命
的
暴
力
は
現
実
世
界
で
い
か
に
し
て
遂
行
さ
れ
る
の
か
。
神
的
な
純
粋
暴
力
が
人
間
的
世
界
に
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ま
れ
な
い
に

せ
よ
、
純
粋
暴
力
の
観
念
が
革
命
的
暴
力
を
可
能
に
す
る

0

0

0

0

0

と
い
う
以
上
、
革
命
的
暴
力
が
神
的
暴
力
と
無
関
係
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
い
か
な
る
関
係
が
あ
る
と
い
う
の
か
。

こ
の
問
い
を
考
え
る
た
め
に
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
ド
イ
ツ
の
議
会
を
批
判
し
た
件
り
を
改
め
て
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
議
会
が
凋
落
し
た
理
由
は
、「
自
ら
の
存
在
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
革
命
的
な
力
（die revolutionäre 

K
räfte

）
を
意
識
し
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
」
点
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
議
会
に
は
「
そ
こ
に
表
象
（repräsentieren

）
さ
れ
て
い
る
法
措

定
的
暴
力
」
が
潜
ん
で
い
る
は
ず
な
の
に
、
そ
う
し
た
暴
力
へ
の
意
識
が
欠
け
て
い
た
点
に
こ
そ
問
題
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も

と
よ
り
「
革
命
的
な
力
」
も
議
会
の
な
か
で
は
─
─
神
的
暴
力
で
は
な
く
─
─
「
法
措
定
的
暴
力
」
と
し
て
表
象
〔
代
理
〕
さ
れ
る
。
ベ
ン

ヤ
ミ
ン
か
ら
す
れ
ば
、
た
と
え
神
的
暴
力
を
法
の
彼
岸
に
想
定
し
た
と
し
て
も
、
革
命
的
な
力
（
革
命
的
暴
力
）
は
人
間
的
世
界
で
は
法
措
定

的
暴
力
と
し
て
表
象
〔
代
理
〕
さ
れ
る
ほ
か
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
「
法
的
制
度
の
な
か
に
は
〔
革
命
的
＝
法
措
定
的
〕
暴
力
が
潜
在
し
て

い
る
と
い
う
意
識
」
が
あ
れ
ば
、
そ
の
法
的
制
度
は
凋
落
し
な
い
で
済
む
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
法
の
彼
岸
に
あ
る
神
的
な

純
粋
暴
力
を
見
据
え
つ
つ
神
話
的
暴
力
か
ら
の
救
済
を
望
見
す
る
こ
と
、
そ
う
し
た
純
粋
暴
力
の
観
念
に
導
か
れ
て
国
家
暴
力
を
廃
絶
す
る

革
命
を
遂
行
す
る
こ
と
、
そ
の
う
え
で
自
ら
を
生
み
出
し
た
革
命
的
な
力
を
意
識
し
つ
づ
け
る
仕
組
み
を
設
け
て
維
持
す
る
こ
と
、
こ
れ
が

人
間
的
世
界
で
可
能
な
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
─
─
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
行
論
を
辿
っ
て
み
る
と
、
こ
う
し
た
理
路
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る（

（7
（

。

こ
の
よ
う
な
読
み
方
が
成
立
す
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
議
論
を
ふ
た
た
び
ア
ー
レ
ン
ト
に
近
づ
け
て
考
え
る
こ
と
が
可
能
と

な
ろ
う
。
革
命
（
新
た
な
政
治
体
の
創
設
）
を
い
か
に
基
礎
づ
け
る
か
と
い
う
問
題
だ
け
で
な
く
、革
命
の
あ
と
に
「
革
命
精
神
（revolutionary 

spirit

）
を
い
か
に
維
持
す
る
の
か（

（7
（

」
と
い
う
問
題
も
ま
た
、
ア
ー
レ
ン
ト
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
も
と

よ
り
こ
こ
に
は
厄
介
な
問
題
が
伏
在
し
て
い
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、〈
革
命
精
神
〉
が
一
方
で
ま
っ
た
く
新
た
な
も
の
を
生
み
出
し
、

他
方
で
持
続
す
る
も
の
を
生
み
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
二
つ
の
ベ
ク
ト
ル
の
あ
い
だ
に
は
一
種
の
緊
張
が
あ
る
。
何
か
を
新
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た
に
始
め
る
こ
と
が
時
間
の
連
続
的
な
流
れ
に
亀
裂
を
持
ち
込
む
こ
と
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
同
じ
事
柄
を
そ
の
ま
ま
持
続
す
る
営
み

と
は
論
理
的
に
噛
み
合
わ
な
い
。
し
か
も
、
新
た
な
政
治
体
の
創
設
を
支
え
る
純
粋
権
力
の
遂
行
が
「
活
動
す
る
自
由
」（freedom

 to act

）

に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
も
し
も
持
続
的
な
制
度
の
枠
の
な
か
に
こ
の
自
由
を
嵌
め
込
も
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
自
由
の
創
設
」
と

い
う
所
期
の
目
的
に
反
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。「
こ
こ
か
ら
は
不
幸
な
帰
結
が
出
て
く
る
よ
う
に
み
え
る
。
つ
ま
り
、
革
命
の
成

果
そ
の
も
の
に
最
も
危
険
で
最
も
鋭
い
脅
威
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
そ
の
成
果
を
も
た
ら
し
た
当
の
革
命
精
神
に
ほ
か
な
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
活
動
す
る
自
由
と
い
う
最
も
高
尚
な
意
味
に
お
け
る
自
由
は
、
創
設
の
た
め
に
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
代
償
と
な
る
の

だ
ろ
う
か
？（

（7
（

」。

ア
ー
レ
ン
ト
の
み
る
と
こ
ろ
、
こ
の
難
問
に
十
分
に
対
応
す
る
こ
と
の
で
き
た
革
命
は
─
─
少
数
の
範
例
的
な
事
例
を
除
け
ば
─
─
皆
無

に
等
し
く
、
あ
ら
ゆ
る
革
命
の
歴
史
は
結
局
の
と
こ
ろ
〈
革
命
精
神
〉
が
忘
却
さ
れ
て
い
っ
た
歴
史
で
も
あ
る
。
あ
る
い
は
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の

語
法
に
即
し
て
い
え
ば
、
法
措
定
的
暴
力
が
た
だ
ち
に
法
維
持
的
暴
力
に
よ
っ
て
代
理
さ
れ
る
と
と
も
に
、〈
革
命
的
な
力
〉
を
忘
却
し
た

法
的
制
度
─
─
た
と
え
ば
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
ド
イ
ツ
の
議
会
─
─
は
神
話
的
暴
力
の
呪
縛
に
人
を
搦
め
取
る
だ
け
の
機
構
と
化
し
、
当
の
法
的

制
度
を
生
み
出
し
た
は
ず
の
〈
革
命
的
な
力
〉
を
自
ら
衰
弱
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
〈
革
命
精
神
〉
の
忘
却
、〈
革
命

的
な
力
〉
の
忘
却
を
克
服
し
う
る
方
途
は
は
た
し
て
あ
る
の
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
新
た
な
政
治
体
の
創
設
を
支
え
た
〈
革
命
精
神
〉
を
そ

の
後
も
維
持
し
つ
づ
け
る
よ
う
な
制
度
は
は
た
し
て
可
能
な
の
か
。
ア
ー
レ
ン
ト
は
こ
の
問
い
を
解
く
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
評
議
会
制

を
挙
げ
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
に
い
わ
せ
れ
ば
、
評
議
会
（council
）
と
は
─
─
少
な
く
と
も
理
念
と
し
て
は
─
─
革
命
と
い
う
例
外
状
態
が
終

結
す
る
と
と
も
に
解
散
す
る
一
時
的
な
臨
時
組
織
で
は
な
く
、〈
革
命
精
神
〉
を
維
持
し
つ
つ
永
続
的
に
存
続
す
る
機
関
で
あ
ろ
う
と
図
る

制
度
に
ほ
か
な
ら
な
い（

（7
（

。
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
「
反
復
革
命（

（8
（

」（recurring revolution

）
と
い
う
理
念
、
要
す
る
に
永
久
革
命
と
い
う

理
念
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
新
た
な
政
治
体
の
創
設
を
一
回
限
り
の
出
来
事
で
終
わ
ら
せ
ず
、
創
設
行
為
そ
の
も
の
を
永
久
に
反
復
し
つ
づ

け
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。〈
始
ま
り
〉
と
は
一
回
限
り
の
出
来
事
で
は
な
く
、
何
度
で
も
新
た
に
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

─
─
ア
ー
レ
ン
ト
は
そ
う
し
た
〈
始
ま
り
〉
の
可
能
性
を
救
い
出
そ
う
と
し
た
の
だ
と
い
っ
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い（

（8
（

。

こ
れ
は
ア
ー
レ
ン
ト
の
〈
純
粋
目
的
の
政
治
〉
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
帰
結
で
も
あ
り
、
同
時
に
脱
構
築
批
評
の
観
点
か
ら
の
批
判
的
コ
メ
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ン
ト
に
た
い
す
る
応
答
で
も
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
の
み
る
と
こ
ろ
、
政
治
体
の
創
設
を
基
礎
づ
け
る
の
は
何
よ
り
も
約
束
す
る
と
い
う
行
為

の
遂
行
そ
れ
自
体
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
脱
構
築
批
評
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
発
話
者
の
意
図
が
純
粋
に
現
前
し
て
い
る
行
為
遂
行
的
な
言

明
な
ど
あ
り
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
約
束
と
い
う
行
為
遂
行
的
な
言
明
が
事
実
確
認
的
な
言
明
へ
す
り
替
え
ら
れ
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。

起
源
の
法
措
定
は
自
分
自
身
を
反
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
を
基
礎
づ
け
る
ほ
か
な
い
が
、
と
は
い
え
そ
の
基
礎
づ
け
は
原
理
的
に
不
可

能
な
の
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
約
束
は
無
限
に
反
復
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
こ
に
創
設
の
ア
ポ
リ
ア
を
見
て
取
る
の
が
脱
構
築
批
評
の

捉
え
方
で
あ
り
、
こ
う
し
た
指
摘
そ
の
も
の
は
正
鵠
を
射
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う（

（8
（

。
と
は
い
え
ア
ー
レ
ン
ト
の
思
考
に
即
し

て
い
え
ば
、
こ
う
し
た
約
束
の
不
可
能
性
と
反
復
可
能
性
は
〈
政
治
〉
を
不
可
能
に
す
る
条
件
で
は
け
っ
し
て
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
こ
そ
が

〈
政
治
〉
の
可
能
性
の
条
件
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
約
束
が
原
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
約
束
を
何
度
で
も
新
た
に

始
め
る
ほ
か
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
行
為
遂
行
の
反
復
の
な
か
で
初
め
て
〈
政
治
〉
は
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ア
ー
レ
ン
ト

に
と
っ
て
約
束
の
ア
ポ
リ
ア
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
〈
政
治
〉
の
可
能
性
の
条
件
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
と
よ
り
こ
う
し
た
〈
政
治
〉
を
支
え
る
手
段

0

0

は
言
葉
を
措
い
て
ほ
か
に
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
ア
ー
レ
ン
ト
の
〈
純
粋
目
的
の
政
治
〉

と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
〈
純
粋
手
段
の
政
治
〉
は
互
い
に
限
り
な
く
接
近
す
る
。
そ
の
結
節
点
と
な
る
の
が
〈
言
語
を
つ
う
じ
た
合
意
・
同
意
の

形
成
〉
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
理
性
的
で
透
明
な
意コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

思
疎
通
と
し
て
成
立
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ア
ー
レ
ン
ト
は
何
か
を
新
た
に
始
め
る

「
活
動
す
る
能
力
」
と
「
嘘
を
つ
く
能
力
」
と
は
相
互
に
関
連
し
て
い
る
と
述
べ（

（8
（

、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
「
話
し
合
い
」
に
お
い
て
「
嘘
は
処
罰

さ
れ
な
い
」
と
い
う（

（8
（

。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
合
意
・
同
意
を
形
成
す
る
手
段
と
し
て
の
言
語
と
は
、
一
種
の
折ネ

ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

衝
交
渉
の
技
術
と
で
も
い
う

べ
き
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
約
束
の
徹
底
的
な
遂
行
を
要
請
す
る
ア
ー
レ
ン
ト
の
〈
純
粋
目
的
の
政
治
〉
も
、「
活

動
（action

）
の
予
言
不
可
能
性（

（8
（

」
と
い
う
人
間
精
神
の
暗
闇
を
見
据
え
、
嘘
を
も
含
む
言
語
行
為
を
不
可
欠
の
手
段

0

0

と
し
て
い
る
以
上
、
ベ

ン
ヤ
ミ
ン
の
い
う
〈
純
粋
手
段
の
政
治
〉
と
必
ず
し
も
相
反
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
先
に
は
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
課
題
が
控
え
て
い
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
つ
い
て
い
え
ば
、
た
と
え
ば
論
考
「
言
語
一
般
お
よ

び
人
間
の
言
語
に
つ
い
て
」（
一
九
一
六
年
）
な
ど
で
示
さ
れ
る
〈
純
粋
言
語
〉
の
観
念
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
ア
ー
レ

ン
ト
に
つ
い
て
い
え
ば
、『
人
間
の
条
件
』（
一
九
五
八
年
）
で
示
さ
れ
る
〈
約
束
〉
の
観
念
や
『
精
神
の
生
活
』（
一
九
七
八
年
）
で
示
さ
れ
る



88政治思想とダイバーシティ【政治思想研究 第19号／2019年５月】

〈
意
志
〉
を
め
ぐ
る
考
察
へ
の
立
ち
入
っ
た
検
証
が
必
要
と
も
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
課
題
の
検
討
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
ら
ざ
る
を
え

な
い
。
こ
こ
で
は
第
一
に
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
ア
ー
レ
ン
ト
が
法
措
定
（
政
治
体
の
創
設
）
に
は
い
や
お
う
な
く
ア
ポ
リ
ア
が
つ
い
て
回
る
こ
と

を
剔
抉
し
た
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
も
ア
ー
レ
ン
ト
も
こ
の
ア
ポ
リ
ア
か
ら
の
脱
出
の
方
途
を
探
ろ
う
と
し
た
が
、
主
権
モ

デ
ル
に
依
拠
す
る
の
で
あ
れ
共
和
政
モ
デ
ル
に
依
拠
す
る
の
で
あ
れ
、
彼
ら
の
試
み
自
体
が
ア
ポ
リ
ア
を
抱
え
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
、

第
三
に
、
そ
れ
で
も
そ
う
し
た
ア
ポ
リ
ア
こ
そ
が
む
し
ろ
〈
政
治
〉
一
般
の
可
能
性
の
条
件
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

─
─
こ
う
し
た
こ
と
を
暴
力
批
判
論
の
再
構
成
の
た
め
の
覚
え
書
き
と
し
て
書
き
留
め
、
ひ
と
ま
ず
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

＊
引
用
・
参
照
し
た
欧
文
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
便
宜
的
に
邦
訳
の
該
当
頁
数
の
み
を
注
記
す
る
に
と
ど
め
た
が
、
訳
文
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
訳
書

を
そ
の
ま
ま
踏
襲
せ
ず
適
宜
修
正
を
加
え
た
。
な
お
、
引
用
文
に
字
句
を
補
っ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
亀
甲
括
弧
〔　

〕
で
括
っ
て
示
し
た
。

＊
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」
に
か
ん
し
て
は
、
野
村
修
訳
「
暴
力
批
判
論
」（『
暴
力
批
判
論 

他
十
篇
』
岩
波
文
庫
、
一
九
九
四
年
、
所
収
）、
浅

井
健
二
郎
訳
「
暴
力
批
判
論
」（『
ド
イ
ツ
悲
劇
の
根
源
（
下
）』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
九
年
、
所
収
）、
山
口
裕
之
訳
「
暴
力
の
批
判
的
検
討
」

（『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
』
河
出
文
庫
、
二
〇
一
一
年
、
所
収
）
な
ど
複
数
の
邦
訳
が
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
浅
井
訳
の
該
当
頁

数
の
み
を
示
す
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
訳
文
に
つ
い
て
は
野
村
訳
・
山
口
訳
も
参
照
し
つ
つ
修
正
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
結
果
が
訳
文
に
反
映
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

＊
本
稿
で
提
示
し
た
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」
の
読
解
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
暴
力
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
と
重
複
す
る
記
述
も
含
ま

れ
る
一
方
、
解
釈
に
つ
い
て
修
正
を
加
え
た
部
分
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
前
著
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
逐
一
注
記
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

（
1
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
、
山
田
正
行
訳
『
暴
力
に
つ
い
て
─
─
共
和
国
の
危
機
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
九
七
頁
。

（
2
）
Ｍ
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
、
脇
圭
平
訳
『
職
業
と
し
て
の
政
治
』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
〇
年
、
九
頁
。

（
3
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
暴
力
に
つ
い
て
』、
一
〇
三
─
一
〇
四
頁
。

（
4
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
暴
力
に
つ
い
て
』、
一
〇
三
頁
。
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（
5
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
暴
力
に
つ
い
て
』、
一
五
七
頁
以
下
。

（
6
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
浅
井
健
二
郎
訳
「
暴
力
批
判
論
」、『
ド
イ
ツ
悲
劇
の
根
源
（
下
）』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
九
年
、
二
二
八
─
二
二
九
頁
。

（
7
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
五
〇
頁
。

（
8
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
四
七
頁
。

（
9
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
四
七
頁
。

（
10
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
四
八
頁
。

（
11
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
四
八
頁
。

（
12
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
七
七
頁
。

（
13
）
Ｊ
・
デ
リ
ダ
、
堅
田
研
一
訳
『
法
の
力
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
九
年
、
一
三
四
─
一
三
五
頁
。

（
14
）
Ｊ
・
デ
リ
ダ
『
法
の
力
』、
三
三
頁
。

（
15
）
Ｊ
・
デ
リ
ダ
『
法
の
力
』、
二
六
頁
。

（
16
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
六
七
頁
。

（
17
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
六
八
頁
。

（
18
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
六
九
頁
。

（
19
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
七
七
頁
。

（
20
）“A

uf und A
b ”

に
当
て
た
訳
語
「
揺
れ
動
き
」
に
つ
い
て
は
、
山
口
裕
之
訳
「
暴
力
の
批
判
的
検
討
」（『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
』
河
出
文

庫
、
二
〇
一
一
年
、
所
収
）
を
踏
襲
し
た
（
同
書
七
八
頁
参
照
）。

（
21
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
七
七
頁
。

（
22
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
五
一
頁
。

（
23
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
七
七
頁
。

（
24
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
七
七
頁
。

（
25
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
六
二
頁
。

（
26
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
六
二
頁
。

（
27
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
五
二
─
二
五
三
頁
。
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（
28
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
六
〇
─
二
六
一
頁
。

（
29
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
五
六
─
二
五
八
頁
。

（
30
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
五
八
頁
。

（
31
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
五
六
頁
。

（
32
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
暴
力
に
つ
い
て
』、
一
四
〇
頁
。

（
33
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
暴
力
に
つ
い
て
』、
一
四
〇
頁
。

（
34
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
暴
力
に
つ
い
て
』、
一
四
〇
頁
。

（
35
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
暴
力
に
つ
い
て
』、
一
三
三
頁
。

（
36
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
暴
力
に
つ
い
て
』、
一
四
〇
頁
。

（
37
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
六
五
─
二
六
六
頁
。

（
38
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
七
〇
頁
。

（
39
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
暴
力
に
つ
い
て
』、
一
二
八
頁
。

（
40
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
暴
力
に
つ
い
て
』、
一
二
九
頁
。

（
41
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
暴
力
に
つ
い
て
』、
一
二
九
頁
。

（
42
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
〔
ア
レ
ン
ト
〕、
志
水
速
雄
訳
『
革
命
に
つ
い
て
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
五
年
、
二
五
〇
頁
。

（
43
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
革
命
に
つ
い
て
』、
二
五
〇
頁
。

（
44
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
革
命
に
つ
い
て
』、
二
四
五
頁
。

（
45
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
五
三
頁
。

（
46
）
な
お
、
こ
こ
で
「
純
粋
手
段
と
し
て
非
暴
力
的
な
手
段
が
対
置
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
な
の
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
い
わ
れ
る
と
き
、
許
可
・
認
容
の
意
を
添
え
る
話

法
の
助
動
詞dürfen

（
英
語m

ay

に
相
当
す
る
助
動
詞
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、〈
暴
力
に
た
い
し
て
純
粋
手
段
を
対
置
す
る
こ
と
に
は
相
応

の
理
由
が
あ
る
〉、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。〈
純
粋
手
段
〉
が
暴
力
に
「
対
置
」
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
そ
れ
が
暴
力
の
根

絶
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
見
通
し
が
─
─
可
能
性
と
し
て
も
当
為
と
し
て
も
─
─
こ
こ
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
47
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
五
三
頁
。

（
48
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
六
一
頁
。
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（
49
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
六
二
頁
。

（
50
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
七
七
頁
。

（
51
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
六
三
頁
。

（
52
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
六
六
頁
。

（
53
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
六
九
─
二
七
〇
頁
。

（
54
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
七
六
頁
。

（
55
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
七
〇
頁
。

（
56
）
Ｊ
・
デ
リ
ダ
『
法
の
力
』、
一
九
三
─
一
九
四
頁
参
照
。

（
57
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
七
〇
頁
。

（
58
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
七
七
─
二
七
八
頁
。

（
59
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
革
命
に
つ
い
て
』、
三
六
七
頁
。

（
60
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
革
命
に
つ
い
て
』、
二
九
八
─
二
九
九
頁
。

（
61
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
革
命
に
つ
い
て
』、
二
九
三
─
二
九
四
頁
。

（
62
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
革
命
に
つ
い
て
』、
二
九
六
頁
。

（
63
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
革
命
に
つ
い
て
』、
三
〇
一
頁
。

（
64
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
革
命
に
つ
い
て
』、
二
九
九
─
三
〇
〇
頁
。

（
65
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
革
命
に
つ
い
て
』、
三
一
三
─
三
一
四
頁
。

（
66
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
革
命
に
つ
い
て
』、
二
九
六
頁
。

（
67
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
革
命
に
つ
い
て
』、
三
二
六
頁
。

（
68
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
革
命
に
つ
い
て
』、
二
六
四
頁
。

（
69
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
革
命
に
つ
い
て
』、
二
六
三
頁
。

（
70
）
さ
ら
に
い
え
ば
、「
権
力
の
正
統
性
は
最
初
に
人
々
が
集
ま
る
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
に
続
く
で
あ
ろ
う
何
ら
か
の
活
動
（action

）

に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
」（
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
「
権
力
に
つ
い
て
」、
一
四
一
頁
）。

（
71
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
革
命
に
つ
い
て
』、
二
七
〇
頁
。
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（
72
）
こ
れ
は
デ
リ
ダ
が
論
考
「
独
立
宣
言
」（
一
九
八
四
年
）
で
取
り
上
げ
た
問
題
で
も
あ
る
。
独
立
宣
言
で
創
設
を
宣
言
す
る
主
体
は
「
人
民
」
で
あ

る
わ
け
だ
が
、
し
か
し
「
人
民
」
は
こ
の
宣
言
以
前
に
は
そ
の
も
の
と
し
て
は
存
在
し
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
人
民
」
を
い
わ
ば
論
理
的
に
先

取
り
し
て
創
設
の
主
体
と
し
て
名
指
さ
な
け
れ
ば
、
創
設
そ
の
も
の
が
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
。
要
す
る
に
「
人
民
」
と
い
う
の
は
、
創
設
を
宣
言
す

る
行
為
遂
行
の
な
か
で
初
め
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
「
人
民
」
の
存
在
を
先
取
り
し
て
正
統
性
の
根
拠
と
す
る
政
治
体
は
、

い
や
お
う
な
く
行
為
遂
行
的
暴
力
の
「
力
の
一
撃
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
独
立
宣
言
の
事
例
に
み
ら
れ
る

の
は
、
新
た
な
政
治
体
の
創
設
が
「
宣
言
」
に
よ
っ
て
事
実
確
認
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
ど
ち
ら
な
の
か
が
決

定
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
─
─
つ
ま
り
行
為
遂
行
的
な
構
造
と
事
実
確
認
的
な
構
造
と
の
あ
い
だ
の
決
定
不
可
能
性
な
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
う
し
た
曖

昧
さ
は
創
設
の
効
果
を
生
み
出
す
た
め
に
む
し
ろ
要
請
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
Ｊ
・
デ
リ
ダ
、
宮
﨑
裕
助
訳
「
ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言
」、『
思

想
』
一
〇
八
八
号
〔
二
〇
一
四
年
一
二
月
号
〕、
五
二
─
六
三
頁
参
照
）。
な
お
、
デ
リ
ダ
の
独
立
宣
言
論
に
つ
い
て
は
、
宮
﨑
裕
助
「
国
家
創
設
の
パ

フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
と
署
名
の
政
治
─
─
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
の
「
ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言
」
論
」（『
思
想
』
一
〇
八
八
号
〔
二
〇
一
四
年
一
二
月
号
〕、
六

四
─
八
七
頁
）
が
見
通
し
の
よ
い
整
理
を
行
な
っ
て
い
る
。

（
73
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
革
命
に
つ
い
て
』、
三
一
二
頁
。

（
74
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
七
八
頁
。

（
75
）
た
と
え
ば
断
章
「
神
と
歴
史
」（
一
九
一
九
─
一
九
二
〇
年
）
で
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
こ
こ
〔
神
政
政
治
の
問
題
〕
で
基

本
原
理
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
真
の
神
的
暴
力
が
破
壊
的
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

か
た
ち
で
顕
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
来
た
る
べ

き
（
成
就
さ
れ
た
）
世
界
に
お
い
て
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
神
的
暴
力
が
現
世
世
界
の
な
か
に
入
り
込
ん
で
く
る
場
合
に

は
、
そ
こ
に
は
破
壊
が
み
な
ぎ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
世
界
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る
恒
常
的
な
も
の
も
、
ま
た
い
か
な
る
形
成
も
、
神
的

暴
力
を
根
拠
に
据
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
や
、
神
的
暴
力
を
根
拠
に
し
て
、
支
配
を
こ
の
世
界
の
最
高
原
理
と
し
て
打
ち
立
て
る
こ
と
は
で
き

な
い
」（
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
道
籏
泰
三
訳
『
来
た
る
べ
き
哲
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
晶
文
社
、
一
九
九
二
年
、
三
四
九
頁
、
強
調
原
文
）。

（
76
）
こ
う
し
て
み
る
と
、〈
純
粋
手
段
の
政
治
〉
の
例
と
し
て
示
さ
れ
た
二
つ
の
事
例
─
─
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
ゼ
ネ
ス
ト
と
外
交
官
の
交
渉
─
─
は
、〈
例

外
状
態
に
お
け
る
革
命
の
遂
行
〉
と
〈
通
常
状
態
に
お
け
る
調
停
の
遂
行
〉
に
対
応
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
、〈
純
粋
手
段
の
政
治
〉
と
対

照
的
な
事
例
と
し
て
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
ド
イ
ツ
の
議
会
が
挙
げ
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
市
野
川
容
孝
『
社
会
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
も
強
調
す
る
よ

う
に
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
議
会
そ
の
も
の
を
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
す
ぐ
れ
た
（hochstehend

）
議
会
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
も
な
お

比
較
的
望
ま
し
く
、
喜
ば
し
い
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
政
治
的
合
意
の
た
め
の
原
理
的
に
非
暴
力
的
な
手
段
に
つ
い
て
論
じ
る
場
合
に
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は
、
議
会
主
義
（Parlam

entarism
us

）
を
取
り
上
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」（
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
五
二
頁
）。
こ
こ
で
ベ
ン
ヤ

ミ
ン
が
批
判
の
矛
先
を
向
け
て
い
る
の
は
、
革
命
的
（
法
措
定
的
）
暴
力
に
ふ
さ
わ
し
い
「
決
定
」
を
下
す
の
を
避
け
、
ひ
た
す
ら
「
妥
協
」
を
至
上
命

題
と
す
る
硬
直
し
た
「
議
会
主
義
」
な
の
で
あ
っ
て
（
同
書
二
五
一
頁
参
照
）、「
す
ぐ
れ
た
〔
高
い
水
準
を
維
持
し
た
〕
議
会
」
の
可
能
性
に
つ
い
て
は

含
み
を
残
し
た
言
い
方
と
な
っ
て
い
る
。
永
久
革
命
を
遂
行
す
る
「
評
議
会
」
の
可
能
性
を
救
い
出
そ
う
と
し
た
ア
ー
レ
ン
ト
と
重
な
る
志
向
を
、
こ
こ

に
読
み
取
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
議
論
に
お
い
て
議
会
の
潜
勢
力
は
あ
く
ま
で
も
〈
純
粋
手
段
の
政
治
〉
の
可

能
性
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、「
議
会
制
を
超
え
る
議
会
制
」
を
神
的
暴
力
そ
の
も
の
と
等
置
し
よ
う
と
す
る
市
野

川
の
解
釈
は
や
は
り
少
々
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
市
野
川
前
掲
書
、
七
二
─
八
四
頁
参
照
）。

（
77
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
革
命
に
つ
い
て
』、
三
八
四
頁
。

（
78
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
革
命
に
つ
い
て
』、
三
七
五
─
三
七
六
頁
。

（
79
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
革
命
に
つ
い
て
』、
四
二
〇
頁
。

（
80
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
革
命
に
つ
い
て
』、
三
七
九
頁
。

（
81
）
こ
う
し
た
〈
始
ま
り
〉
の
反
復
可
能
性
は
お
の
ず
と
世
代
を
超
え
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
立
ち
入
っ
て
論
じ
る
準
備

は
な
い
。
ア
ー
レ
ン
ト
に
お
け
る
〈
始
ま
り
〉
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
森
川
輝
一
『〈
始
ま
り
〉
の
ア
ー
レ
ン
ト
─
─
「
出
生
」
の
思
想
の
誕
生
』（
岩
波

書
店
、
二
〇
一
〇
年
）、
と
り
わ
け
第
５
章
に
お
け
る
緻
密
な
分
析
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
82
）
ア
ー
レ
ン
ト
に
お
け
る
行
為
遂
行
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
・
ホ
ー
ニ
ッ
グ
が
立
ち
入
っ
た
分
析
を
加
え
て
い
る
（cf. Bonnie H

onig, Political 
T

heory and the D
isplacem

ent of Politics, Cornell U
niversity Press, 1993, Chap. 4

）。
ま
た
、
デ
リ
ダ
の
論
考
「
独
立
宣
言
」（
一
九
八
四

年
）
は
ア
ー
レ
ン
ト
を
直
接
的
に
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
実
質
的
に
は
ア
ー
レ
ン
ト
の
ア
メ
リ
カ
革
命
論
へ
の
批
評
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
（
註
72
参
照
）。
他
方
、〈
約
束
〉
に
即
し
て
い
え
ば
、
た
と
え
ば
Ｐ
・
ド
・
マ
ン
は
『
読
む
こ
と
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
』（
一
九
七
九
年
）
に
お
い

て
、
ル
ソ
ー
の
社
会
契
約
の
う
ち
に
「
約
束
の
不
可
能
性
が
証
明
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
束
を
繰
り
返
し
導
入
し
て
し
ま
う
事
態
」
を
見
て
取

り
、
そ
う
し
た
事
態
は
「
言
語
そ
の
も
の
が
認
識
を
行
為
か
ら
解
離
さ
せ
て
し
ま
う
」
点
に
起
因
す
る
と
捉
え
て
い
た
（
Ｐ
・
ド
・
マ
ン
、
土
田
知
則
訳

『
読
む
こ
と
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
─
─
ル
ソ
ー
、
ニ
ー
チ
ェ
、
リ
ル
ケ
、
プ
ル
ー
ス
ト
に
お
け
る
比
喩
的
言
語
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
、
三
五
八
頁
参
照
）。

（
83
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
暴
力
に
つ
い
て
』、
三
─
四
頁
。

（
84
）
Ｗ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」、
二
五
三
頁
。

（
85
）
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
〔
ア
レ
ン
ト
〕、
志
水
速
雄
訳
『
人
間
の
条
件
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
四
年
、
三
八
一
頁
。
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は
じ
め
に

哲
学
者
ホ
ッ
ブ
ズ
は
歴
史
家
で
も
あ
る
。
彼
は
ト
ゥ
キ
デ
ィ
デ
ス
『
戦
史
』
の
翻
訳
に
よ
っ
て
キ
ャ
リ
ア
を
開
始
し
、『
法
の
原
理
』『
市

民
論
』『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
と
い
っ
た
政
治
哲
学
の
作
品
中
で
も
歴
史
に
つ
い
て
少
な
か
ら
ず
触
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
内
乱
を
描
い
た
『
ビ
ヒ
モ
ス
』
を
始
め
と
し
て
『
教
会
史
』
や
『
異
端
に
関
す
る
歴
史
叙
述
』
な
ど
政
治
・
宗
教
対
立
に
関
す
る
歴
史
を

描
写
し
、
晩
年
に
は
ホ
メ
ロ
ス
の
『
イ
リ
ア
ス
』『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
翻
訳
も
成
し
遂
げ
る
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
歴
史
へ
の
関
心
を

持
ち
続
け
た（

（
（

。
一
方
で
彼
は
、「
事
実
に
関
す
る
知
識
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
歴
史
と
、
哲
学
者
が
必
要
と
す
る
「
断
定
の
他
の
断
定
と
の

連
結
に
関
す
る
知
識
」
で
あ
る
学
知science

と
を
峻
別
し
、
学
知
の
無
謬
性
を
強
調
す
る（

（
（

。
つ
ま
り
「
事
実
に
関
す
る
知
識
」
と
さ
れ
た

歴
史
は
学
知
に
一
歩
劣
っ
た
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
で
は
ホ
ッ
ブ
ズ
は
な
ぜ
そ
れ
で
も
歴
史
に
つ
い
て
語
り
続
け
た
の
だ
ろ
う
か
。

政
治
思
想
の
伝
統
に
お
い
て
、
政
体
移
行
は
歴
史
の
持
つ
個
別
性
と
法
則
性
の
両
方
が
現
れ
る
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
プ
ラ
ト
ン

は
『
国
家
』
に
お
い
て
個
別
具
体
的
な
歴
史
の
観
察
よ
り
も
理
論
的
法
則
性
の
発
見
に
重
き
を
置
き
、
内
乱
な
ど
を
契
機
と
し
た
国
制
変
動

の
一
般
法
則
を
示
し
た（

（
（

。
一
方
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
ギ
リ
シ
ア
の
国
制
変
動
の
様
々
な
事
例
を
検
討
す
る
が
、
国
制
変
動
の
原
因
が
一
般
に

内
乱
で
あ
る
こ
と
は
確
認
す
る
も
の
の
、
プ
ラ
ト
ン
と
は
異
な
り
政
体
か
ら
政
体
へ
の
変
化
に
法
則
性
の
よ
う
な
も
の
は
見
出
さ
な
い（

（
（

。
政

上
田
悠
久

ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
体
移
行
論

─
─
ロ
ー
マ
の
内
乱
か
ら
得
た
教
訓
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体
移
行
論
に
お
け
る
一
般
性
と
個
別
性
の
拮
抗
は
、「
自
然
の
法
則
」
と
し
て
の
「
政
体
循
環
論
」
と
そ
の
循
環
か
ら
脱
却
す
る
知
恵
と
し

て
の
「
混
合
政
体
論
」
を
提
示
す
る
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
に
よ
っ
て
止
揚
さ
れ
る
。
彼
は
、
ロ
ー
マ
史
を
論
じ
る
た
め
に
は
政
体
循
環
論
と
い
う

「
自
然
の
法
則
」
を
述
べ
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
循
環
か
ら
の
脱
却
を
図
っ
た
ロ
ー
マ
史
の
事
例
を
具
体
的
に
見
る
必
要
が
あ
る
と

示
唆
す
る
の
で
あ
る（

（
（

。

こ
の
よ
う
に
観
察
と
法
則
性
の
発
見
が
相
補
的
に
機
能
す
る
歴
史
叙
述
を
ホ
ッ
ブ
ズ
も
実
践
し
て
い
た
。
先
行
研
究
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
歴
史
に
対
し
て
関
心
を
持
ち
、
特
に
ト
ゥ
キ
デ
ィ
デ
ス
の
描
く
歴
史
に
あ
る
種
の
「
科
学
性
」
を
見
出
し
た
と
指
摘
し
て

い
る（

（
（

。
ま
た
哲
学
体
系
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
か
ら
の
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
伝
統
的
な
「
教
訓
」
と
し
て
の
歴
史
叙
述
を
否
定
し
た
と
考
え
ら
れ

て
き
た（

（
（

。
一
方
本
稿
で
は
、
歴
史
か
ら
一
般
法
則
を
引
き
出
し
、
科
学
と
科
学
な
ら
ざ
る
も
の
を
融
合
さ
せ
る
歴
史
叙
述
の
伝
統
を
ホ
ッ
ブ

ズ
が
継
受
し
た
こ
と
を
、
ロ
ー
マ
史
に
対
す
る
彼
の
関
心
、
そ
し
て
政
治
学
の
伝
統
的
な
主
題
で
あ
る
政
体
論
、
と
り
わ
け
政
体
移
行
論
に

つ
い
て
の
彼
の
見
解
か
ら
探
っ
て
い
く（

（
（

。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
ロ
ー
マ
の
歴
史
か
ら
、
内
乱（

（
（

に
よ
っ
て
君
主
制
か
ら
共
和
制
へ
、
そ
し
て
再
び
君
主

制
へ
と
移
行
す
る
法
則
性
を
学
び
取
っ
た（

（1
（

。
そ
し
て
彼
の
政
体
移
行
論
は
、
ロ
ー
マ
史
の
位
置
づ
け
と
と
も
に
著
作
間
で
変
化
し
て
い
た
。

ホ
ッ
ブ
ズ
は
ロ
ー
マ
史
と
い
う
具
体
的
な
歴
史
事
象
か
ら
法
則
を
引
き
出
し
、
さ
ら
に
そ
の
法
則
を
洗
練
さ
せ
応
用
可
能
な
理
論
と
し
て
確

立
し
た
の
で
あ
る
。

一	

「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」
─
─
元
首
政
成
立
過
程
と
内
乱

ホ
ッ
ブ
ズ
が
人
文
主
義
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
た
一
六
二
〇
年
頃
に
作
ら
れ
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
執
筆
に
関
与
し
た
と
推
定
さ
れ

る
一
群
の
論
考
、
い
わ
ゆ
る
「
三
つ
の
論
考
」Three D

iscourses

の
一
つ
に
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
『
年
代
記
』
に
か
ん
し
て
考
察
し
た
「
タ

キ
ト
ゥ
ス
の
冒
頭
部
分
に
関
す
る
論
考
」A D

iscourse upon the Beginning of T
acitus

（
以
下
「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」）
が
あ
る（

（1
（

。
こ
れ
は

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
（
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
）
が
い
か
に
し
て
君
主
権
威
を
得
た
の
か
を
描
く
も
の
で
、
ス
キ
ナ
ー
は
新
し
い
君
主
の
危
険
に
対

す
る
教
訓
を
説
く
と
い
う
歴
史
叙
述
の
実
践
で
あ
る
と
説
明
す
る（

（1
（

。
一
方
木
村
俊
道
は
、
共
和
制
か
ら
帝
政
へ
の
移
行
と
そ
れ
を
可
能
に
し
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た
「
新
君
主
」
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
を
「
統
治
の
技
術
」
の
学
識
あ
る
マ
ス
タ
ー
で
あ
る
と
ホ
ッ
ブ
ズ
が
評
価
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
共
和
主

義
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
、
君
主
政
下
の
宮
廷
な
ど
で
展
開
さ
れ
た
、
政
治
的
思
慮
や
国
家
理
性
を
言
語
と
す
る
人
文
主
義
へ
の
ホ
ッ
ブ
ズ

の
接
近
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る（

（1
（

。
タ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」
に
お
い
て
、
内
乱
を
回
避
す
る
た
め
に
君
主
が
群
衆
を
操
作
す
る

必
要
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
に
学
ん
で
国
家
理
性
や
政
治
的
思
慮
な
ど
君
主
の
支
配
を
積
極
的
に
擁
護
す
る
「
タ
キ
ト
ゥ
ス
主

義
」
が
表
明
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
と
こ
ろ
で
タ
キ
ト
ゥ
ス
本
人
は
古
代
ロ
ー
マ
の
栄
枯
盛
衰
や
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
時
代
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
る

に
と
ど
め
、
詳
細
は
他
の
優
れ
た
歴
史
書
に
委
ね
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
に
対
し
「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」
で
は
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
簡
潔
な
説
明
に
対
し

膨
大
な
注
を
つ
け
る
よ
う
に
し
て
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
政
成
立
史
、
す
な
わ
ち
政
体
移
行
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
タ
キ
ト
ゥ
ス

論
」
は
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
へ
の
関
心
や
国
家
理
性
論
に
収
斂
さ
れ
得
な
い
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
ホ
ッ
ブ
ズ
が
ロ
ー
マ
史
か
ら
学
ん

だ
政
体
移
行
論
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
、「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」
で
詳
述
さ
れ
る
ロ
ー
マ
政
体
の
変
遷
に
注
目
す
る
。

ま
ず
「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」
で
は
ロ
ー
マ
の
王
制
が
暴
政
を
理
由
と
し
て
打
破
さ
れ
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
ロ
ー
マ
は
ロ
ム
ル
ス
に
よ
り

建
国
さ
れ
世
襲
王
制
が
続
い
た
が
、
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
王
の
高
慢
さ
や
暴
政
は
、
暴
動
を
起
こ
し
政
体
を
変
更
す
る
口
実
を
ル
キ
ウ
ス
・
ブ

ル
ー
ト
ゥ
ス
に
与
え
た
。「
ロ
ー
マ
史
を
読
む
も
の
は
誰
で
も
、
ル
キ
ウ
ス
・
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ス
の
行
為
が
、
そ
の
名
誉
を
た
た
え
『
王
の
戦

い
』Regifugium

の
名
の
祝
日
が
設
け
ら
れ
た
ほ
ど
に
ま
で
誇
張
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る（

（1
（

」。
そ
し
て
、「
王
が
そ
の
地
位
を
乱
用

し
、
臣
民
を
専
制
的
に
支
配
し
、
そ
の
子
弟
や
お
べ
っ
か
使
い
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
無
礼
な
振
る
舞
い
や
腐
敗
に
全
く
見
て
見
ぬ
振
り
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
」
で
は
人
々
の
自
由
が
蹂
躙
さ
れ
て
い
た
の
で
、
自
由
の
回
復
を
企
て
る
べ
く
暴
君
討
伐
が
正
当
化
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
こ

う
し
た
背
景
に
よ
り
成
立
し
た
の
が
、「
自
由
と
コ
ン
ス
ル
（
執
政
官
）
の
政
体
」、
す
な
わ
ち
現
代
の
読
者
が
理
解
す
る
と
こ
ろ
の
共
和
制

で
あ
る
。
こ
の
「
自
由
と
コ
ン
ス
ル
の
政
体
」
に
か
ん
し
て
「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」
が
注
目
す
る
の
は
、
元
老
院
が
非
常
事
態
の
際
、
例
外
的

に
強
大
な
権
力
を
有
す
る
臨
時
政
務
官
と
し
て
任
命
し
た
独
裁
官
で
あ
る
。

コ
ン
ス
ル
の
統
治
の
間
、
そ
こ
で
は
他
の
〔
政
体
〕
は
混
合
さ
れ
て
い
た
。「
独
裁
官
た
ち
は
時
々
し
か
選
出
さ
れ
な
か
っ
た
」。
こ
の

政
務
官
は
、
権
力
に
関
し
て
は
彼
自
身
の
意
志
の
み
に
制
限
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
任
期
に
関
し
て
は
元
老
院
か
ら
の
制
限
が
あ
り
、
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そ
の
〔
制
限
さ
れ
た
任
期
〕
は
と
て
も
短
か
っ
た
の
で
、
彼
ら
の
権
力
は
ほ
と
ん
ど
害
を
も
た
ら
す
こ
と
も
、
野
心
を
育
て
る
こ
と
も
で

き
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
そ
の
時
に
は
絶
対
的
王
の
よ
う
な
権
威
を
有
し
て
お
り
、
や
が
て
働
き
に
お
い
て
は
王
〔
が
有
し
て
い
る
も
の
〕

と
同
等
の
も
の
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
〔
独
裁
官
の
権
威
が
そ
の
権
威
を
〕
停
止
す
る
よ
う
簡
単
に
は
強
制
さ
れ
得
な
い
よ

う
な
者
の
手
に
渡
っ
た
時
、
彼
ら
は
そ
の
権
力
に
関
し
て
、
見
せ
か
け
の
口
実
に
よ
っ
て
人
民
は
自
ら
の
自
由
を
奪
わ
れ
、
快
楽
の
続

く
限
り
ス
ッ
ラ
に
対
し
て
、
そ
し
て
生
命
の
続
く
限
り
カ
エ
サ
ル
に
対
し
て
心
奪
わ
れ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
独
裁

制
は
別
の
統
治
形
態
と
し
て
説
明
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
当
座
は
至
高
で
あ
る
が
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
一
つ
の
職
務
に
過
ぎ
な
い

の
で
あ
る（

（1
（

。

つ
ま
り
独
裁
官
の
も
つ
絶
対
的
権
威
や
権
能
は
任
期
制
の
存
在
に
よ
り
制
限
さ
れ
て
い
た
の
で
、
独
裁
官
が
い
た
時
も
「
自
由
と
コ
ン
ス

ル
の
政
体
」
は
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
共
和
制
に
お
い
て
独
裁
官
は
あ
く
ま
で
従
属
的
な
位
置
し
か
占
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
で
「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」
で
は
、
最
後
の
独
裁
官
で
あ
る
カ
エ
サ
ル
に
後
継
指
名
さ
れ
た
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
す
な
わ
ち
「
ア
ウ
グ
ス

ト
ゥ
ス
」
が
、
ロ
ー
マ
が
内
乱
に
直
面
し
た
ゆ
え
に
第
一
人
者
（
元
首
）
す
な
わ
ち
皇
帝
に
な
れ
た
こ
と
も
強
調
さ
れ
る
。
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ

ス
、
レ
ピ
ド
ゥ
ス
そ
し
て
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
は
三
頭
政
治
を
組
ん
だ
が
、
後
者
二
人
の
軍
隊
は
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
手
に
渡
っ
て
し
ま
っ
た
。

と
い
う
の
も
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
討
伐
の
た
め
に
元
老
院
は
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
「
兵
力
を
徴
募
し
彼
に
対
峙
す
る
権
威
」
を
与
え
た
が
、
そ
れ

は
ロ
ー
マ
の
防
衛
を
ロ
ー
マ
の
破
壊
者
の
手
に
委
ね
た
こ
と
に
他
な
ら
ず
、「
同
じ
牧
草
地
で
馬
と
共
に
餌
を
食
べ
る
雄
鹿
に
た
い
す
る
保

険
の
た
め
に
、
騎
手
と
轡
の
害
を
被
る
馬
が
、
以
前
の
自
由
を
決
し
て
取
り
返
す
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
寓
話
」
が
示
す
通
り
で
あ
っ

た（
（1
（

。
そ
し
て
ロ
ー
マ
は
、
内
乱
が
も
た
ら
す
以
下
の
よ
う
な
傾
向
ゆ
え
に
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
「
君
主
」
の
称
号
を
与
え
統
治
を
委
ね
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。

内
乱
に
伴
う
多
種
の
悲
惨
と
そ
れ
ら
に
続
く
極
端
な
衰
弱
は
、
一
般
に
国
家
を
弱
め
野
心
的
な
人
間
の
餌
食
に
さ
ら
し
て
し
ま
う
の

で
、
も
し
人
々
が
自
分
た
ち
の
自
由
を
失
っ
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
彼
ら
の
衰
弱
を
利
と
し
て
つ
け
こ
も
う
と
す
る
者
が
居
な



98政治思想とダイバーシティ【政治思想研究 第19号／2019年５月】

か
っ
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
全
能
で
自
由
な
人
々
が
一
人
の
暴
政
に
征
服
さ
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
大
抵
の
場
合
、
長
く
血
な
ま

ぐ
さ
い
内
乱
の
後
に
あ
る
。
と
い
う
の
も
内
乱
は
国
家
に
起
こ
り
う
る
最
悪
の
事
柄
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
彼
ら
の
最
た
る
望
み
は
、
彼

ら
自
身
が
賭
け
に
出
て
危
険
を
冒
し
、
彼
ら
の
友
人
や
親
族
の
運
命
を
覆
す
べ
く
、〔
内
乱
以
外
の
状
態
に
〕
達
す
る
こ
と
で
あ
る
。
最

悪
〔
の
状
態
〕
に
い
る
彼
ら
に
は
、
ど
ん
な
変
化
で
も
満
足
し
望
む
理
由
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
が
君
主
制
を

確
立
す
る
た
め
に
支
配
を
敷
い
た
一
つ
の
契
機
で
あ
り
、
彼
ら
は
疲
弊
し
て
い
て
、
彼
ら
の
強
さ
は
弱
ま
っ
て
お
り
、
彼
ら
の
意
気
は

打
ち
負
か
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

自
ら
の
自
由
を
犠
牲
に
し
て
で
も
安
全
を
欲
し
た
人
民
に
と
っ
て
、
安
全
を
も
た
ら
し
た
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
は
ま
さ
に
待
望
の
存
在
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
ダ
ニ
エ
ラ
・
コ
ー
リ
が
ま
と
め
る
よ
う
に
、
内
戦
に
終
止
符
を
打
ち
ロ
ー
マ
に
平
和
を
も
た
ら
す
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
は

「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」
に
お
い
て
「
英
雄
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（2
（

。
ロ
ー
マ
は
内
乱
と
い
う
最
悪
の
事
態
を
回
避
す
る
た
め
、
自

発
的
に
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
「
君
主
」
の
称
号
を
与
え
た
が
、
そ
の
こ
と
は
自
由
の
不
可
逆
的
な
喪
失
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」
は
主
権
に
つ
い
て
語
っ
て
い
な
い
の
で
、「
自
由
と
コ
ン
ス
ル
の
政
体
」
が
ど
の
よ
う
な
政
体
な
の
か
判

然
と
し
な
い
。「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」
に
よ
る
と
、
属
州
が
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
君
主
制
に
満
足
し
た
原
因
は
二
つ
あ
る
。
そ
れ
は
第
一
に
民
衆

的
国
家popular state

に
お
い
て
属
州
は
ロ
ー
マ
の
党
派
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
ロ
ー
マ
の
有
力
者
に
従
う
必
要
が

あ
っ
た
た
め
、
そ
し
て
第
二
に
共
和
国republic

ロ
ー
マ
は
分
裂
状
態
で
あ
る
た
め
ロ
ー
マ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
政
務
官
に
対
す
る
抑
制
が
働

か
ず
、
政
務
官
の
貪
欲
・
利
害
に
基
づ
く
不
公
平
な
判
断
に
属
州
が
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う
に
党
派
抗
争
に
よ
り
分

断
さ
れ
て
い
た
ロ
ー
マ
と
そ
の
属
州
で
は
、
賄
賂
を
要
求
す
る
行
政
官
た
ち
が
跋
扈
す
る
腐
敗
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た（

（2
（

。
こ
こ
で
注
目

す
べ
き
は
、「
自
由
と
コ
ン
ス
ル
の
政
体
」
と
し
て
そ
れ
ま
で
扱
わ
れ
て
い
た
共
和
政
ロ
ー
マ
が
、
属
州
に
関
し
て
述
べ
た
こ
の
箇
所
で
は

「
民
衆
的
国
家
」
と
「
共
和
国
」
と
い
う
二
通
り
の
仕
方
で
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
注
目
す
れ
ば
、
ロ
ー
マ
共
和
制
が
民

主
制
で
あ
っ
た
と
い
う
（
次
節
で
見
る
よ
う
に
『
法
の
原
理
』
以
降
の
ホ
ッ
ブ
ズ
と
同
様
の
）
見
解
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
「
共
和

国
」
と
い
う
表
記
か
ら
は
、「
コ
ン
ス
ル
の
統
治
の
間
は
他
の
政
体
は
混
合
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
先
述
し
た
部
分
と
同
様
、
共
和
制
が
混
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合
政
体
で
あ
っ
た
と
の
理
解
も
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
た
混
乱
は
、
主
権
に
つ
い
て
「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」
が
沈
黙
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
し

て
い
る
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」
で
は
自
由
を
求
め
る
暴
君
殺
し
に
よ
っ
て
王
政
か
ら
「
自
由
と
コ
ン
ス
ル
の
政
体
」
へ
、
そ
し
て
内

乱
に
よ
っ
て
君
主
制
へ
と
政
体
が
移
行
す
る
と
論
じ
ら
れ
た
。
一
方
で
、
政
体
論
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
は
ず
の
主
権
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
ロ
ー
マ
共
和
制
末
期
か
ら
帝
政
の
開
始
ま
で
を
概
観
し
た
同
書
は
、
普
遍
的
な
法
則
で
は
な
く
ロ
ー
マ
に
内
在
し
た
議
論

を
試
み
て
い
る
が
、
主
権
論
を
欠
い
た
そ
の
分
析
は
不
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
方
次
節
で
検
討
す
る
『
法
の
原

理
』
や
『
市
民
論
』
で
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
ロ
ー
マ
史
へ
の
関
心
を
持
続
さ
せ
つ
つ
、
主
権
論
の
導
入
に
よ
り
理
論
的
問
題
点
を
克
服
し
た
の
で

あ
る
。

二	

『
法
の
原
理
』
と
『
市
民
論
』
─
─
政
体
移
行
論
の
変
容

ホ
ッ
ブ
ズ
は
『
法
の
原
理
』
と
『
市
民
論
』
の
政
体
論
に
お
い
て
、
主
権
（
あ
る
い
は
最
高
命
令
者
）
に
か
ん
す
る
議
論
を
導
入
し
、
人
々

の
合
意
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
が
民
主
制
に
始
ま
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
「
始
原
的
民
主
制
」
は
研
究
者
の
注
目
を

集
め
て
き
た
が
、
キ
ン
チ
・
ヘ
ク
ス
ト
ラ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
自
然
的
国
家
（
あ
る
い
は
獲
得
に
よ
る
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
）
と
設
立
に

よ
る
国
家
を
区
別
し
た
ホ
ッ
ブ
ズ
が
、「
始
原
的
民
主
制
」
を
あ
く
ま
で
後
者
の
始
原
と
し
て
い
る
こ
と
を
多
く
の
論
者
が
見
落
と
し
て
い

る（
（2
（

。
レ
オ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
早
く
か
ら
こ
の
「
獲
得
」
と
「
設
立
」
の
区
別
に
注
目
し
て
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
自
ら
翻
訳

し
た
ト
ゥ
キ
デ
ィ
デ
ス
『
戦
史
』
か
ら
、
人
々
の
恐
怖
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
自
然
的
国
家
が
君
主
制
に
始
ま
る
一
方
、
人
々
の
「
希
望
」
に

よ
っ
て
自
発
的
に
形
成
さ
れ
る
人
工
的
国
家
は
民
主
制
に
始
ま
る
と
い
う
考
え
を
学
ん
で
い
た（

（2
（

。
こ
の
見
方
は
、
ロ
ー
マ
の
最
初
の
形
態
が

王
政
で
あ
り
、
次
に
同
意
に
よ
っ
て
民
主
制
を
設
立
し
た
と
い
う
「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」
の
議
論
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

『
法
の
原
理
』
と
『
市
民
論
』
で
共
和
政
ロ
ー
マ
は
、
混
合
政
体
た
る
「
自
由
と
コ
ン
ス
ル
の
政
体
」
で
は
な
く
、
民
主
制
と
し
て
取
扱
わ

れ
る
。
ま
た
国
家
解
体
す
な
わ
ち
内
乱
の
一
般
的
原
因
に
つ
い
て
述
べ
る
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、「
自
然
的
国
家
」
が
「
設
立
に
よ
る
国
家
」
に
移



100政治思想とダイバーシティ【政治思想研究 第19号／2019年５月】

行
す
る
と
は
必
ず
し
も
示
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
「
設
立
に
よ
る
国
家
」
の
始
原
で
あ
る
民
主
制
が
君
主
制
に
移
行
す
る
積
極
的
な
理
由
に

つ
い
て
彼
は
語
ら
な
く
な
る
。
ロ
ー
マ
は
ホ
ッ
ブ
ズ
に
と
っ
て
政
体
論
の
発
想
の
も
と
で
有
り
続
け
た
が
、
彼
の
政
体
移
行
論
は
変
化
を
見

せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

１　

獲
得
に
よ
る
国
家
と
設
立
に
よ
る
国
家
─
─
ロ
ー
マ
史
と
内
乱

獲
得
に
よ
る
国
家
の
最
初
の
形
態
は
君
主
制
で
あ
る
。『
法
の
原
理
』
で
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
多
数
の
人
々
の
同
意
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
コ

モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
、
世
襲
王
権
で
あ
る
「
獲
得
に
も
と
づ
く
政
治
体
」
と
を
区
別
し
て
論
じ
て
い
る（

（2
（

。
彼
に
よ
れ
ば
支
配
権
が
発
生
す
る
理

由
は
①
自
発
的
な
服
従
、
②
強
制
に
よ
る
屈
服
（
捕
囚
）、
③
子
の
誕
生
（
世
襲
）
の
三
種
類
で
あ
り
、
②
の
場
合
は
専
制
的
王
国
、
③
の
場

合
は
世
襲
に
よ
る
王
国
す
な
わ
ち
「
獲
得
に
よ
る
君
主
制
」
が
生
じ
る（

（2
（

。『
市
民
論
』
で
も
彼
は
、
国
家
に
は
市
民
が
自
己
決
定arbitrium

に
よ
っ
て
支
配
者
を
選
ぶ
「
設
立
に
よ
る
国
家
」civitas institutivum

と
、
支
配
者
が
市
民
を
獲
得
す
る
「
自
然
的
国
家
」civitas 

naturalis

の
二
種
類
が
あ
る
と
述
べ
る（

（2
（

。
同
書
で
彼
は
思
考
実
験
に
よ
り
、
人
々
の
人
格
に
対
す
る
支
配
が
生
じ
る
の
は
①
契
約
（
信
約
）

を
結
ん
だ
場
合
、
②
戦
争
で
捕
虜
に
な
っ
た
り
隷
従
を
自
発
的
に
契
約
し
た
場
合
、
③
血
統
、
世
襲
に
よ
る
場
合
の
三
つ
に
限
ら
れ
る
と

説
明
す
る
。
そ
し
て
、（
信
約
に
よ
り
樹
立
し
た
の
で
は
な
い
）
自
然
的
権
力
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
自
然
的
国
家
、
す
な
わ
ち
「
獲
得
さ
れ
た
国

家
」
は
②
と
③
の
場
合
に
相
当
し
、
そ
の
最
初
の
形
態
は
家
族
的
支
配
で
あ
り
「
小
王
国
」
で
あ
る
と
述
べ
る（

（2
（

。「
獲
得
に
よ
る
国
家
（
コ
モ

ン
ウ
ェ
ル
ス
）」
の
示
す
範
囲
が
、『
法
の
原
理
』（
③
の
み
）
と
『
市
民
論
』（
②
と
③
）
で
異
な
っ
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。
と
は
い
え
何

れ
の
著
作
に
お
い
て
も
、
設
立
さ
れ
た
の
で
は
な
い

0

0

0

0

国
家
は
君
主
制
に
始
ま
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
設
立
に
よ
る
国
家
の
最
初
の
形
態
は
民
主
制
で
あ
る
。『
法
の
原
理
』
で
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
君
主
制
や
貴
族
制
の
場
合
、
主
権
者
と

な
る
べ
き
人
物
の
指
名
に
関
し
て
多
数
者
が
同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
こ
に
は
事
実
上
民
主
制
が
存
在
し
て
い
る
の
で
、
時
間
的
に
は

民
主
制
が
先
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
指
摘
す
る（

（3
（

。
ま
た
『
市
民
論
』
で
彼
は
民
主
制
を
「
市
民
の
誰
も
が
票
決
権
を
持
つ
会
議
体
が
最
高
命

令
権
〔
主
権
〕sum

m
um

 im
perium

を
掌
握
し
て
い
る
国
家
」
と
定
義
し
、
民
主
制
に
お
い
て
は
「
デ
ー
モ
ス
」δῆμος

す
な
わ
ち
「
人
民
」

populus

が
主
権
を
持
つ
と
説
明
す
る（

（3
（

。
そ
し
て
、
国
家
を
設
立
す
る
た
め
に
人
々
が
自
ら
の
意
志
に
よ
っ
て
集
合
し
議
決
す
る
と
き
、
そ
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の
人
々
は
会
合
に
お
い
て
票
決
権
を
持
ち
、
さ
ら
に
多
数
決
に
よ
る
決
定
に
拘
束
さ
れ
る
の
で
、「
国
家
を
樹
立
す
る
た
め
に
集
合
し
た
人
々

は
、
ほ
と
ん
ど
集
合
し
た
こ
と
自
体
に
よ
っ
て
民
主
制
を
な
す
」
と
ホ
ッ
ブ
ズ
は
述
べ
る（

（3
（

。
設
立
さ
れ
た
国
家
の
最
初
の
形
態
で
あ
る
民
主

制
で
は
主
権
を
も
つ
「
人
民
」
が
一
つ
の
人
格
を
成
し
て
お
り
、
そ
れ
は
会
合
そ
れ
自
体
す
な
わ
ち
「
民
会
」
を
指
す
と
言
っ
て
も
差
し
支

え
な
い（

（3
（

。
こ
の
よ
う
に
設
立
に
よ
る
国
家
の
場
合
、
最
初
に
必
ず
民
主
制
が
発
生
す
る
の
で
あ
る
。

ホ
ッ
ブ
ズ
は
そ
の
政
治
的
著
作
で
あ
る
『
法
の
原
理
』『
市
民
論
』『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
に
お
い
て
度
々
ロ
ー
マ
史
の
事
例
を
取
り
上
げ

て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
『
法
の
原
理
』
に
お
い
て
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
一
般
に
混
合
政
体
と
み
な
さ
れ
て
い
た
共
和
制
ロ
ー
マ
が
実
際
の
と
こ
ろ

は
民
主
制
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
主
権
は
分
割
で
き
な
い
の
で
、
混
合
政
体
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
も
実
際
に
は
混
合
政
体
で
は
な
い（

（3
（

。

そ
し
て
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
共
和
制
期
に
存
在
し
て
い
た
独
裁
官
が
あ
く
ま
で
従
属
的
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
は
民
主
制
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。

し
か
し
、
主
権
は
混
合
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
純
粋
な
民
主
制
、
あ
る
い
は
純
粋
な
貴
族
制
、
も
し
く
は
純
粋
な

君
主
制
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
い
え
、
こ
の
主
権
の
執
行
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
三
種
類
の
統
治
の
い
ず
れ
も
が

従
属
的
な
地
位
を
占
め
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ー
マ
に
お
い
て
時
々

0

0

あ
っ
た
よ
う
に
、
主
権
的
権
力
は
民
主
制
で
あ
り

な
が
ら
、
同
時
に
元
老
院
の
よ
う
な
貴
族
制
的
合
議
体
を
有
し
、
ま
た
同
時
に
従
属
的
君
主
制
を
有
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
従
属
的
君
主
と
は
、
あ
る
時
期
を
限
っ
て
主
権
全
体
の
行
使
に
携
わ
っ
た
独
裁
官
の
よ
う
な
人
や
、
戦
時
に
お
け
る
将
軍
の
よ
う

な
人
々
の
こ
と
で
あ
る（

（3
（

。

ホ
ッ
ブ
ズ
は
上
記
で
独
裁
官
制
度
を
検
討
し
、
ロ
ー
マ
共
和
制
が
民
主
制
で
あ
っ
た
と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
彼
は
、
ロ
ー
マ

の
人
民
が
主
権
者
で
あ
り
な
が
ら
、
元
老
院
に
「
立
法
に
関
す
る
至
高
の
権
力
」
を
与
え
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
人
民
は
立
法
権
力

を
保
持
し
続
け
る
と
主
張
す
る（

（3
（

。
も
っ
と
も
ホ
ッ
ブ
ズ
が
、
古
代
ア
テ
ナ
イ
や
ロ
ー
マ
を
「
国
事
が
大
人
数
か
ら
な
る
大
合
議
体
に
お
い
て

討
議
さ
れ
る
貴
族
制（

（3
（

」
と
述
べ
て
い
る
の
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
彼
は
こ
の
言
明
を
、「
民
主
制
は
少
数
の
演
説
者
の
統
治
に
他
な
ら
な

い（
（3
（

」
ゆ
え
に
君
主
制
と
貴
族
制
の
み
を
比
較
す
る
と
明
確
に
宣
言
し
た
後
に
書
い
て
い
る
。
よ
っ
て
彼
に
と
っ
て
ロ
ー
マ
が
本
質
的
に
は
民
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主
制
で
あ
っ
た
と
い
う
結
論
を
引
き
出
す
の
は
不
当
で
は
な
い
。

ホ
ッ
ブ
ズ
は
『
市
民
論
』
に
お
い
て
、
独
裁
官
を
任
期
付
き
君
主m

onarcha tem
porarius

の
一
例
と
し
て
紹
介
し
て
お
り
、
独
裁
官

の
い
る
時
代
の
ロ
ー
マ
が
実
は
民
主
制
で
あ
っ
た
と
の
認
識
を
保
持
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
民
会
は
会
合
で
あ
る
の
で
、
日
程
と
場
所
が
周

知
さ
れ
定
め
ら
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
し
か
最
高
命
令
権
を
保
持
し
な
い（

（4
（

。
そ
の
た
め
、
民
主
制
に
お
い
て
は
閉
会
中
に
最
高
命
令
権
の

行
使
を
一
人
あ
る
い
は
合
議
体
に
委
ね
る
必
要
性
が
生
じ
る（

（4
（

。
そ
し
て
ロ
ー
マ
の
任
期
付
き
君
主
で
あ
る
独
裁
官
は
あ
く
ま
で
人
民
の
第
一

の
代
理
人
と
し
て
運
営adm

inistratio

す
な
わ
ち
統
治
の
執
行
を
司
る
存
在
に
す
ぎ
ず
、
あ
く
ま
で
ロ
ー
マ
の
「
人
民
」
が
最
高
権
力
者

で
あ
っ
た（

（4
（

。
こ
こ
で
は
『
法
の
原
理
』
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
が
、
ロ
ー
マ
共
和
制
が
民
主
制
で
あ
っ
た
と
の
見
方
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
そ
し
て
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
任
期
制
君
主
を
任
命
し
た
民
会
す
な
わ
ち
「
市
民
た
ち
の
会
合
の
会
期
と
会
期
の
合
い
間
」
に
は
、
民
会
の
命

令
権
の
行
使actus

は
休
止
し
て
い
る
が
、
命
令
権
の
（
潜
在
的
）
権
能potentia

は
、「
眠
っ
て
い
る
」
時
の
よ
う
に
保
持
さ
れ
て
い
る
と
結

論
づ
け
る（

（4
（

。

と
こ
ろ
で
自
然
的
国
家
と
し
て
始
ま
っ
た
君
主
制
か
ら
民
主
制
へ
の
移
行
に
つ
い
て
ホ
ッ
ブ
ズ
は
直
接
言
及
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
の

移
行
は
国
家
が
一
旦
解
体
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
し
か
起
こ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
自
然
的
国
家
が
設
立
に
よ

る
国
家
に
比
べ
て
欠
陥
を
持
っ
て
い
る
と
は
述
べ
て
い
な
い
。『
市
民
論
』
で
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
国
家
解
体
の
直
接
的
な
原
因
は
騒
乱
で
あ
る

と
し
て
い
る
が
、
君
主
制
が
と
り
わ
け
騒
乱
に
陥
り
や
す
い
と
は
述
べ
て
い
な
い（

（4
（

。
そ
し
て
彼
が
「
真
の
君
主
制
」
に
お
い
て
人
々
が
人
民

と
群
衆
を
区
別
し
て
い
な
い
こ
と
が
内
乱
の
原
因
で
あ
る
と
紹
介
す
る
箇
所
で
は
、
人
民
が
一
つ
の
意
志
を
持
っ
て
お
り
、
君
主
国
で
あ
っ

て
も
命
令
す
る
の
は
人
民
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る（

（4
（

。
こ
れ
は
、
設
立
に
よ
る
国
家
に
お
い
て
最
初
に
作
ら
れ
る
人
民
（
民
会
）
を
念
頭
に
お

い
た
発
言
と
い
え
よ
う
。
ま
た
『
法
の
原
理
』
で
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
暴
君
征
伐
が
合
法
的
で
あ
る
と
い
う
セ
ネ
カ
ら
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
著

者
た
ち
の
意
見
を
、
叛
乱
を
引
き
起
こ
す
教
説
と
し
て
斥
け
て
い
る（

（4
（

。
こ
こ
で
ホ
ッ
ブ
ズ
は
暴
君
殺
し
と
騒
乱
・
叛
乱
を
同
列
に
扱
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」
で
は
暴
君
殺
し
が
ロ
ー
マ
に
お
け
る
君
主
制
か
ら
民
主
制
へ
の
政
体
移
行
の
要
因
と
さ
れ
て
い
た
が
、

『
法
の
原
理
』
や
『
市
民
論
』
に
お
い
て
暴
君
殺
し
や
騒
乱
・
叛
乱
は
す
べ
て
国
家
の
解
体

0

0

0

0

0

を
も
た
ら
す
原
因
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
自
然
的
国
家
で
あ
る
君
主
国
が
内
乱
を
経
て
同
意
に
よ
っ
て
民
主
制
に
必
然
的
に
移
行
す
る
と
い
う
法
則
を
『
法
の
原
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理
』
や
『
市
民
論
』
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
両
著
作
に
お
い
て
、「
解
体
な
く
し
て
移
行
な
し
」
と
い
う
一
般
論
を
提

示
し
た
の
で
あ
る
。

２　

民
主
制
か
ら
君
主
制
へ
の
移
行

設
立
に
よ
る
国
家
の
樹
立
と
と
も
に
成
立
し
た
民
主
制
で
あ
る
が
、
人
民
（
民
会
）
は
何
ら
か
の
目
的
に
よ
り
自
発
的
な
投
票
に
よ
っ
て

特
定
の
一
人
に
全
て
の
権
利
を
譲
渡
し
、
民
主
制
は
君
主
制
に
転
換
す
る
。『
法
の
原
理
』
に
よ
れ
ば
、「
政
治
的
君
主
の
設
立
は
、
指
名
を

受
け
、
多
数
決
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
一
人
の
人
に
主
権
を
引
き
渡
す
と
い
う
、
主
権
者
と
し
て
の
人
民
の
決
定
に
よ
る（

（4
（

」。
同
様
に
『
市

民
論
』
に
お
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
会
に
お
い
て
多
数
決
投
票
に
よ
り
「
あ
る
一
人
の
人
物
」
に
対
し
て

（
家
系
な
ど
の
理
由
で
）
民
会
の
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
譲
渡
す
る
こ
と
で
君
主
制
が
成
立
す
る
が
、「
そ
の
結
果
、
選
出
の
行
わ
れ
る
以
前
に
民
会

が
な
し
え
た
こ
と
は
何
で
も
、
そ
の
後
は
こ
の
選
出
さ
れ
た
者
が
正
当
な
権
利
を
持
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
よ
う
に
な
り
、
最
高
権
力

を
譲
渡
し
た
民
会
は
も
は
や
一
つ
の
人
格
で
は
な
く
な
る
の
で
あ
る（

（4
（

。

で
は
な
ぜ
民
会
は
一
人
の
者
に
権
利
を
全
面
譲
渡
す
る
の
か
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
『
法
の
原
理
』『
市
民
論
』
に
お
い
て
全
面
譲
渡
の
契
機
や

原
因
を
「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」
の
よ
う
に
は
直
接
的
に
説
明
し
て
は
い
な
い
が
、
か
わ
り
に
最
善
の
政
体
が
君
主
制
で
あ
る
こ
と
を
、
各
政
体

の
利
点
と
不
利
な
点
の
比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
。『
法
の
原
理
』
で
彼
は
、
合
議
体
へ
の
助
言
を
巡
っ
て
争
う
と
い
う
、
党
派
性
に

起
因
す
る
内
乱
を
回
避
で
き
る
こ
と
が
君
主
制
の
最
大
の
利
点
で
あ
る
と
述
べ
る（

（4
（

。

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
統
治
す
な
わ
ち
紐
帯
が
一
人
の
人
間
で
あ
る
場
合
、
分
裂
は
何
ら
存
在
し
な
い
が
、
こ
れ
に
対
し
て
合
議
体
で

は
、
意
見
を
異
に
し
、
異
な
っ
た
助
言
を
行
う
人
々
が
、
互
い
に
喧
嘩
を
し
て
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
諸
計
画
を
自
分
の
利
益
の
た
め

に
妨
げ
が
ち
で
あ
る（

（5
（

。

一
方
『
市
民
論
』
で
は
、
君
主
制
が
推
奨
さ
れ
る
最
大
の
理
由
は
内
乱
で
は
な
く
対
外
戦
争
に
求
め
ら
れ
る
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
民
主
制
が
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最
も
優
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
人
々
の
論
拠
を
検
討
し
、
む
し
ろ
民
主
制
に
こ
そ
問
題
が
あ
り
君
主
制
の
欠
点
と
同
等
な
い
し
そ
れ
以
上
で

あ
る
と
反
駁
す
る（

（5
（

。
こ
こ
で
も
『
法
の
原
理
』
と
同
様
に
、
民
主
制
の
問
題
点
と
し
て
党
派
性
が
騒
乱
を
引
き
起
こ
す
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る（
（5
（

。
し
か
し
国
家
間
が
「
戦
争
状
態
」
に
あ
る
こ
と
こ
そ
、
君
主
制
が
推
奨
さ
れ
る
最
も
明
白
な
理
由
で
あ
る
。

さ
て
、
最
も
絶
対
的
な
君
主
制
こ
そ
あ
ら
ゆ
る
国
家
体
制
の
中
で
最
善
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
表
す
最
も
明
ら
か
な
印
は
、

諸
王
の
み
な
ら
ず
、
民
会
や
貴
族
に
従
属
し
て
い
る
国
々
も
ま
た
、
戦
時
の
全
命
令
権
を
た
だ
一
人
の
者
に
し
か
委
ね
ず
、
こ
の
命
令

権
は
そ
れ
以
上
絶
対
的
な
も
の
が
何
も
あ
り
え
な
い
ほ
ど
絶
対
的
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
〔
中
略
〕。
そ
れ
ゆ
え
君
主
制
は
、
陣

中
に
お
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
統
治regim

en

の
う
ち
で
最
善
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
要
塞
と
武
器
に
よ
っ
て
お
互
い
に
対
し
て
防

衛
し
合
っ
て
い
る
沢
山
の
陣
営
、
そ
し
て
そ
の
状
態
が
（
不
確
実
な
平
和
が
短
期
間
の
休
戦
さ
な
が
ら
に
間
に
挟
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
い
か
な

る
共
通
権
力
に
よ
っ
て
も
抑
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
）
自
然
状
態
、
言
い
換
え
れ
ば
戦
争
状
態
に
あ
る
と
見
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

そ
う
し
た
陣
営
以
外
の
複
数
の
国
々
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か（

（5
（

。

国
家
は
常
に
対
外
戦
争
に
直
面
し
て
い
る
以
上
、
君
主
制
を
採
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
が
『
市
民
論
』
に
お
け
る
ホ
ッ
ブ
ズ
の
主

張
で
あ
る（

（5
（

。
そ
し
て
彼
は
、「
私
た
ち
が
息
災
か
つ
健
や
か
で
い
る
こ
と
に
関
心
を
持
つ
者
に
従
属
す
る
の
が
最
善
の
状
態
」
で
あ
り
、
そ

う
な
る
の
は
「
私
た
ち
が
命
令
権
者
の
世
襲
財
産
で
あ
る
場
合
で
あ
る
」
と
述
べ
る（

（5
（

。「
任
期
制
君
主
」
と
は
異
な
り
、
任
期
に
制
限
の
な

い
形
で
民
会
か
ら
権
力
を
委
託
さ
れ
た
君
主
は
そ
の
後
継
者
を
自
ら
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（5
（

。
よ
っ
て
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
政
体
の
最
終
形
態

と
し
て
任
期
の
定
め
が
な
い
世
襲
君
主
の
存
在
が
必
然
的
に
導
か
れ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」『
法
の
原
理
』『
市
民
論
』
に
通
底
す
る
の
は
、
人
々
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
民
主
制
が
国
内
外
の
騒
乱
や
叛
乱
に
よ
っ

て
君
主
制
に
必
然
的
に
変
化
す
る
と
い
う
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」
で
は
ロ
ー
マ
内
部
の
党
派
性
が
内
乱
を
引
き
起
こ
し
て

お
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
い
わ
ば
「
必
要
悪
」
と
し
て
君
主
制
が
導
入
さ
れ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
民
主
制
は
、
人
々
が
自
発
的
に
同

意
し
設
立
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
民
主
制
も
騒
乱
あ
る
い
は
対
外
戦
争
に
よ
っ
て
再
び
危
機
に
陥
る
た
め
、
最
終
的
に
人
々
は
自
由
を
代
償
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に
し
て
で
も
君
主
制
に
賛
同
す
る
の
で
あ
る
。

一
方
「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」
で
は
明
確
に
述
べ
ら
れ
た
民
主
制
か
ら
君
主
制
へ
の
移
行
の
理
由
が
、『
法
の
原
理
』
と
『
市
民
論
』
で
は
明

確
に
は
書
か
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
設
立
し
た
国
家
が
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
と
い
う
『
法
の
原
理
』

と
『
市
民
論
』
で
の
論
理
展
開
か
ら
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
民
主
制
か
ら
君
主
制
へ
の
移
行
を
安
全
へ
の
欲
求
か
ら
見
る
視

点
は
『
法
の
原
理
』
と
『
市
民
論
』
に
は
な
い
。
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
は
ロ
ー
マ
人
か
ら
自
由
を
奪
い
取
っ
た
の
と
引
き
換
え
に
彼
ら
に
平
和

を
も
た
ら
し
た（

（5
（

。
一
方
で
『
法
の
原
理
』
と
『
市
民
論
』
に
お
い
て
、
戦
争
状
態
を
回
避
し
安
全
を
実
現
す
る
た
め
に
人
々
が
自
発
的
に
設

立
し
た
の
が
民
主
制
国
家
で
あ
る
。
国
家
を
解
体
さ
せ
る
原
因
と
し
て
『
市
民
論
』
第
一
二
章
で
紹
介
さ
れ
る
も
の
は
、（
民
主
制
の
欠
点
で

あ
る
弁
論
家
の
雄
弁
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
）
必
ず
し
も
民
主
制
に
固
有
の
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
民
主
制
か
ら
君
主
制
へ
と
移
行
す
る
動

機
が
『
法
の
原
理
』
と
『
市
民
論
』
で
は
希
薄
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
共
和
主
義
者
と
の
対
決
を
強
め
る
中
で
、
君
主
制
が
自
由
を
犠
牲
に
し
て
成
立
し
た
と
い
う
議
論
は
不
都
合
な
も

の
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
君
主
制
の
下
で
も
民
主
制
に
お
け
る
の
と
同
じ
程
度
の
自
由
が
存
在
す
る
と
い
う
議
論
を

『
法
の
原
理
』
と
『
市
民
論
』
で
展
開
す
る（

（5
（

。
君
主
制
で
は
人
々
に
は
自
由
が
な
く
隷
従
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
考
え
る
共
和
主
義
者
に
対

し
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
君
主
制
に
お
い
て
も
自
由
が
存
在
す
る
と
反
論
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（5
（

。
よ
っ
て
「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」
の
よ
う
に
自
由
と
安

全
を
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
の
よ
う
に
捉
え
る
発
想
は
不
都
合
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
移
行
に
関
す
る
説
明
を
変
化
さ
せ
、
移
行
の
理
由
を
明
確
に
は
述
べ
な
く
な
る
ホ
ッ
ブ
ズ
の
発
想
は
、
ロ
ー
マ
史
か
ら
離
れ

て
い
っ
て
い
る
。
政
体
の
移
行
が
解
体
を
経
ず
し
て
起
こ
り
え
な
い
と
い
う
一
般
法
則
も
提
示
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
設
立
に
よ
る
民
主
制
と

そ
こ
か
ら
君
主
制
へ
の
移
行
と
い
う
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
ロ
ー
マ
史
に
学
ん
だ
「
移
行
」
に
関
す
る
関
心
そ
の
も
の
は
残
存
し
て
い
た
。
そ
し
て

彼
は
設
立
に
よ
る
国
家
が
最
初
に
民
主
制
か
ら
始
ま
る
が
ゆ
え
に
、
民
主
制
は
国
家
の
解
体
を
経
ず
し
て
合
意
に
よ
っ
て
君
主
制
に
移
行
可

能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
う
し
た
議
論
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
体
移
行
論
が
も
と
も
と
は
ロ
ー
マ
を
題
材
に
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
展
開
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。



106政治思想とダイバーシティ【政治思想研究 第19号／2019年５月】

三	
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
─
─
応
用
可
能
な
政
体
移
行
論

ロ
ー
マ
史
を
題
材
と
し
た
政
体
移
行
の
法
則
は
、
す
で
に
『
法
の
原
理
』『
市
民
論
』
に
お
い
て
「
移
行
」
の
法
則
と
は
言
え
な
い
も
の

へ
と
変
化
し
て
い
た
。
そ
し
て
ホ
ッ
ブ
ズ
は
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
の
政
体
論
で
は
移
行
に
つ
い
て
語
ら
な
く
な
る
。
一
方
ロ
ー
マ
史
の
政

体
移
行
は
、
内
乱
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
（
国
家
）
の
解
体
の
例
と
し
て
形
を
変
え
て
登
場
す
る
。
こ
の
こ
と
は
内

乱
の
位
置
づ
け
が
、「
君
主
制
の
必
然
」
で
は
な
く
「
国
家
自
体
の
破
壊
」
を
も
た
ら
す
も
の
に
完
全
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ

し
て
彼
の
政
体
移
行
論
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
乱
へ
の
適
用
可
能
性
を
意
識
し
た
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
に
お
い
て
そ
れ
以
前
の
著
作
で
示
さ
れ
て
い
た
政
体
移
行
論
、
す
な
わ
ち
獲
得
に
よ
る
国
家
が
君
主
制
に
始
ま
り
、

同
意
に
よ
っ
て
民
主
制
を
設
立
し
、
再
び
君
主
制
（
ま
た
は
貴
族
制
）
に
至
る
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
は
消
滅
す
る
。
各
人
が
信
約
し
て
樹
立
す
る

の
は
「
人
民
」「
民
会
」
で
は
な
く
人
為
的
人
格
と
し
て
の
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
で
あ
る（

（6
（

。
も
は
や
民
主
制
は
主
権
者
が
「
全
員
」
で
あ

る
政
体
を
指
す
、
政
体
の
一
分
類
で
し
か
な
い（

（6
（

。
そ
し
て
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
群
衆
の
各
人
が
平
和
に
暮
ら
し
保
護
を
求
め
る
た
め
互
い
に
信
約

を
結
び
、
一
人
ま
た
は
合
議
体
に
対
し
て
「
多
数
決
に
よ
っ
て
」
自
分
た
ち
の
人
格
を
表
象
す
る
権
利
、
す
な
わ
ち
代
表
者
に
な
る
権
利
を

与
え
る
と
述
べ
る（

（6
（

。

一
方
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
を
弱
め
解
体
さ
せ
る
原
因
の
一
つ
に
絶
対
的
権
力
の
欠
如
が
あ
る
と
指
摘
す
る
が
、
そ
の
際
に
彼

は
ロ
ー
マ
の
「
民
主
制
」
が
君
主
制
に
移
行
し
た
例
を
引
き
合
い
に
出
す
。
彼
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
権
力
が
国
王
、
貴
族
院
、
庶
民
院
の
間

で
分
割
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
主
権
の
分
割
が
生
じ
、
結
果
と
し
て
内
乱
を
招
い
た
と
考
え
る（

（6
（

。
こ
う
し
た
「
魂
の
分
割
」
を
彼
は
混
合
君
主

政m
ixt m

onarchy

と
呼
び
、
人
民
の
人
格
を
担
う
王
と
合
議
体
が
並
立
す
る
状
況
を
批
判
す
る（

（6
（

。『
法
の
原
理
』
に
お
い
て
彼
は
、
ロ
ー

マ
共
和
制
は
人
民
が
主
権
者
の
民
主
制
で
あ
る
と
い
う
素
朴
な
見
解
を
表
明
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
混
合
政
体
論
へ
の
敵
意
を
む
き
出

し
に
す
る
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
に
お
い
て
、
彼
は
ロ
ー
マ
共
和
制
を
誰
も
主
権
を
有
し
て
い
な
い
、
騒
乱
に
陥
り
や
す
い
統
治
の
例
と
し

て
取
り
上
げ
る（

（6
（

。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
主
権
の
分
割
を
否
定
す
る
立
場
か
ら
、『
法
の
原
理
』
や
『
市
民
論
』
と
同
様
に
ロ
ー
マ
を
あ
く
ま
で
「
民
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主
制
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
ロ
ー
マ
が
騒
乱
ゆ
え
に
民
主
制
か
ら
君
主
制
に
移
行
し
た
こ
と
を
『
法
の
原
理
』『
市
民
論
』
以
上
に
明
確
に

述
べ
て
い
る
。

〔
主
権
権
力
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
で
主
権
権
力
を
損
な
う
権
力
が
生
ま
れ
る
こ
と
〕
は
君
主
制
に
お
い
て
し
か
起
こ
ら
な
い
の
で
は
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
古
代
ロ
ー
マ
の
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
〔
公
式
〕
名
称
は
「
元
老
院
と
ロ
ー
マ
の
人
民
」
で
あ
っ
て
、
元
老
院
な
い
し
人
民
の
い

ず
れ
も
全
権
力
を
持
つ
こ
と
を
主
張
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
が
ま
ず
、
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
・
グ
ラ
ッ
ク
ス
、
ガ
イ
ウ
ス
・
グ
ラ
ッ
ク

ス
、
ル
キ
ウ
ス
・
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ヌ
ス
そ
の
ほ
か
の
騒
乱
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
の
ち
に
は
、
マ
リ
ウ
ス
と
ス
ッ
ラ
の
も

と
に
お
け
る
、
さ
ら
に
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
と
カ
エ
サ
ル
の
も
と
に
お
け
る
、
元
老
院
と
人
民
と
の
間
の
戦
争
を
引
き
起
こ
し
、
彼
ら
の
民

主
制
を
滅
亡
さ
せ
、
君
主
制
を
開
始
さ
せ
た（

（6
（

。

こ
こ
で
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
政
体
移
行
を
あ
く
ま
で
ロ
ー
マ
の
事
例
に
限
定
し
て
い
る
。
彼
は
、
君
主
制
の
場
合
よ
り
も
主
権
者
が
合
議
体

で
あ
る
場
合
（
民
主
制
と
貴
族
制
）
の
方
が
羨
望
や
利
害
に
よ
っ
て
不
一
致
が
生
ま
れ
「
内
乱
を
生
む
よ
う
な
高
さ
に
ま
で
な
り
う
る
」
と
い

う
一
般
論
を
示
し
、
君
主
制
を
あ
げ
つ
ら
う
人
々
に
反
論
す
る（

（6
（

。
し
か
し
君
主
制
が
主
権
的
合
議
体
に
対
し
て
決
定
的
に
優
れ
て
い
る
理
由

や
、
民
主
制
が
君
主
制
に
移
行
す
る
契
機
を
示
し
て
は
い
な
い
。
つ
ま
り
ホ
ッ
ブ
ズ
は
政
体
の
移
行
を
一
般
化
せ
ず
、
個
別
の
事
例
と
し
て

取
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
ロ
ー
マ
の
政
体
移
行
を
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
解
体
と
直
接
的
に
結
び
つ
け
た
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
内
乱
が
国
家
の
解
体
を
も
た
ら
す

と
い
う
主
張
と
ロ
ー
マ
史
へ
の
関
心
を
融
合
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」
で
政
体
移
行
の
原
因
と

さ
れ
た
内
乱
は
、『
法
の
原
理
』
や
『
市
民
論
』
で
は
国
家
解
体
の
原
因
に
変
更
さ
れ
て
い
た
が
、
ロ
ー
マ
の
事
例
は
解
体
の
具
体
例
と
し

て
は
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
で
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
内
乱
が
国
家
解
体
を
導
く
と
考
え
た
上
で
、
解
体

の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
絶
対
的
権
力
の
欠
如
の
一
例
と
し
て
ロ
ー
マ
の
政
体
移
行
を
取
り
上
げ
る（

（6
（

。
つ
ま
り
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
ロ
ー
マ
は
民
主

制
か
ら
内
乱
に
よ
り
君
主
制
に
至
っ
た
の
で
は
な
く
、
ロ
ー
マ
は
内
乱
に
よ
っ
て
一
旦
解
体
し
た
後
に
再
び
建
国
さ
れ
た
と
考
え
た
の
で
あ
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る
。
そ
し
て
彼
は
、『
法
の
原
理
』
や
『
市
民
論
』
と
同
様
に
暴
君
殺
し
と
内
乱
を
同
じ
も
の
と
し
て
扱
っ
た
上
で
、
歴
史
の
安
易
な
模
倣

が
内
乱
を
引
き
起
こ
す
と
述
べ
、
既
存
の
歴
史
叙
述
を
批
判
す
る
。

そ
し
て
、
特
に
君
主
制
に
対
す
る
反
乱
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
れ
の
最
も
多
い
原
因
の
一
つ
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
や
ロ
ー
マ
人
の
政

治
や
歴
史
の
書
物
を
読
む
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
青
年
た
ち
や
、
確
固
た
る
理
性
と
い
う
解
毒
剤
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
そ
の
ほ

か
す
べ
て
の
人
々
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
や
ロ
ー
マ
人
の
軍
隊
の
指
揮
官
た
ち
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
大
き
な
戦
争
の
手
柄
に
つ
い
て

の
強
く
愉
快
な
印
象
を
受
け
る
の
で
、
そ
れ
以
外
に
彼
ら
が
為
し
た
全
て
の
こ
と
に
つ
い
て
も
楽
し
い
観
念
を
受
け
取
り
、
そ
し
て
彼

ら
の
大
き
な
繁
栄
が
特
定
の
人
々
の
競
争
か
ら
で
は
な
く
、
彼
ら
の
民
衆
的
統
治
形
態popular form

e of governm
ent

の
お
か
げ

で
生
じ
た
の
だ
と
想
像
す
る
。
そ
の
際
、
度
々
の
騒
乱
と
内
乱
が
彼
ら
の
政
治
の
欠
陥
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
こ
と
を
考
慮
し
な
い
の
で

あ
る
。
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
そ
う
し
た
書
物
を
読
む
こ
と
で
、
人
々
は
自
分
た
ち
の
王
を
殺
そ
う
と
企
て
て
き
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
ギ
リ
シ
ア
や
ラ
テ
ン
の
著
作
者
た
ち
は
、
政
治
に
関
す
る
彼
ら
の
書
物
や
論
考
に
お
い
て
、
も
し
王
を
殺
す
前
に
王
を
暴
君
と
呼
べ

ば
、
王
を
殺
す
こ
と
は
合
法
で
褒
め
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

（6
（

。

こ
の
よ
う
に
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
ロ
ー
マ
の
歴
史
を
模
倣
し
た
と
こ
ろ
で
繁
栄
は
約
束
さ
れ
な
い
と
指
摘
す
る
が
、
当
の
ホ
ッ
ブ
ズ
は
ロ
ー
マ

史
か
ら
「
内
乱
」
と
い
う
別
の
教
訓
を
得
て
い
る
と
言
え
る
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
隣
接
諸
国
の
統
治
形
態
を
模
倣
し
よ
う
と
し
て
い
る
者
た
ち
に

対
し
て
、
民
主
制
や
貴
族
制
の
繁
栄
は
政
体
の
性
質
で
は
な
く
臣
民
の
従
順
が
も
た
ら
す
の
で
、
臣
民
た
ち
は
統
治
の
変
更
を
望
ま
ぬ
よ
う

教
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
た
し
な
め
る（

（7
（

。
一
方
で
彼
は
ロ
ー
マ
史
か
ら
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
が
内
乱
の
発
生
を
食
い
止
め
ら
れ
な
け
れ
ば

解
体
す
る
潜
在
的
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
も
っ
と
も
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
内
乱
が
国
家
を
解
体
さ
せ
る
と
い
う
歴
史
か
ら
得

た
推
測
が
確
実
な
も
の
だ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

思
慮
が
過
去
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
未
来
の
推
定
で
あ
る
よ
う
に
、（
未
来
で
は
な
く
）
過
去
の
も
の
か
ら
採
ら
れ
た
過
去
の
事
柄
の
推
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定
も
あ
る
。
と
い
う
の
も
繁
栄
し
て
い
た
国
家
が
、
い
か
な
る
過
程
と
段
階
を
経
て
、
ま
ず
内
乱
に
陥
り
、
続
い
て
滅
亡
に
至
っ
た
か

を
目
撃
し
た
者
は
、
他
の
国
家
の
滅
亡
を
見
て
、
そ
こ
で
も
ま
た
同
様
の
戦
争
が
あ
り
同
様
の
過
程
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
す
る
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
こ
の
推
察
は
、
未
来
の
推
察
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
に
不
確
実
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
い
ず
れ
の
場
合
も
経
験
の
み
に

基
づ
く
か
ら
で
あ
る（

（7
（

。

し
か
し
歴
史
か
ら
得
た
予
測
の
不
確
実
性
は
、
歴
史
が
無
用
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
上
記
部
分
を
引
用
し
、
人

文
主
義
期
に
は
哲
学
的
戒
律
を
実
際
の
ケ
ー
ス
に
応
用

0

0

す
る
た
め
の
分
別
を
与
え
る
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
歴
史
が
、『
リ
ヴ
ァ
イ

ア
サ
ン
』
で
は
「
新
し
い
政
治
哲
学
」
の
導
入
に
よ
っ
て
無
意
味
な
も
の
へ
と
化
し
た
と
論
じ
る（

（7
（

。
し
か
し
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、

政
体
移
行
と
内
乱
の
関
係
性
は
ホ
ッ
ブ
ズ
が
ロ
ー
マ
の
歴
史
か
ら
得
た
テ
ー
マ
で
あ
り
、
彼
の
哲
学
的
推
論
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
と
は
言
え

な
い
。
そ
し
て
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
学
知
に
比
べ
て
思
慮
は
無
謬
性
に
お
い
て
劣
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
と
は
い
え
、
経
験
的
知
識
か
ら

得
ら
れ
た
予
測
の
有
用
性
を
疑
っ
て
は
い
な
い（

（7
（

。
む
し
ろ
、
歴
史
か
ら
得
ら
れ
た
法
則
の
応
用
可
能
性
に
つ
い
て
彼
は
自
信
を
深
め
て
い
る

と
す
ら
言
え
る
の
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
史
の
観
察
か
ら
内
乱
が
国
家
の
解
体
を
も
た
ら
す
と
い
う
一
般
法
則
を
得
た
一
方
、「
君
主
制
の
必
然
」
と
い
う
法
則
性
を
放
棄

し
た
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
乱
に
も
適
用
可
能
な
政
体
移
行
論
を
確
立
し
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
第
二
九
章

の
「
解
体
」
の
章
の
最
後
に
、
戦
争
に
負
け
た
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
各
人
は
「
自
己
を
保
護
す
る
自
由
」
を
回
復
す
る
と
書
い
て
い
る（

（7
（

。
一

方
で
、
恐
怖
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
獲
得
に
よ
る
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
の
議
論
か
ら
は
、
君
主
制
崩
壊
後
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル

ら
新
た
な
「
保
護
者
」
を
得
た
こ
と
、
そ
し
て
人
々
に
は
服
従
義
務
が
生
じ
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
以
上
の
記
述
か
ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
君
主
制
が
内
乱
に
よ
り
一
旦
解
体
し
、
自
然
状
態
と
し
て
の
内
乱
を
経
て
、
獲
得
に
よ
る
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
し
て
の
共
和
制
が
開
始
し

た
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る（

（7
（

。
も
っ
と
も
ホ
ッ
ブ
ズ
は
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
に
お
い
て
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
言
及
し
て
は
お
ら
ず
、
ま
た

ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
共
和
制
が
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
体
分
類
の
う
ち
何
れ
に
属
す
る
の
か
も
示
し
て
い
な
い
。
し
か
し
ホ
ッ
ブ
ズ
は
本
書
に
お
い
て
、

ロ
ー
マ
史
に
根
ざ
し
な
が
ら
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
歴
史
に
も
適
用
可
能
な
、
政
体
移
行
の
一
般
論
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（7
（

。
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お
わ
り
に

ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
個
別
の
観
察
と
法
則
性
を
融
合
さ
せ
る
政
体
移
行
論
の
思
考
法
を
実
践
し
て
い
た
。
ロ
ー
マ
史
か
ら
政
体
移
行
の
パ
タ
ー

ン
を
読
み
取
る
「
タ
キ
ト
ゥ
ス
論
」
の
直
線
的
で
素
朴
と
も
言
え
る
歴
史
観
は
、『
法
の
原
理
』
と
『
市
民
論
』
に
お
い
て
主
権
論
を
備
え

た
一
般
法
則
へ
と
発
展
し
た
。
そ
れ
で
も
ロ
ー
マ
史
と
い
う
具
体
的
事
例
へ
の
関
心
は
、
法
則
の
淵
源
と
し
て
尚
も
位
置
を
占
め
て
い
た
。

そ
し
て
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
で
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
ロ
ー
マ
史
に
基
づ
き
、
そ
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
も
適
用
可
能
な
政
体
移
行
論
を
見
出
し

た（
（7
（

。
ホ
ッ
ブ
ズ
に
と
っ
て
歴
史
叙
述
は
事
実
の
観
察
と
法
則
性
の
発
見
が
融
合
す
る
分
野
で
あ
り
、
ま
た
規
範
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ

た
。
ロ
ー
マ
史
に
注
目
し
続
け
る
彼
は
、
既
存
の
歴
史
解
釈
を
否
定
し
て
は
い
る
も
の
の
、
内
乱
な
ど
政
体
が
持
つ
脆
弱
性
に
対
す
る
警
戒

を
促
す
「
教
訓
」
を
歴
史
か
ら
得
て
い
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
演
繹
的
推
論
な
き
学
知
を
学
知
と
は
決
し
て
呼
ば
な
い
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
歴
史
か
ら
普
遍
的
知
識
を
得
る
こ
と
を
学
知
に
含
め

る
こ
と
は
な
い
。『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
推
論
と
は
名
辞
の
連
結
を
把
持
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
三
段
論
法
の
よ
う
な

演
繹
的
な
論
証
で
あ
り
、
ま
た
学
知
と
は
三
段
論
法
に
お
け
る
名
辞
の
連
結
に
か
ん
す
る
知
識
そ
の
も
の
で
あ
る（

（7
（

。
そ
し
て
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、

「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
を
作
り
、
維
持
す
る
技
術
」
が
幾
何
学
の
よ
う
な
規
則
で
あ
る
と
述
べ
、「
国
制constitution

を
永
続
さ
せ
る
理
性
的

諸
原
理
」
こ
そ
「
私
が
こ
の
論
考
に
お
い
て
述
べ
て
き
た
も
の
だ
」
と
明
言
し
て
い
る（

（7
（

。
こ
れ
は
彼
が
自
ら
の
政
治
学
を
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド

幾
何
学
の
よ
う
に
定
義
に
始
ま
る
演
繹
的
な
学
知
と
し
て
位
置
づ
け
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
学
知
を
構
成
す
る
推
論
と
は
演

繹
的
推
論
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
歴
史
的
事
実
か
ら
の
帰
納
的
推
論
は
定
義
上
推
論
に
は
含
ま
れ
な
い
の
で
あ
る
。
藤
原
保
信
は
ホ
ッ

ブ
ズ
の
哲
学
を
考
察
す
る
中
で
、
哲
学
が
往
々
に
し
て
経
験
に
基
づ
く
こ
と
は
認
め
る
が
、
経
験
的
知
識
は
「
正
し
き
推
論
に
よ
り
因
果
的

に
と
ら
え
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
」
哲
学
と
は
呼
べ
な
い
と
論
ず
る（

（8
（

。
経
験
的
知
識
に
関
し
て
も
、
演
繹
的
推
論
が
な
け
れ
ば
ホ
ッ
ブ
ズ
は
そ
れ

を
学
知
と
み
な
さ
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
ホ
ッ
ブ
ズ
は
実
際
に
は
、
豊
富
な
歴
史
知
識
を
も
と
に
個
別
具
体
的
な
歴
史
事
例
か
ら
帰
納
的
推
論
を
行
い
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
や
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場
所
に
適
用
可
能
な
一
般
的
知
識
を
得
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
古
代
の
思
想
家
た
ち
の
歴
史
叙
述
に
た
い
す
る
取
り
組
み
方
と
何
ら
変
わ
り

は
な
い
。
ホ
ッ
ブ
ズ
の
歴
史
叙
述
は
、
彼
の
学
知
に
対
す
る
方
針
と
、
学
知
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
政
治
学
が
実
際
に
取
り
込
ん
で
い
る

も
の
と
の
乖
離
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
彼
に
と
っ
て
歴
史
に
学
び
歴
史
を
論
じ
る
こ
と
は
、
普
遍
的
な
学
知
と
し
て
の
政
治
学
を
構
築
す
る

こ
と
と
矛
盾
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
親
和
的
で
す
ら
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

※
凡
例
（
訳
文
は
報
告
者
の
責
任
に
お
い
て
適
宜
変
更
し
て
い
る
）	

De Cive : T
hom

as H
obbes, D

e Cive: T
he Latin V

ersion, ed. by H
ow

ard W
arrender 

（O
xford: Clarendon Press, 1983

）（
本
田
裕
志
訳

『
市
民
論
』、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）
※
略
号
の
後
、
章
、
節
を
示
す
。

E
lem

ents of L
aw

: T
hom

as H
obbes, T

he E
lem

ents of L
aw

, N
atural and P

olitic: P
art I, H

um
an N

ature, P
art II, D

e C
orpore 

P
olitico, ed. by J. C. A

. Gaskin 

（O
xford: O

xford U
niversity Press, 1994

）（
高
野
清
弘
訳
『
法
の
原
理
─
─
自
然
法
と
政
治
的
な
法
の
原

理
』、
行
路
社
、
二
〇
一
六
年
）
※
略
号
の
後
、
部
、
章
、
節
を
示
す
。

Leviathan: T
hom

as H
obbes, Leviathan, ed. by N

oel M
alcolm

. 3 vols. 

（O
xford: Clarendon Press, 2012

）（
水
田
洋
訳
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』

改
訳
、
全
四
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
─
一
九
九
二
年
）
※
略
号
の
後
、
章
、
マ
ル
コ
ム
版
の
頁
数
、
初
版
（
ヘ
ッ
ド
版
）
の
頁
数
、
水
田
訳
の
巻

数
、
頁
数
を
示
す
。

（
1
）
ホ
ッ
ブ
ズ
は
歴
史
を
自
然
史natural history

と
国
家
史civil history
に
分
類
し
た
（Leviathan Ch. 9, p. 124

［40

］. （
一
）
一
四
六
頁
）。
た

だ
し
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
歴
史
叙
述
を
自
然
史
、
人
間
史
、
そ
し
て
聖
史historia sacra

の
三
つ
に
分
類
す
る
伝
統
的
な
区
分
法
を
ホ
ッ

ブ
ズ
も
了
解
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。K

arl Schuhm
ann, ‘H

obbes ’s concept of history, ’ in H
obbes and H

istory, ed. by G. A
. J. Rogers 

and T
om

 Sorell 

（London: Routledge, 2000

）, p. 9.

（
2
）Leviathan Ch. 9, p. 124

［40

］;  Ch. 5, p. 76

［22

］.（
一
）
一
四
六
、
九
三
─
九
四
頁
。「
事
実
に
関
す
る
知
識
」
と
学
知
の
区
分
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ

が
『
物
体
論
』
で
定
義
し
た
「
方
法
」
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
知
る
」scio

と
は
「
な
に
ゆ
え
か
」（
原
因
）
に
つ
い
て
推
論
す
る
こ
と
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で
あ
る
一
方
、
人
間
は
「
な
ん
で
あ
る
か
」（
結
果
）
を
推
論
な
し
に
自
然
に
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
『
物
体
論
』、
本
田
裕
志

訳
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
、
八
七
頁
（
第
六
章
第
一
節
）。

（
3
）『
国
家
』
で
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
個
人
の
性
格
を
調
べ
る
た
め
、
よ
り
考
察
が
容
易
な
ポ
リ
ス
（
国
家
）
の
性
格
を
調
べ
る
（
プ
ラ
ト
ン
『
国
家
』
下
巻
、

藤
沢
令
夫
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、
一
七
二
─
一
七
三
頁
（
第
八
巻
第
二
章
（545B

））。
彼
は
国
制
を
「
優
秀
者
支
配
制
」、「
名
誉
支
配
制
」、

「
寡
頭
制
」、「
民
主
制
」、
そ
し
て
「
僭
主
独
裁
制
」
の
五
つ
に
分
類
し
、
こ
の
順
番
で
国
制
は
移
行
し
堕
落
し
て
い
く
と
論
じ
る
。
同
上
、
一
七
〇
─
一

七
一
頁
（
第
八
巻
第
一
章
（544C

））。
プ
ラ
ト
ン
の
「
内
乱
」
論
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
せ
よ
。
神
崎
繁
『
内
乱
の
政
治
哲
学
─
─
忘
却
と
制
圧
』、

講
談
社
、
二
〇
一
七
年
。

（
4
）
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
『
政
治
学
』
に
お
い
て
、
国
制
変
動
を
引
き
起
こ
す
紛
争
・
内
乱
の
原
因
を
、
利
得
、
名
誉
、
傲
慢
、
恐
怖
、
侮
蔑
、
釣
り
合

い
を
超
え
た
力
の
増
大
な
ど
に
も
と
め
る
（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
政
治
学
』、
牛
田
徳
子
訳
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
、
二
四
四
頁
（
第

五
巻
第
二
章
（1302a

））。
彼
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
示
し
た
国
制
の
変
化
の
順
番
に
関
し
て
は
「
逆
の
方
向
に
も
国
制
は
変
化
す
る
」
こ
と
の
ほ
う
が
む

し
ろ
多
い
く
ら
い
で
、
ギ
リ
シ
ア
の
事
例
に
よ
れ
ば
僭
主
制
が
民
主
制
や
貴
族
制
に
変
化
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
「
変
化
は
一
定
で
な
い
」
と
反
論
す
る

（
同
上
、
三
〇
五
─
三
〇
七
頁
（
第
五
巻
第
一
二
章
（1316a

）））。

（
5
）
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
は
ロ
ー
マ
の
政
体
を
理
解
し
推
移
を
予
測
す
る
の
に
有
用
な
モ
デ
ル
と
し
て
、
人
々
は
暴
政
ゆ
え
王
政
を
倒
す
が
、
そ
う
し
て
で
き

た
民
主
制
は
人
々
の
競
争
や
名
誉
欲
に
よ
り
暴
力
支
配
と
化
し
、
一
人
支
配
を
求
め
て
君
主
制
に
戻
る
と
い
う
「
自
然
の
法
則
」
を
提
示
し
た
（
ポ
リ
ュ

ビ
オ
ス
『
歴
史
』
第
二
巻
、
城
江
良
和
訳
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
、
二
九
四
─
二
九
六
頁
（
第
六
巻
第
九
節
））。
一
方
で
ロ
ー
マ
人
は

「
数
多
く
の
闘
争
と
経
験
」
か
ら
、「
実
際
に
惨
禍
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
そ
こ
で
得
た
教
訓
を
も
と
に
常
に
よ
り
善
い
も
の
を
選
択
し
て
い
く
と
い
う

過
程
を
経
て
」
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
体
制
と
同
じ
混
合
政
体
に
至
っ
た
と
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
は
述
べ
て
い
る
（
同
上
、
二
九
八
頁
（
第
六
巻
第
一
〇
節
））。

（
6
）
例
え
ば
高
野
は
、
ト
ゥ
キ
デ
ィ
デ
ス
が
出
来
事
を
あ
く
ま
で
客
観
的
に
描
写
し
た
こ
と
を
ホ
ッ
ブ
ズ
が
高
く
評
価
し
、
歴
史
か
ら
人
間
に
関
す
る
普

遍
的
理
解
を
導
き
出
す
点
に
お
い
て
両
者
は
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
高
野
清
弘
『
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
思
想
』、
御
茶
の
水
書
房
、

一
九
九
〇
年
、
二
一
六
─
二
二
一
頁
）。
ま
た
佐
藤
は
、『
戦
史
』
の
中
に
実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
説
得
の
た
め
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
は
な
く
読

者
に
対
す
る
「
教
化
」
を
も
た
ら
す
「
因
果
論
的
真
理
」
を
見
出
し
、
自
ら
の
科
学
的
志
向
を
隠
さ
な
い
ホ
ッ
ブ
ズ
の
姿
勢
が
、
人
文
主
義
的
な
歴
史

叙
述
の
伝
統
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
佐
藤
正
志
「
歴
史
に
お
け
る
真
理
と
修
辞
─
─
初
期
ホ
ッ
ブ
ズ
に
お
け
る
方
法
の
問
題
」、『
啓

蒙
政
治
思
想
の
形
成
─
─
近
代
政
治
思
想
の
研
究
（
一
）』、
澁
谷
浩
編
、
成
文
堂
、
一
九
八
四
年
、
六
四
─
六
五
頁
）。
こ
れ
ら
の
研
究
が
、
ホ
ッ
ブ
ズ

の
政
治
哲
学
の
基
礎
を
彼
が
歴
史
書
に
見
出
し
た
虚
栄
心
や
恐
怖
な
ど
の
情
念
に
求
め
た
レ
オ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
見
解
に
対
し
て
出
さ
れ
て
い
る
の
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は
興
味
深
い
。Leo Strauss, T

he Political Philosophy of H
obbes: Its Basis and Its G

enesis, translated by Elsa M
. Sinclair 

（Chicago: 
U

niversity of Chicago Press, 1952

）, p. 130

（
レ
オ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
『
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
学
』、
添
谷
育
志
・
谷
喬
夫
・
飯
島
昇
藏
訳
、
み
す
ず

書
房
、
一
九
九
〇
年
、
一
六
一
─
一
六
二
頁
）.

（
7
）
例
え
ば
マ
ル
コ
ム
は
、
国
家
理
性
論
者
が
歴
史
を
重
視
し
て
い
た
事
を
踏
ま
え
た
上
で
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
統
治
の
日
常
的
な
事
柄
に
お
け
る
思
慮
よ

り
も
、
統
治
の
必
要
性
を
説
く
学
知
の
方
が
優
位
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
国
家
理
性
論
者
と
は
異
な
る
と
指
摘
す
る
。N

oel M
alcolm

, R
eason of 

State, Propaganda, and the T
hirty Y

ears ’ W
ar: A

n U
nknow

n T
ranslation by T

hom
as H

obbes 

（O
xford: Clarendon Press, 2007

）, 
pp. 118-19.

（
8
）
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
体
論
に
移
行
や
盛
衰
、
或
い
は
循
環
の
要
素
を
見
る
研
究
は
ま
だ
数
が
少
な
い
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
主
に
ホ
ッ
ブ
ズ
『
市
民
論
』
に
お

け
る
自
然
状
態
と
内
乱
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
注
目
し
、
群
衆
が
人
民
に
統
一
さ
れ
て
も
、
主
権
者
を
選
ん
だ
と
同
時
に
人
民
は
群
衆
に
解
体
す
る
と
い
う
パ

ラ
ド
ク
ス
を
見
出
す
。
そ
し
て
群
衆
が
内
乱
で
勝
利
し
た
時
に
こ
の
「
解
体
さ
れ
た
群
衆
」
か
ら
「
統
一
さ
れ
て
い
な
い
群
衆
」
へ
の
回
帰
が
生
じ
る
と

主
張
す
る
。
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
『
ス
タ
シ
ス
─
─
政
治
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
の
内
戦
』、
高
桑
和
巳
訳
、
青
土
社
、
二
〇
一
六
年
、
八
二
─

八
六
、
九
六
─
九
八
頁
。
な
お
北
西
は
「
政
体
移
行
論
」
の
語
を
、『
法
の
原
理
』
や
『
市
民
論
』
で
論
じ
ら
れ
た
民
主
制
か
ら
貴
族
制
あ
る
い
は
君
主

制
へ
の
移
行
の
意
味
で
限
定
的
に
使
っ
て
い
る
。
北
西
正
人
「
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
体
移
行
論
─
─
始
原
と
し
て
の
民
主
政
」、『
経
済
学
雑
誌
』
第
一
一
二

巻
、
第
二
号
、
二
〇
一
一
年
、
七
四
─
九
三
頁
。
こ
れ
に
対
し
本
稿
は
「
政
体
移
行
論
」
の
語
を
、
君
主
制
か
ら
民
主
制
へ
の
移
行
も
含
む
、
よ
り
幅
広

い
文
脈
で
使
用
可
能
な
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
。

（
9
）
本
稿
で
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
内
乱civil w

ar

、
騒
乱sedition
、
叛
乱rebellion

に
本
質
的
な
差
異
を
見
出
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。

（
10
）
一
方
で
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
は
内
乱
や
党
派
対
立
が
混
合
政
体
の
形
成
と
発
展
の
要
因
だ
と
考
え
る
（
厚
見
恵
一
郎
『
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
拡
大
的
共

和
国
─
─
近
代
の
必
然
性
と
「
歴
史
解
釈
の
政
治
学
」』、
木
鐸
社
、
二
〇
〇
七
年
、
二
九
五
─
二
九
八
頁
）。
彼
は
『
デ
ィ
ス
コ
ル
シ
』
で
ロ
ー
マ
史
を

検
討
す
る
中
で
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
同
様
の
政
体
循
環
論
を
示
し
、
共
和
制
と
自
由
を
維
持
す
る
に
は
ロ
ー
マ
が
拡
大
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
貴

族
と
平
民
と
の
内
乱
を
「
必
要
悪
」
と
し
て
耐
え
忍
ば
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
（
ニ
ッ
コ
ロ
・
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
『
デ
ィ
ス
コ
ル
シ 

「
ロ
ー
マ
史
」
論
』、

永
井
三
明
訳
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
一
年
、
四
九
─
五
七
頁
（
第
一
巻
第
六
節
））。
貴
族-

平
民
間
の
内
乱
が
ロ
ー
マ
共
和
制
を
解
体
さ
せ
た
と
い
う

見
方
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
イ
タ
リ
ア
で
広
く
共
有
さ
れ
て
お
り
、
貴
族-

平
民
闘
争
が
ロ
ー
マ
の
自
由
を
可
能
に
し
た
と
表
明
し
た
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ

は
奇
異
で
す
ら
あ
っ
た
。Q

uentin Skinner, T
he Foundations of M

odern Political T
hought. 2 vols. Cam

bridge: Cam
bridge U

niversity 
Press, 1978

）, I: T
he Renaissance, pp. 180-82

（
ク
エ
ン
テ
ィ
ン
・
ス
キ
ナ
ー
『
近
代
政
治
思
想
の
基
礎
─
─
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
、
宗
教
改
革
の
時
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代
』、
門
間
都
喜
郎
訳
、
春
風
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
九
八
─
一
九
九
頁
）.

（
11
）「
三
つ
の
論
考
」
が
収
め
ら
れ
た
『
余
暇
』Horae Subscivae

と
名
付
け
ら
れ
た
匿
名
の
作
品
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
デ
ヴ
ォ
ン
シ
ャ
ー
伯
爵
家
に
人

文
主
義
教
育
を
担
う
家
庭
教
師
と
し
て
仕
え
て
い
た
頃
に
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
ホ
ッ
ブ
ズ
の
影
響
の
元
で
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ャ

ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
が
書
い
た
と
し
た
（Strauss, Political Philosophy of H

obbes, pp. xii-xiii, n. 1. 

『
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
学
』
ⅸ
頁, 

注
二
）。
し

か
し
統
計
的
テ
キ
ス
ト
解
析
に
よ
り
、
こ
の
う
ち
「
三
つ
の
論
考
」
は
ホ
ッ
ブ
ズ
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。T

hree D
iscourses: A

 
Critical M

odern E
dition of N

ew
ly Identified W

ork of the Y
oung H

obbes, ed. by N
. B. Reynolds and A

. W
. Saxonhouse 

（Chicago: 
U

niversity of Chicago Press, 1997

）, pp. 10-19. 

ホ
ッ
ブ
ズ
が
果
た
し
て
「
三
つ
の
論
考
」
を
書
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
今
尚
異
論
も
あ
る
。
例
え

ば
サ
マ
ヴ
ィ
ル
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
後
年
に
な
る
と
初
期
著
作
に
し
ば
し
ば
言
及
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
作
の
存
在
に
は
触
れ
て
い
な
い
こ
と
、

そ
し
て
さ
ほ
ど
攻
撃
的
な
内
容
と
は
思
え
な
い
本
作
が
匿
名
出
版
さ
れ
た
背
景
に
は
、
作
者
が
高
い
地
位
に
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。
そ
し
て
本
作
は
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と
ホ
ッ
ブ
ズ
の
共
作
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
が
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
出
版
前
に
修
正
を
施
し
た
可

能
性
は
あ
っ
て
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
ホ
ッ
ブ
ズ
の
考
え
を
表
明
し
た
と
は
言
え
な
い
と
主
張
す
る
。Johann P. Som

m
erville, ‘H

obbes, Selden, 
Erastianism

, and the history of the Jew
s, ’ in H

obbes and H
istory, ed. by Rogers and Sorell, pp. 159-87, espc. n. 124. 

し
か
し
本
稿
の

関
心
は
、「
三
つ
の
論
考
」
が
ホ
ッ
ブ
ズ
作
か
否
か
で
は
な
く
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
古
典
か
ら
何
を
学
ん
で
い
た
の
か
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。
サ
マ
ヴ
ィ
ル
で

さ
え
も
本
作
に
ホ
ッ
ブ
ズ
が
関
与
し
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
、
本
稿
は
ホ
ッ
ブ
ズ
の
ロ
ー
マ
理
解
の
淵
源
を
特
定
す
る
資
料
と
し
て
「
タ
キ
ト
ゥ
ス

論
」
を
検
討
す
る
。
な
お
『
余
暇
』
に
つ
い
て
は
以
下
も
参
照
。
藤
原
保
信
『
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
哲
学
』、
藤
原
保
信
著
作
集
第
一
巻
、
佐
藤
正
志
・
的

射
場
敬
一
編
、
新
評
論
、
二
〇
〇
八
年
、
三
五
六
─
三
六
五
頁
。

（
12
）Q

uentin Skinner, V
isions of Politics, 3 vols. 

（Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 2002

）, III: H
obbes and Civil Science, p. 

55.

（
13
）
木
村
俊
道
「
ホ
ッ
ブ
ズ
の
ロ
ー
マ
、
も
し
く
は
人
文
主
義
と
帝
国
─
─D

aniela Coli, H
obbes, Rom

a e M
achiavelli nell ’Inghilterra degli 

Stuart

を
め
ぐ
っ
て
」、『
政
治
思
想
学
会
会
報
』
第
四
一
号
、
二
〇
一
五
年
、
九
頁
。

（
14
）Richard T

uck, ‘H
obbes and T

acitus, ’ in H
obbes and H

istory, ed. by G. A
. J. Rogers and T

om
 Sorell 

（London: Routledge, 2000

）, 
p. 106.

（
15
）
タ
キ
ト
ゥ
ス
『
年
代
記
─
─
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
帝
か
ら
ネ
ロ
帝
へ
』
上
巻
、
国
原
吉
之
助
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
、
一
三
─
一
四
頁
（
第
一
巻

第
一
章
第
一
節
）。
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（
16
）T

hree D
iscourses, p. 33.

（
17
）T

hree D
iscourses, p. 33. 

ダ
ニ
エ
ラ
・
コ
ー
リ
「
ホ
ッ
ブ
ズ
の
ロ
ー
マ
─
─
タ
キ
ト
ゥ
ス
と
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
の
間
で
」、
石
黒
盛
久
訳
、『
世
界

史
研
究
論
叢
』
第
六
号
、
二
〇
一
六
年
、
一
〇
一
頁
。

（
18
）T

hree D
iscourses, pp. 33-34.

（
19
）T

hree D
iscourses, pp. 36-37.

（
20
）T

hree D
iscourses, p. 37.

（
21
）
コ
ー
リ
「
ホ
ッ
ブ
ズ
の
ロ
ー
マ
」、
一
〇
二
頁
。

（
22
）T

hree D
iscourses, pp. 47-48.

（
23
）
コ
ー
リ
「
ホ
ッ
ブ
ズ
の
ロ
ー
マ
」、
一
〇
二
頁
。

（
24
）K

inch H
oekstra, ‘A

 Lion in the H
ouse: H

obbes and D
em

ocracy, ’ in R
ethinking T

he Foundations of M
odern Political T

hought, 
ed. by A

nnabel Brett and Jam
es T

ully 
（Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 2006

）, pp. 208-09. 

ホ
ッ
ブ
ズ
は
『
哲
学
者
と
法
学
徒

と
の
対
話
』
や
『
自
由
・
必
然
・
偶
然
に
か
ん
す
る
問
題
』
に
お
い
て
、
選
挙
に
よ
っ
て
始
ま
る
政
体
は
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。
ヘ
ク
ス
ト
ラ
に
よ
れ

ば
こ
れ
ら
は
「
獲
得
に
よ
る
国
家
」
に
お
け
る
政
体
の
場
合
で
あ
っ
て
「
設
立
に
よ
る
国
家
」
の
最
初
の
形
態
が
民
主
制
で
あ
る
と
の
文
言
と
齟
齬
を
き

た
す
こ
と
は
な
い
。

（
25
）Strauss, Political Philosophy of H

obbes, pp. 64-65.
『
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
学
』
八
七
─
八
八
頁
。
高
野
の
訳
注
も
参
照
（『
法
の
原
理
』
三
一
四

─
三
一
五
頁
、
注
八
〇
）。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
一
六
二
九
年
に
出
版
し
た
ト
ゥ
キ
デ
ィ
デ
ス
『
戦
史
』
の
英
語
訳
に
付
し
た
序
文
の
な
か
で
、
ア
テ
ナ
イ
の
民

主
政
が
他
人
の
助
言
へ
の
相
互
批
判
や
レ
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
た
弁
論
家
や
デ
マ
ゴ
ー
グ
の
抗
争
に
陥
っ
て
い
た
の
で
、
ト
ゥ
キ
デ
ィ
デ
ス
は
民
主
政
を

好
ん
で
い
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
（T

hom
as H

obbes, T
he E

nglish W
orks of T

hom
as H

obbes, ed. by Sir W
illiam

 M
olesw

orth. 11 vols. 

（London: John Bohn, 1843

）, V
III: T

ranslation of T
hucydides, V

ol. I, pp. xvi-xvii

）。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
歴
史
か
ら
、
弁
論
家
の

情
念
に
訴
え
か
け
る
言
説
が
熟
議
を
困
難
に
し
た
と
い
う
、
彼
の
そ
の
後
の
著
作
に
通
底
す
る
民
主
制
懐
疑
論
を
学
ん
だ
の
で
あ
る 

（Cf. D
. J. K

apust, 
and B. P. T

urner, ‘D
em

ocratical Gentlem
en and the Lust for M

astery: Status, A
m

bition, and the Language of Liberty in H
obbes ’s 

Political T
hought, ’ Political T

heory, V
ol. 41, N

o. 4 

（2013

）p. 660

）。

（
26
）E

lem
ents of Law

 1.19.11; 2.1.1; 2.3.1.

（
27
）E

lem
ents of Law

 2.3.2; 2.4.1; 2.4.10.
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（
28
）D

e Cive 5.12.
（
29
）D

e Cive 8.1. 
（
30
）E

lem
ents of Law

 2.2.1.

（
31
）D

e Cive 7.1.

（
32
）D

e Cive 7.5.

（
33
）D

e Cive 7.7; Richard T
uck, T

he Sleeping Sovereign: T
he Invention of M

odern D
em

ocracy 

（Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity 

Press, 2016

）, pp. 98-99.

ホ
ッ
ブ
ズ
は
『
市
民
論
』
第
二
版
に
加
え
た
原
注
で
、
複
数
の
人
々
の
一
致
し
た
意
志
に
よ
っ
て
命
令
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
会
合
に
お
い
て
だ
け
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（D

e Cive 6.1 note

）。
民
主
制
は
各
人
間
で
交
わ
さ
れ
た
約
定pactus

か
ら
成
り
立
っ
て
お

り
、
国
家
設
立
以
前
に
は
一
個
の
人
格
と
し
て
の
「
民
会
」
は
な
く
、
国
家
を
設
立
す
る
た
め
に
民
会
と
約
定
を
結
ぶ
こ
と
も
な
い
（D

e Cive 7.7

）。

こ
の
よ
う
にpopulus

は
一
つ
の
人
格
で
あ
り
、
そ
の
凝
集
性
は
全
成
員
が
集
う
会
合
の
開
催
に
求
め
ら
れ
る
。
タ
ッ
ク
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
示

し
た
「
極
端
な
民
主
制
」、
す
な
わ
ち
多
数
者
が
一
人
の
人
間
の
ご
と
く
凝
集
し
て
主
権
を
握
る
形
態
の
議
論
が
ホ
ッ
ブ
ズ
に
影
響
を
与
え
た
と
指
摘

す
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
政
治
学
』、
一
九
四
頁
（
第
四
巻
第
四
章
（1292a7

）。 Richard T
uck, ‘H

obbes and D
em

ocracy, ’ in R
ethinking 

T
he Foundations of M

odern Political T
hought, p. 176. 

そ
れ
に
対
し
ス
ミ
ス
は
、
タ
ッ
ク
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
民
主
制
論
を
正
確
に
把
握
し

て
い
な
い
と
批
判
す
る
。Sophie Sm

ith, ‘D
em

ocracy and the Body Politic from
 A

ristotle to H
obbes, ’ Political T

heory, V
ol. 46, N

o. 2 

（2018

）pp. 167-196.

（
34
）E

lem
ents of Law

 2.1.16.

（
35
）E

lem
ents of Law

 2.1.17

、
傍
点
引
用
者
。
ヘ
ク
ス
ト
ラ
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
に
と
っ
て
ロ
ー
マ
が
「
時
々
」
民
主
制
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
人
民
が
主

権
者
で
あ
る
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
」
民
主
制
で
な
か
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
を
貴
族
制
と
み
な
す
記
述
の
方
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
更

に
ヘ
ク
ス
ト
ラ
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
参
事
会
は
（
実
務
を
執
政
官
や
顧
問
官
に
委
ね
て
は
い
た
が
）
主
権
者
と
し
て
究
極
的
権
威
を
保
持
し
て
い
た
と

い
う
ホ
ッ
ブ
ズ
の
言
及
を
重
視
し
（E

lem
ents of Law

 2.1.17

）、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
民
主
制
と
し
て
想
定
す
る
の
は
ロ
ー
マ
よ
り
も
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
あ
る

と
論
じ
る
（H

oekstra ‘A
 Lion in the H

ouse, ’ pp. 195-96, n. 22

）。

（
36
）
ロ
ー
マ
共
和
制
を
民
主
制
と
み
な
す
の
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
独
創
で
は
な
い
。
フ
ィ
ル
マ
ー
は
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
に
お
い
て
ボ
ダ
ン
の
『
国
家
論
』

を
参
照
し
な
が
ら
、
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
の
追
放
か
ら
カ
エ
サ
ル
ま
で
の
四
八
〇
年
間
は
ロ
ー
マ
が
民
主
制
あ
る
い
は
民
衆
的
統
治
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

期
間
に
統
治
形
態
の
変
更
を
繰
り
返
し
混
乱
・
内
乱
に
陥
り
、
帝
国
の
完
成
に
よ
っ
て
初
め
て
平
和
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
述
べ
る
。Robert Film

er, 
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‘Patriarcha ’ and O
ther W

ritings, ed. by Johann P. Som
m

erville 

（Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 1991

）, pp. 25-26 

（
ロ
バ
ー

ト
・
フ
ィ
ル
マ
ー
『
フ
ィ
ル
マ
ー
著
作
集
』、
伊
藤
宏
之
・
渡
部
秀
和
訳
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
、
四
三
─
四
六
頁
（
第
二
巻
第
一
一

─
一
三
章
））. 

ま
た
ヒ
ュ
ー
ム
は
ロ
ー
マ
共
和
制
を
悪
し
き
民
主
制
、
す
な
わ
ち
「
代
表
制
な
き
民
主
制
」
の
代
表
例
と
す
る
。
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー

ム
『
道
徳
・
政
治
・
文
学
論
集
』
完
訳
版
、
田
中
敏
弘
訳
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
、
一
二
頁
。
ロ
ー
マ
史
解
釈
を
め
ぐ
る
以
上
の
議
論
に

つ
い
て
は
、
犬
塚
元
『
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
の
政
治
学
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
第
一
章
を
参
照
。

（
37
）E

lem
ents of Law

 2.8.7.

（
38
）E

lem
ents of Law

 2.5.8.

（
39
）E

lem
ents of Law

 2.5.3.

（
40
）D

e Cive 7.5.

（
41
）D

e Cive 7.6.

（
42
）D

e Cive 7.16.

ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
人
民
（
民
会
）
が
一
定
の
期
間
だ
け
任
期
制
君
主
に
命
令
権
を
終
身
に
わ
た
り
委
託
し
自
ら
は
解
散
し
た
場
合
で

も
集
合
す
る
権
利
を
も
つ
の
か
検
討
す
る
。Cf. T

uck, Sleeping Sovereign, pp. 87-90. 

ホ
ッ
ブ
ズ
が
示
し
て
い
る
の
は
、
主
権
は
単
一
で
あ
る
一

方
、
そ
の
行
使
あ
る
い
は
執
行
は
分
割
さ
れ
得
る
と
い
う
、
ロ
ー
マ
法
に
由
来
し
ボ
ダ
ン
が
引
き
継
ぎ
、
そ
し
て
ハ
リ
ン
ト
ン
と
も
接
近
す
る
発
想
で

あ
る
。K

inch H
oekstra, ‘Early M

odern A
bsolutism

 and Constitutionalism
, ’ Cardozo Law

 R
eview

, N
o. 34 

（2013

）pp. 1082-83; T
uck, 

Sleeping Sovereign, pp. 95-96.

（
43
）D

e Cive 7.16.

タ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、「
任
期
制
君
主
」
の
間
も
人
民
は
「
眠
れ
る
主
権
者
」
と
し
て
潜
在
的
に
主
権
を
有
す
る
と
い
う
ホ
ッ
ブ
ズ
の
考

え
は
、
主
権
権
力
と
そ
の
行
使
と
の
区
別
と
い
う
ボ
ダ
ン
が
ロ
ー
マ
の
独
裁
官
に
見
出
し
た
区
別
の
継
承
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
の
独
裁
者
は
そ
の
任
期
中
は

主
権
者
で
あ
っ
た
と
い
う
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
考
え
へ
の
対
抗
で
あ
る
。T

uck, Sleeping Sovereign, pp. 70-71, 90-91.

（
44
）D

e Cive 12.1.

ホ
ッ
ブ
ズ
は
『
市
民
論
』
第
一
二
章
で
、
善
悪
や
正
不
正
に
つ
い
て
の
誤
っ
た
教
説
、
君
主
へ
の
服
従
を
不
正
と
み
な
す
教
説
、
暴

君
征
伐
論
、
主
権
分
割
論
、
超
自
然
的
な
も
の
へ
の
信
仰
、
市
民
の
所
有
権
の
主
張
、
野
心
、
雄
弁
な
ど
を
内
乱
の
理
由
に
挙
げ
て
い
る
。

（
45
）D

e Cive 12.8.

こ
の
箇
所
で
ホ
ッ
ブ
ズ
は
「
君
主
制
に
お
い
て
は
臣
民
た
ち
は
群
衆
で
あ
り
、（
逆
説
的
で
は
あ
る
が
）
王
は
人
民
で
あ
る
」
と
い
う

文
言
を
残
し
て
い
る
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
こ
の
「
逆
説
」
が
ホ
ッ
ブ
ズ
の
循
環
的
政
体
論
の
鍵
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
『
ス
タ
シ
ス
』、
七
八

─
八
六
頁
。

（
46
）E

lem
ents of Law

 2.8.10
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（
47
）E

lem
ents of Law

 2.2.9.
（
48
）D

e Cive 7.11. 

同
様
に
、
民
会
が
多
数
決
に
よ
り
少
数
の
貴
族
た
ち
に
対
し
て
権
利
を
移
譲
し
て
成
立
す
る
の
が
貴
族
制
で
あ
り
、
そ
こ
で
最
高
命

令
権
を
も
つ
の
は
貴
族
た
ち
の
会
合
で
あ
る
（D

e Cive 7.8

）。
国
家
設
立
の
た
め
の
議
決
と
政
体
変
更
の
た
め
の
議
決
の
二
段
構
え
の
構
成
は
、
プ
ー

フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
「
二
重
信
約
」
の
議
論
、
す
な
わ
ち
市
民
社
会
を
作
る
た
め
の
個
人
間
の
契
約
と
、
そ
の
後
に
支
配
形
態
を
決
め
る
第
二
の
契
約
の
二

つ
の
も
の
と
の
関
連
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。T

uck, Sleeping Sovereign, p. 72.

（
49
）
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
民
主
制
が
「
少
数
の
演
説
者
の
統
治
に
過
ぎ
な
い
」
と
い
う
理
由
で
君
主
制
と
貴
族
制
の
比
較
の
み
を
行
う
。E

lem
ents of Law

 
2.5.3.

（
50
）E

lem
ents of Law

 2.5.8. 

一
方
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
よ
う
に
主
権
的
合
議
体
が
政
務
官
ら
を
選
ぶ
の
み
で
国
事
の
処
理
が
一
部
の
者
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
場
合
、
受
託
者
へ
の
助
言
は
君
主
へ
の
助
言
と
同
等
で
あ
る
の
で
、
内
乱
に
よ
る
解
体
の
危
機
は
な
い
と
も
説
明
さ
れ
る
（E

lem
ents of Law

 
2.5.8

）。
こ
こ
に
お
い
て
、
委
任
さ
れ
た
君
主
は
絶
対
君
主
と
ほ
ぼ
同
等
の
性
質
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
51
）D

e Cive 10.3.

（
52
）D

e Cive 10.12.

（
53
）D

e Cive 10.17. 

ヘ
ク
ス
ト
ラ
は
こ
の
引
用
部
分
が
、
ロ
ー
マ
が
そ
の
民
主
制
を
自
ら
放
棄
し
た
こ
と
に
対
す
る
ホ
ッ
ブ
ズ
の
「
賞
賛
」
を
表
し
て
い

る
と
説
明
し
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
「
民
主
的
で
な
い
」
証
拠
と
す
る
（H

oekstra ‘A
 Lion in the H

ouse, ’ p. 195

）。
し
か
し
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
こ
と
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ホ
ッ
ブ
ズ
に
と
っ
て
民
主
制
か
ら
君
主
制
へ
の
移
行
は
賞
賛
以
前
に
必
然
な
の
で
あ
る
。

（
54
）『
市
民
論
』
で
君
主
制
に
転
換
す
る
理
由
が
国
家
間
の
「
戦
争
状
態
」
に
変
更
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
の
書
が
三
十
年
戦
争
の
只
中
に
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

共
通
語
で
あ
る
）
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
、
パ
リ
で
出
版
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
実
際
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
三
十
年
戦
争
を
テ
ー
マ
に
論
じ
た
原
稿
の
存

在
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（M

alcolm
, R

eason of State, Propaganda, and the T
hirty Y

ears ’ W
ar

）。
ホ
ッ
ブ
ズ
が
内
乱
ど
こ
ろ
か
国
家
間

戦
争
の
中
に
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
状
に
鑑
み
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
読
者
に
向
け
て
書
き
方
を
変
え
た
可
能
性
は
高
い
。

（
55
）D

e Cive 10.18.

（
56
）D

e Cive 7.15.

（
57
）
コ
ー
リ
「
ホ
ッ
ブ
ズ
の
ロ
ー
マ
」、
一
〇
一
頁
。

（
58
）E

lem
ents of Law

 2.5.2; D
e Cive 10.8.

（
59
）Q

uentin Skinner, H
obbes and R

epublican Liberty 

（Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 2008

）. 

ス
キ
ナ
ー
は
、『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
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サ
ン
』
で
ル
ッ
カ
の
自
由
と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
（
オ
ス
マ
ン
帝
国
）
の
自
由
に
違
い
は
な
い
と
述
べ
た
ホ
ッ
ブ
ズ
に
対
し
（Leviathan Ch. 

21, p. 332

［110

］. （
二
）
九
三
頁
）、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
ス
ル
タ
ン
制
に
お
け
る
「
強
制
」
の
存
在
を
強
調
し
て
反
論
し
た
こ
と
を
紹
介
す
る
。Q

uentin 
Skinner, Liberty before Liberalism

 

（Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 1997

）, pp. 85-86 

（
ク
ェ
ン
テ
ィ
ン
・
ス
キ
ナ
ー
『
自
由
主

義
に
先
立
つ
自
由
』、
梅
津
順
一
訳
、
聖
学
院
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
、
九
〇
─
九
一
頁
）.

（
60
）Leviathan Ch. 17, pp. 260-01

［87-88

］. （
二
）
三
二
─
三
四
頁
。

（
61
）Leviathan Ch. 19, p. 284

［94

］. （
二
）
五
二
頁
。

（
62
）Leviathan Ch. 18, p. 264

［88

］. （
二
）
三
六
頁
。
タ
ッ
ク
は
、
こ
の
記
述
を
国
家
設
立
の
た
め
の
民
主
的
合
意
を
求
め
る
『
法
の
原
理
』
や
『
市

民
論
』
で
の
議
論
の
名
残
り
と
み
な
し
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
を
チ
ャ
ー
ル
ズ
王
太
子
に
献
呈
す
る
べ
く
「
民
主
的
含
意
」
を
取
り
除
こ

う
と
し
た
が
完
全
除
去
で
き
な
か
っ
た
の
だ
と
論
じ
る
（T

uck, Sleeping Sovereign, pp. 104-05, n. 40

）。
し
か
し
相
互
信
約
を
結
ん
だ
そ
の
瞬
間

に
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
一
旦
民
主
制
が
成
立
し
、
そ
の
後
君
主
制
な
ど
に
移
行
す
る
と
い
う
二
段
階
の
プ
ロ
セ
ス
を

読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
63
）Leviathan Ch. 18, p. 278 

［93

］. （
二
）
四
七
頁
。

（
64
）Leviathan Ch. 29, p. 512 

［172

］. （
二
）
二
五
一
頁
。

（
65
）Fukuda A

rihiro, Sovereignty and Sw
ord: H

arrington, H
obbes, and M

ixed G
overnm

ent in the E
nglish Civil W

ars （O
xford: O

xford 
U

niversity Press, 1997

）, p. 56, n. 16. 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
暴
君
殺
し
や
内
乱
を
防
ぐ
た
め
の
知
恵
と
し
て
混
合
政
体
論
が
重
要
視
さ
れ
て

い
た
の
だ
が
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
こ
れ
を
明
確
に
否
定
し
て
い
る
。
福
田
有
広
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
支
配
的
で
あ
っ
た
暴
政
を
防
ぐ
た
め
混
合
政
体
を
唱
え

る
フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ュ
ー
的
な
混
合
政
体
論
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
乱
を
契
機
と
し
て
内
乱
を
抑
え
る
た
め
に
混
合
政
体
を
強
調
す
る
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
的
混

合
政
体
論
の
見
方
へ
転
換
し
た
と
指
摘
し
た
上
で
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
ど
ち
ら
に
対
し
て
も
批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
（Ibid., pp. 22-29, 52-54

）。

（
66
）Leviathan Ch. 29, p. 500

［168

］. （
二
）
二
四
一
頁
。

（
67
）Leviathan Ch. 19, p. 290

［96

］. （
二
）
五
七
頁
。

（
68
）『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
第
二
九
章
で
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
解
体
の
内
的
な
原
因
に
は
、
①
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
設
立
時
の
障
害
、
②
恣
意
的

か
つ
騒
乱
的
な
教
説
、
③
隣
国
の
統
治
形
態
の
模
倣
（
ア
テ
ナ
イ
あ
る
い
は
ス
パ
ル
タ
を
模
倣
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
諸
国
の
民
衆
派
と

貴
族
派
の
内
乱
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
例
に
す
る
）、
④
政
治
の
書
物
や
歴
史
を
読
む
こ
と
、
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
神
崎
『
内
乱
の
政
治
哲
学
』、
八
八
─

八
九
頁
参
照
。
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（
69
）Leviathan Ch. 29, pp. 506-08

［170-01

］. （
二
）
二
四
六
─
二
四
七
頁
。
こ
の
あ
と
に
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、「
君
主
の
も
と
に
生
活
す
る
人
々
は
こ
れ
ら

の
書
物
か
ら
、
民
衆
的
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
臣
民
は
自
由
を
享
受
す
る
の
に
、
自
分
た
ち
は
君
主
制
に
お
い
て
全
て
奴
隷
で
あ
る
と
い
う
意
見
を
抱
く
」

と
述
べ
る
。
こ
う
し
た
記
述
は
、
古
代
ロ
ー
マ
に
自
由
や
共
和
制
の
理
想
を
見
出
す
「
共
和
主
義
者
」
へ
の
批
判
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
犬
塚
『
デ

イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
の
政
治
学
』、
二
二
頁
）。
な
お
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
の
校
註
で
編
者
マ
ル
コ
ム
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
頭
に
は
暴
君
殺
し
を
正
当

化
し
た
ロ
ー
マ
の
歴
史
叙
述
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る 

（Leviathan Ch. 29, p. 509, note z

）。
例
え
ば
キ
ケ
ロ
は
『
義
務
に
つ
い
て
』
に
お
い
て
カ
エ

サ
ル
の
暗
殺
を
念
頭
に
、
親
し
い
人
の
殺
害
が
最
大
の
犯
罪
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
親
し
い
間
柄
に
あ
る
暴
君
の
殺
害
を
ロ
ー
マ
人
は
称
賛
し
た
と

述
べ
る
（
キ
ケ
ロ
「
義
務
に
つ
い
て
」、
高
橋
宏
幸
訳
、『
キ
ケ
ロ
ー
選
集
』
第
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
二
八
八
─
二
八
九
頁
（
第
三
巻
第
四

節
（
一
九
））。
ま
た
神
崎
は
、ホ
ッ
ブ
ズ
が
プ
ラ
ト
ン
『
国
家
』
の
政
体
論
を
念
頭
に
こ
の
箇
所
を
書
い
た
と
指
摘
す
る
（
神
崎
『
内
乱
の
政
治
哲
学
』、

八
九
─
九
〇
頁
）。

（
70
）Leviathan Ch. 30, pp. 524-26
［177

］.（
二
）
二
六
三
─
二
六
四
頁
。
こ
こ
で
ホ
ッ
ブ
ズ
は
メ
デ
ィ
ア
の
助
言
に
よ
っ
て
、
ペ
レ
ウ
ス
の
娘
ら
が
老

い
た
ペ
レ
ウ
ス
を
若
返
ら
せ
よ
う
と
彼
を
ば
ら
ば
ら
に
し
て
煮
込
ん
だ
が
蘇
ら
な
か
っ
た
と
い
う
逸
話
を
挿
入
し
、
不
従
順
で
国
制
改
革
だ
け
試
み
る
も

の
は
国
家
を
破
壊
す
る
と
述
べ
る
。
な
お
メ
デ
ィ
ア
の
逸
話
は
、『
法
の
原
理
』（E

lem
ents of Law

 2.8.15

）、『
市
民
論
』（D

e Cive 12.13

）
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
71
）Leviathan Ch. 3, p. 44

［11

］.（
一
）
六
四
頁
。

（
72
）Strauss, Political Philosophy of H

obbes, pp. 79-81, 96-97. 

『
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
学
』
一
〇
五
─
一
〇
七
、
一
二
二
─
一
二
三
頁
。
多
く
の
人
々

を
対
象
と
す
る
法
律
と
は
異
な
り
、
高
貴
な
自
然
本
性
の
持
ち
主
に
戒
律
の
応
用
を
も
た
ら
す
歴
史
は
、
と
り
わ
け
貴
族
の
（
道
徳
）
教
育
に
お
い
て
重

要
で
あ
る
。Ibid., pp. 81-82. 

一
〇
七
─
一
〇
八
頁
。
シ
ュ
ー
マ
ン
も
、
歴
史
に
学
ぶ
こ
と
が
道
徳
的
生
活
に
と
っ
て
有
用
だ
と
い
う
人
文
主
義
の
伝
統

か
ら
ホ
ッ
ブ
ズ
が
乖
離
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。Schuhm

ann ‘H
obbes ’s concept of history, ’ pp. 8-9.

（
73
）Leviathan Ch. 5, p. 76

［22

］.（
一
）
九
三
─
九
四
頁
。

（
74
）Leviathan Ch. 29, p. 518

［174

］.（
二
）
二
五
四
─
二
五
五
頁
。

（
75
）
し
か
し
そ
も
そ
も
、
政
体
が
解
体
し
て
自
然
状
態
に
帰
し
て
し
ま
う
の
で
あ
れ
ば
、
国
家
（
設
立
、
獲
得
を
問
わ
ず
）
が
作
ら
れ
て
は
消
滅
す
る
と

言
う
無
限
の
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
う
た
め
、（
循
環
を
脱
す
る
た
め
の
混
合
政
体
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
以
上
）
ホ
ッ
ブ
ズ
が
解
体
の
要
因
と
し
て
あ
げ

る
諸
項
目
を
達
成
し
た
政
体
の
実
現
を
目
指
す
他
に
は
選
択
肢
が
な
い
。
理
想
の
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
を
明
ら
か
に
し
た
と
思
わ
れ
が
ち
な
ホ
ッ
ブ
ズ
で
あ

る
が
、
彼
は
政
体
の
不
安
定
さ
や
国
家
状
態
か
ら
自
然
状
態
へ
の
回
帰
と
い
う
循
環
構
造
を
示
す
こ
と
で
、
理
想
の
実
現
不
可
能
性
を
暗
に
示
し
て
い
る
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の
か
も
し
れ
な
い
。

（
76
）
彼
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
乱
を
描
い
た
『
ビ
ヒ
モ
ス
』
末
尾
に
お
い
て
、「
私
は
こ
の
革
命
の
中
に
、
二
人
の
簒
奪
者
、
父
と
子
を
経
て
、
先
の
国
王
か

ら
そ
の
子
息
へ
と
至
る
、
主
権
の
循
環
運
動a circular m

otion

を
見
た
」
と
語
り
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
か
ら
始
ま
る
主
権
の
転
移
が
チ
ャ
ー
ル
ズ
二

世
に
よ
っ
て
永
遠
に
止
ま
る
と
述
べ
る
。T

hom
as H

obbes, Behem
oth, ed. by Paul Seaw

ard 

（O
xford: Clarendon Press, 2009

）, pp. 389-90

（
ホ
ッ
ブ
ズ
『
ビ
ヒ
モ
ス
』、
山
田
園
子
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
三
三
〇
頁
（
第
四
巻
））. 

こ
こ
で
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
主
権
が
転
移
可
能
で
あ
る
と

い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
。
鈴
木
朝
生
「
内
戦
の
歴
史
と
歴
史
の
内
戦
─
─
一
七
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
場
合
」、『
年
報
政
治
学
』
第
五
一
巻
、
二
〇
〇

〇
年
、
二
九
─
三
〇
頁
。 

（
77
）
ホ
ッ
ブ
ズ
は
後
に
著
し
た
『
哲
学
者
と
法
学
徒
と
の
対
話
』
で
は
、
君
主
制
の
起
源
と
発
展
に
つ
い
て
検
討
す
る
な
か
で
ロ
ー
マ
史
に
触
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
彼
は
反
乱
が
原
因
と
な
り
あ
る
政
体
か
ら
ほ
か
の
政
体
へ
の
変
転
を
繰
り
返
し
た
例
と
し
て
、
ロ
ー
マ
で
は
国
王
に
対
す
る
反
乱
か
ら

民
主
制
が
で
き
、
元
老
院
が
ス
ッ
ラ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
民
主
制
を
侵
害
し
、
今
度
は
人
民
が
マ
リ
ウ
ス
下
の
元
老
院
を
侵
害
し
、
さ
ら
に
皇
帝
が
カ

エ
サ
ル
や
そ
の
後
継
者
た
ち
の
支
配
下
に
あ
っ
た
人
民
を
侵
害
し
た
と
説
明
す
る
。T

hom
as H

obbes, ‘D
ialogue betw

een a Philosopher and 
a Student, of the Com

m
on Law

s of England, ’ in W
ritings on Com

m
on Law

 and H
ereditary R

ight, ed. by A
lan Crom

artie and 
Q

uentin Skinner 

（O
xford: Clarendon Press, 2007

）, p. 138

（
ホ
ッ
ブ
ズ
『
哲
学
者
と
法
学
徒
と
の
対
話
─
─
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー

を
め
ぐ
る
』、
田
中
浩
・
重
森
臣
広
・
新
井
明
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
二
三
四
─
二
三
五
頁
）.

（
78
）Leviathan Ch. 5, pp, 64, 72

［18, 21

］. （
一
）
八
四
─
八
五
、
九
一
─
九
二
頁
。

（
79
）Leviathan Ch. 20, p. 322 

［107

］; Ch. 30, p. 522 

［176
］. （
二
）
八
三
頁
、
二
六
一
─
二
六
二
頁
。

（
80
）
藤
原
『
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
哲
学
』、
五
七
頁
。
こ
う
し
た
演
繹
的
推
論
に
よ
る
因
果
関
係
の
把
握
を
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
『
物
体
論
』
に
お
い
て
分
析
─
総

合
の
方
法
の
議
論
を
用
い
て
説
明
す
る
。
彼
は
、
感
覚
や
心
像
の
表
象
の
原
因
に
つ
い
て
推
論
に
よ
り
得
ら
れ
る
「
な
に
ゆ
え
か
」τού διότι

に
つ
い
て

の
知
は
、
合
成
と
分
解
か
ら
成
り
立
っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
分
析
的
方
法
」m

ethodus analytica

と
「
総
合
的
方
法
」m

ethodus synthetica

と
呼

ば
れ
る
と
説
明
す
る
。
ホ
ッ
ブ
ズ
『
物
体
論
』、
八
七
─
八
八
頁
（
第
六
章
第
一
節
）。
哲
学
の
推
論
に
お
い
て
二
つ
の
方
法
は
「
分
析
・
総
合
の
方
法
」

と
ま
と
め
ら
れ
、「
全
体
を
そ
の
も
っ
と
も
個
別
的
な
、
し
た
が
っ
て
ま
た
も
っ
と
も
普
遍
的
な
部
分
の
原
因
に
ま
で
分
解
し
、
そ
こ
か
ら
結
果
を
理
解

し
て
行
く
と
い
う
方
法
」
と
し
て
一
体
的
に
機
能
す
る
。
藤
原 

『
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
哲
学
』、
六
七
頁
。
分
析
─
総
合
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
以
下
も
参

照
。J. W

. N
. W

atkins, H
obbes ’s System

 of Ideas: A
 Study in the Political Significance of Philosophical T

heories, 2
nd edn. 

（London: 
H

utchinson, 1973

）, pp. 43-54

（
Ｊ
・
Ｗ
・
Ｎ
・
ワ
ト
キ
ン
ス
『
ホ
ッ
ブ
ズ
─
─
そ
の
思
想
体
系
』、
田
中
浩
・
高
野
清
弘
訳
、
未
來
社
、
一
九
八
八
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年
、
一
一
四
─
一
三
八
頁
）.

【
謝
辞
】

本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
五
月
二
七
日
に
開
催
さ
れ
た
政
治
思
想
学
会
研
究
大
会
（
甲
南
大
学
）
分
科
会
に
お
い
て
発
表
し
た
、
報
告
原
稿
の
一
部
を
発

展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
司
会
者
の
梅
田
百
合
香
氏
、
登
壇
者
の
稲
村
一
隆
氏
、
古
田
拓
也
氏
、
上
村
剛
氏
、
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
フ
ロ
ア
の
各
氏
、
犬

塚
元
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
本
稿
を
推
敲
す
る
に
あ
た
り
、
二
名
の
匿
名
査
読
者
か
ら
の
助
言
は
非
常
に
有
益
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御

礼
申
し
上
げ
る
。
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一　

問
題
の
所
在
─
─
移
民
正
義
論
に
お
け
る
「
退
出
」
の
問
題
の
等
閑
視

本
稿
の
目
的
は
、「
頭
脳
流
出
」（brain drain
）
が
惹
起
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
正
義
」
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題
に
鑑
み
、
そ
れ
に
対
処
す
る
一

つ
の
方
策
と
し
て
、
人
々
の
「
退
出
の
権
利
」（right to exit / leave

）
を
制
約
し
、
自
国
に
留
ま
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
規
範
的
な
観
点

か
ら
正
当
化
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

な
ぜ
「
退
出
の
権
利
」
に
着
目
す
る
の
か
。
理
論
的
な
観
点
か
ら
い
え
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
正
義
論
と
の
関
係
に
お
い
て
人
の
移
動
を
論

じ
る
際
に
、
い
わ
ゆ
る
「
移
民
正
義
論
」（im

m
igration justice

）
に
お
い
て
は
、「
受
け
入
れ
」（im

m
igration

）
の
正
当
化
可
能
性
ば
か
り

に
関
心
が
集
ま
る
と
い
う
偏
り
が
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る（

（
（

。「
移
民
正
義
論
」
は
基
本
的
に
、
富
裕
国
が
貧
困
国
の
人
々
を
「
受
け
入

れ
る
」
義
務
が
あ
る
か
ど
う
か
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
正
義
論
の
文
脈
で
論
じ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
、「
国
境
開
放
」（open 

borders

）
派
と
「
受
け
入
れ
制
限
」（im

m
igration restriction

）
派
に
よ
る
論
争
が
あ
る（

（
（

。
た
だ
し
、
実
の
と
こ
ろ
あ
る
人
を
あ
る
社
会
に

「
受
け
入
れ
る
」
と
い
う
事
象
が
生
じ
る
に
は
、
そ
れ
以
前
に
当
人
が
自
分
が
帰
属
す
る
社
会
か
ら
「
退
出
す
る
」（em

igrate

）
と
い
う
事
象

が
生
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
が
「
移
動
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、「
受
け
入
れ
」
と
い
う
事
象
に
比
べ
て
、

「
退
出
」
と
い
う
事
象
は
、
近
年
ま
で
も
っ
ぱ
ら
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。

白
川
俊
介

健
康
格
差
・
頭
脳
流
出
・
グ
ロ
ー
バ
ル
正
義

─
─
「
退
出
の
権
利
」
に
対
す
る
制
約
の
正
当
化
に
関
す
る
一
考
察
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も
っ
と
も
、「
受
け
入
れ
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
の
に
も
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
。
貧
困
国
の
苦
難
の
原
因
を
作
り
だ
し
て
い
る
の

は
、
あ
る
意
味
で
富
裕
国
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
富
裕
国
は
貧
困
国
の
苦
難
に
手
を
差
し
伸
べ
る
義
務
が
あ

ろ
う
。
ゆ
え
に
、
富
裕
国
が
貧
困
国
の
人
々
を
受
け
入
れ
る
の
は
、
そ
う
し
た
不
正
義
を
匡
正
す
る
義
務
の
一
環
だ
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で

あ
る
。
だ
が
、「
退
出
」
と
い
う
事
象
も
場
合
に
よ
っ
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題
を
惹
起
す
る
。
そ
れ
は
と
り
わ
け

「
頭
脳
流
出
」
と
い
う
現
象
に
顕
著
に
見
て
と
れ
る
。

そ
の
詳
細
は
次
節
で
述
べ
る
が
、
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
の
国
々
の
あ
い
だ
に
は
「
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
」
が
締
結
さ
れ

て
お
り
、
人
々
は
い
わ
ゆ
る
「
シ
ェ
ン
ゲ
ン
圏
」
内
を
自
由
に
移
動
で
き
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
東
欧
や
南
欧
諸
国
か
ら
西
欧
諸
国
へ
の

人
口
の
流
入
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
深
刻
な
の
は
、
医
療
従
事
者
・
教
育
者
・
科
学
者
・
専
門
的
技
術
者
と
い
っ
た
高
学
歴
人
材
や

高
度
技
能
人
材
の
流
出
で
あ
る
。
広
い
意
味
で
の
国
づ
く
り
の
基
盤
を
担
う
べ
き
「
エ
リ
ー
ト
」
の
流
出
は
、
国
家
の
存
続
に
か
か
わ
る
の

で
あ
り
、
当
該
社
会
に
と
っ
て
由
々
し
き
事
態
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
頭
脳
流
出
は
当
該
社
会
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
国
際
社
会
が

取
り
組
む
べ
き
問
題
で
も
あ
る
。

た
と
え
ば
医
療
従
事
者
の
流
出
を
考
え
て
み
よ
う
。
昨
今
、
途
上
国
と
先
進
国
の
あ
い
だ
で
「
健
康
格
差
」（health gap / health 

inequality

）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
途
上
国
と
先
進
国
で
は
、
平
均
寿
命
・
病
気
な
ど
の
罹
患
率
・
乳
児
死
亡
率
な
ど
に
大
き
な
差
が
あ
る
。

こ
れ
は
一
つ
に
は
途
上
国
と
先
進
国
で
は
受
け
ら
れ
る
医
療
に
格
差
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
医
療
資
源
や
医
療
技
術
の
問

題
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
単
純
に
、
医
療
従
事
者
が
国
外
に
流
出
し
て
し
ま
い
、
医
療
従
事
者
の
数
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
も
起
因
す
る
。

重
要
な
こ
と
は
、
医
療
従
事
者
の
国
外
流
出
は
不
均
整
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
構
造
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
途
上
国
と
先
進

国
の
あ
い
だ
の
「
健
康
格
差
」
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、「
頭
脳
流
出
」
お
よ
び
そ
れ
が
原
因

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
「
健
康
格
差
」
の
拡
大
は
、
国
際
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て
対
処
し
匡
正
す
べ
き
グ
ロ
ー
バ
ル
正
義
の
問
題
だ
と
い
え

よ
う（

（
（

。
「
健
康
格
差
」
の
匡
正
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
正
義
の
要
請
に
鑑
み
、
そ
れ
に
対
処
す
る
一
つ
の
方
策
は
、
医
療
従
事
者
の
国
外
流
出
に
歯

止
め
を
か
け
、
自
国
に
留
ま
る
よ
う
促
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
人
々
が
有
す
る
「
退
出
の
権
利
」
を
制
約
し
、
自
国
に
留
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ま
る
義
務
が
あ
る
と
正
当
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
規
範
的
な
観
点
か
ら
検
討
し
た
い
。

本
稿
は
次
の
よ
う
な
道
筋
を
た
ど
る
。
ま
ず
、
な
ぜ
退
出
の
権
利
に
着
目
す
る
の
か
と
い
う
点
を
「
健
康
権
」
の
侵
害
と
「
人
権
保
障

の
ジ
レ
ン
マ
」
と
い
う
観
点
か
ら
い
ま
少
し
掘
り
下
げ
、
そ
の
規
範
的
意
義
を
明
確
に
し
た
い
（
二
）。
そ
の
う
え
で
、
退
出
の
権
利
を
制

約
し
、
自
国
に
留
ま
る
義
務
が
あ
る
と
正
当
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
政
治
的
責
務
」（political 

obligation

）
論
（
あ
る
い
は
「
遵
法
義
務
」
論（

（
（

）
を
補
助
線
に
し
つ
つ
検
討
し
た
い
（
三
）。
政
治
的
責
務
論
は
、
個
人
の
権
利
や
自
由
を
尊
重

し
つ
つ
、
そ
れ
と
相
反
す
る
国
家
に
服
従
す
る
義
務
を
い
か
に
正
当
化
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
個
人
の
自
由
や
権
利
に
対
す
る
正

当
な
制
約
事
由
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
の
で
あ
り
、
個
人
の
移
動
の
自
由
や
退
出
の
権
利
の
制
約
に
対
す
る
正
当
化
論
拠
を
探
究
す
る
う
え

で
の
手
引
き
に
大
い
に
な
り
う
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る（

（
（

。
そ
し
て
最
後
に
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
知
見
を
ま
と
め
、
若
干
の
今
後
の
課
題

を
示
し
て
稿
を
終
え
た
い
（
四
）。

二　
「
頭
脳
流
出
」
と
グ
ロ
ー
バ
ル
正
義
─
─
な
ぜ
「
退
出
」
の
問
題
を
論
じ
る
必
要
が
あ
る
の
か

１　
「
頭
脳
流
出
」
と
「
健
康
格
差
」
─
─
「
健
康
権
」
の
侵
害
と
い
う
観
点
か
ら

「
頭
脳
流
出
」
は
一
般
に
は
、
高
い
能
力
を
有
す
る
人
々
が
、
み
ず
か
ら
が
帰
属
す
る
社
会
を
離
脱
し
て
別
の
社
会
に
移
動
す
る
こ
と
を

指
し
、
た
と
え
ば
日
本
の
技
術
者
や
研
究
者
が
ア
メ
リ
カ
に
移
動
す
る
と
い
っ
た
、
先
進
国
間
に
お
け
る
人
材
の
移
動
を
含
む
。
け
れ
ど
も

本
稿
で
は
、
と
り
わ
け
貧
困
国
に
お
け
る
高
い
能
力
を
有
す
る
人
々
が
富
裕
国
に
移
動
す
る
こ
と
を
「
頭
脳
流
出
」
と
し
て
や
や
狭
く
定
義

す
る
。
そ
の
う
え
で
、
諸
種
の
高
度
技
能
人
材
の
う
ち
、
特
に
医
者
や
看
護
師
な
ど
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
人
々
の
「
流
出
」
に

焦
点
を
当
て
る（

（
（

。

世
界
の
移
住
者
全
体
の
数
か
ら
す
れ
ば
、
医
療
従
事
者
の
移
住
が
占
め
る
割
合
は
決
し
て
高
く
は
な
く
、
そ
れ
に
殊
更
着
目
す
べ
き
理

由
は
取
り
立
て
て
見
当
た
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
医
療
従
事
者
は
そ
の
職
業
的
特
質
と
し
て
、
人
の
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生
命
や
生
活
の
質
の
保
証
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
と
り
わ
け
貧
困
国
か
ら
富
裕
国
へ
の
「
医
療
従
事
者
の
頭
脳
流
出
」

（m
edical brain drain

）
は
、
貧
困
国
の
人
権
状
況
を
大
い
に
悪
化
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。

二
〇
〇
六
年
の
『
世
界
保
健
報
告
』
に
よ
れ
ば
、
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
お
い
て
、
二
四
〇
万
人
の
医
者
や
看
護
師
や
助
産
師

が
不
足
し
、
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
を
含
め
れ
ば
、
実
に
四
三
〇
万
人
の
人
手
が
不
足
し
て
い
る
と
さ
れ
る（

（
（

。
こ
う
し
た
事
態
が
引
き
起
こ

さ
れ
て
い
る
一
つ
の
大
き
な
要
因
は
、
こ
こ
数
十
年
に
わ
た
り
、
先
進
諸
国
が
医
療
従
事
者
を
積
極
的
に
国
外
か
ら
確
保
し
よ
う
と
し
て
き

た
動
き
に
あ
る（

（
（

。
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
は
、
一
九
六
〇
年
代
ご
ろ
か
ら
、
寿
命
が
延
び
た
こ
と
な
ど

に
起
因
す
る
医
師
や
看
護
師
ら
の
不
足
に
直
面
し
て
お
り
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
、
国
外
か
ら
医
療
従
事
者
を
積
極
的
に
採
用
し
受
け
入
れ

る
政
策
を
と
っ
て
き
た
。

必
然
的
に
、
貧
困
国
の
医
者
や
看
護
師
た
ち
は
よ
り
よ
い
賃
金
や
機
会
を
求
め
て
、
自
国
を
離
れ
て
富
裕
国
に
移
り
住
む
よ
う
に
な
っ

た
。
た
と
え
ば
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ウ
ル
フ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
数
十
年
間
で
、
ア
メ
リ
カ
で
開
業
し
た
医
者
の
う
ち
、
約
四
分
の
一
が
国
外
で

教
育
を
受
け
た
者
で
あ
り
、
こ
れ
は
実
際
の
数
字
に
す
れ
ば
二
〇
万
人
に
の
ぼ
る（

（1
（

。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
の
『
世
界
保
健
報
告
』
に
は
、
ハ

イ
チ
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、
ア
ン
ゴ
ラ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
な
ど
で
は
、
自
国
で
教
育
を
受
け
た
医
師
の
う
ち
の
半
数
以
上
が
国
外
に
流
出
し
て

い
る
と
い
っ
た
記
述
も
あ
る（

（1
（

。
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
指
摘
も
あ
る
。

保
健
衛
生
に
か
か
わ
る
ニ
ー
ズ
や
問
題
が
最
も
多
い
ア
フ
リ
カ
だ
け
を
見
て
も
、
毎
年
約
二
万
三
〇
〇
〇
人
も
の
資
格
を
有
す
る
専

門
家
が
国
を
離
れ
て
い
る
。
南
ア
フ
リ
カ
の
医
療
学
校
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
卒
業
生
の
う
ち
、
三
分
の
一
か
ら
二
分
の
一
が
先
進
国
に

出
て
行
っ
て
し
ま
う
。
看
護
師
の
流
出
は
さ
ら
に
深
刻
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
五
万
人
以
上
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
看
護
師
が
、
そ
し
て

一
万
八
〇
〇
〇
人
以
上
の
ジ
ン
バ
ブ
エ
人
看
護
師
が
国
外
で
働
い
て
い
る
。
近
年
の
英
国
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
英
国
の
医
師
の
う
ち
の

三
一
％
、
看
護
師
の
う
ち
の
一
三
％
が
国
外
出
身
者
だ
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
に
か
ぎ
れ
ば
、
そ
の
数
は
そ
れ
ぞ
れ
医
者

が
二
三
％
、
看
護
師
が
四
七
％
と
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
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こ
の
よ
う
な
医
療
従
事
者
の
国
外
流
出
は
、
少
な
く
と
も
次
の
二
点
で
問
題
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
貧
困
国
の
人
々
の
「
健
康
権
」（the 

right to healt

（
（1
（h

）
の
深
刻
な
侵
害
が
大
い
に
懸
念
さ
れ
る
点
で
あ
る
。「
健
康
権
」
と
い
う
考
え
は
、
一
九
四
六
年
七
月
に
承
認
さ
れ
、
一

九
四
八
年
四
月
に
発
効
し
た
「
世
界
保
健
機
関
憲
章
」
の
前
文
で
初
め
て
世
に
登
場
し
、
そ
の
後
一
九
六
六
年
に
国
連
総
会
本
会
議
で
採
択

さ
れ
、
一
九
七
八
年
に
発
効
し
た
「
経
済
的
・
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」
の
第
一
二
条
で
一
つ
の
独
立
し
た
権
利

と
し
て
規
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
規
約
の
国
際
的
な
解
釈
を
助
け
る
意
味
で
、
二
〇
〇
〇
年
に
「
一
般
的
意
見
一
四
」（general 

com
m

ent 14

）
が
出
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。「
一
般
的
意
見
一
四
」
に
よ
れ
ば
、「
健
康
は
、
他
の
人
権
の
行
使
に
と
っ
て
不
可
欠
な
基
本
的
人
権
」

で
あ
り
、「
す
べ
て
の
人
間
は
、
尊
厳
あ
る
人
生
を
お
く
る
た
め
に
到
達
可
能
な
最
高
水
準
の
健
康
を
享
受
す
る
権
利
を
有
す
る
」
と
さ
れ

て
い
る（

（1
（

。

他
方
で
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
れ
ば
、
十
分
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
た
め
に
は
、
人
口
一
〇
〇
〇
人
あ
た
り
の
医
師
・
看
護
師
・

助
産
師
の
総
数
が
少
な
く
と
も
二
・
二
八
人
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
と
こ
ろ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
人
口
一
〇
〇
〇
人
当
た

り
、
一
〇
・
三
人
の
医
師
・
看
護
師
・
助
産
師
が
い
る
の
に
対
し
て
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
平
均
し
て
一
・
四
人
し
か
い
な
い
と
さ
れ
、
ア

フ
リ
カ
の
人
々
は
適
切
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い（

（1
（

。
そ
の
こ
と
は
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
人
々
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
エ
イ

ズ
や
マ
ラ
リ
ア
、
そ
の
他
疫
病
の
罹
患
率
の
高
さ
や
平
均
寿
命
の
短
さ
、
乳
児
死
亡
率
の
高
さ
な
ど
に
直
結
し
て
い
る（

（1
（

。
つ
ま
り
、
貧
困
国

か
ら
富
裕
国
へ
の
医
療
従
事
者
の
「
頭
脳
流
出
」
は
、
貧
困
国
に
お
け
る
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
低
下
を
招
き
、
貧
困
国
の
人
々

の
「
健
康
権
」
を
大
い
に
侵
害
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
ジ
リ
ア
ン
・
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、

富
裕
国
が
貧
困
国
の
熟
練
労
働
者
を
無
償
で
採
用
す
る
と
き
、
実
際
起
こ
っ
て
い
る
の
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

貧
困
国
は
、
富
裕
国
の
市
民
の
健
康
管
理
を
支
援
し
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
過
程
で
重
要
な
資
源
を
失
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
…
…
健

康
管
理
の
専
門
家
が
も
と
よ
り
全
く
足
り
て
い
な
い
国
か
ら
す
れ
ば
、
労
働
者
を
さ
ら
に
失
え
ば
、
そ
の
国
の
人
々
に
と
っ
て
、
公
衆

衛
生
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
人
々
の
健
康
を
著
し
く
損
な
う
こ
と
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い（

（1
（

。
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第
二
に
、
富
裕
国
に
と
っ
て
、
医
療
従
事
者
を
他
国
か
ら
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
国
の
人
々
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

が
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
と
に
か
か
わ
る
人
材
育
成
の
コ
ス
ト
を
富
裕
国
は
一
切
負
担
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
問
題
で
あ
る
。
医
療
従
事

者
な
ど
の
高
度
技
能
人
材
は
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
突
如
と
し
て
現
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
高
度
な
教
育
を
適
切
に
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

育
成
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
多
く
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
、
医
療
従
事
者
は
公
的
な
教
育
機
関
に
お
い
て
育
成
さ
れ
て
お
り
、
人
材
育
成
に

か
か
わ
る
コ
ス
ト
を
ほ
ぼ
す
べ
て
国
家
が
負
担
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
人
々
が
自
国
を
離
れ
て
国
外
で
保
健
医
療
サ
ー
ビ

ス
に
従
事
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
貧
困
国
が
人
材
育
成
の
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
一
方
で
、
そ
の
成
果
を
享
受
す
る
の
は
富
裕
国
だ
と
い
う
こ

と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
富
裕
国
は
貧
困
国
に
「
た
だ
乗
り
」
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

し
た
が
っ
て
、
ウ
ル
フ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
ア
フ
リ
カ
諸
国
出
身
の
医
療
従
事
者
を
採
用
す
る
こ

と
は
、
富
裕
国
が
、
自
国
民
に
対
し
て
「
健
康
権
」
を
十
分
に
保
障
す
る
義
務
を
満
た
す
た
め
の
能
力
を
貧
困
国
か
ら
奪
っ
て
い
る
こ
と
に

な
る
だ
け
で
な
く
、
し
ば
し
ば
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
は
あ
る
が
、
莫
大
な
財
政
的
な
補
助
金
を
貧
困
国
か
ら
奪
っ
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
の

で
あ
る（

（2
（

。
不
利
な
立
場
に
あ
る
貧
困
国
が
一
方
的
に
コ
ス
ト
を
支
払
い
、
有
利
な
立
場
に
あ
る
富
裕
国
だ
け
が
便
益
を
享
受
し
て
い
る
と
い

う
状
況
は
極
め
て
問
題
で
あ
る（

（2
（

。

こ
の
よ
う
に
、
貧
困
国
か
ら
富
裕
国
へ
の
「
頭
脳
流
出
」
は
、
貧
困
国
の
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
の
弱
体
化
を
招
き
、
人
々
の
「
健
康
権
」

の
侵
害
に
つ
な
が
っ
て
い
る（

（2
（

。「
健
康
権
」
に
つ
い
て
の
「
一
般
的
意
見
一
四
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
先
進
国
と
途
上
国
の
間
に
お
け
る

人
々
の
健
康
上
の
地
位
に
現
存
す
る
大
き
な
不
平
等
は
政
治
的
・
社
会
的
お
よ
び
経
済
的
に
受
け
入
れ
が
た
く
」、
そ
の
こ
と
は
、
か
か
る

格
差
を
是
正
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
義
務
を
喚
起
す
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

２　

人
権
保
障
の
ジ
レ
ン
マ
─
─
「
退
出
の
権
利
」
対
「
健
康
権
」

以
上
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
健
康
格
差
を
是
正
し
、
貧
困
国
の
人
々
の
「
健
康
権
」
を
尊
重
し
保
障
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
医
療
従
事
者
の
「
頭
脳
流
出
」
が
問
題
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
規
制
す
べ
き
だ
と
い
う
の
は
実
に
容
易
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
事
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
医
療
従
事
者
に
は
「
移
動
の
自
由
」
と
い
う
基
本
的
人
権
が
あ
る
か
ら
で
あ
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る
。
た
と
え
ば
、「
世
界
人
権
宣
言
」
第
一
三
条
二
項
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
人
は
、
自
国
そ
の
他
い
ず
れ
の
国
か
ら
も
出
て
い
く
権
利
（right to leave

）、
お
よ
び
自
国
に
戻
る
権
利
を
有
す
る
。

ま
た
、「
国
際
人
権
規
約
」
の
第
一
二
条
二
項
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
人
は
、
自
国
を
含
む
い
ず
れ
の
国
か
ら
も
自
由
に
離
れ
る
（free to leave

）
こ
と
が
で
き
る（

（2
（

。

「
移
動
の
自
由
」
は
、
人
々
が
み
ず
か
ら
の
「
善
き
生
の
構
想
」
を
探
求
し
模
索
し
て
い
く
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
条
件
で
あ
り
、
そ
れ

な
し
で
は
他
の
自
由
も
成
り
立
た
な
い
と
い
う
意
味
で
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
基
本
的
自
由
」（basic liberty

）
で
あ

る（
（2
（

。
さ
ら
に
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
・
ク
カ
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
貧
困
国
か
ら
富
裕
国
へ
の
移
住
は
、
貧
困
か
ら
抜
け
出
す
有
効
な
手
立
て
の
一
つ

で
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
は
人
々
を
貧
困
状
態
に
強
制
的
に
留
め
置
く
の
と
同
義
で
も
あ
る（

（2
（

。
け
れ
ど
も
他
方
で
、「
一
般
的

意
見
一
四
」
に
あ
る
よ
う
に
、「
健
康
権
」
も
「
他
の
人
権
の
行
使
に
と
っ
て
不
可
欠
な
基
本
的
人
権
」
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
「
人
権
保
障
の
ジ
レ
ン
マ
」
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、「
移
動
の
自
由
」
を
擁
護
す
る
な
ら
ば
、「
頭
脳
流
出
」
を

止
め
る
す
べ
は
な
く
、
ゆ
え
に
貧
困
国
の
人
々
の
「
健
康
権
」
が
侵
害
さ
れ
て
し
ま
う
一
方
で
、「
健
康
権
」
を
擁
護
す
る
な
ら
ば
、
医
療

従
事
者
の
基
本
的
人
権
と
し
て
の
「
移
動
の
自
由
」
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る（

（2
（

。
か
か
る
「
人
権
保
障
の
ジ
レ
ン
マ
」
に
ど
の
よ
う
に

対
応
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
も
っ
て
考
え
る
べ
き
は
、「
移
動
の
自
由
」
と
「
健
康
権
」
が
両
立
不
可
能
な
場
合
、
ど
ち
ら
が
よ
り
優
先

さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ジ
ョ
セ
フ
・
カ
レ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
一
般
に
「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム（

（2
（

」
の
理
論
家
は
、「
移
動
の
自
由
」
を
大
い
に
重
視
す
る
。
と
い
う
の
も
、

第
一
に
「
リ
ベ
ラ
ル
」
は
自
我
観
に
つ
い
て
、
無
色
透
明
で
文
化
中
立
的
な
純
粋
選
択
主
体
と
し
て
の
「
負
荷
な
き
自
我
」（encum

bered 

self

）
観
を
採
る
。
第
二
に
、
そ
う
し
た
個
人
の
自
律
的
か
つ
理
性
的
な
選
択
を
重
視
し
、
そ
れ
を
妨
げ
な
い
た
め
に
、
国
家
は
あ
ら
ゆ
る
個
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人
か
ら
等
し
く
距
離
を
と
り
、
い
か
な
る
善
き
生
の
構
想
か
ら
も
中
立
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
リ
ベ
ラ
ル
」
は
そ
う
考
え
る
の
で
あ

る
。だ

と
す
れ
ば
、
理
屈
か
ら
い
っ
て
、
仮
に
貧
困
国
Ａ
に
住
む
者
が
み
ず
か
ら
の
「
善
き
生
の
構
想
」
を
探
求
す
る
う
え
で
、
そ
の
国
を
出

て
富
裕
国
Ｂ
に
移
り
住
む
こ
と
が
そ
の
人
の
人
生
設
計
上
重
要
な
の
で
あ
れ
ば
、
当
人
の
移
動
の
自
由
を
制
限
す
る
事
由
を
理
論
的
に
見
い

だ
し
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る（

（3
（

。
し
た
が
っ
て
、「
リ
ベ
ラ
ル
」
か
ら
す
れ
ば
、「
地
表
を
横
断
す
る
自
由
な
移
動
が
認
め
ら
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
貧
困
国
の
人
々
が
（
治
安
が
要
請
す
る
以
外
の
）
制
約
を
受
け
ず
に
富
裕
国
へ
と
移
動
す
る
の
を
（
そ
の
逆
に
富
裕
国
の
人
々
が
貧
困
国

へ
と
移
動
す
る
の
も
）
可
能
に
す
べ
き（

（3
（

」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
ロ
ー
ル
ズ
が
「
正
義
の
二
原
理
」
の
第
一
原
理
に
お
い
て
「
基
本
的
自
由
」
の
保
障
を
述
べ
た
と
き
、
そ
れ
は
「
他
の

0

0

人
々
の
同
様
な
自
由
と
両
立
し
う
る
か
ぎ
り
に
お
い
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
最
大
限
広
範
囲
に
わ
た
る
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（3
（

」
と
い
う
留
保
が
付
さ
れ

て
い
た
点
は
注
目
に
値
す
る
。
つ
ま
り
、「
基
本
的
自
由
」
と
い
え
ど
も
、
他
の
「
基
本
的
自
由
」
と
両
立
し
え
な
い
場
合
に
は
、
一
定
の

制
約
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（3
（

。
と
す
れ
ば
、「
健
康
権
」
は
、
そ
れ
が
脅
か
さ
れ
れ
ば
、「
善
き
生
」
を
営
む
ど
こ

ろ
か
「
生
存
」
す
ら
も
ま
ま
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
、「
移
動
の
自
由
」
よ
り
も
優
先
さ
れ
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ミ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
「
移
動
の
自
由
」
は
、
人
間
に
と
っ
て
根
源
的
な
権
利
だ
と
は
必
ず
し
も
い
え

な
い
。
ミ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
リ
ベ
ラ
ル
な
国
家
に
お
い
て
で
さ
え
、
個
人
に
完
全
な
移
動
の
自
由
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、

た
と
え
ば
他
人
の
所
有
地
に
み
だ
り
に
踏
み
入
る
こ
と
は
法
的
に
制
限
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
を
理
由
に
、
そ
の
国
家
で
は

「
移
動
の
自
由
」
が
制
限
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
者
な
ど
い
な
い
。
こ
の
こ
と
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、「
移
動
の
自
由
」
は
個
人
の
自
由

を
保
証
す
る
う
え
で
本
質
的
に
重
要
な
権
利
で
あ
る
、
と
ま
で
は
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
他
国
に
移
動
し
な
け
れ
ば
政

治
的
な
迫
害
を
受
け
る
、
ま
た
は
、
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
な
い
、
あ
る
い
は
仕
事
が
見
つ
け
ら
れ
な
い
な
ど
の
場
合
、
つ
ま
り
個
人
に

と
っ
て
の
「
基
本
的
権
利
」（basic rights

）
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
社
会
に
お
い
て
は
、「
移
動
の
自
由
」
は
不
可
欠
の
権
利
で
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
の
場
合
の
「
移
動
の
自
由
」
は
本
質
的
に
重
要
な
権
利
と
い
う
よ
り
も
、「
矯
正
的
権
利
」（rem

edial right

）
と
し
て
機
能
す
る

も
の
だ
と
理
解
す
べ
き
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る（

（3
（

。
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以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、
差
し
当
た
り
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
に
は
い
え
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
移
動
の
自
由
」
は
確
か
に

人
権
と
し
て
保
障
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
そ
れ
は
い
つ
で
も
常
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
「
完
全
無
欠
の
」（absolute

）
権
利
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
一
定
の
条
件
の
下
に
制
約
を
う
け
る
権
利
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
退
出
の
権
利
」
は
、
歴
史
的

に
は
諸
種
の
迫
害
か
ら
逃
れ
る
権
利
と
し
て
確
立
さ
れ
て
き
た
極
め
て
重
要
な
権
利
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
権
利
を
制
約
し
自

国
に
留
ま
る
義
務
が
あ
る
と
い
う
の
は
極
め
て
強
い
要
求
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
い
か
な
る
正
当
化
根
拠
に
基
づ
け
ば
そ
れ
を
正
当
に
要
求
し

う
る
の
か
を
掘
り
下
げ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
政
治
的
責
務
論
」
を
手
が
か
り
に
論
じ
て

い
こ
う（

（3
（

。

各
人
が
自
分
の
帰
属
す
る
社
会
に
対
し
て
義
務
を
負
う
理
由
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
論
じ
る
よ
う
に
い
く
つ
か
の
考
え
方
が
あ
る
。
あ

る
論
者
は
そ
れ
を
何
ら
か
の
利
益
の
共
有
と
い
う
「
相
互
性
」
に
基
づ
い
て
説
明
し
、
ま
た
別
の
論
者
は
、
同
胞
と
の
あ
い
だ
で
有
す
る
特

別
な
「
関
係
性
」
に
基
づ
い
て
説
明
し
、
ま
た
、
よ
り
一
般
的
な
義
務
と
い
う
観
点
か
ら
説
明
で
き
る
と
す
る
論
者
も
い
る
。
本
稿
の
狙
い

は
、
こ
う
し
た
政
治
的
責
務
の
正
当
化
論
の
検
討
を
補
助
線
に
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
の
要
請
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
妥
当
な
退
出
の

権
利
に
対
す
る
制
約
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

三　

い
か
な
る
観
点
か
ら
退
出
の
権
利
に
対
す
る
制
約
を
正
当
化
で
き
る
か

─
─
「
政
治
的
責
務
論
」
を
補
助
線
と
し
て

自
由
な
諸
個
人
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
ぜ
自
分
が
帰
属
す
る
社
会
に
対
し
て
義
務
を
負
う
の
か
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
一
つ
の
簡

潔
な
答
え
は
、
人
々
は
社
会
か
ら
利
益
を
受
け
取
っ
て
い
る
か
ら
だ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
社
会
か
ら
利
益
を
受
け

取
っ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
人
々
は
義
務
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
政
治
的
責
務
論
に
お
い
て
は
一
般
に
次

の
二
つ
の
応
答
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
」（fair play

）
論
と
「
感
謝
」（gratitude

）
論
で
あ
る
。
行
論
の
都
合
上
、

ま
ず
は
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
論
に
つ
い
て
検
討
し
、
次
い
で
感
謝
論
を
検
討
し
よ
う（

（3
（

。
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１	
「
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
」
に
基
づ
く
正
当
化

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
論
は
、
し
ば
し
ば
「
公
正
の
原
理
」（the principle of fairness

）
と
も
い
わ
れ
る
。
戦
後
の
政
治
哲
学
に
お
い
て
フ
ェ
ア

プ
レ
イ
論
を
論
じ
る
先
鞭
を
つ
け
た
の
が
、
Ｈ
・
Ｌ
・
Ａ
・
ハ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
ト
は
論
文
「
自
然
権
は
存
在
す
る
か
」
に
お
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
た
。

多
数
の
人
々
が
ル
ー
ル
に
依
拠
し
た
共
同
事
業
（joint enterprise

）
に
従
事
し
、
そ
の
た
め
に
み
ず
か
ら
の
自
由
を
制
約
し
て
い
る

場
合
、
必
要
に
応
じ
て
制
約
に
服
し
て
き
た
者
は
、
彼
ら
の
服
従
に
よ
っ
て
便
益
を
受
け
て
き
た
者
に
同
様
の
服
従
を
要
求
す
る
権
利

を
有
す
る（

（3
（

。

か
か
る
議
論
は
ロ
ー
ル
ズ
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ー
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、「
利
益
を
受
諾
し
て
い
る
者
は
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
義
務
に

よ
っ
て
自
分
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
、
協
力
せ
ず
に
都
合
よ
く
無
償
の
利
益
を
利
用
し
な
い
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
る（

（3
（

」

の
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
と
ロ
ー
ル
ズ
の
議
論
に
は
若
干
の
違
い
が
あ
る
が
、
両
者
の
言
わ
ん
と
す
る
の
は
概
ね
、
多
数
の
人
々
が
ル
ー
ル
に

従
っ
て
何
ら
か
の
事
業
を
共
に
営
む
枠
組
み
に
お
い
て
、
そ
れ
か
ら
何
ら
か
の
利
益
を
享
受
し
て
い
る
者
同
士
は
、
お
互
い
に
応
分
の
負
担

も
負
う
べ
き
な
の
で
あ
り
、
利
益
だ
け
を
享
受
し
て
負
担
を
免
れ
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
た
だ
乗
り
」
は
道
徳
的
に
許
さ
れ
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
々
は
そ
の
よ
う
な
「
制
約
の
相
互
性
」（m

utuality of restrictio

（
（3
（n

）
を
負
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
論
の
最
大
の
強
み
は
、「
既
存
の
社
会
に
帰
属
す
る
多
く
の
人
々
は
自
分
た
ち
が
帰
属
す
る
政
治
共
同
体
が
提

供
す
る
財
か
ら
実
際
に
利
益
を
得
て
い
る
、
と
い
う
周
知
の
経
験
的
主
張
に
基
づ
い
て
い
る（

（4
（

」
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
退

出
の
権
利
を
制
約
す
る
正
当
化
根
拠
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
医
者
や
看
護
師
と
い
っ
た
職
に
就
く
に
は
、
そ
れ
な
り
の
教
育
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

う
点
で
あ
る
。
し
か
も
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
と
り
わ
け
多
く
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
、
医
療
従
事
者
は
公
的
な
教
育
機
関
に
お
い
て
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育
成
さ
れ
て
お
り
、
人
材
育
成
に
か
か
わ
る
コ
ス
ト
を
ほ
ぼ
す
べ
て
国
家
が
負
担
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
医

療
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
国
家
が
提
供
す
る
財
か
ら
大
い
に
利
益
を
享
受
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
応
分
の
負
担
も
負

う
べ
き
だ
と
い
う
の
は
筋
が
通
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
退
出
の
権
利
を
制
約
し
、
自
国
に
留
ま
る
べ
き
正
当
な
根
拠
を
与
え
る
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
と

い
う
の
も
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
論
に
よ
れ
ば
、
何
ら
か
の
利
益
を
享
受
し
た
者
は
応
分
の

0

0

0

負
担
を
引
き
受
け
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
言

え
ば
、
応
分
の
負
担
を
越
え
る
負
担
を
課
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
医
学
や
看
護
学
と
い
っ
た
専
門
的
な

教
育
を
受
け
る
た
め
の
学
費
が
国
費
負
担
で
あ
っ
た
場
合
、
当
人
が
学
費
を
返
上
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
人
は
応
分
の
負
担
を
し
た
こ
と
に

な
り
、
そ
れ
以
上
の
義
務
を
負
う
と
は
言
い
が
た
い
。
し
か
も
、
当
該
社
会
か
ら
の
退
出
を
志
向
す
る
者
は
共
同
事
業
か
ら
の
離
脱
を
志
向

し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ゆ
え
に
当
然
な
が
ら
共
同
事
業
か
ら
利
益
を
受
け
取
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
共
同
事
業
か
ら
の
利

益
の
享
受
を
忌
避
し
た
時
点
で
、「
制
約
の
相
互
性
」
は
か
か
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
み
ず
か
ら
が
受
け
た
利
益
に
対
す
る
応
分
の
負
担

を
引
き
受
け
た
者
に
対
し
て
は
、
そ
れ
以
上
の
義
務
を
負
う
べ
き
だ
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
論
か
ら
は
退
出
の
権
利

を
制
約
す
る
正
当
化
根
拠
を
導
出
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

２	

「
感
謝
」
に
基
づ
く
正
当
化

相
互
に
利
益
を
与
え
あ
う
よ
う
な
共
同
事
業
に
携
わ
り
、
そ
こ
か
ら
利
益
を
得
て
い
る
者
は
、
応
分
の
負
担
を
引
き
受
け
る
べ
き
だ
と

い
う
意
味
で
の
「
相
互
性
」
の
観
点
か
ら
政
治
的
責
務
を
導
出
す
る
の
が
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
論
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
と
は
や
や
異
な
る
「
相
互

性
」
の
観
点
か
ら
政
治
的
責
務
を
導
出
し
よ
う
と
す
る
の
が
「
感
謝
論
」
で
あ
る
。

「
感
謝
論
」
は
端
的
に
い
え
ば
、
利
益
を
与
え
ら
れ
た
者
は
、
当
該
利
益
を
与
え
て
く
れ
た
者
に
報
い
る
べ
き
だ
、
と
い
う
い
わ
ば
「
恩

返
し
」
か
ら
義
務
を
導
出
す
る
議
論
で
あ
る
。
こ
う
し
た
議
論
の
起
源
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
ソ
ク
ラ

テ
ス
は
、
政
治
的
責
務
を
親
に
対
す
る
感
謝
に
な
ぞ
ら
え
つ
つ
、
わ
れ
わ
れ
は
親
に
対
し
て
恩
返
し
を
す
る
義
務
が
あ
る
よ
う
に
、
自
分
が

所
属
す
る
共
同
体
に
対
し
て
も
そ
の
恩
に
報
い
る
義
務
を
負
う
と
い
う（

（4
（

。
も
っ
と
も
親
子
関
係
か
ら
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
国
家
と
国
民
の
関
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係
を
規
定
し
、
ゆ
え
に
国
民
に
は
国
家
に
従
う
義
務
が
あ
る
と
い
う
議
論
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
成
立
自
体
が
大
い
に
疑
わ
し

い
。
た
だ
し
感
謝
論
の
核
心
は
、
利
益
を
与
え
て
く
れ
た
者
と
与
え
ら
れ
た
者
の
あ
い
だ
の
「
相
互
性
」
に
鑑
み
、「
利
益
を
与
え
て
く
れ

た
者
に
対
し
て
、
そ
れ
に
報
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（4
（

」
と
い
う
あ
る
種
の
「
自
然
的
義
務
」
が
人
に
は
あ
る
の
だ
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ

る（
（4
（

。か
か
る
感
謝
論
は
、
直
観
的
に
は
退
出
の
権
利
を
制
約
し
、
自
国
に
留
ま
る
べ
き
だ
と
い
う
正
当
な
理
由
を
与
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
医
者
や
看
護
師
と
い
っ
た
職
に
就
く
に
は
、
そ
れ
な
り
の
専
門
教
育
や
職
業
訓
練
を
受
け
て
き
た
は

ず
な
の
で
あ
り
、
医
療
従
事
者
は
そ
う
し
た
国
家
が
も
た
ら
す
恩
恵
に
大
い
に
預
か
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
報
い
る
義
務
が
あ
る
と

い
う
の
は
も
っ
と
も
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
感
謝
論
は
い
く
つ
か
の
難
点
を
抱
え
て
い
る
。
第
一
に
、
人
は
与
え
ら
れ
た
利
益
に
報
い
る
べ
き
だ
、
と
い
う
の
は
確

か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
義
務
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
実
の
と
こ
ろ
極
め
て
曖
昧
模
糊
と
し
て
い
る（

（4
（

。
し
た
が
っ
て
、

恩
恵
を
与
え
て
く
れ
た
者
に
感
謝
す
る
義
務
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
具
体
的
に
い
か
な
る
行
動
を
取
る
こ
と
を
含
意
す
る
の
か
は
不
明

確
で
あ
る（

（4
（

。
ゆ
え
に
、
国
家
が
与
え
て
く
れ
た
恩
恵
に
預
か
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
、
自
国
に
留
ま
る
べ
き
だ
と
は
直
ち
に
は
い
え
な
い
。

第
二
に
、
こ
れ
は
前
項
で
論
じ
た
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
論
の
問
題
点
と
も
重
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
利
益
を
与
え
て
く
れ
た
者
に
対
し
て
、

そ
れ
に
報
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
い
え
ば
、
預
か
っ
た
恩
恵
を
す
べ
て
清
算
し
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
以
上
の
義
務
を

負
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
分
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
教
育
投
資
の
す
べ
て
を
清
算
し
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ

で
も
な
お
自
国
に
留
ま
る
義
務
が
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う（

（4
（

。

た
だ
し
、
こ
こ
で
利
益
を
与
え
て
く
れ
た
者
に
対
し
て
「
報
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
何
を
意
味
す
る
の
か
を
も
う
少
し
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
Ａ
・
Ｄ
・
Ｍ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
、
利
益
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
「
報
い
る
」
こ
と
は
、
必
ず
し
も
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
「
お
返
し
」

（repay

）
を
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
う
で
は
な
く
、
恩
人
に
対
す
る
好
意
と
尊
重
を
明
確
に
態
度
と
し
て
表
し
、
そ
れ
と
矛
盾
す

る
行
動
を
取
ら
な
い
こ
と
を
感
謝
の
義
務
は
要
求
す
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る（

（4
（

。
し
た
が
っ
て
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
、「
国
家
の
お
か
げ
で
恩

恵
を
与
え
ら
れ
て
い
る
市
民
は
、
国
家
の
利
益
に
反
す
る
振
る
舞
い
を
差
し
控
え
る
、
と
い
う
一
応
の
感
謝
の
義
務
を
有
す
る（

（4
（

」
と
い
う
形
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で
政
治
的
責
務
を
導
出
す
る
。

感
謝
す
る
義
務
を
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
が
妥
当
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
退
出
の
権
利
に
対
す
る
制
約
根
拠
と
な
り
う
る
か
も
し
れ

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
医
療
従
事
者
が
自
国
を
離
れ
る
こ
と
は
、
健
康
権
の
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
国
の
人
権
状
況
を
悪
化
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
当
該
国
家
に
と
っ
て
不
利
益
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
一
見
す
る
と
、
国
家
の
利
益
に
反

す
る
振
る
舞
い
を
差
し
控
え
る
義
務
は
、
退
出
の
権
利
を
正
当
に
制
約
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
感
謝
の
義
務
が
直
ち
に
自
国
に
留
ま
る
義
務
を
正
当
化
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ロ
ス
コ
に
よ

れ
ば
、
感
謝
の
義
務
は
、
た
と
え
ば
兵
役
の
義
務
の
よ
う
な
強
い
義
務
を
正
当
化
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
感
謝
の
義
務
の
本
質
を
い
か
に

解
釈
し
よ
う
と
も
、
与
え
ら
れ
た
利
益
以
上
の
重
い
負
担
を
強
い
る
義
務
を
正
当
化
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
ク
ロ
ス
コ
か
ら
す
れ

ば
、
感
謝
論
は
政
治
的
責
務
の
正
当
化
論
と
し
て
は
弱
す
ぎ
る
の
で
あ
る（

（4
（

。
だ
と
す
る
と
、
退
出
の
権
利
と
い
う
人
権
に
対
す
る
制
約
を
正

当
化
し
う
る
よ
う
な
強
い
議
論
を
感
謝
論
か
ら
導
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

３	

「
関
係
的
責
務
」
に
基
づ
く
正
当
化

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
論
や
感
謝
論
は
、
政
治
的
責
務
の
導
出
根
拠
に
「
利
益
の
享
受
」
を
持
ち
出
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
い
か
に

理
屈
づ
け
よ
う
と
も
、
両
者
の
議
論
は
受
け
取
っ
た
利
益
を
清
算
し
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
以
上
の
義
務
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
い
わ
れ
は
な

い
、
と
い
う
批
判
に
対
し
て
は
ど
う
し
て
も
脆
弱
な
の
で
あ
り
、
ゆ
え
に
、
退
出
の
権
利
を
制
約
し
う
る
正
当
な
根
拠
を
示
し
え
な
い
。
だ

と
す
れ
ば
、
利
益
の
享
受
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
は
自
分
が
帰
属
す
る
社
会
に
対
し
て
政
治
的
責
務
を
負
う
と
い
う
議
論
に
目
を
向
け
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
「
関
係
的
責
務
論
」（associative obligation

）
で
あ
る
。

近
年
の
政
治
哲
学
に
お
い
て
、
政
治
的
責
務
を
ど
こ
か
ら
導
出
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、「
還
元
主
義
」（reductionism

）
と
「
非
還

元
主
義
」（nonreductionism

）
あ
る
い
は
「
関
係
主
義
」（assosiativism

）
と
の
論
争
が
あ
る（

（5
（

。
端
的
に
言
っ
て
両
者
の
違
い
は
、
人
々
が

有
す
る
社
会
関
係
そ
の
も
の
の
価
値
が
政
治
的
責
務
を
生
じ
さ
せ
る
と
考
え
る
の
か
否
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、「
関

係
的
事
実
」（relational facts

）
そ
れ
自
体
に
重
要
な
道
徳
的
意
義
を
見
い
だ
す
の
が
非
還
元
主
義
者
／
関
係
主
義
者
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
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経
験
的
事
実
は
義
務
の
発
生
根
拠
と
し
て
は
不
十
分
だ
と
考
え
る
の
が
還
元
主
義
者
で
あ
る
。

政
治
的
責
務
論
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
還
元
主
義
に
基
づ
く
ほ
う
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
近
年
に
な
っ
て
非
還
元
主
義
に
基
づ
く
政
治
的

責
務
の
正
当
化
論
も
か
な
り
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
」
の
興
隆
と
無
関
係
で

は
な
い（

（5
（

。
政
治
哲
学
を
現
代
に
お
い
て
復
権
し
た
ロ
ー
ル
ズ
の
著
書
『
正
義
論
』
は
、
基
本
的
に
は
社
会
契
約
説
の
発
想
が
根
底
に
あ
り
、

自
律
的
か
つ
理
性
的
な
諸
個
人
の
合
意
に
よ
っ
て
社
会
は
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
ロ
ー
ル
ズ
を
は
じ
め
と
す
る

「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
の
理
論
家
に
対
し
て
、
と
り
わ
け
彼
ら
が
前
提
と
し
て
い
る
自
我
観
に
つ
い
て
痛
烈
に
批
判
し
た
の
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
タ

リ
ア
ン
」
で
あ
る
。「
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
」
に
よ
れ
ば
、
リ
ベ
ラ
ル
は
純
粋
選
択
主
体
と
し
て
の
「
負
荷
な
き
自
我
」
を
想
定
し
て
い
る

が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
人
は
「
社
会
的
動
物
」
な
の
で
あ
り
、
関
係
性
の
な
か
に
「
埋
め
込
ま
れ
た
」（em

bedded

）

存
在
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る（

（5
（

。

関
係
的
責
務
論
は
、
こ
う
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
」
の
主
張
と
大
い
に
共
振
す
る
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
ジ
ョ
ン
・

ホ
ー
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
政
治
的
責
務
と
は
人
々
が
「
同
一
化
」（identify

）
す
る
「
特
定
の
政
体
に
対
す
る
成
員
資
格
に
付
随
す
る
も
の
」
と

し
て
理
解
さ
れ（

（5
（

、「
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
通
し
て
、
人
々
は
そ
れ
に
対
応
す
る
政
治
的
責
務
を
認
識
し
受
け
入
れ
る（

（5
（

」
の
で
あ
る
。

自
分
が
帰
属
す
る
社
会
に
対
す
る
「
同
一
化
」
に
つ
い
て
よ
り
踏
み
込
ん
で
論
じ
る
の
が
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
代
表
的
論

客
と
し
て
知
ら
れ
る
ヤ
エ
ル
・
タ
ミ
ー
ル
で
あ
る
。
タ
ミ
ー
ル
は
あ
る
共
同
体
の
「
形
式
上
の
成
員
で
あ
る
こ
と
」
と
「
当
該
共
同
体
の
成

員
で
あ
る
と
意
識
し
て
い
る
こ
と
」
を
区
別
す
べ
き
だ
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
単
に
そ
こ
に
生
ま
れ
た
か
ら
と
か
、
そ
こ
の
国
籍
を
有
し
て

い
る
か
ら
と
い
う
客
観
的
な
理
由
だ
け
で
は
政
治
的
責
務
を
正
当
化
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
単
に
形
式
的
な
紐
帯
を
有
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
紐
帯
を
積
極
的
か
つ
自
覚
的
に
引
き
受
け
よ
う
と
す
る
態
度
を
有
す
る
人
々
が
、
同
胞
に
対
す
る
関
係
的
責
務
を
担
う
こ
と
に

な
る（

（5
（

。
ゆ
え
に
、「
深
遠
か
つ
重
要
な
責
務
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
関
係
性
か
ら
生
じ
る（

（5
（

」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
関
係
的
責
務
の
観
点
か
ら
退
出
の
権
利
を
制
約
し
、
自
国
に
留
ま
る
義
務
が
あ
る
こ
と
を
正
当
化
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
退
出

を
志
向
す
る
者
と
残
さ
れ
る
者
と
の
あ
い
だ
の
道
義
的
関
係
性
に
依
存
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
関
係
的
責
務
の
理
論
家
は
、
人
々
が
み
ず

か
ら
が
有
し
て
い
る
共
同
体
的
な
紐
帯
に
積
極
的
か
つ
主
体
的
に
意
義
を
見
い
だ
す
こ
と
を
重
視
す
る
点
に
着
目
し
た
い
。
た
と
え
ば
関
係
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的
責
務
論
の
代
表
的
な
擁
護
者
で
あ
る
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
シ
ェ
フ
ラ
ー
も
「
あ
る
人
の
他
の
人
々
に
対
す
る
関
係
が
そ
の
人
々
に
対
す
る
特
別

な
義
務
を
生
じ
さ
せ
る
の
は
、
そ
の
人
が
関
係
を
尊
重
す
る
理
由
を
持
つ
場
合
で
あ
る（

（5
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
か
ら
の

離
脱
を
志
向
す
る
者
は
も
は
や
そ
う
い
う
も
の
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
退
出
を
志
向
す
る
者
と
残

さ
れ
る
者
の
道
義
的
関
係
性
に
積
極
的
意
義
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
ず
、
離
脱
を
志
向
す
る
者
に
残
さ
れ
る
者
に
対
す
る
義
務
を
負
う
べ

き
だ
と
は
言
い
が
た
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ホ
ー
ト
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
が
英
国
市
民
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
（
そ
し
て
お
そ
ら
く
他
国
の
成
員
に
な
る
）
と
す
れ
ば
、
私
は
特
定
の
政
治
共
同
体
に
対
す
る
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
う
。
同
胞
だ
っ
た
者
や
自
分
の
政
府
と
の
関
係
性
は
変
化
す
る
。
そ
の
政
府
は
も
は
や
私
の

0

0

政
府
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
…
…
同
様
に
、
そ
れ
ま
で
同
胞

0

0

で
あ
っ
た
人
々
は
、
も
は
や
そ
う
で
は
な
く
な
る
の
で
あ
る（

（5
（

。

さ
ら
に
、
関
係
的
責
務
に
ま
つ
わ
る
よ
り
根
本
的
な
問
題
点
を
二
つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
関
係
的
責
務
論
は
、「
実
際
に
義

務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
」
と
「
義
務
が
あ
る
と
感
じ
る

0

0

0

こ
と
」、
つ
ま
り
「
義
務
」
と
「
義
務
感0

」
を
混
同
し
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
・
シ
モ
ン

ズ
に
よ
れ
ば
、「
諸
個
人
が
政
府
を
「
自
分
た
ち
の
」
政
府
で
あ
る
と
思
い
、「
自
分
た
ち
の
」
国
に
恩
が
あ
る
と
い
う
感
覚
を
な
ん
と
な
く

有
す
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
当
然
な
が
ら
、
そ
の
人
た
ち
が
政
治
的
義
務
を
有
す
る
と
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
は

な
ら
な
い（

（5
（

」。
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ウ
ェ
ル
マ
ン
が
挙
げ
て
い
る
身
近
な
例
で
い
え
ば
、
自
分
の
家
族
の
結
婚
式
に
参
加
す
る
義
務
が
あ
る

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
家
族
で
あ
る
こ
と
は
、
結
婚
式
に
参
加
す
べ
き
だ
と
い
う
「
感
覚
」
を
惹
起
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
家
族

で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
結
婚
式
に
参
加
す
る
義
務
を
直
ち
に
負
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る（

（6
（

。
し
た
が
っ
て
、
関
係
的
責
務

論
か
ら
す
れ
ば
、
離
脱
を
志
向
す
る
者
は
残
さ
れ
る
者
に
対
し
て
何
ら
か
の
義
務
を
負
う
と
い
う
感
覚
を
有
す
る
と
は
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
の
こ
と
が
実
際
に
何
ら
か
の
義
務
を
負
う
こ
と
を
直
ち
に
正
当
化
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る（

（6
（

。

第
二
に
、
関
係
的
責
務
の
理
論
家
は
概
ね
、「
重
要
な
社
会
集
団
の
構
成
員
や
緊
密
な
個
人
的
関
係
へ
の
参
加
者
は
、
他
の
者
に
対
し
て

負
わ
な
い
よ
う
な
重
要
な
義
務
を
互
い
に
負
う（

（6
（

」
の
で
あ
り
、
関
係
的
責
務
は
当
該
集
団
の
内
部
の
者
だ
け
に
妥
当
す
る
「
特
別
な
義
務
」
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（special duty

）
だ
と
考
え
る
。
か
か
る
観
点
か
ら
退
出
の
権
利
を
制
約
し
、
そ
の
人
に
は
自
国
に
留
ま
る
義
務
が
あ
る
と
論
じ
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
あ
る
社
会
が
困
窮
し
て
い
る
状
況
や
人
権
状
況
の
悪
さ
の
責
任
を
当
該
社
会
の
内
部
の
者
だ
け
に
帰
責
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
極
め
て
酷
な
要
求
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
途
上
国
の
苦
難
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
「
構
造

的
不
正
義
」（structural injustice

）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
当
該
社
会
だ
け
の
問
題
だ
と
い
う
よ
り
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
社
会
構
造
そ

の
も
の
に
内
在
す
る
問
題
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る（

（6
（

。
か
か
る
観
点
か
ら
し
て
、
当
の
社
会
に
帰
属
す
る
人
々
の
み
に
妥
当
す
る
特
別
な
関
係

的
責
務
と
い
う
観
点
か
ら
退
出
の
権
利
を
制
約
し
、
自
国
に
留
ま
る
義
務
が
あ
る
と
論
じ
る
の
は
妥
当
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

４	

「
正
義
の
自
然
的
義
務
」
に
基
づ
く
正
当
化

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、「
特
別
な
義
務
」
で
は
な
く
何
ら
か
の
「
一
般
的
義
務
」（general duty

）
に
訴
え
か
け
る
ほ
う
が
よ
り
見
込
み
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
一
つ
の
説
明
は
、
ロ
ー
ル
ズ
が
『
正
義
論
』
で
展
開
し
た
「
正
義
の
自
然
的
義
務
」（the natural duty of 

justice

）
論
に
見
い
だ
せ
る
。
ロ
ー
ル
ズ
は
こ
の
義
務
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

公
正
と
し
て
の
正
義
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
基
本
的
な
自
然
的
義
務
と
は
正
義
の
義
務
で
あ
る
。
こ
の
義
務
は
自
分
に
適
用
さ
れ

る
正
義
に
適
っ
た
既
存
の
制
度
を
支
持
し
遵
守
す
る
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
に
要
求
す
る
。
こ
の
義
務
は
ま
た
、
高
い
コ
ス
ト
を
負
わ
ず
に

実
現
可
能
な
場
合
に
は
、
未
だ
に
実
現
し
て
い
な
い
正
義
に
適
っ
た
制
度
を
設
立
す
る
よ
う
に
命
じ
る
。
社
会
の
基
本
構
造
が
正
義
に

適
っ
て
い
る
か
、
当
該
状
況
で
合
理
的
に
期
待
し
う
る
ほ
ど
に
正
義
に
適
っ
て
い
れ
ば
、
各
人
は
既
存
の
体
制
に
貢
献
す
る
自
然
的
義

務
を
負
う（

（6
（

。

ア
ン
ナ
・
ス
テ
ィ
ル
ツ
は
、
か
か
る
自
然
的
義
務
論
を
手
が
か
り
に
、
退
出
の
権
利
に
対
す
る
一
定
程
度
の
制
約
に
つ
い
て
論
じ
て

い
る（

（6
（

。
ス
テ
ィ
ル
ツ
に
よ
れ
ば
、
自
然
的
義
務
と
は
人
々
が
共
有
す
る
「
制
度
を
媒
介
に
し
て
生
じ
る
義
務
」（institutionally m

ediated 

duty

）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
々
が
い
か
な
る
義
務
を
有
す
る
か
は
「
背
景
的
な
制
度
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
公
正
に
割
り
当
て
ら
れ
る
。
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そ
う
で
あ
れ
ば
、
同
胞
に
対
す
る
義
務
を
捨
て
去
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
も
、
い
か
な
る
義
務
が
制
度
に
よ
っ
て
割
り
当
て
ら
れ
る
か

と
い
う
こ
と
に
依
存
す
る
。
だ
と
す
れ
ば
少
な
く
と
も
、
退
出
の
権
利
を
無
条
件
に
正
当
化
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
せ
い
ぜ
い
、
退

出
に
関
す
る
条
件
は
制
度
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
公
正
な
配
分
的
義
務
に
よ
る
制
約
を
受
け
る
、
と
い
う
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
言
え
な
い
。
こ

の
よ
う
に
ス
テ
ィ
ル
ツ
は
、「
正
義
の
自
然
的
義
務
」
に
基
づ
い
て
退
出
の
権
利
を
正
当
に
制
約
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
議
論
は
次
の
二
つ
の
点
で
脆
弱
で
あ
る
。
第
一
に
、
ロ
ー
ル
ズ
が
明
確
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
正
義
の
自

然
的
義
務
が
要
求
す
る
の
は
、「
正
義
に
適
っ
た
」
制
度
を
支
え
る
義
務
で
あ
る
。
だ
が
、
医
療
従
事
者
が
そ
こ
か
ら
の
退
出
を
志
向
す
る

よ
う
な
社
会
は
、
人
々
の
人
権
を
保
障
で
き
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
破
綻
国
家
」
な
ど
で
あ
る
場
合
が
多
か
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の

よ
う
な
社
会
の
人
々
に
対
し
て
、
正
義
の
自
然
的
義
務
に
基
づ
く
退
出
の
権
利
の
制
約
に
対
す
る
正
当
化
論
は
あ
ま
り
意
味
を
な
さ
な
い
で

あ
ろ
う（

（6
（

。

そ
し
て
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
シ
モ
ン
ズ
の
い
う
「
個
別
性
の
要
請
」（particularity requirem

en

（
（6
（t

）
に
応
え
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
あ

る
。
自
然
的
義
務
と
は
「
特
定
の
社
会
的
枠
組
み
の
も
と
で
協
働
す
る
特
定
の
個
人
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
広
く
人
々
一
般
に
対
し
て
負

う（
（6
（

」
義
務
だ
が
、
政
治
的
責
務
は
通
常
、
自
分
が
帰
属
す
る
社
会
に
対
し
て
負
う
「
個
別
的
な
義
務
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
正
義
の
自

然
的
義
務
か
ら
す
れ
ば
、
と
も
に
正
義
に
適
っ
た
制
度
を
有
す
る
社
会
Ａ
お
よ
び
Ｂ
が
あ
る
と
し
て
、
Ａ
の
市
民
が
な
ぜ
社
会
Ｂ
で
は
な
く

「
自
分
が
帰
属
す
る
」
社
会
Ａ
の
正
義
に
適
っ
た
制
度
を
支
え
る
義
務
を
有
す
る
と
言
え
る
の
か
を
明
確
に
は
説
明
で
き
な
い
。
言
い
換
え

れ
ば
、
正
義
の
自
然
的
義
務
論
は
「
個
人
を
一
つ
の
個
別
的
な

0

0

0

0

0

0

0

政
治
共
同
体
・
政
治
制
度
に
結
び
つ
け
る
要
請（

（6
（

」
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
ス
テ
ィ
ル
ツ
か
ら
す
れ
ば
、
正
義
の
自
然
的
義
務
が
「
個
別
性
の
要
請
」
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
退
出
の
権
利

に
対
す
る
制
約
を
論
じ
る
う
え
で
さ
し
た
る
問
題
で
は
な
い
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、「
市
民
権
を
放
棄
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
配
分
的
義
務
を

課
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
、
こ
う
し
た
義
務
を
適
切
に
引
き
受
け
る
に
は
、
退
出
し
よ
う
と
す
る
国
に
対
す
る
管
轄
権
の
う
え
で
の

つ
な
が
り
以
上
の
も
の
は
必
要
な
い（

（7
（

」
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
、
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
こ
う
し
た
主
張
は
や
や
的
外
れ
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、「
個
別
性
の
要
請
」
は
つ
な
が
り
の
質
の
問
題
で
は
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な
く
、
正
義
に
適
っ
た
制
度
を
支
え
る
あ
る
種
の
普
遍
的
な
義
務
が
、
な
ぜ
「
自
分
の
」
正
義
に
適
っ
た
制
度
を
支
え
る
個
別
的
な
義
務
に

変
換
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
あ
り
、
だ
と
す
れ
ば
ス
テ
ィ
ル
ツ
の
主
張
は
そ
の
批
判
に
応
じ
る
も
の
に
は
な
っ
て
い
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
私
見
で
は
、
正
義
の
自
然
的
義
務
が
「
個
別
性
の
要
請
」
を
満
た
し
え
な
い
の
は
、
ど
こ
か
よ
そ
の
国

で
は
な
く
「
自
国
に
」
留
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
を
提
供
で
き
な
い
と
い
う
点
で
、
退
出
の
権
利
に
対
す
る
制
約
の
正
当
化
根
拠
を
論
じ

る
う
え
で
は
、
致
命
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
正
義
の
自
然
的
義
務
論
は
退
出
の
権
利
に
対
す
る
制
約
を
正
当
化
し
え
な
い

と
言
え
よ
う
。

５　

グ
ロ
ー
バ
ル
正
義
に
ま
つ
わ
る
「
一
般
的
義
務
」
に
基
づ
く
正
当
化

関
係
的
責
務
の
よ
う
な
「
特
別
な
義
務
」
に
訴
え
る
こ
と
は
、
関
係
を
有
す
る
当
事
者
に
対
し
て
だ
け
に
自
国
に
留
ま
り
当
該
社
会
の
劣

悪
な
状
況
を
改
善
す
る
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
点
で
望
ま
し
く
な
い
。
他
方
で
、
あ
る
種
の
「
一
般
的
義
務
」
に
訴
え
か
け

る
こ
と
も
、
な
ぜ
自
国
に
留
ま
り
、
み
ず
か
ら
が
帰
属
す
る
社
会
的
枠
組
み
を
支
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
を
説
明
し
え
な
い
、
つ
ま
り
「
個

別
性
の
要
請
」
を
満
た
し
え
な
い
と
い
う
点
で
致
命
的
な
欠
陥
を
有
す
る
。
こ
こ
か
ら
言
え
る
の
は
、「
特
別
な
義
務
」
だ
け
に
訴
え
か
け

て
も
、「
一
般
的
義
務
」
だ
け
に
訴
え
か
け
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
退
出
の
権
利
に
対
す
る
制
約
を
適
切
に
正
当
化
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
両
者
の
義
務
を
架
橋
す
る
よ
う
な
議
論
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、「
特
別
な
義
務
」
と
「
一
般
的
な
義

務
」
を
両
立
さ
せ
る
一
つ
の
説
明
と
し
て
、
ロ
バ
ー
ト
・
グ
ッ
デ
ィ
ン
の
い
わ
ゆ
る
「
割
当
責
任
論
」（assigned responsibility

）
を
検
討
し

た
い
。

グ
ッ
デ
ィ
ン
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
人
々
は
弱
者
を
保
護
す
る
と
い
う
「
一
般
的
義
務
」
を
有
す
る
。
こ
の
点
に
特
に
異
論
は
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
問
題
は
、
か
か
る
「
一
般
的
義
務
」
と
「
特
別
な
義
務
」
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ

る
。
グ
ッ
デ
ィ
ン
に
よ
れ
ば
、「
一
般
的
義
務
」
と
「
特
別
な
義
務
」
は
質
的
に
異
な
る
義
務
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、「
特
別
な
義
務
と
は
道

徳
的
共
同
体
に
お
け
る
一
般
的
義
務
が
特
定
の
主
体
に
割
り
当
て
ら
れ
る
た
め
の
装
置
に
す
ぎ
な
い（

（7
（

」。
帰
結
主
義
の
立
場
に
立
つ
グ
ッ
デ
ィ

ン
か
ら
す
れ
ば
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
弱
者
が
適
切
に
保
護
さ
れ
る
と
い
う
帰
結
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
帰
結
が
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最
も
効
率
的
に
、
つ
ま
り
最
も
低
い
コ
ス
ト
で
も
た
ら
さ
れ
る
た
め
に
、「
一
般
的
義
務
」
は
分
割
さ
れ
、
そ
れ
を
効
率
的
に
遂
行
で
き
る

者
に
割
り
当
て
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（7
（

。

た
だ
し
、
ミ
ラ
ー
に
い
わ
せ
れ
ば
、
こ
う
し
た
割
当
責
任
論
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
に
当
て
は
め
ら
れ
る
と
、
比
較
的
豊
か
な
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
人
の
権
利
や
福
祉
に
対
す
る
責
任
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
に
割
り
当
て
、
ソ
マ
リ
ア
人
の
権
利
や
福
祉
に
対
す
る
責
任
を
ソ
マ
リ
ア
人
に

割
り
当
て
る
と
い
う
お
か
し
な
帰
結
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る（

（7
（

。
グ
ッ
デ
ィ
ン
の
議
論
か
ら
か
か
る
批
判
が
導
か
れ
る
の
は
、
彼
が
弱
者

の
保
護
と
い
う
一
般
的
義
務
を
国
家
が
効
率
的
に
遂
行
で
き
る
根
拠
の
一
つ
に
、
同
じ
領
域
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
基
づ
く
地
理
的

な
近
接
性
を
挙
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

（7
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
ミ
ラ
ー
は
か
か
る
地
理
的
な
近
接
性
に
あ
ま
り
重
き
を
置
い
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
本
稿
の
文
脈
に
お
い
て
地
理
的
な

近
接
性
は
看
過
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
医
療
と
い
う
財
の
提
供
は
、
単
に
高
名
な
医
学
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
遂
行
す
る
こ

と
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
患
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
一
人
一
人
に
最
適
な
医
療
を
提
供
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ゆ
え

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
容
易
に
と
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
当
該
社
会
に
お
け
る
慣
習
や
文
化
に
精
通
し
て
い
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ

う
し
た
こ
と
は
、
当
該
社
会
に
生
ま
れ
育
ち
、
皮
膚
感
覚
で
身
に
つ
け
る
、
い
わ
ば
「
暗
黙
知
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
社
会
か

ら
遠
く
離
れ
た
者
が
そ
れ
ら
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
医
療
と
は
、
医
学
や
看
護
学
、
薬
学
な
ど
の
専
門
的
知
識
が
あ
れ

ば
誰
も
が
同
じ
よ
う
に
提
供
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
、
当
該
社
会
の
こ
と
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
近
く
の
者
に
一
般
的
義

務
が
割
り
当
て
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
理
に
適
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（7
（

。

こ
う
し
た
議
論
を
援
用
す
る
こ
と
で
次
の
よ
う
に
い
え
よ
う
。
ま
ず
人
々
は
、
弱
者
を
保
護
す
る
一
般
的
義
務
を
有
す
る
。
こ
の
義
務

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
正
義
が
要
請
す
る
も
の
で
あ
り
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
配
分
的
正
義
」
が
成
り
立
つ
こ
と
を
否
定
す
る
論
者
で
さ
え
も
是
認

す
る
、
い
わ
ば
人
道
に
基
づ
く
義
務
で
あ
る（

（7
（

。
あ
る
社
会
の
医
療
体
制
が
脆
弱
で
あ
り
、
ゆ
え
に
そ
の
社
会
の
人
々
の
健
康
権
が
侵
害
さ
れ

て
い
る
と
す
れ
ば
、
彼
ら
を
保
護
す
る
一
般
的
義
務
を
人
々
は
有
す
る
。
こ
の
状
況
を
最
も
コ
ス
ト
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
効
率
的
に
改
善

で
き
る
の
は
当
該
社
会
の
医
療
従
事
者
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
弱
者
の
保
護
と
い
う
一
般
的
義
務
か
ら
当
該
社
会
の
医
療
従
事
者
は
退
出
の
権

利
を
制
約
さ
れ
、
自
国
に
留
ま
る
べ
き
だ
、
と
い
え
よ
う（

（7
（

。
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た
だ
し
、
先
に
「
正
義
の
自
然
的
義
務
論
」
に
言
及
し
た
際
に
確
認
し
た
よ
う
に
、「
自
分
が
」
住
ま
う
社
会
か
ら
退
出
せ
ず
に
「
自
国

に
」
留
ま
る
べ
き
だ
と
い
え
る
に
は
、「
個
別
性
の
要
請
」
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
横
濱
竜
也
が
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
グ
ッ
デ
ィ
ン
の
議
論
に
お
い
て
は
、
同
胞
に
配
慮
す
る
特
別
な
義
務
と
は
普
遍
的
義
務
の
別
名
に
す
ぎ
な
い
の
で
、

グ
ッ
デ
ィ
ン
は
「
個
別
性
の
要
請
に
か
な
う
政
治
的
責
務
の
正
当
化
に
は
成
功
し
て
い
な
い（

（7
（

」。
少
な
く
と
も
、
グ
ッ
デ
ィ
ン
の
言
う
「
効

率
性
」
だ
け
で
は
、
義
務
を
遂
行
す
る
「
動
機
」
と
し
て
は
か
な
り
心
許
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（7
（

。

こ
こ
で
ホ
ー
ト
ン
が
「
個
別
性
の
要
請
」
を
満
た
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
人
々
の
関
係
性
や
連
帯
意
識
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
点
に
着
目
し
た
い（

（8
（

。
そ
れ
は
な
ぜ
特
定
の
人
々
に
対
し
て
義
務
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
「
動
機
」
の
問
題
と
切
り
離
せ
な

い
。
そ
し
て
こ
の
意
味
で
、
関
係
的
責
務
論
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
、「
義
務
」
と
「
義
務
感
」
を
混
同
し
て
い
る
と
い
う
批
判
に
再
度
注

目
し
よ
う
。
確
か
に
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
義
務
感
」
が
直
ち
に
「
義
務
」
を
生
じ
さ
せ
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、

た
と
え
ば
ロ
ー
ル
ズ
が
「
正
義
原
理
」
の
安
定
的
な
実
行
に
は
、
人
々
が
適
切
な
「
正
義
感
覚
」（the sense of justice

）
を
有
し
て
い
る
必

要
が
あ
る
と
し
た
よ
う
に（

（8
（

、
義
務
が
適
切
に
遂
行
さ
れ
る
の
は
、
概
し
て
そ
れ
が
人
々
の
「
義
務
感
」
に
支
え
ら
れ
る
場
合
で
あ
ろ
う
。
ゆ

え
に
、
一
般
的
義
務
か
ら
派
生
し
た
特
別
な
義
務
は
、
同
胞
に
対
す
る
あ
る
種
の
「
義
務
感
」
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
適
切
に
遂

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
グ
ッ
デ
ィ
ン
の
議
論
に
従
い
、
人
々
は
弱
者
を
保
護
す
る
一
般
的
義
務
を
有
し
、
か
か
る
義

務
の
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
実
行
と
い
う
観
点
か
ら
、
当
該
社
会
の
健
康
権
を
保
障
す
る
た
め
に
、
医
療
従
事
者
の
退
出
の
権
利
は
制
約
さ

れ
、
そ
こ
に
留
ま
っ
て
医
療
を
提
供
す
べ
き
だ
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
か
か
る
義
務
を
人
々
が
実
行
す
る
「
動
機
」
と
い
う
観
点
か
ら
し

て
、
医
療
従
事
者
が
、
そ
の
社
会
の
人
々
を
大
切
な
同
胞
で
あ
り
、
み
ず
か
ら
が
進
ん
で
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
感
を
有

し
て
い
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル
正
義
が
要
請
す
る
一
般
的
義
務
を
基
本
に
、
そ
れ
と
特
別
な
義
務
を
関
係
的

責
務
論
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
用
い
て
架
橋
す
る
こ
と
で
、
退
出
の
権
利
に
対
す
る
制
約
を
あ
る
程
度
正
当
化
す
る
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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四　

結
論
─
─
「
頭
脳
流
出
」
と
「
健
康
格
差
」
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
よ
う
。
本
稿
で
は
、
医
療
従
事
者
の
頭
脳
流
出
と
、
そ
れ
に
起
因
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
健
康
格
差
に
鑑
み
、

人
々
の
退
出
の
権
利
を
制
約
し
、
自
国
に
留
ま
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
正
当
に
主
張
で
き
る
か
ど
う
か
を
、
政
治
的
責
務
論
を
補
助
線
に

し
て
検
討
し
て
き
た
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
退
出
の
権
利
は
基
本
的
人
権
で
あ
り
、
そ
れ
を
制
約
し
う
る
ほ
ど
の
か
な
り
強
い
義
務
を
人
々

は
自
分
が
帰
属
す
る
社
会
に
対
し
て
負
う
と
正
当
に
主
張
す
る
の
は
か
な
り
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
論
や
感
謝
論
は
、
与
え
ら
れ
た
利
益
に
対
す
る
応
分
の
負
担
し
か
要
求
で
き
な
い
の
で
、
退
出
の
権
利
に
対
し
て
、
せ

い
ぜ
い
「
応
分
の
負
担
を
す
れ
ば
」
と
い
う
条
件
を
つ
け
る
こ
と
く
ら
い
し
か
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
社
会
が
本
当
に
求
め
て

い
る
の
は
、
供
与
し
た
利
益
の
清
算
で
は
な
く
、
極
め
て
公
共
性
の
高
い
医
療
と
い
う
財
を
人
々
に
継
続
的
に
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
や
感
謝
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
そ
こ
ま
で
を
正
当
化
す
る
理
屈
を
導
く
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。

応
分
の
負
担
以
上
の
大
き
な
犠
牲
を
払
う
こ
と
を
正
当
に
要
求
で
き
る
に
は
、「
自
国
に
対
し
て
」
こ
そ
義
務
を
負
う
と
い
う
「
個
別
性

の
要
請
」
を
満
た
す
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
こ
の
観
点
か
ら
し
て
、「
正
義
の
自
然
的
義
務
論
」
に
は
期
待
で
き
な
い
。「
関
係
的
責
務
論
」

は
そ
の
要
請
を
最
も
満
た
し
う
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
正
義
の
要
請
に
基
づ
く
義
務
を
個
々
の
社
会
の
内
部
の
者
だ
け
に
帰
責
す
る
よ
う
な
論

理
構
造
を
有
し
て
い
る
点
で
そ
も
そ
も
望
ま
し
く
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
弱
者
の
保
護
と
い
う
一
般
的
義
務
か
ら
出
発
し
、
医
療
と
い

う
財
の
質
に
鑑
み
て
、
そ
れ
を
地
理
的
な
近
接
性
の
観
点
か
ら
近
く
の
者
に
割
り
当
て
る
と
い
う
グ
ッ
デ
ィ
ン
の
「
割
当
責
任
論
」
を
一
定

程
度
擁
護
し
た
。
も
っ
と
も
、
か
か
る
グ
ッ
デ
ィ
ン
の
議
論
も
「
個
別
性
の
要
請
」
を
満
た
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
く
、
一
般
的
義
務
を

遂
行
す
る
「
動
機
」
と
い
う
面
で
難
点
を
抱
え
る
。
ゆ
え
に
、
関
係
的
責
務
か
ら
導
か
れ
る
「
義
務
感
」
に
人
々
が
あ
る
程
度
拘
束
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
。
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
「
修
正
さ
れ
た
割
当
責
任
論
」
は
、
医
療
と
い
う
財
の
性
質
と
い
う
観
点
か

ら
、
第
一
義
的
に
は
当
該
社
会
で
生
ま
れ
育
っ
た
者
が
自
国
に
留
ま
り
同
胞
に
対
し
て
尽
く
し
て
く
れ
た
ほ
う
が
望
ま
し
い
け
れ
ど
も
、
そ

の
責
任
を
当
該
社
会
の
者
だ
け
に
帰
す
る
こ
と
を
回
避
し
、
他
の
社
会
の
者
が
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
排
除
し
な
い
。
た
だ
し
、
か
か
る

一
般
的
義
務
の
遂
行
を
強
制
で
き
な
い
以
上
、
せ
い
ぜ
い
人
々
の
退
出
の
権
利
は
「
あ
る
程
度
」
の
制
約
を
受
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
正
義
が
要
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請
す
る
一
般
的
義
務
を
遂
行
で
き
る
者
は
自
国
に
留
ま
る
「
一
応
の
」
義
務
を
負
う
、
と
し
か
正
当
に
主
張
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
か
か
る
議
論
の
含
意
お
よ
び
今
後
の
検
討
課
題
に
二
点
触
れ
て
、
本
稿
を
終
え
た
い
。
第
一
に
、
そ
も
そ
も
個
人
の
退
出
の
権
利

に
焦
点
を
当
て
る
議
論
は
、
と
も
す
れ
ば
健
康
権
の
保
障
責
任
を
医
療
従
事
者
個
人

0

0

に
帰
す
る
こ
と
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
医
療
に
従
事
す
る
個
人
が
そ
の
責
任
を
完
全
に
免
れ
る
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
れ
を
個
人
に
帰
責
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
制
度
的
に
多

角
的
な
観
点
か
ら
健
康
権
を
保
障
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
必
要
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
健
康
権
の
保
障
を
担
う
多
様
な
主
体
が
協
働
す
る
あ

る
種
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う（

（8
（

。

第
二
に
、
か
か
る
問
題
に
対
す
る
規
範
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、「
退
出
の
権
利
」
を
含
む
「
自
由
移
動
の
権
利
」
の
保
障
／
制
約

と
い
う
観
点
で
は
な
く
、「
留
ま
る
権
利
」（right to rem

ain / stay

）
の
保
障
と
い
う
視
角
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
、「
移
動
の
自
由
」
と
は
そ
も
そ
も
何
を
意
味
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
問
い
直
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う（

（8
（

。

「
移
動
の
自
由
」
と
は
、
通
常
は
「
Ａ
」
か
ら
「
Ｂ
」
に
自
由
に
「
移
動
す
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を

規
制
す
る
場
合
に
、「
Ａ
」
か
ら
「
出
る
」（exit
）
自
由
と
「
Ｂ
」
に
「
入
る
」（entry

）
自
由
が
問
題
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
移
動
の

自
由
」
は
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
別
の
と
こ
ろ
へ
「
移
動
す
る
」
自
由
だ
け
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

「
移
動
の
自
由
」
は
、
そ
れ
と
表
裏
一
体
の
も
の
と
し
て
、「
移
動
し
な
い
自
由
」
も
含
む
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、「
Ａ
」
か
ら
「
Ｂ
」

に
移
動
で
き
る
け
れ
ど
も
、「
Ａ
」
に
「
留
ま
る
」
自
由
で
あ
る
。「
留
ま
る
」
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
の
人
は
移
動
せ
ざ
る
を
え
な
い

の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
自
由
な
移
動
で
は
な
く
強
制
移
動
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、「
移
動
の
自
由
」
は
、
ま
ず
「
留
ま
る
自
由
」
が
保
障

さ
れ
た
う
え
で
、
移
動
す
る
か
し
な
い
か
を
自
由
に
選
択
で
き
る
自
由
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
移
動
の
自

由
」
を
字
義
通
り
「
移
動
す
る
自
由
」
だ
と
捉
え
る
だ
け
で
は
、
片
手
落
ち
で
あ
る（

（8
（

。

「
頭
脳
流
出
」
と
い
う
現
象
が
生
じ
る
の
は
、
当
該
社
会
に
お
け
る
賃
金
や
機
会
の
少
な
さ
や
あ
る
い
は
衛
生
状
況
の
悪
さ
な
ど
に
原
因

が
あ
り
、
し
ば
し
ば
人
々
は
そ
こ
か
ら
離
れ
た
く
な
く
て
も
移
動
す
る
以
外
に
選
択
肢
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
人
々
は
自

分
が
生
ま
れ
た
社
会
が
貧
し
い
が
ゆ
え
に
よ
り
よ
い
機
会
を
求
め
て
出
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
意
味
で
、
父
祖
の
地
に
「
留
ま
る
自

由
」
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
ま
ず
も
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
移
動
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
を
作
り
だ
し
て
い
る
グ
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ロ
ー
バ
ル
な
社
会
構
造
の
匡
正
で
あ
る
。
か
か
る
観
点
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
正
義
の
義
務
に
つ
い
て
構
想
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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）
ゆ
え
に
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ミ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
問
題
は
単
な
る
経
済
問
題
以
上
の
も
の
を
含
む
、
政
治
哲
学
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
な
の

で
あ
る
（see D

. M
iller, Strangers in O

ur M
idst: T

he Political Philosophy of Im
m

igration, Cam
bridge: H

arvard U
niversity Press, 

2016, pp. 11-12

）。

（
5
）
本
稿
で
は
、
概
ね ‘obligation ’

に
「
責
務
」
と
い
う
訳
語
が
、‘duty ’

に
「
義
務
」
と
い
う
訳
語
が
当
て
ら
れ
て
き
た
学
術
的
慣
行
に
従
っ
て
は
い

る
が
、
両
者
を
互
換
的
な
意
味
で
使
用
す
る
。

（
6
）
本
稿
の
ね
ら
い
は
、「
国
家
」
な
い
し
「
政
府
」
が
自
国
民
の
「
退
出
の
権
利
」
を
正
当
な
根
拠
を
も
っ
て
制
約
で
き
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

自
体
に
は
な
い
。
と
い
う
の
も
私
見
で
は
、「
国
家
」
が
強
制
力
を
行
使
し
て
個
人
の
「
退
出
の
権
利
」
を
制
約
す
る
こ
と
は
正
当
化
し
が
た
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ジ
リ
ア
ン
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
レ
イ
ク
の
次
の
対
論
に
お
い
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
お

り
（see Brock and Blake, D

ebating Brain D
rain

）、
両
者
の
議
論
に
対
す
る
評
価
と
私
の
立
場
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、S. Shirakaw

a, Can 
Liberal States Coercively Restrict the Right to Leave?: Brain D

rain, M
igration and Global Justice, in K

w
ansei G

akuin H
um

anities 
R

eview
, vol. 23 

（2018

）, pp. 1-18

を
参
照
。
本
稿
の
主
張
を
先
取
り
し
て
述
べ
て
お
け
ば
、
本
稿
で
は
個
人
の
「
退
出
の
権
利
」
に
対
す
る
制
約
は

「
弱
者
を
保
護
す
る
」
と
い
う
「
一
般
的
義
務
」
の
観
点
か
ら
「
あ
る
程
度
」
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
論
じ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
退
出
の
権
利

は
常
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
「
完
全
無
欠
の
権
利
」
で
は
な
く
、
弱
者
の
保
護
と
い
う
一
般
的
義
務
に
よ
る
制
約
を
受
け
、
ゆ
え
に
人
々
は
自
国
に
留
ま
る
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「
一
応
の
」（pro tanto

）
義
務
を
負
う
の
で
あ
る
。

（
7
）Ibid., pp. 2-3; see also K

. O
berm

an, Can Brain D
rain Justify Im

m
igration Restrictions? in E

thics, vol. 123 

（2013

）, p. 428.
（
8
）W

orld H
ealth O

rganization, T
he W

orld H
ealth R

eport 2006: W
orking T

ogether for H
ealth, Geneva: W

orld H
ealth O

rganization, 
2006.

（
9
）K

apur, D
. and J. M

cH
ale, Should a Cosm

opolitan W
orry about the ‘Brain D

rain ’? in E
thics and International A

ffairs, vol. 20, 
no. 3 

（2006
）, pp. 308-309.

（
10
）J. W

olff, T
he H

um
an R

ight to H
ealth, N

ew
 Y

ork: N
orton, 2012, p. 109.

（
11
）W

orld H
ealth O

rganization, T
he W

orld H
ealth R

eport 2010: H
ealth System

s Financing 

─ T
he Path to U

niversal Coverage, 
Geneva: W

orld H
ealth O

rganization, 2010.

（
12
）G. Brock, G

lobal Justice: A
 Cosm

opolitan A
ccount, N

ew
 Y

ork: O
xford U

niversity Press, 2009, p. 198.

（
13
）「
健
康
に
対
す
る
人
権
」（hum

an right to health

）
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
本
稿
で
は
「
健
康
権
」
で
統
一
す
る
。

（
14
）
棟
居
（
椎
野
）
徳
子
「「
健
康
権
（the right to health

）」
の
国
際
社
会
に
お
け
る
現
代
的
意
義
─
─
国
際
人
権
規
約
委
員
会
の
「
一
般
的
意
見
第

一
四
」
を
参
照
に
─
─
」、『
社
会
環
境
研
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
五
年
、
六
一
─
七
五
頁
。「
健
康
権
」
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
さ
し
あ
た
りW

olff, 
T

he H
um

an R
ight to H

ealth, ch. 1

を
参
照
の
こ
と
。

（
15
）S. P. M

arks 

（ed.

）, H
ealth and H

um
an R

ight: Basic International D
ocum

ents, T
hird Edition, Cam

bridge: H
arvard U

niversity 
Press, 2012, p. 125.

（
16
）W

orld H
ealth O

rganization, T
he W

orld H
ealth R

eport 2004: Changing H
istory, Geneva: W

orld H
ealth O

rganization, 2004.

（
17
）Brock, G

lobal Justice, p. 200.

（
18
）W

orld H
ealth O

rganization, W
orld H

ealth Statistics 2016: M
onitoring H

ealth for the SD
G

s, Geneva: W
orld H

ealth O
rganization, 

2016.

（
19
）Brock, G

lobal Justice, p. 199.

（
20
）See for exam

ple D
. D

olvo and F. N
yonator, M

igration of Graduates of the U
niversity of Ghana M

edical School: A
 Prelim

inary 
Rapid A

ppraisal, in H
um

an R
esource D

evelopm
ent Journal, vol. 3, no. 1

（2003
）, pp. 1-16.

（
21
）W

olff, T
he H

um
an R

ight to H
ealth, p. 110.
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（
22
）
も
ち
ろ
ん
、
富
裕
国
で
職
を
得
た
人
々
が
祖
国
に
稼
ぎ
の
一
部
を
送
金
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、「
コ
ス
ト
の
埋
め
合
わ
せ
と
し
て
は
不
十
分
」
で
あ
る

（Ibid.

）。

（
23
）Ibid., p. 114. 

た
だ
し
、
た
と
え
ば
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
よ
う
に
、
移
住
者
に
よ
る
送
金
が
外
貨
の
獲
得
と
い
う
意
味
で
重
要
な
手
段
と
な
っ
て
い
る

点
な
ど
に
鑑
み
れ
ば
、
医
療
従
事
者
の
「
頭
脳
流
出
」
が
常
に
問
題
含
み
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
以
下
を
参
照
。

See C. Packer, V
. Runnels, and R. Labonté, D

oes the M
igration of H

ealth W
orkers Bring Benefits to the Countries T

hey Leave 
Behind? in T

he International M
igration of H

ealth W
orkers, pp. 44-77.

（
24
）M

arks, H
ealth and H

um
an R

ight, p. 135.

（
25
）「
世
界
人
権
宣
言
」
と
「
国
際
人
権
規
約
」
の
条
文
は
そ
れ
ぞ
れ
、G. Brow

nlie and G. Goodw
ill-Gill 

（eds.

）, Basic D
ocum

ents on H
um

an 
R

ights, Sixth Edition, O
xford: O

xford U
niversity Press, 2010, pp. 42, 392

を
参
照
し
た
。

（
26
）
カ
レ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、「
移
動
の
自
由
は
そ
れ
自
体
が
重
要
な
自
由
で
あ
り
、
ま
た
他
の
自
由
の
必
要
条
件
で
も
あ
る
」（J. Carens, M

igration 
and M

orality: A
 Liberal E

galitalian Perspective, in B
. B

arry and R
. G

oodin 

（eds.

）, Free M
ovem

ent: E
thical Issues in the 

T
ransnational M

igration of People and of M
oney, London: H

arvester W
heatsheaf, 1992, p. 25

）。

（
27
）C. K

ukathas, Im
m

igration: T
he Case for O

pen Borders, in A
. Cohen and C. W

ellm
an 

（eds.

）, Contem
porary D

ebates in A
pplied 

E
thics, O

xford: BlackW
ell, 2005, p. 211.

（
28
）
か
か
る
「
人
権
保
障
の
ジ
レ
ン
マ
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
も
参
照
。See B. J. M

esquita and M
. Gordon, T

he International M
igration of 

H
ealth W

orkers: A
 H

um
an R

ights A
nalysis, 2005, London: M

edact; K
apur and M

cH
ale, Should a Cosm

opolitan W
orry about the 

‘Brain D
rain ’? pp. 305-306; Cole, T

he Right to Leave versus a D
uty to Rem

ain, pp. 120-123; 

佐
藤
千
鶴
子
「
医
療
労
働
者
の
国
際
移
動
と

医
療
人
的
資
源
政
策
─
─
南
ア
フ
リ
カ
の
事
例
─
─
」、『
立
命
館
国
際
地
域
研
究
』
第
二
九
号
、
二
〇
〇
九
年
、
一
六
頁
。

（
29
）
こ
こ
で
は
特
に
、
い
わ
ゆ
る
「
義
務
論
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

（
30
）See J. Carens, A

liens and Citizens: T
he Case for O

pen Borders, in W
. K

ym
licka 

（ed.

）, T
he R

ights of M
inority Cultures, O

xford: 
O

xford U
niversity Press, 1995, pp. 334-339.

（
31
）R. Shapcott, International E

thics: A
 Critical Introduction, London: Polity Press, 2010, p. 93

（
松
井
康
浩
・
白
川
俊
介
・
千
知
岩
正
継

訳
『
国
際
倫
理
学
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
、
一
一
〇
頁
）.

（
32
）J. Raw

ls, A
 T

heory of Justice, Revised Edition, N
ew

 Y
ork: Colum

bia U
niversity Press, 1999, p. 302

（
川
本
隆
史
・
福
間
聡
・
神
島
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裕
子
訳
『
正
義
論 

改
訂
版
』
紀
伊
國
屋
書
店
、
二
〇
一
〇
年
、
四
〇
二
頁
［
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
］）.

（
33
）「
国
際
人
権
規
約
」
に
お
い
て
は
、
第
一
二
条
三
項
に
お
い
て
、
移
動
の
自
由
は
確
か
に
「
い
か
な
る
制
限
も
受
け
な
い
」
と
あ
る
が
、
そ
の
直
後

に
、「
そ
の
制
限
が
、
法
律
で
定
め
ら
れ
、
国
の
安
全
、
公
の
秩
序
、
公
衆
の
健
康
若
し
く
は
道
徳
又
は
他
の
者
の
権
利
及
び
自
由
を
保
護
す
る
た
め
に

必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
こ
の
規
約
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
他
の
権
利
と
両
立
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
」
と
い
う
但
し
書
き
が
付

さ
れ
て
い
る
（see Brow

nlie and Goodw
ill-Gill, Basic D

ocum
ents on H

um
an R

ights, p. 392

）。

（
34
）D

. M
iller, Im

m
igration: T

he Case for Lim
its, in Contem

porary D
ebates in A

pplied E
thics, 2005, pp. 195-196.

（
35
）
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
政
治
的
責
務
論
（
遵
法
義
務
論
）
に
つ
い
て
は
次
の
著
作
に
お
け
る
議
論
を
参
考
に
し
た
。J. H

orton, Political 
O

bligation, Second Edition, London: Palgrave M
acm

illan, 2010; G. K
losko, P

olitical O
bligations, N

ew
 Y

ork: O
xford U

niversity 
Press, 2005; D

. K
now

les, P
olitical O

bligation: A
 C

ritical Introduction, London: Routledge, 2010; J. Sim
m

ons, M
oral P

rinciples 
and P

olitical O
bligations, Princeton: Princeton U

niversity Press, 1979; id., Justification and L
egitim

acy: E
ssays on R

ights and 
O

bligations, N
ew

 Y
ork: Cam

bridge U
niversity Press, 2001; C. W

ellm
an and J. Sim

m
ons, Is T

here a D
uty to O

bey the Law
? N

ew
 

Y
ork: Cam

bridge U
niversity Press; 

鈴
木
正
彦
『
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
市
民
的
不
服
従
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、
瀧
川
裕
英
『
国
家

の
哲
学
─
─
政
治
的
責
務
か
ら
地
球
共
和
国
へ
─
─
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
、
横
濱
竜
也
『
遵
法
責
務
論
』
弘
文
堂
、
二
〇
一
六
年
。

（
36
）
こ
こ
で
、
政
治
的
責
務
論
の
主
た
る
位
置
を
占
め
て
き
た
い
わ
ゆ
る
「
同
意
論
」
に
本
稿
が
言
及
し
な
い
点
を
い
ぶ
か
し
く
思
う
者
も
い
よ
う
。
そ

こ
で
本
稿
で
同
意
論
を
取
り
上
げ
な
い
理
由
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
同
意
論
は
概
ね
、
同
意
し
て
い
な
い
義
務
が
降
り
か
か
る
の
は
不
当
だ
、
と
い
う
形

を
取
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
本
稿
の
文
脈
で
言
え
ば
、
自
国
に
留
ま
る
義
務
が
あ
る
こ
と
に
同
意
し
な
い
か
ぎ
り
、
そ
う
し
た
義
務
を
負
わ
な
い
の
で
、
退

出
の
権
利
に
対
す
る
制
約
は
不
当
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ゆ
え
に
、
同
意
論
に
基
づ
い
て
い
て
は
退
出
の
権
利
に
対
す
る
正
当
化
論
拠
を
導

き
え
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
い
う
意
味
で
、
本
稿
の
目
的
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
、
同
意
論
を
本
稿
で
検
討
す
る
必
要
は
特
段
見
当
た
ら
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

（
37
）H

. L. A
. H

art, A
re T

here A
ny N

atural Rights, in Philosophical R
eview

, vol. 64, no. 2 

（1955

）, p. 185

（
小
林
公
訳
「
自
然
権
は
存
在

す
る
か
」、
小
林
公
・
森
村
進
訳
『
権
利
・
功
利
・
自
由
』
木
鐸
社
、
一
九
八
七
年
所
収
、
二
三
頁
）.

（
38
）J. Raw

ls, Legal O
bligation and the D

uty of Fair Play, in S. H
ook 

（ed.
）, Law

 and Philosophy: A
 Sym

posium
, N

ew
 Y

ork: N
ew

 
Y

ork U
niversity Press, 1964, p. 9.

（
39
）H

art, A
re T

here A
ny N

atural Rights, p. 185

（
邦
訳
：
二
二
頁
）.
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（
40
）D

. M
cD

erm
ott, Fair-Play O

bligation, in Political Studies, vol. 52, iss. 2 

（2004

）, p. 217.
（
41
）
プ
ラ
ト
ン
「
ク
リ
ト
ン
」、
久
保
勉
訳
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
・
ク
リ
ト
ン
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
、
九
二
─
九
四
頁
。

（
42
）J. Sim

m
ons, M

oral Principles and Political O
bligations, Princeton: Princeton U

niversity Press, p. 160.

（
43
）See J. H

orton, Political O
bligation, Second Edition, London: Palgrave M

acm
illan, 2010, p. 97.

（
44
）See Sim

m
ons, M

oral Principles and Political O
bligations, pp. 166-168.

（
45
）
ゆ
え
に
、
ウ
ェ
ル
マ
ン
は
、
感
謝
は
「
義
務
」（duty

）
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
「
徳
」（virtue

）
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
。See C. W

ellm
an, 

Gratitude as a V
irtue, in Pacific Philosophical Q

uarterly, vol. 80 

（1997

）, pp. 284–300; see also G. M
eilaender, T

he T
heory and 

Practice of V
irtue, N

otre D
am

e: U
niversity of N

otre D
am

e Press, 1984.

（
46
）
こ
の
点
に
関
し
て
、
匿
名
の
査
読
者
よ
り
、
仮
に
与
え
ら
れ
た
利
益
を
清
算
し
た
と
し
て
も
、
当
人
に
は
納
税
者
に
対
す
る
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
論
に
し
ろ
感
謝
論
に
し
ろ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
求
め
ら
れ
る
の
は
与
え
ら
れ
た
も
の
に

対
す
る
応
分
の
負
担
で
あ
り
感
謝
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
納
税
者
に
対
す
る
説
明
責
任
ま
で
が
そ
れ
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
だ
が
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
う
し
た
責
任
を
果
た
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
人
が
自
国
に
留
ま
る
義
務
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
47
）A

. D
. M

. W
alker, Political O

bligation and the A
rgum

ent from
 Gratitude, in Philosophy and Public A

ffairs, vol. 17, no. 3 

（1988

）, 
p. 200.

（
48
）Ibid., p. 205.

（
49
）G. K

losko, Political O
bligation and Gratitude, in Philosophy and Public A

ffairs, vol. 18, no. 4 

（1989

）, pp. 354-357.

（
50
）See J. Seglow
, D

efending A
ssociative D

uties, London: Routledge, pp. 1-3, 11-20; C. W
ellm

an, Relational Facts in Liberal Political 
T

heory: Is there M
agic in the Pronoun ‘M

y ’? in his Liberal R
ights and R

esponsibilities: E
ssays on Citizenship and Sovereignty, 

N
ew

 Y
ork: O

xford U
niversity Press, 2014 pp. 28-29.

（
51
）See R. D

agger, M
em

bership, Fair Play, and Political O
bligation, in Political Studies, vol. 48 

（2000

）, p. 105; H
orton, Political 

O
bligation, p. 180; C. W

ellm
an, A

ssociative A
llegiances and Political O

bligations, in his Liberal R
ights and R

esponsibilities, 2014, 
pp. 8-10.

（
52
）See for exam

ple M
. Sandel, Liberalism

 and the Lim
its of Justice, Cam

bridge: Cam
bridge U

niversity Press, 1982

（
菊
池
理
夫
訳
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『
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
正
義
の
限
界
』
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）.

（
53
）See H

orton, Political O
bligation, pp. 17, 191.

（
54
）Ibid., p. 186.

（
55
）Y

. T
am

ir, Liberal N
ationalism

, Princeton: Princeton U
niversity Press, 1993, pp. 134-139

（
押
村
高
ほ
か
訳
『
リ
ベ
ラ
ル
な
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
と
は
』
夏
目
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
二
八
九
─
二
九
八
頁
）.

（
56
）Ibid., p. 99
（
同
上
：
二
二
八
頁
）.

（
57
）S. Scheffl

er, Boundaries and A
llegiances: Problem

s of Justice and R
esponsibility in Liberal T

hought, N
ew

 Y
ork: O

xford U
niversity 

Press, 2001, p. 101.

（
58
）H

orton, Political O
bligation, p. 182

［
傍
点
は
原
文
に
よ
る
］.

（
59
）J. Sim

m
ons, A

ssociative Political O
bligations, in E

thics, vol. 106, no. 2 

（1996

）, p. 256. See also D
agger, M

em
bership, Fair Play, 

and Political O
bligation, p. 109.

（
60
）W

ellm
an, A

ssociative A
llegiances and Political O

bligations, p. 12. 

ゆ
え
に
ウ
ェ
ル
マ
ン
か
ら
す
れ
ば
、
関
係
的
責
務
論
は
道
徳
的
義
務
に

か
か
わ
る
と
い
う
よ
り
は
、
人
の
道
徳
的
評
価
、
つ
ま
り
い
わ
ゆ
る
「
徳
の
倫
理
学
」（virtue ethics

）
に
か
か
わ
る
の
で
あ
る
（ibid., pp. 10-14

）。

（
61
）See also Brock and Blake, D

ebating Brain D
rain, p. 142.

（
62
）Scheffl

er, Boundaries and A
llegiances, p. 48.

（
63
）See for exam

ple I. M
. Y

oung, R
esponsibility for Justice, N

ew
 Y

ork: O
xford U

niversity Press, 2011

（
岡
野
八
代
・
池
田
直
子
訳
『
正

義
へ
の
責
任
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）.

（
64
）Raw

ls, A
 T

heory of Justice, p. 115

（
邦
訳
：
一
五
五
頁
）.

（
65
）A

. Stiltz, Is T
here an U

nqualified Right to Leave? in S. Fine and L. Y
pi, 

（eds.

）, M
igration in Political T

heory: T
he E

thics of 
M

ovem
ent and M

em
bership, O

xford: O
xford U

niversity Press, 2016, pp. 71-75.

（
66
）
ス
テ
ィ
ル
ツ
も
こ
の
点
は
是
認
し
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
今
日
の
多
く
の
国
家
は
基
本
的
人
権
を
保
障
で
き
て
い
な

い
。
退
出
を
志
向
す
る
者
に
対
し
て
配
分
的
義
務
を
課
す
私
の
議
論
は
、
こ
う
し
た
国
家
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
」（ibid., p. 73

）。

（
67
）Sim

m
ons, M

oral Principles and Political O
bligations, p. 31.

（
68
）Raw

ls, A
 T

heory of Justice, p. 115

（
邦
訳
：
一
五
五
頁
）.
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（
69
）Sim

m
ons, M

oral Principles and Political O
bligations, p. 31

［
傍
点
は
原
文
に
よ
る
］.

（
70
）Stiltz, Is T

here an U
nqualified Right to Leave? p. 73.

（
71
）R. Goodin, W

hat is So Special about O
ur Fellow

 Countrym
en? in E

thics, vol. 98 

（1988

）, p. 678.

（
72
）
グ
ッ
デ
ィ
ン
の
議
論
に
お
い
て
、
さ
し
あ
た
り
か
か
る
義
務
が
割
り
当
て
ら
れ
る
の
は
国
家
的
主
体
で
あ
る
（see ibid., p. 682

）。

（
73
）D

. M
iller, O

n N
ationality, O

xford: O
xford U

niversity Press, 1995, pp. 62-64

（
富
沢
克
ほ
か
訳
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
』
風
行

社
、
二
〇
〇
七
年
、
一
一
一
─
一
一
四
頁
）.

（
74
）See Goodin, W

hat is So Special about O
ur Fellow

 Countrym
en? p. 686. 

た
だ
し
、
誤
解
の
な
い
よ
う
に
述
べ
て
お
け
ば
、
あ
く
ま
で
そ

れ
は
単
に
あ
る
弱
者
と
そ
の
人
を
保
護
で
き
る
者
を
引
き
合
わ
せ
る
（m

atch

）
の
に
有
用
だ
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。

（
75
）
瀧
川
裕
英
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
グ
ッ
デ
ィ
ン
に
対
す
る
ミ
ラ
ー
の
批
判
は
的
を
外
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
割
当
責
任
に
は
弱
者
の
保
護
と
い

う
一
般
的
義
務
を
誰
も
が
負
う
と
い
う
前
提
が
あ
る
の
で
あ
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
責
任
を
果
た
せ
な
い
者
が
い
れ
ば
、
そ
の
責
任
は
別
の
者
に
降
り
か

か
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
点
を
看
過
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
瀧
川
『
国
家
の
哲
学
』、
三
〇
三
─
三
〇
四
頁
）。

（
76
）See for exam

ple D
. M

iller, N
ational R

esponsibility and G
lobal Justice, O

xford: O
xford U

niversity Press, 2007

（
富
沢
克
ほ
か
訳

『
国
際
正
義
と
は
何
か
─
─
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
責
任
─
─
』
風
行
社
、
二
〇
一
〇
年
）.

（
77
）
キ
ー
ラ
ン
・
オ
バ
ー
マ
ン
も
、
特
別
な
義
務
で
は
な
く
一
般
的
義
務
か
ら
頭
脳
流
出
に
対
す
る
制
約
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
（see O

berm
an, 

Can Brain D
rain Justify Im

m
igration Restrictions? pp. 436-439

）。
た
だ
し
、
本
稿
と
は
異
な
り
、
オ
バ
ー
マ
ン
は
そ
れ
を
「
受
け
入
れ
」
に

関
す
る
制
約
と
い
う
文
脈
で
論
じ
て
い
る
。

（
78
）
横
濱
『
遵
法
責
務
論
』、
二
〇
六
頁
。

（
79
）
こ
の
点
で
私
は
、
帰
結
主
義
者
は
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
の
懸
念
を
真
剣
に
取
り
合
っ
て
い
な
い
と
い
う
シ
ェ
フ
ラ
ー
の
批
判
に
同
意
す
る
（see 

Scheffl
er, Boundaries and A

llegiances, ch. 2

）。

（
80
）See H
orton, Political O

bligation, p. 180.

（
81
）See for exam

ple Raw
ls, A

 T
heory of Justice, esp. ch. 8.

（
82
）
こ
の
観
点
か
ら
、
近
年
の
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ル
ガ
ー
の
議
論
は
興
味
深
い
。See J. Ruger, G

lobal H
ealth G

overnance, N
ew

 Y
ork: O

xford 
U

niversity Press, 2018.

（
83
）
こ
の
点
を
展
開
し
た
も
の
と
し
て
、
白
川
俊
介
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
と
故
国
に
「
留
ま
る
権
利
」
─
─
「
移
動
の
自
由
」
に
つ
い
て
の
批
判
的
一
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考
察
を
手
が
か
り
に
─
─
」、
関
西
倫
理
学
会
二
〇
一
七
年
度
研
究
大
会
報
告
原
稿
（
於
：
神
戸
大
学
、
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
八
日
）
を
参
照
。

（
84
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
以
下
も
参
照
の
こ
と
。See K

. O
berm

an, Im
m

igration, Global Poverty and the Right to Say, in Political Studies, 
vol. 59 

（2011

）, pp. 253-268; 

井
上
達
夫
『
世
界
正
義
論
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
二
年
、
二
六
六
─
二
六
七
頁
。

【
付
記
】

本
稿
は
、
政
治
思
想
学
会
第
二
五
回
研
究
大
会
（
於
：
甲
南
大
学
、
二
〇
一
八
年
五
月
二
七
日
）
に
お
け
る
自
由
論
題
分
科
会
Ｃ
に
お
け
る
拙
報
告
原
稿

「
政
府
は
『
退
出
の
権
利
』
を
制
限
で
き
る
か
─
─
『
頭
脳
流
出
』
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
─
─
」
を
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
拙
報
告
に
貴
重

な
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
方
々
、
お
よ
び
本
稿
の
査
読
者
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
邦
訳
が
あ
る
も
の
を
引
用
す
る
場
合
に
は
、
基
本
的
に
は
邦
訳
書
を
参
照
し
た
が
、
文
章
上
の
理
由
か
ら
表
現
を
変
え
た
と
こ

ろ
が
あ
る
。

本
稿
は
、
文
部
科
学
省
平
成
二
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
（
Ｂ
）
課
題
番
号
：15K

16979

）
お
よ
び
関
西
学
院
大
学
二
〇
一
七
年
度
個
人

特
別
研
究
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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一　

序
論

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
倫
理
学
的
・
政
治
学
的
著
作
の
う
ち
、
わ
が
国
の
政
治
思
想
（
史
）
な
い
し
政
治
哲
学
研
究
に
お
い
て
、
肯
定
的
で

あ
れ
批
判
的
で
あ
れ
、
最
も
頻
繁
に
言
及
さ
れ
る
の
は
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学（

（
（

』
と
『
政
治
学（

（
（

』
だ
ろ
う
。
実
際
、
わ
が
国
で
出
版
さ
れ
た

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
倫
理
学
・
政
治
哲
学
に
関
す
る
専
門
的
著
作（

（
（

は
、
い
ず
れ
も
両
著
作
を
主
要
テ
キ
ス
ト
と
し
て
取
り
扱
い
、『
形
而
上
学
』

な
ど
の
他
の
著
作
と
の
関
連
に
お
い
て
、
両
著
作
に
錯
綜
し
て
流
れ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
思
想
的
水
脈
か
ら
独
自
の
解
釈
を
す
く
い
出
し

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
特
に
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
倫
理
学
的
・
政
治
学
的
著
作
の
う
ち
、
彼
が
プ
ラ
ト
ン
の
ア

カ
デ
メ
イ
ア
在
学
時
に
執
筆
し
た
初
期
著
作
『
哲
学
の
す
す
め
（P

rotrepticus

）』（
今
日
で
は
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
者
の
イ
ア
ン
ブ
リ
コ
ス
（
紀
元
後

二
四
五
─
三
二
五
年
）
の
同
名
の
著
作
『
哲
学
の
す
す
め
』
に
含
ま
れ
た
引
用
か
ら
構
成
さ
れ
る
断
片
群
が
残
る
）
は
真
剣
な
吟
味
・
考
察
が
こ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
加
え
ら
れ
て
い
な
い（

（
（

。
紀
元
前
一
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
著
作
集
（C

orpus A
ristotelicum

）」
の
範
疇
外
に
置

か
れ
た
『
哲
学
の
す
す
め
』
は
、
現
代
の
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
依
然
と
し
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
研
究
の
範
疇
外
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
他
方
、
英
米
の
『
哲
学
の
す
す
め
』
に
関
す
る
研
究
に
目
を
向
け
る
と
、
バ
イ
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
『
哲
学
の
す
す
め
』
断
片
の
発

見
以
来（

（
（

、
イ
ェ
ー
ガ
ー
と
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
と
の
間
の
論
争（

（
（

を
経
た
後
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
下
火
に
な
っ
た
も
の
の
、『
哲
学
の
す
す
め
』

石
野
敬
太

［
政
治
思
想
学
会
研
究
奨
励
賞
受
賞
論
文
］

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス『
哲
学
の
す
す
め
』

第
十
章
の
一
考
察
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の
研
究
は
細
々
な
が
ら
も
継
続
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。
特
に
、
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
『
哲
学
の
す
す
め
』
の
諸
断
片
の
信
憑
性

に
関
す
る
共
著
論
文
が
発
表
さ
れ
て
以
来（

（
（

、
そ
の
研
究
は
再
び
隆
盛
の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
。

本
稿
は
、
わ
が
国
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
政
治
哲
学
研
究
に
お
け
る
以
上
の
空
白
を
埋
め
る
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
、『
哲

学
の
す
す
め
』
第
十
章
の
考
察
を
と
お
し
て
、
そ
こ
で
哲
学
と
政
治
の
結
節
点
と
し
て
描
か
れ
る
立
法
モ
デ
ル
を
再
構
築
し
、
そ
の
実
質
的

内
容
を
テ
キ
ス
ト
内
在
的
に
精
確
に
理
解
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
以
下
の
考
察
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
。
第
二
章

で
は
、
本
稿
の
考
察
の
主
要
テ
キ
ス
ト
と
し
て
『
哲
学
の
す
す
め
』
第
十
章54.22-55.7

を
議
論
の
俎
上
に
載
せ
、
立
法
モ
デ
ル
が
階
層
的
な

三
段
階
に
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
論
じ
た
先
行
研
究
を
批
判
的
に
検
討
す
る
。
第
三
章
で

は
、
先
行
研
究
が
抱
え
る
問
題
を
回
避
し
、
か
つ
テ
キ
ス
ト
か
ら
乖
離
し
な
い
仕
方
で
、
第
二
章
で
剔
抉
し
た
立
法
の
三
段
階
の
内
実
の
よ

り
妥
当
な
解
釈
を
提
示
す
る
。
そ
の
際
、
筆
者
は
『
哲
学
の
す
す
め
』
第
十
章
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
一
貫
し
て
用
い
る
議
論
の
形
式
、
す

な
わ
ち
、
立
法
術
と
他
の
技
術
（
医
術
・
体
育
術
・
建
築
術
）
と
の
間
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
テ
キ
ス
ト
読
解
に
適
切
に
反
映
さ
せ
、
同
章
で
提
起

さ
れ
た
諸
概
念
を
解
釈
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
本
稿
の
考
察
を
と
お
し
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
政
治
哲
学
研
究
に
対
し
て
重
要
な
意
義
を
有

す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
て
き
た
『
哲
学
の
す
す
め
』
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
提
起
す
る
理
想
的
な
立
法
モ

デ
ル
の
全
体
像
が
解
明
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

二	

『
哲
学
の
す
す
め
』54.22-55.7
の
考
察

１　

立
法
の
階
層
的
構
造

『
哲
学
の
す
す
め
』
第
十
章
に
お
い
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
哲
学
と
政
治
の
関
係
性
を
主
題
に
据
え
る
と
、「
善
き
立
法
家
は
哲
学
を
必

要
と
す
る
」
と
い
う
自
身
の
了
見
の
正
当
化
を
行
う
文
脈
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。



155 石野敬太【アリストテレス『哲学のすすめ』第十章の一考察】

T1
│

な
ぜ
な
ら
、
ま
さ
に
（k

a
qa

vper

）
他
の
諸
々
の
制
作
的
な
技
術
（ta

iῖς ἄλλαις τέχναις ταῖς δημιουργικαῖς

）
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
建
築

術
に
お
け
る
墨
縄
や
物
差
し
や
コ
ン
パ
ス
な
ど
、
そ
の
諸
々
の
道
具
の
う
ち
で
最
善
の
道
具
は
、
自
然
か
ら
（ἀπὸ τῆς φύσεω

ς

）
発
見

さ
れ
る
よ
う
に
、〈
欠
損
〉、
あ
る
も
の
は
水
と
と
も
に
、
他
の
も
の
は
光
や
太
陽
光
線
と
と
も
に
把
握
さ
れ
、
我
々
は
こ
れ
ら
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
判
断
し
（πρὸς ἃ κρίνοντες

）、
感
覚
的
に
十
分
な
真
っ
直
ぐ
さ
や
滑
ら
か
さ
を
吟
味
す
る
（βασανίζομεν

）
が
、
同
じ
様
に

（ὁμοίω
ς

）
政
治
家
も
ま
た
（καὶ

）、
何
が
正
し
い
か
、
何
が
立
派
か
、
何
が
有
益
か
を
、
そ
れ
ら
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
判
断
す
る
何
ら
か

の
基
準
（τινὰς ὅρους…

πρὸς οὓς κρινεῖ τί δίκαιον καὶ τί καλόν καὶ τί συμφέρον

）
を
、
自
然
そ
れ
自
体
、
す
な
わ
ち
、
真
理
か
ら
（ἀπὸ τῆς 

φύσεω
ς αὐτῆς καὶ τῆς ἀληθείας

）
得
て
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。（54.22-55.

（
（
（3

）

T2
│

な
ぜ
な
ら
、
ち
ょ
う
ど
（ὥ

σπερ

）
建
築
術
に
お
い
て
、
諸
々
の
道
具
の
う
ち
の
こ
れ
ら
（ταῦτα

）
が
他
の
全
て
の
道
具
よ
り
優
れ
て

い
る
よ
う
に
、
同
様
に
（οὕτω

）、
最
善
の
法
（νόμος κάλλιστος

）
も
ま
た
（καὶ

）、
最
も
自
然
に
即
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
（ὁ μάλιστα 

κατὰ φύσιν κείμενος

）
だ
か
ら
で
あ
る（

（
（

。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
哲
学
す
る
こ
と
な
く
、
真
理
を
認
識
す
る
に
至
っ
て
い
な

い
人
に
は
、
と
う
て
い
為
す
こ
と
（ποιεῖν

）
は
で
き
な
い
。（55.4-55.7

）

T1
と
T2
で
着
目
さ
れ
る
の
は
次
の
三
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
両
箇
所
の
議
論
が
、
T1
で
は
「
ま
さ
に
」
─
「
同
じ
様
に
」、
T2
で
は
「
ち
ょ

う
ど
」
─
「
同
様
に
」
か
ら
成
る
建
築
と
立
法
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
、「
ま
さ

に
」「
ち
ょ
う
ど
」
の
直
後
に
建
築
に
関
す
る
（
一
般
的
な
）
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
後
、「
同
じ
様
に
」「
同
様
に
」
が
挿
ま
れ
、
そ
の
直
後

に
、
立
法
に
関
す
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
身
の
見
解
が
帰
納
的
に
導
き
出
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
第
二
に
、
建
築
と
立
法
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
と
お
し

て
、
建
築
と
立
法
の
幾
つ
か
の
段
階
が
T1
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
T2
で
「
最
善
の
法
」
す
な
わ
ち
「
最
も
自
然

に
即
し
て
制
定
さ
れ
た
」
法
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
制
定
に
「
哲
学
す
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
と
明
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
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う
に
、
両
箇
所
の
議
論
は
、
建
築
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
と
お
し
て
、
立
法
作
業
の
形
式
的
な
諸
段
階
を
示
す
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
に
一
定
の

内
実
を
与
え
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
理
想
的
な
立
法
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
構
造
を
持
つ
。

T1
と
T2
で
の
建
築
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
と
お
し
て
提
起
さ
れ
た
、
立
法
モ
デ
ル
の
具
体
的
内
実
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
。
こ
の
問
題

は
、
近
年
の
『
哲
学
の
す
す
め
』
の
研
究
に
お
け
る
中
心
的
な
論
点
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
論
争
で
主
要
な
争
点
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
第

一
の
争
点
は
、
政
治
家
が
「
何
が
正
し
い
か
、
何
が
立
派
か
、
何
が
有
益
か
」
を
判
断
す
る
際
に
依
拠
す
る
「
何
ら
か
の
基
準
」
と
は
具
体

的
に
何
な
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
第
二
の
争
点
は
、
T2
で
導
入
さ
れ
た
「
最
善
の
法
」
の
制
定
が
、
立
法
の
ど
の
段
階
に
分
類
さ
れ

る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
以
上
二
つ
の
争
点
に
対
す
る
筆
者
の
解
釈
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
T1
の
直
前
の
箇
所
（54.12-

54.22

）
を
検
討
す
る
の
が
有
益
で
あ
り
賢
明
だ
ろ
う
。
同
箇
所
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
医
者
・
体
育
家
と
立
法
家
と
の
間
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に

基
づ
い
て
、
立
法
の
要
諦
と
そ
の
目
的
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

T3
│

ち
ょ
う
ど
（ὥ

σπερ

）、
有
能
で
あ
る
限
り
の
医
者
や
体
育
術
に
携
わ
る
人
々
の
大
部
分
が
、
善
き
医
者
や
体
育
家
に
な
る
者
は
自
然
に

つ
い
て
経
験
を
積
ん
だ
者
（περὶ φύσεω

ς ἐμπείρους
）
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
、
ほ
と
ん
ど
意
見
を
同
じ
く
し
て
い

る
が
、
同
様
に
（οὕτω

）、
善
き
立
法
家
も
ま
た
（καὶ

）、
自
然
に
つ
い
て
の
経
験
を
、
し
か
も
先
の
人
た
ち
よ
り
も
遥
か
に
多
く
、
積

ん
だ
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
先
の
人
た
ち
は
身
体
の
卓
越
性
の
み
を
作
り
出
す
人
た
ち
（τῆς τοῦ σώ

ματος ἀρετῆς εἰσι 

δημιουργοὶ μόνον

）
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
魂
の
諸
々
の
卓
越
性
に
関
わ
り
、
ま
た
ポ
リ
ス
の
幸
福
と
不
幸
に
つ
い
て
教
示
す
る

任
を
負
う
人
た
ち
（περὶ τὰς τῆς ψυχῆς ἀρετὰς ὄντες καὶ περὶ πόλεω

ς εὐδαιμονίας καὶ κακοδαιμονίας διδάξειν προσποιούμενοι

）（
（1
（

で
あ
る
以

上
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
哲
学
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。（54.12-54.2

（
（1
（2

）

T3
で
示
さ
れ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
見
解
は
以
下
の
二
点
を
含
む
。
第
一
に
、
善
き
立
法
家
は
、
善
き
医
者
や
善
き
体
育
家
よ
り
も
「
自
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然
」
に
つ
い
て
の
経
験
を
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
こ
の
要
諦
は
、
立
法
家
に
固
有
の
二
つ
の
職
務
、
す
な
わ
ち
、「
魂
の
諸
々

の
卓
越
性
に
関
わ
り
、
ま
た
ポ
リ
ス
の
幸
福
と
不
幸
に
つ
い
て
教
示
す
る
」
と
い
う
目
的
の
観
点
か
ら
説
示
さ
れ
る（

（1
（

。

第
一
の
点
に
つ
い
て
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
T3
で
言
及
さ
れ
る
「
自
然
に
つ
い
て
の
経
験
」
は
、『
哲
学
の
す
す
め
』

第
九
章
の
末
尾
で
提
示
さ
れ
る
「
存
在
す
る
諸
々
の
事
物
の
自
然
［
本
性
］
と
真
理
を
…
観
照
す
る
こ
と
（τὴν δὲ τῶ

ν ὄντω
ν φύσιν καὶ τὴν 

ἀλήθειαν...θεω
ρεῖν

）」（54.4. Cf. 53.25

）
と
い
う
「
哲
学
（
観
照
）」
の
規
定
を
下
敷
き
に
し
た
、
善
き
立
法
家
に
な
る
た
め
の
条
件
で
あ
る（

（1
（

。

し
た
が
っ
て
、「
善
き
立
法
家
は
自
然
に
つ
い
て
の
経
験
を
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
条
件
は
、
換
言
す
れ
ば
、「
自
然
」
を
観
照

し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
「
観
照
的
知
識
（ἡ θεω

ρητικὴ φρόνησις

）」（
（1
（

（54.11-12. Cf. 56.2-3, 56.9-10

）
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ

と
に
他
な
ら
な
い
。

以
上
の
考
察
と
併
せ
て
T1
を
読
め
ば
、「
自
然
」
に
つ
い
て
の
経
験
が
実
際
の
立
法
作
業
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
明
確
に
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、「
自
然
そ
れ
自
体
、
す
な
わ
ち
、
真
理
か
ら

0

0

」
政
治
家
が
依
拠
す
べ
き
「
何
ら
か
の
基
準
」

を
把
握
す
る
際
に
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（1
（

。
そ
れ
ゆ
え
、「
自
然
」
に
つ
い
て
の
「
観
照
的
知
識
」
を
得
る
こ
と
は
、
立
法
の
基
盤
を
形
成

す
る
、
立
法
作
業
の
第
一
段
階
に
あ
た
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
基
盤
の
上
に
、「
自
然
」
か
ら
「
何
ら
か
の
基
準
」
を
把
握
す
る
、

と
い
う
第
二
段
階
の
作
業
が
成
立
す
る
。
こ
の
「
何
ら
か
の
基
準
」
は
、
建
築
に
お
け
る
「
最
善
の
道
具
」
で
あ
る
コ
ン
パ
ス
な
ど
に
対
応

し
、
立
法
に
お
け
る
最
善
の
基
準
と
し
て
の
役
割
を
担
う
。
そ
し
て
最
後
に
、「
何
ら
か
の
基
準
」
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
「
何
が
正
し
い
か
、

何
が
立
派
か
、
何
が
有
益
か
」
を
個
別
的
に

0

0

0

0

判
断
す
る（

（1
（

、
と
い
う
第
三
段
階
の
作
業
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

２　

先
行
研
究
の
概
観

前
節
で
は
、
立
法
が
遵
守
す
べ
き
三
つ
の
階
層
的
な
段
階
を
剔
抉
し
た
。
そ
れ
を
形
式
的
に
再
定
式
化
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
「
自
然
に
つ
い
て
の
経
験
」

②
「
最
善
の
基
準
の
獲
得
」



158政治思想とダイバーシティ【政治思想研究 第19号／2019年５月】

③
「
最
善
の
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
の
個
別
的
価
値
判
断
」

こ
れ
ら
の
段
階
の
う
ち
、
第
一
段
階
の
作
業
の
具
体
的
内
容
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
身
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
自
然
」

に
つ
い
て
の
観
照
的
知
識
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
第
二
段
階
お
よ
び
第
三
段
階
に
彼
は
い
か
な
る
具
体
的
内
実
を
付
与
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
い
る
論
者
と
し
て
、
モ
ナ
ン
、
ボ
ボ
ニ
ッ
チ
、
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
ら
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
、
モ
ナ
ン
の
解
釈
を
み
て
み
よ
う
。
モ
ナ
ン
に
よ
れ
ば
、
第
二
段
階
の
作
業
内
容
は
「ὅρους

［
基
準
］
の
形
成
」、
す
な
わ
ち
、
倫

理
的
・
政
治
的
実
践
に
お
け
る
「
原
則
（principles

）」
の
形
成
で
あ
る（

（1
（

。
以
上
の
理
解
に
基
づ
き
、
モ
ナ
ン
は
、
第
三
段
階
に
あ
た
る
作

業
を
「
形
成
さ
れ
た
原
則
の
観
点
か
ら
な
さ
れ
る
個
別
的
価
値
判
断
、
つ
ま
り
、πρὸς οὓς

（ὅρους

）κρινεῖ τί δίκαιον καὶ τί καλὸν καὶ τί 

συμφέρον

［
何
が
正
し
い
か
、
何
が
立
派
か
、
何
が
有
益
か
を
、
そ
の
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
判
断
す
る
こ
と
］」
と
同
定
す
る（

（1
（

。
そ
し
て
モ
ナ
ン

は
、「
個
別
的
価
値
判
断
」
の
具
体
例
が
T3
で
導
入
さ
れ
る
「
最
善
の
法
」
の
制
定
─
「
彼
［
政
治
家
］
のκρίνειν

［
判
断
］
の
産
物
がνόμος

［
法
］
で
あ
る
」
─
に
他
な
ら
な
い
と
主
張
す
る（

（2
（

。
換
言
す
れ
ば
、「
最
善
の
法
」
の
制
定
は
立
法
作
業
の
第
三
段
階
に
分
類
さ
れ
る
と
モ
ナ

ン
は
解
釈
し
て
い
る
。

ボ
ボ
ニ
ッ
チ
も
第
二
段
階
に
あ
た
る
作
業
を
「
何
ら
か
の
基
準
」
の
把
握
と
捉
え
る
点
で
モ
ナ
ン
と
立
場
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
内
実
に
つ
い
て
の
ボ
ボ
ニ
ッ
チ
の
解
釈
は
モ
ナ
ン
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
る
。
ボ
ボ
ニ
ッ
チ
曰
く
、「
何
ら
か
の
基
準
」
の
把
握

と
は
「
正
義
や
立
派
さ
な
ど
の
定
義
の
よ
う
な
も
の
」
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る（

（2
（

。
さ
ら
に
ボ
ボ
ニ
ッ
チ
は
、
第
三
段
階
に
あ
た
る
作
業
と

し
て
、「
法
は
こ
れ
ら
の
定
義
を
満
た
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
評
価
さ
れ
る
」
と
述
べ
、
そ
の
内
実
が
T2
の
「
最
善
の
法
」
の

制
定
で
あ
る
と
す
る
モ
ナ
ン
と
同
じ
立
場
を
表
明
し
て
い
る（

（2
（

。

最
後
に
、
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
解
釈
を
み
て
み
よ
う
。
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
も
、
モ
ナ
ン
と
同
様
に
、
立
法
の
第
二
段
階
に
あ
た
る
作
業
を
「
自

然
そ
れ
自
体
」
か
ら
の
倫
理
的
・
政
治
的
実
践
に
お
け
る
「
支
配
的
な
原
則
（ruling principles

）」
の
把
握
と
し
て
い
る
。
デ
ュ
ー
リ
ン
グ

の
解
釈
で
特
徴
的
な
の
は
、
T2
に
含
ま
れ
る55.5-6

（
彼
が
再
構
成
し
た
断
片
集
で
はB47
に
含
ま
れ
る
）
のνόμος κάλλιστος ὁ μάλιστα κατὰ 

φύσιν κείμενος

［
最
善
の
法
は
最
も
自
然
に
即
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
］
に
つ
い
て
の
理
解
で
あ
る
。
彼
は
、
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
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る
。νόμος

は
確
実
に
イ
ア
ン
ブ
リ
コ
ス
あ
る
い
は
写
字
生
の
誤
り
で
あ
る
。
…
も
し
、
…
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
がὅρος ὁ μάλιστα κατὰ 

φύσιν κείμενος

［
自
然
に
最
も
即
し
て
制
定
さ
れ
た
基
準
］
と
書
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
はὅρος ἀπὸ τῆς φύσεω

ς αὐτῆς

［
自
然
そ
れ
自

体
か
ら
の
基
準
］
の
文
体
上
の
異
な
っ
た
表
現
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
、
仮
に
我
々
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
はνόμος

と
書
い
た
と
信
じ
た
と

し
て
も
、
こ
の
こ
と
は
…
法
が
支
配
的
な
原
則
の
写
し
で
あ
る
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
こ
の
箇
所
で
認
め
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
な

い
。
そ
れ
は
、
自
然
、
す
な
わ
ち

0

0

0

0

、
自
然
か
ら
導
出
さ
れ
た
基
準
に
最
も
適
合
す
る
場
合
に
（w

hen it conform
s best w

ith nature, i.e. 

w
ith the principles draw

n from
 nature

）κάλλιστος

［
最
善
］
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
解
釈
で
特
筆
す
べ
き
は
次
の
三
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
彼
は55.5

のνόμος κάλλιστος

をὅρος

に
変
更
す
る
こ
と

を
提
案
す
る（

（2
（

。
第
二
に
、
最
善
の
法
は
「
自
然
、
す
な
わ
ち

0

0

0

0

、
自
然
か
ら
導
出
さ
れ
た
基
準
に
最
も
適
合
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

モ
ナ
ン
ら
と
同
様
に
彼
も
「
何
ら
か
の
基
準
」
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
「
最
善
の
法
」
が
制
定
さ
れ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
第
三
に
、
彼
は

「
自
然
か
ら
導
出
さ
れ
た
基
準
」
を
「
自
然
」
の
言
い
換
え
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

以
上
概
観
し
た
モ
ナ
ン
、
ボ
ボ
ニ
ッ
チ
、
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
ら
が
提
案
し
た
解
釈
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、

立
法
作
業
に
お
け
る
②
「
最
善
の
基
準
の
把
握
」
と
③
「
最
善
の
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
の
個
別
的
価
値
判
断
」
の
実
質
的
内
容
が
「
何

ら
か
の
基
準
」
の
把
握
と
「
最
善
の
法
」
の
制
定
で
あ
る
と
理
解
す
る
点
で
彼
ら
の
解
釈
は
軌
を
一
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
即
せ

ば
、「
法
の
善
さ
は
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
厳
密
に
そ
の
［
何
ら
か
の
］
基
準
に
則
し
て
い
る
か
に
依
存
す
る
」
と
い
う
モ
ナ
ン
の
解
釈
は
ま
さ

に
論
の
赴
く
と
こ
ろ
と
な
る
だ
ろ
う（

（2
（

。
こ
れ
ら
の
共
通
点
に
加
え
て
、
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
は55.5-6

をὅρος ὁ μάλιστα κατὰ φύσιν κείμενος

に
変
更
す
る
案
を
提
出
し
、
さ
ら
に
「
自
然
」
と
「
自
然
か
ら
導
出
さ
れ
た
基
準
」
を
同
一
の
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
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３　

先
行
研
究
の
批
判
的
検
討

前
節
で
確
認
し
た
モ
ナ
ン
、
ボ
ボ
ニ
ッ
チ
、
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
ら
の
解
釈
は
適
切
だ
ろ
う
か
。
②
「
最
善
の
基
準
の
獲
得
」
の
形
式
的
な

作
業
内
容
が
「
何
ら
か
の
基
準
」
の
把
握
で
あ
る
と
理
解
す
る
点
以
外
は
、
お
そ
ら
く
、
不
適
切
で
あ
る
。
彼
ら
の
解
釈
の
第
一
の
問
題
点

は
、
③
「
最
善
の
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
の
個
別
的
価
値
判
断
」、
す
な
わ
ち
、「
何
が
正
し
い
か
、
何
が
立
派
か
、
何
が
有
益
か
」
に
つ

い
て
の
政
治
家
の
判
断
の
産
物
が
「
最
善
の
法
」
の
制
定
で
あ
る
と
い
う
、
彼
ら
の
解
釈
の
根
幹
を
な
す
主
張
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
示

す
テ
キ
ス
ト
上
の
証
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、「
最
善
の
法
」
の
制
定
が
立
法
の
第
三
段
階
に
分
類
さ
れ
る
正

当
な
理
由
を
彼
ら
は
説
明
し
て
い
な
い
。
第
二
の
問
題
点
は
、
彼
ら
の
理
解
で
は
、
T1
に
お
け
る
建
築
と
立
法
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
完
結
し
な

く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
本
章
第
一
節
で
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
T1
で
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
「
ま
さ
に
」
に
よ
っ
て
導
入

し
、
そ
の
直
後
に
建
築
の
第
二
段
階
に
あ
た
る
作
業
を
例
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
墨
縄
や
物
差
し
や
コ
ン
パ
ス
な
ど
、
そ
の
諸
々
の

道
具
の
う
ち
で
最
善
の
道
具
」
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
建
築
に
お
け
る
最
善
の
道
具
に
極
め
て
具

体
的
な
内
容
を
付
与
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
理
解
で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
立
法
に
お
け
る
最
善
の
基
準
に
「
何
ら
か
の

基
準
」
と
い
う
形
式
的
な
規
定
の
み
を
付
与
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。『
哲
学
の
す
す
め
』
第
十
章
全
体
の
主
眼
が
「
善
き
立
法
家
は
哲
学

を
必
要
と
す
る
」
と
い
う
主
張
の
正
当
化
に
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
立
法
家
が
依
拠
す
べ
き
と
さ
れ
る
「
何
ら
か
の
基
準
」
に
一

定
の
内
実
を
与
え
な
い
限
り
、
い
く
ら
そ
の
主
張
を
繰
り
返
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
は
単
な
る
空
疎
な
言
葉
の
連
な
り
で
し
か
な
く
な
る
だ

ろ
う
。

デ
ュ
ー
リ
ン
グ
が
提
案
し
た
テ
キ
ス
ト
の
変
更
も
、
第
二
の
問
題
を
回
避
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
彼
の
提
案
の
第
一
の
問
題
点
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
が
提
案
し
た
変
更
は
、「
何
ら
か
の
基
準
」
がὅρος ὁ μάλιστα κατὰ φύσιν κείμενος

と
再
定
式
化
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
へ
と
つ
な
が
る
。
し
か
し
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
変
更
が
示
し
う
る
の
は
、
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
自
身

の
言
い
方
を
用
い
れ
ば
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
「
文
体
上
の
異
な
っ
た
表
現
」
を
用
い
た
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、55.5

のνόμος 

κάλλιστος

をὅρος

に
変
更
し
た
と
し
て
も
、「
何
ら
か
の
基
準
」
に
具
体
的
内
実
が
付
与
さ
れ
た
と
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
二
の
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問
題
点
は
、
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
提
起
し
た
批
判
で
あ
る（

（2
（

。
た
し
か
に
、55.5

のνόμος κάλλιστος

は
、
正
し
く
はὅρος

と
表

記
さ
れ
て
お
り
、νόμος κάλλιστος

の
表
記
が
「
イ
ア
ン
ブ
リ
コ
ス
あ
る
い
は
写
字
生
の
誤
り
」
で
あ
っ
た
可
能
性
は
完
全
に
は
否
定
で
き

な
い
。
し
か
し
、
仮
に
そ
の
可
能
性
を
認
め
る
な
ら
ば
、νόμος κάλλιστος

がὅρος

と
読
み
違
え
ら
れ
た
可
能
性
は
極
め
て
低
い
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
当
然
予
想
さ
れ
る
批
判
に
堪
え
る
論
拠
を
提
示
す
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
問
題
に
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
は
応
答
し
て
い
な
い（

（2
（

。

最
後
に
、「
自
然
」
と
「
自
然
か
ら
導
出
さ
れ
た
基
準
」
を
同
一
視
す
る
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
理
解
を
検
討
し
よ
う
。
こ
の
理
解
の
問
題
点

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
言
う
「
自
然
か
ら
導
出
さ
れ
た
基
準
」
と
は
、「
何
ら
か
の
基
準
」
に
他
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
理
解
に
即
し
た
場
合
、
T2
で
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
主
張
─
善
き
立
法
家
は
「
何
ら
か
の
基
準
を
、
自
然
そ
の
も
の

か
ら
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
─
は
、「
自
然
を
、
自
然
そ
の
も
の
か
ら
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
、
お
よ
そ
理
解
不
能
な
主
張
に

な
っ
て
し
ま
う
。

以
上
の
考
察
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
モ
ナ
ン
、
ボ
ボ
ニ
ッ
チ
、
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
ら
が
提
案
し
た
解
釈
は
、
十
分
に
正
当
化
さ
れ
て
い
な

い
。三	

『
哲
学
の
す
す
め
』
第
十
章
に
お
け
る
立
法
モ
デ
ル

１	

「
最
善
の
法
」
の
制
定
の
位
置
付
け

前
章
で
は
、『
哲
学
の
す
す
め
』
第
十
章
に
お
け
る
議
論
の
構
造
と
内
容
を
確
認
し
、
既
存
の
解
釈
の
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
こ

う
し
て
本
章
の
課
題
は
、
先
行
研
究
が
抱
え
る
欠
点
を
回
避
し
つ
つ
、
テ
キ
ス
ト
か
ら
乖
離
し
な
い
T1
と
T2
の
解
釈
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ

る
。
本
章
で
は
、
本
稿
第
二
章
第
一
節
で
指
摘
し
た
議
論
の
形
式
の
観
点
か
ら
両
箇
所
を
再
検
討
し
、
立
法
モ
デ
ル
の
内
容
を
確
定
す
る
こ

と
を
試
み
る
。

ま
ず
、
T1
で
の
議
論
の
構
造
を
見
直
し
て
み
よ
う
。
T1
冒
頭
の
「
な
ぜ
な
ら
（γὰρ

）」
は
、
T1
全
体
が
そ
れ
に
先
立
つ
議
論
（54.12-22

、
本
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稿
で
は
T3
と
し
て
引
用
）
で
提
示
さ
れ
た
主
張
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
改
め
て54.12-22

で

の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
最
も
重
要
な
主
張
を
述
べ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
善
き
立
法
家
も
ま
た
、
自
然
に
つ
い
て
の
経
験
を
…
積
ん
だ
者
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」、
換
言
す
れ
ば
、
善
き
立
法
家
は
哲
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
主
張
の
理
由
と
し
て
T1

で
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
政
治
家
は
自
身
が
依
拠
す
る
「
何
ら
か
の
基
準
」
を
「
自
然
か
ら
」
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
立
法
の

要
諦
で
あ
る
。

T1
の
直
後
に
続
く
T2
もγὰρ

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
T2
も
T1
で
表
明
さ
れ
た
主
張
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
る
こ

と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
で
は
、
T1
で
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
主
張
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
建
築
家
が
、
何
が
十
分
に
真
っ
直
ぐ

で
滑
ら
か
か
を
判
断
す
る
際
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
最
善
の
道
具
を
自
然
か
ら
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
と
同
様
に
、
政
治
家
も
ま
た
、

個
別
的
価
値
判
断
を
行
う
際
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
「
何
ら
か
の
基
準
」
を
自
然
か
ら
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
、
T1
で54.12-

22

で
の
主
張
の
正
当
化
の
た
め
に
指
摘
さ
れ
た
立
法
の
要
諦
に
他
な
ら
な
い（

（2
（

。
つ
ま
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
T2
で
正
当
化
す
る
こ
と
に

な
る
建
築
と
立
法
の
第
二
段
階
に
つ
い
て
の
主
張
を
、54.12-22

の
論
拠
と
し
て
T1
で
提
示
し
、
T2
で
そ
の
正
当
化
に
改
め
て
着
手
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
す
る
と
当
然
、
T2
の
「
ち
ょ
う
ど
（ὥ

σπερ

）」
以
下
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
行
う
最
初
の
作
業
は
、
建
築
に
お
け
る
最
善
の

道
具
を
自
然
か
ら
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
主
張
の
正
当
化
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は55.4

の
指
示
代
名
詞
「
こ
れ
ら
（ταῦτα
）」
の
指
示
対
象
を
確
認
し
よ
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
の
見
解

は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
、55.24

の
「
最
善
の
道
具
（τὰ βέλτιστα

）」
がταῦτα

の
指
示
対
象
で
あ
る
と
理
解
し
て
い

る（
（2
（

。
ま
た
、τὰ βέλτιστα

の
例
と
し
て
コ
ン
パ
ス
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、ταῦτα

の
実
質
的
内
容
は
「
墨
縄
や
物
差
し
や
コ

ン
パ
ス
」
で
あ
る
と
理
解
し
て
間
違
い
な
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、「
諸
々
の
道
具
の
う
ち
の
こ
れ
ら
」
す
な
わ
ち
「
墨
縄
や
物

差
し
や
コ
ン
パ
ス
」
は
「
他
の
全
て
の
道
具
よ
り
優
れ
て
い
る
」。
そ
れ
ゆ
え
に
、
建
築
術
に
お
け
る
最
善
の
道
具
は
自
然
か
ら
把
握
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
理
解
に
即
せ
ば
、「
同
様
に
（οὕτω

）」
以
下
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
着
手
す
る
作
業
が
、
建
築
に
お
け
る
コ
ン
パ
ス
な
ど
の
最
善

の
道
具
と
同
様
に
、
立
法
に
お
け
る
「
最
善
の
基
準
」
も
自
然
か
ら
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
主
張
の
正
当
化
で
あ
る
と
理
解
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す
る
の
が
適
切
だ
ろ
う
。
事
実
、55.5

の
「
ま
た
（καὶ

）」
は
、οὕτω

以
下
で
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
議
論
が
、
建
築
に
お
け
る
最
善
の
道

具
に
対
応
す
る
、
立
法
に
お
け
る
「
最
善
の
基
準
」
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が

立
法
に
お
け
る
「
何
ら
か
の
基
準
」
を
、
建
築
に
お
け
る
「
墨
縄
や
物
差
し
や
コ
ン
パ
ス
」
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
導
入
し
て
い
た
こ
と

を
想
起
し
よ
う
。
こ
の
対
応
関
係
と
T2
全
体
が
立
法
の
第
二
段
階
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、「
諸
々
の
道
具
の
う

ち
の
こ
れ
ら
」
が
T1
の
「
墨
縄
や
物
差
し
や
コ
ン
パ
ス
」
を
指
示
す
る
の
と
同
様
、
前
者
と
類
比
的
に
導
入
さ
れ
る
「
最
善
の
法
」
も
、
T1

の
「
何
ら
か
の
基
準
」
を
指
示
す
る
と
理
解
す
る
方
がοὕτω

ま
で
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
立
論
に
即
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、οὕτω

以
下
で
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
作
業
は
、
そ
も
そ
も
立
法
の
第
三
段
階
の
具
体
的
内
実
を
記
述
す
る
こ
と
で
は
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
の
第
二
段
階
に
あ

た
る
作
業
に
関
す
る
自
身
の
見
解
を
、
建
築
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
依
拠
し
て
論
証
す
る
こ
と
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（2
（

。
こ
の
解

釈
に
従
え
ば
、「
最
善
の
法
」
と
は
「
何
ら
か
の
基
準
」
の
実
質
的
内
容
を
表
す
表
現
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
、「
何
ら
か
の
基

準
」
を
「
自
然
に
か
な
っ
た
法

0

0

0

0

0

0

0

0

［
最
善
の
法
］
の0

基
準（

（3
（

」
と
看
做
し
、
立
法
家
が
そ
れ
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
行
う
個
別
的
価
値
判
断
の
所
産
が

「
最
善
の
法
」
で
あ
る
、
と
い
う
先
行
研
究
の
理
解
は
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
先
行
研
究
が
提
示
し
た
こ
の
よ
う
な
理
解
に
反
し
、
本

節
の
読
解
か
ら
帰
結
す
る
の
は
、「
自
然
に
か
な
っ
た
法
」
す
な
わ
ち
「
最
善
の
法
」
こ
そ
が
、
個
別
的
価
値
判
断
の
基
準
と
し
て
機
能
す

る
、
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

以
上
の
T1
と
T2
の
考
察
か
ら
、
次
の
二
点
を
本
節
の
結
論
と
し
て
提
示
し
た
い
。
第
一
に
、
善
き
立
法
家
は
「
何
ら
か
の
基
準
」
に
依
拠

し
て
「
何
が
正
し
い
か
、
何
が
立
派
か
、
何
が
有
益
か
」
を
判
断
し
た
上
で
「
最
善
の
法
」
を
制
定
す
る
の
で
は
な
く
、
立
法
家
は
「
最
善

の
法
」
に
依
拠
し
て
「
何
が
正
し
い
か
、
何
が
立
派
か
、
何
が
有
益
か
」
を
判
断
す
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
第
一
の
結
論
の
帰
結
と
し
て
、

「
最
善
の
法
」
の
制
定
は
、
立
法
の
③
「
最
善
の
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
の
個
別
的
価
値
判
断
」
で
は
な
く
、
②
「
最
善
の
基
準
の
獲
得
」

の
具
体
的
内
実
の
記
述
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

本
節
の
T1
と
T2
の
理
解
は
、
先
行
研
究
が
抱
え
る
問
題
点
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
既
存
の
研
究
の
問
題
点
は
以
下
の
通

り
で
あ
っ
た
。（
こ
こ
で
は
、
解
釈
上
の
問
題
点
の
み
を
取
り
扱
う
た
め
、
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
が
提
示
し
たνόμος-ὅρος

を
巡
る
テ
キ
ス
ト
上
の
問
題
は
無
視

す
る
。）
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①
立
法
の
第
三
段
階
「
最
善
の
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
の
個
別
的
価
値
判
断
」
の
所
産
が
「
最
善
の
法
」
の
制
定
で
あ
る
こ
と
を
示

す
テ
キ
ス
ト
上
の
証
拠
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

②
立
法
に
お
け
る
「
最
善
の
基
準
」
に
対
し
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
「
何
ら
か
の
基
準
」
と
い
う
形
式
的
な
規
定
の
み
を
付
与
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
こ
と
。

③
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
主
張
─
善
き
立
法
家
は
「
何
ら
か
の
基
準
を
、
自
然
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
真
理
か
ら
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
─
を
理
解
不
能
な
主
張
へ
と
変
え
て
し
ま
う
こ
と
。

ま
ず
、
第
二
の
問
題
点
か
ら
検
討
し
よ
う
。
本
節
の
解
釈
が
こ
の
問
題
か
ら
免
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
本
節
の
理

解
に
よ
れ
ば
、「
何
ら
か
の
基
準
」
と
い
う
形
式
的
な
規
定
の
実
質
的
内
容
が
T2
の
「
最
善
の
法
」
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
理

解
が
正
し
い
な
ら
ば
、
本
節
の
解
釈
は
第
一
の
問
題
点
も
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
本
節
は
「
最
善
の
法
」
の
制
定
を
立

法
の
第
三
段
階
で
は
な
く
、
そ
の
第
二
段
階
「
最
善
の
基
準
の
獲
得
」
に
分
類
さ
れ
る
作
業
と
し
て
捉
え
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
節

の
解
釈
に
従
え
ば
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
主
張
を
理
解
可
能
な
か
た
ち
で
再
定
式
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
善
き
立
法
家
は

「
最
善
の
法
を
、
自
然
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
真
理
か
ら
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
主
張
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
節
の
解
釈
は
第
三
の
問
題
点
も
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に
、
本
節
で
提
示
し
た
T1
と
T2
の
解
釈
を
基
に
、
両
箇
所
の
議
論
を
再
構
成
し
よ
う
。「
ち
ょ
う
ど
建
築
術
に
お
い
て
、
コ
ン
パ
ス

な
ど
の
最
善
の
道
具
が
自
然
か
ら
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
に
、
そ
れ
と
同
様
に
立
法
術
に
お
い
て
も
ま
た
、
善
き
立
法
家
は
何
ら

か
の
基
準
を
自
然
そ
の
も
の
か
ら
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ち
ょ
う
ど
コ
ン
パ
ス
な
ど
が
、
感
覚
的
に
何
が
十
分
に
真
っ

直
ぐ
か
で
何
が
十
分
滑
ら
か
か
の
個
別
的
判
断
に
お
い
て
、
他
の
全
て
の
道
具
よ
り
優
れ
て
い
る
様
に
、
同
様
に
最
善
の
法
も
ま
た
、
何
が

正
し
い
か
、
何
が
立
派
か
、
何
が
有
益
か
の
個
別
的
判
断
に
お
い
て
、
他
の
全
て
の
基
準
よ
り
優
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」。
そ
し
て
、
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、「
最
善
の
法
」
の
制
定
は
、
哲
学
を
し
て
い
な
い
者
が
為
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
善
き
立
法
家
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は
「
さ
ら
に
い
っ
そ
う
哲
学
を
必
要
と
す
る
」
の
で
あ
る
。

２	
「
最
善
の
法
」
の
制
定
と
「
ポ
リ
ス
に
お
け
る
法
」
の
制
定

前
節
ま
で
に
考
察
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
議
論
に
従
え
ば
、
善
き
立
法
家
は
、
第
一
に
、「
自
然
そ
の
も
の
」
に
つ
い
て
の
観
照
的
知

識
を
獲
得
し
、
第
二
に
、「
自
然
そ
の
も
の
」
か
ら
「
最
善
の
法
」
を
得
て
持
つ
必
要
が
あ
る
。「
最
善
の
法
」
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
の
個
別

的
価
値
判
断
は
、
以
上
の
作
業
の
上
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
二
つ
の
問
い
が
生
じ
る
。
第
一
の
問
い
は
、「
最

善
の
法
」
の
制
定
の
方
法
に
関
わ
る
。
善
き
立
法
家
は
「
最
善
の
法
」
を
「
自
然
そ
の
も
の
」
か
ら
「
得
て
持
つ
（ἔχειν

）」
と
い
う
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
の
簡
潔
な
記
述
は
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
作
業
を
描
写
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
も
そ
も
善
き
立
法
家
は

ど
の
よ
う
な
仕
方
で
「
最
善
の
法
」
を
「
自
然
そ
の
も
の
」
か
ら
得
て
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
が
、

本
節
の
第
一
の
課
題
で
あ
る
。
第
二
の
問
い
は
、「
何
ら
か
の
基
準
」
と
「
最
善
の
法
」
を
同
一
視
す
る
前
節
の
理
解
か
ら
帰
結
す
る
。
前

節
で
確
定
し
た
よ
う
に
、「
最
善
の
法
」
の
制
定
は
、
立
法
の
第
三
段
階
で
は
な
く
、
第
二
段
階
に
分
類
さ
れ
る
。
す
る
と
当
然
、
今
度
は

第
三
段
階
に
あ
た
る
「
最
善
の
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
の
個
別
的
価
値
判
断
」
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
ど
の
よ
う
な
具
体
的
内
容
を
付
与

し
て
い
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
が
、
本
節
の
第
二
の
課
題
で
あ
る
。

以
上
二
つ
の
問
い
に
応
答
す
る
た
め
に
、
T2
の
直
後
に
続
く55.7-21

を
検
討
し
よ
う
。
少
し
長
い
が
、
下
に
引
用
す
る
。

T4
│

し
か
も
ま
た
、
一
方
で
他
の
諸
々
の
技
術
に
お
い
て
も
、
人
々
は
、
彼
ら
の
道
具
や
最
も
厳
密
な
計
算
（τοὺς λογισμοὺς τοὺς 

ἀκριβεστάτους

）
を
、
原
初
の
も
の
そ
の
も
の
か
ら
（ἀπ᾽ αὐτῶ

ν τῶ
ν πρώ

τω
ν

）
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
概
略
知
っ
て
い
る
と
い
う

の
で
は
決
し
て
な
い
。
彼
ら
は
、
そ
れ
ら
の
道
具
を
［
原
初
の
も
の
か
ら
］
第
二
次
的
、
第
三
次
的
な
も
の
、
な
い
し
さ
ら
に
遠
く
離
れ

た
も
の
か
ら
得
て
い
る
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
理
論
を
経
験
か
ら
（ἐξ ἐμπειρίας

）
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
方
で
、
厳
密
な
も
の
そ
の
も

の
か
ら
の
模
倣
（ἀπ᾽ αὐτῶ

ν τῶ
ν ἀκριβῶ

ν ἡ μίμησίς

）
は
、
全
て
の
人
々
の
う
ち
、
た
だ
哲
学
者
の
み
に
許
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
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哲
学
者
は
原
初
の
も
の
の
観
照
者
で
あ
っ
て
、
模
倣
物
の
観
照
者
で
は
な
い
か
ら
だ
（55.7-14

）。
し
た
が
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
（ὥ

σπερ

）

物
差
し
や
、
そ
の
他
こ
の
種
の
道
具
を
使
わ
ず
に
、
他
の
建
物
に
た
だ
近
似
し
た
か
た
ち
で
［
家
を
］
作
る
よ
う
な
建
築
家
が
決
し
て

優
れ
た
建
築
家
で
は
な
い
よ
う
に
、
同
じ
様
に
（ὁμοίω

ς

）、
恐
ら
く
は
他
の
人
々
の
行
為
や
他
の
諸
ポ
リ
ス
の
国
制
─
ス
パ
ル
タ
の
で

あ
れ
、
ク
レ
テ
の
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
諸
ポ
リ
ス
で
あ
れ
─
に
目
を
向
け
（ἀποβλέπω

ν…
πρὸς

）、
そ
れ
を
模
倣
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
（μιμούμενος

）
ポ
リ
ス
に
お
け
る
法
を
定
め
、
自
分
自
身
の
行
為
を
行
う
人
は
、
決
し
て
優
れ
た
立
法
者
で
も
な
け
れ
ば
、
立

派
［
な
政
治
家（

（3
（

］
で
も
な
い
。（55.14-21

）

第
一
の
問
い
に
対
す
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
回
答
は
、
T4
で
極
め
て
明
示
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
善
き
立
法
家
は
「
原
初
の
も

の
そ
の
も
の
」「
厳
密
な
も
の
そ
の
も
の
」
の
「
模
倣
（ἡ μίμησις

）」
を
と
お
し
て
立
法
に
必
要
な
「
道
具
や
最
も
厳
密
な
計
算
」
を
獲
得
す

る
。
こ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
回
答
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
の
は
、
第
一
に
、
模
倣
の
対
象
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
「
原
初
の
も
の
そ
の
も

の
」「
厳
密
な
も
の
そ
の
も
の
」
が
当
該
箇
所
の
文
脈
に
お
い
て
何
を
指
示
す
る
の
か
、
そ
し
て
第
二
に
、
そ
の
模
倣
を
と
お
し
て
立
法
家

が
何
を
獲
得
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、「
原
初
の
も
の
そ
の
も
の
」「
厳
密
な
も
の
そ
の
も
の
」
の
実
質
的
内
容

を
厳
密
に
特
定
す
る
こ
と
は
本
稿
の
考
察
範
囲
を
超
え
る
た
め
、
本
稿
で
は
暫
定
的
な
解
釈
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る（

（3
（

。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
T4
の55.7-14

で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
用
い
て
い
る
用
語
に
着
目
し
よ
う
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
立
法
以
外
の
技
術
に

お
い
て
、
そ
の
道
具
や
計
算
を
「［
原
初
の
も
の
か
ら
］
第
二
次
的
、
第
三
次
的
な
も
の
、
な
い
し
さ
ら
に
遠
く
離
れ
た
も
の
か
ら
得
て
い
る

0

0

0

0

0

0

」

技
術
者
と
、「
厳
密
な
も
の
そ
の
も
の
か
ら
の

0

0

0

模
倣
」
を
為
す
哲
学
者
を
対
置
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
T1
に
お
い
て
も
、
た
と

え
ば
「
自
然
か
ら
発
見
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

」
や
「
自
然
そ
れ
自
体
、
す
な
わ
ち
、
真
理
か
ら
得
て
持
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

」
な
ど
、
立
法
の
第
二
段
階
の
作
業
を
記
述

す
る
際
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、55.7-14

も
立
法
の
第
二
段
階
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
。

次
に55.14-21

を
検
討
し
よ
う
。
同
箇
所
で
は
、ὥ

σπερ

とὁμοίω
ς

か
ら
構
成
さ
れ
る
建
築
と
立
法
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
再
度
導
入
さ
れ
、

「
ち
ょ
う
ど
物
差
し
や
そ
の
他
こ
の
種
の
道
具
を
使
わ
ず
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

…
［
家
を
］
作
る
」
建
築
家
と
「
他
の
人
々
の
行
為
や
他
の
諸
ポ
リ
ス
の
国
制
に

目
を
向
け

0

0

0

0

、
そ
れ
を
模
倣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ポ
リ
ス
に
お
け
る
法
を
定
め
」
る
立
法
家
が
類
比
的
に
捉
え
ら
れ
、
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
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る
。
こ
れ
ら
の
表
現
は
、
T1
で
の
「
墨
縄
や
物
差
し

0

0

0

や
コ
ン
パ
ス
…
に
照
ら
し
合
わ
せ
て

0

0

0

0

0

0

0

」
や
「
そ
れ
ら
に
照
ら
し
合
わ
せ
て

0

0

0

0

0

0

0

判
断
す
る
何

ら
か
の
基
準
」
と
言
っ
た
、
立
法
の
第
三
段
階
を
記
述
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
表
現
と
重
な
り
合
う
も
の
と
理
解
し
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
T4
で
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
立
論
は
次
の
構
成
を
と
る
と
理
解
さ
れ
る
。
ま
ず
、55.7-14

で
立
法
の
第
二
段
階
を
再
び
議
論

の
俎
上
に
載
せ
、「
原
初
の
も
の
そ
の
も
の
」「
厳
密
な
も
の
そ
の
も
の
」
を
模
倣
し
、
立
法
に
お
け
る
最
善
の
道
具
を
得
る
こ
と
が
「
哲
学

者
の
み
に
許
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
、
続
く55.14-21

で
、
今
度
は
立
法
の
第
三
段
階
に
再
び
立
ち
戻
り
、「
原
初
の
も
の

そ
の
も
の
」「
厳
密
な
も
の
そ
の
も
の
」
の
模
倣
を
と
お
し
て
得
た
基
準
で
は
な
く
、
既
存
の
国
制
を
模
倣
し
て
ポ
リ
ス
に
お
け
る
法
を
定

め
る
立
法
家
を
「
優
れ
た
立
法
家
で
は
な
い
」
と
結
論
づ
け
る
こ
と
で
、「
立
法
家
は
哲
学
を
必
要
と
す
る
」
と
い
う
自
身
の
主
張
を
補
強

す
る（

（3
（

。
こ
の
よ
う
に
、
T4
の
議
論
が
T1
と
T2
で
提
示
さ
れ
た
立
法
モ
デ
ル
を
下
敷
き
に
し
、
か
つ
そ
の
第
二
段
階
（55.7-14

）
と
第
三
段
階

（55.14-21

）
に
関
す
る
記
述
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
立
法
の
第
二
段
階
で
最
善
の
道
具
の
源
泉
と
し
て
言
及

さ
れ
る
「
原
初
の
も
の
そ
の
も
の
」「
厳
密
な
も
の
そ
の
も
の
」
は
、
T1
で
同
一
の
位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
て
い
る
「
自
然
そ
の
も
の
」
と

同
義
的
に
捉
え
て
問
題
な
い
だ
ろ
う（

（3
（

。

で
は
、「
原
初
の
も
の
そ
の
も
の
」「
厳
密
な
も
の
そ
の
も
の
」
の
模
倣
を
と
お
し
て
、
立
法
家
は
何
を
把
握
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
モ
ナ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
哲
学
者
は
こ
れ
ら
［
原
初
の
も
の
そ
の
も
の
・
厳
密
な
も
の
そ
の
も
の
］
か
ら
彼
の
依
拠

す
る
原
則
（principles

）
を
直
接
引
き
出
し
、
そ
れ
か
ら
模
倣
へ
と
進
む（

（3
（

」。
本
稿
第
二
章
第
二
節
で
既
に
み
た
よ
う
に
、「
彼
の
依
拠
す
る

原
則
」
に
よ
っ
て
モ
ナ
ン
が
意
味
す
る
の
は
「
何
ら
か
の
基
準
」
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、55.7-14

の
彼
の
理
解
は
、
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
立
法
家
は
「
原
初
の
も
の
そ
の
も
の
」「
厳
密
な
も
の
そ
の
も
の
」
を
模
倣
す
る
こ
と
で
「
何
ら
か
の
基
準
」
を
把
握
す

る
。
そ
の
上
で
、「
何
ら
か
の
基
準
」
に
「
目
を
向
け
、
そ
れ
を
模
倣
す
る
」
こ
と
で
、「
最
善
の
法
」
を
制
定
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
理
解
が
不
適
切
な
の
は
前
章
の
考
察
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
最
善
の
法
」
の
制
定
は
立
法
の
第
三
段
階
で
は
な
く
、
第
二

段
階
に
分
類
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。55.7-14

が
立
法
モ
デ
ル
の
第
二
段
階
に
関
す
る
議
論
か
ら
成
り
、
か
つ
「
原
初
の
も
の
そ
の
も
の
」「
厳

密
な
も
の
そ
の
も
の
」
が
「
自
然
そ
の
も
の
」
と
同
一
視
さ
れ
う
る
以
上
、
そ
の
模
倣
を
と
お
し
て
把
握
さ
れ
る
も
の
は
「
最
善
の
法
」
で

あ
る
と
看
做
す
べ
き
だ
ろ
う
。
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以
上
で
、
本
章
冒
頭
で
提
示
し
た
二
つ
の
問
い
に
対
す
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
回
答
は
得
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
議

論
に
従
え
ば
、
善
き
立
法
家
は
「
自
然
そ
の
も
の
」
＝
「
厳
密
な
も
の
そ
の
も
の
」「
原
初
の
も
の
そ
の
も
の
」
の
「
模
倣
」
を
と
お
し
て

「
最
善
の
法
」
を
制
定
し
、
そ
れ
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
ポ
リ
ス
に
お
け
る
法
を
定
め
る
。
し
た
が
っ
て
、
ポ
リ
ス
に
お
け
る
法
の
制
定
が
立

法
モ
デ
ル
の
第
三
段
階
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
は
確
実
と
言
っ
て
よ
い（

（3
（

。「
最
善
の
法
」
は
、
ポ
リ
ス
に
お
け
る
法
を
定
め
る
た
め
の
基
準
と

し
て
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ポ
リ
ス
に
お
け
る
法
の
制
定
を
立
法
の
第
三
段
階
に
分
類
す
る
こ
と
は
、
一
見
不
可
解
に
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
と
い
う

の
も
、「
自
然
そ
の
も
の
」
を
模
倣
す
る
こ
と
で
「
最
善
の
法
」
を
制
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
さ
ら
に
そ
れ
に
照
ら
し
合
わ
せ
て

ポ
リ
ス
に
お
け
る
法
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
こ
こ
で
、
T2
で
「
制
定
さ
れ
た
」
と
訳
出
さ
れ
たκείμενος

（κεῖμαι

の
現
在
完
了
形
・
男

性
分
詞
・
単
数
形
）
に
着
目
し
た
い
。
こ
の
用
語
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
る
べ
き
は
、
そ
れ
が
実
践
的
に
（
現
実
的
に
）
制
定
さ
れ
た
法
を
記
述

す
る
た
め
だ
け
で
は
な
く（

（3
（

、「
理
論
的
に
」
あ
る
い
は
「
言
葉
の
上
で
」
制
定
さ
れ
た
法
を
記
述
す
る
た
め
に
も
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
政
治
学
』
第
四
巻
第
四
章
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、『
ポ
リ
テ
イ
ア
』
に
お
け
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
妻
子
共
有
の
提
案

が
実
現
さ
れ
た
な
ら
ば
、「
正
し
く
制
定
さ
れ
た
法
（τοὺς ὀρθῶ

ς κειμένους νόμους

）
に
よ
っ
て
当
然
生
じ
て
良
い
は
ず
の
こ
と
…
と
は
正
反

対
の
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
」（1262b5
）
と
述
べ
て
い
る（

（3
（

。

κεῖμαι

を
理
論
的
な
意
味
と
実
践
的
な
意
味
で
用
い
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
使
用
方
法
は
、『
政
治
学
』
に
通
底
す
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

の
探
求
方
法
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
え
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
善
き
立
法
家
は
、「
諸
々
の
ポ
リ
ス
の
う
ち
で
善
い
法
を

有
す
る
（εὐνομεῖσθαι

）
と
言
わ
れ
る
ポ
リ
ス
が
採
用
し
て
い
る
国
制
」（Pol. 1260b30-31

）
の
み
な
ら
ず
、「
絶
対
的
に
最
善
の
国
制
」（Pol. 

1288b25-26

）
も
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（3
（

。
こ
の
よ
う
に
、
既
存
の
諸
々
の
国
制
の
種
類
や
差
異
だ
け
で
な
く
、
理
論
的
に
最
善
な
国
制

を
も
研
究
す
る
こ
と
で
、
立
法
家
は
「
こ
の
同
じ
［
政
治
の
］
知
識
（φρονήσεω

ς
）
に
よ
っ
て
、
最
良
の
法
（νόμους τοὺς ἀρίστους

）
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
制
に
適
合
す
る
法
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
」（P

ol. 1289a11-13
）。
そ
し
て
、
そ
の
作
業
の
上
に
、
立
法
家
は
国
制
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
（πρὸς...τὰς πολιτείας

）
法
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（Pol. 1289a13-15
）
の
で
あ
る（

（4
（

。
も
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
『
哲
学

の
す
す
め
』
の
執
筆
時
に
、『
政
治
学
』
に
お
い
て
正
式
に
表
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
探
求
方
法
を
既
に
念
頭
に
置
い
て
い
た
と
す
れ
ば（

（4
（

、
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「
自
然
そ
の
も
の
」
か
ら
導
出
さ
れ
る
「
最
善
の
法
」
は
「
理
論
的
に
」
最
善
の
基
準
で
あ
り
、
そ
れ
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
ポ
リ
ス
に
お
け

る
法
は
制
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
最
終
的
な
主
張
が
提
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
と
し
て
T4
を
解
釈
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

本
稿
の
解
釈
を
ま
と
め
よ
う
。
本
稿
は
、『
哲
学
の
す
す
め
』
第
十
章
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
提
示
す
る
立
法
モ
デ
ル
を
、
①
「
自
然
に

つ
い
て
の
経
験
」、
②
「
最
善
の
基
準
の
獲
得
」、
③
「
最
善
の
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
の
個
別
的
価
値
判
断
」
の
階
層
的
な
三
段
階
か
ら

構
成
さ
れ
る
モ
デ
ル
と
し
て
理
解
し
た
。
先
行
研
究
は
、
第
二
段
階
で
導
入
さ
れ
る
「
何
ら
か
の
基
準
」
の
実
質
的
内
容
の
確
定
を
怠
り
、

「
最
善
の
法
」
の
制
定
と
ポ
リ
ス
に
お
け
る
法
の
制
定
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
前
者
を
立
法
の
第
三
段
階
に
分
類
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
既
存
の
研
究
に
反
し
て
、
本
稿
の
解
釈
の
特
徴
は
、「
何
ら
か
の
基
準
」
の
具
体
的
内
実
と
し
て
「
最
善
の
法
」
を
捉
え
、
そ
の
制
定
と

ポ
リ
ス
に
お
け
る
法
の
制
定
を
厳
密
に
区
別
し
た
上
で
、
上
述
の
モ
デ
ル
に
即
し
て
前
者
を
立
法
の
第
二
段
階
に
、
後
者
を
第
三
段
階
に
分

類
す
る
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
本
稿
の
解
釈
は
、
T1
〜
T4
で
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
議
論
の
形
式
に
着
目
し
、
立
法
に
お
け
る
「
最
善
の

法
」
の
位
置
付
け
を
適
切
に
解
釈
す
る
上
で
決
定
的
に
重
要
な
用
語
で
あ
るκεῖμαι

が
、
理
論
的
な
意
味
と
実
践
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る

こ
と
を
『
政
治
学
』
に
お
け
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
議
論
か
ら
導
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
。
先
行
研
究
が
、
例
外
な
く
「
最

善
の
法
」
の
制
定
を
誤
っ
て
立
法
の
第
三
段
階
に
分
類
し
た
の
は
、κεῖμαι

を
理
論
的
な
意
味
で
は
な
く
、
実
践
的
な
意
味
で
理
解
し
た
こ

と
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
以
上
の
本
稿
の
読
解
に
従
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
具
体
的
内
実
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。
第
一

に
、
善
き
立
法
家
は
立
法
に
お
け
る
最
善
の
基
準
の
源
泉
で
あ
る
「
自
然
そ
の
も
の
」「
原
初
の
も
の
そ
の
も
の
」「
厳
密
な
も
の
そ
の
も

の
」
を
観
照
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
観
照
的
な
知
識
を
得
る
。
第
二
に
、
そ
れ
ら
の
「
模
倣
」
を
と
お
し
て
、
建
築
に
お
け
る
最
善
の
道

具
で
あ
る
「
墨
縄
や
物
差
し
や
コ
ン
パ
ス
」
に
対
応
す
る
、
立
法
に
お
け
る
最
善
の
基
準
で
あ
る
「
最
善
の
法
」
を
理
論
的
に
制
定
す
る
。

第
三
に
、「
最
善
の
法
」
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
ポ
リ
ス
に
お
け
る
法
を
定
め
る
。
以
上
が
、『
哲
学
の
す
す
め
』
第
十
章
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

が
提
起
す
る
立
法
モ
デ
ル
の
妥
当
な
解
釈
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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四　

結
論

本
稿
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
初
期
著
作
『
哲
学
の
す
す
め
』
第
十
章
を
詳
細
に
検
討
し
、
そ
こ
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
提
示
す
る
理
想

的
な
立
法
モ
デ
ル
の
実
質
的
内
容
を
審
ら
か
に
し
た
。
序
論
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
哲
学
の
す
す
め
』
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
プ
ラ
ト
ン

の
ア
カ
デ
メ
イ
ア
在
学
時
代
（
お
そ
ら
く
紀
元
前
三
五
〇
年
前
後
）
に
執
筆
し
た
著
作
で
あ
る
。
当
時
の
ア
テ
ナ
イ
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
と
イ
ソ
ク

ラ
テ
ス
が
「
哲
学
」
と
「
政
治
」
の
あ
り
方
や
両
者
の
あ
る
べ
き
関
係
を
巡
っ
て
激
し
い
論
争
を
展
開
し
て
い
た
。
そ
の
論
争
に
お
い
て
、

若
き
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
ア
カ
デ
メ
イ
ア
の
立
場
に
自
ら
を
置
き
つ
つ
、
後
期
著
作
に
お
い
て
よ
り
緻
密
に
規
定
さ
れ
る
諸
概
念
も
用
い

な
が
ら
、
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
『
ア
ン
テ
ィ
ド
シ
ス
』
に
対
す
る
反
論
の
意
味
を
込
め
て
『
哲
学
の
す
す
め
』
を
執
筆
し
た
と
さ
れ
る（

（4
（

。
つ
ま

り
、
紀
元
前
六
世
紀
後
半
以
来
ギ
リ
シ
ア
で
形
成
さ
れ
た
「
哲
学
」
と
「
政
治
」
の
内
実
と
そ
の
関
係
を
巡
る
論
争
を
背
景
に
、
プ
ラ
ト
ン

と
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
意
識
的
に
一
定
の
距
離
を
保
ち
つ
つ
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
執
筆
し
た
著
作
が
『
哲
学
の
す
す
め
』
に
他
な
ら
な

い
。
他
方
で
、『
哲
学
の
す
す
め
』
に
お
け
る
議
論
が
、『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』、『
政
治
学
』、『
形
而
上
学
』、『
動
物
部
分
論
』
な
ど
に
お

い
て
「
再
利
用
さ
れ
た（

（4
（

」
こ
と
を
示
す
研
究
も
徐
々
に
現
れ
つ
つ
あ
る
。
以
上
の
点
を
考
慮
す
る
な
ら
、『
哲
学
の
す
す
め
』
に
お
い
て
表

明
さ
れ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
思
想
の
精
確
な
理
解
は
、
少
な
く
と
も
二
重
の
意
味
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
身
の
政

治
哲
学
の
全
体
的
理
解
を
志
向
す
る
上
で
も
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
政
治
哲
学
と
プ
ラ
ト
ン
や
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
政
治
哲
学
と
の
影
響
関
係
を

よ
り
良
く
理
解
す
る
上
で
も（

（4
（

、
重
要
な
意
義
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、『
哲
学
の
す
す
め
』
の
テ
キ
ス
ト
内
在
的
な

研
究
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
本
稿
は
わ
が
国
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
政
治
哲
学
研
究
に
対
し
て
一
定

の
意
義
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
哲
学
の
す
す
め
』
第
十
章
に
議
論
を
限
定
し
た
と
し
て
も
、
論
じ
る
べ
き
問
題
は

な
お
多
く
残
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
第
一
に
、
同
章
の
鍵
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
自
然
」
が
、
T1
〜
T4
の
議
論
の
文
脈

で
い
か
な
る
意
味
が
付
与
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、『
形
而
上
学
』
第
五
巻
第
四
章
や
『
自
然
学
』
第
二
巻
を
参
照
し
な
が
ら
、
厳
密
か
つ
精

確
に
確
定
す
る
こ
と
だ
ろ
う（

（4
（

。
そ
し
て
、
第
二
に
、
本
稿
が
提
示
し
た
『
哲
学
の
す
す
め
』
に
お
け
る
立
法
モ
デ
ル
と
、『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
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理
学
』
や
『
政
治
学
』
か
ら
剔
抉
さ
れ
る
立
法
モ
デ
ル
と
の
一
貫
性
も
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
検
討
は

別
途
の
詳
細
な
議
論
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
今
後
の
筆
者
の
課
題
と
し
て
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

【
謝
辞
】

本
稿
は
、
二
〇
一
七
年
八
月
三
一
日
の
「
第
一
七
三
回
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
セ
ミ
ナ
ー
＆
第
七
回
Ｐ
Ａ
Ｐ
研　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
＆
プ
ラ
ト
ン
：
政
治
哲
学

と
そ
の
周
辺
」
に
お
け
る
報
告
「Philosophy and Politics in Ch. X

 of A
ristotle ’s Protrepticus

」
に
加
筆
、
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
司
会
を

担
当
し
て
下
さ
っ
た
近
藤
智
彦
先
生
、
コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
の
修
正
に
当
た
り
、
二
名
の
匿
名

審
査
員
の
方
々
か
ら
大
変
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
1
）『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
の
略
称
と
し
てE

N
.

を
用
い
る
。
底
本
は
以
下
を
用
い
て
い
る
。I. Byw

ater, ed., A
ristotelis E

thica N
icom

achea, 
London: O

xford U
niversity Press, 1984.

（
2
）『
政
治
学
』
の
略
称
と
し
てPol.

を
用
い
る
。
底
本
は
以
下
を
用
い
て
い
る
。W

. D
. Ross, ed., A

ristotelis Politica, O
xford and N

ew
 Y

ork: 
O

xford U
niversity Press, 1957.

（
3
）
藤
井
義
男
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
倫
理
學
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
一
年
、
岩
田
靖
夫
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
政
治
思
想
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇

年
、
荒
木
勝
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
政
治
哲
学
の
重
層
性
』
創
文
社
、
二
〇
一
一
年
。

（
4
）
例
外
と
し
て
、
藤
沢
令
夫
「
観
る
こ
と
（θεω

ρία

）
と
為
す
こ
と
（πρᾶξις

）
─
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
お
よ
び
後
期
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
の

比
較
に
お
け
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
プ
ロ
ト
レ
プ
テ
ィ
コ
ス
』
の
哲
学
思
想
─
」、『
西
洋
古
典
学
研
究
』
第
二
十
一
号
、
一
九
七
三
年
、
一
─
一
九
頁
が

挙
げ
ら
れ
る
。

（
5
）I. Byw

ater, O
n a Lost D

ialogue of A
ristotle, in Journal of Philology, V

ol. 2
（1869

）pp. 55-69.

（
6
）W

. Jaeger, A
ristotle: Fundam

entals of the H
istory of H

is D
evelopm

ent 2
nd ed, trans. R. Robinson, O

xford: O
xford U

niversity 
Press, 1957; I. D

üring, Problem
s in A

ristotle ’s Protrepticus, in E
ranos, V

ol. 52
（1954
）pp. 139-171; A

ristotle in the Protrepticus, in 
A

utour d ᾽A
ristote, Louvain

（1955

）pp. 81-97; A
ristotle ’s Protrepticus: A

n A
ttem

pt at R
econstruction, Gothenburg: Studia Graeca et 



172政治思想とダイバーシティ【政治思想研究 第19号／2019年５月】

Latina Gothoburgensia, 1961.
（
7
）D

. S. H
utchinson and M

. R. Johnson, A
uthenticating A

ristotle ’s Protrepticus, in O
xford Studies in A

ncient Philosophy, V
ol. 29

（2005
）pp. 193-294.

（
8
）『
哲
学
の
す
す
め
』
の
底
本
は
以
下
を
用
い
て
い
る
。H

. Pistelli, Iam
blichi Protrepticus, Leipzig: Y

eubner, 1888

（repr. Stuttgart, 1967

）. 

異
読
を
し
た
時
に
は
註
に
そ
れ
を
記
す
。
邦
訳
は
、
廣
川
洋
一
訳
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
「
哲
学
の
す
す
め
」』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
一
年
を
参
照

し
た
が
、
訳
語
は
適
宜
改
変
し
た
。
以
下
、
引
用
文
中
の
（　

）
は
引
用
テ
キ
ス
ト
の
原
語
、［　

］
は
筆
者
に
よ
る
補
足
、
傍
点
は
強
調
を
示
す
。

（
9
）
こ
の
箇
所
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
るD

. S. H
utchinson &

 M
. R. Johnson

に
よ
る
再
構
成
の
最
新
版
（A

ristotle: 
Protrepticus, w

ith Com
m

entary, w
w

w
.protrepticus.info, accessed on June 12, 2018

）
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、Pisteli

な
ど
に
従
い
、

削
除
し
な
い
。Cf. 55.21-22; M

. W
alker, A

ristotle on the U
ses of Contem

plation, Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 2018, p. 

146.

（
10
）
こ
の
箇
所
の
議
論
の
形
式
に
つ
い
て
は
、D

. S. H
utchinson &

 M
. R. Johnson, Iam

blichus, Protrepticus chapter X
 com

m
entary 

（unpublished. w
w

w
.protrepticus.info, accessed on June 12, 2018

）, p. 3

を
参
照
（
以
下
、
同
書
をD

SH
 &

 M
RJ

と
略
記
）。
同
様
の
議
論
の

形
式
は
、『
哲
学
の
す
す
め
』
第
六
章
（38.14-22
）
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
同
箇
所
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
身
体
に
対
す
る
諸
々
の
技
術
と
「
知
識

（φρονήσεις

）」
と
し
て
医
術
と
体
育
術
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、「
魂
と
魂
の
卓
越
性
に
つ
い
て
も
ま
た
、
何
ら
か
の
配
慮
と
技
術
が
存
在
す
る
こ
と

（καὶ περὶ ψυχὴν καὶ τὰς ψυχικὰς ἀρετάς ἐστί τις ἐπιμέλεια καὶ τέχνη

）」
を
明
確
に
し
て
い
る
（D

SH
 &

 M
RJ

に
従
い
、38.19

はψυχὴς

で
は
な

くψυχικὰς

を
採
る
）。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、「
同
様
に
（οὕτω

）、
自
然
に
つ
い
て
も
ま
た
（καὶ

）［
何
ら
か
の
配
慮
と
技
術
が
存
在
す
る
］」。

Cf. 38.3-39.4; E
N

. 1180b27-28.

こ
の
箇
所
で
「
知
識
」
と
訳
さ
れ
たφρόνησις

の
『
哲
学
の
す
す
め
』
に
お
け
る
用
法
と
そ
の
訳
語
の
選
択
に
つ
い
て

は
、
脚
注
15
を
参
照
。

（
11
）
こ
こ
で
「
任
を
負
う
人
た
ち
」
と
訳
出
さ
れ
たπροσποιούμενοι

（προσποιέω

の
現
在
分
詞
、
男
性
・
複
数
・
主
格
）
の
用
法
を
リ
デ
ル
・
ス
コ
ッ

ト
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
希
英
辞
典
（H

. G Liddell and R. Scott, A
 G

reek-E
nglish Lexicon w

ith a revised supplem
ent, O

xford: Clarendon 
Press, 1996, p. 1524

）
で
確
認
す
る
と
、
大
別
し
て
以
下
二
つ
の
用
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
①
自
分
の
権
限
内
に
含
む
（include in one ’s 

purview

）、
②
本
来
自
分
の
も
の
で
な
い
も
の
を
そ
う
で
あ
る
か
の
よ
う
に
主
張
す
る
（take to oneself w

hat does not belong to one

）、
〜
の

ふ
り
を
す
る
（pretend

）。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、προσποιέω

を
②
の
意
味
で
頻
繁
に
用
い
て
お
り
（Cf. E

N
. 1127b9, 18, 21, 26, 1178a31; E

E
. 

1121a25, 1235b10

）、
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
「
知
識
を
有
す
る
ふ
り
を
す
る
（pretending to be know

ledgeable

）」
と
訳
し
て
い
る
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（A
ristotle: Protrepticus, w

ith Com
m

entary, 2017, p. 53

）。
し
か
し
、
引
用
箇
所
の
文
脈
が
、
立
法
の
要
諦
と
そ
の
目
的
と
の
関
連
に
お
い
て
立

法
家
の
職
務
を
確
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
上
引
用
の
訳
は
文
脈
に
合
わ
な
い
（Cf. E

N
. 1181a9-19

）。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
①
を
採

用
し
、
議
論
の
文
脈
に
照
ら
し
て
「
任
を
負
う
」
を
訳
語
と
し
て
選
択
し
た
（Cf. 

廣
川
、
前
掲
書
、
七
一
頁
）。

（
12
）D

SH
 &

 M
RJ, ibid., p. 2 

は
、
T3
を
下
敷
き
に
し
て
執
筆
さ
れ
た
箇
所
と
し
て
、E

N
. 1102a5-21

を
挙
げ
て
い
る
。

（
13
）
T3
で
挙
げ
ら
れ
る
立
法
家
の
第
一
の
目
的
は
、「
市
民
た
ち
を
あ
る
特
定
の
性
質
の
人
々
に
、
す
な
わ
ち
、
立
派
な
こ
と
を
為
す
善
き
人
々
に
す
る
、

と
い
う
点
に
最
大
の
配
慮
を
払
う
（πλείστην ἐπιμέλειαν…

ποιῆσαι

）」（E
N

. 1099b29-32

）
や
、「
真
の
政
治
家
は
、
市
民
た
ち
を
法
に
従
う
善
き

人
々
に
す
る
こ
と
（ποιεῖν
）
を
望
ん
で
い
る
」（E

N
. 1102a9-10. Cf. 1103b3-6; Pol. 1280b5-8, 1333a14-16, 1333b37-38

）
と
い
っ
た
、『
ニ
コ
マ

コ
ス
倫
理
学
』
や
『
政
治
学
』
で
一
貫
し
て
主
張
さ
れ
る
立
法
家
の
目
的
の
規
定
と
重
な
り
合
う
も
の
と
看
做
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
善
き
立
法
家

に
帰
せ
ら
れ
る
第
二
の
目
的
も
、
た
と
え
ば
「
優
れ
た
立
法
家
の
任
務
は
、
ポ
リ
ス
や
人
間
の
種
族
や
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
共
同
体
が
ど
の
よ
う
に
し
て

善
き
生
に
与
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
れ
ら
に
と
っ
て
可
能
な
幸
福
に
与
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
洞
察
す
る
こ
と
で
あ
る
」（Pol. 1325a7-10. Cf. E

N
. 

1103b-6, 1160a12-14

）
な
ど
の
記
述
と
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
T3
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
や
『
政
治

学
』
に
お
い
て
主
張
さ
れ
る
立
法
家
の
目
的
と
同
一
の
目
的
を
『
哲
学
の
す
す
め
』
に
お
い
て
も
念
頭
に
置
い
て
お
り
、
そ
の
目
的
の
観
点
か
ら
善
き
立

法
家
の
条
件
を
確
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。Cf. D

SH
 &

 M
RJ, ibid., p. 2.

（
14
）D

üring, ibid., pp. 214-215. Cf. W
alker, ibid., pp. 30-33.

（
15
）
こ
こ
で
「
知
識
」
と
訳
出
さ
れ
たφρόνησις

は
、
通
常
「
思
慮
」
な
ど
と
訳
出
さ
れ
る
術
語
で
、『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
第
六
巻
で
は
「
他
の
仕

方
で
は
あ
り
得
な
い
」
事
柄
に
関
わ
る
「
学
問
的
知
識
（ἐπιστήμη
）」
か
ら
峻
別
さ
れ
、「
他
の
仕
方
で
も
あ
り
う
る
」
事
柄
に
関
わ
る
と
さ
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
イ
ェ
ー
ガ
ー
が
正
し
く
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
哲
学
の
す
す
め
』
で
はφρόνησις

とἐπιστήμη

が
同
義
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

（Jaeger, ibid., pp. 81-84

）。『
哲
学
の
す
す
め
』
で
はφρόνησις

が
「
哲
学
（
観
照
）」
と
「
実
践
（
政
治
・
倫
理
）」
に
関
わ
る
知
を
指
す
た
め
に
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
、
一
般
的
な
用
語
で
あ
る
「
知
識
」
を
訳
語
と
し
て
採
用
し
た
。『
哲
学
の
す
す
め
』
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
観
照
知

と
実
践
知
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
藤
沢
、
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
16
）
と
は
言
え
、「
自
然
」
に
つ
い
て
「
経
験
」
を
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
何
ら
か
の
基
準
」
を
把
握
す
る
た
め
で
あ
る
、
と
理

解
し
て
は
な
ら
な
い
。「
自
然
」
に
つ
い
て
の
「
経
験
」
は
、
後
に
「
こ
の
［
自
然
に
つ
い
て
の
］
知
識
は
観
照
的
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
我
々

に
、
そ
れ
に
則
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
製
作
す
る
力
を
与
え
て
く
れ
る
」（56.2-3

）
や
、
視
覚
の
よ
う
に
、「
我
々
が
そ
れ
に
則
し
て
何
事
か
を
実

践
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
我
々
の
実
践
に
と
っ
て
最
大
の
助
け
に
な
る
」（56.6-8

）
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
副
次
的
な
も
の
と
し
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て
実
践
に
対
す
る
有
用
性
・
有
益
性
を
持
つ
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
特
に53.15-18, 54.10-12, 56.9-12

お
よ
び
以
下
を
参
照
。A

. W
. N

ightingale, 
Spectacles of T

ruth in C
lassical G

reek P
hilosophy: T

heoria in Its C
ultural C

ontext, Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 

2004, pp. 191-197; M
. W

alker, ibid., pp. 39-41.

（
17
）55.3
で
三
度
繰
り
返
さ
れ
る
「
何
が
（τί

）」
が
、「
何
ら
か
の
基
準
」
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
判
断
さ
れ
る
も
の
が
個
別
的
な
事
柄
で
あ
り
、「
正
し
さ

と
は
何
か
」「
立
派
さ
と
は
何
か
」「
有
益
さ
と
は
何
か
」
と
い
っ
た
、
徳
の
定
義
や
普
遍
的
な
規
定
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
18
）J. D

. M
onan, M

oral K
now

ledge and Its M
ethodology in A

ristotle, O
xford: Clarendon Press, 1968, pp. 20-21.

（
19
）Cf. D

SH
 &

 M
RJ, ibid., p. 5. 

（
20
）M

onan, ibid., pp. 20-21.

（
21
）C. Bobonich, W

hy Should Philosophers Rule: Plato ’s R
epublic and A

ristotle ’s Protrepticus, in Social Philosophy &
 Policy, V

ol. 
24, N

o. 2

（2007

）p. 166. 

た
し
か
に
、55.1

のὅρους

は
「
定
義
」
と
訳
出
さ
れ
る
用
語
で
あ
る
。Cf. T

opica 101b22

（W
. D

. Ross, A
ristotelis: 

T
opica et Sophistici E

lenchi, O
xford: O

xford U
niversity Press, 1958

）. 

し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
箇
所
のὅρους

を
「
定
義
」
と
し

て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
事
実
、
ボ
ボ
ニ
ッ
チ
自
身
も
こ
の
箇
所
のὅρους

を
「
基
準
（norm

s

）」
と
訳
出
し
た
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
訳
を
用
い
て
い

る
。

（
22
）Bobonich, ibid., p. 166. Cf. p. 168.

（
23
）M

. W
alker, T

he U
tility of Contem

plation in A
ristotle ’s Protrepticus, in A

ncient Philosophy, V
ol. 30

（2010

）p. 141, n. 8

は
、
こ
の

D
üring

に
よ
る
提
案
を
（
一
部
）
受
け
入
れ
、「
も
し
［ὅρος
の
代
わ
り
に
］νόμος

を
読
ん
だ
と
し
て
も
、［
T2
の
］
主
要
な
点
は
成
立
す
る
。
す
な
わ

ち
、
哲
学
的
立
法
者
（the philosophical law

m
aker

）
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
法
が
、
最
も
自
然
に
即
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
24
）M

onan, ibid., p. 21. Cf. Jaeger, ibid., p. 90.

『
哲
学
の
す
す
め
』
に
お
け
る
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
自
然
へ
の
観
想
は
、
ま
た
立
法
者
が
そ
う
し

た
観
想
か
ら
『
自
然
に
か
な
っ
た
法
［
最
善
の
法
］
の
基
準

00

0

0

0

00

0

0

0

』
を
発
見
す
る
、
と
い
う
意
味
を
持
つ
観
想
な
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
荒
木
の
理
解
（
前
掲

書
、
三
一
─
三
二
頁
）
も
、
モ
ナ
ン
や
ウ
ォ
ー
カ
ー
と
同
一
の
も
の
と
看
做
し
て
い
い
だ
ろ
う
。

（
25
）D

SH
 &

 M
RJ, ibid., pp. 5-6

（
26
）
実
際
に
は
、
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
はT

opica. 140a6-17

と
T1
、 

T2
、 

T4
（
後
に
一
部
を
引
用
）
を
比
較
す
れ
ば
、「νόμος-ὅρος

を
巡
る
テ
キ
ス
ト
上
の

問
題
は
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る
（ibid., p. 219

）。
し
か
し
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
主
張
で
き
る
の
か
、
説
明
な
し
に
理
解
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
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（
27
）
こ
の
理
解
が
妥
当
で
あ
る
の
は
、ὁμοίω

ς

に
続
く55.1-3

で
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
主
張
がἔχειν τινὰς ὅρους δεῖ

と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
。
政
治
家
は
「
何
ら
か
の
基
準
」
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
「
何
が
正
し
い
か
、
何
が
立
派
か
、
何
が
有
益
か
」
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

い0

、
と
い
う
こ
と
が
T1
で
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
最
も
重
要
な
主
張
だ
っ
た
と
し
た
ら
、πρὸς οὕς δεῖ κρίνειν

あ
る
い
は
そ
れ
に
類
似
し
た
か
た
ち
で

表
現
し
た
は
ず
で
あ
る
。54.14-17

（
T3
の
一
部
と
し
て
引
用
）
で
も
、δεῖ...εἶναι

が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
に
注
意
。

（
28
）A

. H
. Chroust, A

ristotle: Protrepticus A
 R

econstruction, Indiana: U
niversity of N

otre D
am

e Press, 1964, p. 20; D
üring, ibid., p. 

69; 

廣
川
洋
一
訳
、
前
掲
書
、
七
二
頁
。
荒
木
（
前
掲
書
、
三
一
─
三
二
頁
）
は
、55.4

の
指
示
代
名
詞ταῦτα

を
「
こ
れ
ら
の
自
然
か
ら
得
ら
れ
た
技
芸

が
」
と
訳
し
て
い
る
。
こ
の
訳
か
ら
判
断
す
る
と
、
荒
木
は54.22-23

のταῖς ἄλλαις τέχναις ταῖς δημιουργικαῖς 

がταῦτα

の
支
持
対
象
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、ταῦτα

が
中
性
で
あ
る
の
に
対
し
、ταῖς ἄλλαις τέχναις ταῖς δημιουργικαῖς

は
女
性
で
あ
る
か
ら
、
荒
木
の
理
解

は
誤
っ
て
い
る
。

（
29
）
し
た
が
っ
て
、「
最
善
の
法
」
の
制
定
を
、
最
善
の
道
具
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
建
て
ら
れ
た
建
物
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
るD

SH
 &

 M
RJ, 

ibid., p. 5

の
解
釈
（“T

he finest law
, accordingly, is that w

hich has been laid dow
n in accordance w

ith norm
s that have been taken 

from
 nature, just as the best building is one that has been built w

ith tools that have been calibrated to nature ”

）
も
斥
け
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
30
）
荒
木
、
前
掲
書
、
三
一
頁
。

（
31
）
底
本
に
は
「
政
治
家
」
と
訳
出
さ
れ
るπολιτικός

は
な
い
が
、Plezia

お
よ
びD

SH
 &

 M
RJ

に
従
っ
て
補
っ
た
。

（
32
）
こ
の
問
題
に
対
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
ま
ず
挙
げ
る
べ
き
は
イ
ェ
ー
ガ
ー
（ibid., 1948

）
だ
ろ
う
。
彼
は
こ
の
箇
所
の
「
厳
密
な
も
の
そ
の
も

の
」
や
「
原
初
の
も
の
そ
の
も
の
」
を
プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ア
と
同
定
し
、
そ
れ
を
自
身
の
発
展
史
的
解
釈
の
基
礎
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
イ
ェ
ー
ガ
ー

の
理
解
に
対
し
て
は
、K

. V
. Fritz &

 E. K
app, A

ristotle ’s Constitutions of A
thens and R

elated T
exts, N

ew
 Y

ork: H
afner, 1950, p. 37

が
適
切
な
批
判
を
加
え
て
い
る
。『
哲
学
の
す
す
め
』
に
お
け
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
よ
り
先
の
も
の
」
と
「
よ
り
後
の
も
の
」
に
関
す
る
議
論
と
、

そ
れ
に
対
す
る
プ
ラ
ト
ン
の
影
響
に
つ
い
て
は
、É. D

e Stricker, O
n the First Section of Fragm

ent 5A
 of the Protrepticus, in I. D

üring 
&

 G. E. L. O
w

en, eds., A
ristotle and Plato in the M

id-Fourth Century: Papers of the Sym
posium

 A
ristotelicum

 held at O
xford in 

A
ugust, Göteborg, 1957, pp. 76-104

を
参
照
。

（
33
）
多
く
の
論
者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
批
判
は
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
お
け
る
立
法
の
最

善
の
基
準
と
ポ
リ
ス
に
お
け
る
法
を
定
め
方
に
つ
い
て
は
、『
ア
ン
テ
ィ
ド
シ
ス
』（
83
）
や
『
ニ
コ
ク
レ
ス
に
与
う
』（
17
）
を
参
照
。
こ
れ
ら
の
箇
所



176政治思想とダイバーシティ【政治思想研究 第19号／2019年５月】

で
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
立
法
の
最
善
の
基
準
は
他
の
ポ
リ
ス
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
既
存
の
法
で
あ
り
、
そ
れ
を
模
倣
す
る
こ
と
で
ポ
リ
ス
に
お
け
る

法
を
定
め
る
こ
と
を
強
く
勧
め
て
い
る
。（G. N

orlin, Isocrates, V
ol. I, Cam

bridge: H
arvard U

niversity Press, 1928; G. N
orlin, Isocrates, 

V
ol. II, Cam

bridge: H
arvard U

niversity Press, 1929.

）『
哲
学
の
す
す
め
』
で
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
る
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
批
判
に
つ
い
て
は
、

D
. S. H

utchinson &
 M

. R. Johnson, T
he A

ntidosis of Isocrates and A
ristotle ’s Protrepticus, 2010 

（unpublished, w
w

w
.protprepticus.

info.

）
を
参
照
。D

. S. H
utchinson &

 M
. R. Johnson, Protreptic A

spects of A
ristotle ’s N

icom
achean E

thics, in T
he C

am
bridge 

Com
panion to A

ristotle ’s N
icom

achean Ethics, R. Polansky ed., Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press

（2014

）pp. 407-408

は
、

『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』1181a12

以
降
の
議
論
が
T4
に
お
け
る
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
批
判
を
基
に
執
筆
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、『
政
治
学
』

1324b3-5

で
は
、「
実
際
、
あ
る
人
々
の
と
こ
ろ
で
は
ま
さ
し
く
こ
の
こ
と
─
隣
国
を
隷
属
化
す
る
こ
と
─
が
法
や
国
制
の
基
準
（ὅρος

）
と
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
…
た
と
え
ば
、
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
や
ク
レ
テ
が
そ
う
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
教
育
と
多
く
の
法
が
ほ
と
ん
ど
戦
争
を
目
標
に
し
て
組
織
化
さ

れ
て
い
る
（πρὸς τοὺς πολέμους συντέτακται

）
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
箇
所
も
T4
で
の
議
論
を
下
敷
き
に
し
て
展
開
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

（
34
）Cf. D

. D
evereux, T

heōria and Praxis in A
ristotle ’s Ethics, in P. D

estrée and M
. Zingano, ed., T

heoria: Studies on the M
eaning 

of Contem
plation in A

ristotle ’s Ethics, Louvain-La-N
euve: Peeters Press

（2014

）pp. 164-165.

（
35
）M

onan, ibid., p. 21.

（
36
）55.25

で
立
法
の
第
三
段
階
で
制
定
さ
れ
る
ポ
リ
ス
に
お
け
る
法
を
記
述
す
る
際
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
用
い
る
用
語
（ὀρθαὶ, καλαί

）
は
、
お
そ
ら

く
は
、
T1
で
用
い
ら
れ
たκρινεῖ τί δίκαιον καὶ τί καλόν καὶ τί συμφέρον

を
念
頭
に
置
い
た
も
の
だ
ろ
う
。

（
37
）
た
と
え
ば
、Pol. 1319a7

や1324b6

を
参
照
。

（
38
）
他
に
、Pol. 1274b26-28, 1282b2-3 

（δεῖ τοὺς νόμους εἶναι κυρίους κειμένους ὀρθῶ
ς

）, 1287a23-32, 1324b3-9, 1334a2-5, 1337a14, 1338a9-
11; E

N
. 1129b19-25 

（...ὁ κείμενος ὀρθῶ
ς

）, 1130b25-26; R
het. 1354a31-33

を
参
照
。

（
39
）
こ
の
主
張
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
『
政
治
学
』
第
四
巻
第
一
章
冒
頭
で
、
体
育
家
・
医
者
と
立
法
家
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
導
入

し
て
い
る
点
に
注
意
。Cf. Pol. 1282b10-11; 1294a4-9.

（
40
）Cf. Pol. 1282b10-13; 1337a14. 

（
41
）
こ
の
点
を
積
極
的
に
主
張
す
る
研
究
と
し
て
、D

. S. H
utchinson &

 M
. R. Johnson, ibid., 2014; M

. R. Johnson, A
ristotle ’s A

rchitectonic 
Sciences, in T

heory and Practice in A
ristotle ’s N

atural Science, D
. Ebrey, ed., Cam

bridge: Cam
bridge U

niversity Press

（2015

）pp. 
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163-186

を
参
照
。

（
42
）
藤
沢
、
前
掲
論
文
、
六
頁
。

（
43
）D

. S. H
utchinson &

 M
. R. Johnson, ibid., 2014, p. 387.

（
44
）
こ
の
方
向
の
研
究
と
し
て
、T

. W
areh, T

he T
heory and Practice of Life: Isocrates and the Philosophers, W

ashington, D
C: Center 

for H
ellenic Studies, 2012

やJ. H
. Collins II, E

xhortations to Philosophy: T
he Protreptics of Plato, Isocrates, and A

ristotle, N
ew

 
Y

ork: O
xford U

niversity Press, 2015

を
参
照
。
筆
者
の
見
解
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
政
治
哲
学
と
『
哲
学
の
す
す
め
』
に
お
い
て
表
明
さ
れ
る
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
政
治
哲
学
の
決
定
的
な
違
い
は
以
下
の
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
プ
ラ
ト
ン
が
、
法
は
あ
く
ま
で
も
一
般
的
な
規
則
を
提
示
す
る
に
と
ど

ま
り
、
個
別
的
な
状
況
に
適
切
に
対
応
で
き
な
い
が
故
に
、
立
法
家
が
法
と
反
す
る
行
為
を
為
す
こ
と
を
許
容
し
た
の
に
対
し
（Polit. 294a-296a; I. 

Burnet, Platonis O
pera I, O

xford: O
xford U

niversity Press, 1900.

）、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
立
法
モ
デ
ル
の
第
三
段
階
で
制
定
さ
れ
た
ポ
リ

ス
に
お
け
る
法
が
「
支
配
し
、
そ
れ
だ
け
が
も
っ
と
も
有
力
な
地
位
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
」（39.115

）
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
い

わ
ば
「
法
の
支
配
」
の
原
則
は
、『
政
治
学
』
で
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（Cf. Pol. 1282b2-6; 1287b17-18

）。
し
か
し
、『
哲
学
の
す

す
め
』
に
お
い
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
プ
ラ
ト
ン
が
『
政
治
家
』
等
で
提
起
し
た
法
の
蓋
然
性
の
問
題
を
論
じ
て
は
い
な
い
。
後
に
そ
の
課
題
に
取
り

組
ん
だ
箇
所
が
、『
政
治
学
』
第
三
巻
第
十
一
章
や
第
十
五
章
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
「
多
数
者
の
知
恵
」
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。

（
45
）
こ
の
方
向
の
研
究
と
し
て
、K
. V

. Fritz &
 E. K

app, ibid., pp. 32-66, pp. 212-213

やI. D
üring, A

ristotle on U
ltim

ate Principles from
 

‘N
ature and Reality ’, in I. D

üring &
 G. E. L. O

w
en, ed., ibid., pp. 35-55

を
参
照
。
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序
論知

識
人
お
よ
び
知
性
と
は
何
で
あ
り
、
い
か
な
る
社
会
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
日
本
の
戦
後
思
想

史
か
ら
の
応
答
を
求
め
て
、
本
稿
で
は
丸
山
眞
男
［
一
九
一
四
─
一
九
九
六
］
に
よ
る
知
識
人
と
知
性
の
役
割
を
め
ぐ
る
模
索
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

ま
ず
は
日
本
の
戦
後
思
想
史
に
お
け
る
知
識
人
、
知
性
を
め
ぐ
る
問
題
点
と
丸
山
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
の
意
味
、
本
稿
で
検
討
す
る
問

題
を
先
行
研
究
の
知
見
と
の
関
連
で
示
し
て
お
き
た
い
。
戦
後
日
本
の
文
脈
で
知
識
人
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
本
稿
は
特
に
進
歩
的
知
識

人
（
進
歩
的
文
化
人
）
が
戦
後
日
本
の
論
壇
で
「
覇
権
」
を
握
っ
た
こ
と
、
そ
の
進
歩
的
知
識
人
の
代
表
者
が
丸
山
で
あ
っ
た
と
、
近
年
論
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
進
歩
的
知
識
人
の
代
表
者
と
し
て
の
丸
山
は
、
共
産
党
や
共
産
主
義
か
ら
は
距
離
を
置
き
、「
左
翼
の

正
統
的
な
圏
域
」
を
創
出
し
た
。
と
り
わ
け
六
〇
年
安
保
闘
争
期
以
降
は
、
党
派
的
な
組
織
に
従
っ
た
政
治
活
動
か
ら
、
自
発
的
な
市
民
運

動
が
自
立
し
た
時
代
で
あ
り
、
丸
山
を
代
表
と
す
る
進
歩
的
知
識
人
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
上
で
「
も
っ
と
も
輝
い
た
」
時
代
、「
大
衆
の
市

民
化
」
を
担
っ
た
時
代
だ
っ
た
と
い
う（

（
（

。
そ
の
よ
う
に
戦
後
日
本
の
言
論
空
間
に
お
い
て
進
歩
的
な
知
識
人
や
大
学
人
の
知
的
権
威
が
「
覇

権
」
を
掌
握
し
て
い
た
と
い
う
位
置
付
け
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
、
そ
の
進
歩
的
知
識
人
自
ら
が
知
識
人
や
知
的
権
威
な
る
も
の
の
内
実
と

塩
原　

光

［
政
治
思
想
学
会
研
究
奨
励
賞
受
賞
論
文
］

丸
山
眞
男
の
知
性
論

─
─
存
在
拘
束
性
とdetachm

ent
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し
て
の
「
知
性
」（「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」）
を
批
判
的
に
問
い
直
し
て
き
た
思
想
史
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

本
稿
が
論
じ
る
丸
山
の
知
性
論
は
丸
山
の
Ｋ
・
マ
ン
ハ
イ
ム
理
解
に
問
題
を
絞
っ
て
い
る
。
丸
山
に
と
っ
て
の
知
識
人
と
知
性
の
問
題
を

マ
ン
ハ
イ
ム
と
の
関
連
か
ら
検
討
し
た
西
村
稔
の
先
行
研
究
で
は
、
丸
山
が
一
九
四
八
年
の
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
思
想
と
運
動
」
で
提
示

し
た
「
本
来
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
」（
都
市
に
お
け
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
階
級
、
文
化
人
乃
至
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
教
授
、
弁
護
士
な
ど
の
自
由
知
識
職

業
者
、
及
び
学
生
）
と
「
疑
似
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
」（
小
工
場
主
、
町
工
場
の
親
方
、
土
建
請
負
業
者
、
小
売
商
店
の
店
主
、
大
工
棟
梁
、
小
地
主
、
自

作
農
上
層
、
学
校
教
員
、
小
学
校
・
青
年
学
校
の
教
員
、
村
役
場
の
吏
員
・
役
員
、
下
級
官
吏
、
僧
侶
、
神
官
）
と
い
う
「
旧
定
義
」
の
、「
近
代
日
本

の
知
識
人
」（
一
九
七
七
年
）
に
至
る
ま
で
の
変
化
を
、
マ
ン
ハ
イ
ム
「
自
由
に
浮
動
す
る
知
識
層
」
評
価
と
関
連
付
け
て
論
じ
て
い
る
。
そ

の
「
近
代
日
本
の
知
識
人
」
で
丸
山
は
、
形
式
的
資
格
（
高
等
教
育
の
有
無
）
か
ら
の
イ
ン
テ
リ
の
定
義
と
、
実
質
的
な
意
味
（
職
場
に
特
定
さ

れ
る
技
能
や
知
識
を
越
え
た
普
遍
的
な
事
柄
に
つ
い
て
議
論
す
る
能
力
）
か
ら
の
イ
ン
テ
リ
の
定
義
を
分
け
て
論
じ
て
お
り
、
旧
定
義
か
ら
の
知
識

人
像
に
変
化
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
丸
山
が
一
九
五
〇
年
代
の
思
想
史
論
に
お
い
て
、
マ
ン
ハ
イ
ム
「
自
由
に
浮
動
す
る
知
識
層
」

を
示
し
な
が
ら
明
六
社
知
識
人
を
肯
定
的
に
評
価
し
た
箇
所
に
着
目
し
、
後
者
の
能
力
に
こ
そ
丸
山
は
イ
ン
テ
リ
の
理
念
型
を
み
て
い
た
こ

と
、
す
な
わ
ち
職
業
や
所
属
に
規
定
さ
れ
る
イ
ン
テ
リ
概
念
を
自
ら
批
判
的
に
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
察
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

本
稿
は
丸
山
の
マ
ン
ハ
イ
ム
受
容
の
な
か
で
も
「
自
由
に
浮
動
す
る
知
識
層
」
で
は
な
く
、「
存
在
拘
束
性
」
論
お
よ
びdetachm

ent

の

思
惟
方
法
に
注
目
し
た
。
こ
のdetachm

ent

、
距
離
を
お
く
こ
と
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
丸
山
の
著
作
や
発
言
に
頻
出
す
る
こ
と
は
、
西

村
も
そ
の
用
例
を
列
挙
す
る
形
で
紹
介
し
て
い
る
。
典
拠
と
し
て
は
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」
で
引
か
れ
る
ニ
ー
チ
ェ
「
へ
だ
た
り

の
パ
ト
ス
」
と
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
『
職
業
と
し
て
の
政
治
』
に
お
け
る
政
治
家
に
必
要
な
自
分
自
身
か
ら
「
距
離
」
を
取
る
能
力
に
関
連
す
る

も
の
と
し
て
、detachm

ent

は
丸
山
の
政
治
的
倫
理
の
一
特
徴
と
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
本
稿
が
挙
げ
て
い
くdetachm

ent

や
「
距
離
」
の
用
例

も
先
行
研
究
か
ら
多
く
の
示
唆
を
受
け
た
が
、
英
語
版
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
と
丸
山
の
読
書
ノ
ー
ト
か
ら
、
マ
ン
ハ
イ
ム
の

「
距
離
化
」
概
念
に
注
目
し
た
部
分
と
、
そ
れ
が
当
時
の
時
代
状
況
、
特
に
知
識
人
論
に
対
す
る
丸
山
の
応
答
と
関
連
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま

で
論
じ
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
。
丸
山
は
普
遍
的
な
事
象
を
議
論
で
き
る
能
力
を
も
つ
「
自
由
に
浮
動
す
る
知
識
層
」
に
依
拠
し
な
が
ら
所
属

主
義
で
規
定
さ
れ
た
知
識
人
像
を
批
判
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
戦
後
の
知
識
人
を
め
ぐ
る
問
題
状
況
や
時
代
背
景
の
中
で
マ
ン
ハ
イ
ム
を
想
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起
し
な
が
ら
、
知
識
人
な
る
も
の
の
内
実
と
し
て
の
知
性
を
積
極
的
に
問
い
直
し
て
い
た
。

ま
た
マ
ン
ハ
イ
ム
が
「
自
由
に
浮
動
す
る
知
識
層
」
を
新
中
間
層
の
議
論
と
し
て
扱
っ
て
い
た
よ
う
に
、
丸
山
も
同
時
代
に
新
し
く
提
起

さ
れ
た
「
市
民
」
の
概
念
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
担
い
手
を
広
く
想
定
す
る
知
性
を
模
索
し
て
い
た（

（
（

。
本
稿
が
検
討
す
る
一
九
五
〇
年
代

か
ら
六
〇
年
安
保
闘
争
期
は
、
講
壇
中
心
型
の
思
想
イ
ン
テ
リ
か
ら
専
門
技
術
の
知
識
が
重
視
さ
れ
る
実
務
型
イ
ン
テ
リ
へ
の
、
知
識
人
像

の
変
動
期
だ
っ
た
と
い
う
見
解
も
あ
る（

（
（

。
こ
の
時
代
は
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
や
高
度
経
済
成
長
の
背
景
に
よ
っ
て
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
終
焉
」

の
潮
流
が
生
じ
て
お
り
、
思
想
イ
ン
テ
リ
の
み
な
ら
ず
、
理
念
や
思
想
の
意
義
そ
の
も
の
が
挑
戦
を
受
け
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
に

丸
山
は
マ
ン
ハ
イ
ム
を
想
起
し
な
が
ら
、
い
か
に
知
性
の
可
能
性
を
説
き
、
い
か
な
る
知
性
の
担
い
手
を
構
想
し
た
の
か
を
検
討
す
る
。

進
歩
的
知
識
人
へ
の
批
判
と
そ
れ
に
対
す
る
丸
山
の
応
答
に
注
目
す
る
と
い
う
発
想
に
つ
い
て
も
あ
ら
か
じ
め
説
明
し
て
お
き
た
い
。
こ

れ
は
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
利
用
し
、
未
完
に
終
わ
っ
た
「
近
代
日
本
の
知
識
人
」
論
文
の
草
稿
類
と
、

『
増
補
版
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』「
後
記
」（
一
九
六
四
年
五
月
）
草
稿
を
確
認
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
。「
近
代
日
本
の
知
識
人
」
草
稿

か
ら
は
、
一
九
七
七
年
の
学
士
会
講
演
と
一
九
八
二
年
の
『
後
衛
の
位
置
か
ら
』
収
録
時
に
は
削
除
さ
れ
た
、
若
い
世
代
の
現
実
主
義
的
知

識
人
に
よ
る
進
歩
的
知
識
人
批
判
の
気
質
を
論
じ
た
箇
所
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た（

（
（

。
丸
山
は
直
接
名
指
し
て
は
い
な
い
が
、
若
い
世
代

の
現
実
主
義
派
と
は
、
江
藤
淳
、
高
坂
正
堯
、
永
井
陽
之
助
と
い
っ
た
一
九
六
〇
年
以
降
の
『
中
央
公
論
』
執
筆
者
が
想
定
さ
れ
て
き
た（

（
（

。

草
稿
で
は
、
新
世
代
知
識
人
の
、
何
ら
か
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
世
界
観
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
を
避
け
る
気
風
や
態
度
、
マ
ル
ク
ス
主
義
、
自
由
主

義
、
実
存
主
義
で
あ
れ
、
何
ら
か
の
世
界
観
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
を
避
け
る
「
軽
快
」
趣
味
の
気
質
を
捉
え
な
が
ら
、
一
方
で
は
そ
う
し

た
気
質
が
専
門
家
と
し
て
の
「
謙
虚
」
さ
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
専
門
諸
科
学
を
横
断
す
る
総
合
知
へ
の
不
信
が
あ

る
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
丸
山
が
新
世
代
の
現
実
主
義
的
知
識
人
の
気
質
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
は
、
現
実
主
義
派
の
主
張
と
正
面
か
ら

取
り
組
む
段
階
以
前
の
未
定
稿
ゆ
え
の
半
端
な
言
説
と
し
て
、
あ
る
い
は
戦
争
を
体
験
し
た
旧
世
代
か
ら
発
せ
ら
れ
た
新
世
代
へ
の
違
和
感

と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
高
坂
正
堯
が
「
現
実
主
義
者
の
平
和
論
」
で
述
べ
た
「
目
的
と
手
段
と
の
間
の
生
き
生
き
と
し
た
会
話

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
傍
点

高
坂
）」
の
よ
う
な
理
想
主
義
と
現
実
主
義
と
の
対
話
の
呼
び
か
け
へ
の
応
答
は
為
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
よ
り
は
大
熊
信
行
の
占
領
下
民

主
主
義
「
虚
妄
」
論
に
対
す
る
丸
山
の
応
答
─
─
「
大
日
本
帝
国
の
「
実
在
」
よ
り
も
戦
後
民
主
主
義
の
「
虚
妄
」
の
方
に
賭
け
る
」
─
─
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に
注
目
が
集
ま
っ
た（

（
（

。
し
か
し
本
稿
で
は
、
一
九
六
〇
年
以
降
の
現
実
主
義
的
知
識
人
へ
の
丸
山
の
応
答
よ
り
も
、
な
ぜ
丸
山
は
彼
ら
の
世

界
観
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
忌
避
的
な
気
質
、
進
歩
的
知
識
人
に
対
す
る
批
判
に
反
応
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
一
九
五
〇
年
代
の
文
脈
の
検

討
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

『
増
補
版
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』「
後
記
」
の
「
草
稿
断
片
」【282-1-1-6

】
で
丸
山
は
、「
総
括
と
か
戦
後
知
識
人
論
と
か
い
う
形
の

評
論
」
が
、「
戦
後
史
に
か
ん
す
る
新
た
な
固
定
観
念
の
沈
殿
に
寄
與
し
て
」
い
る
こ
と
、「
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
の
傾
向
の
合
流
地
点
に

戦
後
民
主
主
義
を
「
占
領
民
主
主
義
」
の
名
に
お
い
て
一
括
し
て
「
虚
妄
」
と
す
る
神
話
が
渦
ま
い
て
い
る
」
と
記
し
て
い
た
。
さ
ら
に
別

の
箇
所
で
は
「
奇
妙
な
こ
と
に
は
「
進
歩
的
知
識
人
」
の
言
動
に
あ
れ
ほ
ど
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
し
た
「
中
庸
的
文
化
人
」
が
、
こ
の
気
候

の
変
化
に
は
き
わ
め
て
寛
容
」
な
こ
と
へ
の
不
満
も
記
し
て
い
た
。
結
局
「
後
記
」
完
成
稿
で
は
、「
戦
後
知
識
人
論
」、
進
歩
的
知
識
人
に

対
す
る
「
中
庸
的
文
化
人
」
の
ア
レ
ル
ギ
ー
と
い
う
表
現
は
削
除
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
資
料
か
ら
は
丸
山
が
若
手
の
現
実
主
義
的
知
識
人
の

台
頭
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
以
前
の
一
九
五
〇
年
代
の
文
脈
で
も
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
、
進
歩
的
知
識
人
批
判
や
知
識
人
を
め
ぐ
る
議
論

の
合
流
地
点
と
し
て
、
大
熊
に
よ
る
占
領
下
民
主
主
義
「
虚
妄
」
説
を
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は

最
終
的
に
は
丸
山
が
削
っ
た
表
現
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
そ
う
し
た
表
現
を
ど
こ
ま
で
顧
慮
す
べ
き
な
の
か
は
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
一
九

六
〇
年
代
の
丸
山
が
直
面
し
た
戦
後
民
主
主
義
へ
の
批
判
、
現
実
主
義
の
台
頭
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
終
焉
と
い
う
潮
流
の
中
で
、
一
九
五
〇

年
代
以
来
の
進
歩
的
知
識
人
へ
の
批
判
を
想
起
し
て
い
た
こ
と
は
、
知
識
人
と
知
性
と
い
う
問
題
か
ら
時
代
へ
の
抵
抗
を
試
み
た
丸
山
を
再

発
見
す
る
上
で
、
重
要
な
手
が
か
り
に
は
な
る
だ
ろ
う
。

後
に
論
じ
て
い
く
よ
う
に
一
九
五
〇
年
代
の
丸
山
は
平
和
運
動
に
参
加
す
る
進
歩
的
知
識
人
（
進
歩
的
文
化
人
）
に
対
す
る
論
壇
の
批
判
的

論
調
に
応
答
し
な
が
ら
、
あ
る
べ
き
知
識
人
像
や
知
性
に
つ
い
て
模
索
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
特
に
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
安
保
闘

争
最
盛
期
前
後
の
福
田
恆
存
と
江
藤
淳
の
進
歩
的
知
識
人
批
判
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
そ
の
時
々
の
丸
山
の
応
答
を
検
討
す
る（

（1
（

。
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一　

存
在
拘
束
性
論
の
知
性

一
九
五
九
年
、
都
留
重
人
と
加
藤
周
一
と
の
鼎
談
に
お
い
て
丸
山
は
一
九
五
〇
年
代
末
の
日
本
社
会
の
状
況
を
考
え
な
が
ら
、
知
識
人
と

「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
の
あ
り
方
に
言
及
し
て
い
た
。
丸
山
は
一
九
五
〇
年
代
末
の
日
本
を
「
は
じ
め
て
地
上
の
理
想
国
を
失
っ
た
」
時

代
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
占
領
と
極
東
政
策
の
帰
結
と
し
て
の
冷
戦
状
況
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
を
受

け
て
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
の
模
範
国
と
い
う
目
標
が
喪
失
状
況
に
あ
る
こ
と
、
日
本
に
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
の
伝
統
が
な
い
代
わ
り
に
、

地
上
の
国
を
理
想
化
す
る
伝
統
が
強
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
で
「
大
衆
社
会
的
な
状
況
が
ひ
ろ
が
る
に
つ
れ
、
意
識
は
断
片
化

す
る
。
し
か
も
国
民
に
生
き
る
目
標
を
与
え
る
理
想
は
失
わ
れ
」
て
い
き
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
の
伝
統
の
欠
如
、
理
想
国
の
喪
失
が
そ
う
し

た
傾
向
を
後
押
し
す
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
の
欠
如
は
、
知
識
人
に
と
っ
て
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
欠
如
と
関
連
し

て
い
た
。
技
術
革
新
と
近
代
化
が
進
ん
だ
先
に
、
組
織
が
膨
大
化
し
「
人
間
が
歯
車
化
」
す
る
大
衆
社
会
状
況
に
お
い
て
、
丸
山
は
「
実
際

に
は
歯
車
だ
が
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
い
う
か
ら
に
は
、
自
分
は
あ
る
会
社
の
社
員
だ
と
か
、
あ
る
学
校
の
教
師
で
あ
る
と
い
う
存
在
に

拘
束
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
越
え
た
機
能
を
持
つ
の
が
本
来
で
し
ょ
う
」
と
答
え
、「
全
体
的
・
展
望
的
な
も
の
を
志
さ
な
い
で
は
、

単
な
る
技
術
で
あ
っ
て
、
知
性
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
僕
は
各
組
織
の
中
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
が
、
特
権
意
識
を
裏

返
し
た
だ
け
の
劣
等
感
を
脱
し
て
、
蜂
の
巣
的
停
滞
を
つ
き
や
ぶ
る
自
分
の
使
命
を
、
も
っ
と
自
覚
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
」
と
主

張
し
て
い
た（

（1
（

。

存
在
に
拘
束
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
超
え
た
機
能
を
も
つ
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
は
、
マ
ン
ハ
イ
ム
の
存
在
拘
束
性

〔Seinsverbundenheit

〕
の
議
論
で
あ
る
。
晩
年
の
丸
山
は
、「
マ
ン
ハ
イ
ム
は
相
関
主
義
。〔
…
〕
す
べ
て
の
人
は
階
級
的
に
制
約
さ
れ
て
い

る
。
知
識
人
も
階
級
的
に
制
約
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
知
識
人
の
本
質
と
い
う
の
は
、
自
由
に
浮
動
す
る
こ
と
に
あ
る
。
自
分
の
出
自
の
階
級

を
越
え
て
、
他
の
階
級
の
立
場
を
理
解
で
き
る
と
い
う
の
が
知
識
人
の
特
権
だ
と
言
う
の
で
す
。
ぼ
く
は
そ
れ
は
面
白
い
と
思
う
の
で
す
」

と
、「
社
会
的
に
自
由
に
浮
動
す
る
知
識
層
」〔D

ie sozial-freischw
ebende Intelligenz

〕
を
評
価
す
る
発
言
を
残
し
て
い
る
が
、
一
九
四
八
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年
「
科
学
と
し
て
の
政
治
学
」
に
お
い
て
は
相
関
主
義
の
概
念
と
そ
の
実
体
的
担
当
者
を
自
由
に
浮
動
す
る
知
識
層
と
し
て
定
め
た
こ
と
に

「
疑
問
を
も
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
た（

（1
（

。

存
在
に
拘
束
さ
れ
る
と
と
も
に
そ
れ
を
越
え
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
は
、
一
九
四
九
年
一
二
月
の
高
見
順
と
の
対
談
で
す
で
に
登
場
し
て

い
た
。「
イ
ン
テ
リ
ヂ
ェ
ン
ス
と
い
う
も
の
」
は
、「
立
場
に
拘
束
さ
れ
つ
つ
立
場
を
超
え
た
も
の
」
を
も
つ
と
こ
ろ
に
積
極
的
な
意
味
が
あ

り
、
そ
う
し
た
「
知
性
の
次
元
の
独
自
の
意
味
が
認
め
ら
れ
て
は
じ
め
て
」、「
共
産
主
義
を
含
め
た
思
想
・
学
問
の
自
由
を
一
致
し
て
守
り

ぬ
く
た
め
の
知
識
人
の
結
集
が
可
能
に
な
る（

（1
（

」。
こ
の
よ
う
に
一
九
四
九
年
の
文
脈
で
知
識
人
の
結
集
が
語
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く

丸
山
の
念
頭
に
は
平
和
問
題
談
話
会
に
集
う
学
者
た
ち
の
運
動
が
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
四
九
年
と
い
う
段
階
は
平
和
問
題
談
話
会
が
そ
の

後
実
際
的
な
平
和
問
題
に
関
わ
っ
て
い
く
な
か
で
、
オ
ー
ル
ド
・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
を
も
巻
き
込
ん
だ
当
初
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
性
格
が
変
容

す
る
過
渡
期
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
注
意
し
た
い
。
丸
山
は
、
一
九
六
八
年
六
月
の
座
談
会
「
平
和
問
題
談
話
会
に
つ
い
て
」
で
は
、
当
初
の

東
京
研
究
部
会
は
安
倍
能
成
、
和
辻
哲
郎
、
田
中
耕
太
郎
な
ど
オ
ー
ル
ド
・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
が
い
る
中
で
の
組
織
で
あ
り
、「
共
産
党
が
社

共
合
同
を
打
ち
出
し
て
い
る
と
か
、
社
会
党
が
反
発
し
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
か
ら
良
か
れ
悪
し
か
れ
超
然
と
し

た
と
い
う
の
か
な
、
も
う
少
し
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
空
気
が
強
か
っ
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
雰
囲
気
が
変
化
し
、「
思
想
運
動
か
、
政
治

運
動
か
の
け
じ
め
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
く
る
」
の
は
、
一
九
五
〇
年
一
月
の
講
和
問
題
声
明
以
後
で
あ
っ
た
と
い
う（

（1
（

。

平
和
問
題
談
話
会
の
結
成
は
ユ
ネ
ス
コ
の
社
会
科
学
者
に
よ
る
「
共
同
声
明
」（『
世
界
』
一
九
四
九
年
一
月
）
が
契
機
と
な
っ
た
。
丸
山
は

「
勉
学
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
助
言
」（
一
九
四
九
年
）
で
「
平
和
の
基
礎
と
し
て
の
社
会
的
洞
察
を
民
衆
に
与
え
る
こ
と
が
、
人
間
の
学

0

0

0

0

（T
he 

Sciences of M
an

）
と
し
て
の

0

0

0

0

社
会
科
学
の
重
大
な
役
割
だ
、
と
述
べ
て
い
る
の
を
見
て
、
私
は
今
更
の
よ
う
に
感
動
し
ま
し
た
」（
傍
点
丸

山
）
と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。
当
初
の
平
和
問
題
談
話
会
の
政
治
中
立
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、丸
山
は
人
間
の
学
と
し
て
の
社
会
科
学
の
ト
ー

タ
ル
な
真
理
の
追
求
と
、
戦
争
責
任
を
自
覚
し
た
社
会
科
学
者
の
立
場
か
ら
の
運
動
へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
。
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男

文
庫
所
蔵
『
世
界
』
一
九
四
九
年
三
月
号
の
田
辺
元
に
よ
る
ユ
ネ
ス
コ
声
明
へ
の
批
評
文
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
丸
山
の
線
引
き
と
書
き
込

み
が
あ
る
（〔　

〕
は
筆
者
、
丸
山
書
込
み
は
太
字
強
調
）。
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「
い
は
ゆ
る
「
人
間
の
學
」」
と
し
て
の
社
會
科
學
的
認
識
を
持
ち
得
ざ
る
小
生
に
と
っ
て
は
〔
…
〕」

丸
山
と
の
ズ
レ
の
問
題

「
過
去
に
於
て
慚
づ
べ
き
無
力
の
罪
を
犯
し
、
平
和
の
為
に
戦
争
防
止
の
思
想
的
任
務
を
果
た
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
ゆ
る
小
生
の
如

き
者
は
、
こ
ん
ど
こ
そ
再
び
過
誤
を
重
ね
ま
い
と
み
づ
か
ら
更
新
を
誓
ふ
外
あ
り
ま
せ
ぬ
。
他
に
對
す
る
覚
醒
は
こ
の
自
己
の
悔
悟
更

新
と
相
即
す
る
筈
で
す
。
い
は
ゆ
る
啓
蒙
運
動
に
止
ま
る
な
ら
ば
、
小
生
の
如
き
者
は
御
計
畫
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ぬ
」

さ
ら
に
、
同
『
世
界
』
の
「
平
和
問
題
討
議
会
議
事
録
」
に
お
け
る
、「
日
本
の
學
者
の
自
己
批
判
に
つ
い
て
、
大
衆
並
び
に
知
識
人
の

組
織
に
つ
い
て
」
の
段
で
は
、
羽
仁
五
郎
の
次
の
発
言
に
線
引
き
と
書
き
込
み
が
あ
る
。

「
ユ
ネ
ス
コ
の
社
會
科
學
者
が
か
よ
う
に
語
り
か
け
た
の
に
対
し
て
、
日
本
の
學
者
が
た
だ
ち
に
こ
れ
に
應
え
る
こ
と
が
で
き
る
か

〔
…
〕
そ
の
一
歩
手
前
に
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
反
省
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の
じ
ゃ
な
い
か
。
私
は
そ
こ
に
疑
問
を
も
つ
の
で

す
。
各
部
會
か
ら
の
御
報
告
を
伺
っ
て
お
り
ま
す
と
、
實
に
美
し
い
言
葉
が
語
ら
れ
、
立
派
な
決
意
が
の
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。〔
…
〕
わ

れ
わ
れ
は
簡
単
に
こ
う
い
う
言
葉
を
吐
く
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
」〔
…
〕

「
學
者
の
節
操
」〔
枠
部
分
が
書
込
〕〔
…
〕

「
そ
も
そ
も
學
者
は
、
た
れ
に
對
し
て
責
任
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
」

日
本
の
学
者
と
し
て
の
自
己
批
判　

及
び
日
本
と
日
本
人
の
問
題
（cf p 68

）P 49 

田
辺
氏
所
感

平
和
問
題
談
話
会
に
参
加
し
た
丸
山
は
「
戦
前
は
社
会
科
学
者
の
協
力
が
な
く
て
各
個
撃
破
さ
れ
た
」
経
験
か
ら
「
ア
カ
デ
ミ
シ
ャ
ン
の

横
の
連
帯
」
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り（

（1
（

、
高
見
順
と
の
対
談
に
お
け
る
存
在
拘
束
性
論
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
も
こ
う
し
た
連
帯
を
促
す
発

言
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
社
会
科
学
者
が
組
織
的
に
連
帯
し
て
「
美
し
い
言
葉
」
で
声
明
を
発
表
し
な
が
ら
そ
の
社
会
的
使
命
を
果
た
す
こ
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と
よ
り
は
、
田
辺
元
が
他
に
對
す
る
覚
醒
と
共
に
自
己
の
悔
悟
更
新
を
説
い
た
よ
う
に
、
丸
山
も
社
会
科
学
者
各
個
の
自
己
批
判
を
強
調
し

て
い
た
。

こ
の
「
自
己
批
判
」
に
つ
い
て
は
、
丸
山
の
マ
ン
ハ
イ
ム
理
解
と
無
関
係
で
は
な
い
。
丸
山
の
学
生
時
代
の
知
識
社
会
学
受
容
は
新
明
正

道
『
知
識
社
会
学
の
諸
相
』
の
影
響
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
マ
ン
ハ
イ
ム
だ
け
は
独
自
に
学
ん
で
い
た（

（1
（

。
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
『
知
識
社
會

學
の
諸
相
』（【0187845
】
寶
文
館
、
一
九
三
二
年
）
の
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
へ
の
言
及
箇
所
に
は
丸
山
の
書
込
み
と
線
引
き
が

あ
る
。
マ
ン
ハ
イ
ム
は
全
体
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
概
念
の
完
成
を
謳
う
マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
存
在
拘
束
性
論
の
普
遍
性
を

論
じ
て
い
た
。
そ
の
解
説
箇
所
に
丸
山
の
書
込
み
が
あ
る
（
傍
線
、
太
字
が
丸
山
）。

「
此
の
特
殊
性
に
對
し
て
、
人
が
單
に
敵
の
み
な
ら
ず
、
原
則
的
に
、
凡
て
、
従
つ
て
自
己
の
立
場
を
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
見
る
勇

氣
を
有
つ
な
ら
ば
、
人
は
全
體
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
概
念
の
普
遍
的
把
握
に
到
達
す
る
」

他
在
に
お
い
て
自
分
自
身
で
あ
る　

自
己
批
判

「
他
在
に
お
い
て
自
分
自
身
」
と
い
う
メ
モ
が
い
つ
記
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
同
書
か
ら
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
の
メ
モ
は
Ｃ
・
シ
ュ
ミ
ッ

ト
が
『
獄
中
記
』（
一
九
五
〇
年
）
で
、
他
者
を
他
在
〔A

nderssein

〕
に
お
い
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
根
本
的
な
好
奇
心
こ
そ
が
学
問
的
自
由

〔der w
issenschaftlichen freiheit

〕
の
前
提
で
あ
る
と
、
マ
ン
ハ
イ
ム
が
亡
命
中
の
対
独
放
送
で
述
べ
た
こ
と
に
触
れ
た
箇
所
か
ら
の
影
響

だ
ろ
う（

（1
（

。
一
九
七
九
年
、
内
山
秀
夫
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
招
待
さ
れ
た
丸
山
は
、
過
去
の
問
題
を
理
解
す
る
際
に
現
代
の
感
覚
を
投
影
す
る
こ
と

を
戒
め
る
「
学
問
的
認
識
の
ア
ル
フ
ァ
」
と
し
て
こ
の
箇
所
を
引
い
て
い
る
が（

（1
（

、
一
九
六
四
年
『
増
補
版
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』「
現

代
に
お
け
る
人
間
と
政
治
」
の
末
尾
に
は
「
な
ぜ
な
ら
知
性
の
機
能
と
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
他
者
を
あ
く
ま
で
他
者
と
し
な
が
ら
、
し
か
も

他
者
を
そ
の
他
在
に
お
い
て
理
解
す
る
こ
と
」
と
い
う
初
出
に
な
か
っ
た
一
文
が
追
加
さ
れ
、
境
界
領
域
に
住
む
知
識
人
の
知
性
に
「
他

在
」
に
お
け
る
他
者
理
解
が
適
用
さ
れ
て
い
た
。

東
大
法
学
部
一
九
六
五
年
度
日
本
政
治
思
想
史
講
義
の
最
終
回
（
一
九
六
六
年
二
月
一
日
）
で
丸
山
は
、「〈
諸
君
が
専
門
研
究
家
と
し
て
で
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は
な
く
普
通
の
市
民
と
し
て
、
も
し
日
本
の
過
去
の
思
想
に
親
し
む
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
す
れ
ば
、〉
思
想
の
歴
史
を
通
じ
て
、〈
自
己

を
〉
他
在
〈A

nderssein

〉
の
中
に
身
を
置
い
て
、
距
離
を
も
っ
て
自
分
自
身
と
環
境
を
見
〔
…
〕」
て
、「
直
接
的
環
境
と
ひ
と
つ
づ
き
に

な
っ
て
い
る
そ
の
依
存
性
か
ら
、
一
度
自
分
を
剝
」
が
し
、
そ
し
て
「
自
分
を
現
在
か
ら
切
り
離
し
て
、
現
在
を
相
対
化
し
対
象
化
」
せ
よ

と
語
っ
て
い
た
。「
他
在A

nderssein

」
に
身
を
置
く
こ
と
は
す
な
わ
ち
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
自
分
と
環
境
か
ら
距
離
を
お
く
知
性
の
働
き

で
あ
り
、
専
門
家
特
有
の
知
性
で
は
な
く
、
普
通
の
市
民
が
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義
で
も
あ
っ
た
。
知
性
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
続
け
て
、

「
知
識
の
集
積
が
知
性
で
は
な
」
く
、「
自
分
と
環
境
を
対
象
化
す
る
能
力
」、「
距
離
を
お
く
必
要
」、「
傍
観
と
は
違
う
意
味
で
の
相
対
的
距

離
の
設
定
」
が
、「〈
知
性
を
も
っ
て
奉
仕
す
る
こ
と
の
意
味
〉」
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る（

（1
（

。

こ
こ
ま
で
を
整
理
す
れ
ば
、「
立
場
に
拘
束
さ
れ
つ
つ
立
場
を
超
え
た
も
の
」
を
も
つ
知
性
は
マ
ン
ハ
イ
ム
の
存
在
拘
束
性
論
に
由
来
す

る
も
の
で
あ
り
、
平
和
問
題
談
話
会
に
集
う
戦
後
の
ア
カ
デ
ミ
シ
ャ
ン
に
求
め
た
自
己
批
判
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
の
ち
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト

『
獄
中
記
』
の
マ
ン
ハ
イ
ム
を
も
経
由
し
、
さ
ら
に
一
九
六
〇
年
代
半
ば
に
は
専
門
家
で
は
な
く
普
通
の
市
民
に
も
適
用
可
能
な
知
性
の
問

題
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
「
他
在
」
に
自
分
を
置
き
な
が
ら
、
自
分
と
環
境
か
ら
距
離
を
お
く
自
己
批
判
的
な
知
性
で
あ
っ
た
。

先
に
引
用
し
た
一
九
五
九
年
の
都
留
と
加
藤
と
の
鼎
談
で
の
、
技
術
革
新
と
近
代
化
あ
る
い
は
大
衆
社
会
の
到
来
と
い
う
文
脈
に
お
け
る

「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
は
、
職
場
や
各
組
織
の
中
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
を
そ
の
担
い
手
と
し
て
、「
蜂
の
巣
的
停
滞
」（
組
織
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
欠
如
）
を
つ
き
や
ぶ
る
使
命
を
も
つ
と
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
続
く
発
言
で
丸
山
は
「
今
後
は
思
想
家
が
壮
大
な
思
想
を
提
示

し
、
そ
れ
を
社
会
に
与
え
る
と
い
う
形
で
、
展
望
が
出
て
く
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
む
し
ろ
、
日
常
の
経
験
の
交
換
を
通
し
て
、
そ
の
経
験

を
抽
象
化
す
る
と
い
う
操
作
を
各
職
場
で
つ
み
か
さ
ね
て
行
く
過
程
の
中
か
ら
、
一
般
的
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
（
見
通
し
）
を
次
第
に
得

る
よ
う
に
な
る
の
か
」
と
問
題
提
起
し
て
い
る
。
思
想
家
の
壮
大
な
思
想
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
各
職
場
か
ら
日
常
の
経
験
を
抽
象
化
し
て

い
く
知
的
営
為
に
ま
で
、
存
在
拘
束
性
論
の
知
性
に
求
め
ら
れ
る
機
能
は
拡
大
し
て
い
た
。

そ
れ
で
は
丸
山
は
い
つ
頃
か
ら
、
い
か
な
る
影
響
を
受
け
て
、
存
在
拘
束
性
の
発
展
形
態
と
し
て
の
境
界
領
域
の
知
識
人
の
知
性
と
、
自

分
と
環
境
に
距
離
を
置
く
知
性
を
意
識
し
て
い
っ
た
の
か
。
こ
の
検
討
に
あ
た
り
一
九
五
〇
年
代
の
進
歩
的
知
識
人
論
を
確
認
す
る
。
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二　

進
歩
的
知
識
人
批
判

存
在
に
拘
束
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
越
え
た
機
能
を
持
つ
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
説
き
始
め
た
頃
の
丸
山
に
は
、
知
識
人
の
弱
点
を

批
判
す
る
発
言
が
散
見
さ
れ
る
。

一
九
四
八
年
七
月
発
行
『
未
来
』
の
同
人
座
談
会
で
は
、
現
実
に
「
イ
ン
テ
リ
」
と
み
な
さ
れ
る
者
と
、「
ほ
ん
と
の
意
味
で
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
を
尊
び
、
そ
れ
を
め
ざ
す
人
間
」
と
を
分
け
、
後
者
か
ら
「
所
謂
「
イ
ン
テ
リ
」
性
」
を
克
服
で
き
る
と
し
て
「
口
先
で
イ
ン
テ

リ
を
批
判
し
、「
人
民
の
中
へ
」
な
ど
と
軽
々
し
く
い
う
」、「
イ
ン
テ
リ
根
性
こ
そ
最
も
軽
蔑
す
べ
き
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る（

（2
（

。

一
九
五
〇
年
四
月
の
座
談
会
で
は
、
中
島
健
蔵
が
平
和
問
題
談
話
会
を
指
し
て
、
学
者
や
文
学
者
の
団
結
も
無
意
味
で
は
な
い
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
弱
い
と
発
言
す
る
と
、
丸
山
は
「
そ
れ
は
同
感
」
で
あ
り
、
学
者
や
文
学
者
の
結
集
が
戦
争
を
止
め
る
大
き
な
力
に
な
る
と
は
妄

想
し
て
い
な
い
と
前
置
き
し
な
が
ら
、「
あ
あ
い
う
こ
と
を
や
る
と
、
す
ぐ
、
た
だ
声
明
を
出
し
て
も
し
よ
う
が
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、
現
実

的
に
は
何
ら
力
の
な
い
声
明
を
出
し
て
い
い
気
に
な
っ
て
い
る
だ
け
だ
、
こ
う
い
う
嘲
笑
と
い
う
か
、
単
な
る
シ
ニ
カ
ル
な
嘲
笑
が
、
一
般

の
新
聞
、
と
く
に
反
動
的
な
側
か
ら
非
常
に
浴
び
せ
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
た
。
問
題
は
「
そ
ん
な
こ
と
は
た
だ
の
理
想
で
現
実
的

じ
ゃ
な
い
と
い
う
言
い
方
」
が
蔓
延
る
傾
向
で
あ
り
、「
現
実
的
現
実
的
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
既
成
事
実
に
ど
ん
ど
ん
屈
服
」
し
て
し

ま
う
こ
と
で
あ
っ
た（

（2
（

。

一
九
五
二
年
の
丸
山
は
、
こ
の
現
実
へ
の
屈
服
を
「
知
識
人
特
有
の
弱
点
」
と
し
て
捉
え
て
い
た
。「
知
識
人
の
場
合
は
な
ま
じ
理
論
を

持
っ
て
い
る
だ
け
に
、
し
ば
し
ば
自
己
の
意
図
に
副
わ
な
い
「
現
実
」
の
進
展
に
対
し
て
も
、
い
つ
の
間
に
か
こ
れ
を
合
理
化
し
正
当
化
す

る
理
窟
を
こ
し
ら
え
あ
げ
て
良
心
を
満
足
さ
せ
て
し
ま
う
」。
さ
ら
に
「
本
来
気
の
弱
い
知
識
人
は
」、「
自
分
の
立
場
と
既
成
事
実
と
の
間

の
緊
張
関
係
」
に
堪
え
き
れ
ず
、「
お
手
の
も
の
の
思
想
や
学
問
が
動
員
さ
れ
」
そ
の
緊
張
関
係
を
埋
め
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
は
、
開
戦
を

防
げ
な
か
っ
た
戦
前
の
知
識
人
を
「
嘗
て
の
自
由
主
義
な
い
し
進
歩
的
知
識
人
」
と
呼
ん
で
批
判
し
て
い
た（

（2
（

。
一
九
五
三
年
末
『
思
想
』
誌

上
の
「
思
想
の
言
葉
」
で
は
、「
進
歩
派
」、「
左
派
」
に
対
す
る
違
和
感
と
し
て
「
多
数
無
意
見
組
は
正
理
正
論
を
本
当
に
理
解
す
れ
ば
必

ず
つ
い
て
く
る
」
と
い
う
「
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
が
過
剰
」
だ
と
し
て
、「
政
治
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
欠
如
を
指
摘
し
た（

（2
（

。
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進
歩
的
な
知
識
人
に
対
し
て
し
ば
し
ば
そ
の
弱
点
を
衝
い
て
い
た
丸
山
だ
っ
た
が
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
「
進
歩
派
」、「
進
歩

的
知
識
人
」、「
進
歩
的
文
化
人
」
に
対
す
る
批
判
的
論
調
が
強
ま
る
に
つ
れ
て
次
第
に
違
和
感
を
表
明
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

一
九
五
六
年
一
二
月
二
五
日
の
朝
日
新
聞
は
流
行
語
と
し
て
「
進
歩
的
文
化
人
」
を
取
り
あ
げ
、
福
田
恆
存
が
解
説
を
執
筆
し
た
。「
人

間
の
生
き
か
た
を
進
歩
の
観
点
か
ら
だ
け
し
か
み
な
い
」、「
進
歩
の
た
め
に
は
自
由
も
才
能
も
自
我
の
尊
厳
も
人
間
の
幸
福
も
犠
牲
に
」
す

る
こ
と
が
「
進
歩
的
」
の
意
味
で
あ
り
、「
文
化
人
」
と
は
、「
知
的
指
導
」
を
商
品
と
し
て
「
自
分
だ
け
が
文
化
の
担
い
手
で
あ
る
と
思
い

込
」
む
人
々
だ
と
説
明
し
、
進
歩
的
文
化
人
と
い
う
言
葉
は
「
揶
揄
」
に
過
ぎ
な
い
と
も
述
べ
て
い
る
。
早
く
に
は
一
九
五
四
年
、『
文
藝

春
秋
』
誌
に
進
歩
的
文
化
人
を
批
判
す
る
諸
評
論
が
登
場
し
た
他
、「
学
者
先
生
戦
前
戦
後
言
質
集
」（
一
九
五
四
年
三
月
→
一
九
五
七
年
度
版

『
進
歩
的
文
化
人
─
─
学
者
先
生
戦
前
戦
後
言
質
集
』）
が
全
貌
社
か
ら
刊
行
さ
れ
、
平
和
論
者
の
戦
中
期
の
戦
争
協
力
発
言
が
暴
露
さ
れ
た（

（2
（

。

こ
う
し
た
進
歩
的
知
識
人
批
判
の
論
調
に
丸
山
は
敏
感
に
反
応
し
た
。
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
の
福
田
恆
存
『
平
和
論
に
た
い
す
る
疑
問
』

（【0190474

】
文
芸
春
秋
新
社
、
一
九
五
五
年
）
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
イ
タ
リ
ア
に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
箇
所
「
二
つ
の
世
界
が
戦
争
し
た
ら
、

ア
メ
リ
カ
に
つ
く
こ
と
は
必
定
、
一
般
の
市
民
で
そ
れ
を
疑
っ
て
ゐ
る
や
う
な
高
級
な
人
間
は
ゐ
ま
せ
ん
」
の
余
白
に
「
見
聞
し
た
一
つ
の

0

0

0

現0

実
だ
け
で
断
定
す
る
」（
傍
点
マ
マ
）
と
書
込
み
が
あ
る
。
進
歩
的
知
識
人
批
判
の
画
期
と
な
っ
た
と
評
さ
れ
る
福
田
の
平
和
論
批
判
の
論

旨
よ
り
も
、
丸
山
は
そ
の
現
実
認
識
の
特
徴
に
反
応
し
て
い
た（

（2
（

。

当
時
の
草
稿
【449-2

】「「
日
本
の
思
想
」
関
係
断
片 
進
歩
的
文
化
人
関
係
」
で
は
、
進
歩
的
文
化
人
批
判
は
「
思
想
や
立
場
に
つ
い
て

の
内
容
的
な
批
判
」
や
「
事
象
自
体
の
当
否
」
で
は
な
く
、「
そ
れ
に
携
わ
る
人
の
恰
好
と
か
雰
囲
気
と
か
の
面
に
す
り
か
え
」
る
批
判
が

目
立
つ
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
草
稿
内
で
丸
山
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
対
し
て
「「
進
歩
派
」
に
代
っ
て
急
速
に
騰
貴
し
た
「
良
識
」
株
」

を
報
道
す
る
べ
き
だ
と
記
し
て
い
た（

（2
（

。

こ
の
時
期
、「
良
識
」
が
表
題
に
付
さ
れ
た
雑
誌
記
事
と
し
て
は
、
竹
山
道
雄
と
林
健
太
郎
の
対
談
「
良
識
は
反
動
で
は
な
い
─
─
い
わ

ゆ
る
進
歩
的
平
和
屋
に
も
の
申
す
」（『
文
芸
春
秋
』
一
九
五
八
年
一
二
月
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
革
新
で
も
反
動
で
も
な
い
「
落
ち
着
い
た
バ
ラ

ン
ス
の
あ
る
客
観
的
な
考
え
方
」（
竹
山
道
雄
）
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
「
良
識
」
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
対
談
を
取
り
あ
げ
た
『
読
売
新

聞
』
一
九
五
八
年
一
一
月
一
三
日
夕
刊
の
匿
名
批
評
「
真
の
イ
ン
テ
リ
と
は
何
か
」
で
は
、
良
識
の
あ
る
立
場
と
は
「
左
右
か
ら
は
さ
み
う
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ち
」
さ
れ
る
よ
う
な
「
マ
ン
ハ
イ
ム
的
な
第
三
の
道
」
で
あ
り
、
真
の
イ
ン
テ
リ
は
「
常
に
時
流
を
客
観
し
つ
つ
、
危
機
意
識
の
中
で
そ
の

良
識
に
点
火
す
る
思
想
家
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

同
時
期
の
丸
山
は
一
九
五
七
年
八
月
の
「
思
想
と
政
治
」
で
「
良
識
」
を
批
判
し
て
い
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
は
「
良
識
」
が
「
政
治

的
中
立
」
と
同
じ
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
「
一
定
の
立
場
に
積
極
的
に
コ
ミ
ッ
ト
」
し
「
賭
け
る
」
こ
と
を
回
避
し
た
り
、

「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」
的
な
教
養
や
知
識
の
支
配
を
許
す
日
本
の
知
的
伝
統
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
丸
山
は
「
私
は
良
識
と
い

う
こ
と
は
、
物
事
を
距
離
を
お
い
て
見
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。
物
事
を
距
離
を
お
い
て
み
る
こ
と
は
、「
物
事
に
対

し
て
コ
ミ
ッ
ト
し
な
い
無
責
任
な
態
度
」
を
と
る
傍
観
者
に
な
る
こ
と
で
は
な
く
、「
自
分
自
身
を
も
隔
離
す
る
精
神
」
で
あ
り
、「
良
識

派
」
は
も
っ
ぱ
ら
批
判
す
る
側
に
立
つ
ば
か
り
で
、
自
ら
を
批
判
の
対
象
に
入
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
「
自
己
自
身
を
隔
離
」
で
き
て
い
な

い
と
批
判
し
て
い
た（

（2
（

。

進
歩
的
知
識
人
批
判
お
よ
び
、
マ
ン
ハ
イ
ム
的
で
あ
る
こ
と
を
自
称
す
る
「
良
識
」
派
の
現
実
認
識
と
対
決
し
な
が
ら
、
丸
山
は
「
距
離

を
お
く
」
こ
と
を
説
い
て
い
た
。
こ
れ
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
、
安
保
闘
争
期
の
丸
山
の
知
識
人
と
そ
の
知
性
の
模
索
を
検
討
す
る
た

め
の
足
掛
か
り
と
な
る
。

三　

detached

な
知
性

六
〇
年
安
保
闘
争
最
盛
期
の
六
月
、
当
時
東
大
法
学
部
生
だ
っ
た
熊
野
勝
之
は
、
十
三
日
（
月
）
東
大
構
内
で
開
か
れ
た
「
教
授
学
生
懇

談
会
」
の
様
子
を
後
年
の
エ
ッ
セ
イ
で
振
り
返
っ
て
い
る
。「
丸
山
先
生
が
足
早
に
入
っ
て
来
ら
れ
、
い
き
な
り
わ
ら
半
紙
一
枚
の
声
明
を

早
口
で
怒
っ
た
よ
う
に
読
み
上
げ
出
て
行
」
き
、
そ
の
後
丸
山
の
研
究
室
を
訪
問
し
た
際
に
は
「
自
己
の
行
為
に
責
任
を
取
れ
る
範
囲
で
行

動
す
る
こ
と
。
も
っ
と
冷
徹
な
知
性
の
力
が
必
要
。
溶
け
た
鉄
の
よ
う
な
肩
の
上
に
氷
の
よ
う
な
頭
」
を
持
て
と
言
わ
れ
た
と
い
う（

（2
（

。
わ
ら

半
紙
一
枚
の
声
明
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
七
月
一
一
日
の
明
星
学
園
講
演
で
も
こ
れ
と
似
た
発
言
が
あ
り
、
政
治
行
動
の
最
低
限
の

モ
ラ
ル
と
し
て
の
「
情
熱
─
─
主
観
的
正
義
感
」
に
加
え
、「
冷
静
な
認
識
お
よ
び
状
況
判
断
」、「
冷
徹
な
悧
功マ

マ

さ
」、「
蛇
の
よ
う
な
叡
智
」
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を
説
い
て
い
る（

（2
（

。
こ
う
し
た
証
言
か
ら
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
心
情
倫
理
と
責
任
倫
理
が
想
起
さ
れ
る
が
、
こ
の
冷
徹
な
知
性
の
典
拠
は
マ
ン
ハ

イ
ム
で
あ
っ
た
。

丸
山
眞
男
文
庫
に
は
丸
山
が
戦
後
に
入
手
し
た
英
語
版
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
』（【0182479

】Mannheim
 K

arl, Ideology and 

utopia, London: Routledge &
 K

egan Paul Ltd, 1936

）
と
、
そ
の
メ
モ
を
記
し
た
ノ
ー
ト
（【37-1

】「K
arl M

annheim
, Ideology and U

topia 

&
 D

as konservative D
enken I

」）
が
あ
り
、
こ
の
ノ
ー
ト
に
冷
徹
な
知
性
に
対
応
す
る
メ
モ
が
あ
る
。「detached perspective

（p. 252

）. 

距
離
を
お
い
て
み
る. 
自
分
の
直
接
的
環
境
か
ら
ぬ
け
出
す
こ
と. 

〔
…
〕
→
そ
れ
に
よ
っ
て
絶
対
的
と
思
わ
れ
て
い
た
判
断
な
り
思
考
様
式

な
り
が
相
対
化
さ
れ
る. 
自
己
欺
瞞
を
退
け
る. 

の
ぼ
せ
上
ら
ず
に
冷
徹
な
判
断
が
可
能
に
な
る
」〈14

〉。
そ
の
下
に
は
「social conflict 

の
排
除
や
回
避
で
は
な
く
、
そ
の
合
理
化
」、「
知
性
の
勇
気
、
情
熱
を
も
っ
て
認
識
せ
よ
。
冷
徹
に
行
動
せ
よ
」
と
あ
る
〈14

〉。
こ
の
メ

モ
に
対
応
す
る
英
語
版
二
五
二
頁
の
余
白
に
は“detached perspective ”

と
書
込
ま
れ
て
い
る（

（3
（

。
こ
れ
は
英
語
版
第
五
章
収
録
「
知
識
社

会
学
」
に
お
け
る
「
知
識
社
会
学
の
前
提
と
し
て
の
距
離
化
の
過
程
」
の
一
節
で
あ
り“detached perspective ”

と
は
、
一
つ
の
集
団
に

お
い
て
通
用
す
る
絶
対
的
な
思
考
様
式
が
部
分
的
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
距
離
化D

istanzierung

」（
樺
俊

雄
訳
「
知
識
社
会
学
」）
を
指
す
箇
所
で
あ
っ
た（

（3
（

。

英
語
版
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
は
丸
山
の
一
九
五
二
年
度
東
大
法
学
部
演
習
（
マ
ン
ハ
イ
ム
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
の
テ
キ
ス
ト
で
あ

り
、
演
習
に
参
加
し
た
学
生
は
「
デ
ィ
タ
ッ
チ
ト
（detached

）」
に
つ
い
て
教
示
を
受
け
た
と
後
年
に
回
想
し
て
い
る
他（

（3
（

、
一
九
五
六
年

の
東
洋
政
治
思
想
史
講
義
の
最
終
回
の
結
び
で
は
、「know

ledge

で
は
な
くintelligence

を
身
に
つ
け
る
こ
と
。
自
分
の
直
接
的
な
環

境
、
所
与
か
ら
自
分
自
身
を
隔
離
し
て
見
る
。〔
…
〕Detachm

ent
と
は
認
識
の
積
極
的
な
作
用
で
あ
る
。〔
…
〕critical

な
際
に
こ
う
し
た

intelligence

が
意
味
を
も
つ
」
と
語
っ
た
こ
と
が
、
受
講
ノ
ー
ト
や
プ
リ
ン
ト
を
元
に
復
元
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

で
は
そ
のdetached

な
知
性
の
担
い
手
を
、
丸
山
は
い
か
に
想
定
し
て
い
た
の
か
。
一
九
五
〇
年
代
の
丸
山
の
「
距
離
を
お
く
」
知
性
の

用
例
は
、
政
治
指
導
者
の
倫
理
や
徳
、「
政
治
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
を
説
く
文
脈
で
語
ら
れ
て
お
り
、
マ
キ
ャ
ベ
リ
、
Ｅ
・
バ
ー
ク
の
「
慎
重

（prudence

）」
や
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
『
職
業
と
し
て
の
政
治
』
か
ら
は
「
も
の
と
人
と
の
間
に
あ
る
距
離
を
お
い
て
み
る
精
神
」
を
引
き
つ
つ
、

「
道
徳
的
感
傷
主
義
と
い
わ
ゆ
る
マ
キ
ャ
ベ
リ
ズ
ム
と
の
二
者
択
一
的
思
考
を
政
治
的
観
察
と
実
践
か
ら
排
除
」
す
る
必
須
の
倫
理
で
あ
る
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と
説
い
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
『
職
業
と
し
て
の
政
治
』
の
「
目
測
力
」［A

ugenm
aß

］
を
用
い
て
「
目
測
力
と
は
、
内
的
な
精
神
の
集
中
と
平
静

を
以
て
現
実
に
た
ち
む
か
う
能
力
─
─
す
な
わ
ち
、
物
事
と
人
間
に
対
し
て
距
離
（D

istanz

）
を
お
い
て
見
る
態
度
」
が
責
任
あ
る
情
熱
的

政
治
家
に
必
要
な
能
力
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る（

（3
（

。

例
外
は
一
九
五
六
年
に
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
に
対
し
て
積
極
的
評
価
を
与
え
た
文
章
に
あ
る
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
「
政
治
家
と
し
て
の
鋭
い
日

常
的
な
感
覚
と
学
者
と
し
て
の
異
常
な
抽
象
能
力
」
の
双
方
を
備
え
な
が
ら
、
政
治
に
対
す
る
明
確
な
好
悪
の
選
択
を
行
い
、「
薄
気
味
悪

い
ほ
ど
の
冷
徹
さ
で
全
局
面
の
正
確
な
展
望
を
与
え
」
た
。
丸
山
に
よ
れ
ば
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
「
あ
た
か
も
後
世
の
歴
史
家
が
行
う
よ
う
な

detached

な
（
距
離
を
お
い
た
）
観
察
と
分
析
」
が
で
き
る
「
認
識
人
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
政
治
家
の
徳
で
は
な
く
、
観
察
、
分
析
、
認
識

能
力
と
い
う
知
性
の
次
元
でdetached

を
用
い
て
い
る（

（3
（

。

さ
ら
な
る
例
外
は
政
治
家
や
思
想
家
か
ら
も
離
れ
て
、
職
業
従
事
者
一
般
に
「
も
の
（Sache

）
に
対
す
る
情
熱
」
を
説
く
箇
所
に
登
場

す
る
。
情
熱
を
傾
け
る
「
も
の
」
と
は
仕
事
に
関
係
し
た
問
題
で
も
、
仕
事
以
外
の
事
柄
で
も
よ
い
が
、
も
の
へ
の
情
熱
が
減
退
す
る
と
、

他
人
の
言
動
や
地
位
や
評
判
へ
の
関
心
が
職
場
を
支
配
す
る
。
例
え
ば
所
属
す
る
職
域
分
野
の
「
日
本
経
済
に
占
め
る
意
味
と
か
将
来
」
や

「
生
産
工
程
の
も
っ
と
技
術
的
な
側
面
」
へ
の
興
味
を
も
つ
こ
と
、
こ
れ
を
「
デ
タ
ッ
チ
ト
〔detached

客
観
的
〕
な
興
味
」
で
あ
る
と
し
て

い
る（

（3
（

。
一
九
六
〇
年
四
月
の
学
生
新
聞
で
も
、
五
年
十
年
先
か
ら
状
況
を
認
識
す
る
よ
う
な
「
距
離
を
お
い
た
目
」
を
持
つ
こ
と
は
「
政
治

家
ば
か
り
で
な
く
、
我
々
一
般
に
も
望
ま
れ
る
」
と
語
っ
て
い
る（

（3
（

。「
も
の
に
向
う
精
神
」
に
注
目
す
れ
ば
、
他
者
に
対
す
る
批
判
で
自
己

保
存
を
図
る
よ
う
な
他
人
志
向
型
の
人
間
や
グ
ル
ー
プ
を
「
も
の
に
向
う
精
神
を
見
失
っ
た
」
人
々
と
呼
び
な
が
ら
、
声
な
き
声
の
会
の
市

民
運
動
に
「
不
断
の
生
命

0

0

」（
傍
点
丸
山
）
を
求
め
て
も
い
た（

（3
（

。

政
治
家
か
ら
市
民
に
ま
で
担
い
手
を
発
見
し
たdetached

で
冷
徹
な
知
性
は
、
当
時
の
論
壇
の
進
歩
的
知
識
人
批
判
か
ら
影
響
を
受
け
な

が
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
頃
福
田
恆
存
は
、「
社
会
科
学
者
」
に
対
し
て
「
一
つ
一
つ
の
抵
抗
運
動
に
お
い
て
、〔
…
〕
進
歩
主
義
的
気

分
に
守
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
気
分
を
守
り
、
そ
の
気
分
に
浸
る
こ
と
」
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
、
自
然
科
学
技
術
が
生
活
に
浸

透
す
る
中
、
進
歩
の
気
分
に
浸
る
社
会
科
学
は
「
科
学
た
り
え
ぬ
限
界
」
を
自
覚
せ
よ
と
主
張
し
て
い
た
（「
進
歩
主
義
の
自
己
欺
瞞
」『
文
芸
春

秋
』
一
九
六
〇
年
一
月（

（4
（

）。
そ
の
後
「
常
識
に
還
れ
」（『
新
潮
』
一
九
六
〇
年
九
月
）
で
は
、「
社
会
科
学
的
思
考
」
に
「
常
識
」
や
「
現
実
」
を
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対
置
し
て
い
る
。「
常
識
と
は
現
実
に
随
ひ
、
現
実
に
教
へ
ら
れ
る
考
へ
方
で
あ
り
、
生
き
方
で
あ
る
。
が
、
人
々
は
現
実
に
随
ふ
前
に
、

現
実
を
解
釈
し
解
決
す
る
こ
と
を
急
ぐ
。
そ
の
物
差
し
に
は
あ
ら
ゆ
る
目
盛
り
が
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
歴
史
、
科
学
、
憲
法
、
平
和
、
進

歩
、
民
主
化
、
市
民
、
大
衆
の
自
覚
、
政
治
的
関
心
、
階
級
意
識
、
等
々
、
寸
法
書
に
は
一
分
の
狂
ひ
も
な
い
」。
こ
れ
で
は
「
現
実
に
教

は
る
餘
地
」
が
出
て
こ
な
い
と
主
張
し
た（

（4
（

。
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
の
福
田
恆
存
『
一
度
は
考
へ
て
お
く
べ
き
事
』（【0192389

】
一
九
五
七
年
）

所
収
「
戦
争
責
任
と
い
ふ
こ
と
」
に
は
、
社
会
科
学
に
た
い
す
る
「
私
の
不
信
感
」
と
し
て
論
理
的
に
は
首
尾
一
貫
し
て
い
る
「
そ
の
學
全

體
が
現
実
に
裏
切
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
態
」
に
気
づ
か
な
い
社
会
科
学
者
、
に
対
す
る
次
の
箇
所
に
線
引
き
「
そ
の
こ
と
を
實
感
す
る
た

め
に
、
と
き
ど
き
窓
か
ら
地
上
を
の
ぞ
い
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
」
と
、
余
白
書
込
み
「
文
学
者
に
こ
そ
い
い
た
い
」
が
記
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
「
教
育
・
そ
の
現
象
」
に
は
、
平
和
教
育
が
「
赤
」
と
見
な
す
こ
と
は
間
違
い
だ
と
す
る
反
駁
の
観
念
性
を
批
判
し
た
次

の
箇
所
に
傍
点
書
込
み
「「
平
和
教
育
」
に
熱
中
し
て
ゐ
る
お
ま
へ
は
「
赤
」
だ
と
お
ど
す
論
法
が
低
劣
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
い
ふ
ま
で

0

0
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〔
…
〕」
と
余
白
書
込
み
「
そ
の
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
が
横
行
し
て
い
る
現
実
を
ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
だ
ろ
う
」
が

あ
る
。
丸
山
が
福
田
の
現
実
認
識
と
社
会
科
学
不
信
に
敏
感
に
反
応
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

ま
た
江
藤
淳
は
「
政
治
的
季
節
の
中
の
個
人
」（『
中
央
公
論
』
一
九
六
〇
年
九
月
）
に
お
い
て
、
自
身
も
参
加
し
た
安
保
批
判
の
会
が
「
反

対
の
会
」
に
変
質
し
た
と
指
摘
し
な
が
ら
「「
民
主
主
義
擁
護
」
の
運
動
だ
っ
た
は
ず
の
も
の
を
、
巧
妙
に
「
安
保
反
対
」
に
み
ち
び
い
て

い
こ
う
と
す
る
過
度
の
政
治
主
義
が
潜
在
し
て
、
力
を
ふ
る
っ
て
い
た
」
と
違
和
感
を
表
明
し
た
。
ま
た
「〝
戦
後
〟
知
識
人
の
破
産
」（『
文

芸
春
秋
』
一
九
六
〇
年
十
一
月
）
で
は
、
安
保
以
後
の
「
進
歩
的
知
識
人
」
の
「
知
的
破
産
」、「
戦
後
の
日
本
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
が
信
奉

し
て
き
た
規
範
で
あ
り
、
思
考
の
型
」
が
破
産
し
た
と
主
張
し
た
。
江
藤
は
丸
山
眞
男
の
「
復
初
の
説
」
を
引
き
な
が
ら
、「「
も
の
の
本

性
、
事
柄
の
本
源
」
を
八
月
十
五
日
に
求
め
る
」
こ
と
は
「
仮
構
」、「
理
想
家
の
幻
想
」
で
あ
り
、「
も
の
の
役
に
立
つ
思
想
な
ど
と
い
う

既
成
品
」
な
ど
は
無
い
の
で
、「
自
分
の
眼
で
見
た
こ
と
を
自
分
で
い
う
以
外
に
思
想
に
役
の
立
ち
か
た
な
ど
あ
り
は
し
な
い
」
と
批
判
し

て
い
た
。

江
藤
の
戦
後
知
識
人
破
産
宣
告
に
対
し
て
、
丸
山
に
代
わ
っ
て
応
答
し
た
の
は
梅
本
克
己
で
あ
っ
た
。
一
九
六
一
年
六
月
十
九
日
『
日
本

読
書
新
聞
』「
現
代
の
一
つ
目
小
僧　

丸
山
眞
男
氏
へ
の
手
紙
」
で
は
、
丸
山
の
「
現
代
に
お
け
る
態
度
決
定
」（『
世
界
』
一
九
六
〇
年
七
月
）



193 塩原光【丸山眞男の知性論】

に
言
及
し
な
が
ら
江
藤
に
応
答
し
て
い
る
。
梅
本
は
、
無
限
の
認
識
過
程
を
「
断
ち
切
る
」
決
断
に
は
不
完
全
な
認
識
に
基
づ
く
価
値
判
断

が
伴
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
丸
山
が
論
じ
た
箇
所
に
触
れ
て
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
『
職
業
と
し
て
の
政
治
』
の
一
節
「
結
果
に
対
す
る
責
任
を
現

実
に
全
身
を
も
っ
て
共
感
し
、
し
か
も
あ
る
一
点
に
お
い
て
、「
自
分
は
こ
の
ほ
か
の
こ
と
を
な
し
え
な
い
、
自
分
は
こ
こ
に
立
つ
」〔
…
〕

と
い
う
決
断
の
論
理
」
を
想
起
し
て
い
る
。
そ
し
て
江
藤
の
「
破
産
」
論
文
に
対
し
、「
面
接
の
重
役
が
大
学
生
に
説
教
す
る
よ
う
に
「
理

想
家
」
の
幻
想
を
嘲
笑
」
す
る
不
偏
不
党
性
を
批
判
し
て
、
結
果
責
任
を
負
い
な
が
ら
も
「
決
断
」
す
る
丸
山
の
市
民
像
に
期
待
し
た（

（4
（

。

で
は
丸
山
は
梅
本
の
よ
う
に
ウ
ェ
ー
バ
ー
的
な
立
場
か
ら
、
福
田
や
江
藤
の
進
歩
的
知
識
人
批
判
と
対
決
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
丸
山
眞
男

文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
は
、
丸
山
眞
男
編
『
人
間
と
政
治
』
一
九
六
一
年
一
〇
月
刊
行
前
の
記
録
と
推
定
さ
れ
る
高
畠
通
敏
と
の
対

話
記
録
が
あ
る
。
こ
こ
で
丸
山
は
、「
政
治
的
季
節
の
中
の
個
人
」
に
言
及
し
て
い
る
（【424-1

】「
人
間
と
政
治
高
畠
通
敏
氏
と
の
対
話
速
記
録
」）。

Ｍ　

安
保
批
判
の
会
が
「
批
判
」
の
会
な
の
で
、
非
常
に
喜
ん
で
入
っ
た
の
が
い
つ
の
間
に
か
、「
反
対
」
の
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

自
分
の
知
ら
な
い
間
に
す
り
か
え
ら
れ
て
い
る
。〔
…
〕
い
や
し
く
も
あ
の
時
の
状
態
の
中
で
批
判
と
反
対
の
辨
別
を
す
る
と
い
う
の

は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。
発
想
は
批
判
で
も
何
か
運
動
を
や
れ
ば
賛
成
か
反
対
し
か
な
い
わ
け
で
す
か
ら
〔
…
〕
し
か
も
「
政
治
的
季

節
の
中
の
個
人
」
は
大
変
に
評
判
が
い
い
。
僕
は
あ
れ
を
読
ん
で
ど
う
し
て
今
頃
江
藤
淳
と
も
あ
ろ
う
も
の
が
、
と
び
っ
く
り
し
た
。

〔
…
〕〈51-52

〉

Ｍ　

と
同
時
に
彼
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
非
常
に
空
間
的
で
あ
る
。
時
々
刻
々
の
決
断
と
し
て
の
み
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
と
い
う

の
で
は
な
く
、
垣
根
を
つ
く
っ
て
こ
っ
か
ら
先
は
自
分
の
領
分
だ
と
い
う
観
念
〈53

〉

さ
ら
に
別
頁
で
は
、「
内
面
性
対
組
織
と
い
う
あ
る
い
は
政
治
」
と
い
う
考
え
方
を
代
表
し
て
、「
福
田
恒
存
と
か
江
藤
淳
」
が
挙
げ
ら
れ

〈59

〉、「
プ
ラ
イ
ベ
ッ
ト
か
ら
発
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
意
識
が
正
当
化
さ
れ
て
い
な
い
」〈62

〉
と
述
べ
て
い
る
。「
非
政
治
的
な
市
民
の
政
治

的
関
心
」（「「
で
あ
る
」
こ
と
と
「
す
る
」
こ
と
」
一
九
五
九
年
）
を
阻
む
思
考
様
式
を
福
田
と
江
藤
に
発
見
し
て
い
た（

（4
（

。
ま
た
戦
後
の
知
識
人
と

知
性
へ
の
問
題
提
起
を
探
る
上
で
は
次
の
丸
山
の
発
言
に
着
目
し
た
い
。
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「〔
…
〕
組
織
を
通
じ
て
こ
の
資
本
主
義
体
制
を
打
破
し
て
い
く
以
外
な
い
ん
だ
、
そ
れ
を
は
な
れ
て
、
組
織
対
個
人
な
ん
て
い
っ
て
い

る
の
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
ン
だ
」
と
い
う
「
最
大
公
約
数
の
左
翼
の
発
想
」
も
退
け
な
が
ら
、「
今
の
日
本
の
知
的
な
状
況
で
の
打
開
点
と

い
う
の
は
福
田
恆
存
的
発
想
と
左
翼
の
最
大
公
約
数
的
発
想
と
に
対
す
る
両
面
作
戦
と
し
て
の
み
あ
る
ん
で
あ
っ
て
〔
…
〕」〈62

〉

丸
山
は
福
田
や
江
藤
の
よ
う
な
、
政
治
に
対
し
て
垣
根
の
中
の
内
面
的
自
由
を
守
る
政
治
観
や
、
左
翼
の
組
織
重
視
の
政
治
観
と
の
両
面

作
戦
を
考
え
て
い
た
。
こ
の
「
両
面
作
戦
」
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
一
九
六
一
年
一
〇
月
の
木
下
順
二
と
の
対
談
「
現
代
劇
に
お
け
る
方

法
意
識
」
に
お
け
る
、
日
本
の
進
歩
主
義
の
問
題
点
と
「
良
識
的
知
識
人
」
に
言
及
し
た
箇
所
が
参
考
に
な
る
。
木
下
は
「
現
実
の
行
動
、

そ
れ
こ
そ
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
立
場
」
で
は
、「
進
歩
っ
て
も
の
を
信
ず
る
よ
り
し
ょ
う
が
な
い
」
と
述
べ
、「
行
動
の
な
か
で
、
も
し
矛
盾
を

発
見
す
る
な
ら
発
見
す
る
」
と
い
う
立
場
を
表
明
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
丸
山
は
、「
い
く
ら
進
歩
を
信
じ
た
っ
て
、
そ
こ
か
ら
は
具
体
的

な
選
択
」
は
生
じ
な
い
た
め
、
進
歩
勢
力
の
「
何
を
選
び
と
り
、
何
を
選
び
と
ら
な
い
か
」
と
い
う
「
決
断
」
や
「
賭
け
」
が
あ
る
の
だ
と

し
た
。
そ
の
決
断
の
結
果
を
「
認
識
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
失
敗
や
挫
折
か
ら
も
学
」
ぶ
と
こ
ろ
に
「
歴
史
の
進
歩
」
が
あ
る
と
主
張

し
た
。
こ
れ
を
丸
山
は
「
非
情
な
認
識
、
つ
ま
り
デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
」
と
呼
び
、「
現
実
か
ら
、
ま
た
自
分
自
身
か
ら
、
距
離
を
お
い
た
認

識
を
福
田
恒
存
の
専
売
に
し
て
お
く
手
は
な
い
」
と
述
べ
た（

（4
（

。
冷
徹
に
認
識
す
るdetached

な
知
性
は
、
認
識
過
程
を
断
ち
切
る
「
決
断
」

や
「
賭
け
」
の
只
中
の
自
分
自
身
か
ら
も
距
離
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
知
性
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
続
け
て
、
学
問
や
芸
術
の
よ
う
な
非
政
治

的
な
領
域
が
常
に
政
治
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
緊
張
感
が
な
い
、「
良
識
的
知
識
人
の
盲
点
」
に
言
及
し
た
時
、
丸
山
の
念
頭
に
は

「
常
識
」
や
「
現
実
」
に
従
う
こ
と
を
主
張
し
た
福
田
恆
存
や
「
政
治
主
義
」
を
忌
避
し
て
文
学
者
の
領
分
を
守
ろ
う
と
す
る
江
藤
淳
が
置

か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

（4
（

。

さ
て
丸
山
は
一
九
六
〇
年
五
月
二
十
四
日
の
学
者
文
化
人
集
会
に
お
い
て
「
選
択
の
と
き
」
を
発
表
し
、
こ
の
集
会
は
六
月
六
日
の
『
週

刊
読
書
人
』
で
「
市
民
主
義
の
旗
の
下
に
」
と
い
う
見
出
し
と
と
も
に
報
じ
ら
れ
た
。
丸
山
は
、
先
に
引
い
た
高
畠
通
敏
と
の
未
発
表
対
談

で
、
学
者
文
化
人
の
運
動
の
基
本
的
な
立
場
と
し
て
「
市
民
主
義
」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
不
満
を
も
ら
し
て
い
た
。
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Ｍ
「〔
…
〕
学
者
が
自
分
の
行
動
動
機
を
説
明
す
る
理
論
乃
至
は
学
者
に
対
し
て
ぼ
く
な
ん
か
は
市
民
主
義
と
い
う
言
葉
は
使
わ
な
か
っ

た
が
、
例
え
ば
五
月
二
十
四
日
の
教
育
会
館
で
し
ゃ
べ
っ
た
と
い
う
の
は
学
者
、
文
化
人
の
集
会
で
こ
の
人
達
に
ど
う
い
う
風
に
伝
え

る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
、
当
然
─
─
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
印
刷
さ
れ
て
散
ぷ
さ
れ
る
と
、
そ
れ
が
運
動
全
体
の
基
礎
づ
け
と
い
う

か
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
そ
う
す
る
と
非
常
に
違
っ
ち
ゃ
う　

ぼ
く
な
り
の
非
常
に
疎
外
感
が
あ
る
」〈63

〉

丸
山
は
運
動
の
基
礎
付
け
と
し
て
「
市
民
主
義
」
を
掲
げ
て
し
ま
う
と
、
学
者
・
文
化
人
各
個
の
非
政
治
的
領
域
か
ら
立
ち
出
で
た
決
断

と
責
任
意
識
を
あ
い
ま
い
に
し
て
し
ま
う
と
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
翌
年
の
佐
藤
昇
と
の
対
談
で
も
、
市
民
、
市
民
的
、
市
民
主
義
と
い

う
言
葉
が
「
機
能
的
概
念
」
で
は
な
く
「
実
体
的
概
念
」
と
な
り
得
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
、「
各
人
が
職
業
的
、
身
分
的
、
そ
の
他
何
々

団
体
員
的
所
属
か
ら
不
断
に
自
分
を
ひ
き
は
な
す
思
想
的
操
作
」
が
「「
市
民
」
的
意
識
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た（

（4
（

。
職
業
的
に
は
学
者
・

文
化
人
だ
が
街
頭
市
民
に
も
な
れ
る
と
い
う
考
え
か
ら
運
動
に
合
流
す
る
の
で
は
な
く
、
自
己
の
所
属
領
域
か
ら
自
己
を
引
き
離
す
そ
の
機

能
的
側
面
と
し
て
の
市
民
意
識
を
、
学
者
・
文
化
人
に
求
め
て
い
た
。

一
九
四
〇
年
代
の
後
半
か
ら
丸
山
は
立
場
に
拘
束
さ
れ
つ
つ
立
場
を
超
え
る
知
性
を
説
い
て
い
た
が
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
安
保
闘

争
を
経
た
丸
山
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
問
題
と
し
て
い
た
「
良
識
」
的
な
知
識
人
、
江
藤
淳
、
福
田
恆
存
を
挙
げ
な
が
ら
、
距
離
を
置

くdetached

な
知
性
を
様
々
な
場
面
で
説
い
て
い
た
。
そ
れ
は
認
識
過
程
を
断
ち
切
る
「
決
断
」
を
行
い
な
が
ら
も
、
自
分
自
身
を
も
批
判

で
き
る
冷
徹
な
知
性
で
あ
り
、
自
由
に
浮
動
す
る
知
識
層
特
有
の
知
性
と
し
て
で
は
な
く
、
学
者
・
文
化
人
を
包
含
し
た
社
会
の
構
成
員
一

般
の
知
性
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
た（

（4
（

。

こ
のdetached

な
知
性
の
帰
結
と
し
て
、
丸
山
が
は
じ
め
て
体
系
的
な
知
識
人
像
を
提
出
し
た
「
現
代
に
お
け
る
人
間
と
政
治
」（
一
九

六
一
年
十
月
）
と
の
関
連
を
確
認
し
た
い
。
第
二
章
冒
頭
で
引
い
た
一
九
五
九
年
の
丸
山
、
都
留
、
加
藤
の
鼎
談
で
丸
山
は
、
技
術
革
新
と
近

代
化
、
ひ
と
び
と
の
意
識
の
断
片
化
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
の
喪
失
と
い
う
現
象
に
言
及
し
て
い
た
が
、
こ
の
問
い
は
一
九
五
九
年
か
ら
一
九

六
〇
年
代
前
半
の
丸
山
に
と
っ
て
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
終
焉
論
の
流
行
と
と
も
に
、
知
識
人
像
形
成
に
と
っ
て
重
要
な
時
代
背
景
で
あ
っ

た
。
一
九
六
〇
年
一
一
月
、
九
州
地
方
で
行
わ
れ
た
岩
波
文
化
講
演
会
に
お
け
る
「
内
と
外
」
講
演
と
そ
の
草
稿
類
か
ら
は
、
イ
デ
オ
ロ



196政治思想とダイバーシティ【政治思想研究 第19号／2019年５月】

ギ
ー
の
終
焉
現
象
に
対
す
る
丸
山
の
関
心
を
さ
ら
に
確
認
で
き
る
。
草
稿
「「
内
と
外
」
原
稿
・
メ
モ
」（【
資
料
番
号348-1-2

】）
に
よ
れ
ば
、

こ
こ
で
も
福
田
、
江
藤
へ
の
対
抗
心
を
思
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
。

西
側
の
知
識
人
の
間
の
流
行

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
終
末
宣
言
」

ア
パ
シ
ー
あ
る
い
は
政
治
的
冷
淡
さ
の
知
的
称
揚
、
個
々
の
孤
立
し
た
事
実
を
関
係
づ
け
た
り
、
よ
り
長
期
的
な
ト
レ
ン
ド
の
な
か
に

置
い
て
見
る
試
み
は
、
片
よ
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
（
い
わ
ば
社
会
科
学
的
と
い
う
條
件
つ
き
、
社
会
科
学
ア
レ
ル
ギ
ー
）

事
実
を
見
よ
、
見
よ
と
い
う
い
い
方
で
事
実
の
承
認

0

0

を
迫
る
。（
認
識
で
は
な
く
て
評
価
せ
よ
！
）〈70

〉

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
の
は
、
こ
の
「
う
ち
」
の
世
界
と
「
外
」
の
世
界
を
つ
な
げ
る
思
想
で
あ
り
、
外
の
、
政
治
の
動
向
を
批
判

し
、
政
治
の
目
標
、
目
標
を
実
現
す
る
手
段
な
ど
に
つ
い
て
比
較
し
選
択
す
る
思
想
で
あ
る
。

政
治
に
つ
い
て
発
言
し
、
批
判
す
る
場
合
、
意
識
す
る
と
否
と
を
問
わ
ず
誰
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
思
考
し
て
い
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
い
う
と
下
品
で
、
思
想
と
い
う
と
上
品
に
み
え
る
。
公
的
問
題
を
公
的
問
題
と
し
て
対
象
に
し
な
い
と
、
か
え
っ
て
「
う
ち
」
の
感

情
的
好
悪
と
偏
見
を
無
原
則
に
輸
出
す
る
こ
と
に
な
る
〈72

〉

講
演
で
は
、「
垣
根
を
空
間
的
に
分
離
し
て
」、「
う
ち
の
世
界
で
平
穏
な
生
活
を
享
受
す
る
と
い
う
自
由
と
、
積
極
的
に
外
の
世
界
に
立

ち
出
で
」
て
「
自
主
的
な
決
定
」
を
行
う
自
由
と
が
混
同
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
説
い
た
上
で
、「
現
代
の
あ
る
種
の
文
化
人
」、

「
保
守
主
義
者
」
は
、「
自
分
の
中
に
あ
る
自
由
に
つ
い
て
の
偏
見
と
い
う
も
の
を
出
来
事
に
照
ら
し
て
、
不
断
に
吟
味
す
る
と
い
う
心
が
ま

え
を
著
し
く
欠
い
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
た
。
草
稿
類
で
言
及
さ
れ
た
「
社
会
科
学
ア
レ
ル
ギ
ー
」「
事
実
の
承
認
」
は
お
そ
ら
く
福
田

恆
存
を
、
政
治
か
ら
垣
根
的
に
自
由
を
守
る
文
化
人
と
は
江
藤
淳
を
指
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
の
よ
う
に
「
ム
ー
ド
的
に
極
端
と
思
わ
れ

る
、
不
愉
快
と
思
わ
れ
る
も
の
の
受
信
を
拒
む
」
こ
と
で
「
表
面
的
に
、
い
わ
ゆ
る
良
識
的
な
世
論
に
よ
っ
て
、
世
論
を
画
一
化
す
る
こ
と
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は
、
実
は
あ
る
種
の
立
場
、
あ
る
種
の
議
論
に
よ
る
世
論
の
画
一
化
」
で
あ
り
、「
い
わ
ゆ
る
良
識
の
全
体
主
義
も
ま
た
全
体
主
義
で
あ
る
」

と
主
張
し
て
い
た（

（4
（

。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
終
焉
論
が
流
行
す
る
中
で
、
丸
山
は
「
う
ち
」
と
「
外
」
の
世
界
を
つ
な
げ
る
役
割
を
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
に
付
与
し
つ
つ
、
外
に
現
れ
る
政
治
の
動
向
を
本
来
の
目
標
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
不
断
に
吟
味
す
る
意
義
を
説
い

て
い
た
。

一
九
六
一
年
一
〇
月
の
渡
米
前
に
発
表
し
た
「
現
代
に
お
け
る
人
間
と
政
治
」（
一
九
六
一
年
九
月
）
で
丸
山
は
、
体
制
同
調
的
な
内
側
世

界
と
体
制
批
判
的
な
グ
ル
ー
プ
と
し
て
内
側
か
ら
疎
外
さ
れ
た
外
側
の
世
界
と
の
「
境
界
領
域
」（
知
識
人
の
多
数
が
住
む
領
域
）
か
ら
、
境
界

に
住
む
意
義
を
自
覚
し
、
双
方
の
「
イ
メ
ー
ジ
の
交
換
を
は
ば
む
障
壁
」
に
積
極
的
に
抗
議
し
抵
抗
す
る
こ
と
が
、「
リ
ベ
ラ
ル
」
た
る
知

識
人
と
知
性
の
役
割
と
し
た（

（4
（

。
知
識
人
と
知
性
の
体
系
的
な
役
割
を
は
じ
め
て
論
じ
た
こ
の
論
文
冒
頭
で
丸
山
が
問
題
視
し
た
現
象
が
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
終
焉
で
あ
っ
た
。
社
会
や
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
こ
と
よ
り
も
自
分
の
仕
事
に
精
を
出
す
べ
き
だ
と
い
う
批
判
が
英
国
ニ
ュ
ー
レ
フ

ト
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
着
目
し
な
が
ら
、「
わ
が
国
に
お
け
る
同
類
」
の
知
識
人
批
判
も
同
様
だ
と
暗
に
指
摘
し
て
い
た
。

一
九
五
〇
年
代
と
安
保
闘
争
期
に
、
福
田
や
江
藤
ら
の
進
歩
的
知
識
人
批
判
に
対
し
て
丸
山
は
、
傍
観
者
と
い
う
意
味
で
は
な
く
自
分
自
身

か
らdetached

な
知
性
を
働
か
せ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
価
値
判
断
を
伴
い
つ
つ
も
そ
の
結
果
責
任
を
負
い
、
自
分
自
身
を
も
隔
離
す
る
冷
徹

な
知
性
を
模
索
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
、「
良
識
の
全
体
主
義
」
に
抵
抗
し
な
が
ら
境
界
領
域
に
住
む
、
リ
ベ
ラ
ル
な
知
識
人
像
を
準
備

さ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
知
性

最
後
に
、
丸
山
に
と
っ
て
の
学
問
に
関
わ
る
者
の
知
性
の
問
題
を
検
討
し
た
い
。
一
九
五
九
年
六
月
の
藤
田
省
三
は
「
現
代
反
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
の
構
造
」
を
執
筆
し
た
際
、
反
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
的
潮
流
の
ひ
と
つ
と
し
て
東
京
大
学
学
生
新
聞
で
組
ま
れ
た
連
載
「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に

も
の
申
す
」（
一
九
五
八
年
九
月
十
七
日
─
一
二
月
一
〇
日
ま
で
）
を
引
用
し
た
。
藤
田
に
よ
れ
ば
こ
こ
で
の
「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
」
の
定
義
は
多
様

で
あ
り
、
大
学
、
特
に
東
大
人
と
そ
の
行
動
様
式
、
気
質
、
研
究
方
法
、
社
会
運
動
に
直
接
参
加
し
よ
う
と
し
な
い
研
究
者
の
態
度
を
指
す
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場
合
も
あ
る
と
い
う
。
藤
田
は
「
有
用
な
学
問
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
学
問
の
人
的
な
担
い
手
（
研
究
者
）
が
直
接
運
動
の
組
織
者
や
演
説
者

に
な
っ
た
り
す
る
必
要
は
些
か
も
な
く
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、「
反
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
」
に
は
批
判
的
な
立
場
を
表
明
し
た（

（5
（

。
し
か
し
安
保
闘

争
昂
揚
期
の
藤
田
は
東
京
大
学
が
「
知
性
の
名
に
よ
っ
て
立
ち
上
が
」
り
、
安
保
闘
争
へ
の
政
治
参
加
を
通
し
て
「
官
僚
養
成
所
」、「
特
権

意
識
の
培
養
所
」
を
脱
し
、「
純
粋
な
学
問
の
府
」
に
な
る
こ
と
を
求
め
て
い
た（

（5
（

。

一
九
五
九
年
の
丸
山
は
「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
も
の
申
す
」
連
載
を
、
現
実
に
あ
る
大
学
批
判
で
あ
る
と
読
ん
で
お
り
、
九
月
二
四
日
の

執
筆
担
当
で
あ
る
中
野
好
夫
が
「
ど
う
し
て
東
京
大
学
に
も
の
申
す
と
言
わ
な
い
の
か
」
と
書
い
た
こ
と
が
一
番
当
た
っ
て
い
た
と
し
な
が

ら
、「
現
実
の
大
学
が
い
か
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
な
い
か
」
を
反
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
は
批
判
す
べ
き
で
あ
り
、
特
権
的
、
閉
鎖
的
と
い
う
よ
う

な
批
判
は
「
単
な
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
か
ら
出
た
悪
口
」
だ
と
述
べ
て
い
た
。
丸
山
に
と
っ
て
の
関
心
は
、「
ほ
ん
と
う
の
機
能
的
の
意
味

の
エ
リ
ー
ト
」
が
学
問
や
文
化
を
「
創
造
的
に
日
本
に
根
づ
か
し
て
」
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
大
衆
か
ら
遊
離
す
る
」
こ
と
で
は

な
い
の
に
、
大
衆
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
あ
る
日
本
の
イ
ン
テ
リ
は
、「
エ
リ
ー
ト
と
い
わ
れ
る
と
し
ゅ
ん
と
」
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
「
日

本
に
〔
い
か
に
〕
ほ
ん
と
う
に
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
が
な
い
か
」
を
証
明
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
た（

（5
（

。

一
九
六
四
年
の
南
原
繁
と
の
対
談
で
は
、
南
原
が
「
社
会
科
学
者
に
か
ぎ
ら
ず
人
文
科
学
者
で
も
自
然
科
学
者
で
も
、
お
よ
そ
学
者
と
い

う
も
の
は
、
国
家
・
社
会
の
政
治
的
な
大
き
い
で
き
ご
と
に
絶
え
ず
注
意
し
て
、
人
類
・
社
会
の
進
歩
に
た
い
し
て
貢
献
す
る
と
い
う
義
務

が
あ
る
と
思
う
の
で
す
」
と
発
言
し
た
一
方
で
、
丸
山
は
「「
学
問
を
や
っ
て
い
る
も
の
に
は
一
つ
の
社
会
的
責
任
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と

は
、
原
理
論
と
し
て
は
も
っ
と
も
」
だ
が
、「
学
問
を
も
っ
て
実
際
に
生
か
し
た
い
と
か
、
両
者
を
架
橋
し
た
い
と
い
う
善
意
を
も
っ
て
政

治
の
世
界
と
接
触
を
保
っ
て
い
た
人
」
が
政
治
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
戦
前
期
の
体
験
を
考
え
る
と
、「
学
者
と
し
て
の
自
立
性
」、
学
問

の
「
批
判
精
神
」
を
失
う
こ
と
へ
の
警
戒
が
強
い
と
述
べ
て
い
た（

（5
（

。
同
時
期
の
エ
ッ
セ
イ
で
も
丸
山
は
「
大
衆
に
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
学
問

は
無
価
値
」、「
知
識
人
は
も
っ
と
体
を
張
れ
」、「
俺
は
地
方
で
地
味
に
実
践
し
て
る
ん
だ
」
と
い
う
類
の
主
張
を
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
へ
の
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
、
精
神
的
独
立
心
の
欠
如
と
し
て
退
け
、「
知
識
人
の
正
し
い
生
き
方
は
一
つ
し
か
な
い
こ
と
は
断
じ
て
な
い
」
と
主
張
し

て
い
た（

（5
（

。

こ
の
よ
う
に
丸
山
は
大
学
や
学
者
に
対
し
て
、
手
放
し
で
社
会
的
意
義
や
社
会
的
貢
献
を
問
う
事
に
は
慎
重
で
あ
り
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
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学
者
の
精
神
的
独
立
を
強
く
保
つ
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
大
学
と
学
問
の
自
由
を
大
学
外
の
社
会
的
実
践
か
ら
分
け
る
思
考
法
は
と
ら
ず
、
学

問
に
取
り
組
む
主
体
の
知
的
態
度
を
説
く
傾
向
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
一
九
五
九
年
の
全
学
連
幹
部
の
東
京
大
学
構
内
立
て
こ
も
り
事
件
を
め

ぐ
っ
て
は
、「
大
学
の
自
由
」、「
ア
カ
デ
ミ
ッ
シ
ェ
・
フ
ラ
イ
ハ
イ
ト
」
と
は
何
か
を
法
学
部
生
に
向
っ
て
説
い
て
い
た
。
大
学
構
内
へ
の

立
て
こ
も
り
を
学
園
の
自
治
の
名
で
合
理
化
す
る
こ
と
は
、
大
学
共
同
体
や
教
授
学
生
一
般
へ
の
侮
辱
で
あ
る
こ
と
、
労
働
者
や
市
民
に
で

き
な
い
こ
と
が
学
生
な
ら
で
き
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と
は
特
権
へ
の
甘
っ
た
れ
に
過
ぎ
な
い
こ
と
、
純
粋
な
心
情
倫
理
の
み
を
抱
き

な
が
ら
結
果
責
任
に
無
自
覚
で
あ
る
点
で
「political w

isdom

政
治
的
叡
智
」
に
欠
け
る
行
動
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
丸
山
に
と
っ
て
「
学

問
的
精
神
の
反
対
物
」
と
は
「
批
判
に
耳
を
か
さ
な
い
ド
グ
マ
の
精
神
」
で
あ
り
、「
大
衆
運
動
の
組
織
者
の
第
一
歩
は
普
通
の
市
民
、
普

通
の
学
生
の
考
え
方
感
じ
方
を
内
側
か
ら
と
ら
え
る
能
力
」
だ
と
述
べ
て
い
た（

（5
（

。

自
分
自
身
か
ら
距
離
を
取
り
、
他
者
の
批
判
に
も
開
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
知
的
態
度
は
、
科
学
的
な
討
議
の
場
面
で
働
く
マ
ン
ハ
イ
ム
的

な
知
性
と
も
関
連
し
て
い
た
。
一
九
六
〇
年
八
月
二
十
九
日
か
ら
九
月
二
日
に
か
け
て
の
米
国
の
研
究
者
た
ち
と
の
共
同
討
議
「
日
本
の
近

代
化
に
か
ん
す
る
共
同
研
究
の
予
備
会
議
」、
通
称
「
箱
根
会
議
」
で
も
、
マ
ン
ハ
イ
ム
に
触
れ
な
が
ら
発
言
を
し
た
丸
山
の
メ
モ
が
あ
る
。

丸
山
は
米
国
の
学
者
た
ち
の
報
告
に
は
「
で
き
る
だ
け
世
界
観
的
な
論
争
や
倫
理
的
、
政
治
的
な
問
題
へ
のinvolvem

ent

を
含
む
」
よ
う

な
仮
説
の
立
て
方
や
用
語
選
択
を
回
避
す
る
「
価
値
中
立
的
態
度
」
が
共
通
し
て
い
た
点
を
指
摘
し
て
い
た
。
そ
の
上
で
、「
こ
こ
で
私
は
、

価
値
判
断
か
ら
自
由
な
科
学
的
態
度
は
、
各
自
の
価
値
判
断
を
回
避
し
た
り
、
隠
蔽
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を

自
覚
化
し
た
上
で
、
こ
れ
を
理
性
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
な
る
と
い
う
カ
ー
ル
・
マ
ン
ハ
イ
ム
の
提
言
を
想

起
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
個
人
的
研
究
の
場
合
だ
け
で
な
く
、
同
じ
学
問
的
テ
ー
マ
に
関
す
る
異
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の

集
団
討
議
の
場
合
に
も
あ
て
は
ま
る
」
と
述
べ
て
い
た（

（5
（

。

丸
山
は
学
者
の
社
会
的
責
任
を
実
際
上
の
成
果
で
問
う
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
。
し
か
し
他
方
で
は
他
者
の
関
心
を
自
ら
遮
断
す
る

ド
グ
マ
チ
ッ
ク
な
精
神
か
ら
距
離
を
と
る
知
性
に
よ
っ
て
、
治
外
法
権
的
に
大
学
構
内
の
自
由
を
享
受
す
る
閉
塞
的
な
学
問
の
自
由
を
戒
め

た
。
そ
し
て
価
値
判
断
を
自
覚
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
理
性
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
知
的
態
度
を
学
問
的
討
議
の
際
に
強
調
し
て
い
た
。
こ

う
し
た
自
己
隔
離
の
知
性
は
、
大
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
社
会
に
対
す
る
閉
塞
性
と
学
問
的
討
議
の
政
治
的
な
価
値
中
立
性
を
も
批
判
す
る
知
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性
で
あ
っ
た
。

結
論丸

山
は
一
九
五
〇
年
代
と
六
〇
年
安
保
闘
争
期
の
福
田
恆
存
と
江
藤
淳
を
中
心
と
す
る
、
価
値
中
立
的
な
進
歩
的
知
識
人
批
判
の
い
わ
ゆ

る
「
良
識
の
全
体
主
義
」（
前
掲
、「
内
と
外
」）
と
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
終
焉
が
説
か
れ
る
時
代
傾
向
に
対
し
て
、
マ
ン
ハ
イ
ム
由
来
の
存
在

拘
束
性
論
の
知
性
とdetached

な
知
性
で
応
答
し
た
、
こ
れ
が
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。
存
在
拘
束
性
論
の
知
性
とdetached

な
知
性
は
一

九
五
〇
年
代
以
来
の
進
歩
的
知
識
人
批
判
に
対
し
て
は
、
自
己
の
価
値
判
断
を
回
避
せ
ず
、
十
分
に
自
覚
し
た
上
で
自
分
自
身
か
ら
批
判
的

に
距
離
を
取
り
、
冷
静
に
責
任
倫
理
を
発
揮
す
る
知
性
で
あ
り
、
ま
た
価
値
中
立
的
か
つ
傍
観
者
的
な
態
度
を
戒
め
る
知
性
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
大
学
に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
丸
山
は
学
者
に
対
し
て
は
実
際
上
の
社
会
的
責
任
を
問
う
こ
と
に
は
慎
重
な
姿

勢
を
示
し
た
が
、
大
学
内
に
の
み
実
質
的
な
学
問
の
自
由
の
領
域
が
あ
る
と
考
え
る
よ
う
な
独
善
的
な
ド
グ
マ
の
精
神
を
戒
め
、
学
問
的
討

議
の
際
に
働
く
マ
ン
ハ
イ
ム
の
知
性
を
想
起
し
た
。

戦
後
の
言
論
空
間
に
お
い
て
「
覇
権
」
な
る
も
の
を
掌
握
し
、
大
衆
を
市
民
化
す
る
こ
と
を
担
っ
た
進
歩
的
知
識
人
の
代
表
者
と
し
て
丸

山
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
冒
頭
で
触
れ
た
。
し
か
し
丸
山
は
、
戦
後
の
知
識
人
が
自
ら
の
思
想
的
偏
重
を
自
覚
し
、
自
己
を
批
判

的
に
引
き
離
す
知
性
に
こ
そ
市
民
的
意
識
の
本
質
を
見
出
し
て
い
た
。

本
稿
は
、
一
九
六
〇
年
代
末
に
至
る
ま
で
の
知
識
人
と
知
性
を
め
ぐ
る
丸
山
の
模
索
の
全
体
像
を
論
じ
る
た
め
の
前
段
階
の
議
論
に
と
ど

ま
っ
た
。
自
分
自
身
と
物
事
か
ら
距
離
を
お
く
知
性
は
、
鶴
見
俊
輔
、
高
畠
通
敏
、
小
田
実
ら
の
よ
う
に
集
団
の
な
か
で
働
く
知
性
と
の
連

携
は
取
れ
た
の
か
、
吉
本
隆
明
か
ら
の
進
歩
的
知
識
人
批
判
や
、
自
己
否
定
を
唱
え
な
が
ら
大
学
の
知
的
権
威
批
判
を
展
開
し
た
大
学
闘
争

の
時
代
に
丸
山
の
知
性
は
い
か
に
試
さ
れ
た
の
か
、
自
己
を
批
判
的
に
引
き
離
す
知
性
を
模
索
し
て
き
た
丸
山
が
あ
の
時
代
の
自
己
否
定
論

に
感
じ
た
違
和
感
は
何
だ
っ
た
の
か
、
今
後
論
ず
べ
き
こ
と
は
多
い
。
そ
れ
以
前
に
も
一
九
六
一
年
秋
以
降
の
渡
米
体
験
と
英
米
知
識
人
と

の
交
流
、
一
九
六
〇
年
代
末
に
未
完
に
終
わ
っ
た
「
近
代
日
本
の
知
識
人
」
論
文
で
構
想
し
た
戦
後
の
知
的
共
同
体
再
編
問
題
、
サ
ル
ト
ル
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来
日
時
の
丸
山
と
の
対
談
記
録
等
、
探
さ
ね
ば
な
ら
な
い
資
料
も
多
い
。
知
識
人
と
知
性
、
そ
の
社
会
的
役
割
は
何
か
。
懸
命
に
こ
の
問
い

に
取
り
組
ん
だ
戦
後
日
本
の
精
神
的
遺
産
を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
1
）
竹
内
洋
『
丸
山
眞
男
の
時
代
─
─
大
学
・
知
識
人
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』
中
公
新
書
、
二
〇
〇
五
年
、
一
五
二
頁
、
二
一
八
頁
。

（
2
）
西
村
稔
「
知
識
人
と
「
教
養
」（
六
・
完
）
─
─
丸
山
眞
男
の
教
養
思
想
─
─
」『
岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
』
第
六
六
巻
第
二
号
、
二
〇
一
六
年
一
二

月
、
一
一
三
─
一
一
四
頁
。

（
3
）
西
村
稔
「
知
識
人
と
「
教
養
」（
一
）
─
─
丸
山
眞
男
の
教
養
思
想
─
─
」『
岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
』
第
六
四
巻
第
一
号
、
一
四
〇
頁
。
ま
た
東
京

女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
『
職
業
と
し
て
の
政
治
』
の
該
当
部
分
の
書
込
を
紹
介
し
て
い
る
研
究
と
し
て
、
阪
本
尚
文
「
丸
山
眞
男
と
八
月
革
命

（
1
）：
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
資
料
を
活
用
し
て
」『
行
政
社
会
論
集
』
二
〇
一
五
年
七
月
、
一
四
頁
。

（
4
）
担
い
手
の
問
題
と
の
関
連
と
し
て
、
丸
山
が
「
科
学
と
し
て
の
政
治
学
」（
一
九
四
七
年
）
註
一
〇
に
お
い
て
、
マ
ン
ハ
イ
ム
の
相
関
主
義
と
そ
の
実

体
的
担
当
者
と
し
て
の
「
自
由
に
浮
動
す
る
知
識
層
」
へ
の
限
定
に
疑
問
を
提
示
し
た
こ
と
を
い
か
に
解
釈
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
西
村
の
論
考

（
同
右
）
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
思
想
史
論
以
降
の
、
自
由
に
浮
動
す
る
イ
ン
テ
リ
の
使
用
例
か
ら
、
マ
ン
ハ
イ
ム
評
価
は
否
定
か
ら
肯
定
に
転
回
し

た
と
説
明
さ
れ
る
。
し
か
し
丸
山
の
マ
ン
ハ
イ
ム
受
容
を
、
対
象
と
自
分
自
身
か
ら
も
距
離
を
置
く
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
の
知
性
か
ら
検
討
す
る
本
稿
の
立

場
で
は
、
マ
ン
ハ
イ
ム
的
知
性
の
本
質
は
、
そ
の
実
体
的
な
担
い
手
は
誰
か
と
い
う
議
論
と
し
て
で
は
な
く
、
様
々
な
社
会
層
に
担
い
手
を
想
定
し
た
際

の
知
性
の
機
能
を
め
ぐ
る
議
論
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
解
釈
す
る
。

（
5
）
竹
内
洋
『
革
新
幻
想
の
戦
後
史
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
一
年
、
四
三
五
頁
。
ま
た
趙
星
銀
『「
大
衆
」
と
「
市
民
」
の
戦
後
思
想 

藤
田
省
三
と

松
下
圭
一
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
、
二
一
五
頁
。

（
6
）
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
【275

】「「
日
本
の
知
識
人
（
続
、
本
稿
）」
草
稿
・
メ
モ
」。
以
下
、
本
文
中
の
【　

】
内
数

字
は
す
べ
て
丸
山
眞
男
文
庫
登
録
番
号
を
指
し
、
ま
た
引
用
中
の
〈　

〉
内
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
の
コ
マ
番
号
を
指
す
。

（
7
）
苅
部
直
「
戦
後
日
本
の
理
想
主
義
と
現
実
主
義
」（
三
浦
信
孝
編
『
戦
後
思
想
の
光
と
影
』
風
行
社
、
二
〇
一
六
年
、
一
〇
〇
頁
）。

（
8
）
苅
部
直
、
同
右
。

（
9
）
高
坂
正
堯
「
現
実
主
義
者
の
平
和
論
」（
酒
井
哲
哉
編
『
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
戦
後
日
本
の
思
想
水
脈
１　

平
和
国
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
岩
波
書

店
、
二
〇
一
六
年
、
一
六
六
頁
）。
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（
10
）
先
行
研
究
で
は
、
一
九
六
一
年
の
渡
米
前
執
筆
の
「
現
代
に
お
け
る
人
間
と
政
治
」
に
お
け
る
、
境
界
領
域
の
「
リ
ベ
ラ
ル
」
な
知
識
人
の
知
性
と

一
九
六
四
年
の
「
日
本
と
い
う
状
況
の
中
で
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と
」（『
丸
山
眞
男
座
談
』
六
、
一
六
一
頁
）
を
戦
後
一
貫
し
て
考
え
て
き
た
と

い
う
発
言
と
の
関
連
の
解
明
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
い
う
他
者
、
一
九
六
〇
年
以
降
の
吉
本
隆
明
と
新
左
翼
、
市
民
運
動
を
担
う
集

団
的
知
性
（
高
畠
通
敏
、
鶴
見
俊
輔
）
と
の
関
係
の
中
で
、
リ
ベ
ラ
ル
の
旗
を
お
ろ
さ
な
か
っ
た
丸
山
の
こ
だ
わ
り
と
、
そ
の
自
由
主
義
の
特
徴
（
自
己

内
対
話
、
境
界
的
知
性
、
非
政
治
的
な
自
由
主
義
の
克
服
）
を
論
じ
て
い
る
（
清
水
靖
久
「
丸
山
眞
男
と
米
国
」『
法
政
研
究
』
第
七
四
巻
第
四
号
、
九

州
大
学
法
政
学
会
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）。
本
稿
は
、
丸
山
が
一
九
六
一
年
に
構
想
し
た
境
界
に
住
む
リ
ベ
ラ
ル
な
知
識
人
の
知
性
は
、
国
内
の
特
に
一

九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
安
保
闘
争
期
に
至
る
進
歩
的
知
識
人
批
判
へ
の
応
答
の
な
か
で
形
成
さ
れ
て
き
た
側
面
を
検
討
し
た
と
い
う
位
置
付
け
に
な

る
。
具
体
的
に
は
三
点
目
の
非
政
治
的
な
自
由
主
義
の
克
服
に
つ
い
て
は
、
大
日
本
帝
国
リ
ベ
ラ
ル
へ
の
批
判
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
実
主
義
的
で
価

値
中
立
的
な
保
守
系
論
客
の
進
歩
的
知
識
人
批
判
か
ら
の
影
響
も
無
視
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
11
）「
現
代
は
い
か
な
る
時
代
か
」『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
五
九
年
八
月
九
日
（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
時
代
１
９
５
９
─
１
９
９
２
』
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
三
年
、
一
八
─
一
九
頁
）。
同
座
談
会
は
『
丸
山
眞
男
座
談
』
三
に
丸
山
発
言
抄
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
引
用
箇
所
は
省
略
さ
れ
て

い
る
。

（
12
）
松
沢
弘
陽
、
植
手
通
有
編
『
丸
山
眞
男
回
顧
談
』
上
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
二
三
八
─
二
四
〇
頁
。「
科
学
と
し
て
の
政
治
学
」『
丸
山
眞
男

集
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
、
一
五
二
頁
。

（
13
）「
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
と
歴
史
的
立
場
」『
丸
山
眞
男
座
談
』
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
、
二
九
六
頁
。

（
14
）『
世
界
』
臨
時
増
刊
号
、
一
九
八
五
年
七
月
、
一
六
頁
。
久
野
収
も
平
和
問
題
談
話
会
の
当
初
の
雰
囲
気
を
「
あ
ま
り
に
高
踏
的
で
、
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン

チ
ャ
臭
が
強
す
ぎ
た
の
が
、
当
時
の
私
た
ち
に
は
不
満
だ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
（
九
─
一
二
頁
）。

（
15
）
同
右
、
一
三
頁
。

（
16
）
家
永
美
夜
子
宛
一
九
八
五
年
四
月
一
二
日
『
丸
山
眞
男
書
簡
集
』
三
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
二
三
一
頁
。

（
17
）
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
『
獄
中
記
』
原
書
【0182581

】C. Schm
itt, Ex Captiviate Salus Erfahrungen der Zeit 1945/47, 1950. 

該
当
箇
所
に

は
、
線
引
き
と
「
学
問
的
自
由
の
前
提
」
と
い
う
書
込
み
が
あ
る
。

（
18
）『
丸
山
眞
男
集
』
第
十
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
一
七
二
頁
。

（
19
）『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
第
五
冊
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
、
三
〇
二
─
三
〇
三
頁
。

（
20
）「
芸
術
・
民
衆
・
知
識
階
級
」『
未
来
』、
一
九
四
八
年
七
月
、
一
〇
頁
。
瓜
生
忠
夫
の
編
集
後
記
に
よ
れ
ば
座
談
会
実
施
は
一
九
四
七
年
十
一
月
。
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（
21
）「
平
和
の
問
題
と
文
学
」『
文
学
』、
一
九
五
〇
年
八
月
、
四
五
頁
。

（
22
）「「
現
実
」
主
義
の
陥
穽
」『
丸
山
眞
男
集
』
第
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
、
二
〇
二
頁
。

（
23
）「
進
歩
派
の
政
治
感
覚
」『
丸
山
眞
男
集
』
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
、
六
五
─
六
六
頁
。

（
24
）
竹
内
洋
『
革
新
幻
想
の
戦
後
史
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
一
年
、
三
一
四
頁
。

（
25
）
一
九
五
四
年
一
二
月
一
日
松
田
道
雄
宛
書
簡
で
は
、
福
田
恆
存
「
平
和
論
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
疑
問
」
へ
の
反
論
は
、
丸
山
よ
り
冷
静
な
松
田
が

適
任
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
た
上
で
、
ア
メ
リ
カ
と
協
力
す
る
の
が
何
が
悪
い
な
ど
と
居
直
る
イ
ン
テ
リ
が
い
る
か
と
思
う
と
、
今
ま
で
声
を
か
ら
し
て
何

を
叫
ん
で
き
た
か
と
な
さ
け
な
く
な
る
、
と
い
う
旨
の
不
満
を
漏
ら
し
て
い
た
。
こ
の
書
簡
に
つ
い
て
高
草
木
光
一
『
松
田
道
雄
と
「
い
の
ち
」
の
社
会

主
義
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
か
ら
示
唆
を
受
け
て
、
熊
本
学
園
大
学
図
書
館
松
田
道
雄
文
庫
を
訪
問
、
高
草
木
氏
が
調
査
中
に
偶
然
見
つ
け
た

資
料
で
あ
る
た
め
に
未
公
開
資
料
扱
い
と
な
っ
て
い
た
同
書
簡
を
同
図
書
館
の
御
好
意
で
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
同
書
簡
は
未
整
理
資
料
で
あ
る
た

め
大
意
を
示
す
の
み
と
し
た
。

（
26
）
さ
ら
に
同
じ
時
期
の
草
稿
類
で
も
、
新
聞
雑
誌
の
匿
名
批
評
の
場
で
、
日
本
の
平
和
論
者
の
「
人
格
、
生
き
方
、
行
動
様
式
」
が
問
題
に
さ
れ
る
こ

と
を
挙
げ
、「
批
判
者
自
身
の
生
き
方
」
が
ま
っ
た
く
問
わ
れ
な
い
ま
ま
、「
平
和
運
動
者
に
ケ
チ
を
つ
け
る
と
い
う
だ
け
の
目
的
を
も
っ
た
御
殿
女
中
的

な
批
判
」
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
「
批
評
の
病
理
現
象
」
と
記
し
て
い
る
（【107-44

】「
匿
名
批
評
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
」『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
二

巻
、
六
〇
─
六
二
頁
）。

（
27
）「
思
想
と
政
治
」『
丸
山
眞
男
集
』
第
七
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
一
四
六
頁
。

（
28
）「
神
農
も
は
じ
め
は
う
ず
に
目
を
回
し
」（『
丸
山
眞
男
集
』
第
二
巻
、
月
報
九
）。
元
と
な
る
熊
野
の
記
録
は
、「
一
学
生
の
歩
み　

安
保
闘
争
の
記

録
」（『
緑
会
雑
誌
』
復
刊
第
三
号
、
一
九
六
一
年
二
月
号
）
で
あ
る
。
六
月
一
五
日
の
『
東
京
大
学
新
聞
』
は
こ
の
「
法
学
部
教
官
学
生
懇
談
会
」
を
報

じ
た
が
、
丸
山
の
声
明
文
読
み
上
げ
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。
丸
山
が
参
加
し
た
法
文
経
二
二
番
教
室
の
会
合
で
は
丸
山
、
篠
原
一
、
岡
義
武
ら
政
治

学
者
が
集
ま
り
「
議
会
主
義
を
破
壊
し
て
も
、
安
保
条
約
を
阻
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
い
う
発
言
が
出
る
な
ど
「
か
な
り
熱
の
入
っ
た
討
論
が
展
開

さ
れ
」
た
ら
し
い
。

（
29
）「
明
星
学
園
講
演
会
速
記
録
」『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
二
九
九
頁
。

（
30
）
英
語
版
を
戦
後
に
入
手
し
た
と
い
う
証
言
は
、「
思
想
史
の
方
法
を
模
索
し
て
」『
丸
山
眞
男
集
』
第
十
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
三
二
四
頁
。

（
31
）
邦
訳
は
、
樺
俊
雄
ほ
か
編
『
知
識
社
会
学
』
マ
ン
ハ
イ
ム
全
集
第
二
冊
、
潮
出
版
、
一
九
七
五
年
、
三
一
八
頁
を
参
照
。
な
お
英
語
版
二
五
三
頁
、

“detached perspective ”

（
距
離
化
）
発
生
の
第
三
要
因
の
箇
所
に
丸
山
の
傍
線
書
込
み
が
あ
る
。「
同
一
の
社
会
空
間
の
中
で
二
つ
、
な
い
し
多
数
の
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社
会
的
に
制
約
さ
れ
た
世
界
解
釈
の
仕
方
が
互
い
に
争
い
あ
い
、
そ
れ
ら
相
互
の
批
判
に
よ
っ
て
互
い
に
解
明
し
距
離
化
し
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
と
し
て

距
離
化
し
な
が
ら
認
識
す
る
こ
と
」（
訳
文
同
右
、『
知
識
社
会
学
』、
三
一
九
頁
）。

（
32
）『
丸
山
眞
男
手
帖
』
二
四
、
丸
山
眞
男
手
帖
の
会
、
二
〇
〇
三
年
、
六
頁
。

（
33
）『
丸
山
眞
男
講
義
録 

日
本
政
治
思
想
史1956/59

』
別
冊
一
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
、
二
三
二
頁
。

（
34
）「
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
第
三
部 

追
記
」『
丸
山
眞
男
集
』
第
七
巻
、
一
九
九
六
年
、
四
七
頁
。

（
35
）『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
第
三
冊
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
、
二
四
頁
。

（
36
）「
断
想
」『
丸
山
眞
男
集
』
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
、
一
四
八
頁
。
丸
山
のdetached

用
例
に
つ
い
て
は
、
西
村
稔
の
研
究
ノ
ー
ト
「
知

識
人
と
「
教
養
」（
一
）」『
岡
山
大
学
法
學
会
雑
誌
』
第
六
四
巻
第
一
号
、
二
〇
一
四
年
、
一
三
九
─
一
四
一
頁
で
も
詳
し
い
。
本
稿
は
そ
の
展
開
と
し

て
、
マ
ン
ハ
イ
ム
由
来
の
丸
山
の
知
性
論
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。

（
37
）「
丸
山
先
生
に
聞
く
」『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
一
六
三
─
一
六
四
頁
。

（
38
）「
私
達
は
無
力
だ
ろ
う
か
」『
丸
山
眞
男
集
』
第
十
六
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
二
二
頁
。

（
39
）「
感
想
三
つ
」
一
九
六
〇
年
九
月
二
十
日
『
復
刻
版
声
な
き
声
の
た
よ
り
』
第
一
巻
、
思
想
の
科
学
社
、
三
二
頁
。

（
40
）『
福
田
恆
存
評
論
集
』
第
七
巻
、
麗
澤
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、
二
五
頁
。

（
41
）
同
右
、
六
八
頁
。

（
42
）『
梅
本
克
己
著
作
集
』
第
九
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
七
八
年
、
三
八
三
─
三
八
六
頁
。
都
築
勉
は
こ
の
梅
本
の
丸
山
論
を
引
き
な
が
ら
「
六
〇
年
安
保

に
際
し
て
の
丸
山
の
行
動
の
隠
れ
た
一
面
を
見
事
に
突
い
て
い
た
」
と
し
て
い
る
（『
戦
後
日
本
の
知
識
人
─
─
丸
山
眞
男
と
そ
の
時
代
』
世
織
書
房
、

一
九
九
五
年
、
四
二
八
頁
）。
本
稿
で
は
梅
本
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
的
認
識
と
決
断
の
論
理
に
加
え
て
、
マ
ン
ハ
イ
ム
の
存
在
拘
束
性
と
の
連
続
性
を
重
点
的

に
検
討
し
た
上
で
、
都
築
も
三
七
一
頁
で
引
用
し
て
い
る
職
業
、
身
分
、
所
属
か
ら
引
き
離
す
思
想
的
操
作
と
し
て
の
市
民
意
識
と
を
関
連
付
け
て
検
討

す
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。

（
43
）「
近
代
日
本
の
思
想
と
文
学
」（
一
九
五
九
年
）
に
お
い
て
丸
山
は
、
戦
前
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
以
降
の
作
家
た
ち
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
排
し

た
文
学
至
上
主
義
へ
の
回
帰
を
論
じ
て
い
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
領
域
と
政
治
の
領
域
を
分
け
る
こ
と
で
、
無
制
限
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
中
に
割
込
ん
で

来
る
政
治
へ
の
抵
抗
力
の
欠
如
を
見
て
い
た
。

（
44
）
西
村
稔
、
前
掲
「
知
識
人
と
「
教
養
」（
一
）」（
一
四
五
頁
）
で
は
、
苅
部
直
『
移
り
ゆ
く
教
養
』（
二
〇
三
頁
）
が
引
く
福
田
恆
存
『
幸
福
へ
の
手

帖
』（
一
九
五
六
年
）
の
、
読
書
で
得
た
知
識
で
専
ら
人
を
教
育
し
よ
う
と
す
る
「
い
は
ゆ
る
教
養
人
」
を
戒
め
、「
距
離
を
置
い
て
」
テ
ク
ス
ト
を
読
む
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こ
と
を
説
く
箇
所
が
、
丸
山
の
「
専
売
」
発
言
に
該
当
す
る
の
で
は
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
十
分
に
検
討
で
き
な
か
っ
た
。

（
45
）「
現
代
劇
に
お
け
る
方
法
意
識
」『
丸
山
眞
男
座
談
』
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
、 

二
五
八
─
二
六
〇
頁
。

（
46
）「
現
代
に
お
け
る
革
命
の
論
理
」『
丸
山
眞
男
座
談
』
四
、
岩
波
書
店
、
一
四
九
─
一
五
一
頁
。
丸
山
の
市
民
意
識
と
自
分
自
身
を
隔
離
す
る
意
識

と
の
関
係
は
、
都
築
勉
『
戦
後
日
本
の
知
識
人
─
─
丸
山
眞
男
と
そ
の
時
代
』（
世
織
書
房
、
一
九
九
五
年
、
三
七
一
頁
）
が
早
く
か
ら
指
摘
し
て
い
た

が
、
自
己
隔
離
は
知
性
の
問
題
と
し
て
は
扱
わ
れ
ず
、
次
頁
で
は
境
界
領
域
に
立
つ
知
識
人
（「
現
代
に
お
け
る
人
間
と
政
治
」）
の
丸
山
を
市
民
派
知
識

人
と
は
異
な
る
自
由
主
義
的
な
知
識
人
と
し
て
論
じ
て
い
た
。
本
稿
で
は
自
己
隔
離
の
知
性
と
、
他
者
を
そ
の
他
在
に
お
い
て
理
解
す
る
べ
く
境
界
に
た

つ
知
性
は
、
ど
ち
ら
も
マ
ン
ハ
イ
ム
的
知
性
論
の
応
用
と
し
て
捉
え
る
立
場
な
の
で
、
境
界
的
知
性
は
必
ず
し
も
精
神
的
貴
族
お
よ
び
丸
山
自
身
の
知
識

人
と
し
て
の
立
場
表
明
で
は
な
く
、
担
い
手
を
実
体
的
に
固
定
し
な
い
、
誰
し
も
が
参
与
可
能
な
知
性
論
の
構
想
だ
っ
た
可
能
性
を
重
視
す
る
。
し
か

し
、
広
い
新
中
間
層
に
む
け
た
知
性
論
と
、
よ
り
少
数
者
の
知
識
人
に
丸
山
が
想
定
し
た
知
性
を
混
同
す
る
こ
と
に
は
注
意
を
払
い
た
い
。
ま
た
苅
部
直

が
『
丸
山
眞
男
─
─
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
肖
像
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
一
八
〇
頁
）
で
引
用
し
た
北
川
隆
吉
の
回
想
で
は
、
五
月
二
十
四
日
「
選

択
の
と
き
」
講
演
後
、
学
者
・
研
究
者
団
の
デ
モ
行
進
の
街
宣
車
が
「
職
業
上
の
特
性
」
や
「
知
的
な
職
業
」
の
立
場
か
ら
安
保
反
対
を
訴
え
る
宣
伝
文

を
読
み
上
げ
た
時
、
丸
山
は
「
隊
列
の
う
し
ろ
か
ら
走
っ
て
来
ら
れ
て
、
四
輪
車
の
街
宣
車
に
パ
ッ
と
飛
び
乗
ら
れ
て
」、「
市
民
と
し
て
」
と
言
う
よ
う

に
修
正
さ
せ
た
と
い
う
（
北
川
隆
吉
・
東
京
自
治
問
題
研
究
所
編
『
戦
後
民
主
主
義
「
知
」
の
自
画
像
』
三
省
堂
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
〇
一
─
一
〇
二

頁
）。
こ
の
逸
話
か
ら
は
、
学
者
研
究
者
に
市
民
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
て
と
指
導
す
る
丸
山
で
は
な
く
、
知
的
と
い
う
言
葉
の
使
わ
れ
方
に

過
敏
に
反
応
す
る
丸
山
の
姿
が
見
て
と
れ
る
と
考
え
る
。
六
月
二
日
に
発
足
し
た
「
民
主
主
義
を
守
る
全
国
学
者
・
研
究
者
の
会
」（
民
学
研
）
の
決
議

文
は
、「
自
己
の
義
務
に
忠
実
な
市
民
と
し
て
」
憲
法
の
原
理
が
侵
さ
れ
た
こ
と
へ
の
抗
議
と
「
知
性
の
権
威
を
確
信
す
る
学
問
研
究
者
と
し
て
」
理
性

的
討
議
を
否
定
す
る
こ
と
へ
の
抗
議
が
併
記
さ
れ
て
い
た
（『
民
学
研
ニ
ュ
ー
ス
』
第
一
号
、
一
九
六
〇
年
六
月
十
日
）。
実
際
に
読
み
上
げ
ら
れ
た
宣
伝

文
が
北
川
の
回
想
通
り
の
「
知
的
な
職
業
」
だ
っ
た
の
か
、
決
議
文
通
り
の
「
知
性
の
権
威
を
確
信
す
る
学
問
研
究
者
」
だ
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
こ
の
逸
話
は
市
民
意
識
を
自
己
の
所
属
か
ら
距
離
を
置
く
知
性
と
し
て
位
置
づ
け
た
丸
山
が
、
学
問
研
究
者
で
あ
る
こ
と
を
形
容
す
る
た
め
だ
け
に

「
知
的
」
や
「
知
性
」
が
使
わ
れ
た
こ
と
に
異
を
唱
え
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
る
。

（
47
）
こ
の
時
期
の
マ
ン
ハ
イ
ム
関
連
の
出
来
事
と
言
え
ば
、
Ｐ
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
京
極
純
一
と
の
対
談
（「
東
西
イ
ン
テ
リ
論
」『
中
央
公
論
』
一
九
六
〇

年
八
月
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
知
識
人
と
は
政
治
の
対
立
状
況
に
あ
た
り
常
に
分
裂
す
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
マ
ン
ハ
イ
ム
の
よ
う
な
知

性
に
依
拠
す
る
知
識
人
像
に
期
待
す
る
こ
と
に
疑
問
を
投
じ
て
い
た
。
近
年
の
深
井
智
朗
の
研
究
に
よ
り
一
九
六
〇
年
五
月
十
一
日
に
国
際
文
化
会
館
に

て
堀
田
善
衛
、
加
藤
周
一
、
木
下
順
二
、
鶴
見
俊
輔
、
長
（
武
田
）
清
子
、
鵜
飼
信
成
、
丸
山
眞
男
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
昼
食
を
共
に
し
な
が
ら
の
討
論
会
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を
開
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
こ
の
時
の
討
論
記
録
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
た
だ
帰
国
後
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
丸
山
に
宛
て
た
書
簡
に

は
「
私
は
知
識
人
の
政
治
的
責
任
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
さ
ら
に
議
論
を
続
け
る
必
要
も
感
じ
て
い
ま
す
」
と
記
し
て
い
た
ら
し
い
（
深
井
智
朗
「
知
識

人
の
政
治
的
責
任
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
さ
ら
に
議
論
を
続
け
る
必
要
も
感
じ
て
い
ま
す
…
…
：
一
九
六
〇
年
六
月
の
パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ヒ
と
丸
山
眞

男
」『
未
来
』（
五
七
七
）、
二
〇
一
四
年
十
月
号
）。
も
し
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
京
極
と
同
様
に
丸
山
た
ち
と
も
マ
ン
ハ
イ
ム
的
知
識
人
に
関
す
る
議
論
を
交
わ

し
た
と
す
れ
ば
、
丸
山
が
い
か
に
応
答
し
た
の
か
は
興
味
深
い
。
深
井
智
朗
に
よ
れ
ば
国
際
文
化
会
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
録
音
記
録
は
現
在
所

在
不
明
で
あ
り
、
録
音
の
公
表
に
つ
い
て
も
人
格
権
を
主
張
す
る
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
遺
族
の
要
望
等
、
制
約
が
あ
る
と
い
う
。
今
後
日
本
の
研
究
者
・
関
係

者
相
互
の
協
力
に
よ
り
、
一
九
六
〇
年
の
戦
後
知
識
人
と
亡
命
知
識
人
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
の
対
話
記
録
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
48
）「
内
と
外
」『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
二
巻
、
二
〇
一
五
年
、
岩
波
書
店
、
三
七
二
─
三
七
八
頁
。
本
稿
で
は
マ
ン
ハ
イ
ム
的
知
性
で
あ
るdetached

な
知
性
を
論
じ
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
同
時
期
の
「
近
代
日
本
の
思
想
と
文
学
」（
一
九
五
九
年
）
で
は
、
三
木
清
の
「
弾
力
あ
る
知
性
」（
一
九
三
七

年
）
や
、
Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
ェ
ル
ズ
の
新
世
界
百
科
全
書
構
想
を
「
人
類
共
通
の
精
神
、
普
遍
的
知
性
」
と
し
た
上
で
、
社
会
科
学
と
文
学
の
思
考
的
隔
た
り

を
媒
介
す
る
立
場
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

（
49
）
丸
山
眞
男
編
『
人
間
の
研
究
Ⅳ 

人
間
と
政
治
』
有
斐
閣
、
一
九
六
一
年
一
〇
月
、
二
〇
七
─
二
〇
八
頁
。

（
50
）
藤
田
省
三
『
戦
後
精
神
の
経
験
Ⅰ
』
藤
田
省
三
著
作
集
七
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
八
年
、
一
三
七
─
一
三
九
頁
。

（
51
）「
知
識
人
へ
の
要
請
」『
東
京
大
学
学
生
新
聞
』
一
九
六
〇
年
六
月
一
日
。

（
52
）「
一
月
十
三
日
丸
山
眞
男
先
生
速
記
録
」『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
一
九
三
頁
。

（
53
）「
学
問
と
政
治
」『
丸
山
眞
男
座
談
』
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
、
四
頁
。

（
54
）「
我
が
道
を
往
く
学
問
論
」『
丸
山
眞
男
集
』
第
八
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
一
〇
四
頁
。

（
55
）「
全
学
連
幹
部
構
内
隠
匿
事
件
に
関
す
る
法
学
生
大
会
で
の
発
言
」『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
二
一
〇
─
二
一
一

頁
。

（
56
）「
箱
根
会
議
に
お
け
る
総
括
的
発
言
メ
モ
」『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
三
〇
七
頁
。
丸
山
文
庫
所
蔵
の
英
語
版

『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
』【0182479

】
一
一
〇
頁
に
は
、「
価
値
判
断
とem

otional

な
も
の
を
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
理
性
的
な

control

に
お
こ
う
と
い
う
の
が
知
識
社
会
学
の
立
場
」
と
い
う
、
メ
モ
と
類
似
す
る
書
込
が
確
認
で
き
る
。
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一　

序
論

本
稿
の
研
究
対
象
は
、
イ
タ
リ
ア
の
哲
学
者
、
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
政
治
哲
学
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
美
学
の
領
域

に
お
け
る
研
究
を
自
身
の
出
発
点
と
し
、
言
語
論
や
歴
史
哲
学
な
ど
に
関
す
る
論
考
を
多
数
著
し
て
き
た
ア
ガ
ン
ベ
ン
で
あ
る
が
、
と
り
わ

け
一
九
九
五
年
に
公
刊
し
た
『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
』
と
そ
の
後
の
一
連
の
著
作
群
に
お
け
る
政
治
哲
学
を
主
題
と
し
た
思
索
に
よ
っ
て
世
界
的

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（
（

。
二
〇
一
五
年
に
お
け
る
『
身
体
の
使
用
』
の
公
刊
を
も
っ
て
完
結
し
た
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る

が
、
幅
広
い
対
象
を
領
域
横
断
的
に
精
査
し
思
索
の
糧
と
す
る
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
試
み
は
様
々
な
分
野
か
ら
の
研
究
が
期
待
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

世
界
的
な
関
心
を
集
め
て
き
た
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
思
想
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
多
く
の
研
究
者
が
取
り
組
ん
で
お
り
、
す
で
に
少
な
く
な
い

量
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
る（

（
（

。
本
邦
に
お
い
て
も
、
岡
田
温
司
や
上
村
忠
男
、
高
桑
和
巳
ら
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
研
究
者
に
よ
る
ア
ガ
ン

ベ
ン
に
つ
い
て
の
著
作
や
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
翻
訳
を
通
じ
て
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
受
容
は
広
く
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る（

（
（

。
し
か
し
、
ア
ガ
ン
ベ

ン
の
政
治
思
想
を
扱
っ
て
い
る
研
究
の
う
ち
少
な
く
な
い
数
が
、
す
で
に
広
く
人
口
に
膾
炙
し
た
主
権
と
生
政
治
の
問
題
に
関
す
る
ア
ガ
ン

ベ
ン
の
思
索
に
の
み
拘
っ
て
き
た（

（
（

。

本
稿
の
主
題
と
な
る
の
は
、
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
政
治
哲
学
の
理
論
的
展
開
で
あ
る
。
ア
ガ
ン
ベ

長
島
皓
平

［
政
治
思
想
学
会
研
究
奨
励
賞
受
賞
論
文
］

統
治
性
・
政
治
神
学
・
統
治
機
械

─
─
フ
ー
コ
ー
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
主
権
と
統
治
を
め
ぐ
る
カ
コ
フ
ォ
ニ
ー
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ン
の
思
索
は
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
主
権
理
論
を
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
の
生
政
治
概
念
を
用
い
て
発
展
的
に
解
釈
す
る
こ
と
か
ら
出

発
し
た
一
九
九
五
年
の
『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
』
か
ら
、
二
〇
〇
七
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
王
国
と
栄
光
』
に
お
け
る
フ
ー
コ
ー
の
統
治
性
概
念
を

参
照
点
と
し
た
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
神
学
を
め
ぐ
る
も
の
へ
と
展
開
を
遂
げ
て
い
る
。
本
稿
は
、
主
権
と
統
治
と
い
う
視
座
の
も
と
で
フ
ー
コ
ー

や
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ら
の
議
論
と
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
お
け
る
理
論
的
変
遷
を
同
定
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、『
王
国
と
栄
光
』
に
お
け
る
ア
ガ
ン
ベ
ン

の
政
治
哲
学
の
政
治
思
想
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

こ
の
狙
い
を
達
成
す
る
た
め
に
、
本
稿
は
以
下
の
構
成
を
と
る
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
フ
ー
コ
ー
を
批
判
的
に
参
照
し
続
け
て
き
た
た
め
、

ア
ガ
ン
ベ
ン
の
政
治
哲
学
は
フ
ー
コ
ー
の
政
治
哲
学
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
る
と
い
う
側
面
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
第
二
章
に
お
い
て
、

フ
ー
コ
ー
に
お
け
る
権
力
論
を
概
観
す
る
。
第
三
章
に
お
い
て
は
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
が
フ
ー
コ
ー
の
統
治
性
研
究
に
批
判
的
に
取
り
組
む
に
当

た
っ
て
依
拠
す
る
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
エ
ー
リ
ク
・
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
と
の
間
で
生
じ
た
政
治
神
学
を
め
ぐ
る
論
争
の
内
実
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
王
国
と
栄
光
』
の
議
論
の
前
提
を
確
認
す
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
『
王
国
と
栄
光
』
の
試
み
は
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
当
初
か
ら
一
貫
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
第
四
章
で
は
ま
ず
、『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
』
か
ら
『
王
国

と
栄
光
』
に
至
る
ま
で
の
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
理
論
の
変
遷
を
概
観
し
た
後
に
『
王
国
と
栄
光
』
の
議
論
を
再
構
成
す
る
。

主
権
と
統
治
を
切
り
離
し
た
フ
ー
コ
ー
の
分
析
に
対
し
、
政
治
神
学
を
巡
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
論
争
を
踏
ま
え
、
オ
イ
コ

ノ
ミ
ア
の
系
譜
を
辿
る
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
主
権
が
統
治
と
切
り
離
せ
な
い
こ
と
を
神
学
の
伝
統
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。

二　

規
律
か
ら
統
治
へ
─
─
フ
ー
コ
ー
の
統
治
性
研
究

１　

規
律 

本
章
で
は
、
フ
ー
コ
ー
に
お
け
る
規
律
権
力
論
か
ら
統
治
性
と
そ
の
現
代
に
お
け
る
実
践
と
し
て
の
新
自
由
主
義
研
究
へ
の
展
開
を
精
査

す
る
。
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フ
ー
コ
ー
は
『
監
獄
の
誕
生
』
の
冒
頭
に
お
い
て
、
い
ま
で
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ダ
ミ
ア
ン
に
加
え
ら
れ
る
身
体
刑
の
執
行

の
様
子
を
生
々
し
く
叙
述
し
て
い
る（

（
（

。
フ
ー
コ
ー
に
よ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
華
々
し
い
身
体
刑
は
、

君
主
統
治
権
に
ま
つ
わ
る
一
つ
の
儀
式
で
あ
っ
て
、
受
刑
者
の
身
体
に
加
え
る
報
復
の
祭
式
本
位
の
烙
印
を
活
用
す
る
。
し
か
も
君
主

の
、
ま
た
そ
の
権
力
の
物
理
的
な
現
存
が
不
連
続
、
不
規
則
で
あ
り
、
常
に
自
分
の
法
の
上
に
君
臨
し
て
い
る
だ
け
に
、
こ
の
場
合
の

処
罰
は
、
な
お
さ
ら
強
烈
な
恐
怖
の
効
果
を
見
物
人
の
目
に
く
り
ひ
ろ
げ
る（

（
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
ベ
ッ
カ
リ
ー
ア
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
改
革
論
者
の
登
場
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
一
八
世
紀
中
頃
か
ら
、

フ
ラ
ン
ス
の
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
刑
罰
は
恣
意
的
に
適
用
さ
れ
る
も
の
か
ら
、
犯
罪
行
為
と
そ
れ
に
対
応
す
る
処
罰
の
記
号
体
系
化
を

伴
っ
た
合
理
的
な
も
の
へ
と
変
容
す
る
。
ベ
ッ
カ
リ
ー
ア
に
よ
れ
ば
、

大
多
数
の
者
た
ち
に
と
っ
て
、
死
刑
と
は
単
な
る
見
世
物
で
あ
る
。（
…
…
）
あ
る
刑
罰
が
正
し
く
あ
る
た
め
に
は
（
…
…
）
人
間
た
ち

を
犯
罪
か
ら
遠
ざ
け
る
の
に
必
要
最
低
限
度
な
程
度
の
強
さ
を
有
し
、
か
つ
、
そ
の
程
度
を
超
え
て
は
な
ら
な
い（

（
（

。

フ
ー
コ
ー
に
よ
れ
ば
こ
う
し
た
刑
罰
の
性
質
の
変
容
は
、
次
の
帰
結
を
生
ん
だ
。
君
主
の
下
で
の
儀
式
で
あ
っ
た
旧
体
制
の
身
体
刑
に

対
し
て
、
記
号
体
系
化
さ
れ
た
合
理
的
な
刑
罰
は
個
人
を
近
代
的
な
法
主
体
と
し
て
再
規
定
す
る
。
し
か
し
、
フ
ー
コ
ー
は
こ
の
「
合
理
的

な
」
刑
罰
を
分
節
化
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
二
つ
の
対
照
的
な
要
素
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
社
会
が
こ
の
合
理
的
な
刑
罰
の
導
入
、
そ
し
て

犯
罪
を
処
罰
に
結
び
つ
け
る
記
号
体
系
の
一
般
化
に
よ
っ
て
個
人
の
矯
正
を
期
待
す
る
一
方
で
、
強
制
権
に
依
拠
し
、
身
体
に
働
き
か
け
る

こ
と
で
矯
正
を
試
み
る
刑
罰
制
度
が
存
在
し
た
。
そ
れ
こ
そ
が
監
獄
で
あ
る
。
前
近
代
的
な
身
体
刑
か
ら
合
理
的
な
刑
罰
に
移
行
し
た
の
ち

に
、
何
故
こ
の
処
罰
権
力
の
モ
デ
ル
が
監
獄
に
お
け
る
監
禁
に
象
徴
さ
れ
る
「
強
制
権
・
身
体
・
独
房
・
秘
密（

（
（

」
を
中
心
と
し
た
も
の
に
な

る
に
い
た
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
に
対
す
る
回
答
が
「
規
律
・
訓
練（

（1
（

」
で
あ
っ
た
。
フ
ー
コ
ー
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
ベ
ン
サ
ム
の
考
案
し
た
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パ
ノ
プ
テ
ィ
コ
ン
に
代
表
さ
れ
る
身
体
に
恒
常
的
に
働
き
か
け
、
服
従
さ
せ
ら
れ
訓
練
さ
せ
ら
れ
る
従
順
な
身
体
を
作
り
出
す
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
、
学
校
・
兵
站
・
病
院
・
工
場
と
い
っ
た
空
間
に
お
い
て
顕
著
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

２　

統
治

こ
こ
ま
で
は
す
で
に
広
く
人
口
に
膾
炙
し
た
フ
ー
コ
ー
の
規
律
権
力
論
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ー
コ
ー
と
同
時
代
人
で
あ
り
深
い

親
交
が
あ
っ
た
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
フ
ー
コ
ー
の
権
力
論
は
す
ぐ
さ
ま
規
律
・
訓
練
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
出
て
行

く（
（1
（

。
と
い
う
の
も
、
す
で
に
社
会
は
規
律
型
権
力
と
い
う
枠
組
み
で
は
捉
え
き
る
こ
と
の
で
き
な
い
タ
イ
プ
の
権
力
に
直
面
し
て
い
た
た
め

だ（
（1
（

。『
監
獄
の
誕
生
』
が
出
版
さ
れ
た
翌
年
の
一
九
七
六
年
に
『
性
の
歴
史
Ⅰ
』
に
お
い
て
フ
ー
コ
ー
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

死
な
せ
る

0

0

0

0

か
生
き
る
ま
ま
に
し
て
お
く

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
古
い
権
利
に
代
わ
っ
て
、
生
き
さ
せ
る

0

0

0

か
死
の
中
へ
廃
棄
す
る

0

0

0

0

と
い
う
権
力
が
現
れ
た

（
…
…
）
生
に
対
す
る
こ
の
権
力
は
、
十
七
世
紀
以
来
二
つ
の
主
要
な
形
態
に
お
い
て
発
展
し
て
き
た
（
…
…
）
身
体
に
関
わ
る
規
律
と

人
口
の
調
整
と
は
、
生
に
対
す
る
権
力
の
組
織
化
が
展
開
す
る
二
つ
の
極
で
あ
る（

（1
（

。

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
規
律
権
力
を
生
に
働
き
か
け
る
「
生
権
力
」
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
捉
え
な
お
し
た
フ
ー
コ
ー
は
、
同
時
に

「
人
口
」
に
働
き
か
け
、
調
整
し
管
理
す
る
と
い
う
ま
た
別
の
権
力
の
様
相
を
描
き
出
し
て
い
る
。『
性
の
歴
史
Ⅰ
』
に
お
い
て
新
た
に
光
を

投
げ
か
け
ら
れ
た
こ
の
権
力
の
本
格
的
な
検
討
が
試
み
ら
れ
る
の
が
『
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義　

1977-1978

年
度　

安
全
・
領

土
・
人
口
』
と
『
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義　

1978-1979
年
度　

生
政
治
の
誕
生
』
に
お
い
て
で
あ
る
。

『
安
全
・
領
土
・
人
口
』
の
初
回
の
講
義
に
お
い
て
フ
ー
コ
ー
は
、
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
権
力
論
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
る
。

権
力
の
モ
ー
ド
と
し
て
第
一
に
中
世
か
ら
一
七
、
八
世
紀
に
み
ら
れ
た
法
を
犯
す
も
の
に
対
す
る
処
罰
を
定
め
る
「
法
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
が
あ

り
、
第
二
に
一
八
世
紀
に
端
緒
を
見
出
す
監
視
と
矯
正
に
よ
る
「
規
律
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
が
あ
っ
た
、
そ
し
て
第
三
に
現
代
に
お
い
て
な
お
組

織
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
象
の
蓋
然
的
な
性
質
を
対
象
に
し
、
許
可
と
禁
止
の
二
項
対
立
で
は
な
く
、
コ
ス
ト
計
算
に
基
づ
き
最
適
と
み
な
さ
れ
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る
平
均
値
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
許
容
の
限
界
を
定
め
る
「
安
全
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
が
存
在
す
る（

（1
（

。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ

の
三
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
排
他
的
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
相
互
に
重
な
り
合
い
な
が
ら
「
三
者
の
あ
い
だ
の
相
関
シ
ス
テ
ム
」
が

変
わ
る
、
す
な
わ
ち
主
調
と
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
変
わ
っ
て
行
く
と
い
う
点
で
あ
る
が（

（1
（

、
実
の
と
こ
ろ
フ
ー
コ
ー
は
続
く
二
、
三
回
目
の
講

義
に
お
い
て
都
市
計
画
・
食
糧
難
・
疫
病
と
い
っ
た
諸
事
例
の
分
析
を
通
じ
て
「
安
全
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
独
自
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

試
み
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ー
コ
ー
自
身
の
講
義
に
お
い
て
「
安
全
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
あ
る
い
は
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
機
能
さ
せ
る
安

全
装
置
は
す
ぐ
さ
ま
背
景
に
退
い
て
い
く
。
四
回
目
の
講
義
の
最
後
に
フ
ー
コ
ー
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

私
は
今
年
度
の
講
義
の
題
に
「
安
全
・
領
土
・
人
口
」
を
選
ん
だ
わ
け
で
す
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
今
、
よ
り
正
確
な
題
を
選
ん
で
い

い
の
で
あ
れ
ば
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
今
、
私
が
本
当
に
や
り
た
い
の
は
（
本
当
に
や
り
た
い
の
な
ら
で
す
が
）、
何
か
「
統

治
性
」
の
歴
史
と
で
も
呼
ぶ
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う（

（1
（

。

こ
う
し
て
フ
ー
コ
ー
の
「
統
治
性
」
研
究
が
始
ま
る
。
し
か
し
、
フ
ー
コ
ー
に
よ
る
造
語
で
あ
る
統
治
性gouvernem

entalité

と

は
何
か
。
そ
れ
は
第
一
に
社
会
契
約
論
を
典
型
と
す
る
主
権
を
め
ぐ
る
言
説
に
お
け
る
主
体
で
あ
っ
た
人
民peuple 

で
は
な
く
「
人
口

population

」
を
対
象
に
、「
政
治
経
済
学
」
を
主
要
な
形
式
と
し
て
権
力
の
行
使
を
可
能
に
す
る
「
諸
制
度
・
手
続
き
・
分
析
・
考
察
・
計

算
・
戦
術
」
か
ら
な
る
全
体
で
あ
り
、
第
二
に
「
統
治
」
と
呼
べ
る
タ
イ
プ
の
権
力
を
主
権
や
規
律
と
い
っ
た
タ
イ
プ
の
権
力
よ
り
優
越
さ

せ
て
き
て
い
る
傾
向
の
こ
と
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
「
統
治
性
」
と
い
う
概
念
は
あ
ま
り
に
大
雑
把
で
あ
る
。
フ
ー
コ
ー
は
国
家
の
「
外
に
出
る（

（1
（

」、

す
な
わ
ち
国
家
を
相
対
化
し
た
上
で
権
力
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
狙
い
の
た
め
に
、
こ
の
「
統
治
性
」
に
依

拠
し
た
。
し
か
し
、
む
し
ろ
「
統
治
性
」
の
概
念
の
曖
昧
さ
ゆ
え
に
そ
の
系
譜
を
古
代
ギ
リ
シ
ア
以
前
に
ま
で
遡
る
と
い
う
大
胆
な
フ
ー

コ
ー
の
試
み
が
可
能
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。

フ
ー
コ
ー
が
統
治
性
の
系
譜
を
探
る
に
あ
た
っ
て
出
発
点
と
す
る
の
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
な
く
そ
の
東
方
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
社

会
で
あ
る
。
フ
ー
コ
ー
は
統
治
の
起
源
が
エ
ジ
プ
ト
・
ア
ッ
シ
リ
ア
・
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
・
ヘ
ブ
ラ
イ
の
地
域
に
お
け
る
「
王
・
神
・
首
長
」
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が
牧
者
で
あ
り
、
人
間
た
ち
は
「
群
れ
」
で
あ
る
と
い
う
司
牧
的
権
力
に
あ
る
と
す
る（

（1
（

。
フ
ー
コ
ー
は
と
り
わ
け
ヘ
ブ
ラ
イ
に
お
い
て
司

牧
と
い
う
テ
ー
マ
が
展
開
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
厳
密
に
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
に
お
い
て
牧
者
と
い
う
用
語
は
も
っ
ぱ
ら
神
を
指
す
の
で
あ

り（
（2
（

、
本
質
的
に
は
神
と
人
間
た
ち
の
関
係
で
あ
る
が
、
フ
ー
コ
ー
が
強
調
す
る
の
は
こ
の
権
力
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
は
存
在
し
な
か
っ
た

と
い
う
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
ギ
リ
シ
ア
の
神
は
「
領
土
的
な
神
」
で
あ
り
、「
何
ら
か
の
特
権
的
な
場
（
都
市
で
あ
れ
神
殿
で
あ
れ
）」
を

有
し
て
い
る
の
に
対
し
、
牧
者
の
権
力
は
「
領
土
に
対
し
て
行
使
さ
れ
る
権
力
で
は
な
」
く
移
動
す
る
群
れ
に
対
し
て
行
使
さ
れ
る（

（2
（

。
第

二
に
、
司
牧
的
権
力
は
対
象
と
な
る
群
れ
の
救
済
、
食
料
の
確
保
と
い
う
善
を
な
す
と
い
う
性
質
を
有
し
、
そ
し
て
最
後
に
司
牧
的
権
力

は
「
全

o
m

n
e

s
 e

t
 s

in
g

u
la

t
im

体
に
か
つ
個
別
に
」
働
き
か
け
る（

（2
（

。
こ
の
司
牧
的
権
力
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
プ
ラ
ト
ン
の
『
政
治
家
』
を
は
じ
め
と
す
る
い

く
つ
か
の
例
外
を
除
い
て
全
く
異
質
な
も
の
で
あ
っ
た（

（2
（

。
司
牧
的
権
力
は
キ
リ
ス
ト
教
の
思
考
を
通
し
て
西
洋
に
伝
播
し
て
い
く
の
で
あ
る

が
、
フ
ー
コ
ー
は
キ
リ
ス
ト
教
が
司
牧
の
制
度
化
を
通
じ
て
司
牧
的
権
力
を
複
雑
化
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
ま
さ
に
「
人
間
た
ち
を

統
治
す
る
術
」
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る（

（2
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
内
部
に
お
い
て
発
展
す
る
こ
の
司
牧
的
権
力
が
「
政
治
」
と
交

わ
る
の
は
一
六
世
紀
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

宗
教
改
革
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
構
成
の
劇
的
な
変
動
に
伴
っ
て
、
一
六
世
紀
に
初
め
て
主
権
者
は
ど
の
よ
う
な
合
理
性
に
基
づ
い
て
、

こ
れ
ま
で
宗
教
的
・
私
的
な
領
域
に
あ
っ
た
人
間
た
ち
の
統
治
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
問
い
が
生
じ
た（

（2
（

。
実
の
と
こ

ろ
、
司
牧
的
権
力
が
危
機
を
迎
え
る
以
前
の
思
考
に
お
い
て
、
主
権
の
行
使
と
君
主
の
統
治
は
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
ト

マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
君
主
の
統
治
論
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

都
市
や
王
国
の
創
設
が
こ
の
世
の
創
造
を
模
範
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
統
治
の
理
法
も
神
の
統
宰
か
ら
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い（
（2
（

。

ア
ク
ィ
ナ
ス
に
お
い
て
、
君
主
・
主
権
者
の
統
治
は
「
統
治
の
類
比
モ
デ
ル
」
に
依
拠
し
て
い
る
。
王
の
統
治
は
自
然
を
統
治
す
る
神

を
モ
デ
ル
と
し
、
牧
者
が
羊
た
ち
に
対
し
て（

（2
（

、
あ
る
い
は
一
家
の
父
が
家
族
に
対
し
て
行
う
よ
う
に
個
人
の
救
済
を
促
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い（
（2
（

。
フ
ー
コ
ー
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

神
が
世
界
を
司
牧
的
に
統
治
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
世
界
が
救
済
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
服
従
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
（
…
…
）

世
界
は
人
間
が
救
済
を
得
る
た
め
に
作
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す（

（2
（

。

司
牧
的
統
治
の
危
機
は
ま
さ
に
こ
の
救
済
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
形
式
が
消
滅
し
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。
神
の
救
済
と
い
う
世
界
像
と

は
異
な
る
、
近
代
の
合
目
的
的
な
世
界
像
が
登
場
し
た
こ
と
に
よ
り
、
主
権
者
は
単
な
る
主
権
の
行
使
で
も
な
く
、
救
済
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
の

枠
内
に
お
け
る
統
治
で
も
な
い
も
の
、
フ
ー
コ
ー
が
「
統
治
術
」
と
呼
ぶ
も
の
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
主
権
者
は
今
や
、
牧
者
と
し
て
で
も

父
と
し
て
で
も
な
く
「
所
与
と
し
て
の
国
家
」
を
「
そ
の
最
大
限
の
存
在
へ
と
移
行
す
る
こ
と
」
を
可
能
に
す
る
た
め
に
統
治
す
る（

（3
（

。『
安

全
・
領
土
・
人
口
』
の
残
り
の
講
義
は
、
こ
の
特
異
な
統
治
の
指
針
と
し
て
「
国
家
理
性
」
を
位
置
付
け（

（3
（

、
そ
の
国
内
に
お
け
る
統
治
で
あ

る
「
内
政
」
と
対
外
的
な
統
治
の
結
果
生
じ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
バ
ラ
ン
ス
を
統
治
術
の
具
体
例
と
し
て
叙
述
し
て
い
く
。
フ
ー
コ
ー
の
議
論

で
は
、
こ
う
し
た
枠
組
み
に
お
い
て
法
権
利
が
統
治
の
過
剰
を
抑
制
す
る
と
い
う
有
様
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
統
治
の
系
譜
に
と
っ
て
肝

要
な
の
は
一
八
世
紀
に
お
い
て
統
治
術
の
制
限
が
内
在
的
な
原
理
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
出
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

フ
ー
コ
ー
は
『
生
政
治
の
誕
生
』
の
初
回
の
講
義
に
お
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

歴
史
的
な
い
し
理
論
的
に
規
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
法
権
利
と
い
う
原
理
は
、
か
つ
て
、
主
権
者
と
主
権
者
が
な
し
え
た
こ
と
に
対

し
、
あ
る
種
の
限
界
を
設
け
て
い
ま
し
た
（
…
…
）
そ
の
後
、
い
わ
ば
批
判
的
統
治
理
性
の
時
代
が
始
ま
り
ま
す
（
…
…
）
対
立
の
根
拠

と
さ
れ
る
も
の
、
そ
れ
は
も
は
や
主
権
の
濫
用
で
は
な
く
、
統
治
の
過
剰
で
す（

（3
（

。

法
権
利
に
よ
る
制
限
か
ら
、
自
ら
の
内
的
な
調
整
に
依
る
統
治
、
す
な
わ
ち
「
批
判
的
統
治
理
性
」
の
誕
生
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
の

が
「
政
治
経
済
学
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
新
た
な
タ
イ
プ
の
計
算
の
例
と
し
て
フ
ー
コ
ー
が
検
討
す
る
の
が
「
自
由
主
義
」
で
あ
る（

（3
（

。「
自
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由
主
義
」
は
交
換
こ
そ
が
事
物
の
真
の
価
値
を
決
定
す
る
よ
う
な
一
つ
の
社
会
に
お
い
て
、
統
治
お
よ
び
統
治
の
あ
ら
ゆ
る
行
動
の
有
用
性

の
価
値
と
は
何
か
と
い
う
問
い
を
提
起
す
る
の
で
あ
る
が（

（3
（

、「
自
由
主
義
」
の
枠
組
み
に
お
い
て
は
統
治
が
、
個
人
、
行
為
、
言
葉
、
富
、

資
源
、
所
有
物
、
法
権
利
な
ど
の
全
て
に
影
響
力
を
行
使
す
る
と
こ
ろ
の
「
利
害
関
心
」
を
そ
の
指
針
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
法
権
利
と
い
う
制
限
か
ら
解
き
放
た
れ
た
「
自
由
主
義
」
は
互
い
に
食
い
違
う
こ
と
の
あ
る
個
別
的
利
害
関
心
と
集
団
的
利
害

関
心
を
調
整
す
る
「
安
全
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
自
由
主
義
」
が
そ
の
内
部
に
お
い
て
各
人
に
自
由
を
生
産

し
、
組
織
す
る
と
と
も
に
リ
ス
ク
を
管
理
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
自
由
主
義
的
統
治
術

の
帰
結
と
し
て
、
こ
の
リ
ス
ク
管
理
と
い
う
契
機
に
お
い
て
自
由
主
義
と
上
述
の
規
律
権
力
が
結
び
つ
く
と
フ
ー
コ
ー
は
指
摘
し
て
い
る（

（3
（

。

自
由
主
義
的
統
治
は
自
由
を
組
織
し
、
増
加
さ
せ
る
と
い
う
契
機
に
お
い
て
、
管
理
と
介
入
を
行
う
。
こ
の
「
自
由
主
義
」
に
お
い
て
見
ら

れ
る
規
律
と
介
入
の
混
交
が
上
述
の
三
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
相
互
排
他
的
で
は
な
い
一
つ
の
例
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
「
自
由
主
義
」
は
二
〇
世
紀
に
お
け
る
経
済
危
機
の
進
展
に
お
い
て
、
Ｆ
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
よ
る
福
祉
政
策
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
経
済
的
介
入
主
義
に
直
面
す
る
。
こ
の
こ
と
が
意
味
す
る
の
は
、「
自
由
主
義
」
が
本
質
的
に
内
部
に
孕
ん
で
い
た
経
済
的
リ
ス
ク
が

増
大
し
、
外
的
な
制
限
を
必
要
と
す
る
事
態
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
自
由
主
義
的
統
治
の
危
機
に
対
す
る
様
々
な
介
入

を
め
ぐ
る
議
論
、
す
な
わ
ち
共
産
主
義
、
社
会
主
義
、
国
民
社
会
主
義
、
全
体
主
義
と
い
っ
た
代
替
案
に
お
い
て
最
も
影
響
力
を
有
し
て
い

た
の
が
、
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
な
介
入
政
策
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、「
自
由
主
義
」
は
危
機
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
経
済
的
介
入
主
義
を
め
ぐ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら

生
じ
た
の
が
、
二
一
世
紀
に
お
い
て
も
最
も
重
要
な
問
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
新
自
由
主
義
で
あ
っ
た
。

３　

新
自
由
主
義

二
〇
世
紀
に
お
け
る
経
済
的
介
入
を
め
ぐ
る
「
自
由
主
義
」
の
危
機
か
ら
生
ま
れ
た
新
自
由
主
義
は
、
経
済
成
長
を
信
奉
す
る
現
代
の
政

治
経
済
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
フ
ー
コ
ー
は
、
こ
の
新
自
由
主
義
の
理
論
的
源
泉
を
オ
ル
ド
自
由
主
義
に

み
る
。
オ
ル
ド
自
由
主
義
は
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
オ
イ
ケ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
を
中
心
と
し
た
学
者
ら
に
よ
っ
て
構
築
さ
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れ
て
い
く
が
、
後
の
新
自
由
主
義
理
論
の
発
展
に
寄
与
す
る
理
論
家
ら
が
一
堂
に
会
し
た
一
九
三
八
年
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
ッ
プ
マ
ン
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
参
加
し
て
い
た
フ
リ
ー
ド
ヒ
・
ハ
イ
エ
ク
に
新
自
由
主
義
の
特
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ー
コ
ー
は
交
換
を
社
会
の

原
理
と
し
て
い
た
自
由
主
義
に
対
し
、
新
自
由
主
義
は
競
争
を
新
た
に
そ
の
原
理
と
し
て
据
え
た
と
指
摘
し
て
お
り
、
ハ
イ
エ
ク
に
よ
れ
ば
、

競
争
は
ほ
と
ん
ど
の
状
況
で
、
わ
れ
わ
れ
が
知
っ
て
い
る
最
も
効
率
的
な
方
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
よ
り
重
要
な
の

は
、
競
争
こ
そ
、
政
治
権
力
の
恣
意
的
な
介
入
や
強
制
な
し
に
諸
個
人
の
活
動
の
相
互
調
整
が
可
能
に
な
る
唯
一
の
方
法
だ
か
ら
で
あ

る（
（3
（

。
競
争
が
有
利
に
働
く
た
め
に
は
、
十
分
に
考
え
抜
か
れ
た
法
的
な
枠
組
み
を
必
要
と
す
る（

（3
（

。

こ
こ
に
お
い
て
決
定
的
な
の
は
、
自
由
主
義
の
枠
組
み
に
お
い
て
自
由
の
生
産
が
法
権
利
の
枠
組
み
か
ら
自
立
的
な
領
域
を
作
り
出
す
こ

と
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
新
自
由
主
義
に
お
い
て
は
自
由
な
競
争
を
生
み
出
す
た
め
の
法
的
枠
組
み
を
必
要
と
す
る
と
い
う
事
態
で
あ
る
。

全
体
主
義
を
強
く
意
識
し
つ
つ
こ
の
競
争
こ
そ
が
、
個
人
の
自
由
を
保
証
す
る
経
済
体
制
で
あ
る
と
主
張
す
る
新
自
由
主
義
は
、
ド
イ
ツ
の

オ
ル
ド
自
由
主
義
か
ら
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
へ
と
伝
播
し
て
い
く
。

フ
ー
コ
ー
が
切
り
開
い
た
統
治
性
、
そ
し
て
そ
の
現
代
的
な
形
態
と
し
て
の
新
自
由
主
義
を
め
ぐ
る
議
論
は
現
在
加
熱
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る（

（3
（

。
ウ
ェ
ン
デ
ィ
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
指
摘
を
待
つ
ま
で
も
な
く（

（3
（

、
こ
の
新
自
由
主
義
的
統
治
が
も
た
ら
し
た
世
界
規
模
で
の
収
奪
、
そ
の

帰
結
と
し
て
の
経
済
的
不
均
衡
の
問
題
は
現
代
の
民
主
主
義
を
脅
か
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
の
新
自
由
主
義
を
め
ぐ
る
議
論

が
多
く
を
フ
ー
コ
ー
に
負
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
フ
ー
コ
ー
の
議
論
に
内
在
す
る
問
題
点
も
数
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

ハ
ー
ヴ
ェ
イ
は
新
自
由
主
義
に
関
す
る
先
駆
的
な
研
究
の
中
で
、
新
自
由
主
義
が
理
論
的
か
つ
実
際
的
に
多
様
な
形
態
を
有
す
る
こ
と
を
指

摘
し
て
お
り
、
事
実
新
自
由
主
義
は
そ
の
目
的
と
実
践
に
お
い
て
多
様
な
形
態
を
取
っ
て
き
た（

（4
（

。
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
の
金
融
危
機
の
際
に

「
潰
す
に
は
大
き
す
ぎ
る
」
大
企
業
に
対
し
、
各
国
の
政
府
が
救
済
に
乗
り
出
し
て
以
来
、
新
自
由
主
義
に
お
け
る
国
家
の
果
た
す
役
割
が
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あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
フ
ー
コ
ー
は
統
治
性
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
常
に
国
家
を
本
質
的
な
実
体
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
う
こ
と

を
周
到
に
避
け
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
現
代
の
新
自
由
主
義
的
統
治
に
お
い
て
国
家
が
あ
ら
た
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を

予
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
に
お
い
て
よ
り
重
要
な
の
は
自
由
主
義
に
お
け
る
批
判
的
統
治
理
性
か
ら
新
自
由
主
義
に
お
け
る
市
場
に
従
属
的

な
国
家
に
至
る
ま
で
、
フ
ー
コ
ー
に
お
い
て
は
も
は
や
主
権
は
放
棄
さ
れ
、
統
治
が
自
律
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
一
貫
し
て
論
じ
ら
れ
て

い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
四
章
に
お
け
る
議
論
を
先
取
り
す
る
な
ら
ば
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
『
王
国
と
栄
光
』
に
お
け
る
主
権
と
統
治
は
西

洋
を
通
じ
て
作
動
し
て
き
た
統
治
機
械
に
お
い
て
表
裏
一
体
で
あ
る
と
い
う
テ
ー
ゼ
は
、
現
代
に
お
い
て
主
権
国
家
が
新
自
由
主
義
的
統
治

の
実
践
の
中
で
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
事
態
と
符
合
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（4
（

。

し
か
し
、
本
稿
で
は
『
王
国
と
栄
光
』
に
お
い
て
ア
ガ
ン
ベ
ン
が
依
拠
す
る
政
治
神
学
を
巡
る
論
争
を
先
に
概
観
す
る
。

三　

政
治
神
学
を
巡
る
論
争
─
─
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト

政
治
神
学
と
は
二
〇
世
紀
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
多
大
な
影
響
力
を
有
し
、
の
ち
に
ナ
チ
ス
の
桂
冠
法
学
者
と
な
っ
た
公
法
学
者
、
カ
ー
ル
・

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
っ
て
一
九
二
二
年
に
出
版
さ
れ
た
同
名
の
著
作
『
政
治
神
学
』
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
問
題
系
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は

こ
う
述
べ
て
い
る
。

近
代
国
家
学
の
重
要
な
概
念
は
す
べ
て
世
俗
化
さ
れ
た
神
学
的
概
念
で
あ
る（

（4
（

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
国
家
学
と
神
学
の
歴
史
的
か
つ
構
造
的
な
同
質
性
を
指
摘
す
る
際
に
、
法
学
に
お
け
る
例
外
状
態
と
神
学
に
お
け
る
奇
跡

の
類
似
性
を
指
摘
す
る
。
例
外
状
態
の
布
告
に
よ
っ
て
現
行
の
法
秩
序
を
停
止
す
る
主
権
者
は
、
奇
跡
に
よ
っ
て
自
然
法
則
を
例
外
的
に
破

る
神
に
由
来
す
る
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
指
摘
す
る（

（4
（

。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
こ
う
し
た
テ
ー
ゼ
が
客
観
的
か
つ
中
立
的
な
立
場
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
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と
は
言
い
難
い
。
む
し
ろ
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
二
〇
世
紀
前
半
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
価
値
中
立
的
な
法
実
証
主
義
の
台
頭
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
た
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。
事
実
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
神
学
論
と
彼
の
政
治
的
ス
タ
ン
ス
、
と
り
わ
け
決
断
主
義
と
の
連
関
を
指
摘
す

る
研
究
は
枚
挙
に
遑
が
な
い（

（4
（

。
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
に
お
い
て
当
初
泡
沫
政
党
で
し
か
な
か
っ
た
ナ
チ
党
に
対
し
批
判
的
で
あ
っ
た
シ
ュ

ミ
ッ
ト
は
、
世
界
恐
慌
の
大
混
乱
の
の
ち
に
ナ
チ
党
が
権
力
を
掌
握
す
る
と
、
掌
を
返
す
よ
う
に
党
に
擦
り
寄
っ
た
が
た
め
に
、
日
和
見
主

義
的
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
た（

（4
（

。
本
章
で
は
、
こ
う
し
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
的
な
危
う
さ
に
留
意
し
つ
つ
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
同
時
代
の
神
学

者
で
あ
る
エ
ー
リ
ク
・
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
と
の
間
に
生
じ
た
「
政
治
神
学
」
を
め
ぐ
る
論
争
を
概
観
す
る
。

神
学
者
で
あ
り
教
会
史
家
で
も
あ
る
エ
ー
リ
ク
・
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
は
、
一
九
二
〇
年
以
前
か
ら
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
、
著
作
を
通
じ
て
知
っ
て

お
り
、
と
り
わ
け
一
九
二
四
年
に
当
時
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
在
籍
し
て
い
た
ボ
ン
大
学
に
着
任
し
直
接
対
面
し
て
か
ら
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
「
親

友
」
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
の
密
な
交
友
関
係
に
あ
っ
た（

（4
（

。
し
か
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
ナ
チ
ス
へ
の
関
与
が
加
速
す
る
一
九
三
三
年
以
降
ペ
ー

タ
ー
ゾ
ン
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
関
係
は
崩
れ
去
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
一
九
三
五
年
に
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
は
『
政
治
的
問
題
と
し
て
の
一

神
教
』
を
著
し
た
。
当
時
、
第
三
帝
国
を
神
学
的
に
正
当
化
す
る
ラ
イ
ヒ
神
学
の
潮
流
と
の
対
決
の
な
か
で
、
政
治
神
学
の
不
可
能
性
を
主

張
す
る
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
議
論
は
政
治
的
な
意
義
を
有
し
て
い
た
が
、
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
批
判
の
対
象
は
上
述
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
神
学

テ
ー
ゼ
で
あ
っ
た
。
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
は
注
釈
の
末
尾
に
お
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
政
治
神
学
」
と
い
う
概
念
は
私
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
『
政
治
神
学
』
に
よ
っ
て
学
術
に
導
入
さ
れ
た
。

彼
の
当
時
の
短
い
叙
述
は
体
型
的
に
な
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
お
い
て
、
具
体
例
に
基
づ
い
て
「
政
治
神
学
」

の
神
学
的
不
可
能
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た（

（4
（

。

紀
元
後
数
世
紀
ま
で
に
議
論
を
限
定
し
つ
つ
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
降
の
神
的
君
主
制
論
の
展
開
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
政
治
神
学
」

が
「
ユ
ダ
ヤ
教
」
か
「
異
教
」
と
い
う
基
礎
に
お
い
て
の
み
成
立
し
う
る
と
す
る
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
に
対
し（

（4
（

、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
自
身
の
最
後
の

著
作
と
な
る
『
政
治
神
学
Ⅱ
─
「
あ
ら
ゆ
る
政
治
神
学
は
一
掃
さ
れ
た
」
と
い
う
伝
説
─
』
に
お
い
て
反
論
を
試
み
て
い
る
。
教
会
法
学
者
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で
あ
る
ハ
ン
ス
・
バ
リ
オ
ン
の
古
希
を
祝
し
た
論
集
に
寄
せ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
こ
の
論
考
に
付
さ
れ
た
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
テ
ー
ゼ
を
指
し
て
い
る（

（5
（

。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
が
優
れ
た
神
学
者
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
神
学
的

0

0

0

な
反
政
治
神
学
論
の

試
み
に
対
し
、
自
身
が
神
学
の
門
外
漢
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
た
上
で
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
テ
ー
ゼ
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

１　

神
的
君
主
制
論
は
三
位
一
体
の
教
義
に
よ
っ
て
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
平
和
（Pax A

ugusta

）
の
解
釈
は
キ
リ
ス
ト
教
終
末
論
に

よ
っ
て
、
必
然
的
に
瓦
解
す
る
。

２　

そ
れ
に
よ
っ
て
政
治
的
問
題
と
し
て
の
一
神
教
は
神
学
的
に
一
掃
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
は
ロ
ー
マ
帝
国
の
軛
か
ら
解
放
さ
れ
た

が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
の
福
音
を
何
ら
か
の
政
治
的
状
況
の
正
当
化
に
濫
用
し
よ
う
と
す
る
一
切
の
「
政
治
神

学
」
と
の
原
理
的
決
別
が
完
成
さ
れ
る
。

３
「
政
治
神
学
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
や
異
教
の
基
礎
の
上
に
の
み
存
立
し
う
る（

（5
（

。

簡
潔
に
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
議
論
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
は
『
形
而
上
学
』
第
一
二
巻
の
末
尾
に
あ

り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
神
学
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
「
全
存
在
は
悪
く
統
治
さ
れ
る
こ
と
を
願
わ
な
い
。〈
多
数
者
の
統
治
は
善
な

ら
ず
、
一
つ
の
統
治
者
こ
そ
よ
い
〉」
と
い
う
一
節
か
ら
議
論
を
始
め
る（

（5
（

。
プ
ラ
ト
ン
的
二
元
論
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
も
あ
る
こ
の
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
の
君
主
制
論
は
、
偽
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
ア
レ
ク
サ
ン
ド
レ
イ
ア
の
フ
ィ
ロ
ン
へ
と
影
響
を
及
ぼ
し
、
と
り
わ
け
後
者
に
お
い

て
ユ
ダ
ヤ
教
へ
の
改
宗
者
に
向
け
て
「
神
的
君
主
制
」
と
し
て
改
鋳
さ
れ
た（

（5
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
神
的
君
主
制
は
一
な
る
神
と
一
な
る

民
が
対
応
す
る
ユ
ダ
ヤ
教
と
天
上
の
一
な
る
神
と
地
上
の
一
な
る
王
が
対
応
す
る
異
教
と
の
混
交
で
あ
り
、
神
の
位
格
が
父-

子-

聖
霊
の
三

つ
に
別
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
成
立
し
な
い
（
と
、
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
は
考
え
る（

（5
（

）。
し
か
し
な
が
ら
、
三
位
一
体
の
教
説
を
神
的
君
主
制

と
接
合
し
よ
う
と
試
み
た
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
や
民
族
的
多
元
性
を
解
消
す
る
ロ
ー
マ
帝
国
に
終
末
論
的
予
言
の
成
就
を
み
る
オ
リ
ゲ
ネ
ス

な
ど
多
く
の
教
父
が
誤
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
的
な
神
的
君
主
制
を
唱
え
た
。
と
り
わ
け
カ
イ
サ
レ
イ
ア
の
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
は
戦
争
に
結
び
つ
く
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民
族
的
多
元
性
を
解
消
す
る
ロ
ー
マ
帝
国
の
支
配
を
平
和
と
同
一
視
し
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
大
帝
を
賛
美
し
た
が
、
こ
こ
に
お
い
て
エ

ウ
セ
ビ
オ
ス
は
ロ
ー
マ
帝
国
と
平
和
、
そ
し
て
一
神
教
を
結
び
つ
け
て
い
る（

（5
（

。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
る
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
へ
の
批
判
の
要
点
は
多
岐
に
渡
る
が
、
そ
の
中
で
も
重
要
な
点
を
三
つ
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
シ
ュ

ミ
ッ
ト
が
批
判
の
矛
先
を
向
け
る
の
は
、
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
が
ギ
リ
シ
ア
教
父
の
一
人
で
あ
り
、
皇
帝
の
理
髪
師
と
評
さ
れ
た
カ
イ
サ
レ
イ
ア

の
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
を
政
治
神
学
の
全
問
題
に
と
っ
て
の
典
型
と
し
て
考
え
た
と
い
う
点
で
あ
る（

（5
（

。
政
治
神
学
が
有
す
る
歴
史
的
ま
た
教
義
的

に
豊
穣
な
内
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
は
、
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
を
典
型
と
し
て
扱
う
具
体
的
な
理
由
を
示
し
て
い
な
い（

（5
（

。
エ
ウ
セ
ビ

オ
ス
を
批
判
し
た
と
し
て
も
、
政
治
神
学
そ
の
も
の
を
一
掃
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

次
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
用
い
た
あ
る
一
節
が
、
意
図
せ
ず
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
が
批
判
し
よ
う
と
試
み
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の

『
政
治
神
学
』
へ
と
接
近
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
が
『
政
治
的
問
題
と
し
て
の
一
神
教
』
に
お
い
て

七
度
も
引
用
す
る
慣
用
句
、「
王
は
君
臨
す
れ
ど
も
統
治
せ
ず
（le roi règne, m

ais il ne gouverne pas.

）」
は
一
六
〇
〇
年
頃
に
ポ
ー
ラ
ン

ド
王
シ
ギ
ス
ム
ン
ト
三
世
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
「
王
は
君
臨
す
れ
ど
も
統
治
せ
ず
（rex regnat sed non gubernat.

）」
と
い
う
格
言
に
由

来
す
る
。
本
来
、
政
治
神
学
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
こ
の
慣
用
句
が
示
す
も
の
は
、「
権
力
闘
争
そ
の

も
の
を
合
理
化
す
る
た
め
に
権
力
の
頂
点
を
闘
争
の
埒
外
に
置
こ
う
と
す
る
一
神
教
的
合
理
主
義
の
構
造
と
合
致
」
す
る（

（5
（

。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は

『
政
治
神
学
』
に
お
い
て
「
あ
る
特
定
の
時
代
が
構
成
す
る
形
而
上
学
的
世
界
像
は
、
そ
の
時
代
に
自
明
な
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
る
政
治
組
織
の
形
式
と
同
一
の
構
造
を
」
持
っ
て
お
り
、
主
権
概
念
の
社
会
学
と
は
、
形
而
上
学
的
世
界
像
と
政
治
組
織
の
形
式
と
が
持

つ
「
同
一
性
の
認
識
作
業
」
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る（

（5
（

。
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
は
意
図
せ
ず
し
て
政
治
神
学
の
不
可
能
性
を
主
張
す
る
そ
の
著
作

に
お
い
て
、
政
治
神
学
の
典
型
例
に
繰
り
返
し
言
及
し
て
い
る
。　

二
つ
目
の
根
拠
と
関
連
し
て
、
最
後
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
が
『
政
治
的
問
題
と
し
て
の
一
神
教
』
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト

教
に
お
け
る
神
的
君
主
制
の
不
可
能
性
を
以
っ
て
政
治
神
学
を
一
掃
し
た
と
主
張
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
自
身
が
そ

の
他
の
著
作
に
お
い
て
古
代
に
お
け
る
神
的
君
主
制
以
外
の
政
治
神
学
と
い
う
問
題
設
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
点
を
指
摘
す
る（

（6
（

。
実

の
と
こ
ろ
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
に
初
め
て
言
及
し
た
の
は
『
国
民
票
決
と
国
民
発
案
』
に
お
い
て
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
お
い
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て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
教
授
資
格
申
請
論
文
を
基
に
し
た
宗
教
史
研
究
で
あ
る
『
ヘ
イ
ス
・
テ
オ
ス
』
に
お
け
る
喝
采
の
概
念

に
注
目
し
て
い
る（

（6
（

。
あ
ら
ゆ
る
「
人
民
」
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
喝
采
の
概
念
の
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
政
治
神
学
の
一
例
で
あ
る
と
考
え
る

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
カ
リ
ス
マ
的
正
統
性
」
へ
の
近
接
性
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
示
唆
す
る
の
は
、
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
自
身

が
喝
采
概
念
の
研
究
を
通
じ
て
古
代
に
お
け
る
神
的
君
主
制
と
い
う
モ
デ
ル
に
限
定
さ
れ
な
い
政
治
神
学
と
い
う
問
題
設
定
に
与
し
て
い
た

と
い
う
点
で
あ
る（

（6
（

。

こ
う
し
て
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
神
学
を
巡
る
論
争
の
概
要
は
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
よ
れ
ば
こ
の
論
争

で
争
わ
れ
て
い
た
の
は
実
は
カ
テ
コ
ー
ン
（ὁ κατέχω

ν

）
概
念
で
あ
っ
た
と
い
う（

（6
（

。
両
者
は
カ
テ
コ
ー
ン
を
巡
っ
て
論
争
を
繰
り
広
げ
る
こ

と
で
、
彼
ら
が
依
拠
す
る
哲
学
・
神
学
者
ら
に
お
い
て
真
の
問
題
と
な
っ
て
い
た
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
の
領
域
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た

と
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
指
摘
す
る
が（

（6
（

、
ま
ず
は
ア
ガ
ン
ベ
ン
が
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
神
学
に
取
り
組
む
に
至
る
ま
で
の
思
想
の
軌
跡
を
再
構
成
す
る
こ

と
で
、『
王
国
と
栄
光
』
の
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
思
想
に
お
け
る
内
在
的
な
意
義
が
明
瞭
に
な
る
。

四　

ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
理
論
的
展
開

１　

ホ
モ
・
サ
ケ
ル

本
章
で
は
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
政
治
哲
学
を
『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
』
を
中
心
と
し
た
前
期
の
議
論
と
『
王
国
と
栄
光
』
を
中
心
と
し
た
後
期
の

議
論
に
分
け
て
論
じ
て
い
く
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
問
題
系
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
を
同
定
し
、
そ
の
意
義
を
論
じ
る
た
め
だ
。

結
論
を
先
取
り
す
る
な
ら
ば
、
前
期
に
お
け
る
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
主
権
の
問
題
を
生
政
治
の
観
点
か
ら
扱
う
一
方
で
、
後
期
に
お
い
て
は
神

学
の
次
元
に
お
い
て
主
権
と
統
治
の
関
係
を
捉
え
直
す
。

ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
』
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。
同
書
に
お
い
て
ア
ガ
ン

ベ
ン
が
試
み
る
の
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
主
権
理
論
を
フ
ー
コ
ー
の
生
政
治
概
念
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
西
洋
政
治
の
基
礎
構
造
を
叙
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述
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
』
に
お
け
る
議
論
は
ア
ガ
ン
ベ
ン
が
末
尾
に
お
い
て
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。

１　

原
初
的
な
政
治
的
関
係
は
、
締
め
出
し
（
外
部
と
内
部
、
排
除
と
包
摂
の
あ
い
だ
の
不
分
明
地
帯
と
し
て
の
例
外
状
態
）
で
あ
る
。

２　

主
権
権
力
の
基
礎
的
な
働
き
は
、
剥
き
出
し
の
生
を
始
原
的
な
政
治
的
要
素
と
し
て
、
ま
た
自
然
と
文
化
、
ゾ
ー
エ
ー
と
ビ
オ
ス

と
を
明
確
に
区
別
す
る
境
界
線
と
し
て
生
産
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

３　

西
洋
の
生
政
治
的
範
例
は
今
日
、
収
容
所
で
あ
っ
て
、
都
市
［
国
家
］
で
は
な
い（

（6
（

。

ア
ガ
ン
ベ
ン
が
『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
』
に
お
け
る
思
索
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
着
目
す
る
の
は
、
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
が
『
人
間
の
条

件
』
で
用
い
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
人
間
の
生
の
分
節
化
で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
人
間

の
生
は
ビ
オ
ス
（βίος

）
と
ゾ
ー
エ
ー
（ζ wή
）
と
い
う
二
つ
の
概
念
に
分
節
化
さ
れ
て
い
た
と
い
う（

（6
（

。
ビ
オ
ス
は
政
治
的
な
生
を
指
す
の
に

対
し
、
ゾ
ー
エ
ー
は
単
に
生
き
て
い
る
と
い
う
事
実
を
指
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ビ
オ
ス
は
社
会
的
動
物
た
る
人
間
の
生
を
意
味
す
る
の
に
対

し
、
ゾ
ー
エ
ー
は
動
物
や
神
の
生
を
も
意
味
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
女
性
や
奴
隷
に
は
ゾ
ー
エ
ー
は
あ
っ
て
も
、

ビ
オ
ス
は
無
か
っ
た
と
い
う
解
釈
か
ら
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
西
洋
の
政
治
を
通
じ
て
人
間
の
生
を
分
節
化
し
補
足
す
る
主
権
権
力
が
働
い
て
い

た
と
指
摘
す
る
。

ア
ガ
ン
ベ
ン
に
よ
れ
ば
、「
主
権
と
は
法
権
利
が
生
を
参
照
し
、
法
権
利
自
体
を
宙
づ
り
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
を
法
権
利
に
包
含
す

る
場
と
し
て
の
、
原
初
的
な
構
造
」
で
あ
る（

（6
（

。
人
間
の
生
は
単
に
ビ
オ
ス
と
ゾ
ー
エ
ー
に
分
割
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
主
権

の
本
質
を
現
行
の
法
秩
序
を
停
止
す
る
例
外
状
態
の
創
出
に
み
た
が
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
例
外
状
態
の
創
出
が
法
権
利
の
枠
組
み
を
作
り
出
す

こ
と
に
着
目
し
、
主
権
権
力
の
働
き
は
ゾ
ー
エ
ー
を
捕
捉
し
、「
剥
き
出
し
の
生
」
を
生
産
し
た
上
で
、
ビ
オ
ス
を
付
与
す
る
こ
と
に
あ
る

と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ビ
オ
ス
は
恣
意
的
に
剥
奪
さ
れ
得
る
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
が
、
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
（hom

o sacer

）
と
い
う
ロ
ー
マ
法
に
お

け
る
形
象
に
注
目
す
る
の
は
、
法
権
利
の
枠
組
み
か
ら
締
め
出
さ
れ
、
合
法
的
に
殺
害
可
能
な
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
が
こ
の
主
権
の
働
き
を
例
証
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し
て
い
る
た
め
だ
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
「
国
民
国
家
の
没
落
と
人
権
の
終
焉
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
注
目
す
る
が（

（6
（

、
遍
く
保
証
さ
れ
る
は
ず
の
人

権
が
実
際
に
は
国
民
国
家
の
法
的
枠
組
み
に
お
い
て
の
み
保
証
さ
れ
う
る
と
い
う
事
実
か
ら
ア
ガ
ン
ベ
ン
が
読
み
取
る
の
は
、
現
代
に
お
い

て
も
な
お
主
権
権
力
が
働
き
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
法
権
利
の
枠
外
に
置
か
れ
た
難
民
は
、
現
代
の
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
で
あ
る
。
し
か

し
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
考
察
は
さ
ら
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
も
の
と
な
る
。

ア
ガ
ン
ベ
ン
が
、
現
代
に
お
け
る
政
治
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
強
制
収
容
所
で
あ
る
、
と
述
べ
る
と
き
に
意
味
し
て
い
る
の
は
わ
れ
わ
れ
が
皆

「
潜
在
的
に
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
で
あ
る
」
と
い
う
事
態
だ（

（6
（

。
周
知
の
通
り
、
第
三
帝
国
下
に
お
い
て
施
行
さ
れ
た
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
法
に
よ
っ

て
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
人
々
の
法
的
権
利
、
ビ
オ
ス
が
剥
奪
さ
れ
た
。
強
制
収
容
所
は
合
法
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
主
権
権
力
が
今
な
お
働
き
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
が
恣
意
的
に
法
的
権
利
を
剥
奪
さ
れ
得
る
と
い
う
構
造
が
今

な
お
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

ア
ガ
ン
ベ
ン
の
政
治
哲
学
が
革
新
的
な
の
は
、
す
で
に
ポ
ス
ト
主
権
と
い
う
言
葉
が
広
く
人
口
に
膾
炙
し
て
久
し
い
二
〇
世
紀
末
に
、

改
め
て
主
権
理
論
を
独
自
の
視
点
か
ら
取
り
上
げ
た
と
い
う
点
で
あ
る（

（7
（

。
ア
ー
レ
ン
ト
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
フ
ー
コ
ー
の
思
索
を
発
展
的
に
解

釈
す
る
こ
と
で
、
難
民
や
強
制
収
容
所
と
い
う
具
体
例
を
主
権
権
力
の
生
政
治
的
機
能
と
い
う
視
点
で
捉
え
直
す
試
み
は
、
多
く
の
反
響
を

呼
ん
だ
。
フ
ー
コ
ー
の
権
力
論
を
俯
瞰
し
て
き
た
今
な
ら
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
方
法
が
フ
ー
コ
ー
の
そ
れ
と
対
照
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

フ
ー
コ
ー
に
お
い
て
主
権
が
歴
史
的
に
限
定
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
の
に
対
し
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
そ
れ
ら
の
概
念
を
抽
象
化
す
る
こ
と
で
、
主

権
権
力
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
描
き
出
す（

（7
（

。

と
こ
ろ
で
、
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
』
に
続
く
『
例
外
状
態
』
の
最
終
章
に
お
い
て
、
ア
ガ
ン

ベ
ン
は
『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
』
に
お
け
る
考
察
に
あ
る
変
更
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
お
い
て
、
主
権
権
力
は
も
っ
ぱ
ら
権
力

（potestas

）
に
お
い
て
の
み
考
察
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
権
威
（auctoritas
）
が
果
た
す
役
割
が
再
考
さ
れ
て
い
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
は
権
威
が

近
代
世
界
に
お
い
て
消
失
し
た
と
述
べ
て
い
た
が（

（7
（

、
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
西
洋
の
法
体
系
が
権
力
と
権
威
と
い
う
二
つ
の
要
素
か
ら
な
る
「
二
重

構
造
」
と
し
て
現
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る（

（7
（

。

し
か
し
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
が
『
例
外
状
態
』
に
お
い
て
指
摘
し
た
こ
の
二
重
構
造
は
『
王
国
と
栄
光
』
に
お
い
て
さ
ら
に
主
権
と
統
治
か
ら
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な
る
「
統
治
機
械
」
へ
と
組
み
込
ま
れ
て
い
く
。

２　

統
治
機
械

本
節
に
お
い
て
、
後
期
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
主
著
と
も
い
え
る
『
王
国
と
栄
光
』
の
議
論
の
全
て
を
検
討
す
る
こ
と
は
紙
幅
の
関
係
上
か
な
わ

ず
、
ま
た
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
政
治
思
想
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
目
的
に
も
即
さ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
節
で
は
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
よ
る

超
越
的
（
主
権
的
）
な
神
の
内
在
的
な
統
治
を
可
能
に
す
る
「
統
治
機
械
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
着
目
す
る
。

ア
ガ
ン
ベ
ン
は
『
王
国
と
栄
光
』
の
冒
頭
に
お
い
て
、
な
ぜ
「
西
洋
に
お
い
て
権
力
が
〈
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア oikonom

ia

〉
と
い
う
形
、
つ

ま
り
人
間
た
ち
の
統
治
と
い
う
形
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
」
な
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
を
た
て
て
い
る（

（7
（

。
生
政
治
が
規
律
と
統
治
か
ら
な
る

と
い
う
フ
ー
コ
ー
の
テ
ー
ゼ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
ま
で
統
治
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
こ
こ
に
お
い
て
統
治

と
い
う
問
題
に
改
め
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
る（

（7
（

。

ア
ガ
ン
ベ
ン
が
こ
の
問
い
に
答
え
る
に
あ
た
っ
て
依
拠
す
る
の
が
、
政
治
神
学
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
神
学
で
あ

る
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
こ
の
二
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
、
す
な
わ
ち
「
単
一
の
神
に
お
い
て
主
権
的
権
力
の
超
越
性
を
基
礎
付
け
る
」
政
治
神
学
と

「
主
権
権
力
の
超
越
性
の
代
わ
り
」
に
内
在
的
秩
序
で
あ
る
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
を
据
え
る
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
神
学
の
系
譜
を
明
ら
か
に
す
る（

（7
（

。

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
は
通
常
、
経
済
と
訳
さ
れ
る
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
語
で
は
捉
え
切
る
こ
と
の
で
き
な

い
多
様
な
意
味
を
担
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
れ
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
「
家
政
」、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
お
け
る
「
救
済
」、
神
に
よ

る
世
界
の
「
配
置
」
を
意
味
し
て
き
た（

（7
（

。
こ
の
よ
う
な
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
概
念
の
系
譜
を
辿
っ
た
独
創
的
な
研
究
の
端
緒
を
開
い
た
の
は
Ｇ
・

リ
ヒ
タ
ー
で
あ
っ
た（

（7
（

。
ア
ガ
ン
ベ
ン
も
こ
の
研
究
と
問
題
関
心
を
共
有
し
て
い
る
が
、
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
神
学
の
検
討
の
中
で
ア
ガ
ン
ベ
ン
が

精
査
す
る
「
統
治
機
械
」
の
意
味
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
本
節
の
目
的
に
即
し
て
以
下
で
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
ト
マ
ス
・
ア

ク
ィ
ナ
ス
ま
で
の
一
部
に
議
論
を
限
定
す
る
。

オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
自
体
を
主
題
と
し
た
最
古
の
著
作
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弟
子
で
あ
る
ク
セ
ノ
ポ
ン
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
国
政
と

家
政
を
明
確
に
区
別
し
た
の
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
で
あ
っ
た（

（7
（

。
オ
イ
コ
ノ
ミ
アoikonom

ia
と
い
う
語
の
成
り
立
ち
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
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に
、
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
が
意
味
す
る
の
は
ポ
リ
ス
（πόλις

）
と
対
置
さ
れ
る
家
（οίκος

）
に
お
け
る
運
営
で
あ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
家

は
近
代
的
な
家
と
は
異
な
り
奴
隷
か
ら
な
る
共
同
体
を
意
味
し
て
い
た
た
め
に
、
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
は
経
営
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ

ろ
で
、
既
に
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
が
取
り
上
げ
て
い
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
神
学
と
さ
れ
る
箇
所
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
家
を
内
在
的
に
運
営

す
る
主
人
と
世
界
を
外
か
ら
運
営
す
る
神
を
対
比
さ
せ
て
い
た（

（8
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
宇
宙
を
神
々
と
人
間
が
共
に
住
ま
う
一
つ
の
家
と
す
る

こ
と
で
神
を
宇
宙
の
主
人
と
し
て
捉
え
た
ス
ト
ア
派
を
経
て
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
お
い
て
宇
宙
統
治
と
し
て
の
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
は
新
た
な

意
味
を
獲
得
す
る（

（8
（

。

パ
ウ
ロ
が
神
学
の
領
域
に
お
い
て
初
め
て
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
を
用
い
て
い
る
と
さ
れ
る
一
節
に
お
い
て
こ
う
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（8
（

。

も
っ
と
も
、
わ
た
し
が
福
音
を
告
げ
知
ら
せ
て
も
、
そ
れ
は
わ
た
し
の
誇
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
こ
と
だ

か
ら
で
す
。
福
音
を
告
げ
知
ら
せ
な
い
な
ら
、
わ
た
し
は
不
幸
な
の
で
す
。
自
分
か
ら
そ
う
し
て
い
る
な
ら
、
報
酬
を
得
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
強
い
ら
れ
て
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
（οἰκονομίαν

）
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
す（

（8
（

。

こ
こ
に
お
い
て
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
は
二
つ
の
意
味
を
担
う
と
い
う
。
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
は
一
方
で
単
な
る
職
務
で
あ
り
、
他
方
で
神
の
救
済
計

画
を
も
意
味
し
た
。

（
わ
た
し
は
）
す
べ
て
の
も
の
を
お
造
り
に
な
っ
た
神
に
お
い
て
世
の
初
め
か
ら
隠
さ
れ
て
い
た
神
秘
の
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
が
何
で
あ
る
か

を
す
べ
て
の
人
々
に
解
き
明
か
し
て
い
ま
す（

（8
（

。

こ
の
擬
パ
ウ
ロ
の
エ
フ
ェ
ソ
の
信
徒
へ
の
手
紙
に
お
い
て
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
新
約
聖
書
に
お
い
て
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
は
人
間

の
救
済
と
い
う
神
の
計
画
を
も
意
味
し
た（

（8
（

。
し
か
し
、
パ
ウ
ロ
の
こ
の
箇
所
に
お
け
る
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
が
神
学
的
な
意
味
を
担
う
と
い
う
通

説
に
対
し
て
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
リ
ヒ
タ
ー
の
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
が
神
学
的
な
意
味
を
持
つ
に
至
る
の
は
ギ
リ
シ
ア
・
ラ
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テ
ン
教
父
に
よ
る
展
開
を
通
じ
て
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、「
神
秘
の
オ
イ
コ
ノ
ミ
アἡ οἰκονομία τοῦ μυστηρίου

」
が
「
オ
イ

コ
ノ
ミ
ア
の
神
秘
」
へ
と
転
倒
さ
れ
、
ロ
ゴ
ス
た
る
息
子
と
い
う
形
象
を
意
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
位
一
体
と
い
う
神
秘
を
作
り
上
げ
る

こ
と
に
な
る
と
い
う（

（8
（

。
し
か
し
、
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
が
三
位
一
体
を
意
味
す
る
に
あ
た
り
、
教
父
た
ち
が
気
に
か
け
た
の
は
神
の
単
一
性
の
グ

ノ
ー
シ
ス
的
分
裂
で
あ
っ
た
。
フ
ー
コ
ー
が
取
り
上
げ
た
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
君
主
の
統
治
論
で
は
な
く
『
世
界
統
治
論
』
ま
で
の
神
学
を
精
査

す
る
こ
と
で
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
超
越
的
な
神
と
内
在
的
な
神
を
一
つ
に
分
節
化
し
直
す
統
治
機
械
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る（

（8
（

。
す
で
に
シ
ュ
ミ
ッ

ト
が
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
へ
の
反
論
に
お
い
て
「
君
臨
す
れ
ど
も
統
治
せ
ず
」
と
い
う
一
節
が
持
つ
政
治
神
学
的
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
た
こ
と

は
確
認
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
主
権
と
統
治
が
分
節
化
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
お
い
て
生
ま
れ
た
「
統
治
機
械
」
の

帰
結
で
あ
る
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
よ
れ
ば
、

１　

摂
理
（
統
治
）
と
は
（
…
…
）
存
在
と
実
践
を
（
…
…
）「
神
の
統
治
（gubernatio dei

）」
に
お
い
て
、
神
に
よ
る
世
界
統
治
に
お
い

て
一
つ
に
分
節
化
し
直
す
機
械
と
し
て
姿
を
表
す
。

２　

摂
理
（
統
治
）
は
（
…
…
）
世
界
の
外
に
あ
る
神
と
統
治
す
る
神
と
の
あ
い
だ
の
グ
ノ
ー
シ
ス
的
な
分
裂
を
無
く
し
て
こ
の
二
つ
の

神
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る（

（8
（

。

「
統
治
機
械
」
は
、
グ
ノ
ー
シ
ス
的
分
裂
を
防
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
主
権
と
統
治
を
両
立
さ
せ
る
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
近
代
国
家
に
お
け
る
こ

の
二
面
性
の
残
滓
を
指
摘
し
て
い
る（

（8
（

。「
統
治
機
械
」
に
着
目
す
る
こ
と
で
系
譜
学
的
な
分
析
を
通
し
て
主
権
と
統
治
を
切
り
離
し
た
フ
ー

コ
ー
に
対
し
て
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
が
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
論
争
を
糧
に
神
学
の
次
元
に
お
い
て
両
者
の
結
び
つ
き
を
確
認
し
た
意

義
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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五　

結
論

本
稿
で
は
、
フ
ー
コ
ー
の
統
治
性
研
究
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
間
に
生
じ
た
論
争
を
精
査
す
る
こ
と
で
、『
王
国
と
栄
光
』

に
お
け
る
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
理
論
的
展
開
が
持
つ
政
治
思
想
的
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

フ
ー
コ
ー
は
『
監
獄
の
誕
生
』
に
お
い
て
身
体
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
従
順
な
身
体
を
作
り
出
す
規
律
権
力
を
描
き
出
し
た
が
、

こ
の
規
律
権
力
は
『
性
の
歴
史
Ⅰ
』
に
お
い
て
生
権
力
と
い
う
枠
組
み
に
お
い
て
捉
え
な
お
さ
れ
た
。
生
権
力
に
は
規
律
権
力
の
他
に
統
治

権
力
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
う
一
つ
の
側
面
が
存
在
し
た
。
フ
ー
コ
ー
が
こ
の
統
治
に
取
り
組
ん
だ
の
が
『
安
全
・
領
土
・
人
口
』
と
『
生
政

治
の
誕
生
』
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
講
義
を
通
じ
て
フ
ー
コ
ー
は
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
社
会
に
由
来
す
る
統
治
の
問
題
が
キ
リ
ス

ト
教
に
お
け
る
発
展
を
経
て
、
近
代
に
お
い
て
政
治
と
交
錯
す
る
様
を
描
き
出
す
。
し
か
し
、
近
代
の
自
由
主
義
に
お
い
て
統
治
は
法
権
利

か
ら
自
律
し
、
新
自
由
主
義
に
お
い
て
は
市
場
に
お
け
る
競
争
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
法
権
利
を
従
属
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
フ
ー
コ
ー
は
こ

の
統
治
性
研
究
を
通
し
て
、
常
に
前
近
代
の
刑
罰
シ
ス
テ
ム
と
規
律
権
力
、
そ
し
て
統
治
権
力
を
分
節
化
し
た
。

ア
ガ
ン
ベ
ン
が
フ
ー
コ
ー
の
統
治
性
研
究
を
批
判
的
に
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
依
拠
し
た
の
が
『
王
国
と
栄
光
』
の
議
論
の
前
提
と
な
っ

て
い
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
と
の
間
で
生
じ
た
政
治
神
学
を
巡
る
論
争
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
神
学
と
は
政
治
と
神
学

が
構
造
的
、
歴
史
的
に
交
錯
す
る
現
象
で
あ
る
と
と
も
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
の
思
想
に
お
い
て
は
カ
テ
コ
ー
ン
概
念
に
よ
っ
て
世
俗
的
政

治
権
力
を
基
礎
付
け
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
は
『
政
治
的
問
題
と
し
て
の
一
神
教
』
に
お
い
て
、
一
な
る
神
と
一
な
る
民
と

い
う
神
的
君
主
制
＝
政
治
神
学
は
ユ
ダ
ヤ
教
や
異
教
と
の
混
交
に
お
い
て
の
み
可
能
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
第
一
ニ
カ
イ
ア
公
会
議
以
降
三

位
一
体
の
教
説
を
奉
ず
る
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
政
治
神
学
は
成
立
し
得
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
考
え
る
政
治
神
学
は
不
可

能
で
あ
る
と
し
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
こ
の
主
張
に
対
し
『
政
治
神
学
Ⅱ
』
に
お
い
て
、
再
反
論
を
試
み
て
お
り
、
本
稿
で
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の

反
論
の
う
ち
、
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
を
典
型
例
と
し
て
の
み
「
政
治
神
学
」
全
て
の
不
可
能
性
を
主
張
し
得
な
い
こ
と
、
ま
た
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
自

身
か
ら
神
的
君
主
制
と
は
異
な
る
政
治
神
学
の
可
能
性
が
窺
え
る
と
い
う
点
を
取
り
上
げ
た
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
、
こ
の
政
治
神
学
を
め
ぐ
る
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議
論
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
に
お
け
る
カ
テ
コ
ー
ン
概
念
を
め
ぐ
る
差
異
で
あ
る
と
す
る
。
し

か
し
、『
王
国
と
栄
光
』
に
お
け
る
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
視
点
は
、
両
者
の
議
論
が
政
治
神
学
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
対
し
て
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
神
学
を
見

過
ご
し
て
き
た
と
い
う
点
に
向
け
ら
れ
た
。
彼
ら
が
着
目
し
た
哲
学
・
神
学
者
ら
は
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
神
学
を
精
査
す
る
の
に
十
分
な
典
拠
と

な
っ
て
お
り
、
他
な
ら
ぬ
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
が
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
的
政
治
と
い
う
展
望
を
仄
め
か
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と

ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
は
神
学
に
お
け
る
統
治
を
考
察
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
。

し
か
し
、『
王
国
と
栄
光
』
の
試
み
は
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
当
初
か
ら
一
貫
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。『
ホ

モ
・
サ
ケ
ル
』
に
お
い
て
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
主
権
理
論
と
フ
ー
コ
ー
の
生
政
治
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
西
洋
政
治
の
基
礎

構
造
を
叙
述
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
す
で
に
人
間
の
生
は
政
治
的
な
生
と
し
て
の
ビ
オ
ス
と
事
実
的
な
生
と
し
て

の
ゾ
ー
エ
ー
に
分
割
さ
れ
て
き
た
が
、
古
代
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
犠
牲
化
不
可
能
か
つ
合
法
的
に
殺
害
可
能
な
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
と
い
う
形
象

が
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
、
人
間
の
ビ
オ
ス
が
恣
意
的
に
剥
奪
可
能
で
あ
る
と
い
う
事
態
で
あ
っ
た
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
、
人
間
の
ゾ
ー

エ
ー
を
捕
捉
し
、
ビ
オ
ス
を
付
与
す
る
こ
と
が
主
権
権
力
の
権
能
で
あ
る
と
し
た
が
、
こ
の
構
造
は
現
代
に
お
け
る
難
民
の
例
に
明
ら
か
な

よ
う
に
、
今
な
お
わ
れ
わ
れ
が
直
面
し
て
い
る
と
い
う
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
』
は
フ
ー
コ
ー
が
歴
史
的
に
限
定
し
た
主
権
権

力
を
、
生
政
治
を
用
い
て
現
代
的
な
視
点
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
フ
ー
コ
ー
の
議
論
を
刷
新
し
よ
う
と
試
み
た
。

こ
う
し
た
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
分
析
は
『
王
国
と
栄
光
』
に
お
い
て
大
き
く
転
換
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
お
け
る
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
の
展

開
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
主
権
と
統
治
が
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
い
て
国

政
と
区
別
さ
れ
た
家
政
＝
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
神
学
に
お
い
て
世
界
の
外
に
い
る
神
に
よ
る
宇
宙
統
治
に
対
比
さ
れ
て

い
た
が
、
ス
ト
ア
派
を
経
て
、
統
治
す
る
神
は
内
在
的
な
も
の
に
な
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
お
い
て
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
は
神
の
救
済
計
画

を
指
し
た
が
、
二
元
論
を
唱
え
る
グ
ノ
ー
シ
ス
派
と
の
対
決
を
通
じ
て
三
位
一
体
の
教
説
へ
と
転
化
す
る
。
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
世
界
統
治
論
に

至
る
ま
で
の
教
説
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
超
越
的
な
神
と
内
在
的
な
神
、
主
権
と
統
治
を
結
び
つ
け
る
「
統
治
機
械
」
の
存
在
で
あ
っ

た
。
主
権
と
統
治
を
切
り
離
し
た
フ
ー
コ
ー
の
分
析
と
も
、「
政
治
」
神
学
に
拘
っ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ら
の
議
論
と
も
異
な
り
、
ア
ガ
ン
ベ
ン

は
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
主
権
が
統
治
と
切
り
離
せ
な
い
こ
と
を
神
学
の
伝
統
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
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（
1
）
世
界
的
な
注
目
を
集
め
た
と
い
う
の
は
事
実
だ
が
、
実
の
と
こ
ろ
イ
タ
リ
ア
国
内
に
お
い
て
は
比
較
的
に
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
側

面
も
あ
る
。
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
と
し
て
の
ア
ガ
ン
ベ
ン
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
次
を
参
照
の
こ
と
。A

ntonio Lucci e Luca V
iglialoro, ‘N

EM
O

 
PRO

PH
ET

A
 IN

 PA
T

RIA
. Giorgio A

gam
ben, o dell ’

（in-

）attualità di un contem
poraneo ’ in A

ntonio Lucci e Luca V
iglialoro

（eds

）, 
G

iorgio A
gam

ben la vita delle form
e, il m

elangolo, 2016, p. 6.

（
2
）
ア
ガ
ン
ベ
ン
自
身
に
よ
れ
ば
、
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
放
棄
さ
れ
た
」
と
い
う
。
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
探
求
は
「
他

の
あ
ら
ゆ
る
詩
作
と
思
索
の
仕
事
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
け
っ
し
て
終
結
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
放
棄
さ
れ
う
る
（
そ
し
て

ひ
ょ
っ
と
し
て
他
の
者
た
ち
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
う
る
）
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
」。Giorgio A

gam
ben, L

’uso dei corpi, N
eri Pozza, 2014, p. 1

（
上
村
忠
男
訳
『
身
体
の
使
用　

脱
構
成
的
可
能
態
の
理
論
の
た
め
に
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
六
年
、
一
〜
二
頁
）. 

以
下
、
翻
訳
は
全
て
適
宜
変
更
し

た
。

（
3
）
近
年
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
関
す
る
研
究
は
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
紙
幅
の
関
係
上
本
稿
に
お
い
て
そ
う
し
た
多
く
の
研
究
を
挙
げ
る
こ
と
は
か

な
わ
な
い
が
著
名
な
執
筆
陣
を
有
し
、
比
較
的
早
期
に
多
く
の
有
益
な
問
題
提
起
を
し
て
い
る
も
の
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。M

atthew
 Calarco 

and Steven D
ecaroli

（eds

）, G
iorgio A

gam
ben: Sovereignty and Life, Stanford U

niversity Press, 2007.

（
4
）
本
邦
に
お
け
る
ア
ガ
ン
ベ
ン
研
究
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
岡
田
温
司
『
ア
ガ
ン
ベ
ン
読
解
』
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
。
岡
田
温
司
『
ア

ガ
ン
ベ
ン
の
身
振
り
』
月
曜
社
、
二
〇
一
八
年
。
高
桑
和
巳
『
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
名
を
借
り
て
』
青
弓
社
、
二
〇
一
六
年
。
ま
た
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
フ
ー

コ
ー
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。
大
竹
弘
二
『
公
開
性
の
根
源　

秘
密
政
治
の
系
譜
学
』
太
田
出
版
、
二
〇
一
八
年
。

（
5
）
一
例
と
し
て
次
の
論
文
を
参
照
の
こ
と
。Peter Fitzpatrick, ‘H

om
o sacer and the Insistence of Law

’, in A
ndrew

 N
orris

（ed

）, Politics, 
M

etaphysics and D
eath: E

ssays on G
iorgio A

gam
ben

’s H
om

o Sacer, D
uke U

niversity Press, 2005, pp. 49-73.

（
6
）M

ichel Foucault, Surveiller et punir: N
aissance de la prison, Gallim

ard, 1975, pp. 9-11

（
田
村
俶
訳
『
監
獄
の
誕
生　

監
視
と
処
罰
』

新
潮
社
、
一
九
七
七
年
、
九
〜
一
一
頁
）.

（
7
）Ibid., p. 133

（
同
上
、
一
三
三
頁
）.

（
8
）Cesare Beccaria, D

ei delitti e delle pene, in O
pere di Cesare Beccaria: volum

e unico, per N
. Bettoni, 1824, p. 60

（
小
谷
雅
男
訳

『
犯
罪
と
刑
罰
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
、
九
三
頁
）.

（
9
）M

ichel Foucault, op. cit., p. 134

（『
監
獄
の
誕
生
』、
一
三
四
頁
）.
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（
10
）Ibid., p. 139

（
同
上
、
一
四
三
頁
）.

（
11
）
フ
ー
コ
ー
と
ド
ゥ
ル
ー
ズ
が
リ
ー
ル
で
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た
時
、
両
者
の
間
に
特
筆
す
べ
き
交
流
は
生
じ
な
か
っ
た
が
、
十
年
後
『
ニ
ー
チ
ェ
と

哲
学
』
の
出
版
に
よ
っ
て
注
目
を
集
め
て
い
た
ド
ゥ
ル
ー
ズ
を
フ
ー
コ
ー
が
ク
レ
ル
モ
ン
の
大
学
に
お
け
る
ポ
ス
ト
に
推
薦
し
て
以
来
親
密
な
交
流
が
始

ま
っ
た
。D

idier Eribon, M
ichel Foucault, Flam

m
arion, 1989, pp. 237f

（
田
村
俶
訳
『
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
伝
』
新
潮
社
、
一
九
九
一
年
、

二
〇
三
〜
二
〇
四
頁
）.

（
12
）Gilles D

eleuze, Foucault, Les edition de m
inuit, 1986, p. 98

（
宇
野
邦
一
訳
『
フ
ー
コ
ー
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
七
年
、
一
四
四
頁
）. 

Gilles D
eleuze, Pourparlers 1972-1990, Les edition de m

inuit, 1990, p. 236

（
宮
林
寛
訳
『
記
号
と
事
件　

１
９
７
２
─
１
９
９
０
年
の
対

話
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
二
年
、
二
八
八
頁
）. 

後
者
の
文
献
の
参
照
箇
所
は
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ
を
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ア
ー
と
し
た
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー

形
式
で
あ
り
本
稿
で
は
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
ア
ガ
ン
ベ
ン
と
ネ
グ
リ
は
互
い
に
度
々
言
及
し
あ
っ
て
い
る
。
遠
藤
考
「『
構
成
す
る
権
力
』
と

『
主
権
権
力
』　

権
力
を
め
ぐ
る
ネ
グ
リ
と
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
論
争
」『
法
学
新
報
』
第
一
一
七
巻
一
・
二
号
、
二
〇
一
〇
年
、
九
九
〜
一
二
七
頁
。

（
13
）M

ichel Foucault, H
istoire de la sexualité, tom

e 1: La volonté de savoir, Gallim
ard, 1976, pp. 181f

（
渡
辺
守
章
訳
『
性
の
歴
史
Ⅰ　

知

へ
の
意
志
』
新
潮
社
、
一
九
八
六
年
、
一
七
五
〜
一
七
六
頁
）.

（
14
）M

ichel Foucault, Sécurité, territoire, population: Cours au collège de France

（1977-1978

）, Gallim
ard-Seuil, 2004, pp. 7f

（
高
桑

和
巳
訳
『
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義　

１
９
７
７
─
１
９
７
８
年
度　

安
全
・
領
土
・
人
口
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
八
〜
九
頁
）

（
15
）Ibid., p. 10

（
同
上
、
一
一
頁
）.

（
16
）Ibid., p. 111

（
同
上
、
一
三
二
頁
）.

（
17
）Ibid., pp. 111-112

（
同
上
、
一
三
二
〜
一
三
三
頁
）.

（
18
）Ibid., p. 122

（
同
上
、
一
四
八
頁
）.

（
19
）Ibid., p. 128

（
同
上
、
一
五
三
頁
）.

（
20
）
次
の
一
節
を
は
じ
め
と
し
て
旧
約
聖
書
に
は
牧
者
た
る
神
と
い
う
形
象
の
例
の
枚
挙
に
遑
が
な
い
。「
わ
た
し
の
生
涯
を
今
日
ま
で
導
か
れ
た
牧
者

な
る
神
よ
」
日
本
聖
書
協
会
『
新
共
同
訳　

旧
約
聖
書
』
創
世
記
（
四
八
：
一
五
）。
以
下
、
旧
約
聖
書
の
底
本
は
次
の
も
の
を
用
い
た
。BIBLIA

 
H

E
BR

A
ICA

 ST
U

T
T

G
A

R
T

E
N

SIA
, editio funditus renovata, K

. Elliger et W
. Rudolph

（eds

）, Stuttgart 1967/1977.

（
21
）M

ichel Foucault, op. cit., p. 129

（『
安
全
・
領
土
・
人
口
』、
一
五
五
頁
）.

（
22
）Ibid., p. 132

（
同
上
、
一
五
七
〜
一
五
八
頁
）.
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（
23
）
フ
ー
コ
ー
が
指
摘
す
る
通
り
、
プ
ラ
ト
ン
は
こ
の
司
牧
的
権
力
に
触
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
政
治
家
の
政
治
的
権
力
を
定
義
す
る
に
あ
た
っ
て
の
消

極
的
な
参
照
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。Platon, ‘Politicus ’, in John Burnet

（ed

）, PLA
T

O
N

IS O
PE

R
A

 T
O

M
V

S I, O
xford U

niversity Press, 
1900, 260e

（
藤
沢
令
夫
ほ
か
訳
『
プ
ラ
ト
ン
全
集
３
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
、260e

）. 

し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
統
治
と
い
う
問
題
系
自
体
は

西
洋
の
歴
史
を
貫
い
て
い
る
。

（
24
）M

ichel Foucault, op. cit., p. 169

（『
安
全
・
領
土
・
人
口
』、
二
〇
五
頁
）.

（
25
）Ibid., pp. 236-237

（
同
上
、
二
八
七
〜
二
八
八
頁
）.

（
26
）S. T

hom
ae A

quinatis, D
e regim

ine principum
 ad regem

 Cypri, et D
e regim

ine Judaeorum
 ad ducissam

 Brabantiae: politica 
opuscula duo A

d fidem
 optim

arum
 editionum

 diligenter recusa, M
arietti, 1971, p. 17

（
柴
田
平
三
郎
訳
『
君
主
の
統
治
に
つ
い
て　

謹
ん

で
キ
プ
ロ
ス
王
に
捧
げ
る
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
、
八
四
頁
）.

（
27
）「
王
と
い
う
観
念
が
意
味
す
る
の
は
（
…
…
）
民
衆
の
共
通
善
を
追
求
す
る
牧
者
で
あ
る
」Ibid., p. 3

（
同
上
、
二
三
頁
）.

（
28
）「
こ
の
家
長
は
ど
こ
か
し
ら
王
と
似
た
点
も
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
人
民
の
王
た
ち
も
、
と
き
に
父
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。」Ibid., p. 3

（
同
上
、
二
四

頁
）.

（
29
）M

ichel Foucault, op. cit., pp. 240f

（『
安
全
・
領
土
・
人
口
』、
二
九
二
頁
）.

（
30
）M

ichel Foucault, N
aissance de la biopolitique: Cours au collège de France

（1978-1979

）, Gallim
ard-Seuil, 2004, pp. 5f

（
慎
改
康

之
訳
『
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義　

１
９
７
８
─
１
９
７
９
年
度　

生
政
治
の
誕
生
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
八
年
、
六
頁
）.

（
31
）
フ
ー
コ
ー
は
国
家
理
性
論
の
前
提
と
し
て
マ
イ
ネ
ッ
ケ
に
よ
る
研
究
に
言
及
し
て
い
る
。
マ
イ
ネ
ッ
ケ
に
よ
れ
ば
国
家
理
性
と
は
「
国
家
行
動
の
基

本
原
則
、
国
家
の
運
動
法
則
」
で
あ
っ
た
。Friedrich M

einecke, D
ie Idee der Staatsräson in der neueren G

eschichte, M
ünchen 1957, S. 

1

（
岸
田
達
也
訳
『
近
代
史
に
お
け
る
国
家
理
性
の
理
念 

Ⅰ
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
六
年
、
三
頁
）. 

し
か
し
な
が
ら
、
エ
ー
ト
ス
と
ク
ラ
ト
ス
と
い

う
対
立
軸
を
基
に
マ
イ
ネ
ッ
ケ
が
描
く
国
家
理
性
論
と
は
対
照
的
に
、
フ
ー
コ
ー
は
統
治
術
と
結
び
つ
い
た
国
家
理
性
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ボ
テ

ロ
、
ヘ
ム
ニ
ッ
ツ
、
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
ら
を
対
象
と
し
て
い
る
。
重
田
園
江
『
統
治
の
抗
争
史　

フ
ー
コ
ー
講
義1978-79

』
勁
草
書
房
、
二
〇
一
八
年
、
四

八
〜
五
八
頁
。

（
32
）M
ichel Foucault, op. cit., pp. 14f

（『
生
政
治
の
誕
生
』、
一
六
〜
一
七
頁
）.

（
33
）
こ
こ
に
お
け
る
自
由
主
義
と
は
政
治
的
自
由
主
義
と
経
済
的
自
由
主
義
を
区
別
す
る
従
来
の
区
分
と
は
異
な
り
、
統
治
の
系
譜
に
お
け
る
自
由
主
義

の
経
済
的
か
つ
政
治
的
な
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
自
由
主
義
と
一
言
で
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
着
想
を
フ
ー
コ
ー
は
Ｐ
・
ロ
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
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に
負
っ
て
い
る
。
ロ
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
の
自
由
主
義
論
に
つ
い
て
、
次
の
著
作
を
参
照
の
こ
と
。Pierre Rosanvallon, La libéralism

e économ
ique: 

H
istoire de l ’idée de m

arché, Seuil, 1989.

（
34
）M

ichel Foucault, op. cit., p. 48

（『
生
政
治
の
誕
生
』、
五
八
頁
）.

（
35
）Ibid., p. 62

（
同
上
、
八
二
頁
）.

（
36
）Friedrich A

. H
ayek, T

he R
oad to Serfdom

, Routledge, 2007, pp. 85-86

（
西
山
千
明
訳
『
隷
属
へ
の
道
』
春
秋
社
、
一
九
九
二
年
、
四
二

頁
）.

（
37
）Ibid., p. 85

（
同
上
、
四
一
頁
）.

（
38
）
現
在
の
新
自
由
主
義
研
究
に
お
い
て
フ
ー
コ
ー
の
視
点
は
マ
ル
ク
ス
主
義
や
地
政
学
な
ど
と
並
ん
で
主
要
な
も
の
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い

る
。D

am
ien Cahill et al., ‘Introduction: A

pproaches to N
eoliberalism

’, in D
am

ien Cahill et al.

（eds

）, T
he Sage H

andbook of 
N

eoliberalism
, SA

GE, 2018, p. xvii.

（
39
）W

endy Brow
n, U

ndoing the D
em

os: N
eoliberalism

’s Stealth R
evolution, Zone Books, 2015

（
中
井
亜
佐
子
訳
『
い
か
に
し
て
民
主
主

義
は
失
わ
れ
て
い
く
の
か　

新
自
由
主
義
の
見
え
ざ
る
攻
撃
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
七
年
）.

（
40
）D

avid H
arvey, A

 Brief H
istory of N

eoliberalism
, O

xford U
niversity Press, 2007

（
渡
辺
治
監
訳
『
新
自
由
主
義　

そ
の
歴
史
的
展
開
と

現
在
』
作
品
社
、
二
〇
〇
七
年
）.

（
41
）
多
く
の
論
者
が
こ
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
が
一
例
と
し
て
次
の
研
究
を
参
照
の
こ
と
。A

dam
 K

otsko, N
eoliberalism

’s D
em

ons: O
n the 

Political T
heology of Late Capital, Stanford U

niversity Press, 2018, p. 42.

（
42
）
ア
ガ
ン
ベ
ン
自
身
は
新
自
由
主
義
と
い
う
テ
ー
マ
に
直
接
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
な
い
が
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
試
み
は
新
自
由
主
義
批
判
を
包
括
し
う
る

と
い
う
。
次
の
論
文
を
参
照
の
こ
と
。A

dam
 K

otsko, ‘T
he T

heology of N
eoliberalism

’, in Colby D
ickinson and A

dam
 K

otsko

（eds

）, 
A

gam
ben

’s Com
ing Philosophy: Finding a N

ew
 U

se for T
heology, Row

m
an and Littlefield, 2015, pp. 183-200.

（
43
）Carl Schm

itt, Politische T
heologie: V

ier K
apital zur Lehre von der Souveränität, M

ünchen und Leipzig 1922, S. 49

（
長
尾
龍
一

訳
「
政
治
神
学　

主
権
論
四
章
」『
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
著
作
集
Ⅰ 1922-1934

』
慈
学
社
、
二
〇
〇
七
年
、
二
八
頁
）.

（
44
）E

bd., S. 49

（
同
上
、
二
八
頁
）.

（
45
）
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
政
治
神
学
研
究
の
嚆
矢
と
し
て
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
マ
イ
ア
ー
の
著
作
を
参
照
の
こ
と
。H

einlich M
eier, D

ie Lehre Carl 
Schm

itts: V
ier K

apitel zur U
nterscheidung Politischer T

heologie und Politischer Philosophie, Stuttgart 2004.
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（
46
）
当
時
の
時
代
状
況
に
即
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
「
転
向
」
を
詳
細
に
論
じ
た
も
の
に
、
次
の
研
究
が
あ
る
。Joseph J. Bendersky, Carl Schm

it: 
T

heorist for T
he R

eich, Princeton U
niversity Press, 1983

（
宮
本
盛
太
郎
ほ
か
訳
『
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
論
：
再
検
討
へ
の
試
み
』
御
茶

の
水
書
房
、
一
九
八
四
年
）. 

ま
た
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
同
時
代
人
で
あ
り
真
っ
先
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
的
ス
タ
ン
ス
を
批
判
し
た
も
の
に
次
の
研
究
が

あ
る
。K

arl Löw
ith, ‘D

er O
kkasionelle D

ezisionism
us von C. Schm

itt ’, in H
eidegger: D

enker in dürftiger Zeit. Säm
tliche Schriften 

Bd. 8, Stuttgart 1984, S. 32-71

（
田
中
浩
ほ
か
訳
「
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
機
械
原
因
論
的
決
定
主
義
」
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
『
政
治
神
学
』
未
來
社
、
一

九
七
一
年
）.

（
47
）Reinhard M

ehring, Carl Schm
itt: A

ufstieg und Fall eine Biographie, M
ünchen 2009, S. 182. 

Ｒ
・
メ
ー
リ
ン
グ
は
こ
の
箇
所
に
お
い

て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
が
一
九
二
〇
年
以
前
に
知
り
合
っ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
が
、
典
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
Ｂ
・
ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ

ス
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
交
流
を
持
っ
て
い
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
サ
ー
ク
ル
に
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
が
テ
オ
ド
ー
ル
・
ヘ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
接

触
し
て
い
た
だ
け
で
、
実
際
に
対
面
し
た
の
は
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
ボ
ン
大
学
着
任
以
降
で
あ
る
と
い
う
。Barbara N

ichtw
eiß, ‘A

pokalyptische 
V

erfassungslehren: Carl Schm
itt im

 H
orizont der T

heologie Erik Petersons ’, in Bernd W
acker

（H
rsg.

）, D
ie eigentlich katholische 

V
erschärfung

…. K
onfession, T

heologie und Politik im
 W

erk Carl Schm
itts, M

ünchen 1994, S. 37-64.

（
48
）Erik Peterson, ‘D

er M
onotheism

us als politisches Problem
’, in Barbara N

ichtw
eiß

（H
rsg.

）, A
usgew

ählte Schriften Bd. 1. 
T

heologische T
raktate, W

ürzburg 1994, S. 81.

（
49
）E

bd., S. 59.

（
50
）Carl Schm

itt, Politische T
heologie II: D

ie Legende von der E
rledigung jeder Politischen T

heologie, Berlin 2017, S. 9

（
新
正
幸
・

長
尾
龍
一
訳
「
政
治
神
学
Ⅱ　
〈
あ
ら
ゆ
る
政
治
神
学
は
一
掃
さ
れ
た
〉
と
い
う
伝
説
」『
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
著
作
集
Ⅱ 1936-1970

』
慈
学
社
、
二

〇
〇
七
年
、
二
三
〇
頁
）.

（
51
）E

bd., S. 74. 

同
上
、
二
九
七
頁
。

（
52
）Erik Peterson, ‘D

er M
onotheism

us als politisches Problem
’, a.a.O

., S. 25. A
ristoteles, M

E
T

A
PH

Y
SICA

, W
erner Jaeger

（ed

）, 
O

xford U
niversity Press, 1957, 1076a1

（
出
隆
訳
『
形
而
上
学　

下
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
、1076a1

）. 

後
半
は
イ
リ
ア
ス
か
ら
の
引
用
で
あ

る
。H
om

eri Ilias, T
hom

as W
. A

llen

（ed

）Arno Press, 1979, p. 40

（
松
平
千
秋
訳
『
イ
リ
ア
ス　

上
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
、
五
二
頁
）.

（
53
）E

bd., S. 33.

（
54
）E

bd., S. 41.
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（
55
）E

bd., S. 51.
（
56
）Carl Schm

itt, Politische T
heologie II: D

ie Legende von der E
rledigung jeder Politischen T

heologie, a.a.O
., S. 39

（「
政
治
神
学

Ⅱ
」、
二
六
一
頁
）.

（
57
）
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
が
何
故
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
を
槍
玉
に
挙
げ
た
の
か
に
つ
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
影
響
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

E
bd., S. 55

（「
政
治
神
学
Ⅱ
」、
二
七
八
頁
）. Jacob Burckhardt, D

ie Zeit Constantins des G
rossen, Basel 1929, S. 239f

（
新
井
靖
一
訳
『
コ

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
大
帝
の
時
代　

衰
微
す
る
古
典
世
界
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
中
世
へ
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
三
年
、
三
五
九
頁
）.

（
58
）Carl Schm

itt, Politische T
heologie II: D

ie Legende von der E
rledigung jeder Politischen T

heologie, a.a.O
., S. 43

（「
政
治
神
学

Ⅱ
」、
二
六
六
頁
）.

（
59
）Carl Schm

itt, PolitischeT
heologie: V

ier K
apital zur Lehre von der Souveränität, a.a.O

., S. 24

（「
政
治
神
学
」、
三
五
頁
）.

（
60
）Carl Schm

itt, Politische T
heologie II: D

ie Legende von der E
rledigung jeder Politischen T

heologie, a.a.O
., S. 46-48

（「
政
治
神
学

Ⅱ
」、
二
六
九
〜
二
七
二
頁
）.

（
61
）Carl Shcm

itt, V
olksentscheid und V

olksbegehren: E
in Beitrag zur A

uslegung der W
eim

arer V
erfassung und zur Lehre von 

der unm
ittelbaren D

em
okratie, Berlin 1927, S. 34

（
仲
正
昌
樹
・
松
島
裕
一
訳
『
国
民
票
決
と
国
民
発
案　

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
解
釈
お
よ

び
直
接
民
主
制
論
に
関
す
る
一
考
察
』
作
品
社
、
二
〇
一
八
年
、
五
三
頁
）. Erik Peterson, H

eis T
heos: epigraphische, form

geschichtliche 
und religionsgeschichtliche U

ntersuchungen zur antiken “E
in-G

ott ”-A
kklam

ation

（N
achdruck der A

usgabe von Erik Peterson 
1926 m

it Ergänzungen und K
om

m
entaren von Christoph M

arkschies, H
enrik H

ildebrandt, Barbara N
ichtw

eiss u. a.

）, Christoph 
M

arkschies

（H
rsg.

）, A
usgew

ählte Schriften Bd. 8, W
ürzburg 2012.

（
62
）
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
喝
采
」
概
念
は
ル
ソ
ー
以
来
の
直
接
民
主
制
論
を
念
頭
に
置
く
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
解
釈
に
依
る
も
の
で
あ
り
、
従

来
の
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
に
よ
る
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
。『
ヘ
イ
ス
・
テ
オ
ス
』
の
成
立
と
内
容
、
そ
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
る
解
釈
ま
で
を
紹
介

し
た
も
の
と
し
て
次
の
論
文
が
あ
る
。
松
本
彩
花
「
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
論
の
成
立
過
程
（
3
）：
第
二
帝
政
末
期
か
ら
ヴ
ァ
イ

マ
ル
共
和
政
中
期
ま
で
」『
北
大
法
学
論
集
』
第
六
九
巻
二
号
、
二
〇
一
八
年
、
一
〜
七
四
頁
。
関
連
し
て
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
『
政
治
的
問
題
と
し
て
の
一

神
教
』
を
『
ヘ
イ
ス
・
テ
オ
ス
』
や
『
神
学
と
は
何
か
』
と
い
っ
た
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
複
数
の
著
作
に
跨
っ
て
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
を
論
じ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に

倣
い
つ
つ
『
王
国
と
栄
光
』
に
お
い
て
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
『
天
使
論
』
を
論
じ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
読
解
は
端
的
に
曲
解
で
あ
る
と
い

う
指
摘
も
あ
る
。Christoph Schm

idt, ‘D
ie Rückkehr des K

atechons: Giorgio A
gam

ben contra Erik Peterson ’, in Giancarlo Caronello
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（H
rsg.

）, E
rik Peterson: die theologische Präsenz eines O

utsiders, Berlin 2012, S. 609-632.
（
63
）Giorgio A

gam
ben, Il regno e la gloria: per una genealogia teologica dell ’econom

ia e del governo, Bollati Boringhieri, 2009, pp. 
18ff

（
高
桑
和
巳
訳
『
王
国
と
栄
光　

オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
と
統
治
の
神
学
的
系
譜
学
の
た
め
に
』
青
土
社
、
二
〇
一
〇
年
、
二
四
頁
以
下
）. 

カ
テ
コ
ー
ン
（ὁ 

κατέχω
ν

）
と
は
パ
ウ
ロ
の
「
テ
サ
ロ
ニ
ケ
の
信
徒
へ
の
手
紙　

二
」
に
お
い
て
登
場
す
る
不
法
の
者
（ὁ ἄνομος

）
の
到
来
を
抑
え
て
い
る
と
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
不
法
の
者
は
従
来
ア
ン
チ
ク
リ
ス
ト
と
同
一
視
さ
れ
て
き
た
が
、
新
約
聖
書
を
通
じ
て
五
回
登
場
す
る
ア
ン
チ
ク
リ
ス
ト
は
、「
ヨ
ハ

ネ
の
手
紙　

一
」
に
お
い
て
終
わ
り
の
時
、
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
の
前
に
現
れ
る
と
さ
れ
て
い
た 

。
ア
ン
チ
ク
リ
ス
ト
の
到
来
の
後
に
キ
リ
ス
ト
が
再
臨

す
る
た
め
に
、
ア
ン
チ
ク
リ
ス
ト
の
到
来
を
抑
え
る
カ
テ
コ
ー
ン
は
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
そ
の
も
の
も
抑
え
て
し
ま
う
と
い
う
両
義
的
な
役
割
を
担
う
こ
と

に
な
る
。
日
本
聖
書
協
会
『
新
共
同
訳　

新
約
聖
書
』
テ
サ
ロ
ニ
ケ
の
信
徒
へ
の
手
紙　

二
、（
二
：
三
〜
八
）「
ま
ず
、
神
に
対
す
る
反
逆
が
起
こ
り
、

不
法
の
者
、
つ
ま
り
、
滅
び
の
子
が
出
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。（
…
…
）
今
、
彼
（
不
法
の
者
）
を
抑
え
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、

あ
な
た
が
た
も
知
っ
て
い
る
と
お
り
で
す
。
そ
れ
は
定
め
ら
れ
た
時
に
彼
が
現
れ
る
た
め
な
の
で
す
。（
…
…
）
そ
の
時
が
来
る
と
不
法
の
者
が
現
れ
ま

す
が
、
主
イ
エ
ス
は
彼
を
御
自
分
の
口
か
ら
吐
く
息
で
殺
し
、
来
ら
れ
る
と
き
の
御
姿
の
輝
か
し
い
光
で
滅
ぼ
し
て
し
ま
わ
れ
ま
す
」。
以
下
、
新
約
聖

書
を
参
照
す
る
箇
所
の
底
本
は
す
べ
てN

estle-A
land, N

O
V

U
M

 T
E

ST
A

M
E

N
T

U
M

 G
R

A
E

CE
, Stuttgart 2015

（28 A
ufl.

）. 

ヨ
ハ
ネ
の
手
紙

　

一
、（
二
：
一
八
）「
子
供
た
ち
よ
、
終
わ
り
の
時
が
来
て
い
ま
す
。
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
が
来
る
と
、
あ
な
た
が
た
が
か
ね
て
聞
い
て
い
た
と
お
り
、
今

や
多
く
の
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
が
現
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
終
わ
り
の
時
が
来
て
い
る
と
わ
か
り
ま
す
」。
ま
た
、
終
末
の
到
来
を
抑
え
る
も
の

と
し
て
の
カ
テ
コ
ー
ン
概
念
の
概
要
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
思
想
を
扱
っ
た
研
究
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ア
ガ
ン
ベ
ン
を
カ
テ
コ
ー
ン
的
政
治
と
い
う
観
点
か
ら
比
較

し
た
研
究
を
挙
げ
て
お
く
。Felix Grossheutschi, Carl Schm

itt und die Lehre von K
atechon, Berlin 1996. Jessica W

hyte, Catastrophe 
and R

edem
ption: T

he Political T
hought of G

iorgio A
gam

ben, SU
N

Y
 Press, 2013, p. 7ff. 

長
島
皓
平
「
逆
境
の
メ
シ
ア: 

ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア

ガ
ン
ベ
ン
の
政
治
神
学
的
基
礎
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
一
一
三
号
、
二
〇
一
七
年
、
二
七
三
〜
三
〇
五
頁
。
と
こ
ろ
で
、
Ｒ
・
グ
ロ
ス
は
シ
ュ
ミ
ッ

ト
が
こ
の
カ
テ
コ
ー
ン
概
念
を
知
り
得
た
の
は
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
す
る
以
前
の
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
に
よ
っ
て
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。Raphael 

Gross, Carl Schm
itt und die Juden: E

ine deutsche R
echtlehre erw

eiterte A
usgabe, Frankfurt a. M

. 2005, S. 288-289

（
山
本
尤
訳
『
カ
ー

ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ユ
ダ
ヤ
人　

あ
る
ド
イ
ツ
法
学
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
三
年
、
二
一
四
頁
）.

（
64
）Giorgio A

gam
ben, Il regno e la gloria: per una genealogia teologica dell ’econom

ia e del governo, op. cit., p. 27

（『
王
国
と
栄
光
』、

四
〇
頁
）. 

ア
ガ
ン
ベ
ン
は
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
の
政
治
神
学
的
重
要
性
の
着
想
を
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
『
政
治
的
問
題
と
し
て
の
一
神
教
』
の
序
文
に
お
け
る

一
説
か
ら
得
て
い
る
。「
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
政
治
的
営
み
は
常
に
三
に
し
て
一
の
神
へ
の
信
仰
と
い
う
前
提
に
お
い
て
の
み
存
在
し
う
る
」Erik 
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Peterson, ‘D
er M

onotheism
us als politisches Problem

’, a.a.O
., S. 24. 

（
65
）Giogio A

gam
ben, H

om
o sacer: il potere sovrano e la nuda vita, Einaudi, 2005, p. 202

（
高
桑
和
巳
訳
『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル　

主
権
権
力
と

剥
き
出
し
の
生
』
以
文
社
、
二
〇
〇
三
年
、
二
四
六
頁
）.

（
66
）H

annah A
rendt, V

ita activa oder V
om

 tätigen Leben, Berlin 2016, S. 116

（
森
一
郎
訳
『
活
動
的
生
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
五
年
、
一

一
六
頁
）. Giogio A

gam
ben, H

om
o sacer: il potere sovrano e la nuda vita, op. cit., p. 3

（『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
』、
七
頁
）. 

ア
ガ
ン
ベ
ン
が
依
拠

す
る
こ
の
ビ
オ
ス
と
ゾ
ー
エ
ー
の
区
別
に
関
し
て
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
概
念
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
か
ど

う
か
は
疑
わ
し
い
、
と
指
摘
し
て
い
る
。Jacques D

errida, Sém
inaire : La bête et le souverain V

olum
e I

（2001-2002

）, Gallim
ard, 2008, 

p. 420

（
西
山
雄
二
ほ
か
訳
『
獣
と
主
権
者　

Ⅰ
』
白
水
社
、
二
〇
一
四
年
、
三
九
〇
〜
三
九
一
頁
）. 

ま
た
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
ビ
オ
ス
を
専
ら
政
治
的
生

と
し
て
い
る
が
私
的
な
領
域
に
お
け
る
ビ
オ
ス
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
廣
野
喜
幸
「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
二
つ
の

生
命
概
念
、
ゾ
ー
エ
ー
お
よ
び
ビ
オ
ス
の
分
析
」『
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
セ
ミ
ナ
ー
論
集
』Vol. X

III

、
二
〇
一
六
年
、
二
七
頁
。

（
67
）Giorgio A

gam
ben, H

om
o sacer: il potere sovrano e la nuda vita, op. cit., p. 34

（『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
』、
四
四
頁
）.

（
68
）
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
こ
の
ア
イ
デ
ア
も
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
に
負
っ
て
い
る
。H

annah A
rendt, T

he O
rigins of T

otalitarianism
, M

eridian 
Books, 1962, pp. 267ff

（
大
島
通
義
・
大
島
か
お
り
訳
『
全
体
主
義
の
起
源
２　

帝
国
主
義
』［
新
版
］
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
七
年
、
二
六
七
頁
以
下
）.

（
69
）Giorgio A

gam
ben, H

om
o sacer: il potere sovrano e la nuda vita, op. cit., p. 127

（『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
』、
一
六
二
頁
）.

（
70
）
政
治
理
論
の
領
域
に
お
い
て
ポ
ス
ト
主
権
の
市
民
社
会
論
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
次
の
著
作
を
参
照
の
こ
と
。A

ndrew
 A

rato and Jean L. 
Cohen, Civil Society and Political T

heory, M
IT

 Press, 1994.

（
71
）
フ
ー
コ
ー
と
比
較
し
た
際
の
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
政
治
思
想
的
な
位
相
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
こ
の
点
を
強
調
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん
ア
ガ
ン
ベ
ン
が

主
権
の
論
理
に
固
執
し
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
批
判
も
あ
る
。A

dam
 K

otsko, ‘Reading the “Critique of V
iolence ”’, in Colby D

ickinson and 
A

dam
 K

otsko

（eds

）, A
gam

ben
’s Com

ing Philosophy: Finding a N
ew

 U
se for T

heology, op. cit., pp. 41-50. 

ま
た
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
政
治

哲
学
が
持
つ
実
現
可
能
性
に
関
し
て
の
批
判
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
が
、
と
り
わ
け
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
弟
子
に
あ
た
る
Ｅ
・
ス
テ
ィ
ミ
ッ
リ
に
よ
る
フ
ー
コ
ー

の
系
譜
学
的
な
手
法
に
対
し
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
実
現
可
能
性
の
な
い
存
在
論
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
。Elettra Stim

illi, ‘L
’uso del 

possibile ’ in A
ntonio Lucci e Luca V

iglialoro

（eds

）, G
iorgio A

gam
ben la vita delle form

e, op. cit., pp. 17-34.

（
72
）H

annah A
rendt, Betw

een Past and Future, Penguin Books, 2006, p. 61

（
引
田
隆
也
・
齋
藤
純
一
訳
『
過
去
と
未
来
の
間
』
み
す
ず
書

房
、
一
九
九
四
年
、
一
二
三
頁
）.
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（
73
）Giorgio A

gam
ben, Stato di eccezione, Bollatti Boringhieri, 2003, p. 109

（
上
村
忠
男
・
中
村
勝
己
訳
『
例
外
状
態
』
未
來
社
、
二
〇
〇
七

年
、
一
七
三
頁
）. 

訳
語
は
一
部
変
更
し
た
。

（
74
）Giorgio A

gam
ben, Il regno e la gloria: per una genealogia teologica dell ’econom

ia e del governo, op. cit., p. 9

（『
王
国
と
栄
光
』、

九
頁
）. 

（
75
）
単
純
に
、『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
』
が
公
刊
さ
れ
た
一
九
九
五
年
当
時
、
統
治
性
に
関
す
る
フ
ー
コ
ー
の
講
義
録
は
出
版
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
情

も
あ
る
。

（
76
）Ibid., p. 13
（『
王
国
と
栄
光
』、
一
三
頁
）.

（
77
）
佐
々
木
雄
大
「〈
エ
コ
ノ
ミ
ー
〉
の
概
念
史
概
説　

自
己
と
世
界
の
配
置
の
た
め
に
」『
ニ
ュ
ク
ス
』
第
一
号
、
二
〇
一
五
年
、
一
一
頁
以
下
。

（
78
）Gerhard Richter, O

ikonom
ia: D

er G
ebrauch des W

ortes O
ikonom

ia im
 N

euen T
estam

ent, bei den K
irchenvätern und in der 

theologischen Literatur bis ins 20. Jahrhundert, Berlin 2005.

（
79
）A

ristoteles, PO
LIT

ICA
, W

. D
. Ross

（ed

）, O
xford U

niversity Press, 1957, 1255b

（
山
本
光
雄
訳
『
政
治
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
一

年
、1255b

）.

（
80
）A

ristoteles, M
E

T
A

PH
Y

SICA
, W

erner Jaeger

（ed

）, op. cit., 1075a

（『
形
而
上
学　

下
』1075a

）.

（
81
）
佐
々
木
、
一
七
頁
。Giorgio A

gam
ben, Il regno e la gloria: per una genealogia teologica dell ’econom

ia e del governo, op. cit., pp. 
31-35

（『
王
国
と
栄
光
』、
四
四
〜
五
二
頁
）.

（
82
）Giorgio A

gam
ben, Il regno e la gloria: per una genealogia teologica dell ’econom

ia e del governo, op. cit., p. 35

（『
王
国
と
栄
光
』、

五
三
頁
）.

（
83
）
日
本
聖
書
協
会
『
新
共
同
訳　

新
約
聖
書
』
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙　

一
、（
九
：
一
六
〜
一
七
）。

（
84
）
日
本
聖
書
協
会
『
新
共
同
訳　

新
約
聖
書
』
エ
フ
ェ
ソ
の
信
徒
へ
の
手
紙
、（
三
：
九
）。

（
85
）
佐
々
木
、
一
七
頁
。

（
86
）Giorgio A

gam
ben, Il regno e la gloria: per una genealogia teologica dell ’econom

ia e del governo, op. cit., pp. 35-62

（『
王
国
と
栄
光
』、

五
三
〜
一
〇
二
頁
）. Gerhard Richter, O

ikonom
ia: D

er G
ebrauch des W

ortes O
ikonom

ia im
 N

euen T
estam

ent, bei den K
irchenvätern 

und in der theologishcen Literatur bis ins 20. Jahrhundert, a.a.O
., S. 53ff.

（
87
）Sancti T

hom
ae de A

quino, Sum
m

a T
heologiae, Edizioni SA

N
 PA

O
LO

, 1962, I. q. 103-119

（
横
山
哲
夫
訳
『
神
学
大
全　

第
８
冊
』
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創
文
社
、
一
九
六
一
年
）. Giorgio A

gam
ben, Il regno e la gloria: per una genealogia teologica dell

’econom
ia e del governo, op. cit., pp. 

126f
（『
王
国
と
栄
光
』、
二
一
六
頁
以
下
）.

（
88
）
摂
理
と
統
治
に
つ
い
て
の
議
論
を
限
ら
れ
た
紙
幅
で
扱
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
続
く
グ
ノ
ー
シ
ス
と
三
位
一
体
に

つ
い
て
一
部
議
論
を
省
略
し
て
い
る
。Ibid., p. 157

（『
王
国
と
栄
光
』、
二
六
九
〜
二
七
〇
頁
）.

（
89
）Ibid., p. 159
（『
王
国
と
栄
光
』、
二
七
二
頁
）.

＊
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
（18J20823

）
の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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序
論　

政
治
的
決
定
手
続
き
の
価
値
と
い
う
主
題

本
稿
の
目
的
は
、
民
主
主
義
の
正
当
化
可
能
性
を
探
求
し
て
き
た
諸
理
論
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
間
で
展
開
さ
れ
た
論
争
を
、
政
治
的
決
定

0

0

0

0

0

手
続
き
の
価
値

0

0

0

0

0

0

に
ま
つ
わ
る
三
つ
の
立
場
─
─
非
道
具
主
義
・
道
具
主
義
・
両
立
主
義
─
─
の
区
別
の
も
と
で
批
判
的
に
再
構
成
し
、
両
立

主
義
を
擁
護
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
本
稿
の
主
題
を
明
確
に
す
る
た
め
、
三
種
類
の
問
い
を
分
節
化
す
る
。（
一
）
民
主
主
義
の
具
体
的
な
制
度
構
想
案
の
う
ち
最
も

擁
護
可
能
な
も
の
は
何
か
。（
二
）
民
主
主
義
は
他
の
可
能
な
手
続
き
に
比
べ
て
よ
り
擁
護
可
能
か
。（
三
）
異
な
る
手
続
き
を
評
価
す
る
た

め
の
基
準
は
何
か
。
本
稿
の
主
題
は
第
三
の
問
い
に
関
わ
る
。
以
下
、
こ
の
序
論
で
は
、
第
一
と
第
二
の
問
い
が
い
ず
れ
も
第
三
の
問
い
へ

の
特
定
の
回
答
を
想
定
し
て
い
る
点
を
確
認
し
、
本
稿
の
主
題
に
焦
点
を
当
て
る
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
一
の
問
い
は
、「
ど
の
よ
う
な
民
主
主
義
で
あ
る
べ
き
か
」
と
い
う
問
い
と
し
て
言
い
換
え
ら
れ
う
る
。
こ
の
問
い
に
取
り
組
む
理
論

は
、
民
主
主
義
の
理
想
を
最
も
適
切
に
実
現
し
う
る
制
度
構
想
や
、
そ
の
理
想
が
制
度
や
実
践
に
対
し
て
課
す
規
範
的
制
約
を
提
示
し
て
き

た
。
例
え
ば
熟
議
民
主
主
義
理
論
は
、
民
主
主
義
の
集
計
的
構
想
へ
の
批
判
─
─
集
計
的
構
想
は
市
民
の
選
好
を
変
容
や
吟
味
に
開
か
れ
て

い
な
い
所
与
の
も
の
と
す
る
─
─
を
出
発
点
と
し
、
市
民
の
選
好
の
変
容
や
決
定
の
妥
当
性
の
根
拠
づ
け
を
可
能
に
す
る
公
共
的
熟
議
を
、

小
林
卓
人

［
政
治
思
想
学
会
研
究
奨
励
賞
受
賞
論
文
］

政
治
的
決
定
手
続
き
の
価
値

─
─
非
道
具
主
義
・
道
具
主
義
・
両
立
主
義
の
再
構
成
と
吟
味
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民
主
主
義
の
制
度
構
想
に
組
み
込
む（

（
（

。
こ
う
し
た
論
争
に
お
い
て
は
、
民
主
主
義
こ
そ
が
望
ま
し
い
手
続
き
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
（
少
な

く
と
も
仮
定
と
し
て
）
共
有
さ
れ
る
。

民
主
主
義
の
望
ま
し
さ
と
い
う
前
提
の
妥
当
性
を
巡
り
、
第
二
の
問
い
が
提
起
さ
れ
る
。
こ
の
問
い
は
、「
な
ぜ
民
主
主
義
で
あ
る
べ
き

か
」
と
い
う
問
い
と
し
て
言
い
換
え
ら
れ
う
る
。
つ
ま
り
、
な
ぜ
理
論
上
は
可
能
な
非
民
主
的
手
続
き
を
理
想
と
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

例
え
ば
、
近
年
再
考
さ
れ
て
い
る
知
者
の
支
配
（epistocracy

）
は
、
民
主
主
義
の
理
想
が
含
む
政
治
的
平
等
の
要
請
（
例
え
ば
、
一
人
一
票
の

原
理
）
を
退
け
る
。
あ
る
手
続
き
は
、「
能
力
、
技
量
、
お
よ
び
そ
の
技
量
を
も
っ
て
行
為
す
る
誠
実
さ
に
従
っ
て
政
治
的
権
力
が
フ
ォ
ー
マ

ル
に
分
配
さ
れ
る
程
度
に
お
い
て
、
知
者
の
支
配
で
あ
る（

（
（

」。
そ
の
擁
護
論
に
よ
れ
ば
、
も
し
、
民
主
主
義
よ
り
も
知
者
の
支
配
に
よ
っ
て
、

決
定
の
質
を
含
む
手
続
き
の
帰
結
が
改
善
さ
れ
う
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
は
知
者
の
支
配
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
。
民
主
主
義
に
対
す
る
こ
う

し
た
帰
結
主
義
的
懐
疑
論
は
、
思
想
史
上
で
も
、
プ
ラ
ト
ン
の
哲
人
王
統
治
や
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
複
数
投
票
制
な
ど
、
政
治
的
不
平
等
を
特

徴
と
す
る
諸
種
の
制
度
構
想
案
を
導
い
て
き
た（

（
（

。
ま
た
、
部
分
的
に
は
こ
う
し
た
懐
疑
論
へ
の
応
答
と
し
て
、
民
主
主
義
に
は
正
し
い
帰
結

を
も
た
ら
す
傾
向
性
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
認
識
的
民
主
主
義
（epistem

ic dem
ocracy

）
の
理
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

し
か
し
、
第
二
の
問
い
へ
の
回
答
も
ま
た
、
さ
ら
に
抽
象
度
の
高
い
問
い
へ
の
特
定
の
回
答
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
問
い
こ
そ
が
、

本
稿
の
主
題
と
し
て
提
示
し
た
第
三
の
問
い
で
あ
る
。
こ
の
問
い
は
、「
政
治
的
決
定
手
続
き
が
実
現
す
べ
き
価
値
と
は
何
か
」
と
い
う
問

い
と
し
て
言
い
換
え
ら
れ
る
。
私
た
ち
は
、
異
な
る
手
続
き
を
比
較
す
る
際
に
、
そ
も
そ
も
手
続
き
が
実
現
す
べ
き
価
値
と
は
何
か
、
と
い

う
問
い
に
対
す
る
何
ら
か
の
回
答
を
前
提
と
し
て
、
特
定
の
価
値
を
比
較
の
基
準
と
し
て
採
用
す
る
。
例
え
ば
知
者
の
支
配
の
擁
護
論
は
、

良
い
帰
結
を
も
た
ら
す
手
続
き
の
傾
向
性
を
、
第
三
の
問
い
に
対
す
る
回
答
と
し
て
提
示
し
て
き
た
。
ま
た
、
民
主
主
義
の
多
く
の
擁
護
論

は
、
民
主
主
義
の
手
続
き
自
体
が
い
か
な
る
帰
結
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
現
し
う
る
価
値
─
─
政
治
的
平
等
や
政
治
的
自
律
─
─
に
言
及
し
て

き
た
。

各
理
論
が
提
示
し
て
き
た
価
値
が
手
続
き
の
正
当
化
に
お
け
る
重
要
な
考
慮
事
項
か
否
か
、
と
い
う
問
い
は
、
そ
れ
自
体
が
別
個
で
検
討

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
問
い
へ
の
説
得
力
あ
る
回
答
が
は
じ
め
に
提
示
さ
れ
な
け
れ
ば
、
第
一
と
第
二
の
問
い
へ
の
回
答
を
試
み
る
い

か
な
る
議
論
も
論
点
先
取
に
陥
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
議
論
の
問
題
点
の
一
つ
は
、
あ
る
特
定
の
手
続
き
に
対
す
る
理
論
家
の
既
存
の
選
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好
が
、
当
の
理
論
家
が
着
目
す
る
価
値
を
決
定
し
か
ね
な
い
─
─
民
主
主
義
を
擁
護
し
た
い
か
ら

0

0

平
等
や
自
律
に
着
目
す
る
、
知
者
の
支
配

を
擁
護
し
た
い
か
ら

0

0

良
い
帰
結
を
も
た
ら
す
傾
向
性
に
着
目
す
る
、
等
─
─
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
理
論
構
築
に
お
け
る
こ
う
し
た
バ
イ
ア

ス
を
減
じ
る
た
め
、
第
三
の
問
い
を
他
の
二
つ
の
問
い
か
ら
独
立
し
た
形
で
設
定
し
、
提
示
さ
れ
て
き
た
諸
価
値
の
重
要
性
そ
の
も
の
を
精

査
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
稿
は
政
治
的
決
定
手
続
き
の
価
値
と
い
う
主
題
を
扱
う
。

具
体
的
に
は
、
こ
の
主
題
の
も
と
で
、
本
稿
は
二
つ
の
課
題
を
引
き
受
け
る
。
第
一
の
課
題
は
、
こ
の
主
題
に
関
わ
る
三
つ
の
立
場
─
─

非
道
具
主
義
・
道
具
主
義
・
両
立
主
義
─
─
を
定
式
化
し
、
各
立
場
の
既
存
の
理
論
へ
の
精
確
な
理
解
を
促
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

三
つ
の
立
場
が
見
解
を
違
わ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
の
問
い
を
直
観
的
な
仕
方
で
述
べ
て
お
こ
う
。
手
続
き
の
価
値
は
、
結
果
の
質
と
は
無
関
係

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
成
立
し
う
る
手
続
き
の
特
徴

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
関
わ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
結
果
の
質
に
本
質
的
に
関
わ
る
手
続
き
の
特
徴

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
関
わ
る
の
か
。
非
道
具
主

義
は
前
者
の
特
徴
に
、
道
具
主
義
は
後
者
の
特
徴
に
専
ら
焦
点
を
当
て
、
両
立
主
義
は
い
ず
れ
の
特
徴
も
手
続
き
の
評
価
に
お
い
て
必
要
な

考
慮
事
項
で
あ
る
と
主
張
す
る（

（
（

。

第
二
の
課
題
と
し
て
本
稿
は
、
上
述
の
三
つ
の
立
場
の
う
ち
、
非
道
具
主
義
と
道
具
主
義
が
抱
え
る
問
題
を
克
服
し
う
る
も
の
と
し
て
、

両
立
主
義
を
擁
護
す
る
。
こ
の
課
題
に
関
し
て
本
稿
は
、
政
治
的
平
等
の
非
道
具
的
価
値
を
示
す
新
た
な
理
論
と
し
て
近
年
積
極
的
に
展
開

さ
れ
て
い
る
、
社
会
関
係
的
平
等
理
論
に
特
に
着
目
す
る
。
同
理
論
は
、
市
民
間
の
従
属
な
き
社
会
的
関
係
を
理
想
と
し
て
据
え
、
そ
の
理

想
の
構
成
要
素
と
し
て
、
政
治
的
決
定
に
影
響
を
与
え
る
平
等
な
機
会
を
擁
護
す
る
。
本
稿
は
こ
の
理
論
枠
組
み
自
体
を
支
持
し
つ
つ
も
、

手
続
き
外
部
に
お
け
る
従
属
な
き
社
会
的
関
係
の
実
現
へ
の
貢
献
の
見
込
み
と
い
う
道
具
的
価
値
も
ま
た
手
続
き
の
評
価
に
お
い
て
考
慮
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
本
稿
は
こ
の
議
論
を
通
じ
て
、
社
会
関
係
的
平
等
理
論
に
基
づ
い
た
両
立
主
義

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
擁
護
す
る
。

以
下
、
第
一
節
で
は
、
政
治
的
決
定
手
続
き
の
正
当
化
と
い
う
試
み
、
お
よ
び
こ
の
試
み
に
関
わ
る
非
道
具
主
義
、
道
具
主
義
、
そ
し
て

両
立
主
義
の
一
般
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
・
三
節
で
は
、
非
道
具
主
義
と
道
具
主
義
の
立
論
お
よ
び
そ
れ
ら
に
対
す
る
反
論
を
整

理
す
る
。
第
四
節
で
は
、
主
に
Ｄ
・
ヴ
ィ
ー
ホ
フ
と
Ｎ
・
コ
ロ
ド
ニ
ー
の
研
究
図
式
に
依
拠
し
つ
つ
、
社
会
関
係
的
平
等
理
論
を
手
続
き
の

非
道
具
的
価
値
を
考
慮
す
る
必
要
性
を
主
張
す
る
新
た
な
理
論
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
第
五
節
で
は
、
社
会
関
係
的
平
等
理
論
を
両
立
主
義

的
に
再
解
釈
し
た
上
で
、
制
度
編
成
に
対
す
る
そ
の
含
意
を
示
す
。
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一　

予
備
考
察
─
─
政
治
的
決
定
手
続
き
の
正
当
化
と
価
値

１　

政
治
的
決
定
手
続
き
の
正
当
化

政
治
的
決
定
手
続
き
の
正
当
化
と
い
う
試
み
は
、
手
続
き
を
構
成
す
る
諸
制
度
を
正
当
化
す
る
試
み
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う

な
諸
制
度
に
は
通
常
、
法
案
の
審
議
と
可
決
・
否
決
を
行
な
う
手
続
き
で
あ
る
立
法
府
、
政
策
や
政
令
の
決
定
機
関
と
し
て
の
行
政
府
、
あ

る
い
は
立
法
府
や
行
政
府
の
構
成
員
を
選
出
す
る
た
め
の
公
職
選
挙
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
い
ず
れ
の
制
度
も
、
フ
ォ
ー
マ
ル
あ
る
い
は
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
な
熟
議
や
、
決
定
の
長
所
・
短
所
に
関
す
る
持
続
的
な
不
合
意
を
背
景
と
し
た
票
決
を
含
む
。

し
か
し
、
熟
議
や
投
票
に
よ
る
意
見
形
成
と
意
志
形
成
の
過
程
自
体
は
、
理
論
上
は
い
か
な
る
手
続
き
に
も
備
わ
り
う
る
た
め
、
異
な

る
手
続
き
の
重
要
な
差
異
を
指
し
示
さ
な
い
。
例
え
ば
、「
知
者
」
と
し
て
特
定
さ
れ
た
有
権
者
の
み
が
参
加
し
う
る
熟
議
・
投
票
と
い
う

構
想
は
、
全
市
民
が
参
加
し
う
る
熟
議
・
投
票
と
い
う
構
想
と
同
等
に
想
像
可
能
で
あ
る
。
手
続
き
の
差
異
は
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
を
構
成

す
る
諸
制
度
に
お
い
て
採
用
さ
れ
る
、
政
治
的
決
定
に
影
響
を
与
え
る
機
会

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
分
配
原
理
の
差
異
に
あ
る
。
こ
の
機
会
（
以
下
、
影
響
へ
の

0

0

0

0

機
会
0

0

）
を
定
義
し
よ
う
。
コ
ロ
ド
ニ
ー
の
定
義
を
用
い
る
な
ら
ば
、「
あ
る
人
は
、
決
定
が
そ
の
人
の
選
択
や
判
断
に
対
し
て
正-

感
応
的
な

（positively sensitive

）
過
程
に
よ
り
到
達
さ
れ
る
程
度
に
お
い
て
、
影
響
を
享
受
す
る（

（
（

」。
こ
こ
で
は
影
響
へ
の
機
会

0

0

の
概
念
を
、
最
も
狭
義

に
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
機
会
─
─
投
票
や
公
職
立
候
補
の
権
利
な
ど
、
参
政
権

0

0

0

と
し
て
通
常
制
度
化
さ
れ
て
い
る
機
会
─
─
と
し
て
用
い
る
。

例
え
ば
、
民
主
主
義
は
影
響
へ
の
機
会
を
決
定
に
服
従
す
る
全
市
民
に
対
し
て
平
等
に
分
配
す
る
の
に
対
し
、
知
者
の
支
配
は
影
響
へ
の
機

会
を
各
人
の
能
力
に
比
例
す
る
仕
方
で
（
不
平
等
を
許
容
し
つ
つ
）
分
配
す
る
。
私
た
ち
は
、
影
響
へ
の
機
会
の
分
配
に
関
す
る
正
し
い
原
理

を
探
求
す
る
と
い
う
意
味
で
、
分
配
的
正
義
の
理
論
の
一
部
門
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
影
響
へ
の
機
会
と
い
う
分
配
対
象
そ
の
も
の
は
、
国
家
の
諸
制
度
を
介
し
て
権
威
的
に
行
使
さ
れ
る
政
治
的
権
力
を
分
有
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

機
会

0

0

、
と
い
う
特
徴
を
備
え
る（

（
（

。
こ
の
特
徴
に
よ
っ
て
影
響
へ
の
機
会
は
、
単
な
る
個
人
的
な
善
の
追
求
に
資
す
る
諸
種
の
基
本
財
─
─
基
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本
的
な
市
民
的
諸
自
由
や
社
会
経
済
的
財
─
─
か
ら
区
別
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
独
特
の
問
題
を
惹
起
す
る
。
参
政
権
と
は
、
そ
の
保
持
者
が

自
身
だ
け
で
な
く
他
者
の
生
に
も
影
響
を
与
え
る
機
会
を
保
護
す
る
権
利
で
あ
り
、
こ
の
権
利
を
正
当
化
す
る
た
め
の
議
論
は
、
権
力
行
使

0

0

0

0

の
正
当
化
と
い
う
主
題
に
ま
つ
わ
る
道
徳
的
問
題

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
（
こ
の
問
題
の
内
容
は
、
後
の
各
節
で
明
ら
か
に
し
て
い
く
）。

影
響
へ
の
機
会
の
分
配
原
理
を
扱
う
理
論
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
次
の
基
本
的
な
点
を
確
認
し
よ
う
。
制
度
的
に
定
義
さ
れ
る
権
利
を
正

当
化
す
る
た
め
の
議
論
は
、
そ
の
権
利
の
保
護
と
行
使
に
基
づ
い
て
機
能
す
る
当
該
制
度
を
全
体
と
し
て
正
当
化
す
る
た
め
の
議
論
に
依
存

す
る
。
さ
ら
に
、
あ
る
制
度
を
正
当
化
す
る
た
め
の
議
論
は
、
そ
の
制
度
の
価
値
─
─
当
該
制
度
を
欲
し
、
確
立
し
、
あ
る
い
は
維
持
す
べ

き
理
由
を
私
た
ち
に
与
え
る
よ
う
な
、
当
該
制
度
に
備
わ
る
特
徴
─
─
を
提
示
す
る
こ
と
で
構
築
さ
れ
る（

（
（

。
そ
の
た
め
、
影
響
へ
の
機
会
を

保
護
す
る
参
政
権
の
正
当
化
は
、
そ
の
機
会
の
分
配
原
理
を
含
む
当
の
手
続
き
、
お
よ
び
そ
れ
を
構
成
す
る
諸
制
度
が
全
体
と
し
て
実
現
す

べ
き
価
値
に
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
私
た
ち
が
提
起
す
べ
き
問
題
は
、
ど
の
よ
う
な
価
値
が
、
あ
る
特
定
の
政
治
的
決
定
手
続
き
の
全
体
と
し
て
の
正

当
性
を
測
る
た
め
の
基
準
と
な
り
う
る
の
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
、
以
下
の
よ
う
に
定
式
化
し
よ
う
。

制
度
的
正
当
化
の
原
理
の
問
題
：
影
響
へ
の
機
会
に
関
す
る
正
当
化
可
能
な
分
配
原
理
を
含
む
政
治
的
決
定
手
続
き
が
あ
る
と
し
た

ら
、
そ
の
手
続
き
の
価
値
（
当
該
手
続
き
を
欲
し
、
確
立
し
、
あ
る
い
は
維
持
す
べ
き
理
由
を
私
た
ち
に
与
え
る
よ
う
な
、
当
該
手
続
き
の
特
徴
）

と
は
何
か
。

こ
の
問
題
へ
の
解
は
、「v

は
そ
の
よ
う
な
価
値
で
あ
る
／
で
は
な
い
」
と
い
う
形
式
を
と
る
。
そ
の
解
に
加
え
て
、
特
定
の
手
続
きp

が
他

の
手
続
き
に
比
べ
て
よ
り
大
き
なv

を
備
え
る
か
、
と
い
う
問
題
へ
の
解
を
提
示
す
る
こ
と
で
、p

の
正
当
化
が
行
わ
れ
る
（
こ
の
正
当
化
論

は
、
本
稿
序
論
で
区
別
し
た
三
つ
の
問
い
の
う
ち
、
第
一
と
第
二
の
問
い
に
関
わ
る
）。
例
え
ば
、
良
い
決
定
を
生
み
出
す
傾
向
性
がv

と
し
て
提
示

さ
れ
た
と
し
よ
う
。
こ
の
制
度
的
正
当
化
の
原
理
を
所
与
と
す
れ
ば
、
異
な
る
手
続
き
─
─
例
え
ば
、
民
主
主
義
と
知
者
の
支
配
─
─
の
比

較
は
、
い
ず
れ
の
手
続
き
が
良
い
決
定
を
生
み
出
す
よ
り
大
き
な
傾
向
性
を
備
え
る
か
、
と
い
う
経
験
的
な
い
し
数
理
的
問
題
に
取
り
組
む
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こ
と
で
行
わ
れ
る
。

２　

非
道
具
主
義
・
道
具
主
義
・
両
立
主
義

本
稿
が
検
討
す
る
非
道
具
主
義
、
道
具
主
義
、
お
よ
び
両
立
主
義
は
、
い
ず
れ
も
制
度
的
正
当
化
の
原
理
の
問
題
へ
の
解
を
示
す
。
以
下

で
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
立
場
の
一
般
的
特
徴
を
概
観
し
た
上
で
、
各
立
場
が
制
度
的
正
当
化
の
原
理
に
関
す
る
見
解
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

定
式
化
さ
れ
る
か
を
確
認
す
る
。

ま
ず
、
非
道
具
主
義
（non-instrum

entalism

）
と
道
具
主
義
（instrum

entalism

）
の
特
徴
を
確
認
し
よ
う
。
一
般
的
に
言
え
ば
、
こ
れ

ら
は
「
あ
る
事
物
が
実
現
す
る
に
値
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
」
と
い
う
問
い
に
関
す
る
見
解
で
あ
る
。
一
方
の
非
道
具
主
義
に
よ
れ

ば
、
あ
る
事
物
が
実
現
す
る
に
値
す
る
の
は
、
そ
の
事
物
が
非
道
具
的
価
値
（non-instrum

ental value: vni

）
を
備
え
る
場
合
で
あ
り
、
か

つ
そ
の
場
合
の
み
で
あ
る
（vni

が
必
要
十
分
条
件
）。
他
方
の
道
具
主
義
に
よ
れ
ば
、
あ
る
事
物
が
実
現
す
る
に
値
す
る
の
は
、
そ
の
事
物
が

道
具
的
価
値
（instrum

ental value: vi

）
を
備
え
る
場
合
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
場
合
の
み
で
あ
る
（vi

が
必
要
十
分
条
件
）。

非
道
具
的
価
値
と
道
具
的
価
値
の
意
味
を
確
認
し
よ
う（

（
（

。
一
方
で
、
あ
る
事
物
に
非
道
具
的
価
値
が
あ
る
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
当
該
事

0

0

0

物
が
そ
れ
自
体
で
追
求
す
る
に
値
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
事
物
は
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
内
在
的

0

0

0

な
い
し
非
派
生
的

0

0

0

0

に

価
値
あ
る
事
物
で
あ
り
、
そ
の
価
値
は
、
当
該
事
物
に
対
し
て
外
在
的
な
他
の
い
か
な
る
事
物
か
ら
も
派
生
し
な
い
。
例
え
ば
快
楽
主
義
的

功
利
主
義
は
、
快
楽
（pleasure

）
を
内
在
的
に
価
値
あ
る
も
の
と
み
な
す
。
も
う
一
つ
は
、
あ
る
外
在
的
事
物
か
ら
派
生
す
る
仕
方
で
価
値

を
備
え
る
が
、
そ
の
価
値
が
当
の
外
在
的
事
物
の
実
現
に
対
す
る
因
果
的
貢
献
で
は
説
明
さ
れ
な
い
よ
う
な
事
物
で
あ
る
。
価
値
あ
る
事
物

の
象
徴

0

0

（
例
え
ば
、
あ
る
偉
大
な
画
家
の
絵
画
）
や
、
価
値
あ
る
事
物
の
構
成
要
素

0

0

0

0

（
例
え
ば
、
宗
教
的
信
仰
に
お
け
る
敬
虔
な
態
度
）
が
、
こ
う
し

た
非
道
具
的
か
つ
非
内
在
的
価
値
を
備
え
る
。
他
方
で
、
あ
る
事
物
に
道
具
的
価
値
が
あ
る
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
、
当
該
事
物
に
備
わ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

特
定
の
性
質
が
、
他
の
価
値
あ
る
事
物
の
実
現
に
対
し
て
因
果
的
に
貢
献
し
う
る
の
で
、
当
該
事
物
は
追
求
す
る
に
値
す
る

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
い
う
こ
と

を
意
味
す
る
。
例
え
ば
包
丁
の
価
値
は
、
そ
の
「
鋭
さ
」
と
い
う
性
質
が
、「
食
材
が
細
か
く
整
然
と
切
れ
て
い
る
」
と
い
う
状
態
の
実
現

に
対
し
て
因
果
的
に
貢
献
し
う
る
、
と
い
う
事
実
に
よ
り
説
明
さ
れ
る
。
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非
道
具
主
義
と
道
具
主
義
は
、
一
方
は
非
道
具
的
価
値
を
、
他
方
は
道
具
的
価
値
を
、
あ
る
事
物
を
追
求
す
る
理
由
が
成
立
す
る
た
め
の

必
要
十
分
条
件

0

0

0

0

0

0

と
考
え
る
立
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
立
場
の
間
に
、
両
立
主
義
（com

patibilism

）
と
い
う
立
場
を
認
め
る
こ
と
も

で
き
る
。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
あ
る
事
物
が
実
現
す
る
に
値
す
る
の
は
、
そ
の
事
物
がvni

お
よ
びvi

を
備
え
る
場
合
で
あ
り
、
か
つ
そ

の
場
合
の
み
で
あ
る
（vni

お
よ
びvi

が
必
要
十
分
条
件
）。
こ
の
立
場
は
、
非
道
具
主
義
と
道
具
主
義
が
そ
れ
ぞ
れ
含
む
十
分
性
の
主
張

0

0

0

0

0

0

を
退

け
る
。

以
上
の
三
類
型
を
制
度
的
正
当
化
の
原
理
の
問
い
へ
の
回
答
に
組
み
込
む
こ
と
で
、
三
つ
の
立
場
が
定
式
化
さ
れ
る
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ

「
非
道
具
主
義
」、「
道
具
主
義
」、「
両
立
主
義
」
と
略
記（

（1
（

）。

政
治
的
決
定
手
続
き
の
非
道
具
主
義
的
正
当
化
：
私
た
ち
が
そ
れ
を
欲
し
、
確
立
し
、
あ
る
い
は
維
持
す
べ
き
手
続
き
は
、vni

を
備

え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つvni
を
備
え
て
い
る
だ
け
で
よ
い
。

政
治
的
決
定
手
続
き
の
道
具
主
義
的
正
当
化
：
私
た
ち
が
そ
れ
を
欲
し
、
確
立
し
、
あ
る
い
は
維
持
す
べ
き
手
続
き
は
、vi

を
備
え
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つvi

を
備
え
て
い
る
だ
け
で
よ
い
。

政
治
的
決
定
手
続
き
の
両
立
主
義
的
正
当
化
：
私
た
ち
が
そ
れ
を
欲
し
、
確
立
し
、
あ
る
い
は
維
持
す
べ
き
手
続
き
は
、vni

お
よ
び

vi

を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つvni

お
よ
びvi
を
備
え
て
い
る
だ
け
で
よ
い
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
価
値
がvni

やvi

へ
と
代
入
さ
れ
う
る
の
か
。
こ
こ
で
、
先
行
研
究
が
提
示
し
て
き
た
諸
価
値
の
内
容
を
大
ま
か
に

整
理
し
、
研
究
動
向
の
見
取
り
図
を
得
て
お
こ
う
。
一
方
で
、
手
続
き
の
非
道
具
的
価
値
は
、
帰
結
の
質
と
は
無
関
係
に
そ
れ
自
体
で
追
求

す
る
に
値
す
る
手
続
き
の
特
徴
を
指
し
、
以
下
を
含
む
。（
一
）
平
等
（equality
）
や
公
正
（fairness

）
の
実
現
。（
二
）
自
由
（freedom

）

や
自
律
（autonom

y

）
の
実
現
。
他
方
で
、
手
続
き
の
道
具
的
価
値
は
、
よ
り
良
い
帰
結
を
生
じ
さ
せ
る
手
続
き
の
傾
向
性
を
指
し
、
以
下

を
含
む
。（
三
）
認
識
的
価
値
（epistem

ic value

）：
正
義
や
公
共
善
に
適
っ
た
決
定
を
生
み
出
す
傾
向
性
。（
四
）
啓
蒙
的
価
値
（enlightening 

value

）：
手
続
き
の
参
加
者
の
知
識
や
徳
性
を
改
善
す
る
傾
向
性
。（
五
）
安
定
化
の
価
値
（stabilizing value

）：
市
民
の
動
機
づ
け
や
社
会
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的
紐
帯
を
促
進
し
、
決
定
の
実
施
や
手
続
き
の
正
常
な
機
能
を
維
持
さ
せ
る
傾
向
性
。

本
稿
に
は
、
こ
れ
ら
全
て
の
価
値
に
つ
い
て
の
理
論
史
を
辿
る
紙
幅
は
な
い
。
そ
こ
で
、
近
年
の
認
識
的
民
主
主
義
理
論
の
発
展
を
き
っ

か
け
と
し
て
再
訪
さ
れ
つ
つ
あ
る
、（
一
）
平
等
な
い
し
公
正
の
価
値
と
（
三
）
認
識
的
価
値
に
ま
つ
わ
る
論
争
を
本
稿
の
検
討
対
象
と
し

た
い
。
そ
の
他
の
価
値
に
関
す
る
既
存
の
研
究
は
、
文
末
注
に
て
例
示
す
る（

（1
（

。
以
下
の
各
節
で
非
道
具
的
価
値
と
道
具
的
価
値
の
語
が
用

い
ら
れ
る
場
合
、
前
者
は
平
等
を
、
後
者
は
認
識
的
価
値
を
、
そ
れ
ぞ
れ
指
す
も
の
と
理
解
さ
れ
た
い
。
こ
の
論
争
に
お
け
る
最
大
の
争
点

は
、
政
治
的
決
定
手
続
き
の
認
識
的
価
値
を
改
善
す
る
と
い
う
目
的
で
、
影
響
へ
の
機
会
を
不
平
等
に
分
配
す
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
う
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

否
か

0

0

、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
以
上
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
続
く
三
つ
の
節
を
通
じ
て
、
ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
展
開
を
確
認
し
よ
う
。

二　

非
道
具
主
義
─
─
政
治
の
情
況
と
判
断
の
平
等
な
尊
重

１　

立
論

非
道
具
主
義
は
、
主
に
Ｊ
・
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
、
Ｃ
・
Ｇ
・
グ
リ
フ
ィ
ン
、
お
よ
び
Ｔ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
の
理
論
に
見
出
さ
れ
る
。
彼

ら
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
現
代
の
社
会
の
諸
成
員
が
不
可
避
的
に
直
面
す
る
政
治
の
情
況

0

0

0

0

0

を
前
提
と
す
る
限
り
、
影
響
へ
の
機
会
の
不
平
等
分

配
を
正
当
化
す
る
た
め
に
手
続
き
の
認
識
的
価
値
に
訴
え
か
け
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
る
。
政
治
の
情
況
（the circum

stances of politics

）

と
は
、
次
の
事
実
を
指
す
。
政
治
社
会
に
お
い
て
は
、（
一
）
正
義
や
公
共
善
に
関
す
る
諸
判
断
が
一
致
せ
ず
、（
二
）
そ
の
不
一
致
の
も
と

で
各
人
の
行
為
調
整
を
可
能
に
す
る
た
め
の
政
治
的
決
定
が
必
要
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
情
況
を
前
提
と
し
て
、
影
響
へ
の
機
会
の
平
等
分
配
の
正

当
化
を
試
み
る
議
論
を
辿
っ
て
み
よ
う
。

政
治
の
情
況
は
、
正
義
や
公
共
善
に
関
す
る
見
解
が
人
々
の
間
で
一
致
し
て
い
る
と
い
う
条
件
を
排
除
し
、
社
会
に
お
け
る
一
般
的
な
行

為
調
整
の
コ
ー
ド
と
し
て
の
政
治
的
決
定
を
生
み
出
す
手
続
き
の
必
要
性
を
確
立
す
る
。
で
は
そ
の
手
続
き
に
お
い
て
、
決
定
に
対
す
る
影

響
へ
の
機
会
は
誰
に
対
し
て
ど
の
程
度
与
え
ら
れ
る
べ
き
か
。
全
市
民
は
平
等
な
道
徳
的
地
位
を
占
め
る
、
と
い
う
規
範
的
前
提
の
も
と
で
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は
、
影
響
へ
の
機
会
の
分
配
方
式
と
し
て
、
全
員
に
対
す
る
平
等
分
配
─
─
例
え
ば
、
投
票
に
お
け
る
一
人
一
票
─
─
を
支
持
す
る
一
見
明

白
な
（prim

a facie

）
理
由
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
理
由
は
、
重
要
な
差
異
を
示
さ
な
い
者
た
ち
に
は
等
し
く
分
配
せ
よ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
形
式
的

平
等
に
の
み
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
あ
り
、
重
要
な
差
異
が
示
さ
れ
た
場
合
に
は
、
も
は
や
考
慮
さ
れ
な
く
な
る
類
の
理
由
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
影
響
へ
の
機
会
の
不
平
等
分
配
の
支
持
者
は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
だ
ろ
う
。
全
市
民
の
平
等
な
道
徳
的
地
位
を
認
め
る
者
な
ら

ば
誰
で
も
、
全
市
民
を
拘
束
す
る
政
治
的
決
定
自
体
が
、
各
市
民
の
道
徳
的
地
位
の
十
全
な
承
認
に
基
づ
く
正
義
の
諸
原
理
に
適
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
も
認
め
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め
手
続
き
の
正
当
性
の
有
無
は
、
手
続
き
の
認
識
的
価
値
─
─
正
義

に
適
っ
た
決
定
を
生
み
出
す
傾
向
性
─
─
の
大
小
に
依
存
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
決
定
が
正
義
に
適
っ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
各
人
の

判
断
能
力
は
、
も
し
そ
れ
が
手
続
き
の
全
体
と
し
て
の
認
識
的
価
値
に
対
し
て
異
な
る
度
合
い
の
貢
献
を
も
た
ら
す
な
ら
ば
、
各
人
に
影
響

へ
の
機
会
を
ど
の
程
度
分
配
す
べ
き
か
を
特
定
す
る
た
め
の
重
要
な
考
慮
事
項
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
も
し
正
し
い
決
定
を
誤
っ
た
決
定
か

ら
（
他
の
市
民
よ
り
も
正
確
に
）
区
別
で
き
る
知
者
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
正
し
い
決
定
が
下
さ
れ
る
確
率
を
高
め
る
た
め
に
、
影
響
へ
の
機

会
は
知
者
に
対
し
て
よ
り
多
く
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

平
等
分
配
の
擁
護
者
は
次
の
よ
う
に
応
答
す
る
。
不
平
等
分
配
の
支
持
者
は
、
あ
る
市
民c

の
能
力
─
─
正
義
や
公
共
善
に
つ
い
て
正
し

い
判
断
を
下
す
蓋
然
性
─
─
の
高
低
を
確
認
す
る
た
め
の
基
準
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
基
準
が
依
拠
す
る
と
こ
ろ

の
正
義
や
公
共
善
の
構
想
と
は
何
で
あ
る
の
か
。
政
治
の
情
況
が
含
む
判
断
の
不
一
致
の
事
実
は
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
相
異
な
る
回
答

を
招
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
実
は
、
観
点
の
多
様
性
、
判
断
の
可
謬
性
、
そ
し
て
不
可
避
的
な
認
知
的
バ
イ
ア
ス
と
い
っ
た
他
の
事
実
に

よ
っ
て
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る（

（1
（

。
し
た
が
っ
て
、
い
か
な
るc

も
、
正
義
や
公
共
善
に
つ
い
て
他
の
市
民
よ
り
も
正
し
い
判
断
を
下
す
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
が
客
観
的
に
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い（

（1
（

。
も
し
、
こ
の
状
況
下
でc

の
判
断
が
他
の
市
民
の
判
断
よ
り
も
優
れ
て
い
る
こ
と
が
単0

に
断
定
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

な
ら
ば
、
そ
れ
は
他
の
市
民
の
判
断
に
対
し
て
不
尊
重
を
表
す
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
議
論
か
ら
、
判
断
の
平
等
な
尊
重

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
原
理
が
導
か
れ
る
。
こ
の
原
理
に
よ
れ
ば
、
政
治
の
情
況
下
に
あ
る
全
市
民
は
、
政

治
的
決
定
手
続
き
に
お
い
て
、
他
の
市
民
の
判
断
と
自
身
の
判
断
と
を
等
し
く
公
知
的
に
尊
重
さ
れ
る
道
徳
的
権
利
を
有
す
る
。
こ
の
原
理

は
、
影
響
へ
の
機
会
を
不
平
等
に
分
配
す
る
手
続
き
を
許
容
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
手
続
き
が
含
む
影
響
へ
の
機
会
の
分
配
原
理
は
、
正
義
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や
公
共
善
に
関
す
る
各
市
民
の
判
断
に
対
す
る
態
度
─
─
尊
重
か
不
尊
重
か
─
─
を
公
知
的
に
表
出
す
る
も
の
で
あ
り（

（1
（

、
不
平
等
分
配
は
異

な
る
人
々
の
判
断
に
対
す
る
尊
重
の
非
対
称
性
を
含
意
す
る
か
ら
で
あ
る
。
許
容
可
能
な
手
続
き
は
、
影
響
へ
の
機
会
を
平
等
に
分
配
す
る

手
続
き
の
み
で
あ
る
。

議
論
を
ま
と
め
よ
う
。
非
道
具
主
義
は
、
制
度
的
正
当
化
の
原
理
の
問
い
に
対
し
て
、
各
市
民
の
判
断
の
平
等
な
尊
重
と
い
う
価
値
を
提

示
す
る
。
加
え
て
こ
の
立
場
は
、
手
続
き
の
認
識
的
価
値
の
考
慮
が
影
響
へ
の
機
会
の
分
配
原
理
に
対
し
て
重
要
な
含
意
を
持
ち
え
な
い
こ

と
を
、
知
者
の
特
定
不
可
能
性
と
い
う
点
か
ら
示
そ
う
と
試
み
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
影
響
へ
の
機
会
の
平
等
分
配
が
擁
護
さ
れ
る
。

２　

反
論
─
─
判
断
の
不
尊
重
は
問
題
な
の
か

非
道
具
主
義
へ
の
反
論
は
、
各
市
民
の
判
断
の
平
等
な
尊
重
と
い
う
価
値
が
、
影
響
へ
の
機
会
の
分
配
原
理
を
正
当
化
す
る
際
の
必
要
か

つ
十
分
な
考
慮
事
項
で
あ
る
か
、
と
い
う
点
に
関
わ
る
。
な
か
で
も
特
に
重
要
な
二
つ
の
反
論
を
見
て
み
よ
う
。

第
一
の
反
論
は
、
判
断
の
平
等
な
尊
重
と
い
う
考
慮
事
項
の
必
要
性
に
関
わ
る
。
も
し
、
正
義
や
公
共
善
の
い
か
な
る
構
想
も
異
論
に
開

か
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
影
響
へ
の
機
会
の
分
配
原
理
の
正
当
化
に
関
わ
り
え
な
い
な
ら
ば
、
な
ぜ
手
続
き
が
実
現
し
う
る
と
さ
れ
る
平

等
や
公
正
の
価
値
だ
け
は
（
そ
の
重
要
性
も
異
論
に
開
か
れ
う
る
と
し
て
も
）
手
続
き
の
正
当
化
に
関
わ
り
う
る
の
か（

（1
（

。
理
論
の
自
己
論
駁
性
に

関
す
る
こ
う
し
た
懸
念
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
非
道
具
主
義
は
判
断
の
不
一
致
に
何
ら
か
の
限
定
的
な

0

0

0

0

─
─
理
に
適
っ
た
（reasonable

）、

誠
実
な
（conscientious

）、
あ
る
い
は
適
格
な
（qualified

）
─
─
範
囲
を
設
け
る
し
か
な
い（

（1
（

。
つ
ま
り
、
実
質
的
な
正
義
や
公
共
善
の
構
想

は
理
に
適
っ
た
異
論
に
開
か
れ
る
の
に
対
し
て
、
手
続
き
的
な
平
等
や
公
正
の
価
値
に
対
す
る
異
論
は
理
に
適
っ
て
い
な
い
判
断
に
含
ま
れ

て
お
り
、
後
者
の
異
論
を
真
剣
に
受
け
止
め
る
必
要
は
な
い
、
と
し
て
区
別
を
設
け
る
の
だ
。

し
か
し
非
道
具
主
義
の
議
論
は
、
こ
こ
で
語
義
の
す
り
替
え
（equivocation
）
を
冒
す
。
影
響
へ
の
機
会
の
平
等
分
配
が
正
当
化
さ
れ
る

た
め
に
は
、
平
等
な
尊
重
の
対
象
は
社
会
の

0

0

0

（
少
な
く
と
も
成
人
し
た
）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

全
成
員
の
諸
判
断

0

0

0

0

0

0

0

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
政
治
の
情
況

に
お
い
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
判
断
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
は
、
社
会
の
全
成
員
の
諸
判
断
の
う
ち
適
格
な
も
の
か
ら
な
る
部
分
集
合

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
指

す
。
注
目
す
べ
き
は
、
社
会
に
は
不
適
格
な
─
─
例
え
ば
、
人
種
や
性
や
宗
教
に
関
し
て
明
白
に
差
別
的
な
─
─
判
断
を
下
す
成
員
が
い
る
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と
い
う
事
実
で
あ
る（

（1
（

。
で
は
、（
上
述
の
部
分
集
合
の
外
部
に
あ
る
）
不
適
格
な
判
断
ま
で
も
が
尊
重
さ
れ
、
そ
う
し
た
判
断
を
下
す
蓋
然
性
が

高
い
市
民
に
対
し
て
も
影
響
へ
の
機
会
が
等
し
く
分
配
さ
れ
る
べ
き
理
由
は
何
か
。
こ
の
問
い
は
未
だ
回
答
を
得
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て

非
道
具
主
義
の
議
論
は
、
各
市
民
の
判
断
に
対
す
る
平
等
な
尊
重
が
手
続
き
の
正
当
化
に
お
け
る
必
要
な
考
慮
事
項
で
あ
る
、
と
い
う
結
論

に
至
っ
て
い
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
判
断
（
主
体
）
で
は
な
く
、
適
格
な
判
断
（
主
体
）
の
み
を
等
し
く
尊
重
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
、
と
い
う
可
能

性
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
の
反
論
は
、
判
断
の
平
等
な
尊
重
と
い
う
価
値
の
十
分
性
に
関
わ
る
。
こ
の
反
論
に
よ
れ
ば
、
影
響
へ
の
機
会
の
分
配
原
理
の
正
当

化
に
お
い
て
、
手
続
き
の
認
識
的
価
値
を
必
要
な
考
慮
事
項
と
見
な
さ
な
い
理
由
は
薄
弱
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
自
己
論
駁
的
で
な
い

非
道
具
主
義
は
、
判
断
の
不
一
致
に
何
ら
か
の
適
格
性
の
限
定
を
設
け
る
。
し
か
し
、
適
格
な
判
断
主
体
が
手
続
き
の
非
道
具
的
価
値
の
み

0

0

を
是
認
す
る
と
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
適
格
な
判
断
主
体
は
、
何
ら
か
の
政
治
的
帰
結
─
─
虐
殺
や
人
種
差
別
な
ど
、
明
ら
か
に
不

正
な
も
の
─
─
の
否
定
的
評
価
を
導
く
手
続
き
独
立
的
な
規
範
的
基
準
を
受
容
し
、
そ
う
し
た
帰
結
を
回
避
す
る
傾
向
性
が
手
続
き
に
備
わ

る
こ
と
を
欲
す
る
は
ず
で
あ
る（

（1
（

。

仮
に
そ
の
よ
う
な
穏
当
な
認
識
的
価
値
す
ら
も
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
な
ら
ば
、
誰
の
判
断
に
も
正
の
影
響
力
を
認
め
ず
、
か
つ
ラ
ン

ダ
ム
な
認
識
的
価
値
の
み
を
備
え
た
手
続
き
─
─
例
え
ば
純
粋
な
籤
引
き
─
─
も
ま
た
正
当
化
さ
れ
る
だ
ろ
う（

（2
（

。
と
い
う
の
も
、
籤
引
き
に

お
い
て
も
ま
た
、
あ
る
人
物
の
判
断
が
他
の
人
物
の
判
断
よ
り
も
尊
重
さ
れ
て
は
い
な
い
、
と
い
う
意
味
で
、
判
断
の
平
等
な

0

0

0

尊
重
が
満
た

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
々
の
生
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
る
政
治
的
決
定
が
ラ
ン
ダ
ム
に
生
み
出
さ
れ
て
も
よ
い
、
と
い
う
見
解

は
許
容
し
が
た
い
。
籤
引
き
よ
り
も
大
き
な
認
識
的
価
値
を
備
え
る
手
続
き
が
あ
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
は
そ
の
手
続
き
を
追
求
す
べ
き
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
手
続
き
の
正
当
化
に
関
し
て
、
判
断
の
平
等
な
尊
重
と
い
う
非
道
具
的
価
値
の
十
分
性
に
対
し
て
は
疑
念
が
残
る
。

以
上
の
二
つ
の
反
論
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
非
道
具
的
価
値
を
重
視
す
る
理
論
は
、
次
の
よ
う
に
見
解
を
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
第

一
に
、
平
等
や
公
正
と
い
う
価
値
が
、
各
市
民
の
判
断
の
尊
重

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
お
い
て

0

0

0

0

実
現
さ
れ
る
と
い
う
見
解
を
放
棄
し
、
こ
れ
ら
の
価
値
の
内
容
を

別
様
に
記
述
す
る
こ
と
。
こ
の
修
正
が
必
要
で
あ
る
の
は
、
人
々
が
正
義
や
公
共
善
に
つ
い
て
異
な
る
判
断
能
力
を
示
す
と
い
う
事
実
を
否

定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る（

（2
（

。
判
断
能
力
の
差
異
を
考
慮
に
入
れ
て
も
な
お
、
手
続
き
の
正
当
化
が
平
等
や
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公
正
と
い
っ
た
非
道
具
的
価
値
に
言
及
す
べ
き
理
由
が
提
示
さ
れ
る
な
ら
ば
、
非
道
具
主
義
は
上
述
の
反
論
を
確
実
に
回
避
し
う
る
。
第
二

に
、
籤
引
き
の
よ
う
な
ラ
ン
ダ
ム
な
手
続
き
で
は
実
現
さ
れ
え
な
い
何
ら
か
の
価
値
が
、
平
等
主
義
的
な
手
続
き
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
う
る

こ
と
を
示
す
こ
と
。
判
断
の
平
等
な
尊
重
と
い
う
価
値
で
は
、
こ
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

三　

道
具
主
義
─
─
権
力
行
使
の
権
利
の
正
当
化
に
対
す
る
制
約

１　

立
論

道
具
主
義
の
見
解
は
、
主
に
Ｒ
・
ア
ー
ヌ
ソ
ン
や
Ｊ
・
ブ
レ
ナ
ン
の
理
論
に
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
私
た
ち
が
そ
れ
を
欲

し
、
確
立
し
、
あ
る
い
は
維
持
す
べ
き
手
続
き
は
、
他
の
手
続
き
に
比
べ
て
、
よ
り
大
き
な
認
識
的
価
値
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

か
つ
そ
の
価
値
を
備
え
て
い
る
だ
け
で
よ
い
。
以
下
が
そ
の
議
論
で
あ
る（

（2
（

。

一
．
参
政
権
＝
権
力
行
使
の
権
利
：
政
治
的
決
定
に
影
響
を
与
え
る
権
利
は
、
自
己
の
み
な
ら
ず
他
者
に
対
し
て
、
強
制
力
を
伴
う
国

家
の
制
度
を
通
じ
て
権
力
を
行
使
す
る
権
利
で
あ
る
。

二
．
権
力
行
使
の
権
利
の
道
具
主
義
的
正
当
化
：
他
者
に
対
し
て
権
力
を
行
使
す
る
権
利
が
正
当
化
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
権
力
の
行
使

に
よ
っ
て
、
当
の
他
者
の
基
本
的
諸
権
利
の
保
障
が
最
大
限
実
効
的
な
も
の
と
な
り
う
る
場
合
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
場
合
の
み
で
あ

る
。

三
．
参
政
権
の
道
具
主
義
的
正
当
化
：
（
前
提
一
と
二
よ
り
、）
政
治
的
決
定
に
影
響
を
与
え
る
権
利
が
正
当
化
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
権

利
の
行
使
を
通
じ
て
支
持
さ
れ
る
政
治
的
決
定
が
、
そ
れ
に
服
す
る
他
の
市
民
の
基
本
的
諸
権
利
の
保
障
を
最
大
限
実
効
的
に
し
う

る
場
合
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
場
合
の
み
で
あ
る
。
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第
一
の
前
提
は
、
影
響
へ
の
機
会
は
国
家
の
強
制
的
か
つ
権
威
的
な
政
治
的
権
力
を
分
有
す
る
機
会
で
あ
る
、
と
い
う
点
と
合
致
す
る

（
本
稿
第
一
節
を
参
照
せ
よ
）。
こ
こ
で
「
影
響
」
の
語
は
、
自
身
の
投
票
に
よ
り
決
定
を
変
更
さ
せ
る
こ
と
、
と
い
っ
た
狭
い
意
味
で
は
な
く
、

自
身
が
選
択
し
よ
う
と
欲
す
る
特
定
の
決
定
へ
と
結
果
を
方
向
づ
け
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
い
う
広
い
意
味
で
解
釈
し
て
よ
い（

（2
（

。
一
票
は
、
そ
れ
自
体

が
決
定
を
左
右
し
な
い
場
合
で
も
、
候
補
者
間
や
決
定
間
の
票
差
に
対
し
て
僅
か
な
が
ら
貢
献
し
う
る
。
そ
の
票
を
投
じ
る
こ
と
は
、
他
者

に
対
す
る
権
威
的
な
権
力
行
使
を
分
有
す
る
機
会
の
行
使
で
あ
る
た
め
、
そ
の
機
会
を
保
障
す
る
権
利
は
第
二
の
前
提
が
表
す
規
範
的
要
請

に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（2
（

。

議
論
の
要
点
は
、
参
政
権
が
他
の
権
利
を
参
照
す
る
こ
と
な
く
そ
れ
自
体
で
正
当
化
さ
れ
る
基
本
的
権
利
で
あ
る
こ
と
の
否
定
で
あ
る（

（2
（

。

前
提
二
に
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
各
市
民
が
権
力
行
使
の
権
利
を
享
受
す
る
こ
と
は
、
当
の
市
民
が
権
力
行
使
に
非
道
具
的
価
値
を
見
出
し

て
い
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
は
正
当
化
さ
れ
え
ず
、
そ
の
行
使
が
社
会
全
体
に
お
け
る
基
本
的
諸
権
利
の
保
障
に
対
し
て
貢
献
し
う
る
と

い
う
考
慮
事
項
に
よ
っ
て
の
み
正
当
化
さ
れ
う
る
。
ア
ー
ヌ
ソ
ン
は
こ
の
見
解
を
支
持
す
る
に
あ
た
り
、
未
成
年
者
の
後
見
人
の
権
利
や
刑

事
裁
判
に
お
け
る
陪
審
や
裁
判
官
の
決
定
権
（
い
ず
れ
も
他
者
に
権
力
を
行
使
す
る
権
利
で
あ
る
）
と
い
っ
た
事
例
を
挙
げ
、
い
ず
れ
も
非
道
具

的
に
は
正
当
化
さ
れ
な
い
と
述
べ
る（

（2
（

。
特
に
、
強
制
力
を
伴
う
国
家
の
制
度
を
介
し
た
権
力
行
使
は
、
し
ば
し
ば
他
の
市
民
の
生
命
や
財
産

に
甚
大
な
影
響
を
与
え
る
。
そ
の
よ
う
な
仕
方
で
の
権
力
行
使
が
、
そ
の
対
象
と
な
る
市
民
の
基
本
的
諸
権
利
の
保
障
や
侵
害
を
度
外
視
し

て
正
当
化
さ
れ
う
る
と
い
う
見
解
は
維
持
し
え
な
い（

（2
（

。
し
た
が
っ
て
、
手
続
き
が
含
む
影
響
へ
の
機
会
の
分
配
原
理
が
正
当
化
さ
れ
る
の

は
、
そ
の
原
理
に
従
っ
て
編
成
さ
れ
た
手
続
き
が
、
他
の
可
能
な
手
続
き
に
比
べ
て
、
基
本
的
諸
権
利
の
保
障
を
実
効
的
な
も
の
と
す
る
よ

う
な
決
定
を
生
み
出
す
よ
り
大
き
な
傾
向
性
を
備
え
る
場
合
で
あ
り
、
そ
の
場
合
の
み
で
あ
る
。

非
道
具
主
義
者
は
こ
こ
で
、
各
市
民
が
参
政
権
に
対
し
て
個
人
的
に
見
出
す
非
道
具
的
価
値
と
、
諸
市
民
に
対
し
て
平
等
に
参
政
権
を

与
え
る
手
続
き
の
非
道
具
的
価
値
と
の
差
異
を
強
調
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
後
者
の
価
値
こ
そ
が
平
等
や
公
正
の
語
で
表
現
さ
れ
る
の
で
あ

り
、
こ
の

0

0

価
値
を
退
け
る
論
拠
を
道
具
主
義
は
提
示
で
き
て
い
な
い
の
だ
、
と（

（2
（

。
し
か
し
、
本
稿
の
見
解
で
は
、
こ
の
異
論
に
対
し
て
は
次

の
応
答
が
成
立
す
る
。
影
響
へ
の
機
会
を
平
等
に
分
配
す
る
手
続
き
の
非
道
具
的
価
値
は
、
当
該
機
会
自
体
が
道
徳
的
に
不
正
で
な
い
場
合

に
の
み
考
慮
に
値
す
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
類
の
機
会
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

諸
市
民
に
対
し
て
平
等
に
分
配
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
、
と
い
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う
考
慮
事
項
が
度
外
視
さ
れ
た
場
合
に
は
、
あ
る
制
度
が
単
に
何
ら
か
の
機
会
を

0

0

0

0

0

0

0

平
等
に
分
配
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
制
度
が
道
徳
的
に
重

要
な
意
味
に
お
い
て
平
等
や
公
正
の
価
値
を
実
現
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
他
人
の
身
体
に
同
意
な
く
触
れ
る

機
会
へ
の
権
利
」
の
制
度
的
保
障
が
提
案
さ
れ
た
と
仮
定
せ
よ
。
こ
の
機
会
は
、
権
利
の
制
度
的
保
障
を
介
し
て
、
諸
市
民
に
等
し
く
分
配

さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
機
会
は
、
そ
の
道
具
的
価
値
─
─
触
れ
ら
れ
る
人
を
交
通
事
故
の
危
機
か
ら
救
出
す
る
な
ど
─
─
を
生
じ
さ
せ
る
何

ら
か
の
喫
緊
の
事
情
が
な
い
限
り
、
他
者
が
も
つ
人
身
の
自
由
へ
の
基
本
的
権
利
を
単
に
侵
害
す
る
と
い
う
一
見
明
白
な
不
正
を
孕
ん
で
い

る
。
こ
の
よ
う
な
権
利
を
保
障
す
る
制
度
は
、
そ
れ
自
体
が
不
正
な
社
会
の
構
成
要
素
と
な
っ
て
し
ま
う
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
問
題
を
、
不
正
な
平
等
分
配
の
問
題

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
呼
ぼ
う
。

道
具
主
義
者
は
、
影
響
へ
の
機
会
は
前
段
落
で
例
示
し
た
機
会
に
等
し
い
、
と
考
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
機
会
を
単
に
平
等
に
分
配
す
る
制

度
は
、
そ
の
全
成
員
が
他
の
成
員
に
対
し
て
恣
意
的
に
権
力
を
行
使
す
る
用
意
が
あ
る
よ
う
な
不
正
な
社
会
を
構
成
し
か
ね
な
い
（
本
稿
第

四
節
に
て
、
ヴ
ィ
ー
ホ
フ
の
研
究
を
参
照
し
つ
つ
こ
の
問
題
に
立
ち
戻
る
）。
影
響
へ
の
機
会
が
正
当
化
さ
れ
う
る
の
は
、
こ
の
機
会
の
行
使
に
よ
っ

て
、
社
会
の
全
成
員
の
市
民
的
・
社
会
経
済
的
諸
権
利
の
実
効
的
保
障
と
い
う
喫
緊
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
の
進
展
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の

み
で
あ
る
。
以
上
の
考
察
を
通
じ
て
道
具
主
義
陣
営
は
、
影
響
へ
の
機
会
の
分
配
原
理
の
正
当
化
は
手
続
き
の
認
識
的
価
値
の
改
善
と
い
う

論
拠
を
必
要
と
す
る
点
、
お
よ
び
、
そ
の
正
当
化
に
お
い
て
手
続
き
の
非
道
具
的
価
値
は
役
割
を
担
え
な
い
と
い
う
点
を
示
し
う
る
。

２　

反
論
─
─
非
道
具
的
価
値
の
考
慮
の
余
地
は
残
さ
れ
て
い
な
い
の
か

非
道
具
主
義
へ
の
反
論
と
同
様
、
道
具
主
義
へ
の
反
論
も
ま
た
、
影
響
へ
の
機
会
の
分
配
原
理
の
正
当
化
に
お
い
て
、
手
続
き
の
道
具
的

価
値
が
必
要
十
分
な
考
慮
事
項
で
あ
る
か
否
か
、
と
い
う
問
い
の
も
と
で
整
理
し
う
る
。
た
だ
し
本
稿
の
見
解
で
は
、
非
道
具
主
義
陣
営
は

現
在
の
と
こ
ろ
、
道
具
主
義
に
対
す
る
決
定
的
な
反
論
を
提
示
で
き
て
い
な
い
。
以
下
、
二
点
の
反
論
を
検
討
し
、
こ
の
点
を
確
認
し
よ
う
。

第
一
に
、
道
具
的
価
値
の
必
要
性
に
つ
い
て
。
非
道
具
主
義
陣
営
か
ら
は
、
参
政
権
や
親
権
や
司
法
権
に
限
ら
ず
、
基
本
的
諸
権
利
を
も

含
む
あ
ら
ゆ
る
権
利
は
他
者
に
対
す
る
権
力
行
使
を
含
意
す
る
、
と
い
う
反
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
も
し
、
こ
の
指
摘
が
正
し
く
、
か
つ

他
者
へ
の
権
力
行
使
を
含
意
す
る
権
利
は
基
本
的
諸
権
利
の
保
障
の
見
込
み
を
高
め
る
と
い
う
道
具
的
理
由
に
基
づ
く
こ
と
で
の
み
正
当
化
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さ
れ
る
と
し
た
ら
、
基
本
的
諸
権
利
は
基
本
的
諸
権
利
の
保
障
の
見
込
み
を
高
め
る
場
合
に
の
み
正
当
化
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
い
う
循
環
が
生
じ
て

し
ま
う
。
こ
の
循
環
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
他
者
へ
の
権
力
行
使
を
含
意
す
る
権
利
で
さ
え
も
非
道
具
的
に
正
当
化
さ
れ
る
余
地
が
あ
り

う
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
に
は
道
具
主
義
は
、
影
響
へ
の
機
会
の
分
配
原
理
の
正
当
化
は
道
具
的
価
値

の
考
慮
を
必
要
と
す
る
と
い
う
主
張
を
支
持
す
る
た
め
に
、
独
特
の
前
提
を
追
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
第
一
の
反
論
は
目
く
ら
ま
し
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
た
し
か
に
多
く
の
基
本
的
権
利
─
─
言
論
や
信
教
の
自

由
な
ど
─
─
は
、
個
人
の
自
由
な
行
為
の
領
域
を
確
定
し
、
そ
の
領
域
へ
の
他
者
の
侵
害
を
道
徳
的
あ
る
い
は
法
的
に
妨
げ
る
。
こ
の
こ
と

を
指
し
て
、
そ
の
権
利
の
保
持
者
は
他
者
に
対
し
て
権
力
を
行
使
し
う
る
、
と
表
現
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
参
政
権
は
「
非
遵
守

に
対
し
て
深
刻
な
罰
を
与
え
る
と
い
う
威
嚇
に
よ
っ
て
他
者
が
服
従
を
強
制
さ
れ
る
よ
う
な
諸
規
則
を
定
め
る
権
力（

（3
（

」
へ
の
権
利
で
あ
り
、

単
に
権
利
保
持
者
の
自
由
な
行
為
領
域
の
排
他
性
を
保
障
す
る
以
上
の
役
割
を
果
た
す
。
し
た
が
っ
て
、
非
道
具
主
義
か
ら
の
第
一
の
反
論

が
、
少
な
く
と
も
道
具
的
価
値
の
必
要
性
を
揺
る
が
す
と
は
思
わ
れ
な
い
。
他
者
の
生
き
方
や
生
の
見
通
し
を
左
右
す
る
権
利
が
、
な
ぜ
当

の
他
者
の
基
本
的
諸
権
利
を
保
障
す
る
見
込
み
を
度
外
視
し
て
正
当
化
さ
れ
る
と
言
え
る
の
か
─
─
こ
う
し
た
正
当
化
の
負
荷
は
、
む
し
ろ

非
道
具
主
義
に
対
し
て
投
げ
か
け
ら
れ
る
。

第
二
に
、
道
具
的
価
値
の
十
分
性
に
つ
い
て
。
非
道
具
主
義
と
の
論
争
に
お
い
て
道
具
主
義
陣
営
は
、
手
続
き
の
非
道
具
的
価
値
の
必
要

性
を
示
す
議
論
を
順
に
論
駁
す
る
、
と
い
う
戦
略
を
採
っ
て
き
た（

（3
（

。
本
節
前
半
で
確
認
し
た
不
正
な
平
等
分
配
の
問
題
は
、
こ
の
戦
略
に
お

い
て
重
要
な
足
が
か
り
と
な
る
。
し
か
し
、
も
し
手
続
き
に
お
け
る
平
等
と
い
う
非
道
具
的
価
値
の
必
要
性
が
不
正
な
平
等
分
配
の
問
題
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

回
避
す
る
仕
方
で

0

0

0

0

0

0

0

示
さ
れ
れ
ば
、
道
具
的
価
値
の
十
分
性
の
主
張
は
も
は
や
維
持
さ
れ
な
い
。
道
具
主
義
は
、
非
道
具
的
価
値
の
必
要
性
を

退
け
る
決
定
的
な
議
論
を
打
ち
立
て
た
と
い
う
よ
り
は
、
非
道
具
的
価
値
の
必
要
性
を
示
そ
う
と
試
み
る
理
論
が
乗
り
越
え
る
べ
き
ハ
ー
ド

ル
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
、
論
争
の
現
状
を
整
理
し
よ
う
。
非
道
具
主
義
は
、
各
市
民
の
判
断
の
平
等
な
尊
重
と
い
う
価
値
が
、
手
続
き
の
重
要
な
価
値
で

あ
る
こ
と
を
未
だ
示
せ
て
い
な
い
。
こ
の
立
場
が
直
面
す
る
問
題
の
一
つ
が
不
正
な
平
等
分
配
の
問
題
で
あ
り
、
手
続
き
の
非
道
具
的
価
値

を
重
視
す
る
理
論
は
、
こ
の
問
題
を
回
避
し
う
る
理
路
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
、
も
し
そ
の
よ
う
な
理
路
が
見
出
さ
れ
る
な
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ら
ば
、
道
具
主
義
の
立
場
も
修
正
を
迫
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
は
、
非
道
具
主
義
と
道
具
主
義
の
間
の
こ
う
し
た
弁
証
を
通
じ
て
、
最
終
的

に
は
制
度
的
正
当
化
の
原
理
に
お
け
る
両
立
主
義
が
擁
護
さ
れ
う
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
は
、
後
に
第
五
節
で
展
開
し
た
い
。
次
節

で
は
、
平
等
主
義
的
手
続
き
の
非
道
具
的
価
値
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
不
正
な
平
等
分
配
の
問
題
を
回
避
し
う
る
新
た
な
理
論
を
検
討
す
る
。

四　

社
会
関
係
的
平
等
理
論
─
─
従
属
な
き
関
係
と
い
う
理
想

本
節
で
は
、
主
に
ヴ
ィ
ー
ホ
フ
と
コ
ロ
ド
ニ
ー
に
よ
る
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
、
社
会
関
係
的
平
等
理
論
に
お
け
る
制
度
的
正
当
化
の
原
理

を
検
討
す
る
。
こ
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
影
響
へ
の
機
会
の
分
配
原
理
が
正
当
化
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
原
理
を
含
む
政
治
的
決
定
手
続
き
が
、

市
民
間
の
従
属
（subordination

）
な
き
関
係
と
い
う
理
想
が
実
現
さ
れ
た
社
会
の
構
成
要
素
と
な
り
う
る
場
合
の
み
で
あ
り
、
平
等
分
配
は

そ
の
よ
う
な
仕
方
で
正
当
化
さ
れ
う
る
原
理
で
あ
る（

（3
（

。
こ
こ
で
関
係
と
は
、
社
会
的
関
係

0

0

0

0

0

─
─
本
稿
で
は
、
国
家
の
強
制
力
を
伴
っ
て
実
施

さ
れ
る
政
治
的
な
い
し
社
会
経
済
的
諸
制
度
を
背
景
と
し
て
成
立
す
る
非
人
称
的
関
係
、
と
い
う
狭
い
意
味
で
定
義
さ
れ
る
─
─
を
指
す
。

二
つ
の
点
が
重
要
で
あ
る
。
第
一
に
、
平
等
主
義
的
手
続
き
は
、
市
民
間
の
従
属
な
き
関
係
の
成
立
に
単
に
因
果
的
に
貢
献
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
関
係
の
構
成
要
素
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
非
道
具
的
価
値
を
備
え
る
手
続
き
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
第
二
に
、
手
続
き
の
非
道

具
的
価
値
は
、
各
人
の
判
断
に
対
す
る
尊
重
か
ら
独
立
し
て
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
私
た
ち
が
平
等
主
義
的
手
続
き
を
追
求
す
る
の

は
、
各
人
の
判
断
を
平
等
に
尊
重
す
べ
き
だ
か
ら
で
は
な
く
、
判
断
能
力
の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず
市
民
間
の
従
属
関
係
を
回
避
す
べ
き
だ
か

ら
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
第
一
に
不
正
な
平
等
分
配
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
第
二
に
社
会
関
係
的
平
等
理
論
が
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
問
題
の
回

避
を
試
み
る
か
を
確
認
す
る
。
第
三
に
、
こ
の
理
論
に
お
け
る
道
具
的
価
値
の
位
置
づ
け
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
次
節
で
展
開
す
る
本
稿
の

見
解
の
足
が
か
り
と
す
る
。
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１　

不
正
な
平
等
分
配
の
問
題
点
─
─
道
徳
的
独
立
と
の
緊
張

不
正
な
平
等
分
配
と
は
次
の
よ
う
な
問
題
で
あ
っ
た
。
あ
る
機
会
を
個
人
が
享
受
す
る
こ
と
自
体
が
道
徳
的
に
不
正
で
あ
り
う
る
場
合

に
は
、
そ
の
機
会
が
制
度
を
通
じ
て
全
市
民
に
対
し
て
等
し
く
分
配
さ
れ
た
と
し
て
も
、
重
要
な
意
味
に
お
い
て
平
等
が
実
現
さ
れ
た
と
述

べ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
そ
の
平
等
分
配
を
も
た
ら
し
た
制
度
自
体
が
不
正
な
も
の
と
な
り
う
る
。
で
は
、
影
響
へ
の
機
会
、
す
な
わ

ち
他
者
へ
の
権
力
行
使
を
分
有
す
る
機
会
は
、
な
ぜ
不
正
な
平
等
分
配
を
生
じ
さ
せ
る
の
か
。
ヴ
ィ
ー
ホ
フ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
機
会
の
問
題

は
、
そ
れ
が
あ
る
人
物
に
よ
る
他
の
人
物
の
支
配
を
含
意
し
、
支
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
人
物
の
道
徳
的
独
立

0

0

0

0

0

（m
oral independence

）
を
毀

損
し
う
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
。

道
徳
的
独
立
と
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の
生
を
送
り
、
自
身
の
生
と
そ
れ
を
構
成
す
る
計
画
や
人
間
関
係
や
苦
難
に
対
し

て
特
別
な
関
係
を
有
す
る
、
と
い
う
道
徳
的
事
実
を
表
す
概
念
で
あ
る
。
こ
の
概
念
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
い
て
よ
く
知
ら
れ
た
、

軽
視
し
え
な
い
規
範
的
含
意
を
も
つ（

（3
（

。
一
つ
に
は
、
私
た
ち
は
自
身
の
身
体
の
独
立
を
正
当
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
例
え
ば
他
者
が
自
身

の
身
体
に
自
身
の
同
意
な
く
触
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
通
常
は
道
徳
的
拒
否
権
を
行
使
し
う
る
。
ま
た
一
つ
に
は
、
私
た
ち
は
自
身
の
行
為

者
と
し
て
の
独
立
を
も
正
当
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
私
た
ち
は
、
自
身
の
人
生
に
お
い
て
引
き
受
け
る
べ
き
計
画
、
関
係
、
あ

る
い
は
困
難
を
他
者
が
一
方
的
に
決
定
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
通
常
は
道
徳
的
拒
否
権
を
行
使
し
う
る
。
こ
れ
ら
の
意
味
で
の
独

立
を
包
摂
す
る
概
念
が
道
徳
的
独
立
で
あ
り
、
そ
れ
は
私
た
ち
の
他
者
に
対
す
る
関
わ
り
方
を
次
の
仕
方
で
制
約
す
る
。
す
な
わ
ち
私
た
ち

は
、
互
い
の
道
徳
的
独
立
の
毀
損
を
含
意
す
る
よ
う
な
仕
方
で
関
わ
り
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
含
意
を
も
つ
仕
方
で
何
ら
か
の
機

会
を
享
受
し
て
は
な
ら
な
い
。

次
に
、
政
治
的
決
定
手
続
き
に
お
け
る
影
響
へ
の
機
会
と
道
徳
的
独
立
と
の
緊
張
関
係
を
確
認
し
よ
う
。
影
響
へ
の
機
会
は
政
治
的
権
力

を
分
有
す
る
機
会
で
あ
る
。
政
治
的
権
力
は
、
強
制
的
な
威
嚇
や
権
威
的
命
令
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
行
使
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
人
物
の
行
為
に

決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
。
道
徳
的
独
立
は
、
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
行
使
さ
れ
る
政
治
的
権
力
を
分
有
す
る
機
会
を
正
当
化
す
る
た
め
の
考

0

0

0

0

0

0

0

0

0

慮
事
項
の
種
類

0

0

0

0

0

0

に
関
し
て
、
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
な
制
約
を
設
け
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
の
Ｂ
に
対
す
る
権
力
行
使
の
正
当
化
は
、
そ
の
権
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力
行
使
を
構
成
要
素
と
す
る
よ
う
な
関
係
を
、
非
派
生
的
に
（
内
在
的
に
）
価
値
あ
る
関
係
と
し
て
参
照
す
る
こ
と
で
は
成
し
え
な
い
。
例
え

ば
、
Ｂ
が
Ａ
に
次
の
よ
う
に
尋
ね
た
と
想
像
せ
よ
。「
あ
な
た
の
私
に
対
す
る
権
力
行
使
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
私
の
道
徳
的
独
立
と
両
立

し
う
る
の
か
」。
こ
れ
に
対
し
、
Ａ
の
答
え
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。「
私
が
あ
な
た
に
権
力
を
行
使
す
る

0

0

こ
と
は
、
そ
れ
自
体
で
良

い
の
だ
。
あ
る
い
は
そ
れ
は
、
非
派
生
的
に
（
内
在
的
に
）
価
値
あ
る
事
物
の
構
成
要
素
な
の
だ
」。
ヴ
ィ
ー
ホ
フ
が
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の

よ
う
な
応
答
は
「
Ｂ
の
問
い
に
対
す
る
回
答
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
問
い
を
真
剣
に
受
け
止
め
る
こ
と
の
拒
否

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
ろ
う（

（3
（

」。

ヴ
ィ
ー
ホ
フ
に
よ
れ
ば
、
道
徳
的
独
立
に
関
す
る
こ
う
し
た
懸
念
が
、
道
具
主
義
者
に
よ
る
非
道
具
主
義
批
判
を
動
機
づ
け
て
い
る
。
道

具
主
義
者
は
、
Ａ
の
Ｂ
に
対
す
る
権
力
行
使
の
道
具
的
価
値
こ
そ
が
、
そ
の
権
力
行
使
を
（
Ｂ
の
道
徳
的
独
立
を
損
な
わ
ず
に
）
正
当
化
す
る
た

め
の
唯
一
の
考
慮
事
項
で
あ
る
、
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
Ａ
の
Ｂ
に
対
す
る
権
力
行
使
が
、
社
会
に
お
け
る
正
義
や
公
共
善
の
実
現
を

促
す
見
込
み
が
あ
る
な
ら
ば
、
Ｂ
が
Ａ
へ
と
向
け
る
不
平
の
妥
当
性
は
弱
ま
る
。
な
ぜ
な
ら
、
Ｂ
も
ま
た
、
社
会
に
お
け
る
正
義
や
公
共
善

の
実
現
を
求
め
る
良
い
理
由
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
以
上
の
制
約
を
念
頭
に
置
く
こ
と
で
、
判
断
の
平
等
な
尊
重
に
基
づ
く
非
道
具
主
義
が
直
面
す
る
不
正
な
平
等
分
配
の
問
題

を
理
解
で
き
る
。
二
つ
の
段
階
を
踏
ん
で
考
察
を
進
め
よ
う
。
第
一
に
、
影
響
へ
の
機
会
の
個
人
レ
ベ
ル
で
の
正
当
化
論
の
要
は
、
諸
市
民

0

0

0

が
ど
の
よ
う
に
生
き
る
べ
き
か
に
関
す
る
私
の
判
断
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
そ
の
判
断
の
正
否
に
関
わ
ら
ず
）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

尊
重
し
て
ほ
し
い

0

0

0

0

0

0

0

、
と
い
う
個
人
的
関
心
で
あ
る
。

私
の
判
断
を
尊
重
す
る
政
治
社
会
・
制
度
の
構
成
要
素
は
、
諸
市
民
が
服
す
る
決
定
に
影
響
を
与
え
、
他
者
に
権
力
を
行
使
す
る

0

0

機
会
を
私

の
た
め
に
保
障
す
る
分
配
原
理
で
あ
る
─
─
し
か
し
こ
の
正
当
化
論
は
、「
Ａ
が
そ
の
よ
う
な
権
力
を
も
つ

0

0

こ
と
を
そ
の
構
成
要
素
と
す
る

よ
う
な
非
派
生
的
に
価
値
あ
る
関
係
」
を
考
慮
事
項
と
し
て
参
照
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
自
体
が
「
Ｂ
の
道
徳
的
独
立
と
両
立
し
得
な
い
」

た
め
、
道
徳
的
独
立
の
制
約
に
よ
り
退
け
ら
れ
る（

（3
（

。
第
二
に
、
影
響
へ
の
平
等
な
機
会
の
集
団
レ
ベ
ル
で
の
正
当
化
論
に
進
も
う
。
全
市
民

が
、
自
身
の
判
断
に
対
す
る
尊
重
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
と
す
る
。
全
市
民
の
判
断
を
等
し
く
尊
重
す
る
政
治
社
会
・
制
度
の
構
成
要
素

は
、
影
響
へ
の
機
会
を
全
市
民
に
等
し
く
保
障
す
る
分
配
原
理
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
人
レ
ベ
ル
で
の
正
当
化
論
が
既
に
道
徳
的
独
立
と
両

立
し
え
な
い
の
だ
か
ら
、
正
当
化
論
を
集
団
レ
ベ
ル
へ
と
拡
張
し
た
と
こ
ろ
で
、
道
徳
的
独
立
と
の
緊
張
は
解
消
さ
れ
な
い
。
以
上
の
正
当

化
論
は
一
貫
し
て
、
Ｂ
に
権
力
を
行
使
す
る
機
会
を
Ａ
の
た
め
に
保
障
す
る
こ
と
は
Ａ
の
判
断
に
尊
重
を
払
う
社
会
・
制
度
の
構
成
要
素
と
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し
て
正
当
化
さ
れ
る
、
と
い
う
形
式
を
取
る
。
し
か
し
こ
の
正
当
化
論
自
体
が
、
Ｂ
の
道
徳
的
独
立
に
対
す
る
感
応
性
の
欠
如
を
示
し
て
し

ま
う
。

し
た
が
っ
て
、
不
正
な
平
等
分
配
の
問
題
を
回
避
す
る
た
め
に
、
非
道
具
主
義
は
次
の
問
い
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
各
人
の
道
徳

0

0

0

0

0

的
独
立
と
両
立
可
能
な
仕
方
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
影
響
へ
の
機
会
を
全
員
に
平
等
に
与
え
る
政
治
的
決
定
手
続
き
の
非
道
具
的
価
値
を
説
明
す
る
こ
と
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
な
の
か
。
次
項
で
は
、
社
会
関
係
的
平
等
理
論
が
こ
の
問
い
に
ど
の
よ
う
に
し
て
取
り
組
み
う
る
か
を
確
認
し
よ
う
。

２　

社
会
関
係
的
平
等
理
論
に
お
け
る
制
度
的
正
当
化
の
原
理

Ａ
の
Ｂ
に
対
す
る
権
力
行
使
の
正
当
化
に
お
い
て
、
Ａ
が
Ｂ
に
対
し
て
権
力
を
行
使
す
る

0

0

こ
と
を
構
成
要
素
と
す
る
関
係
性
を
非
派
生
的

な
価
値
と
し
て
指
し
示
す
議
論
は
、
道
徳
的
独
立
と
両
立
し
な
い
。
し
か
し
道
徳
的
独
立
は
、「
人
々
の
間
の
（
あ
る
種
の
）
権
力
関
係
の
存0

在0

で
は
な
く
不
在

0

0

を
構
成
要
素
の
一
つ
と
す
る
善
を
認
め
る
こ
と
と
は
両
立
す
る（

（3
（

」。
社
会
関
係
的
平
等
理
論
は
、
こ
の
理
解
に
基
づ
き
、

影
響
へ
の
機
会
の
平
等
分
配
を
含
む
手
続
き
の
価
値
を
、
社
会
に
お
い
て
既
に
遍
在
し
て
い
る
不
平
等
な
権
力
を
手
続
き
内
部
に
お
い
て
平

等
化
さ
せ
る
、
と
い
う
点
に
求
め
る（

（3
（

。

こ
こ
で
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
手
続
き
に
お
い
て
権
力
の
不
平
等
の
不
在
（
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
縮
減
）
を

求
め
る
理
由
の
源
泉
は
何
か
。
第
二
に
、
影
響
へ
の
機
会
の
平
等
分
配
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
手
続
き
は
、
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
権
力

の
不
平
等
の
縮
減
を
達
成
す
る
の
か
。
社
会
関
係
的
平
等
理
論
が
こ
れ
ら
の
問
い
に
対
し
て
提
示
す
る
回
答
を
見
て
み
よ
う
。

第
一
の
問
い
へ
の
回
答
は
、
市
民
間
の
平
等
主
義
的
な
社
会
的
関
係
の
構
成
要
素
と
し
て
の
従
属
の
不
在

0

0

0

0

0

を
参
照
す
る
こ
と
で
導
か
れ

る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
、
コ
ロ
ド
ニ
ー
に
依
拠
し
つ
つ
、
ま
ず
私
た
ち
の
誰
も
が
不
正
な
も
の
と
み
な
し
う
る
不
平
等
な

0

0

0

0

社
会

的
関
係
の
範
例
を
挙
げ
、
そ
こ
で
生
じ
て
い
る
問
題
を
特
定
し
て
み
よ
う（

（3
（

。
例
え
ば
、
奴
隷
と
主
人
と
の
間
の
関
係
は
、
奴
隷
制
と
い
う

制
度
を
背
景
と
し
て
成
立
す
る
継
続
的
な
社
会
的
関
係
で
あ
る
。
こ
の
関
係
は
少
な
く
と
も
、
奴
隷
と
主
人
が
互
い
に
行
使
し
う
る
権
力

（pow
er

）
─
─
あ
る
人
物
に
備
わ
る
自
然
的
、
社
会
経
済
的
、
文
化
的
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
特
徴
で
あ
り
、
他
者
の
行
動
に
実
効
的
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
─
─
の
差
異
と
、
事
実
的
権
威
（de facto authority
）
─
─
あ
る
人
物
の
命
令
や
要
求
が
他
者
に
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よ
っ
て
一
般
的
に
遵
守
さ
れ
る
傾
向
性
─
─
の
差
異
を
特
徴
と
す
る
。
私
た
ち
が
こ
の
関
係
を
問
題
含
み
の
も
の
と
し
て
考
え
る
理
由
は
、

単
に
奴
隷
の
み
が
特
定
の
市
民
的
あ
る
い
は
社
会
経
済
的
財
を
享
受
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
主
人
は
、
も
し
慈
恵

的
な
ら
ば
、
奴
隷
に
対
し
て
表
現
や
信
教
の
自
由
や
広
範
な
社
会
経
済
的
財
を
継
続
的
に
提
供
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
そ
の
よ
う
な
慈

恵
的
主
人
を
想
像
し
て
も
な
お
、
奴
隷
と
主
人
と
の
間
の
関
係
が
不
正
で
あ
る
と
い
う
（
尤
も
な
）
直
観
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
関
係

の
問
題
は
む
し
ろ
、
権
力
と
事
実
的
権
威
の
非
対
称
性
が
主
人
に
対
す
る
奴
隷
の
従
属
を
生
じ
さ
せ
、
奴
隷
と
主
人
と
の
間
で
地
位
の
優
劣

を
確
立
す
る
、
と
い
う
事
実
自
体
に
あ
る
。
私
た
ち
は
、
各
人
を
道
徳
的
平
等
者
と
し
て
認
め
る
や
否
や
、
あ
る
継
続
的
な
社
会
的
関
係
に

参
与
す
る
人
々
が
互
い
に
従
属
的
な
地
位
に
置
か
れ
な
い
こ
と
を
求
め
る
理
由
を
も
認
め
る
の
で
あ
り
、
こ
の
理
由
に
よ
っ
て
、
不
平
等
な

権
力
と
事
実
的
権
威
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
関
係
を
否
認
す
る
の
で
あ
る（

（3
（

。

政
治
的
決
定
手
続
き
に
お
い
て
権
力
の
不
平
等
の
不
在
な
い
し
縮
減
を
求
め
る
理
由
は
、
そ
の
手
続
き
が
市
民
の
間
の
継
続
的
関
係
を
確

立
し
、
そ
の
関
係
の
当
事
者
と
し
て
各
市
民
が
得
る
権
力
お
よ
び
事
実
的
権
威
の
相
対
的
量
を
、
影
響
へ
の
機
会
の
分
配
原
理
に
よ
っ
て
定

義
す
る
、
と
い
う
事
実
に
関
わ
る
。
さ
ら
に
こ
の
手
続
き
は
、
そ
の
他
の
広
範
な
社
会
的
関
係
の
あ
り
方
を
統
御
す
る
基
本
的
ル
ー
ル
を
策

定
す
る
と
い
う
意
味
で
、
最
終
的
な

0

0

0

0

（final

）
事
実
的
権
威
を
備
え
る（

（4
（

。
こ
の
手
続
き
に
お
け
る
影
響
へ
の
機
会
は
、（
本
稿
で
繰
り
返
し
確
認

し
て
き
た
よ
う
に
）
他
者
に
対
し
て
制
度
を
介
し
て
権
力
を
行
使
す
る
機
会
で
あ
る
。
こ
の
機
会
の
不
平
等
分
配
は
、
こ
の
機
会
を
よ
り
多
く

享
受
す
る
市
民
と
よ
り
少
な
く
享
受
す
る
市
民
と
の
間
で
地
位
の
優
劣
を
確
立
し
、
後
者
を
前
者
に
対
し
て
従
属
さ
せ
て
し
ま
う
。
こ
の
従

属
を
回
避
す
る
こ
と
が
、
手
続
き
に
お
け
る
影
響
へ
の
機
会
の
平
等
分
配
を
求
め
る
理
由
と
な
る
。

第
二
に
、
以
上
の
理
由
で
追
求
さ
れ
る
平
等
主
義
的
手
続
き
が
、
既
に
社
会
に
遍
在
す
る
権
力
の
不
平
等
を
縮
減
す
る
、
と
い
う
こ
と

の
意
味
を
確
認
し
よ
う
。
ヴ
ィ
ー
ホ
フ
に
よ
れ
ば
、
あ
る
関
係
が
平
等
主
義
的
で
あ
る
場
合
、
そ
の
関
係
の
当
事
者
た
ち
は
、
実
際
に
影
響

へ
の
機
会
を
等
し
く
享
受
す
る
の
み
な
ら
ず
、
影
響
へ
の
機
会
の
平
等
を
維
持
す
る
用
意
（com

m
itm

ent

）
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（4
（

。
し
た

が
っ
て
、
あ
る
平
等
主
義
的
な
関
係
の
当
事
者
た
ち
が
、
そ
の
関
係
の
外
部
に
お
い
て
非
対
称
的
な
権
力
を
生
じ
さ
せ
か
ね
な
い
様
々
な
差

異
─
─
自
然
的
差
異
、
社
会
経
済
的
差
異
、
文
化
的
差
異
、
判
断
能
力
の
差
異
、
等
─
─
を
示
す
場
合
に
は
、
そ
の
当
事
者
た
ち
は
皆
、
そ

れ
ら
の
差
異
を
当
の
関
係
内
部
に
お
け
る
権
力
関
係
に
反
映
し
な
い
よ
う
努
め
る
理
由
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
市
民
の
間
の
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政
治
的
関
係
に
も
当
て
は
ま
る
。
私
た
ち
は
、
ひ
と
た
び
他
の
市
民
と
共
に
平
等
者
と
し
て
の
関
係
に
参
与
す
る
こ
と
の
価
値
を
認
め
、
手

続
き
に
お
け
る
影
響
へ
の
機
会
の
平
等
分
配
を
支
持
す
る
理
由
を
見
出
し
た
な
ら
ば
、
自
他
の
間
に
あ
る
様
々
な
差
異
を
、
影
響
へ
の
機
会

の
分
配
原
理
に
反
映
さ
せ
な
い
理
由
を
も
見
出
す
だ
ろ
う
。
こ
の
理
由
が
、
知
者
の
支
配
─
─
よ
り
良
い
政
治
的
決
定
を
特
定
す
る
能
力
の

差
異
を
、
影
響
へ
の
機
会
の
差
異
に
反
映
さ
せ
る
手
続
き
─
─
に
対
す
る
一
応
の
（pro tanto

）
異
論
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
制
度
的
正
当
化
の
原
理
の
問
い
に
対
し
て
、
社
会
関
係
的
平
等
理
論
が
提
示
し
て
き
た
回
答
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ

る
。
私
た
ち
が
そ
れ
を
欲
し
、
確
立
し
、
あ
る
い
は
維
持
す
べ
き
政
治
的
決
定
手
続
き
は
、
市
民
た
ち
の
間
で
の
従
属
な
き
社
会
的
関
係
を

構
成
す
る
と
い
う
意
味
で
、
平
等
と
い
う
非
道
具
的
価
値
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
価
値
は
、
手
続
き
が
含
む
影
響
へ
の
機

会
の
分
配
原
理
が
平
等
主
義
的
で
あ
る
程
度
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
。

３　

道
具
的
価
値
の
位
置
づ
け

社
会
関
係
的
平
等
理
論
は
、
影
響
へ
の
機
会
の
平
等
分
配
の
正
当
化
理
由
を
、
権
力
や
事
実
的
権
威
に
お
け
る
市
民
間
の
非
対
称
性
の
縮

減
に
見
出
す
点
で
、
道
徳
的
独
立
と
の
緊
張
お
よ
び
不
正
な
平
等
分
配
の
問
題
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
意
味
で
、
同
理
論
は
道

具
主
義
の
懸
念
の
大
部
分
を
解
消
す
る
理
論
で
あ
る
。
し
か
し
本
稿
第
二
節
で
は
、
非
道
具
主
義
へ
の
次
の
異
論
も
確
認
し
た
。
も
し
手
続

き
が
平
等
と
い
う
非
道
具
的
価
値
を
備
え
る
だ
け
で
十
分
に
正
当
化
さ
れ
る
な
ら
ば
、
籤
引
き
な
ど
の
ラ
ン
ダ
ム
な
手
続
き
が
正
当
化
さ
れ

な
い
と
考
え
る
べ
き
理
由
は
無
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
平
等
の
価
値
の
内
容
が
判
断
の
平
等
な
尊
重
で
は
な
く
従
属
の
不
在
と
し
て
解

釈
さ
れ
た
と
し
て
も
、
な
お
残
る
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
ラ
ン
ダ
ム
な
手
続
き
で
は
誰
一
人
と
し
て
決
定
に
対
す
る
影
響
へ
の
機
会

を
享
受
せ
ず
、
市
民
の
一
方
が
他
方
に
対
し
て
政
治
的
権
力
を
行
使
す
る
余
地
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

社
会
関
係
的
平
等
理
論
の
支
持
者
は
、
こ
の
問
題
を
認
め
、
例
え
ば
民
主
主
義
と
籤
引
き
の
一
方
を
他
方
に
対
し
て
擁
護
す
る
際
に
は
、

手
続
き
の
認
識
的
価
値
を
別
途

0

0

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る（

（4
（

。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
第
一
節
で
の
整
理
に
従
う
な
ら
ば
、
彼
ら
の
立
場
は

非
道
具
主
義
で
は
な
く
両
立
主
義
に
含
ま
れ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う（

（4
（

。
こ
の
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
社
会
関
係
的
平
等
理
論
の
最
大
の
貢
献

は
、
制
度
的
正
当
化
の
原
理
の
問
い
へ
の
回
答
が
平
等
と
い
う
非
道
具
的
価
値
を
含
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
い
う
点
を
示
し
た
こ
と
に
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存
し
て
お
り
、
非
道
具
主
義
（
平
等
と
い
う
価
値
の
十
分
性
を
も
主
張
す
る
立
場
）
を
擁
護
し
た
点
に
存
す
る
の
で
は
な
い
、
と
結
論
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
民
主
主
義
と
籤
引
き
の
比
較
の
問
題
に
対
す
る
上
述
の
応
答
は
、
社
会
関
係
的
平
等
理
論
に
と
っ
て
理
論
内
在
的
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
一
方
で
、
手
続
き
の
認
識
的
価
値
を
考
慮
す
る
必
要
性
は
社
会
関
係
的
平
等
理
論
の
枠
外
か
ら

0

0

0

0

（
従
属
な
き
関
係
と
い
う
理
想
を
理

論
的
根
拠
と
せ
ず
）
導
入
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
る（

（4
（

。
他
方
で
、
影
響
へ
の
機
会
の
平
等
分
配
は
社
会
関
係
的
平
等
理
論
の
根
本
的
テ
ー

ゼ
─
─
制
度
の
正
当
化
は
、
市
民
間
の
従
属
な
き
社
会
的
関
係
の
理
想
を
導
き
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
─
─
を
主
要
な
根
拠
と
す
る
。
各

価
値
を
考
慮
す
べ
き
根
拠
が
こ
の
よ
う
に
異
な
る
た
め
、
ヴ
ィ
ー
ホ
フ
や
コ
ロ
ド
ニ
ー
の
理
論
で
は
、
手
続
き
に
お
け
る
平
等
は
認
識
的
価

値
に
対
し
て
優
先
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
よ
り
大
き
な
認
識
的
価
値
を
備
え
た
手
続
き
は
追
求
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
そ
れ
は
影
響
へ
の
機
会

の
平
等
分
配
を
侵
害
し
な
い
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

次
節
で
は
、
こ
の
結
論
に
対
し
て
懐
疑
的
に
な
る
べ
き
理
由
を
社
会
関
係
的
平
等
主
義
の
観
点
か
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

示
す
。
す
な
わ
ち
、
前
段
落
で
述
べ

た
根
本
的
テ
ー
ゼ
が
手
続
き
の
認
識
的
価
値
を
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
理
由
を
与
え
る
こ
と
を
示
し
、
社
会
関
係
的
平
等
理
論
に
全
面
的
に

基
づ
い
た
両
立
主
義
を
擁
護
す
る
。

五　

従
属
の
不
在
と
両
立
主
義

１　

な
ぜ
両
立
主
義
か

両
立
主
義
は
、
制
度
的
正
当
化
の
原
理
の
問
い
に
対
し
て
、
非
道
具
的
価
値
と
道
具
的
価
値
の
双
方
を
必
要
な
考
慮
事
項
と
し
て
提
示
す

る
立
場
で
あ
っ
た
（
本
稿
第
一
節
を
参
照
せ
よ
）。
前
節
で
示
し
た
通
り
、
一
方
の
非
道
具
的
価
値
と
し
て
の
平
等
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
性

は
、
社
会
関
係
的
平
等
理
論
を
基
礎
と
し
て
導
か
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
も
し
他
方
の
道
具
的
価
値
（
認
識
的
価
値
）
を
考
慮
に
入
れ
る
必

要
も
ま
た
同
理
論
か
ら
導
か
れ
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
は
社
会
関
係
的
平
等
理
論
に
基
づ
い
て
両
立
主
義
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
手
続
き
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の
認
識
的
価
値
の
必
要
性
を
導
く
議
論
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
．
正
当
化
の
原
理
と
従
属
の
不
在
：
私
た
ち
が
そ
れ
を
欲
し
、
確
立
し
、
あ
る
い
は
維
持
す
べ
き
政
治
的
決
定
手
続
き
が
備
え
る
べ

き
価
値
は
、
そ
れ
が
手
続
き
に
備
わ
る
度
合
い
に
応
じ
て
手
続
き
の
内
外
に
お
け
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

市
民
間
の
従
属
な
き
関
係
が
促
さ
れ
う
る
よ
う

な
価
値
を
全
て
含
む
。

二
．
従
属
の
不
在
と
認
識
的
価
値
：
他
の
事
情
が
等
し
け
れ
ば
、
手
続
き
に
認
識
的
価
値
が
備
わ
る
度
合
い
が
高
い
ほ
ど
、
手
続
き
の

外
部
に
お
い
て
市
民
間
の
従
属
な
き
関
係
が
促
さ
れ
う
る
。

三
．
認
識
的
価
値
の
必
要
性
：
（
前
提
一
と
二
よ
り
、）
私
た
ち
が
そ
れ
を
欲
し
、
確
立
し
、
あ
る
い
は
維
持
す
べ
き
政
治
的
決
定
手
続

き
が
備
え
る
べ
き
価
値
は
、
認
識
的
価
値
を
含
む
。

前
提
一
が
含
む
「
手
続
き
の
内
外
に
お
け
る
」
と
い
う
条
件
を
支
え
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
事
実
で
あ
る
。
諸
市
民
は
確
か
に
、
あ
る

政
治
的
決
定
手
続
き
の
内
部
で
影
響
へ
の
機
会
を
不
平
等
に
分
配
さ
れ
る
こ
と
で
、
手
続
き
内
的
な
従
属
関
係
に
巻
き
込
ま
れ
う
る
。
し
か

し
、
手
続
き
の
内
部
に
お
け
る
他
者
へ
の
従
属
は
、
社
会
全
体
に
お
け
る
従
属
の
一
要
素
で
し
か
な
い
。
社
会
全
体
に
お
け
る
従
属
は
、
雇

用
者
に
対
す
る
被
雇
用
者
の
従
属
や
、
一
方
の
配
偶
者
に
対
す
る
他
方
の
従
属
な
ど
、
手
続
き
外
的
な
諸
形
態
を
含
ん
で
い
る（

（4
（

。
こ
う
し
た

従
属
関
係
は
い
ず
れ
も
、
仮
に
手
続
き
内
部
に
お
け
る
影
響
へ
の
機
会
の
平
等
が
十
全
に
実
現
さ
れ
た
と
し
て
も
、
な
お
残
り
う
る
手
続
き

外
的
な
問
題
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
手
続
き
内
的
な
従
属
の
不
在
は
、
社
会
全
体
に
お
け
る
従
属
の
不
在
の
構
成
要
素
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
そ
の
全
要
素
で

は
な
い
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
政
治
的
決
定
手
続
き
は
、
社
会
に
遍
在
す
る
権
力
や
事
実
的
権
威
の
不
平
等
の
縮
減
を
目
的
と
す
る
。

例
え
ば
、
企
業
に
お
け
る
雇
用
者
と
被
雇
用
者
と
の
関
係
が
従
属
な
き
関
係
で
あ
る
た
め
の
要
件
は
、
被
雇
用
者
が
、
雇
用
・
労
働
条
件
に

対
し
て
発
言
力
を
行
使
す
る
機
会
を
有
す
る
こ
と
や
、
過
大
な
経
済
的
コ
ス
ト
を
負
う
こ
と
な
く
雇
用
契
約
か
ら
脱
し
う
る
こ
と
を
含
む
。

こ
れ
ら
の
要
件
が
実
効
的
に
満
た
さ
れ
る
た
め
に
は
、
社
会
経
済
的
諸
制
度
を
統
制
す
る
背
景
条
件
─
─
労
働
市
場
の
適
切
な
法
的
制
御
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や
、
生
活
を
維
持
す
る
た
め
の
財
の
保
障
な
ど
─
─
が
整
備
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
条
件
の
整
備
に
対
し
て
、
政
治
的
決
定

手
続
き
内
部
に
お
け
る
影
響
へ
の
機
会
の
分
配
原
理
は
、
構
成
要
素
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
因
果
的
に
貢
献
し
う
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

要
素
の
一
つ
と

し
て
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
因
果
的
貢
献
が
な
さ
れ
る
見
込
み
を
測
る
こ
と
こ
そ
、
ま
さ
に
手
続
き
の
正
当
化
に
お
い
て
道
具
的
価
値

を
考
慮
す
る
こ
と
で
あ
る
。

社
会
関
係
的
平
等
理
論
の
根
本
的
テ
ー
ゼ
は
、
こ
の
仕
方
で
手
続
き
の
道
具
的
価
値
を
も
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

0

0

0

0

0

理
由
を
与
え

る
。
制
度
の
正
当
化
は
、
市
民
間
の
従
属
な
き
関
係
の
実
現
に
対
す
る
貢
献
を
考
慮
事
項
と
し
て
含
む
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
「
市
民
」

は
、
政
治
的
決
定
手
続
き
の
参
加
者
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
手
続
き
の
作
用
に
よ
っ
て
影
響
を
被
り
う
る
者
と
し
て
も
把
握
さ
れ
る
。
私
た

ち
は
こ
の
要
請
を
ひ
と
た
び
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
次
の
よ
う
な
非
一
貫
性
を
回
避
す
る
よ
う
な
自
己
拘
束
性
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

る
。
す
な
わ
ち
、
手
続
き
内
的
な
従
属
の
不
在
の
実
現
を
考
慮
し
な
が
ら
、
手
続
き
外
的
な
従
属
の
不
在
の
実
現
に
対
す
る
貢
献
の
度
合
い

を
考
慮
し
な
い
こ
と
は
、
従
属
の
不
在
と
い
う
意
味
で
の
平
等
の
価
値
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
非
一
貫
性
を
示
し
て
し
ま
う
。
こ
の

非
一
貫
性
の
回
避
を
志
向
す
る
こ
と
で
の
み
、
私
た
ち
は
従
属
な
き
関
係
と
い
う
理
想
に
十
全
に
応
答
し
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
関
係

的
平
等
理
論
の
根
本
的
テ
ー
ゼ
か
ら
、
手
続
き
の
正
当
化
に
お
い
て
そ
の
非
道
具
的
価
値
と
道
具
的
価
値
の
双
方
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が

あ
る
、
と
い
う
両
立
主
義
的
結
論
が
導
か
れ
る
。

２　

制
度
編
成
に
関
す
る
含
意

以
上
の
考
察
の
含
意
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
社
会
関
係
的
平
等
理
論
は
、
手
続
き
内
的
な
従
属
の
不
在
と
い
う
非
道
具
的
価
値
を
最
も

よ
く
実
現
す
る
手
続
き
と
、
社
会
に
お
け
る
手
続
き
外
的
な
従
属
の
縮
減
へ
の
実
質
的
貢
献
を
果
た
す
傾
向
性
を
最
も
よ
く
備
え
る
手
続
き

と
が
異
な
る
、
と
い
う
可
能
性
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
る（

（4
（

。
特
に
、
後
者
の
手
続
き
が
知
者
の
支
配
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
し
き
れ
な
い

点
が
重
要
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
影
響
へ
の
機
会
の
平
等
分
配
が
手
続
き
の
認
識
的
価
値
を
最
も
よ
く
改
善
す
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
な
ら

ば
、
こ
の
懸
念
は
解
消
さ
れ
う
る（

（4
（

。
し
か
し
、
手
続
き
の
平
等
主
義
的
側
面
を
あ
る
程
度
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
手
続
き
の
認
識
的
価
値
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
議
論
が
存
在
す
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る（

（4
（

。
両
立
主
義
の
も
と
で
は
、
知
者
の
支
配
が
実
際
に

0

0

0

正
当
化
さ
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れ
る
か
否
か
は
開
か
れ
た
問
い
だ
が
、
影
響
へ
の
機
会
の
平
等
分
配
か
ら
逸
脱
し
て
で
も
手
続
き
の
認
識
的
価
値
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
正

当
化
さ
れ
る
可
能
性

0

0

0

を
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（

（4
（

。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
異
論
が
あ
る
だ
ろ
う
。
認
識
的
価
値
に
お
い
て
優
れ
た
手
続
き
は
、
従
属
な
き
社
会
的
関
係
の
実
現
に

因
果
的
に
貢
献
す
る
見
込
み
が
あ
る
。
対
照
的
に
、
影
響
へ
の
機
会
を
平
等
に
分
配
す
る
手
続
き
は
、
そ
れ
が
従
属
な
き
社
会
的
関
係
の
構

成
要
素
で
あ
る
以
上
、
当
の
関
係
の
実
現
を
確
実
に
も
た
ら
す
。
こ
う
し
た
貢
献
の
確
実
性
の
度
合
い

0

0

0

0

0

0

0

に
基
づ
い
て
両
価
値
を
比
較
す
る
な

ら
ば
、
認
識
的
価
値
は
平
等
に
比
べ
て
手
続
き
の
正
当
化
に
お
い
て
補
助
的
な
役
割
し
か
果
た
せ
ず
、
単
に
付
加
的
な
考
慮
が
許
さ
れ
る
程

度
の
価
値
で
し
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（5
（

。

本
稿
の
応
答
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
従
属
な
き
社
会
的
関
係
の
実
現
に
対
す
る
貢
献
の
確
実
性
の
差
異
は
、
認
識
的
価
値
と
平
等
と
の
間

の
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
な
優
先
順
序
を
導
出
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
認
識
的
価
値
に
お
い
て
優
れ
た
手
続
き
は
、
不
確
実
で
は
あ
る
が
、
手
続
き

外
的
な
従
属
関
係
を
縮
減
さ
せ
う
る
。
こ
う
し
た
従
属
関
係
は
、
手
続
き
内
的
な
影
響
へ
の
機
会
を
平
等
化
す
る
だ
け
で
は
十
分
に
対
応
し

き
れ
な
い
問
題
で
あ
る
（
例
え
ば
、
平
等
主
義
的
な
籤
引
き
に
よ
る
立
法
が
、
雇
用
者
に
対
す
る
被
雇
用
者
の
従
属
関
係
を
ど
れ
だ
け
効
果
的
に
縮
減
さ

せ
う
る
か
を
考
え
て
み
れ
ば
よ
い
）。
手
続
き
内
的
な
平
等
は
従
属
な
き
社
会
的
関
係
の
全
体
的
な
（holistic

）
実
現
に
お
い
て
十
分
で
は
な
く
、

こ
の
価
値
の
考
慮
が
認
識
的
価
値
の
考
慮
に
対
し
て
一
方
的
に
優
先
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
認
識
的
価
値

は
単
な
る
付
加
的
考
慮
の
対
象
で
は
な
く
、
平
等
か
ら
の
逸
脱
は
許
容
可
能
で
あ
る
。

た
だ
し
、
社
会
関
係
的
平
等
理
論
に
基
づ
く
両
立
主
義
は
、
手
続
き
の
認
識
的
価
値
を
改
善
す
る
べ
く
手
続
き
の
平
等
主
義
的
特
徴
を
犠

牲
に
す
る
よ
う
な
制
度
提
案
に
対
し
て
、
平
等
か
ら
の
過
度
の

0

0

0

逸
脱
を
回
避
す
べ
き
理
由
を
与
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
社
会

関
係
的
平
等
理
論
に
お
い
て
、
影
響
へ
の
機
会
の
平
等
分
配
は
単
な
る
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
し
て
─
─
そ
こ
か
ら
の
逸
脱
が
適
切
に
正
当
化
さ

れ
さ
え
す
れ
ば
、
も
は
や
際
限
な
く
妥
協
さ
れ
て
よ
い
単
な
る
初
期
条
件
と
し
て
─
─
想
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
従
属
の
不
在
を

特
徴
と
す
る
平
等
主
義
的
関
係
の
構
成
要
素
の
一
つ
で
あ
る
た
め
に
、
完
全
に
放
棄
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
制
度
的
特
徴
と
し
て
想
定
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る（

（5
（

。
し
た
が
っ
て
、
本
節
で
展
開
し
た
両
立
主
義
の
擁
護
が
成
功
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
な
比
較
的
穏
当
な

主
張
は
支
持
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
よ
り
大
き
な
認
識
的
価
値
を
備
え
た
手
続
き
が
選
択
可
能
だ
と
し
て
も
、
平
等
が
重
要
で
は
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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か
の
よ
う
に

0

0

0

0

0

手
続
き
の
選
択
を
行
う
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
ず
、
平
等
と
認
識
的
価
値
と
の
間
の
価
値
比
較
衡
量
は
何
ら
か
の
仕
方
で
行
わ
れ

る
べ
き
で
あ
る（

（5
（

。
以
上
が
、
制
度
的
正
当
化
の
原
理
の
問
い
に
対
し
て
、
社
会
関
係
的
平
等
理
論
か
ら
提
示
し
う
る
見
解
の
全
体
で
あ
る
。

結
論本

稿
は
、
政
治
的
決
定
手
続
き
の
価
値
と
い
う
主
題
の
も
と
で
、
平
等
と
認
識
的
価
値
に
着
目
し
つ
つ
、
非
道
具
主
義
、
道
具
主
義
、
お

よ
び
両
立
主
義
と
い
う
三
つ
の
立
場
を
定
式
化
し
、
社
会
関
係
的
平
等
理
論
に
基
づ
く
両
立
主
義
を
提
示
し
た
。
そ
の
過
程
で
本
稿
は
次
の

三
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
一
に
、
判
断
の
平
等
な
尊
重
に
重
点
を
置
く
非
道
具
主
義
は
、
不
正
な
平
等
分
配
の
問
題
に
直
面
し
、
平
等
主

義
的
な
手
続
き
の
正
当
化
に
失
敗
す
る
。
不
正
な
平
等
分
配
の
問
題
の
根
底
に
は
、
権
力
行
使
の
正
当
化
に
関
し
て
道
具
主
義
者
が
関
心
を

抱
く
問
題
、
す
な
わ
ち
権
力
行
使
の
機
会
と
各
人
の
道
徳
的
独
立
と
の
両
立
可
能
性
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
第
二
に
、
社
会
関
係
的
平
等
理

論
の
も
と
で
は
、
手
続
き
内
部
に
お
け
る
影
響
へ
の
機
会
の
平
等
分
配
は
、
従
属
な
き
関
係
の
構
成
要
素
と
し
て
非
道
具
的
に
正
当
化
さ
れ

う
る
。
こ
の
仕
方
で
、
こ
の
理
論
は
不
正
な
平
等
分
配
の
問
題
を
回
避
す
る
理
路
の
提
示
に
成
功
す
る
。
第
三
に
、
社
会
関
係
的
平
等
理
論

は
、
従
属
な
き
社
会
と
い
う
理
想
を
正
当
化
の
起
点
に
置
く
こ
と
で
、
手
続
き
の
認
識
的
価
値
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
性
を
も
導
出
す
る
。

こ
の
最
後
の
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
影
響
へ
の
機
会
の
平
等
分
配
か
ら
の
逸
脱
が
一
定
の
範
囲
内
で
正
当
化
さ
れ
う
る
余
地
は
、
社
会
関

係
的
平
等
理
論
の
枠
組
み
の
内
部
で
も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

政
治
的
決
定
手
続
き
の
非
道
具
的
価
値
と
道
具
的
価
値
の
双
方
を
考
慮
に
入
れ
る
両
立
主
義
は
、
制
度
的
正
当
化
の
原
理
に
関
す
る
立

場
で
あ
り
、
比
較
制
度
分
析
・
評
価
に
お
け
る
理
論
的
枠
組
み
で
あ
る
。
こ
の
枠
組
み
の
も
と
で
実
際
に
正
当
化
さ
れ
う
る
手
続
き
の
探
求

は
、
序
論
に
て
導
入
し
た
第
一
と
第
二
の
問
い
に
対
応
す
る
。
こ
れ
ら
の
問
い
は
、
別
の
機
会
に
て
詳
細
に
検
討
し
た
い
。

（
1
）Cf. J. Elster, T

he M
arket and the Forum

: T
hree V

arieties of Political T
heory, in J. Bohm

an and W
. Rehg

（eds.

）, D
eliberative 
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D
em

ocracy: E
ssays on R

eason and P
olitics, Cam

bridge: T
he M

IT
 Press, 1997, pp. 3-33; B. M

anin, O
n Legitim

acy and Political 
D

eliberation, E. Stein and J. M
ansbridge

（trans.

）, Political T
heory, V

ol. 15, N
o. 3

（1987

） pp. 338-368.
（
2
）J. Brennan, A

gainst D
em

ocracy, Princeton: Princeton U
niversity Press, 2016, p. 14; cf. D

. M
. Estlund, D

em
ocratic A

uthority: A
 

Philosophical Fram
ew

ork, Princeton: Princeton U
niversity Press, 2008, chap. 2.

（
3
）Cf. Plato, T

he R
epublic, G. R. F. Ferrari

（ed.

）, T
. Griffi

th

（trans.

）, Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 2000; J. S. M

ill, 
C

onsiderations on R
epresentative G

overnm
ent, in J. S. M

ill, O
n L

iberty and O
ther E

ssays, J. G
ray

（ed.

）, O
xford: O

xford 
U

niversity Press, 1991.

（
4
）H

. Landem
ore, D

em
ocratic R

eason: Politics, Collective Intelligence, and the R
ule of the M

any, Princeton: Princeton U
niversity 

Press, 2013. 

そ
の
論
敵
と
し
て
、cf. Brennan, A

gainst D
em

ocracy; B. Caplan, T
he M

yth of the R
ational V

oter: W
hy D

em
ocracies 

C
hoose B

ad P
olicies, Princeton: Princeton U

niversity Press, 2007; I. Som
in, D

em
ocracy and P

olitical Ignorance: W
hy Sm

aller 
G

overnm
ent Is Sm

arter, 2nd. ed., Stanford: Stanford U
niversity Press, 2016

［2013

］.

（
5
）
民
主
主
義
正
当
化
論
の
批
判
的
検
討
と
し
て
、
井
上
彰
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
自
由
と
平
等
─
─
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
価
値
を
め
ぐ
る
哲
学
的
考

察
」、
齋
藤
純
一
・
田
村
哲
樹
共
編
『
ア
ク
セ
ス　

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
』、
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
、
一
三
三
〜
一
五
七
頁
を
も
参
照
せ
よ
。
本

稿
と
同
論
文
と
の
差
異
は
、
非
道
具
主
義
・
道
具
主
義
・
両
立
主
義
と
い
う
類
型
へ
の
着
目
の
有
無
に
あ
る
。

（
6
）N

. K
olodny, Rule O

ver N
one II: Social Equality and the Justification of D

em
ocracy, Philosophy &

 Public A
ffairs, V

ol. 42, N
o. 

4

（2014

） pp. 309-310. 

同
箇
所
で
コ
ロ
ド
ニ
ー
は
政
治
的
決
定
に
影
響
を
与
え
る
平
等
な
機
会

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
定
義
し
て
お
り
、
本
稿
は
そ
の
一
部
を
影
響

0

0

の
定
義

と
し
て
用
い
る
。
機
会

0

0

に
つ
い
て
は
、N

. K
olodny, Rule O

ver N
one I: W

hat Justifies D
em

ocracy? Philosophy &
 Public A

ffairs, V
ol. 42, 

N
o. 3

（2014

） pp. 197-198

を
参
照
せ
よ
。
同
箇
所
で
は
フ
ォ
ー
マ
ル
な
機
会
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
機
会
が
区
別
さ
れ
る
。
本
稿
が
焦
点
を
当
て
る

参
政
権
は
フ
ォ
ー
マ
ル
な
機
会
の
一
部
で
あ
る
。

（
7
）Cf. R. A

rneson, D
em

ocratic Rights at N
ational and W

orkplace Levels, in D
. Copp, J. H

am
pton and J. E. Roem

er

（eds.

）, T
he 

Idea of D
em

ocracy, Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 1993, p. 120; M

ill, Considerations on Representative Governm
ent, p. 

354.

（
8
）
制
度
が
定
義
す
る
権
利
と
制
度
の
正
当
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、T

. M
. Scanlon, W

hy D
oes Inequality M

atter? O
xford: O

xford 
U

niversity Press, 2018, pp. 107-108

を
参
照
せ
よ
。
ま
た
本
稿
は
、
あ
る
制
度
を
「
欲
し
、
確
立
し
、
あ
る
い
は
維
持
す
べ
き
」
理
由
を
問
う
が
、
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こ
の
問
い
はK

olodny, Rule O
ver N

one I, p. 197; K
olodny, Rule O

ver N
one II, p. 290

が
定
式
化
す
る
「
制
度
」
の
問
い
を
一
般
化
し
た
も
の

で
あ
る
（
コ
ロ
ド
ニ
ー
は
民
主
主
義
の

0

0

0

0

0

正
当
化
理
由
に
主
題
を
限
定
し
て
い
る
）。

（
9
）
本
段
落
で
は
価
値
論
（axiology

）
に
関
す
る
次
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。H

. Richardson, D
em

ocratic A
utonom

y: Public R
easoning about 

the E
nds of P

olicy, O
xford: O

xford U
niversity Press, 2002, p. 104; T

. Rønnow
-Rasm

ussen, Intrinsic and Extrinsic V
alue, in I. 

H
irose and J. O

lson

（eds.

）, T
he O

xford H
andbook of V

alue T
heory, O

xford: O
xford U

niversity Press, 2015, pp. 29-43; D
. V

iehoff, 
X

IV

─T
he T

ruth in Political Instrum
entalism

, Proceedings of the A
ristotelian Society, V

ol. CX
V

II, Part 3

（2017

） p. 278. 

民
主
主

義
の
「
内
在
的
価
値
」
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
理
論
家
た
ち
は
、
通
常
は
民
主
主
義
の
非
道
具
的
価
値
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
と
理
解
し
て
よ
い
。

（
10
）
道
具
主
義
に
対
置
さ
れ
る
立
場
と
し
て
手
続
き
主
義
（proceduralism

）
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
対
比
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
誤
り

に
基
づ
く
。
一
方
の
道
具
主
義
は
手
続
き
を
評
価
す
る
た
め
の
基
準
に
関
す
る
見
解
だ
が
、
他
方
の
手
続
き
主
義
は
、
手
続
き
か
ら
生
じ
た
結
果
の

質
の
評
価
や
、
そ
れ
ら
の
結
果
に
人
々
が
従
う
べ
き
理
由
の
説
明
の
枠
組
み
で
あ
る
。
Ｄ
・
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
が
認
識
的
手
続
き
主
義
（epistem

ic 
proceduralism

）
の
枠
組
み
を
提
示
し
た
こ
と
で
、
道
具
的
価
値
に
感
応
的
な
手
続
き
主
義

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

─
─
手
続
き
独
立
的
な
基
準
に
照
ら
し
て
正
し
い
結

果
を
生
み
出
す
手
続
き
の
傾
向
性
を
、
権
威
や
正
統
性
の
構
想
に
お
い
て
考
慮
す
る
枠
組
み
─
─
の
余
地
が
見
出
さ
れ
た
（Estlund, D

em
ocratic 

A
uthority, chap. 6

）。
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
に
お
い
て
手
続
き
主
義
の
語
は
非
道
具
主
義
と
互
換
可
能
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
非
道
具
主
義
と
道

具
主
義
と
い
う
区
分
の
下
で
整
理
を
進
め
る
。

（
11
）
自
由
と
自
律
に
つ
い
て
は
、C. F. Rostbøll, T

he N
on-Instrum

ental V
alue of D

em
ocracy: T

he Freedom
 A

rgum
ent, Constellations, 

V
ol. 22, N

o. 2

（2015

） pp. 267-278; C. F. Rostbøll, N
on-D

om
ination and D

em
ocratic Legitim

acy, Critical R
eview

 of International 
Social and Political Philosophy, V

ol. 18, N
o. 4

（2015

） pp. 424-439. 

啓
蒙
的
価
値
に
つ
い
て
は
、R. D

agger, Civic V
irtues: R

ights, 
Citizenship, and R

epublican Liberalism
, O

xford: O
xford U

niversity Press, 1997. 

安
定
化
の
価
値
に
つ
い
て
は
、J. Raw

ls, A
 T

heory of 
Justice, rev. ed., Cam

bridge: T
he Belknap Press of H

arvard U
niversity Press, 1999, chaps. 4 

（especially at 

§37, p. 206

）, 8, and 9.

（
12
）Cf. J. W
aldron, Law

 and D
isagreem

ent, O
xford: O

xford U
niversity Press, 1999, pp. 101-106; C. G. Griffi

n, D
ebate: D

em
ocracy as 

a N
on-Instrum

entally Just Procedure, Journal of Political Philosophy, V
ol. 11, N

o. 1

（2003

） p. 119; T
. Christiano, T

he Constitution 
of E

quality: D
em

ocratic A
uthority and Its Lim

its, O
xford: O

xford U
niversity Press, 2008, pp. 76-78.

（
13
）Christiano, Constitution of E

quality, p. 88.

（
14
）W

aldron, Law
 and D

isagreem
ent, pp. 114-116.
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（
15
）Griffi

n, D
ebate, pp. 117-118.

（
16
）T

. Christiano, W
aldron on Law

 and D
isagreem

ent, Law
 and Philosophy, V

ol. 19, Issue 4

（2000

） pp. 519-522; V
. O

ttonelli, Equal 
Respect, Equal Com

petence and D
em

ocratic Legitim
acy, Critical R

eview
 of International Social and Political Philosophy, V

ol. 15, 
N

o. 2
（2012

） pp. 210-211.

（
17
）J. Raw

ls, Political Liberalism
, expanded ed., N

ew
 Y

ork: Colum
bia U

niversity Press, 2005, pp. 48-58; Christiano, Constitution of 
E

quality, pp. 76-78; Estlund, D
em

ocratic A
uthority, pp. 45-49.

（
18
）R. A

rneson, T
he Supposed Right to a D

em
ocratic Say, in T

. Christiano and J. Christm
an

（eds.

）, Contem
porary D

ebates in 
Political Philosophy, M

alden: Blackw
ell, 2009, pp. 206-207.

（
19
）Cf. Estlund, D

em
ocratic A

uthority, pp. 162-163. 

こ
こ
で
の
規
範
的
基
準
と
は
、
道
徳
や
正
義
の
理
論
の
よ
う
な
、
分
厚
い
実
質
を
備
え
た
も

の
で
な
く
と
も
よ
い
。「
ｘ
が
Ｆ
で
あ
る
」
こ
と
が
真
で
あ
る
た
め
の
必
要
十
分
条
件
は
、
ｘ
が
Ｆ
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
、
と
す
る
最
小
限
真
理

0

0

0

0

0

の
形
式

を
満
た
す
あ
ら
ゆ
る
言
明
は
、
真
の
規
範
的
基
準
を
表
す
言
明
と
し
て
採
用
さ
れ
う
る
。
例
え
ば
、「
大
量
虐
殺
が
不
正
で
あ
る
」
こ
と
が
真
で
あ
る
た

め
の
必
要
十
分
条
件
は
、
大
量
虐
殺
が
不
正
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。Cf. Estlund, D

em
ocratic A

uthority, pp. 24-28.

（
20
）Estlund, D

em
ocratic A

uthority, pp. 78-82; cf. D
. M

. Estlund, Political Q
uality, Social Philosophy &

 Policy, V
ol. 17, Issue 1

（2000

） 
pp. 132-142.

（
21
）
た
だ
し
、
知
者
の
特
定
可
能
性
に
関
す
る
論
争
は
収
束
し
て
お
ら
ず
、
公
共
的
理
性
（public reason

）
や
権
威
の
サ
ー
ビ
ス
構
想
の
理
論
潮
流

と
も
接
続
し
つ
つ
継
続
し
て
い
る
。
例
と
し
て
、
以
下
の
文
献
を
参
照
せ
よ
。J. Brennan, D

oes the D
em

ographic O
bjection to Epistocracy 

Succeed? R
es Publica, V

ol. 24, Issue 1

（2018

） pp. 53-71; K
. Lippert-Rasm

ussen, Estlund on Epistocracy: A
 Critique, R

es Publica, 
V

ol. 18, Issue 3

（2012

） pp. 241-258; T
. M

ulligan, O
n the Com

patibility of Epistocracy and Public Reason, Social T
heory and 

P
ractice, V

ol. 41, N
o. 3

（2015

） pp. 458-476; D
. V

iehoff, A
uthority and Expertise, Journal of Political Philosophy, V

ol. 24, N
o. 4

（2016

） pp. 406-426.

（
22
）R. A

rneson, D
ebate: D

efending the Purely Instrum
ental A

ccount of D
em

ocratic Legitim
acy, Journal of Political Philosophy, 

V
ol. 11, N

o. 1

（2003

） pp. 124-126; R
. A

rneson, D
em

ocracy Is N
ot Intrinsically Just, in K

. D
ow

ding, R
. E

. G
oodin and C

. 
Patem

an

（eds.

）, Justice and D
em

ocracy: E
ssays for Brian Barry, Cam

bridge: Cam
bridge U

niversity Press, 2004, p. 46; A
rneson, 

T
he Supposed Right to a D

em
ocratic Say, p. 200; Brennan, A

gainst D
em

ocracy, pp. 10, 141-142; cf. M
ill, Considerations on 
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Representative Governm
ent, pp. 353-354.

（
23
）Cf. K

olodny, Rule O
ver N

one I, pp. 199-200; K
olodny, Rule O

ver N
one II, p. 320.

（
24
）A

rneson, D
ebate, p. 125.

（
25
）
ア
ー
ヌ
ソ
ン
は
基
本
的
諸
権
利
の
語
で
、
言
論
や
思
想
の
自
由
を
は
じ
め
、「
何
が
道
徳
的
に
根
本
的
に
重
要
か
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
定
式
化
さ
れ

る
諸
権
利
」（A

rneson, D
ebate, p. 129

）
を
指
す
。

（
26
）A

rneson, D
ebate, pp. 124-125. 

民
主
主
義
の
擁
護
者
と
知
者
の
支
配
の
擁
護
者
の
い
ず
れ
も
、
陪
審
制
と
の
類
推
に
よ
り
手
続
き
の
認
識
的

価
値
の
必
要
性
を
示
す
（Estlund, D

em
ocratic A

uthority, pp. 156-158; Brennan, A
gainst D

em
ocracy, pp. 151-155

）。
同
様
の
類
推
に
よ

り
手
続
き
の
平
等
主
義
的
特
徴

0

0

0

0

0

0

0

を
支
持
す
る
研
究
と
し
て
、cf. M

. Schw
artzberg, Justifying the Jury: Reconciling Justice, Equality, and 

D
em

ocracy, A
m

erican Political Science R
eview

, V
ol. 112, Issue 3

（2018

） pp. 446-458.

（
27
）Cf. Brennan, A

gainst D
em

ocracy, pp. 141-142, 155-158.

（
28
）
例
え
ば
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
に
よ
れ
ば
、「
資
源
自
体
が
内
在
的
に
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
資
源
の
分
配
に
お
け
る
平
等
に
は
内
在
的

な
正
義
や
価
値
が
あ
り
う
る
」（T

. Christiano, T
he R

ule of the M
any: Fundam

ental Issues in D
em

ocratic T
heory, Boulder: W

estview
 

Press, 1996, p. 64

）。

（
29
）Griffi

n, D
ebate, pp. 112-113.

（
30
）A

rneson, T
he Supposed Right to a D

em
ocratic Say, p. 200; cf. A

rneson, D
ebate, pp. 125-126; A

rneson, D
em

ocracy Is N
ot 

Intrinsically Just, p. 47.

（
31
）Cf. S. W

all, D
em

ocracy and Equality, T
he Philosophical Q

uarterly, V
ol. 57, N

o. 228

（2007

） pp. 416-438; Brennan, A
gainst D

em
ocracy, 

chap. 5.

（
32
）V

iehoff, D
em

ocratic Equality and Political A
uthority, Philosophy &

 Public A
ffairs, V

ol. 42, N
o. 4

（2014

） p. 364; K
olodny, Rule 

O
ver N

one II, p. 308.

（
33
）V

iehoff, T
he T

ruth in Political Instrum
entalism

, pp. 283-285.

（
34
）V

iehoff, T
he T

ruth in Political Instrum
entalism

, p. 286

〔
強
調
点
は
引
用
者
〕.

（
35
）V

iehoff, T
he T

ruth in Political Instrum
entalism

, p. 287

〔
強
調
点
は
引
用
者
〕.

（
36
）V

iehoff, T
he T

ruth in Political Instrum
entalism

, p. 292

〔
強
調
点
は
原
文
〕.
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（
37
）Cf. V

iehoff, T
he T

ruth in Political Instrum
entalism

, p. 293.
（
38
）K

olodny, Rule O
ver N

one II, pp. 292-303.
（
39
）
平
等
は
人
々
の
関
係
に
関
す
る
理
想
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
は
、
社
会
関
係
的
平
等
理
論
の
基
礎
を
な
す
。
た
だ
し
、
本
文
で
依
拠
し
た
コ
ロ
ド

ニ
ー
は
社
会
的
不
平
等
を
主
に
権
力
や
権
威
の
非
対
称
性
に
着
目
し
て
記
述
し
、
例
え
ば
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
よ
る
分
析
が
社
会
的
不
平
等
自
体
へ
の

懸
念
と
そ
の
他
の
懸
念
（
例
え
ば
、
平
等
な
道
徳
的
地
位
の
否
定
へ
の
懸
念
）
の
混
同
に
基
づ
く
、
と
述
べ
る
。K

olodny, Rule O
ver N

one II, p. 
296, n. 8; cf. E. A

nderson, W
hat Is the Point of Equality? E

thics, V
ol. 109, N

o. 2

（1999

） pp. 287-337; E. A
nderson, T

he Im
perative 

of Integration, Princeton: Princeton U
niversity Press, 2010; C. Fourie, W

hat is Social Equality? A
n A

nalysis of Status Equality 
as a Strongly Egalitarian Ideal, R

es Publica, V
ol. 18, N

o. 2

（2012

） pp. 107-126; C. Fourie, F. Schuppert, and I. W
allim

ann-H
elm

er

（eds.

）, Social E
quality: O

n W
hat It M

eans to Be E
quals, O

xford: O
xford U

niversity Press, 2015; D
. M

iller, Equality and Justice, 
R

atio, V
ol. 10, N

o. 3

（1997
） pp. 222-237; Scanlon, W
hy D

oes Inequality M
atter?; S. Scheffl

er, W
hat Is Egalitarianism

? Philosophy &
 

Public A
ffairs, V

ol. 31, N
o. 1

（2003
） pp. 5-39; S. Scheffl

er, Choice, Circum
stance, and the V

alue of Equality, Politics, Philosophy &
 

E
conom

ics, V
ol. 4, N

o. 1

（2005

） pp. 5-28.

（
40
）Cf. K

olodny, Rule O
ver N

one II, pp. 306-307.

（
41
）V

iehoff, D
em

ocratic Equality, pp. 355-356.

（
42
）K

olodny, Rule O
ver N

one II, pp. 313-314; V
iehoff, D

em
ocratic Equality, pp. 374-375.

（
43
）
両
立
主
義
の
立
場
自
体
は
先
行
研
究
に
も
認
め
ら
れ
、
本
稿
が
新
た
に
提
唱
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、
本
稿
の
貢

献
は
次
の
二
点
に
あ
る
。
第
一
に
、
両
立
主
義
を
い
く
ぶ
ん
直
観
的
に
受
容
し
、
そ
の
根
拠
を
十
分
に
明
晰
化
し
て
こ
な
か
っ
た
先
行
研
究
と
は
異
な

り
、
本
稿
で
は
両
立
主
義
の
理
論
的
根
拠
を
社
会
関
係
的
平
等
理
論
の
観
点
か
ら
与
え
る
点
。
第
二
に
、
社
会
関
係
的
平
等
理
論
に
基
づ
い
て
擁
護
さ

れ
た
両
立
主
義
に
従
う
な
ら
ば
、
影
響
へ
の
機
会
の
不
平
等
分
配
が
許
容
さ
れ
う
る
こ
と
を
示
す
点
。
こ
れ
ら
の
論
点
は
、
続
く
第
五
節
に
て
展
開
さ

れ
る
。
両
立
主
義
の
立
場
を
採
る
代
表
的
研
究
と
し
て
、
以
下
を
参
照
せ
よ
。E. A

nderson, D
em

ocracy: Instrum
ental vs. N

on-Instrum
ental 

V
alue, in T

. Christiano and J. Christm
an

（eds.

）, C
ontem

porary D
ebates in P

olitical P
hilosophy, M

alden: Blackw
ell Publishing, 

2009, pp. 213-227; C. López-Guerra, D
em

ocracy and D
isenfranchisem

ent: T
he M

orality of E
lectoral E

xclusions, O
xford: O

xford 
U

niversity Press, 2014, pp. 18-22.

（
44
）K

olodny, Rule O
ver N

one II, pp. 313-314; V
iehoff, D

em
ocratic Equality, pp. 374-375.
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（
45
）
こ
う
し
た
問
題
の
具
体
例
を
示
す
研
究
と
し
て
、
以
下
を
参
照
せ
よ
。F. Schuppert, Being Equals: A

nalyzing the N
ature of Social 

Egalitarian Relationships, in C. Fourie, F. Schuppert, and I. W
allim

ann-H
elm

er

（eds.

）, Social E
quality: O

n W
hat It M

eans to Be 
E

quals, O
xford: O

xford U
niversity Press, 2015, pp. 107-126; cf. E. A

nderson, Private G
overnm

ent: H
ow

 E
m

ployers R
ule O

ur Lives 

（and W
hy W

e D
on

’t T
alk about It

）, Princeton: Princeton U
niversity Press, 2017.

（
46
）
こ
の
可
能
性
は
、
社
会
関
係
的
平
等
理
論
に
限
ら
ず
、
両
立
主
義
の
立
場
を
採
る
理
論
で
あ
れ
ば
不
可
避
的
に
直
面
す
る
課
題
で
あ
る
。Cf. C. R. 

Beitz, Political E
quality: A

n E
ssay in D

em
ocratic T

heory, Princeton: Princeton U
niversity Press, 1989, pp. 114-116.

（
47
）Cf. Landem

ore, D
em

ocratic R
eason, chaps. 4-7; Schw

artzberg, Justifying the Jury.

（
48
）Cf. Brennan, A

gainst D
em

ocracy, chap. 8; T
. M

ulligan, Plural V
oting for the T

w
enty-First Century, T

he Philosophical Q
uarterly, 

V
ol. 68, N

o. 271

（2018

） pp. 286-306.

（
49
）
類
似
の
見
解
と
し
て
、
ミ
ル
流
の
複
数
投
票
制
の
正
当
化
可
能
性
に
関
す
る
Ｊ
・
ロ
ー
ル
ズ
の
見
解
（Raw

ls, A
 T

heory of Justice, rev. ed., pp. 
203-205

）
を
参
照
せ
よ
。

（
50
）
こ
の
異
論
を
検
討
す
る
必
要
を
ご
指
摘
く
だ
さ
っ
た
匿
名
レ
フ
ェ
リ
ー
に
特
に
感
謝
す
る
。

（
51
）
こ
う
し
た
制
約
に
応
え
る
形
で
、
手
続
き
の
平
等
主
義
的
特
徴
と
認
識
的
価
値
の
両
立
を
図
る
新
た
な
制
度
構
想
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
例
を
二
つ

挙
げ
よ
う
。
一
つ
は
「
手
続
き
的
複
数
投
票
制
」
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
複
数
投
票
制
に
お
け
る
票
の
割
り
当
て
（
知
者
の
選
定
）
が
平
等
主
義
的
手
続

き
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。T

. Latim
er, Plural V

oting and Political Equality: A
 T

hought Experim
ent in D

em
ocratic T

heory, E
uropean 

Journal of Political T
heory, V

ol. 17, N
o. 1

（2018

） pp. 65-86. 

も
う
一
つ
は
、
公
職
選
挙
の
過
程
が
も
た
ら
し
う
る
不
公
正
と
認
識
的
価
値
の
毀

損
と
い
う
問
題
を
踏
ま
え
て
提
案
さ
れ
る
「
籤
引
き
支
配
（lottocracy
）」
で
あ
る
。
こ
の
手
続
き
で
は
、
公
職
選
挙
の
か
わ
り
に
籤
引
き
に
よ
っ
て
定

期
的
に
編
成
さ
れ
た
熟
議
体
が
政
治
的
決
定
作
成
を
行
う
。A

. A
. Guerrero, A

gainst Elections: T
he Lottocratic A

lternative, Philosophy &
 

Public A
ffairs, V

ol. 42, N
o. 2

（2014

） pp. 135-178.

（
52
）
価
値
衡
量
の
方
法
に
関
す
る
問
い
（
例
え
ば
、
平
等
か
ら
の
ど
の
程
度
の
逸
脱
を
、
従
属
な
き
社
会
的
関
係
の
理
想
に
照
ら
し
て
過
度
と
み
な
す
べ

き
か
、
な
ど
）
は
、
別
稿
で
の
検
討
を
要
す
る
。

〔
謝
辞
〕
二
名
の
匿
名
レ
フ
ェ
リ
ー
を
は
じ
め
、
本
稿
の
構
想
・
執
筆
・
修
正
い
ず
れ
か
の
段
階
に
て
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
下
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
、
こ

こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
（18J13372

）
の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。
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一　

問
題
の
所
在
─
─
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
認
知
的
価
値
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
の
本
稿
の
意
味
と
狙
い

１　

問
い
と
目
的

近
年
改
め
て
「
集
合
的
自
己
支
配
」
を
理
想
と
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
有
す
る
認
知
的
価
値epistem

ic values

に
対
し
て
、
様
々
な
理

由
か
ら
批
判
や
懐
疑
が
生
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
現
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
こ
れ
ら
の
疑
義
に
─
─
甘
受
で
あ
れ
否
定
で
あ
れ
─
─

応
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
研
究
は
「
認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論epistem

ic dem
ocracy

」
と
総
称
さ
れ
る
一
群
の
研
究

を
生
み
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
展
開
は
未
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の
段
階
に
あ
る（

（
（

。

そ
う
し
た
な
か
、
と
り
わ
け
、
注
目
さ
れ
る
現
在
の
論
争
は
、
①
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
少
数
知
者
支
配epistocracy

に
比
し
て
愚
鈍
な
多

者
の
支
配
で
あ
る
か
否
か
（
認
知
的
望
ま
し
さepistem

ic desirability

問
題
）、
②
認
知
的
価
値
を
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
認
め
る
こ
と
は
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
そ
れ
自
体
の
否
認
を
導
く
か
否
か
（
反
民
主
的
含
意anti-dem

ocratic im
plication

問
題
）、
の
二
点
で
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
こ
れ
ら
二
点
の
争
点
に
対
し
て
提
起
さ
れ
る
否
定
的
見
解
に
応
え
つ
つ
、
次
の
二
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
①
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
「
愚
者
の
支
配
で
は
な
い
」
こ
と
の
根
拠
を
認
知
的
多
様
性
が
も
た
ら
す
機
能
の
観
点
か
ら
論
証
す
る
。
加
え

内
田　

智

［
政
治
思
想
学
会
研
究
奨
励
賞
受
賞
論
文
］

現
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
け
る

熟
議
の
認
知
的
価
値

─
─
政
治
に
お
け
る
「
理
由
づ
け
」
の
機
能
と
そ
の
意
義
を
め
ぐ
る
再
検
討
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て
②
認
知
的
価
値
を
「
政
治
的
」
次
元
に
お
い
て
認
め
る
こ
と
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
備
え
る
「
内
在
的
価
値intrinsic values

」
に
も
っ

ぱ
ら
焦
点
を
当
て
る
純
粋
手
続
き
主
義pure proceduralism

の
危
惧
に
反
し
て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
有
す
る
特
長
の
積
極
的
な
是
認
を

─
─
彼
／
彼
女
ら
の
論
議
と
と
も
に
─
─
導
く
こ
と
を
示
す
。

先
に
本
稿
の
結
論
を
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
一
連
の
意
見
形
成
・
意
思
決
定
手
続
き

0

0

0

そ
の
も
の
の
う
ち
に
他
の

政
体
に
は
な
い
認
知
的
価
値
を
内
包
す
る
。
そ
の
源
泉
と
な
る
要
素
は
、
民
主
的
手
続
き
の
う
ち
に
、「
継
続
的
か
つ
包
摂
的
な
適
切
に
条

件
づ
け
ら
れ
た
理
由
づ
け
の
往
還
」
と
し
て
の
熟
議
プ
ロ
セ
ス
が
認
め
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
。

か
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
が
認
知
的
に
み
て
、
な
ぜ
「
政
治
的
」
な
意
見
形
成
・
意
思
決
定
手
続
き
を
「
よ
り
よ
い
」
方
向
性
へ
と
導
く
蓋
然

性
を
高
め
る
と
い
え
る
の
か
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
明
確
な
解
答
を
提
示
す
る
こ
と
は
古
典
的
課
題
で
あ
り
な
が
ら
依
然
と
し
て
、
否
、
現

代
に
お
い
て
こ
そ
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
と
っ
て
不
可
欠
の
意
義
を
も
つ
。

２　

本
稿
の
構
成

以
下
、
本
稿
で
は
次
節
に
お
い
て
、
現
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
け
る
認
知
的
価
値
を
め
ぐ
る
二
つ
の
趨
勢
、
す
な
わ
ち
一
方
に
お
け
る

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
認
知
的
価
値
に
対
す
る
「
根
本
的
懐
疑
」、
他
方
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
「
回
避
」
姿
勢
を
概
観
す
る
。
そ
の
上
で

第
三
節
で
は
、
こ
う
し
た
傾
向
を
超
え
て
近
年
、「
民
主
的
手
続
き
が
内
包
す
る
認
知
的
特
性epistem

ic properties

と
は
何
か
」
と
い
う

観
点
か
ら
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
擁
護
を
め
ざ
す
動
向
と
し
て
認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
が
登
場
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
主
な
特
徴
と
理

論
的
狙
い
を
明
ら
か
に
す
る
。

続
く
第
四
節
で
は
、
認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
対
す
る
純
粋
手
続
き
主
義
者
か
ら
の
批
判
の
要
点
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
純
粋
手
続

き
主
義
者
か
ら
の
批
判
に
応
え
、
か
つ
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
「
愚
者
の
支
配
」
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
見
解
を
も
退
け
る
た
め
に
は
、
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
認
知
的
価
値
の
所
在
を
示
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
熟
議
プ
ロ
セ
ス
が
も
つ
認
知
的
特
性
を
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
明
示

す
る
。
第
五
節
で
は
前
節
の
課
題
に
応
え
る
た
め
に
、
ま
ず
「
理
由
づ
け
の
論
議
理
論A

rgum
entative T

heory of Reasoning

」
に
基

づ
き
、
二
人
称
的
な
関
係
に
お
け
る
理
由
づ
け
の
機
能
と
い
う
観
点
か
ら
、
熟
議
を
通
じ
た
不
合
意
が
も
た
ら
す
認
知
的
価
値
を
明
ら
か
に
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す
る
。
さ
ら
に
第
六
節
に
お
い
て
「
多
様
性
は
資
質
に
優
る
定
理D

iversity T
rum

ps A
bility T

heorem

」
の
含
意
を
検
討
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
熟
議
手
続
き
の
う
ち
に
認
知
的
多
様
性
を
確
保
す
る
こ
と
の
意
義
を
明
確
化
す
る
。
こ
れ
ら
二
点
に
よ
り
、
熟
議
プ
ロ
セ
ス
が
継

続
的
か
つ
包
摂
的
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
他
の
政
体
に
は
な
い
認
知
的
利
得
を
も
た
ら
す
理
由
が
詳
ら
か
と
な
る
。

最
後
に
第
七
節
で
は
、「
政
治
」
に
お
い
て
「
認
知
的
」
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
想
定
さ
れ
う
る
誤
解
に
先
行

し
て
応
答
し
た
い
。
以
上
の
構
成
に
よ
り
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
め
ぐ
る
純
粋
手
続
き
主
義
者
と
認
知
的
価
値
に
対
す
る
懐
疑
論
者
の
双
方

に
応
答
し
、
現
代
政
治
理
論
に
お
け
る
認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
を
通
じ
て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は

「
愚
者
の
支
配
で
は
な
い
」
こ
と
を
明
ら
か
と
し
、
さ
ら
に
は
認
知
的
価
値
を
「
政
治
的
」
次
元
に
お
い
て
認
め
る
こ
と
は
純
粋
手
続
き
主

義
を
説
く
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者
た
ち
の
懸
念
に
反
し
て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
有
す
る
特
長
の
積
極
的
な
是
認
を
導
く
こ
と
を
論
証
す
る
こ
と

が
本
稿
の
狙
い
で
あ
る
。

３　

留
保
事
項

本
論
に
移
る
前
に
い
く
つ
か
但
書
き
を
付
し
て
お
く
。
第
一
に
本
稿
で
は
、
集
合
的
意
思
決
定
に
つ
ら
な
る
一
連
の
民
主
的
手
続
き
の

う
ち
、
熟
議
プ
ロ
セ
ス
に
焦
点
を
絞
る
。
本
稿
は
、
継
続
的
な
熟
議
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
「
よ
り
よ
き
論
拠
の
力the force of better 

argum
ents

」
と
認
知
的
多
様
性
が
含
意
す
る
「
解
の
正
確
さcorrectness

へ
の
近
似
可
能
性
」
を
組
み
合
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
認

知
的
価
値
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
熟
議
と
集
計
を
分
析
上
完
全
に
切
り
離
さ
れ
た
モ
メ
ン
ト
と

し
て
位
置
づ
け
る
。
無
論
、
集
計
を
め
ぐ
る
問
い
は
軽
視
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
は
決
し
て
な
い
が
、
こ
の
点
を
め
ぐ
る
考
察
は
本
稿
の
課
題

で
は
な
い（

（
（

。

第
二
に
本
稿
は
、
独
裁
政
や
少
数
者
支
配
体
制
と
い
っ
た
他
の
体
制
に
は
な
い
認
知
的
特
性
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
備
え
る
熟
議
プ
ロ
セ

ス
の
内
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
議
論
を
通
じ
て
直
ち
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
権
威
や
正
統
性
を
正
当
化
す
る
こ
と

を
狙
い
と
は
し
て
い
な
い
。
無
論
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
権
威
や
正
統
性
そ
れ
自
体
を
め
ぐ
る
問
い
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
保
持
す
る
認
知
的
特

性
と
は
何
か
と
い
う
問
い
は
相
互
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
に
何
ら
の
齟
齬
も
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
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と
こ
ろ
で
は
あ
る
が（

（
（

、
さ
し
あ
た
り
そ
れ
ら
は
別
個
独
立
に
考
察
す
べ
き
問
い
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
加
え
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
正
義

と
の
関
係
に
つ
い
て
も
本
稿
の
検
討
か
ら
だ
け
で
は
無
論
、
未
決
に
と
ど
ま
る
。
本
稿
の
狙
い
は
、
あ
く
ま
で
も
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
備
え
る

「
知
の
生
成
過
程
」
の
強
み
を
「
政
治
に
お
け
る
知
」
と
は
何
か
と
い
う
観
点
と
関
連
づ
け
つ
つ
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

第
三
の
留
保
事
項
と
し
て
本
稿
は
、
あ
る
政
治
的
な
争
点
や
問
題
に
対
し
て
、
何
か
し
ら
の
「
認
知
的
な
手
続
き
独
立
的
基
準epistem

ic 

procedure-independent standard

」
を
形
式
的
に

0

0

0

0

想
定
す
る
。
こ
う
し
た
想
定
を
お
く
こ
と
で
は
じ
め
て
、
継
続
的
で
包
摂
的
な
熟
議

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
伴
っ
た
民
主
的
手
続
き
の
う
ち
に
、
他
の
政
体
に
は
な
い
認
知
的
特
性
を
認
め
る
論
証
へ
の
道
筋
が
展
望
で
き
る
。
も
し

「
真truth

」
に
関
わ
る
認
知
の
次
元
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
基
準
を
ま
っ
た
く
想
定
し
な
い
な
ら
ば
「
よ
り
正
確
な
／
不
正
確
な
」
と
い
っ

た
言
明
自
体
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

政
治
と
い
う
領
域
に
お
い
て
も
認
知
的
妥
当
性
の
問
題
は
回
避
さ
れ
え
な
い
。
政
治
的
問
題
に
対
し
て
も
「
よ
り
正
確
な
／
不
正
確
な
」

答
え
は
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
手
続
き
独
立
的
基
準
な
ら
び
に
そ
の
基
準
の
認
識
可
能
性
に
関
す

る
上
記
の
想
定
は
、
民
主
的
手
続
き
を
通
じ
て
「
正
確
な
」
答
え
を
即
時
的
、
具
体
的
に
導
出
で
き
る
こ
と
を
含
意
す
る
わ
け
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
だ
。

時
と
し
て
集
合
と
し
て
の
市
民
が
何
か
し
ら
の
意
味
で
判
断
を
誤
る
可
能
性
を
本
稿
は
否
定
し
な
い
。
だ
が
こ
う
し
た
可
謬
性
を
認
め
た

と
し
て
も
、
否
、
む
し
ろ
可
謬
性
を
認
め
る
か
ら
こ
そ
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
内
包
す
る
熟
議
手
続
き
は
認
知
的
価
値
を
保
持
す
る
と
い
う
こ

と
を
本
稿
は
明
示
す
る
。

二　

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
「
愚
鈍
な
多
者
の
支
配
」
か

１	

「
集
合
的
自
己
支
配
」
と
い
う
理
想
と
「
不
合
理
な
体
制
」
と
い
う
懐
疑

近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
「
愚
鈍
な
支
配
体
制
で
あ
る
」
と
し
て
、
そ
の
正
統
性
を
あ
か
ら
さ
ま
に
否
定
す
る
議
論
は
、
現
代
政
治
理
論
に
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お
い
て
は
お
お
む
ね
退
け
ら
れ
て
き
た
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
特
長
如
何
を
問
わ
ず
そ
れ
自
体
が
現
実
的
な
選
択
肢
の
な
か
で
最
も
妥
当
か
つ

正
当
な
政
体
と
し
て
自
明
視
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
近
年
、
一
部
の
論
者
か
ら
「
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
、

無
関
心
か
つ
不
合
理
で
、
無
能
か
つ
無
知
な
民
衆
に
よ
る
支
配
体
制
な
の
で
は
な
い
か
」
と
疑
念
や
非
難
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
し

か
も
こ
れ
ら
の
議
論
が
大
い
に
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
。

例
え
ば
Ｉ
・
ソ
ミ
ン
は
、
政
治
に
対
す
る
一
般
民
衆
の
「
無
知
」
を
問
題
視
す
る
こ
と
で
、
市
民
に
よ
る
集
合
的
自
己
支
配
を
理
想
と

す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
観
に
対
し
て
批
判
を
加
え
て
い
る
。
ソ
ミ
ン
は
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
現
代
の
規
範
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者
の
一
部

は
、「
熟
議
の
日
」
を
提
案
す
る
Ｊ
・
フ
ィ
シ
ュ
キ
ン
ら
を
典
型
と
し
て
熟
議
が
も
つ
様
々
な
可
能
性
に
期
待
を
寄
せ
る（

（
（

。
だ
が
、
適
切
な

熟
議
を
遂
行
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
認
知
能
力
を
個
々
の
一
般
民
衆
に
期
待
で
き
る
は
ず
も
な
い（

（
（

。

ま
た
、
Ｂ
・
カ
プ
ラ
ン
は
「
投
票
す
る
一
般
民
衆
は
ま
っ
た
く
も
っ
て
不
合
理
で
あ
る
」
と
し
て
「
経
済
政
策
を
め
ぐ
る
論
争
は
す
べ
て

経
済
学
を
習
得
し
た
エ
リ
ー
ト
に
一
任
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
提
言
す
る
。
彼
に
よ
る
批
判
の
要
点
を
端
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う

に
な
る
。
投
票
者
は
単
に
「
合
理
的
無
知
」
を
選
択
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
以
上
に
、
あ
く
ま
で
も
自
ら
に
と
っ
て
よ
い
感
じ
が
す
る
信

念feel-good beliefs

に
基
づ
い
た
満
足
感
を
充
足
す
る
こ
と
に
し
か
関
心
の
な
い
「
非
合
理
な
存
在
」
で
あ
る
。
一
般
民
衆
の
判
断
は
病

的
な
ま
で
に
「
体
系
的
な
認
知
的
バ
イ
ア
ス
」
に
取
り
つ
か
れ
て
い
る
。「
市
場
に
お
い
て
は
私
益
が
公
益
に
な
る
」
と
い
う
「
当
た
り
前

の
こ
と
」
を
理
解
す
る
知
的
能
力
す
ら
な
い
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
我
々
は
民
主
的
手
続
き
に
よ
る
意
思
決
定
が
取
り
扱
う
射
程

を
も
っ
と
狭
め
て
「
脱
政
治
化
」
す
べ
き
な
の
だ
。
こ
れ
が
カ
プ
ラ
ン
に
よ
る
診
断
の
一
つ
で
あ
る（

（
（

。

さ
ら
に
、
政
治
的
問
題
に
対
し
て
一
般
民
衆
は
、
あ
ま
り
に
も
無
関
心
で
貧
弱
な
情
報
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
批
判
や
、
戦
略
的
な
投
票
行
動
は
当
然
で
あ
る
、
あ
る
い
は
投
票
に
足
を
運
ば
な
い
こ
と
は
各
人
に
し
て
み
れ
ば
極
め
て
合
理
的
で
あ
る

と
い
っ
た
議
論
も
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
集
合
的
自
己
支
配
と
い
う
理
想
に
対
し
て
疑
義
を
も
た
せ
る
古
典
的
な
論
難
で
あ
る（

（
（

。
こ
う
し
た
理
論

展
開
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
「
愚
鈍
な
支
配
」
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
「
適
切
な
情
報
を
十
分
に
備
え
た
投
票
者
以
外
は
投
票
し
な
い
義
務

を
負
う
べ
き
で
あ
る
」
と
い
っ
た
Ｊ
・
ブ
レ
ナ
ン
の
よ
う
な
見
解
を
導
く
に
至
っ
て
い
る（

（
（

。
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２　

規
範
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
け
る
認
知
的
価
値
を
め
ぐ
る
議
論
の
前
提
化
と
「
回
避
」

こ
う
し
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
観
察
さ
れ
る
様
々
な
「
愚
鈍
さ
」
が
指
摘
さ
れ
る
一
方
で
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
そ
れ
自
体
の
価
値
を
探
究
す
る

一
連
の
規
範
理
論
も
ま
た
、
一
般
民
衆
の
知
的
能
力
、
民
主
的
手
続
き
が
生
み
だ
す
帰
結
の
認
知
的
な
質
な
ど
と
い
っ
た
論
点
に
対
し
て
十

全
な
検
討
を
試
み
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
を
明
快
に
突
い
た
Ｈ
・
ラ
ン
デ
モ
ア
の
整
理
に
従
う
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論

の
多
く
は
こ
の
論
点
を
「
回
避
」
す
る
と
い
う
姿
勢
を
保
持
し
て
き
た
の
で
あ
る（

（
（

。
あ
る
い
は
認
知
的
価
値
を
め
ぐ
る
議
論
を
前
提
化
し
て

き
た
と
も
い
え
る
。

例
え
ば
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
を
典
型
と
す
る
エ
リ
ー
ト
主
義
は
、
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
「
集
合
的
自
己
支
配
」
の
理
想
と
し
て
位
置
づ

け
る
こ
と
そ
れ
自
体
を
夢
想
と
し
て
退
け
、
も
っ
ぱ
ら
近
代
的
な
市
民
を
「
政
治
に
お
け
る
受
動
的
な
消
費
者
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
民

衆
に
知
的
能
力
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
定
義
上
、
端
か
ら
問
わ
れ
う
る
余
地
の
な
い
前
提
で
あ
る（

（1
（

。
こ
う
し
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者
に
し

て
み
れ
ば
、
民
衆
は
投
票
を
通
じ
て
エ
リ
ー
ト
の
気
を
引
き
締
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
い
。「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
、
た

だ
も
っ
ぱ
ら
民
衆
が
彼
／
彼
女
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
人
物
を
受
容
す
る
／
拒
絶
す
る
た
め
の
機
会
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
み
を
意

味
す
る（

（1
（

」。

エ
リ
ー
ト
主
義
的
理
解
に
対
置
さ
れ
る
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
い
て
も
─
─
方
向
性
こ
そ
真
逆
だ
が
─
─
前
提
化
と
回
避
の
事
態

は
同
様
で
あ
る
。
Ｃ
・
ペ
イ
ト
マ
ン
や
Ｂ
・
バ
ー
バ
ー
に
代
表
さ
れ
る
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
、
一
般
民
衆
こ
そ
が
政
治
的
問
題
に
つ
い

て
発
言
権
を
持
ち
、
集
合
的
自
己
支
配
の
主
体
た
る
べ
き
だ
と
い
う
理
想
に
強
く
コ
ミ
ッ
ト
す
る（

（1
（

。
そ
の
上
で
、
様
々
な
回
路
を
通
じ
て
政

治
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
民
衆
が
政
治
的
問
題
に
対
す
る
資
質
を
涵
養
し
、
か
つ
、
そ
う
し
た
資
質
へ
の
自
覚
を
促
す
教
育
的
効
果
が
期
待

で
き
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
こ
う
し
た
理
解
の
前
提
に
は
、
参
加
を
通
じ
て
民
衆
は
「
よ
り
能
動
的
で
聡
明
に
な
れ
る
」
と
い
う
想
定
が
あ

る
。
だ
が
、
な
ぜ
そ
の
こ
と
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
そ
の
も
の
を
認
知
的
に
「
よ
り
よ
い
」
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
示
す
も
の
に
す
る
こ
と
へ
と
つ

な
が
る
と
い
え
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
自
明
の
前
提
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
論
拠
は
曖
昧
で
あ
る
。

さ
ら
に
八
〇
年
代
後
半
以
降
現
在
ま
で
、「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
熟
議
的
転
回
」
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
な
活
況
を
み
せ
る
熟
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
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論
も
、
一
部
例
外
を
除
け
ば（

（1
（

、
熟
議
が
も
た
ら
す
認
知
的
な
「
効
果
」
と
い
う
観
点
か
ら
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
は
極
め
て

消
極
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る（

（1
（

。

多
く
の
熟
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者
に
と
っ
て
、
民
衆
が
意
思
決
定
に
つ
な
が
る
熟
議
に
参
加
す
る
権
利
を
も
つ
べ
き
と
さ
れ
る
理
由
は
、

も
っ
ぱ
ら
、
投
票
に
先
立
つ
公
共
的
熟
議
こ
そ
が
公
正
な
意
思
決
定
手
続
き
の
正
統
性
の
根
拠
と
な
る
と
い
う
論
拠
に
求
め
ら
れ
る（

（1
（

。
基
本

的
に
熟
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者
は
、
民
衆
に
よ
る
集
合
的
自
己
支
配
の
権
利
の
根
拠
を
、
民
衆
が
「
よ
り
よ
い
知
的
能
力
を
有
し
て
い
る
か

否
か
」
と
い
う
問
い
と
は
独
立
し
た
問
題
と
し
て
基
本
的
に
切
り
離
し
て
い
る
。
熟
議
プ
ロ
セ
ス
に
期
待
さ
れ
る
特
長
は
、
熟
議
を
通
じ
て

形
成
さ
れ
る
公
共
的
理
由
の
意
思
決
定
手
続
き
に
対
す
る
入
力
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
民
衆
が
有
能
な
意
思
決
定
者
で
あ
る
と

か
、
熟
議
が
意
思
決
定
に
対
し
て
認
知
的
に
「
よ
り
よ
い
」
出
力
を
生
み
だ
す
傾
向
が
あ
る
か
否
か
は
、
問
い
の
中
心
に
な
っ
て
こ
な
か
っ

た
。こ

こ
数
年
、
政
治
に
お
け
る
熟
議
の
重
要
性
が
意
識
さ
れ
る
な
か
で
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
を
は
じ
め
様
々
な
社
会
実
験
が
行
わ
れ
て
い

る
。
だ
が
、
実
験
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
経
験
的
知
見
と
個
別
の
熟
議
の
効
果
の
間
に
あ
る
関
係
性
を
問
わ
れ
た
と
き
、
熟
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

論
者
の
多
く
は
困
難
に
直
面
す
る
。
結
局
、
熟
議
が
認
知
的
に
「
よ
り
よ
い
」
効
果
を
生
む
か
否
か
を
既
存
の
熟
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
求

め
た
と
こ
ろ
で
「
経
験
的
研
究
を
ざ
っ
と
み
た
際
の
一
般
的
結
論
は
い
ま
の
と
こ
ろ
、
発
見
さ
れ
た
知
見
を
ひ
っ
く
る
め
る
と
雑
多
な
も
の

で
〔
私
の
方
か
ら
は
〕
結
論
は
出
な
い
」
と
述
べ
る
ほ
か
な
い
の
で
あ
る（

（1
（

。

３　

熟
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
け
る
「
認
知
的
謙
抑epistem

ic abstinence

」
の
理
由
と
背
景　
　

熟
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
い
て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
認
知
的
価
値
を
め
ぐ
る
論
点
は
意
図
的
に
「
回
避
」
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
大
半

の
論
者
が
「
認
知
的
謙
抑
」
と
い
う
態
度
を
保
持
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
ラ
ン
デ
モ
ア
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
態
度
を
と
る
理
由
の
背
景
に

は
、「
理
に
適
っ
た
多
元
性
の
事
実
」（
Ｊ
・
ロ
ー
ル
ズ
）、
あ
る
い
は
「
不
合
意
の
事
実
」（
Ｊ
・
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
）
を
多
く
の
論
者
が
真
摯
に

受
け
止
め
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
事
実
が
示
す
こ
と
は
、
政
治
社
会
に
生
活
を
営
む
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
相
異
な
る
価
値
、
信

念
、
生
き
方
、
正
義
構
想
を
抱
い
て
お
り
、
時
に
そ
れ
ら
が
対
立
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
現
実
で
あ
る
。
そ
う
し
た
不
合
意
を
め
ぐ
る
紛
争
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を
解
決
す
る
た
め
に
集
合
的
決
定
が
求
め
ら
れ
る
「
政
治
の
情
況the circum

stances of politics

」
と
い
か
に
向
き
合
う
べ
き
か（

（1
（

。

多
く
の
熟
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者
は
こ
れ
ら
の
事
実
と
情
況
を
受
け
入
れ
る
。
そ
の
上
で
公
共
的
熟
議
を
伴
う
民
主
的
手
続
き
が
寛
容
や

平
等
、
尊
重
あ
る
い
は
相
互
性
そ
の
も
の
を
具
現
化
し
て
い
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
彼
／
彼
女
ら
は
不
合
意
や
理
に
適
っ
た
多
元
性
に
対
し

て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
内
在
的
価
値
を
認
め
る
。
民
主
的
手
続
き
に
対
し
て
不
用
意
に
認
知
的
な
─
─
例
え
ば
、
熟
議
を
経
た
意
思
決
定
手
続

き
は
認
知
的
に
「
よ
り
優
れ
た
、
真
な
る
」
結
果
を
生
み
だ
す
と
い
っ
た
─
─
価
値
を
付
与
す
る
こ
と
に
対
し
て
彼
／
彼
女
ら
が
警
戒
す
る

の
は
、
多
元
性
や
不
合
意
の
重
み
を
何
ら
か
の
形
而
上
学
的
な
見
地
か
ら
不
当
に
序
列
化
す
る
、
あ
る
い
は
排
除
す
る
こ
と
に
対
す
る
危
惧

か
ら
で
あ
る（

（1
（

。

こ
う
し
た
戦
略
は
一
見
も
っ
と
も
な
方
法
で
あ
る
一
方
で
、
お
も
わ
ぬ
副
作
用
を
伴
う
こ
と
に
な
っ
た
と
ラ
ン
デ
モ
ア
は
指
摘
す
る
。
そ

れ
は
、
熟
議
を
経
る
こ
と
で
民
主
的
意
思
決
定
手
続
き
の
出
力
は
い
か
な
る
変
化
を
み
せ
る
の
か
、
と
い
う
問
い
へ
の
解
答
を
宙
吊
り
に
し

た
こ
と
で
あ
る
。「
熟
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者
は
、
ロ
ー
ル
ズ
が
推
奨
し
た
よ
う
に
、
真
理
と
い
う
概
念
を
用
い
る
こ
と
を
回
避
し
て
き
た
。

だ
が
彼
／
彼
女
ら
は
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
質
的
な
帰
結
と
民
主
的
手
続
き
の
評
価
に
関
す
る
独
立
し
た
基
準
に
対
す
る
何
ら
の

直
接
的
な
関
心
を
も
実
の
と
こ
ろ
避
け
て
き
た
の
で
あ
る（

（1
（

」。
認
知
的
価
値
を
め
ぐ
る
議
論
を
回
避
す
る
こ
と
の
副
作
用
と
は
何
か
。
そ
れ

は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
認
知
的
価
値
に
対
す
る
懐
疑
論
者
の
立
論
に
、
正
面
か
ら
の
反
論
を
加
え
る
議
論
が
提
示
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で

あ
る
。

三　

現
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
け
る
認
知
的
転
回

前
節
で
ラ
ン
デ
モ
ア
の
整
理
に
即
し
て
概
観
し
て
き
た
よ
う
に
、
現
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
認
知
的
価
値
に
つ
い
て
長

ら
く
沈
黙
し
て
き
た
。
だ
が
近
年
に
な
っ
て
、「
認
知
的
転
回
」
と
呼
ば
れ
る
、
民
主
的
手
続
き
が
備
え
る
認
知
的
価
値
を
正
面
か
ら
検
討

す
る
研
究
が
登
場
し
つ
つ
あ
る
。

認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
広
義
の
特
徴
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
熟
議
と
集
計
か
ら
な
る
民
主
的
な
意
思
決
定
手
続
き
を
「
知
の
生
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成
」
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
、
擁
護
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
そ
の
際
に
要
点
と
な
る
の
は
、
熟
議
や
集
計
と
い
っ
た
民

主
的
手
続
き
は
、
は
た
し
て
「
ど
れ
ほ
ど
正
確
さ
に
関
す
る
手
続
き
独
立
的
基
準
に
近
似
す
る
蓋
然
性
を
も
つ
も
の
で
あ
り
う
る
か
」
と
い

う
論
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
典
型
的
な
特
徴
は
─
─
や
や
も
す
れ
ば
「
真
理
」
と
い
う
語
が
強
烈
す
ぎ
て
誤
解
を

与
え
か
ね
な
い
表
現
だ
が
─
─
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
目
的
は
行
き
着
く
と
こ
ろ
「
真
理
探
究track the truth

」
に
あ
る
、
と
捉
え
る
点
に
求

め
ら
れ
る
。
認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者
に
と
っ
て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
他
の
い
か
な
る
意
思
決
定
の
形
態
よ
り
も
望
ま
し
い
理
由
は
、
こ
の

「
真
理
探
究
」
を
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
な
す
か
ら
に
他
な
ら
な
い（

（2
（

。

認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
か
ら
す
れ
ば
、
実
は
既
存
の
い
か
な
る
タ
イ
プ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
も
、
正
確
さ
に
関
す
る
何
か
し
ら
の
手
続
き

独
立
的
基
準
を
想
定
し
て
き
た
。
Ｄ
・
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
の
主
張
に
即
し
て
言
う
な
ら
ば
、
認
知
的
価
値
に
関
し
て
極
め
て
謙
抑
的
な
態
度
を

示
す
熟
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者
と
い
え
ど
も
、
実
際
の
熟
議
が
生
み
だ
す
効
果
を
評
定
す
る
た
め
の
基
準
を
実
際
の
手
続
き
と
し
て
の
熟
議

プ
ロ
セ
ス
の
外
部
に
措
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の
よ
う
な
手
続
き
の
公
正
さ
に
も
っ
ぱ
ら
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
内
在
的

価
値
を
見
出
す
論
者
で
す
ら
も
、
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
に
言
わ
せ
れ
ば
、
何
か
し
ら
の
意
味
で
の
正
確
さ
に
関
す
る
独
立
し
た
基
準
を
明
ら
か
に

措
定
し
て
い
る
。
単
に
意
思
決
定
手
続
き
の
公
正
さ
「
だ
け
」
が
問
題
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
投
票
に
よ
る
個
々
の
民
主
的
意
思
決
定
と
し
て

の
多
数
決
は
コ
イ
ン
ト
ス
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
は
ず
で
は
な
い
か（

（2
（

。
い
か
な
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
も
理
論
化
に
際
し
て
、
理
想
的

な
民
主
的
手
続
き
を
語
る
こ
と
の
う
ち
に
、
何
か
し
ら
の
手
続
き
独
立
的
基
準
と
い
う
想
定
を
暗
黙
の
裡
に
含
め
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。

た
だ
し
注
意
が
必
要
な
の
は
、「
手
続
き
独
立
的
基
準
を
想
定
す
る
」
と
認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者
た
ち
が
言
明
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
う
し
た
基
準
を
具
体
的
に
確
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
必
ず
し
も
こ
の
主
張
は
含
意
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
へ
の
誤
解
が
、
認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
対
し
て
批
判
を
招
く
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

四　

純
粋
手
続
き
主
義
に
よ
る
認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
批
判
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認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
対
し
て
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
内
部
に
お
い
て
純
粋
手
続
き
主
義
と
呼
ば
れ
る
立
場
の
論
者
か
ら
批
判
が
提

起
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
・
ウ
ル
ビ
ナ
テ
ィ
ら
は
、
認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
を
真
理
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
捉
え
る
構
想
で

あ
る
と
特
徴
づ
け
た
う
え
で
、
こ
う
し
た
構
想
が
以
下
の
よ
う
な
二
つ
の
反
民
主
的
な
含
意
を
惹
起
す
る
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
と
批
判
す

る
。第

一
の
批
判
は
、
認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
け
る
正
確
さ
に
関
す
る
手
続
き
独
立
的
基
準
の
想
定
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
構
成
条
件

で
あ
る
は
ず
の
「
不
合
意
の
事
実
」
の
否
定
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
か
ら
生
じ
て
い
る
。
ウ
ル
ビ
ナ
テ
ィ
ら
に
よ
れ
ば
、

政
治
的
問
題
に
お
い
て
何
か
し
ら
の
解
の
存
在
、
そ
し
て
解
を
探
知
す
る
こ
と
を
明
示
化
し
よ
う
と
手
続
き
独
立
的
基
準
を
想
定
す
る
こ
と

は
、
意
見
の
多
元
性
や
不
合
意
と
い
う
事
実
を
不
当
に
狭
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
を
生
じ
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
う
し
た
事
実
に

潜
在
す
る
価
値
を
、
真
理
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
把
握
さ
れ
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
な
か
で
、
や
が
て
は
克
服
さ
れ
る
べ
き
一
時
的
な
現
象

に
過
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
軽
視
し
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か（

（2
（

。「
不
合
意
の
事
実
」
を
か
よ
う
な
仕
方
で
も
っ

て
片
づ
け
て
し
ま
う
こ
と
は
、
一
方
に
お
け
る
異
議
申
し
立
て
の
可
能
性
、
他
方
に
お
け
る
協
調
と
妥
協
の
可
能
性
、
そ
の
双
方
の
可
能
性

が
も
つ
意
義
を
不
当
に
引
き
下
げ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
、
正
確
さ
に
関
す
る
手
続
き
独
立
的
基
準
を
想
定
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
危
険
に
対
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
脆
弱
性
を
高
め
て
し
ま
っ
て
い
る
点
を
彼
女
ら
は
批
判
す
る（

（2
（

。

第
二
の
批
判
は
、
認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
よ
る
認
知
的
価
値
の
探
究
と
い
う
構
想
が
、
民
主
的
手
続
き
が
も
つ
内
在
的
価
値
、
特
に

政
治
的
平
等
を
認
知
的
価
値
へ
と
従
属
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
う
懸
念
に
基
づ
い
て
い
る
。
彼
女
ら
が
警
戒
す
る
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
認
知
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
論
の
構
想
が
民
主
的
手
続
き
に
参
加
す
る
個
々
の
市
民
の
知
的
能
力
に
つ
い
て
何
ら
か
の
閾
値

0

0

の
想
定
を
お
く
の
で
は
な
い
か
と

い
う
点
で
あ
る
。
そ
う
し
た
想
定
を
置
く
こ
と
の
含
意
は
、
政
治
的
平
等
と
い
う
前
提
を
明
白
に
侵
害
す
る
可
能
性
を
許
す
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
結
果
、
認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
、
真
理
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
寄
与
す
る
有
能
な
参
加
主
体

と
無
能
な
参
加
主
体
と
を
選
別
し
、
ひ
い
て
は
認
知
的
に
有
能
な
少
数
者
に
よ
る
寡
頭
政
へ
と
道
を
譲
る
こ
と
を
認
め
て
し
ま
い
は
し
な
い

か（
（2
（

。こ
う
し
た
批
判
を
ふ
ま
え
ウ
ル
ビ
ナ
テ
ィ
ら
は
、
認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
挑
戦
に
抗
し
て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
規
範
内
在
的
な
正
当
化
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を
可
能
と
す
る
構
想
と
し
て
純
粋
手
続
き
主
義
の
妥
当
性
を
改
め
て
強
調
す
る
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
妥
当
な
規
範
的
正
当
化
は
、
民
主
的
手

続
き
が
認
知
的
に
正
確
な
帰
結
を
生
み
だ
す
傾
向
を
有
す
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
平
等
な
自
由
と
い
う
内
在
的
価
値
に
係

留
さ
れ
た
手
続
的
ル
ー
ル
を
遵
守
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
観
点
の
み

0

0

か
ら
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る（

（2
（

。

反
民
主
的
論
議
へ
の
応
答
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
と
っ
て
の
も
う
一
つ
の
課
題
は
、
こ
う
し
た
純
粋
手
続

き
主
義
者
か
ら
の
批
判
に
も
応
え
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
は
他
の
政
治
体
制
に
は
な
い
認
知
的
価
値

を
生
成
す
る
こ
と
を
根
拠
づ
け
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
認
知
的
特
性
を
解
明
す
る
こ
と
で
彼
ら
の
誤
解
を
と
く
こ
と
に

あ
る
。

本
稿
で
は
そ
う
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
熟
議
プ
ロ
セ
ス
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
狙
い
で
あ
っ
た
。
だ
が
こ
こ
で
注
意
す

べ
き
は
、
熟
議
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
間
の
関
係
性
で
あ
る
。
た
だ
単
純
に
熟
議
全
般
が
認
知
的
価
値
を
備
え
て
い
る
と
断
定
す
る
だ
け
で

は
、
次
の
よ
う
な
疑
念
を
退
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
熟
議
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
必
然
的
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
い
か
な
る
規
模
、

属
性
の
領
域
と
も
結
び
つ
く
。
な
ら
ば
、
仮
に
認
知
的
特
性
を
熟
議
に
認
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
他
の
形
態
の
政
治
的
意
思
決
定
手
続

き
、
例
え
ば
集
合
と
し
て
の
政
治
社
会
の
内
で
最
も
「
聡
明
な
」
人
々
に
よ
る
熟
議
を
通
じ
た
少
数
者
支
配
の
よ
う
な
体
制
に
も
資
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
か（

（2
（

。

こ
う
し
た
疑
念
を
退
け
る
と
い
う
課
題
は
、
認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
が
不
合
意
の
事
実
を
否
定
し
、
政
治
的
平
等
を
損
な
う
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
純
粋
手
続
き
主
義
者
の
懸
念
に
対
し
て
応
答
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。
同
時
に
こ
う
し
た
批
判
を
克
服
す
る
試
み
は
、
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
「
愚
鈍
な
多
者
に
よ
る
支
配
」
に
す
ぎ
ず
、
一
部
の
知
者
で
あ
る
専
門
家
た
ち
に
政
治
的
意
志
決
定
を
一
任
し
た
方
が
よ

い
と
す
る
懐
疑
論
に
抗
し
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
擁
護
す
る
た
め
の
論
拠
と
な
る
だ
ろ
う
。

五　

熟
議
に
お
け
る
理
由
づ
け
と
不
合
意
の
意
義
と
は
何
か

な
ぜ
熟
議
は
民
主
的
で
あ
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
と
り
わ
け
少
数
の
知
者
に
よ
る
熟
議
を
通
じ
た
寡
頭
政
の
よ
う
な
体
制
以
上
に
優
れ
た
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認
知
的
特
性
を
備
え
る
た
め
に
集
団
の
成
員
す
べ
て
を
等
し
く
熟
議
プ
ロ
セ
ス
へ
と
包
摂
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
実
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら

の
問
い
に
対
す
る
解
答
を
十
分
に
示
し
え
て
い
な
い
た
め
に
、
ウ
ル
ビ
ナ
テ
ィ
ら
か
ら
の
政
治
的
平
等
の
毀
損
可
能
性
と
い
う
第
二
の
批
判

に
応
じ
き
れ
な
い
議
論
が
見
受
け
ら
れ
る
。

例
え
ば
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
備
え
る
認
知
的
価
値
を
擁
護
す
る
際
に
、「
あ
る
全
体
と
し
て
の
集
団
よ
り
も
よ
り
賢
い

一
群
の
市
民
が
存
在
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
」
こ
と
を
あ
っ
さ
り
と
認
め
て
い
る
。
彼
の
議
論
に
お
い
て
知
者
支
配
へ
と
滑
り
落
ち
な
い

よ
う
に
さ
せ
て
い
る
防
波
堤
は
、
既
存
の
専
門
家
に
よ
る
支
配
へ
の
要
求
が
個
々
の
市
民
の
適
理
的
な
（
彼
の
言
葉
で
は
適
格
な
）
異
論
を
凌

駕
す
る
こ
と
の
否
定
に
あ
る（

（2
（

。

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
議
論
に
と
ど
め
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
認
知
的
に
優
れ
た
一
部
の
知
者
に
よ
る
少
数
者
支
配
の
可
能
性
の
余
地
を
十
分

に
除
外
で
き
な
い
。
こ
の
論
法
だ
と
、
集
合
と
し
て
の
民
衆
よ
り
も
専
門
家
が
政
治
的
争
点
に
関
す
る
知
識
に
お
い
て
よ
り
聡
明
で
あ
る
こ

と
が
最
終
確
定
さ
れ
た
と
さ
れ
る
領
域
に
お
い
て
は
、
か
え
っ
て
反
民
主
的
な
結
論
を
導
き
出
す
お
そ
れ
が
あ
る
。

こ
う
し
た
反
民
主
的
結
論
を
容
認
す
る
可
能
性
を
避
け
つ
つ
、
ウ
ル
ビ
ナ
テ
ィ
ら
か
ら
提
起
さ
れ
た
二
つ
の
批
判
に
応
え
る
に
あ
た
り
、

本
稿
で
は
以
下
二
点
の
主
張
を
提
示
す
る
。
①
手
続
き
独
立
的
基
準
の
想
定
は
決
し
て
不
合
意
の
事
実
の
否
定
を
必
然
的
に
含
意
す
る
も
の

で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
熟
議
に
お
け
る
不
合
意
は
、（
熟
議
集
団
全
体
と
し
て
捉
え
た
場
合
）
認
知
的
利
得
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
有
し

て
い
る
。
②
熟
議
は
そ
の
内
部
で
の
認
知
的
多
様
性
を
確
保
す
る
た
め
に
包
摂
的
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
要
請
を
ふ
ま
え
る

な
ら
ば
、
民
主
的
手
続
き
と
し
て
の
包
摂
的
な
熟
議
プ
ロ
セ
ス
の
認
知
的
価
値
の
探
究
は
、
不
確
実
性
を
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
政
治
の

領
域
に
お
い
て
各
人
を
等
し
く
扱
う
こ
と
を
求
め
る
。
こ
れ
ら
二
点
に
よ
り
、
純
粋
手
続
き
主
義
か
ら
提
起
さ
れ
る
認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論

に
対
す
る
批
判
に
応
答
し
、
継
続
的
で
包
摂
的
な
熟
議
プ
ロ
セ
ス
を
内
蔵
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
も
つ
他
の
体
制
に
は
な
い
認
知
的
特
性
を

詳
ら
か
に
す
る
。

１　

認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
け
る
不
合
意
の
意
味

ま
ず
、
手
続
き
独
立
的
基
準
を
措
定
す
る
こ
と
が
「
不
合
意
の
事
実
」
の
否
定
を
含
意
す
る
と
い
う
批
判
に
対
し
て
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
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論
に
お
け
る
手
続
き
独
立
的
基
準
の
想
定
に
関
す
る
解
釈
を
め
ぐ
る
区
分
を
参
照
す
る
こ
と
で
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
純
粋
手
続
き
主
義

と
あ
わ
せ
て
、
手
続
き
独
立
的
基
準
の
想
定
を
め
ぐ
る
各
々
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
解
釈
の
要
点
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な

る（
（2
（

。
・
純
粋
手
続
き
主
義
：
手
続
き
は
そ
の
手
続
き
が
生
み
だ
す
帰
結
の
も
つ
価
値
に
と
っ
て
必
要
十
分
条
件
を
構
成
す
る
。「
よ
い
」
帰
結

で
あ
る
か
否
か
を
判
定
す
る
た
め
の
手
続
き
独
立
的
基
準
な
ど
と
い
う
も
の
は
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
。
民
主
的
な
集
合
的
意
思
決

定
手
続
き
が
正
当
化
さ
れ
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
民
主
的
手
続
き
そ
れ
自
体
が
公
正
で
あ
る
こ
と
に
の
み
求
め
ら
れ
る
。

・
強
い
認
知
的
手
続
き
主
義
：
民
主
的
な
集
合
的
意
志
決
定
手
続
き
が
正
当
化
さ
れ
る
理
由
は
、
民
主
的
手
続
き
を
通
じ
て
、
手
続
き

独
立
的
基
準
と
し
て
措
定
さ
れ
る
認
知
的
に
「
正
確
な
」
帰
結
を
導
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
。

・
弱
い
認
知
的
手
続
き
主
義
：
手
続
き
独
立
的
基
準
と
し
て
措
定
さ
れ
る
認
知
的
に
「
正
確
な
」
帰
結
が
何
か
し
ら
「
あ
る
」
と
い
う

形
式
的
な

0

0

0

0

想
定
を
お
き
な
が
ら
も
、
民
主
的
手
続
き
は
そ
れ
を
即
時
的
・
具
体
的
に
導
出
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
は
認
め

る
。
民
主
的
な
集
合
的
意
志
決
定
手
続
き
が
正
当
化
さ
れ
る
理
由
は
、
そ
れ
で
も
な
お
、
こ
の
形
式
的
基
準
へ
と
近
似
す
る
蓋
然
性

が
他
の
手
続
き
に
比
べ
高
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
区
分
を
ふ
ま
え
て
純
粋
手
続
き
主
義
者
か
ら
の
批
判
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
確
か
に
そ
れ
は
強
い
認
知
的
手
続
き
主
義
に
は
当

て
は
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
弱
い
認
知
的
手
続
き
主
義
に
は
ま
っ
た
く
妥
当
な
批
判
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
弱
い
認
知
的

手
続
き
主
義
と
い
う
見
解
を
採
用
す
る
な
ら
ば
、
政
治
的
争
点
に
お
け
る
手
続
き
独
立
的
基
準
な
ら
び
に
そ
の
解
の
認
識
可
能
性
の
想
定
そ

れ
自
体
が
不
合
意
の
事
実
の
否
定
を
必
然
的
に
含
意
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
政
治
学
／
社
会
科
学
に
お
い
て
、
な
に
が
認
知
的
に
正
確
で
あ

る
の
か
、
望
ま
し
い
の
か
、
す
ぐ
れ
た
帰
結
で
あ
る
の
か
と
い
っ
た
点
は
、
た
い
て
い
将
来
と
い
う
名
の
不
確
実
性
、
あ
る
い
は
、
ロ
ー
ル

ズ
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
「
判
断
の
重
荷burdens of judgem

ent

」
の
背
後
に
覆
い
隠
さ
れ
た
ま
ま
に
お
か
れ
ざ
る
を
得
な
い（

（2
（

。

ラ
ン
デ
モ
ア
は
こ
の
点
を
強
調
し
つ
つ
、「
政
治
」
が
取
り
扱
う
問
い
の
領
域
は
、
人
間
が
「
集
合
的
問
題
と
し
て
の
人
間
生
活
に
関
す
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る
リ
ス
ク
と
不
確
実
性
」
に
対
処
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
論
じ
る（

（3
（

。
こ
れ
を
真
摯
に
受
け
入
れ
る
な
ら
ば
、
所
与
の
政
治
的
問
題
に
対
す
る

解
が
事
前
に
、
し
か
も
具
体
特
定
的
に
「
発
見
さ
れ
る
対
象
」
と
し
て
実
在
す
る
と
特
定
の
人
間
が
確
言
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
「
知
的

に
越
権
的
な
発
想
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
第
七
節
で
改
め
て
詳
述
す
る
。

こ
こ
ま
で
手
続
き
独
立
的
基
準
の
想
定
が
、
不
合
意
の
事
実
の
否
定
を
必
然
的
に
含
意
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
し

か
し
こ
う
し
た
消
極
的
応
答
か
ら
さ
ら
に
歩
み
を
進
め
て
、
理
由
づ
けreasoning

の
機
能
と
は
何
か
と
い
う
観
点
か
ら
熟
議
を
捉
え
た
場

合
、
不
合
意
の
事
実
そ
れ
自
体
が
民
主
的
手
続
き
に
対
し
て
認
知
的
価
値
を
も
た
ら
す
潜
在
的
可
能
性
を
有
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

ラ
ン
デ
モ
ア
は
、
熟
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
い
て
「
平
等
な
市
民
の
間
で
の
論
議
と
理
由
づ
け
の
た
め
の
公
共
的
使
用
」（
Ｊ
・
コ
ー
エ

ン
）
と
し
て
定
義
さ
れ
る
熟
議
を
一
つ
の
認
知
活
動
と
し
て
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
す
べ
く
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。「
あ
る
活
動
が
熟
議
的
で
あ
る

の
は
、
あ
る
所
与
の
命
題
に
賛
成
ま
た
は
反
対
す
る
論
拠
を
集
め
、
評
定
す
る
た
め
に
理
由
づ
け
が
用
い
ら
れ
る
限
り
の
こ
と
で
あ
る（

（3
（

」。

こ
の
定
義
は
要
す
る
に
、
理
由
づ
け
と
い
う
独
自
の
活
動
と
し
て
、
熟
議
に
対
し
て
他
の
認
知
活
動
に
は
な
い
特
有
の
意
味
を
付
与
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
彼
女
が
最
も
強
調
す
る
こ
と
は
、
世
界
に
対
す
る
自
分
自
身
の
信
念
に
関
す
る
注
意
深
い
分
析
的
な
検
討
を
通
じ
た

な
ら
ば
、
認
知
的
改
善
と
よ
り
正
確
な
決
定
を
導
出
で
き
る
は
ず
だ
、
と
い
う
私
的
推
論
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
理
由
づ
け
を
捉
え
る
こ
と
は
、

そ
の
機
能
の
理
解
か
ら
し
て
極
め
て
問
題
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
を
突
く
の
が
Ｈ
・
メ
ル
シ
エ
と
Ｄ
・
ス
ペ
ル
ベ
ル
ら
に
よ
る

「
理
由
づ
け
の
論
議
理
論A

rgum
entative T

heory of Reasoning

」
で
あ
る
。

２　

理
由
づ
け
は
何
の
た
め
に
機
能
す
る
の
か

（
１
）
私
的
推
論
モ
デ
ル
の
困
難
と
論
議
的
モ
デ
ル
の
可
能
性

メ
ル
シ
エ
ら
に
よ
れ
ば
、
私
的
推
論
モ
デ
ル
が
直
面
す
る
問
題
は
、
次
の
二
点
に
あ
る
。
ま
ず
、
①
人
々
は
、
自
ら
の
意
見
を
支
持
す
る

論
拠
を
見
つ
け
る
よ
う
に
作
用
す
る
確
証
バ
イ
ア
ス
に
陥
り
や
す
い（

（3
（

。
②
加
え
て
、
人
々
は
た
い
て
い
の
場
合
、
自
ら
生
成
す
る
論
拠
に
つ

い
て
か
な
り
緩
い
基
準
を
適
用
し
、
論
拠
の
質
の
良
し
悪
し
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
す
ら
な
い
傾
向
性
が
あ
る（

（3
（

。
私
的
推
論
モ
デ
ル
は
、

こ
う
し
た
バ
イ
ア
ス
や
傾
向
性
に
つ
い
て
納
得
の
い
く
整
合
的
説
明
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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彼
ら
は
、
私
的
推
論
モ
デ
ル
が
直
面
す
る
こ
う
し
た
問
題
を
指
摘
し
た
上
で
、
そ
れ
に
代
わ
る
理
論
的
視
座
と
し
て
、
進
化
心
理
学
的
観

点
か
ら
理
由
づ
け
の
本
来
の
機
能
を
論
議
的
・
社
会
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
「
理
由
づ
け
の
論
議
理
論
」
を
提
示
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
理
由
づ
け
の
機
能
が
論
議
的
で
あ
り
社
会
的
な
性
質
を
も
つ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
理
由
づ
け
の
論
議
理
論
は
、
こ
の

点
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
人
間
が
相
互
に
作
用
さ
せ
る
信
頼trust

と
認
知
的
警
戒epistem

ic vigilance

と
い
う
認
知
的
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
焦
点
を
据
え
解
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
人
間
は
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
伝
達
さ
れ
る
情
報
に
強

く
影
響
さ
れ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
人
々
は
自
分
に
と
っ
て
価
値
あ
る
情
報
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
、
そ
れ
が
他

者
に
よ
る
詐
欺
や
操
作
に
対
す
る
脆
弱
性
を
含
意
す
る
と
い
う
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
人
々
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
で
き
る
だ
け
多
く
の
価
値
あ
る
情
報
を
得
つ
つ
、
詐
欺
や
操
作
を
被
る
リ
ス
ク
を
最
小
化
す
べ
く
、
情
報
源
な
ら
び
に
伝
達
さ

れ
る
情
報
の
内
容
が
信
頼
に
足
る
も
の
で
あ
る
か
を
評
価
す
る
た
め
の
一
群
の
認
知
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
用
い
る
。
こ
れ
が
、
彼
ら
の
言
う
と

こ
ろ
の
認
知
的
警
戒
で
あ
る（

（3
（

。

し
か
し
問
題
は
、
情
報
の
受
け
手
の
認
知
的
警
戒
が
、
不
誠
実
な
送
り
手
だ
け
で
な
く
、
誠
実
な
送
り
手
に
と
っ
て
も
障
碍
を
生
み
だ
す

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
た
と
え
送
り
手
が
受
け
手
に
対
し
て
誠
実
に
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
情
報
を
伝
達
し
よ
う
と
し
て
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
受

け
手
の
目
に
は
十
分
な
信
頼
性
を
備
え
た
送
り
手
で
あ
る
と
映
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
場
合
、
情
報
の
送
り
手
は
受
け
手
に
対

す
る
影
響
力
を
失
い
、
他
方
、
受
け
手
は
価
値
あ
る
と
さ
れ
た
情
報
を
獲
得
で
き
な
い（

（3
（

。

情
報
の
送
り
手
と
受
け
手
と
の
間
で
生
じ
る
こ
う
し
た
「
信
頼
の
限
界the lim

its of trust

」
を
克
服
す
る
際
の
助
け
と
な
る
の
が
、
理

由
づ
け
の
社
会
的
、
論
議
的
使
用
で
あ
る
。
ま
ず
、
情
報
の
送
り
手
に
と
っ
て
理
由
づ
け
は
、
自
身
の
伝
達
内
容
を
信
頼
し
き
れ
な
い
で
い

る
用
心
深
い
受
け
手
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
い
う
点
で
有
益
な
も
の
と
な
る
。
送
り
手
が
受
け
手
を
納
得
さ
せ
、
ひ
い
て
は

自
身
に
対
す
る
信
頼
を
も
高
め
る
効
果
的
な
方
法
は
、
自
ら
が
提
示
す
る
主
張
と
そ
れ
を
支
持
す
る
論
拠
と
が
整
合
す
る
か
否
か
を
、
受
け

手
に
積
極
的
に
評
定
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
情
報
の
受
け
手
に
と
っ
て
こ
こ
で
往
還
的
、
論
議
的
に
提
示
さ
れ
る
理
由
づ
け

は
、
二
つ
の
面
で
有
益
な
も
の
で
あ
る
。
第
一
に
情
報
の
送
り
手
が
提
示
す
る
論
拠
は
、
受
け
手
が
当
該
論
拠
の
支
持
す
る
主
張
の
妥
当
性

を
評
定
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
だ
ろ
う
。
第
二
に
評
定
を
経
た
結
果
、
受
け
手
は
、
理
由
づ
け
以
前
の
段
階
で
は
信
頼
し
て
い
な
か
っ
た
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価
値
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
情
報
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る（

（3
（

。

こ
う
し
た
特
長
を
理
由
づ
け
の
う
ち
に
析
出
す
る
「
理
由
づ
け
の
論
議
理
論
」
は
、
先
に
指
摘
し
た
私
的
推
論
モ
デ
ル
が
直
面
す
る
問
題

点
を
い
か
に
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
詳
ら
か
に
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
論
拠
の
生
成
段
階
と
論
拠
の
評
定
段
階

を
区
別
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

理
由
づ
け
の
論
議
理
論
の
視
座
か
ら
す
れ
ば
、
論
拠
の
生
成
段
階
に
お
け
る
確
証
バ
イ
ア
ス
、
お
よ
び
自
分
自
身
の
論
拠
の
質
に
つ
い

て
甘
く
な
る
傾
向
は
、
む
し
ろ
、
論
議
を
通
じ
て
よ
り
よ
い
論
拠
を
発
見
す
る
と
い
う
課
題
の
遂
行
を
よ
り
容
易
に
す
る
理
由
づ
け
の
「
特

徴
」
と
し
て
捉
え
返
さ
れ
る
。
こ
の
点
を
よ
り
具
体
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
確
証
バ
イ
ア
ス
は
、
理
由
づ
け
を

行
う
際
に
、
独
力
で
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
考
慮
に
入
れ
る
と
い
う
認
知
的
負
荷
か
ら
免
れ
て
、
特
定
争
点
の
あ

る
一
側
面
に
の
み
焦
点
を
絞
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
他
方
、
自
ら
が
生
成
す
る
論
拠
の
質
に
つ
い
て
甘
く
な
る
傾
向
は
、
完
全
に
異
論
の

余
地
の
な
い
決
定
的
論
拠
の
発
見
へ
と
独
力
で
至
ろ
う
と
す
る
あ
る
意
味
で
「
無
謀
な
」
試
み
を
押
し
と
ど
め
る（

（3
（

。

他
方
、
論
拠
の
評
定
段
階
に
お
い
て
は
、
人
々
は
上
記
の
よ
う
な
バ
イ
ア
ス
や
傾
向
性
を
抱
か
ず
、
他
者
が
提
示
す
る
論
拠
の
質
を
評
定

す
る
に
あ
た
っ
て
、
よ
り
よ
き
理
由
で
あ
る
か
否
か
を
極
め
て
批
判
的
に
検
討
す
る
。
論
拠
の
生
成
段
階
と
評
定
段
階
と
の
こ
う
し
た
非
対

称
性
は
、
理
由
づ
け
が
自
己
と
他
者
と
の
間
で
相
互
往
還
的
に
な
さ
れ
る
と
い
う
局
面
に
お
い
て
こ
そ
最
も
明
確
に
現
れ
る
。
確
か
に
人
々

は
、
自
ら
生
成
し
た
論
拠
の
質
に
つ
い
て
は
甘
く
な
る
傾
向
は
避
け
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
自
分
と
は
異
な
る
他
者

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
よ
っ
て

提
示
さ
れ
た
論
拠
に
対
し
て
は
、
人
々
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
認
知
的
警
戒
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
用
い
て
そ
の
よ
し
あ
し
を
慎
重
に
検
討
す

る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
認
知
的
警
戒
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
こ
そ
が
、
他
者
が
提
示
す
る
論
拠
の
質
に
対
し
て
、
粗
略
な
理
由
を
退
け
る
の
に
十
分

な
ほ
ど
「
要
求
度
が
高
く
」
な
る
よ
う
に
人
々
を
導
く
心
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
の
で
あ
る（

（3
（

。

論
拠
を
評
定
す
る
際
の
動
機
づ
け
は
、
あ
く
ま
で
も
単
に
自
分
自
身
に
と
っ
て
価
値
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
情
報
を
獲
得
し
た
い
と
い
う
と

こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
複
数
の
論
拠
の
比
較
衡
量
を
へ
て
見
出
さ
れ
る
よ
り
よ
い
論
拠
が
、
た
と
え
自
ら
が
抱
い
て
い
た
強
固
な
信
念

を
修
正
す
る
、
あ
る
い
は
当
初
信
頼
を
お
い
て
い
な
か
っ
た
話
し
手
に
対
し
て
注
意
を
払
う
と
い
っ
た
こ
と
を
強
い
る
と
し
て
も
、
人
々
は

よ
り
よ
い
論
拠
を
受
容
す
る
と
見
込
ま
れ
る
の
で
あ
る（

（3
（

。
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（
２
）
論
議
的
・
社
会
的
な
理
由
づ
け
の
機
能
と
自
他
の
間
の
不
合
意
の
意
義

こ
の
よ
う
に
、
理
由
づ
け
を
私
的
推
論
と
し
て
で
は
な
く
、「
い
ま
こ
こ
に
あ
る
」
社
会
的
目
標
と
連
動
す
る
論
議
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て

理
解
す
る
な
ら
ば
、
理
由
づ
け
が
そ
の
本
来
の
機
能
を
果
た
す
「
通
常
条
件norm

al conditions

」
も
ま
た
異
な
る
仕
方
で
捉
え
な
お
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
複
数
の
個
人
の
間
に
生
じ
る
不
合
意
の
う
ち
に
こ
そ
見
出
さ
れ
る（

（4
（

。
不
合
意
は
、
む
し
ろ
人
び
と
の
間
に
お
い
て

理
由
づ
け
を
起
動
さ
せ
る
要
因
と
な
る
。
人
々
は
、
自
他
と
の
間
に
不
合
意
を
探
知
し
た
場
合
に
、
自
分
と
は
相
対
立
す
る
考
え
を
抱
く
他

者
を
納
得
さ
せ
る
た
め
の
論
拠
を
生
成
し
、
あ
る
い
は
他
者
の
論
拠
を
評
定
す
る
こ
と
で
、
そ
の
不
合
意
に
対
処
す
る
よ
う
に
促
さ
れ
る（

（4
（

。

こ
の
こ
と
は
ひ
る
が
え
っ
て
、
不
合
意
が
自
他
と
の
間
で
探
知
さ
れ
な
い
場
合
、
理
由
づ
け
は
そ
の
本
来
の
機
能
を
果
た
さ
な
い
可
能
性

が
高
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
。
Ｍ
・
フ
リ
ッ
カ
ー
の
い
う
「
解
釈
的
不
正
義herm

eneutical injustice

」
は
こ
う
し
た
事
態

の
典
型
で
あ
ろ
う（

（4
（

。
こ
れ
は
「
被
害
者
で
あ
る
当
人
が
他
者
に
対
し
て
、
ひ
い
て
は
自
ら
に
対
し
て
も
、
自
身
の
被
っ
た
不
当
な
経
験
を
描

き
出
す
た
め
の
概
念
枠
組
み
な
き
状
況
に
曝
さ
れ
続
け
る
」
と
い
う
不
正
義
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
、
支
配
的
地
位
に
あ
る
人
々
や
声
の
大

き
な
多
数
派
が
従
属
的
地
位
に
あ
る
人
々
や
少
数
派
の
意
見
に
対
し
て
何
ら
の
関
心
も
払
え
な
い
状
況
が
、
こ
の
種
の
不
正
義
の
一
例
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

あ
る
い
は
同
質
的
な
専
門
家
た
ち
、
卓
抜
し
た
専
門
家
単
独
で
の
理
由
づ
け
も
ま
た
、
不
合
意
が
探
知
さ
れ
な
い
場
合
と
し
て
捉
え
ら
れ

う
る
。
同
質
性
の
高
い
専
門
家
集
団
の
内
部
で
理
由
づ
け
を
行
う
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
す
で
に
そ
の
集
団
内
で
共
有
さ
れ
て
い
る
信
念
を

支
持
す
る
自
己
正
当
化
と
論
拠
を
相
互
に
提
示
し
あ
う
に
と
ど
ま
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い（

（4
（

。
他
方
、
専
門
家
が
単
独
で
の
理
由
づ
け
を
行

う
場
合
、
自
ら
獲
得
し
比
較
衡
量
す
る
こ
と
で
処
理
で
き
る
情
報
量
と
い
う
面
で
の
避
け
が
た
い
認
知
的
限
界
を
自
覚
す
る
こ
と
な
く
、
自

分
が
す
で
に
抱
い
て
い
る
信
念
と
判
断
に
対
し
て
後
付
け
の
自
己
正
当
化
を
繰
り
返
し
、
結
果
、
過
剰
な
自
信
を
抱
い
て
し
ま
う
可
能
性
が

生
じ
る（

（4
（

。

集
団
極
化
や
確
証
バ
イ
ア
ス
、
自
己
の
信
念
・
判
断
に
対
す
る
過
剰
な
自
信
と
い
っ
た
事
態
は
、
実
際
の
議
論
や
討
論
の
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
て
生
じ
う
る
認
知
的
失
敗
と
し
て
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た（

（4
（

。
し
か
し
、
理
由
づ
け
の
論
議
的
・
社
会
的
使
用
を
駆
動
さ
せ
る
「
通
常
条

件
」
は
複
数
の
個
人
間
で
の
不
合
意
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
、
と
い
う
理
由
づ
け
の
論
議
理
論
の
主
張
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
認
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知
的
失
敗
が
生
じ
る
よ
う
な
状
況
は
複
数
の
個
人
間
で
の
不
合
意
が
探
知
さ
れ
な
い
状
況
、
そ
れ
ゆ
え
理
由
づ
け
が
そ
の
本
来
的
な
機
能
を

果
た
す
「
通
常
条
件
」
か
ら
逸
脱
し
た
状
況
と
し
て
捉
え
直
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
状
況
で
は
、
仮
に
複
数
の
人
間
に
よ
り
議
論
が
な
さ
れ
た

と
し
て
も
、
そ
こ
で
の
論
議
の
往
還
は
論
拠
の
評
定
を
伴
わ
な
い
「
異
論
な
き
自
己
正
当
化
だ
け
を
強
固
に
す
る
議
論
」
に
と
ど
ま
り
、
集

団
極
化
や
確
証
バ
イ
ア
ス
は
然
る
べ
く
し
て
生
じ
る
の
で
あ
る（

（4
（

。

理
由
づ
け
の
論
議
理
論
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
先
に
引
用
し
た
ラ
ン
デ
モ
ア
に
よ
る
熟
議
の
定
義
の
含
意
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
理

由
づ
け
の
実
践
と
し
て
の
熟
議
は
所
与
の
命
題
に
対
す
る
賛
否
を
め
ぐ
る
理
由
の
交
換
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
「
交

換
」
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
真
に
熟
議
が
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
何
か
し
ら
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
資
源
と
し
て
形
成
さ

れ
た
論
拠
に
対
し
て
理
由
づ
け
が
行
わ
れ
、
か
つ
、
相
対
立
す
る
論
拠
の
間
に
お
い
て
理
由
づ
け
の
相
互
往
還
的
な
評
定
が
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
熟
議
を
通
じ
た
不
合
意
が
も
た
ら
す
認
知
的
価
値
は
、
こ
う
し
た
理
由
づ
け
の
機
能
と
い
う
観
点
か
ら

こ
そ
適
切
に
位
置
づ
け
ら
れ
る（

（4
（

。

六　

認
知
的
多
様
性
と
熟
議

し
か
し
な
が
ら
、
上
述
の
点
だ
け
へ
の
応
答
で
は
純
粋
手
続
き
主
義
者
は
納
得
し
な
い
だ
ろ
う
。
仮
に
こ
れ
に
よ
っ
て
熟
議
を
通
じ
た
不

合
意
が
も
た
ら
す
認
知
的
価
値
に
つ
い
て
明
ら
か
と
な
る
と
し
て
も
、
熟
議
が
包
摂
的
で
あ
る
べ
き
理
由
は
不
明
瞭
な
ま
ま
で
あ
り
、
熟
議

と
少
数
者
支
配
と
を
結
び
つ
け
る
知
者
支
配
の
可
能
性
を
退
け
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。
こ
こ
で
採
用
す
る
に
適
し
た
理
論
戦
略
は
、
い
か
な
る

特
定
個
人
ま
た
は
一
部
の
人
々
で
は
な
く
、
全
体
と
し
て
の
集
団
に
よ
る
熟
議
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
認
知
的
価
値
を
生
成
す
る
要
諦
で
あ
る
こ

と
の
根
拠
を
模
索
す
る
方
向
性
で
あ
る（

（4
（

。

１　

政
治
に
お
け
る
分
散
さ
れ
た
集
合
知
─
─
「
民
主
的
理
性
」
の
可
能
性

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
「
愚
者
の
支
配
」
で
あ
る
と
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
対
す
る
懐
疑
論
は
、
一
般
民
衆
の
知
に
対
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す
る
懐
疑
的
診
断
を
そ
の
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
見
解
に
お
い
て
疑
問
視
さ
れ
る
一
般
民
衆
の
知
は
、
個
々
の

市
民
の
う
ち
に
内
属
す
る
資
質
お
よ
び
そ
の
資
質
の
発
現
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
知
識
と
い
う
形
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
ラ
ン
デ
モ
ア
は
、
政
治
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
知
を
、
人
々
の
間
に
お
い
て
個
体
横
断
的
に
分
散
さ
れ
て
い
る
集
合
知

と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る（

（4
（

。
こ
う
し
た
分
散
さ
れ
た
集
合
知
と
し
て
把
握
さ
れ
た
非
専
門
的
な
市
民
の
知
の
体
系
─
─
彼
女
は
こ

れ
を
民
主
的
理
性dem

ocratic reason

と
呼
ぶ
─
─
と
い
う
観
念
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
は
次
の
点
に
あ
る
。
ま
ず
も
っ
て
分
散
さ
れ
た

集
合
知
と
し
て
の
民
主
的
理
性
は
、
集
合
と
し
て
の
人
々
の
間
で
の
み

0

0

0

0

0

0

0

生
成
さ
れ
う
る
の
で
あ
っ
て
、
個
人
内
で
主
観
的
に
遂
行
さ
れ
う
る

も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
民
主
的
理
性
を
生
成
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
先
述
の
往
還
的
理
由
づ
け
と
し
て
の
熟
議
が
有
す
る
本
来
の
機

能
と
い
う
観
点
か
ら
説
明
さ
れ
う
る
。
つ
ま
り
、
個
々
の
市
民
が
備
え
て
い
る
知
的
能
力
あ
る
い
は
知
識
を
単
純
に
総
和
／
集
計
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
で
は
な
く

0

0

0

0

、
相
異
な
り
対
立
す
る
論
拠
に
対
す
る
「
賛
否
を
め
ぐ
る
理
由
の
交
換
」
と
し
て
の
理
由
づ
け
が
行
わ
れ
る
往
還
の
な

か
で
こ
そ

0

0

0

、
民
主
的
理
性
が
生
成
さ
れ
る
道
筋
を
展
望
で
き
る
。

仮
に
、
既
存
の
手
続
き
を
通
じ
て
「
正
確
」
と
さ
れ
る
、
さ
し
あ
た
っ
て
理
に
適
っ
た
合
意
が
形
成
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
こ

ぼ
れ
お
ち
る
異
な
る
理
に
適
っ
た
意
見
は
つ
ね
に
残
存
し
続
け
る
。
こ
う
し
た
「
不
合
意
の
事
実
」
は
認
知
的
次
元
に
お
い
て
も
当
て
は
ま

る
。
不
確
実
な
政
治
的
争
点
に
対
す
る
解
を
模
索
す
る
ル
ー
ト
は
単
な
る
個
人
の
知
識
の
総
和
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

２　

認
知
的
多
様
性
の
意
義
─
─
「
学
習
過
程
」
と
し
て
の
包
摂
的
熟
議

こ
う
し
た
民
主
的
理
性
の
生
成
が
そ
の
威
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
た
め
の
原
動
力
と
し
て
、
ラ
ン
デ
モ
ア
は
認
知
的
多
様
性
の
重
要
性

を
強
調
す
る
。
こ
こ
で
い
う
認
知
的
多
様
性
と
は
、
広
く
い
え
ば
人
々
が
政
治
的
問
題
に
取
り
組
む
際
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
差
異
の
こ
と
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
問
題
状
況
を
表
象
す
る
際
の
各
々
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
や
そ
れ
を
区
分
す
る
方
法
と
し
て
の
解
釈
、
問
題
に
対
す
る

解
決
策
を
生
み
だ
す
方
法
、
問
題
の
推
移
と
解
決
策
が
も
た
ら
す
帰
結
に
関
し
て
因
果
連
関
を
推
定
す
る
た
め
の
予
測
モ
デ
ル
と
い
っ
た
面

に
お
け
る
多
様
性
が
、
認
知
的
多
様
性
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
認
知
的
多
様
性
は
分
散
さ
れ
た
集
合
知
を
通
じ
た
民
主
的
理
性
の
生
成
に
な
ぜ
・
い
か
に
寄
与
す
る
の
か
。
ラ
ン
デ
モ
ア
は
、
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数
理
社
会
学
者
の
Ｓ
・
ペ
イ
ジ
ら
が
提
示
し
た
「
多
様
性
は
資
質
に
優
る
定
理D

iversity T
rum

ps A
bility T

heorem

」
を
参
照
し
な
が

ら
こ
れ
を
詳
ら
か
に
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｔ
Ａ
定
理
の
要
諦
は
、
認
知
的
に
多
様
な
人
々
か
ら
な
る
集
団
は
、
同
質
的
な
人
々
か
ら
な
る
集
団
と

比
べ
て
、
よ
り
す
ぐ
れ
た
認
知
的
改
善
を
生
み
だ
す
蓋
然
性
が
、
論
理
上
、
必
ず
高
ま
る
こ
と
を
示
す
点
に
あ
る（

（5
（

。

問
題
解
決
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
同
質
的
な
人
々
の
集
団
は
、
そ
の
人
々
の
う
ち
で
の
部
分
最
適
解
─
─
当
事
者
間
で
は
そ
れ
が
全
体
最

適
解
で
あ
る
─
─
に
い
ず
れ
は
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
対
し
て
認
知
的
に
多
様
な
人
々
の
う
ち
で
は
、
多
数
の
異
な
る
パ
ー
ス
ペ
ク

テ
ィ
ヴ
や
解
決
策
、
予
測
モ
デ
ル
か
ら
の
理
由
づ
け
の
間
で
往
還
が
生
じ
る
結
節
点
、
機
会
が
論
理
上
必
然
的
に
増
大
す
る
こ
と
に
な
り
、

部
分
最
適
解
か
ら
全
体
最
適
解
へ
と
至
る
蓋
然
性
が
は
じ
め
て
生
み
だ
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
分
散
し
た
集
合
知
が
民
主
的

理
性
を
生
成
さ
せ
る
過
程
に
お
い
て
、
認
知
的
多
様
性
は
極
め
て
重
要
と
な
る
。

こ
の
点
を
よ
り
明
快
に
す
る
た
め
に
、
か
つ
て
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
奴
隷
制
に
対
す
る
見
解
・
知
識
の
状
況
を
考
え
て
み
よ
う
。
そ
こ

で
は
当
時
、
奴
隷
制
は
そ
れ
ほ
ど
悪
く
な
い
旨
の
理
解
や
誤
解
は
先
行
し
て
支
配
的
集
団
の
う
ち
に
定
着
し
て
い
た（

（5
（

。
こ
う
し
た
状
況
下
に

お
い
て
、
当
時
、
奴
隷
制
の
不
正
を
概
念
化
す
る
術
を
も
た
な
か
っ
た
周
縁
化
さ
れ
た
集
団
の
構
成
員
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
包
摂
す
る

こ
と
の
意
義
は
、
そ
れ
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
自
体
が
よ
り
妥
当
で
不
偏
的
で
あ
る
か
ら
で
は
な
い
。「
周
縁
化
さ
れ
た
人
々
の
パ
ー
ス
ペ

ク
テ
ィ
ヴ
〔
の
要
諦
〕
と
は
、
そ
う
し
た
周
縁
化
さ
れ
た
人
々
の
社
会
的
境
遇
か
ら
社
会
シ
ス
テ
ム
を
検
証
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
と
な
る
も

の
な
の
だ
〔
と
い
う
こ
と
に
求
め
ら
れ
る（

（5
（

〕」。

し
か
し
、
仮
に
認
知
的
多
様
性
の
意
義
を
認
め
る
と
し
て
、
熟
議
手
続
き
に
お
け
る
認
知
的
多
様
性
が
い
か
に
し
て
確
保
さ
れ
る
か
が
問

わ
れ
る
。
Ｄ
Ｔ
Ａ
定
理
そ
れ
自
体
は
、
諸
人
格
が
政
治
的
に
平
等
で
あ
る
こ
と
を
要
請
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
み
を
必
然
的
に
擁
護
す
る
わ

け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
ブ
レ
ナ
ン
は
、
Ｄ
Ｔ
Ａ
定
理
に
対
す
る
数
理
的
見
地
か
ら
の
批
判
を
ふ
ま
え
つ
つ（

（5
（

、
Ｄ
Ｔ
Ａ
定
理
の
う

ち
に
示
さ
れ
て
い
る
条
件
の
制
約
度
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
民
主
的
な
熟
議
を
擁
護
す
る
た
め
に
こ
の
定
理
を
用
い
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
義
を
呈
し
て
い
る（

（5
（

。
仮
に
認
知
的
多
様
性
に
何
か
し
ら
の
価
値
を
認
め
る
と
し
て
も
、
Ｄ
Ｔ
Ａ
定
理
の
含
意
は

む
し
ろ
、
一
定
程
度
の
規
模
と
認
知
的
多
様
性
が
担
保
さ
れ
つ
つ
も
政
治
的
問
題
に
「
か
な
り
精
通
し
たfairly sophisticated

」
有
権
者

集
団
の
み
を
擁
す
る
、
い
わ
ば
「
穏
和
な
」
形
態
の
知
者
支
配
こ
そ
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
ブ
レ
ナ
ン
は
い
う
の
で
あ
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る（
（5
（

。こ
の
種
の
疑
義
に
対
し
て
、
ラ
ン
デ
モ
ア
の
立
論
に
従
う
な
ら
ば
、
①
認
知
的
多
様
性
は
熟
議
手
続
き
に
参
加
す
る
人
々
の
数
と
正
の
相

関
を
示
す
と
い
う
想
定
と
②
次
節
に
お
い
て
論
じ
る
よ
う
に
「
政
治
」
と
い
う
領
域
が
不
可
避
的
に
抱
え
る
不
確
実
性
の
事
実
を
も
っ
て
応

じ
る
こ
と
が
で
き
よ
う（

（5
（

。

認
知
的
多
様
性
は
熟
議
手
続
き
に
参
加
す
る
人
々
の
数
と
正
の
相
関
を
示
す
と
は
、
要
す
る
に
、
熟
議
を
行
う
集
団
の
規
模
が
大
き
け
れ

ば
大
き
い
ほ
ど
、
ま
た
、
そ
う
し
た
熟
議
プ
ロ
セ
ス
が
継
続
す
る
限
り
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
内
部
に
お
い
て
「
学
習
過
程
」
が
再
帰
的
に
行
わ

れ
、
認
知
的
多
様
性
を
論
理
上

0

0

0

増
大
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
論
理
的

0

0

0

蓋
然
性
の
問
題
と
経
験
的

0

0

0

蓋
然
性
の

問
題
の
区
別
で
あ
る
。
Ｄ
Ｔ
Ａ
定
理
、
お
よ
び
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
ラ
ン
デ
モ
ア
が
提
示
す
る
上
記
の
想
定
は
、
あ
く
ま
で
論
理
的
蓋
然
性

の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現
実
の

0

0

0

熟
議
手
続
き
の
な
か
で
認
知
的
多
様
性
を
増
大
さ
せ
る
た
め
に
い
か
な
る
制
度
条
件
が
充
足
さ

れ
る
べ
き
か
（
例
え
ば
現
実
の

0

0

0

熟
議
手
続
き
内
部
の
認
知
的
多
様
性
を
増
大
さ
せ
る
た
め
に
ラ
ン
ダ
ム
サ
ン
プ
リ
ン
グ
と
い
う
手
法
が
有
効
な
の
か
ど
う

か
）
は
、
経
験
的
蓋
然
性
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
論
点
で
あ
る
。

無
論
、
こ
う
し
た
経
験
的
蓋
然
性
の
問
題
に
対
し
て
応
答
す
る
こ
と
は
、
認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
と
っ
て
軽
視
す
べ
き
課
題
で
は
決
し

て
な
い
。
論
理
上
の
問
題
か
ら
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
包
摂
的
な
熟
議
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
に
向
け
た
制
度
構
想
を
描
く
こ
と
が
必
要
と
な
る

こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
位
相
の
異
な
る
二
つ
の
問
題
を
混
同
し
た
ま
ま
で
定
理
そ
の
も
の
の
有
意
性
そ
れ
自
体
を
否
定
す

る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
仮
に
既
存
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
い
て
定
理
を
経
験
的
に
裏
づ
け
る
証
拠
が
見
出
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
定
理

自
体
の
論
理
上
の
結
論
を
否
定
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
は
ず
だ
。

こ
れ
に
加
え
て
、
多
様
性
を
構
成
す
る
い
ず
れ
の
認
知
的
立
場
が
優
越
し
て
い
る
か
を
先
決
す
る
こ
と
を
、
政
治
的
争
点
は
許
容
す
る
も

の
で
は
な
い
と
い
う
点
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
一
般
市
民
の
認
知
能
力
に
懐
疑
を
示
し
、
そ
れ
を
根
拠
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
退
け
よ
う
と

す
る
ブ
レ
ナ
ン
は
、
こ
の
点
を
捉
え
そ
こ
な
っ
て
い
る
。
次
節
で
論
じ
る
よ
う
に
、
不
確
実
性
を
避
け
が
た
く
内
包
す
る
政
治
の
領
域
に
お

け
る
「
知
」
の
特
質
こ
そ
、
知
者
支
配
の
擁
護
論
に
抗
し
て
、
政
治
の
領
域
に
お
い
て
諸
人
格
を
等
し
く
扱
う
べ
き
根
拠
を
認
知
的
な
観
点

か
ら
構
成
す
る
の
で
あ
る（

（5
（

。
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七　

不
確
実
性
に
満
ち
た
政
治
に
お
け
る
「
認
知
的
」
で
あ
る
こ
と
の
意
味
─
─
誤
解
を
解
く

政
治
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
集
合
的
に
不
確
実
な
も
の
に
対
峙
し
、
そ
の
リ
ス
ク
に
対
処
す
る
問
い
の
領
域
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
故
に
、

政
治
的
な
問
題
や
争
点
に
つ
い
て
何
が
「
よ
り
よ
き
判
断
」
で
あ
る
か
と
い
う
点
は
あ
く
ま
で
後
方
照
応
的
に
そ
の
都
度
そ
の
都
度
の
熟
議

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
検
証
さ
れ
て
い
く
も
の
以
上
で
は
あ
り
え
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

こ
う
し
た
主
張
を
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
政
治
的
問
題
の
す
べ
て
を
相
対
主
義
化
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
ま
っ
た
く
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

。
前
節
で

も
論
じ
た
よ
う
に
、
弱
い
認
知
的
手
続
き
主
義
に
お
い
て
も
手
続
き
独
立
的
基
準
は
放
棄
さ
れ
て
は
い
な
い
。「
熟
議
の
プ
ロ
セ
ス
が
正
解

を
は
じ
き
出
し
た
か
否
か
を
〔
い
ま
こ
こ
で
〕
確
実
に
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
実
は
、
政
治
に
お
け
る
認
知
的
妥
当
性
の
問
題
を

我
々
が
回
避
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い（

（5
（

」。

こ
こ
で
ま
ず
も
っ
て
確
認
す
べ
き
事
柄
は
、
そ
も
そ
も
い
か
な
る
タ
イ
プ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
と
い
え
ど
も
「
政
治
的
認
知
主
義

political cognitivism

」
と
ラ
ン
デ
モ
ア
が
呼
ぶ
一
群
の
見
解
に
否
応
な
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
政
治
的
認

知
主
義
は
、
何
か
し
ら
の
正
確
な
答
え
は
あ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
う
し
た
答
え
が
確
実
性
を
も
っ
て
予
め
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
少
な
く
と

0

0

0

0

も
民
主
的
手
続
き
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
接
近
可
能
で
あ
る
は
ず
の
も
の
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
い
う
想
定
に
依
拠
し
て
い
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
正
確
さ
に
関
す
る
手
続
き
独
立
的
基
準
の
想
定
を
め
ぐ
っ
て
、「
強
い
」
政
治
的
認
知
主
義
と
「
弱
い
」
政
治

的
認
知
主
義
と
い
う
二
通
り
の
解
釈
が
成
立
し
う
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
前
者
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
実
際
の
政
治
的
意
思
決
定
手
続
き
が
正

確
な
解
を
個
別
具
体
的
な
仕
方
で
導
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
確
か
に
こ
う
し
た
見
解
は
、
認
知
的
に
有
能
と
さ
れ
る
少
数
者

に
よ
る
排
他
的
、
非
民
主
的
な
支
配
を
奨
励
す
る
よ
う
な
「
真
理
」
観
へ
と
接
近
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

だ
が
手
続
き
独
立
的
基
準
と
い
う
想
定
は
、
こ
う
し
た
強
い
政
治
的
認
知
主
義
を
必
然
的
に
含
意
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
想

定
を
弱
い
政
治
的
認
知
主
義
の
立
場
に
よ
っ
て
、
よ
り
説
得
的
に
擁
護
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
弱
い
政
治
的
認
知
主
義
が
要
請
す
る
の

は
、
政
治
的
判
断
は
つ
ね
に
可
謬
的
で
あ
り
つ
つ
も
、
何
か
し
ら
の
手
続
き
を
経
た
帰
結
は
何
ら
か
の
意
味
で
正
確
な
も
の
と
な
り
う
る
蓋
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然
性
を
も
つ
は
ず
だ

0

0

0

と
い
う
点
を
認
め
る
だ
け
で
あ
る（

（5
（

。
た
と
え
手
続
き
独
立
的
基
準
を
想
定
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
大
文
字
の
「
真

理
」、
す
な
わ
ち
三
人
称
的
な
客
観
的
真
理
の
実
在
を
想
定
す
る
こ
と
と
同
義
で
は
ま
っ
た
く
な
い（

（6
（

。「
真
理
」
に
対
す
る
懐
疑
論
者
の
懸
念

に
反
し
て
、
弱
い
政
治
的
認
知
主
義
の
想
定
は
「
真
理
」
の
実
在
性
の
対
応
的
想
定
を
含
意
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。

さ
ら
に
重
要
な
点
は
、
手
続
き
独
立
的
基
準
の
存
在
を
想
定
し
た
と
し
て
も
、
認
識
の
多
元
性
と
可
謬
性
は
ま
っ
た
く
否
定
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
否
、
政
治
に
お
け
る
不
確
実
性
と
い
う
事
実
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
む
し
ろ
政
治
に

お
い
て
つ
ね
に
要
請
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
陪
審
を
例
に
考
え
て
み
れ
ば
よ
い
。
陪
審
に
お
い
て
有
罪
／
無
罪
と
い
っ
た
手
続
き
独
立
的
な

正
義
の
基
準
が
あ
る
と
想
定
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
陪
審
員
の
誰
一
人
と
し
て
無
謬
の
正
し
い
答
え
を
導
き
出
し
た
と
い
う

確
信
を
抱
く
こ
と
は
、
当
該
の
陪
審
手
続
き
の
み
か
ら
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
独
立
し
た
基
準
を
「
真
」
た
ら
し
め
る
根
拠
は
、
そ

れ
以
前
の
た
ゆ
ま
ぬ
理
由
づ
け
の
往
還
を
通
じ
た
正
当
化
と
精
査
に
耐
え
て
き
た

0

0

0

0

0

と
い
う
歴
史
的
事
実
と
、
今
後
さ
ら
な
る
相
互
的
か
つ
一

般
的
な
正
当
化
実
践
に
開
か
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

と
い
う
事
実
に
依
拠
し
て
い
る（

（6
（

。

結
局
の
と
こ
ろ
、
弱
い
認
知
的
手
続
き
主
義
の
立
場
を
と
る
な
ら
ば
、
正
確
さ
に
関
す
る
手
続
き
独
立
的
基
準
を
「
真
理
」
と
呼
ぼ
う
が

「
適
理
性
」
と
呼
ぼ
う
が
、
そ
れ
は
単
な
る
意
味
論
上
の
問
題
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
基
準
の
具
体
的
性
質
に
つ
い
て
は
論
争
の
余

地
が
つ
ね
に
残
る
だ
ろ
う
が
、
弱
い
政
治
的
認
知
主
義
と
い
う
立
場
自
体
は
い
ず
れ
の
「
独
立
的
基
準
」
の
構
想
と
も
両
立
可
能
で
あ
る
と

い
え
る（

（6
（

。

こ
う
し
た
弱
い
政
治
的
認
知
主
義
と
い
う
立
場
で
あ
っ
て
も
、
い
わ
ゆ
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
と
は
相
容
れ
な
い
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
そ
の
代
表
的
理
論
家
で
あ
る
Ｃ
・
ム
フ
は
、
政
治
に
お
い
て
「
普
遍
的
で
合
理
的
な
合
意
の
可
能
性
を
信
じ
る

こ
と
は
、
民
主
的
思
考
を
誤
っ
た
道
へ
と
導
い
て
い
く
」
と
主
張
す
る（

（6
（

。
加
え
て
彼
女
は
、
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
・
社
会
的
秩
序
は
偶
然
的
な

諸
実
践
の
所
産
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
当
の
実
践
の
外
部
に
あ
る
「
深
遠
な
客
観
性
」
を
明
示
す
る
も
の
で
は
な
い
と
も
指
摘
し
て
い
る（

（6
（

。

そ
の
う
え
で
ム
フ
は
、
対
立
の
合
理
的
な
解
決
の
不
可
能
性
を
前
提
と
し
た
上
で
、
相
対
立
す
る
党
派
が
互
い
に
「
対
抗
者adversaries

」

と
し
て
承
認
し
合
い
つ
つ
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
相
争
う
と
い
う
、
闘
技
デ
モ
ク
ラ
シ
ーagonistic dem

ocracy

の
構
想
を
描
く
こ
と
を
試
み
て

い
る
。
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し
か
し
、
既
存
の
権
力
関
係
を
脱
構
築
し
、
組
み
替
え
る
た
め
の
「
闘
技
的
な
闘
争
」
の
可
能
性
を
強
調
し
、
そ
う
し
た
闘
争
の
展
開
を

既
存
の
権
力
関
係
に
対
す
る
「
挑
戦
」
と
し
て
語
る
こ
と
も
ま
た
、
正
確
さ
に
関
す
る
何
ら
か
の
手
続
き
独
立
的
基
準
の
想
定
を
暗
黙
の
裡

に
含
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。
無
論
、
そ
う
し
た
想
定
を
置
く
こ
と
自
体
は
、
正
確
さ
に
関
す
る
手
続
き
独
立
的
基
準
を
具
体
的
に
導
出

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
と
同
義
で
は
な
い
。
政
治
に
お
け
る
偶
然
性
の
契
機
を
重
視
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者

に
し
て
み
れ
ば
、
手
続
き
独
立
的
基
準
を
具
体
的
に
導
出
で
き
る
と
い
う
言
明
こ
そ
僭
越
な
る
「
独
断
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
形
式
的
に

0

0

0

0

で
あ
れ
、
正
確
さ
に
関
す
る
手
続
き
独
立
的
基
準
の
想
定
を
置
か
ず
し
て
、
従
来
「
自
然
的
」
と

し
て
自
明
視
さ
れ
て
き
た
権
力
関
係
が
偶
然
的
な
諸
実
践
の
所
産
で
あ
る
こ
と
を
暴
露
し
つ
つ
、「
新
た
な
」
言
説
と
制
度
の
創
造
を
通
じ

た
対
抗
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
構
築
を
語
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
論
議
を
ふ
ま
え
て
も
な
お
、
手
続
き
独
立
的
な
「
真
」
な
る
基
準
を
お
く
こ
と
に
対
し
て
頑
な
に
拒
否
感
を
抱
く
「
末
期
症

状
的
な
ま
で
の
相
対
主
義
者full-blow

n relativism

」
や
、
弱
い
認
知
的
手
続
き
主
義
は
相
対
主
義
的
に
過
ぎ
る
と
し
て
政
治
に
お
け
る

「
真
」
は
「
知
を
愛
し
て
や
ま
な
い
少
数
の
専
門
家
」
に
よ
っ
て
の
み
導
出
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
道
徳
的
実
在
論
者
あ
る
い
は
プ
ラ
ト
ン

主
義
者
に
対
し
て
は
、
ラ
ン
デ
モ
ア
に
倣
っ
て
、
あ
な
た
が
た
に
こ
そ
自
ら
の
立
場
が
擁
護
可
能
で
あ
る
こ
と
を
い
ま
こ
こ
で

0

0

0

0

0

示
す
「
挙
証

責
任
が
あ
る
」、
と
述
べ
れ
ば
よ
か
ろ
う（

（6
（

。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
認
知
的
特
性
を
認
め
た
か
ら
と
い
っ
て
双
方
か
ら
の
批
判
や
懸
念
に
直
面
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
ま
っ
た
く
な
い
。

こ
う
し
た
点
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
政
治
的
問
題
に
関
す
る
「
よ
り
よ
き
判
断
」
の
形
成
に
資
す
る
認
知
的
差
異
を
事
前
に
具
体
的
な
形

で
特
定
し
、
そ
の
具
体
的
特
定
化
に
従
い
つ
つ
熟
議
に
包
摂
さ
れ
る
多
様
性
の
幅
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
不
毛
な
試
み
以
外
の
何
物
で
も
な

い
。
道
徳
的
理
由
を
め
ぐ
る
論
争
と
は
位
相
の
異
な
る
、
認
知
的
・
論
理
的
理
由
か
ら
も
ま
た
、
い
か
な
る
立
場
も
等
し
く
考
慮
さ
れ
る
べ

き
な
の
だ
。
こ
の
点
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
な
ら
ば
、「
手
続
き
独
立
的
基
準
」
の
名
の
下
に
、
認
知
的
に
「
真
」
と
さ
れ
る
も
の
を
規
定

し
て
し
ま
う
こ
と
で
一
部
の
「
聡
明
」
と
さ
れ
る
少
数
者
に
よ
る
寡
頭
政
の
認
知
的
優
位
性
を
擁
護
す
る
議
論
が
、
い
か
に
「
政
治
」
と
い

う
営
為
に
お
い
て
「
愚
か
な
越
権
的
振
舞
い
」
で
あ
る
の
か
は
明
ら
か
で
あ
る
。
加
え
て
こ
の
こ
と
は
、
純
粋
手
続
き
主
義
者
の
懸
念
に
反

し
て
─
─
む
し
ろ
彼
／
彼
女
ら
と
と
も
に
─
─
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
擁
護
と
そ
れ
が
有
す
る
特
長
の
積
極
的
な
是
認
を
導
き
出
す
の
だ
。
重
要
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な
点
は
、
熟
議
を
ふ
ま
え
た
民
主
的
手
続
き
の
み
が
「
我
々
の
間
」
で
論
拠
の
評
定
を
可
能
と
し
、「
我
々
が
抱
く
『
真
』
に
対
す
る
信
念
」

に
対
し
て
、
理
由
に
も
と
づ
く
精
査
と
正
当
化
を
継
続
的
か
つ
包
摂
的
に
可
能
に
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
う
し
た
「
真
理
探
究
」
に
向
け

た
実
践
そ
れ
自
体
が
、
い
か
な
る
「
善
意
あ
る
独
裁
」
や
「
卓
抜
し
た
エ
リ
ー
ト
支
配
」
も
満
た
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
理
由
の
「
妥
当
性

validity
」
に
対
す
る
探
究
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る（

（6
（

。

八　

お
わ
り
に
─
─
不
合
意
と
不
確
実
性
を
不
可
避
と
す
る
政
治
に
お
け
る
理
由
づ
け
の
役
割

本
稿
の
目
的
は
、「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
愚
鈍
な
多
者
に
よ
る
政
治
体
制
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
い
う
疑
念
と
「
認
知
的
価
値
を
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
に
求
め
る
こ
と
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
否
認
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
い
う
懸
念
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
答
し
う
る
だ

け
の
根
拠
を
析
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
稿
の
結
論
を
改
め
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
一
連
の
意
思

決
定
手
続
き
そ
の
も
の
が
他
の
政
体
に
は
な
い
認
知
的
価
値
を
持
つ
。
そ
の
源
泉
と
な
る
要
素
は
、
民
主
的
手
続
き
の
う
ち
に
、
人
々
の
間

で
の
継
続
的
で
包
摂
的
な
「
賛
否
を
め
ぐ
る
理
由
の
交
換
と
し
て
の
往
還
的
理
由
づ
け
」、
す
な
わ
ち
熟
議
プ
ロ
セ
ス
が
認
め
ら
れ
る
限
り

に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
結
論
を
支
持
す
る
論
拠
を
、
熟
議
に
お
け
る
理
由
づ
け
の
機
能
と
認
知
的
多
様
性
の
意
義
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
詳
ら
か

に
し
て
き
た
。
無
論
、
継
続
的
で
包
摂
的
な
熟
議
プ
ロ
セ
ス
を
構
成
す
る
具
体
的
な
制
度
条
件
は
何
か
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
熟
議
と
分
析
上
の
理
由
か
ら
区
別
し
た
集
計
の
認
知
的
特
性
を
め
ぐ
る
問
い
に
つ
い
て
も
、
認
知
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
論
の
課
題
と
し
て
考
察
す
べ
き
論
点
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
論
点
の
検
討
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

政
治
的
問
題
に
は
、
先
験
的
に
確
定
さ
れ
う
る
「
正
解
」
が
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
集
合
と
し
て
の
人
々
の
間
で
の
二
人
称
的
・

往
還
的
な
相
互
答
責
関
係
の
継
続
的
な
実
践
の
う
ち
に
こ
そ
、
政
治
的
問
題
に
対
し
て
「
よ
り
優
れ
た
正
確
な
成
果
な
る
も
の
」
は
生
成
さ

れ
る
。
敢
え
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
も
よ
い
。
認
知
的
に
み
て
、
政
治
的
問
題
に
対
す
る
よ
り
正
確
な
「
真
」
の
解
は
確
か
に
存
在
す
る
か

も
し
れ
な
い
。
否
、
存
在
す
る
と
当
事
者
で
あ
る
人
々
は
考
え
て
い
る
は
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
だ
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
も
つ
認
知
的
価
値
は
、
つ
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ね
に
「
公
共
的
な
批
判
と
合
理
的
な
正
当
化
の
要
求
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
は
じ
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（6
（

。
そ
の
価
値
が
も
た
ら

す
内
実
は
、
あ
く
ま
で
も
認
知
的
に
多
様
な
観
点
を
資
源
と
す
る
た
ゆ
ま
ぬ
相
互
往
還
的
な
理
由
づ
け
を
通
じ
た
「
今
こ
こ
に
あ
る
論
拠
の

評
定
」
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
そ
し
て
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
の
み
判
明
す
る
こ
と
な
の
だ（

（6
（

。

（
1
）
現
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
け
る
認
知
的
価
値
へ
の
着
目
は
、
こ
こ
三
〇
年
ほ
ど
の
限
ら
れ
た
研
究
領
域
で
な
さ
れ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
例
え
ば

以
下
の
論
考
が
挙
げ
ら
れ
る
。Elizabeth A

nderson, ‘T
he Epistem

ology of D
em

ocracy ’, in E
pistem

e: A
 Journal of Social E

pistem
ology, 

V
ol. 3, N

o. 1-2 

（2006
）, 8-22. Jam

es Bohm
an, ‘D

eliberative D
em

ocracy and the Epistem
ic Benefits of D

iversity
’, in E

pistem
e: A

 
Journal of Social E

pistem
ology, V

ol. 3, N
o. 3 

（2006

）, 175-91. Jam
es Bohm

an, ‘Epistem
ic V

alue and D
eliberative D

em
ocracy

’, in 
T

he G
ood Society, V

ol. 18, N
o. 2 

（2009

）, 28-34. Sim
one Cham

bers, ‘Balancing Epistem
ic Q

uality and Equal Participation in a 
System

 A
pproach to D

eliberative D
em

ocracy ’, in Social E
pistem

ology: A
 Journal of K

now
ledge, Culture and Policy, V

ol. 31, N
o. 

3 

（2017

）, 266-76. Sim
one Cham

bers, ‘T
he Epistem

ic Ideal of Reason-Giving in D
eliberative D

em
ocracy ’, in Social E

pistem
ology 

R
eview

 and R
eply C

ollective, V
ol. 6, N

o. 10 
（2017

）, 59-64. Joshua Cohen, ‘A
n Epistem

ic Conception of D
em

ocracy
’, in E

thics, 
V

ol. 97, N
o. 1 

（1986

）, 26-38. Joshua Cohen, ‘D
eliberation and D

em
ocratic Legitim

acy ’, in Jam
es Bohm

an and W
illiam

 Rehg eds., 
D

eliberative D
em

ocracy: E
ssays on R

eason and P
olitics, M

IT
 Press, 1997. D

avid Estlund, ‘Beyond Fairness and D
eliberation: 

T
he Epistem

ic D
im

ension of D
em

ocratic A
uthority

’, in Bohm
an and Rehg eds., D

eliberative D
em

ocracy, 1997. D
avid Estlund, 

D
em

ocratic A
uthority: A

 P
hilosophical Fram

ew
ork, Princeton U

niversity Press, 2008. D
avid Estlund and H

élène Landem
ore, 

‘T
he Epistem

ic V
alue of D

em
ocratic D

eliberation 

［D
raft paper

］’, in A
ndré Bächtiger, Jane M

ansbridge, M
ark W

arren and 
John D

ryzek eds., O
xford H

andbook of D
eliberative D

em
ocracy, O

xford U
niversity Press, forthcom

ing. H
élène Landem

ore, 
D

em
ocratic R

eason: Politics, Collective Intelligence, and the R
ule of M

any, Princeton U
niversity Press, 2013. H

élène Landem
ore, 

‘Beyond the Fact of D
isagreem

ent?: T
he Epistem

ic T
urn in D

eliberative D
em

ocracy
’, in Social E

pistem
ology: A

 Journal of 
K

now
ledge, C

ulture and P
olicy, V

ol. 31, N
o. 1 

（2017

）, 277-95. H
élène Landem

ore and H
ugo M

ercier, ‘T
aking It O

ut W
ith 

O
thers vs. D

eliberation W
ithin and the Law

 of Group Polarization: Som
e Im

plications of A
rgum

entative T
heory of Reasoning 
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for D
eliberative D

em
ocracy

’, in A
nálise Social, V

ol. 47, N
o. 205 

（2012

）, 910-34. Christian List and Robert Goodin, ‘Epistem
ic 

D
em

ocracy: Generalizing the Condorcet Jury T
heorem

’, in Journal of Political Philosophy, V
ol. 9, N

o. 3 

（2001

）, 277-306. José Luis 
M

artí, ‘T
he Epistem

ic Conception of D
eliberative D

em
ocracy D

efended: Reasons, Rightness and Equal Political A
utonom

y ’, in 
Sam

antha Besson, José Luis M
artí eds., D

eliberative D
em

ocracy and Its D
iscontents, Routledge, 2006. John B. M

in and Jam
es K

. 
W

ong, ‘Epistem
ic A

pproaches to D
eliberative D

em
ocracy ’, in Philosophy Com

pass, O
nline First, 2018 

（D
O

I: 10.1111/phc3.12497

）. 
Fabienne Peter, D

em
ocratic L

egitim
acy, Routledge, 2009. Fabienne Peter, ‘Political Legitim

acy
’, in Stanford E

ncyclopedia of 
Philosophy, 2010 [revised 2017] 

（U
RL: https://plato.stanford.edu/entries/legitim

acy *

最
終
ア
ク
セ
ス
、
二
〇
一
八
年
八
月
三
〇
日
）. 

Fabienne Peter, ‘T
he Procedural Epistem

ic V
alue of D

eliberation ’, in Synthese, V
ol. 190, N

o. 7 

（2013

）, 1253-66. Fabienne Peter, 
‘T

he Epistem
ic Circum

stances of D
em

ocracy
’, in M

ichael S. Brady and M
iranda Fricker eds., T

he E
pistem

ic L
ife of G

roups: 
E

ssays in the E
pistem

ology of Collectives, O
xford U

niversity Press, 2016. 

（
2
）
集
計
に
着
目
し
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
認
知
的
価
値
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、
さ
し
あ
た
りList and Goodin, ‘Epistem

ic D
em

ocracy ’ 

を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
3
）Cf. M

artí, ‘T
he Epistem

ic Conception of D
eliberative D

em
ocracy D

efended ’, 52

）.

（
4
）Bruce A

ckerm
an and Jam

es S. Fishkin, D
eliberative D

ay, Y
ale U

niversity Press, 2004

（
川
岸
令
和
、
谷
澤
正
嗣
、
青
山
豊
訳
『
熟
議

の
日
─
─
普
通
の
市
民
が
主
権
者
に
な
る
た
め
に
』、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
五
年
）.

（
5
）Ilya Som

in, D
em

ocracy and Political Ignorance: W
hy Sm

aller G
overnm

ent Is Sm
arter, Stanford U

niversity Press, 2013

（
森
村

進
訳
『
民
主
主
義
と
政
治
的
無
知
─
─
小
さ
な
政
府
の
方
が
賢
い
理
由
』、
信
山
社
、
二
〇
一
六
年
）, chap. 3. 

（
6
）Bryan Caplan, T
he M

yth of R
ational V

oter: W
hy D

em
ocracies Choose Bad Policies, Princeton U

niversity Press, 2007

（
長
峯
純

一
、
奥
井
克
美
監
訳
『
選
挙
の
経
済
学
─
─
投
票
者
は
な
ぜ
愚
策
を
選
ぶ
の
か
』、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
〇
九
年
）, chap. 8.

（
7
）Cf. A

nthony D
ow

ns, A
n E

conom
ic T

heory of D
em

ocracy, H
arper and Row

, 1957

（
古
田
精
司
監
訳
『
民
主
主
義
の
経
済
理
論
』、
成

文
堂
、
一
九
八
〇
年
）. W

illiam
 H

. Riker, Liberalism
 against Populism

: A
 Confrontation betw

een the T
heory of D

em
ocracy and the 

T
heory of Social Choice, W

. H
. Freem
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エ
ス
ト
ラ
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は
専
門
家
支
配
が
政
治
支
配
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し
て
正
統
化
さ
れ
る
可
能
性
を
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的
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①
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き
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す
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独
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す
る
と
い
う
こ
と
、
②
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＝
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築
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す
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な
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問
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放
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し
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／
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acy. Peter, ‘T
he Procedural Epistem

ic V
alue of D
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述
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あ
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。
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。
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わ
れ
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わ
れ
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と
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さ
れ
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す
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。
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さ
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す
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あ
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Ｔ
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わ
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Ｐ
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Ｔ
Ａ
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ソ
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ソ
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ピ
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ボ
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Ｆ
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「
バ
イ
ア
ス
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避
」
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強
調
す
る
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が
あ
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立
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「
弱
い
政
治
的
認
知
主
義
」
は
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で
あ
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（A

nderson, ‘T
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alue and D
eliberative D
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バ
イ
ア

ス
」
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を
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と
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て
も
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続
き
に
お
い
て
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そ
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に
先
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っ
て
何
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の
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で
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め
ぐ
る
熟
議
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が
あ
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さ
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Ｔ
Ａ
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体
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築
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68
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Ｒ
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フ
ォ
ル
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ト
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解
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す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
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身
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エ
ス
ト
ラ
ン
ド
を
想
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し
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つ
「
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
認
知
的
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想
」
を
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絶
す
る
が
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れ
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認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
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強
い
政
治
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認
知
主
義
」
の
み

0

0
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唱
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し
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い
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彼
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理
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し
て
い
る

か
ら
に
す
ぎ
な
い
。「
民
主
的
な
手
続
き
と
結
果
に
関
す
る
評
価
に
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独
立
し
た
基
準
』
が
存
在
す
る
が
、
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治
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に
か
ん
す
る
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的
な
認
知
的
見
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い
う
意
味
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い
て
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は
な
い
。
む
し
ろ
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れ
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、
既
存
の
手
続
き
か
ら
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独
立
し
て
い
る
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、
ま
た
別
の
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り

相
互
的
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包
摂
的
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続
き
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す
る
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あ
る
。
よ
き
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由
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無
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さ
れ
て
き
た
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定
す
る
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拠
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あ
る
の
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あ
れ
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の
こ
と
を

支
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
改
善
さ
れ
た
正
当
化
の
諸
形
態
で
あ
る
。
だ
が
、
相
互
的
か
つ
一
般
的
な
論
議argum

entation

を
超
え
た
客
観
的
真

理
を
『
発
見
す
る
』
独
立
し
た
方
法
は
存
在
し
な
い
。
民
主
的
プ
ロ
セ
ス
が
何
ら
か
の
形
で
間
違
っ
た
方
向
へ
と
進
ん
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る

な
ら
ば
、
こ
の
洞
察
は
す
で
に
、
相
互
的
か
つ
一
般
的
な
正
当
化
の
よ
り
よ
く
よ
り
包
摂
的
な
実
践
の
（
暫
定
的
な
）
結
果
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
論
議
の

な
か
で
そ
の
妥
当
性
が
検
証
さ
れ
る
必
要
の
あ
る
結
果
な
の
で
あ
る
。
民
主
的
手
続
き
の
な
か
で
到
達
す
る
結
果
よ
り
も
よ
り
よ
い
解
答
は
つ
ね
に
存

在
す
る
〔
は
ず
で
あ
る
〕。
だ
が
、〔
こ
の
〕『
よ
り
よ
い
』
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
、
熟
議
と
論
議
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
よ
り
正
当
化
が
可
能
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（Rainer Forst, T

he R
ight to Justification: E

lem
ents of a Constructivist T

heory of Justice, Colum
bia U

niversity 
Press, 2012, 185-6

）。



302政治思想とダイバーシティ【政治思想研究 第19号／2019年５月】

＊
本
論
文
は
、
二
〇
一
八
年
度
第
二
五
回
政
治
思
想
学
会
研
究
大
会
（
甲
南
大
学
：
自
由
論
題
分
科
会
Ａ
）
に
お
け
る
報
告
内
容
を
元
に
、
多
く
の
方
々

と
の
討
論
を
ふ
ま
え
、
加
筆
、
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
分
科
会
司
会
の
長
妻
三
佐
雄
先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
細
部
に
わ
た
り
貴
重
な
コ
メ

ン
ト
を
く
だ
さ
っ
た
二
名
の
匿
名
査
読
者
、
本
稿
の
完
成
ま
で
に
多
く
の
助
言
を
く
だ
さ
っ
た
諸
先
生
方
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

＊
本
論
文
は
、
平
成
三
〇
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
若
手
研
究
「
認
知
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
包
括
的
解
明
：
反
民
主
的
論
議
の
興
隆
に
対
す
る
学
術

的
応
答
〔
課
題
番
号
１
８
Ｋ
１
２
７
１
５
〕」）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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一　

課
題
の
設
定

１　

研
究
目
的
と
先
行
研
究
に
お
け
る
空
白

本
稿
は
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
研
究
に
対
し
て
、
特
定
の
数
理
モ
デ
ル
の
擁
護
や
批
判
で
は
な
く
、
多
様
な
数
理
モ
デ
ル
の
総
合
を

め
ざ
す
研
究
課
題
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
般
に
、
特
定
の
実
験
条
件
の
下
で
、
因
果
関
係
が
確
認
さ
れ
る
か
と
い
う
問
い
を
、
内
的

妥
当
性
（internal validity

）
の
問
題
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
こ
の
因
果
関
係
を
、
異
な
る
環
境
条
件
に
対
し
て
も
一
般
化
で
き
る
か
と
い
う
問
い

を
、
外
的
妥
当
性
（external validity

）
の
問
題
と
呼
ぶ（

（
（

。
本
稿
の
目
的
は
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
研
究
が
、
数
理
モ
デ
ル
分
析
か
ら
哲

学
的
示
唆
や
政
策
提
言
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
際
の
研
究
設
計
と
し
て
、
数
理
モ
デ
ル
の
複
数
性
を
利
用
し
て
分
析
の
内
的
妥
当
性
を
高
め
る
こ

と
を
通
じ
、
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
を
間
接
的
に
向
上
さ
せ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。

規
範
的
政
治
理
論
の
一
分
野
で
あ
る
「
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
（epistem

ic dem
ocracy

）」
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
も
つ
優
れ
た
認
識

的
機
能
に
関
心
を
向
け
、
そ
れ
を
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
規
範
的
擁
護
の
た
め
の
根
拠
の
一
つ
に
し
よ
う
と
試
み
る
。
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論

者（
（
（

は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
は
、
真
理
追
跡
機
能
（truth-tracking functions

）
や
問
題
解
決
機
能
（problem

-solving functions

）
と
い
っ
た
認

坂
井
亮
太

［
政
治
思
想
学
会
研
究
奨
励
賞
受
賞
論
文
］

認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の

内
的
妥
当
性
と
外
的
妥
当
性

─
─
科
学
哲
学
に
お
け
る
モ
デ
リ
ン
グ
理
論
を
手
掛
か
り
に
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識
的
な
優
位
性
が
あ
る
と
主
張
す
る
。

認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
特
徴
は
、
規
範
的
な
議
論
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
論
証
の
根
拠
と
し
て
、
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
結
果
を
援
用

す
る
点
に
あ
る（

（
（

。
多
数
決
手
続
の
正
答
率
が
一
個
人
の
正
答
率
を
上
回
る
こ
と
を
示
し
た
「
コ
ン
ド
ル
セ
の
陪
審
定
理
」（
以
下
Ｃ
Ｊ
Ｔ
と
略

記
）
は
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
が
援
用
す
る
数
理
モ
デ
ル
の
代
表
例
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
数
理
モ
デ
ル
の
分
析
で
得
ら
れ
た
結
果

が
現
実
世
界
で
は
成
立
し
な
い
こ
と
へ
の
懸
念
（
外
的
妥
当
性
の
問
題
）
が
、
こ
れ
ま
で
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
対
す
る
批
判
の
焦
点
と

な
っ
て
き
た（

（
（

。
外
的
妥
当
性
の
問
題
が
重
要
な
の
は
、
規
範
理
論
の
研
究
者
が
、
モ
デ
ル
分
析
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
結
果
を
、
現
実
世
界
や

哲
学
的
議
論
に
ま
で
拡
張
で
き
る
か
を
決
定
づ
け
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
内
部
か
ら
も
、
外
的
妥
当
性

の
問
題
に
対
す
る
懸
念
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
Ｄ
・
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
は
、
コ
ン
ド
ル
セ
の
陪
審
定
理
モ
デ
ル
と
契
約
論
モ
デ
ル

（
正
義
の
導
出
手
続
の
モ
デ
ル
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
数
理
モ
デ
ル
と
現
実
世
界
、
哲
学
的
モ
デ
ル
と
現
実
世
界
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
成
立

し
な
い
た
め
に
、
両
モ
デ
ル
の
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
へ
の
援
用
は
困
難
で
あ
る
と
指
摘
す
る（

（
（

。
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
の
問

題
は
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
が
主
張
す
る
集
合
知
が
も
つ
認
識
的
機
能
の
政
治
過
程
に
お
け
る
実
証
が
試
み
ら
れ
て
い
る
今
日
に
お
い

て（
（
（

、
い
っ
そ
う
重
要
な
も
の
に
な
る
。

認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
既
存
研
究
は
、
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
の
問
題
に
対
し
て
、
三
つ
の
解
決
策
を
提
案
し
て
き
た
。

第
一
の
解
決
策
は
、
数
理
モ
デ
ル
を
現
実
世
界
に
近
づ
け
る
よ
う
に
複
雑
化
し
て
い
く
提
案
で
あ
る
。
第
二
の
解
決
策
は
、
数
理
モ
デ
ル
の

成
立
条
件
の
一
部
を
現
実
的
な
も
の
に
変
更
す
る
提
案
で
あ
る
。
第
三
の
解
決
策
は
、
モ
デ
ル
と
現
実
世
界
と
の
相
違
を
、
現
実
世
界
を
改

善
す
る
た
め
の
規
範
的
参
照
点
と
し
て
利
用
す
る
提
案
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
数
理
モ
デ
ル
の
利
用
目
的
を
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
説
明
に
求
め
る

こ
と
で
、
外
的
妥
当
性
の
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
回
避
す
る
議
論
も
な
さ
れ
て
き
た
（「
モ
デ
ル
思
考
（m

odel thinking

）」
論（

（
（

）。
本
稿
で
は
、

外
的
妥
当
性
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
前
述
の
三
つ
の
解
決
策
に
注
目
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
三
つ
の
解
決
策
が
、
予
測
、
説
明
、

規
範
性（

（
（

と
い
っ
た
規
範
的
政
治
理
論
が
モ
デ
ル
分
析
に
期
待
す
る
複
数
の
目
的
を
実
現
し
な
が
ら
、
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
の
問

題
を
解
消
で
き
る
の
か
は
、
ま
だ
検
証
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
内
的
妥
当
性
も
自
明
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
認
知
的
分
業
が
も
つ
認
識
的
機
能
を
説
明
す
る
数
理
モ
デ
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ル
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
対
象
を
モ
デ
ル
化
す
る
際
の
不
適
切
さ
や
モ
デ
ル
分
析
の
誤
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
れ
は
、
一0

つ
の

0

0

数
理
モ
デ

ル
を
取
り
上
げ
る
だ
け
で
は
、
モ
デ
ル
分
析
の
内
的
妥
当
性
を
十
分
に
保
証
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る（

（1
（

。
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の

既
存
研
究
に
み
ら
れ
る
単
一
モ
デ
ル
の
分
析
、
代
表
的
モ
デ
ル
を
取
り
上
げ
た
分
析
、
統
一
モ
デ
ル
の
探
求
、
特
定
の
モ
デ
ル
を
擁
護
し
て

他
の
モ
デ
ル
を
批
判
す
る
議
論
は
、
こ
の
問
題
に
十
分
に
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
な
い（

（1
（

。
歪
み
や
誤
り
を
含
み
う
る
複
数
の

0

0

0

数
理
モ
デ
ル
群

か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
信
頼
に
足
る
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
出
す
の
か
と
い
う
課
題
は
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
い
て
ま

だ
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
既
存
研
究
に
お
い
て
、
数
理
モ
デ
ル
分
析
を
援
用
す
る
こ
と
の
妥
当
性
を
、

モ
デ
リ
ン
グ
理
論
側
か
ら
評
価
す
る
議
論
も
き
わ
め
て
少
な
い（

（1
（

。

２　

目
指
す
貢
献
と
方
法

本
稿
の
狙
い
は
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
数
理
モ
デ
ル
分
析
が
、
現
実
世
界
お
よ
び
規
範
的
議
論
に
対
し
て
信
頼
で
き
る
論
拠
を
提

供
す
る
た
め
の
研
究
設
計
を
、
科
学
哲
学
に
お
け
る
モ
デ
リ
ン
グ
と
理
想
化
（idealization

）
を
め
ぐ
る
議
論
を
参
照
点
と
し
て
検
討
す
る
こ

と
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、「
政
治
哲
学
の
方
法
を
政
治
哲
学
者
自
身
が
自
己
認
識
す
る
際
、
科
学
方
法
論
の
既
存
の
知
見
を
参
照
す
る
こ
と

が
実
り
多
い
出
発
点
に
な
り
う
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
き
た（

（1
（

。
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
が
、
数
理
モ
デ
ル
を
用
い
て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
認

識
的
機
能
の
解
明
を
め
ざ
す
と
き
に
も
、
科
学
哲
学
の
手
法
が
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

本
稿
の
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
対
す
る
貢
献
は
、
数
理
モ
デ
ル
の
複
数
性
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
内
的
妥
当
性

を
高
め
、
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
の
向
上
の
端
緒
と
な
る
信
頼
性
の
高
い
基
盤
を
提
供
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
起
す
る
こ
と
に
あ

る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
に
向
け
て
、（
１
）
複
数
の
モ
デ
ル
を
用
い
て
対
象
の
全
体
像
を
把
握
す
る
「
多
重
モ
デ
ル
に
よ
る
理
想
化
（m

ultiple-

m
odels idealizatio

（
（1
（n

）」
の
概
念
を
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
研
究
設
計
に
採
用
す
る
こ
と
、（
２
）「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
（robustness 

analysi

（
（1
（s

）」
の
手
法
を
通
じ
て
数
理
モ
デ
ル
の
複
数
性
を
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
内
的
妥
当
性
の
向
上
に
利
用
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
指

摘
す
る
。
科
学
哲
学
の
分
野
に
限
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
概
念
と
手
法
を
接
合
し
て
、
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
内
的
妥
当
性
を
高
め
る
議
論
が
す
で

に
提
起
さ
れ
て
き
た（

（1
（

。
本
稿
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
意
義
は
、
数
理
モ
デ
ル
の
複
数
性
を
モ
デ
ル
分
析
の
内
的
妥
当
性
へ
と
変
換
す
る
だ
け
で
な
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く
、
内
的
妥
当
性
の
高
い
分
析
が
、
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
を
間
接
的
に
高
め
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

た
め
の
基
盤
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
既
存

の
議
論
を
発
展
さ
せ
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
適
用
し
た
点
に
あ
る
。

た
だ
し
、
本
稿
は
、
科
学
哲
学
の
分
野
に
新
し
い
知
見
を
付
け
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
認
識
的
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
論
へ
の
理
解
を
深
め
、
新
た
な
研
究
展
望
を
得
る
た
め
に
有
益
と
思
わ
れ
る
範
囲
で
、
科
学
哲
学
の
知
見
を
選
択
的
に
参
照
す
る
も

の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
限
定
さ
れ
た
議
論
で
あ
り
な
が
ら
、「
多
重
モ
デ
ル
に
よ
る
理
想
化
」
や
「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
」
と

い
っ
た
概
念
と
手
法
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
対
し
て
新
た
な
研
究
の
方
向
性
を
提
示
す
る
貢
献
を
め
ざ
す
。

以
下
、
第
二
節
で
は
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
節
で
は
、
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
の
問
題

に
対
し
て
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
が
提
示
し
て
き
た
三
つ
の
解
決
策
を
批
判
的
に
検
討
す
る
。
第
四
節
で
は
、
今
後
の
認
識
的
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
論
研
究
に
お
い
て
、
複
数
の
種
類
の
モ
デ
ル
に
よ
る
説
明
が
許
容
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
、「
多
重
モ
デ
ル
に
よ
る
理
想
化
」
の
概
念

を
参
照
し
て
提
案
す
る
。
第
五
節
で
は
、
第
四
節
の
提
案
を
も
と
に
し
て
、
複
数
の
モ
デ
ル
に
共
通
す
る
要
因
を
探
求
す
る
「
ロ
バ
ス
ト
ネ

ス
分
析
」
に
取
り
組
む
こ
と
の
有
用
性
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
本
稿
が
提
案
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
理
論
的
貢
献
に
つ
い
て
論
じ
る
。
第
六

節
で
は
、
本
稿
の
結
論
と
残
さ
れ
た
課
題
を
述
べ
る
。

二　

認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
基
本
的
特
徴

は
じ
め
に
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
定
義
、
意
義
、
射
程
、
位
置
づ
け
、
論
争
敵
、
論
証
構
造
に
つ
い
て
簡
潔
に
示
す
。
Ｈ
・
ラ
ン

デ
モ
ア
に
よ
れ
ば
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
認
識
的
側
面
へ
の
関
心
は
、（
１
）
熟
議
民
主
主
義
論
の
文
脈
に
内
在
し
て
い
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

真
理
追
跡
機
能
へ
の
関
心
、（
２
）
後
期
ロ
ー
ル
ズ
の
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
議
論
に
お
い
て
真
理
が
争
点
と
さ
れ
な
い
こ
と
へ
の
疑
問
、

（
３
）
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
全
方
位
的
な
正
当
化
に
認
識
的
側
面
か
ら
の
根
拠
が
欠
か
せ
な
い
と
す
る
議
論
の
提
起
、（
４
）
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

認
識
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
が
進
展
し
た
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
高
ま
っ
て
き
た
と
さ
れ
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
生
じ
て
き
た
今
日
の
認

識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
の
か
。
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（
１
）
定
義
：
民
主
的
決
定
の
正
し
さ
へ
の
着
目

今
日
の
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
最
大
公
約
数
的
な
特
徴
は
、
民
主
的
意
思
決
定
過
程
が
真
理
追
跡
機
能
を
提
供
す
る
こ
と
へ
の
着
目

で
あ
る
と
い
え
る（

（1
（

。
本
稿
で
は
、
Ｆ
・
ピ
ー
タ
ー
に
従
っ
て
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
を
、「
民
主
的
な
意
思
決
定
の
価
値
を
、
そ
の
政

治
的
平
等
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ゆ
え
に
評
価
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
知
識
を
生
み
出
す
潜
在
力
も
含
め
て
評
価
す
る
議
論
」
と
定
義
す

る（
（1
（

。
ピ
ー
タ
ー
の
定
義
を
採
用
す
る
利
点
は
、
今
日
の
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
が
も
つ
多
様
な
特
徴
を
包
摂
で
き
る
汎
用
性
に
あ
る
。

な
お
、
手
続
独
立
の
正
し
さ
へ
の
言
及
が
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
主
要
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
す
る
議
論
も
な
さ
れ
て
き
た（

（2
（

。

し
か
し
、
近
年
で
は
、
手
続
独
立
の
正
し
さ
の
基
準
を
、
実
体
的
に
特
定
す
る
の
で
は
な
く
、
形
式
的
な
前
提
と
し
て
設
定
す
る
例
が
多
く

な
っ
て
い
る（

（2
（

。

（
２
）
意
義
：
三
つ
の
期
待

認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
は
、
狭
義
、
広
義
、
架
橋
的
の
三
つ
の
意
義
が
展
望
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の

狭
義
の
意
義
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
認
識
的
優
位
性
を
証
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
プ
ラ
ト
ン
の
議
論
を
代
表
例
と
し
て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が

恣
意
的
で
認
識
的
に
も
劣
る
結
論
を
導
い
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
危
惧
が
伝
統
的
に
表
明
さ
れ
て
き
た（

（2
（

。
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
、
こ
の

伝
統
的
な
危
惧
を
覆
す
こ
と
を
試
み
る（

（2
（

。
こ
の
試
み
が
成
功
す
れ
ば
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
規
範
的
な
主
張
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
に
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
広
義
の
意
義
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
帰
結
主
義
の
要
請
に
も
配
慮
し
て
正
当
化
す
る
こ
と
に
あ

る
。
手
続
主
義
と
総
称
さ
れ
る
規
範
的
民
主
主
義
論
で
は
、
平
等
、
参
加
、
公
正
と
い
っ
た
価
値
の
促
進
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
正
統
性
の

根
拠
と
さ
れ
て
き
た
。
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
意
義
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
正
当
化
す
る
根
拠
の
リ
ス
ト
の
中
に
、
正
し
さ
の
実
現
と

い
う
認
識
的
根
拠
を
加
え
る
こ
と
に
あ
る（

（2
（

。
こ
こ
で
「
正
し
さ
（correctness

）」
と
は
、
事
実
命
題
に
か
か
わ
る
正
し
さ
（truth

）
と
価
値

命
題
に
か
か
わ
る
道
徳
的
正
し
さ
（rightness

）
の
両
方
を
含
む
概
念
と
さ
れ
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う
な
帰
結
の
向
上
に
正
当
化
の
根
拠
を
求
め
る

立
場
は
帰
結
主
義
と
呼
ば
れ
る
。
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
広
義
の
意
義
は
、
帰
結
主
義
の
要
請
に
も
配
慮
し
た
か
た
ち
で
、
デ
モ
ク
ラ
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シ
ー
の
正
統
性
を
支
え
る
議
論
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。

第
三
に
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
架
橋
的
意
義
は
、
手
続
主
義
と
帰
結
主
義
を
架
橋
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。
熟
議

民
主
主
義
論
に
お
い
て
、
手
続
主
義
の
要
請
と
帰
結
主
義
の
要
請
は
、
熟
議
手
続
を
通
じ
て
調
和
さ
れ
る
と
主
張
さ
れ
て
き
た（

（2
（

。
認
識
的
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
、
民
主
的
手
続
を
通
じ
て
帰
結
の
改
善
が
も
た
ら
さ
れ
る
因
果
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
示
す
こ
と
で
、
手
続
主
義
と
帰
結
主
義
を

架
橋
す
る
意
義
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
真
理
追
跡
機
能
を
、
何
に
対
し
て
用
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
知
る

た
め
に
は
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
射
程
に
つ
い
て
知
る
必
要
が
あ
る
。

（
３
）
射
程
：
政
治
的
テ
ー
マ

認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
い
て
、
民
主
的
意
思
決
定
過
程
が
真
理
追
跡
性
に
優
れ
る
の
は
、
政
治
を
め
ぐ
る
課
題
で
あ
る
と
さ
れ

る（
（2
（

。
で
は
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
が
、
民
主
的
意
思
決
定
過
程
の
俎
上
に
載
せ
る
政
治
的
テ
ー
マ
と
は
具
体
的
に
は
何
か
。

エ
ス
ト
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
、
政
治
的
議
論
の
対
象
は
、
根
本
悪
（
戦
争
、
飢
饉
、
経
済
的
衰
退
、
政
治
的
衰
退
、
疫
病
、
民
族
浄
化
と
こ
れ
ら
か

ら
類
推
さ
れ
る
事
柄
が
含
ま
れ
る（

（2
（

）
を
回
避
す
る
と
い
う
「
誰
に
と
っ
て
も
重
要
な
道
徳
的
判
断
」
で
あ
る（

（2
（

。
ラ
ン
デ
モ
ア
に
と
っ
て
、「
政
治

の
核
心
と
は
、
人
類
が
人
間
生
活
に
と
も
な
う
リ
ス
ク
と
不
確
実
性
を
ひ
と
つ
の
集
合
的
問
題
と
し
て
扱
う
課
題
領
域
で
あ
る（

（3
（

」。
政
治
が

扱
う
課
題
は
、
不
確
実
性
に
満
ち
て
い
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
担
当
者
を
選
任
で
き
ず
、
集
合
的
な
解
決
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（3
（

。

結
局
の
と
こ
ろ
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者
が
民
主
的
な
意
思
決
定
に
つ
い
て
論
じ
る
の
は
、
政
治
的
テ
ー
マ
の
性
質
（
全
員
に
と
っ
て

重
要
な
道
徳
的
判
断
や
不
確
実
性
へ
の
対
処
）
が
、
少
数
者
に
よ
る
意
思
決
定
に
適
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
４
）
位
置
づ
け
：
社
会
的
認
識
論
に
お
け
る
位
置

認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
、
社
会
的
協
働
や
交
流
を
通
じ
て
認
識
的
改
善
が
間
主
観
的
に
生
じ
る
こ
と
へ
の
洞
察
に
立
脚
し
て
い
る
。

こ
の
洞
察
を
通
じ
て
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
社
会
的
認
識
論
と
し
て
の
性
格
が
明
ら
か
に
な
る
。
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社
会
的
認
識
論
と
は
、「
社
会
的
な
関
係
性
、
役
割
、
利
害
、
制
度
が
知
識
に
も
た
ら
す
意
味
に
つ
い
て
の
概
念
的
ま
た
規
範
的
な
研
究
」

を
指
す（

（3
（

。
と
く
に
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
、
制
度
に
よ
る
認
識
的
な
改
善
効
果
を
比
較
す
る
タ
イ
プ
の
社
会
的
認
識
論
に
分
類
さ
れ

る（
（3
（

。
た
と
え
ば
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
、
規
範
的
政
治
理
論
の
文
脈
で
統
治
に
か
か
る
制
度
構
想
の
モ
デ
ル
を
比
較
し
、
独
裁
制
や

寡
頭
制
と
い
っ
た
決
定
制
度
に
対
す
る
民
主
的
意
思
決
定
制
度
の
認
識
的
優
位
を
説
明
し
よ
う
と
試
み
る（

（3
（

。
も
ち
ろ
ん
、
民
主
的
意
思
決
定

は
完
全
で
は
あ
り
え
な
い
。
議
論
の
焦
点
は
、
民
主
的
意
思
決
定
制
度
が
他
の
制
度
と
比
較
し
て
認
識
的
に
優
れ
た
結
果
を
導
く
確
率
の
高

さ
に
向
け
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
規
範
理
論
と
し
て
の
特
徴
は
、
制
度
を
通
じ
て
、
個
人
の
能
力
や
動
機
づ
け
を
高
め

る
方
法
に
つ
い
て
議
論
す
る
点
に
求
め
ら
れ
る（

（3
（

。

（
５
）
論
争
敵
：
エ
ピ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー

認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
が
最
大
の
論
争
敵
と
す
る
の
が
、「
エ
ピ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
（epistocracy

）」
す
な
わ
ち
知
者
に
よ
る
支
配
で
あ

る（
（3
（

。
エ
ピ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
の
主
張
は
、「
も
し
既
存
の
認
識
的
基
準
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
よ
く
知
る
個
人
が
存
在
す
る
の
で
、

そ
の
知
者
が
統
治
を
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る（

（3
（

。
こ
の
主
張
は
、
以
下
の
三
つ
の
前
提
に
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
既
存
の
認
識
的
基
準
が
存
在
す
る

②
知
者
（
認
識
的
基
準
を
充
足
す
る
た
め
に
必
要
な
手
段
に
つ
い
て
よ
く
知
る
者
）
が
存
在
す
る

③
知
者
が
統
治
す
べ
き
で
あ
る

認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
、
上
記
の
前
提
の
い
ず
れ
か
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
、
知
者
の
支
配
に
対
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
優

位
性
を
主
張
し
よ
う
と
試
み
る
。

①
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者
は
、
正
義
、
価
値
や
道
徳
、
不
確
実
性
に
か
か
わ
る
問
題
に
は
、
客
観
的
な
正

し
さ
を
事
前
に
想
定
で
き
な
い
こ
と
を
根
拠
と
し
て
挙
げ
る（

（3
（

。
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②
が
不
適
切
で
あ
る
と
す
る
議
論
に
は
、
専
門
家
に
対
す
る
集
合
知
や
多
数
決
手
続
の
認
識
的
優
位
性
、
あ
る
い
は
知
者
を
選
任
す
る
際

の
合
意
形
成
の
困
難
を
根
拠
と
す
る
も
の
が
あ
る（

（4
（

。
と
く
に
、
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
は
、
誰
に
と
っ
て
も
重
要
な
道
徳
的
判
断
を
め
ぐ
る
意
思
決

定
に
お
い
て
、「
知
者
と
し
て
の
地
位
は
、
政
治
的
正
当
化
が
要
求
す
る
よ
う
な
方
法
で
は
一
般
的
に
受
容
可
能
で
な
い
」
と
し
て
エ
ピ
ス

ト
ク
ラ
シ
ー
を
批
判
す
る（

（4
（

。

エ
ス
ト
ラ
ン
ド
は
、
③
に
つ
い
て
も
「
専
門
家
を
ボ
ス
と
す
る
こ
と
の
誤
謬
（expert boss fallacy

）」
に
陥
っ
て
い
る
と
し
て
批
判
す

る（
（4
（

。
民
主
的
正
統
性
を
評
価
す
る
基
準
と
し
て
、
認
識
的
基
準
の
み
が
特
権
的
地
位
を
も
つ
の
で
は
な
い
。
民
主
的
正
統
性
は
、
手
続
的
基

準
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
基
準
に
よ
っ
て
も
評
価
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
知
者
と
統
治
者
が
一
致
す
る
必
然
性
は
な
い
と
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
は

述
べ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
、
エ
ピ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
を
論
争
敵
と
し
て
批
判
を
加
え
る
。
そ
し
て
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
論
自
身
の
課
題
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
知
者
を
特
権
化
す
る
こ
と
な
く
知
を
取
り
入
れ
る
の
か
」
と
い
う
課

題
を
設
定
す
る（

（4
（

。
こ
れ
に
対
す
る
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
解
答
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
６
）
論
証
構
造
：
二
つ
の
論
証

こ
れ
ま
で
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
、
以
下
の
二
つ
の
命
題
の
論
証
を
目
指
し
て
き
た
。

（
第
一
命
題
）
あ
る
種
の
民
主
的
意
思
決
定
過
程
は
、
認
識
的
価
値
を
実
現
す
る

（
第
二
命
題
）
認
識
的
価
値
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
民
主
的
正
統
性
の
必
要
条
件
で
あ
る

認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
、
こ
れ
ら
認
識
的
機
能
と
認
識
的
価
値
に
関
わ
る
二
つ
の
命
題
を
合
わ
せ
て
次
の
よ
う
な
主
張
を
展
開
し
て
き

た
。



311 坂井亮太【認識的デモクラシー論の内的妥当性と外的妥当性】

（
中
心
的
主
張
）
あ
る
種
の
民
主
的
意
思
決
定
過
程
は
、
認
識
的
価
値
の
実
現
を
通
じ
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
民
主
的
正
統
性
の
獲
得
に

寄
与
す
る（

（4
（

。

ⅰ　

第
一
命
題
の
論
証
：
狭
義
の
理
論

狭
義
の
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
で
は
、
上
記
の
第
一
命
題
の
み
が
論
証
さ
れ
る（

（4
（

。
実
際
に
、
狭
義
の
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者
か
ら

は
、
意
思
決
定
手
続
の
認
識
的
機
能
の
解
明
を
目
的
と
し
、
価
値
の
論
争
に
は
関
わ
ら
な
い
立
場
が
表
明
さ
れ
る（

（4
（

。

第
一
命
題
の
真
偽
は
、
コ
ン
ド
ル
セ
の
陪
審
定
理
な
ど
の
数
理
モ
デ
ル
を
援
用
す
る
こ
と
で
与
え
ら
れ
て
き
た（

（4
（

。
数
理
モ
デ
ル
は
、
モ
デ

リ
ン
グ
分
析
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ
で
モ
デ
リ
ン
グ
と
は
、「
モ
デ
ル
の
構
築
や
分
析
を
通
じ
て
、
現
実
世
界
を
間
接
的
に
研
究
す

る
手
法
の
こ
と
」
を
指
す（

（4
（

。
数
理
モ
デ
ル
分
析
は
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
第
一
命
題
の
信
頼
性
を
担
保
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

本
稿
の
主
眼
は
、
こ
の
第
一
命
題
の
論
証
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

ⅱ　

第
二
命
題
の
論
証
：
広
義
の
理
論

第
二
命
題
の
妥
当
性
は
、
と
く
に
広
義
の
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。
広
義
の
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
で

は
、
事
象
の
解
明
に
加
え
て
、（
も
し
く
は
そ
れ
以
上
に
）
哲
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
固
有
の
課
題
で
あ
る
と
こ
ろ
の
価
値
を
め
ぐ
る
問
題
の
解
明
に

関
心
が
向
け
ら
れ
る
。
広
義
の
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
で
は
、
第
一
命
題
と
第
二
命
題
を
組
み
合
わ
せ
て
、「
あ
る
種
の
民
主
的
意
思
決

定
過
程
は
、
認
識
的
価
値
の
実
現
を
通
じ
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
民
主
的
正
統
性
の
獲
得
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
規
範
的
主
張
が
め
ざ
さ
れ
る
。

第
二
命
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
、（
１
）
認
識
的
価
値
を
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
規
範
的
正
当
化
の
必
須
条
件
と
す
る
の
か
に
つ
い
て
、

（
２
）
認
識
的
価
値
と
他
の
手
続
的
価
値
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
既
存
の
議
論
に
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
規
範

的
正
当
化
の
根
拠
と
し
て
、
認
識
的
価
値
を
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
で
含
め
る
か
を
め
ぐ
り
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る（

（4
（

。
そ
の
詳
細
な

検
討
は
、
別
稿
に
譲
り
、
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
多
様
な
先
行
研
究
は
、
こ
れ

ら
二
つ
の
命
題
を
め
ぐ
る
検
証
の
試
み
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



312政治思想とダイバーシティ【政治思想研究 第19号／2019年５月】

三　

数
理
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
の
問
題
へ
の
取
り
組
み

１　

三
つ
の
解
決
策
と
理
想
化
の
概
念
を
用
い
た
整
理

本
稿
の
課
題
に
戻
ろ
う
。
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
理
論
的
展
望
に
根
拠
を
与
え
る
の
が
、
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
援
用
で
あ
る
。
し
か

し
、
数
理
モ
デ
ル
に
は
一
般
に
、
対
象
の
特
徴
を
ど
の
よ
う
に
数
学
的
に
表
現
す
る
か
と
い
っ
た
モ
デ
ル
固
有
の
特
性
や
意
図
的
に
加
え
ら

れ
た
歪
み
が
含
ま
れ
て
い
る（

（5
（

。
ま
た
、
多
く
の
場
合
で
、
数
理
モ
デ
ル
と
対
象
と
が
類
似
し
て
い
な
い
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
。

そ
こ
で
、
数
理
モ
デ
ル
の
援
用
を
正
当
化
す
る
何
ら
か
の
解
釈
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
の
解
釈
が
、
理
想
化
の
概
念
で
あ
る
。
理

想
化
と
は
、
現
実
世
界
か
ら
一
連
の
モ
デ
リ
ン
グ
の
手
続
を
通
じ
て
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
際
に
、
意
図
的
に
モ
デ
ル
に
対
し
て
現
実
世
界
の

対
象
と
は
異
な
る
歪
み
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
を
指
す（

（5
（

。
理
想
化
に
は
、
複
数
の
様
式
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

本
節
で
は
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
が
、
外
的
妥
当
性
の
問
題
に
取
り
組
む
過
程
で
提
示
さ
れ
た
三
つ
の
解
決
策
に
注
目
す
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
解
決
策
を
、
理
想
化
の
概
念
を
用
い
て
分
類
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
解
決
策
が
、

モ
デ
ル
分
析
に
期
待
さ
れ
る
予
測
、
説
明
、
規
範
性
と
い
っ
た
複
数
の
目
的
を
実
現
し
な
が
ら
、
外
的
妥
当
性
の
問
題
を
解
消
で
き
る
の
か

検
討
す
る
。

（
１
）
モ
デ
ル
を
現
実
に
完
全
一
致
さ
せ
る
解
決
策

第
一
の
解
決
策
は
、
数
理
モ
デ
ル
を
現
実
世
界
に
合
わ
せ
て
複
雑
化
し
て
い
く
こ
と
を
通
じ
、
モ
デ
ル
と
現
実
世
界
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
解

消
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
そ
の
典
型
例
は
、
ラ
ン
デ
モ
ア
に
よ
る
議
論
で
あ
る（

（5
（

。

ラ
ン
デ
モ
ア
は
、
民
主
的
意
思
決
定
の
理
想
像
を
理
論
的
に
提
示
す
る
意
図
で
、
認
知
的
分
業
に
関
す
る
「
多
様
性
が
能
力
に
勝
る
定

理
」
モ
デ
ル
（
以
下
、
Ｄ
Ｔ
Ａ
と
略
記
）
に
言
及
す
る（

（5
（

。
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ラ
ン
デ
モ
ア
は
、
Ｄ
Ｔ
Ａ
モ
デ
ル
を
単
純
な
モ
デ
ル
か
ら
ス
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タ
ー
ト
さ
せ
、
将
来
的
に
は
複
雑
な
モ
デ
ル
に
し
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
唱
す
る
。
具
体
的
に
は
、
単
純
化
さ
れ
た
Ｄ
Ｔ
Ａ
モ
デ
ル
に
、

価
値
の
多
元
性
、
戦
略
的
行
為
、
そ
の
他
の
阻
害
要
因
と
い
っ
た
要
素
を
再
導
入
し
て
モ
デ
ル
を
複
雑
化
す
る
こ
と
で
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

現
実
世
界
に
お
け
る
振
る
舞
い
を
確
か
め
る
こ
と
を
展
望
す
る（

（5
（

。
最
終
的
に
、
モ
デ
ル
の
妥
当
性
は
実
証
結
果
に
照
ら
し
て
検
証
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
と
ラ
ン
デ
モ
ア
は
述
べ
る（

（5
（

。

ガ
リ
レ
イ
的
理
想
化

Ｄ
Ｔ
Ａ
モ
デ
ル
の
複
雑
化
を
試
み
る
ラ
ン
デ
モ
ア
の
議
論
は
、
数
理
モ
デ
ル
を
ガ
リ
レ
イ
的
理
想
化
と
み
な
す
立
場
に
立
脚
し
て
い
る
。

ガ
リ
レ
イ
的
理
想
化
（Galilean idealization

）
と
は
、「
モ
デ
ル
を
数
学
や
数
値
計
算
で
扱
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
単
純
化
を
目
的
と
し

て
モ
デ
ル
に
ゆ
が
み
を
導
入
す
る
行
為
で
あ
る（

（5
（

」。
ガ
リ
レ
イ
的
理
想
化
に
お
い
て
は
、
当
初
導
入
さ
れ
た
歪
み
は
や
が
て
系
統
的
に
取
り

除
か
れ
、
理
想
化
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
が
め
ざ
さ
れ
る（

（5
（

。
ガ
リ
レ
イ
的
理
想
化
の
特
徴
は
、（
１
）
数
値
計
算
を
行
い
や
す
く
す
る
目
的
で

導
入
さ
れ
る
こ
と
、（
２
）
よ
り
正
確
に
対
象
を
表
現
す
る
た
め
に
モ
デ
ル
構
築
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
、（
３
）
計
算
可
能
性
の
改
善
を
通
じ

て
理
想
化
を
解
消
し
て
現
実
世
界
を
鏡
写
し
に
し
た
複
雑
な
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
最
終
的
に
め
ざ
さ
れ
る
点
に
あ
る（

（5
（

。

ガ
リ
レ
イ
的
理
想
化
に
対
す
る
批
判

し
か
し
、
ガ
リ
レ
イ
的
理
想
化
で
は
、
規
範
性
お
よ
び
説
明
と
い
う
モ
デ
リ
ン
グ
の
目
的
を
実
現
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
ガ
リ
レ
イ
的

理
想
化
に
対
す
る
第
一
の
批
判
と
し
て
、
モ
デ
ル
分
析
に
規
範
的
な
意
味
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
。
エ
ス
ト

ラ
ン
ド
は
、
理
想
と
現
実
と
の
類
似
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
「
認
識
的
ミ
ラ
ー
リ
ン
グ
の
見
方
（epistem

ic m
irroring view

）」
と
呼
び
、

こ
の
見
方
で
は
現
実
世
界
に
お
け
る
欠
陥
や
課
題
を
特
定
す
る
た
め
の
批
判
的
距
離
が
消
滅
し
て
、
規
範
的
な
意
味
が
失
わ
れ
る
と
批
判
す

る（
（5
（

。第
二
の
批
判
と
し
て
、
ガ
リ
レ
イ
的
理
想
化
は
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
説
明
力
を
高
め
な
い
点
を
指
摘
で
き
る
。
モ
デ
ル
と
現
実
と

の
相
違
を
な
く
し
て
い
け
ば
、
モ
デ
ル
を
用
い
た
現
実
世
界
の
現
象
の
予
測
精
度
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る（

（6
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
世
界
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と
同
じ
よ
う
に
複
雑
な
モ
デ
ル
は
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
理
解
可
能
な
説
明
を
与
え
る
と
い
う
目
的
を
十
分
に
果
た
せ
な
く
な
る
。

（
２
）
モ
デ
ル
の
一
部
分
を
現
実
に
一
致
さ
せ
る
解
決
策

第
二
の
解
決
策
は
、
数
理
モ
デ
ル
の
成
立
条
件
の
一
部
を
現
実
的
な
も
の
に
変
更
し
、
モ
デ
ル
が
説
明
力
を
も
つ
射
程
を
拡
張
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
で
あ
る
。
そ
の
典
型
例
と
し
て
、
Ｃ
・
リ
ス
ト
と
Ｒ
・
グ
ッ
デ
ィ
ン
が
行
っ
た
Ｃ
Ｊ
Ｔ
の
設
定
を
現
実
的
な
も
の
に
拡
張
す
る
試
み

や
、
社
会
的
選
択
理
論
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
多
数
の
同
様
の
試
み
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

リ
ス
ト
と
グ
ッ
デ
ィ
ン
は
、
従
来
二
つ
の
選
択
肢
を
め
ぐ
る
過
半
数
投
票
方
式
の
数
理
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
Ｃ
Ｊ
Ｔ
を
、
三
つ
以
上
の
選
択

肢
に
つ
い
て
の
単
純
多
数
決
（plurality voting,

一
人
一
票
を
投
票
し
最
多
得
票
を
得
た
選
択
肢
が
選
ば
れ
る
方
式
）
へ
と
拡
張
す
る
こ
と
を
試
み

て
い
る（

（6
（

。
選
択
肢
の
数
や
投
票
方
式
の
拡
張
だ
け
で
な
く
、
集
団
の
平
均
正
答
率
が
二
分
の
一
よ
り
大
き
い
こ
と
を
要
求
す
る
条
件
を
緩
和

す
る
場
合
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
介
在
に
よ
り
独
立
の
判
断
が
行
わ
れ
な
い
場
合
、
戦
略
投
票
が
行
わ
れ
る
場
合
な
ど
、
こ
れ
ま
で
Ｃ

Ｊ
Ｔ
モ
デ
ル
の
拡
張
は
複
数
試
み
ら
れ
て
き
た（

（6
（

。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
モ
デ
ル
の
拡
張
は
一
部
分
に
と
ど
ま
り
、
ラ
ン
デ
モ
ア
の

よ
う
に
現
実
世
界
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
ま
で
モ
デ
ル
を
複
雑
化
す
る
こ
と
を
め
ざ
さ
な
い
点
で
あ
る
。

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
の
理
想
化

リ
ス
ト
と
グ
ッ
デ
ィ
ン
を
は
じ
め
多
く
の
論
者
が
取
り
組
ん
で
き
た
Ｃ
Ｊ
Ｔ
の
拡
張
の
事
例
に
お
い
て
、
数
理
モ
デ
ル
は
投
票
手
続
の
コ

ア
の
部
分
の
み
を
写
し
取
っ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
解
釈
は
、
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
の
理
想
化
と
呼
ば
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
立
脚
し

て
い
る
。

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
の
理
想
化
（m

inim
alist idealization

）
と
は
、「
現
象
を
生
じ
さ
せ
る
主
要
な
因
果
的
要
素
だ
け
を
含
ん
だ
モ
デ
ル
を
構
築

し
、
そ
れ
を
研
究
す
る
行
為
の
こ
と
を
い
う（

（6
（

」。
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
の
理
想
化
を
経
た
モ
デ
ル
は
、
現
象
の
発
生
お
よ
び
現
象
の
基
本
的
特
徴

に
差
異
を
生
む
核
と
な
る
因
果
的
要
素
だ
け
を
含
ん
で
い
る（

（6
（

。
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
の
理
想
化
の
特
徴
に
は
、（
１
）
差
異
を
生
み
出
す
核
と
な

る
因
果
要
因
を
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
、（
２
）
理
想
化
が
（
現
象
の
説
明
、
現
象
間
の
パ
タ
ー
ン
、
因
果
的
要
素
に
つ
い
て
の
）
科
学
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的
説
明
に
役
立
つ
と
い
う
理
由
で
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
、（
３
）
最
小
モ
デ
ル
に
さ
ら
に
詳
し
い
内
容
を
付
け
加
え
て
も
パ
タ
ー
ン
の
説
明

が
向
上
す
る
と
は
考
え
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る（

（6
（

。
ガ
リ
レ
イ
的
理
想
化
が
計
算
可
能
性
の
向
上
の
都
度
モ
デ
ル
の
複
雑
化
に
取
り
組
み
、

理
想
化
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
一
方
で
、
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
の
理
想
化
は
こ
れ
を
試
み
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
の
理
想
化
は
、

そ
の
単
純
化
さ
れ
た
要
素
間
の
関
係
性
を
説
明
す
る
こ
と
で
、
現
象
が
生
じ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
理
解
に
資
す
る
役
割
を
果
た
す
。

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
の
理
想
化
に
対
す
る
批
判

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
の
理
想
化
を
行
っ
た
モ
デ
ル
は
、
説
明
や
理
解
と
い
っ
た
目
的
に
は
有
用
性
を
も
つ
が
、
現
象
の
全
体
像
の
記
述
や
現
実

世
界
に
お
け
る
予
測
と
い
っ
た
目
的
に
は
役
立
た
な
い
こ
と
が
あ
る
。

Ｍ
・
Ｐ
・
サ
フ
ォ
ン
と
Ｎ
・
ウ
ル
ビ
ナ
テ
ィ
の
議
論
は
、
こ
の
点
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
サ
フ
ォ
ン
と
ウ
ル
ビ
ナ
テ
ィ
は
、
数
理
モ

デ
ル
分
析
を
用
い
た
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
既
存
の
議
論
は
、
知
識
や
認
知
面
で
の
多
様
性
を
モ
デ
ル
化
し
て
い
る
が
、
価
値
の
多
様

性
と
合
意
不
可
能
性
と
い
う
現
実
世
界
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
直
面
す
る
要
素
を
捨
象
し
て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
を
批
判
す
る（

（6
（

。
ま
た
、
現
実

世
界
の
重
要
な
一
側
面
を
捨
象
し
た
モ
デ
ル
は
、
現
実
世
界
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
全
体
像
を
捉
え
き
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
現
実
世

界
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
認
識
的
機
能
の
予
測
に
と
っ
て
役
立
た
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

（
３
）
モ
デ
ル
と
現
実
と
の
相
違
を
利
用
す
る
解
決
策

第
三
の
解
決
策
は
、
モ
デ
ル
と
現
実
世
界
と
の
相
違
を
、
現
実
世
界
を
改
善
す
る
た
め
の
規
範
的
参
照
点
と
し
て
利
用
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

で
あ
る
。
こ
の
解
決
策
を
と
る
代
表
的
な
論
者
に
、
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
が
い
る
。

エ
ス
ト
ラ
ン
ド
は
、
モ
デ
ル
と
現
実
世
界
と
の
相
違
を
、
理
想
と
現
実
と
の
距
離
を
測
定
す
る
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。
エ

ス
ト
ラ
ン
ド
は
、
現
実
世
界
の
理
想
か
ら
の
逸
脱
を
「
均
衡
を
は
か
る
た
め
の
逸
脱
（countervailing deviation

）」
と
呼
び
現
実
に
対
す
る

批
判
の
参
照
点
と
す
る（

（6
（

。
ま
ず
、
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
は
、
理
想
的
な
熟
議
モ
デ
ル
を
哲
学
的
記
述
に
よ
り
提
示
す
る
。
こ
の
現
実
世
界
と
異
な

る
理
想
的
モ
デ
ル
は
、「
テ
ン
プ
レ
ー
ト
と
し
て
逸
脱
の
水
準
を
示
し
、
測
定
し
、
も
っ
て
認
識
的
な
治
療
的
措
置
を
媒
介
す
る
」
役
割
を
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担
う（

（6
（

。
外
的
妥
当
性
の
問
題
を
、
理
想
か
ら
の
逸
脱
を
測
る
尺
度
と
し
て
、
規
範
的
目
的
に
利
用
す
る
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
の
議
論
は
鮮
や
か
で

あ
る
。

仮
説
的
モ
デ
リ
ン
グ

エ
ス
ト
ラ
ン
ド
は
、
規
範
的
に
望
ま
し
い
条
件
を
す
べ
て
備
え
た
理
想
的
な
条
件
を
用
い
て
、
哲
学
的
に
記
述
さ
れ
た
熟
議
モ
デ
ル
を
例

化
し
て
い
る（

（6
（

。
こ
こ
で
、
モ
デ
ル
記
述
の
例
化
（instantiation

）
と
は
、
数
理
モ
デ
ル
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
具
体
的
な
数
値
を
入
れ
る
こ
と

を
意
味
す
る（

（7
（

。
た
と
え
ば
、
Ｃ
Ｊ
Ｔ
モ
デ
ル
は
、
多
数
決
に
よ
る
認
識
的
改
善
を
得
る
の
に
必
要
な
〇
・
五
よ
り
大
き
い
正
答
率
の
値
を
用

い
て
例
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
想
的
条
件
に
よ
り
例
化
さ
れ
た
モ
デ
ル
は
、
現
実
世
界
と
の
相
違
を
知
る
た
め
の
「
テ
ン
プ
レ
ー

ト
」
と
し
て
規
範
的
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
理
想
的
な
環
境
で
行
わ
れ
る
熟
議
は
、
実
際
に
は
存
在
し
な
い

対
象
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
存
在
し
な
い
対
象
を
モ
デ
リ
ン
グ
す
る
行
為
の
こ
と
」
を
、
仮
説
的
モ
デ
リ
ン
グ
（hypothetical m

odeling

）
と
呼
ぶ
。

仮
説
的
モ
デ
リ
ン
グ
の
対
象
は
、「
可
能
的
存
在
」
で
あ
る
。
仮
説
的
モ
デ
リ
ン
グ
で
は
、
数
理
モ
デ
ル
、
数
値
計
算
モ
デ
ル
、
物
理
モ
デ

ル
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る（

（7
（

。
こ
れ
に
哲
学
的
に
表
現
さ
れ
た
モ
デ
ル
を
加
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
仮
説
的
モ
デ
リ
ン
グ
の
特
徴
と

し
て
、（
１
）
現
実
の
シ
ス
テ
ム
の
理
解
に
役
立
て
る
目
的
で
反
事
実
的
知
識
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
、（
２
）
可
能
的
存
在
を
対
象
と
す
る
こ

と
、（
３
）
数
理
モ
デ
ル
、
数
値
計
算
モ
デ
ル
、
物
理
モ
デ
ル
、
哲
学
的
に
表
現
さ
れ
た
モ
デ
ル
な
ど
の
複
数
の
モ
デ
ル
表
現
が
許
容
さ
れ

る
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

仮
説
的
モ
デ
リ
ン
グ
が
利
用
さ
れ
る
理
由
は
、「
現
実
の
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
完
全
に
理
解
す
る
に
は
、
実
質
的
な
反
事
実
的
知
識
が
必

要
に
な
る
。
…
こ
う
し
た
知
識
は
現
実
に
あ
る
も
の
を
超
え
、
そ
う
し
た
モ
デ
ル
の
構
造
や
ふ
る
ま
い
が
、
こ
の
私
た
ち
自
身
の
世
界
で
例

化
さ
れ
て
い
た
場
合
に
世
界
は
一
体
ど
う
な
っ
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
」
こ
と
を
期
待
す
る
た
め
で
あ
る（

（7
（

。
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
を
対
象
と
し
た
仮
説
的
モ
デ
リ
ン
グ
に
よ
り
、（
１
）
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
潜
在
的
に
も
ち
う
る
機
能
、
お
よ
び
、（
２
）
そ
の
潜
在
的
機

能
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
現
実
世
界
に
あ
る
ど
の
条
件
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
有
効
な
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
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仮
説
的
モ
デ
リ
ン
グ
に
対
す
る
批
判

し
か
し
、
仮
説
的
モ
デ
リ
ン
グ
は
、
現
実
世
界
に
あ
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
正
当
化
を
め
ざ
す
際
に
は
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
小
さ
い
。
仮
説

的
モ
デ
リ
ン
グ
は
、
現
実
世
界
に
お
け
る
現
象
の
予
測
や
記
述
と
い
っ
た
モ
デ
リ
ン
グ
の
目
的
に
は
役
立
た
な
い
こ
と
が
あ
る
。
可
能
的
存

在
と
し
て
の
理
想
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
現
実
世
界
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
異
な
る
。
そ
の
た
め
、
可
能
的
存
在
を
対
象
と
し
た
仮
説
的
モ

デ
ル
を
援
用
し
て
も
、
現
実
世
界
の
現
象
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

Ｊ
・
ブ
レ
ナ
ン
の
議
論
は
、
こ
の
点
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
ブ
レ
ナ
ン
は
、
Ｃ
Ｊ
Ｔ
や
Ｄ
Ｔ
Ａ
が
理
想
的
な
条
件
で
例
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
挙
げ
て
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者
が
頻
繁
に
援
用
す
る
複
数
の
数
理
モ
デ
ル
は
、
そ
の
成
立
条
件
が
現
実
世
界
に
お
い
て
満

た
さ
れ
な
い
た
め
に
、
現
実
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
認
識
的
に
優
れ
る
こ
と
の
証
明
も
、
現
実
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
の
記
述
も
提
供
し

な
い
と
批
判
す
る（

（7
（

。

２　

理
想
化
の
異
な
る
目
的

認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
み
ら
れ
る
三
種
類
の
理
想
化
の
様
式
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
目
的
を
実
現
す
る（

（7
（

。
こ
れ

ら
の
目
的
は
、「
表
現
的
理
想
（representational ideals

）」
と
呼
ば
れ
、「
理
論
的
モ
デ
ル
の
構
築
、
分
析
、
評
価
を
左
右
す
る
よ
う
な
目
的

と
な
る（

（7
（

」。
①
ガ
リ
レ
イ
的
理
想
化
で
実
現
さ
れ
る
目
的
：　

現
象
の
す
べ
て
の
特
性
を
高
い
精
緻
さ
で
表
現
す
る
こ
と
（
完
全
性（

（7
（

）

②
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
の
理
想
化
で
実
現
さ
れ
る
目
的
：　

差
異
を
生
む
因
果
要
因
だ
け
を
モ
デ
ル
に
含
め
る
こ
と
（
一
意
因
果
性（

（7
（

）

③
仮
説
的
モ
デ
リ
ン
グ
で
実
現
さ
れ
る
目
的
：　

現
実
的
対
象
と
非
現
実
的
対
象
の
比
較
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
、
最
も
広
い
適
用
範

囲
を
も
つ
理
論
的
枠
組
み
を
提
供
す
る
こ
と
（
可
能
的
一
般
性（

（7
（

）。
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単
一
の
モ
デ
ル
で
は
、
す
べ
て
の
理
想
化
の
目
的
（
表
現
的
理
想
）
を
同
時
に
高
水
準
で
実
現
で
き
な
い（

（7
（

。
た
と
え
ば
、
ガ
リ
レ
イ
的
理

想
化
が
め
ざ
す
対
象
の
精
緻
な
表
現
は
、
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
の
理
想
化
が
め
ざ
す
差
異
を
生
む
因
果
要
因
だ
け
を
表
現
し
た
モ
デ
ル
と
対
立
す

る
。
あ
る
い
は
、
仮
説
的
モ
デ
リ
ン
グ
が
め
ざ
す
非
現
実
的
な
対
象
を
も
含
め
た
一
般
性
の
高
い
モ
デ
ル
表
現
は
、
ガ
リ
レ
イ
的
理
想
化
が

め
ざ
す
現
実
世
界
の
対
象
に
つ
い
て
の
精
緻
な
表
現
と
対
立
す
る（

（8
（

。
こ
の
よ
う
な
対
立
は
解
消
し
が
た
い（

（8
（

。

３　

三
つ
の
解
決
策
は
外
的
妥
当
性
の
問
題
を
解
消
で
き
る
か

認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
が
提
示
す
る
三
つ
の
解
決
策
に
よ
り
、
外
的
妥
当
性
の
問
題
へ
の
懸
念
は
解
消
さ
れ
る
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
議

論
か
ら
、
解
消
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
の
理
由
は
、
三
つ
の
解
決
策
の
い
ず
れ
か
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
数
理
モ
デ
ル
に
よ

る
分
析
が
も
つ
予
測
力
、
説
明
力
、
規
範
性
と
い
う
強
み
の
い
ず
れ
か
が
犠
牲
に
な
る
た
め
で
あ
る
。

第
二
の
理
由
は
、
要
求
さ
れ
る
モ
デ
ル
と
現
実
世
界
と
の
類
似
性
の
程
度
が
、
読
み
手
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
要
請
に
応
じ
て
異
な
る

か
ら
で
あ
る（

（8
（

。
数
理
モ
デ
ル
分
析
が
、
対
象
に
関
し
て
意
味
の
あ
る
示
唆
を
与
え
る
た
め
に
は
、
モ
デ
ル
が
対
象
と
重
要
な
点
に
お
い
て
類

似
し
て
い
る
必
要
が
あ
る（

（8
（

。
し
か
し
、
モ
デ
ル
と
現
実
世
界
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
成
立
可
能
性
は
、
読
み
手
の
受
容
可
能
性
に
大
き
く
依
存

し
て
お
り
、
常
に
不
合
意
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
既
存
の
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
三
つ

の
解
決
策
は
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
は
、
予
測
、
説
明
、
規
範
性
と
い
っ
た
規
範
的
政
治
理
論
が
モ
デ
ル
分
析
に
期
待
す
る
複
数
の
目
的
を
同

時
に
実
現
し
な
が
ら
、
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
の
問
題
を
解
消
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

複
数
モ
デ
ル
の
活
用
を
め
ざ
し
て

１　

認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
期
待
さ
れ
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
、
既
存
の
三
つ
の
解
決
策
は
、
い
ず
れ
も
単
独
で
は
モ
デ
ル
分
析
に
期
待
さ
れ
る
複
数
の
目
的
を
同
時
に
実
現
し
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な
が
ら
、
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
の
問
題
を
解
消
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
認
識
的
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
論
が
外
的
妥
当
性
の
問
題
に
取
り
組
む
際
に
、
有
効
と
思
わ
れ
る
研
究
の
方
向
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。

認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
有
効
と
思
わ
れ
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
第
一
に
、
対
象
、
理
想
化
、
モ
デ
ル
表
現
が
異
な
る
複
数
の
モ

デ
ル
分
析
の
結
果
を
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
と
し
て
総
合
し
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
複
雑
な
現
象
を
分
析
す
る
課
題
に
取
り
組
む
こ

と
で
あ
る
。
第
二
に
、
複
数
の
モ
デ
ル
間
に
共
通
す
る
要
因
に
つ
い
て
探
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。

２	

「
多
重
モ
デ
ル
に
よ
る
理
想
化
」

こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
、
一
つ
の
モ
デ
ル
で
は
、
複
数
の
モ
デ
リ
ン
グ
の
目
的
を
実
現
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
対
す
る
一
つ
の
解
決
策
は
、
複
数
の
モ
デ
ル
を
用
い
て
複
数
の
目
的
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ア
イ
デ
ア
を
実
現
す
る

の
が
「
多
重
モ
デ
ル
に
よ
る
理
想
化
」
の
概
念
で
あ
る
。

「
多
重
モ
デ
ル
に
よ
る
理
想
化
」
と
は
、
一
つ
の
複
雑
な
現
象
に
つ
い
て
「
互
い
に
関
係
す
る
が
相
い
れ
な
い
よ
う
な
複
数
の
モ
デ
ル
を

作
る
と
い
う
行
為
」
を
指
す（

（8
（

。
一
般
に
「
多
重
モ
デ
ル
に
よ
る
理
想
化
」
が
必
要
と
さ
れ
る
理
由
は
、
第
一
に
対
象
が
き
わ
め
て
複
雑
で
あ

る
こ
と
、
第
二
に
単
一
の
モ
デ
ル
で
は
モ
デ
リ
ン
グ
の
複
数
の
目
的
を
同
時
に
達
成
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
に
よ
る（

（8
（

。「
多
重
モ
デ
ル

に
よ
る
理
想
化
」
の
特
徴
は
、（
１
）
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
デ
ル
が
現
象
を
生
じ
さ
せ
る
本
質
や
因
果
構
造
に
つ
い
て
異
な
っ
た
主
張
を
す
る
の

を
許
容
す
る
こ
と
、（
２
）
単
一
の
最
も
よ
い
モ
デ
ル
を
生
み
出
す
こ
と
を
期
待
し
な
い
こ
と
、（
３
）
複
数
の
異
な
る
目
的
意
識
を
も
っ
た

モ
デ
ル
群
を
包
摂
す
る
こ
と
に
あ
る（

（8
（

。

「
多
重
モ
デ
ル
に
よ
る
理
想
化
」
の
利
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
モ
デ
ル
分
析
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
複
雑
な
現
象
を
扱
う
と
き
に
は
、

「
あ
る
レ
ベ
ル
の
現
象
に
対
し
て
、
主
要
な
因
果
的
要
素
を
す
べ
て
含
む
単
一
の
最
小
モ
デ
ル
が
作
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
そ
う
し

た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
モ
デ
ル
の
集
合
は
作
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
モ
デ
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
要
素
を
浮
き
彫
り
に
し
、
そ
れ
ら

が
一
緒
に
な
っ
て
、
主
た
る
因
果
的
要
素
の
す
べ
て
を
説
明
す
る
」
こ
と
が
で
き
る（

（8
（

。
こ
れ
を
通
じ
て
、「
よ
り
真
実
に
近
い
理
論
を
導
け

る
」
可
能
性
が
あ
る
と
期
待
さ
れ
る（

（8
（

。
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３　

対
立
か
ら
総
合
へ

（
１
）
既
存
の
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
み
ら
れ
る
傾
向

「
多
重
モ
デ
ル
に
よ
る
理
想
化
」
の
概
念
が
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
与
え
る
示
唆
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
は
、
複
数
の
異
な
る
モ
デ
ル
を
対
立
さ
せ
批
判
の
材
料
と
す
る
議
論
が
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
熟
議

モ
デ
ル
を
擁
護
し
て
Ｃ
Ｊ
Ｔ
モ
デ
ル
を
批
判
す
る
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
の
議
論（

（8
（

、
Ｊ
・
デ
ュ
ー
イ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
モ
デ
ル
を
擁
護
し
て
Ｃ
Ｊ

Ｔ
と
Ｄ
Ｔ
Ａ
を
批
判
す
る
Ｅ
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
議
論（

（9
（

は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

し
か
し
、「
多
重
モ
デ
ル
に
よ
る
理
想
化
」
の
考
え
方
に
照
ら
せ
ば
、
モ
デ
ル
の
違
い
を
対
立
図
式
や
批
判
の
根
拠
と
し
て
き
た
既
存
の

議
論
と
は
異
な
っ
た
、
新
た
な
研
究
の
方
向
性
が
見
え
て
く
る
。
対
象
と
理
想
化
の
様
式
を
異
に
す
る
各
モ
デ
ル
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い

う
複
雑
な
現
象
の
全
体
像
を
表
現
す
る
た
め
の
パ
ー
ツ
と
し
て
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
中
に
統
合
さ
れ
、
そ
の
位
置
づ
け
を
与
え
ら

れ
る
必
要
が
あ
る
。
今
日
の
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
異
な
っ
た
モ
デ
ル
同
士
を
批
判
す
る
よ
う
な
議
論
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
デ
ル
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
た
見
取
り
図
を
作
成
し
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
認
識
的
機
能
に
関
す
る
未
知
の
部
分

を
埋
め
て
い
く
作
業
で
あ
る
。

（
２
）
外
的
妥
当
性
の
問
題
に
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
と
し
て
取
り
組
む
提
案

そ
こ
で
、
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
の
向
上
を
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
全
体
と
し
て
実
現
し
て
い
く
こ

と
の
有
効
性
を
指
摘
し
た
い
。
た
と
え
ば
、
Ｃ
Ｊ
Ｔ
、
Ｄ
Ｔ
Ａ
、
熟
議
の
モ
デ
ル
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
多
数
決
、
問
題
解
決
、
意
見
形
成

の
側
面
に
注
目
し
た
、
対
象
を
異
に
す
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
分
析
の
結
果
を
蓄
積
し
総
合
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
が
も
つ
認
識
的
機
能
と
い
う
多
面
的
で
複
雑
な
現
象
を
、
よ
り
包
括
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
通
じ
て
、
モ
デ
ル
分

析
が
全
体
と
し
て
一
般
化
可
能
性
を
高
め
、
外
的
妥
当
性
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
対
象
、
理
想
化
、
モ
デ
ル
表
現
を
異
に
す
る
複
数
の
数
理
モ
デ
ル
を
収
集
し
、
総
合
す
る
こ
と
で
、
モ
デ
ル
分
析
に
期
待
さ
れ
る
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異
な
る
目
的
を
実
現
し
た
分
析
が
可
能
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
現
実
世
界
の
予
測
に
は
、
ガ
リ
レ
イ
的
理
想
化
を
行
っ
た
複
雑
な
モ
デ
ル
を

用
い
る
一
方
で
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
説
明
は
、
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
の
理
想
化
を
行
っ
た
モ
デ
ル
に
ゆ
だ
ね
る
と
い
っ
た
、
数
理
モ
デ
ル
の
使
い
分

け
を
行
う
処
方
が
有
効
で
あ
る
。
そ
し
て
、
個
別
の
モ
デ
ル
分
析
だ
け
で
は
限
界
が
あ
っ
た
外
的
妥
当
性
の
向
上
と
い
う
課
題
に
、
認
識
的

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
が
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
多
重
モ
デ
ル
に
よ
る

理
想
化
」
の
概
念
は
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
複
雑
な
対
象
を
、
モ
デ
ル
を
用
い
て
分
析
す
る
際
に
求
め
ら

れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
の
新
た
な
理
解
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

五　

数
理
モ
デ
ル
の
複
数
性
と
内
的
妥
当
性

１　

数
理
モ
デ
ル
の
複
数
性
と
内
的
妥
当
性
の
緊
張
関
係

本
稿
の
狙
い
は
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
た
め
の
研
究
設
計
を
、
科
学
哲
学
に
お
け
る
モ
デ
リ
ン
グ
理
論
を
参

照
点
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
検
討
を
通
じ
て
、
本
稿
は
、
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
の
問
題
に
対
し
て
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
論
が
提
示
し
て
き
た
三
つ
の
解
決
策
が
、
単
独
で
は
モ
デ
ル
分
析
に
期
待
さ
れ
る
予
測
、
説
明
、
規
範
性
と
い
っ
た
役
割
を
犠
牲
に
す

る
こ
と
な
く
、
外
的
妥
当
性
の
問
題
を
解
消
し
が
た
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

加
え
て
、
本
稿
は
、
複
数
の
モ
デ
ル
の
並
存
を
許
容
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
分
析
の
結
果
を
総
合
し
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
複
雑
な
現
象
の
包
括
的
な
把
握
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
が
、
こ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
に
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
通
じ
て
、
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
を
高
め
て
い
く
提
案
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
モ
デ
ル
分
析
の
内
的
妥
当
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
同
一
対
象
に
対
し
て
前
提
や
結
論
を
異
に
す
る
複
数
の
数
理
モ

デ
ル
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
懸
念
と
な
り
う
る
。
な
ぜ
な
ら
、
複
数
の
モ
デ
ル
の
存
在
は
、
モ
デ
ル
分
析
の
不
適
切
さ
を
示
唆
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
数
理
モ
デ
ル
の
複
数
性
と
内
的
妥
当
性
の
間
に
は
、
緊
張
関
係
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
本
節
で
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は
、
数
理
モ
デ
ル
の
複
数
性
と
内
的
妥
当
性
と
の
緊
張
関
係
を
解
消
す
る
方
法
を
検
討
す
る
。
こ
れ
を
通
じ
て
、
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
外
的

妥
当
性
の
問
題
に
取
り
組
む
、
も
う
一
つ
の
経
路
を
指
摘
す
る
。

２　
「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
」

本
稿
は
、
数
理
モ
デ
ル
の
複
数
性
が
、
モ
デ
ル
分
析
の
内
的
妥
当
性
を
高
め
る
資
源
に
な
り
う
る
可
能
性
に
着
目
す
る
。
数
理
モ
デ
ル
の

複
数
性
と
内
的
妥
当
性
の
緊
張
関
係
は
、
数
理
モ
デ
ル
の
複
数
性
を
、
モ
デ
ル
分
析
の
内
的
妥
当
性
を
高
め
る
資
源
と
解
釈
す
る
こ
と
で
、

発
展
的
に
解
消
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
を
実
現
す
る
手
法
が
「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
」
で
あ
る
。
科
学
哲
学
に
お
い
て
、「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
」
は
、
複
数
あ
る
モ
デ
ル

の
中
で
、
信
頼
性
の
高
い
も
の
、
あ
る
い
は
、
モ
デ
ル
の
中
で
信
頼
性
の
高
い
部
分
を
見
つ
け
る
た
め
の
分
析
手
法
と
さ
れ
る（

（9
（

。「
ロ
バ
ス

ト
ネ
ス
分
析
」
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
シ
ス
テ
ム
を
複
数
並
列
し
て
お
く
こ
と
で
、
モ
デ
ル
固
有
の
誤
謬
に
左
右
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
低
減
す

る
仕
組
み
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
同
一
の
結
果
が
複
数
の
独
立
の
方
法
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
と
き
、
そ
れ
ら
の
方
法
に
含
ま
れ
て
い
る
間

違
い
や
バ
イ
ア
ス
が
原
因
と
な
っ
て
誤
謬
に
行
き
着
い
て
し
ま
う
確
率
は
低
く
な
る
」
だ
ろ
う（

（9
（

。
一
つ
の
現
象
に
つ
い
て
の
複
数
の
異
な
る

モ
デ
ル
に
共
通
す
る
予
測
結
果
が
存
在
す
れ
ば
、
そ
れ
は
現
象
に
お
け
る
重
要
な
特
徴
を
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
」
は
、
Ｗ
・
ウ
ィ
ム
サ
ッ
ト
の
提
案
を
基
本
形
と
し
て
次
の
手
順
で
行
わ
れ
る
。
①
モ
デ
ル
群
を
調
べ
て
、
モ
デ

ル
す
べ
て
で
共
通
す
る
結
果
す
な
わ
ち
ロ
バ
ス
ト
な
特
性
を
見
つ
け
る
。
②
そ
の
結
果
を
生
み
出
す
共
通
の
構
造
を
探
し
て
、
モ
デ
ル
分
析

を
行
う（

（9
（

。「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
」
を
通
じ
て
、
モ
デ
ル
の
中
で
と
く
に
重
要
な
要
因
と
結
果
の
頑
強
性
が
明
ら
か
に
な
る
。

Ｊ
・
ク
オ
リ
コ
ス
キ
ー
ら
は
、「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
」
の
利
点
と
し
て
次
の
二
つ
を
挙
げ
る
。「
第
一
に
、『
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
』
は
、

結
果
が
特
定
の
誤
り
か
ら
生
じ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
誤
謬
を
退
け
て
く
れ
る
。
第
二
に
、『
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
』
は
、

結
果
に
と
っ
て
ど
の
要
素
が
重
要
な
の
か
を
特
定
す
る
こ
と
を
通
じ
、
モ
デ
ル
を
構
成
す
る
多
数
の
要
素
同
士
の
相
対
的
重
要
性
に
つ
い
て

の
主
張
を
確
証
し
て
く
れ
る（

（9
（

」。
つ
ま
り
、「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
」
は
、
複
数
の
モ
デ
ル
に
共
通
す
る
特
徴
を
、
検
証
す
る
に
足
る
信
頼
性

の
高
い
仮
説
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
モ
デ
ル
分
析
の
内
的
妥
当
性
を
高
め
る
の
で
あ
る
。
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数
理
モ
デ
ル
の
複
数
性
を
資
源
と
し
て
、「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
」
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
モ

デ
ル
間
に
共
通
す
る
要
因
は
、
個
々
の
モ
デ
ル
に
含
ま
れ
る
歪
み
に
左
右
さ
れ
る
度
合
い
の
低

い
、
内
的
妥
当
性
の
高
い
分
析
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
多
様
な
モ
デ
ル
と
条
件
の

下
で
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
認
識
的
機
能
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
機
能
は
真
正
な
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
現
実
世
界
や
哲
学
的
議
論
に
お
い
て
も
、
こ
の
機
能
を
観
察
お
よ

び
妥
当
な
も
の
と
し
て
承
認
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
内
的
妥
当
性
の
高

い
モ
デ
ル
分
析
の
結
果
は
、
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
の
向
上
の
端
緒
と
な
る
信
頼
性

の
高
い
基
盤
を
提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
間
接
的
に
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
の
向

上
に
寄
与
す
る（

（9
（

。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
本
稿
は
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
向
け
て
、

数
理
モ
デ
ル
の
複
数
性
を
利
用
す
る
こ
と
で
モ
デ
ル
分
析
の
内
的
妥
当
性
を
高
め
、
数
理
モ
デ

ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
を
間
接
的
に
向
上
さ
せ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
有
効
性
を
提
起
す
る
。

以
上
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
今
後
期
待
さ
れ
る
二
つ
の
研
究
課
題
を
示
し
た
。
こ

れ
ら
を
、
図
１
に
模
式
的
に
表
す
と
と
も
に
、
そ
の
分
析
例
を
示
そ
う
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に

は
、
多
数
決
、
問
題
解
決
、
意
見
形
成
な
ど
の
複
数
の
機
能
が
あ
る
。「
多
重
モ
デ
ル
に
よ
る

理
想
化
」
の
概
念
は
、
機
能
Ａ
に
つ
い
て
複
数
の
数
理
モ
デ
ル
が
存
在
す
る
こ
と
を
許
容
す

る
。
さ
ら
に
、
我
々
は
、
機
能
Ａ
に
つ
い
て
の
複
数
の
数
理
モ
デ
ル
を
対
象
に
、「
ロ
バ
ス
ト

ネ
ス
分
析
」
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
認
知
的
分
業
の
認
識
的
機
能
を
説
明
す
る

数
理
モ
デ
ル
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
析
に
は
、
認
知
的
分
業
を
、
各
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
も
つ

ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
多
様
性
で
表
現
し
た
Ｄ
Ｔ
Ａ
の
ほ
か
に
も
、
前
例
踏
襲
型
と
独
自

路
線
型
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
行
動
様
式
の
違
い
で
表
現
し
た
Ｅ
Ｌ
Ｍ
（E

pistem
ic Landscape 

M
odel

）、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
間
の
探
索
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
を
制
限
す
る
こ
と
で
表
現

図 １　認識的デモクラシー論に今後期待される研究課題
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し
たZollm

an

の
モ
デ
ル
、
未
探
求
の
課
題
を
解
決
し
た
と
き
の
期
待
成
功
報
酬
を
高
め
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
で
表
現
し
た
Ｍ
Ｃ
Ｒ

（M
arginal C

ontribution / R
ew

ard M
odel

）
が
存
在
す
る（

（9
（

。
理
想
化
の
程
度
は
、
Ｍ
Ｃ
Ｒ
の
抽
象
度
が
高
く
単
純
で
あ
り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
分
析
を
用
い
る
他
の
モ
デ
ル
は
相
対
的
に
抽
象
度
が
低
く
現
象
の
複
雑
さ
を
表
現
し
て
い
る
。
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
に
は
、

対
象
を
モ
デ
ル
化
す
る
際
の
不
適
切
さ
や
モ
デ
ル
分
析
の
誤
り
が
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（9
（

。
こ
れ
ら
の
歪
み
や
誤
り
を
含
み
う
る
複
数

の
数
理
モ
デ
ル
群
か
ら
、「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
」
は
、
個
別
の
モ
デ
ル
の
特
性
に
依
存
す
る
程
度
の
小
さ
い
、
信
頼
に
足
る
イ
ン
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
、
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
を
対
象
に
「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
」
を
実
施
す
る
と
、
不
確
実
性
が
高

く
課
題
の
構
造
が
把
握
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
素
人
集
団
の
認
識
的
優
位
性
を
確
認
で
き
る（

（9
（

。
そ
の
一
方
で
、
課
題
の
予
測
可
能
性
が

高
ま
る
に
つ
れ
、
知
者
と
素
人
の
混
合
が
優
れ
た
認
識
的
機
能
を
生
み
出
す
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る（

（9
（

。
こ
の
知
見
は
、
従
来
の
認
識
的
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
論
の
一
部
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
一
つ
の
代
表
的
な
数
理
モ
デ
ル
を
対
象
と
し
た
分
析
で
は
、
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ

る
。

３　

本
稿
の
提
案
の
理
論
的
貢
献

本
稿
は
、
複
数
の
数
理
モ
デ
ル
の
併
用
と
い
う
ア
イ
デ
ア
に
加
え
て
、
数
理
モ
デ
ル
の
複
数
性
を
、「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
」
を
利
用
し

て
、
モ
デ
ル
分
析
の
内
的
妥
当
性
の
向
上
へ
と
変
換
し
、
外
的
妥
当
性
の
た
め
の
信
頼
性
の
高
い
基
盤
を
提
供
す
る
提
案
を
行
っ
た
。
以
下

で
は
、
本
稿
の
提
案
に
認
め
ら
れ
る
理
論
的
貢
献
に
つ
い
て
論
じ
る
。

（
１
）
外
的
妥
当
性
の
問
題
の
軽
減

複
数
の
数
理
モ
デ
ル
の
併
存
を
許
す
こ
と
は
、
二
つ
の
経
路
を
経
て
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
を

高
め
る
。
第
一
の
経
路
は
、
対
象
や
理
想
化
の
程
度
を
異
に
す
る
複
数
の
数
理
モ
デ
ル
を
利
用
し
て
、
現
象
の
全
体
像
を
包
括
的
に
把
握
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
と
し
て
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
第
二
の
経
路
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
数
理
モ
デ
ル
の
複
数
性
を
「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
」
と
接
合
す
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る
こ
と
で
、
モ
デ
ル
分
析
の
内
的
妥
当
性
を
高
め
、
外
的
妥
当
性
の
た
め
の
信
頼
性
の
高
い
基
盤
を
提
供
す
る
経
路
で
あ
る
。

Ｍ
・
ワ
イ
ス
バ
ー
グ
は
、「
多
重
モ
デ
ル
に
よ
る
理
想
化
」
の
概
念
が
、「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
」
と
接
合
さ
れ
る
こ
と
で
、
モ
デ
ル
分
析

の
内
的
妥
当
性
を
高
め
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
た（

（10
（

。
本
稿
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
意
義
は
、
数
理
モ
デ
ル
の
複
数
性
を
、「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分

析
」
を
通
じ
て
モ
デ
ル
分
析
の
内
的
妥
当
性
へ
と
変
換
す
る
だ
け
で
な
く
、
内
的
妥
当
性
の
高
い
モ
デ
ル
分
析
は
、
外
的
妥
当
性
を
間
接
的

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
高
め
る

0

0

0

0

た
め
に
も
利
用
で
き
る
と
指
摘
し
て
、
既
存
の
ア
イ
デ
ア
を
発
展
さ
せ
た
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
本
稿
は
、
数
理
モ
デ

ル
の
複
数
性
を
利
用
し
た
現
象
の
包
括
的
な
把
握
お
よ
び
分
析
の
内
的
妥
当
性
の
向
上
と
い
う
経
路
を
通
じ
て
、
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当

性
を
向
上
さ
せ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
研
究
に
対
し
て
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
２
）
数
理
モ
デ
ル
の
複
数
性
を
活
用
す
る
視
点
の
導
入

認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
既
存
研
究
に
は
、
数
理
モ
デ
ル
の
複
数
性
に
対
し
て
、
特
定
の
数
理
モ
デ
ル
を
擁
護
し
て
他
を
批
判
す
る
議

論
や
統
一
モ
デ
ル
を
探
求
す
る
こ
と
で
数
理
モ
デ
ル
の
複
数
性
を
縮
減
す
る
議
論
が
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
つ
の
数
理
モ
デ
ル
の
分
析
に

の
み
依
拠
し
た
議
論
も
多
く
み
ら
れ
た（

（10
（

。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
議
論
に
は
、（
１
）
現
象
の
全
体
像
を
捉
え
き
れ
な
い
、（
２
）
モ
デ
ル
分
析
に
期
待
さ
れ
る
複
数
の
目
的
を
果
た

せ
な
い
、（
３
）
モ
デ
ル
に
固
有
の
歪
み
を
軽
減
で
き
な
い
欠
点
が
あ
る
。
本
稿
は
、
数
理
モ
デ
ル
の
複
数
性
を
、
モ
デ
ル
分
析
の
内
的
妥

当
性
と
外
的
妥
当
性
を
高
め
る
た
め
に
利
用
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
起
す
る
こ
と
で
、
既
存
の
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
い
て
不
足
し

て
き
た
数
理
モ
デ
ル
の
複
数
性
の
活
用
と
い
う
視
点
を
補
う
貢
献
が
で
き
た
。

（
３
）
経
験
的
研
究
と
の
接
続
の
支
援

最
後
に
、
本
稿
の
提
案
が
、
規
範
理
論
と
経
験
的
研
究
と
の
接
続
と
い
う
課
題
に
対
し
て
も
つ
意
義
に
つ
い
て
論
じ
る
。
規
範
理
論
に

は
、
経
験
的
研
究
に
対
し
て
実
現
す
べ
き
条
件
を
絞
り
込
ん
で
提
示
す
る
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る（

（10
（

。
本
稿
の
提
案
は
、
規
範
理
論
の
研
究

者
が
、
数
理
モ
デ
ル
群
の
中
で
核
と
な
る
要
因
を
知
る
こ
と
を
助
け
る
。
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
と
経
験
的
研
究
と
の
接
続
を
め
ざ
す
際
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に
、
規
範
理
論
の
研
究
者
は
、
こ
の
数
理
モ
デ
ル
群
の
核
と
な
る
要
因
に
つ
い
て
の
知
見
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
経
験
的
研
究
に
対
し
て
、

因
果
的
に
重
要
な
条
件
群
を
効
果
的
に
絞
り
込
ん
で
提
示
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
本
稿
の
提
起
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
こ
の
よ
う
に

し
て
規
範
的
研
究
と
経
験
的
研
究
と
の
接
続
を
支
援
す
る
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。

六　

結
論

認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
認
識
的
機
能
を
論
証
す
る
た
め
に
、
数
理
モ
デ
ル
分
析
を
援
用
し
て
き
た
。
し
か
し
、

本
稿
は
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
が
立
脚
す
る
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
援
用
と
い
う
論
証
構
造
に
、
外
的
妥
当
性
を
め
ぐ
る
問
題
が
存
在
す

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

本
稿
は
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
が
、
外
的
妥
当
性
の
問
題
に
対
し
て
、
三
つ
の
解
決
策
を
提
示
し
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
第
一

に
、
数
理
モ
デ
ル
を
現
実
世
界
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
ま
で
複
雑
化
さ
せ
る
提
案
が
あ
っ
た
。
第
二
に
、
数
理
モ
デ
ル
の
成
立
条
件
の
一
部
を
現

実
的
な
も
の
に
変
更
す
る
提
案
が
あ
っ
た
。
第
三
に
、
モ
デ
ル
と
現
実
世
界
と
の
相
違
を
、
現
状
を
批
判
す
る
た
め
の
参
照
点
と
み
な
し
、

両
者
の
相
違
を
規
範
的
に
利
用
す
る
提
案
が
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
解
決
策
を
、
モ
デ
リ
ン
グ
理
論
に
お
け
る
理
想
化
の
概

念
を
用
い
て
分
類
し
評
価
し
た
。
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
解
決
策
も
、
単
独
で
は
、
モ
デ
ル
分
析
に
期
待
さ
れ
る
複
数
の
目
的
を
同
時
に
実

現
し
な
が
ら
、
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
の
問
題
を
解
消
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

数
理
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
の
問
題
を
乗
り
越
え
て
、
モ
デ
ル
分
析
に
基
づ
い
て
現
実
世
界
と
規
範
的
議
論
に
対
す
る
示
唆
を
得
る

た
め
に
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
、
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
利
用
で
き
る
の
か
。
本
稿
は
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
解
答
と
し
て
、

複
数
の
異
な
る
モ
デ
ル
に
よ
る
説
明
を
総
合
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
示
し
、
さ
ら
に
複
数
の
モ
デ
ル
に
共
通
す
る
要
因
を
探
求
す
る
「
ロ
バ

ス
ト
ネ
ス
分
析
」
に
取
り
組
む
こ
と
の
有
効
性
を
指
摘
し
た
。
本
稿
の
貢
献
は
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
研
究
に
対
し
て
、
数
理
モ
デ
ル

の
複
数
性
を
利
用
し
て
、
分
析
の
包
括
性
と
内
的
妥
当
性
を
高
め
る
こ
と
を
通
じ
て
、
モ
デ
ル
分
析
の
外
的
妥
当
性
を
向
上
さ
せ
る
ア
プ

ロ
ー
チ
を
提
示
し
た
こ
と
に
あ
る
。
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し
か
し
、
本
稿
の
提
案
に
は
限
界
も
あ
る
。
第
一
に
、
本
稿
の
提
案
に
よ
る
外
的
妥
当
性
の
向
上
へ
の
寄
与
は
、
一
部
分
で
は
内
的
妥
当

性
の
確
保
を
通
じ
た
間
接
的
な
寄
与
と
な
る
。
第
二
に
、
ま
だ
途
上
に
あ
る
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
研
究
蓄
積
を

ま
っ
て
、
実
際
に
「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
」
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
第
三
に
、「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分

析
」
は
、
事
実
に
つ
い
て
の
確
証
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
点
で
あ
る
。「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
」
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
も
の
は
、
個
々
の

モ
デ
ル
に
依
存
す
る
度
合
い
の
低
い
仮
説
に
す
ぎ
な
い（

（10
（

。
し
か
し
、「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
」
の
結
果
が
重
要
な
の
は
、
我
々
が
、
そ
の
結

果
を
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
潜
在
的
に
も
っ
て
い
る
認
識
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
有
力
な
仮
説
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
今

後
の
研
究
進
展
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
「
ロ
バ
ス
ト
ネ
ス
分
析
」
の
結
果
は
、
我
々
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
認
識
的
機
能
を
理
解
す
る
際
に
、
焦

点
を
当
て
る
べ
き
重
要
な
要
因
を
知
る
た
め
の
有
意
味
な
参
照
点
に
な
る
だ
ろ
う
。

【
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〇
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〇
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。
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０
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８
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ietrich, U
m

berto Grandi, H
élène Landem

ore, Scott E. Page, M
arcus Pivato, K

ai Spiekerm
ann

先
生
に
謝
意
を
表
す
る
。
本
稿
の
不
明
は
、
す
べ
て
著
者
に
帰
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
研
究
資
金
は
す
べ
て
私
費
を
拠
出
し
た
。

（
1
）D

onald T
hom

as Cam
pbell and Julian Cecil Stanley, E

xperim
ental and Q

uasi-E
xperim

ental D
esigns for R

esearch, 2nd. print 

（Boston, M
A

: H
oughton M

iffl
in Com

p, 1967

）, p. 5. 

内
的
妥
当
性
は
、
形
式
的
に
は
、「
あ
る
実
験
Ｅ
に
お
い
て
、
要
因
（
群
）
Ａ
が
結
果
Ｂ
を
も

た
ら
し
た
と
実
験
者
が
考
え
る
と
き
に
、
実
際
に
Ａ
が
Ｂ
の
原
因
（
原
因
群
の
一
つ
）
で
あ
る
と
き
」
と
定
義
さ
れ
る
。
一
方
、
外
的
妥
当
性
は
、「
Ｅ

だ
け
で
な
く
、
関
心
の
あ
る
他
の
状
況
Ｆ
、
Ｇ
、
Ｈ
な
ど
の
集
合
に
お
い
て
も
Ａ
が
Ｂ
を
引
き
起
こ
す
と
き
」
と
定
義
さ
れ
る
。Francesco Guala, 

“Experim
ental Localism

 and External V
alidity, ” Philosophy of Science 70, no. 5 

（2003
）: p. 1198. 

こ
こ
で
は
、
本
稿
の
目
的
に
沿
っ
て
、



328政治思想とダイバーシティ【政治思想研究 第19号／2019年５月】

実
験
を
数
理
モ
デ
ル
に
、
実
験
者
を
モ
デ
ル
作
成
者
に
読
み
替
え
る
。
外
的
妥
当
性
の
概
念
の
対
象
は
広
い
が
、
本
稿
で
は
、
モ
デ
ル
分
析
の
現
実
世
界

に
お
け
る
有
効
性
と
哲
学
的
議
論
に
お
け
る
有
効
性
を
合
わ
せ
て
外
的
妥
当
性
の
問
題
と
総
称
し
、
他
方
、
モ
デ
ル
分
析
内
部
で
の
因
果
関
係
の
確
認
に

か
か
わ
る
問
題
を
内
的
妥
当
性
の
問
題
と
総
称
す
る
。

（
2
）
ラ
ン
デ
モ
ア
は
、
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者
で
あ
る
と
自
認
し
て
い
る
複
数
の
理
論
家
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
ラ
ン
デ
モ
ア
自

身
の
ほ
か
に
、
Ｄ
・
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
、
Ｃ
・
ニ
ノ
、
Ｔ
・
ク
リ
ス
チ
ア
ー
ノ
、
Ｇ
・
ガ
ウ
ス
、
Ｒ
・
グ
ッ
デ
ィ
ン
、
Ｊ
・
オ
バ
ー
、
Ｒ
・
タ
リ
ッ
セ
、
Ｆ
・

ピ
ー
タ
ー
、
あ
る
い
は
Ｊ
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
。H

élène Landem
ore, D

em
ocratic R

eason: Politics, Collective Intelligence, 
and the R

ule of the M
any 

（Princeton, N
J: Princeton U

niversity Press, 2013

）, pp. 1, 44.

（
3
）
こ
こ
で
援
用
と
は
、
既
存
の
数
理
的
証
明
と
モ
デ
ル
分
析
の
結
果
を
規
範
的
議
論
の
論
拠
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
4
）
例
え
ば
、Bryan Caplan, “T

he M
yth of the Rational V

oter and Political T
heory, ” in Collective W

isdom
: Principles and M

echanism
s, 

ed. H
élène Landem

ore and Jon Elster 

（Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 2012

）, pp. 319-37; Jason Brennan, A
gainst 

D
em

ocracy

（Princeton, N
J: Princeton U

niversity Press, 2016

）. 

ま
た
、Critical R

eview
 26, no. 1–2 

（2014

）
に
所
収
の
経
験
的
研
究
者
か

ら
の
批
判
論
文
を
参
照
。

（
5
）D

avid M
. Estlund, D

em
ocratic A

uthority: A
 Philosophical Fram

ew
ork 

（Princeton, N
J: Princeton U

niversity Press, 2008

）, pp. 
172–3, 231–2; cf. Elizabeth A

nderson, “A
n Epistem

ic D
efense of D

em
ocracy: D

avid Estlund ’s D
em

ocratic A
uthority, ” E

pistem
e 5, 

no. 1 

（2008

）: p. 133.

（
6
）H

élène Landem
ore, “Inclusive Constitution M

aking and Religious Rights: Lessons from
 the Icelandic Experim

ent, ” T
he Journal 

of Politics 79, no. 3 

（2017

）: pp. 762–79.

（
7
）H

élène Landem
ore, “Y

es, W
e Can 

（M
ake It U

p on V
olum

e
）: A

nsw
ers to Critics, ” Critical R

eview
 26, no. 1–2 

（2014

）: p. 199.

（
8
）
こ
こ
で
は
、
先
行
研
究
を
参
考
に
、
モ
デ
ル
分
析
に
期
待
さ
れ
る
目
的
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。
予
測
の
目
的
は
、
将
来
や
未
知
の
現
象
を
数
値

的
に
あ
る
い
は
言
明
的
に
推
測
す
る
こ
と
に
あ
る
。
説
明
の
目
的
は
、
経
験
的
現
象
に
つ
い
て
の
検
証
可
能
な
あ
る
い
は
理
解
可
能
な
説
明
を
提
供
す

る
こ
と
に
あ
る
。
規
範
性
の
目
的
は
、
あ
る
対
象
が
理
想
的
に
は
実
現
し
う
る
最
適
条
件
と
そ
の
帰
結
を
示
す
こ
と
で
、
対
象
の
現
状
を
診
断
し
改
善
の

処
方
を
描
く
た
め
の
基
準
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。Scott E. Page, T

he M
odel T

hinker: W
hat Y

ou N
eed to K

now
 to M

ake D
ata W

ork 
for Y

ou 

（N
ew

 Y
ork, N

Y
: Basic Books, 2018

）, p. 15; Jonathan Baron, “N
orm

ative M
odels of Judgm

ent and D
ecision M

aking, ” 
in B

lackw
ell H

andbook of Judgm
ent and D

ecision M
aking, ed. D

erek J. K
oehler and N

igel H
arvey 

（M
alden, M

A
: Blackw

ell 
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Publishing, 2004

）, pp. 19–21. 

認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
け
る
数
理
モ
デ
ル
分
析
に
は
、
Ｊ
・
ロ
ー
ル
ズ
が
示
し
た
政
治
哲
学
の
四
つ
の
役
割
の

う
ち
、
二
つ
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
ず
、
社
会
の
諸
制
度
の
合
理
性
を
示
す
役
割
を
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
認
識
的
機
能
に
つ
い
て
の
説

明
と
予
測
の
提
示
を
通
じ
て
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
加
え
て
、
諸
制
度
の
実
現
可
能
性
の
地
平
を
示
す
役
割
を
、
現
実
世
界
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
認

識
的
な
改
善
の
た
め
の
基
準
と
処
方
を
描
く
と
い
う
規
範
性
の
実
現
を
通
じ
て
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
通
じ
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
制

度
と
そ
れ
に
向
け
ら
れ
た
不
満
と
の
和
解
を
図
る
も
の
で
あ
る
。John Raw

ls, Justice as Fairness: A
 R

estatem
ent, ed. Erin K

elly 

（Cam
bridge, 

M
A

: Belknap Press of H
arvard U

niversity Press, 2001

）, pp. 3–5

（
田
中
成
明
他
訳
『
公
正
と
し
て
の
正
義 

再
説
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四

年
、
六
─
九
頁
）. 

な
お
、
予
測
、
説
明
、
規
範
性
の
選
定
は
、
広
瀬
の
規
範
的
政
治
理
論
に
お
け
る
形
式
的
な
分
析
の
役
割
に
つ
い
て
の
指
摘
を
参
考
に

し
た
。Iw

ao H
irose, “W

hy Be Form
al? , ” in Political T

heory: M
ethods and A

pproaches, ed. D
avid Leopold and M

arc Stears 

（O
xford: 

O
xford U

niversity Press, 2008
）, p. 73

（
山
岡
龍
一
他
訳
『
政
治
理
論
入
門
：
方
法
と
ア
プ
ロ
ー
チ
』、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
所

収
、
一
〇
三
頁
）. 

広
瀬
の
議
論
は
、
個
人
に
よ
る
判
断
と
意
思
決
定
の
分
析
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
本
稿
は
そ
の
射
程
を
集
合
的
な
判
断
と
意
思
決
定

の
議
論
に
拡
張
し
た
。

（
9
）
例
え
ば
、A

bigail T
hom

pson, “D
oes D

iversity T
rum

p A
bility? A

n Exam
ple of the M

isuse of M
athem

atics in the Social Sciences, ” 
N

otices of the A
M

S 61, no. 9 

（2014

）: pp. 1024–30; Jason M
cK

enzie A
lexander, Johannes H

im
m

elreich, and Christopher T
hom

pson, 
“Epistem

ic Landscapes, O
ptim

al Search, and the D
ivision of Cognitive Labor, ” Philosophy of Science 82, no. 3 

（2015

）: pp. 424–53; 
M

anuela Fernández Pinto and D
aniel Fernández Pinto, “Epistem

ic Landscapes Reloaded: A
n Exam

ination of A
gent-Based 

M
odels in Social Epistem

ology, ” H
istorical Social R

esearch 43, no. 1 

（163

） （2018

）: pp. 48–71; Patrick Grim
 et al., “D

iversity, 
A

bility, and Expertise in Epistem
ic Com

m
unities, ” Philosophy of Science, 

（Forthcom
ing

）.

（
10
）Bennett H

olm
an et al., “D

iversity and D
em

ocracy: A
gent-Based M

odeling in Political Philosophy, ” H
istorical Social R

esearch 
43, no. 1 

（163

） （2018

）: pp. 259–84.

（
11
）
例
え
ば
、
単
一
モ
デ
ル
の
分
析
と
し
てChristian List and Robert E. Goodin, “Epistem

ic D
em

ocracy: Generalizing the Condorcet 
Jury T

heorem
, ” Journal of P

olitical P
hilosophy 9, no. 3 

（2001

）: pp. 277–306. 

代
表
的
モ
デ
ル
の
分
析
と
し
てH

élène Landem
ore, 

D
em

ocratic R
eason 

（Princeton, N
J: Princeton U

niversity Press, 2013

）. 
統
一
モ
デ
ル
の
探
求
と
し
てM

arcus Pivato, “E
pistem

ic 
D

em
ocracy w

ith Correlated V
oters, ” Journal of M

athem
atical E

conom
ics 72 

（2017
）: pp. 51–69. 

特
定
の
モ
デ
ル
を
擁
護
す
る
議
論
と
し

てElizabeth A
nderson, “T

he Epistem
ology of D

em
ocracy, ” E

pistem
e 3, no. 1–2 

（2006
）: pp. 8–22.
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（
12
）
ラ
ン
デ
モ
ア
に
は
、
モ
デ
リ
ン
グ
理
論
に
つ
い
て
部
分
的
な
言
及
が
あ
る
。Landem

ore, “Y
es, W

e Can 

（M
ake It U

p on V
olum

e

）, ” pp. 
200–2. 

し
か
し
、
ラ
ン
デ
モ
ア
は
、
数
理
モ
デ
ル
分
析
の
目
的
を
仮
説
構
築
に
求
め
る
一
方
で
、
そ
れ
に
必
要
な
方
法
論
に
つ
い
て
は
論
じ
て
い
な
い
。

Ibid., p. 199. 

最
近
に
な
っ
て
、
Ｓ
・
ペ
イ
ジ
も
複
数
の
モ
デ
ル
に
よ
る
分
析
の
必
要
性
を
「
複
数
モ
デ
ル
思
考
（m

any-m
odel thinking

）」
と
し
て

提
唱
し
た
が
、
ペ
イ
ジ
は
認
識
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
け
る
モ
デ
ル
分
析
の
方
法
論
の
提
示
を
意
図
し
て
お
ら
ず
、
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
分
析
手
法

の
提
案
も
行
っ
て
い
な
い
。Scott E. Page, T

he M
odel T

hinker 

（N
ew

 Y
ork, N

Y
: Basic Books, 2018

）.

（
13
）
松
元
雅
和
『
応
用
政
治
哲
学
：
方
法
論
の
探
究
』、
風
行
社
、
二
〇
一
五
年
、
三
六
頁
。

（
14
）M

ichael W
eisberg, Sim

ulation and Sim
ilarity, O

xford Studies in Philosophy of Science 

（O
xford: O

xford U
niversity Press, 2013

）, 
p. 103

（
松
王
政
浩
訳
『
科
学
と
モ
デ
ル
：
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
哲
学
入
門
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
、
一
五
九
頁
）.

（
15
）W

illiam
 C. W

im
satt, R

e-E
ngineering Philosophy for Lim

ited Beings: Piecew
ise A

pproxim
ations to R

eality 

（Cam
bridge, M

A
: 

H
arvard U

niversity Press, 2007
）, p. 46.

（
16
）W

eisberg, Sim
ulation and Sim

ilarity, p. 174

（
二
七
四
頁
）.

（
17
）H

élène Landem
ore, “Beyond the Fact of D

isagreem
ent? T

he Epistem
ic T

urn in D
eliberative D

em
ocracy, ” Social E

pistem
ology 

31, no. 3 

（2017

）: p. 278.

（
18
）
例
え
ば
、Joshua Cohen, “A

n Epistem
ic Conception of D

em
ocracy, ” E

thics 97, no. 1 

（1986

）: p. 34; Iris M
arion Y

oung, “D
ifference 

as a Resource for D
em

ocratic Com
m

unication, ” in D
eliberative D

em
ocracy, ed. Jam

es Bohm
an and W

illiam
 Rehg 

（Cam
bridge 

M
A

: M
IT

 Press, 1997

）, p. 400; List and Goodin, “Epistem
ic D

em
ocracy: Generalizing the Condorcet Jury T

heorem
, ” p. 280; 

Estlund, D
em

ocratic A
uthority, p. 39; Landem

ore, D
em

ocratic R
eason, p. 6

に
こ
の
特
徴
を
確
認
で
き
る
。

（
19
）Fabienne Peter, D
em

ocratic Legitim
acy 

（N
ew

 Y
ork: Routledge, 2009

）, pp. 3, 110.

（
20
）Cohen, “A

n Epistem
ic Conception of D

em
ocracy, ” p. 34; Landem

ore, D
em

ocratic R
eason, p. 44.

（
21
）
例
え
ば
、List and Goodin, “Epistem

ic D
em

ocracy: Generalizing the Condorcet Jury T
heorem

, ” pp. 277-306.

（
22
）Josiah O

ber, “D
em

ocracy ’s W
isdom

: A
n A

ristotelian M
iddle W

ay for Collective Judgm
ent, ” A

m
erican Political Science R

eview
 

107, no. 1 

（2013

）: p. 104.

（
23
）Landem

ore, D
em

ocratic R
eason, p. 6.

（
24
）Ibid., p. 8.



331 坂井亮太【認識的デモクラシー論の内的妥当性と外的妥当性】

（
25
）Ibid., p. 208. 

た
だ
し
、
道
徳
的
正
し
さ
を
含
め
る
か
は
論
争
的
で
あ
る
。

（
26
）Cohen, “A

n Epistem
ic Conception of D

em
ocracy, ” p. 34.

（
27
）Landem

ore, D
em

ocratic R
eason, p. 13.

（
28
）Estlund, D

em
ocratic A

uthority, pp. 162–3.

（
29
）D

avid Estlund, “Beyond Fairness and D
eliberation: T

he Epistem
ic D

im
ension of D

em
ocratic A

uthority, ” in D
eliberative D

em
ocracy, 

ed. Jam
es Bohm

an and W
illiam

 Rehg 

（Cam
bridge, M

A
: M

IT
 Press, 1997

）, p. 183.

（
30
）Landem

ore, D
em

ocratic R
eason, p. 13.

（
31
）
も
っ
と
も
、
ラ
ン
デ
モ
ア
は
、
多
人
数
に
よ
る
集
合
的
解
決
を
め
ざ
す
と
き
に
は
、
代
議
制
に
よ
る
意
思
決
定
を
想
定
し
て
い
る
。Landem

ore, 
“D

em
ocratic Reason: T

he M
echanism

s of Collective Intelligence in Politics, ” in Collective W
isdom

: Principles and M
echanism

s, 
ed. H

élène Landem
ore and Jon Elster 

（Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 2012

）, p. 262.

（
32
）Frederick F. Schm

itt, Socializing E
pistem

ology: T
he Social D

im
ensions of K

now
ledge 

（Lanham
, M

D
: Row

m
an &

 Littlefield, 
1994

）, p. 1.

（
33
）
タ
イ
プ
Ⅲ
の
社
会
的
認
識
論
と
呼
ば
れ
る
。A

lvin Goldm
an and T

hom
as Blanchard, “Social Epistem

ology, ” in T
he Stanford 

E
ncyclopedia of Philosophy, ed. Edw

ard N
. Zalta, 

（2015

）, （A
ccessed 20 M

ay 2015

） http://plato.stanford.edu/archives/sum
2015/

entries/epistem
ology-social/.

（
34
）Landem

ore, D
em

ocratic R
eason, pp. 11–2.

（
35
）List and Goodin, “Epistem

ic D
em

ocracy: Generalizing the Condorcet Jury T
heorem

, ” p. 280; Landem
ore, D

em
ocratic R

eason, p. 
8.

（
36
）Cohen, “A
n Epistem

ic Conception of D
em

ocracy, ” p. 35.

（
37
）Estlund, “Beyond Fairness and D

eliberation: T
he Epistem

ic D
im

ension of D
em

ocratic A
uthority, ” p. 183; Estlund, D

em
ocratic 

A
uthority, p. 7.

（
38
）Estlund, “Beyond Fairness and D

eliberation: T
he Epistem

ic D
im

ension of D
em

ocratic A
uthority, ” p. 181; cf. Estlund, D

em
ocratic 

A
uthority, p. 30.

（
39
）
正
義Estlund, “Beyond Fairness and D

eliberation: T
he Epistem

ic D
im

ension of D
em

ocratic A
uthority, ” p. 173. 

価
値
や
道
徳Ibid., 
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p. 183. 

不
確
実
性Landem

ore, D
em

ocratic R
eason, p. 13.

（
40
）
集
合
知
の
認
識
的
優
位
性
の
指
摘
と
し
てLandem

ore, D
em

ocratic R
eason. 

多
数
決
手
続
の
認
識
的
優
位
性
の
指
摘
と
し
てJoshua Cohen, 

“A
n Epistem

ic Conception of D
em

ocracy, ” E
thics 97, no. 1 

（1986

）: pp. 26–38; Christian List and Robert E. Goodin, “Epistem
ic 

D
em

ocracy: Generalizing the Condorcet Jury T
heorem

, ” pp. 277–306. 

合
意
形
成
の
困
難
の
指
摘
と
し
てEstlund, “Beyond Fairness 

and D
eliberation: T

he Epistem
ic D

im
ension of D

em
ocratic A

uthority, ” p. 183.

（
41
）Estlund, D

em
ocratic A

uthority, pp. 7, 165. 
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一　

序
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
理
論
家
、
と
り
わ
け
Ｅ
・
Ｆ
・
キ
テ
イ
を
は
じ
め
と
す
る
ケ
ア
に
注
目
す
る
論
者
（
以
下
、
ケ
ア
論
者
）
は
既
存
の
政
治

理
論
に
お
い
て
看
過
さ
れ
て
き
た
い
く
つ
か
の
点
、
す
な
わ
ち
人
々
は
脆
弱
性
を
抱
え
て
お
り
、
依
存
が
人
間
に
と
っ
て
不
可
避
な
事
態
で

あ
る
と
い
う
こ
と
や
、
ケ
ア
労
働
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
を
議
論
の
俎
上
に
載
せ
た
。
こ
う
し
た
ケ
ア
論
者
か
ら
の
批
判

の
一
つ
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
想
定
す
る
「
自
律
（autonom

y
）」
な
い
し
「
自
律
的
（autonom

ous

）」
な
自
己
と
い
う
観
念
に
向
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
多
く
は
自
律
の
価
値
や
意
義
を
一
定
程
度
認
め
て
も
い
る（

（
（

。
そ
う
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
問
わ
れ
る

べ
き
は
自
律
と
依
存
は
両
立
可
能
で
あ
る
の
か
、
ま
た
自
律
と
ケ
ア
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
自
律
と
ケ
ア
関
係
の
間
に
あ
る
連
関
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
律
と
依
存
は
両
立
す
る
も
の
で

あ
り
、
理
に
適
っ
た
（reasonable

）
ケ
ア
関
係
に
よ
っ
て
人
格
的
（personal
）
自
律
が
促
進
さ
れ
、
そ
う
し
た
理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
を
形

成
す
る
た
め
に
道
徳
的
（m

oral

）
自
律
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
簡
潔
に
言
え
ば
、
道
徳
的
自
律
と
は
正
／
不
正
に
関
す

る
自
己
統
治
を
意
味
し
、
人
格
的
自
律
と
は
、
不
正
で
は
な
い
範
囲
内
で
の
自
ら
の
人
生
に
お
け
る
重
要
な
選
択
に
関
す
る
自
己
決
定
を
意

味
す
る
。

石
山
将
仁

［
政
治
思
想
学
会
研
究
奨
励
賞
受
賞
論
文
］

理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
と
二
つ
の
自
律
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先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
自
律
や
ケ
ア
に
つ
い
て
理
論
的
な
背
景
を
述
べ
た
い
。
ま
ず
自
律
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
関
係
で
あ
る（

（
（

。
Ｍ
・

フ
リ
ー
ド
マ
ン
に
よ
れ
ば
、「
一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
は
自
律
の
理
想
を
称
賛
し
、
そ
の
女
性
解
放
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

称
揚
し
た
」。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
は
、「
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
〔
自
律

の
〕
構
想
は
過
度
に
個
人
主
義
的
で
あ
る
」
と
い
う
批
判
を
展
開
す
る
。
す
な
わ
ち
「
そ
う
し
た
自
律
の
構
想
は
自
己
が
非
社
会
的
な
ア
ト

ム
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
社
会
関
係
の
重
要
性
を
無
視
し
、
…
…
あ
る
種
の
自
立
（independence

）
を
促
進
す
る
」
と
い
う
批
判
が
展

開
さ
れ
た（

（
（

。

こ
う
し
た
批
判
の
中
で
も
ケ
ア
関
係
に
着
目
し
た
立
場
か
ら
な
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
論
者
は
、
キ
テ
イ
や
岡
野
八
代
、

Ｍ
・
Ａ
・
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
で
あ
る
。
彼
女
ら
は
共
通
し
て
、
依
存
と
い
う
観
点
か
ら
議
論
を
立
て
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
依
存
せ
ざ
る
を
得

な
い
者
や
、
そ
の
人
に
対
し
て
ケ
ア
（
労
働
）
を
行
う
者
、
ま
た
そ
の
両
者
の
関
係
性
を
主
題
に
据
え
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
対
し
て
批
判
を

展
開
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
彼
女
ら
の
批
判
の
中
の
一
つ
と
し
て
、〈
自
律
と
い
う
観
念
か
ら
依
存
と
い
う
事
実
が
排
除
さ
れ
て
い
る
〉
と

い
う
批
判
が
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
批
判
を
ケ
ア
論
的
批
判
と
呼
ぶ（

（
（

。

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
か
ら
の
一
連
の
批
判
を
踏
ま
え
自
律
の
再
定
義
を
試
み
る
研
究
が
生
ま
れ
、「
関
係
論
的
（relational

）
自
律
」
と
呼
ば
れ

る
構
想
が
示
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
「
関
係
論
的
」
と
い
う
用
語
は
、「
人
々
は
社
会
的
に
埋
め
込
ま
れ
た
存
在
で
あ
り
、
行
為
者
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
は
社
会
関
係
の
文
脈
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
人
種
や
階
級
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
い
っ
た
社
会
的
決
定
要
因
に

よ
っ
て
形
作
ら
れ
る
」
と
い
う
意
味
を
持
つ（

（
（

。
関
係
論
的
自
律
は
自
律
が
個
人
主
義
的
で
あ
る
と
い
う
批
判
に
対
す
る
応
答
と
し
て
意
義
の

あ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
フ
リ
ー
ド
マ
ン
ら
は
社
会
関
係
が
自
律
を
促
進
す
る
場
合
も
阻
害
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、

自
律
を
個
人
主
義
的
に
遂
行
さ
れ
う
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
社
会
関
係
と
の
連
関
で
位
置
づ
け
て
い
る（

（
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
関
係
論
的
自
律
に
関
す
る
研
究
に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
限
界
が
あ
る
。
第
一
に
、
こ
れ
ら
の
研
究

の
ほ
と
ん
ど
が
ケ
ア
論
的
批
判
に
は
応
答
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
こ
で
説
明
さ
れ
る
社
会
関
係
は
依
存
関
係
や
ケ
ア
関
係
に
限
定
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
関
係
の
特
殊
性
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
社
会
関
係
を
重
視
す
る
と
い
う

点
で
は
ケ
ア
論
的
批
判
は
自
律
が
個
人
主
義
的
で
あ
る
と
い
う
批
判
の
一
部
で
あ
る
。
だ
が
、
ケ
ア
論
は
自
律
と
い
う
観
念
か
ら
排
除
さ
れ
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て
い
る
存
在
、
す
な
わ
ち
ケ
ア
す
る
側
と
さ
れ
る
側
、
お
よ
び
両
者
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
ケ
ア
論
的
批
判
に
応
答
す
る
た
め
に

は
、
そ
も
そ
も
他
者
に
依
存
す
る
人
や
ケ
ア
労
働
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
自
律
的
で
あ
り
う
る
の
か
、
あ
り
う
る
と
す
れ
ば
い
か

な
る
意
味
に
お
い
て
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ケ
ア
論
的
批
判
へ
の
応
答
に
な
り
う
る
例
外
的
な
研
究
と
し
て
Ｃ
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
の
も
の
が
あ
る（

（
（

。
彼
女
の
研
究
は
自
律
と
脆
弱
性
の

関
係
を
検
討
し
、
脆
弱
性
へ
の
対
応
が
自
律
の
促
進
に
は
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
女
の
研
究
に
お
い
て
も
、

依
存
関
係
に
あ
る
こ
と
は
自
律
と
背
反
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
は
「
自
立
」

と
「
依
存
」
の
意
味
の
分
析
を
通
じ
て
、
ケ
ア
論
者
も
共
有
で
き
る
自
律
の
構
想
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
先
行
研
究
で
は
人
格
的
自
律
の
関
係
論
的
な
理
解
が
議
論
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
道
徳
的
自
律
と
ケ
ア
関
係
と
の
連
関
も
、
ま

た
道
徳
的
自
律
の
関
係
論
的
な
理
解
も
示
さ
れ
て
い
な
い（

（
（

。
本
稿
は
理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
の
形
成
に
道
徳
的
自
律
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
を

示
し
、
そ
の
上
で
そ
の
関
係
論
的
な
説
明
を
試
み
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
欠
缺
を
補
完
す
る
。

こ
こ
で
本
稿
の
目
的
や
関
心
に
対
し
て
想
定
さ
れ
る
ケ
ア
論
か
ら
の
三
つ
の
批
判
に
応
答
す
る
。
第
一
に
、
ケ
ア
論
者
と
の
問
題
関
心
が

共
有
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
り
う
る
。
ケ
ア
論
者
は
ケ
ア
関
係
に
ま
つ
わ
る
不
正
義
を
批
判
し
、
こ
れ
ま
で
の
リ
ベ
ラ
ル
な
正
義

論
、
と
り
わ
け
Ｊ
・
ロ
ー
ル
ズ
の
そ
れ
を
改
訂
す
る
（
キ
テ
イ
）、
あ
る
い
は
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
取
っ
て
代
わ
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
打
ち
出
す

（
岡
野
）
こ
と
を
目
的
と
し
て
き
た
。
た
し
か
に
本
稿
は
正
義
を
主
題
と
し
て
は
い
な
い
が
、
ケ
ア
論
と
問
題
関
心
を
共
有
し
て
い
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
ケ
ア
関
係
に
お
い
て
ケ
ア
さ
れ
る
側
が
虐
げ
ら
れ
ず
、
ま
た
ケ
ア
す
る
側
が
過
重
な
負
担
を
課
さ
れ
な
い
ケ
ア
関
係
を
形
成
す

る
た
め
に
、
本
稿
は
理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
と
い
う
観
念
を
提
示
す
る
。
こ
の
点
で
本
稿
は
ケ
ア
論
の
問
題
意
識
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ

る
。第

一
の
批
判
を
免
れ
た
と
し
て
も
、
第
二
の
批
判
、
す
な
わ
ち
ケ
ア
論
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
た
依
存
労
働
と
い
う
社
会
に
お
け
る
不
正

義
を
議
論
の
俎
上
に
載
せ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
稿
は
ケ
ア
す
る
側
・
さ
れ
る
側
の
二
者
関
係
の
不
正
義
に
議
論
を
矮
小
化
し
て
い

る
と
い
う
批
判
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
ケ
ア
関
係
が
一
般
的
他
者
で
は
な
く
、
具
体
的
他
者
と
の
間
で
結
ば
れ
る
こ
と
を
強
調
し

て
き
た
の
は
当
の
ケ
ア
論
者
で
あ
っ
た
（ex. LL p. 53

／
一
三
〇
頁
）。
ケ
ア
関
係
の
ま
さ
に
当
事
者
た
ち
が
被
る
か
も
し
れ
な
い
自
律
と
い
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う
意
味
で
の
自
由
の
侵
害
の
経
験
や
可
能
性
か
ら
議
論
を
は
じ
め
、
理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
社
会
の
不
正

義
を
問
う
て
ゆ
く
た
め
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
ス
テ
ッ
プ
に
相
応
し
い
。
さ
ら
に
、
本
稿
は
関
係
論
的

0

0

0

0

道
徳
的
自
律
の
構
想
を
示
す
こ
と
で
社
会

の
不
正
義
を
問
う
た
め
の
理
論
装
置
を
用
意
し
て
い
る
。
他
者
と
の
関
係
は
具
体
的
な
他
者
と
の
関
係
か
ら
一
般
的
な
他
者
と
の
関
係
ま
で

レ
イ
ヤ
ー
が
あ
り
、
そ
の
関
係
の
あ
り
方
に
応
じ
て
関
係
論
的
道
徳
的
自
律
は
個
別
の
不
正
義
か
ら
社
会
の
不
正
義
ま
で
射
程
に
収
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
三
に
、
自
律
と
い
う
観
念
を
持
ち
出
し
た
と
し
て
も
ケ
ア
論
に
と
っ
て
何
ら
新
し
い
知
見
を
付
け
加
え
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
批
判
が

あ
り
う
る
。
し
か
し
、（
関
係
論
的
）
道
徳
的
自
律
と
い
う
構
想
は
ケ
ア
論
を
補
完
す
る
役
割
を
果
た
す
。
た
し
か
に
キ
テ
イ
が
示
す
正
義
原

理
や
責
務
（obligation

）
論
は
望
ま
し
い
ケ
ア
関
係
と
は
何
で
あ
る
の
か
を
示
し
て
は
い
る
。
だ
が
、
そ
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
形
成
す
る

の
か
を
示
し
て
は
い
な
い
。
本
稿
は
こ
の
構
想
を
用
い
て
、
理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
の
形
成
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
道
徳
的
思
考
を
説
明

す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
稿
は
ケ
ア
論
と
の
問
題
関
心
を
共
有
し
つ
つ
、
具
体
的
他
者
と
の
関
係
を
出
発
点
と
し
て
、
自
律
の
検
討
を
通
じ
て
ケ

ア
論
を
補
完
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
本
稿
の
構
成
を
示
す
。
第
二
節
に
お
い
て
主
に
キ
テ
イ
の
議
論
を
参
照
し
て
ケ
ア
論
的
批
判
を
明
確
に
す
る
。
第
三
節
で

は
道
徳
的
自
律
お
よ
び
人
格
的
自
律
と
い
う
構
想
を
示
し
、
こ
れ
ら
の
構
想
の
検
討
を
通
じ
て
ケ
ア
論
的
批
判
に
応
答
す
る
。
第
四
節
・
第

五
節
で
は
二
つ
の
自
律
の
構
想
が
ケ
ア
関
係
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
四
節
で
は
人
格
的
自
律
の
条
件
を

考
察
し
、
ケ
ア
関
係
に
よ
っ
て
人
格
的
自
律
が
促
進
さ
れ
う
る
こ
と
を
示
す
。
そ
の
上
で
、
ケ
ア
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
相
互
に
支
配
を
行

わ
な
い
こ
と
を
要
請
す
る
理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
と
い
う
観
念
を
提
示
す
る
。
第
五
節
で
は
理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
の
形
成
に
必
要
な
道
徳

的
自
律
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
中
に
お
い
て
、
個
人
主
義
的
で
は
な
い
関
係
論
的
道
徳
的
自
律
を
説
明
す
る
。
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二　

ケ
ア
論
的
批
判
─
─
Ｅ
・
Ｆ
・
キ
テ
イ
を
中
心
に

本
節
で
は
キ
テ
イ
の
主
著
で
あ
る
『
愛
の
労
働
』
を
基
に
し
て
自
律
に
対
す
る
ケ
ア
論
か
ら
の
批
判
を
検
討
す
る
。
第
１
項
で
は
彼
女
の

基
本
的
主
張
、
す
な
わ
ち
〈
依
存
は
人
間
が
免
れ
得
な
い
所
与
の
条
件
で
あ
る
〉
と
い
う
主
張
を
確
認
す
る
。
第
２
項
、
第
３
項
で
は
ケ
ア

論
的
批
判
を
二
つ
に
分
け
て
検
討
す
る
。
一
つ
目
の
批
判
は
、〈
依
存
者
か
ら
の
制
約
な
く
財
の
獲
得
を
目
指
す
者
と
し
て
の
自
律
的
行
為

者
と
い
う
想
定
か
ら
は
と
り
わ
け
依
存
労
働
者
の
観
点
が
排
除
さ
れ
て
い
る
し
、
こ
の
よ
う
な
自
律
の
理
解
は
日
常
の
言
説
に
お
い
て
抑
圧

的
な
効
果
を
及
ぼ
し
う
る
〉
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
二
つ
目
の
批
判
は
、〈
自
己
統
治
と
い
う
意
味
で
の
自
律
に
お
い
て
は
依
存
す
る
者
も

ケ
ア
を
行
う
者
も
排
除
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
自
律
が
自
立
を
前
提
と
し
、
依
存
と
両
立
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
由
来
す
る
〉
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
た
し
か
に
キ
テ
イ
が
中
心
的
な
主
題
と
し
て
扱
っ
て
い
る
の
は
平
等
の
問
題
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
二
つ
の
項
に
よ
っ
て
、
彼
女

は
リ
ベ
ラ
ル
が
主
張
す
る
平
等
の
前
提
に
あ
る
自
律
（
自
律
的
な
個
人
）
に
対
し
て
批
判
を
向
け
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
批
判
の
内
容
が

明
ら
か
と
な
る
。

１　

キ
テ
イ
の
基
本
的
主
張

ま
ず
キ
テ
イ
の
用
語
の
定
義
を
確
認
し
た
い
。
彼
女
が
い
う
「
依
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
」
と
は
「
あ
る
種
の
能
力
、
す
な
わ
ち
自

分
自
身
で
生
き
、
維
持
す
る
こ
と
に
必
須
の
能
力
を
欠
く
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
（LL p. 46

／
一
〇
八
頁
）。
彼
女
は
、「
依
存
者
の
世
話

を
す
る
タ
ス
ク
（the task of attending to dependents

）」
を
「
依
存
労
働

0

0

0

0

（dependency w
ork

）」
と
呼
び
、
そ
う
し
た
労
働
に
従
事
す
る

人
々
を
「
依
存
労
働
者

0

0

0

0

0

（dependency w
orkers

）」
と
呼
ぶ
。
こ
の
依
存
労
働
者
が
労
働
の
対
象
と
す
る
人
は
「
被
保
護
者

0

0

0

0

（a charge

）」
と

呼
ば
れ
る
。
依
存
労
働
者
と
被
保
護
者
の
間
の
関
係
が
「
依
存
関
係
」
で
あ
る
。
彼
女
は
、「
被
保
護
者
は
、
援
助
が
な
く
て
は
、
所
与
の

環
境
で
─
─
お
そ
ら
く
あ
ら
ゆ
る
環
境
で
─
─
生
き
残
る
こ
と
や
機
能
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
被
保
護
者
は
他
者
の
ケ
ア
と
庇
護

（protection

）
を
得
る
た
め
に
他
者
の
保
護
下
に
置
か
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

（in the charge

）
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
お
り
、
被
保
護
者
の
定
義
を
限
定
し
て
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い
る
（LL pp. 30-31

／
八
三
─
八
四
頁
：
強
調
原
文（

（1
（

）。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
限
定
的
な
意
味
で
の
依
存
労
働
や
依
存
関
係
と
い
っ
た
概
念
を
含
む
も
の
と
し
て
、「
ケ
ア
労
働
」
や
「
ケ
ア
関

係
」
と
い
う
概
念
を
用
い
る
。
ケ
ア
を
〈
他
者
の
脆
弱
性
に
対
し
て
対
応
す
る
こ
と
〉
と
定
義
し
、
そ
う
し
た
ケ
ア
を
す
る
側
と
ケ
ア
さ

れ
る
側
の
関
係
を
ケ
ア
関
係
と
呼
び
、
脆
弱
性
に
起
因
し
て
他
者
の
ケ
ア
を
受
け
る
状
態
を
〈
他
者
か
ら
の
ケ
ア
に
依
存
す
る
こ
と
〉
と
呼

ぶ（
（1
（

。キ
テ
イ
の
基
本
的
主
張
は
〈
依
存
は
人
間
が
免
れ
得
な
い
所
与
の
条
件
で
あ
る
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
は
乳
幼
児
期
や
老
年
期
だ
け

で
は
な
く
、
病
気
や
障
碍
に
よ
っ
て
他
者
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
あ
る
ゆ
え
、「
依
存
は
例
外
的
な
状
況
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な

い
」（LL pp. 29-30

／
八
一
─
八
二
頁
）。
す
な
わ
ち
、「
私
た
ち
は
み
な
一
定
期
間
、
依
存
し
て
い
る
」（LL p. 4

／
三
四
頁
）。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
「
人
間
の
条
件
に
お
け
る
依
存
」（LL p. 29

／
八
一
頁
）
は
、「
特
定
の
社
会
の
構
想
、
す
な
わ
ち
相

互
利
益
と
自
己
利
益
の
た
め
に
自
発
的
に
選
ん
だ
責
務
に
よ
っ
て
人
々
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
社
会
の
構
想
」（LL p. 27

／
七
八

頁
）
に
お
い
て
見
落
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
誰
か
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
々
（
被
保
護
者
）
と
、
そ
う
し
た
人
々
に
対
し
て
ケ
ア

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
々
（
依
存
労
働
者
）
が
看
過
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
が
彼
女
の
自
律
に
対
す
る

批
判
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。

２　

自
律
批
判
⑴

キ
テ
イ
は
自
律
を
二
つ
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。
一
つ
目
は
依
存
者
か
ら
の
制
約
な
く
財
の
獲
得
を
目
指
す
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
二
つ

目
は
自
己
統
治
（self-governance

）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
彼
女
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
で
の
自
律
か
ら
依
存
と
い
う
事
実

が
排
除
さ
れ
て
い
る
。
本
項
で
は
前
者
の
意
味
で
の
自
律
に
対
す
る
ケ
ア
論
的
批
判
に
つ
い
て
、
次
項
で
は
後
者
の
意
味
で
の
そ
れ
に
つ
い

て
、
キ
テ
イ
を
軸
と
し
な
が
ら
岡
野
や
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
の
議
論
に
も
触
れ
つ
つ
検
討
す
る
。

キ
テ
イ
は
「
自
律
的
な
個
人
」
と
い
う
概
念
を
依
存
労
働
者
に
対
置
し
て
用
い
て
お
り
、
自
律
的
な
個
人
は
他
者
か
ら
制
約
さ
れ
る
こ
と

な
く
財
の
獲
得
を
目
指
す
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
以
下
の
引
用
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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自
律
的
な

0

0

0

0

個
人
は
財
の
提
供
者
（provider

）
で
あ
っ
て
、
依
存
労
働
者
で
は
な
い
。
…
…
機
会
の
平
等
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
自0

律
的
な

0

0

0

個
人
が
社
会
的
財
を
め
ぐ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
と
想
定
し
て
い
る
（LL p. 48

／
一
一
一
頁
：
強
調
引
用
者
）。

「
自
律
的
な
個
人
」
と
は
異
な
り
、
依
存
労
働
者
は
被
保
護
者
に
対
し
て
ケ
ア
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
決
し
て
「
自
由
で
、
平
等

な
、
合
理
的
に
自
己
の
利
益
を
追
求
す
る
存
在
」
で
は
あ
り
え
ず
（LL p. 41

／
一
〇
一
頁
）、「
社
会
的
財
を
め
ぐ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
と
し
て

は
「
足
枷
を
付
け
ら
れ
た
状
態
で
〔
財
の
獲
得
の
た
め
の
〕
レ
ー
ス
に
参
入
す
る
」
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
（LL p. 48

／
一
一
一
頁
）。

こ
れ
に
対
し
て
自
律
的
な
個
人
は
依
存
労
働
を
他
者
（
特
に
女
性
）
に
担
わ
せ
る
こ
と
で
そ
の
負
担
か
ら
免
れ
、
他
者
に
制
約
さ
れ
る
こ
と

な
く
財
の
獲
得
に
乗
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
他
者
か
ら
の
制
約
な
く
財
を
追
求
す
る
こ
と
（「
自
律
的
な
個
人
」
で
あ
る
こ
と
）

が
可
能
で
あ
る
の
は
、
現
実
的
に
は
依
存
労
働
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
キ
テ
イ
は
以
下
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

リ
ベ
ラ
ル
な
政
治
的
・
経
済
理
論
の
中
で
は
、
公
的
空
間
（［t

］he public space

）
は
大
部
分
、
依
然
と
し
て
自
由
で
、
平
等
な
、
合
理

的
に
自
己
の
利
益
を
追
求
す
る
存
在
者
の
領
域
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
〔
公
的
〕
空
間
に
参
入
し
た
と
し
て
も
被
保
護
者
に
対

す
る
責
任
（responsibility

）
か
ら
依
存
労
働
者
は
自
由
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
拘
束
を
受
け
な
い
合
理
的
な
自
己
利
益
の
実
現
は
、

非
依
存
的
で
（non-dependent

）、
自
立
的
な
（independent

）
労
働
者
に
と
っ
て
は
、
可
能
な
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
。〔
し
か

し
、〕
そ
の
実
現
は
、
被
保
護
者
に
対
す
る
責
任
が
主
要
な
も
の
と
し
て
残
さ
れ
る
依
存
労
働
者
に
と
っ
て
は
、
不
可
能
な
も
の
で
あ
る

（LL p. 41

／
一
〇
一
頁
）。

こ
こ
で
彼
女
は
、
人
々
が
乳
幼
児
の
時
に
は
被
保
護
者
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
高
齢
化
や
病
気
に
よ
っ
て
被
保
護
者
に
な
り
う
る
こ
と
を
問
題

に
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
リ
ベ
ラ
ル
な
政
治
的
・
経
済
理
論
に
お
け
る
人
格
の
構
想
か
ら
依
存
労
働
者
の
観
点
が
抜
け
落
ち
て

い
る
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
。
キ
テ
イ
の
基
本
的
主
張
、
す
な
わ
ち
〈
依
存
は
人
間
が
免
れ
得
な
い
所
与
の
条
件
で
あ
る
〉
が
正
し
い
な

ら
ば
、
自
律
的
な
個
人
と
い
う
人
格
の
構
想
か
ら
依
存
と
い
う
事
実
が
排
除
さ
れ
て
い
る
の
は
問
題
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
自
律
的
な
個
人
と
い
う
想
定
は
、
依
存
労
働
者
が
財
の
獲
得
に
際
し
て
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
無
視

し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
キ
テ
イ
に
よ
れ
ば
、「
社
会
的
財
を
め
ぐ
る
自
由
競
争
に
参
加
す
る
よ
う
平
等
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
、
自
律
的

0

0

0

で0

利
己
的
な
個
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
社
会
の
構
想
は
…
…
二
次
的
依
存
を
覆
い
隠
す
」（LL p. 47

／
一
〇
九
頁
：
強
調
引
用

者
）。
依
存
労
働
者
は
財
の
提
供
者
に
依
存
し
な
け
れ
ば
、
被
保
護
者
と
自
分
の
た
め
に
必
要
な
財
や
資
源
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
、
依
存
労
働
者
は
財
の
提
供
者
に
対
し
て
交
渉
力
が
弱
く
な
り
、
権
力
の
非
対
称
性
が
生
じ
る
た
め
、
キ
テ
イ
が
「
二
次
的
依
存
」
と

呼
ぶ
財
の
提
供
者
に
対
す
る
依
存
労
働
者
の
従
属
が
生
じ
る
（LL pp. 42-46

／
一
〇
二
─
一
〇
九
頁
）。
依
存
労
働
者
は
依
存
労
働
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
必
要
な
資
源
を
獲
得
す
る
た
め
に
財
の
提
供
者
に
従
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
律
的
な
個
人
と

い
う
想
定
は
こ
の
よ
う
な
依
存
労
働
者
の
状
況
に
も
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
理
由
か
ら
キ
テ
イ
は
「
自
由
で
平
等
な
自
律
的
な

0

0

0

0

行
為
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
社
会
の
構
想
は
、
依
存
の
重
要
性

を
と
り
逃
し
て
し
ま
い
、
依
存
労
働
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
ま
り
応
え
ら
れ
な
い
（LL p. 50

／
一
二
五
頁
：
強
調
引
用
者
）」
と
結
論
付
け
る
の
で

あ
る
。

キ
テ
イ
と
同
様
の
批
判
を
岡
野
も
展
開
し
て
い
る
。
彼
女
は
、「
リ
ベ
ラ
ル
な
主
体
の
自
律
性
」
の
特
徴
と
し
て
、
⑴
「
市
民
社
会
以
外

の
領
域
で
の
責
任
を
担
う
こ
と
は
、
自
律
を
損
な
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」、
⑵
「
経
済
的
に
自
立
し
て
い
る
」、
⑶
「
自
己
利
益
を
も
つ
自

己
中
心
的
・
自
己
本
位
の
存
在
で
あ
る
」
と
い
う
三
点
を
挙
げ
て
い
る（

（1
（

。
一
つ
目
の
特
徴
づ
け
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
自
律
的
主
体
は
依
存
労
働

を
他
者
（
特
に
女
性
）
に
押
し
付
け
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
岡
野
に
よ
れ
ば
、「
あ
た
か
も
自
ら
を
一
般
的
他
者
の
如
く
規
定
す
る
こ
と

は
、
偶
然
運
良
く
ケ
ア
し
て
く
れ
る
者
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
傲
慢
に
も
忘
却
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
無
責
任
な
者
た
ち
」
は
「
キ
テ

イ
が
痛
烈
に
批
判
す
る
よ
う
に
、
他
者
の
配
慮
と
労
働
を
必
要
と
す
る
者
た
ち
を
、
だ
れ
か
に
任
せ
よ
う
」
と
し
て
き
た（

（1
（

。
二
つ
目
と
三
つ

目
の
特
徴
づ
け
は
経
済
と
関
係
し
て
お
り
、
自
律
的
な
人
々
を
他
者
か
ら
制
約
さ
れ
る
こ
と
な
く
財
の
獲
得
を
目
指
す
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
見
な

す
先
の
キ
テ
イ
の
捉
え
方
と
軌
を
一
に
す
る
。

現
実
的
に
近
代
家
父
長
制
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
下
、
あ
る
い
は
男
性
優
位
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
秩
序
の
下
、
男
性
は
女
性
に
依
存
労
働

を
押
し
付
け
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
キ
テ
イ
と
岡
野
は
正
し
く
も
、
財
の
獲
得
を
目
指
す
自
律
的
行
為
者
は
負
担
と
な
る
依
存
労
働
を
担
わ
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ず
、
多
く
の
場
合
そ
れ
を
女
性
に
押
し
付
け
て
き
た
と
い
う
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
経
済
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
自
律

と
い
う
観
念
か
ら
は
、
依
存
と
い
う
事
実
、
特
に
依
存
労
働
者
の
観
点
が
排
除
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
自
律
の
観
念
が
問
題
と
な
る
の
は
、
と
り
わ
け
日
常
の
言
説
に
お
い
て
で
あ
る
。
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

経
済
的
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
下
に
あ
る
人
々
（
例
え
ば
福
祉
を
頼
り
に
す
る
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
）
が
当
人
の
努
力
不
足
と
し
て
非
難
さ

れ
る
背
景
に
は
、
こ
の
自
律
の
観
念
が
あ
る（

（1
（

。
依
存
を
い
わ
ゆ
る
「
自
己
責
任
」
の
問
題
に
還
元
し
、
依
存
す
る
者
を
二
級
市
民
と
し
て
ス

テ
ィ
グ
マ
化
す
る
た
め
の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
、
こ
の
自
律
の
観
念
は
抑
圧
的
な
効
果
を
及
ぼ
し
う
る
。

３　

自
律
批
判
⑵

キ
テ
イ
は
自
律
を
自
己
統
治
と
解
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
女
は
自
己
統
治
と
し
て
の
自
律
を
通
常
の
状
態
と
捉
え
る
べ
き

で
は
な
く
、
依
存
と
い
う
不
可
避
の
事
実
（
彼
女
の
基
本
的
主
張
）
に
自
律
の
観
念
は
感
応
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
こ

れ
は
以
下
の
引
用
に
表
れ
て
い
る
。

た
し
か
に
自
己
統
治

0

0

0

0

と
い
う
意
味
で
の
自
律

0

0

は
格
別
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
カ
ン
ト
主
義
的
考
慮
は
人
格
の
よ
り

適
切
な
代
表
・
表
象
（representation

）、
す
な
わ
ち
自
己
統
治
に
対
す
る
責
務
を
伴
う
制
約
と
し
て
依
存

0

0

を
認
め
う
る
人
格
の
代
表
・

表
象
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
社
会
秩
序
の
デ
ザ
イ
ン
を
選
択
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
自
己
統
治

0

0

0

0

を
す
る
成
人
と
い
う
条

件
─
─
リ
ベ
ラ
ル
な
カ
ン
ト
主
義
的
モ
デ
ル
─
─
も
…
…
人
格
の
「
通
常
の
」
条
件
と
し
て
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
う
で
は

な
く
、
十
分
に
幅
の
広
い
人
間
の
機
能
が
「
通
常
の
」
条
件
で
あ
る
（LL pp. 92-93

／
二
一
二
頁
：
強
調
引
用
者
）。

キ
テ
イ
は
こ
う
し
た
批
判
を
現
代
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
代
表
的
論
者
で
あ
る
ロ
ー
ル
ズ
に
向
け
て
い
る
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
ル
ズ
の
議

論
に
は
五
つ
の
想
定
が
あ
り（

（1
（

、「
こ
れ
ら
の
想
定
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
依
存
に
対
す
る
関
心
が
除
外
さ
れ
て
い
る
」（LL p. 81

／
一
八
七

頁
）。
自
律
と
関
係
す
る
想
定
は
、
そ
の
中
の
一
つ
、
す
な
わ
ち
「『
す
べ
て
の
市
民
は
全
生
涯
を
通
じ
て
（over course of a com

plete life

）
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十
分
に
協
働
す
る
社
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
』
と
い
う
理
念
化
に
訴
え
か
け
ら
れ
、
ま
た
投
影
さ
れ
て
い
る
規
範
」
で
あ
る
（LL p. 81

／
一

八
七
頁
）。
彼
女
は
「
全
生
涯
を
通
じ
て
」
と
い
う
部
分
に
注
目
す
る
。
た
と
え
「
全
生
涯
を
通
じ
て
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
「
個
人
が
十

分
に
協
働
す
る
の
を
期
待
す
る
こ
と
が
理
に
適
っ
て
い
る
よ
う
な
期
間
に
十
分
に
協
働
す
る
社
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
」（LL p. 89

／

二
〇
五
頁
）
と
ロ
ー
ル
ズ
に
好
意
的
に
理
解
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
な
お
ロ
ー
ル
ズ
の
想
定
に
は
二
つ
の
困
難
が
つ
き
ま
と
う
。
第
一

に
、
原
初
状
態
の
当
事
者
が
自
身
を
依
存
者
や
依
存
労
働
者
で
あ
り
う
る
と
考
え
る
保
証
は
な
い
。
第
二
に
、
仮
に
当
事
者
が
そ
う
し
た
自

己
認
識
を
持
っ
た
と
し
て
も
、
依
存
者
と
い
う
他
者
の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
に
入
れ
る
保
証
は
な
い
（LL p. 89

／
二
〇
六
─
二
〇
七
頁
）。

キ
テ
イ
に
よ
れ
ば
、
十
分
に
社
会
的
協
働
が
可
能
な
市
民
と
い
う
ロ
ー
ル
ズ
の
想
定
は
「
自
律

0

0

は
私
た
ち
に
尊
厳
を
付
与
す
る
人
間
存
在

の
特
徴
で
あ
る
と
い
う
カ
ン
ト
主
義
的
立
場
」
に
由
来
す
る
。
そ
し
て
「
こ
の
立
場
は
、
十
分
に
協
働
す
る
社
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
機
能

す
る
能
力
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
人
間
の
生
に
お
け
る
例
外
で
あ
っ
て
、
通
常
の
状
態
（a norm

al variation

）
で
は
な
い
と
い
う
虚
構
を

助
長
し
て
い
る
」（LL p. 92

／
二
一
二
頁: 
強
調
引
用
者
）。
要
す
る
に
彼
女
は
自
己
統
治
と
し
て
の
自
律
を
十
分
に
社
会
的
協
働
が
可
能
で
あ

る
こ
と
と
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
市
民
と
し
て
自
律
的
で
あ
る
こ
と
を
「
通
常
の
状
態
」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
依
存
と
い
う
事
実
が

「
例
外
」
と
し
て
捨
象
さ
れ
、
身
体
的
脆
弱
性
を
抱
え
る
が
ゆ
え
に
社
会
的
協
働
が
困
難
な
被
保
護
者
や
、
依
存
労
働
を
担
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ゆ
え
に
そ
れ
が
困
難
な
依
存
労
働
者
の
観
点
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。

前
項
で
確
認
し
た
一
つ
目
の
批
判
が
と
り
わ
け
依
存
労
働
者
の
観
点
の
欠
如
を
問
題
に
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
批
判
は
依
存
労
働

者
だ
け
で
な
く
、
被
保
護
者
の
観
点
の
欠
如
も
問
題
に
し
て
い
る
。
実
際
に
彼
女
は
、
ロ
ー
ル
ズ
が
「
二
種
類
の
人
格
」、
す
な
わ
ち
「
他

者
に
依
存
す
る
人
々
と
、
依
存
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
世
話
を
す
る
人
々
」
を
排
除
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
（LL p. 78

／
一
八
〇
─
一
八

一
頁
）。

こ
う
し
た
キ
テ
イ
の
批
判
も
岡
野
に
共
有
さ
れ
て
い
る
。
岡
野
は
自
律
を
「
自
ら
の
力
で
見
い
だ
し
た
原
理
に
従
っ
て
道
徳
的
判
断
を
下

し
得
る
こ
と
と
定
義
」
し（

（1
（

、
Ｉ
・
カ
ン
ト
が
想
定
す
る
自
律
的
主
体
の
問
題
を
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
さ
ら
に
彼
女
は
「
自
立
的independent, 

self-reliant

」
と
い
う
用
語
を
「
物
理
的
・
経
済
的
な
意
味
に
お
い
て
使
用
」
す
る
と
し
て
、
自
律
と
自
立
を
区
別
し
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
彼
女

は
「
自
律
的
な
判
断
を
す
る
た
め
に
自
立
し
て
い
る
は
ず
だ
─
─
自
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
─
─（

（1
（

」
と
し
て
お
り
、
自
立
を
自
律
が
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可
能
に
な
る
た
め
の
前
提
条
件
と
見
な
し
て
い
る
。

岡
野
は
「
リ
ベ
ラ
ル
な
責
任
論
は
、
政
治
的
主
体
の
自
律
性

0

0

0

を
求
め
る
た
め
に
個
人
が
自
立
的
で
あ
る
こ
と
を
こ
れ
ま
で
に
な
く
強
く

要
請
し
、
責
任
主
体
と
な
り
得
な
い
者
を
予
め
排
除
す
る
論
理
を
構
築
す
る
」
と
し
て
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
批
判
し
て
い
る（

（2
（

。
彼
女
に
従
え

ば
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
「
予
め
排
除
」
し
て
き
た
の
は
、
自
立
的
で
は
な
い
依
存
す
る
人
々
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は

「
公
的
な
領
域
に
お
い
て
す
べ
て
の
市
民
は
、
自
律
的
な
判
断
を
す
る
た
め
に
自
立
し
て
い
る
は
ず
だ
─
─
自
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
─
─
と
い
う
前
提
」
を
置
い
て
き
た
か
ら
で
あ
る（

（2
（

。

４　

ケ
ア
論
的
批
判
か
ら
明
ら
か
に
な
る
問
題

こ
こ
ま
で
キ
テ
イ
の
基
本
的
主
張
を
確
認
し
、
ケ
ア
論
的
批
判
を
二
つ
に
分
け
て
検
討
し
て
き
た
。
二
つ
の
批
判
の
主
旨
を
整
理
す
れ

ば
以
下
と
な
る
。
第
一
に
、
財
の
獲
得
を
目
指
す
者
と
い
う
意
味
で
の
自
律
的
行
為
者
と
い
う
想
定
か
ら
は
、
と
り
わ
け
依
存
労
働
者
の
存

在
や
二
次
的
依
存
と
い
う
問
題
が
排
除
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
自
律
の
理
解
は
日
常
的
の
言
説
に
お
い
て
抑
圧
的
な
効
果
を
及
ぼ
し
う

る
。
第
二
に
、
自
己
統
治
と
い
う
意
味
で
の
自
律
に
お
い
て
は
、
自
律
が
自
立
を
前
提
と
し
、
依
存
と
両
立
し
な
い
ゆ
え
に
、
依
存
す
る
者

も
ケ
ア
を
行
う
者
も
排
除
さ
れ
て
い
る
。

第
一
の
批
判
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。
自
律
を
再
考
す
る
に
当
た
り
、
自
律
的
な
個
人
を
他
者
か
ら
の
制
約
な
く
財
を
追
求
す
る
行
為
者

と
捉
え
て
は
な
ら
な
い
。
依
存
労
働
を
引
き
受
け
、
二
次
的
依
存
の
問
題
を
捉
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
妥
当
な
自
律
の
構
想
と
言
え
る
た
め

の
試
金
石
と
な
る
。

第
二
の
批
判
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
提
１
：
自
律
が
可
能
と
な
る
条
件
と
し
て
自
立
が
必
要
で
あ
る
。

前
提
２
：
自
立
と
依
存
は
両
立
し
得
な
い
。

結
論
：
自
立
を
前
提
と
す
る
自
律
か
ら
は
依
存
が
排
除
さ
れ
て
い
る
。
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た
し
か
に
自
立
と
依
存
は
一
見
背
反
す
る
概
念
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
当
に
ケ
ア
論
者
が
主
張
す
る
よ
う
に
自
立
と
依
存

は
両
立
し
得
な
い
の
か
と
い
う
点
や
、
他
者
か
ら
の
依
存
労
働
や
ケ
ア
に
依
存
す
る
こ
と
が
依
存
す
る
こ
と
の
全
て
な
の
か
と
い
う
点
は
改

め
て
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
節
以
降
で
は
、
こ
う
し
た
ケ
ア
論
的
批
判
を
踏
ま
え
、
キ
テ
イ
の
基
本
的
主
張
に
従
い
、
依
存
と
い
う
事
実
に
感
応
的
な
自
律
の
構
想

を
模
索
し
て
い
く
。

三　

道
徳
的
自
律
と
人
格
的
自
律

前
節
で
は
ケ
ア
論
的
批
判
を
検
討
し
た
。
本
節
で
は
自
律
を
概
念
（concept

）
分
析
す
る
こ
と
で
、
二
つ
の
構
想
（conceptions

）、
す
な

わ
ち
道
徳
的
自
律
と
人
格
的
自
律
を
示
し
（
第
１
項
）、
自
律
と
自
立
の
関
係
性
を
検
討
し
た
上
で
（
第
２
項
）、
ケ
ア
論
的
批
判
へ
の
応
答
を

試
み
る
（
第
３
項
）。

１　

自
律
の
二
つ
の
構
想

自
律
は
非
常
に
多
様
な
意
味
で
用
い
ら
れ
、
論
者
に
よ
っ
て
そ
の
意
味
は
異
な
る（

（2
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
自
律
の
概
念
を
厳
密
に
示
す
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、
そ
の
諸
構
想
を
検
討
す
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
。

自
律
概
念
は
道
徳
的
自
律
と
人
格
的
自
律
と
い
う
二
つ
の
構
想
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
初
に
本
稿
で
の
二
つ
の
構
想
の
定
義
を
述

べ
る
と
、
道
徳
的
自
律
と
は
正
／
不
正
に
関
す
る
自
己
統
治
で
あ
り
、
人
格
的
自
律
と
は
正
の
範
囲
内
で
の
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
不
正

で
は
な
い
範
囲
内
で
の
、
自
ら
の
人
生
に
お
け
る
重
要
な
選
択
に
関
す
る
自
己
決
定
で
あ
る
。
以
下
で
は
Ｄ
・
メ
イ
ヤ
ー
ズ
や
Ｊ
・
ラ
ズ
の

議
論
を
参
照
し
な
が
ら
こ
の
二
つ
の
構
想
を
検
討
し
て
い
く
（SSPC pp. 13ff. &

 M
F pp. 369ff.

）。

ま
ず
道
徳
的
自
律
に
つ
い
て
で
あ
る
。
メ
イ
ヤ
ー
ズ
に
よ
れ
ば
道
徳
的
自
律
は
カ
ン
ト
に
由
来
す
る
自
律
の
構
想
で
あ
る
。「
伝
統
的
な
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カ
ン
ト
主
義
的
形
態
で
は
、
道
徳
的
自
律
は
人
が
自
身
で
選
ん
だ
規
則
（rule

）
に
従
う
こ
と
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
」。
こ
の
規
則
は
、

「
人
々
が
理
性
的
存
在
者
と
し
て
引
き
受
け
る
」
道
徳
的
な
も
の
で
あ
り
、「
普
遍
化
可
能
な
規
則
」
と
呼
ば
れ
る
。「
道
徳
的
に
自
律
し
た

個
人
は
自
身
の
原
理
を
選
ぶ
が
、
そ
の
原
理
は
他
の
す
べ
て
の
人
々
も
採
用
す
る
理
由
が
あ
る
も
の
と
な
る
」。
加
え
て
、「
道
徳
的
に
自
律

し
た
人
々
は
自
身
の
道
徳
的
確
信
の
確
立
に
対
し
て
責
任
を
負
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
的
な
道
徳
的
信
念
を
テ
ス
ト
す
る
た
め
に

使
う
こ
と
の
で
き
る
規
準
を
所
有
し
て
も
い
る
」。
こ
う
し
た
意
味
で
道
徳
的
自
律
は
「
自
己
統
治
（self-governing

）」
と
解
さ
れ
る
（SSPC 

p. 13

）。
メ
イ
ヤ
ー
ズ
は
こ
う
し
た
カ
ン
ト
の
自
律
の
説
明
か
ら
、
道
徳
的
自
律
の
一
般
的
な
特
徴
を
以
下
の
よ
う
に
二
つ
抽
出
す
る
。

第
一
に
、
道
徳
的
に
自
律
し
た
人
々
は
自
己
統
御
的
で
あ
る
（self-regulating

）。
道
徳
の
基
礎
は
そ
う
し
た
人
々
の
内
に
あ
り
、
そ
う

し
た
人
々
は
道
徳
が
要
請
す
る
も
の
を
自
ら
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
に
、
道
徳
的
解
決
に
ど
の
よ
う
に
到
達
す
る
に
せ
よ
、

道
徳
的
に
自
律
し
た
人
々
は
自
身
の
結
論
を
責
務
（obligations

）
と
し
て
捉
え
る
（SSPC p. 14

）。

一
点
目
は
道
徳
的
な
規
則
の
立
法
の
段
階
を
、
二
点
目
は
規
則
か
ら
生
じ
る
責
務
の
遵
守
の
段
階
を
表
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ゆ
え
、「
道
徳
的
自
律
は
許
容
さ
れ
う
る
振
舞
い
の
境
界
を
定
め
る
」（SSPC p. 14

）。

し
か
し
、
メ
イ
ヤ
ー
ズ
は
規
則
の
役
割
を
プ
ロ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
に
理
解
す
る
だ
け
で
、
レ
ト
ロ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
に
は
理
解
し
て
い
な
い
。

規
則
を
導
き
、
そ
れ
を
責
務
と
し
て
引
き
受
け
る
と
い
う
の
は
、
規
則
を
将
来
の
行
為
の
指
針
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
規
則
は
こ
う
し
た
プ

ロ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
な
役
割
を
担
う
だ
け
で
は
な
い
。
自
ら
の
行
為
が
道
徳
的
に
許
容
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を

批
判
的
に
反
省
す
る
際
の
指
針
と
し
て
も
規
則
は
機
能
し
、
レ
ト
ロ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
な
役
割
も
担
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
道
徳
的
自
律
に
は
第
三

の
特
徴
、
す
な
わ
ち
自
ら
の
行
為
が
道
徳
的
に
許
容
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
規
則
に
し
た
が
っ
て
批
判
的
に
反
省
す
る
と
い
う

特
徴
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

上
記
の
説
明
を
踏
ま
え
、
道
徳
的
自
律
を
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
道
徳
的
自
律
は
行
為
の
正
／
不
正
に
関
す
る
一
連
の
道
徳
的
推
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論
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
⑴
立
法
、
⑵
遵
守
、
⑶
反
省
と
い
う
三
つ
の
段
階
が
あ
る（

（2
（

。
道
徳
的
に
自
律
し
た
人
は
、
⑴

自
ら
道
徳
的
規
則
を
導
き
出
し
、
⑵
そ
の
規
則
を
責
務
と
し
て
引
き
受
け
、
⑶
規
則
を
参
照
し
て
自
ら
の
行
為
を
反
省
す
る
人
で
あ
る
。

道
徳
的
自
律
に
お
い
て
は
合
理
的

0

0

0

行
為
者
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
の
合
理
性
は
獲
得
す
る
財
の
最
大
化
を
追
求
す
る
と
い

う
経
済
的

0

0

0

合
理
性
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
第
一
の
ケ
ア
論
的
批
判
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
こ
れ

は
道
徳
的
な

0

0

0

0

推
論
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
論
理
的
一
貫
性
を
意
味
す
る
。
財
の
獲
得
を
目
指
す
者
と
し
て
の
自
律
的
行
為
者
と
い
う
意
味
は
道

徳
的
自
律
に
は
無
い
し
、
道
徳
的
自
律
が
想
定
す
る
合
理
的
行
為
者
に
も
な
い
。
道
徳
的
自
律
に
お
け
る
立
法
の
段
階
に
せ
よ
、
反
省
の
段

階
に
せ
よ
、
道
徳
的
な
推
論
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
こ
で
自
己
利
益
に
捕
ら
わ
れ
て
自
ら
に
都
合
の
良
い
結
論
を
導
か
な
い
た
め
に
も
、
推
論

プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
合
理
性
は
必
要
と
な
る
。（
道
徳
的
自
律
に
対
し
て
想
定
さ
れ
る
ケ
ア
論
者
か
ら
の
批
判
は
本
稿
第
五
節
で
検
討
を
行
う
。）

道
徳
的
自
律
と
人
格
的
自
律
は
以
下
の
よ
う
に
異
な
る
。
道
徳
的
自
律
は
道
徳
的
に
許
容
さ
れ
る
行
為
の
境
界
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
「
あ
る
行
為
は
命
令
的
な
も
の
で
あ
る
（m

andatory

）」
が
、「
残
り
の
行
為
は
個
人
の
（personal

）
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
」。

例
え
ば
進
学
や
進
路
、
就
職
、
結
婚
、
出
産
等
々
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
道
徳
に
よ
っ
て
一
義
的
に
決
ま
ら
な
い
事
柄
は
数
多
あ
る
（SSPC 

pp. 14-15

）。
そ
し
て
メ
イ
ヤ
ー
ズ
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

道
徳
的
に
許
容
さ
れ
る
行
為
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
私
〔
メ
イ
ヤ
ー
ズ
〕
が
人
格
的
自
律
と
呼
ぶ
も
の
の
範
囲
を
構
成
す
る
（SSPC p. 15

）。

人
格
的
に
自
律
的
な
（personally autonom

ous

）
行
為
者
が
道
徳
的
に
許
容
さ
れ
て
い
る
領
域
内
で
し
た
い
と
思
う
こ
と
を
す
る
際
、

そ
う
し
た
行
為
者
は
自
ら
の
生
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
（SSPC p. 19
）。

道
徳
的
自
律
と
人
格
的
自
律
は
こ
の
よ
う
に
対
象
と
な
る
行
為
領
域
が
異
な
る
。

メ
イ
ヤ
ー
ズ
と
同
様
に
ラ
ズ
も
「
人
格
的
自
律
は
…
…
道
徳
的
自
律
と
い
う
…
…
観
念
と
混
同
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

彼
も
「〔
道
徳
的
自
律
〕
は
以
下
の
よ
う
な
カ
ン
ト
主
義
的
な
考
え
方
に
由
来
す
る
。
そ
の
考
え
方
と
は
、
道
徳
は
自
己
立
法
に
よ
る
原
理
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（self-enacted principles

）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
人
格
的
自
律
は
「
自
身
の
生
を
選

択
す
る
人
々
の
自
由
」
を
意
味
す
る
（M

F p. 370 n. 2

）。
彼
は
人
格
的
自
律
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

人
格
的
自
律
と
い
う
理
想
の
背
後
に
あ
る
支
配
的
な
考
え
は
、
人
々
は
自
分
自
身
の
生
を
作
る
べ
き
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
自
律
的

な
人
は
自
分
自
身
の
生
の
（
部
分
的
な
）
作
者
で
あ
る
。
人
格
的
自
律
の
理
想
は
、
人
々
が
あ
る
程
度
自
分
自
身
の
運
命
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
と
い
う
見
解
、
す
な
わ
ち
人
々
の
生
の
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
連
続
し
た
決
定
を
通
じ
て
運
命
を
創
り
出
す
と
い
う
見
解
で
あ

る
（M

F p. 369

）。

メ
イ
ヤ
ー
ズ
と
ラ
ズ
の
説
明
を
踏
ま
え
れ
ば
、
人
格
的
自
律
と
は
、
正
の
範
囲
内
で
の
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
不
正
で
は
な
い
範
囲
内
で

の
、
自
ら
の
人
生
に
お
け
る
重
要
な
選
択
に
関
す
る
自
己
決
定
の
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る（

（2
（

。

２　

自
律
と
自
立

前
項
で
は
道
徳
的
自
律
と
人
格
的
自
律
と
い
う
二
つ
の
構
想
を
示
し
た
。
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
自
律
の
二
つ
の
構
想
は
自
立
と
ど
の
よ
う

な
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
自
立
と
依
存
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。

ラ
ズ
は
「
自
律
の
条
件
」
と
し
て
、「
適
切
な
知
的
能
力
（appropriate m

ental abilities

）」、「
十
分
な
範
囲
の
選
択
肢
（an adequate 

range of options

）」、「
自
立
（independence

）」
と
い
う
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
（M

F p. 372

）。
こ
こ
で
ラ
ズ
が
言
う
「
自
律
」
は
人
格
的
自

律
を
意
味
し
て
お
り
、「
自
律
の
条
件
」
を
よ
り
正
確
に
表
現
す
る
の
な
ら
ば
、
人
格
的
自
律
が
可
能
に
な
る
た
め
に
必
要
な
条
件
と
な
る
。

ラ
ズ
が
挙
げ
た
適
切
な
知
的
能
力
と
十
分
な
範
囲
の
選
択
肢
と
い
う
二
つ
の
必
要
条
件
に
つ
い
て
、
な
ら
び
に
彼
が
挙
げ
て
い
な
い
「
自
己

信
頼
（self-trust

）」
と
い
う
必
要
条
件
に
つ
い
て
は
第
四
節
第
１
項
で
検
討
を
行
う
。
本
節
で
は
ケ
ア
論
的
批
判
に
応
答
す
る
た
め
、
自
立

に
焦
点
を
当
て
検
討
し
て
い
く
。
最
初
に
ラ
ズ
の
議
論
を
導
き
と
し
な
が
ら
人
格
的
自
律
と
自
立
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え

た
上
で
道
徳
的
自
律
と
自
立
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
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ラ
ズ
は
自
立
を
「
強
制
（coercion

）」
や
「
操
作
（m

anipulation

）」
が
な
い
状
態
と
し
て
い
る
（M

F pp. 377-378

）。
ま
ず
「
強
制
は
人

の
選
択
肢
を
減
少
さ
せ
る
」（M

F p. 377

）。
強
制
で
意
味
さ
れ
る
の
は
適
切
な
範
囲
を
下
回
る
く
ら
い
に
選
択
肢
の
幅
を
狭
め
る
こ
と
だ
け

で
は
な
い
。
他
に
十
分
な
選
択
肢
が
残
さ
れ
て
い
て
も
、
特
定
の
選
択
肢
を
選
ば
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
強
制
で
あ
る
。
ラ
ズ
は
明
確
に

述
べ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
以
下
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
選
択
肢
を
一
定
の
範
囲
に
限
定
す
る
と
い
う
意
味
で
の
強
制
は
、
十
分
な
範

囲
の
選
択
肢
と
い
う
第
二
の
条
件
を
毀
損
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
特
定
の
選
択
肢
だ
け
を
選
ば
せ
な
い
と
い
う
意
味
で
の
強
制
も
人
格
的

自
律
を
毀
損
す
る
。

例
え
ば
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た
父
親
が
い
る
家
庭
に
お
け
る
女
性
（
そ
の
父
親
の
娘
）
の
職
業
選
択
を
考
え
て
み
よ
う
。
そ
の

女
性
は
将
来
医
師
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
父
親
は
女
性
は
看
護
婦0

に
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
医
師
を
目
指
す
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
、
医
学
部
受
験
に
反
対
し
て
い
る
。
女
性
に
は
看
護
師
に
な
る
と
い
う
選
択
肢
だ
け
で
な
く
、
芸
術
系
の
進
路
や
文
系
の
大
学

へ
行
く
と
い
う
選
択
肢
も
残
さ
れ
て
い
る
。
女
性
に
は
一
定
程
度
の
選
択
肢
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
医
学
部
に
進
学
す
る
と
い
う
選

択
肢
の
み
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
場
合
に
女
性
は
人
格
的
自
律
を
追
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

次
に
「
操
作
は
、
強
制
と
は
異
な
り
、
人
の
選
択
肢
に
干
渉
し
な
い
」
が
、「
人
が
決
定
に
辿
り
着
く
仕
方
や
、
選
好
を
形
成
す
る
仕
方
、

目
的
を
決
め
る
仕
方
を
歪
め
る
」（M

F pp. 377-378

）。
ラ
ズ
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
場
合
が
操
作
に
当
た
る
事
例
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
て

い
な
い
が
、
例
え
ば
Ａ
・
セ
ン
な
ど
が
指
摘
す
る
「
適
応
的
選
好
形
成
」
は
操
作
が
働
く
事
例
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。

こ
う
し
た
「
強
制
や
操
作
は
あ
る
人
の
意
志
（w

ill

）
を
他
の
人
の
意
志
に
服
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
」（M

F p. 378

）。
他
者
の
意
志
に
服

す
る
こ
と
は
自
ら
の
生
を
自
ら
の
意
志
で
営
む
こ
と
を
阻
害
す
る
。
こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
自
立
が
依
存
と
対
比
的
に
捉
え
ら
れ

て
い
な
い
点
で
あ
る
。
よ
り
正
確
に
言
う
な
ら
ば
、〈
他
者
か
ら
の
ケ
ア
に
依
存
す
る
こ
と
〉
は
自
立
的
で
あ
る
こ
と
と
対
置
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
自
立
的
で
あ
る
こ
と
の
対
概
念
は
、
齋
藤
純
一
の
表
現
を
援
用
す
る
な
ら
ば
、〈
他
者
の
意
志
に
依
存
す
る
こ
と
〉
で
あ

る（
（2
（

。
す
な
わ
ち
、〈
他
者
の
意
志
に
依
存
し
て
い
な
い
こ
と
〉
と
い
う
意
味
で
の
自
立
は
、〈
他
者
か
ら
の
ケ
ア
に
依
存
す
る
こ
と
〉
と
両
立

す
る
。

こ
こ
ま
で
人
格
的
自
律
と
自
立
の
関
係
を
検
討
し
た
。
そ
れ
で
は
道
徳
的
自
律
と
自
立
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
道
徳
的
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自
律
に
は
人
格
的
自
律
よ
り
も
さ
ら
に
広
い
意
味
で
の
自
立
が
必
要
で
あ
る
。
人
格
的
自
律
に
と
っ
て
の
自
立
は
〈
他
者
の
意
志
に
依
存
し

な
い
こ
と
〉
を
意
味
し
て
い
た
。
だ
が
道
徳
的
自
律
に
は
そ
れ
に
加
え
て
、
文
化
・
宗
教
・
慣
習
か
ら
の
影
響
を
排
す
る
必
要
が
あ
る
。
よ

り
正
確
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
が
道
徳
的
な
考
慮
に
お
い
て
参
照
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
正
／
不
正
の
根
拠
や
理
由
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
例
え
ば
、
も
し
男
性
優
位
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
秩
序
に
あ
る
社
会
の
文
化
を
正
／
不
正
の
根
拠
や
理
由
と
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
他
者
に
対
す
る
正
当
化
根
拠
を
欠
い
た
正
／
不
正
の
規
則
を
導
き
出
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

翻
っ
て
言
え
ば
、
人
格
的
自
律
は
、
そ
れ
ら
が
不
正
で
な
い
限
り
、
影
響
を
受
け
て
よ
い（

（2
（

。
む
し
ろ
、
影
響
を
一
切
受
け
な
い
と
い
う
こ

と
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
ら
は
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し
、
自
身
の
望
ま
し
い
生
の
在
り
方
を
形
成

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
無
論
、
社
会
関
係
は
こ
う
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
役
割
を
果
た
す
だ
け
で
は
な
い
。
先
の
よ
う
な
社
会
に
お

け
る
女
性
蔑
視
と
い
う
慣
習
が
人
々
の
選
好
や
価
値
観
の
形
成
に
負
の
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
も
あ
る
。

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
人
格
的
自
律
と
同
様
に
、
道
徳
的
自
律
に
お
い
て
も
否
定
さ
れ
て
い
る
の
は
〈
他
者
の
意
志
に
依
存
す
る
こ

と
〉
で
あ
っ
て
、〈
他
者
か
ら
の
ケ
ア
に
依
存
す
る
こ
と
〉
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
他
者
か
ら
の
ケ
ア
に
依
存
し
た
と
し
て
も
、
そ

れ
自
体
は
道
徳
的
自
律
を
歪
め
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
ケ
ア
関
係
が
他
者
の
意
志
に
依
存
す
る
よ
う
な
関
係
に
転
化
す
る
よ
う
な
状
況
が

道
徳
的
自
律
も
人
格
的
自
律
も
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
自
立
の
捉
え
方
に
つ
い
て
三
点
補
足
す
る
。
一
つ
は
、
他
者
の
意
志
に
服
さ
な
い
、
あ
る
い
は
他
者
の
意
志
に
依
存
し
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
他
者
の
意
志
を
一
切
無
視
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
自
立
は
強
制
や
操
作
に
よ
っ
て
あ
る
人

の
意
志
が
歪
め
ら
れ
る
こ
と
を
拒
絶
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
当
人
の
意
志
が
他
者
の
そ
れ
と
衝
突
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
そ
の
場
合

に
、
例
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
意
志
が
変
更
・
修
正
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
自
立
は
退
け
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
自
立
は
〈
他
者
の
恣
意
的
な
意
志
に
依
存
し
な
い
こ
と
〉
を
意
味
す
る（

（2
（

。

二
つ
目
は
、〈
他
者
の
意
志
に
依
存
す
る
こ
と
〉
と
〈
他
者
か
ら
の
ケ
ア
に
依
存
す
る
こ
と
〉
の
概
念
上
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
両

者
は
部
分
的
に
重
な
り
合
う
関
係
に
あ
る
。
ケ
ア
関
係
以
外
の
関
係
で
も
他
者
の
意
志
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
は
生
じ
う
る
。
ま
た

ケ
ア
関
係
は
他
者
の
意
志
に
依
存
し
な
い
形
で
も
、
依
存
す
る
形
で
も
あ
り
う
る
。
と
り
わ
け
重
度
の
障
碍
を
抱
え
る
者
や
乳
幼
児
は
必
然
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的
に
他
者
の
意
志
に
依
存
す
る
形
で
の
ケ
ア
関
係
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
ケ
ア
す
る
側
の
意
志
は
他
者
に
対
し
て
正
当
化
で
き
な
い

恣
意
的
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
他
者
の
恣
意
的
な

0

0

0

0

意
志
に
依
存
し
な
い
ケ
ア
関
係
を
形
成
す
る
た
め
に
要
請
さ
れ
る
道
徳
的
自
律

に
関
し
て
は
第
五
節
で
論
じ
る
。

三
つ
目
は
、
ケ
ア
す
る
側
の
自
立
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
節
は
〈
他
者
か
ら
の
ケ
ア
に
依
存
す
る
こ
と
〉
と
〈
他
者
の
意
志
に
依
存
す
る

こ
と
〉
の
区
別
の
明
確
化
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
も
っ
ぱ
ら
ケ
ア
さ
れ
る
側
の
依
存
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
。
だ
が
、
ケ
ア
す
る
側
に

は
自
立
が
不
要
だ
と
主
張
し
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
ケ
ア
す
る
側
は
先
に
見
た
よ
う
に
財
の
提
供
者
の
意
志
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

（
二
次
的
依
存
）
や
、
ケ
ア
さ
れ
る
側
の
人
の
意
志
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
（
支
配
関
係
）
に
置
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
二
次
的
依
存
に

関
し
て
は
次
項
で
、
支
配
関
係
に
関
し
て
は
第
四
節
第
３
項
で
扱
う
。

３　

依
存
を
排
除
し
な
い
自
律
の
構
想

本
節
の
こ
れ
ま
で
の
分
析
に
よ
っ
て
、
前
節
第
４
項
で
整
理
し
た
ケ
ア
論
的
批
判
に
応
答
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
の
批
判
に
対
す

る
応
答
は
以
下
と
な
る
。
ま
ず
道
徳
的
自
律
に
し
て
も
、
人
格
的
自
律
に
し
て
も
、
財
を
追
求
す
る
行
為
者
と
は
無
関
係
の
構
想
で
あ
る（

（2
（

。

次
に
、
こ
れ
ら
の
構
想
が
依
存
労
働
を
果
た
す
よ
う
な
人
格
を
含
意
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
二

つ
の
目
の
批
判
に
応
答
す
る
際
に
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
二
次
的
依
存
の
問
題
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
以

下
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。
二
次
的
依
存
は
財
の
提
供
者
の
意
志
に
依
存
す
る
こ
と
で
あ
る
ゆ
え
に
、
二
次
的
依
存
の
状
態
に
あ
る
こ
と
は

二
つ
の
自
律
の
構
想
の
条
件
と
し
て
の
自
立
の
状
態
に
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
人
格
的
自
律
の
観
点
か
ら
し
て
も
、
道
徳
的
自
律
の
観

点
か
ら
し
て
も
、
二
次
的
依
存
は
自
律
の
条
件
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
の
批
判
に
対
す
る
応
答
は
以
下
と
な
る
。
そ
の
批
判
に
は
二
つ
の
前
提
が
あ
っ
た
。
一
つ
目
は
〈
自
律
が
可
能
と
な
る
条
件
と
し
て

自
立
が
必
要
で
あ
る
〉
と
い
う
前
提
で
あ
り
、
二
つ
目
は
〈
自
立
と
依
存
は
両
立
し
得
な
い
〉
と
い
う
前
提
で
あ
っ
た
。

ま
ず
自
律
を
道
徳
的
自
律
と
し
て
理
解
す
る
に
せ
よ
、
人
格
的
自
律
と
し
て
理
解
す
る
に
せ
よ
、
前
提
１
は
真
で
あ
る
。
自
律
の
条
件
と

し
て
の
自
立
は
〈
他
者
の
意
志
に
依
存
し
な
い
〉
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
前
項
で
示
し
た
。
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次
に
、
前
提
２
は
依
存
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
。
依
存
を
〈
他
者
の
意
志
に
依
存
す
る
こ
と
〉
と
理
解
す

る
な
ら
ば
、
前
提
２
は
真
と
な
る
。
一
方
、〈
他
者
の
ケ
ア
に
依
存
す
る
こ
と
〉
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
偽
と
な
る
。
ケ
ア
論
者
は
後
者
で

理
解
し
自
律
と
自
立
を
結
び
つ
け
る
形
で
批
判
を
行
っ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
自
律
の
前
提
で
あ
る
自
立
が
要
請
し
て

い
る
の
は
〈
他
者
の
意
志
に
依
存
し
な
い
こ
と
〉
で
あ
り
、〈
他
者
の
ケ
ア
に
依
存
し
な
い
こ
と
〉
で
は
な
い
。

こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
道
徳
的
自
律
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
人
格
的
自
律
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
自
律
的
な
人
は
他

者
の
ケ
ア
に
は
依
存
す
る
者
で
も
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ケ
ア
論
者
が
問
題
と
し
て
い
た
自
律
的
な
人
は
（
被
保
護
者
を
含
む
）
依

存
者
で
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
点
に
は
こ
れ
に
よ
っ
て
反
論
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、（
第
一
の
批
判
で
も
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
）
自
律
的

な
人
は
依
存
労
働
を
行
わ
な
い
人
で
あ
る
と
い
う
点
も
ケ
ア
論
は
批
判
し
て
い
た
。

自
律
的
な
人
が
ケ
ア
労
働
を
行
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
は
、
責
務
と
し
て
の
ケ
ア
労
働
で
あ
る
の
か
、
責
務
で
は
な
い
ケ
ア
労
働
で
あ
る

の
か
に
応
じ
て
、
ど
ち
ら
の
自
律
の
構
想
の
射
程
の
問
題
で
あ
る
の
か
が
異
な
る（

（3
（

。
ま
ず
責
務
で
は
な
い
ケ
ア
労
働
の
場
合
、
そ
れ
は
人
格

的
自
律
に
関
係
す
る
。
責
務
で
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
道
徳
的
自
律
と
は
切
り
離
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
責
務
で
は
な
い
ケ
ア
労
働

を
行
う
か
ど
う
か
は
各
人
の
生
に
お
け
る
選
択
な
い
し
自
己
決
定
に
委
ね
ら
れ
る
。
責
務
で
な
い
以
上
、
ケ
ア
労
働
を
行
わ
な
い
こ
と
は
人

格
的
に
自
律
的
な
人
々
を
道
徳
的
に
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

次
に
責
務
と
し
て
の
ケ
ア
労
働
の
場
合
、
そ
れ
は
道
徳
的
自
律
に
関
係
す
る
。
本
節
で
は
道
徳
的
自
律
に
は
立
法
・
遵
守
・
反
省
の
三
つ

の
段
階
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
立
法
の
段
階
に
お
い
て
、
特
定
の
状
況
・
条
件
で
他
者
に
対
す
る
ケ
ア
労
働
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

0

0

0

0

0

0

な
い

0

0

と
い
う
こ
と
が
導
か
れ
る
場
合
、
そ
の
ケ
ア
労
働
は
責
務
と
し
て
現
れ
、
現
実
と
し
て
そ
う
し
た
状
況
に
置
か
れ
た
の
な
ら
ば
そ
れ
を

遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
責
務
と
し
て
の
ケ
ア
労
働
が
生
じ
て
い
た
か
ど
う
か
、
生
じ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
そ
の

責
務
を
果
た
し
た
の
か
ど
う
か
が
批
判
的
に
反
省
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
と
め
る
と
、
責
務
と
し
て
の
ケ
ア
労
働
は
道
徳
的
に
自
律
し
た
人
々
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
う
る
。
も
し
果
た
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
道
徳
的
な
非
難
の
対
象
と
な
る
。
一
方
、
責
務
で
は
な
い
ケ
ア
労
働
は
人
格
的
に
自
律
し
た
人
々
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
う
る
。
だ

が
、
責
務
で
な
い
以
上
、
も
し
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
道
徳
的
な
非
難
の
対
象
で
は
な
い
。
無
論
、
責
務
と
し
て
の
ケ
ア
労



355 石山将仁【理に適ったケア関係と二つの自律】

働
は
そ
の
責
務
が
あ
る
者
自
身
の
手
に
よ
っ
て
直
接
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
責
務
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ケ
ア
労

働
を
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
第
三
者
に
委
託
せ
ず
、
何
も
適
切
な
対
応
を
と
ら
な
い
こ
と
は
非
難
さ
れ
る
が
、
責
務
が
あ
る
者
自
身
が
ケ
ア

労
働
を
行
わ
な
い
こ
と
は
非
難
さ
れ
な
い
。

以
上
、
ケ
ア
論
的
批
判
に
耐
え
う
る
自
律
の
構
想
を
示
し
た
。
次
に
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
律
の
構
想
が
依
存
関
係
を
含
む

ケ
ア
関
係
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

四　

理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
う
る
人
格
的
自
律

本
節
で
は
ケ
ア
関
係
が
人
格
的
自
律
に
与
え
る
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
示
す
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
人
格
的
自
律
が
可
能
と
な
る
た
め
の

条
件
を
検
討
し
、
次
に
脆
弱
性
と
ケ
ア
関
係
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
そ
の
上
で
、
人
格
的
自
律
を
規
準
と
し
た
理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
と
い

う
観
念
を
提
示
す
る
。
こ
の
理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
と
い
う
観
念
の
意
義
は
、
ケ
ア
す
る
側
も
ケ
ア
さ
れ
る
側
も
相
互
に
（
恣
意
的
な
）
意
志

に
服
さ
な
い
よ
う
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
点
に
あ
る
。

１　

人
格
的
自
律
が
可
能
に
な
る
た
め
の
条
件

第
三
節
に
お
い
て
ラ
ズ
が
「
自
律
の
条
件
」
と
し
て
、「
適
切
な
知
的
能
力
」、「
十
分
な
範
囲
の
選
択
肢
」、「
自
立
」
と
い
う
三
つ
を
挙

げ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
自
立
に
つ
い
て
は
検
討
を
行
っ
た
。
本
項
で
は
ま
ず
自
立
以
外
の
二
つ
の
条
件
を
確
認
し
、
さ
ら
に
「
自
己
信

頼
」
が
第
四
の
条
件
と
な
る
こ
と
を
示
す
。

ま
ず
、
知
的
能
力
は
、「
十
分
に
複
雑
な
種
類
の
意
図
を
形
成
し
、
そ
の
遂
行
を
計
画
す
る
」
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
人
格
的
自

律
に
と
っ
て
必
要
と
な
る
。
ラ
ズ
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
知
的
能
力
に
は
「
最
小
限
の
合
理
性
や
、
目
標
の
実
現
に
必
要
と
な
る
手
段
を
理

解
す
る
能
力
、
行
為
を
計
画
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
知
的
能
力
（faculties

）
な
ど
」
が
含
ま
れ
る
（M

F pp. 372-373

）。
自
ら
の
生
に
お

け
る
重
要
な
選
択
に
関
し
て
自
己
決
定
を
為
す
に
際
し
て
、
人
は
時
と
し
て
非
合
理
的
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
誤
り
う
る
が
、
こ
う
し
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た
能
力
が
必
要
な
こ
と
に
は
異
論
の
余
地
が
無
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
十
分
な
範
囲
の
選
択
肢
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ラ
ズ
は
「
十
分
な
範
囲
の
選
択
肢
」
を
「
選
択
肢
の
適
切
性
（the adequacy of 

options
）」
と
言
い
換
え
て
お
り
（M

F p. 373

）、
選
択
肢
に
は
量
だ
け
で
は
な
く
、
質
も
必
要
と
さ
れ
る
。
選
び
う
る
選
択
肢
が
取
る
に
足

ら
な
い
も
の
し
か
な
い
場
合
や
、
選
び
う
る
選
択
肢
が
多
く
あ
っ
た
と
し
て
も
ど
れ
を
選
ん
で
も
悲
惨
な
結
果
に
し
か
な
ら
な
い
よ
う
な
場

合
、
ど
の
よ
う
な
自
己
決
定
を
為
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
人
格
的
自
律
に
は
な
ら
な
い
。

人
格
的
自
律
に
必
要
な
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ら
三
つ
に
加
え
て
、
自
分
自
身
に
対
す
る
肯
定
的
な
感
情
（
自
己
肯
定
感
）
も
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る（

（3
（

。
例
え
ば
、
Ｔ
・
ゴ
ー
ヴ
ィ
ア
は
「
自
己
信
頼
（self-trust

）
は
、
メ
イ
ヤ
ー
ズ
が
記
述
す
る
と
こ
ろ
の
…
…
自
律
の
構
想
の
必

要
条
件
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
を
し
て
い
る（

（3
（

。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
自
己
信
頼
は
以
下
の
四
つ
の
特
徴
を
有
す
る
。
第
一
に
、「
自
分
自
身

の
動
機
や
能
力
に
つ
い
て
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
信
念
を
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
」。
第
二
に
、「
自
分
自
身
を
誠
実
性
の
あ
る
人
格
（a person of 

integrity

）
と
し
て
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
」。
第
三
に
、「
進
ん
で
自
分
自
身
に
依
拠
す
る
（rely or depend on

）
こ
と
が
で
き
、
自
分
自
身

の
決
定
に
付
随
す
る
リ
ス
ク
や
、
そ
う
し
た
決
定
の
帰
結
に
対
す
る
脆
弱
性
を
受
け
入
れ
る
」。
第
四
に
、「
自
分
自
身
を
前
向
き
に
見
る
と

い
う
一
般
的
傾
向
（disposition

）
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
」。
こ
れ
ら
四
つ
の
特
徴
を
そ
な
え
た
人
が
自
ら
を
信
頼
し
て
い
る
と
言
う
こ
と

が
で
き
る（

（3
（

。

「
他
の
人
々
や
社
会
的
世
界
、
物
理
的
世
界
は
多
く
の
点
で
私
た
ち
に
挑
戦
を
投
げ
か
け
る
」
た
め
に
、「
自
ら
の
判
断
や
能
力
、
動
機
、

行
為
が
疑
問
に
付
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
問
題
と
な
る
」
よ
う
な
状
況
は
多
々
生
じ
る（

（3
（

。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
自
己
信
頼
は
重
要
な
意
味

を
持
つ
。
と
い
う
の
も
、
も
し
自
己
信
頼
が
脅
か
さ
れ
る
な
ら
ば
、「
私
た
ち
は
い
と
も
簡
単
に
他
者
の
提
案
や
批
判
に
屈
し
、
社
会
的
慣

習
に
直
面
し
た
際
に
は
崩
れ
落
ち
、
障
害
（obstacles

）
を
打
ち
負
か
す
際
に
自
発
力
（initiative

）
を
欠
く
こ
と
に
な
る
」
か
ら
で
あ
る（

（3
（

。

「
自
己
信
頼
な
し
で
は
、
人
は
自
分
自
身
で
考
え
た
り
、
決
め
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
ゆ
え
自
律
的
な
人
間
存
在
と
し
て
機
能
す

る
こ
と
は
で
き
な
い（

（3
（

」。
要
す
る
に
、
自
ら
の
善
の
構
想
を
追
求
す
る
に
際
し
て
、
自
己
信
頼
を
欠
く
場
合
、
そ
れ
は
〈
他
者
の
意
志
に
依

存
す
る
こ
と
〉
に
繋
が
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

自
己
信
頼
の
毀
損
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
ル
ー
ト
で
生
じ
う
る
。
第
一
に
、
制
度
的
な
ル
ー
ト
で
あ
る
。
制
度
が
「
普
通
」
の
在
り
方
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を
規
定
す
る
こ
と
で
、「
普
通
」
で
は
な
い
在
り
方
を
劣
っ
た
も
の
、
あ
る
い
は
間
違
っ
た
も
の
と
し
て
ス
テ
ィ
グ
マ
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
自
己
信
頼
が
毀
損
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
同
性
愛
者
間
の
結
婚
が
公
的
に
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
異
性
愛
者
間
の
結
婚
を

「
普
通
」
の
結
婚
の
在
り
方
と
見
な
し
、
同
性
婚
を
「
普
通
」
で
は
な
い
結
婚
の
在
り
方
と
見
な
す
に
等
し
い
。
ま
た
、
か
つ
て
日
本
で
は

非
嫡
出
子
の
相
続
分
を
嫡
出
子
の
半
分
と
す
る
法
律
が
あ
っ
た
。
こ
の
法
律
は
非
嫡
出
子
を
法
的
権
利
の
上
で
不
当
に
扱
っ
て
い
る
だ
け
で

は
な
く
、「
普
通
の
」
親
子
関
係
の
在
り
方
を
規
定
す
る
こ
と
で
非
嫡
出
子
を
「
普
通
」
で
は
な
い
と
見
な
す
に
等
し
い
。
こ
の
よ
う
に
制

度
が
「
普
通
」
の
在
り
方
を
規
定
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
「
普
通
」
で
な
い
人
々
に
負
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
人
た
ち
の

自
己
信
頼
が
毀
損
さ
れ
う
る
。

第
二
に
、
非
制
度
的
な
ル
ー
ト
で
あ
る
。
い
く
つ
か
例
を
あ
げ
よ
う
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
福
祉
に
頼
る
者
は
し
ば
し
ば
二
級
市
民
と
し

て
ス
テ
ィ
グ
マ
化
さ
れ
る
。
ま
た
性
的
・
人
種
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
い
う
だ
け
で
差
別
的
な
態
度
や
振
舞
い
を
被
る
こ
と

も
多
い
。
他
に
も
い
わ
ゆ
る
片
親
の
家
庭
の
子
供
に
対
す
る
偏
見
や
特
定
の
職
業
に
対
す
る
蔑
視
は
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
に
あ
る
種
の
社

会
規
範
は
特
定
の
人
々
に
対
し
て
抑
圧
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
人
た
ち
の
自
己
信
頼
が
毀
損
さ
れ
う
る
。

無
論
、
制
度
的
・
非
制
度
的
な
ル
ー
ト
を
問
わ
ず
、
差
別
や
偏
見
に
よ
っ
て
自
己
信
頼
が
必
ず
損
な
わ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
身

近
な
人
間
関
係
の
助
け
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
自
分
自
身
の
力
に
よ
っ
て
、
自
己
信
頼
は
維
持
さ
れ
う
る
。
ま
た
自
己
信
頼
は
ゴ
ー
ヴ
ィ
ア

も
指
摘
す
る
よ
う
に
有
る
か
無
い
か
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
程
度
の
問
題
で
あ
る
し
、
事
柄
や
状
況
に
よ
っ
て
も
そ
の
程
度
は

異
な
る（

（3
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
ど
う
い
っ
た
差
別
や
偏
見
が
自
己
信
頼
を
完
全
に
毀
損
し
、
人
格
的
自
律
を
困
難
に
す
る
の
か
、
ど
の
程
度
の
自
己

信
頼
が
人
格
的
自
律
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
一
義
的
に
決
ま
ら
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
自
己
信
頼
に
充
ち
満
ち
た
人

が
実
際
に
ど
れ
ほ
ど
い
る
の
か
も
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
重
要
な
こ
と
は
、
自
己
信
頼
の
欠
如
は
〈
他
者
の
意
志
に
依
存
す
る
〉
蓋
然

性
を
高
め
る
ゆ
え
に
、
人
格
的
自
律
の
条
件
で
あ
る
自
立
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（3
（

。

２　

ケ
ア
と
人
格
的
自
律

身
体
的
・
精
神
的
脆
弱
性
は
人
格
的
自
律
の
条
件
を
毀
損
す
る
場
合
が
多
い
。
本
項
で
は
身
体
的
・
精
神
的
脆
弱
性
に
対
す
る
ケ
ア
に
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よ
っ
て
そ
う
し
た
毀
損
が
防
が
れ
る
、
あ
る
い
は
改
善
さ
れ
る
在
り
方
を
示
し
、
ケ
ア
は
人
格
的
自
律
を
促
進
し
う
る
と
主
張
す
る
。

身
体
的
脆
弱
性
は
幼
児
期
や
高
齢
期
、
病
気
や
怪
我
の
期
間
に
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
程
度
は
多
様
に
あ
り
う
る
。
身
体
的
脆
弱
性

を
抱
え
て
い
る
人
に
対
し
て
な
ん
ら
ケ
ア
が
無
い
場
合
、
十
分
な
範
囲
の
選
択
肢
と
い
う
人
格
的
自
律
の
条
件
が
脅
か
さ
れ
う
る
。
恒
常
的

に
歩
行
が
困
難
で
あ
る
が
、
車
椅
子
を
利
用
す
る
こ
と
で
移
動
が
可
能
で
あ
る
人
を
例
に
と
ろ
う
。
そ
の
人
自
身
だ
け
で
は
電
車
な
ど
の
交

通
機
関
の
利
用
は
難
し
い
も
の
か
も
し
れ
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
職
業
や
余
暇
の
過
ご
し
方
も
限
定
さ
れ
て
し
ま
い
、
人
格
的
自
律
に
必
要
と

な
る
選
択
肢
は
い
わ
ゆ
る
「
健
常
者
」
と
比
べ
て
限
定
的
な
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
駅
員
に
よ
る
介
助
に
よ
っ
て
そ
の
人
が
移
動

で
き
る
範
囲
は
広
が
り
、
選
択
肢
の
幅
は
広
が
る（

（3
（

。
自
宅
か
ら
職
場
ま
で
の
移
動
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
、
職
業
の
選
択
肢
の
幅
や
余
暇
に

お
い
て
享
受
で
き
る
選
択
肢
の
幅
は
改
善
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
身
体
的
脆
弱
性
に
対
す
る
ケ
ア
は
人
格
的
自
律
を
促
進
し
う
る
。

精
神
的
脆
弱
性
と
は
、
例
え
ば
、
従
軍
に
よ
っ
て
生
じ
た
ト
ラ
ウ
マ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
起
因
す
る
鬱
病
、
自
傷
行
為
を
恒
常
的
に
繰
り

返
す
よ
う
な
状
態
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
程
度
の
差
が
あ
る
。
将
来
に
対
し
て
不
安
を
抱
え
た
人
が
常
に
自
殺
を
選
ぶ
わ
け
で

は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
精
神
的
脆
弱
性
を
抱
え
る
人
に
対
す
る
ケ
ア
は
、
心
療
内
科
医
に
よ
る
治
療
か
ら
友
人
が
弱
っ
て
い
る
人
の
話
を
聞

く
こ
と
ま
で
含
む
、
広
範
な
営
み
で
あ
る
。
精
神
的
脆
弱
性
が
自
律
の
条
件
を
毀
損
す
る
ル
ー
ト
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
精
神
的
脆
弱
性

が
合
理
的
推
論
を
困
難
に
す
る
状
態
を
生
み
、
能
力
と
い
う
条
件
を
毀
損
す
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
自
ら
の
善
の
構
想
に
対
す

る
不
安
に
よ
っ
て
自
己
信
頼
を
失
う
と
い
う
ル
ー
ト
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
自
己
信
頼
の
毀
損
は
〈
他
者
の
意
志
に
依
存
す
る
〉
蓋

然
性
を
高
め
る
。
精
神
的
脆
弱
性
に
対
す
る
ケ
ア
は
こ
う
し
た
自
律
の
条
件
の
毀
損
を
防
ぐ
、
あ
る
い
は
改
善
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た

め
、
人
格
的
自
律
を
促
進
し
う
る
。

３　

理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係

前
項
で
は
ケ
ア
が
人
格
的
自
律
を
促
進
す
る
ケ
ー
ス
を
示
し
た
。
し
か
し
、
ケ
ア
関
係
に
あ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
プ
ラ
ス
に
作
用
す
る
わ

け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、〈
他
者
の
意
志
に
対
す
る
依
存
〉
を
生
み
出
す
ケ
ア
関
係
も
あ
る
か
ら
だ
。
キ
テ
イ
は
正
し
く
も
、
依
存
関

係
は
支
配
関
係
に
転
化
す
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
彼
女
の
定
義
で
は
、「
支
配
（dom

ination

）」
と
は
「
他
者
の
最
善
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の
利
益
に
反
し
て
、
か
つ
道
徳
的
正
統
性
の
な
い
目
的
で
権
力
を
行
使
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
支
配
関
係
は
依
存
労
働
者
に
よ
っ
て
だ
け
で

は
な
く
、
被
保
護
者
に
よ
っ
て
も
生
じ
う
る
。
依
存
関
係
に
お
い
て
依
存
労
働
者
が
被
保
護
者
に
対
し
て
虐
待
を
す
る
事
例
は
想
像
に
難
く

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
見
す
る
と
依
存
労
働
者
に
よ
っ
て
の
み
支
配
関
係
が
生
じ
る
よ
う
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
実
に
は
そ
う
で

は
な
い
。「
依
存
労
働
者
も
被
保
護
者
も
ど
ち
ら
も
依
存
関
係
を
支
配
関
係
に
変
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
」。
と
い
う
の
も
、「
依
存
労

働
者
に
対
す
る
被
保
護
者
の
依
存
、
お
よ
び
そ
の
関
係
を
通
じ
て
作
ら
れ
る
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、
依
存
労
働
者
は
、
自
分
と
い
う
も
の
を

な
く
し
て
し
ま
う
よ
う
な
虐
待
に
さ
ら
さ
れ
や
す
い
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
彼
女
は
「〔
依
存
〕
関
係
を
支
配
関
係
に
し
な
い
こ
と
は
、

依
存
労
働
者
と
被
保
護
者
に
等
し
く
生
じ
る
責
務
で
あ
る
」
と
結
論
付
け
る
（LL p. 34

／
八
九
─
九
〇
頁
）。

こ
の
よ
う
に
キ
テ
イ
は
、
ケ
ア
関
係
が
必
ず
し
も
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に
作
用
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
原
因
は
ケ
ア
す
る
側
だ
け
で
な
く
、

さ
れ
る
側
に
も
あ
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
望
ま
し
い
ケ
ア
関
係
を
理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
と
呼
ぼ
う
。
キ
テ
イ
の
表
現

を
用
い
る
の
な
ら
ば
、
理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
と
は
道
徳
的
に
正
統
な
仕
方
で
権
力
が
行
使
さ
れ
て
い
る
ケ
ア
関
係
で
あ
る
。
本
稿
が
「
理

に
適
っ
て
い
る
（reasonable

）」
と
呼
ぶ
の
は
、
ケ
ア
関
係
の
あ
り
方
に
関
し
て
人
々
が
理
由
（reason

）
を
提
示
し
合
い
、
参
照
す
る
点
を

強
調
す
る
た
め
で
あ
る
。
ケ
ア
論
は
他
者
と
の
関
係
を
重
視
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
あ
れ
ば
こ
そ
他
者
に
受
容
可
能
な
理
由
に
基
づ
い
て
、

恣
意
性
を
排
す
る
形
で
ケ
ア
関
係
を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
依
存
者
は
必
ず
し
も
理
由
に
基
づ
い
て
主
張
を
行
え
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ

の
点
に
関
し
て
は
第
五
節
で
関
係
論
的
道
徳
的
自
律
を
明
ら
か
に
す
る
際
に
論
じ
る
。）

キ
テ
イ
は
正
統
／
非
正
統
を
分
か
つ
規
準
が
何
で
あ
る
の
か
を
示
し
て
い
な
い
の
で
、
以
下
で
は
ケ
ア
関
係
に
お
け
る
適
理
性

（reasonableness

）
の
規
準
が
何
で
あ
る
の
か
を
示
そ
う
。
そ
の
規
準
は
少
な
く
と
も
二
つ
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
ケ
ア
そ
れ
自
体
を
目
的
と

す
る
観
点
か
ら
示
さ
れ
る
規
準
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
ケ
ア
を
人
格
的
自
律
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
と
す
る
観
点
か
ら
示
さ
れ
る
規
準

で
あ
る
。
本
稿
は
前
者
を
退
け
る
も
の
で
は
な
い
が
、
ケ
ア
に
内
在
す
る
価
値
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
後
者
に
焦

点
を
当
て
よ
う
。
そ
の
適
理
性
を
消
極
的
に
表
現
す
る
と
、
人
格
的
自
律
の
諸
条
件
を
侵
害
す
る
よ
う
な
ケ
ア
関
係
は
理
に
適
っ
て
い
な
い

と
い
え
る
。
ケ
ア
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
双
方
と
も
に
相
手
の
自
立
と
い
う
条
件
を
毀
損
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
積
極
的
に

表
現
す
る
と
、
他
者
を
自
ら
と
同
じ
く
人
格
的
自
律
を
追
求
す
る
平
等
者
で
あ
る
と
見
な
し
合
う
こ
と
と
な
る
。
ケ
ア
す
る
側
は
ケ
ア
さ
れ
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る
側
を
人
格
的
自
律
の
追
求
者
と
し
て
、
ま
た
ケ
ア
さ
れ
る
側
は
ケ
ア
す
る
側
を
そ
れ
と
し
て
、
互
い
に
見
な
し
合
う
こ
と
が
理
に
適
っ
た

ケ
ア
関
係
で
あ
る
。

一
定
の
ケ
ア
が
人
格
的
自
律
を
促
進
す
る
と
い
う
こ
と
以
上
に
本
節
で
強
調
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
人
格
的
自
律
を
規
準
と
す
る
理
に

適
っ
た
ケ
ア
関
係
は
、
ケ
ア
す
る
側
も
ケ
ア
さ
れ
る
側
も
相
互
に
支
配
を
行
わ
な
い
こ
と
を
要
請
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
ケ
ア
さ
れ
る
側

が
ケ
ア
す
る
側
か
ら
虐
待
を
受
け
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
は
当
然
と
し
て
、
ケ
ア
す
る
側
が
ケ
ア
さ
れ
る
側
の
恣
意
的
な
意
志
に

服
し
、
隷
従
し
な
い
た
め
に
も
、
こ
の
適
理
性
の
規
準
は
存
す
る（

（4
（

。

五　

理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
の
形
成
に
必
要
な
道
徳
的
自
律

本
節
で
は
理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
を
形
成
す
る
た
め
の
道
徳
的
自
律
を
示
す
。
ま
ず
そ
の
概
略
を
示
し
、
次
に
関
係
論
的
道
徳
的
自
律
に

つ
い
て
説
明
を
行
う
。
そ
の
上
で
想
定
さ
れ
る
主
要
な
反
論
に
応
答
す
る
。

理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
道
徳
的
自
律
の
三
段
階
（
立
法
・
遵
守
・
反
省
）
に
沿
っ
て
説
明
し

よ
う
。
ま
ず
立
法
の
段
階
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
ケ
ア
関
係
が
理
に
適
っ
て
い
る
か
と
い
う
規
則
が
導
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ケ
ア
関
係

に
お
け
る
適
理
性
の
規
準
を
導
き
出
す
の
が
立
法
の
段
階
で
あ
る
。
前
節
で
ケ
ア
関
係
の
適
理
性
の
規
準
を
一
つ
示
し
た
が
、
そ
う
し
た
道

徳
的
推
論
が
行
わ
れ
る
の
が
ま
さ
に
こ
の
立
法
の
段
階
で
あ
る
。
次
に
、
遵
守
の
段
階
で
は
、
適
理
性
の
規
準
を
満
た
す
形
で
ケ
ア
関
係
を

形
成
す
る
責
務
が
生
じ
て
い
る
。
だ
が
、
適
理
性
の
規
準
を
満
た
す
よ
う
に
ケ
ア
関
係
を
築
こ
う
と
試
み
て
も
、
実
際
に
そ
う
な
っ
て
い
る

保
障
は
ど
こ
に
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
反
省
の
段
階
で
、
現
に
今
あ
る
ケ
ア
関
係
が
適
理
性
の
規
準
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
批
判
的

に
捉
え
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
の
形
成
の
た
め
に
道
徳
的
自
律
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
理
に
適
っ

た
ケ
ア
関
係
に
お
け
る
適
理
性
の
規
準
は
人
格
的
自
律
を
追
求
す
る
者
と
し
て
互
い
を
見
な
し
合
う
こ
と
で
あ
り
、
も
し
道
徳
的
自
律
を
遂

行
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
他
者
を
人
格
的
自
律
の
追
求
者
と
見
な
さ
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
他
者
の
人
格
的
自
律
を
阻
害
し
た
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り
、
侵
害
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
立
法
や
遵
守
の
段
階
は
あ
り
、
ま
た
実
際
に
そ
う
し
て
い
な
い
か
を
振
り
返
っ
て
検
討
す
る
た
め
に
反
省

の
段
階
は
あ
る
。

こ
う
し
た
道
徳
的
自
律
が
求
め
ら
れ
る
の
は
ケ
ア
す
る
側
だ
け
で
な
く
、
ケ
ア
さ
れ
る
側
に
も
求
め
ら
れ
る
。
前
節
で
確
認
し
た
よ
う

に
、
ケ
ア
関
係
を
理
に
適
っ
て
い
な
い
も
の
に
変
容
さ
せ
る
危
険
性
は
、
ケ
ア
す
る
側
だ
け
で
は
な
く
、
ケ
ア
さ
れ
る
側
に
も
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
ケ
ア
さ
れ
る
側
も
ケ
ア
す
る
側
と
同
様
、
理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
る
の
か
を
推
論
し
、
理
に
適
っ
た
ケ

ア
関
係
の
形
成
を
目
指
し
、
実
際
に
そ
う
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
下
で
は
、
こ
う
し
た
道
徳
的
自
律
の
概
略
を
踏
ま
え
た
上
で
、
関
係
論
的
道
徳
的
自
律
と
は
い
か
な
る
観
念
で
あ
る
の
か
を
説
明
す

る
。
本
稿
が
こ
れ
ま
で
道
徳
的
自
律
と
し
て
論
じ
て
き
た
際
に
前
提
と
し
て
い
た
の
は
、
そ
の
主
体
が
個
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ケ
ア

す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
個
人
的
な
道
徳
的
推
論
に
よ
っ
て
、
理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
を
形
成
し
て
い
く
。
し
か
し
、
個
人
の
認
知
能
力
の
限

界
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
ケ
ア
す
る
側
に
も
ケ
ア
さ
れ
る
側
に
も
そ
れ
ぞ
れ
に
認
知
的
バ
イ
ア
ス
は
あ
る
し
、
一
個
人
が
辿
れ
る
道
徳
的
推

論
に
は
限
界
が
あ
る
。
ケ
ア
す
る
側
と
さ
れ
る
側
の
双
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
そ
の
限
界
は
一
定
程
度
乗
り
越
え
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
両
者
が
閉
鎖
的
な
ケ
ア
関
係
に
あ
る
ゆ
え
に
生
じ
る
認
知
的
バ
イ
ア
ス
も
あ
る
。
さ
ら
に
ケ
ア
論
の
観

点
か
ら
と
り
わ
け
重
要
な
問
題
と
な
る
の
は
、
重
度
の
知
的
障
碍
を
抱
え
る
者
や
乳
幼
児
は
そ
も
そ
も
そ
う
し
た
道
徳
的
推
論
を
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
こ
う
し
た
問
題
に
対
し
て
個
人
主
義
的

0

0

0

0

0

道
徳
的
自
律
の
観
点
か
ら
応
答
す
る
の
は
困
難
で
あ

る
。
そ
こ
で
道
徳
的
自
律
を
関
係
論
的

0

0

0

0

に
理
解
す
る
こ
と
で
こ
の
問
題
へ
の
応
答
を
試
み
る
。
以
下
で
は
、
関
係
論
的
道
徳
的
自
律
に
つ
い

て
、
理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
の
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
る（

（4
（

。

関
係
論
的
道
徳
的
自
律
と
は
、
人
々
の
関
係
性
の
中
で
道
徳
的
自
律
を
達
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
関
係
論
的
」
と
い
う
用

語
は
「
個
人
主
義
的
」
と
対
比
さ
れ
て
い
る
。
個
人
主
義
的
と
対
比
的
な
他
の
用
語
と
し
て
は
「
集
合
的
（collective

）」
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
そ
う
呼
称
し
な
い
の
は
、
集
合
的
道
徳
的
自
律
と
称
し
た
場
合
に
そ
の
行
為
主
体
の
単
位
が
一
定
の
集
合
と
な
る
の
に
対
し

て
、
関
係
論
的
道
徳
的
自
律
は
間
主
観
的
に
遂
行
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
関
係
論
的
道
徳
的
自
律
を
担
う
の
は
ど
の
よ
う
な
範
囲
の
人
々
で
あ
ろ
う
か
。
理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
を
形
成
し
て
い
く
の
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は
、
ケ
ア
の
直
接
的
な
両
当
事
者
、
す
な
わ
ち
ケ
ア
す
る
側
と
さ
れ
る
側
だ
け
で
は
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
個
人
の
推
論
能
力
に
は
当

然
限
界
が
あ
る
し
、
ま
た
当
事
者
同
士
の
関
係
自
体
が
原
因
と
な
っ
て
認
知
的
バ
イ
ア
ス
を
引
き
起
こ
し
う
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
理
に
適
っ

た
ケ
ア
関
係
の
形
成
は
、
当
事
者
だ
け
で
は
な
く
、
他
者
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
人
々
に
開
か
れ
る
か
、
そ
し
て
そ
の
人
々
は
よ
り
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
道
徳
的
自
律
を
遂
行
す
る
の
か
は
、

少
な
く
と
も
二
つ
の
観
点
か
ら
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
実
際
に
行
わ
れ
る
ケ
ア
に
携
わ
る
人
々
の
観
点
か
ら
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
道
徳
的

行
為
者
の
観
点
か
ら
で
あ
る
。

前
者
の
観
点
に
お
い
て
、
関
係
論
的
道
徳
的
自
律
は
ケ
ア
関
係
に
あ
る
当
事
者
と
そ
の
周
囲
の
人
々
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

家
庭
内
で
の
介
護
に
お
い
て
は
そ
の
当
事
者
の
兄
弟
姉
妹
親
戚
な
ど
が
、
介
護
施
設
に
お
い
て
は
そ
の
施
設
の
全
ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
に
当
た

る
。
こ
う
し
た
個
別
的
な
場
面
に
お
い
て
は
、
個
別
的
な
規
則
が
共
同
し
て
定
め
ら
れ
（
立
法
の
段
階
）、
実
際
に
役
割
が
分
担
さ
れ
、
そ
れ

を
担
い
（
遵
守
の
段
階
）、
そ
れ
が
適
切
に
遂
行
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
当
初
定
め
た
個
別
的
な
規
則
が
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い

て
各
人
が
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
吟
味
さ
れ
る
（
反
省
の
段
階
）。

こ
う
し
た
個
別
的
な
ケ
ア
関
係
の
場
面
に
お
け
る
関
係
論
的
道
徳
的
自
律
は
以
下
の
よ
う
な
ケ
ア
論
者
の
関
心
に
合
致
す
る
。
す
な
わ

ち
、
他
者
と
の
抽
象
的
な
あ
る
い
は
一
般
的
な
関
係
で
は
な
く
、
個
別
具
体
的
な
関
係
に
対
す
る
関
心
で
あ
る（

（4
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
関
係
論
的
道

徳
的
自
律
に
対
し
て
、
個
別
性
を
無
視
し
て
い
る
と
い
う
批
判
は
当
た
ら
な
い
。

一
般
的
な
関
係
を
対
象
と
す
る
の
は
後
者
の
観
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
道
徳
的
行
為
者
と
し
て
は
、
ケ
ア
関
係
一
般
に
対
し
て
道
徳
的
自

律
を
遂
行
す
る
。
す
べ
て
の
道
徳
的
行
為
者
が
ケ
ア
関
係
の
当
事
者
や
そ
れ
に
携
わ
る
者
の
立
場
に
な
り
う
る
と
想
定
し
て
、
共
同
し
て
道

徳
的
自
律
の
三
段
階
を
遂
行
す
る
。
す
な
わ
ち
、
共
同
し
て
理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
に
関
す
る
一
般
的
な
道
徳
的
規
則
を
導
き
出
し
（
立
法

の
段
階
）、
共
同
し
て
人
々
が
負
っ
て
い
る
責
務
を
果
た
し
（
遵
守
の
段
階
）、
そ
れ
が
適
切
に
遂
行
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
当
初
定
め
た
道
徳

的
規
則
が
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
共
同
し
て
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
吟
味
さ
れ
る（
反
省
の
段
階
）。
キ
テ
イ
は
ロ
ー

ル
ズ
の
正
義
の
二
原
理
に
加
え
て
第
三
原
理
を
提
案
し
て
い
る
が
（LL p. 113

／
二
五
四
頁
）、
こ
う
し
た
原
理
を
共
同
し
て
導
出
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
は
こ
こ
で
い
う
立
法
の
段
階
に
相
当
す
る
。
ま
た
彼
女
は
人
々
の
脆
弱
性
を
基
底
と
し
た
責
務
論
を
主
張
し
て
い
る
が
（LL 
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pp. 64-65

／
一
五
二
頁
）、
そ
れ
は
遵
守
の
段
階
に
相
当
す
る
。

こ
う
し
た
関
係
論
的
道
徳
的
自
律
に
対
し
て
は
依
然
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
批
判
が
残
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
道
徳
的
推
論
に
関
し

て
限
界
を
抱
え
る
人
々
で
あ
っ
て
も
共
同
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
遂
行
が
で
き
る
こ
と
を
認
め
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
前
提
と
さ
れ
て
い

る
の
は
一
定
水
準
の
推
論
を
働
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
で
あ
っ
て
、
重
度
知
的
障
碍
を
抱
え
る
人
は
想
定
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
、
と
い

う
批
判
で
あ
る
。
た
し
か
に
誰
か
が
意
見
を
提
示
し
、
理
由
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
立
法
や
遵
守
、
反
省
と
い
う
営
み
が
生
じ
う
る
。
し
か

し
、
そ
れ
が
ケ
ア
関
係
の
当
事
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
を
関
係
論
的
道
徳
的
自
律
は
要
請
し
な
い
。
重
度
知
的
障
碍
を
抱
え
る
人
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
な
ら
ば
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
主
張
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
共
同
し
て
勘
案
し
て
い
く
営
み
が
関
係
論
的
道
徳
的

自
律
で
あ
る
。
先
に
こ
れ
が
間
主
観
的
に
遂
行
さ
れ
る
と
表
現
し
た
の
は
こ
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
翻
っ
て
言
え
ば
、
重
度
知
的
障
碍
を
抱

え
て
い
な
い
人
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
論
理
的
に
意
見
を
主
張
す
る
必
要
は
な
い
。
各
人
が
自
ら
の
経
験
や
感
情
の
表
明
を
行
い
、
人
々

が
共
同
し
て
そ
れ
を
広
く
受
容
可
能
な
意
見
に
昇
華
し
て
い
く
作
業
が
、
関
係
論
的

0

0

0

0

道
徳
的
自
律
に
は
内
包
さ
れ
て
い
る
。

別
の
批
判
と
し
て
、
道
徳
的
自
律
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
ケ
ア
の
責
務
は
ケ
ア
論
が
要
請
す
る
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
も

の
が
想
定
さ
れ
る
。
だ
が
、
道
徳
的
自
律
に
お
け
る
責
務
の
捉
え
方
は
必
ず
し
も
キ
テ
イ
の
脆
弱
性
モ
デ
ル
と
の
親
和
性
が
悪
い
も
の
で
は

な
い
。
こ
こ
で
は
彼
女
の
責
務
論
を
一
旦
正
し
い
も
の
で
あ
る
と
仮
定
し
て
、
そ
の
上
で
親
和
性
を
示
そ
う
。
彼
女
は
、
Ｒ
・
グ
デ
ィ
ン
に

従
い
、
約
束
の
よ
う
な
契
約
や
同
意
を
責
務
の
根
拠
と
す
る
自
発
性
モ
デ
ル
を
批
判
し
、
脆
弱
性
を
責
務
の
根
拠
と
す
る
脆
弱
性
モ
デ
ル
を

採
用
す
る
（LL pp. 54-65

／
一
三
三
─
一
五
三
頁
）。
も
し
道
徳
的
自
律
に
お
け
る
立
法
の
段
階
に
お
い
て
、
カ
ン
ト
（
主
義
）
に
倣
い
定
言
命

法
な
い
し
普
遍
化
可
能
性
テ
ス
ト
を
用
い
る
と
し
た
ら
、
そ
こ
に
は
自
発
性
の
契
機
は
な
い
。
た
し
か
に
自
ら
の
意
志
に
よ
っ
て
道
徳
法
則

（
規
則
）
を
遵
守
し
よ
う
と
す
る
点
に
は
そ
の
契
機
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
当
の
道
徳
法
則
は
そ
の
自
発
性
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
立
法

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
定
言
命
法
な
い
し
普
遍
化
可
能
性
テ
ス
ト
を
用
い
る
こ
と
は
自
発
性
モ
デ
ル
に
該
当
せ
ず
、
脆
弱
性
モ

デ
ル
を
採
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
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結
論こ

こ
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
よ
う
。
第
二
節
で
は
依
存
を
人
間
の
条
件
と
す
る
キ
テ
イ
を
中
心
と
し
た
ケ
ア
論
者
の
自
律
批
判
を
検
討
し

た
。
第
三
節
で
は
、
道
徳
的
自
律
と
人
格
的
自
律
と
い
う
二
つ
の
自
律
の
構
想
を
示
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
条
件
と
な
る
自
立
を
検
討
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
ケ
ア
論
的
批
判
に
応
答
を
行
い
、
自
律
と
依
存
が
両
立
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
四
節
で
は
人
格
的
自
律
の
条
件
を

検
討
し
た
上
で
、
理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
は
人
格
的
自
律
の
条
件
を
損
な
う
脆
弱
性
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
、
人
格
的
自
律
を
促
進
し
う

る
と
述
べ
た
。
第
五
節
で
は
理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
が
形
成
さ
れ
る
た
め
に
は
ケ
ア
す
る
側
に
も
さ
れ
る
側
に
も
道
徳
的
自
律
が
必
要
と
さ

れ
る
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
個
人
主
義
的
道
徳
的
自
律
が
抱
え
る
問
題
点
を
指
摘
し
、
関
係
論
的
道
徳
的
自
律
を
提
示
し
た
。

本
稿
は
道
徳
的
自
律
を
関
係
論
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、
個
別
的
な
ケ
ア
関
係
か
ら
一
般
的
な
ケ
ア
関
係
ま
で
も
議
論
の
射
程
に
収
め
て
い

る
。
だ
が
、
ケ
ア
論
者
が
述
べ
る
よ
う
な
社
会
制
度
の
具
体
的
な
再
編
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
本
稿
は
ケ
ア
論
者
に
も
受
容

可
能
な
自
律
の
構
想
の
提
示
を
目
的
と
し
て
お
り
、
責
務
論
に
関
し
て
は
暫
定
的
に
キ
テ
イ
の
脆
弱
性
モ
デ
ル
と
の
親
和
性
を
指
摘
す
る
に

留
め
、
そ
の
批
判
的
検
討
を
行
っ
て
は
い
な
い
。
こ
れ
ら
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

※
以
下
の
著
作
に
つ
い
て
は
略
号
を
用
い
て
引
用
箇
所
を
本
文
中
に
明
記
し
た
。
な
お
訳
文
は
必
ず
し
も
邦
訳
に
従
っ
て
い
な
い
。

LL: E. F. K
ittay, Love ’s Labor: E

ssays on W
om

en, E
quality, and D

ependency, Routledge, 1999

（
岡
野
八
代
・
牟
田
和
恵
（
監
訳
）『
愛

の
労
働
あ
る
い
は
依
存
と
ケ
ア
の
正
義
論
』
白
澤
社
二
〇
一
〇
年
）.

M
F: J. Raz, M

orality of Freedom
, O

xford U
niversity Press, 1986.

SSPC: D
. M

eyers, Self, Society, and Personal Choice, Colum
bia U

niversity Press, 1989.

（
1
）
本
稿
で
主
だ
っ
て
扱
う
Ｅ
・
Ｆ
・
キ
テ
イ
は
自
律
に
対
す
る
批
判
者
で
あ
る
が
、「
た
し
か
に
自
己
統
治
（self-governance

）
と
い
う
意
味
で
の
自

律
は
格
別
重
要
な
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
点
は
認
め
て
い
る
（LL, p. 92

／
二
一
二
頁
）。
ま
た
、
リ
ベ
ラ
ル
が
前
提
と
す
る
自
律
的
主
体
に
批
判
を
向
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け
る
岡
野
も
、「
道
徳
的
な
意
味
に
お
い
て
『
他
人
に
依
存
』
し
な
い
、
つ
ま
り
自
律
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
、
た
し
か
に
女
性
た
ち
が
そ
の
運
動

の
目
的
と
し
て
き
た
こ
と
の
一
つ
で
あ
っ
た
」
と
い
う
事
実
を
認
め
て
い
る
（
岡
野
八
代
『
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
政
治
学
：
ケ
ア
の
倫
理
を
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
へ
』
み
す
ず
書
房
二
〇
一
二
年 

一
〇
五
頁
）。

（
2
）
自
律
に
対
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
か
ら
の
一
連
の
批
判
を
整
理
し
た
も
の
と
し
て
、C. M

ackenzie &
 N

. Stoljar, “Introduction: Refiguring 
A

utonom
y, ” in C. M

ackenzie &
 N

. Stoljar 

（eds.

）, R
elational A

utonom
y: Fem

inist P
erspectives on A

utonom
y, A

gency, and the 
Social Self, O

xford U
niversity Press, 2000; M

. Friedm
an, “Fem

inism
 in Ethics: Conceptions of A

utonom
y, ” in M

. Fricker &
 J. 

H
orsby 

（eds.

）, T
he Cam

bridge Com
panion to Fem

inism
 in Philosophy, Cam

bridge U
niversity Press, 2000, Ch. 11

が
挙
げ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
お
い
て
依
存
を
主
題
に
据
え
た
キ
テ
イ
の
よ
う
な
ケ
ア
論
者
か
ら
の
批
判
は
ど
こ
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
は
い
な
い
。

（
3
）M

. Friedm
an, A

utonom
y, G

ender, Politics, O
xford U

niversity Press, 2003, p. 81.

（
4
）「
ケ
ア
論
的
批
判
（care critiques
）」
と
い
う
表
現
自
体
は
す
で
に
他
の
論
者
に
よ
っ
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
（M

ackenzie &
 N

. Stoljar, op. 
cit., p. 8

）。
だ
が
、
そ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
論
者
は
Ｎ
・ 

チ
ョ
ド
ロ
ー
や
Ｖ
・
ヘ
ル
ド
、
Ｊ
・
ネ
デ
ル
ス
キ
ー
で
あ
り
、
本
稿
で
扱
う
キ
テ
イ
な
ど
で

は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
そ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
ケ
ア
論
的
批
判
は
、依
存
者
や
依
存
労
働
者
を
議
論
の
中
心
に
据
え
た
キ
テ
イ
ら
の
批
判
と
は
一
線
を
画
す
。

（
5
）
関
係
論
的
自
律
に
関
す
る
諸
研
究
を
概
観
し
た
も
の
と
し
て
はC. M

ackenzie &
 N

. Stoljar, op. cit.; N
. Stoljar, “Fem

inist Perspectives on 
A

utonom
y, ” in E. N

. Zalta

（ed.

）, T
he Stanford E

ncyclopedia of Philosophy, M
etaphysics Research Lab., Stanford U

niversity, 2015

（Sum
m

er 2013

（first archived

））.（https://plato.stanford.edu/archives/fall2015/entries/fem
inism

-autonom
y/ 

二
〇
一
八
年
八
月
三
〇

日
ア
ク
セ
ス
）

（
6
）C. M

ackenzie &
 N

. Stoljar, op. cit., p. 4.

（
7
）M

. Friedm
an, op. cit.; N

. Stoljar, op. cit.; C. M
ackenzie, “T

he Im
portance of Relational A

utonom
y and Capabilities for an Ethics 

of V
ulnerability, ” in C. M

ackenzie, W
. Rogers &

 S. D
odds 

（eds.
）, V

ulnerability: N
ew

 E
ssays in E

thics and Fem
inist Philosophy, 

O
xford U

niversity Press, 2014, Ch. 1.

（
8
）Ibid.

（
9
）
ネ
デ
ル
ス
キ
ー
は
自
律
を
立
法
と
結
び
つ
け
て
お
り
、
こ
の
点
で
本
稿
の
道
徳
的
自
律
の
一
要
素
を
含
む
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
彼
女
の

そ
れ
は
自
ら
の
善
の
構
想
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
人
格
的
自
律
を
意
味
す
る
（cf. J. N

edelsky, Law
’s R

elations: A
 R

elational T
heory of 

Self, A
utonom

y, and Law
, O

xford U
niversity Press, 2011, Ch. 3

）。
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（
10
）
キ
テ
イ
は
依
存
の
「
最
も
顕
著
な
事
例
」
を
検
討
す
る
こ
と
で
、「
あ
ら
ゆ
る
人
間
相
互
の
つ
な
が
り
が
正
し
く
理
解
さ
れ
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
つ
な

が
り
が
ど
の
よ
う
に
す
べ
て
の
道
徳
的
・
政
治
的
概
念
に
反
映
さ
れ
る
べ
き
か
が
理
解
さ
れ
る
」
と
考
え
て
い
る
（LL pp. 29-30

／
八
二
頁
）。

（
11
）
キ
テ
イ
は
依
存
労
働
に
よ
っ
て
生
じ
る
関
係
を
依
存
関
係
と
呼
ぶ
た
め
、
依
存
関
係
に
は
そ
う
し
た
労
働

0

0

が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
ケ
ア
関

係
に
お
い
て
は
ケ
ア
労
働
が
含
ま
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
病
院
や
家
庭
で
の
老
人
の
介
護
は
有
償
無
償
に
か
か
わ
ら

ず
ケ
ア
労
働
の
一
例
で
あ
る
。
ま
た
キ
テ
イ
の
用
語
法
に
お
い
て
も
そ
れ
は
依
存
労
働
と
な
り
う
る
。
一
方
、
例
え
ば
足
を
捻
っ
た
友
人
に
肩
を
貸
す
と

い
う
よ
う
な
軽
度
な
身
体
的
脆
弱
性
へ
の
対
応
は
、
キ
テ
イ
の
用
語
法
で
も
依
存
労
働
で
は
な
い
し
、
ま
た
ケ
ア
労
働

0

0

と
呼
ぶ
こ
と
も
相
応
し
く
な
い
。

（
12
）
岡
野 

前
掲
書 
一
〇
一
頁
。

（
13
）
同
書 

四
四
頁
。

（
14
）
Ｍ
・
Ａ
・
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
『
ケ
ア
の
絆
：
自
律
神
話
を
超
え
て
』
岩
波
書
店
二
〇
〇
九
年
十
八
、
二
五
頁
。

（
15
）
五
つ
の
想
定
と
は
、「（
ⅰ
）
秩
序
立
っ
た
社
会
の
概
念
的
な
境
界
線
を
決
定
す
る
正
義
の
環
境
／
（
ⅱ
）『
す
べ
て
の
市
民
が
全
生
涯
を
通
じ
て
十
分

に
社
会
的
協
働
が
可
能
な
成
員
で
あ
る
』
と
い
う
理
念
化
に
適
用
さ
れ
、
か
つ
投
影
さ
れ
て
い
る
規
範
／
（
ⅲ
）
自
ら
を
『
正
当
な
要
求
を
自
ら
生
み
出

し
う
る
者
』
と
み
な
す
自
由
な
人
格
と
い
う
構
想
／
（
ⅳ
）
正
義
の
実
現
に
必
要
な
人
格
の
道
徳
的
能
力
、
す
な
わ
ち
、
正
義
の
感
覚
と
、
自
ら
の
善
の

構
想
能
力
。
お
よ
び
、
こ
れ
ら
の
道
徳
的
能
力
に
も
と
づ
き
、
諸
個
人
の
福
祉
を
比
較
す
る
指
標
と
な
る
社
会
的
基
本
財
の
リ
ス
ト
／
（
ⅴ
）
協
働
に
加

わ
る
人
々
が
平
等
で
あ
る
こ
と
を
想
定
す
る
社
会
的
協
働
の
構
想
」
で
あ
る
（LL p. 81

／
一
八
七
頁
）。

（
16
）
岡
野 

前
掲
書
三
六
一
頁 

註
九
。

（
17
）
同
書 

一
六
九
─
一
七
三
頁
。

（
18
）
同
書 

三
六
一
頁 

註
九
。

（
19
）
同
書 

四
〇
頁
。

（
20
）
同
書 

三
三
─
三
四
頁
：
強
調
引
用
者
。

（
21
）
同
書 

四
〇
頁
。

（
22
）
Ｇ
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
よ
れ
ば
、
自
律
は
、「
自
由
」「
自
己
支
配
な
い
し
主
権
」「
意
志
の
自
由
」「
尊
厳
、
統
一
性
、
個
人
性
、
自
立
、
責
任
、
自

ら
を
知
る
こ
とself-know

ledge

」「
自
己
主
張
の
質
」「
批
判
的
反
省
性
」「
責
務
か
ら
の
自
由
」「
外
的
因
果
性
の
不
在
」「
自
身
の
利
益
を
知
る
こ
と
」

「
個
人
間
比
較
の
不
可
能
性
」
と
い
っ
た
様
々
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
（G. D

w
orkin, T

he T
heory and Practice of A

utonom
y, Cam

bridge 
U

niversity Press, 1988, p. 6

）。
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（
23
）
道
徳
的
自
律
の
三
段
階
と
い
う
の
は
、
次
の
有
福
の
指
摘
か
ら
着
想
を
得
て
い
る
。
有
福
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
ト
に
お
い
て
「
意
志
の
自
律
と
は
、

…
…
道
徳
法
則
自
身
を
意
志
の
規
定
根
拠
と
し
て
自
ら
に
課
し
（
立
法
）、
こ
れ
に
従
っ
て
自
ら
行
為
し
（
行
政
）、
自
ら
の
行
為
を
こ
れ
に
従
っ
て
自
ら

判
定
す
る
（
司
法
）
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、『
積
極
的
意
味
』
に
お
け
る
自
由
を
内
容
と
し
て
い
る
」（
有
福
孝
岳
「
善
意
志
の
倫
理
学
」
一
八
一
─
一

八
二
頁 
有
福
孝
岳
・
牧
野
英
二
（
編
）『
カ
ン
ト
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』 

世
界
思
想
社 

二
〇
一
二
年 

第
三
章 

第
二
節
）。

（
24
）
た
だ
し
、
ラ
ズ
は
人
格
的
自
律
に
お
け
る
自
己
決
定
の
対
象
を
本
稿
の
よ
う
に
重
要
な
事
柄
に
限
定
し
て
い
な
い
（M

F p. 374

）。

（
25
）
ラ
ズ
は
「
強
制
や
操
作
は
意
図
的
行
為
で
あ
る
」
と
し
て
お
り
（M

F p. 378

）、
操
作
の
捉
え
方
が
狭
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
た
し
か
に
と
り

わ
け
強
制
は
誰
か
の
意
図
的
行
為
で
あ
る
し
、
操
作
も
そ
う
し
た
場
合
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、（
経
済
）
シ
ス
テ
ム
あ
る
い
は
社
会
構
造
に

よ
っ
て
な
さ
れ
る
操
作
は
特
定
の
主
体
の
意
図
的
行
為
で
は
な
い
。

（
26
）
齋
藤
純
一 

『
不
平
等
を
考
え
る
：
政
治
理
論
入
門
』
ち
く
ま
新
書 

二
〇
一
七
年 

一
〇
六
─
一
〇
七
頁
。
齋
藤
は
「
他
者
の
意
思

0

0

に
依
存
す
る
こ
と
」

（
強
調
引
用
者
）
と
し
て
い
る
が
本
稿
で
は
意
志

0

0

と
す
る
。

（
27
）Cf. M

. Friedm
an, op. cit.

（
28
）
恣
意
性
の
規
準
は
何
か
、
別
言
す
れ
ば
、
強
制
が
正
当
化
さ
れ
る
の
は
い
か
な
る
場
合
で
あ
る
か
は
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
で
あ
る
が
、
こ

の
点
に
関
し
て
は
別
稿
に
譲
る
。
自
律
と
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
文
献
と
し
て
は
、
例
え
ばG. D

w
orkin, T

he T
heory and Practice of 

A
utonom

y, Cam
bridge U

niversity Press. 1988.

（
29
）
歴
史
的
に
リ
ベ
ラ
ル
は
自
律
と
経
済
的

0

0

0

自
立
を
結
び
つ
け
て
き
た
と
い
う
批
判
が
あ
り
う
る
が
、
そ
う
し
た
結
び
つ
き
を
切
り
離
す
の
が
本
稿
の
提

案
で
あ
る
。

（
30
）
責
務
と
し
て
の
ケ
ア
労
働
と
そ
う
で
な
い
ケ
ア
労
働
の
峻
別
は
責
務
の
根
拠
と
は
何
か
と
い
う
論
点
を
惹
起
す
る
が
、
本
稿
は
こ
れ
を
論
じ
る
も

の
で
は
な
い
。
ケ
ア
論
者
に
受
容
可
能
な
自
律
の
構
想
を
示
す
こ
と
が
目
的
で
あ
る
の
で
、
こ
の
点
は
脆
弱
性
を
そ
の
根
拠
と
す
る
キ
テ
イ
の
責
務

論
（
脆
弱
性
モ
デ
ル
）
に
則
る
（LL ch. 2

／
第
二
章
）。
つ
ま
り
、
脆
弱
性
モ
デ
ル
に
お
い
て
責
務
と
さ
れ
る
依
存
労
働
が
責
務
と
し
て
の
ケ
ア
労

働
に
相
当
す
る
。
無
論
、
彼
女
の
責
務
論
の
妥
当
性
は
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
本
稿
の
域
を
越
え
出
る
の
で
、
第
五
節
で
彼
女
の

責
務
論
と
道
徳
的
自
律
の
親
和
性
を
指
摘
す
る
に
留
め
る
。
キ
テ
イ
の
責
務
論
に
対
す
る
批
判
と
し
て
例
え
ばS. D

odds, “D
ependence, Care, and 

V
ulnerability, ” in C. M

ackenzie, W
. Rogers &

 S. D
odds 

（eds.

）, op. cit., Ch. 7.

（
31
）
自
分
自
身
に
対
す
る
肯
定
的
感
情
は
本
稿
で
取
り
上
げ
る
自
己
信
頼
以
外
に
も
、「
自
己
尊
重
（self-respect

）」
や
「
自
己
評
価
（self-esteem

）」

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（e.g. J. A

nderson &
 A

. H
onneth, “A

utonom
y, V

ulnerability, Recognition, and Justice, ” in J. Christm
an &

 J. 
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A
nderson

（eds.

）, A
utonom

y and the Challenges to Liberalism
, Cam

bridge U
niversity Press, 2005, Ch. 6

）。
本
稿
で
は
自
己
信
頼
を
人

格
的
自
律
の
条
件
と
し
た
ゴ
ー
ヴ
ィ
ア
の
研
究
を
取
り
上
げ
、
他
の
自
己
肯
定
感
に
関
し
て
は
別
稿
に
譲
る
。

（
32
）T

. Govier, “Self-T
rust, A

utonom
y, and Self-Esteem

, ” H
ypatia, V

ol. 8, N
o. 1

（1993

（w
inter

））p. 111.

（
33
）Ibid., pp. 105-106.

（
34
）Ibid., p. 106.

（
35
）Ibid., p. 106.

（
36
）Ibid., p. 112.

（
37
）Ibid., p. 106.

（
38
）
ラ
ズ
は
こ
う
し
た
感
情
を
人
格
的
自
律
の
条
件
に
加
え
て
は
い
な
い
が
、
全
く
言
及
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、
強
制
や
操
作
に
よ
る

「
実
際
の
帰
結
」
が
ど
う
で
あ
れ
、「
強
制
や
操
作
は
強
制
さ
れ
る
人
々
や
操
作
さ
れ
る
人
々
に
対
し
て
軽
視
や
軽
蔑
す
ら
も
表
現
す
る
よ
う
な
象
徴
的
意

味
を
有
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
お
り
（M

F p. 378

）、
強
制
や
操
作
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
が
他
者
に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
を
有
す
る
こ
と
を
問

題
と
し
て
い
る
。

（
39
）
選
択
肢
の
幅
の
改
善
は
誰
か
特
定
の
人
物
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
う
る
だ
け
で
な
く
、
設
備
や
制
度
に
よ
っ
て
も
改
善
さ
れ
う
る
。
例
え
ば
駅
構
内
に

お
い
て
車
椅
子
の
利
用
が
可
能
な
エ
レ
ベ
ー
タ
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歩
行
が
困
難
な
人
の
移
動
は
階
段
を
使
わ
ず
と
も
そ
の
人
自
身
に
よ
っ

て
可
能
と
な
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
〈
ケ
ア
〉
と
人
格
的
自
律
の
関
係
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
〈
ケ
ア
〉
を
行
う
主
体
が
い
る
こ
と
に
焦

点
を
当
て
る
。

（
40
）
註
28
で
も
言
及
し
た
が
、
人
格
的
自
律
が
正
当
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
だ
が
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
ケ
ア
さ
れ
る
側
が
虐
待
の
よ
う

な
ケ
ア
を
受
け
な
い
た
め
の
規
準
と
し
て
、
同
時
に
ケ
ア
す
る
側
が
過
重
な
ケ
ア
労
働
を
課
さ
れ
な
い
た
め
の
規
準
と
し
て
、
人
格
的
自
律
が
機
能
す
る

点
で
あ
る
。

（
41
）
関
係
論
的
道
徳
的
自
律
は
理
に
適
っ
た
ケ
ア
関
係
の
形
成
だ
け
に
必
要
と
さ
れ
る
観
念
で
は
な
い
が
、
本
稿
は
そ
う
し
た
一
般
的
な
説
明
を
試
み
る

も
の
で
は
な
い
。

（
42
）
例
え
ば
キ
テ
イ
は
「
愛
情
や
配
慮
か
ら
な
る
結
び
つ
き
は
依
存
労
働
者
と
被
保
護
者
を
結
び
つ
け
る
。
こ
の
結
び
つ
き
は
、
一
般
化
さ
れ
た
他
者
と

の
間
に
で
は
な
く
、
入
れ
替
え
不
可
能
で
具
体
的
な
他
者
と
の
間
に
あ
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
（LL p. 53

／
一
三
〇
頁
）、
他
者
と
の
個
別

具
体
的
な
関
係
性
に
力
点
を
置
い
て
い
る
。
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一
六
世
紀
の
宗
教
改
革
運
動
は
、
こ
れ
に
か
か
わ
る
者
た
ち
に
、「
政
治

共
同
体
を
ど
う
神
学
的
に
説
明
す
べ
き
か
」
と
い
う
課
題
を
突
き
付
け
た
。

ま
た
、
こ
の
運
動
が
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
誘
発
す
る
よ
う
に
な
る

と
、「
自
分
た
ち
の
信
仰
を
否
定
す
る
為
政
者
に
ど
う
対
処
す
る
べ
き
か
」

と
い
う
問
題
も
浮
上
す
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
活
躍
し
た

ジ
ャ
ン
・
カ
ル
ヴ
ァ
ン
と
そ
の
後
継
者
た
ち
の
提
示
し
た
回
答
を
再
構
成

し
、
吟
味
し
た
の
が
本
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

問
題
の
所
在
を
述
べ
る
序
章
と
全
体
の
総
括
を
行
う
終
章
と
の
間
に
挟
ま

れ
た
五
つ
の
章
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の

宗
教
改
革
を
、
特
に
サ
ヴ
ォ
ワ
お
よ
び
ベ
ル
ン
と
の
外
交
史
の
中
で
位
置
付

け
る
。
第
二
章
で
は
、「
神
へ
の
服
従
の
自
由
を
内
容
と
」
し
「
人
間
を
し

て
そ
の
本
来
の
姿
へ
と
回
復
せ
し
む
る
」、
こ
の
時
代
に
特
有
で
、
か
つ
論

争
的
な
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
自
由
観
が
分
析
さ
れ
る
。
彼
の
教
会
観
が
同
時
代
の

宗
教
改
革
急
進
派
と
の
対
決
の
中
で
練
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
る
こ
と

を
第
三
章
で
述
べ
た
上
で
、
第
四
章
で
著
者
は
ふ
た
た
び
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
現

実
に
立
ち
返
り
、
教
会
と
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
市
政
府
と
の
協
働
の
実
態
を
精
査
す

る
。
第
五
章
で
本
書
は
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
衣
鉢
を
継
ぐ
所
謂
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス

ト
た
ち
の
政
治
思
想
を
検
討
す
る
が
、
そ
の
中
で
は
た
と
え
ば
、
こ
の
時
代

の
政
治
思
想
史
叙
述
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
ク
ェ
ン
テ
ィ
ン
・
ス
キ
ナ
ー

の
所
説
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

右
に
示
し
た
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
か
ら
も
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
書
が
取
り

上
げ
た
テ
ー
マ
は
奇
を
て
ら
う
類
い
の
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
視
点
の
保
持
に
自
覚
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
著
者
は
、
た
と
え
ば
「
契
約

神
学
」
や
「
領
域
教
会
」
と
い
っ
た
、
よ
り
宗
教
に
引
き
付
け
た
諸
概
念
を

駆
使
し
て
論
を
展
開
す
る
。

た
と
え
ば
「
契
約
神
学
」
を
鍵
概
念
に
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
政
治
思
想

叙
述
が
可
能
に
な
る
の
か
。
著
者
は
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
と
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に

お
い
て
は
、
人
間
と
神
と
の
関
係
、
お
よ
び
人
間
と
人
間
と
の
関
係
を
契
約

の
視
点
か
ら
捉
え
る
傾
向
が
強
か
っ
た
と
す
る
。
神
学
史
的
に
は
常
識
に
属

す
る
指
摘
で
あ
る
が
（
だ
か
ら
こ
そ
著
者
に
は
、
対
神
関
係
と
対
人
関
係
を

契
約
的
に
把
握
「
し
な
い
」
神
学
の
モ
デ
ル
に
言
及
し
て
も
ら
い
た
か
っ

た
）、
こ
の
と
き
、
契
約
を
媒
介
に
し
て
人
間
同
士
が
作
り
上
げ
る
共
同
体

そ
の
も
の
が
、
個
人
以
上
に
、
神
と
向
き
合
う
当
事
者
だ
と
目
さ
れ
た
点
が

重
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
そ
の
人
に
あ
っ
て
は
、
共
同
体

と
そ
れ
を
秩
序
づ
け
る
為
政
者
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
は
、「
教
会
内
の

人
間
に
よ
る
契
約
抵
触
行
為
は
、
教
会
内
で
矯
正
さ
れ
る
べ
き
対
象
で
あ

り
、
切
り
捨
て
の
対
象
で
は
な
」
い
と
す
る
立
場
か
ら
、
先
鋭
化
す
る
こ
と

◆
書
評

近
世
政
治
神
学
の
探
究

●

─
─
田
上
雅
徳

住
田
博
子
『
カ
ル
ヴ
ァ
ン
政
治
思
想
の
形
成
と
展
開

─
─
自
由
の
共
同
体
か
ら
抵
抗
権
へ
』（
新
教
出
版
社
、

二
〇
一
八
年
）
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が
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
後
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
た
ち
に
な
る
と
、
為
政

者
も
契
約
共
同
体
の
一
員
と
し
て
捉
え
る
見
解
が
強
ま
る
。
そ
し
て
結
果
と

し
て
、
神
の
意
に
適
わ
な
い
統
治
活
動
を
行
う
為
政
者
を
他
の
契
約
仲
間
が

質
そ
う
と
す
る
動
機
の
下
で
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
抵
抗
論
が
構
築
可
能
に

な
っ
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
再
洗
礼
派
と
呼
ば
れ
る
当
時
の
宗
教
改
革
急
進
派
が
著
し
た

「
シ
ュ
ラ
イ
ト
ハ
イ
ム
信
仰
告
白
」
に
対
す
る
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
論
駁
書
に
注

目
し
た
こ
と
で
、
宗
教
改
革
の
神
学
に
即
し
た
教
会
を
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
改
革

者
が
形
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
直
面
し
た
困
難
は
、
よ
り
ク
リ
ア
な
像
を
結

ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
有
名
な
所
説
を

持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
滅
び
に
予
定
さ
れ
て
い
る
共
同
体
構
成
員
の
存
在

を
覚
え
つ
つ
も
、
ま
さ
に
神
の
超
越
的
な
予
定
ゆ
え
に
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
滅

び
る
者
と
救
わ
れ
る
者
と
の
ふ
る
い
分
け
を
自
ら
に
禁
じ
な
く
て
は
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
再
洗
礼
派
の
よ
う
な
破
門
の
行
使
は
徹
底
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
教
会
は
救
い
に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
神
の
民
」
だ
と
の
擬
制
を

貫
く
必
要
が
彼
に
は
生
じ
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
の
困
難
は
、
救
済
意
識
と
そ
れ
を
反
映
し
た
生
活
を

共
同
体
構
成
員
に
期
待
す
る
宗
教
の
論
理
と
、
何
も
宗
教
的
な
動
機
だ
け
で

人
び
と
が
そ
こ
に
定
住
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
所
与
の
空
間
を
秩
序
づ
け

な
く
て
は
な
ら
な
い
政
治
の
論
理
と
の
狭
間
に
立
ち
続
け
よ
う
と
し
た
、
カ

ル
ヴ
ァ
ン
そ
の
人
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に
由
来
し
て
い
る
。
著
者
の
言
葉
で

い
い
直
す
な
ら
、「
信
者
個
々
人
の
自
覚
的
信
仰
を
問
う
こ
と
な
く
地
理
的

領
域
内
の
全
て
の
住
民
を
教
会
の
う
ち
に
収
め
」
よ
う
と
す
る
領
域
教
会
制

度
の
本
質
か
ら
生
じ
る
ア
ポ
リ
ア
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
を
、
教
会
と
い

う
宗
教
共
同
体
を
自
発
的
結
社
と
し
て
捉
え
て
疑
わ
な
い
私
た
ち
は
、
往
時

の
政
教
関
係
で
し
か
見
ら
れ
な
い
無
理
筋
と
し
て
済
ま
す
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。

共
同
体
構
成
員
に
然
る
べ
き
自
覚
を
促
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
満
た
し
得
な

い
構
成
員
も
包
摂
し
な
が
ら
統
合
を
図
る
こ
と
は
、
国
家
と
呼
ば
れ
る
政
治

共
同
体
が
、
い
ま
も
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
領
域

教
会
制
度
に
伴
う
困
難
は
今
日
も
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
失
っ
て
は
い
な

い
。
事
実
、
近
現
代
の
国
家
は
学
校
等
を
整
備
し
て
「
市
民
教
育
」
を
国
民

に
課
す
わ
け
だ
が
、
そ
の
関
連
で
い
え
ば
、
宗
教
的
そ
し
て
政
治
的
規
律
化

の
舞
台
と
し
て
領
域
教
会
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
著
者
の
研
究
の
地
平
は
新

た
な
広
が
り
を
見
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
実
際
、
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
時
代
は
、
史
上
稀
に
見
る
民
衆
教
化
の
時
代
で
も
あ
っ
て
、
当
時
、
キ

リ
ス
ト
教
各
宗
派
が
量
産
し
て
い
た
「
カ
テ
キ
ズ
ム
（
信
仰
問
答
／
信
仰
告

白
）」
は
、
政
治
思
想
的
分
析
に
値
す
る
第
一
級
の
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
。
前
述
し
た
よ
う
に
「
シ
ュ
ラ
イ
ト
ハ
イ
ム
信
仰
告
白
」
に
言
及

し
た
こ
と
で
、
再
洗
礼
派
と
カ
ル
ヴ
ァ
ン
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
こ
と
に
本
書
は
成
功
し
た
。
だ
が
、
著
者
自
身
も
触
れ
て
い
る
よ

う
に
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
そ
の
人
の
当
該
信
仰
告
白
の
理
解
に
は
看
過
で
き
な
い

バ
イ
ア
ス
が
あ
る
し
、
何
よ
り
、
再
洗
礼
派
を
成
り
立
た
せ
て
い
た
の
は
政

治
的
包
摂
の
論
理
を
拒
否
し
た
人
び
と
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、

為
政
者
の
存
在
ど
こ
ろ
か
兵
役
も
肯
定
し
た
と
さ
れ
る
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・

フ
ー
プ
マ
イ
ア
ー
は
、
著
者
に
よ
っ
て
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
こ
う

し
た
論
点
も
意
識
し
た
記
述
が
加
わ
る
な
ら
ば
、
宗
教
改
革
期
の
政
治
思
想

は
一
層
の
奥
行
き
を
も
っ
て
、
私
た
ち
の
目
に
映
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
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あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
基
は
博
士
論
文
で
あ
る
。
大
学
院
に
入
っ

た
著
者
に
研
究
対
象
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
の
政
治
思
想
を
提
案
し
た
の
は
、
指

導
教
授
で
あ
っ
た
（599

─
─
以
下
括
弧
内
の
数
字
は
同
書
の
頁
数
）。
そ

れ
か
ら
十
年
の
歳
月
を
経
て
結
実
し
た
研
究
成
果
た
る
本
書
の
正
題
は
極
め

て
野
心
的
で
あ
る
。

「
宗
教
改
革
」、「
大
航
海
時
代
」、「
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
」
と
い
う
三
つ

の
重
要
な
主
題
と
ス
ア
レ
ス
の
政
治
思
想
を
織
り
合
わ
せ
た
本
書
は
、
本

文
、
参
考
文
献
、
索
引
を
合
わ
せ
る
と
六
五
〇
頁
を
超
え
る
浩
瀚
な
書
で
あ

り
、
限
ら
れ
た
紙
幅
で
そ
の
内
容
を
要
約
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
部
構
成
に
結
論
と
補
論
を
加
え
た
本
書
は
、
ス
ア
レ
ス
に
つ
い
て
の
モ

ノ
グ
ラ
フ
で
は
な
い
。
正
題
と
副
題
は
そ
の
こ
と
を
示
す
。
第
一
・
二
部

の
タ
イ
ト
ル
を
繋
ぐ
の
は
、
正
題
に
も
あ
る
「
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
」
で

あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
「
神
秘
的
か
ら
だCorpus m

ysticum

」
と
不
可
分

─
─
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
化
体
説
─
─
の
「
キ
リ
ス
ト
教

共
同
体
」
は
、
西
洋
古
代
末
期
か
ら
中
世
を
貫
く
キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
上
の

根
本
思
想
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
解
釈
者
が
宗
教
改
革
と
の
間
に
い
か
な
る
連

続
性
あ
る
い
は
断
絶
性
を
有
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
か
が
問
わ
れ
る
。

な
ら
ば
、
古
代
末
期
か
ら
中
世
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
に
つ
い
て

ま
ず
論
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
第
一
章
は
「
中
世
の
両
権
論
と
ス

ア
レ
ス
理
論
」
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
そ
れ
自
体
を
主
題
化
し
て
は

い
な
い
。
第
一
章
で
は
、「
ま
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
の
概
念
に
つ
い
て

よ
り
詳
し
く
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（55

）。
だ
が
、
直

後
に
「
こ
こ
で
は
、
ス
ア
レ
ス
の
解
釈
を
説
明
す
る
」
と
続
け
る
著
者
が
、

「
こ
の
［
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
の
］
概
念
の
特
徴
と
し
て
二
点
指
摘
」
す
る

内
容
に
は
ス
ア
レ
ス
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
の
引
用
は
な
く
、
注
も
な
い
。
こ
れ

で
は
中
世
盛
期
（
ス
コ
ラ
学
）
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
概
念
の
説
明
に
も
、
ス

ア
レ
ス
の
説
明
に
も
な
っ
て
い
な
い
。
次
頁
冒
頭
に
、「
布
教
に
よ
り
狭
義

の
教
会
や
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
が
拡
大
す
る
」、「
布
教
論
は
両
権
論
の
主
要

な
構
成
要
素
」（56

）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
は
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
を

与
件
と
し
た
両
権
論
の
政
治
思
想
史
的
考
察
で
あ
る
と
言
え
よ
う
（
権
力
に

着
目
す
る
著
者
が
「
両
剣
論
」
を
用
い
な
い
理
由
は
十
頁
注
１
に
あ
る
）。

も
と
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
を
巡
る
思
考
は
、
聖
書
解
釈
に
基
づ
い

て
展
開
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
第
二
章
に
て
ス
ア
レ
ス
を
論
じ
る
過
程
で
著

者
が
引
用
す
る
の
は
、
ケ
リ
ュ
グ
マ
伝
承
と
関
わ
る
マ
タ
イ
二
八
章
一
九
節

で
あ
る
。「
あ
な
た
が
た
は
行
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
人
々
を
弟
子
と
し
な

さ
い
」（165
）。
邦
訳
の
各
聖
書
に
あ
る
「
弟
子
に
し
な
さ
い
」
は
ギ
リ
シ

ア
語
本
文
（m

athêteusate

─
─
ネ
ス
ト
レ
＝
ア
ー
ラ
ン
ト
二
八
版
）
に

◆
書
評

政
治
思
想
史
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
思
想
史

を
捉
え
直
す

●

─
─
藤
田
潤
一
郎

小
田
英
『
宗
教
改
革
と
大
航
海
時
代
に
お
け
る
キ
リ
ス

ト
教
共
同
体
─
─
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ス
ア
レ
ス
の
政
治

思
想
』（
文
生
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
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沿
っ
た
訳
だ
が
、
ス
ア
レ
ス
が
依
拠
し
た
で
あ
ろ
う
ウ
ル
ガ
ー
タ
で
は
「
教

え
な
さ
い
（docete

）」
で
あ
る
。
復
活
し
た
イ
エ
ス
が
十
一
人
の
弟
子
に

語
っ
た
言
葉
が
、「
あ
ら
ゆ
る
民
を
教
化
し
な
さ
い
」
と
解
釈
さ
れ
た
か
ら

こ
そ
、「
そ
の
［
教
会
の
］
頭
」
た
る
キ
リ
ス
ト
の
後
継
者
で
あ
る
「
ペ
テ

ロ
や
教
皇
」（69
）
が
、
正
確
に
は
ペ
テ
ロ
に
由
来
す
る
ロ
ー
マ
司
教
座
を

継
承
す
る
教
皇
が
「
全
世
界
に
お
い
て
布
教
の
権
利
を
持
つ
」（165

）。

著
者
は
、
布
教
論
を
「
近
世
の
両
権
論
に
お
け
る
本
質
的
な
側
面
の
一

つ
」（56

）
と
言
明
す
る
。
だ
が
、
古
代
の
旧
新
約
聖
書
、
キ
リ
ス
ト
教
共

同
体
を
巡
る
中
世
の
テ
ク
ス
ト
に
対
す
る
い
か
な
る
理
解
に
基
づ
い
て
、
近

世
の
ス
ア
レ
ス
は
「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
だ
け
が
こ
の
［
布
教
の
］
命
令
を
実

行
す
る
権
利
を
持
つ
」（165

）
と
い
う
結
論
に
達
す
る
と
同
時
に
イ
ン
デ
ィ

ア
ス
布
教
の
あ
り
方
を
批
判
し
た
（165

、
注223
）
の
で
あ
ろ
う
か
。

事
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
ひ
い
て
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
見
た
信
仰
と
不

信
仰
と
い
う
問
い
に
係
わ
る
。
著
者
が
「
サ
ラ
マ
ン
カ
学
派
の
中
で
も
独
自

な
」
ス
ア
レ
ス
の
主
張
と
指
摘
す
る
、
キ
リ
ス
ト
教
君
主
と
異
教
君
主
の
間

で
の
戦
争
の
権
利
の
対
等
性
の
主
張
（163-164

）
の
典
拠
は
、
ト
マ
ス
・

ア
ク
ィ
ナ
ス
の
『
神
学
大
全
』
第
Ⅱ-

2
部
に
関
す
る
講
義
の
為
の
ノ
ー
ト

と
思
わ
れ
る
（164

、
注219

及
び602

）。
著
者
は
、「
自
然
法
に
お
い
て
何

ら
か
の
基
礎
や
一
定
の
関
わ
り
を
有
さ
ず
、
し
か
も
異
教
君
主
に
相
応
の
仕

方
で
適
合
し
な
い
ほ
ど
に
キ
リ
ス
ト
教
君
主
に
固
有
で
あ
る
よ
う
な
戦
争
の

権
限
は
全
く
存
在
し
な
い
」
と
訳
す
。
だ
が
、
二
重
否
定
の
文
章
中
のqui 

non habeat fundam
entum

 aliquod vel certe proportionem
 cum

 
lege naturali

は
、「
何
ら
か
の
基
礎
を
も
た
な
い
、
す
な
わ
ち
自
然
法
に

し
か
と
関
係
づ
け
ら
れ
て
は
い
な
い
」
で
あ
る
。vel

の
前
後
の
語
がcum

 

lege naturali

に
掛
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ス
ア
レ
ス
に
は
、
戦
争
の
宣

言
・
権
利
（titulus

）
の
基
礎
こ
そ
キ
リ
ス
ト
教
君
主
に
も
不
信
仰
の
君
主

に
も
等
し
く
適
用
さ
れ
る
自
然
法
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
あ
る
（
著
者
は

infidelitas

とhaeresis

を
混
同
し
て
い
る
）。
彼
に
と
っ
て
教
皇
は
布
教
の

権
利
を
有
す
る
が
、
異
教
徒
に
信
仰
の
受
容
を
強
制
で
き
な
い
（165

）
理

由
は
、
テ
ク
ス
ト
に
内
包
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
ト
マ
ス
と
ス
ア
レ
ス
と

の
、
或
い
は
中
世
自
然
法
と
近
世
自
然
法
の
相
違
が
垣
間
見
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
マ
タ
イ
二
八
章
一
九
節
に
先
立
つ
の
は
イ
エ
ス
の
次
の
言
葉

で
あ
る
。「
わ
た
し
は
天
と
地
の
一
切
の
権
能
を
授
か
っ
て
い
る
」（
一
八
節

の
新
共
同
訳
─
─
一
九
節
は
「
だ
か
ら
」
か
ら
始
ま
る
）。
ギ
リ
シ
ア
語
本

文
のexousia

を
、
新
共
同
訳
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
訳
は
「
権
能
」、
口
語

訳
と
新
改
訳2017

は
「
権
威
」
と
訳
し
、「
権
力
」
を
採
用
し
て
い
な
い
。

ウ
ル
ガ
ー
タ
で
は
、potestas

で
あ
る
。「
本
書
に
お
け
る
鍵
概
念
」
が
「
間

接
的
権
力potestas indirecta

」
で
あ
る
と
述
べ
る
（57

）
著
者
が
考
え

る
ほ
ど
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
に
お
け
るpotestas

は
一
義
的
で
は
な
い
。

exousia

或
い
はpotestas

こ
そ
、
イ
エ
ス
と
、
彼
が
天
の
国
の
鍵
を
授
け

た
（
マ
タ
イ16

・19

）
ペ
テ
ロ
及
び
そ
の
後
継
者
を
繋
ぐ
。
中
世
か
ら
近

世
の
テ
ク
ス
ト
を
扱
う
研
究
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
鍵
概
念
を
「
間
接
的

権
力
」
と
す
る
こ
と
で
、「
反
ロ
ー
マ
陣
営
や
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
教
皇
主
義
者

と
の
論
争
の
中
で
」（544

）
ス
ア
レ
ス
がpotestas indirecta

を
重
視
し

た
思
想
史
的
な
背
景
を
追
う
こ
と
を
却
っ
て
妨
げ
た
印
象
を
受
け
る
。

し
か
し
な
が
ら
本
書
が
、
数
多
の
一
次
文
献
を
多
大
な
労
力
を
払
っ
て
読

み
、
紡
ぎ
出
し
た
労
作
で
あ
る
こ
と
を
評
者
は
毫
も
疑
わ
な
い
。
近
世
西
欧

政
治
思
想
史
研
究
と
し
て
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
、
擱
筆
す
る
。
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カ
ン
ト
の
実
践
哲
学
は
「
前
代
の
道
徳
哲
学
〔
…
〕
に
お
け
る
社
会
的
契

機
を
全
く
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
福
田
歓
一
が
断
じ
て
か
ら
半
世
紀
が

経
っ
た
（「
政
治
理
論
に
お
け
る
「
自
然
」
の
問
題
」
一
九
六
二
年
）。
こ
の

間
、
忘
れ
物
に
気
づ
い
た
か
の
ご
と
く
、
現
代
の
政
治
理
論
家
は
カ
ン
ト
を

批
判
的
に
継
承
し
、
カ
ン
ト
研
究
者
も
政
治
思
想
研
究
を
精
力
的
に
進
め
て

き
た
。
本
書
は
こ
う
し
た
動
向
を
見
据
え
つ
つ
、
カ
ン
ト
と
現
代
理
論
の
双

方
に
取
り
組
ん
だ
労
作
で
あ
る
。
第
Ⅰ
部
で
は
カ
ン
ト
が
扱
わ
れ
、
第
Ⅱ
部

で
は
ア
ー
レ
ン
ト
、
ロ
ー
ル
ズ
、
ハ
ー
バ
マ
ス
の
カ
ン
ト
解
釈
が
批
判
的
に

検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
本
書
は
「
現
代
に
お
け
る
熟
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
議
論
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
洞
察
」（
二
一
六
）
を
見
出
す
と
い
う
方
針

を
掲
げ
、
実
際
、
カ
ン
ト
が
市
民
の
自
由
な
言
論
活
動
を
重
視
し
て
い
た
点

を
説
得
的
に
示
し
て
い
る
。
加
え
て
実
践
理
性
に
つ
い
て
も
、
論
理
的
一
貫

性
だ
け
を
道
徳
の
基
準
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
行
為
の
理
由
を
他
者
に
示

し
、
他
者
か
ら
の
問
い
直
し
に
晒
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
公
開
性
の
基

準
を
も
含
む
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
実
践
理
性
か
ら
政
治
的
自
律
、
世
界
市

民
法
に
い
た
る
ま
で
、
自
己
立
法
と
他
者
と
の
言
論
交
換
の
双
方
が
カ
ン
ト

を
貫
く
思
考
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
実
践
哲
学
の
社
会
的
契
機
は

も
は
や
見
失
わ
れ
え
な
い
ほ
ど
瞭
然
と
な
る
。
カ
ン
ト
政
治
哲
学
と
そ
の
現

代
的
展
開
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
う
人
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
紐
解
く
べ
き
一

冊
が
届
け
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。

す
で
に
斎
藤
拓
也
氏
に
よ
る
適
切
な
要
約
を
含
む
書
評
が
あ
り
（『
社
会

思
想
史
研
究
』
第
四
二
号
、
二
〇
一
八
年
）、
紙
幅
の
制
約
も
あ
る
た
め
、

本
稿
で
は
重
要
論
点
で
あ
る
第
Ⅰ
部
の
移
行
と
自
由
の
概
念
に
限
定
し
て
論

じ
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
本
稿
は
二
〇
一
八
年
一
月
二
七

日
に
早
稲
田
大
学
で
行
わ
れ
た
合
評
会
で
の
報
告
に
基
づ
い
て
い
る
。

ま
ず
、
本
書
は
「
移
行
」
に
着
目
し
て
カ
ン
ト
の
政
治
思
想
を
再
構
成
し

て
い
る
。
カ
ン
ト
法
哲
学
に
お
い
て
移
行
と
は
、
自
然
状
態
か
ら
法
的
状
態

を
規
範
的
理
念
と
し
て
演
繹
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
本
書
は
む
し

ろ
そ
の
政
治
哲
学
的
意
味
を
強
調
す
る
。
副
題
の
三
幅
対
に
即
せ
ば
、
政
治

的
「
自
律
」
は
人
民
主
権
の
制
度
的
表
現
で
あ
り
、
理
念
と
し
て
の
法
的
状

態
の
根
幹
を
な
す
。
し
か
し
、
現
実
の
政
治
社
会
を
理
念
と
し
て
の
法
的
状

態
へ
と
「
移
行
」
さ
せ
る
た
め
に
は
、
市
民
の
不
断
の
「
言
論
」
実
践
が
必

要
に
な
る
。
と
い
う
の
も
公
共
的
言
論
は
法
の
妥
当
性
を
吟
味
す
る
と
同
時

に
、
権
利
侵
害
を
発
見
し
、
法
を
改
善
す
る
機
能
を
果
た
す
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
規
範
的
な
制
度
構
想
と
市
民
の
言
論
活
動
を
結
び
つ
け
て
移
行

を
理
解
し
よ
う
と
す
る
点
に
、
本
書
の
政
治
哲
学
上
の
重
要
な
貢
献
が
あ
る
。

た
だ
し
解
釈
上
の
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
第
一
に
、
カ
ン
ト
に
お

◆
書
評

移
行
と
自
由
の
政
治
哲
学
的
課
題

●

─
─
網
谷
壮
介

金
慧
『
カ
ン
ト
の
政
治
哲
学
─
─
自
律
・
言
論
・
移
行
』

（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
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い
て
自
然
状
態
か
ら
の
脱
出
は
義
務
だ
が
、
そ
の
論
拠
の
解
釈
に
は
首
肯
で

き
な
い
。
本
書
に
よ
れ
ば
「
自
然
状
態
に
お
い
て
も
人
は
権
利
と
い
う
概
念

を
承
認
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
の
「
論
理
的
帰
結
」（
八
）
か
ら
、
自
然

状
態
の
脱
出
が
要
請
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
解
釈
は
、
権
利
を
保
障
し
て
ほ

し
い
な
ら
自
然
状
態
を
脱
出
せ
よ
と
い
う
仮
言
命
法
を
正
当
化
で
き
て
も
、

定
言
的
な
義
務
、
他
人
を
強
制
す
る
こ
と
も
許
容
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
脱
出

義
務
は
正
当
化
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
自
然
状
態
が
単
に
ア
プ
リ
オ

リ
に
法
を
欠
く
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
カ
ン
ト
は
脱
出
義
務
を
導
出
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
第
二
に
、
専
制
か
ら
共
和
制
へ
の
移
行
の
意
味
が
曖

昧
で
あ
る
。
筆
者
に
よ
れ
ば
、
専
制
と
共
和
制
は
人
民
立
法
と
権
力
分
立
の

有
無
と
い
う
制
度
編
成
の
違
い
で
区
別
さ
れ
る
が
、
他
方
「
カ
ン
ト
は
、
純

粋
な
共
和
制
と
区
別
さ
れ
る
「
代
表
性
の
精
神
に
適
う
統
治
様
式
」（ZeF 

352

）
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
」
も
示
し
て
い
る
（
一
五
）。
そ
れ
は
、
君
主

が
市
民
の
言
論
に
耳
を
貸
し
、
人
民
意
志
を
尊
重
す
る
よ
う
統
治
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
「
カ
ン
ト
は
、
言
論
の
自
由
を
介
し
て
法
制
定

に
人
民
の
意
志
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
共
和
制
へ
の
変
革
の
望
み
を
託
し
て

い
る
」（
一
六
）。
そ
れ
で
は
結
局
、
共
和
制
へ
の
移
行
と
は
何
を
意
味
す
る

の
か
。
本
書
で
は
そ
の
曖
昧
さ
が
取
り
除
か
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

次
に
、
共
和
主
義
的
自
由
へ
の
近
年
の
批
判
に
鑑
み
、
カ
ン
ト
の
自
由
概

念
に
も
さ
ら
な
る
批
判
的
考
察
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
（
※
）。
カ
ン
ト
が
生

得
的
権
利
と
し
て
あ
げ
た
自
由
は
、
他
者
の
選
択
意
志
の
強
制
か
ら
の
独
立

で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
を
、
同
意
を
与
え
た
法
則
以
外
に
は
し
た
が
わ
な
い

自
由
と
解
し
て
い
る
。
問
題
は
、
人
民
主
権
を
制
度
化
し
た
共
和
制
を
正
当

化
す
る
際
、
こ
う
し
た
自
由
概
念
に
ど
こ
ま
で
依
拠
で
き
る
か
と
い
う
点
で

あ
る
。こ
れ
は
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
み
な
ら
ず
政
治
哲
学
上
の
論
点
で
も
あ
る
。

筆
者
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
ト
の
生
得
的
自
由
と
は
単
に
「
干
渉
が
な
い
と
い

う
状
態
」
で
は
な
く
「
恣
意
的
な
干
渉
に
晒
さ
れ
な
い
地
位
」
に
よ
っ
て
成

立
す
る
（
九
九
）。
確
か
に
、
自
然
状
態
で
気
の
い
い
隣
人
と
う
ま
く
や
っ

て
い
け
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
「
他
者
の
善
意
や
選
択
と
い
っ
た
偶
然
的
な

要
素
に
依
存
し
た
結
果
」
に
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
（
七
）。
し
か
し
共
和
制
下

で
も
、
他
の
人
が
私
の
同
意
す
る
法
律
に
投
票
し
な
い
限
り
、
私
は
他
者
に

強
制
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
投
げ
た
コ
イ
ン
が
地
面
に
立
っ
た
と
き
に
だ
け
望

み
ど
お
り
に
さ
せ
て
く
れ
る
主
人
の
も
と
で
、
奴
隷
と
し
て
暮
ら
す
の
と
変

わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、
筆
者
に
よ
れ
ば
共
和
制
で
重
要
な

の
は
、
法
律
へ
の
実
際
の
同
意
で
は
な
く
同
意
可
能
性
で
あ
る
（
九
〇
）。

し
た
が
っ
て
、
も
し
私
が
法
律
に
同
意
し
て
い
な
く
て
も
、
同
意
で
き
た
は

ず
だ
と
判
断
さ
れ
る
な
ら
、
そ
の
法
律
へ
の
服
従
は
他
者
に
よ
る
強
制
と
は

解
さ
れ
な
い
。
だ
が
そ
れ
で
は
強
制
と
は
何
な
の
か
。
自
律
＝
自
由
概
念
と

と
も
に
強
制
概
念
の
再
検
討
が
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

現
代
の
理
論
を
意
識
し
て
研
究
し
て
こ
ら
れ
た
筆
者
が
、
こ
う
し
た
規
範

理
論
の
議
論
に
応
答
さ
れ
れ
ば
、
カ
ン
ト
を
通
じ
た
政
治
哲
学
の
い
っ
そ
う

実
り
あ
る
展
開
が
期
待
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

※
以
下
は
次
を
参
考
に
し
た
。N

iko K
olodny, Being U

nder the 
Pow

er of O
thers, in Y

. E
lizar and G

. R
ousselière

（eds.

）, 
R

epublicanism
 and D

em
ocracy, Cam

bridge, forthcom
ing. http://

sophos.berkeley.edu/kolodny/BeingU
nderT

hePow
erO

fO
thers5.

pdf, D
L:2018.12.9.

網谷壮介【書評／金慧『カントの政治哲学』】
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コ
ン
ド
ル
セ
と
い
う
思
想
家
の
真
髄
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
理

性
万
能
を
振
り
か
ざ
す
科
学
主
義
者
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
人
類
の
無
限
の

完
成
可
能
性
を
夢
み
た
進
歩
主
義
者
だ
ろ
う
か
。
本
書
が
描
き
出
す
の
は
、

こ
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
コ
ン
ド
ル
セ
像
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
旧
体
制
か
ら

革
命
に
向
か
う
激
動
の
時
代
状
況
の
な
か
で
現
実
を
見
据
え
つ
つ
、
し
か
し

未
来
へ
の
希
望
を
捨
て
な
か
っ
た
漸
進
的
改
革
者
と
し
て
の
新
た
な
コ
ン

ド
ル
セ
像
で
あ
る
。
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
に
よ
っ
て
科
学
の
世
界
へ
と
導
か
れ
、

テ
ュ
ル
ゴ
と
と
も
に
政
治
の
世
界
へ
と
身
を
投
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
彼
は
、

や
が
て
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
と
い
う
光
景
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
で
、

人
間
の
可
謬
性
を
織
り
込
ん
だ
精
緻
か
つ
柔
軟
な
政
治
制
度
構
想
を
思
い
描

く
に
至
る
。
こ
の
一
七
八
〇
年
代
後
半
に
着
想
さ
れ
た
具
体
的
な
制
度
構
想

は
、
公
教
育
論
や
憲
法
構
想
と
も
密
接
に
関
連
し
な
が
ら
革
命
期
へ
と
引
き

継
が
れ
た
。
本
書
は
、
こ
う
し
た
コ
ン
ド
ル
セ
の
思
想
的
歩
み
を
丹
念
に
辿

り
つ
つ
、
彼
の
抱
い
た
政
治
秩
序
構
想
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
意
欲
作

で
あ
る
。

ま
ず
第
一
章
で
は
、
科
学
と
政
治
の
結
び
つ
き
が
論
じ
ら
れ
る
。
数
学
者

と
し
て
そ
の
経
歴
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
コ
ン
ド
ル
セ
で
あ
る
が
、
数
学
的
厳

密
性
に
こ
だ
わ
っ
た
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
と
異
な
り
、
真
理
に
は
様
々
な
レ
ベ
ル

が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
コ
ン
ド
ル
セ
が
確
率
論
と
そ
の
応
用
研
究

に
没
頭
し
た
の
も
、
彼
が
蓋
然
性
と
し
て
の
真
理
に
着
目
し
た
か
ら
で
あ

る
。
不
確
実
性
を
伴
う
人
間
の
判
断
に
お
い
て
、
多
数
決
は
蓋
然
性
を
高
め

て
「
信
念
の
根
拠
」
を
確
保
す
る
た
め
の
最
適
な
方
法
だ
と
考
え
ら
れ
た
。

コ
ン
ド
ル
セ
が
公
教
育
や
出
版
の
自
由
に
よ
っ
て
知
識
の
普
及
を
目
指
し
た

の
も
、
こ
う
し
た
観
点
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

一
七
七
〇
年
代
に
は
、
同
じ
く
科
学
と
政
治
の
架
橋
を
目
指
し
て
い
た

テ
ュ
ル
ゴ
と
行
動
を
共
に
し
、「
公
共
の
幸
福
」
へ
の
熱
意
に
駆
ら
れ
て
、

フ
ラ
ン
ス
国
内
の
行
政
改
革
に
奔
走
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
等
法
院
や

特
権
階
層
の
抵
抗
に
よ
っ
て
改
革
は
一
進
一
退
を
繰
り
返
し
、
混
迷
を
極
め

た
。
そ
う
し
た
な
か
、
大
西
洋
の
向
こ
う
側
で
起
き
た
独
立
革
命
に
よ
っ
て

ア
メ
リ
カ
が
新
た
な
模
範
と
し
て
コ
ン
ド
ル
セ
の
意
識
を
と
ら
え
る
。
身
分

制
の
不
在
と
平
等
の
原
理
、
人
間
の
自
然
権
の
尊
重
、
市
民
に
よ
る
政
府
の

監
視
な
ど
、
多
く
の
参
照
項
が
コ
ン
ド
ル
セ
の
目
に
希
望
と
な
っ
て
映
っ

た
。
以
後
、
ア
メ
リ
カ
の
注
意
深
い
観
察
者
と
な
っ
た
コ
ン
ド
ル
セ
は
独
自

の
政
治
制
度
構
想
を
温
め
て
い
く
（
第
二
章
）。

そ
の
最
た
る
も
の
が
一
七
八
〇
年
代
後
半
に
構
想
さ
れ
て
い
た
地
方
議
会

論
で
あ
る
。「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
制
の
偏
見
」
が
混
入
し
て
い
る
と
し
て
ア

メ
リ
カ
連
邦
憲
法
を
評
価
し
な
か
っ
た
コ
ン
ド
ル
セ
は
、
二
院
制
で
は
な
く

◆
書
評

漸
進
的
改
革
者
と
し
て
の

新
た
な
コ
ン
ド
ル
セ
像

●

─
─
安
藤
裕
介

永
見
瑞
木
『
コ
ン
ド
ル
セ
と
〈
光
〉
の
世
紀
─
─
科
学

か
ら
政
治
へ
』（
白
水
社
、
二
〇
一
八
年
）
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一
院
制
の
議
会
を
理
想
と
し
た
。
立
法
府
の
分
割
に
よ
る
権
力
の
均
衡
に

は
、「
団
体
の
精
神
」
や
「
党
派
の
精
神
」
が
付
き
物
だ
か
ら
だ
。
こ
の
点

で
、
コ
ン
ド
ル
セ
は
徹
底
し
て
反
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で

は
、
立
法
府
の
暴
走
を
ど
う
や
っ
て
防
ぐ
の
か
。
コ
ン
ド
ル
セ
は
重
層
的
に

構
成
さ
れ
た
地
方
議
会
が
国
民
議
会
を
監
視
す
る
仕
組
み
を
構
想
す
る
。
面

白
い
の
は
、
下
位
の
議
会
が
上
位
の
議
会
を
統
制
す
る
と
い
う
工
夫
で
あ

る
。
な
か
で
も
「
市
民
の
真
の
代
表
」
た
る
地
区
議
会
は
と
り
わ
け
重
視
さ

れ
る
。
貴
族
政
や
野
心
的
な
少
数
者
の
支
配
を
警
戒
す
る
一
方
で
、
コ
ン
ド

ル
セ
が
希
望
を
託
し
た
の
は
下
か
ら
順
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
く
多
数
の
市

民
た
ち
の
意
見
と
そ
の
洗
練
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
民
衆
へ
の
知
識
の
普
及

は
重
要
で
あ
り
、
地
方
議
会
論
に
付
随
し
て
公
教
育
論
も
説
か
れ
た
（
第
三

章
）。さ

ら
に
革
命
期
の
コ
ン
ド
ル
セ
は
、
人
権
宣
言
や
憲
法
に
お
い
て
さ
え
後

世
に
修
正
の
余
地
が
残
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
時
代
の
変
化
と
と
も
に
何
度

も
人
間
の
自
然
権
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
り
つ
つ
、
社
会
構
成
員
の
世
代
交

代
に
よ
る
正
統
性
の
問
い
直
し
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
の
だ
。
た
だ
し
、

そ
れ
は
一
部
の
少
数
者
に
よ
る
修
正
で
は
な
く
、
多
数
の
人
々
の
協
働
、
す

な
わ
ち
「
集
合
的
理
性
」
に
よ
る
時
間
を
か
け
た
見
直
し
を
意
味
し
た
（
第

四
章
）。

こ
う
し
て
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
コ
ン
ド
ル
セ
の
政
治
秩
序
構
想
は
一

貫
し
た
視
座
の
下
に
全
体
と
し
て
見
事
に
連
関
し
て
い
る
。
真
理
に
近
づ
く

こ
と
が
蓋
然
性
を
高
め
る
こ
と
だ
と
す
る
と
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
の

判
断
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
知
識
は
少
数
者
に
独
占
さ
れ
て
は
な
ら

ず
、
公
教
育
や
出
版
の
自
由
を
通
じ
て
人
々
の
間
で
「
知
の
交
流
」
が
活
性

化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
真
理
は
誰
の
独
占
物
に
も
な
ら
な
い
以

上
、
ま
た
い
か
な
る
人
間
も
超
人
的
に
そ
れ
に
到
達
で
き
な
い
以
上
、
多
く

の
市
民
が
時
間
を
か
け
て
徐
々
に
下
か
ら
「
信
念
の
根
拠
」
を
積
み
上
げ
て

い
く
し
か
な
い
。
コ
ン
ド
ル
セ
は
、
一
部
の
特
権
階
級
に
特
別
な
役
割
を
認

め
る
こ
と
も
、
古
代
の
立
法
者
の
よ
う
な
超
人
的
知
性
を
持
ち
出
す
こ
と

も
、
さ
ら
に
は
開
明
的
な
君
主
が
上
か
ら
急
速
な
改
革
を
お
こ
な
う
こ
と
も

良
し
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
が
描
く
こ
の
漸
進
的
改
革
者
と
し
て
の
コ
ン
ド
ル
セ
像

は
、
あ
た
か
も
「
体
系
の
人
」
を
批
判
し
た
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
精
神
と
重

な
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
『
道
徳
感
情
論
』
第
六
版
（
一
七
九
〇

年
）
に
お
い
て
、
自
ら
の
理
想
の
統
治
計
画
に
魅
せ
ら
れ
た
独
善
的
な
為
政

者
を
「
体
系
の
人
」
と
呼
ん
で
批
判
し
た
。
そ
し
て
本
書
に
よ
れ
ば
、
ほ
ぼ

同
時
期
の
コ
ン
ド
ル
セ
も
ま
た
地
方
議
会
の
構
想
を
練
る
な
か
で
、
各
地
域

固
有
の
事
情
や
「
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
偏
見
や
慣
習
」
に
配
慮
し

て
改
革
を
進
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。
革
命
の
初
期
に
お
い

て
、
コ
ン
ド
ル
セ
が
一
足
飛
び
の
国
民
議
会
創
設
で
は
な
く
地
方
議
会
の
段

階
的
再
編
を
目
指
し
た
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
漸
進
的
改

革
者
と
し
て
の
一
七
八
〇
年
代
の
コ
ン
ド
ル
セ
像
と
一
七
七
〇
年
代
の
穀
物

取
引
論
争
で
全
国
一
律
の
自
由
化
を
唱
え
た
コ
ン
ド
ル
セ
像
は
ど
の
よ
う
に

接
合
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
思
想
の
転
換
が
そ
の
間
に
生
じ

た
の
か
、
ア
メ
リ
カ
独
立
と
い
う
出
来
事
だ
け
が
そ
の
転
換
を
説
明
す
る
要

素
な
の
か
、
さ
ら
な
る
探
究
心
を
く
す
ぐ
ら
れ
た
の
は
評
者
だ
け
で
は
あ
る

ま
い
。
本
書
を
画
期
と
し
て
コ
ン
ド
ル
セ
の
政
治
思
想
研
究
は
今
後
大
い
に

進
展
を
見
せ
る
で
あ
ろ
う
。
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ア
イ
ザ
ィ
ア
・
バ
ー
リ
ン
の
政
治
思
想
の
研
究
。
日
本
語
で
書
か
れ
た
も

の
と
し
て
は
最
初
の
本
格
的
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
い
え
よ
う
。
む
ろ
ん
、
バ
ー
リ

ン
の
人
と
思
想
は
日
本
の
学
界
に
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
き
た
。
主
要
な
著
作

は
翻
訳
さ
れ
て
お
り
、「
二
つ
の
自
由
概
念
」
を
中
心
に
、
個
々
の
作
品
、

特
定
の
論
点
に
触
れ
た
研
究
は
少
な
く
な
い
。
だ
が
、
バ
ー
リ
ン
の
思
想
と

学
問
を
全
体
と
し
て
論
じ
た
研
究
書
は
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
。

バ
ー
リ
ン
の
多
様
な
著
作
群
を
統
一
的
に
読
み
解
き
、
全
体
像
を
与
え
る

べ
く
、
著
者
は
二
〇
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
激
動
を
生
き
た
彼
の
人
生
行
路
を

た
ど
り
、
次
い
で
彼
の
思
想
の
核
心
を
「
価
値
多
元
論value pluralism

」

に
求
め
、
直
接
に
こ
れ
を
論
じ
た
（
政
治
）
哲
学
的
著
作
に
限
ら
ず
、
思
想

史
研
究
や
政
治
的
実
践
を
も
こ
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
。
も
と
よ
り
、
こ
う

し
た
接
近
法
は
著
者
の
独
創
的
着
眼
と
は
言
え
な
い
。
帝
政
ロ
シ
ア
治
下
の

ラ
ト
ヴ
ィ
ア
に
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
生
ま
れ
、
ロ
シ
ア
革
命
に
遭
遇
し
て
英
国

◆
書
評

価
値
多
元
論
か
ら
シ
オ
ニ
ズ
ム
ま
で

─
─
バ
ー
リ
ン
思
想
の
全
体
像

●

─
─
松
本
礼
二

森
達
也
『
思
想
の
政
治
学
―
―
ア
イ
ザ
ィ
ア
・
バ
ー
リ

ン
研
究
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
八
年
）

に
亡
命
、
二
つ
の
世
界
大
戦
と
冷
戦
を
通
じ
て
全
体
主
義
に
対
峙
し
た
バ
ー

リ
ン
の
歴
史
的
実
存
は
、
自
由
の
意
味
を
問
い
続
け
た
そ
の
思
想
的
営
為
と

分
か
ち
難
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
伝
記
的
事
実
と
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
、
著

者
は
イ
グ
ナ
テ
ィ
エ
フ
に
よ
る
評
伝
に
多
く
を
負
っ
て
お
り
（「
序
論
」）、

そ
の
書
評
を
補
論
と
し
て
付
し
て
い
る
。
価
値
多
元
論
が
積
極
的
自
由
と
消

極
的
自
由
の
区
別
と
並
ん
で
、
バ
ー
リ
ン
の
自
由
主
義
の
理
論
的
焦
点
た
る

こ
と
は
、
多
く
の
論
者
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
著
者
も
し

ば
し
ば
言
及
す
る
ジ
ョ
ン
・
グ
レ
イ
の
研
究
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
価
値

多
元
論
の
哲
学
的
検
討
へ
の
集
中
は
、
バ
ー
リ
ン
の
豊
か
な
思
想
史
研
究
を

切
り
捨
て
る
こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
著
者
は
、
初
期
の
論
理
実
証
主
義
批
判
に
バ
ー
リ
ン
が

純
粋
哲
学
か
ら
思
想
史
に
軸
足
を
移
す
論
理
的
前
提
を
見
出
す
（
１
章
）。

論
理
実
証
主
義
者
た
ち
が
無
意
味
あ
る
い
は
情
緒
の
表
明
に
過
ぎ
な
い
と
し

て
切
り
捨
て
た
「
第
三
ク
ラ
ス
」
の
言
明
、
つ
ま
り
、
論
理
に
よ
る
証
明
で

は
な
く
信
念
に
訴
え
て
説
得
す
る
ほ
か
な
い
命
題
こ
そ
が
思
想
史
や
哲
学
史

の
大
半
を
占
め
る
と
し
て
、
バ
ー
リ
ン
は
思
想
史
研
究
に
向
か
っ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
続
く
２
～
４
章
は
価
値
多
元
論
と
そ
れ
に
密
接
に
関
わ
る
「
品

位
あ
る
社
会
」
と
い
う
バ
ー
リ
ン
の
リ
ベ
ラ
ル
な
政
治
構
想
の
理
論
的
検
討

で
あ
る
。
著
者
は
英
米
に
お
け
る
政
治
哲
学
の
展
開
の
中
で
バ
ー
リ
ン
に
加

え
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
や
論
評
に
対
し
て
、
お
お
む
ね
バ
ー
リ
ン
擁
護

の
立
場
か
ら
応
答
を
試
み
て
い
る
。
そ
こ
に
浮
き
上
が
る
の
は
、
冷
戦
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
文
脈
の
中
で
形
成
さ
れ
た
バ
ー
リ
ン
の
自
由
主
義
が
自

由
世
界
の
社
会
と
文
化
の
そ
の
後
の
変
容
の
中
で
読
み
直
さ
れ
、
ポ
ス
ト
冷

戦
期
に
ま
で
有
意
性
を
保
持
し
得
た
息
の
長
さ
で
あ
り
、
そ
れ
を
可
能
に
し
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た
バ
ー
リ
ン
の
思
考
の
柔
軟
さ
と
奥
深
さ
で
あ
る
。
消
極
的
自
由
の
擁
護
に

も
拘
わ
ら
ず
、
集
団
的
帰
属
の
意
義
を
問
う
て
や
ま
な
か
っ
た
バ
ー
リ
ン
の

思
想
は
、
彼
の
世
代
の
自
由
主
義
者
と
し
て
は
例
外
的
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
や
多
文
化
主
義
に
親
和
的
で
あ
り
、
価
値
多
元

論
は
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
的
な
読
解
を
招
く
余
地
が
あ
る
。
ロ
ー
テ
ィ
や
コ
ノ

リ
ー
に
引
き
つ
け
る
著
者
の
バ
ー
リ
ン
読
解
に
対
し
て
は
異
論
が
あ
り
得
る

で
あ
ろ
う
。
バ
ー
リ
ン
自
身
、「
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
」
の
ラ
ベ
リ
ン
グ
に
は

当
惑
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
著
者
の
こ
う
し
た
読
み
方
は
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
や
シ
オ
ニ
ズ
ム
と
い
っ
た
集
団
的
帰
属
に
関
わ
る
バ
ー
リ
ン
の
実

践
的
関
心
を
彼
の
自
由
主
義
理
論
と
ど
こ
ま
で
整
合
的
に
理
解
で
き
る
か
と

い
う
関
心
に
発
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
扱
う
５
章
以
下
の
後
半
部
こ

そ
、
著
者
の
主
張
の
籠
め
ら
れ
た
本
書
の
核
心
部
分
と
い
え
よ
う
。

５
章
は
価
値
多
元
論
の
思
想
史
的
源
泉
を
対
抗
的
啓
蒙
、
特
に
ヘ
ル
ダ
ー

の
歴
史
主
義
に
求
め
る
バ
ー
リ
ン
の
一
八
世
紀
思
想
や
ロ
マ
ン
主
義
に
つ
い

て
の
思
想
史
研
究
の
検
討
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
啓
蒙
の
合
理
主
義
と
コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
世
界
に
と
ど
ま
ろ
う
と
す
る
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
解
釈
と
対

比
し
つ
つ
、
著
者
は
バ
ー
リ
ン
の
ヘ
ル
ダ
ー
論
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
問
題
へ

の
切
実
な
取
り
組
み
に
つ
な
が
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
バ
ー
リ
ン

に
お
い
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
論
は
彼
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
関
わ

る
シ
オ
ニ
ズ
ム
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
不
可
分
で
あ
る
。
著
者
は
、
ロ
シ

ア
語
を
話
す
ユ
ダ
ヤ
家
庭
に
育
ち
、
東
方
ユ
ダ
ヤ
人
（
ア
シ
ュ
ケ
ナ
ー
ジ
）

世
界
に
お
け
る
啓
蒙
（
ハ
ス
カ
ラ
ー
）
と
敬
虔
（
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
）
の
両

方
の
伝
統
を
負
う
バ
ー
リ
ン
の
ロ
シ
ア=

ユ
ダ
ヤ
的
背
景
を
明
ら
か
に
し
た

上
で
、
モ
ー
ゼ
ス
・
ヘ
ス
に
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
原
点
を
見
出
し
、
ヴ
ァ
イ
ツ
マ

ン
に
傾
倒
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
に
関
わ
っ
て
い
く
思
想
的
道
程
を
描
き
出

す
。
バ
ー
リ
ン
の
思
想
を
ど
こ
ま
で
も
内
在
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
著
者

の
姿
勢
は
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
変
わ
ら
な
い
が
、
現
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の

右
傾
化
と
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
抵
抗
を
論
ず
る
最
終
章
に
な
る
と
、
サ
イ
ー
ド

の
批
判
に
対
し
て
バ
ー
リ
ン
の
左
派
シ
オ
ニ
ス
ト
の
立
場
を
擁
護
す
る
の
は

さ
す
が
に
難
し
く
、
バ
ー
リ
ン
の
晩
年
の
苦
境
が
描
か
れ
る
。

理
論
的
難
点
や
矛
盾
を
含
め
て
、
バ
ー
リ
ン
の
思
想
を
豊
富
な
情
報
量
と

着
実
な
論
理
に
よ
っ
て
読
み
解
き
、
全
体
像
を
描
い
た
本
書
の
メ
リ
ッ
ト
は

大
き
い
。
一
つ
だ
け
疑
問
を
言
え
ば
、「
価
値
多
元
論
」
と
い
っ
て
も
、
プ

ラ
ト
ン
的
伝
統
に
訣
別
し
た
近
代
の
哲
学
的
価
値
多
元
論
と
ヘ
ル
ダ
ー
に
淵

源
す
る
文
化
的
多
元
論
と
は
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
自
ら

の
属
す
る
文
化
に
生
き
る
こ
と
と
異
な
る
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と
と
は
両
立

可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
元
論
か
ら
の
訣
別
は
、
グ
レ
イ
の
言

う
よ
う
に
、
価
値
の
問
題
を
究
極
的
に
は
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
選
択
」
に
委
ね

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
点
を
バ
ー
リ
ン
以
上
に
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
形
で

提
起
し
た
の
が
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
神
々
の
闘
争
」
で
あ
る
こ
と
、
言
う
ま
で

も
な
い
。
著
者
は
バ
ー
リ
ン
の
価
値
多
元
論
と
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
論
理
と
の
関

係
と
い
う
よ
く
提
起
さ
れ
る
問
題
に
つ
い
て
、
第
三
者
を
通
じ
て
バ
ー
リ
ン

が
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
つ
い
て
知
識
を
得
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
が
、
こ
れ

は
そ
う
し
た
事
実
の
次
元
で
答
え
ら
れ
る
問
題
で
は
な
い
。
バ
ー
リ
ン
研
究

に
関
し
て
、
今
な
お
次
々
と
出
て
く
る
情
報
の
探
索
に
熱
心
な
の
は
著
者
の

美
点
だ
が
、
そ
れ
が
理
論
的
考
察
の
回
避
に
つ
な
が
る
と
す
れ
ば
問
題
で
あ

ろ
う
。
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◆
書
評

社
会
的
選
択
理
論
か
ら

リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
擁
護
へ

●

─
─
松
元
雅
和

斉
藤
尚
『
社
会
的
合
意
と
時
間
─
─
「
ア
ロ
ー
の
定
理
」

の
哲
学
的
含
意
』（
木
鐸
社
、
二
〇
一
七
年
）

本
書
は
、
社
会
的
選
択
理
論
の
大
家
Ｋ
・
ア
ロ
ー
を
社
会
契
約
論
の
ひ
と

つ
と
し
て
批
判
的
に
発
展
継
承
さ
せ
る
こ
と
を
試
み
た
労
作
で
あ
る
。
社
会

的
選
択
理
論
は
、
個
人
選
好
を
情
報
的
基
礎
と
し
て
一
定
の
社
会
選
好
を
導

こ
う
と
す
る
、
経
済
学
お
よ
び
政
治
学
の
一
分
野
で
あ
る
。
学
説
史
的
に

は
、
厚
生
経
済
学
が
効
用
の
科
学
的
客
観
性
を
め
ぐ
り
見
直
し
を
迫
ら
れ
る

な
か
、
社
会
の
望
ま
し
さ
を
判
定
す
る
規
範
経
済
学
の
一
部
門
と
し
て
登
場

し
た
。
ア
ロ
ー
の
ほ
か
、
Ａ
・
セ
ン
や
わ
が
国
の
鈴
村
興
太
郎
教
授
が
こ
れ

ま
で
研
究
を
世
界
的
に
牽
引
し
て
き
た
。

著
者
は
、
こ
う
し
た
研
究
蓄
積
に
棹
差
し
な
が
ら
も
、「
時
間
」
と
い
う

独
自
の
切
り
口
か
ら
社
会
的
選
択
理
論
の
新
境
地
を
切
り
開
こ
う
と
し
て
い

る
。
な
ぜ
「
時
間
」
な
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
民
主
的
正
統
性
の
基
盤
と
な

る
全
員
一
致
の
合
意
を
探
求
す
る
に
あ
た
り
、
社
会
的
決
定
の
通
時
的
側
面

に
注
目
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。
ア
ロ
ー
に
始
ま
る
従
来
の
社

会
的
選
択
理
論
は
、「
決
定
」
と
い
う
瞬
間
に
焦
点
を
当
て
、
合
意
の
可
能

性
あ
る
い
は
不
可
能
性
を
論
じ
て
き
た
。
し
か
し
、
世
代
を
超
え
て
長
期
に

わ
た
り
継
続
す
る
と
い
う
社
会
の
特
徴
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
そ
こ
に
個
人

的
・
集
合
的
な
時
間
軸
を
織
り
込
む
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
い
う
の
が
、
本
書

の
問
題
提
起
で
あ
る
。

本
書
は
大
き
く
四
部
構
成
か
ら
成
る
。
第
一
部
「
ア
ロ
ー
『
社
会
的
選
択

と
個
人
的
評
価
』（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｖ
）
の
解
釈
」
で
は
、
ア
ロ
ー
の
一
般
可
能
性

定
理
が
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
可
否
と
い
う
政
治
学
的
テ
ー
マ
に
関

し
て
、
ど
の
よ
う
な
含
意
を
も
っ
て
い
る
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
社
会
的

選
択
理
論
に
お
い
て
個
人
選
好
順
序
か
ら
社
会
選
好
順
序
を
導
出
す
る
た
め

に
用
い
ら
れ
る
社
会
厚
生
関
数
は
、
定
義
域
の
非
限
定
性
・
無
関
連
対
象
か

ら
の
独
立
性
・
非
独
裁
性
・
パ
レ
ー
ト
原
理
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
は
異
論
の

余
地
の
少
な
い
条
件
が
同
時
に
課
さ
れ
る
と
存
在
し
え
な
く
な
る
。
こ
う
し

た
否
定
的
結
論
を
導
く
ア
ロ
ー
の
定
理
の
前
提
に
は
、
そ
の
時
々
の
選
好
を

重
視
す
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
や
価
値
相
対
主
義
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
る
。

続
く
第
二
部
「
ア
ロ
ー
の
定
理
と
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
で
は
、

セ
ン
や
ロ
ー
ル
ズ
と
の
比
較
も
交
え
な
が
ら
、
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
複
数
の
構
想
が
吟
味
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
司
法
審
査
に
代
表
さ
れ
る
立
憲

主
義
的
側
面
と
、
パ
レ
ー
ト
原
理
に
代
表
さ
れ
る
人
民
主
権
的
側
面
を
い

か
に
整
合
さ
せ
る
か
に
関
し
て
、
Ｒ
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
、
Ｓ
・
ホ
ー
ム
ズ
、

Ｂ
・
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
、
Ｊ
・
ル
ー
ベ
ン
フ
ェ
ル
ド
ら
法
学
者
の
民
主
主
義
論

が
遡
上
に
載
せ
ら
れ
る
。
憲
法
論
と
民
主
主
義
論
の
接
続
は
、
国
内
外
で
も

す
で
に
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
知
見
が
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社
会
的
選
択
理
論
の
よ
う
な
経
済
学
に
親
和
的
な
領
域
と
も
関
連
す
る
と
い

う
の
は
興
味
深
い
。

第
三
部
「
個
人
の
人
格
と
個
人
選
好
」
は
本
書
の
独
創
的
な
部
分
で
あ

る
。
ア
ロ
ー
の
定
理
に
含
ま
れ
る
、
個
人
選
好
の
集
計
に
ま
つ
わ
る
困
難
を

克
服
す
べ
く
、「
持
続
」
の
観
念
を
備
え
た
人
格
論
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学

者
Ｈ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
を
手
が
か
り
に
提
示
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
個
々
の

選
好
に
先
立
ち
、
ま
た
そ
れ
を
通
時
的
に
繋
ぐ
人
格
の
存
在
が
、
無
限
分
割

問
題
（
ゼ
ノ
ン
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
）
を
援
用
し
た
背
理
法
的
論
証
に
よ
っ
て

示
さ
れ
る
。
次
に
、
こ
う
し
た
「
持
続
」
の
観
念
を
数
理
的
に
分
析
す
る
こ

と
で
、
数
的
連
続
性
と
は
区
別
さ
れ
る
直
観
的
連
続
性
と
い
う
観
念
が
解
明

さ
れ
る
。

最
後
に
、
第
四
部
「
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
け
る
全
員
一
致

の
仮
定
」
で
は
、
以
上
の
検
討
を
通
じ
て
析
出
さ
れ
た
持
続
す
る
人
格
の
構

想
を
武
器
に
、
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
い
て
立
憲
主
義
と
人
民
主

権
を
整
合
さ
せ
る
課
題
が
再
考
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
永
遠
性
へ
の
希
求
を

通
じ
て
内
在
道
徳
を
備
え
る
人
格
を
主
体
と
し
て
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を

内
容
と
す
る
社
会
契
約
が
結
ば
れ
る
。
こ
の
過
程
で
「
人
民
」
と
い
う
集
合

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
時
間
的
継
続
性
に
よ
り
社
会
の

存
続
が
担
保
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
ア
ロ
ー
の
定
理
が
当
初
抱
え
て
い
た
横

溢
な
射
程
と
否
定
的
結
論
を
乗
り
越
え
る
社
会
的
合
意
の
あ
り
方
が
示
さ

れ
、
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
理
論
的
基
盤
を
論
証
す
る
と
い
う
本
書

の
企
図
が
達
成
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
規
範
経
済
学
の
一
部
門
で
あ
る
社
会
的
選
択
理
論

を
縦
糸
と
し
な
が
ら
も
、
自
由
（
意
志
）
論
や
時
間
論
、
世
代
間
問
題
な

ど
、
多
種
多
様
な
横
糸
が
織
り
成
す
成
果
と
な
っ
て
い
る
。
と
も
す
れ
ば
学

問
の
専
門
分
化
に
伴
っ
て
没
交
渉
に
陥
り
が
ち
な
経
済
学
・
政
治
学
諸
分
野

に
お
い
て
、
ア
ロ
ー
の
内
在
的
評
価
を
出
発
点
と
し
つ
つ
、
リ
ベ
ラ
ル
・
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
擁
護
と
い
う
自
身
の
問
題
関
心
を
追
求
し
た
結
果
、
こ
う
し

た
独
創
的
な
研
究
成
果
に
結
実
し
て
い
る
こ
と
は
、
評
者
に
と
っ
て
も
新
鮮

な
驚
き
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
経
済
学
と
政
治
学
を
横
断
し
て
研
究
歴
を
積

み
重
ね
て
き
た
著
者
の
強
み
を
充
分
に
発
揮
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
も
あ
っ
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
同
時
に
、
広
範
な
分
野
と
内
容
を
含
ん
で
い
る
が
ゆ
え
に
、
本
書

の
全
体
像
を
見
通
す
こ
と
は
（
お
そ
ら
く
著
者
が
意
識
す
る
以
上
に
）
難
し

く
、
既
存
研
究
の
な
か
に
位
置
づ
け
に
く
い
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
本
書
が
ア
ロ
ー
に
沿
っ
て
用
い
る
、
価
値
相
対

主
義
や
現
在
主
義
の
意
味
を
伴
っ
た
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
概
念
は
、
今
日
の

政
治
学
の
定
義
か
ら
す
れ
ば
か
な
り
独
特
で
あ
る
。
す
で
に
豊
饒
な
射
程
を

も
つ
本
書
か
ら
す
れ
ば
な
い
物
ね
だ
り
か
も
し
れ
な
い
が
、
例
え
ば
現
代
民

主
主
義
論
の
先
行
研
究
を
紹
介
し
つ
つ
、
本
書
の
独
自
性
を
位
置
づ
け
る
こ

と
で
、
そ
の
意
義
が
よ
り
明
快
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
以
上
の
指
摘
は
、
本
書
が
取
り
組
む
、
人
民
主
権
や
基
本
的
人

権
の
尊
重
の
原
則
を
織
り
込
ん
だ
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
成
立
可
能

性
と
い
う
根
本
的
な
問
題
意
識
の
重
要
性
を
減
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
本
書

が
本
学
会
の
会
員
に
も
幅
広
く
読
ま
れ
、
社
会
契
約
や
立
憲
主
義
、
個
人
の

尊
厳
と
い
っ
た
政
治
思
想
の
古
典
的
問
い
に
新
た
な
一
石
を
投
じ
る
契
機
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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本
書
に
は
、
著
者
が
九
〇
年
代
か
ら
一
〇
年
代
に
発
表
し
た
十
一
編
の
論

考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
民
主
主
義
の
問
題
を
検
討
し
た

四
編
、
批
判
的
法
学
研
究
の
可
能
性
を
探
る
三
編
、
正
戦
論
を
め
ぐ
る
三

編
、
そ
し
て
政
治
と
精
神
分
析
を
論
じ
た
補
論
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
一
貫
す

る
テ
ー
マ
は
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
限
界
と
ポ
ス
ト
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

の
可
能
性
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
こ
数
十
年
に
わ
た
っ
て
、
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム
の
限
界
に
つ
い
て
の
問
い
は
政
治
理
論
に
お
け
る
中
心
的
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
。
し
か
も
フ
ク
ヤ
マ
の
「
歴
史
の
お
わ
り
」
論
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

の
進
展
が
、
ポ
ス
ト
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
議
論
を
促
進
し
て
き
た
。
著

者
は
多
く
の
理
論
家
の
仕
事
を
丹
念
に
撚
り
合
せ
な
が
ら
、
ポ
ス
ト
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム
の
理
論
的
地
平
を
描
き
出
そ
う
と
試
み
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
論
考

に
お
い
て
も
、
そ
こ
に
は
理
論
的
隘
路
が
待
ち
受
け
て
お
り
、
最
終
的
に
は

「
臨
界
点
」
に
突
き
当
た
る
こ
と
を
著
者
は
指
摘
す
る
。
本
書
に
通
奏
す
る

の
は
、「
歴
史
の
お
わ
り
」
の
も
つ
「
苦
い
含
意
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
政
治

理
論
、
さ
ら
に
は
「
政
治
と
い
う
営
み
」
が
も
つ
ア
ポ
リ
ア
に
由
来
し
て
い

る
こ
と
に
、
最
後
に
読
者
は
気
づ
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に
よ
る
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
批
判
を
、
著
者
は
真
正

面
か
ら
受
け
と
め
る
。
共
同
体
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
合
理
的
主
体
と
し
て
の

抽
象
的
個
人
が
、
自
己
の
善
に
つ
い
て
道
徳
的
判
断
を
な
し
う
る
と
い
う
想

定
は
現
実
離
れ
し
て
い
る
。
言
語
行
為
に
お
い
て
発
話
主
体
が
つ
ね
に
言
語

体
に
帰
属
し
状
況
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
こ
そ
が
個
人
の
発
話
行
為
を
可

能
に
す
る
前
提
で
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
具
体
的
存
在
と
し
て
の
個
人
は

共
通
の
伝
統
や
生
活
に
根
ざ
し
て
道
徳
的
な
判
断
や
選
択
を
お
こ
な
う
。
し

か
し
、
著
者
は
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
を
全
面
的
に
支
持
す
る
わ
け
で
は

な
い
。
歴
史
や
伝
統
と
い
っ
た
共
同
体
的
基
礎
が
な
ん
ら
か
の
合
意
を
保
障

す
る
わ
け
で
は
な
く
、
つ
ね
に
解
釈
の
不
協
和
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
政
治
は
、
様
々
な
解
釈
が
競
合
す
る
「
闘
技
場
」
と
化
す
。

闘
技
場
と
化
し
た
政
治
を
、
法
の
支
配
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
法
は
、
す
べ
て
の
個
人
を
平

等
に
扱
い
、
各
人
の
善
の
構
想
に
対
し
て
中
立
的
で
あ
り
、
ル
ー
ル
に
即
し

て
公
平
な
判
断
を
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
批
判
的
法
学
研
究

は
、
現
実
の
法
の
運
用
が
実
際
に
は
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
隠
蔽
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
暴
露
す
る
。
そ
こ
か
ら
批
判
的
法
学
は
、
法
体
系
そ
の
も

の
が
政
治
的
議
論
に
開
か
れ
、
つ
ね
に
変
革
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
目

指
す
「
ス
ー
パ
ー
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
を
提
唱
す
る
。
人
間
に
固
有
の
本
質

は
、「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
内
在
的
」
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
「
コ
ン
テ
ク
ス
ト

超
越
的
」
で
あ
る
。
法
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
社
会
秩
序
・
社
会
的
配
置
は
政

◆
書
評

「
歴
史
の
終
わ
り
」
の
「
苦
い
含
意
」

●

─
─
金
田
耕
一

有
賀
誠
『
臨
界
点
の
政
治
学
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一

八
年
）
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治
的
に
作
ら
れ
た
「
人
工
物
」（「
社
会
的
構
築
物
」）
で
あ
る
以
上
、「
再
想

像
と
再
構
築
」
が
可
能
で
あ
る
。「
構
造
破
壊
性
」
を
内
在
し
た
ラ
デ
ィ
カ

ル
な
政
治
と
し
て
の
ス
ー
パ
ー
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
よ
う

に
秩
序
の
安
定
維
持
に
腐
心
す
る
の
で
は
な
く
、
紛
争
を
歓
迎
し
、
破
壊
と

変
革
を
追
求
し
つ
づ
け
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
も
問
題
が
あ
る
と
著
者
は
指

摘
す
る
。
な
ぜ
コ
ン
テ
ク
ス
ト
破
壊
が
善
で
あ
る
か
、
を
説
明
す
る
論
理
が

欠
落
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
善
で
あ
る
と
言
う
た
め
に
は
、
破
壊

の
前
後
の
価
値
を
通
約
し
う
る
尺
度
が
必
要
だ
が
、
ス
ー
パ
ー
リ
ベ
ラ
リ
ズ

ム
に
は
そ
れ
が
欠
け
て
い
る
。
著
者
は
、
変
革
を
主
導
す
る
「
想
像
力
」
も

ま
た
、
結
局
は
共
同
体
の
歴
史
や
伝
統
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
集
合
的
基

盤
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
結
局
そ
こ
に
立
ち
現
れ
る
の
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
解
釈
で
し
か
な
い
。
こ
う
し
て
ま
た
振
り
出
し
に
戻
る
。

し
た
が
っ
て
、
ポ
ス
ト
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
理
論
が
立
脚
す
る
の
は
解
釈
学

的
地
平
で
あ
る
。
も
は
や
な
ん
ら
か
の
「
真
理
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
普
遍

的
な
政
治
原
理
を
期
待
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
可
能
な
こ
と
は
共
通
の
歴
史

や
伝
統
を
「
解
釈
」
す
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
変
革
の
可
能
性
を
提
示
す
る
こ

と
だ
け
で
あ
る
。
言
語
行
為
が
つ
ね
に
未
来
に
開
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
政

治
的
解
釈
も
未
来
の
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
け
っ
し
て
政

治
を
導
く
普
遍
的
原
理
に
は
な
り
え
な
い
。
し
か
も
闘
技
場
と
し
て
の
政
治

は
す
べ
て
の
解
釈
に
開
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
共
同
体
の
歴
史
や
伝

統
は
し
ば
し
ば
神
話
化
さ
れ
、「
異
な
っ
た
声
」
に
耳
を
傾
け
よ
う
と
し
な

い
。
ま
た
闘
技
に
は
見
え
な
い
参
加
資
格
が
あ
り
、
そ
れ
を
満
た
さ
な
い
者

を
他
者
化
す
る
。
闘
技
場
そ
れ
自
体
が
他
者
に
よ
っ
て
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
政
治

的
な
も
の
が
闘
技
か
ら
敵
対
へ
と
転
換
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
ポ
ス
ト
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
、
み
ず
か
ら
を
支
え
る
こ
と
さ
え

困
難
な
ほ
ど
き
わ
め
て
不
安
定
な
地
盤
に
依
っ
て
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
と
決
断
主
義
、
危
険
な
熱
狂
、
秩
序
の
崩
落
、
そ
し
て
暴
力
の
瀬

戸
際
に
あ
る
。
著
者
は
、
ロ
ー
ル
ズ
的
個
人
の
物
語
は
も
ち
ろ
ん
サ
ン
デ
ル

的
共
同
体
の
物
語
も
、
ナ
イ
ー
ブ
に
受
容
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
信
頼

に
足
る
水
先
案
内
人
と
し
て
の
ウ
ォ
ル
ツ
ア
ー
の
う
ち
に
、「
政
治
的
な
も

の
」
を
見
据
え
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
理
論
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
見
出
し
て
い
る

こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ
れ
が
「
パ
ン
ド
ラ
の
箱
」
を
開
く
危
険
性
も
指
摘
す

る
。
し
か
し
著
者
は
、
な
お
も
政
治
的
希
望
を
手
離
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
希
望
は
、
い
か
な
る
普
遍
的
原
理
に
よ
っ
て
も
解
放
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
と
い
う
諦
念
と
、
現
実
を
傍
観
す
る
の
で
は
な
く
投
錨
す
る
ほ
か
な

い
と
い
う
信
念
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
基
礎
づ
け
な
き
政
治
を
、
個
人
の

「
内
面
的
規
範
意
識
」、
共
同
体
へ
の
「
忠
誠
と
反
逆
」（
丸
山
）、
権
力
の
巧

み
な
「
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
」
と
い
っ
た
「
作
法
」
を
も
っ
て
生
き
抜
く
こ
と

に
、
著
者
は
一
縷
の
希
望
を
託
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

著
者
と
同
世
代
の
研
究
者
は
、
啓
蒙
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
失
敗
を
宣
告
し

た
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」
の
思
想
的
洗
礼
を
受
け
た
世
代
で
も
あ
る
。
そ
の
宣

告
を
た
ん
な
る
知
的
遊
戯
と
し
て
で
は
な
く
生
真
面
目
に
受
け
と
め
、
政
治

哲
学
的
意
味
を
考
え
て
き
た
著
者
の
思
考
の
基
底
に
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を

め
ぐ
る
論
争
が
捉
え
き
れ
な
か
っ
た
「
政
治
的
な
も
の
」
の
認
識
が
あ
る
。

そ
れ
は
「
語
り
う
る
も
の
」
の
向
こ
う
に
あ
る
「
語
り
え
な
い
も
の
」、
あ

る
い
は
「
大
文
字
の
〈
他
者
〉」
で
あ
る
。
そ
れ
は
啓
蒙
の
悲
劇
の
源
泉
な

の
か
、
新
た
な
解
放
の
源
泉
な
の
か
。
そ
の
「
問
い
」
に
正
面
か
ら
向
き
合

う
こ
と
を
、
著
者
に
期
待
し
た
い
。
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「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
」
は
現
代
政
治
哲
学
の
巨
大
な
論
争
点
で
あ
る
。

こ
の
論
争
は
ジ
ョ
ン･

ロ
ー
ル
ズ
以
降
の
現
代
正
義
論
の
諸
論
点
を
深
め
る

こ
と
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
同
時
に
、
世
界
的
な
貧
困
問
題
を
は
じ
め

と
し
た
地
球
規
模
問
題
を
念
頭
に
お
い
た
、
す
ぐ
れ
て
実
践
的
で
政
策
志
向

的
な
内
容
も
含
ん
で
い
る
。
他
方
で
従
来
の
正
義
論
と
は
異
な
り
、
正
義
を

一
つ
の
共
同
体
内
部
に
妥
当
す
る
規
範
と
は
捉
え
ず
、
共
同
体
を
横
断
す
る

規
範
と
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
大
き
な
論
争
を
巻
き
起
こ
し
て
き
た
。

そ
の
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
の
規
範
内
容
の
み
な
ら
ず
、
前
提
と
す
る

世
界
像
（
地
球
像
）、
さ
ら
に
は
正
当
化
の
方
法
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
非
常

に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
議
論
が
噴
出
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の

中
で
正
義
の
対
象
を
特
定
の
共
同
体
（
国
家
）
の
成
員
に
限
定
す
る
国
家
主

義
と
正
義
の
範
囲
を
共
同
体
に
限
定
し
な
い
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
い
う

二
陣
営
が
大
き
く
形
作
ら
れ
、
両
者
の
間
で
活
発
な
論
争
が
展
開
さ
れ
て
き

◆
書
評

国
家
主
義
と
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の

対
抗
を
超
え
て

●

─
─
伊
藤
恭
彦

上
原
賢
司
『
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
─
─
国
境
を
越
え

た
分
配
的
正
義
』（
風
行
社
、
二
〇
一
七
年
）

た
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
こ
の
二
つ
の
立
場
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
議
論

も
登
場
し
て
き
て
い
る
。

本
書
は
こ
の
よ
う
な
世
界
的
な
論
争
状
況
を
踏
ま
え
、
国
家
主
義
と
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
を
超
え
る
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
論
を
理
論
的
に
提

示
し
た
、
意
欲
的
か
つ
重
要
な
研
究
書
で
あ
る
。
本
書
は
国
家
主
義
と
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
を
超
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
論
を
理
論
的
に
構
築
す
る

た
め
に
、
こ
れ
も
ま
た
近
年
の
規
範
理
論
で
自
覚
的
に
区
別
さ
れ
る
「
理
想

理
論
」
と
「
非
理
想
理
論
」
の
次
元
の
違
い
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
の
違
い

は
正
義
に
か
な
っ
た
理
想
的
社
会
状
態
に
関
す
る
理
論
と
現
実
の
不
生
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
状
況
で
の
行
為
指
針
と
な
る
理
論
の
違
い
で
あ
る
。

本
書
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
第
一
章
で
は
国
家
主
義
と
コ

ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
対
抗
を
軸
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
を
め
ぐ
る
論
争
状

況
が
整
理
さ
れ
る
。
続
く
第
二
章
と
第
三
章
で
は
、
国
家
主
義
と
コ
ス
モ
ポ

リ
タ
ニ
ズ
ム
が
、
そ
れ
ぞ
れ
非
理
想
理
論
レ
ベ
ル
で
抱
え
る
問
題
点
を
、
援

助
の
義
務
、
消
極
的
義
務
違
反
と
非
遵
守
問
題
を
素
材
に
検
討
さ
れ
る
。
本

書
の
中
心
と
な
る
第
四
章
で
は
国
家
主
義
と
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
対
立

を
超
え
る
た
め
に
「
複
数
国
家
か
ら
な
る
一
つ
の
世
界
」
と
い
う
事
実
の
基

底
性
が
提
示
さ
れ
る
。
こ
の
事
実
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
制
度
に
関
す
る
正

義
の
二
元
的
把
握
が
可
能
に
な
る
。
制
度
に
関
す
る
正
義
の
二
元
的
把
握
と

は
、
各
国
家
と
い
う
制
度
の
内
外
に
関
す
る
作
用
（
国
内
的
な
社
会
正
義
と

国
家
間
の
相
互
行
為
的
正
義
）
と
世
界
全
体
を
覆
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
制
度
の

作
用
に
分
け
て
正
義
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
把
握
を
通
し
て
、
国

家
主
義
と
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
そ
れ
ぞ
れ
の
正
義
の
別
個
の
射
程
が
明
ら

か
に
な
る
。
続
く
第
五
章
と
第
六
章
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
制
度
の
下
で
国
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家
間
の
協
働
に
よ
っ
て
生
じ
る
財
の
分
配
に
関
わ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
規

範
が
検
討
さ
れ
る
。
そ
し
て
国
家
で
は
な
く
個
人
を
分
配
の
取
り
分
の
主
体

と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
分
配
的
正
義
が
提
示
さ
れ
る
。

本
書
の
学
術
的
意
義
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
本
書
の
最
大
の
意
義
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
に
関
す
る
国
際
的
な
論
争
、
特
に
国
家
主
義
と
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
対
抗
を
乗
り
越
え
る
理
論
的
視
座
を
提
示
し
た
点
に
あ

る
。
国
家
主
義
と
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
前
者
を
非
理
想
主

義
、
後
者
を
理
想
主
義
と
す
る
よ
う
な
単
純
な
段
階
論
的
な
議
論
を
排
し
、

非
理
想
理
論
と
し
て
両
者
の
適
用
次
元
の
差
異
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
重

要
な
学
術
的
成
果
だ
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
成
果
を
生
み

出
す
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
ら
れ
て

き
た
、
各
国
家
の
援
助
義
務
の
捉
え
方
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
の
非
遵
守
問

題
な
ど
、
代
表
的
論
点
に
つ
い
て
も
一
定
の
理
論
的
な
見
通
し
を
与
え
た
点

も
意
義
が
大
き
い
だ
ろ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
必

ず
準
拠
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
研
究
書
と
し
て
高
く
評
価
で
き
る
。

以
上
の
学
術
的
価
値
を
踏
ま
え
た
上
で
も
、
な
お
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
論

点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
本
書
が
依
拠
す
る
「
複
数
国
家
か
ら
な
る

一
つ
の
世
界
」
と
い
う
事
実
の
リ
ア
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
事
実
と
し
て
世
界
を

こ
の
よ
う
に
把
握
す
る
こ
と
に
異
論
を
唱
え
る
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
現
実
の
国
際
社
会
で
は
、
国
家
の
み
な
ら
ず
国
際
機
関
や
民
間
団
体
な

ど
の
ア
ク
タ
ー
が
国
際
社
会
で
複
雑
な
相
互
行
為
を
繰
り
返
し
、
新
た
な
グ

ロ
ー
バ
ル
な
制
度
が
形
成
さ
れ
た
り
、
逆
に
既
存
の
制
度
が
機
能
不
全
に

陥
っ
た
り
し
て
い
る
。
つ
ま
り
国
家
間
の
相
互
行
為
的
正
義
と
グ
ロ
ー
バ

ル
な
正
義
の
相
互
関
係
こ
そ
が
、
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
（
不
正
義
）

の
最
大
の
問
題
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。「
複
数
国
家
か
ら
な
る
一
つ
世

界
」
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
を
め
ぐ
る
理
論
的
対
立
を
克
服
す
る
た
め
の
装

置
と
し
て
有
効
だ
が
、
非
理
想
的
世
界
の
動
態
を
踏
ま
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な

正
義
を
構
想
す
る
上
で
は
や
や
静
態
的
に
思
え
る
。
超
大
国
の
単
独
主
義
に

よ
り
「
複
数
国
家
か
ら
な
る
複
数
の
世
界
」
に
分
裂
し
つ
つ
あ
る
現
実
の
中

で
、
環
境
正
義
の
一
環
で
あ
る
パ
リ
協
定
の
瓦
解
も
予
測
さ
れ
る
。
他
方
で

航
空
券
連
帯
税
で
は
国
家
、
国
際
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
巻
き
込
ん
だ
複
雑
な
相

互
行
為
の
中
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
薬
品
市
場
を
め
ぐ
る
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
形
成
も
期
待
で
き
る
。
本
書
が
見
事
に
峻
別
し
て
み
せ
た
国

家
間
の
相
互
行
為
的
正
義
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
制
度
の
正
義
と
の
動
態
的
把
握

が
、
現
在
、
求
め
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
の
正
義
論
の
よ
う
に
思
え

る
。と

は
い
え
依
然
と
し
て
解
決
の
方
途
が
見
え
て
い
な
い
貧
困
を
は
じ
め
と

し
た
地
球
規
模
問
題
を
現
実
的
に
導
く
規
範
、
さ
ら
に
は
世
界
的
に
実
践
が

広
が
り
深
ま
っ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進
を
大
き
く
後
押
し
す
る
規
範
と
し

て
、
本
書
が
提
示
し
た
、
非
理
想
世
界
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
の
実
践
的

な
重
要
性
は
極
め
て
高
い
こ
と
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。
乱
暴
な
単
独
主

義
、
偏
狭
な
自
国
中
心
主
義
、
さ
ら
に
は
地
球
の
内
外
で
拡
散
す
る
暴
力
の

現
実
に
失
望
せ
ず
、
正
義
に
か
な
っ
た
地
球
社
会
を
構
築
し
て
い
く
上
で
、

本
書
が
提
示
し
た
理
論
的
な
成
果
は
極
め
て
重
た
い
。
シ
ニ
シ
ズ
ム
に
陥
り

が
ち
な
現
代
人
に
是
非
と
も
紐
解
い
て
も
ら
い
た
い
一
冊
で
あ
る
。
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本
書
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
る
マ
ル
ク
ス
の
「
誤
読
」
こ
そ
が
、
彼
女
の

全
体
主
義
論
と
近
代
社
会
論
と
を
結
び
つ
け
、
そ
れ
ら
の
理
解
を
深
め
る
鍵

で
あ
る
こ
と
を
丹
念
に
論
じ
た
労
作
で
あ
る
。
実
際
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
『
全

体
主
義
の
起
原
』（
一
九
五
一
年
）
と
『
人
間
の
条
件
』（
一
九
五
八
年
）
の

間
の
一
時
期
、
マ
ル
ク
ス
研
究
に
集
中
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
影
響

は
、『
過
去
と
未
来
の
間
』（
一
九
六
一
年
）
や
『
革
命
に
つ
い
て
』（
一
九

六
三
年
）
に
も
及
ん
で
い
る
。
そ
の
時
期
の
マ
ル
ク
ス
解
釈
が
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
か
は
、『
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
と
西
欧
政
治
思
想
の
伝
統
』

（
佐
藤
和
夫
編
・
ア
ー
レ
ン
ト
研
究
会
訳
、
大
月
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
か

ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
書
に
よ
れ
ば
、
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
る
「
誤
読
」
は
些
細
な
と
こ
ろ
で
は

な
く
、
マ
ル
ク
ス
の
思
想
の
根
幹
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
に
見
出
さ
れ
る
。
た

と
え
ば
、
彼
女
は
、「
自
由
の
王
国
」
が
始
ま
る
の
は
労
働
一
般
が
廃
止
さ
れ

る
と
き
で
あ
り
、「
社
会
化
さ
れ
た
人
間
」
は
同
一
の
利
害
関
心
を
も
つ
か

の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
自
身
の
テ
キ
ス
ト
に
照
ら
せ

ば
、「
自
由
の
王
国
」
に
あ
っ
て
も
「
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
し
た
労
働
」
は
存
在
し

（
廃
棄
さ
れ
る
の
は
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
で
あ
る
）、「
社
会
化
さ
れ
た
人

間
」
は
単
一
性
で
は
な
く
む
し
ろ
複
数
性
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
存
在

と
し
て
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
（
一
二
〇
、
一
四
九
─
五
〇
頁
）。
要
す

る
に
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
「
労
働
と
政
治
か
ら
の
二
重
の
解
放
」
と
特
徴
づ
け

た
社
会
は
、
マ
ル
ク
ス
自
身
の
描
く
共
産
主
義
社
会
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
「
誤
読
」
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
む
し
ろ

そ
れ
を
「
生
産
的
誤
読
」（
三
二
頁
）
と
し
て
と
ら
え
返
し
、
近
代
社
会
批

判
を
め
ぐ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
と
ア
ー
レ
ン
ト
の
間
に
「
親
和
性
」
が
看
取
で

き
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
マ
ル
ク
ス
こ
そ
が
ア
ー
レ
ン
ト
に
と
っ
て
「
近
代

社
会
の
問
題
の
核
心
を
掴
ん
で
い
た
思
想
家
」
で
あ
っ
た
、
と
い
う
見
方
で

あ
る
（
二
九
六
頁
）。

そ
の
「
問
題
の
核
心
」
と
は
、
近
代
社
会
が
「
成
長
」、「
膨
張
」、「
運

動
」
に
よ
っ
て
駆
動
さ
れ
る
、
安
定
性
を
否
定
す
る
社
会
で
あ
る
と
い
う

認
識
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
そ
こ
に
見
出
し
た
資
本
の
「
自
己
増
殖
運
動
」

は
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
「
社
会
的
な
も
の
」
の
本
質
的
特
徴
を
「
自
然
な
も
の

の
不
自
然
な
成
長
」
と
し
て
と
ら
え
る
際
の
着
想
を
与
え
て
い
る
。
本
書
に

よ
れ
ば
、
こ
の
制
約
な
き
（
増
殖
）
運
動
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
に
お
い
て
、
資

本
制
社
会
と
帝
国
主
義
に
当
て
は
ま
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
全
体
主

義
と
結
び
つ
け
る
鍵
概
念
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
資
本
主
義
は
「
余
計
な

も
の
」
を
「
生
産
・
蓄
積
す
る
」、
帝
国
主
義
は
そ
れ
を
「
排
出
・
排
斥
す

る
」、
そ
し
て
全
体
主
義
は
そ
れ
を
「
最
終
廃
棄
す
る
」
運
動
体
に
ほ
か
な

◆
書
評

ア
ー
レ
ン
ト
と
マ
ル
ク
ス
の
親
和
性
と

相
違

●

─
─
齋
藤
純
一

百
木
漠
『
ア
ー
レ
ン
ト
の
マ
ル
ク
ス
─
─
労
働
と
全

体
主
義
』（
人
文
書
院
、
二
〇
一
八
年
）
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ら
な
い
（
三
三
、
二
四
九
頁
）。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
、「
社
会
的
な
も
の
」
を
存
立

さ
せ
る
機
制
は
「
余
計
な
も
の
」
を
生
産-

廃
棄
す
る
、
絶
え
ざ
る
「
過

程
」=

「
運
動
」
に
あ
る
と
い
う
基
本
的
な
認
識
を
得
る
う
え
で
、
マ
ル
ク

ス
の
近
代
社
会
批
判
に
負
っ
て
い
る
こ
と
を
論
証
す
る
。
そ
の
上
で
、
本
書

は
、
ア
ー
レ
ン
ト
と
マ
ル
ク
ス
の
違
い
も
正
当
に
指
摘
す
る
。
マ
ル
ク
ス
に

は
、「
世
界
疎
外
」
と
い
う
近
代
の
本
質
的
経
験
、
つ
ま
り
、
絶
え
ず
拡
張

す
る
生
命
過
程
に
呑
み
込
ま
れ
る
社
会
は
世
界
へ
の
配
慮
や
世
話
か
ら
も
遠

ざ
け
ら
れ
る
と
い
う
経
験
を
真
剣
に
受
け
と
め
る
見
方
は
欠
け
て
い
た
。
こ

こ
か
ら
本
書
は
、
安
定
し
、
永
続
す
る
世
界
を
（
再
）
構
築
す
る
活
動
様
式

で
あ
る
「
仕
事
」（
製
作
）
を
労
働
か
ら
区
別
し
、
活
動
様
式
の
諸
領
域
を

分
節
化
し
た
ア
ー
レ
ン
ト
の
マ
ル
ク
ス
批
判
を
再
評
価
す
る
。

本
書
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
と
マ
ル
ク
ス
の
見
え
に
く
い
「
親
和
性
」
に
光
を

当
て
る
と
と
も
に
、
と
く
に
生
命-

労
働
と
世
界-

仕
事
に
関
す
る
両
者
の

違
い
に
も
目
を
配
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
次
の
違
い
も
決
定
的
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、「
必
然
性
」
と
「
自
由
」
の
理
解
に
関

す
る
違
い
で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
が
「
自
由
の
王
国
」
を
半
ば
揶
揄
す
る
か

の
よ
う
に
描
い
た
の
も
、
そ
れ
が
歴
史
的
必
然
性
を
通
じ
て
現
れ
る
と
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
彼
女
が
『
全
体
主
義
の
起
原
』
に
続
い
て
「
マ
ル
ク

ス
主
義
の
全
体
主
義
的
要
素
」
を
露
わ
に
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
全
体
主
義

支
配
の
根
幹
を
な
す
必
然
的
な
運
動
法
則
の
肯
定
が
マ
ル
ク
ス
自
身
の
思
想

に
も
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
書
も
言
及
し
て
い
る
が
、
デ

イ
ナ
・
ヴ
ィ
ラ
も
強
調
す
る
よ
う
に
、
ア
ー
レ
ン
ト
に
と
っ
て
目
的
論
的
な

思
考
は
徹
底
し
て
退
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
（
一
七
二
頁
）。

他
の
よ
う
に
あ
り
、
他
の
よ
う
に
あ
ろ
う
と
す
る
偶
発
性
と
し
て
の
自

由
は
、
マ
ル
ク
ス
の
思
想
に
は
な
い
。
ア
ー
レ
ン
ト
が
、『
人
間
の
条
件
』

や
『
過
去
と
未
来
の
間
』
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
を
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
以
来
の
哲
学
的
伝
統
の
系
譜
（
の
最
後
）
に
位
置
づ
け
た
の
も
、
彼

の
思
想
も
ま
た
偶
然
性
と
し
て
の
自
由
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
っ
た
た
め
で

あ
る
。
世
界
を
安
定
化
さ
せ
る
法
（
実
定
法
）
が
そ
う
し
た
自
由
を
許
容

し
、
む
し
ろ
促
す
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
歴
史
の
運
動
法
則
と
し
て
の

「
法
」
が
そ
う
し
た
自
由
を
肯
定
す
る
こ
と
は
な
い
。
か
り
に
「
自
由
の
王

国
」
に
一
定
の
政
治
が
認
め
ら
れ
う
る
と
し
て
も
（
一
三
〇
─
三
一
頁
）、

生
産
の
調
整
・
統
制
を
は
か
る
政
治
は
、
法
の
も
と
で
法
を
更
新
し
て
い
く

政
治
と
は
や
は
り
異
質
で
あ
る
。

最
後
に
も
う
一
点
付
言
し
た
い
。
資
本
主
義
と
全
体
主
義
の
結
び
つ
き
を

理
解
す
る
際
に
本
書
が
「
モ
ッ
ブ
」（m

ob

）
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
は
興

味
深
い
。
マ
ル
ク
ス
主
義
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
歴
史
の
運
動
を
担
う
階

級
主
体
を
見
た
の
に
対
し
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
「
全
階
級
、
全
階
層
か
ら

の
脱
落
者
」
と
し
て
の
モ
ッ
ブ
が
果
た
し
た
役
割
を
強
調
し
た
。
二
一
世

紀
の
い
ま
、
そ
う
し
た
「
脱
落
者
」
が
再
び
政
治
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は

本
書
も
示
唆
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
人
間
の
条
件
』
の
議
論
で

は
、
モ
ッ
ブ
と
し
て
の
大
衆
は
姿
を
潜
め
、
代
わ
っ
て
「
勤
め
人
」（job-

holders
）
と
し
て
の
大
衆
─
─
職
業
上
の
機
能
を
唯
々
諾
々
と
遂
行
す
る

人
々
─
─
の
脱
政
治
性
が
重
視
さ
れ
る
。
本
書
は
、
大
衆
社
会
が
全
体
主
義

の
要
素
を
宿
し
て
い
る
と
論
じ
る
が
、
そ
の
際
に
「
モ
ッ
ブ
」
と
「
勤
め

人
」
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
も
う
少

し
立
ち
入
っ
て
論
じ
て
ほ
し
か
っ
た
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。
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本
書
は
熟
議
民
主
主
義
の
規
範
理
論
研
究
を
先
導
す
る
著
者
が
、
そ
の
最

新
文
献
を
消
化
し
熟
議
民
主
主
義
の
理
論
的
可
能
性
を
追
求
す
る
充
実
し
た

研
究
書
で
あ
る
。
近
年
展
開
す
る
主
要
論
点
に
関
し
て
考
え
得
る
批
判
と
応

答
を
広
範
に
カ
バ
ー
し
、
そ
の
問
題
関
心
と
論
点
が
簡
潔
丁
寧
に
整
理
検
討

さ
れ
て
い
る
。
熟
議
民
主
主
義
論
研
究
の
最
新
動
向
と
課
題
を
提
示
し
た
貴

重
な
貢
献
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

本
書
各
章
が
主
題
に
す
る
論
点
は
多
様
だ
が
、
そ
の
問
題
関
心
は
共
通
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
熟
議
民
主
主
義
を
構
想
す
る
上
で
「
阻
害
要
因
」
と

な
り
得
る
現
実
的
・
理
論
的
困
難
に
い
か
に
応
答
し
得
る
か
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
応
答
を
通
じ
て
熟
議
民
主
主
義
の
理
論
的
可
能
性
を
解
明
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
「
分
断
」「
個
人
化
」「
労
働
中
心
性
」
と
い
っ
た

社
会
的
現
実
や
、「
理
性
／
情
念
の
二
項
対
立
」「
自
由
民
主
主
義
」
と
い
っ

た
理
論
的
制
約
を
阻
害
要
因
と
考
え
、
こ
れ
ら
「
困
難
」
に
対
し
「
反
省

◆
書
評

熟
議
民
主
主
義
社
会
の
構
想

●

─
─
山
田
　
陽

田
村
哲
樹
『
熟
議
民
主
主
義
の
困
難
─
─
そ
の
乗
り

越
え
方
の
政
治
理
論
的
考
察
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、

二
〇
一
七
年
）

性
」「
多
層
化
」「
熟
議
民
主
主
義
の
た
め
の
ナ
ッ
ジ
」「
熟
議
シ
ス
テ
ム
」

と
い
っ
た
概
念
を
使
い
応
答
を
試
み
て
い
る
。

特
に
著
者
は
熟
議
民
主
主
義
の
理
論
的
構
成
要
素
で
あ
る
「
反
省
性
」

を
、「
困
難
」
を
解
消
・
回
避
す
る
根
拠
と
し
て
重
視
し
て
い
る
。
例
え

ば
、「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
や
東
浩
紀
「
民
主
主
義
2.0
」
構
想
よ
り
も
熟
議
民

主
主
義
が
理
論
的
に
優
位
で
あ
る
根
拠
と
し
て
「
反
省
性
」
を
挙
げ
る
（
第

二
章
）。
ま
た
、
理
性
的
論
証
を
熟
議
の
内
実
と
し
情
念
の
表
出
を
熟
議
の

阻
害
要
因
と
す
る
「
理
性
か
情
念
か
」
の
対
立
図
式
を
解
消
す
る
根
拠
と
し

て
「
反
省
性
」
を
挙
げ
る
（
第
四
章
）。

た
し
か
に
熟
議
民
主
主
義
は
、
敵
対
関
係
を
構
築
し
煽
る
政
治
手
法
を
批

判
し
、
い
わ
ゆ
る
「
分
断
政
治
」
と
は
別
の
「
共
通
理
解
」「
和
解
」
を
志

向
す
る
政
治
構
想
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
中
核
に
社
会
的
「
反
省
」
が
あ
る
。

そ
れ
は
「
理
由
の
検
討
」「
相
互
正
当
化
」
と
い
っ
た
熟
議
実
践
の
機
能
で

も
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
て
分
断
社
会
に
熟
議
民
主
主
義
構
想
を
対
置
し
た

あ
と
課
題
と
な
る
の
は
、
い
か
に
反
省
を
促
進
し
得
る
か
で
あ
ろ
う
。
例
え

ば
、
宗
教
的
・
文
化
的
に
根
深
い
対
立
が
存
在
す
る
社
会
で
も
市
民
的
・
政

治
的
次
元
と
い
う
共
通
性
が
存
在
し
得
て
、
こ
の
次
元
を
基
盤
に
熟
議
を
構

想
し
得
る
と
指
摘
す
る
と
き
（
第
一
章
）、
何
が
人
々
を
市
民
的
次
元
へ
導

く
の
か
。
熟
議
が
分
断
社
会
を
和
解
・
共
存
へ
媒
介
す
る
と
す
れ
ば
、
い
か

に
熟
議
を
始
め
る
か
そ
の
条
件
が
問
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
課
題
に
応
え
得
る
視
点
と
し
て
著
者
が
主
張
す
る
「
熟
議
民
主
主
義

の
た
め
の
ナ
ッ
ジ
」
は
示
唆
に
富
む
。
著
者
は
熟
議
民
主
主
義
を
促
進
す
る

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
（
制
度
設
計
）
と
い
う
視
点
を
設
定
し
「
熟
議
民
主
主
義

の
た
め
の
ナ
ッ
ジ
」
を
主
張
す
る
（
第
五
章
）。
例
え
ば
、「
労
働
中
心
」
社
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会
が
政
治
生
活
の
意
義
を
見
失
わ
せ
熟
議
民
主
主
義
の
阻
害
要
因
に
な
り
得

る
と
す
れ
ば
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
は
有
償
労
働
か
ら
市
民
を
分
離
し

自
由
時
間
を
与
え
る
こ
と
で
熟
議
に
参
加
す
る
動
機
を
充
填
す
る
可
能
性
が

あ
る
、
つ
ま
り
間
接
的
条
件
（
ナ
ッ
ジ
）
に
な
り
得
る
と
主
張
す
る
（
第
三

章
）。
こ
う
し
た
文
脈
で
熟
議
民
主
主
義
の
主
体
性
・
自
律
性
と
矛
盾
し
な

い
（
む
し
ろ
可
能
に
す
る
）、
熟
議
民
主
主
義
に
お
け
る
「
許
容
さ
れ
る
パ

タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
を
論
究
す
る
。
こ
れ
は
人
々
を
熟
議
へ
誘
う
人
間
的
条
件

を
探
究
し
、
熟
議
を
選
好
す
る
選
択
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
い
か
に
構
想
し
得

る
か
と
い
う
課
題
を
提
示
し
た
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
著
者
の
主
張
と
理
論
的
探
究
で
着
目
さ
れ
る
の
は
、
熟
議
民
主

主
義
の
理
論
的
射
程
を
広
範
囲
に
と
っ
て
、
私
生
活
・
社
会
生
活
の
規
範
と

位
置
づ
け
る
点
だ
。
特
に
そ
れ
は
熟
議
民
主
主
義
を
親
密
圏
に
適
用
可
能
な

理
念
と
み
る
点
や
（
第
六
章
）、
熟
議
シ
ス
テ
ム
概
念
を
自
由
民
主
主
義
を

超
え
る
概
念
と
捉
え
る
点
に
見
出
せ
る
（
第
八
章
）。

著
者
は
熟
議
民
主
主
義
を
日
常
生
活
の
意
思
決
定
を
支
え
る
規
範
で
も
あ

る
と
主
張
す
る
。
親
密
圏
も
集
合
的
決
定
の
単
位
で
あ
っ
て
、
一
個
の
完
結

し
た
熟
議
体
と
み
な
せ
る
と
い
う
。
従
来
は
既
存
の
慣
習
等
の
見
直
し
や
政

治
・
社
会
改
革
を
も
た
ら
す
問
題
提
起
の
源
泉
と
し
て
親
密
圏
を
位
置
づ
け

る
傾
向
に
あ
っ
た
（「
親
密
圏
〈
か
ら
の
〉
熟
議
」）。
し
か
し
著
者
は
親
密

圏
自
体
を
熟
議
の
場
と
捉
え
、
制
度
的
・
市
民
的
公
共
圏
に
限
ら
ず
親
密

圏
内
部
に
も
熟
議
民
主
主
義
の
理
念
を
適
用
で
き
る
と
考
え
る
（「
親
密
圏

〈
を
め
ぐ
る
〉
熟
議
」）。

こ
の
主
張
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
熟
議
の
阻
害
要
因
と
し
て
親
密
圏
の
構

造
特
性
（
非
公
開
性
・
非
制
度
性
・
不
平
等
性
）
を
指
摘
し
て
い
る
点
だ
。

こ
の
権
力
構
造
を
解
消
・
回
避
で
き
な
け
れ
ば
、
熟
議
過
程
は
民
主
的
意
見

形
成
・
意
思
決
定
実
践
と
し
て
不
公
正
と
い
え
る
。
著
者
は
「
個
人
的
な
こ

と
は
政
治
的
」
の
論
理
を
踏
襲
し
自
由
民
主
主
義
の
公
私
区
別
に
内
在
す
る

権
力
性
や
抑
圧
的
側
面
を
親
密
圏
の
政
治
的
除
外
に
見
出
す
。
そ
れ
ゆ
え
熟

議
民
主
主
義
を
政
治
過
程
構
想
と
し
て
限
定
せ
ず
日
常
生
活
と
社
会
生
活
を

支
え
る
規
範
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
個
人
化
社
会
に
対
応
す
る
可
能

性
を
探
究
し
て
い
る
。

こ
の
視
点
は
著
者
が
熟
議
シ
ス
テ
ム
を
、
自
由
民
主
主
義
の
枠
を
超
え
る

射
程
を
も
つ
概
念
と
し
て
捉
え
る
点
に
も
見
出
せ
る
。
著
者
は
、
諸
政
体
を

類
型
化
し
自
由
民
主
主
義
も
包
含
す
る
上
位
概
念
と
し
て
熟
議
シ
ス
テ
ム
を

構
想
し
得
る
と
論
じ
る
。

た
し
か
に
熟
議
民
主
主
義
は
既
存
の
自
由
民
主
主
義
体
制
を
再
考
し
相
対

化
す
る
立
論
で
も
あ
る
。
議
会
制
・
政
党
制
・
選
挙
と
い
っ
た
諸
制
度
の
限

界
や
機
能
不
全
を
解
消
す
る
に
は
新
た
な
政
治
シ
ス
テ
ム
を
構
想
す
る
必
要

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
展
望
を
与
え
る
意
味
で
著
者
の
熟
議
シ
ス
テ

ム
理
解
に
は
重
要
な
問
題
提
起
が
あ
る
。
し
か
し
他
方
で
自
由
民
主
主
義
の

上
位
概
念
と
し
て
熟
議
シ
ス
テ
ム
独
自
の
価
値
を
構
想
す
る
に
は
課
題
が
残

る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
熟
議
に
関
与
す
る
「
市
民
的
」
態
度
は
、
自
由

主
義
と
民
主
主
義
の
価
値
を
尊
重
す
る
共
同
性
を
基
礎
に
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
自
由
と
平
等
は
熟
議
シ
ス
テ
ム
概
念
の
条
件
で
も
あ
る
は
ず
だ
。

と
は
い
え
熟
議
自
体
は
自
由
民
主
主
義
と
は
別
の
価
値
を
内
包
し
得
る
概

念
で
、
そ
の
意
味
で
従
来
の
自
由
民
主
主
義
の
政
治
制
度
と
は
別
の
展
望
を

与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
の
著
者
の
熟
議
シ
ス
テ
ム
論
の
展
開
に
期
待

し
た
い
。
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広
範
な
史
料
を
渉
猟
し
、
そ
れ
を
精
緻
に
読
み
解
く
卓
越
し
た
歴
史
学
者

と
し
て
の
能
力
を
背
景
に
、
徳
川
中
期
か
ら
幕
末
に
至
る
壮
大
な
思
想
史
を

流
麗
な
文
体
で
描
き
あ
げ
た
本
書
は
、
間
違
い
な
く
後
世
ま
で
読
み
継
が
れ

る
、
二
〇
一
八
年
の
政
治
思
想
研
究
を
代
表
す
る
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。

戦
後
、
近
世
日
本
の
政
治
思
想
史
は
、
丸
山
眞
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研

究
』
の
持
続
的
影
響
も
あ
り
、
伊
藤
仁
斎
や
荻
生
徂
徠
な
ど
徳
川
初
期
の
研

究
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
近
年
、
眞
壁
仁
氏
や
前
田
勉
氏
、
濱
野
靖
一

郎
氏
、
高
山
大
毅
氏
ら
に
よ
り
、
徂
徠
以
降
の
徳
川
中
・
後
期
政
治
思
想
史

を
主
題
と
す
る
、
大
部
の
優
れ
た
研
究
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
む
ろ
ん
そ
れ
ぞ

れ
の
書
物
は
、
個
々
に
固
有
の
価
値
を
持
っ
て
お
り
、
決
し
て
一
括
り
に
評

す
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
な
お
今
日
、
一
八
─
九
世
紀
を
対
象
と
す
る
日

本
政
治
思
想
史
研
究
が
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
に
、
新
た
な
輝
き
を
放
つ
研
究
成
果
が
加
わ
っ
た
。

徳
川
政
治
体
制
は
、
戦
乱
の
末
に
成
立
し
た
軍
事
政
権
で
あ
る
。
そ
れ

故
、
泰
平
の
世
が
訪
れ
る
と
、
武
士
達
は
功
名
を
挙
げ
る
戦
闘
の
機
会
を
奪

わ
れ
た
現
状
に
、
鬱
屈
し
た
思
い
を
抱
い
た
。
ま
た
科
挙
の
な
い
日
本
で

は
、
学
問
の
研
鑽
を
通
じ
て
統
治
に
携
わ
る
道
も
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
。
そ
ん

な
世
の
中
で
、
い
か
に
有
限
の
生
を
超
え
、「
歴
史
の
上
に
永
く
語
り
継
が

れ
る
存
在
」
と
な
る
か
。
近
世
の
学
者
や
志
士
達
の
「
脳
裡
に
巣
食
っ
た

夢
」
を
、
著
者
は
「
永
遠
性
獲
得
願
望
」
と
呼
ぶ
。
本
書
は
こ
の
「
永
遠
性

獲
得
願
望
」
を
鍵
概
念
に
、
彼
ら
が
遺
し
た
日
記
や
手
紙
、
著
作
を
丁
寧
に

読
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
荻
生
徂
徠
以
後
の
徳
川
時
代
の
学
藝
の
実
り
豊
か

な
成
果
に
新
た
な
光
を
当
て
、
幕
末
政
治
思
想
に
つ
な
が
る
水
脈
を
明
る
み

に
出
す
。

大
き
く
二
部
構
成
か
ら
な
る
本
書
の
第
一
部
は
、
荻
生
徂
徠
か
ら
頼
山
陽

ま
で
を
対
象
と
す
る
。
著
者
は
近
世
思
想
史
の
分
水
嶺
を
、
徂
徠
学
に
求
め

る
。
隣
国
の
正
統
を
傲
然
と
拒
み
、
数
千
年
に
わ
た
る
「
道
」
の
混
迷
を
解

く
、
そ
の
営
み
を
自
ら
「
天
寵
」
と
評
し
た
荻
生
徂
徠
。
弟
子
達
は
そ
ん
な

徂
徠
の
学
問
を
「
千
古
を
度
越
す
る
」「
豪
傑
」
の
偉
業
と
称
揚
し
た
。
続

く
「
ポ
ス
ト
徂
徠
期
」
に
入
る
と
、
折
衷
学
派
か
ら
国
学
、
蘭
学
に
至
る

迄
、「
徂
徠
体
験
」
を
共
有
し
た
野
心
溢
れ
る
「
豪
傑
」
達
が
躍
動
し
、「
思

想
・
文
藝
の
市
場
」
は
活
況
を
み
せ
た
。
い
か
に
己
の
機
軸
を
打
ち
出
し
、

不
朽
を
得
る
か
。
文
華
開
け
る
諸
学
繚
乱
の
一
八
世
紀
、
折
衷
家
も
性
霊
派

も
「
一
様
に
徂
徠
を
非
難
す
る
が
、
彼
ら
は
み
な
徂
徠
の
子
」
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
反
「
豪
傑
」
の
立
場
か
ら
「
新
奇
」
を
戒
め
、「
学
統
」

を
重
ん
じ
た
の
が
、
寛
政
正
学
派
で
あ
る
。
彼
ら
が
関
わ
っ
た
学
制
改
革
に

よ
り
、
全
国
的
な
学
問
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
た
。
だ
が
、
藩
校
の

◆
書
評

〈
豪
傑
〉
の
誕
生

─
─
不
朽
を
夢
み
た
人
々
の
心
性
史

●

─
─
大
久
保
健
晴

島
田
英
明
『
歴
史
と
永
遠
―
―
江
戸
後
期
の
思
想
水

脈
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
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普
及
が
直
ち
に
儒
者
達
の
望
む
政
治
参
加
に
つ
な
が
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
こ
に
、「
リ
リ
カ
ル
な
叙
事
文
」
で
日
本
の
歴
史
を
描
き
、
江
戸
の
漢

文
脈
を
塗
り
替
え
る
人
物
が
現
れ
た
。
寛
政
正
学
派
の
薫
陶
を
受
け
る
も
己

の
不
遇
を
嘆
き
、
名
声
を
求
め
文
藝
の
市
場
に
参
入
し
た
、
頼
山
陽
で
あ

る
。
い
か
な
る
政
治
的
偉
業
も
、
文
士
が
歴
史
書
に
記
す
こ
と
で
初
め
て
永

遠
と
な
る
。
山
陽
は
「
文
士
」
と
し
て
、「
不
朽
」
の
名
を
得
よ
う
と
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
幕
末
の
動
乱
期
に
入
る
と
、
頼
山
陽
の
史
書
の
愛
読
者
達
は
、

「
文
士
」
で
は
な
く
「
志
士
」
と
し
て
、
政
治
的
実
践
を
通
じ
て
歴
史
に
参

画
す
る
道
を
選
ぶ
。
歴
史
は
〈
描
く
〉
も
の
か
ら
〈
作
る
〉
も
の
と
な
る
。

こ
こ
か
ら
第
二
部
は
、
幕
末
政
治
思
想
が
扱
わ
れ
る
。
英
雄
豪
傑
に
憧
れ
、

死
の
間
際
ま
で
史
書
と
向
き
合
っ
た
、
吉
田
松
陰
。「
勢
」
を
巧
み
に
制
す

る
こ
と
で
「
歴
史
は
作
り
得
る
」
と
考
え
た
、真
木
和
泉
。
両
者
は
と
も
に
、

自
ら
の
行
動
が
歴
史
に
刻
ま
れ
不
朽
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
、
死
と
永
遠
の

美
学
に
身
を
投
じ
た
。
他
方
で
森
田
節
斎
は
、
危
機
の
時
代
に
生
き
る
「
文

士
」
と
し
て
、
彼
ら
「
志
士
」
の
名
を
歴
史
に
書
き
残
す
こ
と
を
誇
り
と
し

た
。
そ
し
て
こ
の
「
永
遠
性
獲
得
願
望
」
は
、
明
治
期
に
至
り
、
一
方
で
靖

國
神
社
の
創
設
に
、
他
方
で
内
村
鑑
三
の
「
後
世
へ
の
最
大
遺
物
」
に
流
れ

込
む
。
こ
う
し
て
深
い
余
韻
を
残
し
な
が
ら
、
本
書
は
幕
を
閉
じ
る
。

さ
て
本
書
の
読
み
方
だ
が
、『
歴
史
と
永
遠
』
と
い
う
主
題
の
主
旋
律
だ

け
を
辿
ろ
う
と
す
る
と
、
些
か
肩
透
か
し
に
あ
う
。
既
に
中
田
喜
万
氏
も
書

評
（『
日
本
思
想
史
学
』
第
五
〇
号
）
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
こ
で
は
徳

川
期
の
歴
史
観
や
時
間
意
識
を
分
析
す
る
こ
と
は
最
初
か
ら
放
棄
さ
れ
て
い

る
。「
不
朽
」
と
は
ど
れ
く
ら
い
先
が
意
識
さ
れ
、
い
か
な
る
宇
宙
観
や
世
界

認
識
に
根
ざ
し
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
哲
学
的
考
察
も
ほ
ぼ
な
さ
れ
な
い
。

同
様
に
、
本
書
で
は
多
く
の
儒
者
や
志
士
を
は
じ
め
、
国
学
者
や
蘭
学
者

の
言
説
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
彼
ら
が
練
り
上
げ
た
学
問
体
系
や
政
治
構

想
は
、
主
た
る
考
察
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
第
五
章
の
タ
イ
ト
ル

は
「
内
乱
の
政
治
学　

真
木
和
泉
」
だ
が
、
真
木
の
政
策
論
が
分
析
さ
れ
る

の
は
、
僅
か
二
頁
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
章
の
第
一
節
「
彗
星
を
観
る
ひ
と
」

で
は
、
幕
末
期
に
彗
星
が
多
数
出
現
し
た
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
、「
多
く

の
人
々
が
死
臭
の
な
か
で
夜
空
を
見
上
げ
、
得
体
の
知
れ
な
い
鮮
烈
な
印
象

に
身
を
震
わ
せ
た
」
と
叙
情
的
に
描
か
れ
る
。
決
し
て
誤
り
で
は
な
い
。
し

か
し
既
に
一
九
世
紀
前
半
よ
り
蘭
学
者
の
間
で
は
、
西
洋
天
文
学
の
影
響
の

も
と
、
彗
星
が
天
変
地
異
の
兆
し
で
は
な
く
、「
天
象
の
常
」（
吉
雄
俊
蔵
口

授
『
遠
西
観
象
図
説
』）
で
あ
る
こ
と
は
半
ば
常
識
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼

ら
が
提
供
す
る
世
界
地
理
や
西
洋
事
情
の
学
識
は
、
真
木
や
松
陰
ら
幕
末
志

士
達
の
世
界
認
識
に
も
流
れ
込
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
れ

ば
、
よ
り
重
層
的
な
幕
末
思
想
史
の
風
景
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

だ
が
こ
こ
に
こ
そ
、
本
書
の
特
質
と
意
義
が
あ
る
。
著
者
は
お
そ
ら
く
こ

れ
ら
の
課
題
を
認
識
し
て
い
た
。
そ
の
上
で
あ
え
て
本
書
で
は
、
徳
川
期
を

生
き
る
文
士
や
志
士
達
の
、
体
系
的
な
哲
学
や
学
識
、
政
策
論
（
海
防
論
）

の
奥
に
潜
む
、
必
ず
し
も
論
理
化
さ
れ
な
い
「
心
性
」
や
「
気
分
」
の
揺
ら

ぎ
を
、
詩
文
や
日
記
、
碑
銘
な
ど
茫
漠
と
し
た
文
書
群
の
内
側
か
ら
読
み
取

る
こ
と
に
注
力
し
た
。
こ
れ
が
い
か
に
困
難
な
作
業
で
あ
る
か
、
政
治
思
想

史
研
究
に
従
事
す
る
誰
も
が
知
っ
て
い
よ
う
。
本
文
に
差
し
込
ま
れ
た
無
数

の
挿
話
か
ら
、
浩
瀚
な
「
注
」
の
細
部
に
至
る
ま
で
、
本
書
に
は
徳
川
期
の

豊
穣
な
時
代
の
息
吹
が
宿
っ
て
い
る
。
日
本
政
治
思
想
史
研
究
の
可
能
性
を

さ
ら
に
押
し
拡
げ
た
、
画
期
的
な
作
品
で
あ
る
。
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本
書
は
、
二
〇
〇
七
年
ま
で
に
執
筆
さ
れ
た
丸
山
眞
男
論
を
集
成
し
た
も

の
で
あ
り
、『
戦
後
日
本
の
知
識
人　

丸
山
眞
男
と
そ
の
時
代
』（
世
織
書

房
、
一
九
九
五
年
）
刊
行
後
に
な
さ
れ
た
著
者
の
丸
山
研
究
の
展
開
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
一
〇
年
の
間
に
進
展
を
見
た
丸
山
を
め
ぐ
る

研
究
の
成
果
や
資
料
状
況
の
変
化
が
本
書
の
議
論
に
織
り
込
ま
れ
て
い
な
い

こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
実
質
的
に
は
前
著
『
丸
山
眞
男
へ
の
道
案

内
』（
吉
田
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
が
著
者
の
最
新
の
丸
山
研
究
と
な
る
。

評
者
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
本
書
に
お
け
る
著
者
の
方
法
は
、
戦
中
か
ら

戦
後
（
本
書
が
対
象
と
す
る
の
は
主
に
六
〇
年
安
保
ま
で
）
の
政
治
・
社

会
・
思
想
状
況
の
中
で
丸
山
の
発
言
の
意
味
や
関
心
の
所
在
を
捉
え
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
丸
山
の
議
論
を
解
釈
す
る
際
も
、
そ
れ
が
ふ
ま
え
て
い

た
同
時
代
の
状
況
や
議
論
を
確
認
し
た
上
で
、
丸
山
が
何
を
目
標
に
し
、
何

を
意
図
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
貫
か
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
文
脈
と
の
関
連
づ
け
を
十
分
に
行
わ
な
い
丸
山
論

に
対
し
て
は
違
和
感
が
表
明
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
接
近
方
法
は
、
一
つ
に
は
丸
山
自
身
の
政
治
観
か
ら
根
拠
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
流
動
的
で
多
様
な
方
向
へ
発
展
し
て
ゆ

く
可
能
性
を
も
つ
状
況
に
対
し
、
自
分
が
望
む
方
向
を
選
択
・
決
断
し
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
な
さ
れ
る
働
き
か
け
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
も
の
と
し
て

政
治
を
捉
え
る
の
が
丸
山
の
考
え
で
あ
り
、
丸
山
の
特
に
時
事
的
な
発
言
も

ま
た
、
政
治
状
況
を
一
定
の
方
向
に
制
御
し
よ
う
と
す
る
性
質
を
も
つ
も
の

で
あ
っ
た
。
丸
山
の
時
論
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
政
治
的
波
紋
を
も
た
ら

す
か
を
考
慮
に
入
れ
た
上
で
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
抽
象
的
な
解
釈
に

よ
っ
て
は
そ
の
真
意
を
捉
え
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
著
者
は
戦
中
と
戦
後
と
い
う
時
代
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
戦
後
が
相
対
的
に
連
続
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
一
方
、
戦
中
と
戦
後
の
非
連
続
性
が
強
調
さ
れ
る
。
戦
中
と
戦
後
の

断
続
は
、
第
一
に
民
主
主
義
の
あ
り
方
に
お
い
て
み
ら
れ
る
。
戦
争
中
の
総

動
員
体
制
の
下
で
は
、「
事
実
上
の
民
主
化
は
進
展
し
つ
つ
あ
っ
た
と
し
て

も
、
権
利
上
の
民
主
主
義
は
い
さ
さ
か
も
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
」（
九

二
頁
）。
第
二
の
相
違
点
は
戦
後
に
お
け
る
自
由
主
義
化
で
あ
る
。
こ
れ
を

著
者
は
「
多
様
な
私
的
領
域
の
確
保
」（
一
〇
二
頁
）、「
経
済
や
文
化
の
領

域
」
の
「
自
立
」（
二
〇
八
頁
）、
あ
る
い
は
「
人
び
と
の
私
的
利
益
の
追
求

を
肯
定
す
る
運
動
」（
一
〇
四
頁
）
と
し
て
提
示
す
る
。
つ
ま
り
、
政
治
を

限
定
・
相
対
化
し
、
ま
た
政
治
を
職
業
と
し
な
い
主
体
が
政
治
に
関
与
す
る

基
盤
が
成
立
し
た
と
こ
ろ
に
戦
後
と
い
う
時
代
が
も
つ
画
期
的
意
味
が
存
す

る
と
著
者
は
見
る
。

◆
書
評

戦
後
の
丸
山
眞
男
に
お
け
る
変
化
と
持
続

●

─
─
山
辺
春
彦

都
築
勉
『
丸
山
眞
男
、
そ
の
人　

歴
史
認
識
と
政
治
思

想
』（
世
織
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
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そ
し
て
、「
公
」
と
「
私
」、「
政
治
」
と
「
非
政
治
」
と
い
う
二
つ
の
要

素
を
統
一
し
た
「
戦
後
民
主
主
義
」
像
を
描
き
出
し
た
思
想
家
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
の
が
丸
山
で
あ
り
、
そ
の
担
い
手
と
さ
れ
た
の
が
「
市
民
」
で

あ
る
。
著
者
は
、
丸
山
の
い
う
「
市
民
」
を
、
公
益
と
一
致
す
る
私
益
し
か

も
た
な
い
「
公
民
」
と
同
一
視
す
る
理
解
の
不
十
分
さ
を
指
摘
し
、
職
業
生

活
や
文
化
的
な
諸
活
動
な
ど
、
私
的
領
域
に
自
己
の
基
盤
を
も
ち
、
そ
こ
で

独
自
の
私
的
利
害
関
心
を
培
う
と
い
う
側
面
も
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注

意
を
促
し
て
い
る
。

他
方
で
、
戦
後
に
関
し
て
も
連
続
面
だ
け
が
強
調
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
頃
を
境
と
し
て
「
第
一
の
戦
後
」
と
「
第
二
の
戦

後
」
を
区
別
す
る
必
要
が
説
か
れ
て
い
る
。
技
術
革
新
や
経
済
成
長
、
教
育

水
準
の
向
上
、
中
間
層
の
増
大
な
ど
を
背
景
と
す
る
大
衆
社
会
論
や
中
間
文

化
論
の
提
唱
な
ど
、「
戦
後
精
神
史
」
に
つ
い
て
も
一
九
五
七
年
前
後
に
大

き
な
転
換
を
見
る
著
者
は
、
そ
れ
が
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
同
時
期
の

丸
山
の
関
心
に
お
け
る
変
化
と
関
連
し
て
い
た
と
す
る
。
五
〇
年
代
後
半
の

丸
山
の
思
想
と
学
問
に
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
転
換
の
中
で
、
と
り
わ
け
本
書

で
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
つ
は
決
定
論
的
な
見
方
や
普
遍
的
な
発
展
段

階
論
に
も
と
づ
い
て
歴
史
を
認
識
す
る
方
法
に
対
し
て
懐
疑
的
に
な
っ
た
こ

と
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
中
間
団
体
な
い
し
中
間
層
の
再
評
価
で
あ
る
。

問
題
は
、
こ
う
し
た
変
化
が
、
前
述
し
た
丸
山
の
「
戦
後
民
主
主
義
」
論

と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
結
論
か
ら
い
え

ば
、
戦
中
期
に
淵
源
し
、
敗
戦
を
契
機
に
成
長
し
た
「
市
民
」
の
精
神
が
、

六
〇
年
安
保
に
お
い
て
定
式
化
さ
れ
る
展
開
を
促
進
し
た
要
素
と
し
て
、
五

〇
年
代
後
半
の
変
化
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
著
者
の
回

答
で
あ
る
。
歴
史
観
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
真
理
に
よ
っ
て
歴
史
の
行
方
が

あ
ら
か
じ
め
定
ま
っ
て
い
る
と
い
う
見
方
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
で
、
予
測
不

可
能
な
要
素
が
存
在
す
る
ゆ
え
に
選
択
や
決
断
の
自
由
と
そ
れ
に
伴
う
責
任

の
引
き
受
け
を
基
礎
と
す
る
政
治
固
有
の
論
理
の
強
調
を
も
た
ら
し
た
と
す

る
。
ま
た
、
中
間
団
体
は
私
的
領
域
に
お
け
る
非
政
治
的
活
動
の
砦
と
な
る

こ
と
で
、「
市
民
」
た
ち
が
自
己
の
関
心
か
ら
パ
ー
ト
・
タ
イ
ム
的
に
公
的

領
域
に
参
加
す
る
と
い
う
民
主
主
義
の
あ
り
方
を
支
え
る
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
六
〇
年
安
保
に
お
け
る
丸
山
の
「
戦
後
民
主
主
義
」
論

は
、
敗
戦
以
来
の
課
題
が
「
第
二
の
戦
後
」
の
成
果
に
裏
づ
け
ら
れ
る
と
こ

ろ
に
成
立
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
著
者
は
六
〇
年
安
保
を
「
占
領
軍
の

日
本
民
主
化
に
よ
っ
て
先
取
り
さ
れ
た
制
度
を
定
着
」（
二
〇
一
頁
）
さ
せ

た
政
治
的
経
験
と
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
そ
の
意
義
に
思
想
的
な
表
現
を
与

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
戦
後
日
本
の
政
治
社
会
の
存
立
根
拠
を
示
す
物
語
」

（
一
〇
五
頁
）
を
提
供
し
た
と
い
う
の
が
、
本
書
の
丸
山
評
価
で
あ
る
。

以
上
、
副
題
の
「
歴
史
認
識
と
政
治
思
想
」
に
そ
っ
て
本
書
の
内
容
を
概

観
し
て
き
た
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
著
者
の
丸
山
研
究
の
成
果
は
、
六
〇
年
安

保
ま
で
の
丸
山
を
考
え
る
際
に
必
ず
参
照
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
研
究

史
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

著
者
の
堅
実
な
研
究
手
法
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
、
最
後
に
あ
え
て
気
に

な
っ
た
点
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
同
時
代
の
状
況
と
丸
山
の
議
論
を
関
連
づ
け

る
際
に
、
推
測
に
依
拠
し
て
い
る
箇
所
が
残
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
一
一

頁
、
九
三
頁
な
ど
）。
こ
う
し
た
点
を
含
め
、
同
時
代
の
文
脈
の
中
で
丸
山

の
議
論
を
検
討
す
る
研
究
の
深
化
を
期
待
し
た
い
。

山辺春彦【書評／都築勉『丸山眞男、その人　歴史認識と政治思想』】
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著
者
の
問
題
意
識
は
明
確
で
あ
る
。「
江
戸
時
代
と
明
治
時
代
」
の
枠
組

み
は
、「
一
八
六
八
年
」
を
境
と
す
る
断
絶
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
そ
こ
に

至
る
過
程
と
そ
の
後
の
変
化
を
正
確
に
捉
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、「
十
九

世
紀
日
本
」
と
し
て
こ
の
時
期
の
思
想
の
展
開
を
捉
え
直
す
。

さ
て
、
明
治
維
新
は
「
維
新
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
変
革
だ
っ
た

が
、
著
者
は
レ
イ
モ
ン
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
書
名
に
倣
い
「
長
い
革
命
」

と
表
現
す
る
。
そ
の
起
点
を
十
八
世
紀
中
頃
に
見
出
す
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
時
期
か
ら
徐
々
に
社
会
の
構
造
と
人
々
の
意
識
に
変
化
が
生
じ
、
ま
た
、

「「
文
明
」
と
の
遭
遇
」（
一
五
頁
）
と
著
者
が
表
現
す
る
人
々
の
多
様
な
経

験
も
相
俟
っ
て
、
最
終
的
に
「
維
新
革
命
」
を
も
た
ら
し
た
。
だ
が
、
著
者

は
一
つ
の
疑
問
を
提
示
す
る
。
な
ぜ
人
々
は
自
ら
が
経
験
し
つ
つ
あ
る
変
革

を
「
文
明
」
や
「
文
明
開
化
」
と
呼
び
、
し
か
も
肯
定
的
に
そ
れ
ら
を
捉
え

た
の
か
。
こ
の
問
題
は
、
従
来
の
維
新
研
究
で
も
問
わ
れ
た
。
だ
が
、
そ
れ

ら
の
研
究
は
、
民
衆
が
「
文
明
」
を
歓
迎
し
て
い
た
事
実
を
軽
視
し
、
西
洋

の
「
才
」
の
み
な
ら
ず
「
魂
」
に
も
価
値
を
見
出
す
人
物
を
見
落
と
し
て
い

た
と
い
う
問
題
点
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
著
者
は
、
ま
ず
、「
文
明
」
を
受
容
す
る
基
盤
が
徳
川
時
代
に
思

想
的
に
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
続
け
て
、
そ
の
中
に
為
政
者
の
世
襲
や
身

分
制
に
対
す
る
人
々
の
不
満
が
含
有
さ
れ
て
い
た
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
。

結
論
か
ら
い
え
ば
、
著
者
は
前
者
に
つ
い
て
、
徳
川
時
代
の
思
想
に
西
洋
思

想
と
共
通
す
る
要
素
が
存
在
す
る
こ
と
に
当
時
の
知
識
人
が
気
づ
い
た
か
ら

こ
そ
、
西
洋
の civilization 

を
「
文
明
」
と
呼
び
、
そ
の
受
容
を
可
能
に

し
た
と
解
釈
す
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、「
維
新
革
命
」
を
単
に
武
家
か
ら

朝
廷
へ
の
政
権
交
代
と
理
解
す
る
の
は
不
十
分
と
評
価
す
る
。
問
わ
れ
る
べ

き
な
の
は
、「
革
命
」
が
廃
藩
置
県
と
い
う
身
分
制
の
解
体
に
ま
で
到
達
し

た
理
由
で
あ
り
、
尊
王
論
や
攘
夷
論
の
台
頭
と
い
う
説
明
は
、
こ
の
問
い
に

明
確
な
答
え
を
与
え
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
表
面
に
は
現
わ
れ
な
い
人
々
の

身
分
制
に
対
す
る
不
満
な
ど
の
動
き
が
徳
川
時
代
か
ら
生
じ
て
い
た
と
理
解

す
る
方
が
説
得
的
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

と
こ
ろ
で
、「
十
九
世
紀
日
本
」
の
思
想
を
再
検
討
す
る
に
当
た
り
、
著

者
が
着
目
し
た
の
が
、
同
時
代
人
の
「
維
新
革
命
」
の
受
け
止
め
方
で
あ

る
。
は
じ
め
に
竹
越
三
叉
『
新
日
本
史
』
を
取
り
上
げ
る
。
彼
は
「
維
新
革

命
」
の
直
接
の
原
因
を
徳
川
時
代
の
社
会
に
生
じ
た
種
々
の
変
化
に
見
出
し

て
い
た
が
、
こ
の
捉
え
方
は
既
に
福
澤
諭
吉
が
『
文
明
論
之
概
略
』
で
提
示

し
て
い
た
。
曰
く
、
人
々
の
「
智
徳
」
の
発
達
に
伴
い
「
門
閥
を
厭
ふ
の

心
」
が
芽
生
え
始
め
、
そ
し
て
、
攘
夷
論
な
ど
に
触
発
さ
れ
つ
つ
不
満
が

高
ま
っ
た
結
果
、
幕
府
が
打
倒
さ
れ
、
さ
ら
に
身
分
制
の
解
体
に
ま
で
達
し

◆
書
評

「
長
い
革
命
」
と
し
て

「
維
新
革
命
」
を
捉
え
直
す

●

─
─
望
月
詩
史

苅
部
直
『「
維
新
革
命
」
へ
の
道
─
─
「
文
明
」
を
求

め
た
十
九
世
紀
日
本
』（
新
潮
社
、
二
〇
一
七
年
）
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た
。以

上
の
歴
史
観
に
依
拠
し
な
が
ら
、
徳
川
時
代
の
人
々
の
意
識
変
化
に
つ

い
て
主
に
歴
史
観
と
経
済
（
商
業
）
観
を
対
象
に
検
討
す
る
。
ま
ず
、
十
八

世
紀
に
「
古
」
に
範
を
求
め
る
儒
学
者
の
歴
史
観
（
尚
古
主
義
）
に
変
化
が

あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
が
新
し
い
歴
史
観
（
進
歩
史
観
）
と
部
分
的
に
重
な
り

あ
っ
た
。
著
者
は
特
に
、「
古
」
よ
り
「
今
」
を
重
ん
じ
る
意
識
に
注
目
す

る
。
こ
の
意
識
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
が
当
時
の
経
済
成
長
だ
っ
た
。
例
え

ば
、
本
居
宣
長
は
奢
侈
を
警
め
つ
つ
も
、
今
の
世
の
中
が
よ
く
な
っ
て
い
る

と
い
う
「
素
朴
な
進
歩
史
観
」（
一
一
一
頁
）
を
表
明
し
、
ま
た
、
経
済
発

展
を
賛
美
し
な
い
が
商
業
を
卑
し
い
と
見
た
り
そ
の
縮
小
を
唱
え
た
り
す
る

こ
と
も
な
か
っ
た
。
彼
が
世
の
中
の
動
き
を
循
環
法
則
で
捉
え
る
伝
統
的
な

見
方
で
奢
侈
の
風
俗
を
理
解
せ
ず
、
成
長
す
る
生
物
や
「
産
霊
」
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
「
時
世
の
勢
」
に
重
ね
て
お
り
、
し
か
も
、
こ
の
「
勢
」
に
抗
え
な

い
と
認
識
し
た
か
ら
で
あ
る
。
経
済
成
長
の
実
感
が
人
々
の
間
に
広
が
る
に

つ
れ
て
、「
長
い
革
命
」
は
静
か
に
動
き
始
め
た
と
著
者
は
解
釈
す
る
。

も
う
一
つ
の
問
い
（「
維
新
革
命
」
が
身
分
制
の
解
体
に
至
っ
た
理
由
）

に
つ
い
て
、
福
澤
が
『
文
明
論
之
概
略
』
で
廃
藩
置
県
の
要
因
と
し
て
「
時

勢
」
に
言
及
し
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
そ
し
て
、
彼
に
と
っ
て
「
時
勢
」

が
社
会
の
「
智
徳
」
の
総
量
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
変
化

が
「
勢
」
の
正
体
と
捉
え
て
い
た
点
を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
結
論
付
け

る
。
人
々
の
「
智
徳
」
の
発
達
に
伴
い
、「
自
由
」
や
「
平
等
」
の
意
識
が

成
長
し
た
結
果
、
よ
り
「
自
由
」
で
「
平
等
」
な
社
会
を
西
洋
諸
国
の
中
に

見
出
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
々
は
「
文
明
（
開
化
）」
を
歓
迎
し
、
身
分

制
の
解
体
を
も
支
持
し
た
の
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
本
書
は
「
十
九
世
紀
日
本
」
の
思
想
の
読
み
直
し
を
目

的
と
す
る
が
、「
忘
れ
ら
れ
た
思
想
家
」
を
取
り
上
げ
る
、
あ
る
い
は
「
新

史
料
」
の
発
見
を
強
調
す
る
も
の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
本
書
に

独
自
性
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
著
者
な
ら
で
は
の
思
想

の
「
読
み
」
が
随
所
に
提
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
徳
川
時

代
の
経
済
（
商
業
）
観
を
探
る
場
合
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
人
物
（
例

え
ば
本
多
利
明
や
佐
藤
信
淵
）
が
登
場
し
な
い
。
そ
こ
に
「
国
益
」
や
「
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
な
ど
近
代
的
価
値
を
過
去
の
思
想
に
見
い
だ
そ
う
と
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
一
線
を
画
す
意
図
が
垣
間
見
え
る
。
ま
た
、「
勢
」
の
観

念
に
言
及
す
る
箇
所
で
は
、「
状
況
追
随
的
」
と
か
「
現
実
主
義
的
」
な
ど

の
表
現
を
用
い
な
い
。
こ
う
し
た
著
者
の
思
想
の
「
読
み
」
は
、
読
者
に

と
っ
て
非
常
に
刺
激
的
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
書
を
読
み
な
が
ら
気
に
な
っ
た
点
を
一
つ
挙
げ
た
い
。
そ
れ

は
「
勢
」
と
「
天
」
の
関
係
で
あ
る
。
例
え
ば
、
儒
学
で
重
ん
じ
ら
れ
る
観

念
の
一
つ
で
あ
る
「
気
」
に
つ
い
て
は
、
市
場
価
格
が
「
人
気
」
に
よ
り
決

定
さ
れ
る
と
い
う
認
識
を
紹
介
し
つ
つ
、
儒
学
の
語
彙
で
「
今
」
の
現
象
、

特
に
活
発
な
経
済
活
動
を
説
明
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
は

「
気
」
が
集
ま
り
「
勢
」
が
作
り
出
さ
れ
る
と
い
う
発
想
に
も
つ
な
が
る
。

な
ら
ば
、
同
じ
く
儒
学
で
重
ん
じ
ら
れ
る
観
念
の
「
天
」
を
媒
介
と
す
る

「
勢
」
の
理
解
も
あ
り
得
た
の
で
は
な
い
か
。
一
方
で
、「
勢
」
が
重
視
さ
れ

る
に
つ
れ
て
「
天
」
の
意
味
が
変
化
し
、
規
範
と
し
て
の
性
格
が
動
揺
し
始

め
た
よ
う
に
も
思
え
る
が
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

望月詩史【書評／苅部直『「維新革命」への道』】
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◇
二
〇
一
八
年
度
研
究
会
企
画
に
つ
い
て

企
画
委
員
長　

辻　

康
夫
（
北
海
道
大
学
）

二
〇
一
八
年
度
（
第
二
五
回
）
の
政
治
思
想
学
会
研
究
会
は
、「
政
治
思

想
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
を
統
一
テ
ー
マ
と
し
て
、
甲
南
大
学
（
岡
本
キ
ャ

ン
パ
ス
）
に
お
い
て
、
五
月
二
六
日
（
土
）、
二
七
日
（
日
）
の
二
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

今
日
、
多
様
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
政
治
へ
の
関
心
が
、
世
界

的
に
高
ま
っ
て
い
る
。
移
民
・
難
民
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
Ｅ
Ｕ
や
ア
メ
リ
カ

の
政
治
を
根
本
か
ら
揺
さ
ぶ
っ
て
い
る
。「M

e too

運
動
」
な
ど
女
性
差
別

の
告
発
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
に
よ
る
警
察
の
レ
イ
シ
ズ
ム
へ
の
抗
議
運
動
、
ア

メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
の
先
住
民
に
よ
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
敷
設
反
対
運
動
な

ど
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
主
張
と
結
び
つ
い
た
政
治
的
衝
突
は
枚
挙
に
暇
が

な
い
。

長
ら
く
単
一
民
族
神
話
が
支
配
し
た
日
本
に
お
い
て
も
、
一
九
九
七
年
に

は
ア
イ
ヌ
民
族
の
存
在
が
法
律
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
八

年
に
は
、「
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
連
宣
言
」
を
う
け
て
、
国
会
・

政
府
は
ア
イ
ヌ
民
族
を
「
先
住
民
族
」
と
し
て
正
式
に
認
知
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ま
た
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
法
的
保
護
が
、
世
界
的
に
広
が
り
つ
つ
あ

る
な
か
で
、
日
本
に
お
い
て
も
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
を
認

知
し
支
援
す
る
動
き
が
広
が
り
、
民
間
企
業
も
取
り
組
み
を
開
始
し
つ
つ
あ

る
。
大
学
院
生
が
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
を
苦
に
し
て
自
殺
し
た
事
件
は
社
会
の
注

目
を
集
め
、
と
く
に
研
究
教
育
機
関
で
あ
る
大
学
の
あ
り
か
た
が
問
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
の
認
知
も
徐
々
に
広
が
り

つ
つ
あ
る
。
長
年
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
き
た
外
国
人
労
働
者
の
導
入
も
、
本
格

的
に
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
他
方
で
、
こ
の
よ
う
な
動
向
に
対
し
て
は
、

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
結
び
つ
い
た
ヘ
イ
ト
の
強
ま
り
や
、
移
民
排
斥
運
動
の
よ

う
な
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
世
界
お
よ
び
日
本
に

お
い
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
を
め
ぐ
る
世
間
の
関
心
は
、
大
き

な
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
政
治
は
、
思
想
、
権
力
、
物
質
的
利
害
が

交
錯
す
る
領
域
で
あ
り
、
そ
の
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
政
治
思
想
・
政
治
理

論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要
な
部
分
を
占
め
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
領
域
で

は
政
治
思
想
研
究
の
貢
献
が
社
会
的
に
要
請
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
学
会
は
二
〇
〇
九
年
の
研
究
会
に
お
い
て
、
類
似
の
統
一
テ
ー
マ
を
設
定

し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
間
の
社
会
の
変
化
や
、
学
界
に
お
け
る
研
究
の

進
展
を
ふ
ま
え
て
、
あ
ら
た
な
企
画
を
お
こ
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
の
語
を
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
た

意
図
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
は
、
政
治
学

の
領
域
で
は
人
種
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
宗
教
な
ど
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
の
多
様
性
を
指
し
て
ご
く
一
般
的
に
使
わ
れ
る
言
葉
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
五
年
の
ア
メ
リ
カ
政
治
学
会
の
統
一
テ
ー
マ
は
、

二
〇
一
八
年
度
学
会
研
究
会
報
告
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「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
再
考
」
で
あ
り
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
多
様
な
政

治
学
の
企
画
が
行
わ
れ
た
。
日
本
で
も
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
の
語
は
頻
繁

に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
海
外
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の
意
味
は
ま
だ
限

定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
日
本
で
は
、
公
共
施
設
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
配
慮
、
企
業
内
で
の
多
様
な
人
材
活
用
、
あ
る
い

は
新
し
い
市
場
の
開
拓
戦
略
な
ど
、
非
政
治
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
多
く
、
政
治
と
結
び
つ
い
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。
今
回
は
こ
の
よ

う
な
、
矮
小
化
さ
れ
た
理
解
を
こ
え
て
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
が
権
力
・

支
配
の
問
題
で
あ
り
、
政
治
学
に
対
し
て
根
本
的
な
意
義
を
持
つ
こ
と
を
示

し
た
い
と
い
う
の
が
、
ね
ら
い
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

企
画
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
意
図
か
ら
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の

政
治
」
の
意
義
を
拡
張
す
る
よ
う
な
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
組
織
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
。「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
」
で
は
、
西
洋
と
日

本
の
初
期
近
代
に
お
け
る
差
異
と
秩
序
の
問
題
を
と
り
あ
げ
た
。「
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
Ⅱ
」
で
は
、
文
明
の
表
象
と
覇
権
主
義
の
関
係
を
テ
ー
マ
に
設
定

し
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
研
究
者
に
報
告
を
依
頼
し
た
。「
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
Ⅲ
」
で
は
、
近
代
国
家
に
お
け
る
権
力
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

め
ぐ
る
諸
問
題
を
取
り
上
げ
た
。

ま
た
今
回
の
研
究
会
で
は
、
海
外
研
究
者
に
よ
る
基
調
講
演
を
企
画
し

た
。
講
師
の
ア
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
教
授
は
、
長
年
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
多

文
化
主
義
の
研
究
に
お
い
て
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
著
名
な
研
究
者
で
あ

り
、
基
調
講
演
の
講
師
と
し
て
は
最
適
な
方
を
お
招
き
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
講
演
で
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
政
治
思
想
の
展
開
の
歴
史
と

現
状
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
研
究
活
動
と
重
ね
合
わ
せ
て
お

話
し
い
た
だ
い
た
。

皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
い
ず
れ
も
充
実
し
た
企
画
に
な
っ
た
が
、
逆

に
、
狭
義
の
多
文
化
主
義
（
キ
ム
リ
ッ
カ
、
テ
イ
ラ
ー
な
ど
）
な
ど
の
議
論

は
、
基
調
講
演
に
ゆ
だ
ね
て
、
あ
え
て
割
愛
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
企

画
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
、
二
名
の
非
会
員
に
報
告
を
依
頼
し
た
。
本
学
会

に
優
れ
た
研
究
者
が
多
い
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
点
は
難
し
い
選
択
で
あ
っ
た

が
、
ご
理
解
を
た
ま
わ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

自
由
論
題
報
告
に
も
多
く
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
企
画
委
員
会
で
審
査

し
、
十
一
名
の
会
員
に
報
告
を
お
願
い
し
た
。
分
野
の
近
い
報
告
を
あ
つ
め

て
三
つ
の
分
科
会
で
報
告
が
行
わ
れ
た
が
、
い
ず
れ
の
分
科
会
に
お
い
て

も
、
充
実
し
た
報
告
と
討
論
が
行
わ
れ
た
。

本
研
究
会
の
企
画
か
ら
実
施
に
い
た
る
ま
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
。
報
告
・
討
論
を
依
頼
し
た
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
ご
快
諾
く
だ

さ
り
、
充
実
し
た
報
告
・
討
論
を
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
司
会
者
の

方
々
に
は
、
準
備
か
ら
当
日
の
進
行
に
い
た
る
ま
で
の
管
理
を
し
て
い
た
だ

い
た
。
小
畑
俊
太
郎
会
員
を
は
じ
め
と
す
る
甲
南
大
学
の
皆
様
に
は
、
会
場

を
提
供
し
、
当
日
の
運
営
を
周
到
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
当

日
参
加
さ
れ
た
多
く
の
方
が
、
積
極
的
に
討
論
に
加
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。



398政治思想とダイバーシティ【政治思想研究 第19号／2019年５月】

 
【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
】

初
期
近
代
に
お
け
る
秩
序
・
支
配
・
差
異

司
会　

川
出
良
枝
（
東
京
大
学
）

統
一
テ
ー
マ
と
の
関
係
で
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
果
た
す
課
題
と
は
、
い
わ

ゆ
る
「
近
代
国
家
」
の
建
設
途
上
の
時
代
に
お
い
て
、
支
配
や
差
異
の
問
題

が
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
か
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
代
政
治

に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
問
題
を
逆
照
射
す
る
点
に
あ
る
。
高
山
大
毅

会
員
（
駒
澤
大
学
）「『
復
初
』・『
接
人
』・『
振
気
』
─
─
曾
澤
正
志
齋
と
古

賀
侗
庵
を
中
心
に
」、
中
村
敏
子
会
員
（
北
海
学
園
大
学
）「
ホ
ッ
ブ
ズ
の
母

権
論
─
─
女
性
の
『
自
然
的
力
』
と
合
意
」
の
二
つ
の
充
実
し
た
報
告
と
中

田
喜
万
会
員
（
学
習
院
大
学
）
に
よ
る
討
論
、
フ
ロ
ア
か
ら
の
多
数
の
質
問

に
よ
り
、
豊
か
で
凝
縮
し
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

高
山
報
告
は
、
既
存
の
や
や
単
純
な
図
式
が
、
曾
澤
正
志
齋
と
古
賀
侗
庵

の
二
人
を
対
立
的
に
捉
え
、
前
者
を
積
極
的
に
、
後
者
を
や
や
否
定
的
に
捉

え
る
傾
向
を
も
つ
こ
と
に
疑
義
を
唱
え
る
。
仁
斎
学
・
徂
徠
学
の
延
長
に
あ

る
曾
澤
は
、
な
る
ほ
ど
「
接
人
」（
人
付
き
合
い
の
意
）
を
重
視
し
、
他
者

と
の
関
係
を
重
視
す
る
制
度
構
想
を
担
っ
た
。
だ
が
、
同
時
に
、
祭
祀
に

よ
っ
て
「
気
」
を
壮
ん
に
し
、
沈
滞
を
打
破
し
、
社
会
を
活
発
化
す
る
こ
と

の
必
要
性
を
説
く
な
ど
、「
振
気
」（
な
ん
ら
か
の
刺
戟
を
与
え
る
こ
と
で
士

気
・
元
気
・
正
気
を
奮
い
立
た
せ
る
こ
と
の
意
）
に
連
な
る
議
論
も
展
開

し
、
仁
斎
や
徂
徠
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
新
た
な
方
向
性
を
示
し
て
い
た
。

こ
の
傾
向
を
先
鋭
化
し
た
の
が
古
賀
侗
庵
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
背
景
と
し

て
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
泰
平
」
の
謳
歌
、「
柔
和
」
の
肯
定
と
い
う
傾
向
に

対
し
、
寛
政
改
革
期
に
は
、
上
か
ら
の
綱
紀
粛
正
・
士
風
刷
新
の
機
運
が
高

ま
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
報
告
者
に
よ
れ
ば
、「
振
気
」
に

は
こ
う
し
た
体
制
側
の
ニ
ー
ズ
と
い
う
側
面
の
他
に
、
反
体
制
的
な
過
激
な

政
治
行
動
（
要
人
暗
殺
な
ど
）
に
つ
な
が
る
側
面
や
、
言
論
の
活
発
化
を
促

し
、
ひ
い
て
は
、
明
治
以
降
の
「
自
由
」
の
受
容
の
土
台
を
提
供
し
た
と
い

う
側
面
も
含
ま
れ
る
。
以
上
の
議
論
を
ふ
ま
え
、「
接
人
」
と
「
振
気
」
の

関
係
を
二
項
対
立
、
あ
る
い
は
単
線
的
図
式
で
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
結

論
づ
け
ら
れ
た
。

中
村
報
告
は
、
初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
女
性
と
政
治
と
の
関

係
を
考
察
し
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
女
性
観
の
革
新
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
フ
ィ
ル

マ
ー
の
父
権
論
と
ホ
ッ
ブ
ズ
の
母
権
論
と
が
以
下
に
見
る
よ
う
な
点
に
お
い

て
対
照
的
な
関
係
に
立
つ
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
権
力
の
起

源
に
つ
い
て
は
、
前
者
が
「
創
世
記
」
に
基
づ
き
、
神
が
男
性
（
父
）
に
授

権
し
た
と
み
る
の
に
対
し
、
後
者
は
女
性
の
も
つ
自
然
的
力
の
行
使
（
母
の

み
が
産
み
、
保
育
す
る
）
と
み
る
。
支
配
の
持
続
性
に
つ
い
て
は
、
前
者
が

父
が
子
を
生
み
出
し
た
自
然
的
帰
結
と
み
て
、
子
の
父
へ
の
自
然
的
従
属
を

強
調
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
子
（
被
支
配
者
）
の
合
意
の
契
機
が
必
要
だ

と
み
る
。
子
は
支
配
に
対
す
る
選
択
権
を
も
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
合
意
に
関

し
て
、
報
告
者
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
ロ
ー
マ
法
の
合
意
に
関
す
る
法
理
を
活
用

し
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
自
然
状
態
に
お
け
る
人
間
の
平
等
を
主
張
す
る

ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
親
子
間
に
も
そ
れ
を
適
用
し
、
さ
ら
に
、
女
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性
の
肉
体
的
特
性
を
自
然
的
力
と
し
て
肯
定
し
、
そ
れ
を
権
力
の
根
拠
と
し

た
。
そ
れ
は
、
女
性
が
自
然
的
に
男
性
に
劣
る
も
の
だ
と
主
張
す
る
そ
れ
ま

で
の
観
念
に
画
期
的
な
転
換
を
も
た
ら
し
た
。
た
だ
し
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
女
性

の
解
放
を
求
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
夫
と
妻
の
間
の
婚
姻
に
関
す
る
合
意
に

よ
り
母
権
を
父
に
委
譲
す
る
と
い
う
論
理
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
は
家
に
お

い
て
も
、
国
家
に
お
い
て
も
父
権
的
支
配
を
正
当
づ
け
た
。
だ
が
、
報
告
者

は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
と
の
比
較
に
よ
り
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
議
論
の
革
新
性
は

明
ら
か
だ
と
結
論
づ
け
る
。

討
論
者
と
し
て
登
壇
し
た
中
田
会
員
は
、
ま
ず
高
山
報
告
の
骨
子
を
「
元

気
が
あ
れ
ば
何
で
も
で
き
る
」
と
い
う
日
本
の
某
政
治
家
の
有
名
な
文
句
と

か
ら
め
て
洒
脱
に
ま
と
め
、
以
下
の
三
点
の
コ
メ
ン
ト
を
提
起
し
た
。
武
士

に
親
和
性
の
強
い
「
士
気
を
振
る
う
」
と
い
う
表
現
と
、
民
百
姓
も
含
め
た

人
民
全
体
の
気
を
奮
い
起
こ
す
（「
人
気
」「
民
心
」
を
振
う
）
と
い
う
表
現

と
の
関
係
を
よ
り
明
確
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
古
賀
侗
庵
を
海
外
情
報
に

敏
感
な
柔
軟
な
思
想
家
と
み
な
す
近
年
の
研
究
に
対
す
る
本
報
告
の
ス
タ
ン

ス
を
補
足
し
て
ほ
し
い
。
侗
庵
か
ら
重
野
安
繹
の
武
士
道
論
へ
の
影
響
が
あ

り
得
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
高
山
会
員
か
ら
古
賀
門
の
斎
藤
拙
堂

の
『
士
道
要
論
』
を
媒
介
に
し
て
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
、
等
の
応
答
が

あ
っ
た
。

中
村
報
告
に
対
す
る
三
点
の
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ホ
ッ
ブ

ズ
が
「
性
契
約
」
に
よ
っ
て
父
権
を
正
当
化
し
た
と
し
て
も
、
契
約
で
あ
る

以
上
そ
れ
を
破
棄
す
る
（
離
婚
す
る
）
こ
と
で
従
属
関
係
か
ら
離
脱
す
る
可

能
性
を
想
定
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
（
関
連
し
、
フ
ロ
ア
か
ら
離
婚
を
否

定
的
に
捉
え
た
初
期
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
と
の
比
較
、
と
い
う
質
問
が
あ
っ
た
）。

経
済
の
先
進
地
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
当
時
既
に
近
代
的
な
小
家
族
が
存
在

し
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
そ
う
し
た
変
化
を
ふ
ま
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
君
主

政
の
弱
点
で
あ
る
王
位
継
承
と
い
う
問
題
に
関
し
て
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
血
統
の

断
絶
や
女
王
の
即
位
を
経
験
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
「
父
系
相
続
に
よ
る
王

国
」
を
説
く
の
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
関
連
し
、
フ
ロ
ア
か
ら

ホ
ッ
ブ
ズ
の
母
権
論
に
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
正
統
性
を
示
す
意
図
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
質
問
が
あ
り
、
議
論
は
さ
ら
に
深
ま
っ
た
。

最
後
に
、
高
山
会
員
に
、「
男
＝
陽
、
女
＝
陰
」
と
い
う
図
式
を
批
判
し

た
ホ
ッ
ブ
ズ
に
相
当
す
る
江
戸
の
思
想
家
は
い
た
の
か
、
中
村
会
員
に
、
マ

ナ
ー
や
儀
礼
に
よ
っ
て
、
男
女
関
係
を
円
滑
に
し
よ
う
と
し
た
、
い
わ
ば

「
接
人
」
論
に
相
当
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
議
論
を
紹
介
し
て
欲
し
い
、
と

い
う
異
分
野
交
流
を
鼓
舞
す
る
提
案
が
中
田
会
員
か
ら
な
さ
れ
、
議
論
は
大

い
に
も
り
あ
が
っ
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
は
、
市
場
と
い
う
要
素
と
曾
澤
の
議
論
の
関
係
、
幕
末
・
明

治
期
に
お
け
る
「
振
気
」
と
「
や
わ
ら
か
さ
」
の
混
合
具
合
、
ホ
ッ
ブ
ズ
自

身
に
フ
ィ
ル
マ
ー
あ
る
い
は
同
時
代
の
父
権
論
を
自
覚
的
に
論
駁
す
る
意
図

が
あ
っ
た
の
か
、
ホ
ッ
ブ
ズ
に
お
け
る
国
家
の
防
衛
と
い
う
観
点
と
男
女
平

等
の
関
係
等
々
、
司
会
者
の
手
に
余
る
本
格
的
な
質
問
が
よ
せ
ら
れ
た
。
す

べ
て
を
時
間
内
で
消
化
で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
が
惜
し
ま
れ
る
。
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【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
】

グ
ロ
ー
バ
ル
な
覇
権
と
「
文
明
」

司
会　

大
久
保
健
晴
（
慶
應
義
塾
大
学
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
で
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
覇
権
と
『
文
明
』」
を
主
題
と

し
て
定
め
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

現
代
の
国
際
社
会
に
お
け
る
民
族
、
人
種
、
宗
教
を
巡
る
諸
問
題
に
つ
い

て
、
政
治
思
想
研
究
の
視
座
か
ら
検
討
を
行
っ
た
。
報
告
は
、
平
野
聡
会

員
（
東
京
大
学
）
に
よ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
の
『
夢
』
と
『
孤
独
』
─
─
中
国

近
現
代
に
お
け
る
覇
権
と
『
普
遍
』」、
今
野
元
会
員
（
愛
知
県
立
大
学
）
に

よ
る
「『
一
九
六
八
年
の
精
神
』
と
『
一
九
九
〇
年
の
精
神
』
─
─
ド
イ
ツ

連
邦
共
和
国
に
於
け
る
『
普
遍
』
と
『
特
殊
』」、
菊
池
恵
介
氏
（
同
志
社
大

学
：
非
会
員
）
に
よ
る
「
欧
州
多
文
化
主
義
の
危
機
─
─
新
自
由
主
義
の
覇

権
と
排
外
主
義
の
台
頭
」、
の
三
つ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
討
論
者
の
辻
康
夫

会
員
（
北
海
道
大
学
）
か
ら
コ
メ
ン
ト
が
提
示
さ
れ
た
。

平
野
会
員
の
報
告
は
、
近
年
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
動
揺
を
、
中
国
研
究

を
通
じ
て
読
み
解
く
も
の
で
あ
っ
た
。
平
野
会
員
に
よ
れ
ば
、
米
国
は
最

近
、
中
国
共
産
党
体
制
を
全
面
的
な
対
抗
相
手
と
見
な
す
よ
う
に
な
っ
た

が
、
こ
れ
は
ひ
と
え
に
、「
中
国
夢
」
の
政
治
が
米
国
あ
る
い
は
《
西
側
》

の
価
値
観
を
否
定
し
、「
中
国
の
智
慧
を
活
か
し
た
真
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
」
を
創
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

に
な
っ
た
の
か
。
米
国
及
び
《
西
側
》
を
は
じ
め
と
し
た
「
外
界
」
は
、
中

国
の
改
革
開
放
以
来
長
ら
く
、
中
国
が
発
展
す
れ
ば
、
他
の
自
由
化
・
民
主

化
を
実
現
し
た
途
上
国
と
同
じ
く
、
自
ず
と
《
西
側
》
が
描
い
た
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
の
良
き
構
成
者
と
な
る
と
期
待
し
た
。
し
か
し
中
国
共
産
党
は
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
や
外
国
へ
の
影
響
力
拡
大
に
着
目

し
つ
つ
も
、《
西
側
》
へ
の
同
一
化
は
厳
し
く
拒
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
は
、

「
外
界
」
が
こ
の
よ
う
な
中
国
の
強
硬
姿
勢
を
低
く
見
積
も
っ
て
き
た
と
い

う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
後
発
国
の
発
展
の
た
め
に
は
集

権
こ
そ
有
利
で
あ
る
と
い
う
発
想
で
あ
り
、
共
産
党
が
「
富
強
」
を
実
現
す

る
こ
と
で
、「
古
い
歴
史
を
誇
り
、
本
来
強
者
・
普
遍
だ
っ
た
」
中
国
の
立

場
が
一
貫
し
て
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
近
現
代
の
世
界
史
を
超
克
し
よ
う
と
す

る
願
望
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
ア
ジ
ア
主
義
的
「
超
克
」
で
失
敗
し
た

日
本
に
と
っ
て
も
示
唆
的
な
問
題
で
あ
る
、
と
平
野
会
員
は
言
う
。

今
野
会
員
の
報
告
は
、
現
代
ド
イ
ツ
の
思
想
状
況
を
、「
一
九
六
八
年
の

精
神
」
と
「
一
九
九
〇
年
の
精
神
」
と
い
う
、
相
対
立
す
る
二
潮
流
の
併
存

状
態
と
見
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
一
九
六
八
年
の
精
神
」
と
は
、
一
九
四
五

年
に
至
る
ド
イ
ツ
史
を
、
西
欧
的
＝
「
普
遍
的
」
価
値
に
対
す
る
「
特
殊
」

ド
イ
ツ
的
立
場
か
ら
の
叛
逆
で
あ
る
と
し
、
前
者
へ
の
全
面
帰
依
及
び
後
者

の
廃
絶
を
呼
号
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
一
九
九
〇
年
の
精
神
」

と
は
、「
特
殊
」
ド
イ
ツ
の
廃
絶
へ
の
異
議
申
立
で
、
端
緒
は
「
歴
史
家
論

争
」
な
ど
一
九
八
〇
年
代
に
あ
る
が
、
一
九
九
〇
年
の
ド
イ
ツ
国
民
国
家
復

活
に
追
い
風
を
得
、
近
年
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
反
動
と
し
て
顕
在
化
し

つ
つ
あ
る
。
移
民
法
制
定
、
シ
リ
ア
難
民
の
審
査
受
入
に
見
え
る
よ
う
に
、

「
一
九
六
八
年
の
精
神
」
は
メ
ル
ケ
ル
政
権
期
に
入
っ
て
保
守
政
党
す
ら
甘
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受
す
る
理
念
と
な
り
、
ド
イ
ツ
は
欧
州
で
西
欧
的
＝
「
普
遍
的
」
価
値
を
学

習
す
る
側
か
ら
説
教
す
る
側
に
回
り
、
欧
州
の
「
道
徳
的
征
服
」
を
成
し
遂

げ
た
。
し
か
し
ド
イ
ツ
覇
権
に
対
す
る
周
辺
諸
国
の
反
撥
は
強
く
、
イ
ギ
リ

ス
は
Ｅ
Ｕ
脱
退
を
表
明
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
マ
リ
ー
ヌ
・
ル
・
ペ
ン
が
大
統

領
職
に
王
手
を
か
け
、
東
欧
で
も
難
民
受
入
へ
の
不
満
が
渦
巻
い
て
い
る
。

今
野
会
員
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
国
内
に
お
い
て
も
、
ザ
ラ
ツ
ィ
ン
論
争
、
ペ

ギ
ー
ダ
問
題
な
ど
の
よ
う
に
、「
一
九
六
八
年
の
精
神
」
へ
の
異
議
申
立
が

止
ま
ず
、
遂
に
「
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
」
が
野
党
第
一
党
に
な
り
、
こ

の
対
立
の
今
後
の
見
通
し
は
付
か
な
い
と
い
う
。

三
番
目
は
、
菊
池
氏
の
報
告
。
近
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
不
法
移
民
の

取
締
ま
り
強
化
や
多
文
化
主
義
の
見
直
し
な
ど
、
移
民
・
難
民
政
策
の
転
換

が
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
大
き
な
推
進
力
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
反

Ｅ
Ｕ
・
反
移
民
を
唱
え
る
「
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
」
の
台
頭
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
動
き
が
、
一
国
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
欧
や
北
欧
を
含
む
、
欧
州

全
域
に
拡
大
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
菊
池
氏
は
報
告
を
通
じ
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
排
外
主
義
台
頭
の
背
景
を
、
三
つ
の
視
角
か
ら
描
き
出

す
。
一
つ
目
は
、
市
場
統
合
・
通
貨
統
合
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
金
融
危
機
後
の

厳
し
い
緊
縮
政
策
の
影
響
。
二
つ
目
は
、
階
層
格
差
の
拡
大
に
伴
う
投
票
率

の
低
下
と
主
要
政
党
の
求
心
力
の
低
下
。
三
つ
目
は
、
政
党
間
の
票
争
い
を

背
景
と
す
る
「
移
民
問
題
」
の
争
点
化
。
一
般
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
問
題
は
、

難
民
危
機
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
こ
の

報
告
で
は
む
し
ろ
過
去
三
十
年
の
政
治
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち

今
日
の
閉
塞
状
況
の
原
因
は
、
新
自
由
主
義
政
策
に
よ
り
、
階
層
格
差
や
地

域
格
差
の
拡
大
を
招
く
一
方
、「
移
民
」
と
い
う
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
を
作
り

出
す
こ
と
で
、
人
々
の
不
満
の
矛
先
を
そ
ら
し
て
き
た
政
治
の
あ
り
方
に
あ

る
、
と
菊
池
氏
は
指
摘
す
る
。

討
論
者
の
辻
康
夫
会
員
か
ら
は
、
共
通
の
論
点
と
し
て
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期

に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
自
己
定
義
と
「
普
遍
的
」
な
「
文
明
」
の
行
方
に

つ
い
て
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
平
野
報
告
に
対
し
て
、
現
今

の
中
国
に
西
洋
型
の
人
権
や
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
「
国
際
基
準
」
と
し
て
要
求

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
、
中
国
の
伝
統
的
な
統
治
の
手
法
や
、
政
治

文
化
を
活
用
し
な
が
ら
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
方
策
は
あ
る

の
か
、
質
問
が
な
さ
れ
た
。
今
野
報
告
に
対
し
て
は
、
同
会
員
の
教
皇
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
一
六
世
研
究
と
の
関
連
を
視
野
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
キ

リ
ス
ト
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
史
の
観
点
か
ら
ど
う
検
討
で
き
る

の
か
質
疑
が
な
さ
れ
た
。
菊
池
氏
と
の
間
で
は
、
近
年
の
「
植
民
地
共
和
国

論
」
を
背
景
に
、
レ
イ
シ
ズ
ム
を
巡
る
事
態
打
開
の
鍵
は
経
済
格
差
の
是
正

に
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
連
帯
を
生
み
出
す
よ
う
な
文
化
的
な
政
策
が
必
要

と
な
る
の
か
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
全
体
討
論
で
は
フ
ロ
ア
か
ら
多
数
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ノ
ル
テ
の
議
論
を
「
一
九
九
〇
年
の
精
神
」
と
捉
え
る

こ
と
の
意
義
や
、
ベ
ル
ギ
ー
に
象
徴
さ
れ
る
言
語
と
政
治
の
関
連
に
つ
い

て
、
活
発
な
討
議
が
展
開
さ
れ
た
。
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【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅲ
】

近
代
の
統
治
権
力
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・

他
者

司
会　

岡
野
八
代
（
同
志
社
大
学
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅲ
で
は
、
統
一
テ
ー
マ
で
あ
る
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」

を
、
現
代
の
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
的
な
統
治
合
理
性
を
む
し
ろ
補
完
／
強

化
す
る
概
念
で
は
な
い
か
と
の
批
判
的
考
察
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
近
・

現
代
政
治
思
想
史
に
お
け
る
「
他
者
」
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
が
試
み
ら
れ

た
。第

一
報
告
・
林
葉
子
会
員
（
大
阪
大
学
）「
性
管
理
政
策
と
し
て
の
公
娼

制
度
と
そ
の
存
廃
を
め
ぐ
る
論
争
」
で
は
、
近
代
日
本
政
治
思
想
史
研
究
の

「
外
」
に
置
き
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
の
よ
う
な
公
娼
制
度
が
、
近

代
統
治
機
構
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
衛
生
問
題
と
し
て
捉
え
直
さ
れ
た
。

林
報
告
が
鋭
く
問
う
た
の
は
、「
近
代
公
娼
制
度
」
は
内
務
省
・
地
方
行

政
、
さ
ら
に
占
領
地
に
お
い
て
は
軍
隊
が
実
施
し
た
こ
と
に
明
ら
か
な
よ
う

に
、
そ
の
存
廃
を
め
ぐ
る
議
論
や
廃
止
を
求
め
る
社
会
運
動
は
、
男
性
た
ち

─
─
帝
国
議
会
議
員
・
帝
国
大
学
教
授
ら
─
─
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
こ
れ
ま
で
女
性
運
動
・
女
性
史
に
お
け
る
主
題
だ

と
捉
え
ら
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
何
を
見

失
っ
て
き
た
か
で
あ
る
。

近
代
国
家
の
枢
要
を
占
め
る
衛
生
管
理
、
人
口
政
策
の
一
つ
で
あ
っ
た
公

娼
制
を
め
ぐ
る
論
争
史
は
、
現
在
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
が
ち
な
「
買
売
春
問

題
」
を
超
え
て
、
近
代
統
治
権
力
が
人
口
一
人
ひ
と
り
の
質
と
、
人
口
全
体

の
量
を
確
保
す
る
た
め
に
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
強

制
的
異
性
愛
制
度
）、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
家
父
長
制
）

を
、
家
族
制
度
と
対
に
な
り
な
が
ら
構
築
し
て
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
め
ぐ
る

論
争
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
論
争
の
途
上
に
お
い
て
、
帝
国
日
本
を
支
え

る
健
全
な
兵
士
像
、
健
全
な
家
族
像
が
、
病
者
や
障
が
い
者
を
す
で
に
つ
ね

に
、
予
め
排
除
し
て
き
た
。

林
報
告
で
は
、「「
帝
国
」
と
そ
の
植
民
地
主
義
を
根
本
か
ら
問
う
こ
と
を

せ
ず
に
、
買
売
春
問
題
や
性
暴
力
問
題
だ
け
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
が
、
報
告
が
問
う
の
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
な
く
、
政
治
思
想
史
の
主
要
テ
ー
マ

を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。

林
報
告
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
均
質
な
国
民
的
身
体
か
ら
な
る
社
会

を
形
成
し
よ
う
と
す
る
近
代
的
な
統
治
の
中
枢
に
、
暴
力
装
置
が
位
置
し
て

い
る
。
第
二
報
告
・
上
野
成
利
会
員
（
神
戸
大
学
）「
暴
力
批
判
論
の
た
め

に
─
─
政
治
思
想
研
究
の
視
座
に
よ
せ
て
」
で
は
、〈
道
具
的
暴
力
批
判
〉

を
展
開
し
た
ア
ー
レ
ン
ト
を
問
い
の
起
点
と
し
て
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
ホ
ル
ク

ハ
イ
マ
ー
／
ア
ド
ル
ノ
、
そ
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
ム
フ
ら
の
思
索
を
通
じ

て
、
暴
力
を
政
治
的
目
的
に
奉
仕
す
る
手
段
と
し
て
み
る
近
代
的
政
治
の
文

法
が
、
批
判
的
に
検
討
さ
れ
た
。

そ
も
そ
も
、「
手
段
と
し
て
の
暴
力
」
の
本
質
を
、
法
措
定
的
暴
力
に
見

い
だ
し
た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
以
降
、
近
代
主
権
国
家
が
い
か
に
合
法
的
支
配
を
謳

お
う
と
も
、
秩
序
や
法
を
措
定
し
、
維
持
す
る
た
め
に
も
暴
力
が
つ
ね
に
発
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動
し
て
い
る
こ
と
は
自
明
と
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
ホ
ル
ク
ハ
イ

マ
ー
た
ち
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
本
来
「
自
己
保
存
」
の
手
段
に
す
ぎ

な
い
理
性
が
、
中
立
性
を
装
う
こ
と
で
、
暴
力
的
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

や
、
人
間
主
体
の
深
奥
に
、
暴
力
発
動
の
契
機
が
あ
る
こ
と
も
、
見
過
ご
さ

れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
政
治
の
契
機
と
し
て
の
友
／
敵
の
境
界

線
を
主
権
国
家
の
境
界
線
に
同
定
し
て
し
ま
う
シ
ュ
ミ
ッ
ト
批
判
を
経
由
し

て
、
ア
ゴ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
政
治
を
提
起
す
る
現
代
思
想
家
ム
フ
は
、
無
限

の
暴
力
を
誘
発
し
か
ね
な
い
敵
と
の
対
峙
に
代
わ
る
、
対
抗
者
と
い
う
概
念

を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
複
数
の
価
値
観
が
不
協
和
を
起
こ
し
つ
つ

も
、
殲
滅
し
あ
わ
な
い
民
主
主
義
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

上
野
報
告
で
は
、
暴
力
論
批
判
の
系
譜
を
辿
り
な
が
ら
、
異
他
な
る
も
の

の
間
に
生
じ
る
不
協
和
音
を
、
忌
避
す
る
こ
と
な
く
引
き
受
け
る
こ
と
の
重

要
性
が
現
代
政
治
の
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
た
。
第
三
報
告
・
清
水
晶
子
氏

（
東
京
大
学
・
非
会
員
）「
非
規
範
的
・
非
典
型
的
身
体
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

の
他
者
」
で
は
、
先
の
報
告
を
受
け
、
リ
ベ
ラ
ル
な
─
─
ム
フ
も
厳
し
く
批

判
す
る
─
─
包
摂
的
な
政
治
が
強
要
す
る
同
化
を
避
け
つ
つ
も
、
い
か
に
他

者
性
・
個
別
性
・
非
同
一
性
が
、
非
暴
力
的
な
政
治
に
接
続
可
能
な
の
か
に

つ
い
て
、
主
に
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
の
議
論
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
た
。

清
水
報
告
で
は
、
二
一
世
紀
に
入
り
、
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
の
な
か
で
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
イ
シ
ュ
ー
の
主
流
化
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
新
た
な

課
題
と
し
て
、
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
体
制
へ
の
取
り
込
み
や
、
レ
イ
シ
ズ

ム
と
の
共
犯
関
係
が
問
わ
れ
始
め
て
い
る
事
態
に
お
い
て
、「
好
ま
し
い
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
要
員
」
と
「
好
ま
し
く
な
い
多
様
性
」
の
分
断
、
そ
し
て
後

者
の
排
斥
と
い
う
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た
。

統
一
テ
ー
マ
で
掲
げ
ら
れ
た
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
が
固
定
的
な
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
措
定
し
が
ち
で
あ
る
に
対
し
、
ク
ィ
ア
と
い
う
、
差
異
・
個

別
性
と
普
遍
性
の
あ
い
だ
の
矛
盾
や
対
立
の
経
験
を
活
か
し
つ
つ
、
他
者
の

傍
ら
に
あ
る
こ
と
、す
な
わ
ち
「
に
も
関
わ
ら
ず
の
隣
接
性 

」
の
実
践
が
、

い
か
に
実
現
し
う
る
の
か
が
問
わ
れ
た
。
生
存
に
不
可
欠
な
サ
ポ
ー
ト
が
奪

わ
れ
て
い
る
集
団
を
加
速
的
に
生
み
出
し
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
多

様
性
を
め
ぐ
る
緊
張
関
係
に
、
わ
た
し
た
ち
は
直
面
し
て
い
る
。

三
つ
の
報
告
に
対
す
る
討
論
者
で
あ
る
山
本
圭
会
員
（
立
命
館
大
学
）

は
、
三
報
告
を
「
同
一
性
の
暴
力
」、「
他
者
に
開
か
れ
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」、

「
多
様
な
差
異
と
資
本
へ
の
奉
仕
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）
と
の
関
係
」
と

い
っ
た
共
通
項
に
ひ
き
つ
け
な
が
ら
、
単
一
だ
と
想
定
さ
れ
が
ち
な
「
身

体
」
を
め
ぐ
る
政
治
と
の
関
係
性
が
問
わ
れ
た
。
ま
た
、「「
弱
い
」
身
体

の
包
摂
の
両
義
性
」（
林
報
告
）、「
ミ
メ
ー
シ
ス
に
よ
る
同
一
性
へ
の
危
険

性
」（
上
野
報
告
）、「
普
遍
と
個
別
の
緊
張
は
調
停
す
べ
き
な
の
か
」（
清
水

報
告
）
と
い
う
問
い
が
提
起
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅲ
は
、
政
治
思
想
研
究
に
お
け
る
「
他
者
」
と
向
き
合
い

つ
つ
、
統
一
テ
ー
マ
で
あ
る
─
─
政
府
に
よ
っ
て
も
推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
─
─
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
が
批
判
的
に
検
討
さ
れ
、
国
家
統
治
の
も

つ
同
一
性
の
暴
力
と
対
峙
し
て
き
た
思
想
が
展
開
さ
れ
る
場
と
な
っ
た
。
報

告
者
な
ら
び
に
討
論
者
、
企
画
委
員
長
初
め
と
し
た
関
係
者
に
対
し
、
こ
こ

に
記
し
て
お
礼
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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〔
自
由
論
題　

分
科
会
Ａ
〕

司
会　

長
妻
三
佐
雄
（
大
阪
商
業
大
学
）

本
分
科
会
で
は
、
谷
雪
妮
会
員
（
京
都
大
学
）「
日
本
に
お
け
る
『
民
族

心
理
学
』
の
受
容
と
展
開
─
─
大
正
期
を
中
心
に
」、
水
谷
仁
会
員
（
愛

知
県
立
大
学
）「
二
〇
世
紀
初
頭
ド
イ
ツ
に
お
け
る
政
治
的
実
存
の
追
求
」

─
─
二
〇
世
紀
ド
イ
ツ
思
想
研
究
に
お
け
る
新
た
な
視
座
」、
内
田
智
会
員

（
早
稲
田
大
学
）「
現
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
け
る
認
知
的
多
様
性
の
意

義
─
─
信
頼
、
熟
議
、
そ
し
て
民
主
的
理
性
」、
深
貝
保
則
（
横
浜
国
立
大

学
）「
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
サ
イ
エ
ン
ス
と
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
の
四
報

告
が
行
わ
れ
た
。

谷
会
員
の
報
告
は
、
大
正
期
を
中
心
に
日
本
に
お
け
る
「
民
族
心
理
学
」

の
受
容
と
展
開
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
民

族
心
理
学
」
の
発
展
を
概
観
し
た
後
、
大
正
期
の
思
想
家
と
し
て
佐
野
学
と

平
野
義
太
郎
に
焦
点
を
あ
て
、
両
者
に
お
け
る
「
民
族
心
理
学
」
の
受
容
と

展
開
が
検
討
さ
れ
た
。
佐
野
は
「『
民
族
』
的
心
理
」
と
「『
国
民
』
的
心

理
」
と
を
区
別
し
て
、「
労
働
階
級
」
を
「
上
代
以
来
の
民
族
の
心
性
」
の

継
承
者
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。
ま
た
、
平
野
が
「
非
土
俗
的
」「
非
民
族

的
」
と
し
て
民
法
を
批
判
し
て
、
日
本
の
慣
習
や
習
俗
を
取
り
入
れ
た
民
法

の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
手
が
か
り
に
、
平
野
に
お
け
る
国

家
と
民
族
の
問
題
が
検
討
さ
れ
た
。

水
谷
会
員
の
報
告
は
、「
政
治
を
契
機
と
し
て
実
存
の
実
現
を
志
向
す
る

思
想
」
を
「
政
治
的
実
存
追
求
の
思
想
」
と
呼
び
、
こ
の
概
念
を
中
心
に
し

て
二
〇
世
紀
初
頭
ド
イ
ツ
の
政
治
思
想
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。「
世
界
大
戦
哲
学
」
が
「
国
家
に
よ
る
戦
争
遂
行
の

た
め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
作
用
す
る
」
こ
と
に
注
目
す
る
研
究
を
踏
ま

え
な
が
ら
も
、「
政
治
的
理
念
と
し
て
の
政
治
的
実
存
の
追
求
」
の
側
面
も

有
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
会
場
か
ら
は
、
第
一
次
大
戦
後
に
実
存

的
な
契
機
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
、
宗
教
的
実
存
主
義
と
政
治
的
実

存
主
義
が
連
動
し
て
い
る
の
か
な
ど
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

内
田
会
員
の
報
告
は
、
①
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
愚
鈍
な
他
者
に
よ
る
政
治

体
制
で
は
な
か
ろ
う
か
」
②
「
認
知
的
価
値
を
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
求
め
る
こ

と
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
否
認
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
二
つ
の

疑
念
に
対
し
て
以
下
の
点
を
論
証
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。
第

一
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
「
愚
者
の
支
配
」
で
は
な
い
こ
と
を
論
証
す
る
こ

と
、
第
二
に
「
認
知
的
価
値
を
『
政
治
的
』
次
元
に
お
い
て
認
め
る
こ
と
」

が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
是
認
を
導
く
こ
と
、
こ
の
二
点
で
あ
る
。
会
場
か
ら

は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
肯
定
す
る
こ
と
が
議
論
の
前
提
に
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
な
ど
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

深
貝
会
員
の
報
告
で
は
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
進
む
中
で
オ
ー
プ

ン
サ
イ
エ
ン
ス
は
「
手
段
的
な
ト
ゥ
ー
ル
」
の
問
題
に
限
定
さ
れ
な
い
、

「『
知
』
の
創
出
と
交
換
、
お
よ
び
帰
属
」
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
が
提

示
さ
れ
た
。
メ
デ
ィ
ア
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
発
達
が
「
知
」
の

あ
り
方
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
長
期
的
な
視
野
の
も
と
で
考
察
し
、
そ
の
中
で

オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。

い
ず
れ
の
報
告
も
充
実
し
た
報
告
で
あ
り
、
会
場
か
ら
も
多
く
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
報
告
者
お
よ
び
参
加
者
の
方
々
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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〔
自
由
論
題　

分
科
会
Ｂ
〕

司
会　

梅
田
百
合
香
（
桃
山
学
院
大
学
）

本
分
科
会
で
は
、
上
田
悠
久
会
員
（
早
稲
田
大
学
）
に
よ
る
「
ホ
ッ
ブ

ズ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
─
─
古
代
、
初
期
近
代
、
現
代
」、
古
田
拓
也
会
員

（
慶
應
義
塾
大
学
）
に
よ
る
「
ネ
オ
・
ロ
ー
マ
的
自
由
の
何
が
間
違
っ
て
い

る
の
か
」、
上
村
剛
会
員
（
東
京
大
学
）
に
よ
る
「
議
会
の
司
法
権
と
い
う

問
題
系
─
─
一
七
六
九
年
ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス
選
挙
の
政
治
思
想
史
的
意
義
」、

稲
村
一
隆
会
員
（
早
稲
田
大
学
）
に
よ
る
「
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
お
け
る
ソ
ク

ラ
テ
ス
弁
証
術
の
受
容
と
言
論
の
自
由
─
─
『
論
理
学
大
系
』
第
四
巻
第
四

章
と
『
自
由
論
』
第
二
章
」
の
四
つ
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

上
田
報
告
で
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
『
法
の
原
理
』『
市
民
論
』『
リ
ヴ
ァ
イ
ア

サ
ン
』
お
よ
び
関
連
著
作
に
お
い
て
、
彼
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
が
ど
の
よ
う

に
発
展
し
た
か
が
検
討
さ
れ
、
現
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
対
す
る
ホ
ッ
ブ
ズ
の

意
義
が
問
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
議
会
が
国
民
の
代
表
で
あ
り
国
王
へ
の
助
言

者
で
あ
る
と
い
う
議
会
派
の
主
張
を
否
定
し
た
ホ
ッ
ブ
ズ
の
議
会
批
判
は
、

立
法
が
行
政
に
従
属
し
三
権
分
立
が
根
本
的
に
破
綻
し
て
い
る
今
日
の
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
あ
り
方
に
対
し
、
様
々
な
観
点
か
ら
立
法
府
の
存
在
意
義
を
問

う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

古
田
報
告
で
は
、
ク
ェ
ン
テ
ィ
ン
・
ス
キ
ナ
ー
が
実
践
的
意
義
を
持
つ
と

主
張
す
る
「
ネ
オ
・
ロ
ー
マ
的
自
由
」
の
歴
史
の
議
論
に
つ
い
て
、
そ
の
変

遷
を
辿
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
イ
ザ
イ
ア
・
バ
ー
リ
ン
の
自
由
論
と
の
対
抗
、

お
よ
び
政
治
思
想
史
と
政
治
理
論
の
緊
張
関
係
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
た
。

結
論
と
し
て
、「
ネ
オ
・
ロ
ー
マ
的
自
由
」
論
は
ス
キ
ナ
ー
の
レ
ト
リ
ッ
ク

的
政
治
観
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
政
治
観
は
政
治
思
想
史
で
は

有
効
な
方
法
で
あ
っ
て
も
、
政
治
理
論
で
は
機
能
し
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

た
。上

村
報
告
で
は
、
一
七
六
九
年
の
ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス
選
挙
を
焦
点
に
、
庶

民
院
議
会
の
議
事
録
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
群
の
分
析
を
通
し
て
、
議
会
の
司
法

権
す
な
わ
ち
議
会
が
司
法
上
の
地
位
に
よ
っ
て
行
動
す
る
こ
と
の
是
非
に
関

す
る
論
争
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
一
七
六
九
年
の
ミ
ド
ル
セ
ッ
ク

ス
選
挙
は
、
議
会
の
司
法
権
お
よ
び
立
法
権
と
司
法
権
の
異
同
と
い
う
論
点

を
深
化
さ
せ
、
一
つ
の
政
治
思
想
史
上
の
転
機
を
も
た
ら
し
、
そ
の
後
、
混

合
政
体
論
の
変
奏
と
し
て
の
議
会
主
権
論
と
権
力
分
立
論
と
が
二
つ
の
対
抗

的
国
制
論
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

稲
村
報
告
で
は
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
初
期
の
著
作
『
論
理
学
体
系
』、
と

く
に
第
四
巻
第
四
章
「
哲
学
的
言
語
の
要
件
と
定
義
の
原
理
に
つ
い
て
」
の

議
論
に
着
目
し
、
ミ
ル
が
い
か
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
証
術
を
受
容
し
、『
自

由
論
』
第
二
章
に
お
い
て
「
思
想
と
討
論
の
自
由
」
を
擁
護
す
る
の
に
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
か
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ミ
ル

は
ソ
ク
ラ
テ
ス
弁
証
術
の
受
容
を
通
じ
て
、
意
見
を
批
判
す
る
否
定
的
議
論

に
積
極
的
な
役
割
を
見
出
し
、
日
常
言
語
を
尊
重
す
る
経
験
主
義
的
な
弁
証

論
者
と
し
て
、
慣
習
的
見
解
を
知
識
に
至
る
出
発
点
と
捉
え
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
た
。

四
名
の
若
手
研
究
者
に
よ
る
力
の
こ
も
っ
た
刺
激
的
な
報
告
で
、
フ
ロ
ア

に
は
多
数
の
来
場
者
が
あ
り
、
多
く
の
質
問
や
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
、
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
報
告
者
お
よ
び
参
加
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。
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〔
自
由
論
題　

分
科
会
Ｃ
〕

司
会　

小
田
川
大
典
（
岡
山
大
学
）

本
分
科
会
で
は
、
河
村
真
実
会
員
（
神
戸
大
学
）「
リ
ベ
ラ
ル
な
多
文
化

主
義
に
お
け
る
権
利
論
の
再
構
成
：
ア
ラ
ン
・
パ
ッ
テ
ン
を
手
掛
か
り
に
」、

田
中
将
人
会
員
（
早
稲
田
大
学
）「
初
期
ロ
ー
ル
ズ
の
神
学
・
道
徳
・
政
治

思
想
」、
白
川
俊
介
会
員
（
関
西
学
院
大
学
）「
政
府
は
『
退
出
の
権
利
』
を

制
限
で
き
る
か
：
『
頭
脳
流
出
』
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
」
と
い
う
三
つ
の

報
告
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

河
村
報
告
は
、
ウ
ィ
ル
・
キ
ム
リ
ッ
カ
の
多
文
化
主
義
理
論
に
対
す
る

パ
ッ
テ
ン
の
批
判
を
手
が
か
り
に
、
リ
ベ
ラ
ル
な
多
文
化
主
義
に
お
け
る

「
具
体
的
な
制
度
・
権
利
」
と
「
根
拠
と
な
る
原
理
」
の
双
方
に
つ
い
て
考

察
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
報
告
に
よ
れ
ば
、
パ
ッ
テ
ン
は
、
キ
ム
リ
ッ
カ
の

「
主
意
主
義
的
多
文
化
主
義
」
を
、
そ
の
本
質
主
義
的
な
文
化
概
念
に
ま
で

遡
っ
て
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
キ
ム
リ
ッ
カ
の
理
論
が
抱
え

て
い
た
権
利
付
与
対
象
の
狭
隘
性
や
内
部
少
数
派
へ
の
抑
圧
可
能
性
な
ど
の

問
題
点
を
克
服
し
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
解
釈
を
深
化
さ
せ
る
「
関
係
論
的
多

文
化
主
義
」
の
構
想
を
提
示
し
て
い
る
。
質
疑
応
答
で
は
、
関
係
論
を
採
っ

た
場
合
の
国
家
と
様
々
な
下
位
集
団
の
関
係
が
主
な
論
点
と
な
っ
た
。

田
中
報
告
は
、
ロ
ー
ル
ズ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
後
の
研
究
を
踏
ま
え
、
プ

リ
ン
ス
ト
ン
時
代
と
コ
ー
ネ
ル
時
代
の
著
作
を
手
が
か
り
に
、
初
期
ロ
ー
ル

ズ
の
思
想
形
成
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
報
告
に
よ
れ

ば
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
時
代
に
、
情
動
主
義
に
抗
す
べ
く
、〈
科
学
と
し
て
の

倫
理
学
〉
を
構
想
し
な
が
ら
も
、「
背
景
や
経
験
」
の
違
い
に
よ
っ
て
発
生

す
る
人
び
と
の
不
一
致
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い
た
ロ
ー
ル
ズ
は
、
コ
ー

ネ
ル
時
代
に
、
後
期
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
影
響
の
下
、「
間
人
格
的

な
正
し
い
関
係
」
に
お
い
て
示
さ
れ
る
「
道
徳
感
情
」
に
「
正
義
の
自
然
的

基
礎
」
を
見
出
す
、
あ
る
種
の
道
徳
心
理
学
に
辿
り
着
い
た
が
、
そ
れ
は
当

時
の
一
部
の
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
学
者
の
見
解
と
も
平
行
関
係
に
あ
っ
た
。
質

疑
応
答
の
主
な
論
点
は
、
後
期
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
影
響
を
踏
ま
え

た
場
合
に
ロ
ー
ル
ズ
像
が
ど
う
変
わ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。

白
川
報
告
は
、
医
療
従
事
者
の
貧
困
国
か
ら
富
裕
国
へ
の
「
頭
脳
流
出
」

を
事
例
と
し
て
、
政
府
に
よ
る
「
退
出
の
権
利
」
の
規
制
の
正
当
性
に
つ
い

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
報
告
に

よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
「
頭
脳
流
出
」
を
認
め
る
こ
と
は
、
貧
困
国
の
医
療
を

劣
悪
化
さ
せ
る
一
方
で
、
人
材
育
成
に
お
け
る
富
裕
国
の
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
を

放
置
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
が
、
例
え
ば
遵
法
責
務
論
に
依
拠
し
て
政
府

に
よ
る
「
自
由
な
移
動
の
権
利
」
の
規
制
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

む
し
ろ
人
び
と
の
「
健
康
に
対
す
る
権
利
」
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、
そ
の

た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
整
備
と
、
貧
困
国
の
医
療
従
事
者
が

富
裕
国
に
移
動
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
を
作
り
出
し
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な

社
会
構
造
の
匡
正
に
努
め
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が
報
告
の
結
論
で
あ
っ
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
分
配
的
正
義
と
高
度
技
能
人
材
の
「
退
出

の
権
利
」
の
規
制
の
関
係
に
つ
い
て
、
多
層
的
な
議
論
が
行
な
わ
れ
た
。

今
回
の
よ
う
に
自
由
論
題
報
告
を
複
数
の
会
場
で
実
施
す
る
場
合
は
、
各

報
告
の
間
に
移
動
と
休
憩
の
た
め
の
時
間
を
設
け
る
等
、
会
員
が
選
択
的
に

参
加
で
き
る
よ
う
な
工
夫
を
強
く
希
望
す
る
。
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執
筆
者
紹
介
〔
掲
載
順
〕

高
山
大
毅

一
九
八
一
年
生
。
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
准
教
授
。
博
士

（
文
学
）。『
近
世
日
本
の
「
礼
楽
」
と
「
修
辞
」
─
─
荻
生
徂
徠
以
後

の
「
接
人
」
の
制
度
構
想
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）、「
林

鵞
峰
の
問
答
体
」（『
駒
澤
国
文
』
第
五
五
号
、
二
〇
一
八
年
）。

平
野
　
聡

一
九
七
〇
年
生
。
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授
。
博
士

（
法
学
）。『
清
帝
国
と
チ
ベ
ッ
ト
問
題
─
─
多
民
族
統
合
の
成
立
と
瓦

解
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）、『「
反
日
」
中
国
の
文
明

史
』（
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
一
四
年
）。

上
野
成
利

一
九
六
三
年
生
。
神
戸
大
学
大
学
院
国
際
文
化
学
研
究
科
教
授
。『
暴

力
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）、「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
─
─
唯

物
論
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」（
齋
藤
純
一
編
『
岩
波
講
座 

政
治
哲
学

５ 

理
性
の
両
義
性
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）。

上
田
悠
久

一
九
八
九
年
生
。
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
助
教
。
博
士
（
政
治

学
）。「
ホ
ッ
ブ
ズ
の
「
助
言
」
論
と
熟
慮
・
熟
議
─
─
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア

サ
ン
』
に
お
け
る
統
治
の
構
想
」（『
政
治
思
想
研
究
』
第
一
六
号
、
二

〇
一
六
年
）。

白
川
俊
介

一
九
八
三
年
生
。
関
西
学
院
大
学
総
合
政
策
学
部
准
教
授
。
博
士
（
比

較
社
会
文
化
）。『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
力
─
─
多
文
化
共
生
世
界
の
構

想
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
二
年
）、「
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を

下
支
え
す
る
「
公
共
精
神
」
を
ど
こ
に
求
め
る
か
─
─
新
自
由
主
義
的

世
界
に
お
け
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
規
範
的
重
要
性
の
再
評
価
」（
杉
田
敦

編
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
─
─
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
政

治
を
問
い
直
す
』
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
八
年
）。

石
野
敬
太

一
九
八
六
年
生
。
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
助
手
。「
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
『
政
治
学
』
に
お
け
る
「
最
善
の
生
」」（『
西
洋
古
典
研
究
会

論
集
』
第
二
六
号
、
二
〇
一
七
年
）、「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
政
治
哲
学
に

お
け
る
権
利
概
念
」（
田
上
孝
一
編
『
権
利
の
哲
学
入
門
』
社
会
評
論

社
、
二
〇
一
七
年
）。

塩
原
　
光

一
九
九
〇
年
生
。
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
府
博
士
後
期

課
程
。「
戦
後
日
本
の
知
識
人
論
と
「
進
歩
的
文
化
人
」
批
判
」（『
地

球
社
会
統
合
科
学
研
究
』
第
八
号
、
二
〇
一
八
年
）。

長
島
皓
平

一
九
九
四
年
生
。
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
・

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
１
。「
逆
境
の
メ
シ
ア
─
─
ジ
ョ

ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
政
治
神
学
的
基
礎
」（『
法
学
政
治
学
論
究
』

第
一
一
三
号
、
二
〇
一
七
年
）、「
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
」

（『
政
治
学
研
究
』
第
五
五
号
、
二
〇
一
六
年
）。
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小
林
卓
人

一
九
九
二
年
生
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
・

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
２
。

内
田
　
智

一
九
八
三
年
生
。
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
招
聘
研
究
員
（
特
別

研
究
員
）。「
熟
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
国
境
横
断
的
な
そ
の
制
度
化
の
課

題
と
可
能
性
─
─
欧
州
に
お
け
る
討
論
型
世
論
調
査
の
試
み
を
一
例
と

し
て
」（『
年
報
政
治
学
』
二
〇
一
三
─
Ⅱ
、
二
〇
一
四
年
）、「
国
際
社

会
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
可
能
性
」（
齋
藤
純
一
・
田
村
哲
樹
編

著
『
ア
ク
セ
ス 

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
二

年
）。

坂
井
亮
太

一
九
八
三
年
生
。
朝
日
大
学
法
学
部
専
任
講
師
。
博
士
（
法
学
）。

「『
推
論
的
ジ
レ
ン
マ
』
と
熟
議
の
分
業
─
─
認
知
的
多
様
性
の
観

点
か
ら
の
処
方
」（『
年
報
政
治
学
』
二
〇
一
五
─
Ⅱ
、
二
〇
一
五

年
）、D

eliberation against M
anipulation: Can D

eliberative 
D

em
ocracy Propose Solutions to W

illiam
 Riker ’s Criticism

s 
of Political M

anipulation in D
em

ocracy? T
he W

aseda Study 
of Politics and Public Law

（101

）17-33, 2013.

石
山
将
仁

一
九
八
六
年
生
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
。「
ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
ズ
に
お
け
る
二
つ
の
正
統
性
」（
宮
台
真
司
監
修
・

現
代
位
相
研
究
所
編
集
『
悪
と
い
う
希
望
─
─
「
生
そ
の
も
の
」
の
た

め
の
政
治
社
会
学
』
教
育
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）。

田
上
雅
徳

一
九
六
三
年
生
。
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
。
博
士
（
法
学
）。『
入

門
講
義 

キ
リ
ス
ト
教
と
政
治
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五

年
）、「
ル
タ
ー
と
カ
ル
ヴ
ァ
ン
─
─
近
代
初
期
に
お
け
る
身
体
性
の
政

治
神
学
」（
川
出
良
枝
編
『
岩
波
講
座 

政
治
哲
学
１ 　

主
権
と
自
由
』

岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）。

藤
田
潤
一
郎

一
九
六
九
年
生
。
関
東
学
院
大
学
法
学
部
教
授
。
博
士
（
法
学
）。『
政

治
と
倫
理
─
─
共
同
性
を
巡
る
ヘ
ブ
ラ
イ
と
ギ
リ
シ
ア
か
ら
の
問
い
』

（
創
文
社
、
二
〇
〇
四
年
）、『
存
在
と
秩
序
─
─
人
間
を
巡
る
ヘ
ブ
ラ

イ
と
ギ
リ
シ
ア
か
ら
の
問
い
』（
創
文
社
、
二
〇
一
六
年
）。

網
谷
壮
介

一
九
八
七
年
生
。
獨
協
大
学
講
師
。
博
士
（
学
術
）。『
カ
ン
ト
の
政
治

哲
学
入
門
─
─
政
治
に
お
け
る
理
念
と
は
何
か
』（
白
澤
社
、
二
〇
一

八
年
）、『
共
和
制
の
理
念
─
─
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
と
一
八
世
紀
末

プ
ロ
イ
セ
ン
の
「
理
論
と
実
践
」
論
争
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇

一
八
年
）。

安
藤
裕
介

一
九
七
九
年
生
。
立
教
大
学
法
学
部
准
教
授
。
博
士
（
政
治
学
）。『
商

業
・
専
制
・
世
論
』（
創
文
社
、
二
〇
一
四
年
）。T

he Foundations 
of P

olitical E
conom

y and Social R
eform

: E
conom

y and 
Society in E

ighteenth Century France 

（
共
編
著
、Routledge, 



431 【執筆者紹介】

2018

）.
松
本
礼
二

一
九
四
六
年
生
。
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
。『
ト
ク
ヴ
ィ
ル
で
考
え
る
』

（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
一
年
）、「
ア
ー
レ
ン
ト
革
命
論
へ
の
疑
問
」

（
川
崎
修
・
萩
原
能
久
・
出
岡
直
也
編
『
ア
ー
レ
ン
ト
と
二
〇
世
紀
の

経
験
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
）。

松
元
雅
和

一
九
七
八
年
生
。
日
本
大
学
法
学
部
准
教
授
。
博
士
（
法
学
）。『
応
用

政
治
哲
学
─
─
方
法
論
の
探
究
』（
風
行
社
、
二
〇
一
五
年
）、『
人
口

問
題
の
正
義
論
』（
共
編
著
、
世
界
思
想
社
、
二
〇
一
九
年
）。

金
田
耕
一

一
九
五
七
年
生
。
日
本
大
学
経
済
学
部
教
授
。
博
士
（
政
治
学
）。『
メ

ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
の
政
治
哲
学
─
─
政
治
の
現
象
学
』（
一
九
九
六
年
、

早
稲
田
大
学
出
版
部
）、『
現
代
福
祉
国
家
と
自
由
─
─
ポ
ス
ト
・
リ
ベ

ラ
リ
ズ
ム
の
展
望
』（
新
評
論
、
二
〇
〇
〇
年
）。

伊
藤
恭
彦

一
九
六
一
年
生
。
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
教
授
。

博
士
（
法
学
）。『
貧
困
の
放
置
は
罪
な
の
か
─
─
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義

と
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
』（
人
文
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）、『
タ
ッ
ク

ス
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
─
─
税
の
政
治
哲
学
』（
風
行
社
、
二
〇
一
七
年
）。

齋
藤
純
一

一
九
五
八
年
生
。
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
教
授
。『
政
治
と
複

数
性
─
─
民
主
的
な
公
共
性
に
む
け
て
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八

年
）、『
不
平
等
を
考
え
る
─
─
政
治
理
論
入
門
』（
ち
く
ま
新
書
、
二

〇
一
七
年
）。

山
田
　
陽

一
九
八
〇
年
生
。
神
奈
川
大
学
・
神
奈
川
工
科
大
学
非
常
勤
講
師
。「
熟

議
は
代
表
制
を
救
う
か
？
」（
山
崎
望
・
山
本
圭
編
著
『
ポ
ス
ト
代
表

制
の
政
治
学
─
─
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
危
機
に
抗
し
て
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出

版
、
二
〇
一
二
年
）。

大
久
保
健
晴

一
九
七
三
年
生
。
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
。
博
士
（
政
治
学
）。

『
近
代
日
本
の
政
治
構
想
と
オ
ラ
ン
ダ
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一

〇
年
）、T

he Q
uest for Civilization: E

ncounters w
ith D

utch 
Jurisprudence, Political E

conom
y and Statistics at the D

aw
n 

of M
odern Japan

（translated by D
avid N

oble, Brill, 2014

）.

山
辺
春
彦

一
九
七
七
年
生
。
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン

タ
ー
特
任
講
師
。
博
士
（
政
治
学
）。『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
別
冊
一
・

別
冊
二
（
い
ず
れ
も
共
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
）。

望
月
詩
史

一
九
八
二
年
生
。
同
志
社
大
学
法
学
部
准
教
授
。
博
士
（
政
治
学
）。

『
新
編　

同
志
社
の
思
想
家
た
ち
』
上
巻
（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
八
年
、

共
著
）、「T

he O
riental E

conom
ist

研
究
序
説
─
─
創
刊
初
期
を
中

心
に
」（『
同
志
社
法
学
』
第
六
九
巻
第
三
号
、
二
〇
一
七
年
）。
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田
村
哲
樹

一
九
七
〇
年
生
。
名
古
屋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
。
博
士
（
法

学
）。『
熟
議
民
主
主
義
の
困
難
─
─
そ
の
乗
り
越
え
方
の
政
治
理
論
的

考
察
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
七
年
）、
共
著 “D

eliberative 
D

em
ocracy in E

ast A
sia: Japan and C

hina, ” in A
ndré 

B
ächtiger, John S. D

ryzek, Jane M
ansbridge, and M

ark 
E

. W
arren

（eds.
）, T

he O
xford H

andbook of D
eliberative 

D
em

ocracy

（O
xford U

niversity Press, 2018

）.

ア
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス A

nne Phillips

一
九
五
〇
年
生
。
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス

（LSE

）
政
治
学
部
教
授
。T

he Politics of Presence

（Clarendon 
Press, 1995

）, O
ur B

odies, W
hose P

roperty?

（Princeton 
U

niversity Press, 2013

）.

辻
　
康
夫

一
九
六
三
年
生
。
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
。 
「
後
期
近

代
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
建
」（『
北
大
法
学
論
集
』
第
六
九
巻
第

四
号
、
二
〇
一
八
年
）、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
建
と
行
為
主
体
性
」（『
北

大
法
学
論
集
』
第
六
九
巻
第
六
号
、
二
〇
一
九
年
）。
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●
政
治
思
想
学
会
規
約

第
一
条　

本
会
は
政
治
思
想
学
会（Japanese Conference for the Study 

of Political T
hought

）
と
称
す
る
。

第
二
条　

本
会
は
、
政
治
思
想
に
関
す
る
研
究
を
促
進
し
、
研
究
者
相
互
の

交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条　

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
活
動
を
行
な
う
。

（
１
）
研
究
者
相
互
の
連
絡
お
よ
び
協
力
の
促
進

（
２
）
研
究
会
・
講
演
会
な
ど
の
開
催

（
３
）
国
内
お
よ
び
国
外
の
関
連
諸
学
会
と
の
交
流
お
よ
び
協
力

（
４
）
そ
の
他
、
理
事
会
に
お
い
て
適
当
と
認
め
た
活
動

第
四
条　

本
会
の
会
員
は
、
政
治
思
想
を
研
究
す
る
者
で
、
会
員
二
名
の
推

薦
を
受
け
、理
事
会
に
お
い
て
入
会
を
認
め
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

第
五
条　

会
員
は
理
事
会
の
定
め
た
会
費
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

会
費
を
滞
納
し
た
者
は
、
理
事
会
に
お
い
て
退
会
し
た
も
の
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条　

本
会
の
運
営
の
た
め
、
以
下
の
役
員
を
置
く
。

（
１
）
理
事　

若
干
名　

内
一
名
を
代
表
理
事
と
す
る
。

（
２
）
監
事　

二
名

第
七
条　

理
事
お
よ
び
監
事
は
総
会
に
お
い
て
選
任
し
、
代
表
理
事
は
理
事

会
に
お
い
て
互
選
す
る
。

第
八
条　

代
表
理
事
、
理
事
お
よ
び
監
事
の
任
期
は
二
年
と
し
、
再
任
を
妨

げ
な
い
。

第
九
条　

代
表
理
事
は
本
会
を
代
表
す
る
。

理
事
は
理
事
会
を
組
織
し
、
会
務
を
執
行
す
る
。

理
事
会
は
理
事
の
中
か
ら
若
干
名
を
互
選
し
、
こ
れ
に
日
常
の
会

務
の
執
行
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条　

監
事
は
会
計
お
よ
び
会
務
の
執
行
を
監
査
す
る
。

第
十
一
条　

理
事
会
は
毎
年
少
な
く
と
も
一
回
、
総
会
を
召
集
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

理
事
会
は
、
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
臨
時
総
会
を
招
集
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

総
会
の
招
集
に
際
し
て
は
、
理
事
会
は
遅
く
と
も
一
カ
月
前
ま
で

に
書
面
に
よ
っ
て
会
員
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

総
会
の
議
決
は
出
席
会
員
の
多
数
決
に
よ
る
。

第
十
二
条　

本
規
約
は
、
総
会
に
お
い
て
そ
の
出
席
会
員
の
三
分
の
二
以
上

の
同
意
が
な
け
れ
ば
、
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

付
則　
　
　

本
規
約
は
一
九
九
四
年
五
月
二
八
日
よ
り
発
効
す
る
。
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【
論
文
公
募
の
お
知
ら
せ
】

『
政
治
思
想
研
究
』
編
集
委
員
会
で
は
、
第
二
〇
号
の
刊
行
（
二
〇
二
〇

年
五
月
予
定
）
に
む
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ

に
掲
載
す
る
論
文
を
下
記
の
要
領
で
公
募
い
た
し
ま
す
。
多
数
の
ご
応
募
を

期
待
し
ま
す
。

１　

投
稿
資
格

査
読
用
原
稿
の
提
出
の
時
点
で
、
本
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
原

則
と
し
て
修
士
号
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
。た
だ
し
、『
政
治
思
想
研
究
』

本
号
に
公
募
論
文
も
し
く
は
依
頼
論
文
（
書
評
お
よ
び
学
会
要
旨
な
ど

は
除
く
）が
掲
載
さ
れ
た
者
は
、次
号
に
は
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２　

応
募
論
文

応
募
論
文
は
未
刊
行
の
も
の
に
限
る
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
他
者
の
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
た
め
に
発
表
し
た
も
の
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
。

３　

エ
ン
ト
リ
ー
手
続

応
募
希
望
者
は
、
二
〇
一
九
年
七
月
十
五
日
ま
で
に
、
編
集
委
員
会

宛
（kim

ura@
law

.kyushu-u.ac.jp

）
に
、
①
応
募
論
文
の
タ
イ
ト

ル
（
仮
題
で
も
可
）、
②
執
筆
者
氏
名
、
③
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
④
現

職
（
ま
た
は
在
学
先
）
を
知
ら
せ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い

事
情
が
あ
っ
て
こ
の
手
続
き
を
踏
ん
で
い
な
い
場
合
で
も
、
下
記
の
締

切
ま
で
に
応
募
し
た
論
文
は
受
け
付
け
る
。

４　

審
査
用
原
稿
の
提
出

原
則
と
し
て
、
電
子
フ
ァ
イ
ル
を
電
子
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
提
出
す
る

こ
と
。

締
切　

二
〇
一
九
年
八
月
三
十
一
日

メ
ー
ル
の
「
件
名
」
に
、「
公
募
論
文
」
と
記
す
こ
と
。

次
の
二
つ
の
ア
ド
レ
ス
の
両
方
に
、
同
一
の
フ
ァ
イ
ル
を
送
付
す
る
こ

と
。kim

ura@
law

.kyushu-u.ac.jp　
　

nenpoeditor@
yahoo.co.jp

５　

提
出
す
る
も
の
：
フ
ァ
イ
ル
の
形
式
は
、
原
則
と
し
て
「W

ord

」
に

す
る
こ
と
。

（
１
）
論
文
（
審
査
用
原
稿
）

審
査
に
お
け
る
公
平
を
期
す
る
た
め
に
、
著
者
を
特
定
で
き
な
い
よ
う

に
配
慮
す
る
こ
と
（「
拙
稿
」
な
ど
の
表
現
や
、
特
定
大
学
の
研
究
会

や
研
究
費
へ
の
言
及
を
避
け
る
こ
と
。
ま
た
、
電
子
フ
ァ
イ
ル
の
フ
ァ

イ
ル
情
報
（
プ
ロ
パ
テ
ィ
欄
な
ど
）
の
中
に
、
作
成
者
名
な
ど
が
残
ら

な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
）。

フ
ァ
イ
ル
名
に
は
、
論
文
の
題
名
を
つ
け
る
こ
と
。
題
名
が
十
五
文
字

を
超
え
る
場
合
に
は
、
簡
略
化
す
る
こ
と
（
フ
ァ
イ
ル
名
に
は
著
者
の

名
前
を
入
れ
な
い
こ
と
）。

例
：
「
社
会
契
約
説
の
理
論
史
的
な
ら
び
に
現
代
的
意
義
」
→
「
社
会

契
約
説
の
意
義.doc

」

（
２
）
論
文
の
内
容
に
つ
い
て
の
Ａ
４
用
紙
一
枚
程
度
の
レ
ジ
ュ
メ

（
３
）
以
下
の
事
項
を
記
載
し
た
「
応
募
用
紙
」

（「
応
募
用
紙
」
は
本
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

が
、任
意
の
Ａ
４
用
紙
に
以
下
の
八
項
目
を
記
入
し
た
も
の
で
も
よ
い
）。
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①
応
募
論
文
の
タ
イ
ト
ル
、
②
執
筆
者
氏
名
、
③
連
絡
先
の
住
所
と
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
④
生
年
、
⑤
学
部
卒
業
年
（
西
暦
）
月
、
⑥
修
士
以

上
の
学
位
（
取
得
年
・
取
得
大
学
）
を
す
べ
て
、
⑦
現
職
（
ま
た
は
在

学
先
）、
⑧
主
要
業
績
（
五
点
以
内
。
書
誌
情
報
も
明
記
の
こ
と
）。

６　

審
査
用
原
稿
の
様
式

（
１
）
原
稿
の
様
式
は
、
一
行
四
〇
字
、
一
頁
三
〇
行
と
し
、
注
や
図
表

等
も
含
め
、
全
体
で
二
七
頁
以
内
と
す
る
（
論
文
タ
イ
ト
ル
と
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
を
除
く
。
ま
た
、
こ
の
様
式
に
お
い
て
、
字
数
は
、
改
行
や

章
・
節
の
変
更
に
と
も
な
う
余
白
も
含
め
、
三
万
二
四
〇
〇
字
以
内
と

な
る
）。
二
七
頁
を
超
え
た
論
文
は
受
理
し
な
い
。
な
お
、
欧
文
は
半

角
入
力
と
す
る
。

（
２
）
論
文
タ
イ
ト
ル
と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
み
を
記
載
し
た
「
表
紙
」
を

付
け
る
こ
と
。

（
３
）
本
文
及
び
注
は
、
一
行
四
〇
字
、
一
頁
三
〇
行
で
、
な
る
べ
く
行

間
を
広
く
と
る
。
注
は
文
末
に
ま
と
め
る
。
横
組
み
で
も
縦
組
み
で
も

よ
い
が
、
Ａ
４
用
紙
へ
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
を
想
定
し
て
作
成
す
る
こ

と
。
詳
し
く
は
「
執
筆
要
領
」
に
従
う
こ
と
。

（
４
）
図
や
表
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
占
め
る
ス
ペ
ー
ス
を
字

数
に
換
算
し
て
、
原
稿
に
明
記
す
る
こ
と
。
使
用
料
が
必
要
な
も
の
は

使
用
で
き
な
い
。
ま
た
印
刷
方
法
や
著
作
権
の
関
係
で
掲
載
が
で
き
な

い
場
合
も
あ
る
。

７　

審
査

編
集
委
員
会
に
お
い
て
外
部
の
レ
フ
ェ
リ
ー
の
評
価
も
併
せ
て
審
査
し

た
上
で
掲
載
の
可
否
を
決
定
す
る
。
応
募
者
に
は
十
月
下
旬
頃
に
結
果

を
通
知
す
る
。
ま
た
編
集
委
員
会
が
原
稿
の
手
直
し
を
求
め
る
こ
と
も

あ
る
。

８　

最
終
原
稿

十
二
月
初
旬
に
提
出
す
る
。
編
集
委
員
会
か
ら
修
正
要
求
が
あ
る
場
合

に
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
点
に

つ
い
て
は
、
大
幅
な
改
稿
は
認
め
な
い
。

９　

転
載

他
の
刊
行
物
に
転
載
す
る
場
合
は
、
予
め
編
集
委
員
会
に
転
載
許
可
を

求
め
、
初
出
が
本
誌
で
あ
る
旨
を
明
記
す
る
こ
と
。

10　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
公
開

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
は
、
原
則
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
公

開
さ
れ
る
。

以
上

【
政
治
思
想
学
会
研
究
奨
励
賞
】

本
賞
は
『
政
治
思
想
研
究
』
に
掲
載
を
認
め
ら
れ
た
応
募
論
文
に
対
し
て

授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

・
た
だ
し
、
応
募
時
点
で
政
治
思
想
に
関
す
る
研
究
歴
が
一
五
年
程
度
ま
で

の
政
治
思
想
学
会
会
員
に
限
る
。

・
受
賞
は
一
回
限
り
と
す
る
。

・
受
賞
者
に
は
賞
状
と
賞
金
（
金
五
万
円
）
を
授
与
す
る
。

・
政
治
思
想
学
会
懇
親
会
で
受
賞
者
の
紹
介
を
お
こ
な
い
、
そ
の
場
に
本
人

が
出
席
し
て
い
る
場
合
は
、
挨
拶
を
し
て
も
ら
う
。
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【
執
筆
要
領
】

１　

入
稿
はW

ord

形
式
の
フ
ァ
イ
ル
で
行
う
こ
と
。
た
だ
し
特
殊
な
ソ
フ

ト
を
使
用
し
て
い
る
た
め
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
な
け
れ
ば
不
都
合
が
生
じ
る
場

合
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
も
認
め
る
。

２　

見
出
し
は
、
大
見
出
し
（
漢
数
字
一
、二
…
…
）、
中
見
出
し
（
ア
ラ
ビ

ア
数
字
１
、２
…
…
）、
小
見
出
し
（

（1）
、

（2）
…
…
）
を
用
い
、
必
要
な
場

合
に
は
さ
ら
に
小
さ
な
見
出
し
（
ｉ
、
ii
…
…
）
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
章
、
節
、
項
な
ど
は
使
わ
な
い
こ
と
。

３　

注
は
、
文
末
に
（
１
）、（
２
）
…
…
と
付
す
。

４　

引
用
・
参
考
文
献
の
示
し
方
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
洋
書
単
行
本
の
場
合

K
. M

arx, G
rundrisse der K

ritik der politischen Ö
konom

ie, 
D

iez V
erlag, 1953, S. 75-6

（
高
木
監
訳
『
経
済
学
批
判
要
綱
』（
一
）、

大
月
書
店
、
一
九
五
八
年
、
七
九
頁
）.

②
洋
雑
誌
掲
載
論
文
の
場
合

E
. T

okei, Lukács and H
ungarian C

ulture, in T
he N

ew
 

H
ungarian Q

uarterly, V
ol. 13, N

o. 47

（1972

） p. 108.

③
和
書
単
行
本
の
場
合

丸
山
眞
男
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
第
二
版
、
未
來
社
、
一
九
六

四
年
、
一
四
〇
頁
。

④
和
雑
誌
掲
載
論
文
の
場
合

坂
本
慶
一
「
プ
ル
ー
ド
ン
の
地
域
主
義
思
想
」、『
現
代
思
想
』
第
五
巻

第
八
号
、
一
九
七
七
年
、
九
八
頁
以
下
。

５　

引
用
・
参
考
文
献
と
し
て
欧
文
文
献
を
示
す
場
合
を
除
い
て
、
原
則
と

し
て
数
字
は
漢
数
字
を
使
う
。

６　
「
、」
や
「
。」、ま
た
「　

」（　

）
等
の
括
弧
類
は
全
角
の
も
の
を
使
う
。

７　

校
正
は
印
刷
上
の
誤
り
、
不
備
の
訂
正
の
み
に
と
ど
め
、
校
正
段
階
で

の
新
た
な
加
筆
・
訂
正
は
認
め
な
い
。

８　
『
政
治
思
想
研
究
』
は
縦
組
み
で
あ
る
が
、
本
要
領
を
遵
守
し
て
い
れ
ば

横
組
み
入
力
で
も
差
し
支
え
な
い
。

９　
「
書
評
」
お
よ
び
「
学
会
研
究
会
報
告
」
は
、
一
ペ
ー
ジ
の
字
数
が
二
九

字
×
二
四
行
×
二
段
（
す
な
わ
ち
二
九
字
×
四
八
行
）
と
い
う
定
型
を
採

用
す
る
の
で
、
二
九
字
×
○
行
と
い
う
体
裁
で
入
力
す
る
。

10　

そ
の
他
、
形
式
面
に
つ
い
て
は
第
六
号
以
降
の
方
式
を
踏
襲
す
る
。
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二
〇
一
八
─
二
〇
一
九
年
度
理
事
お
よ
び
監
事（
二
〇
一
八
年
五
月
二
六
日
、

総
会
に
お
い
て
承
認
）

［
代
表
理
事
］

川
出
良
枝
（
東
京
大
学
）

［
理
事
］

飯
田
文
雄
（
神
戸
大
学
）	

宇
野
重
規
（
東
京
大
学
）

梅
森
直
之
（
早
稲
田
大
学
）	

大
久
保
健
晴
（
慶
應
義
塾
大
学
）

大
澤
麦
（
首
都
大
学
東
京
）	

岡
野
八
代
（
同
志
社
大
学
）

小
田
川
大
典
（
岡
山
大
学
）	
重
田
園
江
（
明
治
大
学
）

鹿
子
生
浩
輝
（
東
北
大
学
）	
鏑
木
政
彦
（
九
州
大
学
）

苅
部
直
（
東
京
大
学
）	

木
部
尚
志
（
国
際
基
督
教
大
学
）

木
村
俊
道
（
九
州
大
学
）	

権
左
武
志
（
北
海
道
大
学
）

向
山
恭
一
（
新
潟
大
学
）	

菅
原
光
（
専
修
大
学
）

杉
田
敦
（
法
政
大
学
）	

田
村
哲
樹
（
名
古
屋
大
学
）

辻
康
夫
（
北
海
道
大
学
）	

堤
林
剣
（
慶
應
義
塾
大
学
）

中
田
喜
万
（
学
習
院
大
学
）	

長
妻
三
佐
雄
（
大
阪
商
業
大
学
）

野
口
雅
弘
（
成
蹊
大
学
）	

萩
原
能
久
（
慶
應
義
塾
大
学
）

早
川
誠
（
立
正
大
学
）	

松
田
宏
一
郎
（
立
教
大
学
）

森
川
輝
一
（
京
都
大
学
）	

安
武
真
隆
（
関
西
大
学
）

山
岡
龍
一
（
放
送
大
学
）

［
監
事
］

犬
塚
元
（
法
政
大
学
）	

梅
田
百
合
香
（
桃
山
学
院
大
学
）
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（i）

【海外研究者招聘講演】

アン・フィリップス教授（ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス）

差異を承認する
──理由とリスク──

フィリップス教授政治思想学会基調講演について

企画者代表　辻　康夫（北海道大学）

本講演は、2018 年 5 月 26 日、2018 年度研究会の基調講演として行われ
たものである。講師のアン・フィリップス教授は、LSE（London School of 
Economics and Political Science）の政治学部およびジェンダー研究所におい
て、政治理論を担当し、長年、世界のフェミニズム研究をリードしてきた。と
くに差異と代表をめぐる彼女の議論は、高い評価を獲得してきた。さらに近年
では、フェミニズムと多文化主義の関係をめぐって、精力的な研究を行ってい
る。実践的な含意を意識しつつ、高い理論的水準で行われるフィリップス教授
の研究は、理論・実務のいずれに携わる者にも豊かな示唆を与えるものであ
り、政治理論研究のあるべき姿のひとつを示していると思われる。

本講演では、ご自身の多岐にわたる研究活動と、同時期の学界の展開をふり
かえり、今後の政治理論研究の方向を展望していただいた。アイデンティティ
の政治についてのフィリップス教授の今日の立場が、よくわかるものになって
いる。公演原稿は平易な英文であり、英語の原文のまま掲載する。田村哲樹会
員には、講演当日のコメントにもとづく解説を執筆していただいた。

フィリップス教授の招聘は、本学会の海外研究者招聘事業によるものである
が、2018 年度大会の統一テーマが「政治思想とダイバーシティ」に決まった
ため、基調講演の講師として招聘することになった。講演会では、田村会員に



辻康夫【フィリップス教授政治思想学会基調講演について】427
（ii）

充実したコメントをご用意いただき、またフロアからもたくさんの質問をいた
だき、活発な議論を行うことができた。皆様のご協力に厚く御礼申し上げた
い。

本講演の企画にあたっては、飯田文雄・代表理事、事務局担当・鏑木政彦理
事に格別のご尽力をいただいた。また開催校である甲南大学の皆様には、運営
にあたって多大なご支援をいただいた。心より御礼申し上げたい。
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（iii）

Recognising Difference
Reasons and Risks

Anne Phillips

We are all familiar, as academics, with that difficult-to-answer question: 
what exactly is it that you do? When I am asked this nowadays, I usually 
describe myself as a feminist political theorist. I sometimes add that all my 
work is engaged in some way with questions of equality. Over the last thirty 
years, I have worked on democracy and political representation; the relationship 
between equality, diversity and difference; tensions between feminism and 
multiculturalism; problems associated with humanism. But this is just a list, and 
does not of itself give much sense of my political and intellectual trajectory. 
Indeed, like most academics, I have not found the time to reflect much on that 
trajectory myself. I therefore very much welcome the opportunity that has 
been given to me at this conference to reflect on the connections – and possible 
disconnections – between the different phases of my work, and what have been 
the major political and intellectual influences.

My starting point was not in feminism but in Marxism and colonial 
history. I was a student in London in the early 1970s: first doing an MSc in West 
African Politics at the School of Oriental and African Studies; later a PhD with 
Geoffrey Kay at the City University, London, on what I came to describe as 
‘The Makeshift Settlement: Colonial Policy in British West Africa’. This was the 
time of the anti-Vietnam war protests; Britain had withdrawn from most of its 
colonies in Africa and Asia, but as many scholars were pointing out, that formal 
decolonisation had not meant the end of imperial relationships; and it was a time 
of considerable resurgence of interest in Marxism.（I seem to recall that there 
was a similar resurgence around the same time in Japan.） Some of that focused 
on the so-called young Marx, the more humanist seeming Marx of the Economic 
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and Philosophic Manuscripts; others dismissed that early Marx as romantic 
and pre-scientific, and looked instead to arguments in Das Kapital. I was one of 
those who took inspiration from both aspects, but participated, like many of my 
generation, in one of the Capital reading groups that sprang up in the early to 
mid-1970s. 

These groups were often inspired by the work of Louis Althusser and 
Etienne Balibar on Reading Capital,（1） but they were not sectarian. For me, it 
was the first experience of the kind of close reading of texts that characterises 
the best of political theory.（I recall that we took eighteen months to read 
Volume One, meeting regularly for two hours each week, and I still have the 
folder with the copious notes I took in preparation for each meeting.） When 
you do that kind of close reading, asking questions about the meaning of every 
paragraph, you can never become sectarian: everything lends itself to multiple 
interpretations. 

My PhD thesis was a study of colonial policy in British West Africa, 
based on Colonial Office archives in London, but it was also a contribution to 
the Marxist and neo-Marxist literature on underdevelopment, dependency and 
imperialism, and was later published as The Enigma of Colonialism.（2） Much 
of the anti-imperialist literature of the time argued that capitalism had actively 
underdeveloped those parts of the world it turned into colonies or neo-colonies, 
through the extraction of raw materials, mechanisms of unequal exchange, or the 
destruction of manufacturing industries. I argued that this literature assumed 
too readily, first, that ‘capital’ had a plan; and then, that it had the capacity 
to carry its plans out. In reality, the fragility of the colonial states, and their 
dependence on local chiefs for support in collecting taxes, raising forced labour, 
and maintaining order, often forced the colonial powers to back down from 
initially more ambitious projects. Instead, for example, of introducing private 
property in land, wage labour, and the conditions for capitalist accumulation, 
the colonial powers in Africa commonly froze the colonies in a kind of limbo – 
a half way house between what they had been before and what they now failed 
to become. They did, that is, underdevelop, but not in ways that particularly 
promoted capitalism. 

I would write that thesis very differently now: in particular, were I 
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writing it now, I would immerse myself much more in the history of resistance 
to colonial power, in the politics on the ground, rather than relying as I did on 
what colonial officials thought about the risks of such resistance. But two aspects 
continue through to my later work. First, the investigation gave me an abiding 
suspicion of the notions of tribalism or primordial ethnic division that are so 
often employed in commentary on African politics. It also gave me an abiding 
suspicion of progressivist arguments that read history through the inevitable 
unfolding of a logic – whether this be a logic of capitalism or of modernity or of 
enlightenment ideals. History is full of both continuities and discontinuities, and 
whatever advances we make, in relation to democracy or equality or freedom, 
can always be reversed. 

This period of immersion in Marxist debates – the early to mid-1970s 
– was also the time of the women’s liberation movement. This became a 
hugely important influence on my thinking. I cannot recall a time when I did 
not think of women and men as equals. But feminism added to that a clearer 
understanding of the many obstacles to equality: legal obstacles; economic 
obstacles; cultural obstacles; but also the many internal obstacles that help 
sustain the power of gender, the notions of masculinity and femininity that 
shape and constrain the ways we think of ourselves, and that so much regulate 
our behaviour. I came to understand much better why something that seemed 
so obviously right – the equality of the sexes – was nonetheless so far from 
achievement. 

One of the features of feminist thinking, both then and now, is that it 
tends to cut across the usual academic disciplines, drawing variously on history, 
anthropology, social, political, cultural and economic theory. And while I have, 
over the decades, come to situate myself more and more firmly within political 
theory, I continue to attach importance to an engagement with literatures 
beyond this field. James Tully, who gave the keynote at the Conference for 
the Study of Political Thought last year, is a model in this respect: someone 
who combines deep scholarship in the history of political ideas with a wide 
knowledge of literatures in history, philosophy, anthropology, social theory; and 
whose work is always engaged with pressing political issues. In my view, too 
much of contemporary political theory proceeds in isolation from discoveries and 
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developments in other disciplines; and too much proceeds in isolation from the 
often very complex ways in which political challenges unfold. 

The pressing political issues that have driven my own work mostly 
revolve around questions of equality, diversity and difference: not, I would stress, 
identity politics, and I will come back later to reasons why I query this label. But 
from the work on colonialism onwards, I have been very conscious that claims 
about fundamental difference get employed to mask inequality. I have also been 
conscious, on the other side, that refusing to acknowledge difference is one of the 
standard ways in which inequality is sustained. History provides many examples 
of the hypocrisy in claims about groups being ‘separate but equal’, or ‘equal but 
different’: one thinks of justifications for the apartheid system in South Africa, or 
for racial segregation in the United States. One might think also of nineteenth 
century justifications for denying women the vote, that talked of women as the 
keepers of the moral conscience, those whose ‘natural’ sphere was home and 
family, elevated（yet simultaneously despised） figures who would be soiled by 
too much involvement in the worlds of politics and work. 

When we consider examples like these, it may seem obvious that we 
should refuse arguments about difference: that we should insist on being treated 
as equals regardless of our sex, race, sexuality or religion, and should claim the 
same rights, opportunities and recognition, simply because we are human beings. 
In this version of equality, whether we are male or female, black or white, 
straight or gay or lesbian or transgender: all these should be regarded and 
treated as irrelevant. 

This is one compelling way to think about equality, and there are 
circumstances – perhaps many circumstances – where equal treatment is indeed 
best achieved by ignoring or even concealing difference. A number of studies 
in Europe, for example, have demonstrated that people with Asian or Arabic or 
African sounding names are less likely to be shortlisted for jobs, even when their 
qualifications are as good or better than those who do get called for interview. 
One plausible strategy for equalising opportunities is then to remove any 
information from the application forms that might indicate ethnic origin, to make 
the application process as ‘race-blind’, and indeed ‘gender-blind’, as possible. I 
recall a story – possibly apocryphal – about the first black Fellow appointed 
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to one of the Oxford colleges: the college in question selected people entirely 
on the basis of their written work, and did not then realise until the successful 
candidate turned up for the first college dinner that he was black.（Presumably 
in this case his name was not African sounding.） I also know of a case where 
a woman shortlisted for a senior policy position in the UK had, by chance, a 
first name that could be either male or female: it was clear when she turned 
up for interview that no-one had imagined her being a woman, and also pretty 
clear that she would not have been shortlisted had this been evident from her 
application form.（In fairness, I should add that this was many years ago.） 

Sometimes the best route to equality is to ignore or conceal difference. 
But for every situation where race-blind, culture-blind, or gender-blind policies 
look the best way forward, there is another where refusing to take difference 
into account makes it impossible to promote equal treatment. As generations 
of feminists have argued, and generations of multiculturalists after them, an 
equality that simply refuses to acknowledge difference can also be deeply 
problematic. 

One example that Amartya Sen sometimes gives is that it isn’t really 
equality if we offer everyone an equal share of resources, but ignore the fact 
that someone in a wheelchair may need additional resources in order to achieve 
the same level of mobility. An example that feminists often give is that you do 
not really treat your employees equally when you insist that each is entitled 
to exactly the same amount of leave, no-one to any more, no-one to any less; 
but ignore the fact that some of those workers – all of them women – will get 
pregnant, and will then need additional periods of leave in order to achieve the 
same level of equality in the workplace.（I should stress that feminists mostly 
argue that parental leave – leave to enable workers to take time out to care 
for their young children – should be shared between mothers and fathers; it is 
only as regards the leave specifically attached to pregnancy and the immediate 
post-birth weeks that equality requires an acknowledgement of difference.） Or 
to take a classic multicultural example, Charles Taylor has argued that giving 
French speakers in Quebec the ‘same’ rights as English speakers to have their 
children educated in the language of their choice does not sufficiently address 
the differences in their situation. In particular, it does not address the fact that in 
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a continent dominated by English-speakers, where so much of the media and so 
many of the job opportunities depend on fluency in English, the French language 
is in a more vulnerable position.（3） Without more active intervention, possibly 
involving restrictions on the use of English, the community of French speakers 
is likely to decline. In these examples, equality is not best promoted by ignoring 
our sex or our level of disability or our cultural/ linguistic identity: we may need 
policies that start from the difference in order to arrive at the equality. 

These are relatively simple illustrations, pointing to differences that 
may need to be taken into account if we are serious about equality. I say ‘may 
need’: the implication is not that public policy has to aim at a strict equality of 
outcome for all groups. As Bhikhu Parekh argues, ‘although society has a duty 
to treat all its citizens equally, its ability to do so is necessarily limited’. Apart 
from anything else, every country has a dominant language, ‘and no language 
is culturally neutral’.（4） But the idea that equality might, in certain contexts, 
mean differential rights is now widely accepted within both the feminist and the 
multicultural literature.

Thus both Will Kymlicka and Parekh have argued that marginalised 
minority groups might need special representation rights in order to ensure that 
their voices are equally heard in the formation of public policy.（5） Iris Marion 
Young, whose work on ‘the politics of difference’ has been a major influence on 
my own, has challenged the ideal of impartiality, arguing that, in many contexts, 
the seeming fairness of impartiality reinforces an unfair status quo. Her key 
point is that those in positions of privilege tend to take their own perspectives 
as the norm, as the standard against which to judge others’ deviations. They 
think they are being impartial, when in truth they are universalizing their own 
particular – partial – concerns. In a society where some are privileged and 
others oppressed, calling on people to set aside their differences ends up as a 
defence of the status quo.（6） 

In The Politics of Presence, I argued – in similar vein – that we cannot 
treat the gender or ethnicity of political representatives as irrelevant, and 
particularly not when we are faced with legislative assemblies in which the 
overwhelming majority are male, or from the majority ethnic group.（7） The 
argument here is not strictly for differential rights: when people argue, for 



政治思想とダイバーシティ【政治思想研究 第19号／2019年５月】 420
（ix）

example, for a gender quota, this is usually framed as a requirement that parties 
achieve a minimum level for candidates of both sexes, so at least X% of women 
and at least X% of men. What the argument does, however, is challenge the 
understanding of equal rights as ‘rights regardless of race or gender’, insisting, 
to the contracy, that we need to take both gender and race into account in 
selecting our political representatives. I would not claim that there is now a 
consensus in favour of this position, but do think that political theorists are less 
inclined than before to think that the demands of equality are sufficiently met 
by refusing to attach significance to gender or race. They are now more inclined 
to see equality as compatible with, and often requiring, some recognition of 
difference. 

The more complicated question is what it means to talk of ‘recognising 
difference’, and here I want to say a bit more both about why the notion of 
identity politics can be misleading, and why feminist and multicultural theory 
sometimes point in different directions. There has been considerable discussion 
in recent years about tensions between feminism and multiculturalism. The 
tension arises most obviously because some of the policies proposed to address 
the marginalisation of cultural or linguistic or ethnocultural groups end up 
strengthening the authority of（usually male, and often socially conservative） 
community leaders. This can then increase the marginalisation of women 
within the minority group. In 1999, Susan Moller Okin posed the question ‘Is 
Multiculturalism Bad for Women?’（8） ; in 2001, Ayelet Shachar argued that 
‘well-meaning accommodations aimed at mitigating power inequalities between 
groups ［so, for example, between majority and minority cultural groups］ may 
end up reinforcing power hierarchies within them’ ［for example, between men 
and women, or old and young］.（9） Many others have contributed to these 
debates, and there is now an extensive literature on this.

I have spent a lot of time over the last twenty years thinking about these 
issues, and have written on them in both Multiculturalism without Culture 
and Gender and Culture.（10） In the process, I have come to think that the real 
tension is not between feminism and multiculturalism（though there are of 
course many points of tension in specific policies）, but between approaches 
that solidify difference, and those that query the presumption of difference. 
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The multicultural literature, perhaps particularly from Taylor’s work onwards, 
has promoted the idea that minority or marginalised groups are calling for 
recognition: for recognition of their distinctive concerns, which may well differ 
from those of the majority community; and for recognition of their status as 
equals, without this being made to depend on them accommodating themselves 
to all the majority norms. Axel Honneth’s work on recognition, though not 
so centrally concerned with cultural or linguistic diversity, has also been an 
important influence here.（11） 

One of the difficulties I find with the notion of recognition is that it can 
encourage the view that there is some pre-existing ‘thing’ out there waiting to 
be recognised: some group, or some identity, that suffers from misrecognition 
and calls for this to be reversed. I see a danger, in this, that cultures become 
reified, treated as things. Thus, in Multiculturalism without Culture, I make an 
argument for forms of multicultural policy that do not, in the process, either 
treat ‘cultures’ as unified and fixed bodies of practices and beliefs, or represent 
people as mere ciphers of their culture, as if all their beliefs and actions can 
be simply deduced from their membership of a particular cultural group. In 
societies containing a multiplicity of ethnocultural groupings, I see some form of 
multiculturalism as dictated by the commitment to equal citizenship. But I do 
not think of this in terms of ‘recognition’. Nor do I see it as a kind of ‘identity 
politics’, in which people call for their identities to be recognised by others.

For as long as I can remember, I have been suspicious of the kind of 
generalisation that talks of ‘women’ or ‘men’ or ‘lesbians’ or ‘black people’, but 
also that talks of ‘the British’, ‘the French’, ‘the Irish’, ‘Catholics’, ‘Protestants’, 
‘Muslims’, ‘Jews’. These grand generalisations, gathering together under one 
supposed identity so many different and distinct people, are always to be treated 
with suspicion. One can, of course, make a certain sense of them. If we live, as 
we do, in societies structured by gender, then it follows that there will be not 
just different roles and occupations, but different expectations, self-images, ways 
of thinking of and expressing oneself, associated with being male and female. 
And given that countries have histories, in the course of which particular 
practices and attitudes and linguistic habits are formed, it also follows that there 
will be some distinctive patterns associated with different countries. But in any 
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more solid sense, the idea of national characteristics has always been a puzzle to 
me; and while there are, of course, cultural differences, I want to resist the idea 
that we can plausibly talk of ‘British culture’ or ‘Japanese culture’, without any 
further qualification as regards whether we are talking about women or men, 
rich or poor, gay or straight, city or country, North or South, and so on. I resist 
the idea that we can talk about what ‘the British people’ or ‘the Japanese people’ 
think and do, without any of these further qualifications.

And here there has perhaps been more of a divergence between some 
of the trends in feminist – and also queer – theory, and some of the trends in 
multicultural theory. The dominant approach in gender theory today is very 
much against any essentialism of gender. It is not just that feminists contest 
the notion of us being born into two biologically defined groups, with distinct 
and different skills and qualities: as Simone de Beauvoir put it, ‘one is not born, 
but rather becomes, a woman’.（12） But the dominant feminist approach today 
also contests more socially constructed essentialisms. This is partly because of 
what is known, following the work of Kimberle Crenshaw, as intersectionality: a 
focus on the multiple ways of being a woman and being a man, associated with 
our location in class, racial, national or sexual hierarchies.（13） That so many of 
us exist at the intersection of these different hierarchies makes it implausible to 
talk of how ‘women’, as a whole, or ‘men’, as a whole, behave. 

The anti-essentialism also reflects what Judith Butler and others describe 
as the performativity of gender.（14） The idea of gender as performativity might 
sound like just another way of talking about gender roles. But roles suggests 
something already written out for us to step into: it suggests that there is a male 
role and a female role, already existing social positions that we then have to fit 
ourselves into. And this is, I think , how much of the experience of gender feels: 
you feel yourself pressured to conform to a role that someone else has written 
out for you. But framing this as performativity（rather than performance） draws 
attention to our own participation in sustaining and recreating the gender that 
then oppresses us, through our ways of acting and speaking and walking and 
holding our bodies, and the endless repetitions of these gender norms. When we 
think of gender in this way, it becomes, in one sense, more inescapable. Much of 
the performativity of gender is unconscious; we don’t even realise we are doing 
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it; and if we did realise, we not be able simply to change all our ways. But in 
another sense, this way of thinking about gender allows us to see the possibility 
of transgressions, of the perhaps small variations in the repetitions that can, 
over time, create space for something new. Like intersectionality, this approach 
then alerts us to the multiple ways of being a woman or being a man. It makes 
it less plausible to think of ‘women’ or ‘men’ as defined by some pre-existing or 
essential identity calling out to be acknowledged. 

In this respect, I believe multicultural theory could take more of a 
lesson from feminist theory. I do not mean by this that those working on 
multiculturalism indulge in stereotypes about ‘the British people’ or ‘the Japanese 
people’: it is, to the contrary, one of the key contributions of multicultural theory 
that it alerts us to the dangers of presuming a monoculture, and the importance 
of recognising the diversity of cultural norms in most contemporary societies. 
Nor do I mean to say that multicultural theorists are all committed to a kind of 
cultural essentialism, to a view of cultures as static or homogeneous or organised 
around essential defining practices and beliefs.（Will Kymlicka has a recent 
essay where he criticises me for wrongly – as he believes – accusing him of a 
kind of cultural essentialism, and insists this is very far from his own position.（15）） 
But when people pose questions about the rights of minority cultures, or ask 
what kinds of accommodations are justified in favour of minority cultural groups, 
they do conjure up a version of culture that has a greater fixity and homogeneity 
than I see as justified. This tendency is reinforced when people slip into thinking 
that the goal of multiculturalism is the ‘recognition’ of minority culture. Work 
on gender is now highly alert to the multiple ways of being a woman or being 
a man. Work on race has long challenged the idea that there are distinct 
races, characterised by differences in their genetic make-up, and most critical 
race theorists today will talk in terms of groups being racialised, rather than 
constituting ‘races’. Work on culture, by contrast, lags somewhat behind. Despite 
the protestations, I see it as overly attached to the idea of distinct and separate 
‘cultures’. 

There are, indeed, cultural differences: anyone moving between Britain 
and Japan, for example, will be aware of often very different social norms 
governing our interactions. HSBC produced an entertaining series of videos on 
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cultural differences some years ago（as part of demonstrating what a global 
brand they are）. I recall one which featured a lively group of（I think） Italians 
in a restaurant in some Nordic country, possibly Iceland, who ended the meal 
giving a large tip to the waiter, and then were mortified because the waiter 
looked insulted by the tip. The Italians assumed he was insulted by the tip 
being too small, and so kept piling more and more money onto the table; the 
waiter was in fact insulted even to be offered a tip – in his country, this was 
regarded as demeaning, as treating him like a servant – and he became more 
and more insulted as more and more money was pushed in his direction. These 
are stereotypes, based as most stereotypes are, on some reality, but when we 
simplify them into claims about what is the norm in this culture or that culture, 
we risk either exaggerating difference, or exoticising difference, or treating 
people – to quote anthropologist Lila Abu-Lughod –‘as robots programmed with 

“cultural” rules’.（16） Kwame Anthony Appiah makes some similar points in 
his book The Ethics of Identity.（17） When we write about culture and cultural 
difference, we need to be very aware of these risks.

This brings me to the final set of issues I want to discuss. As you will 
have gathered, I am critical of ways of thinking about equality that fail to 
address difference. But I am also critical of ways of thinking about difference 
that simplify, exaggerate, exoticise, or assume too readily that cultures are 
separate and distinct, untouched by mutual interaction. Against this, I want – 
and again I quote Abu-Lughod in her article ‘Writing Against Culture’ – to hold 
on to the idea that ‘others live as we perceive ourselves living … as people 
going through life agonizing over decisions, making mistakes, trying to make 
themselves look good, enduring tragedies and personal losses, enjoying others, 
and finding moments of happiness’.（18） In this respect, people are not so different 
the world over. Making that point, however, exposes one to another kind of risk: 
to the risk of imposing one’s own, ethnocentric, view of what it is to be human 
or to live a human life, to the risk of assuming that everyone is very much the 
same, and that everyone is much like me. 

This point was made forcefully to me by one of my colleagues at LSE, 
Leigh Jenco, who works on 19th and 20th Chinese political thought, and is a 
leading figure in the growing field of comparative political theory.（19） Leigh 
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Jenco is（like me） critical of the way cultures are essentialised, treated as 
discrete and isolated from one another: her own work has explored debates 
among Chinese intellectuals in the late 19th and early 20th centuries about 
borrowing ideas from the West, so she has been looking at the opposite of 
enclosed, separate cultures. But she is also very insistent that one needs to 
engage with different traditions on their own terms, not try to read everything 
through one’s own lenses, or impose one’s own categories on what may be very 
different moral or intellectual traditions of debate. 

This brings me to the worries about universalism. Our normative 
positions are always（I believe inevitably） shaped by our location in particular 
norms of thinking and debate, such that our ideas, for example about what 
constitutes inequality, will always be vulnerable to the suspicion that we have 
falsely projected as universal what is in fact a more parochial and culturally 
inflected set of beliefs. This broadly epistemological argument was part of the 
basis for earlier arguments about political representation: it is partly because 
our ideas are shaped by experience that we cannot feel confident in a system 
of political representation in which the decisions that regulate our lives are 
taken by those who are overwhelmingly male or overwhelmingly from one 
ethnocultural group. Shaped by is not the same as determined by, and this 
epistemological position does not commit me to cultural relativism, or the 
view that the norms that emerge within one society must never be employed 
in judging any other. And part of the reason it does not commit me to this is 
precisely that I reject stronger, more reified, versions of culture that represent 
cultures as isolated and homogenous, protected from contact with one another 
by some impermeable seal. 

This more fluid understanding of culture does not, however, as entirely 
dissolve the worry. In recent feminist debates, the greater sensitivity to 
intersections of class, race, gender, sexuality, and nation has sometimes 
combined with a greater sensitivity to the risks of cultural imperialism to 
generate a partial paralysis about normative claims. This has been especially 
the case for those most committed to transnational dialogue, hence most aware 
of the potential pitfalls, for whom it has sometimes become hard to affirm with 
any confidence that this practice or that law oppresses women. One is always 
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vulnerable to the objection that one is simply applying one’s own local standards 
of what is right and wrong, and this can lead to a rejection of normative theory 
per se. Where it does so, I see this as a problem. 

That said, there is now much helpful work on these issues. Serene Khader, 
to give one example, is about to publish a book on Decolonizing Universalism: 
Towards a Transnational Feminist Ethic,（20）where she argues that we need 
to be able to separate out the ability to identify what is wrong – to identify, 
for example, instances of sexist oppression – from the impulse to propose a 
singular blueprint for what is right. Others, like Linda Zerilli in The Abyss of 
Freedom, have drawn on Hannah Arendt’s lovely phrase about ‘thinking without 
a bannister’ to argue that we cannot refuse to exercise judgement, but should 
refuse to see our judgments as grounded in or secured by universal principles 
that we can then just apply to particular cases.（21） In my own most recent book, 
The Politics of the Human, I have argued for ways of thinking about equality 
that do not depend on substantive claims about what it is to be a human being, 
or what qualities, as humans, we share; and I hope, by this, to move us away 
from the search for justifications or foundations or guarantees.（22） Debates 
on these matters will continue, and this conference is for me a wonderful 
opportunity to engage with theorists who are addressing a similar range of 
issues, but with what I anticipate to be both similar and different concerns. I 
very much look forward to your comments and questions. 
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〔解説〕

アン・フィリップス
「差異を承認する──理由とリスク」について

田村哲樹

はじめに

アン・フィリップス教授は、ジェンダーと文化を主たる対象としながら、両
者の緊張関係、平等と差異との関係、そして民主主義理論の諸問題に取り組ん
できた政治理論家である。彼女の著作の中では、女性や民族的少数者の立場が
政治において十分に反映されるためには、平等の理念ではなく（「理念の政治」）、
女性という存在そのものが適切に代表されなければならないと説いた、『存在
の政治（The Politics of Presence）』（1995 年）が著名であろう。しかし、この著作
に限らず、しばしばリベラリズムや正義論の視座からアプローチされるような
諸トピックに対して、民主主義理論の観点から接近する点に、フィリップス教
授の特徴がある。また、ジェンダーと文化との緊張関係（intersectionality）の問
題にも積極的に取り組み、その中で特に「文化」を非本質主義的に捉えること
の重要性を主張している。

本講演「差異を承認する──理由とリスク（Recognising Difference: Reasons and 

Risks）」は、そんなフィリップス教授が、1970 年代からの自身の学問的歩みを
振り返りながら、上記の諸問題を論じる内容となっている。恐らく、フィリッ
プス教授がこのような形で自らの歩みを振り返ったものが活字化されることは
珍しいと思われる。その意味で、本講演は貴重なものである。

以下では、講演当日に私が行ったコメントをもとにして、いくつかのポイン
トを提示することで、読者が本講演の内容を理解するための補助線としたい。
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１．初期におけるマルクス主義への没入と、近年の著作への
その影響

冒頭でも述べたように、今日では、フィリップス教授の名は、とりわけフェ
ミニズムに関係するトピックにおいてよく知られている。しかし、講演におい
て、フィリップス教授は、研究の出発点はフェミニズムではなく、マルクス主
義と植民地史であったと述べている（アルチュセールらの『資本論を読む』の読書

会への参加のエピソードは、興味深い）。フィリップス教授によれば、彼女の近年
の仕事へのその影響は、次の二点に認められる。一つは、部族主義ないし原初
的なエスニックな分断という考え方への懐疑である。もう一つは、歴史を何ら
かの「論理」の必然的な展開として見るような進歩主義的な発想への懐疑であ
る。この二つの懐疑は、本質主義的な思考への懐疑という点では共通してい
る。

このような反本質主義的な思考へのコミットメントは、確かに近年の著作
においても明確に認められる。たとえば、本講演でも述べられているように、
2015 年刊行の『人間の政治（The Politics of Human）』（1）では、「人間であること」
についての何らかの私たちが共有する（とされる）実体的な主張に依存しない
ような、平等の考え方が探究されている。それは、フィリップス教授自身が述
べているように、「正当化、基礎づけ、保証」の探究から離れることを意味す
る。

フィリップス教授の著作には、このような「ポスト基礎づけ主義的」と呼べ
るような立場を見て取ることができる。それを、「ポスト・マルクス主義的」
と呼んでもよいだろう。なぜなら、彼女は、マルクス主義との出会いとそれに
対する批判的考察を経て、この立場に到達しているからである。実際、「ポス
ト・マルクス主義」を自称したエルネスト・ラクラウやシャンタル・ムフら
は、伝統的なマルクス主義の経済決定論を根底的に批判し、経済の論理に対し
て政治の（強いて言えば「論理」の）優位性を唱えた（2）。「ポスト基礎づけ主義
的」な政治理論を提唱するオリヴァー・マークハルトもまた、ラクラウなどに
大きく影響を受けている（3）。近年のフィリップス教授の、とりわけ平等論に
おける、非常にポスト基礎づけ主義的ないし「政治的」な立場には、初期のマ
ルクス主義への（批判的）関心が反映していると考えることができるのである。
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２．「ポスト基礎づけ主義的」なアプローチと、「存在の政治」
との関係

このようにフィリップス教授の議論の「ポスト基礎づけ主義的」な性格を強
調することは、フィリップス教授の著作をある程度知る読者には、困惑をもた
らすかもしれない。なぜなら、フィリップス教授は、とりわけ性的ないし民族
的な少数者の「存在の政治」の提唱者として、よく知られているからである（4）。
フィリップス教授は、こうした少数者の立場が政治において正当に考慮される
ためには、当事者でなくとも誰かによってその立場が代表されればよいとする

「アイデアの政治」ではなく、当事者本人が政治の場に存在することが必要だ
と主張し、「存在の政治」を擁護した。そうだとすれば、「存在の政治」を提唱
するフィリップス教授と、「ポスト基礎づけ主義的」なアプローチを採るフィ
リップス教授との関係を、どのように理解すればよいのだろうか。

この疑問は、文化・集団に関するフィリップス教授の議論を見る場合に、よ
り明確なものとなる。なぜなら、本講演でも述べられているように、フィリッ
プス教授は、文化を実体的なものとして理解することを批判し、集団のアイデ
ンティティの「承認（recognition）」という考え方を不適切なものとして批判し
ているからである（5）。「存在の政治」を提唱するフィリップス教授は「文化」
や「集団」の支持者であるように見えるが、「ポスト基礎づけ主義的」なフィ
リップス教授は、それらの批判者であるように見える。どちらが「本当の」
フィリップス教授なのだろうか。

しかし、フィリップス教授は、このような見方自体が妥当ではないと述べる
だろう。講演においてフィリップス教授は、しばしば言及されるフェミニズム
と多文化主義との緊張関係について考察する中で、「真の緊張関係」は「差異
を固定化するアプローチと、差異の想定を問い直すアプローチとの間」にある
と述べている。ここから推測されるのは、フィリップス教授にとって、「存在
の政治」論は、ジェンダーや文化における「差異」の自明視を問い直すため
の、ある種のツールないし戦略なのであろう、ということである。たとえば、

「女性」は、女性という「集団」にあらかじめ属しているのではなくて、「女性
という集団」として当然のものとして社会的に構造化されている。「存在の政
治」は、そのような自明視＝社会的な構造化を変化させるための手がかりなの
である。
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３．「ポスト基礎づけ主義的」かつ「規範的」な思考はい
かにして可能か？

最後に指摘しておきたいのは、「ポスト基礎づけ主義的」アプローチを特徴
とするフィリップス教授の政治理論が、どのようにして規範を語ることができ
るのか、という問題である。筆者は、「政治理論」（ないし政治哲学）を、政治
における規範や価値の正当性の論証に従事する規範的政治哲学と、政治の固有
性・独自性を論証しようとする政治の政治理論という、二つのタイプに区別で
きると述べてきた（6）。両者は、単に異なる政治理論であるだけではなく、し
ばしば緊張関係に立つ。すなわち、「政治」の固有性・独自性を強調すればす
るほど、特定の規範や価値の正当性を弁証することは困難になるのである。こ
のことは、フィリップス教授自身にも当てはまる。すなわち、フィリップス
教授は、「ポスト基礎づけ主義的」な立場に依拠したままで、どのようにして

「平等」という規範的概念を正当化することができるのだろうか。
この問題に対する、フィリップス教授自身が示唆する「解答」は、十分なも

のとは思われない。たとえば、講演の中でフィリップス教授は、セリーヌ・カ
ダー（Serene Khader）の議論を参照して、「何か間違っているもの」を特定する
能力と、「何が正しいかについての特定の青写真を提示しようとする衝動」と
は区別できると述べている。この区別に依拠するならば、ポスト基礎づけ主義
と規範的正当化とを両立させることができるかもしれない。あるいは、『人間
の政治』で提起される「クレイム・ベースド」のアプローチも（7）、この両立
のための提案であると見ることができるかもしれない。しかし、いずれも不十
分である可能性が高い。「間違っているもの」を同定するためには、そのため
の実質的な基準が必要である。また、単に人々の「クレイム」を基礎とすると
いうだけでは、当該クレイムが現状とは異なる意味で「望ましい」ことを弁証
することはできない（8）。

このように述べるからといって、筆者に明確なアイデアがあるわけではな
い（9）。それでも、一つだけ述べておけば、フィリップス教授のクレイム・ベー
スドな考え方を継承しつつ、「規範性の基準をもっぱら「超越的契機」に求め
るアプローチによって、ポスト基礎づけ主義と規範的正当化との緊張関係を調
停することができるかもしれない。このアプローチでは、その内実は何であ
れ、現在の社会において人々の間に共有されている規範を超越する何らかの契
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機を有しているクレイムは、「規範的」であると想定される。もちろん、「超越
的」であることを同定するためには、何らかの基準が必要である。ただし、あ
るクレイムが「超越的」であると述べることは、特定の「正しさ」や「間違
い」についての基準を適用することとは異なる。もしも「基準」があるとすれ
ば、それは、既存の実践や意味づけから距離を取っていること、ということに
なるだろう（10）。その意味で、このアプローチで行われる作業は、特定の規範
の「正当化」ではなく（既存の規範の）「反省」だと考えることもできる。この
ような考え方に依拠するならば、「ポスト基礎づけ主義的」でありつつも「規
範的」なアプローチが可能になるかもしれない。
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るものとは異なる『可能な現実』を提示するものである」と、また、「規範理論が
めざすことは、たんに、すでにあるものの中の共通部分を見つけ出すことではない。
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